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衍
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―
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の
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立
と
思
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関 

悠
倫 
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本
論
文
の
構
成 

 

本
論
文
は
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
研
究 

―

そ
の
成
立
と
思
想―

」
と
い
う
論
題
の
も
と
、 

 

○
第
一
編
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
」 

 

○
第
二
編
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
」 

 

○
第
三
編
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
研
究
に
お
け
る
新
視
点
の
呈
示
」 

の
三
編
構
成
か
ら
な
る
。 

 

第
一
編
は
、
本
論
の
成
立
問
題
に
関
わ
る
論
文
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
記
載
さ
れ

て
い
る
典
籍
、
関
連
す
る
思
想
の
点
か
ら
、
そ
の
成
立
を
論
じ
た
。 

 

第
二
編
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
『
大
乗
起
信
論
』
の
注
釈
書
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
き
独

自
の
「
三
十
三
法
門
」
を
打
ち
立
て
た
の
か
を
、『
大
乗
起
信
論
』
の
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」
・

「
三
大
」
の
体
系
、
そ
れ
に
関
連
す
る
説
示
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。 

 

第
三
編
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
「
衆
生
心
」
解
釈
、
修
行
観
、

仏
身
観
、
『
大
智
度
論
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
え
出
し
た
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
『
釈
摩

訶
衍
論
』
研
究
の
新
視
点
を
呈
示
し
た
。 

   

凡
例 

 

⒈
本
論
文
で
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
を
原
典
と
し
適
宜
、S

A
T

（
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー 

タ
ベ
ー
ス
）
やC

B
E

T
A

（
中
華
電
子
仏
典
協
会
）
と
い
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
参
照
し
た
。
本
論 

文
中
で
は
で
き
る
限
り
当
用
漢
字
に
表
記
を
統
一
し
た
。 

 

⒉
本
論
内
の
原
典
引
用
は
で
き
る
限
り
書
き
下
し
に
す
る
よ
う
心
掛
け
、
原
文
は
注
に
載
せ
た
（
内
容 

の
解
釈
に
関
わ
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
書
き
下
さ
な
か
っ
た
箇
所
も
あ
る
）
。
な
お
、
『
釈
摩
訶
衍 

論
』
の
書
き
下
し
に
つ
い
て
は
、
那
須
政
隆
が
校
訂
し
た
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
収
載
の
テ
キ
ス
ト 

を
参
照
し
、
適
宜
改
め
た
。 

 

⒊
論
文
等
を
引
用
す
る
際
は
、
著
者
の
敬
称
は
略
し
た
。 

 

⒋
略
号
に
つ
い
て
は
左
記
の
よ
う
に
表
記
す
る
。 

 
 
 

大
正
蔵 

 
 
 
 
 
 
 

大
正
新
脩
大
蔵
経 

 
 
 

卍
続
蔵
経 

 
 
 
 
 
 

新
纂
大
日
本
続
蔵
経 

 
 
 

日
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
大
蔵
経 

 
 
 

真
言
全 

 
 
 
 
 
 
 

真
言
宗
全
書 

 
 
 

弘
大
全 

 
 
 
 
 
 
 

弘
法
大
師
全
集 

 
 
 

起
信
論 

 
 
 
 
 
 
 

馬
鳴
造
真
諦
訳
『
大
乗
起
信
論
』 

 
 
 

釈
論 

 
 
 
 
 
 
 
 

竜
樹
造
筏
提
摩
多
訳
『
釈
摩
訶
衍
論
』 

 
 
 

義
疏 

 
 
 
 
 
 
 
 

慧
遠
『
大
乗
起
信
論
義
疏
』 

 
 
 

論
疏 

 
 
 
 
 
 
 
 

元
暁
『
起
信
論
疏
』 

 
 
 

義
記 

 
 
 
 
 
 
 
 

法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』 

 
 
 

印
仏
研 

 
 
 
 
 
 
 

印
度
学
仏
教
学
研
究 

 

⒌
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
旧
字
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。 
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第
一
章 

研
究
の
前
提 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
概
要―

 

  

本
論
文
は
、
『
釈
摩
訶
衍
論
』
（
以
下
『
釈
論
』
）
と
い
う
論
書
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
『
釈
論
』
は
、

竜
樹
菩
薩
造
、
筏
提
摩
多
三
蔵
訳
と
記
さ
れ
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
二
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。『
釈

論
』
は
全
十
巻
よ
り
な
り
、
馬
鳴
菩
薩
造
、
真
諦
三
蔵
訳
『
大
乗
起
信
論
』
（
以
下
『
起
信
論
』
）
注
釈
書

の
な
か
で
も
大
部
な
分
量
を
有
す
る
論
書
で
あ
り
、
特
異
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
点
で
も
、
他
の
注
釈
書

と
一
線
を
画
す
る
が
、
八
宗
の
祖
と
仰
が
れ
る
竜
樹
の
作
と
し
て
、
中
国
、
日
本
、
な
か
で
も
真
言
宗
で

受
用
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。 

 

『
釈
論
』
の
訳
者
と
さ
れ
る
筏
提
摩
多
三
蔵
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
り
、
竜
樹
に
仮
託
さ
れ
た
論
書
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
作
者
、
成
立
地
や
成
立
年
代
、
思
想
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
に
多
く
の
解
明

さ
れ
る
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
そ
の
種
種
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を

再
検
討
し
て
自
ら
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
本
節
で
は
、
本
研
究
の
意
義
を
述
べ
る
た
め
に
、
最
初

に
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
の
構
造
に
触
れ
、
続
い
て
『
釈
論
』
の
内
容
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。 

『
起
信
論
』
は
、
「
因
縁
分
」
・
「
立
義
分
」
・
「
解
釈
分
」
・
「
修
行
信
心
分
」
・
「
勧
修
利
益
分
」
の
五
章

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
『
釈
論
』
も
そ
の
章
に
沿
っ
て
随
文
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
『
起
信
論
』
は
ま
ず

造
論
の
理
由
を
「
因
縁
分
」
に
お
い
て
示
し
、
次
に
「
立
義
分
」
を
骨
子
と
し
て
、
そ
の
詳
細
な
解
説
や

理
論
を
「
解
釈
分
」
に
お
い
て
説
き
、
次
に
「
修
行
信
心
分
」
に
お
い
て
修
行
の
方
法
を
示
し
、
最
後
に

「
勧
修
利
益
分
」
で
は
修
行
で
得
ら
れ
る
行
果
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
立
義
分
」
と
「
解

釈
分
」
に
つ
い
て
、『
釈
論
』
の
独
特
な
世
界
観
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
確
認
す
る

こ
と
に
し
た
い
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

如
意
宝
珠
は
唯
し
是
れ
一
な
り
と
雖
も
、
而
も
一
切
の
諸
宝
の
根
本
た
り
。
摩
訶
衍
の
法
は
唯
し
是 

 
 

れ
一
な
り
と
雖
も
、
而
も
恒
沙
の
法
門
の
体
性
た
り
。
重
威
の
大
竜
の
乃
し
受
用
す
る
所
、
利
根
の 

 
 

智
者
の
乃
し
領
解
す
る
所
な
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
第
二
に
立
義
分
を
立
つ
。 

摩
尼
宝
蔵
は
無
量
の
万
宝
を
備
う
と
雖
も
、
而
も
千
重
の
門
を
開
き
て
群
竜
の
了
知
す
る
所
な
り
。 

大
乗
の
本
法
は
無
辺
の
千
の
義
を
円
に
す
る
と
雖
も
、
而
も
別
釈
し
散
説
し
て
鈍
根
の
分
明
す
る
所 

な
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
第
三
に
解
釈
分
を
立
つ
。
１ 

  

『
釈
論
』
は
、
利
根
の
智
者
に
ふ
さ
わ
し
い
「
立
義
分
」
の
教
え
を
諸
宝
の
根
本
の
章
と
し
、
一
方
で

「
解
釈
分
」
は
鈍
根
の
者
に
対
し
て
、
別
に
解
説
を
加
え
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
章
で
あ
る
と
説
明
す

る
。
つ
ま
り
「
立
義
分
」
と
い
う
章
は
、
大
乗
に
お
け
る
悟
り
の
世
界
そ
の
も
の
を
総
体
的
に
象
徴
し
、

か
た
や
「
解
釈
分
」
と
い
う
章
は
、
悟
り
の
世
界
の
一
部
を
解
釈
し
開
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
の
目
的
は
、『
起
信
論
』
の
「
立
義
分
」
を
中
心
に
悟
り
の
世
界
と
は
い
か

な
る
も
の
か
を
、
如
意
宝
珠
と
表
現
し
た
独
自
の
法
門
思
想
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
主
張
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
構
想
に
基
づ
く
法
門
が
『
釈
論
』
の
独
特
の
思
想
と
し
て
知
ら
れ
る
「
三
十
三
法
門
」
で

あ
り
、
随
文
解
釈
す
る
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
釈
論
』
の
中
枢
に
位
置
す
る
思
想
は
三
十
三
法
門
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
三
十

三
法
門
は
、
大
乗
の
教
理
を
総
摂
・
包
含
さ
せ
た
修
行
法
門
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
な
か
に
は
、
修
行
者

観
・
修
行
観
・
成
仏
観
・
仏
身
観
・
教
説
観
・
教
法
観
と
い
っ
た
、
様
々
な
教
理
や
構
想
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
三
十
三
法
門
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
『
釈
論
』
の
思
想
研
究
に
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ほ
か
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
三
十
三
法
門
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
過
程
と
し
て
、『
釈
論
』
が

仏
教
思
想
史
に
お
い
て
、
い
か
な
る
学
匠
や
学
派
の
思
想
を
受
容
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
本
論
文
の
各
編
の
中
で
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

  

第
一
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
テ
キ
ス
ト
・
書
き
下
し
・
現
代
語
訳
の
状
況 

  
 
 

⑴ 

テ
キ
ス
ト 

  

次
に
『
釈
論
』
の
テ
キ
ス
ト
、
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

前
述
の
と
お
り
『
釈
論
』
（
竜
樹
菩
薩
造
・
姚
秦
三
蔵
筏
提
摩
多
訳
）
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
二

巻
（
№
一
六
六
八
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。『
釈
論
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
石
山
寺
本
（
武
周
（
唐
）
時
代

写
、
五
巻
ま
で
）
、
高
麗
本
（
一
二
五
一
年
２

）
、
房
山
石
経
本
（
一
〇
九
二
年
～
一
〇
九
三
年
）
、
東
大
寺

本
（
一
二
〇
八
年
）
、
高
野
本
（
一
二
五
六
年
）
、
大
谷
大
本
（
年
代
不
詳
）
、
身
延
山
大
本
（
年
代
不
詳
）

等
が
あ
る
。
そ
の
中
で
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
で
は
、
高
麗
本
を
底
本
と
し
て
、
高
野
本
と
石
山
寺
本
と

を
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
３

。 

そ
の
他
に
は
、
金
知
姸
が
『
釈
論
』
の
諸
本
の
種
類
を
整
理
し
比
較
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
敦
煌

本
（
第
八
巻
の
断
簡
、
年
代
不
詳
）
、
石
山
寺
本
、
房
山
石
経
本
、
高
麗
本
（
一
二
三
六
年
～
一
二
五
一
年
）
、

東
大
寺
本
、
高
野
山
本
、
大
谷
大
本
、
身
延
山
大
本
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
本
（
一
九
二
五
年
４

）
等
を
比

較
す
る
こ
と
で
、
諸
本
の
系
統
を
分
類
し
て
い
る
。
氏
の
検
討
は
『
釈
論
』
全
十
巻
に
わ
た
る
テ
キ
ス
ト

全
体
を
比
較
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
文
字
の
異
同
や
諸
本
が
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
書
写
し
た
の
か

を
知
る
上
で
有
用
で
あ
る
５

。
以
下
に
氏
が
整
理
し
た
諸
本
の
系
統
を
図
に
し
た
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
に

し
た
い
６

。 
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本
研
究
で
は
、
原
則
と
し
て
、
上
記
の
諸
本
の
幾
つ
か
を
参
照
し
校
訂
し
て
い
る
大
正
蔵
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
が
、
那
須
政
隆
が
『
釈
摩
訶
衍
講
義
』
７

に
お
い
て
、
一
二
五
六
年
の
高
野

本
を
底
本
と
し
、
大
正
蔵
本
を
参
照
し
校
訂
し
た
も
の
も
あ
る
の
で
適
宜
参
照
し
た
。 

   
 
 

⑵ 

書
き
下
し 

 

書
き
下
し
に
つ
い
て
は
、 

  

○
松
長
俊
恭
訳
「
釈
摩
訶
衍
論
和
訳
」（
松
長
俊
恭
編
『
真
言
宗
聖
典
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
二
〇
年
（
初 

 
 

版
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
） 

 

○
林
田
光
禅
訳
「
国
訳
釈
摩
訶
衍
論
」（
塚
本
賢
暁
編
『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
、
国
書
刊
行
会
、
一
九 

 
 

二
一
年
） 

 

○
塩
入
亮
忠
訳
「
釈
摩
訶
衍
論
」
（
『
国
訳
一
切
経
』
論
集
部
四
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
二
年
） 

 

○
松
長
俊
恭
訳
「
和
訳
釈
摩
訶
衍
論
」（
宮
坂
宥
勝
校
閲
『
和
訳
密
教
経
典
集
』
下
、
う
し
お
書
店
、
二 

 
 

〇
〇
四
年
（
松
長
俊
恭
編
『
真
言
宗
聖
典
』
）
を
原
本
と
し
て
い
る
） 

 

が
あ
り
、
松
長
俊
恭
訳
の
も
の
が
管
見
の
限
り
最
も
古
い
。
ま
た
、『
釈
論
』
の
用
語
解
説
や
真
言
宗
の
伝

統
的
な
解
釈
を
調
べ
る
に
は
、
『
国
訳
密
教
』
本
に
詳
し
い
注
記
が
あ
る
た
め
最
適
と
思
わ
れ
る
。 

   
 
 

⑶ 

現
代
語
訳 

 

現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
柏
木
弘
雄
と
早
川
道
雄
、
両
氏
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
他
の
外
国
語
訳
は
見

当
た
ら
な
い
。
以
下
に
列
挙
す
る
。 

  

○
柏
木
弘
雄
『
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』
（
真
言
勧
学
之
会 

一
九
九
九
）
※
序
の
み 

 

○
早
川
道
雄
８ 

 
 

・
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
序
文
及
び
巻
第
一
巻 

現
代
語
試
訳
」
（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
二
、

二
〇
〇
六
年
） 

 
 

・
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
二 

現
代
語
試
訳
」
（
『
密
教
学
』
四
三
、
二
〇
〇
七
年
） 

 
 

・
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
三 

訓
読
文
お
よ
び
現
代
語
試
訳
」
（
『
密
教
学
』
四
二
、
二
〇
〇
六
年
） 

 
 

・
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
四 

現
代
語
試
訳
」
（
『
仙
石
山
論
集
』
三
、
二
〇
〇
六
年
） 

 
 

・
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
五 

現
代
語
試
訳
」
（
『
平
安
仏
教
学
会
年
報
』
四
、
二
〇
〇
七
年
） 

 
 

・「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
六 

現
代
語
試
訳
」（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
三
、
二
〇
〇
七
年
） 

 
 

・「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
七 

現
代
語
試
訳
」（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
四
、
二
〇
〇
九
年
） 

 
 

・
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
八 

現
代
語
試
訳
」
（
『
密
教
学
』
四
六
、
二
〇
一
〇
年
） 

 
 

・「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
九 

現
代
語
試
訳
」（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
八
、
二
〇
一
三
年
） 

 
 

・「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
十 

現
代
語
試
訳
」（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
六
、
二
〇
一
一
年
） 

 
 

・
『
釈
摩
訶
衍
論
の
新
研
究
』
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
九
年
、
巻
末
に
こ
れ
ま
で
の
現
代
語
訳
を
集 
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成
し
て
い
る
） 

  

第
二
節 
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
注
釈
文
献 

―

中
国
・
日
本―

 

  
 
 

⑴ 

中
国
の
注
釈
文
献 

  

次
に
中
国
と
日
本
の
注
釈
文
献
を
紹
介
し
た
い
９

。
中
国
の
注
釈
文
献
に
関
し
て
、
ま
ず
『
大
正
蔵
』

を
確
認
す
る
と
、
義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
典
籍
名
は
確
認
で
き
る
が
本
文
は
収
載
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
ら
が
確
認
で
き
る
の
は
『
卍
続
蔵
経
』
で
あ
り
、
以
下
の
六
種
が
確
認
で
き
る
（
こ
こ
で
も

名
前
の
も
の
も
あ
る
）
。
一
方
で
、
最
近
、
遼
代
仏
教
の
研
究
に
お
い
て
『
釈
論
』
注
釈
書
と
し
て
上
記
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
文
献
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
釈
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』
１
０

で
あ
る
。 

  

㊀
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』 

 
 

唐
聖
法
撰
（
卍
続
蔵
七
二
） 

 

㊁
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』 

 
 

唐
法
敏
撰
（
卍
続
蔵
七
二
） 

 

㊂
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』 

遼
志
福
（
慈
行
大
師
）
撰
（
卍
続
蔵
七
三
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔
遼
国
の
（
耶
律
孝
傑
）
天
佑
皇
帝
勅
撰
〕 

 

㊃
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』 

遼
法
悟
（
通
法
大
師
）
撰
（
卍
続
蔵
七
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔
遼
国
の
（
耶
律
孝
傑
）
天
佑
皇
帝
勅
撰
〕 

 

㊄
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』 

 
 

宋
普
観
（
無
際
大
師
）
撰
（
卍
続
蔵
七
三
） 

 

㊅
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』 

遼
守
瑧
撰
（
大
正
蔵
五
五
、
一
一
七
五
頁
中
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
名
前
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
） 

 

㊆
『
釈
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』 

遼
鮮
演
撰 

  

こ
の
な
か
で
も
、
㊀
の
聖
法
の
注
釈
書
は
最
も
古
い
と
さ
れ
る
１
１

。
そ
の
内
容
は
他
の
注
釈
書
に
比
べ

少
量
で
あ
る
。
聖
法
の
肩
書
に
つ
い
て
は
「
沙
門
聖
法
」
１
２

と
あ
り
、
日
本
の
済
暹
（
一
〇
二
五
～
一
一

一
五
）
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
決
疑
破
難
会
釈
抄
』
に
は
「
大
唐
聖
法
の
釈
論
抄
記
説
に
云
う
が
如
し
。
」
１
３

と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
唐
代
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
以
上
に
彼
の
足
跡
を
た
ど
る
資
料
は
管
見
の
限
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
当
書
は
『
釈
論
』
に

説
か
れ
る
「
六
馬
鳴
」
説
に
つ
い
て
、
現
存
が
確
認
で
き
な
い
典
籍
名
を
挙
げ
て
解
説
し
て
い
る
点
で
他

の
注
釈
書
と
は
一
線
を
画
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
釈
論
』
に
登
場
す
る
特
殊
文
字
に
つ
い

て
も
解
説
を
試
み
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
が
ど
の
よ
う
な
典
籍
や
思
想
に
基
づ
く
も
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、『
釈
論
』
の
特
徴
で
あ
る
は
ず
の
三
十
三
法
門
な
い
し
不
二
摩
訶
衍
法
、
ひ
い
て
は
如
言
説

や
一
一
識
心
と
い
っ
た
独
自
説
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
、
聖
法
が
独
自
に
判

断
し
た
『
釈
論
』
の
難
解
な
箇
所
に
つ
い
て
取
り
上
げ
補
足
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
る
。 

 

㊁
の
著
者
法
敏
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。『
続
高
僧
伝
』
第
十
五
に
記
さ
れ
る
「
静
林
寺
法
敏
」
１
４

で
は
な
く
、
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
以
後
の
人
物
の
作
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
１
５

。
㊂
・

㊃
・
㊄
の
三
種
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
「
三
師
」
と
称
さ
れ
『
釈
論
』
理
解
に
用
い
ら
れ
て
き
た
１
６

。

㊂
と
㊃
の
二
種
は
同
じ
天
佑
皇
帝
の
勅
命
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
釈
論
』
の
造
論
の
理
由

に
つ
い
て
、
㊂
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
に
、「
師
で
あ
る
馬
鳴
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
釈
論
を
造
論
し



『釈摩訶衍論』の研究 ―その成立と思想―   序論 

 

5 

 

た
」
と
い
う
主
旨
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
㊃
の
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
に
は
、「
釈
論
と
は

一
乗
の
妙
趣
を
包
摂
し
た
論
で
あ
り
、
百
部
の
玄
関
（
法
門
教
理
）
を
括
る
も
の
で
あ
る
」
と
解
説
さ
れ

て
い
る
。 

次
に
㊄
の
内
容
は
、
㊂
と
㊃
と
基
本
的
に
大
差
な
い
。
㊅
の
守
瑧
の
注
釈
書
は
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』

第
三
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
日
本
に
は
請
来
さ
れ
て
い
な
い
が
、
竺
沙
雅
章
の
研
究
に
守
瑧

の
注
釈
書
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
１
７

。
最
後
に
、
㊆
の
鮮
演
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』
に
つ
い
て
は
、

経
録
に
そ
の
名
が
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
の
墓
碑
に
雕
印
さ
れ
た
記
録
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
藤
原
崇
人
の
『
契
丹
仏
教
史
の
研
究
』
に
よ
っ
て
呈
示
さ
れ
た
成
果
で
あ

る
。
ま
た
、
鮮
演
の
著
作
に
は
当
注
釈
書
の
他
に
唯
識
や
華
厳
、
さ
ら
に
『
菩
提
心
戒
』
と
い
っ
た
密
教

戒
に
関
す
る
著
作
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
８

。 

現
存
す
る
鮮
演
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
談
玄
決
擇
』
を
見
る
と
「
上
京
開
龍
寺
円
通
悟
理
大
師
賜
紫
沙

門
鮮
演
述
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
を
「
不
二
法
門
」

１
９

と
紹
介
し
、
「
如
義
言
説
」
、
「
一
一
識
心
」
２
０

な
ど
の
独
自
説
に
つ
い
て
も
受
容
し
て
い
る
姿
勢
が
確

認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
釈
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』
は
現
存
し
な
い
が
確
実
に
鮮
演
が
『
釈
論
』
に

対
し
造
詣
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
重
要
な
事
例
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

新
た
な
発
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

中
国
の
注
釈
書
を
概
観
す
る
と
、
元
暁
や
法
蔵
や
澄
観
と
い
っ
た
華
厳
を
素
地
と
す
る
諸
師
の
理
解
を

参
照
し
て
い
る
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
華
厳
に
属
す
る
人
物
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
思
想
を
有

す
る
修
学
者
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
と
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
２
１

。
し
か
し
、
唐
代
に
興
隆
し
た
仏
教

の
一
つ
に
密
教
が
あ
り
、
ま
た
、
遼
代
の
仏
教
が
密
教
と
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
く
て
は
い
け

な
い
だ
ろ
う
２
２

。 

   
 
 

⑵ 

日
本
の
注
釈
文
献 

  

日
本
に
お
い
て
『
釈
論
』
の
注
釈
文
献
の
嚆
矢
は
、
同
論
を
自
ら
の
著
作
に
大
い
に
依
用
し
た
空
海
の

著
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
天
台
宗
な
ど
で
偽
撰
説
を
採
る
立
場
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
、

専
ら
真
言
教
学
の
体
系
化
に
務
め
た
学
匠
に
よ
っ
て
数
百
を
こ
え
る
膨
大
な
数
の
注
釈
が
著
さ
れ
た
。
そ

の
歴
史
は
実
に
長
く
、
江
戸
期
・
明
治
期
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
真
言
宗
で
は
実
践
面
を
事
相
と

し
、
教
学
面
を
教
相
と
名
づ
け
、
い
わ
ゆ
る
事
教
二
相
と
称
し
て
双
方
を
修
行
修
学
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、

『
釈
論
』
は
事
教
二
相
に
通
じ
る
論
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
研
鑽
が
進
め
ら
れ
て
き
た
２
３

。 

 

そ
の
た
め
真
言
宗
の
宗
学
伝
統
か
ら
成
立
史
、
特
に
撰
述
者
に
つ
い
て
疑
義
を
挟
む
こ
と
は
、
宗
祖
と

異
な
る
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
り
避
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
関
す
る
逸
話
が
、
真
言
宗
新
義
派
の

教
義
を
確
立
し
た
、
中
性
院
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
著
書
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』
に
お
い

て
確
認
で
き
る
。 

  
 

又
南
大
寺
の
珍
聡
が
浮
説
し
て
月
忠
が
妄
造
と
云
う
。
妄
語
の
罪
に
依
り
て
定
ん
で
深
抗
に
堕
せ
ん 

 
 

や
。
大
罪
な
り
。
大
罪
な
り
。
慎
ま
ず
ん
ば
あ
る
可
か
ら
ず
、
慎
ま
ず
ん
ば
あ
る
可
か
ら
ず
。
２
４ 

  

こ
の
「
南
大
寺
の
珍
聡
」
と
は
安
然
の
記
し
た
円
仁
の
説
と
さ
れ
る
記
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
頼
瑜
は
痛
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烈
に
批
判
し
、
周
囲
に
対
し
て
語
義
を
強
め
誡
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
真
言
宗
で
は
、
何
人
も
安
易
に

撰
述
者
に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
し
て
や
作
者
を
竜
樹
で
は
な
い
と
批
判
す
る
よ
う
な

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
想
像
で
き
る
。
で
は
、
日
本
の
注
釈
書
文
献
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
前
述
の

通
り
注
釈
文
献
に
は
膨
大
な
量
が
あ
り
、
大
半
が
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
・
『
続
真
言
宗
全
書
』
・
『
日
本
大

蔵
経
』
・
『
智
山
全
書
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
要
な
も
の
と
し
て
、
以
下
の
八
種
を
と
り
あ

げ
た
い
２
５

。 

  

⑴
『
釈
摩
訶
衍
論
指
事
』 

 
 

 

空
海
撰
（
七
七
四
～
八
三
五
）
〔
弘
大
全
一
、
六
一
二
頁―

〕 

 

⑵
『
釈
摩
訶
衍
論
立
義
分
略
釈
』 
済
暹
撰
（
一
〇
二
五
～
一
一
一
五
）〔
大
正
蔵
六
九
、
五
七
七
頁―

〕 

 

⑶
『
釈
摩
訶
衍
論
指
事
』 

 
 

 
覚
鑁
撰
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）〔
大
正
蔵
六
九
、
五
六
四
頁―

〕 

 

⑷
『
釈
摩
訶
衍
論
応
教
鈔
』 

 
 

道
範
撰
（
一
一
七
八
～
一
二
五
二
）〔
大
正
蔵
六
九
、
五
八
四
頁―

〕 

 

⑸
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』 

 
 

頼
瑜
撰
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
〔
日
蔵
四
四
、
八
十
頁―

〕 

 

⑹
『
釈
摩
訶
衍
論
勘
註
』 

 
 

 

頼
宝
撰
（
一
二
七
九
～
一
三
三
〇
）〔
大
正
蔵
六
九
、
六
〇
三
頁―

〕 

 

⑺
『
釈
摩
訶
衍
論
鈔
』 

 
 

 
 

宥
快
撰
（
一
三
五
四
～
一
四
一
六
）
〔
続
真
全
八
・
九
・
十
〕 

 

⑻
『
釈
摩
訶
衍
論
科
註
』 

 
 

 

覚
眼
撰
（
一
六
四
三
～
一
七
二
五
）
〔
智
山
全
六
、
一
頁―

〕 

  

⑴
は
、
二
巻
本
に
し
て
『
釈
論
』
十
巻
の
内
容
に
沿
い
巻
数
ご
と
に
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、

特
に
真
言
密
教
の
傾
向―

三
十
三
法
門
を
三
十
七
尊
に
配
当
す
る
、
如
義
言
説
を
法
身
説
法
と
理
解
す
る

等―

に
引
き
寄
せ
た
理
解
を
施
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、『
釈
論
』
の
著
者
に
つ
い
て
見
る
と
、
同
論
の

造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
菩
薩
を
竜
猛
菩
薩
と
述
べ
て
い
る
２
６

。
こ
れ
に
関
し
て
、
同
じ
く
空
海
の
著
作
で

あ
る
『
弁
顕
密
二
教
論
』
２
７

や
『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
２
８

を
見
る
と
同
じ
く
竜
猛
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
空
海
が
真
言
第
三
祖
で
あ
る
竜
猛
菩
薩
と
『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
を
同
一
視
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

⑵
は
「
立
義
分
」
の
章
の
み
の
解
釈
で
あ
る
が
簡
潔
で
理
解
が
得
や
す
い
。
後
半
の
部
分
に
な
る
と
、

三
十
三
法
門
を
構
成
す
る
各
法
門
が
幻
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。 

 

⑶
は
一
巻
本
に
し
て
、『
釈
論
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
に
金
剛
界
三
十
七
尊
の
諸
仏
諸
菩
薩

を
配
す
る
理
解
を
示
す
。
こ
の
理
解
が
後
代
の
真
言
学
匠
に
大
い
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
空
海
の
作
と
さ
れ

る
『
二
十
五
箇
条
御
遺
告
』
に
説
か
れ
る
仏
舎
利
三
十
二
粒
の
理
解
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る

２
９

。 

 

⑷
は
奧
書
に
よ
れ
ば
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
の
正
月
頃
に
禅
定
二
品
大
王
道
助
の
教
命
に
よ
り
撰

述
さ
れ
た
も
の
で
、
高
野
山
華
王
院
覚
海
の
口
説
と
京
都
禅
林
寺
静
遍
の
指
授
に
基
づ
い
た
書
で
あ
る
３
０

。

当
著
作
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
論
大
綱
之
事
」
か
ら
「
配
当
外
門
法
之
事
」
の
お
よ
そ
三
二
種
の
問
題
を

設
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
二
巻
あ
る
い
は
三
巻
本
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
現
在
確
認

で
き
る
論
題
の
数
は
、
本
来
の
内
容
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
３
１

。
当
著
作
の
特
徴
を
述
べ
る

と
、
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
「
四
重
秘
釈
」
３
２

を
立
て
て
真
言
密
教
特
有
の
理
解
を
述
べ
て
い
る
点
に
あ

る
。 

 

⑸
は
他
書
よ
り
も
大
部
な
三
六
巻
本
で
あ
り
、『
釈
論
』
の
序
の
訓
読
と
詳
細
な
解
説
が
施
さ
れ
、
同
論

の
作
者
や
成
立
、
加
え
て
受
容
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
思
想
に
至
る
ま
で
事
細
か
な
解
説
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
他
に
も
、
頼
瑜
は
、
論
義
に
関
す
る
著
作
と
し
て
、
『
釈
論
愚
草
』
二
七
巻
を
著
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
生
前
『
釈
論
』
の
説
示
に
あ
る
「
勧
劣
向
勝
不
退
門
」
に
つ
い
て
短
冊
と
し
て
製
作
す
る
こ
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と
を
念
願
し
て
い
た
が
、
自
ら
の
死
期
が
近
い
こ
と
を
覚
る
と
、
弟
子
で
あ
る
順
継
（
『
釈
摩
訶
衍
論
広
短

冊
』
）
に
託
し
入
寂
し
て
い
る
３
３

。 

 

⑹
は
奧
書
に
よ
れ
ば
、
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
よ
り
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
至
る
四
年
間
の
歳

月
を
か
け
て
、
高
野
山
一
心
院
内
の
金
光
院
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
と
す
る
３
４

。
当
著
作
に
つ
い
て
は
二

四
巻
本
に
し
て
、
比
較
的
大
部
の
も
の
で
あ
る
。「
真
言
所
学
事
」
、「
大
意
事
」
、「
真
論
偽
論
事
」
、「
今
論

顕
密
分
別
事
」
等
と
い
っ
た
、
真
言
宗
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
を
概
観
し
、
後
半
の
第
二
三
巻
に
お
い
て
、

本
文
に
即
し
て
詳
細
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
。 

 

⑺
は
一
四
〇
巻
本
に
し
て
、
頼
瑜
と
並
び
大
部
で
あ
り
、
一
一
の
用
語
に
解
釈
を
徹
底
し
て
施
し
て
い

る
。 

 

⑻
は
二
十
巻
に
し
て
、
『
釈
論
』
の
説
示
や
用
語
に
つ
い
て
解
釈
を
施
し
て
い
る
。 

 

以
上
、
八
種
の
注
釈
書
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
き
た
。
そ
の
他
に
関
し
て
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

の
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
、
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
、
『
国
書
総
目
録
』
、
『
豊
山
全
書
』
等
に
記
載
、
収
載
さ

れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
３
５

。
次
節
で
は
研
究
動
向
、
思
想
と
成
立
に
つ
い
て
言
及
す
る

見
解
を
整
理
し
、
本
論
文
の
目
的
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

  

第
二
章 

研
究
の
回
顧 

  

『
釈
論
』
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
数
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
研
究
状
況

を
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
著
作
と
し
て
体
系
的
あ
る
い
は
、
本
論
文
の
課
題
と
関
連

性
が
強
い
先
行
研
究
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

森
田
龍
僊
の
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
［1

9
3

5

］
３
６

を
は
じ
め
、
那
須
政
隆
に
よ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
講

義
』
［1

9
9

2

］
３
７

、
さ
ら
に
は
大
山
公
淳
の
『
大
山
公
淳
先
徳
聞
書
集
成
』
［1

9
9

4

］
３
８

と
い
っ
た
研
究

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
真
言
宗
の
立
場
に
立
っ
て
研
究
さ
れ
た
著
書
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

特
に
森
田
の
成
果
は
真
言
宗
教
学
の
立
場
に
、
一
般
的
な
仏
教
研
究
方
法
を
導
入
し
た
、
近
代
で
初
め
て

出
版
さ
れ
た
『
釈
論
』
研
究
書
と
し
て
、
現
代
で
も
多
く
の
研
究
者
が
参
照
し
て
い
る
。 

 

そ
の
一
方
、
以
上
の
諸
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て
『
釈
論
』
の
講
伝
を
し
た
柏
木
弘
雄
［1

9
8

7

］
の
説
が

あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
柏
木
に
よ
れ
ば
、「
同
論
特
有
の
思
想
内
容
に
た
い
す
る
本
格
的
研
究
は
あ
ま
り

進
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
点
に
関
す
る
従
来
の
言
及
も
、
部
分
的
な
所
説
に
あ
ら
わ
れ
た
解
釈
の
特
異
性
を

指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
」
３
９

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
「
同
論
特
有
の
思
想
」
と
は
、

恐
ら
く
三
十
二
法
門
あ
る
い
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
指
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
部
分
的
な
所

説
に
あ
ら
わ
れ
た
解
釈
の
特
異
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
」
と
言
う
の
は
、
こ
れ
も
、『
釈
論
』

が
三
十
三
法
門
に
関
連
づ
け
し
て
説
く
用
語
、「
如
義
言
説
」・「
一
一
識
心
」・「
二
種
本
覚
」・「
同
相
異
相
」

等
と
い
っ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
『
釈
論
』
研
究
に
対
し
、

総
合
的
な
研
究
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
柏
木
の
主
張
は
、
問
題
提
起
と
し
て
重
く
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
る
。 

 

こ
の
他
に
も
、
石
井
公
成
が
『
華
厳
思
想
の
研
究
』［1

9
9

6

］
４
０

の
な
か
で
、『
釈
論
』
の
成
立
事
情
や

「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
見
解
を
表
明
し
た
。

そ
の
特
徴
は
、『
釈
論
』
を
華
厳
思
想
の
上
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
真
言
教
学
に

よ
る
研
究
か
ら
離
れ
て
、
『
釈
論
』
理
解
を
一
歩
推
し
進
め
た
点
で
重
要
で
あ
る
。 
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他
方
で
、
早
川
道
雄
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
博
士
論
文
を
整
理
し
て
『
釈
摩
訶
衍
論
の
新
研
究
』

［2
0

1
9

］
４
１

を
上
梓
し
た
。
『
釈
論
』
の
作
者
や
成
立
地
な
ど
の
成
立
事
情
に
関
す
る
研
究
に
は
触
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
独
自
の
観
点
か
ら
『
釈
論
』
の
思
想
構
造
を
捉
え
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
先
述

し
た
石
井
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
見
解
も
散
見
さ
れ
る
。
論
文
の
傾
向
と
し
て
は
、
伝
統
的
な
理
解
か
ら
距

離
を
保
ち
つ
つ
も
基
本
的
に
は
、
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
森
田
や
那
須
と
い
っ
た
従
来
の
研
究
成
果

を
土
台
と
し
て
い
る
た
め
、
従
来
説
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
早
川
の
成
果
と
し

て
特
筆
す
べ
き
は
、『
釈
論
』
全
巻
に
わ
た
る
現
代
語
訳
を
収
載
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
後
学
に
有

益
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
最
近
、
金
知
姸
が
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
成
果
を
一
冊
に
ま
と
め
『
석
마
하
연
론
의 

사
상
적 

지
평

（
『
釈
摩
訶
衍
論
の
思
想
的
地
平
』
）
』［2

0
2

1

］
４
２

を
刊
行
し
た
。
筆
者
は
こ
れ
を
熟
読
す
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、『
釈
論
』
が
日
本
に
請
来
さ
れ
、
そ
の
後
の
真
偽
論
争
か
ら
、
後
代
に
お
け
る
中
国
、
朝

鮮
、
日
本
に
お
け
る
論
師
の
受
容
傾
向
の
考
察
、
な
ら
び
に
『
釈
論
』
内
部
の
思
想
構
造
の
解
明
に
向
け

て
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
外
の
『
釈
論
』
研
究
の
最
新
の
動
向
を
知
る
の
に
有
用
で
あ
る
。 

本
研
究
で
は
、
以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
新
た
な
素
材
・
資
料
を
加
え
、
よ
り
幅
広
い
思

想
や
教
学
の
視
点
か
ら
『
釈
論
』
を
解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

  

第
三
章 

課
題
の
整
理 

 

第
一
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
問
題 

  

前
述
の
通
り
、
本
論
文
は
『
釈
論
』
の
研
究
と
題
し
、
副
題
に
あ
る
よ
う
に
思
想
や
成
立
を
中
心
に
論

じ
る
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
上
記
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
先
行
研
究
を
取
り
上
げ

る
こ
と
で
、
本
論
文
で
検
討
す
る
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。『
釈
論
』
の
成
立
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
先
行
研
究
を
管
見
の
限
り
列
挙
す
る
と
、
古
い
も
の
か
ら
大
村
西
崖
、
望
月
信
亨
、
香
川

英
隆
、
森
田
龍
僊
、
大
山
公
淳
、
谷
川
泰
教
、
那
須
政
隆
、
塩
入
亮
忠
、
中
村
本
然
、
柏
木
弘
雄
、
石
井

公
成
、
遠
藤
純
一
郎
、
佐
藤
厚
、
福
士
慈
稔
、
金
英
美
、
金
知
姸
の
諸
氏
が
あ
げ
ら
れ
る
。（
な
お
、
本
文

や
注
で
は
故
人
の
業
績
を
一
冊
に
ま
と
め
た
著
作
を
引
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
）
順
に
概
観
し
て
い
き
た

い
４
３

。 

 

大
村
西
崖
は
『
密
教
発
達
志
』
［1

9
1

8

］
４
４

に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
真
偽
論
争
を
扱
っ
て
い
る
。

淡
海
三
船
（
七
七
二
～
七
八
五
）
の
消
息
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
、
最
澄
（
七
六
七
～

八
二
二
）
の
『
守
護
国
界
章
』
、
安
然
（
八
四
一
～
八
八
九
～
）
の
『
教
時
義
』
、
円
珍
（
八
一
四
～
八
九

一
）
の
『
些
些
疑
文
』
等
の
『
釈
論
』
真
撰
説
論
者
に
対
す
る
反
駁
箇
所
を
検
討
し
、『
釈
論
』
が
偽
撰
で

あ
り
一
般
に
知
ら
れ
る
竜
樹
の
作
で
は
な
い
と
判
定
し
て
い
る
。
し
か
し
大
村
が
引
用
し
て
い
る
『
些
些

疑
文
』
に
は
『
釈
論
』
を
偽
撰
と
説
く
箇
所
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
の
言
及
は
な

い
。 

 

望
月
信
亨
は
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』［1

9
2

2

］
４
５

に
お
い
て
、『
釈
論
』
が
三
階
教
の
徒
等
が
自
宗
の

復
興
と
教
義
の
確
立
を
行
う
た
め
、
竜
樹
に
仮
託
し
て
撰
述
さ
れ
た
論
書
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の

根
拠
と
し
て
三
階
教
の
思
想
で
あ
る
「
如
来
蔵
仏
」
な
る
語
が
、『
釈
論
』
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
偽
撰

で
あ
る
と
判
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
後
に
石
井
公
成
に
よ
っ
て
、『
金
剛
三
昧
経
』
に
お
い
て
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「
如
来
蔵
仏
」
と
い
う
語
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
４
６

。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、

唐
開
元
八
年
（
七
二
〇
）
か
ら
大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）
の
間
に
撰
述
さ
れ
た
と
す
る
４
７

。
こ
れ
は
『
釈

論
』
の
「
六
馬
鳴
」
の
典
拠
と
し
て
い
る
六
種
の
経
典
を
精
査
し
、
六
番
目
に
引
用
さ
れ
る
『
勝
頂
王
契

経
』
に
明
示
さ
れ
る
「
如
来
成
道
第
十
七
日
。…

…

」
と
い
う
説
が
、
金
剛
智
（
六
七
一
～
七
四
一
）
訳

と
さ
れ
る
『
馬
鳴
菩
薩
大
神
力
無
比
験
法
念
誦
儀
軌
』
４
８

と
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。 

 

香
川
英
隆
は
「
釈
摩
訶
衍
論
の
史
的
研
究
」
［1

9
2

2

］
４
９

に
お
い
て
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
正
月
二

二
日
に
出
さ
れ
る
『
太
政
官
符
』
に
『
釈
論
』
が
金
剛
頂
部
系
の
枠
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

て
、
撰
述
者
を
金
剛
界
系
統
の
祖
師
、
不
空
が
顕
密
二
教
の
教
判
論
を
展
開
す
る
に
至
り
、『
釈
論
』
を
撰

述
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
、
中
国
を
成
立
地
と
す
る
。
さ
ら
に
『
釈
論
』
が
後
代
に
お
い
て
、
華

厳
系
の
人
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
華
厳
第
三
祖
で
あ
る
法
蔵
が
『
釈
論
』
を
引
用
し
て
い

な
い
点
、
な
ど
を
考
慮
し
て
法
蔵
以
後
の
撰
述
と
判
断
し
て
、
法
蔵
入
寂
（
七
一
二
）
か
ら
宗
密
誕
生
（
七

八
〇
）
の
間
の
成
立
と
し
て
い
る
。 

 

森
田
龍
僊
は
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』［1

9
3

5

］
５
０

に
お
い
て
、『
釈
論
』
が
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
や

法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
５
１

。
ま
た
、
『
釈
論
』
が
古
来

よ
り
真
言
宗
の
所
依
の
経
論
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
密
教
経
典
が
引
用
さ
れ
て

い
な
い
の
は
地
理
的
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
成
立
地
に
つ
い
て
は
、
支
那
説
と
新
羅
説
の
二
説
を

あ
げ
て
は
い
る
が
、
後
者
の
新
羅
僧
月
忠
な
る
人
物
の
造
論
説
を
重
視
し
て
い
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
、

法
蔵
の
入
寂
（
七
一
二
）
よ
り
不
空
の
入
寂
（
七
七
四
）
に
い
た
る
約
五
、
六
十
年
間
の
間
と
す
る
。 

 

大
山
公
淳
は
「
釈
摩
訶
衍
論
の
真
偽
問
題
」
［1

9
6

4

］
５
２

に
お
い
て
、
偽
撰
側
の
台
密
学
徒
の
見
解
を

史
的
に
概
観
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
東
密
学
徒
の
真
撰
側
の
見
解
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
成
立

地
や
年
代
そ
し
て
作
者
に
対
す
る
大
山
の
見
解
こ
そ
無
い
も
の
の
、
請
来
当
初
の
『
釈
論
』
を
取
り
巻
く

諸
事
情
を
知
る
上
で
は
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
大
山
は
氏
以
前
に
指
摘
さ
れ
た
、
新
羅
僧
月
忠
説
が
有
力

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
『
釈
論
』
第
九
巻
に
見
え
る
何
語
と
も
つ
か
な
い
「
鬼
文
字
」
５
３

と
さ
れ
る
も

の
が
新
羅
の
も
の
で
あ
る
か
は
今
後
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
５
４

。 

 

谷
川
泰
教
は
「
入
楞
伽
経
研
究
ノ
ー
ト
」
［1

9
7

4

］
５
５

に
お
い
て
、
宋
の
求
那
跋
陀
羅
訳
『
楞
伽
阿
跋

多
羅
宝
経
』
、
魏
の
菩
提
流
支
訳
『
入
楞
伽
経
』
、
唐
の
実
叉
難
陀
訳
『
大
乗
入
楞
伽
経
』
の
三
種
と
、『
釈

論
』
に
示
さ
れ
る
①
「
大
本
楞
伽
契
経
」
②
「
分
流
楞
伽
契
経
」
③
「
何
等
楞
伽
」
④
「
因
縁
楞
伽
」
⑤

「
沙
羅
楞
伽
」
⑥
「
盤
尸
多
楞
伽
」
、
以
上
六
点
と
の
接
点
を
比
較
考
証
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
宋
求
那

跋
陀
羅
訳
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
と
魏
菩
提
流
支
訳
『
入
楞
伽
経
』
が
『
釈
論
』
の
引
用
と
類
似
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
成
立
年
代
を
唐
の
実
叉
難
陀
訳
『
大
乗
入
楞
伽
経
』
の
訳
出
さ
れ
る
以
前
、

つ
ま
り
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
成
立
し
て
い
る
可
能
性
に
触
れ
て
い
る
。
成
立
地
に
つ
い
て
は
中
国
あ
る

い
は
朝
鮮
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

 

那
須
政
隆
は
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
［1

9
9

2

］
５
６

に
お
い
て
、
密
教
の
修
行
者
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も

の
で
、
撰
述
地
を
中
国
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
第
一
巻
に
「
仁
義
礼
智
信
」
の
五
常
（
儒
教
思
想
）

が
説
か
れ
て
お
り
、
第
九
巻
に
お
い
て
は
則
天
文
字
を
用
い
た
呪
文
（
陀
羅
尼
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
提
示
し
て
い
る
。
撰
述
者
に
つ
い
て
は
、
金
剛
智
・
善
無
畏
・
不
空
・
一
行
等
が
密
教
流
布
に
活
躍

し
て
い
た
唐
代
に
、
時
代
の
諸
思
想
に
精
通
し
た
人
物
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
と
す
る
。
撰
述

年
代
に
つ
い
て
は
、
唐
の
中
葉
よ
り
末
期
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

塩
入
亮
忠
は
「
釈
摩
訶
衍
論
解
題
」
［1

9
7

8

］
５
７

に
お
い
て
、
竜
樹
菩
薩
造
・
姚
秦
筏
提
摩
多
三
蔵
の

語
が
姚
秦
代
の
典
籍
で
あ
る
『
出
三
蔵
記
集
』
、
『
貞
元
録
』
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
僧
伝
に
お
い
て
も
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筏
提
摩
多
の
名
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、『
釈
論
』
第
九
巻
に
お
い
て
何
の

言
語
で
あ
る
か
不
明
な
文
字
に
つ
い
て
、
新
羅
文
字
に
通
じ
る
点
が
あ
る
と
し
、
月
忠
撰
述
説
を
支
持
し
、

新
羅
成
立
と
す
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
中
頃
に
新
羅
の
人
間
の
手
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
塩
入
説
の
新
羅
文
字
は
先
述
の
大
山
説
に
登
場
し
た
「
鬼
文
字
」
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
後
に
石
井
公
成
の
論
考
に
お
い
て
否
定
さ
れ
て
お
り
５
８

、
し
た
が
っ
て
新

羅
文
字
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

中
村
本
然
は
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
」
［1

9
8

6

］
５
９

に
お
い
て
、
日
本
に
請
来
さ
れ
た

『
釈
論
』
の
立
場
は
中
国
と
日
本
で
は
相
違
し
て
お
り
、
日
本
で
は
淡
海
三
船
や
最
澄
等
の
論
難
に
よ
る

偽
撰
で
あ
る
と
の
見
解
が
な
さ
れ
た
が
、
逆
に
中
国
で
は
真
撰
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
と
論
じ
て
い
る
。

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
以
降
か
ら
戒
明
が
日
本
に
請
来
す
る
ま
で
の
七
一
二
～
七
七
九
年
と
仮
定

し
て
い
る
。
さ
ら
に
当
時
の
中
国
に
お
い
て
多
く
の
偽
撰
典
籍
が
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
、『
釈

論
』
が
七
世
紀
後
半
に
偽
撰
さ
れ
た
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
６
０

を
最
初
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

て
い
る
。 

柏
木
弘
雄
は
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」［1

9
8

7

］
６
１

に
お
い
て
、『
起
信
論
』
が
、
六
世
紀
中
頃
に
中
国

仏
教
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、『
釈
論
』
成
立
時
期
を
八
世
紀
初
め
頃
か
ら
中
頃
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
『
起
信
論
』
か
ら
『
釈
論
』
の
成
立
の
間
に
は
、
曇
延
（
五
一
六
～
五
七
七
）
・
慧
遠

（
五
二
三
～
五
九
二
）
・
元
暁
（
六
一
九
～
六
八
六
）
・
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
等
の
注
釈
書
が
撰
述

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
柏
木
は
、『
釈
論
』
特
有
の
思
想
が
、
華
厳
経
典
や
そ
の

教
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
も
推
察
し
て
い
る
。
成
立
に
つ
い
て
は
中
国
の
華
厳
思
想
の

影
響
下
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。 

 

石
井
公
成
は
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」［1

9
8

8

］
６
２

に
お
い
て
、
新
羅
成
立
説
を
掘
り
下
げ
て

い
る
。
新
羅
の
経
論
と
の
類
似
点
に
つ
い
て
比
較
を
行
い
、
そ
の
結
果
、『
釈
論
』
の
作
者
は
元
暁
・
義
湘
・

法
蔵
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
お
り
（
特
に
元
暁
の
思
想
の
特
徴
で
あ
る
会
通
や
６
３

義
湘
の
『
一
乗
法
界
図
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る
６
４

）
、
新
羅
華
厳
の
系
統
に
属
す
る
人
物
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
と
結
論
づ

け
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
釈
論
』
が
『
金
剛
三
昧
経
』・『
金
剛
三
昧
経
論
』
等
の
経
論
を
摂
取
し
つ
つ
、
独

自
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
の
晩
年
か
ら
戒
明
の
日
本

請
来
（
七
八
〇
年
前
後
）
ま
で
の
間
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。 

 

遠
藤
純
一
郎
は
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
新
羅
成
立
説
に
関
す
る
考
察
」［1

9
9

6

］
６
５

に
お
い
て
、
安
然
の
『
悉

曇
蔵
』
に
、
新
羅
僧
月
忠
の
妄
造
で
あ
る
と
判
ず
る
箇
所
に
つ
い
て
、
円
仁
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る

も
の
の
、
伝
聞
の
た
め
新
羅
成
立
説
の
根
拠
と
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。 

 

そ
し
て
石
井
説
の
検
証
を
試
み
、
石
井
説
が
新
羅
成
立
説
の
根
拠
と
す
る
義
湘
系
華
厳
と
『
釈
論
』
と

の
間
に
表
現
上
の
類
似
性
は
認
め
ら
れ
る
も
、
内
容
的
に
は
全
く
別
の
意
味
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
石
井
説
の
新
羅
成
立
説
を
全
面
的
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
、
中
国
成
立
の
可

能
性
を
完
全
に
排
除
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
理
解
で
論
争
が
起
こ
る
こ
と
を

危
惧
し
、
会
通
（
論
争
調
停
）
に
徹
し
た
と
の
石
井
説
に
つ
い
て
も
、
会
通
の
思
想
は
認
め
ら
れ
る
が
、

新
羅
限
定
で
論
争
自
体
が
盛
ん
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
懐
疑
的
だ
と
す
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
法

蔵
の
晩
年
か
ら
戒
明
の
日
本
請
来
（
七
八
〇
年
前
後
）
の
間
で
あ
る
と
す
る
。 

 

佐
藤
厚
は
「
新
羅
華
厳
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
一
つ
の
手
が
か
り
」
［2

0
0

7

］
６
６

に

お
い
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
釈
論
』
と
新
羅
華
厳
思
想
と
の
関
係
を
、
新
羅
文
献
か
ら
明
ら
か
に

し
よ
う
と
試
み
、
成
立
年
代
を
八
世
紀
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
成
立
地
に
つ
い
て
は
『
釈
論
』
の
説
示
が
、
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同
論
成
立
以
後
に
製
作
さ
れ
た
新
羅
華
厳
文
献
、「
大
記
」
に
引
用
さ
れ
る
「
古
辞
」
に
も
確
認
で
き
る
と

す
る
。
さ
ら
に
、
十
世
紀
に
新
羅
華
厳
の
流
れ
を
受
け
た
均
如
が
著
し
た
『
法
界
図
円
通
記
』
所
引
の
「
古

辞
」
と
も
そ
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
、『
釈
論
』
を
新
羅
華
厳
の
な
か
で
製
作
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。 

 

福
士
慈
稔
は
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
」［2

0
1

6

］
６
７

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
先
学

の
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
塩
入
説
、
森
田
説
、
香
川
説
、
柏
木
説
、
大
山
説
、
那
須
説
、
中

村
説
、
石
井
説
と
い
っ
た
諸
氏
の
見
解
を
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
り
、
福
士
自
身
の
成
立
年
代
・
成
立
地
に

つ
い
て
の
見
解
は
な
い
。 

 

金
英
美
は
「
一
一 

세
기 

후
반 
『
釈
摩
訶
衍
論
』
의 

동
아
시
아 

유
통
과 

영
향
（
「
十
一
世
紀
後
半

の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
流
通
と
影
響
」
）
」［2

0
1

4

］
６
８

に
お
い
て
、
一
一
世
紀
後
半
、

遼
の
大
蔵
経
の
完
成
と
、
高
麗
の
大
蔵
経
雕
造
お
よ
び
義
天
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
教
蔵
刊
行
作
業
を
背

景
に
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
で
は
仏
教
典
籍
の
交
流
や
流
通
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、

仏
教
典
籍
交
流
の
主
導
的
立
場
に
い
た
宋
に
か
わ
り
遼
と
高
麗
が
そ
の
前
面
に
出
た
た
め
と
し
、
こ
の
よ

う
な
現
象
を
よ
く
示
す
仏
典
が
ま
さ
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
成
立
に
つ
い
て
は
、

従
来
説
を
踏
ま
え
て
、
八
世
紀
中
頃
、
新
羅
あ
る
い
は
唐
で
撰
述
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
金
は
、
遼
代
に
お
け
る
道
宗
（
生
没
一
〇
三
二
～
一
一
〇
一
・
在
位
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）

に
よ
る
大
蔵
経
入
蔵
の
事
業
の
他
に
、
彼
が
『
釈
論
』
に
関
心
を
傾
け
、
僧
侶
た
ち
と
討
論
し
た
だ
け
で

な
く
、
注
釈
書
を
作
る
よ
う
に
し
た
点
に
も
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
義
天
（
一
〇
五
五
～

一
一
〇
一
）
が
『
重
校
釈
摩
訶
衍
論
』
を
刊
行
し
て
一
〇
八
七
年
頃
に
宋
の
善
聡
に
送
っ
た
記
録
を
見
出

し
、
『
釈
論
』
の
流
通
を
精
査
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
宋
の
普
観
が
遼
の
大
蔵
経
本
（
遼
本
）
、
燕

京
刊
行
本
（
燕
本
）
、
高
麗
刊
行
本
（
麗
本
）
な
ど
と
遼
の
注
釈
書
な
ど
を
参
考
に
し
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』

を
撰
述
し
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る
点
の
他
に
、

『
釈
論
』
の
巻
九
、
十
に
説
か
れ
る
呪
文
が
、
各
国
の
仏
教
界
で
密
教
的
傾
向
が
強
か
っ
た
点
も
作
用
し

拒
否
感
な
く
受
容
さ
れ
た
と
分
析
し
て
い
る
。 

 

金
知
姸
は
「D

is
trib

u
tio

n
 a

n
d

 P
re

s
e
rv

a
tio

n
 o

f th
e
 

S
h

im
o
h

eya
n
lu

n
 

釈
摩
訶
衍
論 

T
e
x
ts

 in
 

E
a

s
t A

s
ia
 

:D
id

 T
h

e
y
 R

e
a

d
 th

e
 S

a
m

e
 T

e
x
t?

」［2
0

1
9

］
６
９

に
お
い
て
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
に

中
国
や
朝
鮮
そ
し
て
日
本
に
流
通
し
て
い
る
の
か
に
注
目
し
、
現
存
し
て
い
る
同
論
が
書
写
さ
れ
た
諸
本

（
断
簡
も
含
む
）
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
立
地
や
諸
本
間
で
使
用
さ
れ
る
文
字
や
用
語
の
異
同

や
共
通
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
敦
煌
本
、
高
麗
本
、
房
山
石
経
本
、
石
山
寺
本
、
東
大
寺

本
、
大
谷
大
本
、
身
延
山
大
本
、
大
正
蔵
本
を
用
い
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
金
は
諸
本

間
の
系
統
を
図
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敦
煌
本
、
そ
し
て
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
石
山
寺
本
（
七
か

ら
八
世
紀
）
が
書
写
に
用
い
た
原
本
の
二
種
が
と
も
に
中
国
に
お
い
て
成
立
し
た
原
書
本
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
い
る
と
す
る
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
が
時
代
を
経
て
い
く
と
朝
鮮
へ
は
、
房
山
本
（
彫
造

一
〇
九
二
～
一
〇
九
三
）
の
基
と
な
っ
た
『
契
丹
大
蔵
経
』
（
彫
造
一
〇
三
一
～
一
〇
五
四
）
が
、
『
高
麗

大
蔵
経
』（
彫
造
一
二
三
六
～
一
二
五
一
）
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
し
、
日
本
へ
は
石
山
寺
本
が
書
写
し

た
原
本
が
東
大
寺
本
（
一
二
〇
八
）
、
高
野
山
本
（
一
二
五
六
）
、
大
谷
大
本
（
年
代
不
明
）
に
そ
れ
ぞ
れ

波
及
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。『
釈
論
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
学
説
を
踏
襲
し

な
が
ら
、
法
蔵
の
晩
年
（
七
一
二
）
か
ら
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
訳
出
の
間
と
見
て
い
る
。 

他
方
で
同
著
で
あ
る
『
석
마
하
연
론
의 

사
상
적 

지
평
』
（
『
釈
摩
訶
衍
論
の
思
想
的
地
平
』
）

（
학
교
법
인
동
국
대
학
교
출
판
문
화
원
、
二
〇
二
一
年
）
（
（
学
校
法
人
東
国
大
学
校
出
版
文
化
院
）
二
〇
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二
一
年
）「
동
아
시
아 

불
교
문
헌
에 

보
이
는 

특
이
한 

다
라
니(

D
h

ā
ra
ṇ
ī )

의 

형
태―

『
석
마
하
연
론
』

(

釈
摩
訶
衍
論)

 

제
八
권
・
제
九
권
을 

중
심
으
로―

（
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
献
に
見
え
る
特
異
な
陀
羅
尼
の

形
態 

―
『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
八
巻
、
第
九
巻
を
中
心
と
し
て―

」
）
」［2

0
2

1

］
７
０

に
は
、『
釈
論
』
に
登

場
す
る
特
殊
文
字
に
つ
い
て
「
釈
論
字
」
と
仮
称
し
、
そ
の
文
字
が
説
か
れ
る
原
典
と
注
釈
書
に
記
さ
れ

た
文
字
と
の
形
を
比
較
し
、
さ
ら
に
特
殊
文
字
に
併
記
さ
れ
て
い
る
そ
の
音
を
表
現
し
た
反
切
法
を
も
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
釈
論
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
特
殊
文

字
の
形
の
類
似
性
か
ら
見
る
と
、
道
教
、
則
天
文
字
、
西
夏
文
字
と
関
連
が
あ
る
と
推
定
し
、
そ
し
て
特

殊
字
の
音
を
表
記
す
る
た
め
の
反
切
法
を
通
し
て
、『
釈
論
』
の
成
立
時
期
を
七
六
六
年
以
前
に
繰
り
上
げ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
氏
の
見
解
を
総
合
さ
せ
る
と
、
や
は
り
八
世
紀
は
じ
め
か
ら
中
頃
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
下
限
を
七
六
六
年
以
前
で
あ
る
と
範
囲
を
絞
っ
て
い
る
点
で
興
味
深

い
と
言
え
よ
う
。 

以
上
、
『
釈
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
先
行
研
究
の
見
解
を
列
挙
し
、
そ
の
概
要
を
述
べ

た
。
諸
氏
の
見
解
を
表
に
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 
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※
韓
国
語
文
献
の
情
報
や
翻
訳
等
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
厚
氏
の
助
言
を
賜
っ
た
。 

 

 

続
い
て
成
立
、
成
立
地
、
年
代
に
つ
い
て
順
に
整
理
し
管
見
を
述
べ
た
い
。 

 

ま
ず
、
成
立
に
関
し
て
、
一
番
の
手
掛
か
り
に
な
る
目
録
の
記
載
や
収
載
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
釈
論
』
の
名
は
後
代
の
目
録
（
高
麗
の
義
天
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
７
１

）
に
お

い
て
の
み
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
目
録
か
ら
成
立
を
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
成
立
地
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
の
先
学
が
『
釈
論
』
を
偽
撰
と
見
做
し
て
お
り
、
新
羅
成
立
説
を
支
持
、
あ
る
い
は
そ
の

説
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
見
解
が
確
認
で
き
る
。
中
国
成
立
も
あ
る
が
、
根
拠
と
し
て
新
羅
成
立
の
典

籍
の
引
用
を
あ
げ
る
新
羅
説
の
方
が
説
得
力
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

次
に
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
以
降
か
ら
戒
明
が
請
来
す
る
ま
で
の
間
、
つ
ま
り
上
限
を
七
世

金

知

姸 

 

金

英

美 

福

士

慈

稔 

 

佐

藤

厚 

遠
藤
純
一
郎 

石

井

公

成 

柏

木

弘

雄 

中

村

本

然 

塩

入

亮

忠 

那

須

政

隆 

谷

川

泰

教 

大

山

公

淳 

森

田

龍

僊 

香

川

英

隆 

望

月

信

亨 

大

村

西

崖 

人
名 

中
国 

中
国
と
朝
鮮 

 

新
羅 

 

中
国 

新
羅 

中
国 

中
国
？ 

新
羅 

中
国 

中
国
と
朝
鮮 

 

中
国
と
朝
鮮 

中
国 

中
国
？ 

 

成
立
地 

八
世
紀
初
～
七
六
六 

 

八
世
紀
中
頃 

 

八
世
紀
頃 

七
一
二
～
七
八
〇 

七
一
二
～
七
八
〇 

 

八
世
紀
初
～
中
頃 

七
一
二
～
七
七
九 

八
世
紀
中
頃 

唐
の
中
頃
か
ら
末 

七
世
紀
～
八
世
紀 

 

七
一
二
～
七
七
四 

七
一
二
～
七
八
〇 

七
二
〇
～
七
七
九 

 

成
立
年
代 

『
釈
論
』
の
流
通
と
書
写
諸
本
の
文
字
の
異
同 

 

遼
と
高
麗
の
典
籍
交
流
と
流
通 

  

新
羅
華
厳
文
献
と
の
関
係 

石
井
説
の
再
検
討 

新
羅
の
経
論
と
の
類
似
点 

中
国
の
華
厳
思
想
の
影
響 

 

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
を
最
初
に
引
用
す
る 

 

姚
秦
代
の
典
籍
に
記
載
な
し
、
新
羅
文
字
使
用 

儒
教
思
想
、
則
天
文
字
使
用
、
密
教
の
修
行
者 

実
叉
難
陀
訳
『
大
乗
入
楞
伽
経
』
と
の
関
係 

日
本
請
来
当
時
の
資
料
の
再
検
討 

密
教
典
籍
を
確
認
で
き
ず
、
法
蔵
と
元
暁
の
影
響 

 

『
太
政
官
符
』
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
位
置 

三
階
教
と
「
如
来
蔵
仏
」、
金
剛
智
訳
出
の
典
籍 

 

偽
撰
説
論
者
の
説
を
再
検
討 

 

根
拠 
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紀
と
し
、
下
限
を
八
世
紀
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
以
外
の
特
徴
的
な
見
解
を
示
す
説
を
再
度
あ

げ
る
と
、
那
須
が
主
張
す
る
密
教
の
修
道
者
に
よ
る
撰
述
説
、
そ
し
て
中
村
が
主
張
す
る
『
大
宗
地
玄
文

本
論
』
と
の
関
連
が
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
釈
論
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富

ん
だ
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
那
須
説
に
あ
る
、『
釈
論
』
と
密
教
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
請
来
以

後
の
空
海
の
重
視
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
遼
・
宋
代
の
中
国
と
い
っ
た
日
本
以

外
の
『
釈
論
』
を
と
り
ま
く
状
況
の
分
析
が
少
な
い
よ
う
に
見
え
る
。 

 

次
に
中
村
が
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
本
論
を
初
め
て
引
用

す
る
の
が
『
釈
論
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
関
連
性
を
詳
細
に
検
討
す
る
余
地
は
大
き
い
。

し
か
し
、
氏
の
見
解
は
関
連
性
が
あ
る
と
す
る
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
７
２

。
こ
の
他
に
も
、

先
学
の
多
く
が
華
厳
を
素
地
と
す
る
人
物
、
も
し
く
は
そ
の
思
想
を
有
す
る
新
羅
の
華
厳
修
習
者
に
よ
る

製
作
と
見
做
し
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、『
大
乗
起
信
論
義
記
』
を
著
し
た
法
蔵
の
華
厳
思
想
の
影
響
を
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
『
釈
論
』
に
は
、『
華
厳
経
』
以
外
の
膨
大
な
典
籍
を
蒐
集
し
受
容
し
て
い
る
点
や
、

『
華
厳
経
』
理
解
を
否
定
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
再
考
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
る
。 

 

従
来
の
研
究
は
華
厳
思
想
と
の
関
係
に
注
目
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
思
想
と
の
関
連
へ
の
関
心
が

薄
い
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、『
釈
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
も
、
成
立
地
で
捉
え
る
の
か
、
作
者
で

捉
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
多
角
的
な
視
野
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
す
る
最
古
の
資
料

や
典
籍
の
流
通
の
痕
跡
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
地
を
割
り
出
す
の
か
、
語
法
や
表
記
法
、
思
想
の

受
容
傾
向
な
ど
か
ら
分
析
し
作
者
を
想
定
す
る
の
か
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
従
来
説
を
総
合
的
に
踏
ま

え
な
が
ら
、
現
段
階
で
想
定
で
き
る
『
釈
論
』
成
立
地
や
作
者
に
つ
い
て
も
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い

き
た
い
。 

  

第
二
節 

「
三
十
三
法
門
」
の
問
題
点 

  

次
に
、
思
想
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
。『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
は
、
多
種
多
様
な
見
解

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
総
合
的
に
見
解
を
ま
と
め
た
も
の
は
な
く
、
そ
の
傾
向
を
分
類
す
る
と
、
⑴
三

十
二
法
門
、
⑵
密
教
的
視
座
、
⑶
仏
身
的
視
座
、
⑷
『
維
摩
経
』
影
響
説
、
⑸
そ
の
他
の
見
解
、
に
区
分

で
き
る
。 

   
 
 
 

⑴ 

三
十
二
法
門 

  

「
三
十
二
法
門
」
に
つ
い
て
は
、
那
須
政
隆
、
吉
田
宏
晢
、
柏
木
弘
雄
、
本
多
隆
仁
が
述
べ
て
い
る
。 

 

那
須
［1

9
7

3

］
は
、
「
三
十
二
法
門
は
、
各
の
異
れ
る
立
場
に
於
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
観
察
し
て
、

覚
り
得
た
る
摩
訶
衍
で
あ
る…

…

」
と
指
摘
し
、
『
釈
論
』
の
立
義
分
の
解
釈
を
「
特
殊
的
解
釈
」
７
３

と

説
明
す
る
。
次
に
吉
田
［1

9
7

8

］
は
「
『
起
信
論
』
立
義
分
所
説
の
全
体
が
、
三
十
二
法
門
に
よ
っ
て
重

重
に
説
き
尽
く
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
７
４

と
指
摘
し
て
い
る
。 

柏
木
［1

9
8

7

］
は
、「
三
十
二
法
門
は
い
ず
れ
も
仏
が
相
手
の
素
質
・
能
力
に
応
じ
て
説
い
た
教
え
」
７
５

で
あ
る
と
分
析
し
て
お
り
、
最
後
に
本
多
［1

9
8

3

］
は
、
「
釈
論
は
立
義
分
を
解
釈
し
て
三
十
二
法
門
と
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す
る
の
で
あ
る
。
」
７
６

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
四
氏
い
ず
れ
も
、
三
十
二
法
門
は
立
義
分
の
解

釈
に
よ
っ
て
衆
生
に
開
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
異
な
る
も
の
と
見
て
い
る
。
他
方
で

は
、
三
十
二
法
門
の
性
質
に
つ
い
て
、
上
記
と
は
異
な
る
那
須
［1

9
9

2

］
の
見
解
も
あ
り
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

因
に
上
述
の
三
十
三
種
の
法
門
を
取
り
扱
う
上
に
、
二
様
の
見
解
が
あ
る
。
そ
の
一
は
不
二
を
果
と 

 
 

し
、
三
十
二
種
を
因
と
す
る
見
方
で
あ
る
。（
中
略
）
次
に
今
一
つ
の
立
場
を
異
に
せ
る
取
扱
が
あ
る
。 

 
 

そ
れ
は
三
十
二
の
因
中
に
お
い
て
、
因
果
能
所
を
顕
わ
す
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
三
十 

 
 

二
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
機
根
を
摂
し
、
不
二
に
は
機
根
を
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
７
７ 

  

那
須
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
果
位
と
し
三
十
二
法
門
を
因
位
と
す
る
他
に
、
三
十
二
法
門
の
な
か
に
因

と
果
が
あ
る
と
見
る
独
特
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
が
不
二
摩
訶
衍
法
は
機
根
を
認
め
な
い
も

の
、
三
十
二
法
門
は
あ
ら
ゆ
る
機
根
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
双
方
は
性
質
が
違
う
た
め
果
位
を
区
別
し

て
三
十
二
法
門
に
求
め
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
早
川
［2

0
1

0

］
の
見
解
が
あ
り
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

「
門
」
と
は
具
体
的
に
は
能
入
門
で
あ
り
、
因
縁
（
機
根
・
教
説
）
の
意
味
で
あ
る
と
し
た
、
こ
れ 

 
 

に
対
す
る
「
法
」
す
な
わ
ち
所
入
法
と
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
筆
者
は
、
そ
れ
は
「
因 

 
 

縁
」
に
た
い
す
る
「
果
」
、
要
す
る
に
仏
果
、
証
果
の
意
味
と
捉
え
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え 

 
 

 
 

る
。
７
８ 

  

早
川
は
「
所
入
法
」（
十
六
所
入
法
の
こ
と
）
を
「
果
」
と
捉
え
る
べ
き
と
す
る
。
三
十
二
法
門
の
法
と

は
「
仏
果
」
で
あ
り
、
門
と
は
「
因
縁
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
た
め
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
那
須
・

早
川
の
両
氏
は
、
三
十
二
法
門
に
因
と
果
が
含
ま
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
諸
氏
に
お
け
る
三
十
二

法
門
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
、
三
十
二
法
門
を
因
位
と
見
る
か
因
中
果
説
と
見
る
か
で
見
解
が
相
違
し
て

い
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
の
摩
訶
衍
の
理
解
は
立
義
分
の
解
釈
以
外
に
も
散
見
さ
れ
、
摩
訶
衍
を
不
二
摩

訶
衍
法
と
説
い
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
修
行
道
論
の
立
場
か
ら
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
後
で
再
検
討
を
試
み
た
い
。 

   
 
 
 

⑵ 

密
教
的
視
座 

  

「
密
教
的
視
座
」
に
対
す
る
も
の
に
、
森
田
龍
僊
、
柏
木
弘
雄
、
那
須
政
隆
、
小
林
信
彦
、
鎌
田
茂
雄
、

中
村
本
然
、
遠
藤
純
一
郎
の
説
が
あ
る
。
ま
ず
、
森
田
龍
僊
［1

9
3

5

］
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
性
質
に
つ

い
て
同
法
を
密
教
的
な
視
座
に
よ
り
眺
め
７
９

、『
釈
論
』
を
密
教
と
接
点
を
持
つ
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
森
田
と
近
い
も
の
に
柏
木
弘
雄
［1

9
9

1

］
の
指
摘
が
あ
り
８
０

、
空
海
が
『
釈
論
』
に
は
密
教
的
内
容

が
あ
る
と
見
抜
い
て
依
用
し
た
と
し
て
い
る
。
空
海
が
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
い
て
不
二
摩
訶
衍
法
を
、

密
教
の
自
性
法
身
８
１

と
位
置
付
け
た
こ
と
を
指
示
し
た
見
解
で
あ
ろ
う
。 

 

那
須
［1

9
9

2

］
は
、
『
釈
論
』
が
中
国
に
お
い
て
密
教
の
修
道
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
し
８
２

、
こ
の
他

に
も
氏
［1

9
8

3

］
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
如
意
宝
珠
で
あ
る
と
す
る
８
３ 

。
小
林
［2

0
0

0

］
は
、
空
海
が
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真
言
宗
で
両
部
の
大
経
と
定
め
た
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
を
「
両
部
不
二
」
と
位
置
付
け
た
の
は
、

『
釈
論
』
中
の
不
二
摩
訶
衍
法
の
不
二
、
密
教
的
な
装
い
を
も
つ
同
論
の
内
容
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
す

る
見
方
を
表
明
し
て
い
る
８
４

。 

 

不
二
摩
訶
衍
法
お
よ
び
『
釈
論
』
に
密
教
的
な
側
面
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
に
、
鎌
田
茂
雄
［2

0
0

1

］

が
、『
釈
論
』
を
密
教
の
入
門
書
、
あ
る
い
は
『
起
信
論
』
と
密
教
が
融
合
を
は
か
っ
た
も
の
と
位
置
付
け

て
い
る
８
５

。
中
村
［2

0
1

7
］
は
、
真
言
密
教
と
の
関
連
か
ら
『
釈
論
』
中
の
印
の
所
作
や
観
法
、
そ
し
て

「
字
輪
」
等
の
説
を
分
析
し
、
そ
の
内
容
が
密
教
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
す
る
８
６

。
中
村
と
同
様
に
密
教
と

の
関
係
を
検
討
し
て
い
る
遠
藤
［2

0
0

2

］
に
よ
れ
ば
、
『
釈
論
』
に
は
仏
教
以
外
の
道
教
的
要
素
を
も
包

含
し
て
お
り
、「
字
輪
」
の
説
示
に
『
大
日
経
』
、『
大
日
経
疏
』
と
の
接
点
が
窺
え
る
と
分
析
し
て
い
る
８
７

。 

以
上
、
森
田
、
柏
木
、
那
須
、
小
林
、
中
村
は
、
空
海
の
理
解
を
拠
り
処
と
し
な
が
ら
密
教
と
の
接
点

を
、
鎌
田
、
遠
藤
は
、
そ
れ
以
外
の
側
面
か
ら
密
教
と
の
接
点
を
検
討
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

上
記
の
先
行
研
究
で
は
、
空
海
が
請
来
し
た
真
言
密
教
は
別
と
し
て
、
初
期
密
教
な
の
か
そ
れ
と
も
中
期

密
教
な
の
か
、
明
確
な
密
教
の
定
義
に
触
れ
ず
、『
釈
論
』
の
観
法
や
修
習
法
や
陀
羅
尼
の
点
か
ら
、
密
教

と
の
接
点
を
精
査
し
て
い
な
い
問
題
が
指
摘
で
き
る
。 

   
 
 
 

⑶ 

仏
身
的
視
座 

  

「
仏
身
的
視
座
」
に
つ
い
て
、
柏
木
弘
雄
、
吉
田
宏
晢
、
加
藤
精
一
、
本
多
隆
仁
、
中
村
本
然
、
石
井

公
成
の
説
が
あ
る
。
ま
ず
、
柏
木
［1

9
9

9

］
は
、
「
不
二
摩
訶
衍
の
世
界
は
こ
れ
こ
れ
だ
と
い
う
よ
う
な

教
理
的
な
説
明
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、『
釈
論
』
の
作
者
の
狙
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
」
８
８

と

見
解
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
［1

9
8

7

］
は
三
十
二
法
門
に
つ
い
て
仏
が
衆
生
の
た
め
に
説
い
た
法
門

で
あ
る
と
も
述
べ
８
９

、
三
十
二
法
門
を
仏
が
衆
生
に
対
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
三
十
二
法
門
の
果
の

立
場
に
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
仏
と
見
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
の
が
吉
田
［1

9
8

7

］
の
指
摘
で
あ
る
９
０

。 

 

次
に
加
藤
［1

9
8

9

］
は
、
法
身
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
、
『
起
信
論
』
所
説
の
法
身
と
『
釈
論
』
に
お

い
て
不
二
摩
訶
衍
法
と
対
比
さ
せ
る
『
華
厳
経
』
教
主
（
毘
盧
遮
那
仏
）
が
、
応
化
の
二
身
の
範
疇
に
収

ま
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
釈
論
』
の
三
身
説
と
は
『
金
光
明
経
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
９
１

。
加
藤
説
に
近
い
見
解
と
し
て
、
本
多
［2

0
0

7

］
も
不
二
摩
訶
衍
法
を
法
身
と
捉

え
て
い
る
。
詳
し
く
は
、『
釈
論
』
が
説
く
如
義
言
説
が
真
理
を
言
語
化
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
法
身
説
法

で
あ
る
と
見
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
言
語
（
説
法
）
に
よ
っ
て
表
現
し
得
る

の
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
世
界
の
み
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
説
法
は
法
身
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
す
る
９
２

。 

 

中
村
［1

9
8

3

］
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

  
 

確
か
に
『
釈
論
』
中
に
説
か
れ
る
不
二
性
徳
円
満
海
に
仏
は
華
厳
経
の
教
主
た
る
盧
舍
那
仏
を
超
え 

 
 

た
存
在
と
明
か
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
沈
黙
せ
る
仏
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は 

 
 

な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
た
だ
現
段
階
に
お
い
て
少
な
く
と
も
云
え
る
事
は
、
密
家
に
よ
る
『
釈
論
』 

 
 

の
註
釈
は
真
言
教
学
の
上
に
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
釈
摩
訶
衍
論
観
（
不
二
摩
訶
衍
観
）
で
あ
り
、『
釈 

 
 

論
』
自
体
の
思
想
内
容
か
ら
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
９
３ 

  

中
村
は
、『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
を
『
華
厳
経
』
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
よ
り
高
次
で
あ
り
、
仏
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で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
、
同
法
が
因
縁
・
機
根
・
建
立
を
持
ち
え
な
い
法
で
あ
る
か
ら
ど
こ
ま
で
も
沈
黙

す
る
仏
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
の
内
実
を
『
釈
論
』
上
か
ら
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
石
井
［1

9
9

6

］
は
、
『
釈
論
』
の
「
迴
向
頌
」
の
解
釈
に
基
づ
き
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
仏

で
は
な
く
「
諸
仏
の
根
源
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
９
４

。 

 

こ
の
よ
う
に
、『
釈
論
』
が
諸
仏
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
す
る
説
に
基
づ
き
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
法
身
と
見

る
説
や
、
諸
仏
の
根
源
で
あ
り
仏
と
は
見
な
い
説
等
の
従
来
説
は
、
い
ず
れ
も
『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍

法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
い
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
、『
釈
論
』
が

主
張
す
る
仏
身
観
や
関
連
す
る
記
事
を
改
め
て
検
討
し
明
ら
か
に
し
た
い
。 

   
 
 
 

⑷ 

『
維
摩
経
』
影
響
説 

  

「
『
維
摩
経
』
影
響
説
」
に
お
け
る
、
柏
木
弘
雄
、
吉
田
宏
晢
、
石
井
公
成
の
説
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、

柏
木
［1

9
9

3

］
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

『
釈
論
』
の
不
二
摩
訶
衍
の
世
界
や
、
心
真
如
門
で
考
え
ら
れ
て
い
る
如
義
言
説
を
認
め
よ
う
と
す 

 
 

る
立
場
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
釈
論
』
の
作
者
が
か
な 

 
 

り
強
い
関
心
を
示
し
た
と
想
定
さ
れ
る
『
維
摩
経
』
の
「
入
不
二
法
門
」
を
中
心
と
し
た
入
不
二
の 

 
 

境
界
、
不
可
思
議
解
脱
の
世
界
へ
の
言
及
が
、
重
要
な
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
な
い
か
。
す 

 
 

く
な
く
と
も
、
同
経
「
入
不
二
法
門
品
」
に
お
け
る
法
自
在
菩
薩
か
ら
文
殊
師
利
菩
薩
に
至
る
三
十 

 
 

二
菩
薩
の
応
答
と
維
摩
の
一
黙
と
い
う
構
図
に
対
す
る
読
み
込
み
が
、『
釈
論
』
の
三
十
二
法
門
と
不 

 
 

二
摩
訶
衍
の
骨
格
の
形
成
に
よ
っ
て
重
要
な
一
つ
の
動
機
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。 

 

 
 

９
５ 

  

柏
木
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
の
二
者
の
関
係
を
、
前
者
が
真
理
を
象
徴
し
、
後
者
が
真
理
を

言
語
化
で
き
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
双
方
を
同
質
で
あ
る
と
眺
め
て
い
る
。
柏
木
は
そ

の
よ
う
な
理
解
を
示
す
『
釈
論
』
の
姿
勢
が
、
「
維
摩
の
一
黙
」
と
し
て
知
ら
れ
る
『
維
摩
経
』
「
入
不
二

法
門
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
に
近
接
す
る
と
思
わ
れ
る
吉
田
［1

9
8

7

］
の
指
摘
を
見
る
と
、 

  
 

法
を
対
象
化
す
る
行
為
そ
の
も
の
の
否
定
で
あ
る
。
あ
る
い
は
三
十
二
法
門
を
対
象
的
に
捉
え
る
こ 

 
 

と
を
拒
絶
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
対
象
化
す
る
働
き
そ
の
も
の
の
否
定
、
沈
黙
。『
釈
論
』
は
こ 

 
 

こ
で
維
摩
の
一
黙
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
不
二
摩
訶
衍
の
も
つ
意
味
は
む
し
ろ
仏
の
自 

 
 

内
証
、
悟
り
の
主
体
性
、
唯
仏
与
仏
の
世
界
の
開
示
で
あ
る
。
９
６ 

 

と
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
活
動
が
対
象
化
す
る
働
き
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
真
理
真
実
を
沈
黙

し
語
ら
な
い
『
維
摩
経
』
の
「
維
摩
の
一
黙
」
と
関
係
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
最
後
に
石
井
［1

9
9

6

］

は
、
『
釈
論
』
が
三
十
三
法
門
を
説
い
た
の
は
、
『
起
信
論
』
に
対
す
る
激
し
い
論
争
の
和
諍
が
目
的
で
あ

る
と
い
う
主
張
を
展
開
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
構
想
の
素
地
に
は
、『
維
摩
経
』「
入
不
二
法
門
」

が
あ
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
「
維
摩
の
一
黙
」
に
な
ぞ
ら
え
て
構
想
さ
れ
た
と
判
断
し
て
い
る
９
７

。 

 

本
研
究
で
は
、
三
十
三
法
門
の
構
造
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
性
質
を
精
査
し
た
上
で
、
改
め
て
三
十
三
法
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門
の
説
示
や
構
造
に
『
維
摩
経
』
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
検
討
し
た
い
。 

   
 
 

 

⑸ 
そ
の
他
の
見
解 

  

「
そ
の
他
の
見
解
」
に
つ
い
て
、
本
多
隆
仁
、
早
川
道
雄
の
見
解
が
あ
る
。
ま
ず
本
多
［2

0
0

7

］
は
、

不
二
摩
訶
衍
法
が
衆
生
心
と
三
大
が
一
体
と
な
っ
た
あ
り
方
と
す
る
独
特
な
見
解
を
示
す
。
氏
は
そ
の
根

拠
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
説
を
立
て
て
い
る
。 

  
 

心
真
如
に
体
大
の
み
が
顕
示
さ
れ
る
こ
と
に
、
釈
論
の
不
満
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
心
真
如 

 
 

に
体
相
用
の
三
大
が
顕
示
さ
れ
る
べ
く
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
釈
論
は
説
く
こ
と
に
な
っ
た
と
想
定
し 

 
 

た
。
９
８ 

  

本
多
の
見
解
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
無
明
、
不
善
法
に
関
わ
ら
な
い
性
質
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
も
の

と
い
え
る
。
そ
の
性
質
は
、
清
浄
法
で
あ
る
真
如
門
の
立
場
に
お
い
て
、
三
大
（
『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』

と
違
っ
て
真
如
門
に
三
大
を
認
め
て
い
る
）
が
説
か
れ
て
い
る
立
場
と
相
通
ず
る
と
す
る
。
そ
の
真
如
門

の
三
大
が
一
体
と
な
っ
た
状
態
を
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
と
す
る
本
多
の
見
解
は
、『
起
信
論
』
の
体
系
を
、

再
度
、
『
釈
論
』
の
構
造
に
適
応
さ
せ
て
捉
え
直
そ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 

 

次
に
早
川
［2

0
0

0

］
は
、
『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
説
く
内
容
を
、
独
自
の
視
点
か
ら
考

察
を
加
え
た
斬
新
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
括
弧
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

不
二
摩
訶
衍
の
意
味
を
何
と
か
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
彼
（
作
者
か
）
は
、（
中
略
）
具
体
的
に
言 

う
な
ら
ば
「
八
種
本
法
と
諸
仏
と
の
相
互
関
係
」
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、「
不
二
摩
訶
衍
と
諸
仏
の
相 

互
関
係
」
を
さ
ら
に
一
層
明
確
か
つ
効
果
的
に
伝
達
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
お
そ 

ら
く
非
漢
人
の
漢
文
著
作
家
で
あ
っ
た
彼
の
力
量
を
越
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
執 

筆
過
程
の
ど
こ
か
で
、（
中
略
）
本
来
こ
の
語
順
で
は
採
用
す
べ
か
ら
ざ
る
受
動
態
で
表
現
し
て
し
ま 

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
９
９ 

  

早
川
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
実
に
は
、
同
法
と
三
十
二
法
門
の
比
較
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
し
、

『
釈
論
』
の
作
者
が
不
二
摩
訶
衍
法
の
性
質
を
鮮
明
に
し
よ
う
す
る
あ
ま
り
、
漢
文
の
修
辞
法
を
上
手
く

活
用
で
き
ず
、
か
え
っ
て
難
解
な
説
示
に
な
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、『
釈
論
』
の
作
者
を
非

漢
人
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
他
の
早
川
［2

0
0

1

］
の
指
摘
を
見
る
と
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
成
立
に
つ
い

て
、
「
五
世
紀
以
来
の
シ
ナ
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
一
乗
・
三
乗
を
め
ぐ
る
議
論
、

「
四
車
家
」
「
三
車
家
」
の
論
争
の
延
長
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
。
」
１
０
０

と

す
る
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
筆
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
各
編
で
随
時
考
察
に
お
い

て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

以
上
、
思
想
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
様
々
な
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
種
類
の
多
さ
は
、
先

で
も
述
べ
た
よ
う
に
不
二
摩
訶
衍
法
に
対
す
る
説
示
の
少
な
さ
が
原
因
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
降
の
各

編
に
お
け
る
検
討
で
は
、
序
論
で
得
ら
れ
た
問
題
点
を
も
と
に
、
個
別
の
課
題
を
設
定
し
論
じ
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。
最
後
に
各
編
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 
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第
四
章 

本
論
文
の
大
綱 

 

○
第
一
編
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
」 

 

第
一
編
で
は
、『
釈
論
』
の
成
立
に
関
し
て
、
同
論
が
「
何
時
の
時
代
に
、
ど
の
よ
う
な
思
想
を
有
す
る

人
物
に
よ
り
製
作
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
土
地
（
国
）
で
成
立
し
、
日
本
に
流
伝
し
て
き
た
か
」
ま
で
を
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
動
向
を
整
理
し
明
ら
か
に
し
た
い
。
詳
し
く
は
、
第
一
編

は
計
七
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。 

 

第
一
章
で
は
、
ま
ず
『
釈
論
』
が
何
時
頃
か
ら
仏
教
典
籍
に
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
の
か
確
認
す
る
。

中
国
（
東
ア
ジ
ア
圏
内
）
に
お
い
て
、
作
者
や
成
立
に
つ
い
て
触
れ
、
且
つ
そ
の
資
料
自
体
の
成
立
が
明

確
な
、
宗
密
撰
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
と
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
と
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
、
延
寿
集
『
宗

鏡
録
』
や
義
天
撰
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
を
取
り
上
げ
、
同
論
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か

明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

そ
し
て
日
本
に
お
い
て
は
、
入
唐
し
た
祖
師
の
目
録
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
資
料
（
官
符
）―

空

海
撰
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
・
弘
仁
十
四
年
に
出
さ
れ
た
『
太
政
官
符
』
・
常
暁
撰
『
常
暁
和
上
請

来
目
録
』
・
安
然
集
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
・
永
超
集
『
東
域
伝
灯
目
録
』―

か
ら
、
同
論
に

対
す
る
記
述
を
抽
出
し
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
二
章
で
は
、『
釈
論
』
の
日
本
請
来
直
後
に
お
こ
っ
た
真
偽
論
争
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
説
を
取
り
上

げ
、『
釈
論
』
の
日
本
請
来
時
期
、
偽
撰
の
判
定
者
、
想
定
さ
れ
る
作
者
、
真
偽
論
争
の
規
模
、
と
い
う
点

を
重
点
的
に
検
討
し
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
三
章
で
は
、
則
天
文
字
に
注
目
し
、
武
則
天
が
執
筆
し
た
「
昇
仙
太
子
碑
」
、
そ
し
て
『
八
十
華
厳
経
』

の
序
と
、『
釈
論
』
の
序
と
の
関
連
か
ら
精
査
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
成
立
地
や
成
立
年
代
や
作
者
と
し
て

考
え
ら
れ
る
人
物
に
つ
い
て
従
来
説
と
は
異
な
る
視
点
を
呈
示
し
た
い
。 

 

第
四
章
で
は
、『
釈
論
』
の
独
特
な
馬
鳴
観
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
「
六
馬
鳴
」
の
記
述
か
ら
、
法
滅
句
と

授
記
思
想
を
手
掛
か
り
に
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
同
論
所
説
の
架
空
経
典
で
あ
る
、
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』

等
の
典
籍
を
合
わ
せ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
、『
釈
論
』
の
な
か
に
は
、
大
乗
思
想
の
み

で
は
な
く
、
部
派
思
想
も
取
り
入
れ
た
独
特
な
論
書
で
あ
る
こ
と
を
呈
示
し
た
い
。 

 

第
五
章
で
は
、
従
来
『
釈
論
』
が
依
用
し
て
い
る
思
想
が
『
華
厳
経
』
に
基
づ
く
と
だ
け
さ
れ
て
き
た

見
解
を
再
検
討
す
る
。『
釈
論
』
に
は
「
一
切
智
」
、「
三
智
」
、「
一
切
種
智
」
と
い
っ
た
用
語
を
確
認
で
き
、

般
若
思
想
と
の
関
連
も
窺
え
る
。
そ
の
点
を
本
章
で
は
『
般
若
経
』
の
説
を
用
い
て
検
討
を
加
え
て
、
華

厳
思
想
以
外
の
他
の
思
想
、
す
な
わ
ち
般
若
思
想
に
も
負
っ
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
六
章
で
は
、
初
期
、
中
期
密
教
（
中
国
密
教
）
と
の
関
係
を
論
じ
る
。
こ
れ
ま
で
『
釈
論
』
に
は
明

確
な
密
教
的
要
素
や
、
断
定
で
き
る
ほ
ど
の
典
拠
が
呈
示
で
き
て
い
な
か
っ
た
１
０
１

。
し
か
し
『
釈
論
』

に
は
「
隠
密
」
や
「
総
持
」
と
い
う
密
教
を
彷
彿
と
さ
せ
る
語
が
説
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
所
依
と
す
る

百
部
の
経
典
の
中
に
、
密
教
典
籍
を
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
名
前
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
釈
論
』
の
作

者
が
密
教
典
籍
を
参
照
す
る
環
境
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
以
上
を
踏
ま
え
て
三
十
三
法
門

と
密
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。 

 

第
七
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
章
で
検
討
し
て
き
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
遼
代
に
お
け
る
道
宗
皇
帝
の
事

績
や
、
房
山
石
経
に
記
録
さ
れ
た
『
釈
論
』
の
記
述
、
そ
し
て
周
辺
の
論
師
達
の
動
向
か
ら
そ
の
傾
向
を

整
理
し
た
い
。 

 

本
編
は
以
上
の
七
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
中
国
や
日
本
に
お
け
る
真
偽
説
や
成
立
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に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
従
来
説
の
情
報
を
網
羅
的
に
蒐
集
、
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
検
証
す
べ
き
点

を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
従
来
説
を
適
宜
参
照
し
あ
る
い
は
修
正
を
加
え
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
以
上
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
見
解
を
示
す
こ
と

に
し
た
い
。
詳
し
く
は
、
日
本
に
『
釈
論
』
が
請
来
さ
れ
た
際
、
最
初
に
論
難
を
提
出
し
た
と
す
る
淡
海

三
船
の
消
息
の
信
憑
性
の
有
無
、『
釈
論
』
造
論
者
が
新
羅
華
厳
修
習
者
と
す
る
説
の
検
証
、
成
立
年
代
が

八
世
紀
初
め
か
ら
後
半
に
か
け
て
作
製
さ
れ
た
と
す
る
説
の
妥
当
性
、
と
い
っ
た
問
題
点
に
対
し
て
新
た

な
見
解
を
呈
示
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
三
船
の
消
息
を
見
る
と
史
実
に
登
場
す
る
人
物
と
符
合
し
な
い
情
報
が
あ
り
、
宛
名
に
用
い
ら

れ
る
敬
称
の
表
記
が
三
船
以
降
の
時
代
の
文
体
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
検
証
す
べ
き
課
題
が
あ

る
た
め
再
考
を
促
し
た
い
。
次
に
『
釈
論
』
が
華
厳
思
想
を
土
台
と
し
な
が
ら
も
、
同
思
想
以
外
に
も
仏

教
を
代
表
す
る
諸
思
想
を
も
取
り
入
れ
て
造
論
さ
れ
た
典
籍
で
あ
る
点
を
、
密
教
思
想
や
般
若
思
想
や
吉

蔵
（
三
論
学
派
）
の
思
想
、
さ
ら
に
中
国
特
有
の
則
天
文
字
、
同
国
の
碑
文
に
為
政
者
の
庇
護
の
も
と
受

容
さ
れ
た
形
跡
の
事
績
か
ら
確
認
し
た
い
。
加
え
て
、
注
釈
文
献
や
後
代
の
影
響
が
中
国
国
内
に
集
中
し

て
お
り
、
朝
鮮
に
確
認
で
き
る
資
料
の
成
立
の
殆
ど
が
後
代
の
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、『
釈

論
』
が
成
立
し
た
時
期
を
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
、
成
立
地
を
中
国
、
造
論
者
を
朝
鮮
出
身
者
と

す
る
見
解
を
呈
示
す
る
。
す
な
わ
ち
朝
鮮
出
身
者
の
作
者
が
中
国
に
お
い
て
製
作
し
た
可
能
性
を
論
じ
た

い
。 

 

○
第
二
編
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
」 

 

第
二
編
で
は
、『
釈
論
』
の
思
想
と
さ
れ
る
「
三
十
三
法
門
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
構
造
を
『
起
信
論
』

の
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
の
体
系
か
ら
探
求
す
る
。
第
二
編
は
計
五
章
よ
り
な
る
。 

 

第
一
章
で
は
、
『
起
信
論
』
「
立
義
分
」
の
理
解
の
た
め
、
同
論
注
釈
書
の
う
ち
、
浄
影
寺
慧
遠
の
『
大

乗
起
信
論
義
疏
』
・
新
羅
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
・
華
厳
宗
第
三
祖
で
あ
る
賢
首
大
師
法
蔵
の
『
大
乗
起
信

論
義
記
』（
通
称
「
起
信
の
三
疏
」
）
を
取
り
上
げ
、「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
の
解
釈

を
比
較
検
討
す
る
。 

 

第
二
章
で
は
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
「
立
義
分
」
を
解
釈
し
て
三
十
三
法
門
を
ど
の
よ
う
に
導
入

し
て
い
る
の
か
考
察
す
る
。
並
行
し
て
、
前
章
で
整
理
し
た
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
と
も
比
較
を
行
い
、

『
釈
論
』
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
加
え
て
、『
釈
論
』
が
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
論
師
に
つ
い
て

も
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
少
し
く
触
れ
た
い
。 

 

第
三
章
で
は
、
三
十
三
法
門
理
解
に
重
要
な
真
如
門
と
生
滅
門
の
解
釈
を
探
求
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、

『
起
信
論
』「
解
釈
分
」
以
降
に
説
示
さ
れ
る
、「
言
説
」・「
名
字
」・「
心
量
」・「
不
生
不
滅
」
と
「
生
滅
」
・

「
十
種
異
名
」
、
「
真
俗
二
諦
説
」
の
理
解
を
参
照
し
、
そ
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
四
章
で
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
示
さ
れ
る
、
➀
立
義
分
の
解
釈
、
➁
五
重
問
答
、
➂
迴
向
頌
の
解
釈

の
三
つ
の
う
ち
、
➁
五
重
問
答
と
➂
廻
向
頌
の
解
釈
よ
り
検
討
を
加
え
る
。 

 

第
五
章
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
に
わ
た
る
検
討
に
よ
り
出
て
き
た
、
➀
因
と
果
、
➁
不
二
摩
訶
衍

法
と
は
何
か
、
➂
不
二
摩
訶
衍
法
理
解
の
一
視
点
、
➃
『
維
摩
経
』
の
関
係
再
考
、
と
い
う
四
つ
の
問
題

点
を
設
定
し
、
従
来
説
を
補
強
あ
る
い
は
修
正
し
な
が
ら
、
新
た
な
視
点
を
呈
示
し
た
い
。 

 

本
編
は
以
上
の
五
章
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
『
釈
論
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
「
三
十
三

法
門
」
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
か
ら
検
討

を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
意
外
に
も
こ
の
よ
う
な
視
点
で
考
察
さ
れ
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
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な
く
本
研
究
の
柱
の
一
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
一
編
と
同
様
に
、
従
来
の
見
解
を
批
判
的
に
検
証
す
る
の

は
勿
論
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
真
言
密
教
の
視
点
か
ら
離
れ
、
客
観
的
に
「
三
十
三
法
門
」
の
構
造
を
分

析
し
、
『
釈
論
』
の
主
張
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
は
以
下
に
要
点
を
述
べ
よ
う
。 

 

『
釈
論
』
の
「
三
十
三
法
門
」
が
独
自
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
注

釈
書
三
種
の
説
を
踏
襲
し
改
変
さ
せ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
論
師
の
理
解
を
受
容
し
た
も
の
な

の
か
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
『
釈
論
』
の
思
想
構
造
が
よ
り
明
ら
か
に
な

る
と
予
想
し
て
い
る
。 

 

こ
の
他
に
も
「
三
十
三
法
門
」
の
理
解
に
は
欠
か
せ
な
い
、
真
如
門
と
生
滅
門
の
解
釈
に
つ
い
て
も
考

察
を
加
え
た
い
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
一
般
的
な
仏
教
の
概
念
と
ど
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
の

か
を
論
じ
る
こ
と
で
、『
釈
論
』
の
造
論
者
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
同
論
を
製
作
し
た
の
か
、
そ
の
構
想
の

一
端
を
解
明
す
る
足
掛
か
り
に
な
る
と
推
察
し
て
い
る
。
以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、『
釈
論
』
の
思

想
の
中
枢
に
位
置
す
る
法
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
実
に
つ
い
て
も
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

当
初
述
べ
た
『
起
信
論
』
の
体
系
か
ら
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
実
を
捉
え
直
す
と
い
う
手
法
か
ら
考
察
し
た

い
。
加
え
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
三
十
三
法
門
」
の
創
設
に
は
『
維
摩
経
』
の
影
響
下
に
よ
る
と

さ
れ
る
説
の
検
証
を
試
み
た
い
。 

 

○
第
三
編
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
研
究
に
お
け
る
新
視
点
の
呈
示
」 

 

第
三
編
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
編
の
成
果
を
土
台
と
し
て
、「
三
十
三
法
門
」
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究

で
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
や
未
消
化
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
思
想
構
造
の
核
心
に
迫
り
た
い
。

す
な
わ
ち
、
序
論
で
述
べ
た
こ
れ
ま
で
の
通
説
や
学
説
を
検
証
し
、
三
十
三
法
門
と
無
関
係
と
考
え
ら
れ

て
き
た
素
材
に
光
を
当
て
、
多
角
的
な
視
野
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
従
前
の
方
法
論
の
補
強
と
若
干
の

修
正
を
試
み
た
い
。
第
三
編
は
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
一
章
で
は
、
衆
生
心
の
解
釈
に
つ
い
て
第
二
編
で
言
及
し
き
れ
な
か
っ
た
点
、
す
な
わ
ち
、
従
来
に

議
論
さ
れ
て
き
た
不
二
摩
訶
衍
法
と
、『
華
厳
経
』
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
と
の
対
比
構
図
に
対
す
る
見

解
を
検
証
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
『
釈
論
』
に
お
け
る
本
経
の
教
主
毘
盧
遮
那
仏
と
、
『
釈
論
』
が
修
行
者

の
一
人
と
し
て
説
く
如
来
と
の
関
係
を
鮮
明
に
し
、
合
わ
せ
て
仏
身
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。 

 

第
二
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
未
検
討
で
あ
っ
た
、『
釈
論
』
で
説
か
れ
る
二
種
の
金
剛
喩
定
が
ど
の
よ
う
な

思
想
に
基
づ
く
の
か
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
『
般
若
経
』
の
説
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
不

二
摩
訶
衍
法
に
は
智
の
側
面
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
。 

 

第
三
章
で
は
、
仏
身
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
従
来
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
説
で
あ
る
法
身
・
報

身
・
応
身
の
三
身
説
を
受
け
継
い
で
い
る
と
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
分
別
事
識
等
の
理
解
を
見
る
と
、

『
起
信
論
』
の
説
と
相
違
す
る
見
解
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
真
如
門
の
修
行
者
で

あ
る
如
来
を
報
身
と
見
立
て
、
生
滅
門
の
修
行
者
で
あ
る
七
種
（
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩

薩
）
に
よ
っ
て
教
化
を
授
け
る
仏
身
を
応
身
と
化
身
の
二
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
。『
釈
論
』
の
三
十
三
法

門
に
は
三
身
説
に
と
ど
ま
ら
な
い
仏
身
観
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
四
章
で
は
、
各
編
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
を
論
じ
る
。
つ
ま
り
、『
大

智
度
論
』
の
「
翻
訳
年
代
」
、「
不
二
」
、「
摩
訶
衍
」
、「
法
性
身
」
に
関
す
る
説
を
手
掛
か
り
と
し
て
、『
釈

論
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
、『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
の
創
設
に
つ
い
て
新
た
な
知

見
を
呈
示
し
、
造
論
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
を
想
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

本
編
は
以
上
の
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
第
一
編
と
第
二
編
で
得
ら
れ
た
結
果
や
課
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題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
発
展
的
な
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
、
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

問
題
点
や
無
批
判
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
点
を
取
り
上
げ
、『
釈
論
』
研
究
の
新
知
見
を
呈
示
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
以
下
に
要
点
を
述
べ
よ
う
。 

『
釈
論
』
は
「
三
十
三
法
門
」
の
修
行
者
の
な
か
に
如
来
（
毘
廬
遮
那
仏
）
を
組
み
込
ん
で
お
り
、
そ

れ
を
不
二
摩
訶
衍
法
よ
り
下
位
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。『
釈
論
』
の
修
行
階
梯
に
は
金
剛
喩
定
が

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、「
三
十
三
法
門
」
の
構
造
を
基
と
し
て
五
段
階
の
行
位
に
区
分
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。『
釈
論
』
に
は
三
身
説
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
「
三
十
三
法
門
」
に
三
身

説
に
は
留
ま
ら
な
い
四
種
身
説
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
以
上
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
で
『
釈
論
』
研

究
の
新
視
点
を
呈
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
為
欲
顕
示
如
意
宝
珠
雖
唯
是
一
、
而
為
一
切
諸
宝
根
本
、
摩
訶
衍
法
雖
唯
是

一
、
而
為
恒
沙
法
門
体
性
、
重
威
大
竜
乃
所
受
用
、
利
根
智
者
乃
所
領
解
故
、
第
二
立
立
義
分
、
為
欲
顕

示
摩
尼
宝
蔵
雖
備
無
量
万
宝
、
而
開
千
重
門
群
竜
所
了
知
、
大
乗
本
法
雖
円
無
辺
千
義
、
而
別
釈
散
説
鈍

根
所
分
明
故
、
第
三
立
解
釈
分
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
七
頁
中
） 

２ 

高
麗
本
の
年
代
に
つ
い
て
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
二
巻
の
巻
末
に
は
「
一
一
五
二
年
」
と
あ
る
。

『
釈
論
』
が
『
高
麗
大
蔵
経
』
に
入
蔵
さ
れ
た
の
は
再
雕
版
（
一
二
五
一
年
）
の
開
版
か
ら
で
あ
る
の
で
、

恐
ら
く
誤
植
か
と
思
わ
れ
る
。
野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア 

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史 

―

中
国
・
高
麗
篇―

』
三
（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
、
八
九
頁
）
に
詳
し
い
。

ま
た
、
第
一
編
第
七
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

３ 

『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
巻
一
（
大
正
蔵
別
巻
、
四
四
七
頁
） 

４ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
別
巻
、
一
五
一
頁
） 

５ 

金
知
姸
（J

iy
u

n
 K

im

）「D
is

trib
u

tio
n

 a
n

d
 P

re
se

rv
a

tio
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f th

e
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h
eya
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lu

n
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摩
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衍
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s
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h

e
y
 R

e
a
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 th
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a
m

e
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e
x
t?

」(H
u

a
lin

 In
te
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a
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n

a
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u
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a
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o
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u
d

d
h

is
t S

tu
d

ie
s
 3

.1
 (2

0
2

0
) b

y
 C

a
m

b
ria

 P
re

s
s.)

。
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
成
立
に
関
す
る
情
報
は

氏
の
論
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
た
。 

６ 

「
同
右
」
十
八
頁
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
金
の
指
摘
す
る
系
統
図
を
全
面
的
に
賛
同
す
る
も
の
で
は

な
い
。 

７ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
） 

８ 

早
川
の
成
果
は
大
正
蔵
本
を
底
本
と
し
て
、『
国
訳
一
切
経
』
所
収
の
「
釈
摩
訶
衍
論
」
の
書
き
下
し
、

並
び
に
那
須
政
隆
の
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
を
参
照
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

９ 

中
村
正
文
（
本
然
）
『
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」
（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
）
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
幾
つ
か
の
点
で
修
正
が
必
要
な
た
め

本
章
で
は
検
証
し
た
も
の
を
あ
げ
る
。 

１
０ 

藤
原
崇
人
『
契
丹
仏
教
史
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
六
七
頁―

八
八
頁
） 

１
１ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
十
一
頁
） 

１
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
七
二
、
七
三
一
頁
上
） 

１
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
決
疑
破
難
会
釈
抄
』
（
大
正
蔵
六
九
、
五
七
一
頁
下
） 

１
４ 

『
続
高
僧
伝
』
巻
十
五
（
大
正
蔵
五
十
、
五
三
八
頁
中―

五
四
九
頁
下
） 

１
５ 

中
村
正
文
（
本
然
）『
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
〇
頁―

一
〇
一
頁
） 
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１
６ 
那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
十
一
頁―

十
三
頁
） 

１
７ 

竺
沙
雅
章
「
『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』
」
（
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
、
六
一
九

頁―

六
二
〇
頁
） 

１
８ 

藤
原
崇
人
『
契
丹
仏
教
史
の
研
究
』「
凡
敷
究
之
暇
、
述
作
為
心
、
撰
仁
王
護
国
経
融
通
疏
、
菩
薩
戒

纂
要
疏
、
唯
識
論
掇
奇
提
異
鈔
、
花
厳
経
玄
談
決
擇
記
、
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
、
菩
提
心
戒
、
曁
緒
経
戒
本
。

巻
秩
頗
多
、
唯
三
宝
六
師
外
護
文
一
十
五
巻
。
」
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
八
六
頁
）
と
あ
る
記
事
を
参

照
し
た
。
こ
こ
に
は
『
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』
と
あ
り
、「
釈
摩
訶
衍
論
○
○
」
と
は
な
い
が
こ
の
表
記
は
遼

代
に
特
有
の
表
記
で
あ
り
、
同
論
の
注
釈
書
を
指
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
遼
代
の
授

戒
儀
に
つ
い
て
も
藤
原
の
指
摘
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
同
著
、
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
一
一
八

頁―

一
四
二
頁
）
。 

１
９ 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
談
玄
決
擇
』
巻
二
、
五
（
卍
続
蔵
経
十
一
、
八
四
三
頁
上
、
九
四
三
頁
上
、
九

六
八
頁
上
） 

２
０ 

『
同
右
』
巻
二
、
三
、
五
（
「
如
義
言
説
」
に
つ
い
て
卍
続
蔵
経
十
一
、
八
四
三
頁
上
、
八
七
七
頁
上
、

九
五
五
頁
下
）
、
（
「
一
一
識
心
」
に
つ
い
て
卍
続
蔵
経
十
一
、
九
五
六
頁
下
） 

２
１ 

中
村
正
文
（
本
然
）『
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
五
頁
） 

２
２ 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
六
〇
四
頁―

六
一
八

頁
）
。
鎌
田
説
で
は
「
遼
代
密
教
の
起
る
社
会
的
背
景
を
考
え
る
に
、
ま
ず
遼
代
の
契
丹
人
民
族
の
生
活
意

識
を
問
題
と
し
よ
う
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
世
界
観
を
も
つ
民
衆
が
、
密
教
受
容
の
社

会
的
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。
遼
代
密
教
が
純
正
な
密
教
で
な
く
、
陀
羅
尼
を
重

視
し
、
現
世
利
益
を
目
的
と
し
た
通
俗
密
教
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
か
ら
生
ま
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
釈
摩
訶
衍
論
は
道
宗
の
清
寧
八
年
（
一
〇
六
二
）
、
道
宗
の
命
に
よ
り
、
広
く

墜
典
を
捜
索
し
た
時
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
道
宗
は
本
論
を
発
見
し
、
自
ら
研
究
し
、
遼
代

高
僧
は
こ
れ
に
従
っ
た
。（
中
略
）
唐
の
法
蔵
の
華
厳
は
、
貴
族
主
義
的
な
絶
対
肯
定
主
義
の
哲
学
思
想
で
、

庶
民
の
生
活
の
性
格
意
識
と
は
無
関
係
な
思
想
で
あ
っ
た
が
、
遼
の
支
配
者
が
、
中
国
的
中
央
集
権
国
家

を
樹
立
す
る
に
さ
い
し
て
、
範
を
唐
朝
に
と
っ
た
た
め
に
、
唐
代
仏
教
を
代
表
す
る
華
厳
を
採
用
し
た
こ

と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
遼
代
密
教
で
は
華
厳
を
単
に
道
具
と
し
て
用
い
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
華
厳
と
融
合
し
た
密
教
と
い
え
ば
、
高
度
な
哲
学
的
仏
教
を
考
え
る
が
、
遼
代
密
教
は
決
し
て

そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
鎌
田
説
に
準
拠
す
る
。 

２
３ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
三
頁―

十
三
頁
）
、
拙
稿
「
真

言
密
教
に
お
け
る
如
意
宝
珠
観 
―

『
二
十
五
箇
条
御
遺
告
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係―

」
（
『
東

洋
学
研
究
』
五
五
、
二
〇
一
八
年
） 

２
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』「
又
南
大
寺
珍
聡
浮
説
云
月
忠
妄
造
。
依
妄
語
罪
定
堕
深
抗
乎
。
大
罪
大
罪
。

不
可
不
慎
。
不
可
不
慎
。
」
（
日
蔵
四
四
、
八
五
頁
上
） 

２
５ 

『
釈
論
』
の
注
釈
者
の
作
者
の
事
績
や
出
自
に
つ
い
て
は
、
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
（
朝
日
新

聞
社
、
一
九
九
四
年
）
、
『
密
教
大
辞
典
』
（
密
教
学
会
、
一
九
八
三
年
）
、
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄

山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。 

２
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
指
事
』
巻
上
「
此
中
説
此
授
不
二
摩
訶
衍
与
三
自
摩
訶
衍
。
又
説
竜
猛
菩
薩
勧
誡
」（
弘

大
全
一
、
六
二
二
頁
） 
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２
７ 

『
弁
顕
密
二
教
論
』
巻
上
「
竜
猛
菩
薩
釈
大
衍
論
云
。
」（
弘
大
全
一
、
四
七
七
頁
）
、
加
え
て
、
本
書

に
は
三
十
三
法
門
に
お
け
る
不
二
摩
訶
衍
法
の
理
解
に
つ
い
て
、
同
法
を
自
性
法
身
と
表
明
す
る
よ
う
な

視
点
も
見
ら
れ
る
。「
喩
曰
。
不
二
摩
訶
衍
及
円
円
海
徳
諸
仏
者
即
是
自
性
法
身
。
是
名
秘
密
蔵
。
亦
名
金

剛
頂
大
教
王
。
等
覚
十
地
等
不
能
「
見
聞
故
得
秘
密
号
。
具
如
金
剛
頂
経
説
。
」（
弘
大
全
一
、
四
八
〇
頁
） 

２
８ 

『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
唐
言
竜
猛
菩
薩
、
旧
云
竜
樹
訛
略
也
。
」
（
弘
大
全
一
、
五
頁
）
「 

２
９ 

拙
稿
「
真
言
密
教
に
お
け
る
如
意
宝
珠
観 

―

『
二
十
五
箇
条
御
遺
告
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の

関
係―

」
（
『
東
洋
学
研
究
』
五
五
、
二
〇
一
八
年
） 

３
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
応
教
鈔
』
「
嘉
禄
二
年
正
月
、
比
依
禅
定
二
品
大
王
教
命
大
綱
記
之 

阿
闍
梨
道
範
、

右
禀
覚
海
法
橋
之
口
説
、
依
禅
林
僧
都
之
指
授
。
顕
秘
二
趣
略
以
抄
之
。
是
啻
写
箕
裘
之
勢
詎
敢
作
膠
柱

之
思
。
一
校
了
。
」
（
大
正
蔵
六
九 

五
九
三
中
） 

３
１ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
六
七
九
頁―

六
八
〇
頁
） 

３
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
応
教
鈔
』「
次
就
所
立
三
十
三
種
法
論
其
大
綱
者
論
有
三
十
三
法
。
於
此
三
十
三
種
有

四
重
秘
釈
。
一
浅
略
門
。
謂
三
十
二
種
是
顕
教
修
行
種
因
海
応
身
所
説
也
。
不
二
是
密
教
性
徳
円
満
海
法

身
所
説
也
。
二
深
秘
門
。
謂
三
十
二
中
真
如
是
密
生
滅
是
顕
也
。
是 

画
像
亦
有
二
義
。
一
顕
中
之
秘
。
二

皆
是
第
十
住
心
之
分
斉
而
非
九
種
住
心
之
秘
密
。
三
秘
中
深
秘
門
。
謂
此
三
十
三
法
為
三
門
。
不
二
真
如

生
滅
也
。
此
三
門
是
三
部
法
門
。
如
次
仏
蓮
金
是
也
。
又
此
三
十
三
法
者
三
十
七
尊
三
摩
地
門
也
。
所
謂

不
二
有
五
種
不
二
。
前
重
八
法
総
為
一
。
後
重
二
法
総
有
四
。
謂
一
心
体
相
用
是
也
。
合
此
前
後
両
重
五

種
総
体
為
三
十
三
不
二
果
海
。
此
五
種
即
五
仏
也
。
八
法
総
大
日
。
二
法
総
四
種
為
四
仏
。
余
両
重
三
十

二
法
四
波
羅
蜜
以
下
三
十
二 

画
像
尊
也
。
四
秘
秘
中
深
秘
門
。
謂
此
三
十
二
法
皆
是
大
日
如
来
法
曼
荼
羅

身
也
。
一
一
法
横
竪
無
辺
輪
円
具
足
理
理
無
辺
智
智
無
数
也
。
」
（
大
正
蔵
六
九
、
五
八
四
頁
下
） 

３
３ 

藤
田
隆
乗
「
頼
瑜
の
教
学
」『
釈
摩
訶
衍
論
広
短
冊
』「
去
る
嘉
元
元
年
癸
卯
冬
、
中
性
院
先
師
上
綱
、

病
床
に
寝
の
日
、
愚
室
に
命
じ
て
云
く
、
我
が
化
滅
の
後
、
毎
年
忌
辰
に
竪
義
決
択
を
勤
む
べ
し
。
我
、

頃
日
、
勧
劣
向
勝
不
退
門
に
つ
い
て
彼
の
短
冊
を
記
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
も
未
だ
そ
の
功
を
遂
ず
。
露
命

ま
さ
に
消
え
な
ん
と
す
。
尓
ら
ば
す
べ
か
ら
く
こ
の
短
冊
を
書
き
て
彼
の
竪
問
を
勤
む
べ
し
。
遂
に
す
な

わ
ち
翌
年
正
月
朔
旦
未
刻
に
至
り
寂
然
と
し
て
愁
傷
肝
を
屠
す
。
遺
訓
、
耳
に
止
む
。
こ
れ
に
由
っ
て
千

行
の
涙
を
拭
き
十
題
の
草
を
綴
り
お
わ
ん
ぬ
。
こ
の
草
本
を
醍
醐
寺
報
恩
院
上
綱
憲
淳
の
一
覧
を
経
る
。

す
な
わ
ち
第
四
重
の
会
釈
中
に
就
い
て
少
々
添
句
を
被
る
。
因
っ
て
重
ね
て
こ
の
中
に
書
き
入
れ
同
九
月

十
九
日
再
治
竟
ん
ぬ
。
金
剛
仏
子
順
継
。
四
十
五
歳
。
」（
『
智
山
伝
法
院
選
書
七 

頼
瑜 

―

そ
の
生
涯
と

思
想―

』
智
山
伝
法
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
二
頁―

八
三
頁
）
を
参
照
し
た
。 

３
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
勘
注
』
巻
二
四
「
本
云
元
応
二
年
八
月
十
九
日
。
於
高
野
山
一
心
院
内
金
光
院
抄
之

畢
。
以
東
寺
二
季
談
義
講
読
之
。
次
首
尾
四
箇
年
之
間
連
連
終
功
者
也 

金
剛
資
頼
宝
生
年
四
十
二
」（
大

正
蔵
六
九
、
八
六
五
頁
上
） 

３
５ 

補
記
と
し
て
、
本
論
文
が
『
釈
論
』
研
究
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、『
起
信
論
』
成
立
に
つ
い
て
は

触
れ
な
か
っ
た
。『
起
信
論
』
の
成
立
に
関
し
て
同
論
の
成
立
論
争
を
概
観
し
て
い
る
、
柏
木
弘
雄
の
『
大

乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。
柏
木
は
氏
以
前
ま
で
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
つ

つ
網
羅
的
に
考
察
を
加
え
た
。
そ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
成
立
説
を
支
持
し
な
が
ら
も
、
従
来
説
に

は
な
い
視
点
を
付
加
し
た
。
そ
れ
は
『
起
信
論
』
を
訳
出
し
た
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指

摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
柏
木
は
イ
ン
ド
成
立
の
必
然
性
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
中
国
に
お
い
て

何
等
か
の
訳
出
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
漢
訳
で
あ
る
こ
と
を
分
析
し
主
張
を
し
て
い
る
。
こ
の
柏
木
の
指
摘
に
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つ
い
て
中
国
成
立
を
主
張
し
た
の
が
竹
村
牧
男
で
あ
っ
た
。
竹
村
は
著
書
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』（
山
喜
房

仏
書
林
、
一
九
八
五
年
）
に
お
い
て
、『
起
信
論
』
の
訳
語
と
い
う
も
の
が
他
の
真
諦
訳
諸
経
論
に
お
け
る

も
の
よ
り
も
、
菩
提
流
支
や
勒
那
摩
提
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
地
論
宗
系
」
に
属
す
る
グ
ル
ー
プ
に
親
し
い

と
指
摘
し
、
中
国
成
立
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
起
信
論
』
の
成
立
に
は
、
様
々
な
指
摘
が
な

さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
は
解
決
で
き
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
未
だ

に
決
着
を
見
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
吉
津
宜
英
が
著
書
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

を
刊
行
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
知
見
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
『
起
信
論
』
理

解
で
は
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
を
頼
り
と
し
て
考
察
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
来
の

『
起
信
論
』
の
内
容
と
は
違
う
姿
と
し
て
顕
示
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
近
年
『
起

信
論
』
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
活
発
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
他
方
面
よ
り
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
き
て
い

る
。
そ
の
動
向
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
で
区
切
り
と
し
た
い
。
そ
れ
は
以
下
の
六
点
で
あ
る
。
⑴
韓
国

金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
・
中
国
人
民
大
学
仏
教
与
宗
教
学
理
論
研
究
所
・
日
本
東
洋
大
学
東
洋
学

研
究
所
共
編
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
四
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
『
大
乗
起
信
論
』
観
」（
東
洋

大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）
、
⑵
石
井
公
成
「
近
代
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
『
大
乗
起
信
論
の
研

究
』
」（
『
禅
学
研
究
』
特
別
号
、
二
〇
〇
五
年
）
、
⑶
石
吉
岩
「
『
大
乗
起
信
論
』
の
地
論
宗
撰
述
説
に
対
す

る
意
見
」（
『
地
論
思
想
の
形
成
と
変
容
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
〇
年
）
、
⑷
荒
牧
典
俊
「
北
朝
後
半
期
仏

教
思
想
史
序
説
」
（
荒
牧
典
俊
編
著
『
北
朝
隋
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
⑸
織
田

顕
祐
『
華
厳
教
学
成
立
論
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）
、
⑹
大
竹
晋
『
大
乗
起
信
論
成
立
問
題
の
研
究 

―

『
大
乗
起
信
論
』
は
漢
文
仏
教
文
献
か
ら
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク―

』
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七
年
） 

３
６ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
） 

３
７ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
） 

３
８ 

大
山
公
淳
『
大
山
公
淳
先
徳
聞
書
集
成
』
（
東
方
出
版
、
一
九
九
四
年
） 

３
９ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春

秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
八
頁
） 

４
０ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
） 

４
１ 

早
川
道
雄
『
釈
摩
訶
衍
論
の
新
研
究
』
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
九
年
） 

４
２ 

金
知
姸
『
석
마
하
연
론
의 

사
상
적 

지
평
』（
학
교
법
인
동
국
대
학
교
출
판
문
화
원 

、
二
〇
二
一
年
） 

４
３ 

中
村
正
文
（
本
然
）「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
三
四―

二
、
一
九
八
六
年
）

同
著
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」
（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
八
七
年
） 

４
４ 

本
研
究
で
は
、
一
九
一
八
年
に
発
行
さ
れ
た
本
を
も
と
に
一
九
七
一
年
に
再
版
し
た
国
書
刊
行
会
本

を
参
照
し
て
い
る
。
大
村
西
崖
『
密
教
発
達
志
』「
釈
摩
訶
衍
論
者
。
起
信
論
之
疏
。
固
非C

密
教B

。
且

雖

A

云

C

竜
樹
造
。
姚
秦
筏
提
摩
多
三
蔵

B

。
我
邦
淡
海
真
人
三
船
元
開

其
宝
亀
十
年
閏
五
月
二
十
四
日
。
興

C

戒
明
阿
闍
梨

B

論C

偽
妄B

書
。
出C

于
唯
識
同
学
鈔
三
之
四B

。

及
最

澄
守
護
国
界
章
上
。

論

C

其
五
失

B

。

以
来
。
定
論
以
為C

偽
作B

。
蓋
新
羅
僧
月
忠
撰A

之
。

教
時
義
一
。

些
些
疑
文
。

円
珍
上C

智
慧
輪
三

蔵B

表
忠
作A

智
。

」（
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
二
年
、
二
一
頁―

二
三
頁
） 

４
５ 

望
月
信
亨
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』「
如
来
蔵
仏
の
語
は
、
現
蔵
中
、
金
剛
三
昧
経
に
之
を
出
す
と
雖

も
、
他
の
諸
経
に
は
未
だ
之
を
見
ず
。
全
く
三
階
独
特
の
教
義
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
、
其

の
教
義
を
含
め
る
釈
摩
訶
衍
論
は
、
随
っ
て
其
の
一
派
の
手
に
成
り
し
も
の
と
想
像
す
べ
き
理
あ
り
。
三

階
教
が
隨
開
皇
已
後
、
屢
禁
断
ぜ
ら
れ
た
る
に
拘
ら
ず
、
其
の
教
徒
は
尚
ほ
本
習
を
改
め
ず
。（
忠
略
）
彼
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等
教
徒
は
一
時
其
の
宗
義
を
宣
伝
せ
ん
が
為
に
種
種
の
手
段
を
弄
し
た
る
を
見
る
べ
し
。（
中
略
）
兎
に
角

此
の
釈
摩
訶
衍
論
が
中
唐
の
初
頃
、
好
事
者
に
依
り
て
妄
作
せ
ら
れ
た
る
偽
託
の
書
な
る
こ
と
は
、
一
点

の
疑
を
容
る
べ
か
ら
ざ
る
所
な
る
と
す
。
」
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
、
二
五
四
頁
） 

４
６ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』「
し
か
し
、
如
来
蔵
仏
な
ど
の
語
は
、
既
に
『
金
剛
三
昧
経
』
に
見

え
て
い
る
。
ま
た
、
義
湘
の
門
流
で
尊
ば
れ
て
い
た
智
厳
が
用
い
て
お
り
、
義
湘
系
の
著
作
で
後
に
法
蔵

撰
と
さ
れ
た
『
華
厳
経
問
答
』
に
も
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
羅
で
は
三
階
教
の
用
語
と
し
て

で
は
な
く
、
一
般
的
な
術
語
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
九

六
年
、
三
七
〇
頁
） 

４
７ 

望
月
信
享
『
浄
土
経
の
起
源
と
発
達
』「
金
剛
智
は
貞
元
釈
教
録
第
十
四
に
依
る
と
、
唐
開
元
八
年
支

那
洛
陽
に
来
り
、
二
十
九
年
八
月
を
以
て
寂
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
今
の
第
六
説
（
『
釈
論
』
六
馬
鳴
所
説

の
第
六
番
目
内
容
）
が
果
し
て
此
の
儀
軌
に
依
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
即
ち
此
の
釈
摩
訶
衍
論
は
唐
開
元

八
年
以
後
の
作
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
二
年
、
二
九
二
頁
） 

４
８ 

金
剛
智
訳
『
馬
鳴
菩
薩
大
神
力
無
比
験
法
念
誦
軌
儀
』
（
大
正
蔵
二
十
） 

４
９ 

香
川
英
隆
「
釈
摩
訶
衍
論
の
史
的
研
究
」「
承
和
元
年
正
月
二
十
二
日
の
官
符
に
よ
っ
て
、
吾
人
は
釈

論
を
金
剛
頂
部
に
摂
す
る
に
故
な
き
に
あ
ら
ず
。
こ
こ
に
於
い
て
か
釈
論
の
造
論
者
も
、
金
剛
界
系
統
の

祖
師
の
所
造
な
り
と
推
察
す
る
も
の
な
り
。
然
れ
ば
竜
猛―

竜
智―
金
剛
智―

不
空―

恵
果
の
中
の
、
賢

首
、
清
凉
、
宗
密
等
の
時
代
に
密
教
流
布
に
努
力
せ
ら
れ
し
は
、
金
剛
智
不
空
両
三
蔵
な
り
。
而
し
て
金

剛
智
の
広
州
に
来
れ
る
は
皇
紀
一
三
七
九
年
（
西
紀
七
一
九
）
唐
玄
宗
開
元
七
年
（
宋
高
僧
伝
第
一
、
元

貞
新
定
釈
教
目
録
第
十
四
）
な
り
。
賢
首
寂
年
よ
り
七
年
後
の
こ
と
な
り
。
翌
年
洛
陽
に
入
る
（
宋
高
僧

伝
第
一
）
。
開
元
九
年
に
は
一
行
大
衍
暦
五
十
二
巻
を
撰
す
（
宋
高
僧
伝
第
五
）
と
あ
れ
ば
、
一
行
阿
闍
梨

も
当
時
仏
教
界
に
雄
飛
さ
ら
れ
つ
つ
あ
り
し
な
り
。
何
れ
に
せ
よ
金
剛
智
不
空
三
蔵
は
、
賢
首
滅
後
七
・

八
年
に
当
た
っ
て
入
唐
せ
ら
れ
し
な
り
。
以
来
開
元
二
十
九
年
に
至
る
ま
で
、
金
剛
智
は
密
教
を
伝
釈
す
、

そ
の
数
実
に
三
十
有
余
部
に
達
す
、
さ
れ
ど
も
金
剛
智
の
意
を
継
承
し
、
更
ら
に
支
那
仏
教
中
に
、
密
教

の
独
立
運
動
を
始
め
ら
れ
し
は
、
不
空
三
蔵
そ
の
人
な
り
。
不
空
は
金
胎
両
部
を
受
法
し
、
大
小
顕
密
に

通
ぜ
し
も
の
の
如
し
。
特
に
顕
密
二
教
判
釈
を
、
試
み
ら
れ
て
る
に
至
っ
て
は
〈
真
言
密
教
聖
典
八
十
丁

を
参
照
〉
吾
人
の
求
め
て
止
ま
ぬ
釈
論
造
論
者
に
有
ら
ず
や
。
」（
『
密
教
研
究
』
八
、
一
九
二
二
年
、
三
九

頁―

四
十
頁
） 

５
０ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』「
宗
密
誕
生
の
前
年
た
る
本
朝
の
宝
亀
十
年
（
西
紀
七
七
九
）
に

大
安
寺
戒
明
が
こ
れ
を
請
来
す
る
よ
り
見
る
に
、
澄
観
の
壯
歳
当
時
に
は
も
は
や
世
に
行
は
れ
た
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
そ
の
前
節
に
論
の
撰
述
年
代
を
推
定
し
て
、
賢
首
の
入
寂
よ
り
不
空
の
入
寂
に
い
た
る
約

五
六
十
年
間
な
る
べ
し
と
い
ふ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
但
し
支
那
撰
述
な
り
や
新
羅
撰
述
な
り
や
と
い
ふ
に
つ

い
て
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
未
詳
な
る
も
、
し
か
し
ど
ち
ら
か
と
い
は
ば
、
支
那
撰
述
と
い
ふ
に
つ
い
て
は

何
ら
の
伝
説
な
き
も
、
新
羅
撰
述
と
い
ふ
に
つ
い
て
は
、
既
に
同
国
大
空
山
月
忠
造
と
い
へ
る
大
安
寺
珍

聡
の
伝
説
が
あ
る
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
こ
れ
に
よ
る
べ
き
が
当
然
か
と
思
わ
れ
る
。（
中
略
）
ま
れ
に
見

る
該
博
の
智
識
を
有
す
る
論
の
釈
者
に
し
て
、
密
部
の
経
典
ら
し
き
も
の
一
ヶ
所
も
こ
れ
を
引
用
し
て
い

な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
地
理
的
関
係
に
よ
っ
て
未
だ
こ
れ
に
接
す
る
の
機
会
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
」
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇
頁―

七
九
一
頁
） 

５
１ 

『
同
右
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
六
一
頁―

七
六
五
頁
） 

５
２ 

大
山
公
淳
「
釈
摩
訶
衍
論
の
真
偽
問
題
」「
こ
の
書
が
世
に
顕
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
弘
始
三
年
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よ
り
三
百
数
十
年
を
経
た
後
に
唐
の
代
宗
（
七
六
二―

七
九
）
以
後
で
あ
り
、
そ
の
間
本
書
の
伝
来
を
明

ら
か
に
し
な
い
。
こ
う
し
た
理
由
に
よ
っ
て
我
国
古
来
の
学
者
間
に
真
作
偽
作
の
論
が
盛
ん
で
あ
る
。（
中

略
）
今
は
予
の
別
の
立
場
で
台
密
学
徒
の
所
論
を
史
的
に
概
見
し
、
そ
れ
に
対
す
る
東
密
学
徒
の
所
論
の

一
端
を
記
し
識
者
の
参
考
に
資
し
た
い
。（
中
略
）
新
羅
の
文
字
と
一
脈
の
関
連
あ
り
と
さ
れ
る
る
点
よ
り

見
て
、
月
忠
撰
述
説
に
妥
当
性
が
多
い
。
お
そ
ら
く
戒
明
師
は
中
国
よ
り
帰
国
の
途
上
鮮
土
の
何
れ
か
の

地
で
本
論
を
入
手
し
て
請
来
し
た
の
で
は
と
述
べ
ら
る
。
森
田
教
授
も
新
羅
国
大
空
山
月
忠
説
を
肯
定
さ

れ
た
。
け
れ
ど
果
し
て
第
九
巻
の
異
形
な
鬼
文
字
が
新
羅
の
も
の
で
あ
る
か
、
な
お
研
究
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
」（
『
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
干
潟
博
士
古
稀
記
念
会
、
一
九
六
四
年
、
四
五
六
頁―

四
六

四
頁
） 

５
３ 

『
釈
論
』
が
真
言
や
神
呪
と
し
て
一
定
数
称
え
る
こ
と
に
よ
り
悉
地
成
就
や
障
礙
遠
離
を
目
的
と
し

て
説
く
、
「
撮
・
錆
・
鮫
・
𠾅
・
車
・
試
・
諮
・
侍
・
柴
・
式
・
仔
」
を
指
す
。 

５
４ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
森
田
説
で
は
則
天
文
字
の
類
か
ら
変
化
さ
せ
た
も
の
だ
と
指
摘

し
て
い
る
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
四
六
頁―

七
四
九
頁
）
。 

５
５ 

谷
川
泰
教
「
入
楞
伽
経
研
究
ノ
ー
ト
」「
〈
大
乗
起
信
論
〉
が
そ
の
成
立
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
成
立
か
、

中
国
成
立
か
で
諸
先
学
の
間
に
議
論
が
た
た
か
わ
れ
、
い
ま
だ
に
决
択
を
み
て
い
な
い
よ
う
に
、
〈
釈
論
〉

も
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
疑
問
が
投
げ
ら
れ
た
。
今
日
で
は
、
七
・
八
世
紀
に
か
け
て
、
中
国

或
は
朝
鮮
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
〈
釈
論
〉
に
引
用
さ
れ
る
入
楞
伽

経
も
、
果
た
し
て
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
信
憑
性
を
有
し
て
い
る
も
の
な
の
か
が
当
然
問
題
と
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
更
に
、
引
用
さ
れ
て
い
る
入
楞
伽
経
を
根
拠
に
し
て
、〈
釈
論
〉
自
体
の
成
立
問
題
に
つ
い
て

判
断
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
（
中
略
）
〈
大
本
楞
伽
契
経
〉
は
〈
釈
論
〉
の
中
に

引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、〈
釈
論
〉
の
成
立
は
〈
唐
訳
〉
以
前

が
少
な
く
と
も
そ
れ
を
大
き
く
下
る
こ
と
は
な
い
。〈
大
本
楞
伽
契
経
〉
が
訳
経
目
録
に
全
く
見
出
さ
れ
な

い
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
社
会
は
異
な
っ
た
地
域
に
属
す
る
。
そ
れ
を
引
用

し
て
い
る
〈
釈
論
〉
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
も
れ
る
と
と
も
に
〈
釈
論
〉
は
七
・
八
世
紀
に
か
け
て
中
国

或
は
朝
鮮
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
今
日
の
説
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
」（
『
仏
教
学
会
報
』

六
、
一
九
七
四
年
、
五
九
頁―

六
五
頁
） 

５
６ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』「
伝
統
の
説
を
離
れ
、
純
粋
に
学
問
的
立
場
に
立
っ
て
考
察
す
る
に
、

『
釈
論
』
第
一
巻
に
仁
義
礼
智
信
の
五
常
を
説
き
、
ま
た
第
九
巻
に
は
、
則
天
文
字
を
以
て
呪
文
と
し
て

い
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
中
国
撰
述
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
撰
述
の
年
代
を
探
ぐ
る
に
、
唐
朝

時
代
に
金
剛
智
、
善
無
畏
、
不
空
、
一
行
等
が
、
な
お
古
い
「
釈
教
目
録
」
に
は
『
釈
論
』
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、
そ
の
末
釈
が
宋
以
後
に
至
っ
て
出
現
し
て
来
る
こ
と
や
、
ま
た
晩
唐
に
及
ん
で
先
哲

が
、『
釈
論
』
を
引
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
な
ど
に
留
意
し
て
み
る
と
、
上
述
の
如
く
考
え
る
の
が
正
鵠

を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）
今
の
『
釈
論
』
も
一
代
の
大
思
想
家
が
撰
述
し
、
そ
れ
を
権
威
ず
け

ん
と
し
て
、
先
哲
竜
樹
の
名
を
借
り
た
も
の
と
観
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
殊
に
『
起
信
論
』
の
作

者
が
馬
鳴
の
名
を
借
り
、
ま
た
諸
経
典
が
仏
説
の
二
字
を
題
号
に
冠
せ
る
が
如
き
点
よ
り
見
て
、
当
論
が

竜
樹
に
仮
託
さ
る
の
も
、
肯
綮
に
中
る
説
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
約
す
る
に
、『
釈
論
』
は
唐
の

中
葉
よ
り
晩
年
に
亘
る
頃
、
密
教
系
に
属
す
る
一
大
思
想
家
に
依
っ
て
、
著
作
さ
れ
た
も
の
と
観
る
を
隠

当
の
説
と
信
じ
る
。
」
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
九
頁―

十
頁
） 

５
７ 

塩
入
亮
忠
「
釈
摩
訶
衍
論
解
題
」「
本
論
の
巻
首
に
は
、
竜
樹
菩
薩
造
。
姚
秦
。
筏
提
摩
多
三
蔵
奉
詔
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訳
。
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
姚
秦
代
の
所
訳
で
あ
れ
ば
、
後
代
諸
経
録
に
掲
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

出
三
蔵
記
集
を
始
め
貞
元
禄
を
被
閲
す
る
も
、
本
論
の
片
影
す
ら
見
え
ず
、
且
又
、
僧
伝
に
筏
提
摩
多
と

言
う
人
物
は
見
当
た
ら
ぬ
。
本
論
は
、
宝
亀
十
年
（A

.D
.7

7
9

）
、
戒
明
阿
闍
梨
に
よ
り
、
本
邦
へ
請
来
せ

ら
れ
て
い
る
。
安
然
の
真
言
教
時
義
第
一
に
は
、
本
論
を
新
羅
僧
月
忠
の
偽
撰
と
し
て
あ
る
が
、
本
論
が

諸
録
に
掲
示
せ
ら
れ
ぬ
点
と
、
本
論
第
九
巻
に
於
け
る
鬼
文
字
と
摂
さ
る
る
異
形
文
字
が
、
新
羅
文
字
と

一
脈
の
関
係
あ
り
と
さ
る
る
点
よ
り
見
て
、
月
忠
撰
述
説
は
妥
当
性
が
多
い
。
恐
ら
く
、
戒
明
師
は
、
支

那
よ
り
帰
国
の
途
上
、
朝
土
の
何
れ
か
の
地
に
於
て
、
本
論
を
入
手
し
、
本
邦
に
請
来
せ
ら
れ
た
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
？
本
論
内
容
を
最
初
に
引
用
し
た
の
は
華
厳
宗
の
宗
密
（
円
覚
経
略
諸
鈔
第
一
〇―

卍
続

蔵
第
一
五
套
第
三
册
、
百
九
十
四
丁
）
で
、
彼
は
、
西
暦
七
八
〇
年
よ
り
八
四
一
年
に
至
る
間
の
人
で
あ

る
か
ら
、
其
本
論
引
用
は
、
戒
明
の
本
邦
請
来
以
後
に
当
た
っ
て
い
る
。
盡
し
、
宗
密
は
、
朝
土
よ
り
流

布
本
に
據
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
論
は
、
大
体
、
西
紀
八
世
紀
の
中
葉
、（
唐
代
）
朝
土
に
於
て
、
特
に
、

新
羅
人
の
手
に
よ
り
、
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
」（
『
国
訳
一
切
経
』
論
集
部
四
、
大
東
出
版
社
、
一
九

三
二
年
、
一
頁
） 

５
８ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』「
新
羅
文
字
と
は
、
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
吏
読
で
あ

れ
ば
日
本
の
仮
名
の
手
本
で
あ
っ
て
字
そ
の
も
の
は
普
通
の
漢
字
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
ハ
ン
グ
ル
の
古
形
の

こ
と
で
あ
れ
ば
、
ハ
ン
グ
ル
は
は
る
か
後
代
の
世
宗
二
十
八
年
（
一
四
四
五
）
の
作
成
で
あ
る
か
ら
、
い

ず
れ
に
し
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
異
様
な
文
字
に
つ
い
て
は
、
森
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

則
天
文
字
の
類
の
漢
字
の
変
形
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
七
一
頁
） 

５
９ 

中
村
正
文
（
本
然
）
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
」
「
日
本
に
は
大
安
寺
の
戒
明
が
宝
亀
十

年
（
七
七
九
）
に
『
釈
論
』
を
請
来
す
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
文
章
博
士
で
あ
る
淡
海
三
船
真
人
や
最

澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）
等
か
ら
偽
撰
と
宣
告
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
ち
『
釈
論
』
は
日
本
仏
教
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
続
け
る
。
こ
の
真
偽
問
題
の
為
に
常
暁
・
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）・
円
珍
（
八
一
四

～
八
九
一
）
は
入
唐
し
た
時
に
仏
教
界
の
諸
学
匠
に
尋
ね
て
い
る
。
殊
に
円
仁
な
ど
は
新
羅
僧
珍
聡
な
る

人
物
か
ら
『
釈
論
』
は
月
忠
な
る
も
の
の
妄
造
で
あ
る
と
の
返
答
を
得
て
帰
朝
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

事
情
を
熟
知
し
な
が
ら
、
中
国
の
仏
教
界
こ
れ
を
問
題
と
し
た
形
跡
は
ど
う
い
う
理
由
か
み
ら
れ
な
い
。

寧
ろ
『
釈
論
』
を
評
価
し
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。（
中
略
）
今
日
『
釈
論
』
を
竜
樹
の
真
撰
と
す
る
見

方
は
一
様
に
否
定
さ
れ
、『
大
乗
起
信
論
』
の
成
立
よ
り
遅
れ
て
、
誰
か
が
竜
樹
に
仮
託
し
て
造
論
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
淡
海
三
船
真
人
が
『
唯
識
同
学
鈔
』
で
、

最
澄
が
『
守
護
国
界
章
』
の
中
で
提
出
し
た
論
難
の
多
く
は
未
だ
そ
の
解
決
を
み
て
い
な
い
。（
中
略
）『
釈

論
』
の
撰
述
年
代
を
法
蔵
か
ら
戒
明
が
日
本
に
請
来
す
る
ま
で
（
七
一
二―

七
七
九
）
と
仮
定
す
る
時
、

も
う
一
点
お
さ
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
当
時
中
国
に
お
い
て
多
く
の

偽
撰
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
『
玄
文
二
十
巻
』
と
は
『
大
宗
地
玄
文
本
論
二
十

巻
』
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
世
紀
後
半
に
偽
撰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
最
初
に
引
用
す
る

文
献
が
『
釈
論
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
」
（
『
印
仏
研
』
三
四―

二
、
一
九
八
六
年
、
六
六
頁―

七
一
頁
） 

６
０ 

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
下―

六
九
三
頁
中
） 

６
１ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」
「
『
起
信
論
』
が
六
世
紀
中
葉
に
中
国
仏
教
教
理
の
中
に
登
場
し

て
以
来
、
『
釈
論
』
の
成
立
時
と
推
察
さ
れ
る
八
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
『
起
信
論
』
に

た
い
す
る
主
要
な
解
釈
と
し
て
曇
延
（
五
一
六
～
五
八
八
）
・
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
・
元
暁
（
六
一

七
～
六
八
六
）
・
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
『
起
信
論
』
の
思
想
は
す
で
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に
中
国
仏
教
教
理
学
の
諸
相
に
深
く
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
従
前
の
起
信
論
解
釈
に

比
較
す
る
と
き
、
竜
樹
菩
薩
造
、
姚
秦
三
蔵
筏
提
摩
多
奉
詔
訳
と
名
の
る
こ
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
解
釈

は
、
全
十
巻
に
わ
た
っ
て
終
始
先
行
す
る
諸
註
の
枠
を
は
る
か
に
超
え
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら

か
で
あ
り
、
随
所
に
型
破
り
の
き
わ
立
っ
た
解
釈
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
読
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

の
『
釈
論
』
の
思
想
が
華
厳
経
典
類
な
い
し
中
国
に
お
け
る
華
厳
教
学
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
ま
で
は
容

易
に
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、『
釈
論
』
の
具
体
的
な
成
立
事
情
と
背
景
が
い
ま
一
つ
不
明

な
た
め
に
、
同
論
特
有
の
思
想
内
容
に
た
い
す
る
本
格
的
研
究
は
あ
ま
り
す
す
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
点
に

関
す
る
従
来
の
言
及
も
、
部
分
的
な
所
説
に
あ
ら
わ
れ
た
解
釈
の
特
異
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
七
頁
） 

６
２ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」「
空
海
が
偽
作
論
義
の
あ
っ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
以
下

『
釈
論
』
と
略
す
）
を
大
胆
に
活
用
し
て
教
判
を
立
て
、
密
教
と
顕
教
と
の
違
い
を
高
唱
し
て
以
来
、『
釈

論
』
は
も
っ
ぱ
ら
密
教
な
い
し
顕
密
を
兼
ね
た
論
書
と
し
て
依
用
さ
れ
て
き
た
。（
中
略
）
空
海
の
解
釈
か

ら
離
れ
て
『
釈
論
』
そ
の
も
の
を
客
観
的
に
見
直
す
と
い
う
作
業
は
以
後
も
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
特

に
そ
の
成
立
事
情
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。（
中
略
）

『
釈
論
』
独
自
の
思
想
と
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
か
な
り
の
部
分
が
新
羅
の
論
書
、
な
い
し
は
新
羅
と
関

係
の
深
い
経
論
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
『
釈
論
』
の
新
羅
成
立
説
は
早
く
か

ら
あ
っ
た
上
、（
中
略
）
改
め
て
新
羅
成
立
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
後
も
真
撰
説

を
唱
え
る
学
者
が
お
ら
れ
る
ほ
か
、
偽
作
説
を
と
り
な
が
ら
も
不
空
や
金
剛
智
ら
の
活
動
と
の
関
係
を
強

調
す
る
の
み
で
新
羅
成
立
と
い
う
点
に
は
触
れ
な
い
論
文
が
少
な
く
な
い
。（
中
略
）『
釈
論
』
の
成
立
は
、

法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
の
最
晩
年
か
ら
戒
明
の
日
本
請
来
（
七
八
〇
年
前
後
）
ま
で
の
間
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
が
、
（
中
略
）
『
釈
論
』
は
、
元
暁
・
義
湘
・
法
蔵
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
、
華
厳
系
統
に

近
い
新
羅
の
修
禅
者
が
、『
起
信
論
』
を
め
ぐ
る
諸
説
の
会
通
を
主
た
る
目
的
と
し
、『
金
剛
三
昧
経
』・『
金

剛
三
昧
経
論
』
な
ど
に
依
拠
し
つ
つ
も
自
ら
の
見
解
を
交
え
て
自
由
奔
放
に
製
作
し
た
も
の
、
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
る
。
」
（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、

一
九
八
八
年
、
三
四
五
頁―

三
六
四
頁
） 

６
３ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
一
頁―

三
八
三
頁
） 

６
４ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」
（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
の

仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
五
五
頁
） 

６
５ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
新
羅
成
立
説
に
関
す
る
考
察
」「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
竜
樹
を
作
者
と

し
、
筏
提
摩
多
の
翻
訳
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
、
そ
の
成
立
時
期
は
法
蔵
（
六
三
四
～
七
一
二
）

の
晩
年
か
ら
戒
明
の
日
本
請
来
（
七
八
〇
年
前
後
）
ま
で
の
間
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
そ
れ
故
に

そ
れ
は
確
実
に
偽
作
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
厳
密
な
成
立
時
期
・
地
域
に
関
し
て
今

も
っ
て
必
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
存
在
を
示
唆
す
る

外
的
資
料
が
不
足
し
て
い
る
点
に
由
来
す
る
。（
中
略
）
新
羅
成
立
説
の
主
た
る
根
拠
で
あ
る
『
釈
摩
訶
衍

論
』
と
義
湘
系
華
厳
と
の
類
似
点
を
敢
え
て
批
判
的
に
検
証
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
そ

の
類
似
点
と
目
さ
れ
る
箇
所
の
何
れ
も
が
表
現
上
部
分
的
に
は
全
く
別
の
意
味
を
有
し
、
ま
た
別
の
問
題

意
識
に
端
を
発
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
相
違
す
る
内
容
を
有
す
る
表
現
上
の
部
分
類
似
か
ら
両
者
の
関

連
の
必
然
性
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
石

井
氏
が
主
張
す
る
如
き
「
『
釈
論
』
は
、
義
湘
系
と
同
じ
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
、
延
い



『釈摩訶衍論』の研究 ―その成立と思想―   序論 

 

30 

 

 

て
は
新
羅
成
立
説
を
直
ち
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
で
き
な
い
。
確
か
に
「
『
起
信
論
』

の
解
釈
を
め
ぐ
る
盛
ん
な
論
争
を
目
に
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

筆
者
も
大
い
に
賛
成
な
の
で
あ
る
が
、
こ
と
そ
の
「
盛
ん
な
論
争
」
を
新
羅
に
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
」
（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
、
八
五
頁―

一
〇
〇
頁
） 

６
６ 

佐
藤
厚
「
新
羅
華
厳
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
一
つ
の
手
が
か
り
」「
ほ
ぼ
法
蔵
（
六

四
三
～
七
一
二
）
の
最
晩
年
か
ら
戒
明
の
日
本
請
来
（
七
八
〇
年
前
後
）
ま
で
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
、
著
者
、
成
立
地
が
研
究
史
上
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
一
つ
の
候
補

と
さ
れ
て
き
た
の
が
朝
鮮
半
島
（
韓
半
島
）
で
あ
る
。
（
中
略
）
『
釈
論
』
所
引
用
の
「
真
修
契
経
」
と
九

世
紀
こ
ろ
に
成
立
し
た
新
羅
華
厳
文
献
で
あ
る
「
大
記
」
所
引
の
「
古
辞
」
、
お
よ
び
十
世
記
成
立
の
同
じ

く
新
羅
華
厳
の
均
如
の
『
法
界
図
円
通
記
』
所
引
の
「
古
辞
」
と
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
も
っ
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
関
係
を
論
じ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
両
者
が
新
羅
華
厳
の
中
で
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
四
四
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
九
頁―

一
一
八
頁
） 

６
７ 

福
士
慈
稔
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
」
「
中
国
で
は
竜
樹
造
・
筏
提
摩
多
訳
と
信
じ

ら
れ
、
日
本
で
竜
樹
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
と
の
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
実
は
議
論
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
の
は
淡
海
三
船
真
人
の
四
難
及
び
最
澄
の
七
難
も
解
決
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
亦
真
書
・
偽
書

も
い
わ
く
あ
り
げ
に
主
張
の
グ
ル
ー
プ
が
き
ま
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
ま
た
こ
の
問
題
、
『
釈
論
』
の
真
偽

問
題
及
び
成
立
地
の
問
題
等
は
真
言
諸
宗
の
内
部
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
定
説
と
か
不
定
説

と
か
言
う
問
題
で
は
な
い
。
」
（
三
友
健
容
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
智
慧
の
と
も
し
び
ア
ビ
ダ

ル
マ
仏
教
の
展
開
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
六
年
、
九
七
頁―

一
〇
四
頁
） 

６
８ 

金
英
美
「
一
一 

세
기 

후
반 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
의 

동
아
시
아 

유
통
과 

영
향
（
「
十
一
世
紀
後
半

の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
流
通
と
影
響
」
）
」「
一
一 

세 

기 

후
반 

동
아
시
아 

여
러 

나
라 

사
이
에 

불
교 

전
적 

교
류
가 

활
발
하
게
이
루
어
진
다. 

그 

배
경
에
는 

요 

대
장
경
의 

완
성
과, 

고
려
의 

대
장
경 

雕
造
및 

義
天
에 

의
해 

주
도
된 

敎
義
간
행 

작
업
이 

있
다. 

그
동
안 

불
교 
전
적 

교
류
의 

주
도
직 

업
장
에 

있
던 

송
에 

대
신
해 

요
와 

고
려
가 

그 

전
연
에 

나
선 

사
실
이 

눈
에
띈
다.

이
러
한 

현
상
율 

잘 

보
여
주
는 

仏
典
이 

바
로 

『
석
마
하
연
론
』
이
다. 

이 

책
은 

현
재 
八 

세
기 

중
엽 

신
라 

또
는 

당
에
서 

찬
술
되
었
다
고 

여
겨
지
고 

있
다. 

그
런 

데 

竜
樹
의 

저
술
로 

명
기
되
어 

있
었
옴
에
도 

당
이
나 

송
에
서 

편
찬
된 

불
전
목
록
에
는 

포
합
되
어 

있
지 

않
다. 

당
에
서 

聖
法
과 

法
敏
의 

주
석
서
가 

저
술
되
었
지
만, 

이
들 

주
석
서
도 

일
본
에 

전
해
진 

기
록 

외
에
는 

신
라
와 

고
려
에
서 

연
구
되
었
다
는 

자
료
도
없
다. 

표
代
시
기
에 

활
동
한 

延
寿
의 

『
종
경
록
』 

올 

제
외
하
고
는 

당
과 

송
의 

숭
려
들
에 

의
해 

매
우 

드
물
게 

인
용
될 

뿐
이
다.

그
런
데 

요
에
서 

一
〇

六
二 

년 

『
석
마
하
연
론
』
올 

대
장
경
에 

입
장
한 

이
후 

사
정
이
변
하
였
다. 

道
宗
황
제
가 

이 

논
에 

대
해 

관
심
을 

기
울
여 

숭
려
들
파 

토
론
하
였
옵
뿐 

아
니
라 

주
석
서
를 

짓
도
록 

하
였
기 

때
문
이
다. 

요 

대
장
경
에 

포
함
된 

『
석
마
하
연
론
』 

과, 

一
〇
七
〇 

년
대 

守
瑧 

法
悟 

志
福
에 

의
해 

찬
술
된 

주
석
서
는 

고
려
로 

전
헤
졌
다. 

이
들
온 

모
두 

의
천
이 

편
찬
한 

『
교
장
총
록
』 

에
『
대
숭
기
신
론
』 

주
석
서
로
수
록
되
었
다. 

의
천
은 

『
重
校
釈
摩
訶
衍
論
』 

을 

간
행
하
여 

一
〇
八
七 

년
경 

송 

선
총
에 

보
내
주
었
고, 

지
복
의 

『
통
현
초
』
와 

법
오
의 

『
찬
현
소
』
를 

一
〇
九
九 

년 

간
행
하
여 

一
一
〇
五 

년
일
본
에 

보
내
주
었
다. 

의
천
이 

간
행
한 

요 

숭
려
들
의 

주
석
서
는 

송
에
도 

전
해
져,

보
관
이 

『
석
마
하
연
론
기
』
룹 

저
솔
하
연
서 

인
용
하
고 

있
다.

이
처
럼 

『
석
마
하
연
론
』
이 

一
一 

세
기 

후
반 

동
아
시
아 

불
교
계
에
서 

새
롭
게 

주
목
된 

데
에
는 

요 

대
장
경
에 

입
장
된 

점
이 

크
게 

작
용
했
융 
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것
이
다. 
그
러
나 

당
시
송, 

요 

고
려 

불
교
계
에
서 

종
파
에 

관
계 

없
이 

『
대
숭
기
신
론
』 

올 

연
구
하
던 
경
향
이 

강
했
다
는 

점
도 

크
게 

삭
용
했
다
고 

생
각
한
다. 

욕 

『
석
마
하
연
론
』 

은 

『
대
숭
기
신
론
』
의 

주
석
서
라
는 

성
격
용 

지
니
고 

있
었
으
므
로, 

『
대
숭
기
신
론
』
연
구
에 

필
요
한 

서
적
으
로 

간
주
되
었
다. 

또 

한
편
으
로
는 

각
국 

불
교
계
에
서 

밀
교
적 

경
향
이 

강
했
다
는 

정
도 

작
용
했
다
고 

생
각
한
다. 

이
는 

권 

九

 

와 

권 

一

〇

 

에 

많
은 

주
문
올
포
함
하
고 

있
는 

『
석
마
하
연
론
』
이 

거
부
감 

없
이 

수
용
휠 

수 

있
던 

배
경
이
다. 

고
려
에
서
는 

밀
교
척 

의
례
가 

국
가
의
례
로 

행
해
지
고, 

총
지
종
과 

신
인
종
이
라
는 

밀
교
종
봐
가 

존
재
했
다. 

그
리
고 

요
의 

경
우 

화
엄
종
과 

함
께 

밀
교
가 

번
성
하
였
다.

또 

송
에
서
도 

밀
교
가 

종
파
로 

존
재
하
지
는 

않
았
지
만 

八 

세
기 

중
엽 

善
無
畏
와 

不
空
이 

활
약
하
기 

시
작
한 

이
후 

밀
교
의 

영
향
이 

커
졌
고, 

송
대
에 

새
로 

번
역
되
는
경
전
에 

많
은 

밀
교 

경
전
이 
포
함
되
어 

있
었
다.

一
一 

세
기 

후
반 

요
에
서
는 

대
장
경
에 

입
장
되
고 

종
파
와 

관
계
없
이 

『
석
마
하
연
롱
』
융 

배
웠
으
며, 

숭
려
들
의 

저
술
에
서
도 

중
요
하
게 

인
용
된
다. 

그
리
고 

『
석
마
하
연
론
』 

파 

요 

숭
려
들
의 

주
석
서
가 

동
아
시
아 

각
국
에 

전
해
지
면
서 

송
과 

고
려
에
서
도 

『
석
마
하
연
론
」
이 

중
요
시 

된
다. 

송
에
서
는 

보
관
이 

滾
대
장
경
본
（
遼
本
）, 

燕

京

간
행
본

（

燕

本

）, 

고
려 

간
행
본

（

麗

本

） 

둥
과 

요
의 

주
석
서
들
올 

참
고
하
여 

『

석
마
하
언
론
기

』

를 

저
술
하
였
으
며 

숭
려
들
의 
저
술
에
서 

적
극
적
으
로 

인
용
된
다. 

그
리
고
고
려
에
서
는 

의
천
에 

의
해 

『

석
마
하
연
론

』

이 
『

대
숭
기
신
론

』

 

주
석
서
로
서 

인
정
받
았
으
여, 

고
려
재
조
대
장
경
에 

입
장
되
었
다. 

또 

보
환
의 
『

수
놓
엄
경
환
해
산
보
기

』

에
인
용
된
다. 

그
리
고 

이
미 

진
언
종
에
서 

숭
려
들
이 

반
드
시 

익
혀
야 
할 

책
이
었
던
일
본
에
서
는 

『
석
마
하
연
론
』 

에 

대
한 

많
은 

주
석
서
들
이 

새
로 

찬
술
되
고, 

고
려
에
서 
전
해
진 

요 

숭
려
들
의 

저
술
율 

간
행
하
여 

유
통
한
다.

」（
（
『
이
화
사
학
연
구
』
제
五
九
집
、
二
〇
一
四
年
、
三
一
頁―

三
三
頁
）

以
下
に
結
論
部
分
の
日
本
語
訳
を
載
せ
る
。「
一
一
世
紀
後
半
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
仏
教
典
籍
の
交
流

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
遼
の
大
蔵
経
の
完
成
と
、
高
麗
の
大
蔵
経
雕
造
お
よ
び
義
天
に

よ
り
主
導
さ
れ
た
教
蔵
刊
行
作
業
が
あ
る
。
そ
の
間
、
仏
教
典
籍
交
流
の
主
導
的
立
場
に
い
た
宋
に
か
わ

り
遼
と
高
麗
が
そ
の
前
面
に
出
た
事
実
は
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
よ
く
示
す
仏
典
が
ま
さ
に

『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
あ
る
。
本
書
は
現
在
、
八
世
紀
中
葉
、
新
羅
あ
る
い
は
唐
で
撰
述
さ
れ
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
竜
樹
の
著
述
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
唐
や
宋
で
編
纂
さ
れ
た
仏
典
目
録
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
唐
で
聖
法
と
法
敏
の
注
釈
書
が
撰
述
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
注
釈
書
も
日
本
に
伝
わ
っ

た
記
録
の
外
に
は
新
羅
と
高
麗
で
研
究
さ
れ
て
い
た
資
料
も
な
い
。
五
代
の
時
期
に
活
動
し
た
延
寿
の
『
宗

鏡
録
』
を
除
い
て
は
唐
と
宋
の
僧
侶
に
よ
り
極
め
て
ま
れ
に
引
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
遼
で

一
〇
六
二
年
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
大
蔵
経
に
入
蔵
し
た
後
、
事
情
が
変
わ
っ
た
。
道
宗
皇
帝
が
本
書
に
対

し
て
関
心
を
傾
け
、
僧
侶
た
ち
と
討
論
し
た
だ
け
で
な
く
、
注
釈
書
を
作
る
よ
う
に
し
た
た
め
で
あ
る
。

遼
大
蔵
経
に
含
ま
れ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
、
一
〇
七
〇
年
代
に
守
瑧
、
法
悟
、
志
福
に
よ
り
撰
述
さ
れ

た
注
釈
書
は
高
麗
に
伝
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
み
な
義
天
が
編
纂
し
た
『
教
蔵
総
録
』
に
、
『
大
乗
起
信
論
』

の
注
釈
書
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
義
天
は
『
重
校
釈
摩
訶
衍
論
』
を
刊
行
し
て
一
〇
八
七
年
こ
ろ
宋
の
善

聡
に
送
り
、
志
福
の
『
通
玄
抄
』
と
法
悟
の
『
賛
玄
疏
』
を
一
〇
九
九
年
に
刊
行
し
、
一
一
〇
五
年
に
日

本
に
送
っ
た
。
義
天
が
刊
行
し
た
遼
の
僧
侶
た
ち
の
注
釈
書
は
宋
に
も
伝
わ
り
、
普
観
が
『
釈
摩
訶
衍
論

記
』
を
著
述
す
る
な
か
で
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
一
一
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ

ア
の
仏
教
界
で
新
た
に
注
目
さ
れ
た
の
に
は
遼
の
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
た
点
が
大
き
く
作
用
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
当
時
、
宋
、
遼
、
高
麗
の
仏
教
界
で
宗
派
に
関
係
な
く
『
大
乗
起
信
論
』
を
研
究
し
て
い
た
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傾
向
が
強
か
っ
た
点
も
強
く
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
『
大
乗
起
信
論
』

の
注
釈
書
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
た
め
『
大
乗
起
信
論
』
研
究
に
必
要
な
書
籍
と
み
な
さ
れ
た
。
ま

た
一
方
で
は
、
各
国
の
仏
教
界
で
密
教
的
傾
向
が
強
か
っ
た
点
も
作
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
巻
九

と
巻
十
に
多
く
の
呪
文
を
含
ん
で
い
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
拒
否
感
な
く
受
容
さ
れ
た
背
景
で
あ
る
。
高

麗
で
は
密
教
的
儀
礼
が
国
家
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
、
総
持
宗
と
神
印
宗
と
い
う
密
教
宗
派
が
存
在
し
た
。

そ
し
て
遼
の
場
合
、
華
厳
宗
と
と
も
に
密
教
が
繁
盛
し
た
。
ま
た
宋
で
も
密
教
が
宗
派
と
し
て
存
在
し
な

か
っ
た
が
、
八
世
紀
中
葉
、
善
無
畏
と
不
空
が
活
躍
し
始
め
た
以
後
、
密
教
の
影
響
が
大
き
く
な
り
、
宋

代
に
新
た
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典
に
多
く
の
密
教
典
籍
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
一
世
紀
後
半
、
遼
で
は
大
蔵

経
に
入
蔵
さ
れ
宗
派
と
関
係
な
く
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
学
び
、
僧
侶
た
ち
の
著
作
に
も
重
要
な
も
の
と
し

て
引
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
遼
の
僧
侶
た
ち
の
注
釈
書
が
東
ア
ジ
ア
各
国
に
伝
わ
る
中

で
、
宋
と
高
麗
で
も
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
重
要
視
さ
れ
た
。
宋
で
は
普
観
が
遼
の
大
蔵
経
本
（
遼
本
）
、
燕

京
刊
行
本
（
燕
本
）
、
高
麗
刊
行
本
（
麗
本
）
な
ど
と
遼
の
注
釈
書
な
ど
を
参
考
に
し
て
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』

を
撰
述
し
、
僧
侶
た
ち
の
著
述
に
積
極
的
に
引
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
高
麗
で
は
義
天
に
よ
り
『
釈
摩
訶
衍

論
』
が
『
大
乗
起
信
論
』
注
釈
書
と
し
て
認
定
さ
れ
高
麗
再
雕
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
た
。
ま
た
普
幻
の
『
首

楞
厳
経
環
解
刪
補
記
』
に
引
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
す
で
に
真
言
宗
で
僧
侶
た
ち
が
必
ず
熟
練
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
書
物
で
あ
っ
た
日
本
で
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
対
す
る
多
く
の
注
釈
書
が
新
た
に
撰
述
さ
れ
、

高
麗
か
ら
伝
わ
っ
た
遼
の
僧
侶
た
ち
の
著
作
を
刊
行
し
流
通
し
た
。
」
韓
国
語
の
翻
訳
は
佐
藤
厚
氏
の
御
助

言
を
賜
っ
た
。 
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金

知

姸

「

동
아
시
아 

불
교
문
헌
에 

보
이
는 

특
이
한 

다
라
니(D

h
ā

ra
ṇ
ī)

의 

형
태

―

『
석
마
하
연
론
』(

釈
摩
訶
衍
論) 

제
八
권
・
제
九
권
을 

중
심
으
로―

（
（
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
献
に
見
え

る
特
異
な
陀
羅
尼
の
形
態 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
八
巻
、
第
九
巻
を
中
心
と
し
て―

」
）
」
「
다
라
니
에 

사
용
된, 

다
른 

문
헌
에
는 

없
는 

특
이
한 

형
태
의 

문
자[

석
론
자]

를 

조
명
하
였
다. 

『

석
론

』 

텍
스
트
와 

주
석
서
에
서
의 

문
자 

모
양
을 

비
교
하
고, 

석
론
자
의 

형
태
를 

기
준
으
로 

연
원
을 

추
적
해
보
고, 

그 

음
을 

표
현
한 

반
절
법
을 

분
석
하
여 

다
라
니
의 

암
송 

형 

태
와 

 

석
론 
의 

성
립
시
기
에 

대
해
서
도 

밝
혀
보
았
다. 

글
자 

모
양
의 

유
사
성
에
서 

본
다
면 

도 

교, 

측
천
문
자, 

서
하
문
자
와 

관
련
이 

있
는 

것
으
로 

추
정
된
다. 

그
리
고 

석
론
자
의 

음
을 

표
기 

하
기 

위
한 

반
절
법
을 

통
해 

 

석
론

』

의 

성
립
시
기
를 

7
6

6

년 

이
전
으
로 

앞
당
길 

수 

있
는 

계 

기
를 

마
련
하
였
다.

」（
『
한
국
불
교
학
』
제
一
〇
〇
집
、
二
〇
二
一
年
、
四
〇
頁―

四
一
頁
）
以
下
に
日
本
語
訳

を
載
せ
る
。「
陀
羅
尼
に
使
わ
れ
た
、
他
の
文
献
に
は
な
い
特
異
な
形
の
文
字[

釈
論
字]

に
焦
点
を
当
て
た
。

『
釈
論
』
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書
で
の
文
字
の
形
を
比
較
し
、
釈
論
字
の
形
態
を
基
準
に
そ
の
淵
源
を
追
跡

し
、
そ
の
音
を
表
現
し
た
反
切
法
を
分
析
し
、
陀
羅
尼
の
暗
誦
形
態
と
『
釈
論
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

も
明
ら
か
に
し
た
。
文
字
の
形
の
類
似
性
か
ら
見
る
と
、
道
教
、
則
天
文
字
、
西
夏
文
字
と
関
連
が
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
釈
論
字
の
音
を
表
記
す
る
た
め
の
反
切
法
を
通
し
て
、『
釈
論
』
の
成
立
時
期
を

七
六
六
年
以
前
に
繰
り
上
げ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
」
韓
国
語
の
翻
訳
は
佐
藤
厚
氏
の
御
助
言
を
賜
っ
た
。 

７
１ 

『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
（
大
正
蔵
五
五
、
一
一
七
四
頁
下
） 

７
２ 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
於
い
て
共
通
す

る
記
述
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
（
『
智
山
学
報
』
四
七
、
一
九
九
八
年
）
、
同
著
「
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
と
『
釈

摩
訶
衍
論
』
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
四
八
、
一
九
九
九
年
）
も
指
摘
し
て
い
る
。 
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７
３ 
那
須
政
隆
「
釈
論
所
説
の
三
十
二
法
門
に
就
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
新
七
・
八
、
一
九
七
三
年
） 

７
４ 

吉
田
宏
晢
「
弘
法
大
師
教
学
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
・
そ
の
２
」
（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
年
、

七
頁
） 

７
５ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春

秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
八
頁
） 

７
６ 

本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
）
「
釈
論
の
立
義
分
解
釈
」
（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
八
三
年
、
五
十
頁
）
、

こ
の
他
に
も
吉
田
宏
晢
も
同
意
見
の
よ
う
で
あ
る
。 

７
７ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
一
三
頁
） 

７
８ 

早
川
道
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
法
」
と
「
門
」
」（
『
密
教
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
一
〇
年
、

五
五
頁
・
五
二
頁
の
図
・
六
四
頁
の
注
を
参
照
） 

７
９ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』「
不
二
摩
訶
衍
と
は
何
ぞ
や
と
い
は
ば
、
そ
れ
は
性
海
果
分
と
答

え
る
ほ
か
な
く
、
性
海
界
分
と
は
何
ぞ
や
と
い
は
ば
、
そ
れ
は
縁
起
因
分
と
比
較
対
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
賢
首
の
説
に
よ
ら
ば
、
華
厳
経
の
法
門
を
因
分
と
果
分
と
に
二
分
す
る
。
四
法
界
と
い
ひ
六
相
十
玄

と
い
う
が
如
き
無
尽
円
融
の
哲
理
は
深
遠
な
り
と
い
へ
ど
も
、
な
ほ
普
賢
以
下
の
因
人
が
解
ず
る
可
知
可

説
の
部
分
な
る
が
故
に
因
分
と
い
ひ
、
因
分
の
根
本
総
体
と
な
る
哲
理
以
上
の
哲
理
は
、
た
だ
遮
那
果
人

の
み
が
證
す
る
不
可
知
不
可
説
の
部
分
な
る
が
故
に
果
分
と
い
う
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
は
永
久
の
秘

密
と
し
て
お
い
て
語
ら
ざ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
華
厳
経
は
た
だ
果
分
の
暗
示
に
と
ど
ま
っ
て
そ
の

内
容
に
ふ
れ
な
い
。
大
師
は
か
か
る
因
果
二
分
論
を
総
じ
て
五
重
第
四
の
三
自
一
心
摩
訶
衍
に
分
斉
と
な

し
、
未
だ
不
二
果
分
に
及
ば
ざ
る
因
分
の
極
な
り
と
判
ず
る
。
顕
教
の
首
座
を
占
む
る
華
厳
経
な
ほ
か
つ

因
分
た
る
に
お
い
て
は
、
以
下
諸
経
の
因
分
た
る
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
る
に
果
分
は
は
た
し
て
永

久
に
秘
密
な
り
や
い
な
や
。
も
し
も
そ
れ
が
永
久
の
秘
密
な
ら
ざ
る
理
由
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
を
開
説
す

る
経
典
が
現
存
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
経
典
は
既
に
秘
密
果
分
の
教
法
な
る
が
故
に
、
ま
さ
に
華
厳
経
の
う

へ
に
卓
絶
す
る
と
い
は
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
か
か
る
経
典
が
現
存
す
る
と
し
て
も
、
因
人
が
不
可

知
な
る
に
お
い
て
は
無
交
渉
無
意
義
な
る
べ
し
と
い
ふ
で
も
あ
ろ
う
。
」（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、

二
五
六
頁
） 

８
０ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
一
頁
） 

８
１ 

『
弁
顕
密
二
教
論
』「
喩
曰
。
不
二
摩
訶
衍
及
円
円
海
徳
諸
仏
者
即
是
自
性
法
身
。
是
名
秘
密
蔵
。
亦

名
金
剛
頂
大
教
王
。
等
覚
十
地
等
不
能
見
聞
故
得
秘
密
号
。
具
如
金
剛
頂
経
説
。
」
（
弘
大
全
一
、
四
八
〇

頁
） 

８
２ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
九
頁―

一
〇
頁
） 

８
３ 

那
須
政
隆
「
釈
論
所
説
の
三
十
二
法
門
に
就
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
新
七
・
八
、
一
九
八
三
年
、
四

四
頁―

四
五
頁
） 

８
４ 

小
林
信
彦
「
世
界
仏
教
史
の
立
場
か
ら
見
た
正
統
空
海
伝
の
成
立
過
程
」「
空
海
に
と
っ
て
『
釈
摩
訶

衍
論
』
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
文
献
で
あ
っ
た
。
空
海
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
全
く
読
め
な
か
っ
た
の
で
、

イ
ン
ド
密
教
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
密
教
の
装
い
を
付
け
て
中
国
文
献
を
注
釈
し
た
『
釈
摩
訶

衍
論
』
こ
そ
手
頃
な
本
で
あ
っ
た
。
空
海
は
「
両
部
不
二
」
な
ど
と
い
う
表
現
を
用
い
、『
大
日
経
』
や
『
金

剛
頂
経
』
の
作
者
が
聞
い
た
ら
驚
く
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
発
言
の
典
拠
は
、
外
な
ら
ぬ

こ
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
あ
っ
た
。
」（
井
上
克
人
編
『
「
大
乗
起
信
論
」
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二

〇
〇
〇
年
、
七
十
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
筆
者
は
小
林
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
空
海
が
『
釈
論
』
を
重
視
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し
た
と
す
る
理
由
に
は
お
お
む
ね
賛
同
で
き
る
。
し
か
し
空
海
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
全
く
読
め
な
か
っ

た
と
す
る
説
に
は
賛
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
こ
で
は
問
題
が
異
な
る
の
で
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。 

８
５ 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
「
こ
れ
ら
の
仏
教
の
特
徴
は
音
韻
字
義
の
研
究
と
、
『
釈
摩
訶
衍
論
』
な

ど
の
密
教
研
究
と
華
厳
研
究
で
あ
る
。
遼
代
に
お
け
る
華
厳
と
密
教
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
る
。
」
（
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
〇
四
頁
）
、
鎌
田
茂
雄
総
監
修
『
一
切
経
解
題
辞
典
』
「
主
に
法
蔵
の
『
大
乗
起

信
論
義
記
』
の
解
釈
を
参
照
し
て
い
る
が
、
か
な
り
独
自
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
密
教
と

『
大
乗
起
信
論
』
と
の
融
合
が
見
ら
れ
る
。
」
（
大
東
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
六
八
頁
） 

８
６ 

中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―

」「
『
釈
論
』
に
は

結
界
作
法
を
は
じ
め
、
印
・
真
言
・
観
想
に
よ
る
成
就
や
字
輪
観
な
ど
、
真
言
密
教
の
教
理
や
実
践
法
と

酷
似
す
る
教
説
が
窺
わ
れ
た
。（
中
略
）『
釈
論
』
に
は
、『
大
日
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
な
ど
の
密
教
経
典

や
論
書
の
引
用
は
み
ら
れ
な
い
。『
起
信
論
』
の
修
行
信
心
分
解
釈
を
示
す
修
行
方
便
善
巧
門
に
は
、
結
界

護
浄
の
因
縁
、
坐
其
座
中
の
因
縁
（
大
虚
空
字
輪
）
、
印
知
邪
正
の
因
縁
（
邪
字
輪
・
正
字
輪
）
、
字
輪
服

膺
の
因
縁
（
溢
字
輪
観
）
な
ど
、
真
言
密
教
の
思
想
や
実
践
法
と
酷
似
す
る
内
容
が
散
見
す
る
。
」
（
『
智

山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
四
頁―

二
〇
六
頁
） 

８
７ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」

「
『
釈
論
』
の
溢
字
輪
が
他
の
仏
典
中
に
示
さ
れ
る
字
輪
と
全
く
共
通
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
併
せ

て
鑑
み
る
と
、
『
釈
論
』
は
『
大
日
経
』
、
或
い
は
『
大
日
経
疏
』
に
よ
り
解
釈
さ
れ
た
『
大
日
経
』
と
言

っ
た
方
が
適
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
で
説
示
さ
れ
た
字
輪
よ
り
字
輪
服
膺
因
縁
の
構
想
を
得

た
も
の
と
見
て
宜
し
い
だ
ろ
う
。
」
（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
七
六
頁
） 

８
８ 

柏
木
弘
雄
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』
（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
〇
頁
） 

８
９ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春

秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
八
頁
） 

９
０ 

吉
田
宏
晢
「
弘
法
大
師
教
学
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
・
そ
の
２
」
（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
八
七
年
、

七
頁
） 

９
１ 

加
藤
精
一
『
密
教
の
仏
身
観
』
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
は
、
こ
う
し
た
『
起
信
論
』
所
説
の
三
身
は
そ

れ
な
り
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
・
応
・
化
の
三
身
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
三
身
の
用
い
方
か
ら
見
る
と
、
そ
の
三
身
を
、
法
身
と
応
化
身
と
に
明
確
に
区
別
を
つ
け
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
『
仏
性
論
』
の
法
身
も
所
説
に
よ
れ
ば
、
真
如
と
か
道
理
を
意

味
し
て
お
り
、
法
身
は
真
理
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
。
い
わ
ゆ
る
理
仏
で
あ
り
、『
成
唯
識
論
』
所
説
の
法

身
と
同
様
の
内
容
な
の
で
あ
る
。
次
に
『
合
部
金
光
明
経
』
及
び
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
で
は
、
（
中
略
）

法
・
応
・
化
の
三
身
の
う
ち
、
法
身
の
み
が
真
実
有
の
仏
身
で
あ
っ
て
、
応
・
化
の
身
は
仮
名
有
な
り
と

断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
意
図
す
る
法
身
は
、『
華
厳
経
』
の
教
主
、
盧
舍

那
仏
を
も
摂
し
尽
く
し
、『
大
乗
起
信
論
』
の
説
く
法
身
を
も
摂
し
尽
く
し
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
応
・
化
身

に
含
め
尽
く
し
た
「
法
身
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
法
身
こ
そ
如
来
の
真
実
身
な
の
で
あ
り
、『
金
光
明

経
』
に
説
か
れ
る
法
身
と
も
大
い
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
、
一
六
四
頁―

一

七
六
頁
、
一
八
三
頁―

一
八
六
頁
） 

９
２ 

本
多
隆
仁
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
「
不
二
摩
訶
衍
法
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

あ
る
い
は
如
義
言
説
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
二
摩
訶
衍
法
、
如
義
言
説
が
同
質
の
も
の
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で
あ
る
の
で
な
ん
と
も
言
え
な
い
が
、
如
義
言
説
を
主
張
す
る
面
か
ら
言
え
ば
、
如
来
の
言
葉
と
も
言
え

る
真
言
、
あ
る
い
は
陀
羅
尼
を
、
釈
論
の
作
者
は
思
想
の
根
本
に
据
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
」
（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
、
三
五
二
頁
）
、
同
著
「
如
義
言
説
と
法
身 

―

弘
法
大
師

空
海
教
学
に
お
け
る
法
身
の
意
味
を
込
め
て―

」「
釈
論
は
、
真
如
門
の
内
容
で
あ
る
起
信
論
の
不
生
不
滅

を
如
来
蔵
思
想
系
の
経
典
不
増
不
減
経
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
思
想
に
基
づ
き
法
身
と
解
釈
し
た
。
そ

こ
に
釈
論
の
特
徴
的
な
解
釈
を
す
る
一
つ
の
根
拠
が
あ
る
。
ま
た
真
如
門
と
は
法
身
で
あ
る
と
同
時
に
、

真
如
門
の
法
身
に
は
働
き
が
あ
る
こ
と
を
、
釈
論
は
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
釈
論
の
三
十
二
法
門
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
論
は
真
如
門
に
体
相
用
の
三
大
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
如
義
言
説
が
法
身
説
法
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
以
上
に
よ
っ
て
、（
中
略
）
弘
法

大
師
が
二
教
論
で
如
義
言
説
を
法
身
説
法
の
証
拠
と
し
た
の
は
、
弘
法
大
師
は
如
義
言
説
が
法
身
説
法
か

ど
う
か
し
ら
な
い
で
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
弘
法
大
師
が
如
義
言
説
を
法
身
説
法
と
理
解
し
て

の
引
用
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
」
（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
、
六
九
頁
）
、
同
著
「
不
二
摩

訶
衍
法
と
立
義
分
」（
『
智
山
学
報
』
五
四
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
四
頁―

二
四
五
頁
）
、
同
著
「
釈
摩
訶
衍

論
に
お
け
る
立
義
分
解
釈
の
問
題
点
」
（
『
密
教
学
研
究
』
四
六
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
頁―

一
一
頁
） 

９
３ 

中
村
正
文
（
本
然
）
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
学
研
究
』
十

五
、
一
九
八
三
年
、
一
四
〇
頁―

一
四
一
頁
） 

９
４ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
「
『
釈
論
』
に
お
い
て
は
、
性
徳
円
満
海
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
は
あ

く
ま
で
も
諸
仏
の
根
源
で
あ
り
、
仏
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
一
頁
） 

９
５ 

柏
木
弘
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
本
覚
思
想
」
（
浅
井
圓
道
編
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』 

一
九
九
三
年
、
二
一
頁
）
、
同
著
『
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
一

頁
）
。
同
氏
は
『
維
摩
経
』
と
の
関
係
性
を
指
摘
し
て
い
る
。 

９
６ 

吉
田
宏
晢
「
弘
法
大
師
教
学
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
・
そ
の
２
」
（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
年
、

七
頁
） 

９
７ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』「
現
存
す
る
も
の
の
中
で
は
吉
蔵
『
浄
名
玄
論
』
と
『
維
摩
経
義
疏
』

が
も
っ
と
も
『
釈
論
』
の
説
相
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
吉
蔵
の
影
響
を
受
け
た
『
維
摩
経
』
の
注
釈

な
ど
が
あ
れ
ば
、『
釈
論
』
の
著
者
が
そ
ち
ら
を
見
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
の
独
自
の
法
門
と
い
わ
れ
る
三
十
三
法
門
の
頂
点
を
な
す
不
二
摩
訶
衍
法

の
思
想
が
、『
維
摩
経
』
入
不
二
品
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
吉
蔵
な
い
し
そ
の
系
統
の
注
釈

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
」（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
四
〇
〇
頁
）
、
同
著
「
『
釈

摩
訶
衍
論
』
の
依
拠
し
た
教
学
」（
『
駒
沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
一
、
一
九
九
五
年
、
十
四
頁―

十
五
頁
） 

９
８ 

本
多
隆
仁
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
、
三
五
〇
頁
） 

９
９ 

早
川
道
雄
「
「
不
二
摩
訶
衍
」
と
は
何
か
？
」
（
『
豊
山
学
報
』
四
三
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
九
頁
） 

 

１
０
０ 

早
川
道
雄
「
不
二
摩
訶
衍
の
思
想
的
起
源
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
豊
山
学
報
』
四
四
、
二
〇
〇
一
年
、

一
二
四
頁
、
一
四
三
頁
） 

１
０
１ 

こ
れ
に
関
連
す
る
先
行
研
究
に
、
遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

―

『
釈
摩
訶

衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
七
六
頁
）
の
成
果
が
あ
る
。

し
か
し
、
氏
の
指
摘
は
『
釈
論
』
に
見
え
る
特
有
の
用
語
が
『
大
日
経
』
や
『
大
日
経
疏
』
と
の
関
連
が

あ
る
と
し
て
考
察
し
た
も
の
で
、『
釈
論
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
密
教
と
見
做
し
得
る
典
籍
か
ら
検
討
を
加

え
た
も
の
で
は
な
い
。 
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第
一
章 

仏
教
論
書
・
経
録
・
目
録
・
官
符
に
見
ら
れ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
記
述 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
で
検
討
す
る
課
題
は
、
す
で
に
森
田
龍
僊
の
大
著
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
に
お
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
１

。
し
か
し
、
広
く
典
籍
に
散
見
す
る
『
釈
論
』
の
名
や
中
心
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
に
つ
い

て
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
、
そ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

て
い
る
の
か
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
森
田
の
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、『
釈

論
』
の
作
者
や
成
立
に
つ
い
て
触
れ
、
且
つ
そ
の
資
料
自
体
の
成
立
が
明
確
な
文
献
を
中
心
に
と
り
あ
げ

検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
ら
に
、
中
国
、
高
麗
、
日
本
に
お
け
る
『
釈
論
』
を
取
り
扱
う
傾
向

に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
点
も

呈
示
で
き
る
と
予
想
し
て
い
る
。 

 

詳
し
く
は
、
宗
密
撰
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
と
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
と
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
、
延

寿
集
『
宗
鏡
録
』
、
高
麗
義
天
撰
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
、
空
海
撰
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
と
弘

仁
十
四
年
の
『
太
政
官
符
』
、
常
暁
撰
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
、
安
然
撰
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総

録
』
、
永
超
集
『
東
域
伝
灯
目
録
』
、
以
上
の
十
種
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
（
こ
こ
で
取
り
扱
う

資
料
以
外
に
も
『
釈
論
』
を
引
用
す
る
も
の
、
言
及
す
る
文
献
は
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
編
の
各
章

に
お
い
て
適
宜
紹
介
し
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
２

）
。 

   
 

第
二
節 

中
国
・
高
麗
典
籍
に
つ
い
て 

―

仏
教
論
書
と
経
録―

 

  
 
 

第
一
項 

唐
宗
密
撰
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
・『
円
覚
経
略
疏
鈔
』・
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』 

 

唐
代
の
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
⑴
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
、
⑵
『
円

覚
経
略
疏
鈔
』
、
⑶
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
、
以
上
の
三
種
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
れ
ら
個
々
の
成
立

時
期
こ
そ
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
『
釈
論
』
が
引
用
さ
れ
る
最
古
の
典
籍
で
あ
る
。 

 

宗
密
は
清
涼
大
師
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
に
師
事
し
、
中
国
華
厳
の
第
五
祖
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
人
物
で
あ
る
。
彼
の
著
作
に
見
え
る
『
釈
論
』
の
記
述
は
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
に
は
馬
鳴

が
『
釈
論
』
の
本
論
で
あ
る
『
大
乗
起
信
論
』
を
撰
述
す
る
に
あ
た
り
百
種
類
の
大
乗
経
の
説
を
所
依
と

し
た
と
す
る
説
、
二
つ
に
は
馬
鳴
誕
生
を
解
説
し
て
い
る
六
馬
鳴
説
の
う
ち
、『
摩
訶
摩
耶
経
』
を
教
証
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。
一
つ
目
の
説
は
、『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
３

と

『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
４

に
見
え
、
ほ
ぼ
全
同
の
内
容
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ

る
（
括
弧
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

竜
樹
菩
薩
の
摩
訶
衍
論
の
中
の
説
に
準
（
准
）
ず
れ
ば
、
馬
鳴
菩
薩
、
約
一
百
本
の
大
乗
経
を
了
義 

 
 

し
、
此
の
起
信
論
を
造
る
。
即
ち
知
る
べ
し
、
此
の
論
は
百
本
の
経
の
中
の
義
を
通
釈
す
る
な
り
。 

  

宗
密
は
『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
に
つ
い
て
、「
竜
樹
菩
薩
の
摩
訶
衍
論
の
中
の
説
に
準
（
准
）
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ず
れ
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
釈
論
』
を
竜
樹
作
と
理
解
し
な
が
ら
、
同
論
の
説
に
準
拠
す
る
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
釈
論
』
が
主
張
し
て
い
る
、
『
起
信
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
馬
鳴
菩
薩
が
、
同
論
を

撰
述
す
る
に
あ
た
り
百
本
の
大
乗
経
の
内
容
を
網
羅
し
て
い
る
と
す
る
説
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
も
理
解

で
き
る
５

。
次
に
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
で
は
馬
鳴
が
六
度
出
現
し
た
典
拠
の
一
つ
と
し
て
『
摩
訶
摩

耶
経
』
を
挙
げ
解
説
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

馬
鳴
菩
薩
、
是
れ
仏
滅
度
六
百
年
の
後
の
出
世
な
る
が
故
に
。
摩
訶
摩
耶
経
に
云
く
。
如
来
滅
度
六 

 
 

百
歳
已
て
、
諸
の
外
道
等
の
邪
見
競
い
興
り
仏
法
を
毀
滅
す
。
一
比
丘
有
り
。
善
く
法
要
を
説
き
、 

一
切
の
諸
の
外
道
の
輩
を
降
伏
す
。
即
ち
百
本
の
大
乗
経
を
宗
と
し
て
、
乃
ち
起
信
論
等
を
造
る
な 

り
。
６ 

  

そ
こ
で
引
用
文
と
『
釈
論
』
の
説
と
を
比
較
す
る
と
、『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
で
は
「
外
道
等
」
と
す

る
の
を
「
六
十
九
種
」
と
説
い
て
い
る
細
か
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
７

。

そ
し
て
文
末
の
「
百
本
大
乗
経
」
に
つ
い
て
も
調
べ
る
と
、
前
述
の
内
容
を
簡
略
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る

と
判
断
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
密
は
馬
鳴
の
出
現
の
説
に
つ
い
て
も
『
釈
論
』
の
説
を
引
用
し
て
い
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宗
密
が
引
用
し
た
当
時
、『
釈
論
』
の
作
者
に
つ
い
て
一
応
は
竜
樹
菩

薩
造
と
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。 

   
 
 

第
二
項 

宋
延
寿
集
『
宗
鏡
録
』
８ 

  

次
に
『
宗
鏡
録
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
。「
釈
摩
訶
衍
論
」
の
名
が
登
場
す
る
箇
所
を
調
べ
る
と
約
二
十

三
箇
所
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
９

。
さ
ら
に
、『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
に

つ
い
て
の
記
述
を
見
る
と
、
第
四
五
巻
に
お
い
て
、「
衆
生
の
三
毒
を
行
に
よ
っ
て
浄
め
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
」
と
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
の
心
識
の
解
釈
を
例
に
し
て
以
下
の
よ
う

に
説
い
て
い
く
。 

  
 

今
普
く
病
を
知
り
薬
を
識
ら
し
め
、
服
行
を
得
せ
し
め
、
三
毒
の
根
を
浄
め
、
一
心
の
性
を
見
る
。 

 
 

且
つ
馬
鳴
と
竜
樹
の
如
く
、
皆
な
是
れ
西
天
の
仏
の
心
印
を
伝
う
。
祖
師
、
馬
鳴
、
大
乗
起
信
論
を 

 
 

製
し
、
広
く
阿
頼
耶
等
、
三
細
識
と
六
麁
相
を
、
一
心
の
真
如
と
生
滅
の
二
門
に
説
く
。
竜
樹
、
摩 

 
 

訶
衍
論
を
製
し
、
一
百
本
の
大
乗
経
を
引
き
、
八
識
心
王
、
性
相
微
細
等
の
義
を
証
説
す
。
云
何
が 

 
 

末
学
、
先
賢
を
紹
せ
ざ
る
や
。
１
０ 

  

こ
の
よ
う
に
延
寿
は
『
起
信
論
』
作
者
の
馬
鳴
と
『
釈
論
』
作
者
の
竜
樹
を
イ
ン
ド
出
身
者
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
延
寿
は
、『
釈
論
』
作
者
を
、
八
宗
の
祖
と
仰
が
れ
る
有
名
な
竜
樹
で

あ
る
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、
延
寿
は
自
ら
の
一
心
理
解
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
の
一
心
す

な
わ
ち
衆
生
心
に
そ
の
答
え
を
求
め
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
衆
生
心
こ
そ
が
衆
生
の

心
で
あ
り
、
鏡
そ
の
も
の
な
の
だ
と
認
識
し
た
上
で
依
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
１
１

。
そ
の
理
解
の
一
助
に

『
釈
論
』
を
引
用
す
る
姿
勢
が
特
徴
と
言
え
る
。
加
え
て
、
延
寿
は
真
如
と
生
滅
の
法
の
属
性
に
は
ど
の

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
を
発
し
、『
釈
論
』
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
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て
い
る
。 

  
 

又
た
鈔
中
に
問
う
。
生
滅
と
真
如
は
各
諸
法
を
摂
す
。
未
だ
摂
の
義
審
ら
か
な
ら
ず
。
異
と
な
す
や 

同
と
な
す
や
。
答
え
て
曰
く
。
異
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
生
滅
門
の
中
に
、
名
づ
け
て
該
摂
と
な
し
、 

真
如
門
の
中
に
、
名
づ
け
て
融
摂
と
な
す
。
該
摂
の
故
に
染
浄
倶
に
有
り
、
融
摂
の
故
に
染
浄
倶
に 

亡
す
。（
中
略
）
摩
訶
衍
論
に
云
く
、
此
れ
二
覚
二
門
、
一
に
は
略
説
本
覚
安
立
門
、
二
に
は
略
説
始 

覚
安
立
門
な
り
。
本
覚
門
の
中
に
、
則
ち
二
門
有
り
、
一
に
は
清
浄
本
覚
門
、
二
に
は
染
浄
本
覚
門 

な
り
。
始
覚
門
の
中
に
、
又
た
二
門
有
り
、
一
に
は
清
浄
始
覚
門
、
二
に
は
染
浄
始
覚
門
な
り
。
云 

何
が
名
づ
け
て
清
浄
本
覚
と
な
す
。
本
有
法
身
、
無
始
従
り
来
、
過
恒
沙
の
徳
を
具
足
円
満
し
、
常 

に
明
浄
の
故
に
。
云
何
が
名
づ
け
て
染
浄
本
覚
と
す
、
自
性
清
浄
心
、
無
明
の
熏
を
受
け
、
生
死
を 

流
転
し
断
絶
無
き
が
故
に
。
１
２ 

  

こ
こ
で
は
、『
釈
論
』
が
真
如
門
と
生
滅
門
の
二
門
に
つ
い
て
、
本
覚
と
不
覚
の
関
係
を
中
心
に
述
べ
た

箇
所
を
引
い
て
い
く
。
つ
ま
り
、
清
浄
本
覚
と
清
浄
始
覚
を
真
如
門
と
し
て
法
身
そ
の
も
の
の
立
場
、
染

浄
本
覚
と
染
浄
始
覚
を
生
滅
門
と
し
て
法
身
が
無
明
に
覆
わ
れ
た
在
纏
の
立
場
と
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
説
文
を
延
寿
は
真
如
生
滅
の
理
解
に
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、『
起
信
論
』
の
真
如

門
に
は
体
大
の
み
が
説
か
れ
、
生
滅
門
に
は
体
大
・
相
大
・
用
大
の
三
種
が
具
わ
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、

と
い
う
問
い
を
発
し
『
釈
論
』
の
解
釈
を
引
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の
で
確
認
し
た
い
。 

  
 

又
問
う
。（
中
略
）
何
が
故
に
真
如
門
の
中
に
唯
だ
大
乗
の
体
を
示
し
、
相
と
用
を
顕
さ
ず
、
生
滅
門 

の
中
に
具
に
三
を
顕
す
や
。
（
中
略
）
釈
摩
訶
衍
論
に
云
く
、
本
論
に
依
り
て
略
し
て
三
門
を
具
す
。 

一
に
は
本
法
所
依
決
定
門
、
二
に
は
根
本
摂
末
分
際
門
、
三
に
は
建
立
二
種
摩
訶
衍
門
な
り
。
論
に 

云
く
、
言
う
所
の
法
と
は
、
謂
く
衆
生
心
と
は
、
即
ち
本
法
所
依
決
定
門
な
り
。
論
に
云
く
、
是
の 

心
即
ち
一
切
の
世
間
法
と
出
世
間
法
を
摂
す
と
は
、
即
ち
是
れ
根
本
摂
末
分
際
門
な
り
。
１
３ 

  

こ
こ
で
も
延
寿
は
、『
起
信
論
』
の
三
大
説
を
解
釈
す
る
『
釈
論
』
の
説
を
引
用
し
て
い
く
。
し
か
し
『
釈

論
』
に
は
『
起
信
論
』
の
説
に
忠
実
に
随
文
解
釈
を
す
る
点
と
、
特
異
解
釈
を
す
る
点
の
二
様
が
存
在
す

る
。
当
該
の
説
に
つ
い
て
も
特
異
解
釈
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
真
如
門
に
も
三
大
を
認
め
る
立
場

を
採
っ
て
い
る
点
で
あ
る
１
４

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
を
延
寿
は
引
用
し
て
い
な
い
。
こ
の
姿
勢
は

管
見
の
限
り
終
始
一
貫
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
延
寿
は
、『
起
信
論
』
の
二
門
の
説
示
に

沿
っ
た
解
説
を
し
て
い
る
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
他
に
も
、『
宗
鏡
録
』
に
は
、
真
如
門
を
一
一
識
心
と
し
、
生
滅
門
を
眼
識
心
・
耳
識
心
・
鼻
識
心
・

舌
識
心
・
身
識
心
・
意
識
心
・
末
那
識
心
・
阿
梨
耶
識
心
・
多
一
識
心
１
５

と
す
る
計
十
種
の
心
識
説
（
大

正
蔵
四
八
、
六
八
〇
頁
下
）
、
十
種
阿
梨
耶
識
説
（
大
正
蔵
四
八
、
七
一
九
頁
下
）
、
十
種
如
来
蔵
説
（
大

正
蔵
四
八
、
八
七
〇
頁
上―

八
七
一
頁
上
）
、
二
門
の
異
名
で
あ
る
十
種
名
説
（
大
正
蔵
四
八
、
八
七
三
頁

下
）
と
い
っ
た
、
他
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
で
は
明
か
さ
れ
な
い
『
釈
論
』
の
説
が
あ
る
け
れ
ど
も
、『
起

信
論
』
の
二
門
に
対
す
る
解
釈
の
み
に
限
る
説
を
積
極
的
に
引
用
し
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
延
寿
の
『
釈
論
』
を
引
用
す
る
姿
勢
は
、
徹
底
し
て
『
起
信
論
』

理
解
の
み
に
『
釈
論
』
を
用
い
る
立
場
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
『
釈
論
』
の
中
心
思

想
で
あ
る
三
十
三
法
門
１
６

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
延
寿
は
、
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『
釈
論
』
に
お
け
る
真
如
門
と
生
滅
門
以
外
の
解
釈
を
引
く
の
み
で
、
三
十
三
法
門
に
関
す
る
偈
頌
は
お

ろ
か
三
十
三
法
門
の
法
門
数
や
三
十
三
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
を
省
い
て
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は

『
釈
論
』
全
体
に
わ
た
り
徹
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
１
７

。 

 

こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
の
特
有
の
思
想
で
あ
る
、
三
十
三
法
門
（
三
十
二
法
門
も
含
む
）
や
不
二
摩
訶

衍
法
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
意
図
的
に
延
寿
が
略
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
筆
者
は
、
延
寿
に
と
っ
て
『
釈
論
』
の
引
用
は
当
初
か
ら
、『
起
信
論
』
の
体
系
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
で
あ
り
、
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
る
必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た
の
だ
と
結

論
づ
け
た
い
。
た
だ
し
、
延
寿
が
『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
を
イ
ン
ド
成
立
論
書
と
し
て
見
做
し
て
お
り
、

『
釈
論
』
の
一
心
二
門
の
解
釈
の
箇
所
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
一
心
（
二
門
も
含
む
）
理
解
を

強
固
な
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
点
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
と
は

い
え
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
疑
問
視
し
て
い
な
い
点
か
ら
も
『
釈
論
』
を
真
撰
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

   
 

 

第
三
項 

高
麗
義
天
撰
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
１
８ 

  

『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
と
は
、
『
海
東
有
本
現
行
録
』
、
『
義
天
目
録
』
、
『
義
天
録
』
と
も
称
さ
れ
る
。

作
者
で
あ
る
義
天
（
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
は
、
高
麗
国
の
僧
で
あ
り
、
宣
宗
二
年
（
一
〇
八
五
）
に

入
宋
し
、
華
厳
・
律
な
ど
を
修
め
、
三
年
後
に
帰
国
し
、
興
王
寺
に
教
蔵
都
監
を
置
き
、
蒐
集
し
た
仏
教

典
籍
を
刊
行
し
た
崇
仏
者
で
あ
る
１
９

。
義
天
は
帰
国
の
際
に
、
千
巻
も
の
典
籍
を
持
ち
帰
り
、
帰
国
後
も

精
力
的
に
日
本
な
ど
か
ら
も
蒐
集
し
拡
充
を
は
か
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

先
行
研
究
の
な
か
に
は
本
目
録
を
広
義
と
し
て
中
国
の
目
録
と
扱
う
論
考
も
存
在
す
る
２
０

。
で
は
『
釈
論
』

の
名
が
確
認
で
き
る
箇
所
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

大
乗
起
信
論 

 
 

 

釈
摩
訶
衍
論
十
巻 

竜
樹
述 

 
 

 

疏
一
巻 

智
愷
述 

 
 

 

疏
二
巻 

慧
遠
述 

 
 

 

疏
三
巻 

曇
遷
述 

 
 

 

義
記
一
巻 

 
 

 

疏
一
巻 

已
上 

智
儼
述 

 
 

 

疏
二
巻 

元
暁
述…

２
１ 

  

『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
も
列
記
さ
れ
、
さ
ら
に
『
釈
論
』
の
注
釈
書
に
つ
い
て
も
、
以

下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

釈
摩
訶
衍
論 

 
 

 

通
玄
鈔
四
巻 

 
 

 

通
玄
科
三
巻
大
科
一
巻 

已
上 

志
福
述 

 

 
 

 

通
賛
疏
十
巻 

../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2266&B=T&V=55&S=2184&J=3&P=&568060.htm#0_2
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2266&B=T&V=55&S=2184&J=3&P=&568060.htm#0_2
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2266&B=T&V=55&S=2184&J=3&P=&568060.htm#0_2
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2266&B=T&V=55&S=2184&J=3&P=&568060.htm#0_2
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2266&B=T&V=55&S=2184&J=3&P=&568060.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2266&B=T&V=55&S=2184&J=3&P=&568060.htm#0_0
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通
賛
科
三
巻
大
科
一
巻 

已
上 

守
臻
述 

 

 
 

 
賛
玄
疏
五
巻 

 
 

 

賛
玄
科
三
巻
大
科
一
巻 

已
上 

法
悟
述
２
２ 

  

こ
の
よ
う
に
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
は
、『
釈
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず

か
に
理
解
で
き
る
こ
と
は
、『
起
信
論
』
注
釈
書
の
列
記
順
に
注
目
す
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
『
釈
論
』

が
他
の
注
釈
書
な
か
で
上
位
に
明
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
推
察
す
る
と
、
義
天
は
、『
釈

論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
を
『
中
論
』
や
『
十
二
門
論
』
等
の
作
者
と
し
て
有
名
な
竜
樹
と
同
一
視

し
、
列
記
す
る
際
に
は
他
の
注
釈
書
よ
り
古
い
も
の
と
判
断
し
前
述
の
よ
う
に
位
置
付
け
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

   
 

第
三
節 

日
本
の
典
籍
に
つ
い
て 

―

目
録
と
官
符―

 

  
 
 

第
一
項 

空
海
撰
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
と
弘
仁
十
四
年
の
『
太
政
官
符
』 

  

本
項
で
は
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
真
言
宗
所
学
教
律
論
目
録
』
（
以
下
『
三
学
録
』
）
と
弘
仁

十
四
年
（
八
二
三
）
に
発
布
さ
れ
た
『
太
政
官
符
』
よ
り
『
釈
論
』
の
記
事
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、『
三

学
録
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
当
録
は
空
海
が
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
付
２
３

で
真
言
宗
の
末
徒
に
対
し
、

必
学
す
べ
き
典
籍
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

合
四
百
二
十
四
巻 

 
 

経
二
百
巻 

 
 

梵
字
真
言
讃
等
四
十
巻 

 
 

律
一
百
七
十
三
巻 

 
 

論
十
一
巻
２
４ 

  

空
海
は
、
真
言
宗
徒
が
必
学
す
る
典
籍
と
し
て
合
計
四
百
二
十
四
巻
と
い
う
膨
大
な
専
門
書
が
必
要
だ

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
「
論
」
に
つ
い
て
は
計
十
一
巻
が
必
学
で
あ
る
と
さ
れ
、
詳
し
く
は
以
下

の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

  
 

論 

 
 

二
部
十
一
巻 

 
 

一
、
金
剛
頂
発
菩
提
心
論 

 
 

一
、
釈
摩
訶
衍
論
２
５ 

  

空
海
は
「
論
」
の
な
か
に
竜
猛
造
・
不
空
（
七
〇
五
～
七
七
四
）
訳
と
さ
れ
る
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
阿
耨

多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』
２
６

と
『
釈
論
』
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
空
海
は
『
釈
論
』

を
、
真
言
密
教
の
修
学
要
件
の
論
書
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
次
に
『
太
政
官
符
』
を

見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
は
空
海
が
朝
廷
に
進
言
し
許
可
が
下
り
た
内
容
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第一章 

 

42 

 

に
記
さ
れ
て
い
る
（
括
弧
は
割
注
）
。 

  
 

 

真
言
宗
僧
五
十
人 

 
 

右
、
右
大
臣
の
宣
を
被
る
に
称
く
。
勅
を
奉
ず
。
件
の
宗
僧
等
、
今
よ
り
以
後
、
東
寺
に
住
せ
し
む
。

 
 

そ
の
宗
学
と
は
、
一
に
大
毘
盧
遮
那
金
剛
頂
等
二
百
余
巻
の
経
、
蘇
悉
地
蘇
婆
呼
根
本
部
等
一
百
七

 
 

十
三
巻
の
律
、
金
剛
頂
菩
提
心
論
釈
摩
訶
衍
論
等
十
一
巻
の
論
等
に
依
る
。（
経
律
論
目
録
別
に
在
り
）
。

 
 

若
し
僧
に
欠
有
れ
ば
、
一
尊
法
を
受
学
し
次
第
に
功
業
有
る
僧
を
以
て
之
れ
を
補
わ
せ
よ
。
若
し
僧

 
 

無
し
に
は
、
伝
法
阿
闍
梨
を
し
て
臨
時
に
之
れ
度
し
て
補
わ
し
め
よ
。
道
は
是
れ
密
教
な
り
、
他
宗

 
 

の
僧
を
し
て
雑
住
せ
し
む
こ
と
な
か
れ
。
（
中
略
）

 
 

 

弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
２
７ 

  

『
太
政
官
符
』
に
も
『
三
学
録
』
と
同
様
に
『
釈
論
』
の
名
前
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
朝
廷
が
『
大

日
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
と
い
っ
た
密
教
典
籍
と
並
ん
で
、『
釈
論
』
を
真
言
教
学
の
必
学
の
書
で
あ
る
と

公
認
し
た
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
真
言
宗
で
は
『
釈
論
』
は
修
学
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

   
 
 

第
二
項 

常
暁
撰
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』・
安
然
撰
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
・ 

 
 
 
 
 
 
 

永
超
集
『
東
域
伝
灯
目
録
』 

 

本
項
で
は
、
空
海
以
後
の
真
言
宗
・
他
宗
の
『
釈
論
』
に
対
す
る
見
解
と
し
て
、
常
暁
撰
『
常
暁
和
尚

請
来
目
録
』
・
安
然
撰
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
・
永
超
集
『
東
域
伝
灯
目
録
』
の
三
種
を
見
て

い
き
た
い
。 

   
 

 
 

➀ 

常
暁
撰
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
に
つ
い
て 

  

ま
ず
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』（
正
式
に
は
『
上
新
請
来
法
門
并
仏
像
道
具
事
』
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

撰
者
の
小
栗
栖
常
暁
（
～
八
六
六
）（
入
唐
・
承
和
五
（
八
三
八
）
～
六
（
八
三
九
）
）
は
２
８

、
入
唐
八
家

（
最
澄
・
空
海
・
常
暁
・
円
行
・
円
仁
・
恵
運
・
円
珍
・
宗
叡
）
の
一
人
で
、
平
安
前
期
の
真
言
僧
で
あ

る
。
大
元
帥
法
を
伝
え
、
そ
れ
を
国
家
鎮
護
の
た
め
宮
中
に
お
い
て
修
し
た
（
そ
の
後
、
後
七
日
御
修
法

に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
た
）
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
に
記
載
さ
れ

る
『
釈
論
』
の
記
録
は
次
の
如
く
で
あ
る
（
括
弧
は
割
注
）
。 

  
 

釈
摩
訶
衍
論
疏
一
部
三
巻
（
法
敏
法
師
造
） 

 
 

 
 

 

已
上
一
部
、
真
言
宗
伝
法
阿
闍
梨
等
の
申
し
に
依
り
て
求
め
来
る
。 

 
 

 

右
、
釈
摩
訶
衍
論
と
は
、
横
に
は
顕
教
を
釈
し
、
竪
に
は
秘
蔵
を
括
る
。
本
論
先
に
来
る
と
雖
も
、 

 
 

 

左
右
未
だ
定
ま
ら
ず
、
今
此
の
疏
を
以
て
彼
の
大
乗
を
証
す
。
２
９ 

  

常
暁
は
日
本
の
真
言
宗
僧
の
求
め
に
応
じ
て
、
法
敏
の
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
を
請
来
し
た
と
説
明
し
て

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%80%E6%BE%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A9%BA%E6%B5%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%86%E8%A1%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%86%E4%BB%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%81%B5%E9%81%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%86%E7%8F%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E5%8F%A1
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い
る
。
法
敏
に
つ
い
て
は
『
続
高
僧
伝
』
第
十
五
に
記
さ
れ
る
３
０

「
浄
林
寺
法
敏
」
が
考
え
ら
れ
る
が
、

『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
の
撰
者
で
あ
る
法
敏
と
は
別
人
と
思
わ
れ
る
。『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
の
内
容
を
確
認
す

る
と
、
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
を
踏
ま
え
た
様
子
が
窺
え
る
た
め
、
法
蔵
以
後
の
人
物
の
作
と
推

定
さ
れ
て
い
る
３
１

。
続
い
て
常
暁
の
『
釈
論
』
観
を
見
て
い
く
と
、
彼
は
『
釈
論
』
が
顕
密
二
教
に
ま
た

が
る
典
籍
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
か
ら
す
る
と
真
撰
寄
り
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
理

解
が
は
た
し
て
入
唐
先
か
ら
受
け
取
っ
た
見
解
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
彼
の
個
人
的
な
意
見

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
当
文
献
の
性
格
を
考
慮
し
た
上
で
再
度
、
「
真
言
宗
伝
法
阿
闍
梨
等
の
申
し
に
依
て
求
め
来
る
」

と
い
う
一
文
に
注
目
し
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い
。
真
言
宗
に
お
い
て
伝
法
阿
闍
梨
と
称
す
る
の
は
、
一

切
の
教
理
教
学
を
受
法
し
た
密
教
の
正
式
な
伝
灯
者
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
目
さ

れ
推
定
さ
れ
る
の
は
、
空
海
、
加
え
て
「
等
」
と
い
う
表
記
に
も
注
意
す
る
と
、
彼
の
弟
子
達
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

筆
者
は
、
常
暁
が
空
海
か
ら
潅
頂
を
直
接
受
法
し
、
そ
の
後
、
入
唐
を
果
た
し
た
後
に
伝
法
阿
闍
梨
位

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
「
真
言
宗
伝
法
阿
闍
梨
等
」
は
空
海
や
彼
の
弟
子
達
を
指

し
て
お
り
、
そ
の
意
向
や
希
望
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
理
解
し
た
い
。
加
え
て
、
常
暁
が
入
唐
し
た

目
的
が
阿
闍
梨
の
要
請
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
求
め
の
一
つ
と
し
て
請
来
し
た
法
敏
の
『
釈
摩
訶

衍
論
疏
』
と
い
う
文
献
が
所
望
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
分
析
す
る
と
、
常
暁
が
宗
団
に
対
し
て
異
な

る
主
張
す
る
の
は
想
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、『
釈
論
』
を
真
撰
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
容

易
に
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

   
 
 
 

➁ 

安
然
撰
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
３
２

に
つ
い
て 

  

次
に
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
（
別
名
『
八
家
秘
録
』
）
は
、
安
然
（
八
四
一
～
八
八
九
～
）

が
入
唐
八
家
の
目
録
を
整
理
し
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
二
巻
本
に
し
て
九
～
十
世
紀
頃
の
成
立
と

さ
れ
、
八
家
の
目
録
を
十
六
録
に
整
理
し
、
さ
ら
に
二
百
十
部
に
分
類
し
て
い
る
３
３

。
安
然
は
、
平
安
初

期
の
天
台
宗
の
僧
で
、
天
台
密
教
の
大
成
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
円
仁
、
円
珍
の
天
台
宗
密
教
化
を
推
し

進
め
、
空
海
の
真
言
密
教
や
諸
宗
の
教
学
を
批
判
し
て
、
天
台
宗
に
お
け
る
密
教
の
位
置
を
明
確
に
し
た

と
さ
れ
る
３
４

。
そ
れ
で
は
、
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
を
見
て
い
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
（
括
弧
内
は
割
注
）
。 

  
 

釈
摩
訶
衍
論
十
巻
（
竜
樹
、
戒
明
初
来
之
日
、
道
俗
判
じ
、
偽
論
と
な
す
。
次
に
徳
溢
師
引
用
し
、

叡
山
本
師
破
し
偽
論
と
な
す
。
仁
和
上
、
南
大
寺
新
羅
僧
珍
聡
に
問
う
に
、
新

羅
中
朝
山
月
忠
の
妄
造
な
り
と
云
う
。
後
に
海
和
上
、
真
言
三
蔵
に
奏
入
し
天

下
に
流
行
す
。
次
に
福
貴
山
道
詮
和
上
、
箴
誨
に
お
い
て
古
の
偽
論
を
破
し
、

立
て
て
真
論
と
な
す
。
） 

 
 

釈
摩
訶
衍
論
疏
三
巻
（
法
敏
、
暁
、
奏
し
真
論
と
な
す
。
）
３
５ 

  

安
然
は
、『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
に
つ
い
て
、
偽
撰
支
持
者
と
真
撰
者
支
持
と
に
学
匠
の
説
を

分
類
し
て
い
る
。
ま
ず
、
偽
撰
支
持
者
を
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）（
入
唐
・
延
暦
二
三
（
八
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〇
四
）
～
二
四
（
八
〇
五
）
）
、
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）（
入
唐
・
承
和
五
（
八
三
八
）
～
十
四
（
八
四

七
）
）
と
し
て
、
真
撰
支
持
者
を
徳
一
（
七
六
〇
？
～
八
四
〇
？
）
、
空
海
、
道
詮
と
分
類
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
中
国
の
『
釈
論
』
注
釈
家
で
あ
る
法
敏
と
入
唐
八
家
の
一
人
で
あ
る
常
暁
に
つ
い
て
も
真
撰
の
立

場
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
常
暁
の
請
来
目
録
に
基
づ
く
措
置
だ
と
考
え
る
。
一
方
で
、

安
然
は
師
で
あ
る
円
仁
よ
り
の
情
報
と
し
て
、
『
釈
論
』
造
論
者
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、

円
仁
が
南
大
寺
新
羅
僧
珍
聡
に
問
い
、「
新
羅
中
朝
山
月
忠
の
妄
造
」
と
い
う
返
答
を
得
た
と
す
る
も
の
で

あ
る
。 

 

円
仁
の
主
張
は
、
入
唐
先
か
ら
得
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
中
国
の
真
撰
説
に
対
し
新
羅
の

偽
撰
説
を
主
張
す
る
体
裁
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
真
言
宗
（
東
密
）
と
天
台
宗
（
台
密
）
に
お
け
る
『
釈

論
』
造
論
者
に
対
す
る
見
解
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
円
仁

の
主
張
に
登
場
す
る
珍
聡
や
月
忠
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
部
分
が
多
い
。
詳
し
く
は
第
二
章
に

お
い
て
検
討
す
る
。
安
然
の
説
は
諸
師
の
見
解
（
『
釈
論
』
作
者
に
つ
い
て
）
を
ま
と
め
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

『
釈
論
』
の
造
論
者
に
つ
い
て
、
先
学
の
見
解
を
披
露
し
つ
つ
真
言
と
は
異
な
る
立
場
、
す
な
わ
ち
第
三

の
作
者
を
主
張
す
る
こ
と
で
偽
撰
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

   
 
 
 

➂ 

永
超
集
『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
つ
い
て 

  

最
後
に
『
東
域
伝
灯
目
録
』
を
見
る
。
作
者
の
永
超
（
一
〇
一
四
～
一
〇
九
六
）
は
３
６

、
興
福
寺
主
恩

に
従
い
法
相
宗
を
学
び
、
一
説
に
は
比
叡
山
か
ら
興
福
寺
に
移
っ
た
と
さ
れ
る
。『
東
域
伝
燈
目
録
』
の
成

立
は
寛
治
八
年
（
一
〇
九
三
）
と
さ
れ
て
い
る
。
『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
は
、
『
釈
論
』
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
括
弧
は
割
注
）
。 

  
 

釈
摩
訶
衍
論
十
巻
（
起
信
論
を
釈
す
。
新
羅
大
空
山
中
の
沙
門
月
忠
撰
云
云
、
竜
樹
造
と
は
偽
り
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
。
）
３
７ 

  

永
超
は
『
釈
論
』
が
偽
撰
書
で
あ
り
新
羅
の
月
忠
な
る
人
物
の
撰
述
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
安

然
の
記
事
を
受
け
た
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
永
超
が
比
叡
山
で
あ
る
天
台
か
ら
法
相
に
転
向

し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
を
見
る
立
場
が
天
台
に
近
い
も
の
で
あ
る
の
は
容
易
に
想
像

が
で
き
る
。
ま
た
、
真
撰
説
に
対
す
る
言
及
も
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
円
仁
や
安
然
の
思
想
を

色
濃
く
受
け
継
い
で
お
り
、
真
撰
説
に
対
す
る
視
野
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
目
録
が
諸

寺
院
で
所
蔵
さ
れ
て
き
た
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
永
超
の
時
代
に
お
い
て
は
、
す
で
に
『
釈
論
』
に
対
し

て
、
真
言
は
真
撰
、
そ
の
他
は
偽
撰
と
固
定
化
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

   
 

ま
と
め 

  

以
上
、
計
十
種
に
わ
た
る
仏
教
論
書
・
経
録
・
目
録
・
官
符
の
『
釈
論
』
に
関
す
る
記
事
を
見
て
き
た
。

中
国
・
高
麗
で
は
『
釈
論
』
に
つ
い
て
偽
撰
と
は
述
べ
ず
真
撰
と
し
て
取
り
扱
う
姿
勢
を
確
認
で
き
た
。

し
か
し
、
文
献
そ
の
も
の
の
成
立
時
期
は
、『
釈
論
』
の
成
立
よ
り
時
代
を
経
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
立
や

https://kotobank.jp/word/%E6%AF%94%E5%8F%A1%E5%B1%B1-118873
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地
域
、
作
者
の
確
定
の
決
定
的
な
証
拠
と
は
な
り
得
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
の

成
立
事
情
を
検
討
す
る
に
は
、
同
論
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
周
辺
資
料
か
ら
情
報
を
蒐
集
し
精
査
す
る
し
か

方
法
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

一
方
、
日
本
で
は
、
空
海
の
依
用
以
後
か
ら
、
明
ら
か
に
『
釈
論
』
作
者
に
つ
い
て
真
言
と
天
台
諸
宗

と
い
う
対
立
構
造
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
後
に
真
言
は
真
撰
説
の
立
場
で
注
釈
書
を

請
来
し
て
、『
釈
論
』
自
体
を
研
究
し
て
行
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
宗
（
天
台
等
）
で
は
偽
撰
の
立
場
で
そ
の

作
者
を
追
求
し
て
い
く
流
れ
と
な
っ
た
。
特
に
天
台
側
が
、『
釈
論
』
造
論
者
に
つ
い
て
新
羅
僧
珍
聡
に
問

い
、
新
羅
僧
月
忠
の
妄
造
と
す
る
答
え
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
珍
聡
や
月
忠
な

る
人
物
の
素
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
当
説
の
根
拠
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

ま
た
、
密
教
と
の
関
係
で
は
、
『
釈
論
』
は
日
本
で
の
み
、
真
言
（
密
教
）
の
修
学
要
件
に
必
須
の
論

書
と
さ
れ
、
中
国
の
目
録
等
に
は
そ
の
よ
う
な
記
事
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
中
国
の

論
師
は
ど
の
よ
う
に
『
釈
論
』
を
捉
え
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
三
章
お
よ
び
第
七
章
で
述

べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

１ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
一
頁―

六
四
頁
）
森
田
説
は

中
国
や
日
本
に
お
け
る
真
言
や
天
台
と
い
っ
た
諸
宗
間
の
見
解
を
網
羅
的
に
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
解
説

も
多
岐
に
及
ん
で
お
り
、
後
学
の
指
針
に
な
る
重
要
な
学
説
と
い
え
る
。 

２ 

中
村
正
文
（
本
然
）
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」
（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。 

３ 

『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
巻
十
一
「
准
竜
樹
菩
薩
摩
訶
衍
論
中
説
。
馬
鳴
菩
薩
。
約
一
百
本
了
義
大
乗

経
。
造
此
起
信
論
。
即
知
此
論
通
釈
百
本
経
中
義
也
。
」
（
卍
続
蔵
経
十
四
、
八
九
六
頁
上
） 

４ 

『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
巻
十
「
準
竜
樹
菩
薩
摩
訶
衍
論
中
説
。
馬
鳴
菩
薩
。
約
一
百
本
了
義
大
乗
経
。
造

此
起
信
論
。
即
知
此
論
通
釈
百
本
経
中
義
也
。
」
（
卍
続
蔵
経
五
一
、
三
八
七
頁
中
） 

５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
三
頁
下―

五
九
四
頁
中
） 

６ 

『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
巻
二
「
馬
鳴
菩
薩
。
是
仏
滅
度
六
百
年
後
出
世
故
。
摩
訶
摩
耶
経
云
。
如
来

滅
度
六
百
歳
已
。
諸
外
道
等
邪
見
競
興
毀
滅
仏
法
。
有
一
比
丘
。
名
曰
馬
鳴
。
善
説
法
要
降
伏
一
切
諸
外

道
輩
。
即
宗
百
本
大
乗
経
乃
造
起
信
論
等
也
。
」
（
卍
続
蔵
経
七
、
八
五
三
頁
上
） 

７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
三
者
摩
訶
摩
耶
契
経
中
作
如
是
説
。
如
来
滅
後
六
百
歳
已
。
九
十
六
種
諸
外

道
等
。
邪
見
競
興
毀
滅
仏
法
。
有
一
比
丘
名
曰
馬
鳴
。
善
説
法
要
降
伏
一
切
諸
外
道
輩
。
」（
大
正
蔵
三
二
、

五
九
四
頁
中
） 

８ 

柳
幹
康
『
永
明
延
寿
と
『
宗
鏡
録
』
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
二
四
頁
）
。
柳
は
『
宗
鏡
録
』

に
つ
い
て
「
従
来
、
『
宗
鏡
録
』
を
雑
多
な
資
料
の
集
成
と
見
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
『
宗
鏡
録
』

の
本
質
を
見
落
と
し
た
見
解
で
あ
る
。
確
か
に
『
宗
鏡
録
』
に
は
膨
大
な
引
用
文
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

『
宗
鏡
録
』
は
延
寿
自
身
が
解
題
す
る
通
り
、
一
心
の
道
理
を
宣
揚
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
一
大
哲
学
書

な
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

９ 

『
宗
鏡
録
』
（
大
正
蔵
四
八
、
四
二
二
頁
下
・
四
四
五
頁
下
・
四
七
一
頁
上
・
四
九
一
頁
上
・
五
七
一

頁
上
・
六
五
八
頁
上
・
六
五
九
頁
下
・
六
八
〇
頁
下
・
六
八
二
頁
下
・
七
〇
二
頁
上
・
七
一
六
頁
下
・
七

三
八
頁
中
・
七
四
四
頁
上
・
七
五
二
頁
上
・
八
四
三
頁
下
・
八
六
四
頁
上
・
八
七
〇
頁
上
・
八
七
一
頁
上
・

八
七
二
頁
下
・
八
七
三
頁
下
・
八
八
四
頁
中―

下
・
八
五
五
頁
中
・
九
四
八
頁
中
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
延
寿
の
『
釈
論
』
を
引
用
す
る
範
囲
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
文
節
の
区
切
り
方
に
よ

っ
て
は
該
当
箇
所
の
数
が
変
化
す
る
。 

１
０ 

『
同
右
』
巻
四
五
「
今
普
使
知
病
識
薬
。
令
得
服
行
。
浄
三
毒
之
根
。
見
一
心
之
性
。
且
如
馬
鳴
竜

樹
。
皆
是
西
天
伝
仏
心
印
。
祖
師
。
馬
鳴
製
大
乗
起
信
論
。
広
説
阿
賴
耶
等
。
三
細
識
六
麁
相
。
一
心
真

如
生
滅
二
門
。
竜
樹
製
摩
訶
衍
論
。
引
一
百
本
大
乗
経
。
証
説
八
識
心
王
。
性
相
微
細
等
義
。
云
何
末
学
。
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不
紹
先
賢
。
」
（
大
正
蔵
四
八
、
六
八
二
頁
下
） 

１
１ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
答
曰
。
諸
仏
如
来
法
身
平
等
遍
一
切
処
。
無
有
作
意
故
。
而
説
自
然
。
但

依
衆
生
心
現
。
衆
生
心
者
猶
如
於
鏡
。
鏡
若
有
垢
。
色
像
不
現
。
如
是
衆
生
心
若
有
垢
。
法
身
不
現
故
。
」

（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
一
頁
下
）
と
あ
り
、『
起
信
論
』
は
衆
生
心
を
鏡
の
譬
喩
を
用
い
て
（
衆
生
の
）
心

（
鏡
）
に
は
法
身
が
蔵
し
て
お
り
、
垢
の
有
無
に
よ
り
出
現
す
る
か
否
か
を
説
い
て
い
る
。 

１
２ 

『
宗
鏡
録
』
巻
六
「
又
鈔
中
問
。
生
滅
真
如
。
各
摂
諸
法
。
未
審
摂
義
。
為
異
為
同
。
答
曰
。
異
也
。

何
者
。
生
滅
門
中
。
名
為
該
摂
。
真
如
門
中
。
名
為
融
摂
。
該
摂
故
。
染
浄
俱
有
。
融
摂
故
。
染
浄
俱
亡
。

（
中
略
）
摩
訶
衍
論
云
。
此
二
覚
有
二
門
。
一
者
略
説
本
覚
安
立
門
。
二
者
略
説
始
覚
安
立
門
。
本
覚
門

中
。
則
有
二
門
。
一
者
清
浄
本
覚
門
。
二
者
染
浄
本
覚
門
。
始
覚
門
中
。
又
有
二
門
。
一
者
清
浄
始
覚
門
。

二
者
染
浄
始
覚
門
。
云
何
名
為
清
浄
本
覚
。
本
有
法
身
。
従
無
始
来
。
具
足
円
満
過
恒
沙
徳
。
常
明
浄
故
。

云
何
名
染
浄
本
覚
。
自
性
清
浄
心
。
受
無
明
熏
。
流
転
生
死
無
断
絶
故
。
」（
大
正
蔵
四
八
、
四
五
五
頁
下
） 

１
３ 

『
同
右
』
巻
二
七
「
又
問
。
（
中
略
）
何
故
真
如
門
中
。
唯
示
大
乗
体
。
不
顕
於
相
用
。
生
滅
門
中
。

具
顕
三
耶
。（
中
略
）
釈
摩
訶
衍
論
云
。
依
本
論
略
具
三
門
。
一
者
。
本
法
所
依
決
定
門
。
二
者
。
根
本
摂

末
分
際
門
。
三
者
。
建
立
二
種
摩
訶
衍
門
。
論
云
。
所
言
法
者
。
謂
衆
生
心
者
。
即
本
法
所
依
決
定
門
。

論
云
。
是
心
即
摂
一
切
世
間
法
。
出
世
間
法
者
。
即
是
根
本
摂
末
分
際
門
。
」
（
大
正
蔵
四
八
、
五
七
〇
頁

下―

五
七
一
頁
上
） 

１
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
上
） 

１
５ 

『
同
右
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
六
頁
中
） 

１
６ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
の
意
義
」（
『
印
仏
研
』
六
一―

一
、
二
〇
一
五

年
） 

１
７ 

『
宗
鏡
録
』
巻
二
七
（
大
正
蔵
四
八
、
五
七
二
頁
上―

中
） 

１
８ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
六
三
八
頁
・
八
五
一
頁
）

を
参
照
し
た
。 

１
９ 

横
内
裕
人
「
高
麗
続
蔵
経
と
中
世
日
本 

―

院
政
期
の
東
ア
ジ
ア
世
界
観―

」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』

四
五
、
二
〇
〇
二
年
） 

２
０ 

川
口
義
照
『
中
国
仏
教
に
お
け
る
経
録
研
究
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
三
頁―

四
二
頁
） 

２
１ 

『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
巻
三
（
大
正
蔵
五
五
、
一
一
七
四
頁
下―

一
一
七
五
頁
上
） 

２
２ 

『
同
右
』
巻
三
（
大
正
蔵
五
五
、
一
一
七
五
頁
中
） 

２
３ 

『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
（
弘
大
全
一
、
一
二
二
頁
） 

２
４ 

『
同
右
』
（
弘
大
全
一
、
一
〇
五
頁
） 

２
５ 

『
同
右
』
（
弘
大
全
一
、
一
二
一
頁―

一
二
二
頁
） 

２
６ 

『
金
剛
頂
瑜
伽
中
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
二
頁
中―

五
七
四
頁

下
） 

２
７ 

『
置
定
額
僧
五
十
口
於
東
寺
官
符
』
「
真
言
宗
僧
五
十
人 

右
被
右
大
臣
宣
称
。
奉
勅
。
件
宗
僧
等
。

自
今
以
後
。
令
住
東
寺
。
其
宗
学
者
。
一
依
大
毘
盧
遮
那
金
剛
頂
等
二
百
余
巻
経
。
蘇
悉
地
蘇
婆
呼
根
本

部
等
一
百
七
十
三
巻
律
。
金
剛
頂
。
菩
提
心
。
釈
摩
訶
衍
等
十
一
巻
論
等
。
（
経
律
論
目
録
在
別
）
。
若
僧

有
欠
者
。
以
受
学
一
尊
法
有
次
第
功
業
僧
補
之
。
若
無
僧
者
。
令
伝
法
阿
闍
梨
臨
時
度
補
之
。
道
是
密
教
。

莫
令
他
宗
僧
雑
住
。
（
中
略
）
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
」
（
弘
大
全
五
、
四
三
五
頁
） 

２
８ 

『
密
教
大
辞
典
』
（
密
教
辞
典
編
纂
会
、
一
九
八
三
年
、
一
一
二
五
頁
）
、
鷲
尾
順
敬
『
日
本
仏
教
人

名
辞
典
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
四
年
、
六
七
〇
頁
下―

六
七
一
頁
上
）
、『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、
八
三
五
頁
）
を
参
照
し
た
。 

２
９ 

『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
巻
一
（
大
正
蔵
五
五
、
一
〇
六
九
頁
中
）
「
釈
摩
訶
衍
論
疏
一
部
三
巻(

法

敏
法
師
造)  

已
上
一
部
。
依
真
言
宗
伝
法
阿
闍
梨
等
申
求
来
。
右
釈
摩
訶
衍
論
者
。
橫
釈
顕
教
。
竪
括
秘

蔵
。
本
論
雖
先
来
。
左
右
未
定
。
今
以
此
疏
証
彼
大
乗
。
」 

３
０ 

『
続
高
僧
伝
』
巻
十
五
（
大
正
蔵
五
十
、
五
三
八
頁
中―

五
四
九
頁
下
） 



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第一章 

 

47 

 

 

３
１ 
中
村
正
文
（
本
然
）「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
〇
頁―

一
〇
一
頁
） 

３
２ 

末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
五
年
、
五
四
頁―

五
五
頁
）
末
木

は
『
悉
曇
蔵
』
の
成
立
に
つ
い
て
当
文
献
の
序
か
ら
「
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
四
十
歳
の
時
に
撰
述
」
と

指
摘
し
て
い
る
。 

３
３ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
六
三
七
頁
） 

３
４ 

『
密
教
大
辞
典
』
（
密
教
辞
典
編
纂
会
、
一
九
八
三
年
、
五
一
頁
）
、
鷲
尾
順
敬
『
日
本
仏
教
人
名
辞

典
』
（
東
京
美
術
、
一
九
七
四
年
、
四
頁
上―

五
頁
下
）
、
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
四
年
、
九
九
頁
）
を
参
照
し
た
。 

３
５ 

『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
巻
一
「
釈
摩
訶
衍
論
十
巻(

竜
樹
、
戒
明
初
来
之
日
、
道
俗
判
為

偽
論
。
次
徳
溢
師
引
用
。
叡
山
本
師
破
為
偽
論
。
仁
和
上
問
南
大
寺
新
羅
僧
珍
聡
云
、
新
羅
中
朝
山
月
忠

妄
造
。
後
海
和
上
、
奏
入
真
言
三
蔵
流
行
天
下
。
次
福
貴
山
道
詮
和
上
、
箴
誨
破
古
偽
論
立
為
真
論)

釈
摩

訶
衍
論
疏
三
巻(

法
敏
曉
奏
為
真
論)

」
（
大
正
蔵
五
五
、
一
一
一
六
頁
中
）
。
上
記
の
内
容
に
つ
い
て
補
足

し
た
い
。
そ
れ
は
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
に
は
福
貴
の
説
と
し
て
「
次
福
貴
山
道
詮
和
上
箴

誨
破
古
偽
論
立
為
真
論
」
と
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
「
立
為
真
論
」
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
読
む
と
「
立

て
て
真
論
と
な
す
」
と
な
り
違
和
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
道
範
の
『
釈
摩
訶
衍
論
応
教
鈔
』

に
見
え
、
そ
こ
に
は
「
次
福
貴
山
道
詮
和
上
箴
誨
破
古
偽
論
。
立
為
真
言
法
。
奏
為
真
論
文
。
已
上
秘
録
」

（
大
正
蔵
六
九
、
五
八
四
頁
中
）
と
あ
る
。
恐
ら
く
本
来
は
こ
の
よ
う
な
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

３
６ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
六
三
八
頁
・
八
四
八
頁
）
、

鷲
尾
順
敬
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
四
年
、
六
六
頁
上
）
、『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事

典
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、
二
五
五
頁
）
を
参
照
し
た
。 

３
７ 

『
東
域
伝
灯
目
録
』
巻
一
「
釈
摩
訶
衍
論
十
巻(

釈
起
信
論
新
羅
大
空
山
中
沙
門
月
忠
撰
云
云
竜
樹
造

者
偽
也)

」
（
大
正
蔵
五
五
、
一
一
五
八
頁
下
） 
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第
二
章 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
請
来
時
に
お
け
る
二
、
三
の
問
題
１ 

 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
で
は
、『
釈
論
』
が
日
本
に
請
来
さ
れ
た
直
後
に
起
こ
っ
た
真
偽
論
争
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
概
説
さ
れ
て
お
り
２

、
い
ず
れ
も
『
釈
論
』
の
真
偽
説

を
取
り
巻
く
概
要
を
指
摘
す
る
に
留
ま
り
、
根
本
資
料
に
対
す
る
検
討
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
本
章
で
は
、
従
来
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
基
礎
的
な
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ

れ
て
き
た
幾
つ
か
の
点
を
再
検
証
し
た
い
。
そ
れ
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。 

  

➀
戒
明
が
『
釈
論
』
を
請
来
し
た
の
は
何
時
頃
で
、
そ
の
後
、
だ
れ
が
最
初
に
偽
撰
説
を
唱
え
た
の
か
。 

 

➁
作
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

  

そ
の
上
で
、
古
来
、
議
論
さ
れ
て
き
た
真
偽
問
題
の
説
が
、
現
代
の
先
行
研
究
に
お
い
て
有
効
な
資
料

と
な
り
得
る
の
か
と
い
う
点
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
本
研
究
に
お
い
て
主
に
取
り
扱
う
資
料
と
し

て
、『
釈
論
』
請
来
時
の
動
向
や
成
立
に
つ
い
て
偽
撰
と
真
撰
の
両
説
を
集
成
し
分
析
を
試
み
て
い
る
、
杲

宝
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
）
記
・
賢
宝
（
一
三
三
八
～
一
三
九
八
）
補
の
『
宝
冊
鈔
』
を
用
い
る
こ
と

に
す
る
。 

   
 

第
二
節 

三
船
と
最
澄
の
論
難 

  

『
釈
論
』
に
対
し
偽
撰
説
を
主
張
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
、
淡
海
三
船
（
七
七
二
～
七
八
五
）
と

最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）
の
論
難
の
内
容
を
概
観
す
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
三
船
の
論
難
に
つ

い
て
は
、
不
審
な
点
が
あ
る
た
め
取
り
扱
い
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
と
考
え
る
。
以
下
に
あ
げ
る
論
難
の

内
容
（
原
文
）
は
注
に
載
せ
て
い
る
。 

  

○
淡
海
三
船
の
説
３ 

 

⑴
序
文
に
あ
る
「
迴
天
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
」
の
う
ち
、「
姚
興
」
は
後
秦
の
皇
帝
で
あ
り
、
大
秦
皇
帝
と 

称
し
、
没
後
文
桓
皇
帝
と
称
し
た
人
物
で
あ
る
が
、「
迴
天
鳳
威
」
と
い
う
称
号
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ 

た
の
は
こ
れ
ま
で
未
見
で
あ
る
。 

 

⑵
「
姚
興
皇
帝
」
の
姓
名
表
記
も
「
姚
」
が
姓
で
「
興
」
が
名
で
あ
る
か
ら
皇
帝
の
姓
名
を
取
っ
て
表 

 
 

記
す
る
の
も
通
常
の
作
例
か
ら
異
な
る
。 

 

⑶
『
起
信
論
』
は
承
聖
三
年
（
五
五
四
）
に
真
諦
三
蔵
に
よ
り
訳
出
さ
れ
た
と
史
実
に
あ
る
。
だ
が
『
釈 

 
 

論
』
の
序
を
見
れ
ば
真
諦
訳
出
よ
り
一
五
三
年
前
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
撰
述
年
代
に
不
自 

然
な
点
が
あ
る
。 

 

⑷
『
起
信
論
』
は
文
体
が
し
っ
か
り
し
て
理
路
整
然
と
し
て
い
る
が
、『
釈
論
』
は
似
て
も
似
つ
か
な
い 

 
 

も
の
で
あ
り
、
到
底
、
竜
樹
作
と
は
見
做
せ
な
い
。 
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○
最
澄
の
説
４ 

 

➀
『
釈
論
』
の
翻
訳
に
携
わ
っ
た
「
筏
提
摩
多
三
蔵
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
の
記
録
が
明
ら
か
で
は
な 

 
 

い
。 

 

➁
隋
唐
代
の
目
録
に
お
い
て
『
釈
論
』
の
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
。 

 

➂
『
釈
論
』
の
巻
八
と
巻
九
に
は
、
梵
字
に
似
て
も
似
つ
か
わ
な
い
字
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

➃
『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
の
所
説
の
教
理
内
容
が
不
一
致
で
あ
る
。 

 

➄
『
起
信
論
』
は
梁
時
代
に
真
諦
三
蔵
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、『
釈
論
』
は
秦
時
代
に
筏
提
摩
多
三 

 
 

蔵
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
よ
り
注
釈
書
の
『
釈
論
』
の
方 

 
 

が
早
く
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
『
釈
論
』
の
成
立
時
期
に
不
審
な
点
が
あ
る
。 

 

➅
秦
時
代
以
降
の
目
録
に
お
い
て
諸
師
が
『
釈
論
』
を
引
用
し
て
い
な
い
。 

 

➆
戒
明
の
請
来
に
よ
り
当
初
、
竜
樹
造
と
さ
れ
て
い
た
が
、「
尾
張
大
僧
都
」
に
よ
っ
て
違
う
説
が
打
ち 

 
 

立
て
ら
れ
偽
論
の
疑
い
が
あ
る
。 

  

以
上
の
四
点
と
七
点
の
論
難
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
双
方
で
重
複
し
た
難
問
を
整
理
す
る
と
、
『
釈
論
』

が
真
諦
訳
の
『
起
信
論
』
よ
り
早
く
に
製
作
さ
れ
た
点
（
三
船
説
⑶
と
最
澄
説
➄
）
と
、『
起
信
論
』
と
『
釈

論
』
の
教
理
が
一
致
し
な
い
と
す
る
点
（
三
船
説
⑷
と
最
澄
説
➃
）
の
二
つ
の
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
こ

の
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
。
ま
ず
、
三
船
の
作
と
さ
れ
る
論
難
は
、
そ
の
大
半
が
『
釈
論
』
の

序
の
内
容
に
対
す
る
も
の
で
、
同
論
の
本
文
に
関
す
る
の
は
、
わ
ず
か
に
⑷
の
論
調
が
『
起
信
論
』
の
も

の
と
違
和
感
が
あ
る
と
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
問
題
点
を
提
示
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
。 

 

こ
れ
と
は
別
に
気
に
な
る
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
船
が
あ
げ
て
い
る
『
釈
論
』
の
序
の
尊
号
の
語

が
、
現
行
の
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
収
載
の
『
釈
論
』
の
序
に
あ
る
「
天
（
脾
）
册
」
や
「
天
回
」
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、「
迴
天
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
在
、
最
古
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
国
宝
の
石

山
寺
本
（
唐
代
写
本
）
に
は
、
「
脾
（
天
）
回
」
と
あ
り
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
高
麗

本
に
は
、
「
天
回
」
と
あ
る
た
め
上
記
の
よ
う
な
表
記
は
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
迴
天
」
と
い

う
表
記
が
い
つ
頃
の
ど
の
よ
う
な
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
後
代
の
刊

本
や
写
本
を
見
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
天
（
脾
）
回
」
や
「
天
冊
（
册
）
」
と
り
、
「
迴
天
」
と
い
う

表
記
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
宝
冊
鈔
』
の
後
半
に
目
を
向
け
る
と
、「
迴
天
者
現
流
布

本
云
。
天
冊
鳳
威
云
云
。
」
５

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
宝
冊
鈔
』
を
著
し
た
杲
宝
や
賢
宝
の
時
代

で
は
、
す
で
に
「
迴
天
」
で
は
な
く
「
天
冊
」
と
い
っ
た
表
記
の
写
本
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

で
は
、
そ
も
そ
も
三
船
の
論
難
に
見
え
る
「
迴
天
」
の
表
記
が
誤
写
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
三
船
の
論
難
は
「
迴
天
」
そ
の
も
の
に
対
し
て
逐
語
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
可
能

性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
三
船
の
消
息
の
原
本
を
調
べ
て
み
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は

発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
る
の
は
後
代
の
著
作
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
今
の
『
宝

冊
鈔
』
の
説
や
笠
置
上
人
貞
慶
（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
の
門
下
で
あ
る
良
算
が
大
成
さ
せ
た
『
唯
識

同
学
鈔
』
の
成
立
を
待
た
な
け
れ
ば
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
う
な
る
と
、
最
澄
の
説
は
と
言
う
と
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
法
相
宗
の
徳
一
（
七
六
〇
？
～
八

四
〇
？
）
の
『
中
辺
義
鏡
』
に
対
し
反
論
し
た
『
守
護
国
界
章
』
の
な
か
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、『
釈
論
』

内
部
の
構
造
（
特
殊
文
字
・
教
理
内
容
）
に
言
及
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
三
船
の
論
難
よ
り
も
、
『
釈
論
』
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成
立
（
『
起
信
論
』
も
同
様
）
に
深
い
造
詣
と
知
見
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
も
そ
も
、
「
釈

摩
訶
衍
論
」
と
い
う
論
書
を
日
本
に
最
初
に
請
来
し
た
人
物
は
戒
明
（
？
～
八
五
〇
）
と
さ
れ
る
６

。
戒

明
が
『
釈
論
』
を
請
来
し
た
と
す
る
記
事
は
、
同
論
の
論
難
を
示
す
書
物
に
す
べ
て
共
通
し
て
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
請
来
し
た
人
物
に
つ
い
て
筆
者
は
信
憑
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
戒
明
に
言
及
し
た
先
行

研
究
を
調
べ
る
と
、
戒
明
が
請
来
し
た
『
釈
論
』
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
人
物
と
し
て
空
海
を
取
り
上

げ
た
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
小
野
玄
妙
に
よ
る
、
空
海
が
『
釈
論
』
と
の
邂
逅
に
よ
り
入
唐
留
学
を
発

意
し
た
と
す
る
見
解
７

、
次
に
、
寺
崎
修
一
や
堀
池
春
峰
に
よ
る
、『
釈
論
』
が
真
言
密
教
に
お
い
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
論
を
請
来
し
た
戒
明
を
空
海
の
師
匠
で
あ
る
と
推
定
し
た
見

解
で
あ
る
８

。 

 

こ
の
他
に
も
、
三
氏
の
見
解
を
精
査
し
新
た
な
知
見
か
ら
空
海
と
戒
明
の
関
係
を
指
摘
し
た
、
高
木
訷

元
の
見
解
が
あ
る
９

。
い
ず
れ
も
戒
明
の
存
在
が
空
海
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
す
る
視
点
か
ら
検

討
し
て
お
り
、
『
釈
論
』
と
空
海
と
真
言
密
教
の
接
点
を
検
討
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ど
の
見
解
も
戒
明
が
請
来
し
た
『
釈
論
』
に
関
す
る
記
事
は
検
討
し
て
い
る
も
の
の
、
最
澄
は
と
も
か
く

三
船
の
論
難
に
つ
い
て
は
、
最
古
の
論
難
と
理
解
し
て
お
り
批
判
的
に
検
討
を
加
え
た
形
跡
が
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
ま
ず
、
戒
明
が
『
釈
論
』
を
請
来
し
た
年
代
お
よ
び
偽
撰
と
判
定
す
る
人

物
に
つ
い
て
、
異
説
が
あ
る
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。 

   
 

第
三
節 

三
船
論
難
の
妥
当
性 

―

「
尾
張
大
僧
都
」
説―

 

  

戒
明
の
請
来
年
に
つ
い
て
先
学
の
指
摘
を
確
認
す
る
と
、『
唯
識
同
学
鈔
』
の
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
説
、

『
守
護
国
界
章
』
の
宝
亀
十
二
年
（
七
八
一
）
説
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
三
）

説
が
あ
る
。
現
在
の
学
界
の
動
向
で
は
、『
唯
識
同
学
鈔
』
の
説
、
す
な
わ
ち
宝
亀
十
年
説
が
主
流
の
よ
う

で
あ
る
１
０

。
こ
れ
は
最
初
に
論
難
を
出
し
た
、
淡
海
三
船
の
手
紙
の
年
月
日
に
よ
る
１
１

。
ま
ず
、
三
船
が

『
釈
論
』
を
借
覧
し
、
戒
明
に
論
難
を
提
出
し
た
経
緯
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
『
唯

識
同
学
鈔
』（
大
日
本
仏
教
全
書
本
を
参
照
）
に
、
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

一
昨
日
至
。
垂
示
従
唐
将
来
釈
摩
訶
衍
論
。
聞
名
之
初
喜
披
竜
樹
妙
訳
。
開
巻
之
後
。
恨
穢
馬
鳴
真 

 
 

宗
。
今
検
此
論
。
実
非
竜
樹
之
旨
。
是
愚
人
仮
菩
薩
之
名
。
而
所
作
耳
。
１
２ 

  

そ
の
内
容
は
、
三
船
が
戒
明
に
よ
り
請
来
さ
れ
た
典
籍
の
な
か
に
、
か
の
有
名
な
竜
樹
が
注
釈
し
た
と

さ
れ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
存
在
を
知
り
、
喜
び
勇
ん
で
閲
覧
を
し
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
馬
鳴
の
説
い

た
内
容
を
穢
す
も
の
だ
と
知
り
恨
ん
だ
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
論
は
愚
か
な
人
物
が
竜
樹
に
仮
託
し
て
造

論
し
た
に
違
い
な
い
と
判
断
し
、
そ
の
趣
旨
を
戒
明
宛
に
論
難
と
し
て
送
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
次

に
、
今
挙
げ
た
文
献
と
は
別
の
『
宝
冊
鈔
』
所
収
の
『
唯
識
同
学
鈔
』
か
ら
、
文
章
の
異
同
、
そ
し
て
論

難
提
出
の
期
日
を
確
認
し
て
み
た
い
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
１
３

。 

  
 

釈
摩
訶
衍
論
真
偽
事
三
船
真
人
送
戒
明
和
尚
状
云
。
釈
摩
訶
衍
論
十
巻

馬
鳴
菩
薩
本
論

竜
樹
菩
薩
釈
論 

 
 

一
昨
使
至
。
垂
示
従
唐
新
来
釈
摩
訶
衍
論
。（
中
略
）
是
大
虚
妄
也
。
又
検
本
論
、
文
雅
義
円
。
今
此 

 
 

偽
釈
、
文
鄙
義
昏
。
同
巻
異
筆
必
非
同
訳
理
則
明
矣
。
今
大
徳
当
代
智
者
。
何
労
遠
路
持
此
偽
文
来
。 



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第二章 

 

 

51 

 

 
 

（
中
略
）
真
人
三
船
白
。
宝
亀
十
年
閏
五
月
二
十
四
日
状
戒
明
闍
梨
座
下
。
１
４ 

  

こ
れ
を
見
み
る
と
、
三
船
が
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
五
月
二
四
日
に
戒
明
宛
に
文
を
送
っ
た
と
あ
る
。

こ
れ
は
仏
教
全
書
本
と
一
致
し
て
い
る
１
５

。
す
な
わ
ち
上
記
の
期
日
を
も
っ
て
、
従
来
で
は
、
史
上
最
初

の
真
偽
問
題
を
扱
っ
た
文
献
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
空
海
が
依
用
す
る
ま
で
、『
釈
論
』
は
か
の
有
名

な
竜
樹
の
作
で
は
な
く
偽
書
な
の
だ
と
見
做
さ
れ
定
説
化
し
て
い
く
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。 

で
は
、
仏
教
全
書
本
の
『
唯
識
同
学
鈔
』
と
の
文
章
の
異
同
を
比
較
す
る
と
「
昨
日
」
が
「
作
使
」
、「
将

来
」
が
「
新
来
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
多
少
で
あ
る
も
の
の
、『
宝
冊
鈔
』
の
方
が
理
解
し

や
す
い
。
加
え
て
、
後
半
の
説
に
目
を
向
け
る
と
、
三
船
は
戒
明
を
「
大
徳
当
代
智
者
」
と
称
賛
し
な
が

ら
も
、
明
ら
か
に
『
釈
論
』
が
「
偽
文
」
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
で
は
、
戒
明

の
入
唐
に
際
し
て
の
記
事
を
確
認
す
る
と
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
１
６

に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

釈
戒
明
（
中
略
）
宝
亀
季
。
奉
敇
入
唐
。
謁
自
宗
匠
。
遍
遊
勝
地
。
住
金
陵
竜
華
寺
。
謁
伝
大
士
像
。 

 
 

又
登
城
南
半
亭
山
。（
中
略
）
安
大
安
寺
南
唐
院
。
招
衆
供
養
。
又
以
持
来
経
論
疏
章
表
上
闕
庭
。
十 

 
 

年
己
羊
。
（
中
略
）
明
以
延
暦
年
中
逝
矣
。
１
７ 

  

引
用
文
の
内
容
を
解
説
す
る
と
、
戒
明
は
勅
命
に
よ
っ
て
「
宝
亀
季
」
＝
宝
亀
（
七
七
〇
～
七
八
一
）

年
間
の
末
に
入
唐
し
、
仏
教
と
密
接
な
聖
地
を
巡
り
、
現
在
の
南
京
と
思
わ
れ
る
金
陵
竜
華
寺
に
滞
在
し
、

「
又
登
城
南
半
亭
山
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
に
も
礼
拝
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
登
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
後
、

日
本
に
帰
朝
し
た
後
、
大
安
寺
南
唐
院
に
止
住
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、「
十
年
己
未
」
＝
同
十
年
（
七
七

九
）
に
は
闕
庭
（
禁
中
・
御
所
）
に
請
来
し
た
典
籍
を
上
表
し
、
延
暦
年
中
に
入
寂
し
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
戒
明
の
生
没
年
、
そ
し
て
入
唐
し
日
本
に
帰
朝
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
い

も
の
の
、
入
唐
僧
で
あ
っ
て
典
籍
を
持
ち
帰
っ
た
学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
ら
に
、
戒
明
が
何
時
頃
入
唐
し
、
帰
朝
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
本
信
道
の
詳
細
な
検
討
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
入
唐
を
宝
亀
八
年
、
帰
朝
を
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
の
十
月
か
ら
十
一
月
頃
だ
と

推
定
さ
れ
て
い
る
１
８

。
こ
の
説
に
基
づ
け
ば
、
戒
明
は
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
か
ら
九
年
（
七
七
八
）
の

間
、
入
唐
し
て
お
り
、
帰
朝
後
間
も
な
く
、
翌
年
の
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
に
は
朝
廷
に
請
来
し
た
典
籍

に
つ
い
て
上
表
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
点
か
ら
す
る
と
三
船
の
論
難
が
戒
明
宛

に
提
出
さ
れ
た
時
期
と
も
符
合
し
、
違
和
感
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

戒
明
の
業
績
と
し
て
有
名
な
『
首
楞
厳
経
』
の
請
来
に
つ
い
て
も
、
今
の
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
も
記
さ

れ
て
い
る
が
、
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
名
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
『
首
楞
厳
経
』
に

つ
い
て
は
、
日
本
に
帰
朝
後
、
帝
に
献
上
し
た
『
大
仏
頂
経
（
『
首
楞
厳
経
』
）
』
を
諸
僧
が
偽
経
と
判
定
し

焚
焼
し
よ
う
と
し
た
が
１
９

、
戒
明
は
異
論
を
唱
え
て
同
調
せ
ず
、
逆
に
周
囲
の
見
解
を
覆
し
た
と
さ
れ
る

２
０

。
こ
の
逸
話
か
ら
も
戒
明
と
い
う
人
物
が
、
学
識
の
あ
る
学
僧
と
し
て
、
当
時
の
仏
教
界
に
お
い
て
存

在
感
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

も
う
一
点
、
戒
明
が
入
唐
か
ら
帰
朝
に
い
た
る
ま
で
を
記
録
し
た
、
唐
の
思
託
の
『
延
暦
僧
録
』
と
い

う
書
物
か
ら
も
確
認
し
た
い
。
こ
れ
は
日
本
最
初
の
僧
伝
で
あ
り
、
思
託
と
い
う
人
物
は
鑑
真
の
中
心
的

な
弟
子
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
『
延
暦
僧
録
』
２
１

に
も
、
戒
明
が
『
大
仏
頂
経
』
の
真
偽
問
題

に
つ
い
て
激
烈
な
問
答
を
し
て
自
ら
の
主
張
を
勝
ち
得
た
と
す
る
記
事
を
確
認
で
き
る
２
２

。 

 

こ
の
論
争
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
松
本
の
成
果
に
よ
り
理
解
す
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る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
氏
の
見
解
で
は
、
そ
も
そ
も
戒
明
が
入
唐
す
る
目
的
と
い
う
の
が
、『
大
仏

頂
経
』
の
真
偽
に
つ
い
て
解
決
を
図
る
こ
と
と
密
接
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
結

論
と
な
っ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。 

  
 

第
二
に
は
、
戒
明
と
徳
清
ら
八
人
の
留
学
僧
に
は
、「
未
決
義
」
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
「
唐
決
」
を 

 
 

求
め
る
こ
と
と
、
日
本
に
未
だ
伝
来
し
て
い
な
い
「
未
渡
来
書
」
を
将
来
す
る
こ
と
の
、
二
つ
の
大 

 
 

き
な
目
的
・
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
第
三
に
は
、
入
唐
後
の
動
向
と
し
て
、
徳
清
は
戒
明 

 
 

ら
と
共
に
、
聖
徳
太
子
の
『
法
華
経
義
疏
』
と
『
勝
鬘
経
義
疏
』
を
携
え
て
、
揚
州
の
竜
興
寺
の
僧 

 
 

で
鑑
真
の
弟
子
で
あ
る
霊
祐
に
献
呈
し
た
こ
と
。
ま
た
、「
未
渡
来
書
」
を
将
来
す
る
と
い
う
使
命
を 

 
 

は
た
す
べ
く
『
大
毘
盧
舎
那
成
道
経
義
釈
』
を
日
本
に
将
来
し
た
こ
と
。
第
四
に
は
、
帰
朝
後
の
動 

 
 

向
と
し
て
、
徳
清
が
将
来
し
た
『
大
仏
頂
経
』
を
偽
経
と
す
る
「
唐
決
」
が
、
宝
亀
一
〇
年
の
『
大 

 
 

仏
頂
経
』
を
め
ぐ
る
真
偽
論
争
の
再
燃
を
喚
起
し
た
し
た
こ
と
。
２
３ 

  

こ
こ
で
登
場
す
る
「
唐
決
」
と
「
未
渡
来
書
」
と
は
『
東
大
寺
六
宗
未
決
義
』
に
示
さ
れ
る
も
の
で
、

前
者
は
、
戒
明
た
ち
留
学
僧
が
、
日
本
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
き
た
真
偽
未
決
の
典
籍
に
対
す
る
中
国
の

見
解
（
＝
「
唐
決
」
）
を
持
ち
帰
る
こ
と
。
後
者
は
、
未
だ
請
来
さ
れ
て
い
な
い
典
籍
（
＝
「
未
渡
来
書
」
）

を
持
ち
帰
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
２
４

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
未
渡
来
書
」
の
リ
ス
ト

の
中
に
は
『
釈
論
』
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
２
５

。
戒
明
は
当
初
、
『
釈
論
』
を
持
ち
帰
る

使
命
を
帯
び
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
入
唐
先
か
ら
偶
然
、『
釈
論
』
の
存

在
を
知
り
得
て
請
来
し
た
と
い
う
見
方
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
本
朝

高
僧
伝
』
に
『
釈
論
』
の
名
が
登
場
し
な
い
こ
と
も
説
明
で
き
る
。 

 

一
方
で
、
三
船
が
『
釈
論
』
に
対
し
て
問
題
視
を
し
て
戒
明
に
論
難
を
出
し
た
時
期
は
、
繰
り
返
す
が
、

戒
明
や
徳
清
が
『
首
楞
厳
経
』
の
真
偽
論
争
の
再
燃
を
喚
起
し
た
最
中
の
宝
亀
十
年
と
同
時
期
で
あ
っ
た

こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
首
楞
厳
経
』
が
宮
中
に
お
い
て
論
争
さ
れ
た
の
に
比
し
て
、『
釈
論
』

の
場
合
、
三
船
か
ら
戒
明
宛
の
私
的
な
や
り
取
り
の
み
が
伝
承
さ
れ
、
公
的
な
記
録
と
し
て
存
在
し
て
い

な
い
。
こ
れ
は
「
未
渡
来
書
」
の
リ
ス
ト
に
『
釈
論
』
の
名
が
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
の
か
は
不
明

で
あ
る
。 

 

ま
た
、
『
釈
論
』
を
上
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
は
、
『
首
楞
厳
経
』
の
真
偽
論
争
が
再
燃
し
た
最
中

と
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
最
中
に
、
二
日
余
り
で
三
船
が
『
釈
論
』
を
通
読
し
て
戒
明
宛
に
文
を
送

り
論
難
を
唱
え
て
い
る
点
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
再
度
、
先
に
整
理
し
挙
げ
た
内
容
（
消

息
）
を
見
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
序
を
中
心
と
し
た
内
容
で
あ
り
、『
釈
論
』
全
体
を
精
査
し
た
と
評
価

と
は
見
難
い
。
そ
の
た
め
、
初
め
だ
け
読
ん
だ
だ
け
で
や
め
た
可
能
性
も
あ
る
。
だ
が
一
方
で
、
『
釈
論
』

の
論
調
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
の
文
体
と
比
べ
て
理
路
整
然
で
は
な
い
点
も
指
摘
し
て
お
り
、
一
応
は
目

を
通
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
三
船
が
皇
族
（
大
友
皇
子
の
曽
孫
、
最
初
は
三
船
王
と
称
し
た
が
臣
籍
降
下

し
淡
海
真
人
と
な
る
）
で
あ
り
２
６

、
な
お
且
つ
文
章
博
士
の
地
位
２
７

に
い
た
こ
と
を
考
慮
と
し
て
も
、
手

続
き
が
早
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
高
い
位
に
あ
る
人
物
の
主
張
が
宮
中
に
お
い

て
議
論
さ
れ
た
様
子
も
確
認
で
き
な
い
の
も
不
思
議
で
あ
ろ
う
。
三
船
の
事
績
を
記
録
し
た
信
頼
性
の
あ

る
『
続
日
本
紀
』
を
確
認
し
て
も
、
宝
亀
十
年
五
月
二
四
日
の
日
付
で
戒
明
に
送
っ
た
と
さ
れ
る
、『
釈
論
』

を
偽
撰
と
し
た
記
事
に
関
係
す
る
記
録
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
関
心
事
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の
一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
、『
首
楞
厳
経
』
に
対
す
る
三
船
の
消
息
や
そ
れ
に
関
連
し
た
記
事
に
つ
い

て
も
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
先
行
研
究
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
「
未
渡
来
書
」
に
『
釈
論
』

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
当
時
、『
釈
論
』
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
予

想
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
船
の
消
息
と
し
て
『
首
楞
厳
経
』
で
は
な
く
『
釈
論
』
の
も
の

が
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

当
時
の
仏
教
界
で
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
戒
明
に
つ
い
て
も
、
三
船
の
指
摘
に
対
し
反
論
や

返
答
し
た
書
簡
や
消
息
が
何
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
確
認
で
き
な
い
点
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
か
。
加
え

て
、
三
船
に
よ
り
偽
撰
と
判
断
さ
れ
、『
釈
論
』
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
戒
明
自
身
の
『
釈
論
』
に
対
す
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
言
及
し
た
消
息
や
資

料
が
見
え
ず
、
さ
ら
に
、
戒
明
以
後
、
最
澄
が
精
査
し
て
論
難
を
呈
す
る
事
態
に
な
り
、
逆
に
空
海
が
重

用
す
る
よ
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
を
最
初
に
論
難
を
出
し
た
三
船
と
さ
れ
る
消
息
は
、
い
ま
だ
幾
つ
か
の
問
題
を

残
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
は
た
し
て
本
当
に
戒
明
は
宝
亀
九
年
に
帰
朝
し
、
同
十
年
に
上
進
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
か
ら
再
度
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
諸
氏
の
見
解
を
見
る
と
、
森

田
龍
僊
２
８

と
中
村
本
然
２
９

は
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
説
を
支
持
し
て
お
り
、
大
山
公
淳
３
０

と
那
須
政
隆
３
１

は
天
応
元
年
（
七
八
一
）
説
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
天
応
と
い
う
年
号
は
わ
ず
か
一
年
の
み
の
改
元
で

あ
る
か
ら
、
宝
亀
年
間
に
置
き
換
え
る
と
宝
亀
十
二
年
と
な
る
。
そ
こ
で
天
応
元
年
（
七
八
一
）
説
を
中

心
に
検
証
を
試
み
た
い
。 

 

ま
ず
、
最
澄
の
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
著
し
た
『
守
護
国
界
章
』
に
は
、「
天
応
年
中
に
大
安
寺
の
戒

明
法
師
が
唐
よ
り
将
来
し
、
こ
れ
を
尾
張
の
大
僧
都
な
る
も
の
が
世
間
に
伝
え
る
た
め
に
検
閲
し
た
結
果
、

偽
撰
で
あ
る
と
判
定
し
た
」
３
２

と
い
う
記
述
を
確
認
で
き
、
『
唯
識
同
学
鈔
』
に
は
「
天
応
年
中
薬
師
寺

の
戒
明
和
尚
が
帰
朝
の
際
に
将
来
し
た
」
３
３

と
す
る
記
事
が
確
認
で
き
る
（
大
安
寺
と
薬
師
寺
の
戒
明
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。
こ
の
こ
と
と
近
い
説
と
し
て
、
済
暹
（
一
〇
二
五
～
一
一
一
五
）
の
『
釈
摩
訶
衍

論
決
疑
破
難
会
釈
抄
』
に
は
「
天
応
年
中
に
戒
明
が
将
来
し
て
、
尾
張
大
僧
都
が
偽
撰
と
判
定
し
た
」
３
４

と
す
る
記
事
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
後
代
の
、
天
台
の
貞
舜
（
一
三
三
四
～
一
四
二
二
）
が
著
し
た
『
天

台
名
目
類
聚
鈔
』
の
な
か
に
も
同
様
な
説
を
確
認
で
き
る
３
５

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
記
の
説
は
上
限
を
九

世
紀
と
し
て
下
限
を
十
五
世
紀
と
す
る
、
つ
ま
り
平
安
か
ら
南
北
朝
時
代
の
長
期
間
に
わ
た
り
支
持
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

で
は
次
に
、
先
の
説
に
登
場
し
た
、
最
初
に
論
難
を
提
出
し
た
と
さ
れ
る
「
尾
張
大
僧
都
」
と
い
う
人

物
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
に
清
和
天
皇
（
八
五
〇
～
八
八

〇
）
の
勅
命
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
、
五
大
院
安
然
（
八
四
一
～
九
一
五
）
の
『
悉
曇
蔵
』
に
お
い
て
記
事

が
確
認
で
き
る 

３
６

。 

  
 

至
大
唐
開
元
目
録
不
載
疏
師
不
引
、
是
以
不
足
帰
信
。
此
論
者
大
安
寺
誡
明
法
師
、
去
天
応
年
中
、 

 
 

自
唐
請
来
。
尾
張
大
僧
都
、
為
伝
検
勘
。
日
已
勘
成
偽
論
文

。
次
依
空
海
僧
都
上
表
。（
中
略
）
釈
摩 

 
 

訶
衍
、
菩
提
心
論
、
阿
毘
達
摩
蔵
、
可
以
流
通
官
符
施
行
。
次
我
和
上
據
大
安
寺
新
羅
国
僧
珍
聡
口 

 
 

説
、
是
新
羅
国
中
朝
山
僧
月
忠
偽
作
、
於
延
暦
寺
目
録
注
云
月
忠
。
３
７ 

  

『
悉
曇
蔵
』
で
は
、
天
応
年
中
に
戒
明
が
『
釈
論
』
を
請
来
し
、
そ
れ
を
検
閲
し
た
の
が
尾
張
大
僧
都

で
あ
り
、
偽
撰
と
判
定
し
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
空
海
が
依
用
し
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
続
き
に
は
、
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円
仁
（
我
和
上
）
の
説
と
し
て
、
大
安
寺
新
羅
国
僧
珍
聡
な
る
人
物
の
口
説
に
よ
っ
て
、
同
国
の
中
朝
山

月
忠
な
る
人
物
の
妄
造
で
あ
る
と
す
る
（
月
忠
説
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。
こ
こ
で
も
「
尾
張
大
僧
都
」

な
る
人
物
が
『
釈
論
』
を
偽
撰
と
判
定
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
『
宝
冊
鈔
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
確
認
で
き
る
。 

  
 

尾
張
大
僧
都
者
誰
人
乎
。
又
有
何
証
據
定
偽
論
乎
。
僧
綱
補
任
云
。
賢
璟
興
福
寺
。
法
相
宗
。
尾
張 

 
 

国
人
。
宝
亀
五
年
二
月
二
十
四
日
任
律
師
。
僧
正
孫
弟

宣
教
法
師
弟
子
又

良
敏
僧
都
弟
子

延
暦
三
年
六
月
九
日
任
大
僧
都
。
不 

 
 

経
少
僧
都
。
同
十
二
年
十
一
月
七
日
入
滅

年
八

十

、
幼
年
入
道
剥
皮
燃
指
精
進
無
倦
文

。
彼
尾
張
大
僧
都 

 
 

者
当
此
人
乎
。
３
８ 

  

こ
こ
の
登
場
す
る
「
僧
綱
補
任
」
の
説
に
よ
れ
ば
、
法
相
宗
の
賢
璟
が
尾
張
の
出
身
で
あ
り
、
宝
亀
五

年
二
月
二
四
日
に
律
師
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
延
暦
三
年
に
は
大
僧
都
と
な
り
、
同
十
二
年
に
入

寂
し
て
お
り
、
こ
の
賢
璟
な
る
人
物
が
、
「
尾
張
大
僧
都
」
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
３
９

。
こ
れ
ら
の
記

事
に
よ
っ
て
、
賢
璟
が
戒
明
の
請
来
し
た
『
釈
論
』
を
最
初
に
偽
撰
と
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
４
０

。
で
は
な
ぜ
『
本
朝
高
僧
伝
』
と
『
唯
識
同
学
鈔
』
の
三
船
の
消
息
は
、
七
九
九
年
（
宝
亀
一
〇

年
）
と
記
し
た
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
大
山
の
見
解
を
紹
介
し
た
い
。 

  
 

ア
キ
ャ
シ
ャ
鈔
に
は
そ
の
評
文
に
つ
い
て
五
大
院
の
悉
曇
蔵
に
出
す
如
く
四
失
あ
り
と
し
て
そ
れ
を 

 
 

出
し
て
い
る
が
今
は
大
意
を
と
っ
て
か
の
よ
う
に
記
し
て
置
く
。
そ
の
書
翰
は
宝
亀
十
年
（
七
七
九
） 

 
 

五
月
二
十
四
日
付
に
な
っ
て
い
る
。
前
の
伝
教
大
師
最
澄
は
天
応
年
中
（
七
八
一
）
唐
よ
り
請
来
し 

 

 
 

た
と
出
す
。
宝
亀
十
二
年
が
天
応
と
な
り
そ
の
翌
年
が
延
暦
な
の
で
、
宝
亀
の
終
り
頃
を
意
味
し
て 

 
 

か
く
記
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
４
１ 

  

大
山
の
見
解
で
は
、
天
応
を
宝
亀
年
間
に
換
算
す
れ
ば
「
宝
亀
十
二
年
」
と
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

こ
ろ
を
勘
違
い
し
て
、
宝
亀
の
終
わ
り
を
意
識
し
す
ぎ
た
あ
ま
り
宝
亀
十
年
と
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
戒
明
の
事
績
を
述
べ
る
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
、
『
釈
論
』

に
対
す
る
記
述
が
全
く
な
い
問
題
は
残
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
と
え
請
来
す
る
目
的
が
無
い
に
し

て
も
、
三
船
の
論
難
が
出
さ
れ
た
の
な
ら
ば
何
か
し
ら
記
録
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
ま
た
、
大

山
説
に
あ
る
よ
う
に
、
文
章
博
士
で
あ
る
三
船
が
年
代
表
記
を
誤
る
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
も
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
す
る
興
味
深
い
指
摘
が
森
田
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

森
田
に
よ
る
と
、『
誰
識
同
学
鈔
』
所
引
用
の
三
船
の
消
息
に
記
さ
れ
る
『
釈
論
』
の
翻
訳
に
対
す
る
年

代
換
算
に
つ
い
て
精
査
し
た
結
果
、「
又
自C

弘
始
三
年B

、
至C

承
聖
三
年B

、
相
去
一
百
五
十
五
年
」
４
２

と
す
る
の
は
、
弘
始
三
年
が
西
紀
四
〇
一
年
、
承
聖
三
年
が
西
紀
五
五
四
年
で
あ
る
か
ら
実
際
に
は
相
去

る
こ
と
一
五
二
年
４
３

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
五
五
年
と
表
記
し
て
い
る
の
は
三
船
の
「
失
検
」
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
４
４

。
こ
の
よ
う
に
森
田
説
を
踏
ま
え
る
と
、
三
船
の
年
代
に
対
す
る
認
識

は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
、
大
山
説
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
三
船
の
論
難
に
対
す
る
反
論
が
出
さ
れ
て
、
真
偽
論
争
が
最
も
活
発
化
す
る
の
は
時

代
が
か
な
り
下
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
も
真
言
側
が
天
台
側
の
偽
撰
説
に
対
す
る
反
駁
す
る
中
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
何
よ
り
も
、
三
船
以
降
に
出
さ
れ
た
、
最
も
古
い
最
澄
の
論
難
（
『
守
護
国
界

章
』
）
に
は
、
三
船
の
名
が
確
認
で
き
な
い
の
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
三
船
の
消
息
の
原
本
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は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
初
見
は
貞
和
二
年
（
一
三
四
五
）
六
月
よ
り
翌
年
五
月
頃
の
成
立
と
さ
れ

る
、『
ア
キ
ャ
シ
ャ
鈔
』
巻
第
十
八
の
「
釈
摩
訶
衍
論
真
偽
事
」
所
引
「
三
船
真
人
送
戒
明
和
尚
状
」
と
さ

れ
て
い
る
。
後
に
同
書
は
杲
宝
（
一
三
〇
三
～
一
三
六
二
）
が
口
述
し
、
観
宝
が
筆
述
し
、
そ
れ
を
さ
ら

に
賢
宝
（
一
三
三
三
～
一
三
九
八
）
が
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
に
改
訂
・
補
修
し
た
『
宝
冊
鈔
』
に
収

載
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
加
え
て
、『
唯
識
同
学
鈔
』
に
見
え
る
消
息
と
い
う
も
の
、
笠
置
上
人
貞
慶
（
一

一
五
五
～
一
二
一
三
）
の
門
下
で
あ
る
良
算
が
大
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
一
～
十
三

世
紀
の
著
作
の
中
に
の
み
三
船
の
『
釈
論
』
に
対
す
る
見
解
（
論
難
）
が
確
認
で
き
、
そ
れ
以
前
に
は
そ

の
痕
跡
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
松
本
説
を
考
え
た
い
。
ま
ず
、
最
澄
の
天
応
元
年
に
戒
明
が
帰
朝
し
、
そ

の
後
、
請
来
し
た
『
釈
論
』
を
尾
張
大
僧
都
賢
璟
が
最
初
に
検
閲
し
た
結
果
、
偽
撰
で
あ
る
と
判
定
し
た

説
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
三
船
の
論
難
に
は
言
及
は
な
い
も
の
の
、
一
応
、
年
代
的
に
三
船
の
論

難
に
次
ぐ
史
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
応
元
年
説
を
直
ち
に
退
け
る
に
は
さ
ら
な
る
資
料
の
出
現
を
俟
つ

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
筆
者
は
、
松
本
説
を
支
持
し
た
い
の
だ
が
、
現
段
階
で
は
戒
明
が
宝
亀
元
年

（
七
七
〇
）
よ
り
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
間
に
入
唐
し
、
帰
朝
後
、
賢
璟
に
よ
っ
て
偽
撰
の
判
定
が
な

さ
れ
た
と
見
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
山
・
那
須
説
で
あ
る
天
応
元
年
（
七
八
一
）
説
に
戒
明
が
『
釈

論
』
を
請
来
し
た
と
す
る
見
解
を
採
る
こ
と
に
し
た
い
。
次
節
で
は
、
三
船
が
戒
明
宛
に
送
っ
た
と
さ
れ

る
書
状
の
書
式
を
中
心
に
検
討
し
、
新
た
な
知
見
を
呈
示
し
た
い
と
思
う
。 

   
 

第
四
節 

三
船
の
消
息
に
見
え
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
に
つ
い
て 

  

こ
こ
で
は
、
予
め
筆
者
の
疑
問
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
三
船
の
消
息
に
は
密
教
の
阿
闍
梨

で
は
な
い
大
安
寺
の
僧
で
あ
る
戒
明
に
対
し
、
な
ぜ
「
戒
明
（
阿
）
闍
梨
座
下
」
と
い
う
肩
書
を
表
記
し

た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
➀
宝
亀
年
間
の
書
簡
に
「
（
阿
）
闍
梨
座
下
」
と
表
記
す
る
の
か
、

➁
ま
た
大
安
寺
戒
明
を
阿
闍
梨
と
記
録
す
る
文
献
が
い
つ
頃
か
ら
登
場
す
る
の
か
、
➂
三
船
の
『
釈
論
』

の
論
難
以
外
に
「
（
阿
）
闍
梨
座
下
」
と
記
す
も
の
が
存
在
す
る
の
か
、
以
上
三
つ
の
観
点
か
ら
調
査
し
て

み
た
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
す
で
に
蔵
中
進
に
よ
る
成
果
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
蔵
中
は

以
下
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。 

  
 

三
船
書
状
の
末
尾
に
は
、
差
出
人
、
日
付
、
宛
名
等
が
あ
る
。
今
日
、
そ
の
自
筆
原
本
を
み
る
こ
と 

 
 

が
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
書
式
は
、『
宝
冊
鈔
』
や
『
誰
識
同
学
鈔
』
な
ど
に
引
か
れ
、
ま
た 

 
 

更
に
活
字
翻
刻
（
『
大
正
蔵
経
』
『
仏
教
全
書
』
な
ど
）
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
目
に
し
て
い
る
形
式 

 
 

と
あ
ま
り
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
よ
り
三
十
年
余
り
後 

 
 

の
も
の
で
あ
る
が
、
空
海
の
「
風
信
帖
」
の
末
尾
は
本
状
末
尾
の
形
式
と
相
似
し
て
い
る
。
ま
た
先 

 
 

学
の
書
札
様
古
文
書
の
詳
細
な
研
究
や
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
て
い
る
多
数
の
例
な
ど
に
徴
し
て
も
、 

 
 

右
の
三
船
状
の
末
尾
の
書
式
は
、
大
き
く
そ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
形
式
的
に
は
こ
の
三
船 

 
 

は
奈
良
朝
末
期
の
書
状
と
見
て
誤
り
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
こ
の
書
状
が 

 
 

内
容
的
に
見
て
、
あ
る
い
は
そ
の
文
章
表
現
か
ら
い
っ
て
、
果
し
て
日
付
通
り
に
宝
亀
十
年
の
も
の 

 
 

で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
ほ
ん
と
う
に
淡
海
三
船
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
ど
う
か
と
い
う
点
に
存 

 
 

す
る
で
あ
ろ
う
。
４
５ 



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第二章 

 

 

56 

 

 
蔵
中
は
、
三
船
の
消
息
が
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
風
信
帖
』
と
形
式
上
相
似
し
て
お
り
、
さ

ら
に
先
行
研
究
の
古
文
書
研
究
の
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、
三
船
の
消
息
は
奈
良
末
期
と
見
て
間
違
い
な

い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
の
後
半
の
解
説
に
目
を
向
け
る
と
、「
あ
ま
り
も
理
路
整
然
と
し
た
内

容
と
簡
潔
な
文
体
、
そ
し
て
い
か
に
も
一
通
の
書
状
と
し
て
の
首
尾
一
貫
し
た
体
裁
と
形
式
等
は
、
か
え

っ
て
奈
良
朝
末
期
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
感
さ
え
抱
き
た
く
な
る
。
」
と
、
不
審

な
点
が
あ
る
こ
と
も
認
め
て
は
い
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
「
私
は
や
は
り
こ
れ
は
正
真
正
銘
淡
海
三
船

の
手
に
な
る
書
状
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
」
４
６

と
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
蔵
中
説
の
緻
密
で
実
証
的
な
研
究
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
も
、
空
海
の
『
風
信
帖
』
と
の
相
似
点
、

特
に
末
尾
と
深
い
関
連
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
深
く
検
討
を
要
し
て
い
な
い
点
を
問
題

と
考
え
、
再
検
討
の
必
要
性
を
感
じ
る
。
そ
こ
で
、
空
海
の
『
風
信
帖
』
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
に
し

た
い
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

風
信
雲
書
。
自
天
翔
臨
。
披
之
閲
之
、
如
掲
雲
霧
。
兼
恵
止
観
妙
門
、
頂
戴
供
養
、
不
知
攸
厝
。
已 

 
 

冷
。
伏
惟
法
体
何
如
。
空
海
推
常
、
擬
隨
命
、
躋
攀
彼
嶺
。
限
以
少
願
、
不
能
東
西
。
今
思
与
我
金 

 
 

蘭
及
室
山
、
集
会
一
処
、
量
商
仏
法
大
事
因
縁
、
共
建
法
幢
、
報
仏
恩
徳
。
望
不
憚
煩
労
、
蹔
降
赴 

 
 

此
院
。
此
所
々
望
々
。
忩
々
不
具
、
釈
空
海
状
上
。 

 
 

 
 

 

九
月
十
一
日 

 
 

東
嶺
金
蘭
法
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

謹
空
４
７ 

  

引
用
文
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
空
海
が
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
九
月
十
一
日
に
最
澄
宛
に
送

っ
た
書
簡
で
あ
り
、
空
海
が
最
澄
に
対
し
て
、『
摩
訶
止
観
』
閲
覧
の
お
礼
を
し
な
が
ら
、
比
叡
山
に
は
行

け
な
い
旨
を
告
げ
た
あ
と
、
最
澄
と
堅
慧
と
私
（
空
海
）
の
三
人
で
仏
教
の
根
本
問
題
を
語
り
合
い
仏
教

活
動
を
盛
ん
に
し
て
仏
恩
に
報
い
た
く
、
ど
う
か
労
を
い
と
わ
ず
、
こ
の
院
（
乙
訓
寺
の
こ
と
か
）
ま
で

降
り
て
来
て
ほ
し
い
と
、
お
願
い
を
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
蔵
中
が
「
空
海
の
「
風
信
帖
」
の
末
尾
は
本
状
末
尾
の
形
式
と
相
似
し
て
い
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
箇
所
を
、
再
度
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、「
釈
空
海
状
上
。
九
月
十
一
日 

東
嶺
金
蘭
法

前
」
と
い
う
箇
所
と
、
三
船
消
息
の
「
真
人
三
船
白
。
宝
亀
十
年
閏
五
月
二
十
四
日
状
戒
明
闍
梨
座
下
」

で
あ
る
。
見
比
べ
る
と
確
か
に
形
式
が
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
宛
先
の
人
物
に
対
す
る
敬
称
に
つ
い
て

言
え
ば
合
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
点
で
言
う
と
、
空
海
の
『
風
信
帖
』
で
は
な
く
、
氏
も

関
連
性
を
推
考
し
て
い
た
、
最
澄
の
『
久
隔
帖
』
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
結
論
を

先
取
り
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
敬
称
や
そ
の
他
の
点
で
極
め
て
類
似
し
て
い
る
点
を
確
認
で
き
る
。

以
下
に
『
久
隔
帖
』
の
全
文
を
挙
げ
比
較
を
試
み
た
い
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

久
隔
清
音
、
馳
恋
無
極
。
伝
承
安
和
、
且
慰
下
情
。
大
阿
闍
梨
所
示
五
八
詩
序
中
、
有
一
百
廿
礼
仏 

 
 

并
方
円
圖
并
註
義
等
名
。
今
奉
和
詩
、
未
知
其
礼
仏
図
者
。
伏
乞
令
聞
阿
闍
梨
。
其
所
撰
図
義
並
其 

 
 

大
意
等
告
施
。
其
和
詩
者
怱
難
作
、
著
筆
之
文
難
改
後
代
。
惟
示
其
委
曲
、
必
造
和
詩
、
奉
上
座
下
。 

 
 

謹
附
貞
聡
仏
子
。
奉
状
。
和
南
。 

 
 

 
 

 

弘
仁
四
年
十
一
月
廿
五
日
小
法
弟
最
澄
状
上 

 
 

高
雄
範
闍
梨
法
前
４
８ 
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『
久
隔
帖
』
と
は
、
最
澄
が
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
十
一
月
二
五
日
付
で
書
い
た
書
簡
で
あ
り
、「
久

隔
清
音
」
の
句
で
始
ま
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
宛
名
に
注
目
す
る
と
、
そ
こ
に
は
「
高
雄
範
闍
梨
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
高
雄
山
寺
（
空
海
の
も
と
に
）
に
派
遣
し
た
最
澄
の
弟
子
で
あ
る
泰
範
（
七
七
八
～
？
）

の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
文
中
に
あ
る
「
大
阿
闍
梨
所
示
五
八
詩
序
中
」
と
い
う
一
文
に
は
、
最
澄
が

空
海
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
空
海
が
四
十
歳
を
迎
え
た
最
澄
に
「
五
八
詩
（
五
八
は
四

十
を
意
味
す
る
）
」
、
す
な
わ
ち
「
中
寿
感
興
詩
」
を
贈
り
、
最
澄
は
そ
の
返
礼
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
あ
る
「
大
阿
闍
梨
」
と
は
空
海
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
４
９

。 

 

大
阿
闍
梨
（
空
海
）
の
示
さ
れ
た
五
八
の
詩
の
序
に
は
、『
一
百
二
十
礼
仏
』
、『
方
円
図
』
、『
註
義
』
等

と
い
う
書
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
私
（
最
澄
）
も
そ
の
詩
の
韻
に
和
し
て
返
礼
の
詩
を
作
っ
て
差
し
上
げ

た
い
の
だ
が
、
い
ま
だ
に
『
礼
仏
図
』
な
る
も
の
を
知
ら
な
い
。
ど
う
か
こ
の
旨
を
大
阿
闍
梨
（
空
海
）

に
伝
え
て
も
ら
い
、『
方
円
図
』・『
註
義
』
と
そ
の
大
意
と
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
、
必
ず
詩
を
造
り

阿
闍
梨
（
空
海
）
に
奉
り
た
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
最
澄
の
書
簡
と
三
船
の
消
息
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
「
高
雄
範
闍
梨
法
前
」
と

「
戒
明
闍
梨
座
下
」
の
表
記
が
文
末
の
表
現
で
あ
る
点
、
そ
し
て
相
手
へ
の
敬
称
と
し
て
「
（
阿
）
闍
梨
」

と
い
う
識
職
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
酷
似
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
最
澄
の
『
久

隔
帖
』
で
は
先
述
の
よ
う
に
「
大
阿
闍
梨
」
、
そ
の
他
に
も
「
阿
闍
梨
」
の
語
が
確
認
で
き
、
末
尾
に
は
「
小

法
弟
最
澄
状
上 

高
雄
範
闍
梨
」
と
ま
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
最
澄
は
泰
範
を
天
台
宗
の
立
場
で

は
な
く
密
教
（
真
言
宗
）
の
相
承
者
の
立
場
と
し
て
敬
意
を
は
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
泰

範
を
真
言
密
教
上
で
の
兄
弟
子
で
あ
る
と
認
め
た
上
で
、
「
（
阿
）
闍
梨
」
と
い
う
敬
称
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
空
海
の
『
風
信
帖
』
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
最
澄
の
文
面
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
空
海
は
「
阿
闍
梨
」
ま
た
は
「
闍
梨
」
と
い
う
敬
称
を
最
澄
に
は
用
い
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る

（
こ
の
時
期
は
ま
だ
最
澄
に
潅
頂
を
授
け
て
い
な
い
５
０

）
。 

 

補
足
の
た
め
空
海
が
阿
闍
梨
と
敬
称
と
す
る
人
物
や
傾
向
を
、
彼
が
密
教
の
付
法
を
記
し
た
『
秘
密
曼

荼
羅
教
付
法
伝
』
か
ら
調
べ
る
と
、「
第
一
因
起
応
通
分
と
は
亦
た
分
け
て
三
と
な
す
。
一
に
は
叙
意
。
二

に
は
付
法
阿
闍
梨
の
名
号
を
列
ね
て
及
び
以
て
徳
を
表
す
。
」
５
１

と
述
べ
て
い
る
箇
所
の
続
き
に
、
空
海

の
阿
闍
梨
に
対
す
る
認
識
、
お
よ
び
阿
闍
梨
を
用
い
た
人
物
が
確
認
で
き
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

第
二
列
付
法
阿
闍
梨
名
号
及
表
徳
者
。
彼
伝
法
阿
闍
梨
名
号
云
何
。
第
一
伝
法
阿
闍
梨
号
曰
摩
訶
毗 

 
 

盧
遮
那
娑
多
他
掲
多
。
第
二
付
法
祖
名
曰
金
剛
薩
埵
阿
闍
梨
耶
。
第
三
祖
名
曰
竜
猛
菩
薩
阿
闍
梨
耶
。 

 
 

第
四
祖
名
曰
竜
智
菩
薩
阿
闍
梨
耶
。
第
五
祖
名
曰
金
剛
智
阿
闍
梨
耶
。
第
六
祖
不
空
金
剛
阿
闍
梨
耶
。 

 
 

第
七
青
竜
寺
恵
果
阿
闍
梨
耶
。
５
２ 

  

空
海
は
密
教
付
法
阿
闍
梨
に
は
七
人
い
る
と
明
か
し
、
真
言
密
教
に
お
け
る
伝
統
的
な
相
承
者
の
名
号

に
つ
い
て
「
付
法
阿
闍
梨
」
や
「
伝
法
阿
闍
梨
」
や
「
阿
闍
梨
耶
」
と
い
っ
た
表
記
の
敬
称
を
用
い
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
空
海
は
阿
闍
梨
と
表
記
す
る
場
合
、
密
教
相
承
者
に
対
し
て
使
用
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
空
海
が
最
澄
に
対
し
て
「
阿
闍
梨
」
と
い
う
敬
称
を
使
用
し
て
い
な
い

の
は
、
密
教
の
受
法
者
、
相
承
者
で
は
な
い
と
す
る
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
の
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

こ
の
こ
と
は
、
空
海
以
前
の
「
阿
闍
梨
」
の
敬
称
使
用
に
つ
い
て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
５
３

。
そ
の
点
に
注
目
し
、
再
度
、
『
久
隔
帖
』
を
見
る
と
「
奉
上
座
下
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
戒

明
宛
の
書
状
に
あ
る
「
（
阿
）
闍
梨
座
下
」
の
表
記
や
用
例
と
接
点
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
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三
船
の
著
作
の
な
か
で
、「
闍
梨
座
下
」
と
い
っ
た
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
と
、
三
船
の

書
状
（
戒
明
宛
の
書
状
）
以
外
に
「
闍
梨
座
下
」
と
敬
称
が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
管
見
の
限
り
確
認

で
き
な
か
っ
た
５
４

。
わ
ず
か
に
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
付
載
の
序
に
お
い
て
、
「
法
進
闍
梨
」
と
い
う
表

記
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

爰
有
鑑
真
和
上
。
張
網
而
会
臨
。
法
進
闍
梨
照
知
炬
而
戻
止
、
像
化
多
士
於
斯
為
盛
、
玄
風
不
墜
寔 

 
 

頼
玆
焉
、
弟
子
浪
跡
囂
塵
、
馳
心
真
際
、
奉
三
帰
之
有
地
、
欣
一
覚
之
非
遥
。
５
５ 

  

一
見
す
る
と
「
法
進
闍
梨
」
と
「
戒
明
闍
梨
」
が
表
記
上
類
似
し
て
い
る
と
見
做
せ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
文
脈
か
ら
察
す
る
に
「
闍
梨
」
の
表
記
法
や
意
味
は
受
戒
作
法
に
お
け
る
指
導
者
と
い
う
意
味
で
使

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
識
職
と
し
て
の
表
記
と
は
異
な
る
も
の
は
容
易
に
想
像
が
つ

く
。
こ
れ
に
関
し
て
も
、
蔵
中
の
指
摘
が
あ
る
の
で
参
考
の
た
め
紹
介
し
た
い
。 

  
 

鑑
真
大
和
上
、
法
進
な
ど
の
来
朝
に
よ
っ
て
、
戒
律
伝
授
が
正
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と 

 
 

を
よ
ろ
こ
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
、
『
東
征
伝
』
『
延
暦
僧
録
』
な
ど
に
よ
る
と
、
同
年
四
月 

 
 

に
戒
壇
を
立
て
て
、
太
上
天
皇
、
皇
太
后
、
天
皇
、
皇
太
子
を
は
じ
め
、
諸
僧
た
ち
が
登
壇
受
戒
し 

 
 

た
こ
と
が
見
え
、
こ
れ
が
一
応
終
っ
て
、
来
日
最
大
の
目
的
が
一
段
落
し
て
か
ら
後
の
こ
と
と
推
測 

 
 

さ
れ
る
。
５
６ 

  

蔵
中
は
、
鑑
真
と
一
緒
に
来
朝
し
た
法
進
に
つ
い
て
戒
律
伝
授
（
受
戒
）
作
法
上
の
師
と
し
て
理
解
し

て
い
る
５
７

。
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
い
。
で
は
、
こ
の
法
進
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
彼
の
職

位
を
記
録
し
た
詩
を
見
る
と
、
「
伝
灯
賢
大
法
師
大
僧
都
沙
門
釈
法
進
」
と
あ
る
５
８

。
す
な
わ
ち
職
位
と

し
て
の
阿
闍
梨
で
は
な
い
た
め
、
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
の
「
闍
梨
」
と
戒
明
宛
の
書
状
の
「
闍
梨
座
下
」

と
は
同
例
と
は
見
做
せ
な
い
の
は
確
実
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
を
整
理
す
る
と
、
三
船
の
論
難
に
あ
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
い
う
表
記
は
、
戒
明
そ
の
人

へ
の
尊
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
三
船
の
論
難
に
見
え
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
、
最
澄
の
『
久
隔

帖
』
の
宛
名
に
示
さ
れ
る
「
高
雄
範
闍
梨
法
前
」
の
用
例
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表

記
を
す
る
条
件
と
し
て
重
要
に
な
る
の
が
、
密
教
の
潅
頂
を
受
法
し
た
人
物
の
み
に
適
応
さ
れ
る
、
と
い

う
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
表
記
は
戒
明
を
密
教
の
受
法
者
と
見
做
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
記
録
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
了
承
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
三
船
の
論
難
に
登
場
す
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
す
る
表
記
そ
の
も
の
が
三
船
の
時
代
に
お

い
て
、
い
ま
だ
密
教
が
正
式
に
伝
来
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
表
記
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

自
体
が
用
例
か
ら
し
て
有
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
問
題
を
残
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
文
章
表
現
の
末
尾
の
敬
称
に
「
阿
闍
梨
」
と
表
記
す
る
の
は
最
澄
や
空
海
の
時
代
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

確
認
で
き
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
の
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 

 

で
は
、「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
す
る
戒
明
は
ど
の
よ
う
に
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ

い
て
関
連
す
る
資
料
か
ら
検
討
を
加
え
管
見
を
述
べ
た
い
。 
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第
五
節 

大
安
寺
と
薬
師
寺
の
二
人
の
戒
明 

  

「
戒
明
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
大
安
寺
と
薬
師
寺
に
同
名
異
人
が
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
５
９

。
ま
ず
、
大
安
寺
の
戒
明
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
『
釈
論
』
を
請
来
し
た
人
物
で
あ
る
。
薬

師
寺
の
戒
明
に
つ
い
て
は
、
大
安
寺
と
は
異
な
る
戒
明
が
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
れ
が
『
薬
師
寺
唐

院
記
』
に
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
傍
注
は<

 
>

、
関
連
箇
所
に
傍
線
を

付
す
）
。 

  
 

薬
師
寺
大
唐
院
。
是
遣
唐
法
相
請
益
使
大
和
上
戒
明
闍
梨
創
作
也
。
額
云
大
唐
院
。
和
上
即
阿
波
国 

 
 

之
土
産
。
阿
智
之
胤
流
。
承
仕
請
能
大
徳
伝
灯
写
瓶
。
依
学
忠
継
律
立
師
〈
立
師
恐
師
立
〉
身
掲
名
。 

 
 

当
於
仁
明
天
皇
仁
明
天
皇
代
。
簡
遣
唐
之
使
鐘
闍
梨
運
。
廼
従
黄
紙
之
詔
。
６
０ 

  

薬
師
寺
の
戒
明
は
、
当
寺
の
大
唐
院
を
創
建
し
た
（
阿
）
闍
梨
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
仁
明
天

皇 
(

第
五
四
代
天
皇(

八
一
〇
～
八
五
〇)

（
在
位
八
三
三
～
八
五
〇)

の
時
代
に
い
た
人
物
と
さ
れ
る
。
法

相
宗
の
請
益
僧
と
し
て
入
唐
し
、
潅
頂
を
受
法
し
た
と
見
做
し
得
る
記
述
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
記
事
か

ら
も
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
か
ら
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
入
唐
し
た
大
安
寺
戒
明
と
は
年
代
的
に
も
異

な
る
た
め
別
人
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
円
仁
が
筆
録
し
た
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
も
薬

師
寺
の
戒
明
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
注
は
〈 
〉
、
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

大
使
等
以
今
月
十
二
日
。
到
楚
州
住
。
縁
上
都
不
得
売
買
。（
中
略
）
為
買
雑
物
来
。
又
聞
大
使
以
下 

 
 

総
臥
病
。
辛
苦
無
極
。
病
後
漸
可
。
第
二
舶
判
官
藤
原
豊
並
。
路
間
臥
病
。
不
任
辛
苦
。
死
去
。
自 

 
 

外
緒
人
。
竝
皆
平
善
。
真
言
請
益
円
行
法
師
。
入
青
竜
寺
。
但
得
廿
日
雇
廿
書
手
。
写
文
疏
等
。
法 

 
 

相
請
益
法
師
。
〈
戒
明
〉
不
得
入
京
。
更
令
弟
僧
義
澄
。
著
冠
成
判
官
傔
従
。
６
１ 

  

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
法
相
の
請
益
僧
と
し
て
戒
明
が
入
唐
し
て
い
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た

『
薬
師
寺
唐
院
記
』
の
記
事
と
も
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
薬
師
寺
の
戒
明
は
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）

（
入
唐
・
承
和
五
（
八
三
八
）
～
十
四
（
八
四
七
）
）
と
同
時
期
に
入
唐
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

ま
で
の
情
報
を
集
約
さ
せ
る
と
、
薬
師
寺
の
戒
明
と
は
、
円
仁
と
と
も
に
法
相
宗
の
請
益
法
師
と
し
て
入

唐
し
て
、
帰
朝
後
「
戒
明
（
阿
）
闍
梨
」
と
し
て
薬
師
寺
の
大
唐
院
を
創
建
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
前
述
し
た
『
誰
識
同
学
鈔
』
の
「
天
応
年
中
薬
師
寺
の
戒
明
和
尚
が
帰
朝
の
際
に
将
来
し
た
」
６
２

と

い
う
記
述
は
、
大
安
寺
と
薬
師
寺
の
戒
明
を
と
り
ち
が
え
た
典
型
的
な
古
い
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。 

 

で
は
次
に
、
大
安
寺
と
薬
師
寺
の
戒
明
が
ど
の
よ
う
に
混
同
さ
れ
た
の
か
を
考
え
た
い
。
そ
れ
に
関
連

す
る
記
事
が
『
大
安
寺
唐
院
記
』（
平
安
時
末
期
の
撰
述
）
６
３

の
な
か
に
確
認
で
き
る
の
で
見
て
い
く
（
関

連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

一
同
寺
大
唐
院
。
是
唐
法
相
請
益
。
使
大
和
尚
上
戒
明
闍
梨
所
創
作
也
。
額
云
大
唐
院
。
６
４ 

  

『
大
安
寺
唐
院
記
』
に
は
法
相
宗
の
「
戒
明
闍
梨
」
が
大
安
寺
の
塔
頭
と
し
て
「
大
唐
院
」
を
建
立
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
再
度
、『
薬
師
寺
唐
院
記
』
に
も
類
似
す
る
記
事
が
あ
る
の
で
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あ
げ
て
比
較
を
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
関
係
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

薬
師
寺
大
唐
院
。
是
遣
唐
法
相
請
益
。
使
大
和
上
戒
明
闍
梨
創
作
也
。
額
云
太
唐
院
。
６
５ 

  

『
薬
師
寺
唐
院
記
』
に
も
法
相
宗
の
「
戒
明
闍
梨
」
が
「
大
唐
院
」
を
建
立
し
た
と
あ
り
、『
大
安
寺
唐

院
記
』
と
ほ
ぼ
全
同
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
大
安
寺
唐
院
記
』
の
撰
述
時
期
が
平
安
時

代
末
期
の
作
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
原
本
に
あ
た
る
『
薬
師
寺
唐
院
記
』
の
成
立
は
前
者
よ

り
も
先
行
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
薬
師
寺
の
戒
明
の
記
録
し
た
記
事
が
大
安
寺
の
戒
明
の
記
録
と
し

て
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
後
代
で
は
混
同
さ
れ
た
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
加
え

て
、
薬
師
寺
の
戒
明
に
つ
い
て
「
戒
明
闍
梨
」
と
す
る
点
に
も
注
目
す
る
と
、
三
船
の
論
難
に
登
場
す
る

「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
す
る
表
記
と
も
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で

知
り
得
た
点
を
以
下
の
六
点
に
ま
と
め
て
指
摘
し
た
い
。 

  

➀
戒
明
の
事
績
を
記
録
す
る
『
本
朝
高
僧
伝
』
や
『
延
暦
僧
録
』
に
は
『
釈
論
』
請
来
に
関
す
る
記
事 

 
 

が
確
認
で
き
な
い
。 

 

➁
最
澄
の
『
守
護
国
界
章
』
の
論
難
、
済
暹
の
『
釈
摩
訶
衍
論
決
疑
破
難
会
釈
抄
』
の
説
、
安
然
の
『
悉 

 
 

曇
蔵
』
の
説
等
に
は
、
戒
明
が
天
応
年
中
に
請
来
し
、『
釈
論
』
を
最
初
に
偽
撰
と
判
定
し
た
人
物
を 

 
 

尾
張
大
僧
都
（
賢
璟
）
と
述
べ
て
お
り
、
三
船
に
次
ぐ
最
古
の
最
澄
の
論
難
で
は
三
船
に
言
及
し
て 

 
 

い
な
い
。 

 

➂
大
安
寺
の
戒
明
の
経
歴
か
ら
も
阿
闍
梨
で
あ
る
と
す
る
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。
戒
明
宛
の
書
状
に 

 
 

あ
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
い
う
表
記
や
用
例
は
空
海
や
最
澄
の
時
代
の
用
例
と
共
通
点
が
多
い
。 

 

➃
三
船
の
そ
の
他
の
著
作
を
確
認
し
て
も
、
戒
明
宛
の
書
状
の
よ
う
に
「
戒
明
闍
梨
」
と
い
っ
た
職
位 

 
 

と
し
て
阿
闍
梨
と
表
記
す
る
用
例
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。 

 

➄
戒
明
（
阿
）
闍
梨
に
関
す
る
記
事
の
所
在
を
調
べ
る
と
、『
薬
師
寺
唐
院
記
』
や
円
仁
の
『
入
唐
求
法 

 
 

巡
礼
行
記
』
の
記
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
安
寺
の
戒
明
と
は
別
人
の
薬
師
寺
の
戒
明
が
大
安
寺
の
記 

 
 

録
と
し
て
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。 

 

➅
薬
師
寺
の
戒
明
は
「
戒
明
闍
梨
」
と
あ
り
、
三
船
の
論
難
の
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
一
致
し
た
表
記 

 
 

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
偶
然
の
一
致
と
は
思
え
な
い
。
こ
れ
に
は
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』 

 
 

や
『
薬
師
寺
唐
院
記
』
の
説
と
の
何
か
し
ら
の
関
連
を
疑
わ
せ
る
。 

  

以
上
の
結
果
か
ら
、
三
船
の
論
難
に
あ
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
い
う
表
記
に
は
、
最
澄
や
空
海
以
後

の
密
教
の
伝
来
を
俟
た
な
け
れ
ば
、
知
り
得
な
い
情
報
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
奈
良
時
代
の
文
章
表
現

と
い
う
よ
り
、
平
安
時
代
の
書
式
に
極
め
て
近
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
三
船
の
論
難
に
登

場
す
る
「
戒
明
闍
梨
」
は
後
代
の
円
仁
の
時
代
に
登
場
し
た
薬
師
寺
の
戒
明
の
説
を
取
り
込
ん
で
い
る
可

能
性
を
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

で
は
、
誰
が
何
の
目
的
で
三
船
の
論
難
を
作
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
偽
撰
説
が
古
く
か
ら
存
在
し
唱

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
、
三
船
に
仮
託
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
真
言
は

真
撰
の
立
場
で
あ
る
の
で
、
真
言
以
外
の
宗
団
に
い
た
人
物
と
予
想
す
る
が
そ
れ
以
上
は
情
報
が
そ
ろ
わ

な
い
た
め
指
摘
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
節

で
は
、
偽
撰
論
者
に
対
す
る
古
来
の
反
論
を
概
観
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
新
羅
僧
珍
聡
口
説
月
忠
説
の
根
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拠
を
調
べ
、
最
終
的
に
は
『
釈
論
』
の
偽
撰
説
が
出
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
。 

   
 

第
六
節 
偽
撰
説
論
者
に
対
す
る
古
来
の
反
論
概
観 

  

ま
ず
、
偽
撰
説
論
者
の
主
張
の
根
拠
を
、
反
論
し
て
い
る
側
の
見
解
を
踏
ま
え
な
が
ら
捉
え
て
み
た
い
。

三
船
の
論
難
と
す
る
の
は
慎
重
を
期
し
た
い
が
、『
釈
論
』
を
偽
撰
で
あ
る
と
説
く
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、

三
船
の
論
難
と
い
う
想
定
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。
淡
海
三
船
に
対
す
る
反
駁
に
つ
い
て
、『
宝
冊
鈔
』
で
は

以
下
の
よ
う
に
明
か
し
て
い
る
。 

  

⑴
の
序
文
に
あ
る
「
天
迴
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
」
に
つ
い
て
、「
迴
天
鳳
威
」
と
は
皇
帝
の
称
号
で
は
な
く
、 

 
 

皇
帝
の
徳
を
讃
歎
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
「
鳳
威
」
と
は
皇
帝
陛
下
の
徳
を
鳳
凰
の
如
く 

 
 

の
意
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
船
の
見
解
で
あ
る
称
号
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
６
６

。 

 

⑵
の
「
姚
興
皇
帝
」
の
姓
名
表
記
に
つ
い
て
、『
勘
伝
記
』
を
見
れ
ば
、
た
し
か
に
「
姚
興
」
を
皇
帝
の 

 
 

名
と
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
表
記
が
大
半
を
占
め
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
事 

例
も
あ
る
。
そ
の
一
例
を
示
せ
ば
、
『
梵
網
経
』
の
「
序
」
や
『
貞
元
録
』
・
『
慈
恩
伝
』
等
の
、
「
姚 

興
」
と
い
う
皇
帝
の
時
代
に
撰
述
・
翻
訳
さ
れ
た
も
の
が
作
例
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
な
ぜ
疑
義 

を
挟
む
の
か
６
７

。 

 

⑶
『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
と
の
撰
述
年
代
に
お
け
る
不
自
然
な
点
に
つ
い
て
は
、『
釈
論
』
が
弘
始
三 

年
（
四
〇
一
）
に
翻
訳
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
請
来
時
期
は
『
起
信
論
』
と
同
じ
で
あ
る
。
真
諦 

が
承
聖
三
年
（
五
五
四
）
に
翻
訳
し
た
『
起
信
論
』
は
、
実
は
真
諦
が
『
釈
論
』
の
『
起
信
論
』
本 

文
の
該
当
箇
所
を
抜
粋
し
、
こ
れ
に
若
干
の
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
船
の
疑
難 

は
あ
て
は
ま
ら
な
い
６
８

。 

 

⑷
『
釈
論
』
は
「
文
鄙
義
昏
」
で
到
底
竜
樹
作
と
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
例
え
て
い
え
ば
、 

 
 

同
じ
真
諦
訳
の
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
は
『
起
信
論
』
と
文
体
が
異
な
る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、 

 
 

『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
は
文
が
相
違
す
る
の
は
極
自
然
で
は
な
い
の
か
。
さ
ら
に
「
文
鄙
義
昏
」 

 
 

と
判
ず
る
な
ら
ば
、
あ
の
空
海
が
、『
釈
論
』
内
部
の
隅
々
ま
で
極
め
、
教
理
の
根
幹
を
開
顕
し
尽
く 

 
 

し
た
結
果
、
竜
樹
の
真
撰
と
し
用
い
て
い
る
こ
と
は
議
論
の
余
地
が
無
い
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ 

 
 

て
三
船
の
浅
学
さ
が
原
因
で
あ
る
６
９

。 

  

以
上
が
、
三
船
の
論
難
に
対
す
る
真
撰
説
支
持
者
の
反
駁
と
釈
明
で
あ
る
。
明
ら
か
に
反
論
し
て
い
る

方
が
半
ば
強
引
と
も
と
れ
る
理
解
を
示
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
。
で
は
、
最
澄
の
論
難
に
つ
い
て
は

ど
う
で
あ
る
か
見
て
い
く
。 

  

➀
『
釈
論
』
の
翻
訳
に
関
す
る
記
載
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
最
澄
は 

 
 

皇
帝
が
中
天
竺
に
『
釈
論
』
の
梵
本
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
翻
訳
を
行
う
と
す
る
一
連
の
翻
訳
経
緯 

が
記
さ
れ
た
序
文
を
見
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
序
文
が
無
い
『
釈
論
』
を
借
覧
し
て
、
論
難
を
投 

げ
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
７
０

。 

 

➁
隋
唐
代
目
録
に
お
い
て
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、『
釈
論
』
が
な
ぜ
隋
唐
代
の
目
録
に 

 
 

記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
か
は
何
も
『
釈
論
』
だ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
『
翻
訳
名
義
集
序
』
に
記
載 
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の
無
い
の
は
、
ま
さ
に
翻
訳
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
目
録
に
漏
れ
て
い
る
の
も
少 

 
 

な
く
な
い
。
そ
の
例
と
し
て
『
金
光
明
経
』
や
『
金
剛
頂
瑜
祇
経
』
・
『
華
厳
経
心
陀
羅
尼
』
・
『
仏
心 

 
 

経
』
等
々
が
あ
げ
ら
れ
、
目
録
に
載
っ
て
い
な
い
た
め
に
偽
撰
と
判
ず
る
の
は
結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
る 

 
 

７
１

。 

 

➂
『
釈
論
』
が
梵
字
に
似
て
も
似
つ
か
わ
な
い
字
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
釈
論
』
第
八 

 
 

巻
の
「
溢
字
輪
」
と
は
『
聖
法
記
』
に
説
か
れ
て
い
る
と
お
り
、『
金
剛
大
輪
無
碍
虚
空
総
明
陀
羅
尼 

経
』
に
出
て
お
り
、
ま
た
第
九
巻
の
判
読
不
明
な
十
二
字
も
同
様
に
出
て
く
る
。
こ
の
文
字
は
梵
字 

の
よ
う
な
の
だ
が
外
道
の
神
呪
、
呪
文
で
あ
る
と
す
る
７
２

。
円
仁
請
来
の
『
吽
迦
陀
野
天
儀
軌
』
や 

『
仏
部
母
真
言
』・『
蓮
花
部
母
真
言
』・『
金
剛
部
母
真
言
』
等
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、『
釈
論
』
が
偽 

撰
で
あ
る
と
判
定
す
る
の
は
最
澄
の
「
短
才
」
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
７
３

。 

 

➃
『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
の
教
理
内
容
が
一
致
し
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
と
の
教
理
学 

的
に
整
合
性
が
合
わ
な
い
の
は
、『
釈
論
』
が
「
三
十
三
法
門
」
と
い
う
特
有
の
思
想
を
説
く
こ
と
等 

を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
『
起
信
論
』
の
内
容
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、 

同
論
の
真
意
を
汲
ん
だ
理
解
な
く
し
て
は
こ
の
よ
う
な
法
門
を
説
き
得
な
い
。
最
澄
が
指
摘
す
る
よ 

う
な
見
解
は
的
を
射
て
い
な
い
７
４

。 

➄
『
起
信
論
』
が
梁
時
代
に
真
諦
三
蔵
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
に
、
『
釈
論
』
は
秦
時
代
に
筏
提 

 

摩
多
三
蔵
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
は
時
代
の
差
異
が
あ
り
不
自
然
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、 

 
 

翻
訳
さ
れ
た
漢
訳
『
釈
論
』
を
真
諦
が
依
用
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
問
題
に
は
な
ら
な
い
７
５

。 

 

➅
秦
時
代
以
降
の
目
録
に
お
い
て
諸
師
が
『
釈
論
』
を
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
吉
蔵
（
五 

四
九
～
六
二
三
）
の
『
法
華
義
疏
』
や
『
瓔
珞
経
』
に
は
竜
樹
の
説
で
あ
る
初
地
不
退
の
説
を
引
い 

て
述
べ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
、
こ
れ
は
『
釈
論
』
第
七
巻
所
説
の
内
容
か
ら
の
も
の
で
あ
る
７
６

。 

定
賢
（
一
〇
二
四
～
一
一
〇
〇
）
の
『
七
祖
図
』
や
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
円
覚
経
略
疏
』 

等
に
『
釈
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
最
澄
の
指
摘
は
間
違
い
で
あ 

る
７
７

。 

 

➆
戒
明
の
請
来
に
よ
り
『
釈
論
』
は
竜
樹
造
と
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
る
説
で
は
「
尾
張
大
僧
都
伝
」
に 

 
 

お
い
て
違
う
説
が
打
ち
立
て
ら
れ
偽
撰
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
尾
張
大
僧
都
」
と
は
一 

体
誰
か
。「
僧
綱
補
任
」
に
よ
れ
ば
法
相
宗
の
賢
璟
が
尾
張
の
出
身
で
あ
り
宝
亀
五
年
二
月
二
四
日
に 

律
師
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
延
暦
三
年
に
は
大
僧
都
と
な
り
、
同
十
二 

年
入
寂
し
て
い
る
。
こ
の
賢
璟
な
る
人
物
が
「
尾
張
大
僧
都
」
な
の
で
は
な
い
か
７
８

。 

  

以
上
が
最
澄
に
対
す
る
真
撰
説
支
持
者
の
見
解
で
あ
る
。
偽
撰
説
支
持
者
に
対
し
て
色
々
思
慮
を
め
ぐ

ら
し
た
反
論
が
図
ら
れ
て
い
る
。
三
船
に
対
す
る
反
論
と
同
様
に
そ
の
一
一
が
や
や
強
引
に
解
決
策
を
提

示
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
偽
撰
論
者
の
説
は
、
か
な
り
的
を
射
た
説
と
評
価

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

一
連
の
反
駁
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
真
言
に
属
す
る
人
物
の
立
場
か
ら
反
論
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
最
澄
（
台
密
）
対
真
言
（
東
密
）
を
対
比
す
る
構
図
の
上
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
真
偽
説
の
中
心
は
、
真
言
宗
内
部
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
傾
向

は
空
海
の
『
釈
論
』
を
引
用
す
る
姿
勢
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、

次
節
で
は
、
古
く
よ
り
『
釈
論
』
の
作
者
に
つ
い
て
別
人
物
の
説
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
い
。 
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第
七
節 

「
新
羅
僧
珍
聡
口
説
月
忠
説
」
を
主
張
し
た
人
物
は
誰
か 

  

本
節
で
は
、『
釈
論
』
作
者
に
対
す
る
異
論
が
出
さ
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
異
論
が
一
体
ど
こ

か
ら
発
信
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
人
物
が
主
張
し
始
め
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
の
異
論
を
い
ち
早
く
紹
介
し
た
の
は
天
台
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
円
仁
（
入
唐
・
承
和
五
（
八

三
八
）
～
十
四
（
八
四
七
）
）
の
情
報
と
し
て
、
彼
の
弟
子
で
あ
る
安
然
が
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総

録
』
７
９

に
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 

八
家
総
録
上
云
。
釈
摩
訶
衍
論
十
巻
（
竜
樹
、
戒
明
初
来
之
日
道
俗
判
為
偽
論
、
次
徳
溢
師
引
用
、 

叡
山
本
師
、
破
為
偽
論
、
仁
和
上
、
問
南
大
寺
新
羅
僧
珍
聡
云
、
新
羅
中
朝
山
月
忠
妄
造
、
後
海
和 

上
、
奏
入
真
言
三
蔵
流
行
天
下
、
次
福
貴
山
道
詮
和
上
、
箴
誨
破
古
偽
論
、
立
為
真
論
）
釈
摩
訶
衍 

論
疏
三
巻
（
法
敏
曉
奏
為
真
論
）

 

８
０ 

  

円
仁
が
南
大
寺
新
羅
僧
珍
聡
に
問
い
、「
新
羅
中
朝
山
月
忠
妄
造
」
と
い
う
返
答
を
得
た
と
す
る
。
さ
ら

に
安
然
は
偽
撰
説
支
持
者
が
最
澄
・
円
仁
で
あ
る
と
し
、
真
撰
説
支
持
者
は
徳
一
８
１

・
空
海
・
道
詮
で
あ

る
と
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
彼
の
著
作
で
あ
る
、『
真
言
宗
教
時
義
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て

い
る
。 

  
 

問
。
摩
訶
衍
論
昔
者
、
戒
明
和
上
請
来
之
時
、
有
諸
道
俗
論
定
偽
論
。
又
南
大
寺
新
羅
国
僧
珍
聡
伝 

 
 

云
。
是
論
新
羅
国
大
空
山
沙
門
月
忠
撰
也
。
８
２ 

  

こ
ち
ら
で
も
、
「
中
朝
山
」
や
「
大
空
山
」
と
山
の
名
前
が
異
な
る
け
れ
ど
も
、
同
国
の
「
沙
門
月
忠
」

の
撰
述
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
然
は
真
偽
に
対
す
る
自
ら
の
考
え
に
つ
い
て
は
明

確
で
は
な
い
。
そ
の
安
然
の
『
釈
論
』
を
取
り
扱
う
姿
勢
に
つ
い
て
、
杲
宝
の
見
解
が
あ
る
の
で
見
て
い

く
。 

  
 

私
云
。
安
和
上
或
破
或
用
。
且
依
叡
山
両
大
師
、
判
以
為
偽
論
云
云

。
伝
教
破
文
如
国
界
章
。
仁
和
上 

 
 

所
以
為
偽
論
、
依
新
羅
国
僧
珍
聡
口
説
。
即
任
彼
口
説
延
暦
寺
目
録
注
、
云
月
忠
作
。
安
公
処
処
釈 

 
 

在
此
意
矣
。
８
３ 

  

杲
宝
は
安
然
が
『
釈
論
』
を
偽
撰
と
批
判
し
な
が
ら
も
、
依
用
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

叡
山
両
大
師
（
最
澄
と
円
仁
）
が
偽
撰
で
あ
る
と
す
る
主
張
を
支
持
し
て
い
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
話
を

戻
す
が
、
他
の
天
台
祖
師
の
見
解
と
し
て
は
、
円
珍
作
と
伝
え
ら
れ
る
資
料
を
集
成
し
た
『
余
芳
編
年
雑

集
』
の
「
智
慧
輪
三
蔵
書
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
８
４

。 

  
 

摩
訶
衍
論
十
巻
、
或
云
新
羅
僧
月
智

復
云

知

撰
、
或
云
此
論
者
竜
樹
造
、
什
法
師
釈
。
秘
之
不
載
於
録
。 

 
 

或
云
摩
訶
衍
論
三
巻
、
従
中
天
来
伝
吐
蕃
。
未
審
彼
之
実
否
。
８
５ 

  

そ
こ
に
は
、
二
つ
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
こ
の
論
は
十
巻
あ
り
、
新
羅
僧
の
「
月
智
」

あ
る
い
は
、
「
月
知
」
と
い
う
人
物
が
、
『
釈
論
』
を
撰
述
し
た
と
す
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
説
で
は
竜
樹
が
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撰
述
し
、
そ
れ
を
「
什
法
師
」
つ
ま
り
羅
什
が
翻
訳
し
た
と
す
る
見
解
。
二
つ
に
は
こ
の
論
は
三
巻
あ
り
、

中
天
よ
り
、
吐
蕃
に
伝
来
し
た
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で

あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
考
察
に
入
る
前
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、『
余
芳
編
年
雑
集
』
で
は

『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
い
う
論
書
を
、
『
大
智
度
論
』
と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

断
定
は
で
き
な
い
が
『
大
智
度
論
』
の
「
釈
摩
訶
衍
品
」
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
名
前
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、『
大
智
度
論
』
は
百
巻
で
あ
る
か
ら
十

巻
か
ら
な
る
『
釈
論
』
と
間
違
う
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
ま
た
、
三
巻
本
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
が
中
天
よ
り
吐
蕃
に
請
来
さ
れ
た
と
す
る
説
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
理
解
や
説
に
基
づ
く
か
は
分
か

ら
な
い
。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
『
余
芳
編
年
雑
集
』
の
説
は
信
憑
性
が
低
い
よ
う
に
思
え
、
入
唐
し
た
程
の
人
物

で
あ
る
円
珍
の
人
物
像
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
で
は
、
新
羅
僧
の
口
説
に
つ
い
て
考

え
る
と
、
こ
こ
で
は
月
忠
で
は
な
く
、「
月
智
」
や
「
月
知
」
と
あ
る
も
の
の
新
羅
僧
で
あ
る
点
か
ら
す
る

と
、
円
仁
や
安
然
の
説
と
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
他
、
管
見
の
限
り
、
円
仁
や

円
珍
が
聞
い
た
と
す
る
新
羅
僧
珍
聡
、
そ
し
て
『
釈
論
』
作
者
と
紹
介
さ
れ
る
「
月
智
」
あ
る
い
は
「
月

知
」
、
「
月
忠
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
を
示
す
典
籍
や
僧
録
の
記
事
は
、
こ
の
記
事
以
外
に

は
見
出
せ
な
か
っ
た
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
物
の
名
前
が
本
当
に
実
在
し
て
い
た
か
は
不
明
な
点
が
多
い
。
加
え
て
、
作
者

の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
新
羅
僧
珍
聡
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
も
何
者
な
の
か
、
実
在
し
た
人
物
な
の
か

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
円
仁
や
円
珍
が
聞
い
た
と
す
る
新
羅
僧
珍
聡
の
口
説
が
、

そ
の
情
報
を
新
羅
の
地
で
聞
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な
く
、
さ
ら
に
両
者
が
入
唐
僧
で
あ
っ
た
と
し
て
も

入
唐
先
か
ら
知
り
得
た
情
報
で
あ
る
と
も
言
い
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
筆
者
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
以
下
の
二
点
に
な
る
８
６

。 

  
 

⑴
珍
聡
と
は
日
本
に
い
た
新
羅
僧
で
あ
ろ
う
。 

 
 

⑵
月
忠
・
月
智
・
月
知
と
い
う
名
前
は
、『
釈
論
』
の
注
釈
書
の
理
解
か
ら
着
想
を
得
て
作
り
出
さ
れ 

た
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
。 

  

ま
ず
、
⑴
の
珍
聡
と
い
う
僧
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
述
し
た
円
仁
の
記
事
を
紹
介
し
た
安
然
の

『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
に
は
、「
南
大
寺
新
羅
僧
珍
聡
」
と
あ
り
、
同
じ
く
彼
の
撰
述
し
た
『
真

言
宗
教
時
義
』
に
は
、「
南
大
寺
新
羅
国
僧
珍
聡
」
と
あ
る
。
し
か
し
『
悉
曇
蔵
』
に
は
「
大
安
寺
新
羅
国

僧
珍
聡
」
と
あ
っ
た
。
以
上
の
「
大
安
寺
」
と
「
南
大
寺
」
の
寺
院
名
に
着
目
す
る
。
い
ず
れ
も
珍
聡
の

名
は
共
通
し
て
い
る
の
だ
が
、「
南
大
寺
」
と
「
大
安
寺
」
と
異
な
る
寺
院
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
の

よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
大
安
寺
あ
る
い
は
南
大
寺
と
称
す
る
寺
院
を
調
べ
る
と
日
本
国
外
に
は

見
出
せ
ず
、
上
記
の
寺
院
名
を
別
称
と
し
て
い
る
寺
院
は
、
奈
良
の
南
都
七
大
寺
の
一
つ
で
あ
る
大
安
寺

し
か
な
い
と
い
う
事
実
を
指
摘
で
き
る
。
当
寺
の
寺
伝
を
参
照
す
る
と
、
南
大
寺
と
別
称
さ
れ
た
時
代
が

天
平
年
間
（
七
二
九
～
七
四
九
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
８
７

。
い
み
じ
く
も
当
寺
は
、
『
釈
論
』

を
請
来
し
た
戒
明
の
止
住
し
た
寺
院
で
も
あ
り
、
同
論
と
深
い
関
係
性
を
に
お
わ
せ
る
。 

 

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
円
仁
や
円
珍
や
安
然
の
時
代
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
大
安
寺
の
別
称
は
周

知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
つ
ま
り
、
円
仁
や
円
珍
の
説
と
す
る
作
者
に
対
す
る
異
説

は
日
本
国
内
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
見
方
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
円
仁
の
請
来
目
録
類
に
つ
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い
て
も
調
べ
る
と
、
『
釈
論
』
の
作
者
に
関
す
る
記
事
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
８
８

。
つ
ま
り
、
安
然
の
紹

介
す
る
記
事
の
み
し
か
、
円
仁
の
『
釈
論
』
作
者
に
関
連
す
る
説
を
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
他
に
は
、
珍

聡
の
名
は
無
く
、
わ
ず
か
に
月
智
（
知
）
の
記
事
が
確
認
で
き
る
円
珍
の
『
余
芳
編
年
雑
集
』
の
み
で
あ

る
点
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
彼
の
作
と
伝
え
ら
れ
た
資
料
と
さ
れ
て
お
り
、
加

え
て
円
珍
の
入
唐
目
録
類
も
調
べ
た
が
、
『
釈
論
』
に
関
す
る
記
事
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
８
９

。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
円
仁
と
円
珍
の
著
作
か
ら
作
者
に
関
わ
る
情
報
が
直
接
は
見
出
せ
な
い
こ
と
に
な
る

た
め
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
形
で
述
べ
る
安
然
の
著
作
の
み
に
し
か
『
釈
論
』
の
作
者
に
対
す
る
異
説
が
確

認
で
き
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
こ
の
他
の
天
台
祖
師
（
最
澄
を
含
む
）
の
著
作
に

は
類
す
る
表
記
は
な
い
）
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
新
羅
僧
珍
聡
口
説
月
忠
」
説
は
、
安
然
が
そ
の
発
信
源
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

安
然
は
師
の
円
仁
と
は
異
な
り
、
入
唐
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
然
自
身
が
新
羅

か
ら
の
情
報
を
入
手
し
た
と
い
う
推
考
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
お
こ
る
。

そ
れ
は
、
な
ぜ
安
然
は
大
安
寺
や
南
大
寺
と
表
記
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
明
の
部
分
が

多
い
。
こ
こ
ま
で
を
整
理
す
る
と
、
安
然
の
記
事
の
み
珍
聡
の
名
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
寺
院
名
の

件
と
、
珍
聡
や
月
忠
に
関
す
る
典
籍
や
僧
録
に
記
録
が
無
い
点
か
ら
、
珍
聡
の
登
場
に
関
す
る
情
報
の
発

信
源
が
日
本
国
内
の
、
大
安
寺
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
て
今

度
は
、
⑵
の
点
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

『
釈
論
』
末
釈
の
な
か
で
最
も
古
く
に
成
立
し
た
９
０

、
唐
の
聖
法
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
に
関
連
性
を

予
想
さ
せ
る
記
事
が
あ
る
。
こ
の
文
献
の
作
者
聖
法
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
文
献
の
成
立
も
定

か
で
は
な
い
。
そ
の
な
か
で
聖
法
は
『
釈
論
』
の
序
に
記
さ
れ
る
「
日
珠
」
と
「
月
鏡
」
９
１

な
る
名
前
に

つ
い
て
、
前
者
を
『
起
信
論
』
作
者
で
あ
る
兄
・
馬
鳴
、
後
者
を
『
釈
論
』
作
者
で
あ
る
弟
・
竜
樹
の
因

位
の
名
前
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
彼
は
両
者
の
仏
名
（
大
光
明
仏
と
妙
雲
相
仏
）

に
ま
で
言
及
し
て
い
る
９
２

。
こ
の
「
妙
雲
相
仏
」
と
い
う
名
は
管
見
の
限
り
、
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
に
お

い
て
初
め
て
登
場
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
空
海
の
『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
に
お
い
て
真
言
第
三
祖
の

竜
樹
を
「
妙
雲
如
来
」
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
師
匠
で
あ
る
恵
果
（
七
四
六
～
八
〇
五
）
の
口
説
と
し
て

得
た
情
報
で
あ
る
と
い
う
記
事
が
確
認
で
き
る
９
３

。 

 

し
た
が
っ
て
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
の
成
立
は
唐
代
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
空
海

入
唐
の
八
〇
四
年
以
前
、
す
な
わ
ち
九
世
紀
前
半
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
と
言
え
る
。
加
え
て
、
上
記
の

説
は
、
遼
代
に
成
立
し
た
非
濁
の
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
「
馬
鳴
竜
樹
師
弟
感
応
」
に
お
い
て
再
説
さ

れ
て
お
り
、
新
た
な
馬
鳴
と
竜
樹
の
仏
名
が
付
加
さ
れ
て
い
く
９
４

。
こ
の
文
献
以
外
に
上
記
の
二
者
に
つ

い
て
言
及
す
る
典
籍
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
９
５

。
以
上
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
聖
法
の
竜
樹
に
つ
い

て
「
月
鏡
」
と
い
う
異
称
の
解
説
が
存
在
す
る
。
後
代
に
な
る
と
日
本
に
お
い
て
、
円
仁
が
新
羅
僧
珍
聡

な
る
人
物
か
ら
、
作
者
を
月
忠
で
あ
る
と
返
答
を
得
た
と
言
い
、
円
珍
は
月
智
や
月
知
で
あ
っ
た
と
す
る

説
を
し
て
い
く
。
こ
の
円
仁
・
円
珍
の
説
を
安
然
が
紹
介
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

三
種
と
も
「
月
」
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
こ
で
筆
者
の
推
考
を
述
べ
る
と
、
繰
り
返

し
に
な
る
が
、
安
然
が
紹
介
す
る
月
忠
説
は
日
本
の
大
安
寺
（
南
大
寺
）
に
い
た
と
さ
れ
る
新
羅
僧
珍
聡

の
説
で
あ
り
、
こ
の
口
説
の
発
端
は
新
羅
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
入
唐
八
家
の
円
仁

と
円
珍
の
著
作
に
は
上
記
の
口
説
は
確
認
で
き
な
い
点
も
不
審
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
第
一
章
で
述
べ
た

よ
う
に
、
同
じ
く
入
唐
八
家
の
一
人
で
あ
る
常
暁
は
『
釈
論
』
を
真
撰
と
見
て
お
り
、
日
本
以
外
の
国
（
中

国
や
朝
鮮
）
で
も
『
釈
論
』
を
真
撰
と
理
解
し
真
偽
問
題
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
偽
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撰
論
者
が
日
本
国
外
で
有
力
な
説
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
な
有
力
と
見
え
る
説
を
主
張
す
る
た

め
、
日
本
に
い
る
新
羅
出
身
の
僧
侶
の
説
と
し
て
紹
介
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
際
に
、『
釈

論
』
の
序
で
竜
樹
を
「
月
鏡
」
す
る
説
と
、
こ
の
「
月
鏡
」
説
を
解
説
す
る
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
の
記
述

を
総
合
さ
せ
て
、
「
月
忠
」
等
の
名
を
導
き
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

結
果
的
に
、
本
研
究
に
お
い
て
「
新
羅
僧
珍
聡
口
説
月
忠
」
説
は
、
日
本
の
大
安
寺
か
ら
発
信
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
説
が
主
張
さ
れ
た
背
景
に
は
、
偽
撰
説
を
支
持
す
る
側
に
お
い
て
イ
ン
ド
成

立
で
は
な
く
、
竜
樹
の
作
で
も
な
い
と
す
る
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
に
、
本
当
の
作
者
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
偽
撰
説
論
者
が
新
羅
説
を
発
信
し
た
の
か
そ
の

理
由
や
根
拠
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
説
が
現
在
の
『
釈
論
』
成
立
問
題

に
お
け
る
新
羅
成
立
説
を
主
張
す
る
際
の
着
想
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。 

   
 

ま
と
め 

  

こ
こ
ま
で
の
検
討
で
判
明
し
た
点
を
当
初
掲
げ
た
問
題
に
対
応
さ
せ
て
い
く
。 

  

➀
戒
明
が
何
時
頃
、『
釈
論
』
を
請
来
し
た
の
か
は
、
現
段
階
で
は
、
戒
明
が
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
よ 

 
 

り
天
応
元
年
（
七
八
一
）
ま
で
の
間
に
入
唐
し
、
帰
朝
後
、
尾
張
大
僧
都
賢
璟
に
よ
っ
て
、
最
初
に 

偽
撰
の
判
定
が
な
さ
れ
た
と
見
た
い
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
従
来
説
で
あ
る
天
応
元
年
（
七
八
一
） 

に
戒
明
が
『
釈
論
』
を
請
来
し
た
と
す
る
見
解
を
採
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
三
船
が
最
初 

に
偽
撰
説
を
出
し
た
と
の
見
解
に
対
し
て
は
、
最
澄
や
円
珍
や
安
然
等
９
６

の
説
に
三
船
の
説
が
紹
介 

さ
れ
て
い
な
い
点
や
、
三
船
の
論
難
に
登
場
す
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
い
う
文
言
の
表
記
が
空
海 

以
後
の
真
言
密
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
点
、
加
え
て
論
難
の
書
式
そ
の
も
の
の
体 

裁
が
空
海
の
『
風
信
帖
』
や
最
澄
の
『
久
隔
帖
』
に
類
似
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
こ
の
他
に
も
、 

「
戒
明
」
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
こ
の
人
物
は
歴
史
上
、
大
安
寺
と
薬
師
寺
に
同
名
異
人
と
し
て
存 

在
し
て
お
り
、
薬
師
寺
の
戒
明
が
円
仁
と
と
も
に
入
唐
し
阿
闍
梨
位
を
得
て
い
る
事
を
突
き
止
め
、 

そ
の
こ
と
が
後
代
で
は
大
安
寺
の
戒
明
の
経
歴
に
も
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、 

円
仁
の
時
代
に
始
め
て
「
戒
明
阿
闍
梨
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
三
船
の
時
代
に
は 

い
ま
だ
「
戒
明
阿
闍
梨
」
と
い
う
人
物
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

で
は
、
誰
が
三
船
の
論
難
を
何
の
目
的
で
作
っ
た
の
か
は
、
偽
撰
説
が
古
く
か
ら
存
在
し
唱
え
ら
れ 

て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
、
三
船
に
仮
託
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
真
言
は
真 

撰
の
立
場
で
あ
る
の
で
、
真
言
以
外
の
宗
団
に
い
た
人
物
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
が
そ
れ
以
上
は 

情
報
が
そ
ろ
わ
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
三
船
の
論
難
に
は 

不
審
な
点
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
資
料
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

  

➁
天
台
側
が
『
釈
論
』
作
者
に
つ
い
て
新
羅
珍
聡
と
い
う
人
物
か
ら
伝
聞
と
し
て
、
月
忠
あ
る
い
は
月 

 
 

知
、
ま
た
は
月
智
で
あ
る
と
す
る
説
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
珍
聡
や
月
忠
（
知
や
智
） 

 
 

と
い
う
人
物
の
記
録
は
、
経
録
や
僧
録
か
ら
確
認
で
き
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
真
偽
不
明
で
あ
る
。 

 
 

そ
も
そ
も
『
釈
論
』
の
作
者
に
関
す
る
記
事
は
、
日
本
以
外
に
は
確
認
で
き
ず
、
安
然
が
示
す
大
安 
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寺
（
南
大
寺
）
を
発
信
源
と
し
て
い
た
。
現
段
階
で
は
、
日
本
国
内
の
何
者
か
が
「
新
羅
珍
聡
口
説 

 
 

月
忠
（
知
・
智
）
」
説
を
発
信
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
月
忠
（
知
や
智
） 

の
名
前
の
由
来
に
つ
い
は
、『
釈
論
』
の
序
や
同
論
の
注
釈
書
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う 

か
と
い
う
結
論
に
い
た
っ
た
。
で
は
、
新
羅
説
を
発
信
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
今
後 

さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。 

  

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
船
の
論
難
の
実
在
性
の
有
無
に
つ
い
て
決
定
的
な
言
及
は
で
き
な
い
ま
で
も
、

不
審
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
南
大
寺
（
大
安
寺
）
新
羅
国
僧
珍
聡
口
説
月
忠
説
」
の
情
報
源
に
つ
い
て

も
現
時
点
で
は
、
新
羅
そ
の
も
の
ま
で
に
は
遡
れ
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
り
、
加
え
て
先
行
研
究
の
な
か

に
は
月
忠
（
知
・
智
）
説
を
支
持
し
て
、
そ
こ
か
ら
新
羅
と
の
接
点
を
推
考
し
て
い
た
こ
と
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
新
た
な
資
料
の
登
場
を
俟
ち
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
９
７

。 

 

最
後
に
、
従
来
、『
釈
論
』
の
真
偽
論
争
の
規
模
に
つ
い
て
真
言
内
部
で
起
こ
っ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
も
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
真
言
内
部
で
は
な
く
、
戒
明
が
『
釈
論
』
を
請
来

し
た
直
後
よ
り
起
っ
た
も
の
で
あ
り
９
８

、
当
時
の
主
要
な
仏
教
者
を
巻
き
込
ん
だ
広
範
囲
な
論
争
で
あ
っ

た
９
９

。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
請
来
時
に
け
る
二
、
三
の
問
題
」
（
『
智
山
学
報
』
六
八
、
二
〇
一
九

年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇
頁―

七
九
一
頁
、
四

九
八
頁
、
五
〇
五
頁
）
、
大
山
公
淳
「
釈
摩
訶
衍
論
真
偽
問
題
」（
『
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
干
潟
博

士
古
稀
記
念
会
、
一
九
六
四
年
）
、
同
著
『
大
山
公
淳
先
徳
聞
書
集
成
』
一
（
東
方
出
版
、
一
九
九
四
年
、

三
五
五
頁―

三
五
六
頁
）
、
那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
三
頁―

十
頁
）
、
中
村
正
文
（
本
然
）「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問

題
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
、
九
七
頁―

一
二
八
頁
） 

３ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
「
釈
摩
訶
衍
論
真
偽
事
三
船
真
人
送
戒
明
和
尚
状
云
。
釈
摩
訶
衍
論
十
巻

馬
鳴
菩
薩
本
論

竜
樹
菩
薩
釈
論

一

昨
使
至
。
垂C

示
従
唐
新
来
セ
ル

釈
摩
訶
衍
論B

。（
中
略
）
梁
承
聖
三
年
甲
戌
真
諦
三
蔵
之
所
訳
也
。
今
此

偽
釈
序
云
。
迴
天
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
弘
始
三
年
歳
次
星
紀
庚
子

於C

大
荘
厳
寺B

筏
提
摩
多
三
蔵
訳
也
晋
書

云
。
後
秦
姚
興
生
称C

大
秦
皇
帝B

死
称C

天
桓
皇
帝B

。
始
終
無C

迴
天
鳳
威
之
号B

。
又
姚
者
姓
也
。

興
者
名
也
。
取C

皇
帝
姓
名B

即
為A

名
未C

之
有B

也
。
又
自C

弘
始
三
年B

至C

承
聖
三
年B

相
去

一
百
五
十
五
年
。
取C

後
訳
之
本
論B

合C

前
訳
之
釈
論B

同
為C

一
人
訳B

。
是
大
虚
妄
也
。
又
検
本

論
文
雅
義
圓
。
今
此
偽
釈
文
鄙
義
昏
。
同
巻
異
筆
必
非C

同
訳B

理
則
明
矣
。
今
大
徳
当
代
智
者
。
何
労

遠
路
持C

此
偽
文B

来
。（
中
略
）
真
人
三
船
白
宝
亀
十
年
閏
五
月
二
十
四
日
状
戒
明
闍
梨
座
下
。
」（
大
正

蔵
七
七
、
八
二
〇
頁
下―

八
二
二
頁
上
） 

４ 

『
同
右
』
巻
八
「
守
護
国
界
章
上
伝
教

云
。
麁
食
者
曰
。
又
釈
摩
訶
衍
論
云
。
（
中
略
）
弾
曰
。
汝
引C

釈
摩
訶
衍
論B

。
不A

足A

為C

誠
証B

。
何
者
翻
訳
不C

分
明B

故
。
隋
唐
諸
目
録
不A

載C

見
録B

故
。
其
真
言
字
不D

相C

似
梵
字B

故
。
其
義
理
相T

違
本
論B

故
。
姚
興
在A

秦
真
諦
在A

梁
。
秦
代

筏
提
訳
已
同C

梁
家
論B

。
若
正
義
論
者
。
從C

秦
以
降
至
開
元B

目
録
不A

載
疏
師
不A

引
。
是
以
不A

足C

帰
信B

。
此
論
者
大
安
寺
誡
明
法
師
去
天
応
年
中
自A

唐
持
来
。
尾
張
大
僧
都
為
伝
。
検
勘
日
已
勘

成C

偽
論B

。
汝
何
以C

疑
論B

輒
遮C

華
厳
経B

。
此
亦
一
愚
失
耳
文

」（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
一
頁
中
） 

５ 

『
同
右
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
二
頁
上
） 

６ 

本
章
第
三
節
お
よ
び
第
四
節
で
述
べ
る
よ
う
に
三
船
と
さ
れ
る
消
息
に
は
、
戒
明
請
来
の
記
事
が
確
認

で
き
る
。
そ
し
て
最
澄
の
『
守
護
国
界
章
』
巻
上
之
中
に
も
確
認
で
き
る
。「
此
論
者
。
大
安
寺
戒
明
法
師
。

去
天
応
年
中
。
自
唐
将
来
。
尾
張
大
僧
都
。
為
伝
検
勘
曰
。
已
勘
成
偽
論
。
汝
何
以
疑
論
輒
遮
華
厳
住
。

此
亦
一
愚
失
耳 

麁
食
者
又
曰
。
彼
云
」（
大
正
蔵
七
四
、
一
六
二
頁
中
）
と
あ
る
。
他
に
も
安
然
の
『
悉
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曇
蔵
』
巻
一
に
は
、「
至C

大
唐
開
元
目
録B

不A

載
疏
師
不A

引
、
是
以
不A

足C

帰
信B

。
此
論
者
大

安
寺
誡
明
法
師
去
天
応
年
中
、
自A

唐
請
来
。
尾
張
大
僧
都
、
為C

伝
検
勘B

。
日
已
勘
成C

偽
論B

文

次
依C

空
海
僧
都
上
表B

。（
中
略
）
釈
摩
訶
衍
、
菩
提
心
論
、
阿
毘
達
摩
蔵
、
可C

以
流
通
官
符
施
行B

。

次
我
和
上
據C
大
安
寺
新
羅
国
僧
珍
聡
口
説B

是
新
羅
国
中
朝
山
僧
月
忠
偽
作
於C

延
暦
寺
目
録
注
云
月

忠B

」
（
大
正
蔵
八
四
、
三
七
四
頁
下
）
と
あ
る
。 

７ 

小
野
玄
妙
「
仏
教
の
美
術
と
歴
史
〈
下
〉
」
（
『
小
野
玄
妙
著
作
集
』
十
、
開
明
書
院
、
一
九
七
七
年
、

八
九
七
頁―

九
〇
七
頁
） 

８ 

寺
崎
修
一
「
弘
法
大
師
の
師
主
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
常
盤
博
士
還
暦
記
念
仏
教
論
叢
』
弘
文
堂
書
房
、 

一
九
三
三
年
）
、
堀
池
春
峰
「
弘
法
大
師
と
南
都
仏
教
」（
『
弘
法
大
師
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
、

一
〇
一
頁―

一
五
九
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

９ 

高
木
訷
元
「
弘
法
大
師
空
海
の
入
唐
求
法
へ
の
軌
跡
」（
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
三
、 

二
〇
〇
〇
年
） 

１
０ 

中
村
正
文
（
本
然
）「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
、
一
一
一
頁―

一
一
二
頁
） 

１
１ 

蔵
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
』
（
桜
風
社
、
一
九
七
六
年
、
八
四
頁
） 

１
２ 

『
唯
識
同
学
鈔
』
巻
四
（
大
日
本
仏
教
全
書
七
六
、
三
五
七
頁
下
）
、
ま
た
大
正
蔵
六
六
、
一
七
五
頁

下
、
に
も
同
題
の
著
作
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
趣
意
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
仏
教
全
書
本
の
内
容
と
は

同
じ
で
は
な
い
。『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
〇
頁
下―
八
二
二
頁
上
）
に
は
若
干
異
な
る
が

同
じ
内
容
が
確
認
で
き
る
。 

１
３ 

三
船
の
「
送
戒
明
和
尚
状
」
の
自
筆
原
本
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
初
見
が
貞
和
二
年
（
一

三
四
五
）
六
月
よ
り
翌
年
五
月
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
ア
キ
ャ
シ
ャ
鈔
』
巻
第
一
八
（
真
言
全
二
一
、
一

四
三
頁
）
の
「
釈
摩
訶
衍
論
真
偽
事
」
所
引
「
三
船
真
人
送
戒
明
和
尚
状
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
書
を

杲
宝
が
口
述
し
観
宝
が
筆
述
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
賢
宝
が
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
に
改
訂
・
補
修
し
た

も
の
が
『
宝
冊
鈔
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
（
『
密
教
大
辞
典
』
、
十
二
頁
中―

下
）
。
以
上
の
二
種
の
他
に
、

『
唯
識
同
学
鈔
』（
大
日
本
仏
教
全
書
六
七
、
三
五
四
頁―

三
五
八
頁
）
の
「
真
如
熏
習
」
に
「
古
人
淡
海

居
士
送
于
戒
明
闍
梨
消
息
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
三
種
の
書
状
に
あ
る
内
容
の
同
異
に
つ
い

て
は
既
に
、
松
本
信
道
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
松
本
は
書
状
の
名
称
の
表
記
に
注
目
し
、
編
纂
の
過
程
で

付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
分
析
し
指
摘
し
て
い
る
（
「
淡
海
三
船
「
送
戒
明
和
尚
状
」
の
再
検
討
」
『
駒

沢
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
十
三
、
二
〇
一
〇
年
）
。 

１
４ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
〇
頁
下―

八
二
二
頁
上
） 

１
５ 

『
唯
識
同
学
鈔
』
巻
四
（
大
日
本
仏
教
全
書
七
六
、
三
五
七
頁
下―

三
五
八
頁
上
）
。
手
紙
に
記
載
さ

れ
る
年
月
日
も
同
じ
で
あ
る
。 

１
６ 

『
本
朝
高
僧
伝
』
の
成
立
は
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
後
代
の
作
で
あ

る
か
ら
史
実
と
し
て
認
め
が
た
い
点
が
多
い
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で

は
そ
の
点
も
鑑
み
て
、
当
文
献
以
外
に
成
立
年
代
の
古
い
思
託
撰
『
延
暦
僧
録
』
も
参
照
し
た
。 

１
７ 

『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
四
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
〇
二
、
九
九
頁
下
） 

１
８ 

松
本
信
道
「
徳
清
の
入
唐
に
つ
い
て
」
（
『
駒
沢
大
学
文
学
研
究
紀
要
』
六
八
、
二
〇
一
三
年
、
五
頁

―

八
頁
） 

１
９ 

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
唐
思
託
の
『
延
暦
僧
録
』（
大
日
本
仏
教
全
書
一
〇
一
、
七
八
頁
上―

七
九
頁

上
）
に
も
あ
る
。
厳
密
に
は
、
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
第
三
』
に
傍
証
と
し
て
収
載
さ
れ
た
も
の
で
、
『
延

暦
僧
録
』
自
体
が
完
本
と
し
て
現
存
し
て
い
な
い
。『
延
暦
僧
録
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先

行
研
究
に
よ
っ
て
延
暦
七
年
が
妥
当
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
本
信
道
「
『
延
暦
僧
録
』
戒
明
伝
の

史
料
的
特
質
」
（
『
駒
沢
史
学
』
（
三
七
、
一
九
八
七
年
）
。 

２
０ 

『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
四
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
〇
二
、
九
九
頁
下
） 

２
１ 

『
延
暦
僧
録
』（
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
第
三
』
収
載
）「
在
後
宝
亀
十
年
城
中
諸
僧
都
集
大
安
寺
。
連
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署
欲
奏
廃
大
仏
頂
経
。
云
是
偽
経
。
令
戒
明
連
署
収
取
大
仏
頂
梵
焼
。
戒
明
不
敢
。
何
以
故
。
毀
滅
大
乗

身
壊
命
終
一
念
之
間
遍
歴
十
方
無
間
地
獄
劫
有
窮
尽
。
此
如
天
寿
誦
六
万
香
象
経
書
生
身
入
無
間
獄
。
戒

明
不
敢
連
署
。
唐
大
歴
十
三
年
広
平
皇
帝
親
講
僧
講
大
仏
頂
経
。
緒
大
徳
自
連
署
。
戒
明
不
連
署
。
因
戒

法
師
故
大
乗
得
存
。
」
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
〇
一
、
七
八
頁
上―

七
九
頁
上
） 

２
２ 

松
本
信
道
「
徳
清
の
入
唐
に
つ
い
て
」
（
『
駒
沢
大
学
文
学
研
究
紀
要
』
六
八
、
二
〇
一
三
年
、
七
頁

―

十
頁
） 

２
３

「
同
右
」（
『
駒
沢
大
学
文
学
研
究
紀
要
』
六
八
、
二
〇
一
三
年
、
十
頁
）
尚
、
今
引
用
し
た
文
の
補
足

と
し
て
氏
が
述
べ
て
い
る
別
の
箇
所
も
挙
げ
た
い
。「
こ
の
史
料
は
、
玄
叡
の
『
大
乗
三
論
大
義
鈔
』
第
三

に
見
え
る
記
事
で
、
前
段
の
『
大
仏
頂
経
』
の
伝
来
の
経
緯
を
述
べ
た
記
事
に
接
続
す
る
も
の
で
、
そ
の

後
、
同
経
を
め
ぐ
る
真
偽
論
争
が
再
燃
し
、
そ
の
真
偽
を
検
証
す
る
目
的
で
、
「
宝
亀
年
中
」
に
「
徳
清
」

法
師
ら
が
唐
に
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
徳
清
の
入
唐
の
目
的
が
『
大
仏
頂
経
』

の
真
偽
に
関
す
る
疑
問
を
解
決
す
る
回
答
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
徳
清
・
戒
明
の
入
唐

の
目
的
と
密
接
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
『
東
大
寺
六
宗
未
決
義
』
が
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
史
料
は
、
宝

亀
六
年
に
僧
綱
所
よ
り
南
都
諸
大
寺
に
対
し
て
、
各
宗
の
「
未
決
義
」
と
「
未
渡
来
書
」
を
提
出
さ
せ
、

そ
れ
を
遣
唐
使
に
随
行
す
る
留
学
僧
に
託
し
て
、
疑
問
を
解
決
し
た
い
と
い
う
牒
が
下
さ
れ
、
そ
れ
に
呼

応
し
て
、
東
大
寺
の
各
宗
が
「
未
決
義
」
と
「
未
渡
来
書
」
を
注
顕
し
、
翌
宝
亀
七
年
に
申
上
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
翌
年
の
宝
亀
八
年
六
月
二
四
日
に
出
発
し
た
留
学
僧
に
託
す
た
め
に
下
さ
れ
た
牒
で

あ
る
と
推
定
で
き
る
。
故
に
、
戒
明
と
徳
清
ら
八
人
の
留
学
僧
に
は
、「
未
決
義
」
に
対
す
る
答
え
で
あ
る

「
唐
決
」
を
求
め
る
こ
と
と
、
日
本
に
未
だ
伝
来
し
て
い
な
い
「
未
渡
来
書
」
を
将
来
す
る
こ
と
の
、
二

つ
の
大
き
な
目
的
・
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
同
著
、
六
頁
） 

２
４ 

松
本
信
道
「
『
東
大
寺
六
宗
未
決
義
』
の
思
想
史
的
意
義
」（
『
駒
沢
史
学
』
六
一
、
二
〇
〇
三
年
）
に

詳
し
い
。 

２
５ 

「
同
右
」
（
『
駒
沢
史
学
』
六
一
、
二
〇
〇
三
年
、
九
頁
） 

２
６ 

『
続
日
本
紀
』
巻
十
八
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
二
、
二
一
二
頁
（
天
平
勝
宝
三
年
正
月
二
七
日
の
条
）
）

尚
、
こ
れ
に
つ
い
て
蔵
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
』「
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
に
は
、
淡
海
三
船
は

正
五
位
上
の
位
に
あ
っ
て
文
章
博
士
、
前
年
二
月
か
ら
は
大
学
頭
に
も
任
ぜ
ら
れ
て
い
て
、
当
代
に
お
け

る
学
界
、
教
育
界
の
最
高
指
導
者
で
あ
り
、
年
齢
は
五
十
八
歳
に
な
っ
て
い
た
。
」
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六

年
、
一
三
七
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

２
７ 

『
同
右
』
巻
十
八
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
二
、
二
一
二
頁
（
宝
亀
三
年
四
月
二
十
日
の
条
）
） 

２
８ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇
頁―

七
九
一
頁
、
四

九
八
頁
） 

２
９ 

中
村
正
文
（
本
然
）「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
、
一
一
一
頁―

一
一
二
頁
） 

３
０ 

大
山
公
淳
「
釈
摩
訶
衍
論
の
真
偽
問
題
」（
『
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
干
潟
博
士
古
稀
記
念
会
、 

一
九
六
四
年
、
四
五
八
頁
） 

３
１ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
五
頁
） 

３
２ 

『
守
護
国
界
章
』
巻
上
之
中
「
此
論
者
。
大
安
寺
戒
明
法
師
。
去
天
応
年
中
。
自
唐
将
来
。
尾
張
大

僧
都
。
為
伝
検
勘
曰
。
已
勘
成
偽
論
。
汝
何
以
疑
論
輒
遮
華
厳
住
。
此
亦
一
愚
失
耳 

麁
食
者
又
曰
。
彼

云
」
（
大
正
蔵
七
四
、
一
六
二
頁
中
） 

３
３ 

『
唯
識
同
学
鈔
』
巻
十
九
「
次
至
釈
論
文
者
。
天
応
年
中
。
薬
師
寺
戒
明
和
上
。
帰
朝
之
時
。
請
来

此
論
。
諸
宗
学
者
。
疑
為
偽
論
。
随
南
大
寺
新
羅
国
僧
珍
聡
云
。
是
論
本
国
大
空
山
沙
門
月
忠
撰
云
云 

是

以
往
古
賢
士
云
。
」
（
大
正
蔵
六
六
、
一
七
五
頁
中―

下
）
と
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
説
に
登
場
す
る
薬
師
寺

戒
明
は
、
大
安
寺
の
戒
明
と
勘
違
い
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
薬
師
寺
戒
明
は
円
仁
（
七
九
四

～
八
六
四
）
（
入
唐
・
承
和
五
（
八
三
八
）
～
十
四
（
八
四
七
）
）
と
と
も
に
入
唐
し
た
人
物
の
こ
と
を
指

す
の
で
時
代
が
異
な
り
後
代
の
人
物
で
あ
る
。 
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３
４ 
『
釈
摩
訶
衍
論
決
疑
破
難
会
釈
抄
』「
誡
明
法
師
。
去
天
応
年
中
自
唐
将
来
。
尾
張
大
僧
都
為
伝
検
勘

曰
。
勘
偽
論
」（
大
正
蔵
六
九
、
五
七
〇
頁
下
）
と
あ
る
。
ま
た
、
当
典
籍
に
は
三
船
の
論
難
に
関
す
る
記

事
が
あ
る
も
の
の
戒
明
宛
と
さ
れ
る
書
状
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
済
暹
の
時
代
に
あ
っ
て
は
当

典
籍
を
作
製
す
る
時
点
で
三
船
の
論
難
と
さ
れ
る
情
報
を
手
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

３
５ 

『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』
巻
一
「
此
論
者
大
安
寺
試
明
法
師
、
去
天
応
年
中
自
唐
将
来
、
尾
張
大
僧
都

為
伝
検
勘
曰
、
已
勘
成
偽
論
、
汝
何
以
疑
論
輙
遮
華
厳
経
、
此
亦
一
愚
失
耳
（
矣
）
。
」
（
善
本
仏
典
四
十
、

七
二
頁
上
）
と
あ
る
。
貞
舜
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
巻
八
を
参
照
し
た
。 

３
６ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
八
〇
二
頁
）
、
ま
た
、

末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
五
年
、
五
四
頁
）
に
は
、
『
悉
曇
蔵
』

の
成
立
に
つ
い
て
当
文
献
の
序
か
ら
「
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
四
十
歳
の
時
に
撰
述
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

３
７ 

『
悉
曇
蔵
』
巻
一
（
大
正
蔵
八
四
、
三
七
四
頁
下
） 

３
８ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
五
頁
下
） 

３
９ 

望
月
信
亨
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
、
二
四
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

４
０ 

因
み
に
最
澄
の
『
守
護
国
界
章
』
に
あ
る
『
釈
論
』
に
対
す
る
偽
撰
説
主
張
は
、
そ
も
そ
も
徳
一(

七

六
〇
？―

八
四
〇
？) 

と
の
論
戦
の
中
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
最
澄
は
、
徳
一
が
修
円
の

弟
子
で
あ
り
、
そ
の
修
円
の
師
が
賢
璟
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
、
論
難
者
に
対
し
効
果
的
な
論
駁

を
し
て
い
る
。
最
澄
は
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
た
と
さ
れ
る
（
薗
田
香
融
『
平
安
仏
教
の
研

究
』
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
五
八
頁
）
。 

４
１ 

大
山
公
淳
「
釈
摩
訶
衍
論
の
真
偽
問
題
」（
『
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
干
潟
博
士
古
稀
記
念
会
、 

一
九
六
四
年
、
四
六
一
頁
） 

４
２ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
〇
頁
下―

八
二
二
頁
上
） 

４
３ 

弘
始
三
年
と
承
聖
三
年
を
西
暦
に
変
換
し
直
す
と
、
そ
の
差
は
一
五
三
年
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
一

五
二
年
と
い
う
数
字
が
ど
の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

４
４ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
四
三
頁
）
こ
の
森
田
説
に

対
し
て
蔵
中
進
は
「
三
船
は
お
お
よ
そ
そ
の
年
数
を
と
っ
た
ま
で
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
目
く
じ
ら
を

立
て
る
ほ
ど
の
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
」
と
私
見
を
述
べ
三
船
説
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
（
『
唐
大
和
上

東
征
伝
の
研
究
』
桜
風
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
〇
頁
）
。 

４
５ 

蔵
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
五
頁
） 

４
６ 

『
同
右
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
五
頁―

一
四
六
頁
） 

４
７ 

『
日
本
銘
筆
選
三
六 

光
明
皇
后 

空
海 

最
澄
集
』（
二
玄
社
、
二
〇
一
六
年
、
十
四
頁―

十
九
頁
） 

４
８ 

『
同
右
』
（
二
玄
社
、
二
〇
一
六
年
、
八
四
頁―

八
九
頁
） 

４
９ 

『
同
右
』
（
二
玄
社
、
二
〇
一
六
年
、
九
二
頁
） 

５
０ 

最
澄
は
入
唐
し
た
お
り
、
順
暁
か
ら
潅
頂
を
受
法
し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
で
は
密
教
の
系
譜
上
、

恵
果
が
主
系
で
あ
り
、
そ
の
第
一
の
後
継
者
が
空
海
で
あ
る
か
ら
、
順
暁
の
密
教
受
法
は
主
系
の
流
れ
と

は
見
做
さ
れ
て
い
な
い
。 

５
１ 

『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』「
第
一
因
起
感
通
分
者
亦
分
為
三
。
一
叙
意
。
二
列
付
法
阿
闍
梨
名
号
及

以
表
徳
。
」
（
弘
大
全
一
、
一
頁
） 

５
２ 

『
同
右
』
（
弘
大
全
一
、
四
頁
） 

５
３ 

和
田
英
松
・
所
功
校
訂
『
新
訂
官
職
要
解
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
六
年
、
三
七
〇
頁
）
「
伝

法
阿
闍
梨
と
は
、
天
台
・
真
言
の
大
法
を
伝
え
る
僧
を
い
う
。
そ
の
う
ち
主
た
る
師
僧
を
大
阿
闍
梨
と
い

っ
た
。
」
と
あ
る
。 

５
４ 

資
料
に
つ
い
て
は
蔵
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
九
頁―

一
五
〇
頁
）

に
お
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
資
料
の
記
述
を
調
べ
た
。
し
か
し
本
章
で
問
題
と

す
る
点
に
つ
い
て
は
氏
の
指
摘
は
な
い
。
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
（
群
書
類
従
五
、
五
二
八
頁
上―

五
四
三

頁
下
）
、『
大
安
寺
碑
文
一
首
並
序
』（
大
日
本
仏
教
全
書
一
一
八
、
一
三
一
頁
上―

一
三
三
頁
上
）
、『
経
国
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集
』
（
群
書
類
従
八
、
五
〇
九
頁
下―

五
一
〇
頁
上
）
、
に
は
関
連
す
る
記
事
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

５
５ 

『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
（
群
書
類
従
五
、
五
四
二
頁
上
） 

５
６ 

蔵
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
、
二
二
一
頁―

二
二
二
頁
） 

５
７ 

『
官
職
要
解
』
を
見
る
と
、「
阿
闍
梨 

ア
ジ
ヤ
リ
と
も
ア
ザ
リ
と
も
よ
み
、
略
し
て
闍
梨
と
も
か
く
。

規
範
の
義
で
、
能
く
子
弟
を
糾
正
す
る
意
だ
と
、
『
釈
氏
要
覧
』
に
見
え
て
い
る
。
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る

（
和
田
英
松
・
所
功
校
訂
『
新
訂
官
職
要
解
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
六
年
、
三
七
〇
頁
）
。
『
釈
氏

要
覧
』「
闍
梨 

寄
帰
伝
云
。
梵
語
阿
遮
梨
耶
。
唐
言
軌
範
。
今
称
闍
梨
。
蓋
梵
音
訛
略
也
。
菩
提
資
糧
論

云
。
阿
遮
梨
夜
。
隋
言
正
行
。
南
山
鈔
云
。
能
紏
正
弟
子
行
故
。
」
（
大
正
蔵
五
四
、
二
六
〇
頁
下
）
と
あ

る
。 

５
８ 

『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
（
群
書
類
従
五
、
五
四
二
頁
下
） 

５
９ 

小
林
信
彦
「
世
界
仏
教
史
の
立
場
か
ら
見
た
正
統
空
海
伝
の
成
立
過
程
」（
『
「
大
乗
起
信
論
」
の
研
究
』

関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
四
頁―
一
七
一
頁
）
。
し
か
し
、
小
林
は
三
船
の
消
息
に
登
場
す
る

「
戒
明
闍
梨
」
に
つ
い
て
は
注
目
し
て
い
な
い
。 

６
０ 

『
薬
師
寺
唐
院
記
』
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
一
八
、
二
四
六
頁
下
） 

６
１ 

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
一
（
大
日
本
仏
教
全
書
（
鈴
木
学
術
財
団
本
）
七
二
、
九
二
頁
下
） 

６
２ 

『
唯
識
同
学
鈔
』
巻
十
九
「
次
至
釈
論
文
者
。
天
応
年
中
。
薬
師
寺
戒
明
和
上
。
帰
朝
之
時
。
請
来

此
論
。
諸
宗
学
者
。
疑
為
偽
論
。
随
南
大
寺
新
羅
国
僧
珍
聡
云
。
是
論
本
国
大
空
山
沙
門
月
忠
撰
云
云 

是

以
往
古
賢
士
云
。
」
（
大
正
蔵
六
六
、
一
七
五
頁
中―

下
） 

６
３ 

仏
教
全
書
の
『
大
安
寺
唐
院
記
』
解
説
に
は
平
安
時
代
末
期
と
あ
る
（
大
日
本
仏
教
全
書
（
鈴
木
学

術
財
団
本
）
九
九
、
一
一
二
頁
中―

下
）
。 

６
４ 

『
大
安
寺
唐
院
記
』
巻
一
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
一
八
、
一
三
四
頁
上
） 

６
５ 

『
薬
師
寺
唐
院
記
』
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
一
八
、
二
四
六
頁
下
） 

６
６ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
「
迴
天
鳳
威
者
自A

元
非C

皇
帝
諱B

。
是
嘆C

帝
徳B

之
言
也
。
迴
天
者
現
流
布

本
云
。
天
冊
鳳
威
云
云
天
者
喩C

帝
王
於
天B

。
冊
者
崇
敬
言
也
。
如A

天
冊A

之
故
云C
天
冊B

。
鳳
威

者
皇
徳
喩D

鳳
王
之
為C

衆
鳥
王B

云C

鳳
闕B

。
云C

鳳
皆B

此
義
也
。（
中
略
）
依C
此
等
文B

或
天

冊
或
鳳
威
或
金
輪
皆
是
嘆C

皇
帝B

之
通
号
也
。
而
三
船
以C

帝
徳B

定C

其
名B

還
加C
謬
難B

。
頗

足A

可A

咲
矣
。
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
二
頁
上
）
尚
、
こ
こ
で
登
場
す
る
「
迴
天
」
に
つ
い
て
補
則
し

た
い
。
注
の
引
用
文
に
も
あ
る
よ
う
に
三
船
が
借
覧
し
た
『
釈
論
』
の
序
に
は
、
武
則
天
（
六
二
四
～
七

〇
五
（
在
位
六
九
〇
～
七
〇
五
）
）
が
執
筆
し
た
「
天
冊
金
輪
聖
神
皇
帝
製
」
と
い
っ
た
『
八
十
華
厳
』
の

用
例
を
見
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
「
謬
難
」
と
説
か
れ
て
い
る
。 

６
７ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
「
就C

此
疑B

粗
開C

勘
伝
記B

以C

姚
興B

為C

皇
帝
名B

之
証
據
非A

一
。

所
謂
梵
網
経
序
云
。
弘
始
三
年
淳
風
東
扇
秦
主
姚
興
道
契C

百
王B

文

貞
元
録
五
云
。
時
秦
主
姚
興
専C

志
経
法B

供T

養
三
千
余
僧B

並
往C

来
宮
闕B

文

又
云
。
秦
姚
興
皇
帝
時
妙
法
花
経
翻T

訳
提
婆
品B

納C

長
安
城
之
内B

不A

令A

出C

余
城B

文

慈
恩
伝
第
八
云
。
姚
興
時
鳩
摩
羅
什
訳A

経
。
姚
主
及
安

城
侯
姚
嵩
執
筆
文

証
如A

文
此
。
何
至C

当
論B

可A

生A

疑
乎
。
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
二
頁
上
） 

６
８ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
「
会C

此
難B

有C

法
爾
随
縁
二
意B

。
先
法
爾
者
。
梵
漢
両
本
雖A

似C

随
縁
出

現B

。（
中
略
）
後
同
経
同
論
梵
本
重
漢
土
請
来
之
時
。
先
後
本
同A

之
寫C

先
訳B

奉C

上
之B

云
云

於C

釈
論B

者
弘
始
三
年
雖A

訳A

之
。
起
信
梵
本
重
請
来
之
日
依A

為C

同
本B

。
真
諦
三
蔵
承
聖
三
年
写C

先
訳
摩
訶
衍
論
中
本
論
文B

言C

奉
上B

有C

何
過B

乎
。
且
検C

其
准
例B

。
宝
積
経
者
四
十
二
会
也
。

往
古
三
蔵
随
得
梵
本
多
以C

別
出
翻
訳B

。
而
唐
代
菩
提
流
支
三
蔵
具
翻T

訳
四
十
二
会B

。
全
部
成C

一
百
二
十
巻B

。
其
中
多
編T

入
先
代B

別
出C

所
訳B

。
披C

読
翻
経
図
記
第
四B

可A

悉A

之
、
」（
大

正
蔵
七
七
、
八
二
二
頁
中
） 

６
９ 

『
同
右
』
巻
八
「
此
難
荒
涼
也
。
同
巻
異
筆
者
何
事
哉
。
推A

之
本
末
両
論
文
筆
相
違
事
乎
。
本
論

馬
鳴
所
造
末
論
竜
樹
所
造
也
。
梵
本
文
章
各
別
故
漢
本
隨
不
同
也
。
例
如C

玄
文
論B

真
諦
三
蔵
所
訳
也
。

其
文
筆
全
非A

如I

起
信
論
与C

釈
論B

全
同G

也
。
是
起
信
玄
文
梵
本
各
別
故
雖C

同
三
蔵
翻
訳B

両
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論
起
信

玄
文

文
体
不
同
乎
。
本

起
信

論

末
釈
論

二
論
相
違
准
而
可A

知A

之
次
釈
論
文
鄙
義
昏
者
。
高
祖
窮C

外
典
之
底

B

尽C

内
教
之
源B

。（
中
略
）
而
大
師
已
定C

竜
樹
真
論B

。
以C

三
船
短
才B

争
可A

云C

文
鄙
義
昏B

乎
。
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
二
頁
中―

下
） 

７
０ 

『
同
右
』
巻
八
「
釈
論
序

姚
興
皇

帝
御
製

云
。
朕
聞
其
梵
本
先
在C

于
中
天B

遣A

来
迎
近
至C

東
界B

。
以C

弘
始
三
年
歳
次
星
紀
九
月
上
日B

於C

大
荘
厳
寺B

親
受C

筆
削B

敬
訳C

此
論B

。
直
翻
訳
訳
人
筏
提

摩
多
三
蔵
。
伝C

俗
語B
人
劉
連
陀
等
。
執
筆
人
謝
賢
金
等
。
首
尾
二
年
方
繕
写
畢A

功
文

翻
訳
年
紀
訳

者
執
筆
等
此
文
分
明
也
。
伝
教
大
師
不A

見C

此
文B

乎
。
将
又
不A

用A

序
乎
。
若
不A

見A

序
者
恐

可A

謂C

管
見B

若
不A

用
者
其
所
以
如
何
。
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
三
頁
上
） 

７
１ 

『
同
右
』
巻
八
「
録
外
経
論
其
例
是
多
。
限C

当
論B

何
強
可C

致
疑B

乎
。
翻
訳
名
義
集
序

唯
心
居
士
荊
谿

周
葵
敦
義
述

云
。
然
仏
法
入C

中
国B

経
論
日
以
加
多
。（
中
略
）
於C

下
蔵
之
外B

如C

四
巻
金
光
明
経
摩
訶
衍
論
及

此
土
證
道
歌B

尚
多A

有I

不C

入
蔵B
者G

。
我
国
家
甞
命C

宰
輔B

為D

訳A

経
潤p

文
。
使I

所D

以
流C

通
仏
法B

至G

矣
文

此
中
以C

当
論B
已
定C

録
外
論B

。
金
光
明
経
證
道
歌
等
同
此
類
也
。
又
金

剛
頂
瑜
祇
経
一
巻

金
剛
智

三
藏
譯

仏
心
経
二
巻

菩
提
留
支

三
蔵
訳

華
厳
経
心
陀
羅
尼
一
巻

実
叉
難
陀

三
蔵
訳

等
開
元
貞
元
二
録
中
不A

載A

之
。

雖
然
大
師
御T

請
来
之B

。
又
金
剛
智
所
訳
要
略
念
誦
経
善
無
畏
所
訳
胎
蔵
摂
大
広
大
儀
軌
等
同
不A

載C

彼
二
録B

。
雖A

然
自
他
門
高
祖
請
来
依
行
。
誰
以A
之
称A

非
乎
。
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
三
頁
中
） 

７
２ 

『
同
右
』
巻
八
「
此
難
只
守C

一
隅B

未A

訪C

三
端B
。
凡
於C

文
字B

（
中
略
）
論
第
八
巻
成
就

止
輪
因
縁
門
所A

出
溢
字
輪
聖
法
記
釈
云
。
此
字
在C

金
剛
大
輪
無
碍
虚
空
聡
明
陀
羅
尼
経
第
一
巻
中B

文

又
論
第
九
巻
所A

出
□
□
等
十
二
字
同
記
釈
云
。
此
中
神
呪
外
道
経
呪
。
謂
在C

十
万
六
千
偈
阿
羅
羅

駄
尸
那
聡
明
弟
子
経
二
百
五
十
七
巻B

文

竜
樹
菩
薩
初
交C

外
道
衆B
習
呪
蔵
後
遇C

金
剛
手B

伝C

秘

教B

。
以C

伝
教
短
才B

争
可A

疑C

竜
樹
博
覧B

乎
、
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
三
頁
中―

下
） 

７
３ 

『
同
右
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
三
頁
下
） 

７
４ 

『
同
右
』
巻
八
「
義
理
相T

違
本
論B

者
。
篇
目
何
事
哉
。
難
破
人
趣
荒
涼
也
。
頗
不A

足C

会
通B

者
乎
。
推A

之
依C

本
論
立
義
少
文B

開C

三
十
三
広
宗B

故
云C

相
違B

乎
。
将
又
釈
論
多
依C

字
義

門B

作A

釈
故
致C

此
難B

乎
。
共
以
無A

謂
。
依C

少
文B

開C

広
義B

摂
義
論
相
通
也
。（
中
略
）
以

C

如A

是
大
要
因
縁B

我
今
依C

三
十
四
法B

該
摂
安
立
無C

余
説B

文

今
聞C

往
昔
発
願
因
縁B

弥
仰C

竜
樹
大
聖
之
金
言B

者
也
。
次
字
義
門
釈
者
秘
教
大
体
也
。
理
趣
釈
経
等
例
太
多
。
執C

顕
句
義B

不A

可A

疑C

密
意B

矣
。
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
四
頁
上
） 

７
５ 

『
同
右
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
四
頁
上
）
「
会
通
同
前
段
矣
」 

７
６ 

『
同
右
』
巻
八
「
法
花
義
疏
第
一
嘉
祥

云
。
而
瓔
珞
経
云
。
六
住
退
者
。
竜
樹
釈C

此
語B

云
。
欲I

怖C

地
前
菩
薩B

令R

速
入Q

初
地P

故
云A

退
耳
。
其
実
不A

退
文

私
云
。
当
論
第
七
巻
有C

此
釈B

。

此
外
現
流
布
竜
樹
論
中
無C

此
釈B

。
喜
祥
大
師
引T

用
此
論B

無A

疑
者
乎
。
但
法
花
統
略
引C

此
釈B

為C

十
住
毘
婆
娑
論
文B

。
彼
論
中
無C

此
釈B

。
以
知
後
人
誤
書T

加
之B

乎
。
」（
大
正
蔵
七
七
、
八
二

四
頁
上―

中
） 

７
７ 

『
同
右
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
四
頁
中
） 

７
８ 

『
同
右
』
巻
八
「
尾
張
大
僧
都
者
誰
人
乎
。
又
有C

何
証
據B

定C

偽
論B

乎
。
僧
綱
補
任
云
。
賢

璟
興
福
寺
。
法
相
宗
。
尾
張
国
人
。
宝
亀
五
年
二
月
二
十
四
日
任C

律
師B

。
僧
正
孫
弟

宣
教
法
師
弟
子
又

良
敏
僧
都
弟
子

延
暦
三

年
六
月
九
日
任C

大
僧
都B

。
不A

経C

少
僧
都
。
同
十
二
年
十
一
月
七
日
入
滅

年
八

十

幼
年
入A

道
剥A

皮

燃A

指
精
進
無A

倦
文

彼
尾
張
大
僧
都
者
当C

此
人B

乎
。
」
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
五
頁
下
） 

７
９ 

末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
五
年
、
五
四
頁―

五
五
頁
）
末
木

は
当
該
書
の
成
立
に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
文
献
の
序
文
の
記
述
に
つ
い
て
、

相
違
す
る
内
容
を
示
す
諸
本
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
精
査
す
る
こ
と
で
安
然
の
没
年
を
決
め
る
の
に
有
効
で

あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

８
０ 

『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
巻
上
（
大
正
蔵
五
五
、
一
一
六
頁
中
）
補
記
と
し
て
、『
諸
阿
闍

梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
に
は
福
貴
の
説
と
し
て
「
次
福
貴
山
道
詮
和
上
箴
誨
破
古
偽
論
立
為
真
論
」
と

あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
「
立
為
真
論
」
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。
こ
の
ま
ま
読
む
と
「
立
て
て
真
論
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と
な
す
」
と
な
り
違
和
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
道
範
の
『
釈
摩
訶
衍
論
応
教
鈔
』
に
確
認

で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
次
福
貴
山
道
詮
和
上
、
箴
誨
破
古
偽
論
、
立
為
真
言
法
。
奏
為
真
論
文
。
已
上
秘

録
」
（
大
正
蔵
六
九
、
五
八
四
頁
中
）
と
あ
る
。
本
来
は
こ
の
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

８
１ 

徳
一
（
七
六
〇
？―

八
四
〇
？
）
が
撰
述
し
た
『
真
言
宗
未
決
文
』
の
「
即
身
成
仏
疑
」
の
な
か
に

「
彼
の
菩
提
心
論
と
此
の
摩
訶
衍
論
」
と
倶
に
竜
樹
菩
薩
の
所
造
な
れ
ど
も
、
豈
に
相
違
あ
ら
ん
や
。
」（
大

正
蔵
七
七
、
八
六
三
頁
下
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
一
見
す
る
と
『
釈
論
』
を
偽
撰
で
あ
る
と
主
張
し
た

と
見
え
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
は
『
菩
提
心
論
』
と
『
釈
論
』
の
説
い
て
い
る
内
容
を
比
較
す
る
と

異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
二
種
の
論
書
は
同
じ
竜
樹
の
著
作
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
と
指

摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
徳
一
は
『
釈
論
』
を
偽
撰
で
あ
る
と
か
、
空
海
の
『
釈
論
』
依
用
に

つ
い
て
批
判
し
た
も
の
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

８
２ 

『
真
言
宗
教
時
義
』
巻
一
（
大
正
蔵
七
五
、
三
七
五
頁
中
） 

８
３ 

『
宝
冊
鈔
』
巻
八
（
大
正
蔵
七
七
、
八
二
一
頁
下
） 

８
４ 

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
十
一
（
大
東
出
版
社
、
一
九
六
七
年
、
一
四
八
頁―

一
四
九
頁
） 

８
５ 

『
智
証
大
師
全
集
』
巻
下
（
一
三
三
八
頁
下
） 

８
６ 

本
研
究
で
論
じ
る
問
題
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

８
７ 

大
安
寺
史
編
集
委
員
会
『
大
安
寺
史
・
史
料
』
（
名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
、
五
七
六
頁
） 

８
８ 

『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
』（
大
正
蔵
五
五
）
、『
慈
覚
大
師
在
唐
送
進
録
』（
大
正
蔵
五
五
）
、

『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
（
大
正
蔵
五
五
）
等
に
は
『
釈
論
』
に
関
す
る
記
事
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。 

８
９ 

『
開
元
寺
求
得
経
疏
記
等
目
録
』（
大
正
蔵
五
五
）
、『
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等
目
録
』

（
大
正
蔵
五
五
）
、
『
青
竜
寺
求
法
目
録
』
（
大
正
蔵
五
五
）
、
『
日
本
比
丘
円
珍
入
唐
求
法
目
録
』
（
大
正
蔵

五
五
）
等
に
は
、
『
釈
論
』
に
関
す
る
記
事
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

９
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
十
一
頁
）
参
照
さ
れ
た
い
。 

９
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
） 

９
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
巻
一
（
卍
続
蔵
七
二
、
七
三
一
頁
下
）
、
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
六

馬
鳴
」
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
五
四
、
二
〇
一
七
年
） 

９
３ 

『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』「
第
三
祖
者
。
昔
釈
迦
如
来
掩
化
之
後
八
百
年
中
。
有
一
大
士
。
名
那
伽

閼
頼
樹
那
菩
提
薩
埵
、
唐
言
竜
猛
菩
薩
、
旧
云
竜
樹
訛
略
也
、
誕
迹
南
天
化
被
五
印
。
尋
本
則
妙
雲
如
来
。

現
迹
則
位
登
歓
喜
（
和
尚
説
。
是
則
観
自
在
王
如
来
之
異
名
也
。
何
者
所
謂
雲
者
平
等
無
尽
覆
護
之
義
。

又
降
雨
養
物
之
義
也
。
即
是
大
悲
利
他
之
三
昧
也
。
妙
者
甚
深
難
測
之
義
。
言
此
菩
薩
二
利
之
行
。
除
如

来
者
無
人
度
量
。
又
迹
名
竜
猛
者
。
大
竜
無
念
雲
雨
無
辺
。
随
種
種
趣
所
雨
各
異
也
。
後
略
）
或
遊
邪
林

而
同
塵
同
事
。
或
建
正
幢
以
宣
揚
仏
威
。
」
（
弘
大
全
一
、
五
頁―

六
頁
） 

９
４ 

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
三
（
大
正
蔵
五
一
、
八
五
六
頁
上
） 

９
５ 

竜
樹
を
妙
雲
相
仏
で
あ
る
と
説
く
『
華
厳
経
海
印
道
場
懺
儀
』
巻
四
二
「
初
西
域
流
伝
華
厳
諸
師
」（
卍

続
蔵
一
二
八
、
七
〇
九
頁
中
）
が
あ
る
。
し
か
し
馬
鳴
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
い
。
聖
法
の
影
響
を
受
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

９
６ 

安
然
の
説
に
は
「
道
俗
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
。
こ
れ
が
三
船
の
説
を
言
っ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
の
な
ら
ば
、
安
然
が
天
台
側
で
初
め
て
三
船
の
説
を
紹
介
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
は
現
段
階
で
は
言
及
を
差
し
控
え
た
い
。
こ
れ

に
つ
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。 

９
７ 

補
記
と
し
て
、
近
年
、
三
船
と
『
釈
論
』
を
結
び
つ
け
る
も
の
に
『
竜
論
抄
』
な
る
新
出
の
資
料
が

発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
を
検
討
し
た
論
考
が
後
藤
昭
雄
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
（
「
中
国
へ
伝
え
ら
れ
た

日
本
人
の
著
作
」（
『
日
本
歴
史
』
六
一
〇
、
一
九
九
九
年
）
、「
『
延
暦
僧
録
』「
淡
海
居
士
伝
」
佚
文
考
『
日

本
歴
史
』
（
五
一
〇
、
一
九
九
〇
年
）
、
「
『
延
暦
僧
録
』
考
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
六
五―

二
、
一
九
八
八

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
そ
も
そ
も
『
竜
論
抄
』
な
る
文
献
は
、
大
阪
市
河
内
長
野
市
の
真
言
宗
金
剛
寺

に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
『
釈
論
』
の
異
称
と
さ
れ
る
。
そ
の
文
献
の
な
か
に
、
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三
船
の
事
績
を
記
録
し
た
『
延
暦
僧
録
』
に
記
載
さ
れ
る
「
淡
海
居
士
伝
」
と
、
平
安
末
期
の
南
都
を
代

表
す
る
学
僧
蔵
俊
（
一
一
〇
四―

一
一
八
〇
）
の
著
作
で
あ
る
『
大
意
抄
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
後
藤
は
『
竜
論
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
文
献
の
考
証
を
す
る
こ
と
で
、
三
船
に
『
大
乗
起
信

論
注
』
と
い
う
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
を
割
り
出
し
、
当
文
献
が
新
訳
実
叉
難
陀
訳
と
伝
え
ら
れ
る
新
訳
の

『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
と
、

金
剛
寺
所
蔵
の
『
竜
論
抄
』
を
披
見
す
る
環
境
に
な
い
の
で
詳
し
く
言
及
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
『
竜
論

抄
』
と
い
う
文
献
は
『
釈
論
』
の
日
本
請
来
以
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
そ
の
動
向
を

網
羅
し
て
い
る
よ
う
に
推
測
す
る
。
ま
た
筆
者
は
『
釈
論
』
が
新
訳
で
は
な
く
旧
訳
で
あ
る
真
諦
訳
の
注

釈
書
で
あ
る
点
を
重
視
す
る
。
す
な
わ
ち
『
竜
論
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
三
船
の
『
起
信
論
』
に
対
す
る
著

作
が
、
同
論
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
を
知
る
上
で
は
有
効
な
資
料
に
な
る
と
評
価
で
き
る
も
の
の
、
新
訳

を
用
い
て
お
り
旧
訳
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
点
を
慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
と
考
え
る
。
ま
ず
は
後
藤

説
を
踏
ま
え
て
、『
竜
論
抄
』
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。 

９
８ 

福
士
慈
稔
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
」（
『
智
慧
の
と
も
し
び
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
展

開
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
六
年
）「
中
国
で
は
竜
樹
造
・
筏
提
摩
多
訳
と
信
じ
ら
れ
、
日
本
で
竜
樹
に

仮
託
さ
れ
た
偽
書
と
の
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
実
は
議
論
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
淡
海
三
船
真

人
の
四
難
及
び
最
澄
の
七
難
も
解
決
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
亦
真
書
・
偽
書
も
い
わ
く
あ
り
げ
に
主
張

の
グ
ル
ー
プ
が
き
ま
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
ま
た
こ
の
問
題
、
『
釈
論
』
の
真
偽
問
題
及
び
成
立
地
の
問
題

等
は
真
言
諸
宗
の
内
部
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
定
説
と
か
不
定
説
と
か
言
う
問
題
で
は
な

い
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
筆
者
は
福
士
が
主
張
す
る
三
船
と
最
澄
の
論
難
が
未
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
と
す

る
見
解
に
は
、
本
章
を
通
じ
て
述
べ
た
よ
う
に
お
お
む
ね
賛
同
で
き
る
。
し
か
し
『
釈
論
』
の
真
偽
問
題

お
よ
び
成
立
地
の
問
題
に
つ
い
て
、
真
言
諸
宗
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
見
解
に
は
、『
釈
論
』
が
請
来

さ
れ
た
直
後
か
ら
の
真
偽
論
争
が
真
言
、
天
台
、
法
相
な
ど
の
諸
宗
間
で
行
わ
れ
て
い
る
動
向
を
見
て
も
、

真
言
諸
宗
で
議
論
す
る
べ
き
問
題
と
は
思
え
な
い
。
本
章
で
取
り
扱
っ
た
問
題
は
今
後
さ
ら
に
多
方
面
よ

り
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

９
９ 

末
木
文
美
士
「
道
詮
『
群
家
諍
論
』
に
つ
い
て
」
（
『
三
論
教
学
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
、

五
七
三
頁
）
末
木
は
「
奈
良
期
末
期
か
ら
平
安
期
初
期
に
か
け
て
の
仏
教
界
は
、
天
台
・
真
言
の
新
興
宗

派
の
確
立
と
と
も
に
、
在
来
の
諸
宗
を
も
巻
き
込
ん
で
、
諸
宗
間
で
激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
、
甚
だ
活

気
に
満
ち
た
時
代
で
あ
っ
た
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。 
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第
三
章 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
と
武
則
天 

―

新
羅
華
厳
と
の
関
係
の
再
考―

１ 

    
 

第
一
節 

問
題
の
所
在 

  

本
章
で
は
、『
釈
論
』
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
、
近
年
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
新
羅
華
厳
と
の
関
係
を
再
検

証
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
鑑
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
武
則
天
（
六
二
四
～
七
〇
五
（
在
位
六

九
〇
～
七
〇
五
）
）
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
知
見
を
呈
示
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
筆
者
は
、
以
上
の
点
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
年
『
釈
論
』
が
朝
鮮
成
立
と
支
持
さ

れ
て
き
た
見
解
２

に
対
す
る
、
異
な
る
見
解
、
す
な
わ
ち
成
立
地
は
中
国
と
い
う
従
来
説
を
支
持
し
な
が

ら
、
作
者
に
つ
い
て
は
朝
鮮
出
身
者
で
あ
ろ
う
と
い
う
可
能
性
を
呈
示
し
た
い
。 

 

で
は
、
本
考
察
に
お
け
る
手
順
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』
の
序
（
以
下
、『
釈
論
』
序
）
の
内
容
を

見
て
い
く
。
そ
し
て
則
天
文
字
を
制
定
し
た
武
則
天
が
、
自
ら
の
事
績
等
を
記
録
し
た
「
昇
仙
太
子
碑
」

が
あ
り
、
そ
の
石
碑
に
記
さ
れ
る
尊
号
と
関
連
性
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の

上
で
、
次
に
『
釈
論
』
と
同
碑
と
の
関
係
を
結
び
つ
け
る
上
で
有
効
か
つ
華
厳
思
想
と
の
接
点
を
再
考
す

る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
、
武
則
天
と
実
叉
難
陀
（
六
五
二
～
七
一
〇
）
の
翻
訳
事
業―

実
叉
難
陀
訳

『
華
厳
経
』
序―

に
つ
い
て
も
概
観
し
な
が
ら
、
密
教
典
籍
や
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
と
い
っ
た
資
料

と
も
比
較
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
『
釈
論
』
の
成

立
に
関
す
る
事
情
が
明
ら
か
と
な
り
、
同
論
の
成
立
問
題
の
解
明
に
向
け
た
一
視
点
に
成
り
得
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
る
。 

   
 

第
二
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
に
関
す
る
序
の
概
要 

  

そ
れ
で
は
、
ま
ず
『
釈
論
』
の
序
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
同
論
の
序
に
つ
い
て
は
既
に
偽
作
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
３

。
し
か
し
『
釈
論
』
序
に
は
成
立
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
述
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、

序
の
作
者
と
さ
れ
る
人
物
、
そ
し
て
『
起
信
論
』
作
者
と
さ
れ
る
馬
鳴
と
『
釈
論
』
作
者
と
さ
れ
る
竜
樹

の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
括
弧
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

釈
摩
訶
衍
論
序 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製 

 
 

蓋
し
聞
く
、
月
鏡
・
日
珠
は
、
爰
、
山
王
・
禅
宮
に
居
す
。
双
道
を
履
み
て
百
国
に
游
び
、
等
観
に 

 
 

乗
じ
て
恒
刹
に
達
す
る
。
極
喜
の
珠
嵩
に
挙
り
、
寂
滅
の
霊
宮
を
窺
る
。
噵
聞
く
、
在
昔
は
而
も
猶 

お
そ
の
百
恒
の
区
を
覚
ら
ず
、
惘
想
惘
想
た
り
。（
中
略
）
朕
、
方
に
解
り
ぬ
、
化
因
を
七
覚
の
宝
林 

に
茂
ら
せ
、
蓮
種
を
八
徳
の
珠
池
に
植
え
た
り
と
い
う
こ
と
を
。
却
い
て
往
居
を
歓
び
、
即
い
て
は 

来
後
を
急
か
に
す
。
加
之
、
金
輪
東
方
せ
し
よ
り
自
来
、
威
門
の
区
に
応
ず
と
は
、
道
王
の
偈
に
先 

冊
せ
り
。
珠
鏡
、
山
虚
よ
り
已
降
し
て
、
沙
界
の
面
に
至
れ
る
こ
と
は
摩
耶
の
文
に
会
つ
て
記
せ
り
。 

未
来
八
万
に
し
て
輪
の
駕
東
に
及
び
、
過
去
五
百
に
し
て
覚
の
珠
南
に
至
る
を
以
て
な
り
。
其
の
数 

た
る
や
、
観
音
に
眼
・
手
を
乞
う
の
暇
に
中
り
て
過
恒
の
教
門
を
矚
捜
し
、
其
の
義
た
る
や
、
尸
迦 
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に
珠
網
を
借
る
の
恐
れ
に
中
り
て
塵
数
の
義
理
を
曜
羅
す
。
馬
鳴
聖
者
の
光
明
の
徳
、
時
に
具
さ
に 

顕
わ
れ
、
竜
樹
大
士
の
妙
雲
の
瑞
、
方
に
円
か
に
啓
け
た
る
を
以
て
な
り
。
洋
々
た
り
、
簫
々
た
り
。 

４ 

  

題
号
の
次
に
示
さ
れ
て
い
る
「
天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
」
と
は
、
皇
帝
の
威
厳
の
高
さ
を
表
現
し
た
尊

号
だ
と
確
認
で
き
る
。
こ
の
中
の
「
天
冊
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
異
体
字
と
判
断
さ
れ
処
理
さ
れ
た
文

字
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
脾
回
」
や
「
脾
冊
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
望

月
信
享
は
「
天
回
鳳
威
の
天
字
を
脾
に
作
る
が
如
き
、
明
ら
か
に
則
天
文
字
を
用
ひ
た
る
証
な
り
。
」
５

と

判
断
し
て
い
る
。
林
田
光
禅
は
、「
脾
は
天
の
古
文
、
回
は
冊
な
り
、
故
に
脾
回
は
天
子
の
位
な
り
。
」
６

と

し
、
那
須
政
隆
は
「
脾
は
天
の
古
字
。
回
は
冊
に
し
て
詔
勅
の
義
。
故
に
、
天
回
は
天
子
の
位
で
あ
る
。
」

７

と
述
べ
、
柏
木
弘
雄
も
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
８

。 

 

こ
の
よ
う
に
望
月
説
で
は
、
則
天
文
字
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
文
字
が
武
則
天
の
事
績

や
施
策
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
採
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
林
田
、

那
須
、
柏
木
説
で
は
、「
脾
」
を
古
字
と
指
摘
す
る
が
ど
の
よ
う
な
説
や
思
想
に
基
づ
く
の
か
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
「
脾
＝
天
」
と
い
う
文
字
が
武
則
天
の
施
策
や
事
績
の

影
響
を
強
く
受
け
た
結
果
、
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

引
用
文
の
続
き
を
見
る
と
、『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
の
作
者
と
さ
れ
る
馬
鳴
と
竜
樹
の
生
い
立
ち
に
つ

い
て
、「
化
因
」
と
あ
る
よ
う
に
人
間
と
し
て
転
生
し
た
因
縁
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
馬

鳴
と
竜
樹
が
、
「
七
覚
支
」
を
得
た
輪
香
長
者
と
い
う
男
性
と
「
珠
池
」
と
い
う
女
性
を
父
母
と
な
し
て
、

兄
弟
と
し
て
出
生
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
続
き
を
見
て
い
く
と
、
転
輪
聖
王
が
即
位
す
る
時
、
金
輪

が
東
方
に
現
れ
出
で
、
四
天
下
を
降
伏
す
る
よ
う
に
金
輪
に
喩
え
ら
れ
る
竜
樹
菩
薩
が
出
現
し
て
天
下
に

大
乗
の
法
門
を
宣
布
し
、
一
切
衆
生
を
教
化
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
道
王
で
あ
る
釈
迦
が
懸
記
（
授
記
）

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
く
。 

 

そ
の
後
半
に
も
目
を
転
じ
る
と
、「
珠
鏡
」
と
説
く
「
日
珠
」
と
さ
れ
る
馬
鳴
と
「
月
鏡
」
と
さ
れ
る
竜

樹
の
二
人
が
、
「
山
虚
」
と
示
す
「
須
弥
山
」
と
「
遊
虚
空
天
（
第
二
禅
天
）
」
の
二
つ
の
場
所
を
指
示
す

る
場
所
か
ら
現
象
世
界
（
沙
界
）
に
下
生
（
已
降
）
し
た
こ
と
が
『
摩
訶
摩
耶
経
』
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て

い
る
と
主
張
し
て
い
く
。
上
記
の
内
容
は
『
釈
論
』
本
文
中
に
は
示
さ
れ
な
い
情
報
で
あ
る
。
こ
の
他
に

も
、
馬
鳴
と
竜
樹
の
住
位
に
つ
い
て
も
説
明
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
馬
鳴
聖
者
の
光
明
の
徳
」
と

「
竜
樹
大
士
の
妙
雲
の
瑞
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
に
あ
る
馬
鳴
が
大
光
明
仏
と
す
る
説
や
竜
樹
が
歓

喜
大
士
と
す
る
説
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
９

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
序
に
は
『
釈
論
』
本
文
の
説
を
略
述
し
た
情
報
や
、
本
文
に
は
示
さ
れ
な
い
説
が
確
認

で
き
る
。
確
か
に
序
は
偽
作
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、『
釈
論
』
の
成
立
事
情
を
考
察
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
見
逃
し
が
た
い
。
以
降
に
も
『
釈
論
』
が
成
立
し
た
背
景
が
事
細
か
く
示
さ
れ
て
い
る

の
で
確
認
し
た
い
（
括
弧
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

朕
聞
く
、
其
の
梵
本
は
先
よ
り
中
天
竺
に
在
り
と
。
鮧
を
遣
わ
し
て
奉
迎
し
て
近
く
東
界
に
至
す
。 

弘
始
三
年
歳
次
星
紀
九
月
上
日
を
以
て
、
大
荘
厳
寺
に
於
い
て
親
ら
筆
削
を
受
け
、
敬
て
斯
の
論
を 

訳
す
。
直
ち
に
翻
訳
せ
し
人
は
筏
提
摩
多
三
蔵
、
俗
語
を
伝
え
る
の
人
は
劉
連
陀
等
、
執
筆
の
人
は 

謝
賢
金
等
な
り
。
首
尾
二
年
に
し
て
方
に
繕
写
の
功
畢
わ
ん
ぬ
。
（
中
略
）
両
曜
の
面
円
か
に
臨
み
、 

群
星
の
目
具
さ
に
舒
け
た
り
。
江
河
の
水
澄
浄
に
し
て
、
大
海
の
瀾
泰
然
た
り
。
１
０ 
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皇
帝
（
五
胡
十
六
国
の
一
、
後
秦
二
代
の
王
の
こ
と
か
）
が
『
釈
論
』
を
イ
ン
ド
か
ら
請
来
さ
せ
、
弘

始
三
年
（
四
〇
一
）
九
月
上
旬
に
大
荘
厳
寺
に
お
い
て
翻
訳
事
業
を
開
始
し
た
と
あ
る
。
皇
帝
み
ず
か
ら

校
正
作
業
に
加
わ
り
、
翻
訳
者
は
筏
提
摩
多
三
蔵
、
通
訳
者
は
劉
連
陀
等
、
執
筆
者
は
謝
賢
金
等
で
あ
っ

た
と
す
る
。
そ
し
て
、
翻
訳
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
首
尾
二
年
、
よ
う
や
く
完
了
し
た
と
す
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、『
釈
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
年
代
を
算
出
す
れ
ば
、
五
世
紀
初
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
１
１

。

後
に
触
れ
る
が
、『
釈
論
』
序
に
は
武
則
天
の
奨
励
し
た
文
字
（
則
天
文
字
）
と
の
関
係
に
加
え
て
、
彼
女

が
執
筆
し
た
『
華
厳
経
』
序
の
文
体
も
模
倣
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
世
紀
初
め
の
成
立
は
信
憑
性

が
低
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
今
度
は
則
天
文
字
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

   
 

第
三
節 

則
天
文
字
と
の
接
点 

―
「
昇
仙
太
子
碑
」
の
則
天
文
字
に
つ
い
て―

 

  

ま
ず
、
則
天
文
字
が
記
録
さ
れ
た
媒
体
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
が
「
昇
仙
太
子
碑
」
と
い

う
石
碑
で
あ
る
。
こ
の
碑
は
、
武
則
天
が
聖
暦
二
年
（
六
九
九
）
に
国
を
周
と
号
す
際
、
古
代
の
周
の
太

子
の
廟
を
修
復
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
記
念
し
て
自
ら
撰
文
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
碑
石
の
寸
法

は
、
四
二
六
㎝×

一
六
〇
㎝
と
非
常
に
大
き
く
、
河
南
省
偃
師
市
の
仙
君
廟
に
現
存
し
て
お
り
保
存
状
態

も
よ
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
１
２

。
先
に
要
点
を
述
べ
る
と
、
冒
頭
の
撰
述
者
す
な
わ
ち
武
則
天
の
尊

号
と
さ
れ
る
「
大
周
脾
冊
金
輪
𨲢
神
皇
帝
御
製
」
の
名
が
確
認
で
き
、『
釈
論
』
序
に
記
さ
れ
る
尊
号
を
想

起
さ
せ
る
。
そ
こ
で
拓
本
に
見
え
る
尊
号
部
分
を
転
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
１
３

。 

          

や
は
り
「
脾
（
天
）
冊
」
と
い
う
字
の
他
に
も
、「
天
冊
○
○
○
○
皇
帝
御
製
」
と
い
っ
た
表
記
が
『
釈

論
』
序
の
尊
号
と
似
て
い
る
の
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
則
天
文
字
を
制
定
し
た
武
則
天
と
は
、
則

天
武
后
と
し
て
知
ら
れ
、
中
国
史
上
唯
一
の
女
帝
で
あ
り
、
仏
教
を
擁
護
し
、
文
字
以
外
に
自
ら
を
弥
勒

菩
薩
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
称
す
る
た
め
に
、
『
大
雲
経
疏
』
１
４

を
製
作
さ
せ
、
各
地
に
『
大
雲
経
』
を
奉

安
す
る
大
雲
経
寺
を
建
立
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
仏
授
記
寺
の
沙
門
明
佺
に
勅
令
を
出
し
て
、
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
を
撰
述
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
目
録
の
天
冊
万
歳
元
年
（
六
九
五
）
十
月
二
六
日
付
け
の
記
事
に
は
、
偽
経
の
選
別
・
異
端
視
さ
れ

た
三
階
教
の
監
視
・
道
教
関
係
の
経
文
の
締
め
出
し
を
目
的
と
す
る
と
あ
る
１
５

。
し
た
が
っ
て
崇
仏
思
想

が
強
い
１
６

。
ま
た
、
こ
の
「
天
冊
万
歳
元
年
」
の
「
天
冊
」
も
『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
想
像

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

則
天
文
字
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
は
公
共
で
使
用
さ
れ
た
期
間
が
極
め
て
短
く
、
現
代
に
ま
で
浸
透

し
て
い
る
様
子
は
確
認
で
き
な
い
。
次
期
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
中
宗
（
六
五
六
～
七
一
〇
（
在
位
六
八

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%98%87%E4%BB%99%E5%A4%AA%E5%AD%90%E7%A2%91&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%83%E5%B8%AB%E5%B8%82
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四
・
七
〇
五
～
七
一
〇
）
）
の
神
竜
元
年
（
七
〇
五
）
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

文
宗
の
治
世
で
あ
る
開
成
二
年
（
八
三
七
）
に
は
、
改
め
て
則
天
文
字
を
元
の
文
字
に
直
す
こ
と
を
命
じ

た
詔
書
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
共
で
の
使
用
は
廃
止
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
周
辺
の
漢
字
文

化
圏
で
は
特
定
の
文
字
の
み
が
使
用
さ
れ
続
け
た
１
７

。 

 

則
天
文
字
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
何
文
字
あ
る
の
か
は
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
ず
１
８

、
十
二
・
十
六
・
十

七
、
あ
る
い
は
十
八
・
十
九
・
二
一
個
と
す
る
諸
説
が
あ
る
よ
う
で
一
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
す
べ

て
の
文
字
を
あ
わ
せ
る
と
三
十
字
前
後
に
な
る
と
さ
れ
る
１
９

。
こ
れ
は
、
書
写
し
た
文
字
の
異
体
字
が
後

代
に
お
い
て
再
構
成
さ
れ
た
際
、
新
た
な
文
字
と
し
て
認
識
さ
れ
、
加
増
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
十
七
個
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
２
０

。 

  
 

照
＝
曌
・
天
＝
脾
・
地
＝
埊
・
日
＝
腑
・
月
＝
囝
・
星
＝
甼
・
君
＝
𠺞
・
臣
＝
𢘑
・
載
＝
𡕀
・ 

 
 

初
＝
𡔈
・
年
＝
𠦚
・
正
＝
𠙺
・
授
＝
𥢓
・
証
＝
𨭻
・
聖
＝
𨲢
・
國
＝
圀
・
人
＝
𤯔 

 

い
つ
頃
よ
り
こ
れ
ら
の
文
字
が
登
場
し
た
か
に
つ
い
て
は
『
資
治
通
鑑
』
２
１

に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
武

則
天
の
臣
下
が
提
出
し
た
則
天
文
字
の
候
補
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

天
授
元
年
、
（
傍
注
略
）
十
一
月
庚
辰
朔
、
日
南
至
す
、
太
后
、
万
象
神
宮
に
享
し
、
天
下
に
赦
す
。 

 
 

始
め
て
周
正
を
用
い
、
永
昌
元
年
十
一
月
を
改
め
て
、
載
初
元
年
正
月
と
な
し
、
十
二
月
を
以
て
臘 

 
 

月
と
な
し
、
夏
の
正
月
を
一
月
と
な
す
。
周
・
漢
の
後
を
以
て
二
王
の
後
と
な
し
、
舜
・
禹
・
成
湯 

 
 

の
後
を
三
恪
と
な
し
、
（
傍
注
略
）
周
・
隋
の
嗣
は
、
列
国
に
同
じ
く
す
。
（
傍
注
略
）
鳳
閣
侍
郎
河 

 
 

東
の
宗
秦
客
、
（
傍
注
略
）
天
地
等
の
十
二
字
を
改
造
し
、
以
て
献
ず
。
（
傍
注
略
）
丁
亥
、
之
を
行 

 
 

う
。
太
后
自
ら
曌
と
名
づ
け
、
詔
を
改
め
て
制
す
と
曰
う
。（
傍
注
略
）
秦
客
は
太
后
の
従
父
姉
の
子 

 
 

な
り
。
２
２ 

  

武
則
天
が
、
永
昌
元
年
十
一
月
を
載
初
元
年
（
六
八
九
）
と
改
元
し
、
周
と
い
う
国
の
国
家
形
成
に
向

け
て
着
々
と
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
い
く
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
武
則
天
の
従
父
姉
の
子

で
あ
る
宗
秦
客
が
新
字
十
二
種
と
し
て
、 

  
 

曌
＝
照
・
天
＝
脾
・
地
＝
埊
・
日
＝
腑
・
月
＝
囝
・
星
＝
甼
・
君
＝
𠺞
・
臣
＝
𢘑
・
載
＝
𡕀
・ 

 
 

初
＝
𡔈
・
年
＝
𠦚
・
正
＝
𠙺
２
３ 

 

を
草
案
と
し
て
献
じ
た
と
す
る
内
容
を
確
認
で
き
、
当
初
、
則
天
文
字
は
十
七
文
字
で
は
な
か
っ
た
と
想

定
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
蔵
中
進
は
、
則
天
文
字
が
親
戚
の
臣
下
の
進
言
に
よ
り
最
初
十
二
文
字
あ
っ

た
の
だ
が
、
次
第
に
加
増
改
変
さ
れ
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
文
字
自
体
が
武
則
天
の
単
な

る
思
い
つ
き
で
制
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
字
一
字
に
君
主
と
臣
下
の
主
従
関
係
を
強
調
す
る
意
識
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
使
用
す
る
人
物
の
権
威
を
鼓
舞
さ
せ
る
意
図
が
窺
え
る
と
述
べ
て
い
る
２
４

。 

こ
の
他
の
蔵
中
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
則
天
文
字
の
中
で
も
、
「
曌
」
は
武
則
天
自
身
の
諱
字
で
あ
り
、

自
己
の
署
名
に
用
い
て
他
の
使
用
を
許
さ
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
実
際
の
使
用
例
が
限
ら
れ
た
も
の
し

か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
２
５

。
こ
れ
に
関
連
す
る
事
例
と
し
て
「
華
」
と
い
う
文
字
の
使
用
禁
止
が

あ
る
。
こ
れ
は
本
来
「
華
」
と
表
記
し
て
い
た
も
の
を
武
則
天
が
自
ら
の
祖
父
の
諱
で
あ
る
「
華
」
を
避
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け
て
「
花
」
と
表
記
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
２
６

。
こ
の
こ
と
は
、
則
天
文
字
と
同
様
に
武
周
時
代
の
漢
字
の

使
用
例
を
考
慮
す
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ
、『
釈
論
』
に
も
「
華
厳
経
」
の
表
記
に
つ
い
て
「
華
厳
」
と

「
花
厳
」
の
二
種
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
２
７

。 

 

そ
う
な
る
と
『
釈
論
』
序
は
「
昇
仙
太
子
碑
」
の
碑
文
の
尊
号
に
基
づ
き
同
論
の
序
を
製
作
し
た
の
か

が
問
題
と
な
っ
て
く
る
２
８

。
そ
こ
で
則
天
文
字
と
『
釈
論
』
を
結
び
つ
け
る
典
籍
の
記
事
が
あ
る
の
で
確

認
し
た
い
。
そ
れ
は
武
則
天
と
実
叉
難
陀
と
の
翻
訳
事
業
と
武
則
天
自
身
が
執
筆
し
た
『
華
厳
経
』
の
序

に
見
出
せ
る
。
ま
ず
は
『
釈
論
』
と
の
接
点
を
実
叉
難
陀
と
武
則
天
の
事
績
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。 

   
 

第
四
節 

実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
花
厳
経
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
関
係 

 
 
 

 
 
 
 
 
―

序
の
記
述
と
『
花
厳
経
』
の
使
用
例
を
中
心
に―

 

  
 
 

第
一
項 

『
大
方
広
仏
花
厳
経
』
序
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
序
の
記
述
比
較 

  

本
考
察
に
つ
い
て
森
田
龍
僊
の
先
行
す
る
指
摘
が
あ
り
、
森
田
は
『
釈
論
』
の
序
と
『
華
厳
経
』
の
序

と
の
文
体
が
類
似
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
２
９

。
た
だ
し
、
武
則
天
や
則
天
文
字
、
そ
し
て
実
叉
難

陀
や
後
述
す
る
菩
提
流
志
と
の
関
係
に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
先
ず
、
実
叉
難
陀
の
事
績

と
武
則
天
の
関
係
を
概
観
し
た
い
。
実
叉
難
陀
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
最
も
信
頼
で
き
る
資
料
と
し
て
実

叉
難
陀
と
同
時
代
に
活
躍
し
、
彼
の
訳
場
に
も
参
画
し
て
い
た
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
３
０

の
『
華
厳

経
伝
記
』
「
大
周
神
都
仏
授
記
寺
沙
門
実
叉
難
陀
」
３
１

が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
叉
難
陀
、
唐
に
は
喜
学
と
云
い
、
于
闐
国
の
人
と
あ
る
。
武
則
天
の
証
聖
元
年
（
六

九
五
）
に
『
華
厳
経
』
の
梵
本
と
訳
者
を
求
め
る
要
請
に
応
え
て
洛
陽
に
入
り
、
大
内
遍
空
寺
に
お
い
て

南
印
度
沙
門
菩
提
流
志
と
義
浄
と
と
も
に
翻
訳
の
事
業
を
行
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
聖
暦
二
年
（
六

九
九
）
に
仏
授
記
寺
に
お
い
て
完
成
さ
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訳
出
さ
れ
た
『
華
厳
経
』
は
新
訳

『
八
十
華
厳
経
』
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
実
叉
難
陀
が
訳
出
し
た
折
の

『
華
厳
経
』
は
「
華
」
の
文
字
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
た
め
「
花
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
大
方
広
仏
花
厳
経
』
（
以
下
『
八
十
花
厳
』
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
し
て
こ
の
『
八
十
花
厳
』
の
序
を
武
則
天
が
執
筆
し
て
い
る
。
本
経
の
序
に
は
「
昇
仙
太
子
碑
」
と

同
様
に
武
則
天
の
尊
号
と
さ
れ
る
「
天
冊
金
輪
聖
神
皇
帝
」
３
２

が
確
認
で
き
る
。
「
昇
仙
太
子
碑
」
が
六

九
九
年
に
建
碑
さ
れ
て
い
る
点
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
「
天
」
の
字
も
本
来
、「
脾
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
検
討
で
参
照
し
た
蔵
中
進
の
研
究
に
負
う
点
が
あ
る
３
３

。
そ

し
て
、『
八
十
花
厳
』
と
則
天
文
字
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
指
摘
が
、
小
島
岱
山
よ
り
提
出
さ
れ

て
い
る
。
氏
は
山
西
省
の
奉
聖
寺
で
『
八
十
花
厳
』
の
漢
訳
が
刻
ま
れ
た
石
幢
を
発
見
し
、
そ
の
石
幢
の

成
立
が
漢
訳
さ
れ
た
六
九
九
年
に
造
ら
れ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
八
十
花
厳
』
を
翻
訳
、
校
正

等
に
携
わ
っ
た
人
々
を
記
録
し
た
題
記
の
中
に
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

３
４

。 

 

本
項
の
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
『
釈
論
』
序
は
『
八
十
花
厳
』
序
の
論
調
や
文
体
を
模
倣
し
な
が
ら
、

皇
帝
が
典
籍
の
存
在
を
知
り
得
た
と
す
る
文
の
構
成
内
容
と
一
致
し
、
加
え
て
同
経
を
取
り
巻
く
環
境
の

解
説
法
を
模
倣
し
て
お
り
、
典
籍
自
体
の
内
容
の
概
説
と
称
賛
に
つ
い
て
の
讃
歎
文
ま
で
も
文
の
一
部
を

改
変
し
な
が
ら
援
用
し
て
い
る
。
そ
の
一
一
の
内
容
が
用
語
の
類
似
に
留
ま
ら
ず
、
長
文
に
わ
た
る
ま
で
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広
範
囲
な
点
か
ら
も
深
い
結
び
付
き
が
あ
る
。
そ
の
点
に
注
目
し
つ
つ
具
体
的
に
関
連
す
る
箇
所
を
あ
げ

て
比
較
し
て
い
く
（
比
較
す
る
た
め
関
係
箇
所
に
番
号
と
傍
線
を
付
す
）
。 

  

○
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
３
５ 

 
 

大
方
広
仏
華
厳
経
者
。
➀
斯
乃
諸
仏
之
密
蔵
。
如
来
之
性
海
。
➁
視
之
者
莫
識
其
指
帰
。
挹
之
者
罕 

 
 

測
其
涯
際
。
有
学
・
無
学
志
絶
窺
覦
。
二
乗
・
三
乗
寧
希
聴
受
。
最
勝
種
智
。
荘
厳
之
迹
既
隆
。
普 

 
 

賢
・
文
殊
・
願
行
之
因
斯
満
。（
中
略
）
➂
朕
聞
其
梵
本
。
先
在
于
闐
国
中
。
遣
使
奉
迎
。
近
方
至
此
。 

 
 

既
覩
百
千
之
妙
頌
。
乃
披
十
萬
之
正
文
。
粵
以
証
聖
元
年
。
歳
次
乙
未
。
月
旅
沽
洗
。
朔
惟
戊
申
。 

 
 

以
其
十
四
日
辛
酉
。
➃
於
大
遍
空
寺
。
親
受
筆
削
。
敬
訳
斯
経
。
遂
得
甘
露
流
津
。
預
夢
庚
申
之
夕
。 

 
 

膏
雨
洒
潤
。
後
覃
壬
戌
之
辰
。
式
開
実
相
之
門
。
還
符
一
味
之
沢
。
以
聖
暦
二
年
。
歳
次
巳
亥
。
十 

 
 

月
壬
午
朔
。
八
日
巳
丑
。
繕
写
畢
功
。
添
性
海
之
波
瀾
。
廓
法
界
之
疆
域
。
大
乗
頓
教
。
普
被
於
無 

 
 

窮
。
方
広
真
筌
。
遐
該
於
有
識
。
豈
謂
後
五
百
歳
。
忽
奉
金
口
之
言
。
娑
婆
境
中
。
俄
啓
珠
函
之
秘
。 

 
 

所
冀
闡
揚
沙
界
。
宣
暢
塵
區
。
並
両
曜
而
長
懸
。
弥
十
方
而
永
布
。
一
窺
宝
偈
。
慶
溢
心
霊
。
三
復 

 
 

幽
宗
。
喜
盈
身
意
。
雖
則
無
説
無
示
。
理
符
不
二
之
門
。
然
因
言
顕
言
。
方
闡
大
千
之
義
。
➄
輒
申 

 
 

鄙
作
。
爰
題
序
云
。 

  

○
『
釈
摩
訶
衍
論
』
３
６ 

 
 

釈
摩
訶
衍
論
者
。
➀
斯
乃
窮
性
海
之
源
密
蔵
。
罄
行
因
之
本
淵
詞
。
以
淪
星
而
過
乎
月
珠
。
➁
君
子 

 
 

莫
識
其
旨
帰
。
以
錦
華
而
達
于
日
域
。
和
疇
莫
測
其
涯
際
。
可
謂
一
山
界
中
在
兩
日
月
。
一
天
下
中 

 
 

在
両
皇
帝
。
➂
朕
聞
其
梵
本
。
先
在
于
中
天
竺
。
遣
䮊
奉
迎
。
近
至
東
界
。
以
弘
始
三
年
。
歲
次
星 

 
 

紀
九
月
上
旬
。
➃
於
大
荘
厳
寺
。
親
受
筆
削
。
敬
訳
斯
論
。
直
翻
訳
人
筏
提
摩
多
三
蔵
。
伝
俗
語
人 

 
 

劉
連
陀
等
。
執
筆
之
人
謝
賢
金
等
。
首
尾
二
年
方
繕
写
畢
功
。
両
曜
之
面
円
臨
。
群
星
之
目
具
舒
。 

 
 

江
河
之
水
澄
浄
。
大
海
之
瀾
泰
然
。
朕
未
及
詳
。
出
金
輪
於
坤
之
上
。
入
妙
高
於
掌
之
内
。
細
哉
喜 

 
 

門
周
于
法
界
。
大
哉
静
室
入
于
毫
端
。
厥
若
斯
理
。
絶
称
乎
爰
翰
牘
。
離
像
乎
爰
彩
畫
。
語
則
浄
名 

 
 

朕
呵
。
談
則
善
吉
朕
吐
。
然
而
噵
言
。
住
絶
理
于
諷
誦
。
止
爽
詞
于
黙
然
。
破
其
台
観
莫
弘
大
虚
。 

 
 

滅
其
鏡
玉
勿
釈
像
跡
。
朕
将
無
以
于
濫
月
文
請
。
于
亀
免
翰
借
。
➄
輒
申
鄙
製
。
爰
題
序
云
。 

 

➀
は
、
教
説
の
奥
深
さ
を
「
密
蔵
」
や
「
性
海
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
➁
は
、

『
八
十
花
厳
』
の
方
で
は
「
視
之
者
莫
識
其
指
帰
。
挹
之
者
罕
測
其
涯
際
」
と
あ
り
、
先
を
見
通
す
者
で

も
そ
の
深
淵
な
教
え
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
す
る
意
味
で
あ
る
。
一
方
、『
釈
論
』
の
方
で
は
「
君

子
莫
識
其
旨
帰
。（
中
略
）
和
疇
莫
測
其
涯
際
」
と
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
高
徳
な
者
で
あ
っ
て
も
、
仏
法
の

帰
趨
を
理
解
で
き
ず
、
算
術
（
和
疇
）
に
長
け
た
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
甚
深
な
る
教
え
を
測
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
と
す
る
意
味
で
あ
る
。
若
干
相
違
す
る
字
句
も
あ
る
の
だ
が
似
通
っ
て
い
る
。
➂
は
、
皇
帝
が

外
国
に
探
し
求
め
た
梵
本
典
籍
が
あ
り
、
使
者
を
遣
わ
し
て
奉
迎
し
て
近
時
迎
え
入
れ
た
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
➃
は
、
寺
院
に
お
い
て
皇
帝
み
ず
か
ら
が
筆
削
を
担
当
し
、
翻
訳
事
業
に
着
手
し
た
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
最
後
に
、
➄
は
、
こ
れ
も
双
方
と
も
、
優
れ
た
意
味
で
は
な
い
が
そ
れ
に
よ
っ
て
（
鄙
製
）
文

章
を
書
い
て
序
と
題
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。 

 

一
般
的
に
序
文
の
体
裁
は
あ
る
程
度
表
現
が
定
型
化
し
て
お
り
類
似
す
る
点
が
多
少
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
点
か
ら
す
る
と
『
釈
論
』
と
『
八
十
花
厳
』
と
の
関
係
は
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

他
の
典
籍
の
序
文
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
調
べ
て
も
類
似
す
る
典
籍
は
確
認
で
き
ず
３
７

、
形
式
上
か
ら
も
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『
八
十
花
厳
』
を
超
え
る
程
の
類
似
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
実
際
に
双
方
を
比
較
し
て
見
る
と
、
や

は
り
『
釈
論
』
序
の
作
者
は
『
八
十
花
厳
』
の
序
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
論
調
を
模
倣
し
た

上
で
、
同
論
の
序
の
作
者
さ
れ
る
「
天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
」
と
仮
託
し
、
五
世
紀
に
『
釈
論
』
本
文
が

翻
訳
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
次
項
で
は
さ
ら
に
『
釈
論
』
本
文
の
内
容
に
も
関

連
す
る
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
で
こ
の
こ
と
を
補
足
し
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
登
場
す
る
二
種
の
『
花
厳
経
』
が
説
か
れ
た
背
景 

  

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
武
則
天
の
時
代
に
お
い
て
は
「
華
」
の
表
記
を
「
花
」
と
改
め
て
お
り
、『
釈
論
』

に
は
『
華
厳
経
』
と
す
る
表
記
が
一
箇
所
、『
分
流
花
厳
経
』
と
『
大
本
花
厳
経
』
と
す
る
『
花
厳
経
』
の

表
記
が
二
箇
所
存
在
し
て
い
る
３
８

。
加
え
て
こ
の
「
花
」
の
字
は
、
武
則
天
の
在
世
時
の
長
寿
二
年
（
六

九
三
）
に
同
じ
く
『
八
十
花
厳
』
訳
場
に
参
画
し
て
い
た
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
『
宝
雨
経
』

に
も
確
認
で
き
る
３
９

。
こ
こ
で
は
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
二
種
の
『
花
厳
経
』
の
登
場
の
意
図
を
考
え
て

み
た
い
。
こ
れ
に
関
連
す
る
指
摘
が
柏
木
弘
雄
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
。
柏
木
は
「
大
本
」
と
「
分
流
」

と
表
記
し
た
由
縁
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。 

 

柏
木
説
で
は
、『
釈
論
』
の
造
論
者
が
法
蔵
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』（
以
下
『
探
玄
記
』
）
に
説
か
れ
る
『
華

厳
経
』
成
立
に
関
す
る
六
種
（
恒
本
・
大
本
・
上
本
・
中
本
・
下
本
・
略
本
）
の
本
の
伝
承
と
、
竜
樹
が

竜
宮
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
す
る
伝
説
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
４
０

。
法
蔵
に
よ
る
こ
の
解
説

の
特
徴
は
、
『
六
十
華
厳
』
を
「
略
本
」
４
１

と
位
置
付
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
『
釈
論
』
中
に
お
い
て
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
竜
宮
に
入
り
、
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
製
作
し

た
と
す
る
説
や
、『
大
本
花
厳
経
』
に
説
か
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
が
三
千
大
千
世
界
の
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮

那
仏
を
凌
駕
し
て
い
る
と
す
る
説
か
ら
も
、
同
法
が
諸
仏
の
根
源
と
し
て
普
遍
的
に
法
輪
を
転
じ
て
い
る

と
理
解
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
類
似
し
た
説
に
、
法
蔵
の
弟
子
で
あ
る
静
法
寺
慧
苑
（
六
七
三
？
～
七
四

三
？
）
が
独
自
の
学
説
を
展
開
し
た
と
さ
れ
る
『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』
（
以
下
『
刊
定
記
』
、
成
立
年
代

未
詳
）
に
は
４
２

、
竜
樹
が
仏
滅
後
六
百
年
に
出
現
し
、
竜
宮
に
入
り
上
・
中
・
下
の
三
種
類
の
『
華
厳
経
』

を
見
出
し
、
そ
の
内
の
下
本
を
持
ち
帰
り
人
間
界
に
流
布
さ
せ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
『
八
十
花
厳
』
な
の

だ
と
す
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
４
３

。
詳
し
く
は
「
上
本
（
十
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
頌
）
」
・
「
中
本
（
四

十
九
万
八
十
八
百
頌
一
千
二
百
品
）
」
・
「
下
本
（
十
万
頌
三
十
九
品
）
」
の
三
種
で
あ
る
と
す
る
。 

こ
の
よ
う
に
『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』
で
は
「
下
本
」
を
『
八
十
花
厳
』
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
典
籍
が
何
時
頃
の
成
立
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
法
蔵
の
最
晩
年
頃
と
す

る
な
ら
ば
、『
釈
論
』
の
成
立
時
期
と
の
接
点
は
極
め
て
微
妙
な
位
置
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

い
う
。
し
か
し
、『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
が
法
蔵
な
い
し
慧
苑
に
近
い
説
を
承
知
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
類
推
す
る
判
断
材
料
と
し
て
は
興
味
深
い
と
思
う
（
「
大
本
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
法
蔵
の
師

で
あ
る
智
儼
（
六
〇
二
～
六
六
八
）
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
搜
玄
分
斉
通
智
方
軌
』
４
４

に
も
見
え
る
）
。 

 

そ
こ
で
『
探
玄
記
』
と
『
刊
定
記
』
の
内
容
を
整
理
す
る
と
分
か
り
や
す
い
と
思
う
。
そ
こ
に
は
、
ま

ず
竜
樹
が
竜
宮
に
入
り
『
華
厳
経
』
を
入
手
す
る
場
面
、
次
に
竜
宮
で
見
た
高
次
の
『
華
厳
経
』
は
現
象

界
に
は
存
在
し
な
い
事
、
最
後
に
、
持
ち
帰
っ
た
典
籍
と
い
う
の
が
現
象
世
界
に
流
布
し
て
い
る
『
六
十

華
厳
』
や
『
八
十
花
厳
』
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
下
位
の
典
籍
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
が
、
竜
宮
に
お
い
て
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同
論
を
製
作
し
た
経
緯
や
、『
大
本
花
厳
経
』
と
い
う
上
位
種
と
『
分
流
花
厳
経
』
の
下
位
種
の
典
籍
の
存

在
を
主
張
す
る
着
想
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
も
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
『
釈
論
』

が
「
大
本
」
を
登
場
さ
せ
た
背
景
に
は
、「
恒
本
」
や
「
上
本
」
の
『
華
厳
経
』
の
立
場
を
想
定
し
て
い
た

と
考
え
、
柏
木
説
に
準
拠
す
る
こ
と
に
し
た
い
４
５

。 

 

で
は
、「
分
流
」
は
ど
の
よ
う
な
『
花
厳
経
』
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

那
須
政
隆
は
、
東
晋
の
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
六
十
華
厳
経
』
や
唐
の
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
花
厳
経
』
を
指
す

と
指
摘
し
て
い
る
４
６

。
こ
の
指
摘
も
興
味
深
い
と
思
う
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
の
経
緯
か
ら
も
、

『
釈
論
』
序
の
作
者
が
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
花
厳
』
序
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、『
分

流
花
厳
経
』
と
は
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
花
厳
』
を
想
定
し
て
登
場
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、『
釈
論
』
が
、
よ
り
高
次
の
華
厳
典
籍
を
参
照
し
た
と
主
張
す
る
た
め
に
、
先
述
の
論
師
達
の

よ
う
な
学
説
を
踏
襲
し
な
が
ら
、『
大
本
花
厳
経
』
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
行
の
流
布
し
て
い
る
『
華

（
花
）
厳
経
』
の
世
界
を
『
分
流
花
厳
経
』
と
命
名
す
る
こ
と
で
次
元
の
低
さ
を
示
そ
う
と
試
み
た
と
考

え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は
『
釈
論
』
の
写
本
に
見
ら
れ
る
則
天
文
字
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

た
い
。 

   
 

第
五
節 

現
存
す
る
最
古
の
写
本 

―

石
山
寺
本
と
武
則
天
時
代
の
写
経
規
格―

 

  
 
 

第
一
項 

国
宝
石
山
寺
本
に
つ
い
て 

  

ま
ず
、
現
存
す
る
資
料
を
検
討
し
た
い
。
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
現
存
最
古
の
資
料
は
、
石
山

寺
を
調
査
し
た
際
に
発
見
さ
れ
た
国
宝
の
『
釈
論
』
で
あ
り
、
石
山
寺
本
と
称
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
４
７

。

以
下
に
、
『
石
山
寺
古
経
聚
英
』
４
８

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
釈
論
』
序
の
一
部
を
転
載
す
る
こ
と
に
し
た

い
。 

               

こ
の
資
料
は
唐
代
の
成
立
と
さ
れ
て
お
り
４
９

、
そ
の
調
査
報
告
を
ま
と
め
刊
行
さ
れ
た
『
石
山
寺
の
研

究
』
に
よ
れ
ば
、
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
以
下
の
記
述
で
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あ
る
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

唐
時
代
写
、
折
本
装(

巻
子
本
改
装
、
天
地
切
断
ア
リ)

、
淡
褐
色
斐
紙(

麻
交
リ
ヵ
、
薄
手)

、
墨
界
、 

 
 

一
行
三
二
字
前
後
、
訓
點
ナ
シ
、
則
天
文
字
使
用
、
奥
書
ナ
シ
、
薄
茶
地
朱
雲
竜
文
版
畫
後
補
表
紙(

一 

 
 

切
経
表
紙
ト
同
時
期
ノ
修
補
カ)

、
縦
二
四
・
四
糎
、
横
八
・
○
糎(

表
紙
八
・
五
糎)

、
十
紙
、
一
紙 

 
 

長
五
六
・
八
糎
、
界
高
二
四
・
一
糎
、
界
幅
一
・
一
糎
、
５
０ 

  

石
山
寺
本
は
も
と
も
と
巻
子
装
で
あ
り
後
に
天
地
を
切
断
し
て
折
本
装
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
先
に
述
べ

た
通
り
、
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
５
１

。
し
か
し
そ
の
文
字
が
な
ぜ
採
用
さ
れ
た

の
か
、
詳
細
な
経
緯
ま
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
５
２

。
た
だ
、
「
一
行
三
二
字
前
後
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

点
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
石
山
寺
本
が
何
を
底
本
と
し
た
か
大
よ
そ
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

恐
ら
く
石
山
寺
本
は
一
行
十
六
文
字
を
底
本
と
し
て
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
に
関
連

す
る
指
摘
が
大
西
磨
希
子
の
論
考
に
確
認
で
き
る
。
氏
は
則
天
文
字
の
使
用
の
典
籍
群
を
比
較
し
、
武
則

天
の
時
代
で
は
、
一
行
十
六
文
字
の
写
経
規
格
が
存
在
し
て
い
た
と
指
摘
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
５
３

。 

 

つ
ま
り
、
南
北
朝
期
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
写
経
は
一
行
十
七
字
で
あ
る
の
だ
が
、
武
則
天
の
時
代
に

写
経
さ
れ
た
『
宝
雨
経
』
写
本
三
種
が
い
ず
れ
も
一
行
十
六
文
字
で
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
底
本
を

忠
実
に
写
し
た
結
果
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
武
則
天
の
時
代
を
除
く
南
北
朝
時
代

か
ら
唐
代
の
写
経
規
格
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、『
釈
論
』
が
い
つ
ど
こ
で
成
立
し
た
の
か

を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

再
度
、
石
山
寺
本
の
文
字
数
の
意
味
を
考
え
る
と
、
本
来
、
一
行
十
六
文
字
あ
っ
た
も
の
二
行
を
一
行

に
し
て
行
間
や
文
字
の
大
き
さ
を
調
製
し
て
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
十
七
文
字
の
も

の
を
書
写
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
三
四
文
字
前
後
に
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
筆
者
も
石
山
寺
本
を

閲
覧
し
た
際
、
三
二
文
字
と
ほ
ぼ
一
定
し
た
文
字
数
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
誤
字
や
脱
字

が
目
立
つ
箇
所
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
箇
所
は
三
三
文
字
や
三
四
文
字
や
三
五
文
字
で
あ
り
、
三
二
文
字
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
終
始
、
細
字
に
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
序
文
か
ら
巻
一
の
前
半
に
か
け
て
丁
寧
な
書

体
の
印
象
を
受
け
る
の
だ
が
、
巻
が
進
む
に
つ
れ
書
体
が
や
や
字
体
崩
れ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
さ

ら
に
、
石
山
寺
本
を
大
正
蔵
本
の
も
の
と
比
較
す
る
と
文
字
の
異
同
や
誤
字
や
脱
字
も
多
く
、
こ
れ
は
石

山
寺
本
の
誤
写
が
多
い
こ
と
が
要
因
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
文
字
数
の
変
化
も
そ
れ
が
原
因
に
あ

る
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
石
山
寺
本
が
一
行
三
二
文
字
と
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、

こ
の
問
題
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
が
あ
る
の
で
検
討
し
た
い
。
そ
れ
が
次
項
で
述
べ
る
法
隆
寺
蔵

の
『
細
字
法
華
経
』
で
あ
る
。 

   
 
 

第
二
項 

法
隆
寺
蔵
『
細
字
法
華
経
』
と
石
山
寺
本
と
の
写
経
規
格
の
共
通
点
５
４ 

  

法
隆
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
細
字
法
華
経
』（
法
隆
寺
本
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
e
国
宝
と
い
う
、

国
立
文
化
財
機
構
の
四
つ
の
国
立
博
物
館
（
東
京
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、
奈
良
国
立
博
物
館
、

九
州
国
立
博
物
館
）
と
研
究
所
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
が
所
蔵
す
る
国
宝
、
な
ら
び
に
重
要
文
化
財
の

高
精
細
画
像
を
、
多
言
語
（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
）
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
サ
イ
ト
に

よ
っ
て
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
５
５

。 
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で
は
法
隆
寺
本
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
長
寿
三
年
（
六
九
四
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
詳
し
く
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

中
国
・
魏
晋
南
北
時
代
の
鳩
摩
羅
什
（
く
ま
ら
じ
ゅ
う 

三
四
四―

四
一
三
）
が
、
四
〇
六
年
に
訳
し 

 
 

た
法
華
経
を
、
唐
時
代
の
六
九
四
年
に
李
元
恵
（
り
げ
ん
け
い
）
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
元 

 
 

恵
は
長
安
の
人
で
あ
る
が
、
伝
記
の
詳
細
は
不
明
。
麻
の
繊
維
を
す
い
た
麻
紙
（
ま
し
）
三
九
枚
を 

 
 

継
ぎ
、
一
紙
五
六
行
に
淡
い
墨
の
罫
線
を
引
き
、
一
行
三
二
字
詰
に
一
部
七
巻
を
書
写
し
て
い
る
。 

 
 

全
長
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
文
字
は
、
背
を
や
や
低
く
し
た
細
字
で
、
書
き
出
し
は
精
細
で
謹 

 
 

直
だ
が
、
巻
が
す
す
む
に
つ
れ
て
速
写
と
な
り
、
字
体
は
く
ず
れ
る
。
唐
代
の
書
写
年
代
の
判
明
す 

 
 

る
こ
と
、
細
字
で
法
華
経
全
巻
を
一
部
に
写
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
撥
（
ば
ち
）
形
の
軸 

 
 

首
に
碧
玉
を
は
め
込
み
、
香
木
を
二
つ
割
り
し
て
内
側
を
く
り
ぬ
い
た
経
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。 

 
 

永
く
法
隆
寺
に
伝
来
し
、
聖
徳
太
子
所
持
と
伝
え
ら
れ
、
「
御
同
朋
経
」
（
ご
ど
う
ぼ
う
き
ょ
う
）
と 

 
 

い
う
俗
称
が
あ
る
。
太
子
は
中
国
の
高
僧
慧
思
禅
師
（
え
し
ぜ
ん
じ
）
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
、
前
世 

 
 

に
中
国
の
寺
院
の
仲
間
（
同
朋
）
が
用
い
て
い
た
こ
の
経
典
を
、
使
い
を
派
遣
し
て
取
り
寄
せ
た
、 

 
 

と
い
う
伝
説
に
基
い
て
い
る
。
５
６ 

  

こ
の
法
隆
寺
本
は
元
来
、
聖
徳
太
子
所
持
と
伝
え
ら
れ
法
隆
寺
に
永
ら
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
本
経
は
、
鳩
摩
羅
什
が
四
〇
六
年
に
訳
出
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
八
巻
二
八
品
を
唐
代
の
李
元

恵
（
詳
細
不
明
）
と
い
う
人
物
が
長
寿
三
年
（
六
九
四
）
に
書
写
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
長
寿
年
間
（
六
九

二
～
六
九
四
）
と
は
武
則
天
の
治
世
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
行
の
文
字
数
に
つ
い
て
三
二

文
字
と
い
う
体
裁
で
書
写
さ
れ
て
い
る
点
と
、「
細
字
で
法
華
経
全
巻
を
一
部
に
写
し
た
も
の
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
」
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
武
則
天
が
統
治
し
た
時
代
で
の
写
経
規
格
と
い
う
の
が
一
行
十
六
文
字
で
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
恐
ら
く
も
と
も
と
一
行
十
六
文
字
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
底
本
と
し
て
写
経
し
、

二
行
を
一
行
と
し
て
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
筆
者
の
推
考
を

裏
付
け
る
別
の
資
料
と
し
て
、
興
福
寺
所
蔵
の
国
宝
『
細
字
法
華
経
』（
興
福
寺
本
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
巻

末
に
「
天
平
十
六
年
歳
次
甲
申
五
月
廿
日
書
写
竟
」
と
奥
書
が
あ
り
、
西
暦
で
は
七
四
四
年
と
な
り
日
本

で
は
奈
良
時
代
に
当
た
る
の
で
、
法
隆
寺
本
よ
り
後
代
の
細
字
経
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

興
福
寺
本
は
、
一
行
三
四
文
字
と
い
う
体
裁
で
書
写
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
５
７

。
こ
れ
ら
が
意
味
す
る
の

は
、
一
行
十
七
文
字
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
書
写
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
中

国
に
お
い
て
一
行
十
六
文
字
の
写
経
規
格
が
武
則
天
治
世
以
外
に
は
存
在
し
な
い
た
め
、
法
隆
寺
本
は
一

行
十
六
文
字
を
基
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

で
は
二
点
目
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
、「
文
字
は
、
背
を
や
や
低
く
し
た
細
字

で
、
書
き
出
し
は
精
細
で
謹
直
だ
が
、
巻
が
す
す
む
に
つ
れ
て
速
写
と
な
り
、
字
体
は
く
ず
れ
る
。
」
と
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
書
き
出
し
か
ら
巻
が
進
む
に
つ
れ
て
書
体
に
変
化
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
二
十
メ
ー
ト
ル
と
い
う
膨
大
な
長
さ
を
写
経
す
る
過
程
で
生
じ
た
影
響
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
既
に
、
望
月
一
憲
５
８

や
有
賀
要
延
５
９

に
よ
っ
て
二
、
三
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特

に
望
月
は
書
体
と
内
容
の
問
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
指
摘
し
て
お
り
、
書
写
し
た
人
物
で
あ
る
李
元
恵
は
「
写

経
人
」
と
称
し
て
い
る
点
に
は
じ
ま
り
、
な
ぜ
細
字
に
な
っ
た
の
か
そ
の
経
緯
等
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
。 
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細
字
す
な
わ
ち
小
字
で
あ
つ
て
、
旅
行
携
帯
の
便
を
は
か
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
察
す 

 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
い
か
に
も
手
慣
れ
た
写
経
体
で
、
筆
力
勇
健
、
練
達
で
あ
つ
て
、
精
妙
な
そ
の 

 
 

書
体
は
、
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
精
細
謹
直 

 
 

な
書
き
出
し
は
、
巻
が
進
む
に
つ
れ
て
行
書
体
に
く
ず
れ
、
筆
・
先
で
軽
く
書
き
流
し
た
よ
う
な
と 

 
 

こ
ろ
も
あ
り
、
首
尾
一
貫
し
な
い
字
体
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
墨
罫
の
引
き
方
も
間
隔
が
不
揃
い
で 

 
 

罫
線
が
下
ま
で
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
か
な
り
粗
い
の
で
あ
る
。
こ
の
い
さ
さ
か
疎
漏
と
で
も 

 
 

い
う
べ
き
、
ま
た
誠
実
を
か
く
と
も
い
わ
れ
う
る
よ
う
な
点
の
あ
る
こ
と
は
、
一
体
い
か
な
る
訳
で 

あ
ろ
う
か
。「
誠
悃
こ
め
た
礼
拝
写
経
」
と
し
て
は
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、 

こ
れ
こ
そ
期
日
の
切
迫
に
急
ぎ
に
急
い
だ
懸
命
の
努
力
の
跡
で
あ
る
と
解
し
て
こ
そ
、
始
め
て
納
得 

の
い
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
は
読
み
返
す
逞
も
な
か
つ
た
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
の
で 

あ
つ
て
、
七
七
〇
行
目
が
一
行
四
十
字
の
偈
頌
ま
る
ま
る
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
化
城
喩
品
第 

七
」
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、（
中
略
）
四
十
字
が
ま
る
ま
る
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
脱
字 

や
誤
字
、
等
、
等
、
い
ず
れ
も
期
日
に
せ
ま
ら
れ
て
読
み
返
す
間
も
な
か
つ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も 

の
と
思
わ
れ
る
。
６
０ 

  

こ
の
よ
う
に
望
月
は
法
隆
寺
本
の
書
写
さ
れ
た
際
の
経
緯
を
、
当
初
よ
り
携
帯
に
便
を
は
か
っ
た
も
の

を
想
定
し
て
い
た
事
、
そ
し
て
書
写
す
る
際
に
は
、
期
日
（
旅
程
で
あ
ろ
う
か
）
が
迫
り
、
読
み
返
す
暇

が
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
故
に
、
誤
写
や
脱
字
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
爛
脱
な
状
態
と
な
っ
た
事
、
と
推
考

し
て
い
る
。
後
半
に
目
を
向
け
る
と
、
行
間
に
ば
ら
つ
き
が
目
立
ち
一
行
の
文
字
数
も
一
定
し
て
い
な
い

と
す
る
。
実
際
に
e
国
宝
サ
イ
ト
の
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
「C

o
lB

a
s
e

」
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
画
像
の
一
部
（
➀
行
数
三
二
文
字
、
➁
書
写
年
代
）
を
転
載
す
る
こ
と
で
理
解

を
深
め
た
い
。
６
１ 

 

➀
行
数
三
二
文
字 

           

➁
書
写
年
代 
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実
物
を
見
て
み
る
と
、
解
説
の
通
り
一
行
三
二
文
字
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
書
写
年
代
に
つ
い
て

は
、
「
長
壽
三
𠦚
六
囝
一
腑
」
と
い
う
よ
う
に
年
＝
𠦚
、
月
＝
囝
、
日
＝
腑
の
則
天
文
字
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
本
経
が
武
則
天
時
代
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
文
を
通

覧
し
た
の
だ
が
当
該
の
文
字
や
先
に
挙
げ
た
則
天
文
字
の
十
二
文
字
あ
る
い
は
十
七
文
字
が
あ
る
の
か
を

見
て
も
管
見
の
限
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
武
則
天
の
治
世
で
も
写
経
す
る
際
、
典

籍
全
て
に
登
場
す
る
文
字
を
則
天
文
字
に
置
換
し
て
い
な
い
と
い
う
当
時
の
写
経
の
実
態
を
物
語
っ
て
い

る
貴
重
な
作
例
と
い
え
る
。 

 

こ
の
他
に
も
、
法
隆
寺
本
と
興
福
寺
本
と
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
の
法
量
を
比
較
す
る
と
、
法
隆
寺
本

は
縦
二
五
・
七
セ
ン
チ
６
２

、
興
福
寺
本
は
二
七
・
八
セ
ン
チ
６
３

、
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
は
二
四
・
四
セ

ン
チ
と
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
に
つ
い
て
は
、
「
折
本
装(

巻
子
本
改
装
、
天
地

切
断
ア
リ)

」
と
あ
り
、
改
装
の
た
め
天
地
が
裁
断
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
天
地
が
裁
断

さ
れ
た
と
し
て
も
、
細
字
と
し
て
書
写
さ
れ
た
興
福
寺
本
、
特
に
法
隆
寺
本
と
体
裁
が
殆
ど
大
差
な
い
よ

う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
は
唐
代
に
書
写
さ
れ
た
法
隆
寺
本
と
書
体
や

書
写
規
格
に
著
し
く
似
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
情
報
を
整
理
し
、

再
度
、
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
と
法
隆
寺
本
に
共
通
す
る
点
を
抽
出
す
る
と
、 

  

⑴
細
字
で
あ
る
事 

 

⑵
法
量
に
大
差
な
い
事 

 

⑶
本
来
一
行
十
六
文
字
の
も
の
が
一
行
三
二
文
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
事 

 

⑷
書
写
の
体
裁
が
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
誤
字
や
脱
字
、
書
体
が
崩
れ
て
い
る
事 

 

⑸
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
事 

 

と
い
う
以
上
五
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
加
え
て
先
行
研
究
で
は
、『
細
字
法
華
経
』
が
細
字
で
あ
る
の
は
旅

行
携
帯
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
説
が
呈
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
釈
論
』
の
場
合
も

旅
行
形
態
の
便
を
は
か
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
差
し
迫
っ
た
日
本
請
来
に
際
し
、
運
搬
の
利
弁
性
や
貴

重
な
紙
幅
の
節
約
を
目
的
と
し
て
細
字
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
想
像
す
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
石
山
寺
本
は
ま
さ
し
く
調
査
報
告
通
り
、
唐
代
の
武
則
天
時
代
の
写
経
で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
今
回
取
り
扱
っ
た
典
籍
以
外
に
も
関
係
す
る
資
料
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

補
足
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

   
 

第
六
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
見
え
る
則
天
文
字
の
確
認 

―

中
国
と
日
本
と
の
相
違
点―

 

  

今
度
は
書
写
さ
れ
た
『
釈
論
』
序
の
内
容
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い
。
こ
こ
で
は
房
山
石
経
に
記
録
さ

れ
た
『
釈
論
』
序
（
上
段
）
と
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
二
月
に
金
剛
仏
子
快
賢
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ

た
高
野
版
の
刊
本
（
以
下
、
高
野
本
）
（
下
段
）
を
資
料
と
し
て
用
い
る
６
４

。
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
先
に
述
べ
た
石
山
寺
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
脾
」
の
字
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
以
下
に
該
当
箇
所
を
載
せ
る
。 
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ま
ず
、
房
山
石
経
の
『
釈
論
』
序
に
は
「
天
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
が
記
録
さ
れ
た
の
は
、

遼
代
（
九
一
六
～
一
一
二
五
）
と
さ
れ
て
お
り
６
５

、
唐
代
以
降
の
王
朝
の
た
め
、
則
天
文
字
が
廃
止
さ
れ

元
の
漢
字
に
改
め
た
以
後
の
も
の
（
写
本
等
を
参
照
か
）
を
底
本
と
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
何
よ
り

も
一
行
の
文
字
数
が
十
七
文
字
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。
一
方
で
、
高
野
本
で
は
、
則
天
文
字
の

「
脾
」
の
文
字
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
十
七
文
字
と
な
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
石
山
寺
本
以
外

の
他
に
対
校
本
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
高
野
本
に
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。
日
本
で
は
則
天
文
字
に
関
す
る
奨
励
や
廃
止
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
請
来
時
の
形
態
を
保

持
し
て
天
の
字
に
置
換
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
に
見
た
時
、
や
は
り
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
「
天
＝
脾
」
が
則
天
文
字
で
あ
る

可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
る
。
だ
が
、
石
山
寺
本
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
不
思
議
に
見
え
る
点
が
あ
る
。

つ
ま
り
尊
号
の
「
脾
」
の
字
以
外
に
は
「
天
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
り
、
こ
の
点
は
見
過
ご
せ
な
い
。

加
え
て
、
則
天
文
字
に
つ
い
て
は
「
圀
」
の
字
も
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
『
釈
論
』
序
に
見
え
る

「
國
」
の
字
で
あ
る
。
房
山
石
経
で
は
「
國
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
遼
代
で
あ
る
の
で
、
現
在
、
我
々
が
常

に
使
用
し
て
い
る
漢
字
（
以
下
、
常
体
字
６
６

）
に
置
換
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
だ
が
高
野
本
も
同
様
で

あ
る
の
は
不
自
然
に
見
え
る
。 

 

そ
こ
で
再
度
、
石
山
寺
本
を
確
認
す
る
と
、
該
当
す
る
字
は
見
え
づ
ら
い
も
の
の
「
國
」
の
よ
う
に
見

え
る
。『
釈
論
』
で
は
こ
の
「
國
」
の
字
が
確
認
で
き
る
の
は
序
文
と
巻
十
の
み
で
、
石
山
寺
本
そ
の
も
の

が
全
体
の
約
半
分
程
（
五
巻
ま
で
）
し
か
現
存
し
て
い
な
い
た
め
確
認
し
よ
う
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
釈

論
』
全
体
に
わ
た
る
則
天
文
字
の
影
響
の
有
無
を
慎
重
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
、「
脾
」
の
字

が
た
と
え
た
っ
た
一
字
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
表
記
さ
れ
た
の
か
を
考
え
る



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第三章 

 

 

88 

 

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
私
見
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
、
尊
号
に
敬
意
を
払
い
常
体
字
に
改
め
な
か
っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
尊
号
以
外
の
字
も
本
来
、
則
天
文
字
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
後
代
で
書
写
す
る
際

に
、
独
自
に
判
断
さ
れ
て
修
正
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
は
、
書
写
す
る
環

境
で
、
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
最
初
に
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
の
み
正
確
に
写
し
、

そ
れ
以
降
で
は
常
体
字
に
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

あ
る
い
は
、
最
初
か
ら
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
、
何
ら
か
の
理
由
で
誤
っ
て
則

天
文
字
に
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
特
殊
文
字
や
異
体
字
を
常
体
字

に
改
め
る
こ
と
と
手
順
が
異
な
り
、
写
経
生
の
独
断
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
写
経
規
格
で
そ
の
よ
う
な
方
法
を
採
る
の
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
一
文
字
だ
け
則
天
文
字
を
使

用
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
以
上
と
は
別
に
、
法
隆
寺

本
の
『
細
字
法
華
経
』
の
よ
う
に
、
奧
書
書
写
の
年
代
表
記
に
則
天
文
字
を
使
用
し
て
い
る
の
に
反
し
、

本
文
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
事
例
と
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
念
の
た
め
、
法
隆
寺
本

の
「
国
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
左
の
図
の
ご
と
く
則
天
文
字
で
は
な
く
「
國
」
の
字
が
確
認
で
き
る

の
も
そ
の
証
拠
だ
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
６
７

。 

          

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
の
本
文
に
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
も
合
点

が
い
く
。
そ
し
て
、
欠
損
し
た
巻
末
に
は
書
写
し
た
人
物
と
年
代
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
も
則
天
文

字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
と
類
推
す
る
。
こ
の
写
経
規
格
に
つ
い
て
蔵
中
進
の
重
要
な
指
摘
が
あ
る

の
で
取
り
上
げ
た
い
。
氏
は
新
羅
に
請
来
さ
れ
た
『
大
方
広
仏
花
厳
経
』
に
見
え
る
則
天
文
字
と
常
体
字

の
頻
度
に
つ
い
て
、
本
経
が
「
則
天
文
字
廃
止
の
神
竜
元
年
（
七
〇
五
）
二
月
四
日
以
前
に
善
写
調
製
さ

れ
て
新
羅
に
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
し
、
そ
れ
が
写
経
さ
れ
た
際
で
は
、「
「
天
」「
初
」「
人
」

は
常
体
字
が
用
い
ら
れ
、
特
に
「
人
」
に
つ
い
て
は
「
𤯔
」
と
混
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
６
８

を
指
摘
し
て

い
る
。 

 

蔵
中
説
を
踏
ま
え
る
と
、
石
山
寺
本
が
唐
代
の
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
文
字
の
混
在
は
決
し
て
不
自

然
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
。
つ
ま
り
、
則
天
文
字
を
常
体
字
に
置
換
す
る
過
程
に
お
い
て
、
写
経
生
の

意
識
的
な
改
変
、
書
き
手
の
不
注
意
や
誤
写
、
あ
る
い
は
善
写
調
製
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き

る
か
ら
で
あ
る
（
冊
と
回
に
つ
い
て
も
冊
は
「
册
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
で
恐
ら
く
「
回
」
と
誤
写
し
た

と
思
わ
れ
る
）
。
今
後
、
「
天
」
以
外
に
も
修
正
さ
れ
た
例
が
な
い
か
調
査
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

唐
代
成
立
と
さ
れ
る
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
序
に
は
「
脾
」
と
あ
る
６
９

。
し
た
が
っ
て
も
と
も
と
の
『
釈

論
』
序
に
は
、
則
天
文
字
の
「
脾
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
武
則
天
の
崩
御
以
後
、
次
第
に
政
治
の
新
体

制
を
理
由
に
変
化
し
て
い
き
、
現
在
我
々
が
使
用
し
て
い
る
漢
字
へ
と
置
換
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。 
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以
上
、
「
昇
仙
太
子
碑
」
の
成
立
と
同
碑
に
使
用
さ
れ
て
い
る
則
天
文
字
、
『
八
十
花
厳
』
序
に
記
さ
れ

る
尊
号
や
内
容
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
釈
論
』
序
と
の
接
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
重
要
な

こ
と
は
、『
釈
論
』
序
の
作
者
が
「
昇
仙
太
子
碑
」
や
『
八
十
花
厳
』
を
参
照
す
る
環
境
下
に
い
た
と
予
想

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
整
理
す
る
と
以
下
の
六
点
と
な
る
。 

  

㈠
『
釈
論
』
序
の
作
者
は
本
文
の
成
立
事
情
を
熟
知
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。 

 

㈡
「
昇
仙
太
子
碑
」
と
『
八
十
花
厳
』
は
同
時
期
に
成
立
し
て
い
る
。 

 

㈢
則
天
文
字
は
七
〇
五
年
に
公
共
で
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

 

㈣
『
八
十
花
厳
』
の
序
に
あ
る
尊
号
の
「
天
」
も
本
来
「
脾
」
の
文
字
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

㈤
『
釈
論
』
序
の
作
者
は
「
昇
仙
太
子
碑
」
や
『
八
十
花
厳
』
の
序
（
武
則
天
筆
）
に
基
づ
き
同
論
の 

 
 

序
を
製
作
し
て
い
る
。 

 

㈥
石
山
寺
本
は
唐
代
に
お
い
て
武
則
天
時
代
の
『
釈
論
』
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

次
節
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
先
行
研
究
の
見
解
を
確
認
し
、
検
証
を
試
み
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
従
来
説
と
筆
者
の
成
立
地
や
作
者
に
対
す
る
見
解
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

   
 

第
七
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
新
羅
成
立
と
す
る
学
説 

―

義
湘
系
華
厳
と
の
関
係
を
中
心
に―

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  

先
行
研
究
に
お
い
て
華
厳
思
想
、
特
に
新
羅
華
厳
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
を
検
討
し
た
指
摘
が
あ
る
の

で
概
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
７
０

。
そ
れ
は
『
釈
論
』
造
論
者
が
朝
鮮
出
身
者
で
あ
り
朝
鮮
に
お
い
て
造
論

し
た
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
学
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
石
井
公
成
７
１

と
佐
藤
厚
７
２

の
見
解
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

批
判
的
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 

 

第
一
項 

石
井
説
と
佐
藤
説 

  
 
 
 

➀ 

石
井
説
に
つ
い
て 

  

ま
ず
石
井
は
『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
た
思
想
や
、
同
論
が
依
拠
し
た
教
学
に
つ
い
て
以
下
の
五
点
を

指
摘
し
て
い
る
７
３

。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 

１
法
蔵
撰
『
華
厳
経
問
答
』
の
影
響 

 
 

２
『
金
剛
三
昧
経
』
と
『
金
剛
三
昧
経
論
』
の
依
用 

 
 

３
義
湘
系
華
厳
の
思
想
と
の
関
係 

 
 

４
『
釈
論
』
所
説
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
説
と
『
維
摩
経
』
「
入
不
二
法
門
品
」
と
の
関
係 

 
 

５
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
説
と
吉
蔵
の
不
二
観
と
の
関
係 

  

本
研
究
で
は
、
新
羅
華
厳
と
の
関
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
１
と
２
と
３
の
指
摘
が
関
連
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
ず
１
の
「
法
蔵
撰
『
華
厳
経
問
答
』
の
影
響
」
７
４

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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当
文
献
の
作
者
に
つ
い
て
は
既
に
石
井
に
よ
っ
て
法
蔵
の
撰
述
と
は
考
え
に
く
く
、
新
羅
義
湘
系
の
文
献

で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
茂
雄
に
よ
り
智
儼
の
『
華
厳
五
十

要
問
答
』
の
形
式
に
準
じ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
智
厳
の
影
響
が
強
く
七
世
紀
後
半
だ
と
推

定
さ
れ
て
い
る
７
５

。
先
の
見
解
に
立
ち
石
井
は
、
そ
の
よ
う
な
文
献
を
受
容
し
て
い
る
『
釈
論
』
を
、
義

湘
系
の
文
献
で
あ
る
と
指
摘
し
た
見
解
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、『
華
厳
経
問
答
』
と
『
釈
論
』
の
内
容
に
登

場
す
る
、「
相
続
」
の
語
や
「
一
断
一
切
断
」
に
つ
い
て
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
７
６

。

つ
ま
り
、
『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
「
望
別
決
断
」
と
「
自
宗
決
断
」
７
７

の
内
、
後
者
の
内
容
に
採
用
さ
れ

て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
７
８

。
筆
者
は
『
釈
論
』
の
異
様
な
漢
文
や
義
湘
系
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
、
石
井
説
の
通
り
新
羅
典
籍
と
何
か
し
ら
接
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

で
は
、
２
の
「
『
金
剛
三
昧
経
』
と
『
金
剛
三
昧
経
論
』
の
依
用
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
石
井
説
で
は
、

『
金
剛
三
昧
経
』
が
水
野
弘
元
７
９

や
木
村
宣
彰
８
０

に
よ
る
、
新
羅
成
立
あ
る
い
は
新
羅
で
流
行
し
て
い
た

可
能
性
を
指
摘
し
た
説
と
、
『
釈
論
』
が
『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
近
い
と
す
る
森
田
龍
僊
８
１

の
説
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
石
井
は
、
新
羅
の
経
論
と
の
類
似
点
に
つ
い
て
比
較
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

『
釈
論
』
の
作
者
は
元
暁
・
義
湘
・
法
蔵
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
お
り
（
特
に
元
暁
の
「
会
通
」
思
想
の

特
徴
で
あ
る
『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
基
づ
く
会
通
や
８
２

義
湘
の
『
一
乗
法
界
図
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る

と
す
る
８
３

）
、
新
羅
華
厳
の
系
統
に
属
す
る
人
物
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
ま
ず
、
元
暁
の
「
会
通
」
論
法
を
模
倣
し
て
い
る
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
新
羅
典
籍
で
あ
る
と

判
断
し
た
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
石
井
は
、「
『
釈
論
』
を
素
直
に
読
ん
で
み
る
と
、

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
種
々
の
経
論
の
説
を
紹
介
し
た
の
ち
、
「
相
違
の
失
、
有
る
こ
と
無
し
」
（
大
正
三

一
・
五
九
四
中
）
、「
相
違
の
過
無
し
」（
五
九
四
下
）
な
ど
と
述
べ
て
会
通
を
試
み
て
い
る
箇
所
が
多
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
」
８
４

と
指
摘
し
て
い
る
。
続
け
て
、『
釈
論
』
が
造
論
の
因
縁
と
し
て
五
つ
を
挙
げ
る
中
で

第
四
番
目
の
「
或
い
は
秘
か
に
、
当
来
の
衆
生
、
百
千
の
諍
い
を
起
こ
し
て
論
宗
を
壊
さ
ん
こ
と
を
観
察

す
る
が
故
に
。
」
８
５

と
す
る
説
に
つ
い
て
、
論
の
製
作
当
時
の
現
状
を
物
語
っ
て
お
り
、
そ
の
頃
に
は
『
起

信
論
』
理
解
に
対
す
る
多
く
の
論
争
が
頻
発
し
て
い
き
、
そ
ん
な
最
中
に
お
い
て
『
釈
論
』
造
論
者
が
元

暁
の
影
響
を
受
け
て
、
前
述
の
よ
う
な
表
現
や
言
い
回
し
を
す
る
こ
と
で
、
論
争
の
調
停
に
取
り
組
ん
だ

と
指
摘
し
て
い
る
８
６

。 

こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
石
井
説
の
『
起
信
論
』
に
関
す
る
論
争
が
激
化
し
て
い
き
、
そ
の
調
停
の
意
味

で
打
ち
立
て
ら
れ
た
と
す
る
見
解
は
興
味
深
い
の
だ
が
、
し
か
し
、『
釈
論
』
の
造
論
因
縁
の
構
成
や
形
式

を
虚
心
に
眺
め
る
と
、
上
記
の
内
容
は
法
滅
思
想
に
も
同
様
な
形
式
と
説
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
問

題
が
異
な
る
の
で
簡
略
に
述
べ
る
。
法
滅
思
想
で
は
、
正
法
が
軽
ん
じ
ら
れ
、
衰
退
し
混
乱
す
る
こ
と
を

危
惧
し
、
正
法
護
持
に
関
わ
る
事
項
が
放
逸
さ
れ
た
結
果
を
暗
示
す
る
形
で
、
造
論
の
因
縁
が
説
か
れ
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
が
『
釈
論
』
の
造
論
因
縁
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
８
７

。
詳
し
く
は
本

編
第
四
章
で
論
じ
た
い
。 

 

続
け
て
石
井
は
、
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
も
元
暁
と
の
接
点
を
述
べ
て
お
り
、

「
不
二
摩
訶
衍
は
、『
起
信
論
』
が
説
く
摩
訶
衍
を
独
自
の
観
点
か
ら
規
定
し
直
し
た
も
の
で
あ
り
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
は
「
摩
訶
衍
の
体
」
と
言
わ
れ
て
い
る
心
真
如
に
加
上
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
不
二
摩

訶
衍
に
つ
い
て
説
く
際
、『
金
剛
三
昧
経
』
が
真
如
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
や
、
そ
の
部
分
に
対
す
る
元
暁

の
注
釈
を
用
い
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
」
と
分
析
し
て
い
る
。
加
え
て
、
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
不
二

摩
訶
衍
法
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
「
性
徳
円
満
海
」
の
語
に
つ
い
て
も
、『
華
厳
五
教
章
』
に
説
く
「
性
海

円
海
」
や
「
性
海
具
徳
門
」
な
ど
が
類
似
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
く
８
８

。 

さ
ら
に
、『
大
宗
地
玄
文
本
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論
』
や
『
釈
論
』
が
字
の
区
別
を
説
く
『
道
品
契
経
』
な
る
架
空
経
典
を
引
く
の
も
、『
金
剛
三
昧
経
』
が

説
く
「
三
十
七
道
品
法
」
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
８
９

。
石
井
説
を
概
観
し
て
み
る
と
、

新
羅
成
立
文
献
と
目
さ
れ
る
典
籍
を
用
い
る
こ
と
で
、
朝
鮮
成
立
を
論
証
し
て
い
る
。
石
井
が
主
張
し
て

い
る
よ
う
に
、
『
釈
論
』
に
は
『
金
剛
三
昧
経
』
を
『
金
剛
三
昧
経
』
の
名
前
で
一
度
あ
げ
た
他
に
、
『
金

剛
三
昧
契
経
』
の
名
前
で
四
回
引
用
し
、
そ
れ
ら
は
『
金
剛
三
昧
経
』
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
釈

論
』
は
『
大
本
金
剛
三
昧
契
経
』
と
す
る
典
籍
を
一
度
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、「
大
本
」
と
冠

す
る
典
籍
と
し
て
、
本
経
の
他
に
も
『
楞
伽
経
』
、
『
維
摩
経
』
、
『
華
厳
経
』
な
ど
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
釈

論
』
が
重
要
視
し
て
い
る
論
拠
に
登
場
す
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
９
０

。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、『
釈
論
』
に
は
確
実
に
『
金
剛
三
昧
経
』
の
影
響
が
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
元
暁
の
思
想
と

の
接
点
も
当
然
あ
る
と
見
て
も
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
筆
者
は
以
上
の
点
に
つ
い
て
も
『
釈

論
』
が
は
た
し
て
本
当
に
会
通
説
に
馴
染
ん
で
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
と
考
え
る
。 

 

例
え
ば
、
こ
れ
も
先
に
述
べ
た
よ
う
に
石
井
が
会
通
説
の
根
拠
の
一
つ
と
す
る
『
釈
論
』
が
架
空
経
典

を
引
き
、
「
相
違
の
過
な
し
」
９
１

と
主
張
す
る
箇
所
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
架
空
の
分
流
と
大
本
の
『
花

厳
経
』
を
引
き
、
同
経
の
教
主
で
あ
る
三
種
世
間
を
身
心
と
す
る
毘
盧
遮
那
仏
を
登
場
さ
せ
、
最
終
的
に

同
仏
よ
り
高
次
と
す
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
説
い
て
い
る
点
で
あ
る
９
２

。
こ
の
内
容
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の

優
位
性
を
主
張
す
る
た
め
、
下
位
で
あ
る
『
分
流
花
厳
契
経
』
と
上
位
で
あ
る
『
大
本
花
厳
契
経
』
と
い

う
典
籍
を
取
り
上
げ
、
双
方
の
教
え
の
違
い
を
教
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
不
二
摩
訶
衍
法
が

仏
よ
り
高
次
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
教
判
論
で
あ
る
９
３

。
つ
ま
り
、
華
厳
以
外
の
典
籍
を
引
き
『
花
厳

経
』
の
立
場
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
違
う
種
類
の
『
花
厳
経
』
を
用
い
て
『
花
厳
経
』
を
否
定
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
会
通
を
し
た
と
見
做
す
に
は
困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
他
に
も

『
釈
論
』
に
は
会
通
説
と
は
言
え
な
い
箇
所
も
散
見
で
き
、
そ
の
点
は
各
編
で
適
宜
指
摘
し
た
い
と
思
う
。 

 

で
は
最
後
に
３
の
「
義
湘
系
華
厳
の
思
想
と
の
関
係
」
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
問
題

は
義
湘
の
『
一
乗
法
界
図
』
と
の
関
係
が
あ
る
と
す
る
指
摘
で
あ
る
。
石
井
説
で
は
、
釈
迦
如
来
の
境
地

で
あ
る
「
海
印
三
昧
」
を
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
「
円
円
海
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
義
湘
系
華

厳
と
関
連
す
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
諸
仏
の
根
源
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
が
、『
花
厳
経
』
の

教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
よ
り
高
次
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
釈
迦
と
毘
盧
遮
那
仏
を
同
じ
境
地
と
し
て
見

做
せ
て
も
不
二
摩
訶
衍
法
と
同
一
視
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。 

こ
の
他
に
も
、
石
井
は
「
『
釈
論
』
に
お
い
て
は
、
性
徳
円
満
海
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
は
あ
く
ま
で

も
諸
仏
の
根
源
で
あ
り
、
仏
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
９
４

と
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
仏
で
は
な
い
と
結
論
づ

け
て
い
る
よ
う
に
、
同
法
が
仏
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
釈
迦
如
来
の
境
地
と
す
る
「
海
印
三
昧
」
の

境
地
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
９
５

。
た
だ
し
、
表
現
上
で
似
て
い
る
点
が
な
ぜ

存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
記
以
外
に
も
、

『
釈
論
』
が
義
湘
系
の
文
献
と
見
た
際
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
も
ま
た
あ
る
。
そ
れ
は
石
井
が

指
摘
し
て
い
る
高
麗
の
義
天
（
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
が
義
湘
系
の
文
献
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
重
き

を
置
か
な
か
っ
た
と
す
る
点
で
あ
る
。
氏
の
指
摘
を
確
認
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

 

 
 

高
麗
の
義
天
が
義
湘
の
門
流
を
軽
視
し
、『
義
天
録
』
に
は
、
義
湘
系
で
は
智
通
の
『
要
義
問
答
』（
『
錐 

 
 

穴
問
答
』
）
と
道
身
の
『
一
乗
問
答
』
（
『
道
身
章
』
）
の
二
部
を
収
録
す
る
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
前 

 
 

述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
書
は
方
言
を
ま
じ
え
た
粗
野
な
も
の
で
あ
る
か
ら
後
代
の
人
は
潤
色
を
加 

 
 

え
て
ほ
し
い
と
い
う
注
記
ま
で
付
し
て
い
る
の
と
似
た
状
況
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
９
６ 
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こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
義
天
の
『
義
天
録
』
の
『
釈
論
』
に
つ
い
て
の
記
載
を
確
認
す
る
と
、
作
者

を
竜
樹
と
し
て
他
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
よ
り
も
古
い
文
献
と
見
做
し
て
い
る
の
か
最
初
に
記
し
て
い
る
。

石
井
が
主
張
す
る
『
釈
論
』
が
義
湘
系
典
籍
で
あ
る
と
す
る
説
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
異
様
な
漢
文

に
つ
い
て
義
天
が
不
審
に
思
わ
な
い
こ
と
は
考
え
難
く
、
加
え
て
朝
鮮
成
立
（
義
湘
系
）
だ
と
す
る
な
ら

ば
作
者
に
つ
い
て
も
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
た
時
、
義
天
の

時
代
で
は
『
釈
論
』
に
対
す
る
特
別
な
視
点
が
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』
研
究
の

流
行
が
何
か
し
ら
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
詳
し
く
は
本
編
の
第
七
章
に
お
い
て
論
じ
た

い
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
石
井
説
の
見
解
は
興
味
深
い
。
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
新
羅
成
立
文
献
と
目
さ
れ

る
典
籍
や
華
厳
典
籍
と
の
関
係
か
ら
、『
釈
論
』
が
新
羅
典
籍
と
関
連
し
て
お
り
接
点
は
確
実
に
あ
る
と
い

え
る
。
だ
が
、
実
際
に
『
釈
論
』
が
元
暁
の
会
通
説
の
影
響
を
受
け
て
、
会
通
に
馴
染
ん
で
い
た
の
か
を

確
認
し
た
結
果
、『
釈
論
』
の
重
要
な
箇
所
に
お
い
て
、
浅
深
や
高
下
の
差
別
を
論
証
す
る
た
め
に
「
相
違

の
過
無
し
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
会
通
説
に
限
っ
た
論
法
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、

『
一
乗
法
界
図
』
の
釈
迦
の
境
界
で
あ
る
「
海
印
三
昧
」
が
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
境
地
で
あ
る
「
性
徳
円

満
海
」
と
同
一
視
で
き
る
と
す
る
が
、『
花
厳
経
』
の
毘
盧
遮
那
仏
よ
り
高
位
に
あ
る
の
が
同
法
と
し
て
い

る
点
で
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
石
井
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
諸
仏
の
根
源
で
仏
と
見
做
せ
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
釈
迦
の
境
界
と
一
致
す
る
と
指
摘
す
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
相
違
す
る
内
容
を
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
新
羅
典
籍
を
参
照
し
た
と
い
う
事
実
は
認
め
ら
れ
て
も
、
新
羅
に
お
い
て
成
立
し
た
と
す
る

根
拠
に
す
る
に
は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
な
る
資
料
の
登
場
を
俟
つ
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
仮
定
と
し
て
、『
釈
論
』
が
新
羅
で
成
立
し
て
い
た
と
し
て
も
、
痕
跡
が
失
わ
れ
た
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。
そ
の
点
も
念
頭
に
入
れ
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

取
り
も
直
さ
ず
、
こ
の
問
題
の
重
要
な
点
は
、
『
釈
論
』
作
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
い
か
に
し
て
新
羅
典

籍
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
が
論
点
と
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
元
暁
が
入
唐
し
て
い

な
い
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
り
、
当
然
、『
金
剛
三
昧
経
論
』
も
新
羅
に
お
い
て
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
中
国
と
朝
鮮
に
お
け
る
典
籍
の
流
通
の
状
態
を
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
れ
に
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
情
報
と
し
て
、
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
や
『
大
乗
起
信
論
別
記
』
が
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義

記
』
製
作
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
９
７

。
つ
ま
り
、
朝
鮮
と
中
国
で
は
国
家

間
で
典
籍
の
交
流
が
存
在
し
て
い
た
点
も
念
頭
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
石
井
説
を

受
け
て
検
討
さ
れ
た
重
要
な
学
説
も
ま
た
存
在
す
る
。
そ
こ
で
は
石
井
説
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
新
た
な

義
湘
系
華
厳
と
の
接
点
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
次
項
で
取
り
上
げ
る
佐
藤
説
で
あ
る
。 

   
 
 
 

➁ 

佐
藤
説
に
つ
い
て 

  

佐
藤
説
で
は
、
九
世
紀
と
十
世
紀
に
成
立
し
た
新
羅
華
厳
文
献
で
あ
る
『
大
記
』
９
８

と
『
法
界
図
円
通

記
』
、
そ
し
て
『
釈
論
』
所
説
『
真
修
契
経
』（
架
空
経
典
）
に
、「
古
辞
」
の
説
が
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
ま
ま

登
場
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
佐
藤
説
の
主
張
を
確
認
す
る
意
味
も
含
め
、
上

記
三
種
に
共
通
し
示
さ
れ
る
記
事
を
比
較
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
前
に
概
要
と
し
て
、
佐
藤
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
「
一
歳
の
母
親
が
五
十
歳
あ
る
い
は
五
十
一
歳
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の
児
を
生
む
」
と
す
る
内
容
を
示
し
て
お
く
。
ま
ず
『
釈
論
』
所
説
の
『
真
修
契
経
』
の
説
を
確
認
し
た

い
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

  
 

真
修
契
経
の
中
に
是
く
の
如
き
説
を
な
す
。
一
歳
の
母
、
一
時
に
五
十
歳
の
児
を
生
ず
。
彼
の
五
十 

 
 

歳
の
児
を
懐
妊
せ
る
一
歳
の
母
、
五
十
一
歳
の
大
丈
夫
男
子
を
生
ず
。
或
は
豈
に
是
の
如
き
こ
と
有 

 
 

り
や
、
或
は
豈
に
是
の
如
き
こ
と
無
き
や
。
９
９ 

  

『
釈
論
』
で
は
、
一
歳
の
母
が
一
時
に
五
十
歳
の
男
子
を
懐
妊
し
、
五
十
一
歳
の
男
子
を
出
産
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
内
容
は
二
つ
の
段
階
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
歳
の

母
が
一
瞬
（
発
心
し
た
瞬
間
に
）
に
五
十
歳
の
男
子
と
い
う
五
十
位
（
等
覚
位
）
を
懐
妊
（
行
位
に
至
る
）

す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
次
に
そ
の
よ
う
な
一
歳
の
母
が
一
瞬
に
発
心
し
た
な
ら
ば
懐
妊
し
出
生
し
た

男
子
は
五
十
一
位
（
妙
覚
位
）
を
も
満
足
す
る
こ
と
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
『
大
記
』
で
は
、

以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

故
に
古
辞
に
云
く
、
一
歳
の
女
、
妊
む
こ
と
五
十
年
に
し
て
産
み
、
五
十
歳
の
大
丈
夫
を
得
る
な
り 

 
 

と
。
謂
く
、
初
発
心
菩
薩
、
五
十
位
を
摂
す
れ
ば
即
ち
妙
覚
位
を
成
ず
る
な
り
。
１
０
０ 

  

『
大
記
』
で
は
「
古
辞
」
の
説
と
し
て
、
一
歳
の
女
（
母
）
が
五
十
年
の
間
妊
娠
し
て
、
五
十
歳
の
子

を
産
む
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
一
歳
の
女
（
母
）
に
は
、
本
来
的
に
五
十
歳
（
五
十
位
）
を
摂
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
半
に
は
、「
五
十
位
を
摂
す
れ
ば
即
ち
妙
覚
位
を
成
ず
る
な

り
。
」
と
説
い
て
お
り
、
一
見
す
れ
ば
一
歳
の
母
が
五
十
歳
の
子
を
出
産
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
そ
う
で
は

な
い
。「
摂
す
れ
ば
即
ち
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
懐
妊
し
て
か
ら
出
生
ま
で
の
過
程
を
省
略
し
て
い
る
内

容
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、「
妙
覚
位
を
成
ず
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
五

十
一
歳
で
あ
る
五
十
一
位
を
想
定
し
た
内
容
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
最
後
に
『
法
界
図
円
通
記
』
の
説

を
確
認
し
て
い
く
。 

  
 

古
辞
に
、
一
年
に
母
、
懐
く
こ
と
五
十
年
に
し
て
、
五
十
一
年
の
大
丈
夫
を
生
む
な
り
と
。
一
年
の 

 
 

母
と
は
初
発
心
な
り
。
懐
く
こ
と
五
十
年
と
は
五
十
位
を
摂
す
る
な
り
。
五
十
一
年
の
大
丈
夫
を
生 

 
 

む
と
は
、
等
妙
二
覚
の
果
を
成
ず
る
な
り
。
１
０
１ 

  

『
法
界
図
円
通
記
』
で
は
「
古
辞
」
の
説
と
し
て
、
一
歳
の
母
が
五
十
一
歳
の
子
を
産
む
と
あ
る
。
つ

ま
り
一
歳
の
母
が
初
発
心
で
あ
り
、
懐
妊
し
た
子
と
は
五
十
位
で
あ
り
、
出
生
し
た
子
は
五
十
一
位
で
あ

る
妙
覚
位
を
摂
し
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
大
記
』
の
「
古
辞
」
の
説
と
比
較
を
す
る
と
、
『
法
界

図
円
通
記
』
の
説
を
『
大
記
』
が
簡
略
に
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
に
三
種
を
列
挙
し
内

容
を
確
認
し
て
見
た
結
果
、『
大
記
』
と
『
法
界
図
円
通
記
』
の
内
容
は
幾
つ
か
の
点
で
共
通
す
る
説
が
確

認
で
き
る
た
め
同
一
の
文
献
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
疑
問
に
感
じ
る
点

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
佐
藤
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
。 

 

⑴
『
釈
論
』
の
み
に
説
か
れ
る
「
一
時
に
五
十
歳
の
児
を
生
ず
」
と
す
る
記
述
の
意
味
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
『
大
記
』
と
『
法
界
図
円
通
記
』
に
は
、
「
一
時
」
と
い
う
一
瞬
の
概
念
を
示
唆
す
る
説
が
無
い

の
は
な
ぜ
か
。
つ
ま
り
「
一
時
」
に
つ
い
て
『
華
厳
経
』
の
教
説
を
確
認
す
る
と
、
周
知
の
よ
う
に
「
初
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発
心
時
便
成
正
覚
」
１
０
２

や
「
初
発
心
時
即
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
１
０
３

と
い
っ
た
、
発
心
即
菩
提

の
理
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
古
辞
」
の
記
述
に
は
、
一
歳
の
母
が
五
十
年
の
時
間
を
経
て
五
十
一
歳
の
子

を
出
産
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
華
厳
の
教
説
と
異
な
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
で
、
『
釈
論
』

に
登
場
す
る
『
真
修
契
経
』
の
説
は
、
『
華
厳
経
』
の
教
説
に
近
い
と
判
断
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
。 

 

⑵
『
真
修
契
経
』
で
は
「
或
は
豈
に
是
の
如
き
こ
と
有
り
や
、
或
は
豈
に
是
の
如
き
こ
と
無
き
や
」
と

あ
る
部
分
は
、
『
大
記
』
と
『
法
界
図
円
通
記
』
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

 

⑶
『
釈
論
』
は
『
真
修
契
経
』
を
十
種
如
来
蔵
の
一
つ
「
如
理
如
理
如
来
蔵
」
の
教
証
と
し
て
登
場
さ

せ
て
い
る
１
０
４

。
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
を
『
大
記
』
と
『
法
界
図
円
通
記
』
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
の

は
な
ぜ
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
に
新
た
に
指
摘
で
き
る
点
は
、『
法
界
図
円
通
記
』
と
い
う
典
籍
が
、
七
世
紀
、
朝
鮮
半
島
の
華
厳

宗
の
初
祖
で
あ
る
義
湘
（
六
二
五
～
七
〇
二
）
の
『
一
乗
法
界
図
』
を
新
羅
華
厳
の
流
れ
を
受
け
た
均
如

（
九
二
三
～
九
七
三
）
が
注
釈
し
た
著
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
義
湘
の
独
特
な
仏
教

観
に
基
づ
く
上
下
左
右
に
屈
曲
す
る
「
法
界
図
」
に
つ
い
て
、
均
如
が
解
説
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
１
０
５

。
そ
の
点
に
関
し
て
『
釈
論
』
を
見
る
と
、
義
湘
の
「
法
界
図
」
に
関
す
る
説
や
図
に
つ
い
て

受
容
し
た
形
跡
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
仮
に
『
釈
論
』
の
造
論
者
が
義
湘
系
の
門
流
に
属
す
る

人
物
で
あ
る
と
す
る
と
、『
大
記
』
な
ど
の
新
羅
義
湘
系
の
典
籍
の
説
が
多
く
確
認
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が

現
時
点
で
は
、
情
報
が
多
く
な
い
た
め
今
後
の
研
究
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

そ
こ
で
筆
者
の
推
考
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
➀
『
法
界
図
円
通
記
』
の
成
立
は
十
世
紀
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
著
者
で
あ
る
均
如
が
『
釈
論
』
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
➁
「
古
辞
」
と
称
す

る
逸
話
を
『
釈
論
』
作
者
が
伝
聞
や
何
か
で
知
る
に
至
り
『
真
修
契
経
』
と
し
て
記
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

現
段
階
で
は
、
『
釈
論
』
が
新
羅
成
立
で
あ
る
と
直
ぐ
に
判
定
で
き
る
も
の
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
筆
者
は
、
佐
藤
説
が
従
来
に
は
な
い
視
点
か
ら
『
釈
論
』
に
は
新
羅
華
厳
と
何
か
し
ら
影
響
関
係

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
点
を
提
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
成
立
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
る
。
そ

の
上
で
考
え
る
べ
き
問
題
も
ま
た
あ
る
。
そ
れ
は
『
釈
論
』
中
に
散
見
さ
れ
る
中
国
漢
文
と
は
見
做
し
難

い
文
体
が
存
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
点
を
次
項
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
見
え
る
特
殊
な
漢
文 

  

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
石
井
が
文
献
比
較
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｍ
Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
用
い
て
、

『
釈
論
』
に
散
見
さ
れ
る
漢
文
（
変
格
漢
文
）
を
抽
出
し
て
い
る
１
０
６

。
ま
ず
氏
の
指
摘
を
確
認
す
る
と

以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

 

日
本
で
は
、
新
羅
や
日
本
に
見
ら
れ
る
変
格
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
た
と
え
ば
、 

｢

何
故
衆
生
先
有
成
仏
、
後
有
成
仏
、
今
有
成
仏｣

(T
3

2

・6
3

7
b

)

と
い
う
部
分
は
、
普
通
の
漢
文
で 

あ
れ
ば｢

有
先
成
仏
有
後
成
仏
、
有
今
成
仏｣

な
ど
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
た
め
、『
釈
論
』
は 

伝
承
通
り
、
新
羅
成
立
と
見
て
よ
い
と
述
べ
た
。
１
０
７ 

  

石
井
は
「
先
有
成
仏
。
後
有
成
仏
。
今
有
成
仏
。
」
の
表
記
が
、
通
常
の
漢
文
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ

の
観
点
か
ら
新
羅
成
立
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
➀
「
非
分
明
」
と
➁
「
則
白
仏
言
」
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に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
１
０
８

、
➀
は
「
不
分
明
」
と
「
不
」
と
「
非
」
の
混
同
し
て
い
る
点
を
指
摘

し
て
い
る
。
➁
は
通
常
で
は
「
即
白
仏
言
」
と
表
記
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
即
」
と
「
則
」
を
混
用

し
て
い
る
と
す
る
。
１
０
９

以
上
の
検
討
の
結
果
、
石
井
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 

大
正
大
蔵
経
で
は
こ
の
表
現
は
『
釈
論
』
と
『
玄
論
』
以
外
に
は
、
竺
法
護
訳
と
伝
え
ら
れ
る
『
文 

殊
師
利
普
超
三
昧
経
』
に
２
例
あ
る
の
み
だ
が
、『
文
殊
師
利
普
超
三
昧
経
』
で
は
、
そ
の
う
ち
の
１ 

箇
所
で
異
本
が｢

則｣
を｢
前｣

に
作
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、｢

前
白
仏
言
（
進
み
出
て
仏
に
申
し
上
げ
た｣

 

で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
ら
普
通
の
表
現
だ
。『
文
殊
師
利
普
超
三
昧
経
』
は
、
上
記
の
２
例
を
の
ぞ
け
ば
、 

｢

前
白
仏
言｣

と
い
う
表
現
は
他
の
箇
所
で
も
使
わ
れ
て
い
る
し
、
他
に
は｢

即
白
仏
言
（
そ
こ
で
早
速
、 

仏
に
申
し
上
げ
た) ｣

｢

又
白
仏
言(
ま
た
仏
に
申
し
上
げ
た) ｣

な
ど
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。
こ
れ
も 

他
の
漢
訳
経
典
に
多
く
見
え
る
形
で
あ
っ
て
問
題
な
い
。
つ
ま
り
、
誤
写
か
も
し
れ
な
い
『
文
殊
師 

利
普
超
三
昧
経
』
の
例
を
の
ぞ
け
ば
、
大
正
大
蔵
経
中
で
『
釈
論
』
と
『
玄
論
』
だ
け
が｢

則
白
仏
言｣

 

と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
の
だ
。｢

即｣

と｢
則｣
を
混
用
す
る
の
は
、
韓
国
と
日
本
の
漢
文
の
特
徴 

だ
。
１
１
０ 

  

た
し
か
に
、
『
釈
論
』
（
巻
四
の
部
分
）
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
は
「
則
白
仏
言
」
と
い
う
表
記
が

一
致
し
、
こ
の
他
に
類
す
る
典
籍
が
竺
法
護
訳
の
『
文
殊
師
利
普
超
三
昧
経
』（
二
八
六
年
）
１
１
１

に
確
認

で
き
、
「
則
」
と
「
即
」
の
表
記
に
つ
い
て
も
『
釈
論
』
に
認
め
ら
れ
る
点
で
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

加
え
て
、「
云
何
為
二
。
一
者
是
総
。
二
者
是
」
、「
作
如
是
説
。
復
次
文
殊
師
利
」
、「
世
界
之
微
塵
数
」
等

の
表
記
や
、「
如
宜
世
尊
、
為
」
等
の
漢
文
の
文
体
が
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
と
密
接
で
あ
る
点
も
言
及
し
、

『
釈
論
』
が
新
羅
人
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
と
す
る
自
説
を
補
強
し
て
い
る
。 

し
か
し
気
に
な
る
点
と
し
て
、
『
文
殊
師
利
普
超
三
昧
経
』
に
は
、
「
則
」
と
「
前
（
宋
本
・
元
本
・
明

本
・
宮
内
庁
本
）
」
と
い
う
二
様
の
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
則
」
の
表
記
が
誤
写
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
の
は
、『
釈
論
』
の
場
合
で
も
対
校
本
で
あ
る
高
野
本
（
一
二
五
六
年
）
に
お
い
て
「
即
」
と

「
則
」
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。
大
正
蔵
の
収
載
の
『
釈
論
』
は
高
麗
本
（
一
二
五
一
年
）
を
底
本
と
し
て
、

高
野
本
（
一
二
五
六
年
）
と
石
山
寺
本
（
武
周
（
唐
）
時
代
写
、
五
巻
ま
で
）
と
を
校
合
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
１
１
２

、
高
麗
本
と
石
山
寺
本
で
は
「
則
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
文
殊
師
利
普
超
三
昧
経
』
に
見
え
る
「
則
白
言
仏
」
が
た
っ
た
一
箇
所
で
あ

っ
て
も
、
な
ぜ
中
国
成
立
の
典
籍
に
こ
の
表
記
が
存
在
す
る
の
か
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
石
井
は
『
釈
論
』
の
「
於
出
時
中
」
や
「
於
入
時
中
」
や
「
於
何
時
中
」
な
ど
に
１
１
３

登
場
す
る

「
時
中
」
の
語
法
に
つ
い
て
も
多
く
の
典
籍
の
用
例
を
解
析
し
そ
の
傾
向
と
使
用
頻
度
を
抽
出
し
て
い
る
。

そ
こ
で
氏
の
見
解
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

 

漢
訳
経
論
や
中
国
の
仏
教
文
献
に
も｢

時
中｣

の
用
例
は
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は
な
い
、
そ
の
文
献
に 

お
け
る
出
現
回
数
と
、
出
現
回
数
を
大
正
蔵
の
頁
で
割
っ
た
割
合
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

（
中
略
）
施
護
訳
と
同
様
、
梵
語
直
訳
で
あ
っ
て
普
通
の
漢
文
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
こ
と 

で
有
名
な
法
護
の
訳
を
除
け
ば
、『
釈
論
』『
玄
論
』『
華
厳
経
問
答
』
の
出
現
回
数
の
多
さ
が
き
わ
だ 

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
法
護
訳
の
『
施
設
論
』
は
、｢

於
長
時
中｣

｢

於
一
時
中｣

の
用
例
の
み
で 

あ
っ
て
、
四
字
句
に
す
る
た
め
に｢

於｣

と｢

中｣

を
加
え
た
結
果
、｢

時
中｣

と
い
う
用
例
が
多
く
な
っ 

た
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
１
１
４ 
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石
井
説
で
は
、「
時
中
」
と
い
う
語
法
は
仏
教
典
籍
に
は
多
く
な
い
と
し
１
１
５

、
そ
の
用
例
の
傾
向
を
調

べ
る
と
、
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
と
法
蔵
撰
『
華
厳
経
問
答
』
（
義
湘
や
道
身
等
の
作
と
見
る
説
が
あ
る
）

に
出
現
回
数
が
多
い
と
す
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
に
見
え
る
「
於
出
時
中
」
や
「
於
入
時
中
」
と
い
う
表

記
に
い
て
は
、
同
論
の
注
釈
書
を
除
き
一
致
す
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
加
え
て
「
於

出
時
中
」
や
「
於
入
時
中
」
や
「
於
何
時
中
」
、
そ
し
て
「
於
〇
時
中
」
等
の
表
記
に
つ
い
て
、
『
大
宗
地

玄
文
本
論
』
を
調
べ
る
と
該
当
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、「
於
何
時
中
」
や
「
於
〇
時
中
」

に
つ
い
て
同
論
以
外
の
典
籍
を
調
べ
る
と
類
似
す
る
典
籍
が
多
く
確
認
で
き
る
１
１
６

。
こ
の
と
か
ら
も
検

討
す
る
べ
き
問
題
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
以
上
の
検
討
の
後
、
石
井
は
『
釈
論
』
の
作
者
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
推
考
し
て
い
る
。 

 

佐
藤
厚
氏
が
、
新
羅
華
厳
宗
は
『
華
厳
経
』
を
絶
対
視
し
て
『
起
信
論
』
を
批
判
す
る
こ
と
も
あ
っ 

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
た
め
、『
釈
論
』『
玄
論
』『
論
記
』
の
作
者
、
な
い
し
作
者
た
ち
は
、
新
羅 

華
厳
宗
の
本
流
の
人
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
だ
。
１
１
７ 

  

石
井
は
『
釈
論
』
の
作
者
を
新
羅
人
と
見
な
が
ら
も
、
佐
藤
が
指
摘
す
る
新
羅
華
厳
宗
が
『
起
信
論
』

を
批
判
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
新
羅
華
厳
宗
の
本
流
の
人
で
は
な
い
人
物
に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
、
新
羅
義
湘
系
の
人
物
に
よ
る
と
さ
れ
て
き
た
説
を
掘

り
下
げ
た
見
解
と
い
え
る
。
石
井
の
研
究
は
、『
釈
論
』
に
は
中
国
で
は
見
慣
れ
な
い
語
法
や
変
格
漢
文
が

あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
同
論
の
作
者
が
何
者
か
を
導
き
出
し
た
点
で
重
要
な
知
見
で
あ
る
。
し

か
し
幾
つ
か
の
点
で
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
と
、
石
井
、
佐
藤
説
の
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
の
出
身
者
、

特
に
新
羅
義
湘
の
門
流
に
位
置
す
る
何
者
か
が
『
釈
論
』
を
造
論
し
た
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

次
節
で
は
、
新
羅
華
厳
思
想
以
外
に
も
、『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
典
籍
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
で
異
な
る
視
点
を
呈
示
し
た
い
。 

   
 

第
八
節 

華
厳
以
外
の
接
点 

―

密
教
典
籍
と
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
の
影
響―

 

  

こ
こ
で
は
華
厳
以
外
に
『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
典
籍
と
の
接
点
を
検
討
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
密
教
典
籍
と
菩
提
流
志
訳
の
『
宝
雨
経
』
と
の
関
係
を
視
野
に
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
者
と
の
関
係
は
、『
釈
論
』
第
九
巻
に
は
何
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
文
字
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

密
教
特
有
の
陀
羅
尼
を
読
誦
す
る
よ
う
な
体
裁
で
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
文
字
が
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
説
か
れ
た
の
か
先
行
研
究
の
説
を
参
照
し
な
が
ら
、
武
則
天
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
密
教
典
籍
と
比
較
し

明
ら
か
に
し
た
い
。 

後
者
は
、
同
じ
く
武
則
天
の
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
典
籍
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
武
則
天
に
関
す
る
事
柄
を

付
加
し
た
論
説
が
見
え
、
そ
れ
を
『
釈
論
』
が
序
に
お
い
て
、
釈
迦
入
滅
か
ら
弥
勒
下
生
の
間
に
馬
鳴
と

竜
樹
が
登
場
し
て
説
法
を
す
る
と
明
か
す
部
分
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に

し
て
新
た
な
知
見
を
呈
示
し
た
い
。 
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第
一
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
特
殊
文
字 

  

そ
れ
で
は
ま
ず
『
釈
論
』
に
見
え
る
特
殊
文
字
に
つ
い
て
、
そ
の
例
を
幾
つ
か
示
し
、
そ
の
後
、
先
行

研
究
の
説
も
参
照
し
つ
つ
密
教
典
籍
と
比
較
し
て
い
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
〔 

〕
傍
注
）
。 

  

➀
即
ち
呪
を
誦
し
て
言
く
、
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
〔
於
呼
反
〕
捌
捌
捌
捌
捌 

 
 

捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
〔
那
闇
反
〕（
中
略
）
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆 

 
 

錆
〔
毘
入
反
〕
娑
婆
阿
訶
阿
阿
。
若
し
此
の
神
呪
を
一
万
八
千
四
百
五
十
遍
誦
し
已
訖
れ
ば
、
即
ち 

 
 

心
量
具
に
了
せ
ざ
る
所
無
し
。
１
１
８ 

  

➁
謂
く
若
し
天
上
の
荘
厳
の
具
を
作
さ
ん
が
為
に
、
即
ち
呪
を
説
い
て
言
く
、
唵
嚤
𠽮
帝
𠼦
哆 

闍 
 

 
 

毘
那 

阿
呵
尸 

鍵
鄔
嚤
迦
尸
帝 

𡄣
佉
尸
陀
叉
羅
阿
嚤
伊
嚤
伊
嚤
㖡 

鄔
呵
那 

鄔
呵
訶
鄔
呵
訶 

 

 
 

鄔
訶
那 

鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
〔
阻
立
反
〕
跋
阿
跋
阿
阿
阿
阿
阿
阿 

跋
摩
尸 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

 
 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

𠾅
𠾅
〔
語
巾
反
〕
娑
婆
訶 

 
 

阿
阿
訶
呵
。
若
し
此
の
神
呪
を
二
万
三
千
遍
誦
し
已
訖
れ
ば
、
即
便
ち
時
に
従
い
て
種
種
勝
妙
の
天 

 
 

の
荘
厳
具
、
皆
な
悉
く
出
現
し
余
す
こ
と
無
く
現
前
す
。
１
１
９ 

  

➂
呪
に
言
く
、
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
〔
伊
入
反
〕
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式 

 
 

式
式
〔
阿
含
反
〕
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
〔
只
允
反
〕
車
車
車
車
車
車
車
車
車
車
車 

 
 

車
車
車
車
〔
伊
允
反
〕
。
若
し
此
の
神
呪
一
万
八
千
遍
を
誦
し
已
訖
れ
ば
、
即
ち
心
識
具
に
了
せ
ざ
る 

 
 

所
無
し
。
１
２
０ 

  

一
見
す
る
と
通
常
我
々
が
知
る
文
字
と
は
懸
け
離
れ
た
理
解
に
基
づ
き
、
創
作
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

上
記
以
外
に
も
特
殊
文
字
は
あ
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
幾
つ
か
を
挙
げ
る
と
、
捌
・
仔
・
諮
・
撮
・
車
・

写
と
い
う
文
字
が
あ
る
。
『
起
信
論
』
や
法
蔵
の
『
義
記
』
、
そ
し
て
そ
の
他
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
に
は

こ
の
よ
う
な
真
言
や
神
呪
は
ま
っ
た
く
説
か
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
『
釈
論
』
は
こ
の
よ
う
な
文
字
を
説
い

た
の
か
、
そ
の
目
的
を
究
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
に
つ
い
て
望
月
信
享
は
、「
其
の

異
字
は
即
ち
則
天
文
字
に
基
づ
き
、
更
に
之
を
変
造
し
た
る
も
の
な
る
が
如
し
。
」
１
２
１

と
し
、
森
田
龍
僊

は
、
則
天
文
字
の
類
の
漢
字
で
あ
る
と
し
１
２
２

、
那
須
政
隆
も
同
様
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
１
２
３

。
石

井
公
成
は
則
天
文
字
を
変
形
さ
せ
た
も
の
と
分
析
し
つ
つ
、
道
教
の
護
符
や
同
教
を
受
容
し
て
製
作
さ
れ

た
偽
経
の
影
響
も
考
慮
す
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
１
２
４

。 

 

こ
の
よ
う
に
四
氏
と
も
則
天
文
字
に
類
す
る
文
字
と
分
析
し
て
い
る
。
序
に
則
天
文
字
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
の
本
文
に
も
則
天
文
字
の
影
響
が
あ
る
と
見
て
も
不
自
然
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
例
を
示
す
と
、
仔
は
則
天
文
字
の
日
＝
腑
・
星
＝
甼
、
写
は
照=

曌
と
一
見
す
る
と
近
い

と
判
断
し
得
る
文
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
釈
論
』
の
特
殊
文
字
の
傾
向
を
調
べ
る
と
、
捌
・
錆
・
諮
・
車

の
文
字
に
は
「
山
」
と
い
う
部
首
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
則
天
文
字
の
地
＝
埊
を
想
起
さ
せ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
特
殊
文
字
は
則
天
文
字
か
ら
着
想
を
得
て
創
作
さ
れ
た
文
字
も
あ
る
と
見
做
し
て
も
差

し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。 

で
は
、
な
ぜ
『
釈
論
』
作
者
は
通
常
の
漢
字
で
は
な
く
、
則
天
文
字
を
独
自
に
展
開
さ
せ
た
文
字
を
説

い
た
の
か
。
筆
者
は
、
真
言
や
陀
羅
尼
と
と
も
に
咒
術
的
な
作
法
を
駆
使
す
る
密
教
の
修
法
の
影
響
を
受
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け
て
、
中
国
に
は
無
い
言
語
、
も
し
く
は
一
般
に
知
ら
れ
な
い
特
別
な
文
字
を
表
現
す
る
意
図
で
神
秘
性

を
強
調
し
た
い
た
め
に
創
作
し
た
の
で
は
と
考
え
る
。
あ
る
い
は
、
密
教
や
仏
教
以
外
の
思
想
、
つ
ま
り

道
教
と
い
っ
た
中
国
固
有
の
宗
教
儀
礼
を
複
合
的
に
取
り
入
れ
、
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
も
推
考
す
る
１
２
５

。
少
な
く
と
も
、
上
記
の
内
容
を
見
る
限
り
、
そ
の
用
途
は
悪
魔
や
障
り
を
退

け
る
呪
文
の
よ
う
に
読
誦
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
言
あ
る
い
は
神
呪
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
た
文
字

で
、
こ
れ
を
読
誦
す
る
こ
と
で
成
就
（
除
災
招
福
や
障
礙
消
除
）
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る

１
２
６

。
そ
の
点
を
次
項
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

密
教
経
典
の
影
響 

―
「
鬼
」
や
「
護
符
」
や
「
陀
羅
尼
の
遍
数
」―

 

  

こ
こ
で
は
武
則
天
の
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
密
教
典
籍
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
前
述
の
疑
問
点
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
に
関
連
す
る
典
籍
と
し
て
、
大
正
蔵
の
密
教
部
に
収
載
さ
れ
て
い
る
、
失
訳
『
蝴

𡇪
大
道
心
駈
策
法
』
１
２
７

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
典
籍
の
成
立
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
武

則
天
在
世
に
訳
出
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
２
８

。
こ
の
典
籍
に
は
則
天
文
字
が
標
題
に
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
「
蝴
𡇪
」
と
は
地
蔵
の
文
字
を
置
換
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
以
降
か
ら
は
地
蔵
法
と
称
す
る
。

こ
の
地
蔵
法
の
内
容
は
、
道
教
色
が
強
く
、
地
蔵
の
教
法
に
よ
り
悪
鬼
駆
使
や
摧
魔
す
る
方
法
や
真
言
を

明
か
し
て
い
る
１
２
９

。
こ
れ
は
雑
密
に
属
す
る
現
世
利
益
を
目
的
と
し
た
教
法
と
い
え
る
。
で
は
そ
の
箇

所
を
確
認
し
よ
う
（
関
係
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
１
３
０

。 

 

彼
仏
滅
後
。
於
像
法
中
。
我
住
凡
夫
地
。
有
一
仙
人
。
在
俱
特
羅
山
。
善
解
道
術
。 

 
 

世
尊
若
行
人
欲
使
促
鬼
。
当
朱
沙
書
此
苻
。
後
三
印
吞
世
九
牧
。
然
後
作
法
使
鬼
迅
速
処
処
使
促
。 

 
 

百
事
無
失
。 

 
 

及
見
苦
病
患
及
厄
難
者
。
書
苻
使
飛
千
里
報
酬
死
。
経
一
日
書
苻
心
上
者
便
得
還
活
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
仙
人
が
道
術
を
駆
使
す
る
説
、「
使
促
鬼
」
と
い
っ
た
特
有
の
用
語
、
護
符
を
用
い
て
現

世
利
益
を
期
待
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
『
釈
論
』
を
見
る
と
、
道
教
の
「
護

符
」
や
「
使
促
鬼
」
と
い
う
語
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
「
鬼
」
に
つ
い
て
は
多
く
の
鬼
の
名
を
挙
げ
、

ど
の
よ
う
な
障
り
を
行
う
の
か
説
い
て
い
く
１
３
１

。
そ
し
て
護
符
に
類
似
し
た
も
の
で
は
「
字
輪
を
胸
に

着
け
る
」
と
す
る
主
旨
の
説
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
字
輪
服
膺
因
縁
と
い
う
箇
所
で
以
下
の
よ
う
に

示
し
て
い
る
。 

  
 

字
輪
服
膺
の
因
縁
と
言
う
は
、
謂
く
若
し
彼
の
止
輪
門
を
修
せ
ん
が
為
に
、
人
、
必
ず
当
に
溢
字
輪 

 
 

を
服
す
べ
き
の
み
。
何
れ
の
処
に
か
服
す
る
や
。
謂
く
方
寸
の
処
な
る
が
故
に
。
何
れ
の
義
を
以
て 

の
故
に
か
必
ず
此
の
輪
を
付
す
る
。
謂
く
此
の
字
輪
は
三
世
の
諸
仏
と
、
無
量
無
辺
の
一
切
の
菩
薩 

と
の
大
恩
の
師
長
、
大
恩
の
父
母
、
大
恩
の
天
地
、
大
恩
の
海
な
る
が
故
に
。
此
の
因
縁
の
故
に
、 

止
を
修
せ
ん
が
為
に
、
人
、
当
に
此
の
輪
を
付
す
べ
し
。
１
３
２ 

  

こ
の
因
縁
は
「
服
膺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
字
輪
を
膺
（
む
ね
）
に
服
（
ふ
く
す
）
と
読
む
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
字
輪
を
行
者
の
胸
に
つ
け
観
想
す
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
１
３
３

。『
釈
論
』
は
、
こ

../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57617.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57617.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57618.htm#0_2
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57618.htm#0_2
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57618.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57618.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57619.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1211&B=T&V=20&S=1159A&J=1&P=&57619.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1734&B=T&V=32&S=1668&J=8&P=&46605.htm#0_2
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の
字
輪
に
つ
い
て
三
世
の
諸
仏
と
一
切
諸
菩
薩
の
大
恩
の
師
・
父
母
・
天
地
・
海
と
し
、
最
高
の
観
想
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
胸
に
着
け
る
行
為
は
道
教
の
護
符
を
貼
る
と
い
っ
た
所
作
に
も
共
通
し
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
遠
藤
純
一
論
は
、『
釈
論
』
は
仏
教
だ
け
で
な
く
、
道
教
的
要
素
も
包
含
し
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
１
３
４

。
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
、『
釈
論
』
序
に
は
上
記
の
説
を
示
唆
す
る
内
容
が
確
認
で
き
る

（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

僧
那
を
山
林
中
に
結
び
、
双
円
を
香
池
の
中
に
植
え
た
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
誰
か
演
水
の
珠
蓋
を 

 
 

弥
勒
已
前
に
懸
け
、
服
膺
の
秘
軌
を
釈
迦
の
已
後
に
敷
か
ん
や
。
１
３
５ 

  

序
に
説
か
れ
る
「
服
膚
」
と
は
ま
さ
に
、
前
述
の
ご
と
く
道
教
の
影
響
を
受
け
た
「
字
輪
服
膺
因
縁
」

は
勿
論
、
則
天
文
字
を
派
生
さ
せ
た
神
呪
な
ど
を
指
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
「
秘
軌
」

と
あ
る
よ
う
に
、
前
述
し
た
因
縁
や
神
呪
を
読
誦
す
る
行
法
を
秘
密
の
法
で
あ
る
と
認
識
し
た
上
で
の
説

明
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
１
３
６

。
筆
者
も
遠
藤
説
を
準
拠
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

こ
の
他
に
も
『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
真
言
や
陀
羅
尼
の
遍
数
に
注
目
す
る
と
い
く
つ
も
説
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
三
千
七
百
遍
、
八
千
四
百
五
十
遍
、
二
万
三
千
遍
、
三
万
二
千
一
百
遍
、
五
万
七
千
遍
、
六
万

一
千
遍
、
八
万
一
千
遍
、
十
万
四
千
遍
、
十
万
八
千
遍
と
い
っ
た
遍
数
で
あ
る
。
そ
の
中
、
ほ
と
ん
ど
が

二
、
三
回
程
度
示
さ
れ
、
そ
の
目
的
も
現
世
利
益
や
除
災
招
福
を
期
待
す
る
説
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
遍
数
が
一
体
何
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
典
籍
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
「
一
万
八
千
遍
」
と
い
う
数
だ
け
は
お
よ
そ
十
回
も
登
場
し
頻
度
が
高
い
。
こ
の
数
に
注
目

す
る
と
密
教
典
籍
に
も
類
似
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
典
籍
を
調
べ
る
と
三
つ
一
致
す
る
も
の

が
確
認
で
き
、
そ
の
中
で
も
古
い
漢
訳
の
も
の
で
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
関
連
性
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
１
３
７

。
本
経
は
中
イ
ン
ド
出
身
の
阿
地
瞿
多
に
よ
る
七
世
紀
中
期
に
漢
訳
さ
れ
た
も
の

で
、
梵
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。「
金
輪
」
や
「
一
字
仏
頂
」
な
ど
の
用
語
が
説
か
れ
て
い
る
１
３
８

。
で

は
、
ど
の
よ
う
な
修
法
に
上
記
の
遍
数
が
用
い
ら
れ
る
の
か
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』
の
記
述
で

は
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 

  
 

造
像
と
言
う
は
そ
の
相
云
何
、
且
く
天
像
を
作
す
中
に
は
、
当
に
如
何
が
す
べ
き
や
。
謂
く
頭
面
眼 

 
 

耳
鼻
舌
身
手
足
の
此
の
九
種
の
所
の
中
に
、
各
各
に
一
万
八
千
遍
陀
羅
尼
呪
を
誦
じ
、
此
の
所
を
成 

 
 

立
す
。
１
３
９ 

  

『
釈
論
』
は
像
を
造
立
す
る
際
に
、
頭
・
面
・
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
手
・
足
の
九
箇
所
に
お
の
お

の
陀
羅
尼
一
万
八
千
遍
を
誦
持
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
一
方
で
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
内
容
を
確
認
す

る
と
、
行
者
が
効
験
を
望
む
の
な
ら
ば
、
壇
の
前
で
修
法
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
行
者
が

東
向
き
に
座
し
尊
像
の
前
で
香
を
供
養
し
な
が
ら
印
、
そ
し
て
真
言
を
一
万
八
千
遍
誦
す
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
１
４
０

。
東
向
き
に
て
修
法
す
る
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
釈
論
』
の
「
舍
宅
造
立
因
縁
」
の
中
で

行
者
の
向
き
に
つ
い
て
東
方
を
最
上
と
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
も
似
て
い
る
１
４
１

。『
陀
羅
尼
集
経
』
で

は
『
釈
論
』
の
よ
う
な
尊
像
の
造
立
に
つ
い
て
の
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
双
方
と
も
に
行
者

が
何
か
を
成
就
し
た
い
と
希
望
し
た
場
合
、
そ
の
成
就
の
た
め
に
陀
羅
尼
を
必
須
の
遍
数
分
読
誦
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
説
い
て
お
り
、
方
位
に
つ
い
て
も
概
ね
共
通
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。 

../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1734&B=T&V=32&S=1668&J=8&P=&46605.htm#0_2
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1734&B=T&V=32&S=1668&J=8&P=&46605.htm#0_2
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第
三
項 

菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
の
影
響 

―

弥
勒
信
仰
と
則
天
文
字
の
思
想
受
容―

 

  

先
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
『
釈
論
』
序
の
中
に
お
い
て
、
釈
迦
入
滅
か
ら
弥
勒
下
生
の
間
に
馬
鳴
と

竜
樹
が
登
場
し
て
説
法
を
す
る
と
説
く
部
分
と
、
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
と
の
関
係
を
中
心
に
比
較
検

討
し
て
い
く
。
ま
ず
『
釈
論
』
本
文
で
は
、
釈
迦
や
文
殊
と
い
っ
た
尊
格
は
説
か
れ
る
も
の
の
、
弥
勒
に

関
す
る
記
述
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
序
の
記
述
は
弥
勒
信
仰
を
意
識
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
こ
れ
だ
け
で
は
説
得
性
に
欠
け
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、『
宝
雨
経
』
が
武
則
天
そ
し
て
弥
勒
信

仰
と
密
接
で
あ
る
こ
と
を
先
行
研
究
の
説
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
れ
は
大
西
磨
希
子
に
よ

る
成
果
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
経
が
長
寿
二
年
（
六
九
三
）
九
月
に
漢
訳
さ
れ
、
武
則
天
の
即
位

に
関
連
し
て
そ
の
正
当
性
を
強
固
に
す
る
典
籍
と
し
て
『
大
雲
経
疏
』
と
並
び
重
要
視
さ
れ
た
と
す
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
１
４
２

。 

 

そ
も
そ
も
『
宝
雨
経
』
に
は
、
菩
提
流
志
訳
の
十
巻
本
の
ほ
か
に
異
訳
と
し
て
曼
陀
羅
仙
訳
『
宝
雲
経
』

七
巻
、
曼
陀
羅
仙
と
僧
伽
婆
羅
共
訳
『
大
乗
宝
雲
経
』
七
巻
、
法
護
訳
『
除
蓋
障
菩
薩
所
問
経
』
二
十
巻
、

の
計
四
訳
が
存
在
し
て
い
る
１
４
３

。
さ
ら
に
こ
の
経
典
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
滋
野
井
恬
に
よ
り
菩
提
流

志
以
外
の
異
訳
と
は
異
な
る
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
は
月
光
天
子
に
対
す
る
世
尊
の
宣
言
内
容
に
関
わ
る
箇

所
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
４
４

。
す
な
わ
ち
滋
野
井
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宣
言
内
容
は
武
則
天

の
即
位
に
ま
つ
わ
る
事
柄
を
菩
提
流
志
が
意
図
的
に
『
宝
雨
経
』
漢
訳
の
際
に
挿
入
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
以
下
に
氏
の
指
摘
す
る
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。 

 

➀
涅
槃
後
の
第
四
の
五
百
年
中
の
仏
法
が
法
滅
し
よ
う
と
す
る
時
、（
南
）
瞻
部
洲
の
東
方
摩
訶
支
那
国

に
女
身
と
な
っ
て
現
わ
れ
自
在
主
と
な
り
、
➁
阿
鞞
跋
致
と
輪
王
位
を
得
る
と
い
う
こ
と
、
➂
王
位
を
継

承
す
る
時
は
国
土
中
に
山
が
湧
き
出
で
て
五
色
の
雲
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
、
➃
覩
史
多
天
宮
に
詣
で
、

弥
勒
（
慈
氏
）
菩
薩
を
供
養
し
、
弥
勒
菩
薩
が
成
仏
す
る
時
に
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
授
記
を
得
る

と
い
う
こ
と
１
４
５

、
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
四
点
の
内
容
と
武
則
天
の
事
績
と
照
合
す
る
と
、
本
経

が
翻
訳
当
時
、
武
則
天
が
女
帝
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
こ
と
と
照
応
し
、
「
（
天
（
脾
）
冊
）
金
輪
聖
神
皇

帝
」
と
称
号
を
制
定
し
、
垂
拱
二
年
（
六
八
六
）
に
新
豊
県
の
東
南
に
山
が
涌
出
し
た
と
す
る
瑞
祥
と
合

致
し
、
武
則
天
が
弥
勒
の
下
生
で
あ
る
と
す
る
宣
伝
と
も
符
合
す
る
。 

 

で
は
、
実
際
に
『
釈
論
』
序
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
の
内
容
を
上
記
の
数
字
と
比
較
し
て
み
た

い
。
ま
ず
、
「
金
輪
東
方
せ
し
よ
り
自
来
（
こ
の
か
た
）
、
威
門
の
区
に
応
ず
と
は
、
道
王
の
偈
に
先
冊
せ

り
。
」
１
４
６

と
あ
り
、
転
輪
（
金
輪
）
聖
王
が
即
位
す
る
と
き
に
は
東
方
に
現
れ
る
と
す
る
説
、
す
な
わ
ち

➀
と
➁
の
内
容
が
一
致
す
る
。
ま
た
、「
五
百
年
」
や
「
（
南
）
贍
部
洲
」
や
「
金
輪
」
に
関
し
て
言
え
ば
、

別
な
箇
所
に
は
、「
未
来
八
万
に
し
て
輪
の
駕
、
東
に
及
び
、
過
去
五
百
に
し
て
覚
の
珠
、
南
に
至
ら
せ
る

を
以
て
な
り
。
」
１
４
７

と
あ
り
、
仏
滅
後
五
百
年
の
後
、
南
瞻
部
洲
の
東
方
よ
り
金
輪
が
出
現
す
る
様
子
が

描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
➀
の
内
容
を
意
識
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
他
に
も
『
釈
論
』
本
文
の
重
要

な
記
述
の
な
か
に
「
転
輪
聖
王
」
や
「
五
百
年
」
の
法
滅
句
が
確
認
で
き
る
た
め
、
同
論
の
作
者
が
武
則

天
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

続
け
て
『
釈
論
』
序
に
は
、「
朕
は
未
だ
詳
か
に
す
る
に
及
ば
ざ
る
も
、
金
輪
を
坤
の
上
に
出
し
、
妙
高

を
掌
の
内
に
入
れ
た
り
。
」
１
４
８

と
あ
り
、
朕
は
い
ま
だ
に
こ
の
奥
深
い
教
え
の
内
容
を
詳
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
金
輪
を
坤
（
中
国
）
の
上
（
中
国
の
占
法
で
八
卦
の
一
を
指
す
。
自
然
界
で
は

「
大
地
」
、
人
で
は
「
皇
后
」
や
「
女
性
」
を
意
味
す
る
）
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
妙
高
山
を
掌
中
に
い
れ

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
➂
の
武
則
天
が
出
現
し
山
が
湧
き
出
た
と
す
る
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説
を
基
に
し
て
い
る
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
「
金
輪
を
坤
の
上
に
出
し
」
や
「
妙

高
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
仏
法
が
中
国
の
地
に
興
隆
す
る
と
い
っ
た
見
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
は

武
則
天
が
金
輪
聖
王
（
女
帝
）
と
し
て
君
臨
し
、
権
力
を
手
中
に
収
め
る
と
い
っ
た
内
容
を
彷
彿
と
さ
せ

る
こ
と
を
暗
示
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
後
の
箇
所
に
つ
い
て
は
先
に
引
用
し
た
「
弥
勒
」
と
「
服
膺
の
秘
軌
」
に
つ
い
て
説
く
箇
所
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
誰
が
釈
迦
入
滅
の
無
仏
の
時
代
か
ら
弥
勒
下
生
の
間
に
秘
密
の
法
を
説
く
こ
と
が
で
き
よ
う

か
と
い
う
意
味
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
➃
の
弥
勒
信
仰
を
想
定
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
か
ら
符

合
す
る
と
見
て
よ
い
と
考
え
る
１
４
９

。
以
上
の
内
容
を
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、『
釈
論
』
は
『
八
十
花
厳
』

序
以
外
に
も
菩
提
流
志
訳
の
『
宝
雨
経
』
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
１
５
０

。
以
下
に
こ
れ
ま

で
の
成
果―

『
宝
雨
経
』・『
釈
論
』
序
・『
八
十
華
厳
』
序―

を
表
と
し
て
載
せ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る

（
『
宝
雨
経
』
と
の
関
係
は
波
線
、『
八
十
華
厳
』
と
の
関
係
は
傍
線
）
。
次
節
で
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

筆
者
の
成
立
に
関
す
る
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 
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第
九
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
に
関
す
る
新
知
見
の
呈
示 

  

ま
ず
、
『
釈
論
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
最
も
有
力
と
さ
れ
て
き
た
学
説
を
紹
介
す
る
と
、
『
起
信

論
』
の
注
釈
書
を
著
し
た
法
蔵
の
晩
年
か
ら
戒
明
が
日
本
に
同
論
を
請
来
す
る
間
、
す
な
わ
ち
八
世
紀
初

め
か
ら
後
半
頃
、
七
一
二
年
か
ら
七
七
九
年
と
さ
れ
て
き
た
１
５
１

。
ほ
か
に
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

大
正
蔵
十
六
、
二
八
四
頁
中―

下 

 

➊
我
涅
槃
後
、
最
後
時
分
、
第
四

五
百
年
中
、
法
欲
滅
時
、
汝
於
此

贍
部
洲
東
北
方
摩
訶
支
那
国
、
位

居
阿
鞞
跋
致
、
実
是
菩
薩
、
故
現

女
身
、
為
自
在
主
。
（
中
略
）
五

者
、
如
來
。
❷
天
子
、
然
汝
於
五

位
之
中
当
得
二
位
、
所
謂
阿
鞞
跋

致
及
輪
王
位
。
❸
天
子
、
此
為
最

初
瑞
相
。
汝
於
是
時
受
王
位
已
、

彼
国
土
中
、
有
山
涌
出
五
色
雲

現
。
当
彼
之
時
、
於
此
伽
耶
山
北

亦
有
山
現
。
❹
天
子
、
汝
復
有
無

量
百
千
異
瑞
、
我
今
略
説
、
而
彼

国
土
安
穏
豊
楽
、
人
民
熾
盛
、
甚

可
愛
楽
、
汝
応
正
念
施
諸
無
畏
。

天
子
、
汝
於
彼
時
住
寿
無
量
、
後

当
往
詣
覩
史
多
天
宮
、
供
養
、
承

事
慈
氏
菩
薩
、
乃
至
慈
氏
成
仏
之

時
、
復
当
與
汝
授
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
記
。 

        

『
宝
雨
経
』 

大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上―

中 

➀
天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
（
中
略
） 

➊
加
以
金
輪
東
方
自
来
。
応
于
威

門
之
区
。
道
王
之
偈
先
冊
。
珠
鏡

山
虚
已
降
。
至
于
沙
界
之
面
。
摩

耶
之
文
会
記
。
❷
以
未
来
八
万
而

輪
之
駕
東
。
及
過
去
五
百
而
覚
之

珠
南
至
矣
。
其
為
教
也
。
（
中
略
）

❹
自
非
結
僧
那
于
山
林
中
。
植
双

因
于
香
池
中
。
誰
懸
演
水
之
珠
蓋

於
弥
勒
已
前
。
敷
服
膺
之
祕
軌
於

釈
迦
已
後
哉
。 

➁
釈
摩
訶
衍
論
者
。
斯
乃
窮
性
海

之
源
密
蔵
。
罄
行
因
之
本
淵
詞
。

以
淪
星
而
過
乎
月
珠
。
➂
君
子
莫

識
其
旨
帰
。
以
錦
華
而
達
于
日
域
。

和
疇
莫
測
其
涯
際
。
可
謂
一
山
界

中
在
兩
日
月
。
一
天
下
中 

在
両

皇
帝
。
➃
朕
聞
其
梵
本
。
先
在
于

中
天
竺
。
遣
䮊
奉
迎
。
近
至
東
界
。

以
弘
始
三
年
。
歲
次
星
紀
九
月
上

旬
。
➄
於
大
荘
厳
寺
。
親
受
筆
削
。

敬
訳
斯
論
。（
中
略
）
大
海
之
瀾
泰

然
。
❸
朕
未
及
詳
。
出
金
輪
於
坤

之
上
。
入
妙
高
於
掌
之
内
。
細
哉

喜
門
周
于
法
界
。（
中
略
）
➅
輒
申

鄙
製
。
爰
題
序
云
。 

   

『
釈
論
』
序 

大
正
蔵
十
、
一
頁
上―

中 

➀
天
冊
金
輪
聖
神
皇
帝
製
（
中

略
） 

         

➁
大
方
広
仏
華
厳
経
者
。
斯
乃

諸
仏
之
密
蔵
。
如
来
之
性
海
。

➂
視
之
者
莫
識
其
指
帰
。
挹
之

者
罕
測
其
涯
際
。
有
学
・
無
学

志
絶
窺
覦
。
二
乗
・
三
乗
寧
希

聴
受
。
最
勝
種
智
。
荘
厳
之
迹

既
隆
。
普
賢
・
文
殊
・
願
行
之

因
斯
満
。
（
中
略
）
➃
朕
聞
其

梵
本
。
先
在
于
闐
国
中
。
遣
使

奉
迎
。
近
方
至
此
。
既
覩
百
千

之
妙
頌
。
乃
披
十
萬
之
正
文
。

粵
以
証
聖
元
年
。
歳
次
乙
未
。

月
旅
沽
洗
。
朔
惟
戊
申
。
以
其

十
四
日
辛
酉
。
➄
於
大
遍
空

寺
。
親
受
筆
削
。
敬
訳
斯
経
。

遂
得
甘
露
流
津
。
（
中
略
）
➅

輒
申
鄙
作
。
爰
題
序
云
。 

 

『
八
十
華
厳
経
』
序 
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前
半
と
す
る
学
説
も
存
在
し
て
い
る
１
５
２

。
し
か
し
、
『
釈
論
』
序
の
成
立
は
序
の
内
容
が
『
八
十
花
厳
』

の
序
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
経
訳
出
以
後
、
す
な
わ
ち
六
九
九
年
以
降
と
見
る
の
が
妥
当
に
な

る
だ
ろ
う
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
一
般
的
に
序
の
性
格
は
、
本
文
部
分
の
成
立
し
た
後
に
論
旨
を

説
明
し
、
讃
歎
す
る
意
味
で
執
筆
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、『
釈
論
』
本
文
の
成
立
は

『
八
十
花
厳
』
の
序
と
本
文
の
漢
訳
完
成
の
時
期
と
か
な
り
近
い
、
重
な
る
頃
と
見
て
も
不
自
然
で
は
な

い
よ
う
に
思
え
る
。 

 

そ
れ
に
加
え
『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
法
蔵
が
『
義
記
』
を
撰
述
し
た
時
期
は
、
六
九
五
・

六
年
１
５
３

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、『
釈
論
』
の
成
立
を
八
世
紀
以
前
と
見
た
と
し
て
も
違
和
感
は
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
作
者
が
則
天
文
字
使
用
の
禁
止
令
が
発
布
さ
れ
た
以
後
、
意
図
的

に
使
用
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
八
世
紀
初
め
か
ら
後
半
頃
の
成
立
と
見
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
な
か
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
序
の
成
立
が
本
文
以
降
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
事
、
石
山
寺
本
が
武
周
年
間
の
写
経
規
格
に
則
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
た
と
え
一
文
字
で

あ
れ
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
則
天
文
字
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
以
前
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
七
〇
五
年
以
前
だ
と
推
察
す
る
。
従
来
、
考
え
ら
れ
て
き
た
七
一
二
年
説
よ
り
も
さ
か

の
ぼ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
５
４

。 

 

で
は
、
『
釈
論
』
は
ど
こ
で
成
立
し
た
の
か
。
『
釈
論
』
の
注
釈
書
の
製
作
場
所
に
注
目
す
る
と
中
国
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
１
５
５

。
こ
の
他
に
、『
釈
論
』
を
初
め
て
引
用
す
る
典
籍
は
、
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
～
八

四
一
）
の
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
１
５
６

や
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
１
５
７

や
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
１
５
８

で

あ
っ
て
中
国
の
も
の
で
あ
る
。
新
羅
成
立
説
を
支
持
す
る
学
説
の
根
拠
と
す
る
典
籍
１
５
９

は
、
そ
の
大
半

が
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
朝
鮮
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、『
釈
論
』
成
立
後
か
な
り
時
間
が
経
過

し
た
状
況
の
中
で
し
か
窺
え
な
い
。
他
方
で
、
七
世
紀
後
半
に
中
国
で
成
立
と
さ
れ
る
『
大
宗
地
玄
文
本

論
』
を
は
じ
め
て
引
用
す
る
の
は
『
釈
論
』
で
あ
り
、『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
は
道
教
思
想
を
説
く
典
籍
で

あ
る
１
６
０

。 

 

で
は
、
作
者
が
何
者
で
あ
る
か
は
、『
釈
論
』
の
文
体
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
よ

う
に
先
行
研
究
の
指
摘
し
て
い
る
、
変
格
漢
文
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
学
説
と
筆
者
が
考
え
る
成
立
地
と
作
者
に
つ
い
て
系
統
別
に
整
理
し
た
い
。 

        

 

こ
の
中
で
Ａ
は
伝
統
説
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
意
味
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
学
術
的
な
立
場
に
お

け
る
成
立
説
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
大
正
蔵
に
収
載
さ
れ
る
『
釈
論
』
の
作
者
や
成
立
地
を
指
す
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
伝
統
説
に
対
し
て
石
井
は
、
語
法
や
会
通
説
の
観
点
か
ら
Ｃ
説
で
あ
る
朝
鮮
成
立
説
を

主
張
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
佐
藤
説
も
広
く
言
え
ば
、
義
湘
門
流
を
汲
ん
で
い
る
と
想
定
し
た
も
の

で
あ
る
の
で
同
じ
範
囲
に
入
る
の
で
は
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
か
ら
も
、
武
則

天
と
則
天
文
字
、
そ
し
て
中
国
で
書
写
さ
れ
た
と
す
る
石
山
寺
本
の
存
在
を
考
え
る
と
、
中
国
成
立
を
主

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

 

朝
鮮 

朝
鮮 

中
国 

中
国 

成
立
地 

中
国
人 

新
羅
人
（
非
中
国
人
） 

新
羅
人
（
非
中
国
人
） 

中
国
人 

作

者 

 

 

石
井
説
と
佐
藤
説 

関
説 

 

伝
統
説 

備

考 
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張
す
る
説
も
あ
る
の
で
Ｃ
説
を
全
面
的
に
準
拠
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
石
井
説
と

佐
藤
説
の
主
張
に
あ
る
よ
う
に
、
文
体
と
思
想
の
問
題
か
ら
中
国
人
の
撰
述
と
は
考
え
ら
れ
な
い
部
分
も

確
実
に
あ
る
の
で
、
筆
者
の
現
段
階
で
の
手
許
に
あ
る
資
料
と
視
点
か
ら
す
る
と
、
Ｂ
説
の
可
能
性
が
高

い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

   
 

ま
と
め 

  

本
章
に
お
い
て
知
り
得
た
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
で
結
論
と
し
た
い
。
少
な
く
と
も
『
釈
論
』
序
の
作

者
は
、
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
花
厳
』
訳
出
の
状
況
を
把
握
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
元
暁

や
法
蔵
の
典
籍
も
参
照
で
き
る
環
境
下
に
あ
り
、
さ
ら
に
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
の
存
在
を
も
熟
知
し

て
い
た
と
い
え
る
。
何
よ
り
も
上
記
の
訳
出
の
環
境
に
は
武
則
天
と
い
う
人
物
の
意
向
を
色
濃
く
反
映
さ

せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
釈
論
』
の
序
や
本
文
に
見
出
せ
る
記
述
に
大
い
に
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
偶
然
の
一
致
と
は
思
え
な
い
。『
釈
論
』
序
な
ら
び
に
本
文
の
作
者
は
、
武
則
天
に
よ

る
政
治
情
勢
を
よ
く
理
解
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
『
釈
論
』
の
作
者
は
武
則

天
を
意
識
し
た
文
章
を
書
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

そ
し
て
序
の
作
者
と
本
文
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
『
釈
論
』
の
造
論
に
関
す
る
馬
鳴
と
竜
樹
の
関
係
や
、

同
論
が
主
張
し
た
い
事
柄
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
同
一
人
物
か
、
か
な
り
近
し
い
者
で
あ
っ
た
ろ

う
と
思
わ
れ
る
１
６
１

。
こ
れ
に
、
石
山
寺
本
が
唐
の
武
則
天
の
時
代
の
『
釈
論
』
を
書
写
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
点
も
考
慮
す
れ
ば
、
中
国
成
立
の
補
強
材
料
に
成
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

本
章
で
は
、
従
来
、
成
立
年
代
や
成
立
地
に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
釈
論
』
成

立
に
関
す
る
資
料
が
、
中
国
に
多
く
見
出
さ
れ
、
加
え
て
、
従
来
の
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
る
と
、

『
釈
論
』
の
作
者
は
新
羅
華
厳
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
新
羅
人
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
よ
う
な
思
想
な
い
し
教
学
を
受
容
し
た
朝
鮮
半
島
出
身
者
が
、
中
国
に
赴
き
法
蔵
や
慧
苑
や
実
叉
難

陀
と
い
っ
た
論
師
の
典
籍
、
そ
し
て
初
期
密
教
典
籍
を
踏
ま
え
な
が
ら
造
論
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、『
釈
論
』
の
成
立
を
六
九
九
年
か
ら
則
天
文
字
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
七

〇
五
年
頃
の
間
、
す
な
わ
ち
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。『
釈
論
』
が
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
年
代
や
成
立
地
に
つ
い
て
再
検
討
を
迫
る
に
は
一
定
の
知
見
を
呈
示
で
き
た
の

で
は
と
考
え
る
。 

た
だ
し
、
今
後
の
研
究
動
向
に
よ
っ
て
は
、
他
の
典
籍
や
思
想
の
受
容
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
成
立
年

代
の
多
少
の
変
動
は
当
然
あ
り
得
る
た
め
、
筆
者
自
身
、
今
後
さ
ら
に
幅
広
く
考
察
し
論
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
何
よ
り
も
、
本
研
究
は
限
ら
れ
た
情
報
を
た
よ
り
と
し
て
、
関
連
事
項
を
聚
集
し
て
導
き
出

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
結
論
が
完
全
性
を
担
保
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で

も
問
題
と
し
て
残
る
の
が
、
石
山
寺
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
則
天
文
字
が
一
文
字
し
か
確
認
で
き
な
い
点

が
弱
く
、
推
論
の
域
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
自
説
の
変
更
も
躊
躇
せ
ず
柔
軟
に
対
応
し
、『
釈
論
』
研
究
に

寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情 

―

序
の
記
述
と
武
則
天
と
則
天
文
字―

」
（
『
密
教
学

研
究
』
五
十
、
二
〇
一
八
年
）
と
「
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』 

―

武
則
天
に
関
す

る
記
述
を
中
心
に―

」
（
『
印
仏
研
』
六
九―

二
、
二
〇
二
一
年
）
の
内
容
に
基
づ
い
て
お
り
、
本
章
作
成
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の
際
に
削
除
し
た
箇
所
や
脚
注
、
新
た
に
得
ら
れ
た
成
果
な
ど
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
の
仏

教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
）
、
同
著
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
）
の
論

考
が
提
出
さ
れ
て
以
後
、
石
井
説
に
対
す
る
見
解
は
、
わ
ず
か
に
遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
新
羅
成

立
説
に
関
す
る
考
察
」
（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
遠
藤
説

は
石
井
説
の
妥
当
性
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
釈
論
』
が
中
国
成
立
で
あ
る
根
拠
や
事
情
に
つ
い
て
、

武
則
天
や
則
天
文
字
、
写
本
と
の
比
較
、『
華
厳
経
』
や
『
宝
雨
経
』
や
密
教
典
籍
等
と
の
関
係
を
材
料
に

検
討
を
加
え
て
は
い
な
い
。
こ
の
他
の
見
解
も
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。 

３ 

中
村
正
文
（
本
然
）『
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
』（
『
印
仏
研
』
三
四―

二
、
一
九
八
六
年
） 

４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
釈
摩
訶
衍
論
序 

天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製 

蓋
聞
月
鏡
日
珠
。
居
爰
山
王
禅

宮
。
履
於
双
道
。
遊
于
百
国
乗
於
等
観
。
達
於
恒
刹
挙
極
喜
之
珠
嵩
。
窺
寂
滅
之
霊
宮
。
噵
聞
在
昔
。
而

猶
弗
覚
其
百
恒
之
區
。
惘
惘
想
想
。
（
中
略
）
朕
方
解
茂
花
因
於
七
覚
之
宝
林
。
植
蓮
種
於
八
徳
之
珠
池
。

（
中
略
）
却
歓
往
向
。
即
急
来
後
。
加
以
金
輪
東
方
自
来
。
応
于
威
門
之
區
。
道
王
之
偈
先
冊
。
珠
鏡
山

虚
已
降
。
至
于
沙
界
之
面
。
摩
耶
之
文
会
記
。
以
未
礼
八
万
而
輪
之
駕
東
。
及
過
去
五
百
而
覚
之
珠
南
至

矣
。
其
為
教
也
。
於
観
音
中
乞
眼
手
之
暇
。
而
矚
捜
過
恒
之
教
門
。
其
為
義
也
。
於
尸
迦
中
借
珠
網
之
功
。

而
曜
羅
塵
數
之
義
理
。
以
馬
鳴
聖
光
明
之
徳
。
于
時
具
顕
。
龍
樹
大
士
。
妙
雲
之
瑞
。
于
方
円
啓
。
洋
洋

肅
肅
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
）
因
み
に
「
天
冊
」
の
字
に
つ
い
て
校
合
本
を
見
る
と
、
石
山
寺

本
と
高
野
本
に
は
「
脾
回
」
と
あ
る
と
さ
れ
る
。 

５ 

望
月
信
享
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
、
二
五
三
頁
） 

６ 

塚
本
賢
暁
編
『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
訳
密
教
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
、
一
頁
） 

７ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
十
六
頁
） 

８ 

柏
木
弘
雄
『
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』
（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
、
一
五
五
頁
） 

９ 

塚
本
賢
暁
『
国
訳
密
教
』「
論
釈
部
」
二
（
国
訳
密
教
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
、
一―

二
頁
）
、
柏
木
弘

雄
『
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』
（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
た
。 

１
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
朕
聞
其
梵
本
先
在
于
中
天
竺
。
遣
䮊
奉
迎
。
近
至
東
界
。
以
弘
始
三
年
歲

次
星
紀
九
月
上
旬
。
於
大
荘
厳
寺
。
親
受
筆
削
。
敬
訳
斯
論
。
直
翻
訳
人
筏
提
摩
多
三
蔵
。
伝
俗
語
人
劉

連
陀
等
。
執
筆
之
人
謝
賢
金
等
。
首
尾
二
年
方
繕
写
畢
功
。
（
中
略
）
両
曜
之
面
円
臨
。
群
星
之
目
具
舒
。

江
河
之
水
澄
浄
。
大
海
之
瀾
泰
然
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上―

中
） 

１
１ 

塚
本
賢
暁
編
『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
訳
密
教
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
、
二
頁
）
、
柏
木
弘
雄
『
『
釈

摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』
（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
た
。 

１
２ 

西
林
昭
一
・
鶴
田
一
雄 

「
隋
・
唐
」（
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
六
、
雄
山
閣
、
一
九
九
三
年
） 

１
３ 

『
書
跡
名
品
叢
刊
・
第
八
回
配
本
＝
唐
・
則
天
武
后 

昇
仙
太
子
碑
』（
二
玄
社
、
一
九
五
九
年
、
三

頁
・
六
頁
を
転
写
し
た
） 

１
４ 

『
大
雲
経
』
と
武
則
天
の
関
係
に
つ
い
て
は
鎌
田
茂
雄
の
詳
し
い
研
究
が
あ
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照

さ
れ
た
い
。（
鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
七
頁―

一
四
九
頁
） 

１
５ 

『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
十
五
「
奉
証
聖
元
年
恩
勅
。
令
定
偽
経
。
及
雜
符
籙
等
遣
送
祠
部
進
内
。

前
件
教
門
既
違
背
仏
意
。
別
搆
異
端
。
即
是
偽
雑
符
籙
之
限
。
又
准
聖
暦
二
年
勅
。
其
有
学
三
階
者
。
唯

得
乞
食
長
斉
絶
穀
持
戒
坐
禅
。
此
輒
行
皆
是
違
法
。
幸
承
明
勅
。
使
革
往
非
。
不
敢
妄
編
在
於
目
録
。
並

従
刊
削
以
示
将
来
。
」
（
大
正
蔵
五
五
、
四
七
五
頁
上
） 

１
６ 

こ
の
目
録
に
あ
る
目
的
が
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
武
周
時

代
に
訳
出
さ
れ
た
密
教
典
籍
に
は
道
教
の
符
を
説
く
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
長
部
和
雄
「
則
天
武
后

時
代
の
密
教
」
『
密
教
文
化
』
一
一
一
、
一
九
七
五
年
）
。 

１
７ 

楊
婷
婷
「
『
大
般
若
経
』
の
欠
筆
と
則
天
文
字
」
（
『
い
と
く
ら
』
十
、
二
〇
一
五
年
、
三
頁―

四
頁
） 

１
８ 

西
林
昭
一
・
鶴
田
一
雄 

「
隋
・
唐
」（
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
六
、
雄
山
閣
、
一
九
九
三
年 
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八
四―
八
五
頁
） 

１
９ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
四
八
頁―

七
四
九
頁
） 

２
０ 

楊
婷
婷
「
『
大
般
若
経
』
の
欠
筆
と
則
天
文
字
」
（
『
い
と
く
ら
』
十
、
二
〇
一
五
年
、
三
頁―

四
頁
） 

２
１ 

中
国
北
宋
の
司
馬
光
が
、
治
平
二
年
（
一
〇
五
六
）
英
宗
の
詔
に
よ
り
編
纂
し
た
編
年
体
の
歴
史
書
。

『
温
公
通
鑑
』
や
『
涑
水
通
鑑
』
と
も
い
う
。 

２
２ 

『
資
治
通
鑑
』
四
部
備
要
三
九
冊
（
中
華
書
局
出
版
、
一
九
八
九
年
、
二
四
二
三
頁
）「
天
授
元
年
（
傍

注
略
）
十
一
月
庚
辰
朔
。
日
南
至
。
太
后
享
万
象
神
宮
。
赦
天
下
。
始
用
周
正
。
改
永
昌
元
年
十
一
月
為

載
初
元
年
正
月
。
以
十
二
月
為
臘
月
。
夏
正
月
為
一
月
。
以
周
漢
之
後
為
二
王
後
。
舜
禹
成
湯
之
後
為
三

恪
。
（
傍
注
略
）
周
隋
之
嗣
同
列
国
。
（
傍
注
略
）
鳳
閣
侍
郎
河
東
宗
秦
客
（
傍
注
略
）
改
造
天
地
等
十
二

字
以
獻
（
傍
注
略
）
丁
亥
行
之
。
太
后
自
名
曌
。
改
詔
曰
制
。（
傍
注
略
）
秦
客
。
太
后
従
父
姉
之
子
也
。
」

ま
た
、『
続
国
訳
漢
文
大
成
』「
資
治
通
鑑
」
十
二
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
、
二
二
・
原
文 

九

頁
）
を
参
照
し
た
。 

２
３ 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
頁
） 

２
４ 

『
同
右
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
一
頁
） 

２
５ 

『
同
右
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
一
頁
） 

２
６ 

内
藤
乾
吉
「
大
方
広
仏
花
厳
経
巻
第
八
（
解
説
）
」（
『
書
道
全
集
』
第
二
十
六
、
中
国
十
五
、
平
凡
社
、

一
九
六
七
年
、
一
八
八
頁
）
。
蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
三
頁
）
。 

２
７ 

こ
の
他
に
も
、『
釈
論
』
の
巻
一
に
は
『
華
厳
経
』（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
三
頁
下
）
や
「
花
文
論
」（
大

正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
下
）
と
表
記
す
る
も
の
が
確
認
で
き
る
。 

２
８ 

少
な
く
と
も
、
則
天
文
字
が
載
初
元
年
（
六
八
九
）
に
制
定
さ
れ
て
以
降
、「
昇
仙
太
子
碑
」
執
筆
以

前
に
は
脾
＝
天
の
字
を
用
い
た
記
録
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。 

２
９ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
四
六―

七
四
九
頁
） 

３
０ 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
注
『
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
七
六
六
頁―

七
六
九
頁
） 

３
１ 

『
華
厳
経
伝
記
』
（
大
正
蔵
五
一
、
一
五
五
頁
上―

中
）
、
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』
（
大
正
蔵
五
五
）

に
も
同
様
な
記
述
が
確
認
で
き
る
。 

３
２ 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
（
大
正
蔵
十
、
一
頁
上
） 

３
３ 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
〇
頁―

二
九
三
頁
） 

３
４ 

小
島
岱
山
「
『
八
十
華
厳
経
』
漢
訳
原
典
研
究
序
説
」
（
塩
入
良
道
先
生
追
悼
論
文
集
刊
行
会
『
天
台

思
想
と
東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
一
年
、
三
四
一
頁―

三
四
五
頁
） 

３
５ 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
、
一
頁
上―

中
） 

３
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
一
頁
下―

五
九
二
頁
中
） 

３
７ 

『
釈
論
』
序
の
作
者
が
『
八
十
華
厳
経
』
以
外
（
『
宝
雨
経
』
を
除
く
）
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、『
八
十
花
厳
』
を
訳
出
し
た
実
叉
難
陀
訳
の
『
大

乗
入
楞
伽
経
』
の
序
に
は
作
者
を
「
御
製
」
と
記
し
て
い
る
（
大
正
蔵
十
六
、
五
八
七
頁
上―

中
）
。
し
か

し
最
初
の
文
の
出
だ
し
は
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
後
半
部
分
を
見
る
と
言
い
回
し
や
表
現
上
の

用
語
の
類
似
性
は
そ
れ
ほ
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
宋
の
宝
臣
の
『
注
大
乗
入
楞
伽
経
』

（
大
正
蔵
三
九
、
四
三
三
頁
下―

四
三
四
頁
上
）
に
は
、
序
の
作
者
を
「
天
冊
金
輪
聖
神
皇
帝
製
」
と
記

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
『
八
十
花
厳
』
の
序
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

３
８ 

前
者
は
『
釈
論
』
が
別
所
依
と
す
る
百
種
の
典
籍
の
一
つ
と
し
て
経
題
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者

は
現
存
す
る
典
籍
と
一
致
し
な
い
架
空
経
典
で
あ
る
。 

３
９ 

大
西
磨
希
子
『
唐
代
仏
教
美
術
史
論
攷 

―

仏
教
文
化
の
伝
播
と
入
唐
交
流―

』（
法
蔵
館
、
二
〇
一

七
年
、
三
〇
二
頁―

三
〇
三
頁
） 

４
０ 

柏
木
弘
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
構
想
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』

春
秋
社
、
一
九
八
七
年
、
五
〇
七
頁―

五
〇
八
頁
） 
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４
１ 
『
華
厳
経
探
玄
記
』
（
大
正
蔵
三
五
、
一
二
二
頁
中
） 

４
２ 

坂
本
幸
男
『
華
厳
教
学
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
）
、
中
西
俊
英
「
静
法
寺
慧
苑
の
教

学
と
そ
の
背
景 

―

二
種
十
玄
説
を
中
心
に―

」
（
『
印
仏
研
』
五
八―

三
、
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。 

４
３ 

『
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
』
巻
一
「
仏
涅
槃
後
六
百
年
時
。
竜
樹
菩
薩
入
竜
宮
。
見
此
経
有
上
中
下

三
本
。
其
上
本
有
十
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
頌
。
四
天
下
微
塵
数
品
。
中
本
有
四
十
九
万
八
十
八
百
頌
一

千
二
百
品
。
下
本
有
十
万
頌
三
十
九
品
。
竜
樹
乃
誦
得
下
本
。
流
布
人
間
。
今
此
所
伝
。
即
其
本
也
。
」(

卍

続
蔵
経
五
、
四
九
頁
上) 

４
４ 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
搜
玄
分
斉
通
智
方
軌
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
五
、
十
四
頁
下
） 

４
５ 

こ
の
問
題
に
幾
ば
く
か
の
関
連
性
を
予
想
で
き
る
資
料
と
し
て
、『
華
厳
経
』
に
つ
い
て
「
大
本
」
な

い
し
「
大
本
華
厳
経
」
に
つ
い
て
触
れ
る
、
遁
倫
集
撰
『
瑜
伽
記
』（
（
大
正
蔵
四
二
、
五
七
四
頁
上―

中
）
、

勝
又
俊
教
「
瑜
伽
論
記
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」（
『
仏
教
研
究
』
二―

四
、
仏
教
研
究
会
、
一
九
三
八
年
）

や
水
谷
香
奈
「
道
倫(

遁
倫)

集
撰
『
瑜
伽
論
記
』
に
つ
い
て 

―

基
撰
『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』
と
の
関
係

か
ら―

」（
『
印
仏
研
』
六
四―

一
、
二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。
）
そ
し
て
李
通
玄
（
六
三
五
～
七
三
〇
（
一

説
に
六
四
六
～
七
四
〇
）
）
の
『
新
華
厳
経
論
』
巻
十
四
、
二
三
、
三
二
（
（
大
正
蔵
三
六
、
八
〇
九
頁
上
、

八
七
六
頁
下
、
九
四
四
頁
下
）
、
小
島
岱
山
「
『
新
華
厳
経
論
』
の
研
究
序
説
」
（
『
印
仏
研
』
三
三―

二
、

一
九
八
五
年
）
に
詳
し
い
。
）
）
と
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
志
寧
が
宣
宗
大
中
年
間
（
八
四
六
～
八
五
九
）
に

編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
華
厳
経
合
論
』（
（
卍
続
蔵
経
五
、
六
五
二
頁
上
）
、
木
村
清
孝
「
李
通
玄
思
想
の
流

布
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
二
九―

一
、
一
九
八
〇
年
）
に
詳
し
い
。
）
）
に
見
え
る
。『
瑜
伽
記
』
は
と
も

か
く
、『
新
華
厳
経
論
』
や
『
華
厳
経
合
論
』
に
は
「
大
本
」
、「
中
本
」
、「
下
本
あ
る
い
は
小
本
」
の
三
種

に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、
特
に
後
者
の
方
に
い
た
っ
て
は
、『
八
十
花
厳
』
を
研
究
し
注
釈
を
加
え
た
も
の

で
あ
り
、
後
に
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
等
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
志
寧
は
、「
大

本
」
と
は
「
仏
」
、
「
中
本
」
と
は
「
住
地
の
菩
薩
」
、
「
小
本
」
と
は
「
十
万
偈
で
あ
る
内
、
四
万
五
千
偈

を
得
た
も
の
で
、
そ
れ
は
『
八
十
花
厳
』
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
か
ら
推
察
す
る
に
、
大
本
が
現
象
世
界

に
存
在
し
な
い
典
籍
と
な
り
、
中
本
と
小
本
の
二
種
が
現
象
世
界
に
流
布
す
る
典
籍
と
な
る
た
め
、『
八
十

花
厳
』
は
現
行
本
の
な
か
で
も
比
較
的
下
位
に
位
置
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、

『
釈
論
』
は
法
蔵
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
他
に
李
通
玄
の
よ
う
な
著
作
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
思
想

を
受
容
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。 

４
６ 

那
須
政
隆
『
弁
顕
密
二
教
論
の
解
説
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
九
四
頁―

九
五
頁
） 

４
７ 

金
知
姸
（J

iy
u

n
 K

im

）
「D

is
trib

u
tio

n
 a

n
d

 P
re

s
e
rv

a
tio

n
 o

f th
e
 

S
h
im

o
h
eya

n
lu

n
 

釈
摩
訶

衍
論 

T
e
x
ts

 in
 E

a
s
t A

s
ia
 

:D
id

 T
h

e
y
 R

e
a

d
 th

e
 S

a
m

e
 T

e
x
t?

」(H
u

a
lin

 In
te

rn
a

tio
n

a
l 

J
o
u

rn
a

l o
f B

u
d

d
h

is
t S

tu
d

ie
s
 3

.1
 (2

0
2

0
) b

y
 C

a
m

b
ria

 P
re

s
s
.)

、
金
は
『
釈
論
』
の
諸
本
（
断
簡

も
含
む
）
の
種
類
を
整
理
し
比
較
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
敦
煌
本
（
第
八
巻
の
断
簡
）
、
石
山
寺

本
（
第
五
巻
ま
で
）
、
房
山
石
経
本
、
高
麗
本
、
東
大
寺
本
、
高
野
山
本
、
大
谷
大
本
、
身
延
山
大
本
、
大

日
本
校
訂
大
蔵
経
本
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
本
等
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
諸
本
の
系
統
を
分
類
し
て
い
る
。

氏
の
検
討
は
『
釈
論
』
全
十
巻
に
わ
た
る
テ
キ
ス
ト
全
体
を
比
較
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
文
字
の
異
同

や
諸
本
が
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
書
写
し
た
の
か
を
知
る
上
で
有
用
で
あ
る
。 

４
８ 

鷲
尾
隆
輝
監
修
『
石
山
寺
古
経
聚
英
』
（
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
、
十
五
頁
） 

４
９ 

文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。

h
ttp

://b
u

n
k

a
.n

ii.a
c.jp

/d
b

/h
e
rita

g
e
s
/d

e
ta

il/1
8

9
2

8
6

 

５
０ 

石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
著
『
石
山
寺
の
研
究 

―

一
切
経
編―

』
（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
、

八
四
四
頁
、
九
一
四
頁
、
石
山
寺
重
書
類
一
七
号
一
） 

５
１ 

『
同
右
』
（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
、
八
四
四
頁
、
九
一
四
頁
、
石
山
寺
重
書
類
一
七
号
一
） 

５
２ 

本
来
な
ら
ば
、
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
序
の
全
文
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
許
可
申
請
中
の
た

め
転
載
す
る
刊
本
を
石
山
寺
本
の
情
報
を
も
と
に
、
当
該
本
を
底
本
と
し
て
流
布
し
た
と
判
断
さ
れ
る
資
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料
と
し
て
あ
げ
た
い
。
今
後
、
大
正
蔵
収
載
の
『
釈
論
』
と
の
詳
細
な
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

文
字
の
異
同
や
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

５
３ 

大
西
磨
希
子
『
唐
代
仏
教
美
術
史
論
攷 

―

仏
教
文
化
の
伝
播
と
入
唐
交
流―

』（
法
蔵
館
、
二
〇
一

七
年
、
三
〇
八
頁―

三
一
一
頁
） 

５
４ 

『
細
字
法
華
経
』
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
厚
氏
よ
り
そ
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
謹
ん
で
御
礼
申
し
上

げ
る
。 

５
５ 

h
ttp

s
://e

m
u

s
e
u

m
.n

ich
.g

o
.jp

/a
b

o
u

t?la
n

g
Id

=
ja

&
w

e
b

V
ie

w
=

 

５
６h

ttp
s
://e

m
u

se
u

m
.n

ich
.g

o
.jp

/d
e
ta

il?la
n

g
Id

=
ja

&
w

e
b

V
ie

w
=

&
co

n
te

n
t_

b
a

s
e
_
id

=
1

0
0

2
0

7

&
co

n
te

n
t_

p
a

rt_
id

=
0

&
co

n
te

n
t_

p
ict_

id
=

0
 

５
７ 

h
ttp

s
://w

w
w

.k
o
h

fu
k

u
ji.co

m
/p

ro
p

e
rty

/d
-0

0
7

1
/ 

５
８ 

望
月
一
憲
「
法
隆
寺
伝
来
細
字
法
華
経
の
問
題
点
」
（
『
印
仏
研
』
二
六―

二
、
一
九
七
八
年
） 

５
９ 

有
賀
要
延
「
細
字
法
華
経
の
諸
問
題 

(
一)
」（
『
印
仏
研
』
二
六―

一
、
一
九
七
七
年
）
、
同
著
「
細
字

法
華
経
の
諸
問
題 

(

三)

」
（
『
印
仏
研
』
二
八―
二
、
一
九
八
〇
年
） 

６
０ 

望
月
一
憲
「
法
隆
寺
伝
来
細
字
法
華
経
の
問
題
点
」
（
『
印
仏
研
』
二
六―

二
、
一
九
七
八
年
、
四
五

頁
） 

６
１ 

「
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
「C

o
lB

a
s
e

」
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像

（h
ttp

s
://co

lb
a

s
e
.n

ich
.g

o
.jp

/co
lle

ctio
n

_
ite

m
s
/tn

m
/N

-7
-1

?lo
ca

le
=

ja

）
を
加
工
し
て
作
成 

６
２ 

「
同
右
」
（h

ttp
s
://co

lb
a

s
e
.n

ich
.g

o
.jp

/co
lle

ctio
n

_
ite

m
s
/tn

m
/N

-7
?lo

ca
le

=
ja

） 

６
３ 

h
ttp

s
://w

w
w

.k
o
h

fu
k

u
ji.co

m
/p

ro
p

e
rty

/d
-0

0
7

1
/ 

６
４ 

房
山
石
経
の
『
釈
論
』
の
拓
本
は
中
村
本
然
氏
所
蔵
の
も
の
を
借
覧
し
転
写
し
た
。
高
野
版
に
つ
い

て
は
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
し
た
。

h
ttp

://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/in
fo

:n
d

ljp
/p

id
/2

5
7

5
0

9
4

?to
cO

p
e
n

e
d

=
1

 

６
５ 

「
房
山
石
経
（
遼
金
刻
経
）
所
載
石
経
総
目
録
」
（
『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
、

一
九
九
六
年
、
四
七
七
頁
）
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

６
６ 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
〇
頁―

二
九
七
頁
）
、
こ
の
な
か

で
蔵
中
は
常
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
つ
い
て
「
常
体
字
」
と
表
記
し
て
い
る
。
筆
者
も
氏
の
表
記
を

踏
襲
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

６
７ 

「
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
「C

o
lB

a
s
e

」
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像

（h
ttp

s
://co

lb
a

s
e
.n

ich
.g

o
.jp

/co
lle

ctio
n

_
ite

m
s
/tn

m
/N

-7
-1

?lo
ca

le
=

ja

）
を
加
工
し
て
作
成
。 

６
８ 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
〇
頁―

二
九
七
頁
） 

６
９ 

鷲
尾
隆
輝
監
修
『
石
山
寺
古
経
聚
英
』
（
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
、
一
五
頁
） 

７
０ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇
頁―

七
九
一
頁
） 

７
１ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」
（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
の

仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
六
二
頁
） 

７
２ 

佐
藤
厚
「
新
羅
華
厳
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
一
つ
の
手
が
か
り
」（
『
東
洋
学
研
究
』

四
四
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
七
頁
） 

７
３ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
二
八
五
頁―

二
八
七
頁
、
三
六
一
頁―

四
〇
四
頁
） 

７
４ 

吉
津
宜
英
「
縁
起
と
性
起
」（
『
東
洋
学
術
研
究
』
二
二―

二
、
一
九
八
三
年
、
六
一
頁
）
、
同
著
「
旧

来
成
仏
に
つ
い
て 
―

性
起
思
想
研
究
の
一
視
点
」（
『
印
仏
研
』
三
二―

一
、
一
九
八
三
年
、
二
四
三
頁
）。

石
井
は
吉
津
説
の
法
蔵
撰
述
と
は
考
え
に
く
く
新
羅
成
立
説
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
華
厳
経
問
答
』
の
成
立
に
つ
い
て
氏
（
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
六

年
、
二
八
五
頁―

二
九
一
頁
）
は
、「
『
華
厳
経
問
答
』
に
は
、
書
中
で
引
か
れ
て
い
る
『
捜
玄
記
』
や
『
孔

目
章
』
を
初
め
と
す
る
智
儼
の
思
想
に
加
え
て
、
義
湘
の
思
想
、
な
い
し
は
義
湘
の
門
流
が
義
湘
の
思
想

と
し
て
強
調
す
る
思
想
と
共
通
す
る
も
の
を
多
く
含
ん
で
お
り
、『
道
身
章
』
や
『
錐
穴
問
答
』
な
ど
、
義
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湘
の
弟
子
が
師
の
言
葉
を
書
き
留
め
た
著
作
と
文
体
も
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
智
儼
の
著
作
や
義
湘

の
『
法
界
図
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
法
蔵
の
著
作
の
み
に
見
ら
れ
る
術
語
は
『
華
厳
経
問
答
』
に
は
ほ
と
ん

ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
問
答
』
の
内
容
が
『
五
教
章
』
や
『
探
玄
記
』
を
見
る

以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
義
湘
が
新
羅
に
帰
国
し
た
の
ち
、
法
蔵

が
書
簡
と
と
も
に
自
ら
の
著
作
を
新
羅
に
送
り
届
け
る
ま
で
、
ほ
ぼ
二
〇
年
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
れ
は

師
の
説
を
消
化
し
、
自
ら
の
独
自
の
説
を
立
て
る
の
に
十
分
な
時
間
で
あ
る
。
新
羅
は
最
新
の
新
訳
唯
識

を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
が
、『
華
厳
経
問
答
』
を
含
め
て
義
湘
系
の
著
作
に
は
、
新
訳
唯
識
と
の
細
か
な
違

い
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
義
湘
系
に
と
っ
て
最
大
の

論
敵
は
華
厳
教
学
と
似
た
主
張
を
す
る
地
論
師
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
地
論
師
、
な

い
し
は
そ
う
し
た
地
論
教
学
の
素
養
の
上
に
唯
識
説
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
人
々
が
問
題
で
は
な
か
っ
た

か
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
氏
は
「
一
方
、
本
書
は
中
国
や
朝
鮮
の
目
録
に
は
ま
っ
た
く
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。
た
だ
、
新
羅
で
は
、
元
暁
を
青
丘
の
龍
と
称
し
、
法
蔵
を
魏
象
な
い
し
香
象
と
称
し
て
こ
の

二
人
を
指
南
と
す
る
新
羅
見
登
の
『
一
乗
成
仏
妙
義
』
で
は
「
香
象
問
答
」
と
い
う
名
で
引
い
て
お
り
、

八
世
紀
後
半
以
降
に
は
新
羅
で
も
多
少
は
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

７
５ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
五
四
八
頁
）
、
鎌
田
茂

雄
「
法
蔵
撰
華
厳
経
問
答
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
七―
二
、
一
九
五
九
年
） 

７
６ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』「
こ
の
「
相
続
」
を
問
題
と
し
て
一
断
一
切
断
を
説
く
こ
と
は
、
新

羅
の
偽
作
と
思
わ
れ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
も
見
え
て
い
る
。『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
、
本
覚
と
始
覚
に
つ
い

て
「
自
宗
決
断
」
と
「
望
別
決
断
」
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。（
中

略
）
こ
れ
も
ま
た
『
華
厳
経
問
答
』
や
新
羅
の
他
の
文
献
に
通
じ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
破
格
の
漢
文
で
あ
る

が
、『
華
厳
経
問
答
』
の
一
断
一
切
断
の
議
論
を
『
起
信
論
』
の
解
釈
に
転
用
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
例
は
い
く
つ
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）
異
様
な
漢
文
に
よ
っ
て
奇
矯
な
主
張

を
展
開
す
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
、
実
践
的
で
あ
っ
た
義
湘
系
の
思
想
に
よ
っ
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な

い
の
で
あ
る
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
二
八
六
頁―

二
八
九
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。 

７
７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
三
「
是
名
二
等
故
。
望
別
決
断
者
。
挙
円
満
者
望
衆
生
界
。
無
一
一
法
而
非
清

浄
。
挙
諸
衆
生
望
無
上
尊
。
入
無
明
蔵
無
所
覚
知
。
皆
悉
清
浄
無
所
障
碍
。
無
念
等
義
而
得
成
立
。
入
無

明
蔵
無
所
覚
知
。
上
所
説
文
無
相
違
過
。
挙
此
一
隅
応
広
観
察
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
一
九
頁
上
） 

７
８ 

そ
も
そ
も
「
自
宗
決
断
」
と
は
、
『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
、
『
起
信
論
』
の
覚
の
理
解

に
つ
い
て
、
同
論
の
内
容
に
沿
っ
て
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
独
り
の
覚
者
が
存
在
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
衆
生
も
同
時
に
覚
る
と
す
る
も
の
が
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
「
望
別
決

断
」
の
内
容
と
は
何
か
と
言
う
と
、『
釈
論
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
の
絶
対
的
な
世
界
観
を

背
景
に
置
き
な
が
ら
、
衆
生
に
対
し
て
修
行
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
く
。
こ
れ
に
は
三
十
三
法
門
の
世

界
観
を
暗
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
望
別
決
断
」
と
は
文
字
通
り
『
釈
論
』
の
立
場
を
真
に
表
明
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
石
井
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
義
湘
系
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
の
は
了

解
で
き
た
と
し
て
も
、
『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
解
釈
の
材
料
の
一
つ
と
し
て
採
用
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
他
に
も
「
自
宗
決
断
」
＝
『
起
信
論
』
の
立
場
と
「
望
別
決
断
」
＝
『
釈
論
』
の
立
場
の
よ
う
な
対

概
念
の
論
法
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
と
、
『
釈
論
』
の
虚
妄
と
真
理
の
立
場
を
峻
別
す
る
際
に
登
場
す
る
、

「
四
種
言
説
」
と
「
如
義
言
説
」
の
関
係
、「
九
種
心
量
」
と
「
一
一
識
心
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
釈
論
』

に
と
っ
て
の
主
張
は
い
ず
れ
も
後
者
に
な
る
た
め
、『
起
信
論
』
の
内
容
を
暗
に
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
看

取
で
き
る
。
加
え
て
、『
華
厳
経
問
答
』
が
新
羅
の
典
籍
に
引
用
さ
れ
、
中
国
の
典
籍
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認

で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
石
井
が
「
た
だ
奇
妙
な
こ
と
に
、
本
書
は
中
国
や

朝
鮮
の
経
録
に
は
全
く
録
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
を
法
蔵
撰
『
華
厳
経
問
答
』
と
明
記
し
て
収
録
し
た
の

は
、
円
超
の
『
華
厳
宗
章
疏
并
因
明
録
』（
九
一
四
）
が
最
初
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
世
紀
の
後
半
か
ら
九

世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
と
思
わ
れ
る
新
羅
の
見
登
は
、
そ
の
著
『
華
厳
一
乗
成
仏
妙
義
』
の
中
で
、
本

書
を
「
香
象
問
答
」
す
な
わ
ち
法
蔵
の
「
問
答
」
と
し
て
盛
ん
に
引
い
て
お
り
、
本
書
が
新
羅
で
も
注
目
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さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
」
（
「
『
華
厳
経
問
答
』
の
著
者
」
（
『
印
仏
研
』
三
三―

二
、
一
九
八
五

年
、
五
九
五
頁
）
）
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
『
釈
論
』
に
『
華
厳
経
問
答
』
の
思
想

が
受
容
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
の
で
同
論
が
新
羅
成
立
と
見
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
氏
の
指
摘
に
も

あ
る
よ
う
に
、
新
羅
で
「
香
象
問
答
」
と
し
て
注
目
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
朝
鮮
の
経
録
に
記
載
が
無
い
の

は
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
鎌
田
茂
雄
の
説
と
し
て
、
当
問
答
が
智
儼
の
影
響
を
受
け

て
い
る
点
、
加
え
て
こ
の
他
に
氏
が
先
行
研
究
（
石
田
茂
作
）
の
指
摘
を
も
と
に
東
大
寺
正
倉
院
文
書
の

な
か
に
「
華
厳
経
問
答
二
巻
法
蔵
」
が
存
在
し
て
い
る
点
を
紹
介
し
て
い
る
（
「
法
蔵
撰
華
厳
経
問
答
に
つ

い
て
」
（
『
印
仏
研
』
七―

二
、
一
九
五
九
年
、
六
四
一
頁
）
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。 

７
９ 

水
野
弘
元
「
菩
提
達
摩
の
二
入
四
行
説
と
金
剛
三
昧
経
」
（
『
駒
沢
大
学
研
究
紀
要
』
十
三
、
一
九
五

五
年
） 

８
０ 

木
村
宣
彰
「
金
剛
三
昧
経
論
の
真
偽
問
題
」
（
『
仏
教
学
研
究
』
十
八―

二
、
一
九
八
六
年
） 

８
１ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇―

七
九
二
頁
） 

８
２ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
一
頁―

三
八
三
頁
） 

８
３ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」
（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
の

仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
五
五
頁
） 

８
４ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
二
頁―

三
六
三
頁
） 

８
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
中
） 

８
６ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
三
頁―

三
六
五
頁
） 

８
７ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
六
馬
鳴
」
に
つ
い
て
」（
『
東
洋
学
研
究
』
五
四
、
二
〇
一
七
年
） 

８
８ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
九
頁
） 

８
９ 

『
同
右
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
六
頁―

三
七
〇
頁
） 

９
０ 

『
同
右
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
七
頁
） 

９
１ 

「
相
違
の
過
な
し
」
等
の
表
記
を
調
べ
る
と
幾
つ
か
確
認
で
き
る
。『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、

五
九
四
頁
下
、
六
〇
四
頁
上
、
六
一
九
頁
上
、
六
二
四
頁
下
、
六
二
六
頁
上
、
六
二
七
頁
下
、
六
三
六
頁

下
、
六
四
一
頁
下
） 

９
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上
） 

９
３ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
衆
生
心
解
釈
」
（
『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
六
年
） 

９
４ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
一
頁
） 

９
５ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
新
羅
成
立
説
に
関
す
る
考
察
」
遠
藤
は
石
井
説
の
根
拠
と
し
て
い
る

「
海
印
三
昧
」
や
「
仏
身
心
」
や
「
摂
・
不
摂
」
と
い
っ
た
類
似
す
る
用
語
と
の
関
連
性
を
分
析
し
、「
そ

の
類
似
点
と
目
さ
れ
る
箇
所
の
何
れ
も
が
表
現
上
部
分
的
に
類
似
し
な
が
ら
も
、
内
容
的
に
は
全
く
別
の

意
味
を
有
し
、
ま
た
別
の
問
題
意
識
に
端
を
発
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
相
違
す
る
内
容
を
有
す
る
表
現

上
の
部
分
的
類
似
か
ら
両
者
の
関
連
の
必
然
性
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
」（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
、
九
九
頁
）
と
し
て
、
義
湘
系
華
厳
と
の
類
似
性

を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
述
べ
て
い
る
。 

９
６ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
二
八
八
頁
） 

９
７ 

吉
津
宜
英
「
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
研
究 

―

そ
れ
以
前
の
諸
注
釈
書
と
の
比
較
を
通
し
て

―

」
（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
十
一
、
一
九
八
〇
年
、
一
八
四
頁
） 

９
８ 

『
大
記
』
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
厚
「
義
湘
系
華
厳
思
想
に
お
け
る
無
住
」
（
『
印
仏
研
』
四
七―

二
、

一
九
九
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

９
９ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
真
修
契
経
中
作
如
是
説
。
一
歳
母
一
時 

生
五
十
歳
兒 

彼
五
十
歳
兒 

懐

妊
一
歳
母 

生
五
十
一
歳 

大
丈
夫
男
子 

或
豈
如
是
有 

或
豈
如
是
無
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
五
頁
上
） 

１
０
０ 

『
法
界
図
記
叢
髄
録
』
巻
二
「
故
古
辞
云
。
一
歳
女
妊
五
十
年
産
。
得
五
十
歳
大
丈
夫
也
。
謂
初
発

心
菩
薩
摂
五
十
位
。
即
成
妙
覚
位
也
。
」
（
大
正
蔵
四
五
、
七
六
二
頁
中
） 
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１
０
１ 
『
法
界
図
円
通
記
』
巻
上
「
古
辞
、
一
年
母
懐
五
十
年
、
生
五
十
一
年
大
丈
夫
也
。
一
年
母
者
、
初

発
心
地
。
懐
五
十
年
者
、
摂
五
十
位
也
。
生
五
十
一
年
大
丈
夫
者
、
成
等
妙
二
覚
果
也
。
」
（
韓
国
仏
教
全

書
四
、
三
四
頁
上
） 

１
０
２ 

仏
馱
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
八
（
大
正
蔵
九
、
四
四
九
頁
下
） 

１
０
３ 

実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
十
七
（
大
正
蔵
十
、
八
九
頁
上
） 

１
０
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二 

六
〇
八
頁
中
） 

１
０
５ 

佐
藤
厚
「
儀
礼
文
献
と
し
て
の
『
一
乗
法
界
図
』
」
（
『
専
修
人
文
論
集
』
一
〇
三
、
二
〇
一
八
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

１
０
６ 

石
井
公
成
「
新
羅
成
立
の
諸
経
論
」
（
『
仏
教
学
報
』
九
二
、
二
〇
二
〇
年
） 

１
０
７ 

「
同
右
」
（
『
仏
教
学
報
』
九
二
、
二
〇
二
〇
年
、
七
十
頁
） 

１
０
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
（
大
正
蔵
三
二
、
➀
六
三
七
頁
中
、
➁
六
三
六
頁
中
、
➂
六
二
三
頁
中
・
六
二
四

頁
中
・
六
二
七
頁
下
） 

１
０
９ 

石
井
公
成
「
新
羅
成
立
の
諸
経
論
」
（
『
仏
教
学
報
』
九
二
、
二
〇
二
〇
年
、
七
三
頁
） 

１
１
０ 

「
同
右
」
（
『
仏
教
学
報
』
九
二
、
二
〇
二
〇
年
、
七
三
頁
） 

１
１
１ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一
八
八
頁―

一
八
九

頁
） 

１
１
２ 

『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
巻
一
（
大
正
蔵
別
巻
、
四
四
七
頁
） 

１
１
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
「
於
入
時
中
」
巻
二
、
六
一
〇
頁
下
、「
於
出
時
中
」
巻
二
、
六
一
〇
頁
下
、「
於

何
時
中
」
巻
二
、
六
一
〇
頁
上
、
巻
三
、
六
一
五
頁
上
、
六
一
六
頁
上
） 

１
１
４ 

石
井
公
成
「
新
羅
成
立
の
諸
経
論
」
（
『
仏
教
学
報
』
九
二
、
二
〇
二
〇
年
、
七
五
頁―

七
六
頁
） 

１
１
５ 

管
見
の
限
り
「
時
中
」
に
つ
い
てC

B
E

T
A

（
中
華
電
子
仏
典
協
会
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
調
べ
る

と
後
代
の
作
の
も
の
も
含
め
七
千
件
以
上
確
認
で
き
る
。 

１
１
６ 

「
於
何
時
中
」
に
つ
い
てC

B
E

T
A

（
中
華
電
子
仏
典
協
会
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
調
べ
る
と
後
代

の
作
の
も
の
も
含
め
三
十
件
以
上
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
於
〇
時
中
」
に
つ
い
て
は
多
く
の
典
籍
に
確
認

で
き
、
そ
の
幾
つ
か
を
挙
げ
る
と
、
義
浄
訳
『
仏
説
善
夜
経
』
巻
一
「
於
現
在
時
中
」（
大
正
蔵
二
一
、
八

八
二
頁
上
）
、
菩
提
流
志
訳
『
文
殊
師
利
宝
蔵
陀
羅
尼
経
』
巻
一
「
復
於
時
時
中
」
（
大
正
蔵
二
十
、
八
〇

二
頁
中
）
、
無
著
造
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
巻
三
「
於
幾
時
中
」（
大
正
蔵
三
一
、
一
二
六
頁
下
）
、
世
親
釈

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
十
一
「
於
長
時
中
」
（
大
正
蔵
三
一
、
二
六
七
頁
下
）
、
竜
樹
造
羅
什
訳
『
大

智
度
論
』
巻
一
「
於
諸
時
中
」
（
大
正
蔵
二
五
、
五
九
頁
上
）
、
世
親
造
菩
提
流
志
訳
『
金
剛
仙
論
』
巻
六

「
於
多
時
中
」（
大
正
蔵
二
五
、
八
四
三
頁
下
）
、
竜
樹
造
羅
什
訳
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
二
「
於
余
時
中
」

（
大
正
蔵
二
六
、
三
十
頁
下
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。 

１
１
７ 

石
井
公
成
「
新
羅
成
立
の
諸
経
論
」
（
『
仏
教
学
報
』
九
二
、
二
〇
二
〇
年
、
七
七
頁
） 

１
１
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
九
「
即
誦
呪
言
。
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
〔
於
呼
反
〕

捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
〔
那
闇
反
〕（
中
略
）
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆

錆
錆
錆
錆
〔
毘
入
反
〕
娑
婆
阿
訶
阿
阿
。
若
此
神
呪
誦
一
万
八
千
四
百
五
十
遍
已
訖
。
即
心
量
具
無
所
不

了
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
〇
頁
上
） 

１
１
９ 

『
同
右
』
巻
九
「
謂
若
為
作
天
上
荘
厳
具
。
即
説
呪
言
。
唵
嚤
𠽮
帝
𠼦
哆 

闍
毘
那 

阿
呵
尸 

鍵

鄔
嚤
迦
尸
帝 

𡄣
佉
尸
陀
叉
羅
阿
嚤
伊
嚤
伊
嚤
㖡 

鄔
呵
那 

鄔
呵
訶
鄔
呵
訶 

鄔
訶
那 

鮫
鮫
鮫
鮫
鮫

鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
鮫
〔
阻
立
反
〕
跋
阿
跋
阿
阿
阿
阿
阿
阿 

跋
摩
尸 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅
𠾅

𠾅 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

𠾅
𠾅
𠾅
𠾅 

𠾅
𠾅
〔
語
巾
反
〕
娑
婆
訶
阿
阿
訶
呵
。
若
此
神
呪
誦
二
万
三

千
遍
已
訖
。
即
便
従
時
種
種
勝
妙
天
荘
厳
具
。
皆
悉
出
現
無
余
現
前
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
〇
頁
中
） 

１
２
０ 

『
同
右
』
巻
九
「
呪
言
。
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
〔
伊
入
反
〕
式
式
式
式
式
式
式
式

式
式
式
式
式
式
式
〔
阿
含
反
〕
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
〔
只
允
反
〕
車
車
車
車
車
車
車
車

車
車
車
車
車
車
車
〔
伊
允
反
〕
。
若
此
神
呪
誦
一
万
八
千
遍
已
訖
。
即
心
識
具
無
所
不
了
。
」（
大
正
蔵
三
二
、

六
六
一
頁
下
） 
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１
２
１ 
望
月
信
享
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
、
二
五
三
頁
） 

１
２
２ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
四
六―

七
四
九
頁
） 

１
２
３ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
九―

一
〇
頁
） 

１
２
４ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
七
一
頁
） 

１
２
５ 

末
木
文
美
士
「
東
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
周
縁
仏
教 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
流
伝
を
中
心
に―

」

（
『
한
국
불
교
문
헌
의 
정
본
화
와 

확
장
성
』
동
국
대
학
교 

二
〇
一
七
년 

추
계 

국
제
학
술
대
회
、
一
九

四
頁
）
、
末
木
は
「
こ
れ
ら
の
呪
は
、
通
常
見
か
け
な
い
も
の
で
、
し
か
も
普
通
の
漢
字
に
な
い
特
殊
な
文

字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、『
釈
論
』
の
特
徴
で
あ
る
。
本
書
の
『
起
信
論
』
解
釈
が
、
た
と
え

本
文
を
離
れ
た
独
自
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
顕
教
的
な
理
論
の
枠
に
収
ま
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
実

践
と
し
て
密
教
の
要
素
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
、
本
書
は
ま
さ
し
く
顕
密
融
合
と
い
う

性
質
を
持
っ
て
い
る
。
」
と
分
析
し
て
い
る
。 

１
２
６ 

な
お
、
『
釈
論
』
で
説
く
密
教
系
の
よ
う
な
陀
羅
尼
信
仰
や
修
行
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
、
義

湘
系
の
文
献
と
判
断
さ
れ
得
る
典
籍
を
調
べ
て
も
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
（
義
湘
系
の
典
籍
に

つ
い
て
は
佐
藤
厚
氏
の
ご
助
言
を
賜
っ
た
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
）
。 

１
２
７ 

『
蝴
𡇪
大
道
心
駈
策
法
』
（
大
正
蔵
二
十
） 

１
２
８ 

長
部
和
雄
「
則
天
武
后
時
代
の
密
教
」（
『
密
教
文
化
』
一
一
一
、
一
九
七
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

１
２
９ 

『
蝴
𡇪
大
道
心
駈
策
法
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
十
、
六
五
三
頁
下
） 

１
３
０ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
十
、
六
五
三
頁
上
・
六
五
四
頁
上
・
六
五
四
頁
下
） 

１
３
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
九
（
大
正
蔵
三
二 

六
五
七
頁
下―

六
五
八
頁
上
） 

１
３
２ 

『
同
右
』
巻
八
「
言
字
輪
服
膺
因
縁
者
。
謂
若
為
修
彼
止
輪
門
人
。
必
当
服
溢
字
輪
而
已
。
服
何
処

耶
。
謂
方
寸
処
故
。
以
何
義
故
必
付
此
輪
。
謂
此
字
輪
三
世
諸
仏
無
量
無
辺
一
切
菩
薩
。
大
恩
師
長
大
恩

父
母
大
恩
天
地
大
恩
海
故
。
此
因
縁
故
。
為
修
止
人
当
付
此
輪
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
六
頁
中―

下
） 

１
３
３ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

 
―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い

て
」
（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
七
三
頁
）
、
中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
二―

二
〇
三
頁
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。
高
野
山
の
学
匠
、
宥
快
（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）
は
著
書
『
釈
摩
訶
衍
論
鈔
』
中
「
修
定

の
行
者
、
胸
臆
に
溢
字
輪
を
観
ず
る
義
を
明
か
す
。
服
膺
と
は
膺
（
む
ね
）
に
服
（
つ
く
）
と
訓
む
べ
し
。

方
寸
処
と
は
胸
に
当
て
る
な
り
。
」（
『
続
真
言
宗
全
書
』
十
、
一
二
二
七
頁
下―

一
二
二
八
頁
上
）
と
説
い

て
い
る
。 

１
３
４ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
論
』
は
仏
教
だ
け
で
な
く
、
道
教
的
要
素
を
も
包
含
し
て
お
り
、
相
当
に
多
様

な
内
容
を
有
す
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。（
中
略
）
そ
の
修
行
信
心
分
解
釈
の
中
に
は
密
教
典

籍
に
顕
著
な
用
語
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
密
教
的
要
素
と
し
て
捉
え
う
る
か
に
つ
い
て
も
考
察
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
を
直
ち
に
退
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
」
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ

の
一) 

 
―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
五
四

頁
・
八
一
頁
・
八
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

１
３
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
自
非
結
僧
那
于
山
林
中
。
植
双
因
于
香
池
中
。
誰
懸
演
水
之
珠
蓋
於
弥
勒

已
前
。
敷
服
膺
之
秘
軌
於
釈
迦
已
後
哉
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
） 

１
３
６ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
密
教
的
な
も
の 

―

架
空
経
典
を
中
心
に―

」
（
『
仏
教
文
化
学

会
紀
要
』
二
七
、
二
〇
一
七
年
） 

１
３
７ 

阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
他
に
達
磨
栖
那
訳
『
大
妙
金
剛
大
甘
露
軍
拏
利
焰
鬘
熾
盛
仏
頂
経
』

巻
一
（
大
正
蔵
十
九
、
三
四
一
頁
下
）
、
伽
梵
達
摩
訳
『
千
光
眼
観
自
在
菩
薩
秘
密
法
経
』
巻
一
（
大
正
蔵

二
〇
、
一
二
三
頁
中
）
が
確
認
で
き
た
。 

１
３
８ 

佐
々
木
大
樹
「
『
陀
羅
尼
集
経
』―

初
期
密
教
の
諸
尊
・
陀
羅
尼
を
統
合
す
る
経
典
」（
高
橋
尚
夫
・

木
村
秀
明
・
野
口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
編
『
初
期
密
教―

思
想
・
信
仰
・
文
化
』
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
、

五
七―

六
八
頁
） 
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１
３
９ 
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
九
「
言
造
像
者
其
相
云
何
。
且
作
天
像
時
中
当
如
何
耶
。
謂
頭
面
眼
耳
鼻
舌
身

手
足
。
此
九
種
処
中
各
各
誦
一
万
八
千
遍
陀
羅
尼
呪
成
立
此
処
。
」
（
大
正
蔵
三
二
巻
、
六
五
九
頁
上
） 

１
４
０ 

『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
十
「
然
後
行
用
一
切
大
験
。
初
欲
受
法
証
効
験
者
。
必
須
作
壇
及
其
手
印
。
若

不
如
是
徒
喪
其
功
。
且
作
水
壇
。
浄
治
一
室
牛
糞
塗
地
。
方
円
一
肘
或
二
肘
或
四
肘
。
中
心
安
摩
利
支
像
。

行
者
日
日
洒
浴
。
若
不
洒
浴
者
。
応
当
洒
手
漱
口
入
道
場
。
呪
師
在
此
壇
西
坐
。
正
面
向
東
。
喚
摩
利
支

安
置
壇
中
。
燒
安
悉
香
及
諸
好
香
種
種
供
養
。
日
日
誦
呪
一
坐
一
百
八
遍
。
或
一
千
八
遍
若
一
万
八
千
遍
。
」

（
大
正
蔵
十
八
、
八
七
一
頁
中
） 

１
４
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
八
「
言
舍
宅
造
立
因
縁
者
。
謂
若
為
造
修
定
舍
宅
。
当
具
十
事
。
云
何
為
十
。

一
者
門
戸
事
。
唯
向
東
方
非
余
方
故
。
二
者
高
下
事
。
東
方
漸
高
西
方
漸
下
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五

六
頁
下
） 

１
４
２ 

大
西
磨
希
子
『
唐
代
仏
教
美
術
史
論
攷 

―

仏
教
文
化
の
伝
播
と
入
唐
交
流―

』
（
法
蔵
館
、
二
〇

一
七
年
、
二
九
八
頁
） 

１
４
３ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一
九
九
頁
） 

１
４
４ 

滋
野
井
恬
「
宝
雨
経
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
」
（
『
印
仏
研
』
二
十―

一
、
一
九
七
一
年
） 

１
４
５ 

『
仏
説
宝
雨
経
』（
大
正
蔵
十
六
、
二
八
四
頁
中―
下
）
、
滋
野
井
恬
「
宝
雨
経
を
め
ぐ
る
若
干
の
考

察
」
（
『
印
仏
研
』
二
十―

一
、
一
九
七
一
年
）
を
参
考
と
し
た
。 

１
４
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
金
輪
東
方
自
来
。
応
于
威
門
之
区
。
道
王
之
偈
先
冊
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、

五
九
二
頁
上
） 

１
４
７ 

『
同
右
』
巻
一
「
以
未
来
八
万
而
輪
之
駕
東
。
及
過
去
五
百
而
覚
之
珠
南
至
矣
」
（
大
正
蔵
三
二
、

五
九
二
頁
上
） 

１
４
８ 

『
同
右
』
巻
一
「
朕
未
及
詳
。
出
金
輪
於
坤
之
上
。
入
妙
高
於
掌
之
内
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二

頁
中
） 

１
４
９ 

崔
琮
錫
「
弥
勒
信
仰
の
新
羅
的
受
容
と
変
容 

―

龍
神
、
花
郎
、
瞻
星
台
と
弥
勒
信
仰―

」（
『
東
ア

ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
五
、
二
〇
一
七
年
）
崔
の
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
新
羅
仏
教
に
お
い
て
も
弥
勒
信

仰
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
の
場
合
、
序
に
の
み
弥
勒
信
仰
が
確
認
で
き
、
本
文
に
は
確
認

で
き
な
い
。 

１
５
０ 

な
お
、
『
釈
論
』
は
菩
提
流
志
訳
の
『
入
楞
伽
経
』
（
五
三
一
年
）
を
引
き
、
「
字
影
名
」
と
い
う
真

理
を
表
現
で
き
る
と
す
る
教
証
（
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
六
頁
上
）
）
と
す
る
。『
宝

雨
経
』
以
外
の
典
籍
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
菩
提
流
志
と
の
接
点
は
確
実
に
あ
る
。 

１
５
１ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
九
頁
）
、
石
井
公
成
『
華
厳
思

想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
二
頁
）
、
遠
藤
純
一
郎
「
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
」
（
『
智
山

学
報
』
四
四
、
一
九
九
五
年
、
八
一
頁
）
に
詳
し
い
。 

１
５
２ 

水
野
弘
元
監
修
『
新
・
仏
典
解
題
事
典
』（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
一
五
八
頁
）
、
鎌
田
茂
雄
監
修

『
一
切
経
開
題
辞
典
』
（
大
東
出
版
社 

、
二
〇
〇
二
年
、
六
八
頁
）
。 

１
５
３ 

吉
津
宜
英
「
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
研
究 

―

そ
れ
以
前
の
諸
注
釈
書
と
の
比
較
を
通
し
て

―

」
（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
十
一
、
一
九
八
〇
年
、
一
四
八
頁
） 

１
５
４ 

金
知
姸
「
인
용
경
전
에 

근
거
한 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
의
」（
『
불
교
학
연
구
』
제
四
五
호
、
二
〇
一
五

年
、
一
六
五
頁
）
金
は
『
釈
論
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、「
ま
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
密
教
的
な
性
向
を

示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
善
無
畏
、
金
剛
智
が
翻
訳
し
た
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出

念
誦
経
』
を
引
用
し
て
お
ら
ず
、
彼
ら
の
思
想
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
基
づ
い
て
、
善
無

畏
（
七
一
六
）
、
金
剛
智
（
七
一
九
）
の
入
唐
前
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い

る
。 

１
５
５ 

中
村
本
然
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」
（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』
山
喜

房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。 

１
５
６ 

『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
巻
十
一
「
名
為
釈
論
。
准
龍
樹
菩
薩
摩
訶
衍
論
中
説
。
馬
鳴
菩
薩
。
約
一
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百
本
了
義
大
乗
経
。
造
此
起
信
論
。
即
知
此
論
通
釈
百
本
経
中
義
也
。
此
経
亦
是
其
数
。
但
彼
論
立
名
小

殊
。
若
不
憑
菩
薩
開
示
之
文
。
如
何
疑
情
決
了
。
故
須
以
論
為
釈
義
之
定
量
也
。
前
後
有
広
用
諸
論
処
。

其
意
皆
然
。
疏
但
論
約
等
者
。
論
意
已
知
。
経
約
悟
浄
勝
劣
者
。
初
浄
解
超
過
労
慮
。
」（
卍
続
蔵
経
十
四
、

八
九
六
頁
上
） 

１
５
７ 

『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
巻
十
「
名
為
釈
論
。
準
龍
樹
菩
薩
摩
訶
衍
論
中
説
。
馬
鳴
菩
薩
。
約
一
百
本
了

義
大
乗
経
。
造
此
起
信
論
。
即
知
此
論
通
釈
百
本
経
中
義
也
。
此
経
亦
是
其
数
。
但
彼
論
立
名
小
殊
。
若

不
憑
菩
薩
開
示
之
文
。
如
何
疑
情
決
了
。
故
須
以
論
為
釈
義
之
定
量
也
。
前
後
有
広
用
諸
論
処
。
其
意
皆

然
。
又
論
但
約
覚
染
麤
細
経
。
約
悟
靜
勝
劣
。
今
用
論
者
分
斉
一
也
。
又
因
互
顕
両
義
俱
通
。
」
（
卍
続
蔵

経
五
一
、
三
八
七
頁
中
） 

１
５
８ 

『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
巻
二
「
馬
鳴
菩
薩
。
是
仏
滅
度
六
百
年
後
出
世
故
。
摩
訶
摩
耶
経
云
。
如

来
滅
度
六
百
歳
。
已
諸
外
道
等
邪
見
競
興
毀
滅
仏
法
。
有
一
比
丘
。
名
曰
馬
鳴
。
善
説
法
要
降
伏
一
切
諸

外
道
輩
。
即
宗
百
本
大
乗
経
乃
造
起
信
論
等
也
。
」
（
卍
続
蔵
経
七
、
八
五
三
頁
上
） 

１
５
９ 

新
羅
成
立
説
の
典
籍
は
『
金
剛
三
昧
経
』
、『
金
剛
三
昧
経
論
』
、『
法
界
図
円
通
記
』
、『
法
界
図
記
叢

髄
録
』
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

１
６
０ 

『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
四
六
八
頁
）
、
中
村
正
文
（
本
然
）「
『
大

宗
地
玄
文
本
論
』
に
つ
い
て 

―

特
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
印
仏
研
』
三

七―

二
、
一
九
八
九
年
、
六
三
〇
頁―

六
三
三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
最
近
、
新
羅
文
献
で
あ
る

と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
石
井
公
成
「
新
羅
成
立
の
諸
経
論
」
（
『
仏
教
学
報
』
九
二
、
二
〇
二
〇
年
） 

１
６
１ 

『
釈
論
』
が
真
諦
訳
『
起
信
論
』
を
注
釈
し
て
お
り
、
実
叉
難
陀
訳
『
起
信
論
』
を
用
い
て
い
な
い
。

そ
う
な
る
と
実
叉
難
陀
訳
で
あ
る
『
八
十
花
厳
』
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
、
実
叉
難
陀
と
真
諦
と
の
関
係
に
つ
い
て
疑
念
が
唱
え

ら
れ
て
い
る
（
柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
、
二
七
五
頁―

二
七
六
頁
）
。 
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第
四
章 

「
六
馬
鳴
」
説
の
背
景 

―

法
滅
句
と
授
記
思
想
と
の
接
点―

１  

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
の
主
題
と
す
る
「
六
馬
鳴
」
２

と
は
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
馬
鳴
に
つ
い
て
、

時
代
を
隔
て
六
度
出
現
し
た
と
す
る
数
に
因
み
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
成
道
十
七
日
３

よ
り

仏
滅
後
八
百
年
の
間
に
計
六
回
出
現
し
４

、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
馬
鳴
は
皆
同
一
人
物
の
理
念
が
あ
る
と

す
る
。
続
け
て
『
釈
論
』
は
、
そ
の
馬
鳴
が
も
と
は
仏
５

で
あ
り
、
衆
生
教
化
の
た
め
に
第
八
地
の
菩
薩

位
と
し
て
娑
婆
世
界
に
下
生
し
た
と
す
る
。 

そ
し
て
、
『
釈
論
』
の
思
想
で
あ
る
「
三
十
三
法
門
」
と
馬
鳴
と
の
関
係
を
述
べ
る
と
、
『
釈
論
』
造
論

者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
、
馬
鳴
よ
り
「
三
十
三
法
門
」
に
ま
つ
わ
る
構
想
の
教
授
を
う
け
、
そ
の
相
承
に
基

づ
き
造
論
し
た
と
主
張
し
て
い
る
６

。
す
な
わ
ち
、『
釈
論
』
の
造
論
、
そ
し
て
「
三
十
三
法
門
」
の
創
設

に
は
馬
鳴
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
一
連
の
説
は
、『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜

樹
の
、
他
の
典
籍
か
ら
は
見
出
せ
な
い
独
特
な
馬
鳴
観
よ
り
描
か
れ
て
お
り
、
法
滅
観
や
授
記
に
対
す
る

思
想
が
土
台
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
『
起
信
論
』
の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
に
つ
い
て
、
『
釈
論
』
の
作
者
で
あ
る
竜

樹
が
、
独
自
の
視
点
を
付
加
し
た
と
す
る
説
７

、
同
論
が
引
用
す
る
馬
鳴
造
と
さ
れ
る
、『
大
宗
地
玄
文
本

論
』
の
馬
鳴
像
と
の
比
較
を
し
た
説
が
あ
る
８

。
し
か
し
、『
釈
論
』
が
馬
鳴
を
六
度
も
出
現
さ
せ
た
の
は

何
の
思
想
に
依
る
も
の
か
、
竜
樹
と
馬
鳴
が
三
十
三
法
門
の
創
設
に
ど
う
か
か
わ
る
の
か
、
い
ま
だ
明
ら

か
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
筆
者
は
、『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
が
諸
経
論
の
法
滅
句
や
授
記
に
よ
る
思
想
を
基
盤
と

さ
せ
な
が
ら
、
独
自
の
視
点
を
付
加
し
説
い
た
と
予
想
し
、
初
期
仏
教
や
大
乗
経
典
で
散
見
さ
れ
る
法
滅

や
授
記
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
釈
論
』
の
問
題
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

最
終
的
に
は
、『
釈
論
』
に
は
法
滅
や
授
記
思
想
に
対
す
る
思
想
を
受
容
し
た
典
籍
を
取
り
込
む
こ
と
で
「
六

馬
鳴
」
説
を
主
張
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
思
想
を
主
張
す
る
『
釈
論
』
造

論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
何
者
な
の
か
に
つ
い
て
も
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。 

   
 

第
二
節 

法
滅
と
授
記
に
つ
い
て 
―

先
行
研
究
概
観―

 

  

法
滅
と
は
、
大
乗
仏
教
経
典
の
興
起
に
か
か
わ
る
重
要
な
表
現
・
思
想
を
出
発
と
し
て
９

、
次
の
よ
う

な
法
滅
句
、
す
な
わ
ち
「
如
来
滅
後
後
五
百
歳
、
正
法
欲
滅
時
」
１
０

や
「
仏
滅
後
、
後
五
百
歳
」
１
１

と
し

て
表
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
ッ
タ
で
あ
る
釈
迦
の
説
い
た
教
え
が
廃
れ
、
存
続
の
危
機
に
瀕

す
る
時
期
を
意
味
す
る
も
の
で
、
大
乗
典
籍
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
重
要
な
判
断
材
料
に
成
り
得
る
と

さ
れ
る
１
２

。
法
滅
句
の
研
究
と
し
て
平
川
彰
と
渡
辺
章
悟
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
ず
平
川
は
、
「
と
く
に
古

訳
に
は
こ
の
語
（
後
五
百
歳
）
が
現
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
、
し
た
が
っ
て
、
最
初
か
ら
こ
の
語
が
大

乗
経
典
に
存
在
し
た
と
み
る
よ
り
も
、
途
中
か
ら
こ
の
語
が
挿
入
さ
れ
た
と
み
る
方
が
、
妥
当
の
ご
と
く

思
わ
れ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
１
３

。 

 

渡
辺
は
『
金
剛
般
若
経
』
を
中
心
と
し
た
、
法
滅
句
の
持
つ
仏
教
思
想
史
上
の
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
。



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第四章 

 

116 

 

同
経
に
あ
っ
て
は
「
後
五
百
歳
」
と
い
う
時
期
の
規
定
と
、「
正
し
い
教
え
が
当
に
滅
せ
ん
と
す
る
時
」
と

い
う
正
法
滅
の
要
素
が
、
次
第
に
付
加
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
１
４

。
つ
ま
り
、
渡
辺
に
よ
れ
ば
、
「
仏
滅
○

○
年
」
あ
る
い
は
「
将
来
、
未
来
○
○
年
後
」
と
す
る
法
滅
句
そ
の
も
の
が
成
立
し
た
時
代
こ
そ
、
そ
れ

が
成
立
し
た
「
現
在
」
そ
の
も
の
を
指
す
。
し
か
し
経
典
に
示
さ
れ
る
法
滅
句
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
同

句
の
成
立
に
あ
ず
か
っ
た
人
々
が
、
歴
史
的
意
義
を
意
識
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
と
す
る
１
５

。

こ
の
よ
う
に
両
氏
の
見
解
は
、
経
典
成
立
の
基
準
を
推
定
す
る
上
で
有
効
な
手
段
に
成
り
得
る
と
い
え
る
。

特
に
渡
辺
の
指
摘
は
、
平
川
説
を
よ
り
明
確
に
意
義
付
け
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

授
記
思
想
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
田
賀
竜
彦
、
干
潟
竜
祥
、
平
川
彰
、
渡
辺
章
悟
の
指
摘
が
あ
る
。

田
賀
は
授
記
の
系
統
を
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
釈
迦
の
本
生
譚
か
ら
、
燃
灯
仏
に
よ
る
釈
迦
菩
薩
授
記

が
創
作
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
過
去
仏
及
び
未
来
仏
と
結
合
し
て
「
諸
仏
次
第
授
記
」
の
形
式
が
生
ま

れ
、
そ
れ
に
菩
薩
思
想
の
発
展
が
あ
い
ま
っ
て
、
多
く
の
授
記
物
語
が
で
き
た
と
す
る
。
そ
の
形
態
は
、

一
に
は
上
座
部
系
の
業
報
授
記
、
二
に
は
大
衆
部
系
の
誓
願
授
記
の
二
種
と
す
る
。
前
者
は
『
デ
ィ
ヴ
ィ

ヤ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
（D











）
』
及
び
『
六
度
集
経
』
に
代
表
さ
れ
、
後
者
は
『
増
一
阿
含
』
及

び
『
大
事
（








）
』
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
す
る
。
双
方
の
融
合
を
図
っ
た
も
の
が
『
仏
本
行

集
経
』
で
あ
り
、
大
乗
の
菩
薩
思
想
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
１
６

。 

 

次
に
干
潟
は
燃
灯
仏
授
記
に
つ
い
て
、
大
乗
的
菩
薩
の
願
行
を
示
し
て
い
る
た
め
大
乗
仏
教
興
起
後
の

発
生
と
す
る
。
こ
れ
は
燃
灯
仏
授
記
自
体
そ
の
も
の
が
、
西
紀
二
世
紀
以
後
に
造
立
さ
れ
た
遺
物
よ
り
確

認
さ
れ
る
こ
と
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
１
７

。
こ
の
干
潟
の
説
に
対
し
平
川
は
、
燃
灯
仏
授
記
が
出
て
く
る

の
は
仏
伝
文
学
や
大
乗
経
典
と
す
る
。
上
座
・
大
衆
の
根
本
分
裂
は
「
仏
滅
百
年
」
と
い
う
の
が
南
北
両

伝
で
一
致
し
て
い
る
た
め
、
燃
灯
仏
授
記
の
発
生
を
部
派
分
裂
年
代
と
し
て
見
て
、
仏
伝
文
学
よ
り
早
く

に
成
立
し
影
響
を
与
え
た
と
す
る
１
８

。
こ
の
よ
う
に
干
潟
、
平
川
の
両
氏
の
指
摘
は
、
成
立
の
見
解
が
相

違
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
法
滅
と
授
記
の
二
種
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
把
握
す
る
の
み
で
、

成
立
地
や
年
代
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
。 

 

以
上
の
授
記
と
法
滅
に
つ
い
て
渡
辺
の
指
摘
が
あ
る
。
授
記
に
つ
い
て
は
大
乗
が
成
立
す
る
核
心
で
あ

る
と
し
１
９

、
法
滅
と
授
記
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
発
生
や
展
開
が
別
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
初
期
大
乗
経

典
よ
り
同
じ
文
脈
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
２
０

。
こ
の
よ
う
に
、
法
滅
と
は
、
ブ
ッ
タ

の
正
し
い
教
え
で
あ
る
法
が
、
次
第
に
衰
退
し
、
相
承
さ
れ
ず
滅
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
仏
教
史

観
を
い
う
。
授
記
と
は
、
初
期
仏
教
を
嚆
矢
と
し
、
次
第
に
大
乗
の
菩
薩
の
修
行
階
梯
の
果
て
に
成
仏
す

る
確
約
を
与
え
る
と
い
っ
た
、
ブ
ッ
タ
が
修
行
者
に
対
し
て
将
来
仏
に
な
れ
る
と
約
束
を
す
る
法
の
相
承

と
持
続
を
模
索
し
た
仏
陀
観
を
い
う
２
１

。
そ
れ
ら
が
初
期
の
大
乗
経
典
よ
り
徐
々
に
併
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
次
に
馬
鳴
伝
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 

第
三
節 

馬
鳴
伝
に
つ
い
て 

  

『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る
以
上
、『
起
信
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
、
馬
鳴
に
つ
い
て
概

観
す
る
必
要
が
あ
る
。
馬
鳴
と
は
一
般
的
に
、
『
ブ
ッ
ダ
・
チ
ャ
リ
タ
（B

u
d

d
h

a
ca

rita
 

仏
所
行
讃
）
』

や
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
・
カ
ー
ヴ
ィ
ア
（S

a
u

n
d

a
ra

n
a

n
d

a
-k





）
』
や
『
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
・
プ

ラ
カ
ラ
ナ
（















）
』
２
２

を
著
し
た
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
詩
人
を
指
す
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
馬
鳴
の
研
究
に
つ
い
て
伝
記
や
伝
承
に
対
す
る
検
討
を
加
え
た
も
の
に
、
金
倉
円
照
『
馬
鳴
の
研
究
』
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２
３

や
辻
直
四
郎
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
史
』
２
４

が
あ
る
。
『
起
信
論
』
の
馬
鳴
像
に
つ
い
て
は
、
以
上

の
指
摘
を
も
と
に
検
討
を
加
え
た
柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
２
５

が
あ
る
。
ま
ず
は
馬
鳴
の
伝
記

と
し
て
そ
の
名
を
冠
す
る
『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
２
６

の
馬
鳴
像
を
押
さ
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
は
四
つ

の
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
馬
鳴
像
を
確
認
で
き
る
（
内
容
を
要
約
し
て
い
る
）
。 

 

  

㈠
「
馬
鳴
は
中
天
竺
に
生
ま
れ
外
道
と
し
て
出
家
し
聡
明
雄
弁
で
あ
っ
た
が
、
問
答
を
申
し
込
ん
で
き 

 
 
 

た
脇
比
丘
に
論
破
さ
れ
彼
の
弟
子
と
な
る
。
」 

 

㈡
「
脇
比
丘
の
弟
子
と
な
っ
た
馬
鳴
は
、
内
心
面
白
く
思
わ
ず
悶
悶
と
し
て
い
た
が
、
脇
比
丘
の
神
通 

 
 
 

力
を
目
の
当
た
り
に
し
て
改
心
す
る
。
」 

 

㈢
「
北
天
竺
の
王
と
中
天
竺
の
王
が
和
解
す
る
際
、
中
天
竺
の
王
が
和
解
金
一
億
相
当
の
価
値
の
あ
る 

 
 
 

馬
鳴
を
放
出
し
、
北
天
竺
に
引
き
取
ら
れ
る
。」 

 

㈣
「
飢
餓
に
陷
っ
た
馬
が
お
り
王
が
馬
た
ち
に
説
法
す
る
よ
う
比
丘
に
命
令
し
た
。
比
丘
の
説
法
は
馬 

 
 
 

が
現
前
に
あ
る
草
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
法
悦
を
感
じ
さ
せ
聞
き
入
ら
せ
た
と
す
る
。
そ
の
よ
う 

 
 
 

な
偉
業
に
因
み
比
丘
を
馬
鳴
菩
薩
と
号
し
た
と
す
る
。
」 

  

以
上
を
後
代
の
馬
鳴
に
関
す
る
典
籍
と
比
較
を
す
れ
ば
、
四
種
の
内
容
の
何
れ
か
を
踏
襲
し
た
説
や
模

倣
し
た
説
が
散
見
さ
れ
る
２
７

。
後
述
す
る
が
『
釈
論
』
の
説
も
非
常
に
似
て
い
る
。
し
か
し
柏
木
は
上
記

の
説
が
『
起
信
論
』
造
論
者
の
馬
鳴
説
と
合
致
す
る
と
は
言
い
難
い
と
す
る
２
８

。
加
え
て
『
起
信
論
』
を

イ
ン
ド
撰
述
と
主
張
す
る
先
行
研
究
の
な
か
に
は
、
後
代
の
同
名
の
人
物
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
る
説
も

あ
る
と
す
る
２
９

。 

 

さ
ら
に
、
柏
木
は
『
出
三
蔵
記
集
』
３
０

に
伝
え
る
内
容
を
例
に
挙
げ
指
摘
す
る
。
「
付
法
の
次
第
を
、

⑦
迦
旃
延―

⑧
婆
須
蜜―

⑨
吉
栗
瑟
那―

⑩
脇―

⑪
馬
鳴
と
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
馬
鳴―

⑫

鳩
摩
羅
駄―

⑬
韋
羅―

⑭
瞿
沙―

⑮
富
楼
那―

⑯
後
馬
鳴…

㉞
竜
樹―

㉟
提
婆…

と
あ
げ
て
お
り
、
（
中

略
）
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
の
仏
教
史
も
二
人
の
馬
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
起
信
論
に
対
す
る
異
色
の
注
釈

書
で
あ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
八
世
紀
初
頭
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
六
馬
鳴
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。
」
３
１

と
す
る
。
史
上
に
何
人
か
の
馬
鳴
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
肯
定
し
た
上
で
、
『
起
信
論
』

の
馬
鳴
が
後
代
の
馬
鳴
で
あ
ろ
う
と
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、『
起
信
論
』
の
作
者
を
『
中

論
』
を
著
し
た
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
、
つ
ま
り
竜
樹
以
後
の
同
名
異
人
と
さ
れ
る
馬
鳴
と
見
る
先
行
研
究

の
指
摘
も
あ
る
３
２

。
こ
れ
は
『
起
信
論
』
が
馬
鳴
造
・
真
諦
訳
と
記
さ
れ
る
の
を
根
拠
と
し
、
同
論
の
序

を
真
諦
の
弟
子
の
智
愷
が
記
述
し
て
い
る
こ
と
と
、
隋
代
の
『
歴
代
三
宝
紀
』
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
る
。 

 

馬
鳴
と
竜
樹
の
関
係
を
指
摘
す
る
典
籍
を
調
べ
る
と
、
竜
樹
造
と
伝
え
る
『
大
智
度
論
』
の
序
に
「
是

れ
を
以
て
馬
鳴
は
正
法
の
余
に
起
こ
り
、
竜
樹
は
像
法
の
末
に
生
ま
る
。
」
３
３

と
い
う
説
が
見
出
さ
れ
、

吉
蔵
撰
『
百
論
疏
』
に
「
馬
鳴
は
正
法
の
末
に
興
り
、
竜
樹
は
像
法
の
初
め
に
起
る
。
」
３
４

と
あ
る
。
法

滅
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
典
籍
を
調
べ
る
と
、
天
台
智
者
大
師
説
潅
頂
記
『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
に
「
第

六
百
年
馬
鳴
菩
薩
、
第
七
百
年
竜
樹
、
皆
な
是
の
菩
薩
の
法
亦
た
不
滅
。
八
百
年
中
邪
宗
極
め
て
盛
ん
な

り
。
」
３
５

と
あ
り
、
円
測
撰
『
仁
王
経
疏
』
に
「
第
六
百
年
馬
鳴
菩
薩
、
第
七
百
年
竜
樹
菩
薩
、
二
人
持

す
る
が
故
に
仏
法
不
滅
。
八
百
年
中
法
を
持
す
人
、
小
な
く
故
に
法
滅
と
言
う
。」
３
６

と
あ
る
。 

 

馬
鳴
が
正
法
時
、
竜
樹
が
像
法
時
に
出
現
し
た
と
す
る
二
者
の
出
現
す
る
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

「
八
百
年
」
と
い
う
年
代
を
、
馬
鳴
と
竜
樹
の
説
い
た
正
法
が
衰
退
し
像
法
時
代
が
当
来
し
た
法
滅
と
見
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て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
説
を
『
釈
論
』
が
自
ら
の
馬
鳴
説
の
下
敷
き
と
し
た
と
思
わ
れ
、

事
実
、
『
釈
論
』
に
は
仏
滅
後
八
〇
〇
年
説
が
示
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。 

   
 
 

第
一
項 
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
造
論
因
縁
に
つ
い
て 

―

馬
鳴
と
竜
樹
の
関
係―

 

  

以
上
を
踏
ま
え
て
、『
釈
論
』
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
は
、
ど
の
よ
う
な
因
縁
に
よ
り
造
論
し
た
の
か
を
確

認
し
て
い
く
こ
と
か
ら
考
察
を
は
じ
め
た
い
（
関
連
す
る
箇
所
に
便
宜
上
➀
～
➄
と
番
号
を
付
す
）
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
今
此
の
論
を
造
り
重
ね
て
摩
訶
衍
を
釈
す
は
、
➀
自
師
の
其
の
体
深
玄
に
其
の
窮
微 

 
 

妙
に
し
て
未
だ
正
証
を
得
ず
、
未
だ
邪
行
を
出
ず
、（
中
略
）
思
惟
の
境
に
超
え
た
る
こ
と
を
顕
さ
ん 

 
 

が
為
の
故
に
。
➁
或
は
利
鈍
の
衆
生
を
し
て
頓
入
門
を
開
き
、
漸
進
の
位
を
顕
し
て
、
甚
深
所
詮
の 

 
 

理
に
趣
入
せ
し
め
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
。
➂
或
は
師
の
亭
毒
極
め
て
深
重
な
る
に
由
る
が
故
に
。 

 
 

小
分
、
師
の
大
恩
を
報
ぜ
ん
が
為
の
故
に
。
➃
或
は
秘
か
に
当
来
の
衆
生
、
百
千
の
諍
い
を
起
こ
し 

 
 

て
、
論
宗
を
壊
さ
ん
こ
と
を
観
察
す
る
が
故
に
。
➄
或
は
親
し
く
阿
世
耶
を
聴
受
す
る
が
故
に
。
是 

 
 

く
の
如
く
等
の
因
縁
有
り
。
こ
の
所
以
に
須
く
論
を
造
る
べ
し
。
３
７ 

  

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
➀
思
惟
・
➁
教
法
（
真
如
門
と
生
滅
門
）・
➂
師
へ
の
報
恩
・
➃
論
宗
・
➄
教
法

の
意
向
（
阿
世
耶
）
と
い
っ
た
五
つ
の
内
容
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
➃
将
来
の
衆
生
が

論
宗
を
壊
す
と
す
る
説
と
、
➄
阿
世
耶
（





）
３
８

、
す
な
わ
ち
意
向
や
考
え
方
と
い
う
意
味
の
言
葉

を
使
用
し
、
竜
樹
が
師
で
あ
る
馬
鳴
か
ら
『
起
信
論
』
に
ま
つ
わ
る
意
向
を
う
け
た
と
す
る
説
に
注
目
し

た
い
。 

 

前
述
の
如
く
、
正
法
が
護
持
さ
れ
な
い
時
代
と
は
、
邪
教
が
蔓
延
す
る
像
法
を
意
味
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
先
述
の
像
法
に
竜
樹
が
出
現
す
る
説
や
、
仏
滅
後
八
百
年
を
像
法
と
す
る
数
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
正
法
の
末
に
出
現
し
た
馬
鳴
よ
り
法
の
意
向
を
う
け
た
と
主
張
し
論
争
を
お
さ

め
さ
せ
、
正
法
を
護
持
さ
せ
よ
う
と
働
き
か
け
る
人
物
こ
そ
『
釈
論
』
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
当
人
が
生
き
た
時
代
は
像
法
時
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。
上
記
の
説
が
意
味
す
る
の
は
、
馬
鳴

か
ら
竜
樹
へ
と
正
法
が
継
承
さ
れ
た
が
、
そ
の
正
法
に
対
す
る
信
仰
が
軽
ん
じ
ら
れ
た
時
代
ゆ
え
に
な
さ

れ
た
因
縁
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

で
は
、『
釈
論
』
の
造
論
因
縁
が
ど
の
よ
う
な
思
想
に
基
づ
き
説
か
れ
た
の
か
。
一
見
す
る
と
大
乗
経
典

を
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、『
釈
論
』
に
は
釈
迦
成
道
か
ら
仏
滅
八
百
年
後
の
六
馬
鳴
説
を
説

い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
た
と
え
空
論
に
思
え
た
と
し
て
も
、
大
乗
以
前
の
思
想
と
の
関
係
を
考
慮
す
る

の
を
排
除
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
造
論
因
縁
の
内
容
も
ま
た
、『
釈
論
』
以
前
に
先
行
す

る
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
も
想
像
で
き
る
か
ら
だ
で
あ
る
。
そ
の
点
で
関
連
性
を
窺
え
る
渡
辺
章
悟

の
指
摘
を
見
て
み
た
い
。
そ
れ
は
初
期
仏
教
の
法
滅
思
想
の
典
型
的
用
例
に
つ
い
て
、
「
正
法
の
衰
退
」

（

















）
や
「
像
法
（

















）
の
発
生
と
正
法
の
隠
没

（



















）
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

渡
辺
は
「
〔
阿
含
経
類
で
は
〕
正
法
が
混
乱
し
、
消
滅
す
る
理
由
と
し
て
、
比
丘
等
が
⑴
師
、
⑵
教
え
、

⑶
教
団
、
⑷
学
問
、
⑸
禅
定
の
五
つ
を
尊
重
せ
ず
、
従
う
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
、
逆

に
こ
れ
ら
五
つ
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
に
従
え
ば
、
正
法
は
確
立
し
、
混
乱
せ
ず
、
隠
没
す
る
こ
と
が
な
く
、
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「
放
逸
が
正
法
の
混
乱
と
隠
没
（


































）
と
を
き

た
し
、
不
放
逸
が
正
法
の
存
続
と
隠
没
せ
ざ
る
こ
と
を
も
た
ら
す
」
と
さ
れ
る
。
」
３
９

と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

『
釈
論
』
と
比
較
を
す
れ
ば
、
『
釈
論
』
の
➀
～
➂
は
一
般
的
な
理
由
に
見
受
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
４
０

。

加
え
て
『
釈
論
』
の
番
号
と
内
容
が
阿
含
経
類
と
必
ず
し
も
合
致
す
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
再
度

『
釈
論
』
の
因
縁
に
あ
る
➃
を
虚
心
に
見
て
ほ
し
い
。
そ
こ
に
は
正
法
衰
退
で
あ
る
法
滅
が
も
た
ら
す
影

響
と
い
う
も
の
が
、
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
に
と
っ
て
ま
さ
に
『
釈
論
』
を
製
作
し
た
時
代
で
あ
り
、
将
来

に
わ
た
り
さ
ら
に
論
争
が
勃
発
す
る
と
予
期
し
た
内
容
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
正
法
護
持
に
関
わ
る

事
項
が
放
逸
さ
れ
て
き
た
経
緯
、
結
果
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
➄
に
見
え
る
、
造
論
者
と
さ
れ
る
竜

樹
が
馬
鳴
よ
り
意
向
を
う
け
た
と
す
る
因
縁
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
師
で
あ
る
馬
鳴
か
ら
弟
子

で
あ
る
竜
樹
へ
教
え
が
引
き
継
が
れ
、
竜
樹
は
そ
の
恩
に
報
い
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
馬

鳴
か
ら
竜
樹
へ
と
正
法
が
相
承
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
の
で
、
二
人
が
同
時
代
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
を

想
定
し
た
場
面
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
正
法
が
馬
鳴
か
ら
竜
樹
へ
と
授
け
ら
れ
る
間
際
ま
で
確
実
に
護
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
➃
に
あ
る
如
く
、
論
争
が
激
化
し
て
い
き
、
そ
れ

を
お
さ
め
さ
せ
る
と
す
る
一
連
の
成
り
立
ち
が
こ
の
因
縁
の
構
造
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
に
前
述
し
た
、
馬
鳴
と
竜
樹
が
正
法
護
持
を
担
う
と
す
る
密
接
な
間
柄
で
あ
る
と
す
る
説

と
、
『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
確
実
に
正
法
を
継
承
し
て
い
る
と
主
張
す
る
点
を
総
合
す
れ
ば
、

大
乗
仏
教
に
と
ど
ま
ら
な
い
法
滅
思
想
を
も
意
識
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
因
縁
で
あ
る
と
見
て
も
無
理
で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
釈
論
』
の
因
縁
の
中
で
独
自
と
見
做
し
得
る
の
は
、
馬
鳴
か
ら
正
法
を
継
承

し
た
と
主
張
す
る
➄
の
阿
世
耶
と
い
う
意
向
を
う
け
た
と
す
る
因
縁
と
い
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
今
度

は
、
さ
ら
に
『
釈
論
』
の
馬
鳴
像
に
つ
い
て
探
求
し
て
い
き
た
い
。 

   
 

第
四
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
馬
鳴
像
と
竜
樹
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
―

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
と
の
関
係―
 

  
 
 

第
一
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
記
述
と
注
釈
書
の
理
解 

  

『
釈
論
』
に
お
い
て
馬
鳴
の
生
い
立
ち
を
記
す
説
を
確
認
す
る
と
二
箇
所
あ
る
（
六
馬
鳴
に
関
す
る
記

事
を
除
く
）
。
そ
れ
は
序
と
本
文
の
説
の
二
種
で
あ
り
、
ま
ず
序
の
説
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
こ
に
は
以
下

の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）。 

  
 

蓋
し
聞
く
、
月
鏡
・
日
珠
は
、
爰
、
山
王
・
禅
宮
に
居
す
。
双
道
を
履
み
て
百
国
に
游
び
、
等
観
に 

 
 

乗
じ
て
恒
刹
に
達
す
る
。（
中
略
）
朕
、
方
に
解
り
ぬ
、
化
因
を
七
覚
の
宝
林
に
茂
ら
せ
、
蓮
種
を
八 

徳
の
珠
池
に
植
え
た
り
と
い
う
こ
と
を
。（
中
略
）
珠
鏡
、
山
虚
よ
り
已
降
し
て
、
沙
界
の
面
に
至
れ 

る
こ
と
は
摩
耶
の
文
に
会
つ
て
記
せ
り
。（
中
略
）
馬
鳴
聖
者
の
光
明
の
徳
、
時
に
具
さ
に
顕
わ
れ
、 

竜
樹
大
士
の
妙
雲
の
瑞
、
方
に
円
か
に
啓
け
た
る
を
以
て
な
り
。
洋
々
た
り
、
簫
々
た
り
。
４
１ 

  

序
の
成
立
に
つ
い
て
は
「
姚
興
皇
帝
製
」
４
２

と
記
さ
れ
る
が
、
現
在
で
は
仮
託
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
４
３

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
第
三
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
説
に
登
場
す
る
「
月
鏡
」
と
「
日
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珠
」
は
馬
鳴
と
竜
樹
の
別
名
と
さ
れ
、
「
珠
鏡
」
は
二
者
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
化
因
」
と
あ
る
よ

う
に
こ
の
世
に
二
人
が
化
現
し
た
因
縁
を
示
し
た
も
の
で
、「
七
覚
支
」
を
得
た
輪
香
長
者
を
父
、「
珠
池
」

と
い
う
母
を
父
母
と
な
し
て
出
生
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
馬
鳴
と
竜
樹
は
兄
弟
で
あ
る
と
い

う
関
係
を
背
景
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

続
い
て
「
馬
鳴
尊
者
の
光
明
の
徳
」
と
「
竜
樹
大
士
の
妙
雲
の
瑞
」
と
は
、
本
論
中
に
説
か
れ
る
馬
鳴

を
大
光
明
仏
と
す
る
説
、
初
地
の
菩
薩
（
＝
歓
喜
大
士
）
と
す
る
竜
樹
の
立
場
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
竜
樹
に
つ
い
て
「
妙
雲
の
瑞
」
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
登
場
し
た
の
か
は
『
釈
論
』
内
部
か
ら
そ
れ

に
類
す
る
語
は
示
さ
れ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
説
が
な
ぜ
で
き
た
の
か
を
調
べ
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
先
行
研
究
で
は
「
妙
雲
の
瑞
」
に
つ
い
て
、「
妙
雲
相
仏
」
で
あ
る
と
解
説
し

て
い
る
４
４

。
し
か
し
こ
れ
が
何
に
基
づ
く
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
問
題
に
関
連
す
る

記
事
が
『
釈
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る
唐
の
聖
法
が
著
し
た
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
に
確
認
で
き
る
（
関
連
箇

所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

是
く
の
如
く
の
因
縁
は
、
無
着
菩
薩
の
本
事
因
縁
論
第
三
巻
に
在
る
な
り
。
光
明
と
妙
雲
、
言
く
光 

 
 

明
と
は
馬
鳴
に
し
て
、
往
古
如
来
の
名
字
、
言
く
妙
雲
と
は
竜
樹
に
し
て
、
往
古
如
来
の
名
字
な
り
。 

 
 

是
く
の
如
く
の
二
字
名
づ
け
て
修
多
羅
の
中
に
各
各
異
説
あ
り
、
謂
く
金
剛
正
智
経
の
中
に
是
く
の 

 
 

如
く
の
説
を
な
す
、
馬
鳴
菩
薩
は
大
光
明
仏
、
竜
樹
菩
薩
は
妙
雲
相
仏
な
り
。
大
荘
厳
三
昧
経
の
中 

 
 

に
是
く
の
如
く
説
を
な
す
、
馬
鳴
菩
薩
は
徧
照
通
達
無
辺
如
来
、
竜
樹
菩
薩
は
徧
覆
初
生
如
来
な
り
。 

 
 

４
５ 

  

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
で
は
、
「
光
明
」
と
は
馬
鳴
で
あ
り
大
光
明
仏
、
「
妙
雲
」
と
は
竜
樹
で
あ
り
妙
雲

相
仏
と
解
説
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
『
大
荘
厳
三
昧
経
』
４
６

を
引
き
、
馬
鳴
が
「
徧
照
通
達
無
辺
如
来
」
、

竜
樹
が
「
徧
覆
初
生
如
来
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
続
け
て
聖
法
は
『
釈
論
』
の
序
の
内
容

に
あ
る
「
日
珠
」
と
「
月
鏡
」
４
７

の
語
に
つ
い
て
も
、
前
者
を
兄
・
馬
鳴
と
し
、
後
者
を
弟
・
竜
樹
と
し

因
位
の
名
前
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
く
４
８

。
聖
法
以
外
の
典
籍
を
調
べ
る
と
、
伝
記
や
伝
承
を
も
と
に
遼

代
の
非
濁
が
著
し
た
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
た
い
４
９

。 

  
 

即
ち
二
子
を
生
ず
、
兄
を
日
珠
と
名
づ
け
、
弟
を
月
鏡
と
名
づ
く
。
そ
の
前
の
相
に
随
い
て
、
名
字 

 
 

を
立
つ
る
が
故
に
。
是
く
の
如
き
の
二
子
、
才
一
七
日
に
至
る
日
、
即
便
ち
出
家
し
、
迦
葉
仏
に
詣 

で
、
仏
世
尊
に
随
い
て
、
其
の
行
法
を
修
し
、
常
に
是
の
願
を
な
す
。
生
生
処
処
に
、
相
離
れ
ず
同 

学
の
知
識
に
し
て
、
互
い
に
師
弟
子
と
な
り
て
、
正
法
を
建
立
し
、
妙
行
を
具
足
し
、
念
じ
て
一
覚 

の
海
と
な
す
。
昔
の
日
珠
と
は
、
今
の
馬
鳴
菩
薩
な
り
、
是
れ
此
の
事
を
以
て
の
故
に
。
此
の
二
菩 

薩
は
相
離
れ
ず
倶
に
行
転
し
、
本
迹
を
出
現
し
、
衆
生
を
利
益
す
る
な
り
。
金
剛
正
智
経
の
中
に
、 

馬
鳴
は
過
去
に
成
仏
し
て
、
大
光
明
仏
と
号
し
、
竜
樹
を
妙
雲
相
仏
と
名
づ
く
。
大
荘
厳
三
昧
経
の 

中
に
、
馬
鳴
は
過
去
に
成
仏
に
し
て
、
日
月
明
星
仏
と
号
し
、
竜
樹
は
妙
雲
自
在
王
如
来
と
名
づ
く
。 

 

５
０ 

  

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
に
は
、
馬
鳴
と
竜
樹
の
二
人
は
誓
願
を
立
て
て
、
常
に
転
生
す
る
時
に
は
兄
弟

で
あ
り
師
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
を
願
い
、
衆
生
を
利
益
す
る
た
め
正
法
を
建
立
す
る
と
あ
る
。
こ
の
他
、

馬
鳴
が
「
日
月
明
星
仏
」
、
竜
樹
が
「
妙
雲
自
在
王
如
来
」
で
あ
る
と
す
る
、
聖
法
と
は
異
な
る
説
も
述
べ
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て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
も
恐
ら
く
、
聖
法
の
解
説
を
非
濁
が
参
照
し
な
が
ら
、
何
か
の
説
を
も

と
に
新
た
に
解
説
を
付
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
５
１

。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
従
来
の

先
行
研
究
が
『
釈
論
』
の
馬
鳴
や
竜
樹
の
人
物
理
解
に
取
り
入
れ
て
解
説
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
て
本
文
の
馬
鳴
に
関
す
る
説
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
（
関
連
箇
所
に
傍
線

を
付
す
）
。 

  
 

是
く
の
如
く
の
諸
経
各
各
に
別
説
す
れ
ど
も
、
機
に
随
い
て
現
応
す
る
を
も
っ
て
相
違
の
過
無
し
。 

 
 

馬
鳴
菩
薩
は
、
何
れ
の
位
に
当
る
人
な
り
や
。
何
れ
の
域
に
か
誕
生
せ
し
や
。
何
に
因
り
て
か
馬
鳴 

 
 

と
い
う
や
。（
中
略
）
論
じ
て
曰
く
。
馬
鳴
菩
薩
は
若
し
其
の
本
を
尅
す
れ
ば
大
光
明
仏
な
り
。
若
し 

 
 

そ
の
因
を
論
ず
れ
ば
、
第
八
地
の
内
の
住
位
の
菩
薩
な
り
。
西
天
竺
に
誕
生
す
。
盧
伽
を
父
と
な
し
、 

 
 

瞿
那
を
母
と
な
し
て
、
同
生
利
益
す
。
過
去
世
の
中
に
一
の
大
王
有
り
、
名
づ
け
て
輪
陀
と
曰
う
。 

 
 

千
の
白
鳥
有
り
、
皆
な
悉
く
好
声
な
り
、
若
し
鳥
声
を
出
す
と
き
は
、
大
王
徳
を
増
し
、
若
し
声
を 

 
 

出
さ
ざ
る
と
き
は
、
大
王
徳
を
損
す
。
是
く
の
如
く
諸
鳥
、
若
し
白
馬
を
見
る
と
き
は
、
即
ち
そ
の 

 
 

声
を
出
し
、
若
し
見
ざ
る
時
は
、
常
に
声
を
出
さ
ず
。
爾
時
、
大
王
、
遍
く
白
馬
を
求
る
に
終
日
に 

 
 

得
ず
し
て
、
是
く
の
如
き
言
を
な
す
。
若
し
外
道
の
衆
、
此
の
鳥
を
鳴
か
さ
ば
、
都
て
仏
教
を
破
し 

 
 

て
独
尊
独
信
せ
ん
、
若
し
仏
弟
子
此
の
鳥
を
鳴
か
せ
ば
、
都
て
外
道
を
破
し
独
尊
独
信
せ
ん
と
。
爾 

 
 

時
、
菩
薩
、
神
通
力
を
用
い
て
、
千
の
白
馬
を
現
じ
て
千
の
白
鳥
を
鳴
か
せ
、
正
法
を
紹
隆
し
て
断 

 
 

絶
せ
ざ
ら
し
む
。
是
の
故
に
世
に
尊
ん
で
、
名
づ
け
て
馬
鳴
と
曰
う
。
５
２ 

  

『
釈
論
』
に
は
諸
経
で
示
す
と
こ
ろ
の
馬
鳴
像
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。『
釈
論
』
に
よ
れ
ば
そ
の
諸

経
の
い
ず
れ
で
説
く
馬
鳴
は
皆
同
一
人
物
で
あ
り
、
出
現
も
「
機
に
随
っ
て
現
応
す
る
」
と
主
張
し
、
い

ず
れ
の
馬
鳴
も
例
外
な
く
元
は
大
光
明
仏
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
内
容
も
整
理
す
る
と
、

ま
ず
馬
鳴
が
第
八
地
の
菩
薩
と
し
て
現
象
世
界
に
存
在
し
て
い
た
事
、
次
に
出
生
は
西
天
竺
の
出
身
で
、

盧
伽
を
父
、
瞿
那
を
母
で
あ
る
事
、
そ
し
て
仏
弟
子
と
な
り
輪
陀
と
い
う
王
の
望
み
を
叶
え
、
正
法
を
興

隆
さ
せ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。
こ
れ
を
序
の
内
容
と
比
較
す
る
と
相
違
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
恐
ら
く
馬
鳴
が
出
現
し
た
六
度
の
う
ち
の
一
つ
を
挙
げ
た
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ

れ
る
。
つ
ま
り
『
釈
論
』
は
、
諸
典
籍
に
は
様
々
な
所
説
が
あ
る
の
だ
が
、
結
果
的
に
は
同
一
人
物
で
あ

る
と
し
て
、
「
相
違
の
過
無
し
」
と
す
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
理
解
で
き
よ
う
。 

 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
序
に
は
な
い
も
う
一
つ
の
馬
鳴
出
現
の
背
景
を
、
竜
樹
と
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を

絡
め
て
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
本
文
で
示
さ
れ
る
馬
鳴
像
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
教

説
（
典
拠
）
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
次
項
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

   
 
 

第
二
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
馬
鳴
像
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
と
の
関
係 

  

こ
の
問
題
に
関
し
て
先
行
研
究
で
は
、
馬
鳴
菩
薩
造
、
真
諦
三
蔵
訳
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
『
大
宗
地
玄

文
本
論
』
を
『
釈
論
』
が
は
じ
め
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
５
３

、
当
文
献
と
『
釈
論
』
と
の
関
係

を
検
討
し
た
指
摘
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
森
田
龍
僊
と
遠
藤
純
一
郎
の
見
解
で
あ
る
。
ま
ず
、
森

田
は
『
釈
論
』
に
お
け
る
馬
鳴
像
と
一
般
的
な
馬
鳴
伝
に
記
さ
れ
る
人
物
と
を
比
較
し
て
い
る
５
４

。
次
に

遠
藤
は
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
お
け
る
馬
鳴
像
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
５
５

。
両
氏
は
多
く
の
文
献
を
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参
照
し
網
羅
的
に
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、『
釈
論
』
の
馬
鳴
像
が
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
筆
者
は
『
釈
論
』
本
文

に
あ
る
馬
鳴
に
関
す
る
記
事
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
四
点
に
集
約
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は
以

下
の
四
点
で
あ
る
。 

  

➊
馬
鳴
の
過
去
世
の
因
縁
を
説
く
事 

 

❷
馬
鳴
が
仏
弟
子
と
し
て
神
通
力
を
駆
使
す
る
事 

 

❸
「
白
鳥
」
と
「
白
馬
」
の
掛
け
合
い
を
す
る
事 

 

❹
馬
鳴
を
第
八
地
の
菩
薩
と
す
る
事 

  

以
上
を
も
と
に
再
度
、
関
連
性
の
あ
る
文
献
を
あ
た
れ
ば
、『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
の
頌
と
関
連
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
要
点
を
整
理
す
る
と
以
下
の
六
点
と
な
る
（
網
掛
け
部
分
は
筆

者
加
筆
、
後
述
）
５
６

。 

  

➀
金
水
と
い
う
国
に
宝
金
輪
蔵
と
い
う
王
が
お
り
、
三
十
億
の
奴
婢
、
六
十
億
の
白
馬
、
膨
大
な
金
銀 

 
 

等
の
財
宝
を
所
有
し
て
い
た
。
王
は
最
下
の
奴
婢
で
あ
る
「
常
信
」
に
対
し
六
十
億
の
白
馬
を
無
傷 

 
 

に
て
守
護
す
る
よ
う
命
を
与
え
る
。 

 

➁
「
常
真
」
は
気
性
が
荒
い
六
十
億
の
白
馬
を
傷
つ
け
ず
守
護
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
思
い
悩
む
。「
常 

 
 

真
」
は
師
か
ら
学
ん
だ
術
を
駆
使
し
、
そ
の
術
力
に
よ
り
万
の
白
馬
を
出
現
さ
せ
た
。 

 

➂
国
の
中
に
殊
勝
の
鳥
が
お
り
、
名
を
「
雅
音
声
覚
悟
」
と
言
っ
た
。
こ
の
鳥
の
声
を
聞
く
者
は
大
い 

 
 

に
嘆
き
悲
し
む
と
す
る
。「
常
真
」
は
六
十
億
の
馬
に
大
声
で
鳴
か
せ
、
鳥
と
馬
の
鳴
き
声
が
「
平
等 

 
 

平
等
無
差
別
」
と
し
た
。 

 

➃
馬
鳴
が
蛇
身
と
し
て
生
ま
れ
、
世
尊
の
所
を
訪
れ
懺
悔
と
慚
愧
を
発
し
、
偈
に
よ
っ
て
大
心
を
発
す
。 

 

➄
世
尊
に
随
い
、
世
尊
の
よ
う
に
願
（
発
願
繋
属
）
を
発
す
。
す
な
わ
ち
学
道
を
円
満
し
て
百
億
修
多 

 
 

羅
を
説
き
、
普
く
衆
生
を
利
益
す
る
。 

 

➅
馬
鳴
は
、
世
尊
が
修
行
し
悟
り
を
完
成
し
た
よ
う
に
自
ら
も
徐
々
に
修
行
を
経
て
、
よ
う
や
く
第
八 

 
 

不
動
地
の
位
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
馬
鳴
は
世
尊
の
所
に
お
も
む
き
稽
首
頂
礼
し
た
。
世 

 
 

尊
は
馬
鳴
に
「
発
願
繋
属
因
縁
」
を
説
い
た
。 

  

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
（
以
下
『
玄
文
』
）
の
内
容
は
難
解
な
部
分
も
あ
る
が
、
馬
鳴
の
過
去
世
か
ら
成

道
ま
で
に
わ
た
る
道
の
り
（
因
縁
）
を
、
物
語
調
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
森
田

は
、「
玄
文
論
二
十
に
よ
ら
ば
、
六
十
億
の
馬
、
釈
迦
の
前
身
た
る
常
信
の
教
化
に
よ
っ
て
感
鳴
し
、
馬
中

の
上
首
長
厳
雑
色
見
が
即
ち
現
時
の
馬
鳴
な
り
と
い
ひ
、…

」
５
７

と
解
説
し
、
遠
藤
は
『
大
宗
地
玄
文
本

論
』
に
お
け
る
「
蛇
身
」
・
「
人
身
」
・
「
発
願
繋
属
」
・
「
利
益
衆
生
」
・
「
百
億
修
多
羅
」
・
「
第
八
不
動
地
」

の
説
示
箇
所
が
『
釈
論
』
と
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
先
に
述
べ
た
➃
～
➅
に
あ
る
網
掛

け
部
分
）
５
８

。
し
か
し
、
『
釈
論
』
と
の
ど
の
箇
所
が
『
玄
文
』
と
関
連
し
て
い
る
か
詳
し
く
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
補
足
の
意
味
も
含
め
、
あ
ら
た
め
て
先
述
し
た
『
玄
文
』
➀
～
➃
の
内
容
と
『
釈
論
』
の
➊

～
❹
の
事
項
と
を
詳
し
く
比
較
し
て
み
る
と
以
下
の
四
点
の
類
似
点
が
呈
示
で
き
る
。 
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⑴
『
玄
文
』
で
は
、
馬
鳴
が
過
去
世
に
お
い
て
世
尊
の
前
で
修
行
し
た
「
常
信
」
と
い
う
人
物
と
し
て 

 
 

描
か
れ
る
。『
釈
論
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
名
前
は
な
い
が
、
馬
鳴
が
仏
弟
子
で
あ
る
点
は
一
致
し
て 

 
 

い
る
。 

 

⑵
『
玄
文
』
で
は
、
仏
弟
子
で
あ
る
常
信
が
、
神
通
力
を
駆
使
し
万
の
白
馬
を
現
じ
た
と
す
る
。『
釈
論
』 

 
 

で
は
、
馬
鳴
が
白
馬
を
神
通
力
で
現
じ
白
鳥
を
鳴
か
す
と
あ
り
、
神
通
力
で
白
馬
を
出
現
す
る
内
容 

 
 

は
一
致
し
て
い
る
。 

 

⑶
『
玄
文
』
で
は
、
白
鳥
の
発
す
る
声
が
人
々
を
悩
ま
す
元
凶
と
し
て
描
か
れ
、
白
馬
が
同
時
に
鳴
く 

 
 

こ
と
で
相
殺
さ
せ
人
々
を
歓
喜
さ
せ
る
と
あ
る
。『
釈
論
』
で
は
、
王
の
命
に
よ
り
馬
鳴
が
神
通
力
で 

 
 

白
馬
を
現
じ
白
鳥
を
鳴
か
せ
た
と
さ
れ
、
白
鳥
と
白
馬
の
掛
け
合
う
関
係
性
は
一
致
し
て
い
る
。 

 

⑷
『
玄
文
』
で
は
、
馬
鳴
が
修
行
し
第
八
不
動
地
の
菩
薩
に
な
る
と
す
る
。『
釈
論
』
も
馬
鳴
を
第
八
地 

 
 

で
あ
る
不
動
地
の
菩
薩
と
し
て
お
り
一
致
し
て
い
る
５
９

。 

  

こ
の
よ
う
に
『
玄
文
』
と
『
釈
論
』
の
関
連
性
を
検
証
す
る
と
、『
釈
論
』
の
馬
鳴
像
は
『
玄
文
』
所
説

の
馬
鳴
出
現
の
内
容
を
改
変
し
、
自
ら
の
馬
鳴
説
に
取
り
込
ん
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら

も
、
『
玄
文
』
が
『
釈
論
』
よ
り
先
行
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
『
釈
論
』
が
六
馬
鳴
説
の
根

拠
の
一
つ
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
に
こ
こ
ま
で
の
理
解
を
踏
ま
え
て
『
釈
論
』
に
お
け
る

「
六
馬
鳴
」
を
法
滅
句
と
授
記
思
想
か
ら
検
討
し
て
い
く
。 

   
 

第
五
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
「
六
馬
鳴
」
と
法
滅
句
と
授
記
思
想 

 
 
 
 
 
 
 
 
―

関
連
典
籍
と
十
二
部
経―

 

  
 
 

第
一
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
法
滅
句 

―

関
連
典
籍
と
の
接
点―

 

  

本
項
で
は
『
釈
論
』
の
六
馬
鳴
説
に
つ
い
て
法
滅
句
を
中
心
に
検
討
す
る
。
ま
ず
『
釈
論
』
に
お
け
る

六
馬
鳴
に
お
い
て
説
明
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
説
は
『
起
信
論
』
を
は
じ
め
同
論
の
注
釈
書
の
中
で
も
類

す
る
内
容
は
確
認
で
き
な
い
。
確
か
に
『
起
信
論
』
に
お
い
て
馬
鳴
に
関
す
る
記
事
は
序
と
本
文
の
冒
頭

に
見
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
わ
ず
か
に
示
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、『
釈
論
』
の
説
に
は
こ
れ
以
外
の
説
が
多

分
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
独
自
説
だ
と
考
え
ら
れ
る
６
０

。 

 

で
は
、
法
滅
句
と
い
う
と
、
ブ
ッ
ダ
の
正
し
い
教
え
が
次
第
に
衰
退
し
、
相
承
さ
れ
ず
滅
し
て
い
く
仏

教
史
観
で
あ
っ
た
。
『
釈
論
』
の
法
滅
句
は
と
い
う
と
、
実
際
に
は
、
同
論
で
は
「
如
来
滅
後
後
五
百
歳
、

正
法
欲
滅
時
」
や
「
仏
滅
後
、
後
五
百
歳
」
と
言
っ
た
表
現
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
部
分

が
確
認
で
き
、
そ
れ
は
、
馬
鳴
が
六
度
出
現
の
折
、
六
種
の
経
典
を
引
き
、
正
法
護
持
の
た
め
に
何
を
行

っ
た
の
か
を
論
証
す
る
際
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
６
１

。
す
な
わ
ち
『
釈
論
』
で
は
、
馬
鳴
が
ブ
ッ

ダ
入
滅
後
、
ブ
ッ
ダ
よ
り
教
授
さ
れ
た
教
え
を
復
興
さ
せ
た
り
、
外
道
に
よ
る
仏
法
の
誹
謗
を
降
伏
さ
せ

た
り
、
ブ
ッ
ダ
の
加
持
力
を
受
け
て
衆
生
を
正
し
く
教
化
す
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
は
他
の
経
典
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
、
五
百
と
い
う
数
字
や
法
滅
句
に
対
す
る
見
方
と
は
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
近
い
六
百
と
七
百
と
い
う
説
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
内
容
と
い
う
も

の
、
馬
鳴
が
ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
直
に
拝
聴
し
、
そ
れ
を
主
体
的
に
仏
滅
後
、
護
持
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、『
釈
論
』
特
有
の
法
滅
句
と
見
做
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
内
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容
を
年
代
順
に
並
べ
整
理
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

⒈
【
仏
成
道
第
十
七
日
目
の
馬
鳴
（『
勝
頂
王
契
経
』）】 

 

釈
迦
成
道
十
七
日
の
後
、
迦
羅
諾
鳩
尸
摩
と
い
う
別
名
の
馬
鳴
が
出
現
し
、
如
来
に
対
し
竜
王
に
変
じ 

 

て
多
く
の
難
問
を
す
る
。
如
来
は
す
べ
て
答
え
て
、
竜
王
に
変
化
し
た
馬
鳴
が
、
敢
え
て
仏
法
を
守
護 

 

す
る
た
め
に
外
道
や
竜
に
な
っ
た
偉
業
を
讃
歎
す
る
。
馬
鳴
は
人
の
形
に
な
り
、
仏
法
興
隆
の
た
め
遊 

 

行
を
誓
い
、
最
後
に
は
禅
定
に
入
る
よ
う
に
示
寂
し
た
と
す
る
。 

⒉
【
仏
入
涅
槃
の
日
の
馬
鳴
（『
大
乗
本
法
契
経
』）】 

 

涅
槃
の
日
に
出
現
し
た
馬
鳴
に
対
し
、
釈
迦
が
涅
槃
の
縁
を
説
き
、
馬
鳴
は
釈
迦
の
徳
を
讃
歎
す
る
。 

 

そ
し
て
涅
槃
し
異
界
へ
と
往
く
と
す
る
釈
迦
に
対
し
、
恋
慕
の
想
い
を
発
し
て
、
自
身
も
異
界
へ
往
く 

 

こ
と
を
願
う
。
釈
迦
が
涅
槃
に
入
り
眼
を
閉
じ
た
の
を
看
取
る
と
自
ら
も
示
寂
し
た
と
す
る
。 

⒊
【
仏
滅
後
百
年
後
の
馬
鳴
（『
摩
尼
清
浄
契
経
』）】 

 

仏
滅
後
百
年
後
に
出
現
し
た
馬
鳴
が
、
正
法
を
守
護
し
興
隆
さ
せ
た
と
す
る
。 

⒋
【
仏
滅
後
三
百
年
後
の
馬
鳴
（『
変
化
功
徳
契
経
』）】 

 

仏
滅
後
三
百
年
後
に
出
現
し
た
馬
鳴
が
、
釈
迦
よ
り
加
（
持
）
力
を
う
け
て
、
馬
鳴
は
衆
生
を
方
便
法 

 

を
も
っ
て
安
楽
さ
せ
る
。
釈
迦
の
加
（
持
）
力
が
無
け
れ
ば
、
馬
鳴
は
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
は
で
き 

 

な
い
と
す
る
。 

⒌
【
仏
滅
後
六
百
年
後
の
馬
鳴
（『
摩
訶
摩
耶
契
経
』）】 

 

仏
滅
後
六
百
年
後
に
出
現
し
た
馬
鳴
が
、
九
十
六
種
の
外
道
に
よ
る
仏
法
（
正
法
）
誹
謗
の
態
度
に
対 

 

し
、
法
要
を
説
き
外
道
を
降
伏
さ
せ
た
と
す
る
。 

⒍
【
仏
滅
後
八
百
年
後
の
馬
鳴
（『
常
徳
三
昧
契
経
』）】 

 

仏
滅
後
八
百
年
後
に
出
現
し
た
馬
鳴
が
、
初
め
は
外
道
の
衆
で
あ
っ
た
が
、
仏
道
に
帰
依
し
、
諸
の
外 

 

道
を
破
し
て
仏
法
（
正
法
）
を
興
隆
さ
せ
た
と
す
る
。 

  

こ
の
な
か
で
や
は
り
法
滅
句
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
仏
滅
後
百
年
か
ら
八
百
年
を
説
く
⒊
か
ら
⒍

と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
摩
訶
摩
耶
経
』
以
外
の
五
種
の
経
典
は
実
在
を
確
認
で
き
な
い
架
空
経
典
で

あ
り
、
年
代
順
に
見
れ
ば
最
後
に
馬
鳴
が
出
現
し
た
の
は
『
常
徳
三
昧
経
』
に
基
づ
く
仏
滅
後
八
百
年
で

あ
る
。
法
滅
句
の
示
す
年
代
と
い
う
の
は
、
そ
の
句
そ
の
も
の
が
成
立
し
た
時
代
と
考
え
る
べ
き
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
６
２

、
『
常
徳
三
昧
経
』
の
説
は
「
仏
滅
後
八
百
年
」
前
に
馬
鳴
が
出
現
す
る
予
言
を
し
て

い
る
。
だ
が
『
常
徳
三
昧
経
』
は
架
空
経
典
で
あ
る
。『
釈
論
』
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
の
意
思
に
よ
っ
て
馬

鳴
の
出
現
を
「
八
百
年
」
に
設
定
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
こ
で
『
釈
論
』
が
六
種
の
経
典
を
引
き
登
場
さ
せ
る
年
代
に
注
目
し
、
諸
経
論
の
記
事
と
を
比
較
す

る
こ
と
で
、
『
釈
論
』
の
法
滅
句
設
定
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
６
３

。
そ
こ
で
⑴
成
道
十
七
日
か
ら
⑹
仏

滅
後
八
百
年
の
順
に
ま
と
め
関
連
典
籍
を
列
挙
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
（
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
年
代
に

は
波
線
・
八
百
年
に
は
□
を
付
し
、
授
記
に
関
す
る
記
事
に
は
網
掛
け
を
す
る
）。 

  
[

成
道
十
七
日
（『
勝
頂
王
契
経
』）] 

 

○
管
見
の
限
り
成
道
十
七
日
と
馬
鳴
出
現
に
関
わ
る
記
事
を
見
出
せ
な
い
６
４

。
末
釈
で
も
『
釈
論
』
の 

 
 

説
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
唯
一
、
聖
法
の
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
に
は
幾
つ
か 

 
 

の
典
籍
を
挙
げ
て
典
拠
と
し
て
い
る
６
５

。
そ
の
典
籍
自
体
も
現
存
を
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た 
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め
、
十
七
日
と
い
う
記
事
が
何
に
基
づ
く
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

  
[

入
涅
槃
（『
大
乗
本
法
契
経
』）]

と[

仏
滅
後
百
年
（『
摩
尼
清
浄
契
経
』）] 

 

○
馬
鳴
を
結
び
つ
け
る
記
事
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。 

  
[

仏
滅
後
三
百
年
（『
変
化
功
徳
契
経
』）] 

 

○
隋
吉
蔵
撰
『
中
観
論
疏
』
に
「
馬
鳴
是
三
百
五
十
年
出
。
竜
樹
是
五
百
三
十
年
出
。
摩
耶
経
云
七
百 

 
 

年
出
。
」
６
６ 

 

○
隋
吉
蔵
撰
『
百
論
疏
』
に
「
仏
滅
後
三
百
五
十
年
馬
鳴
出
世
。
五
百
三
十
年
竜
樹
出
世
。
又
云
。
馬 

 
 

鳴
興
正
法
之
末
。
竜
樹
起
像
法
之
初
。
」
６
７ 

 

○
隋
費
長
房
撰
『
歴
代
三
宝
紀
』
に
「
馬
鳴
菩
薩
仏
滅
後
三
百
余
年
生
東
天
竺
婆
羅
門
種
。
出
家
破
諸 

 
 

外
道
。
（
中
略
）
盛
弘
仏
教
。
」
６
８ 

 

○
隋
碩
法
師
『
三
論
遊
意
義
』
に
「
三
百
五
十
年
。
有
馬
鳴
菩
薩
出
世
。
令
大
乗
之
化
。
重
啓
閻
浮
提
。 

 
 

後
五
百
三
十
年
。
有
竜
樹
菩
薩
出
世
。
扇
無
相
之
道
。
三
啓
末
俗
也
。
八
百
余
年
。
有
婆
羅
門
種
名 

 
 

曰
提
婆
。
是
竜
樹
上
足
弟
子
。
」
６
９ 

  
[

仏
滅
後
六
百
年
（『
摩
訶
摩
耶
契
経
』）]

 

７
０ 

 

○
簫
斉
釈
曇
景
訳
『
摩
訶
摩
耶
経
』「
六
百
歳
已
。
九
十
六
種
諸
外
道
等
邪
見
競
興
。
破
滅
仏
法
。
有
一 

 

 
 

比
丘
名
曰
馬
鳴
。
善
説
法
要
。
降
伏
一
切
諸
外
道
輩
。
七
百
歳
已
。
有
一
比
丘
名
曰
竜
樹
。
善
説
法 

 
 

要
。
滅
邪
見
幢
。
（
中
略
）
八
百
歳
後
。
諸
比
丘
等
楽
好
衣
服
。」
７
１ 

 

○
真
諦
訳
『
大
乗
起
信
論
』
の
序
に
「
故
於
如
来
滅
後
六
百
余
年
。
諸
道
乱
興
。
魔
邪
競
扇
。
於
仏
正 

 
 

法
毀
謗
不
停
。
時
有
一
高
徳
沙
門
。
名
曰
馬
鳴
。
深
契
大
乗
窮
尽
法
性
。
大
悲
内
融
随
機
応
現
。
」
７
２ 

 

○
唐
法
蔵
撰
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
に
「
今
依
摩
耶
経
云
。
如
来
滅
後
六
百
歳
已
。
九
十
六
種
諸
外
道 

 

 
 

等
。
邪
見
競
興
。
毀
滅
仏
法
。
有
一
比
丘
。
名
曰
馬
鳴
。
善
説
法
要
降
伏
一
切
諸
外
道
輩
。
七
百
歳 

 
 

已
有
一
比
丘
名
曰
竜
樹
。
善
説
法
要
。
滅
邪
見
幢
。
燃
正
法
炬
。
」
７
３ 

 

○
新
羅
太
賢
作
『
大
乗
起
信
論
内
義
略
探
記
』（
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
と
同
文
、
た
だ
し
竜
樹 

の
記
述
は
無
し
）
７
４ 

 

○
天
台
智
者
大
師
説
潅
頂
記
『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
に
「
第
六
百
年
馬
鳴
菩
薩
。
第
七
百
年
竜
樹
。 

 
 

皆
是
菩
薩
法
亦
不
滅
。
八
百
年
中
邪
宗
極
盛
。
」
７
５ 

 

○
隋
吉
蔵
撰
『
仁
王
般
若
経
疏
』
に
「
言
八
百
年
者
正
証
法
滅
。
五
百
年
内
二
十
五
師
並
是
聖
人
相
伝 

 
 

故
証
法
不
滅
。
六
七
二
百
年
内
馬
鳴
竜
樹
二
人
伝
法
。
以
弘
法
人
強
故
法
不
滅
。
八
百
年
中
余
人
弘 

 
 

法
以
人
弱
故
令
法
滅
也
。
言
八
千
年
者
像
末
法
滅
也
。
」
７
６ 

 

○
唐
円
測
撰
『
仁
王
経
疏
』
に
「
第
六
百
年
馬
鳴
菩
薩
。
第
七
百
年
竜
樹
菩
薩
。
二
人
持
故
。
仏
法
不 

 
 

滅
。
八
百
年
中
持
法
人
小
。
故
言
法
滅
。
」
７
７ 

 

○
隋
吉
蔵
撰
『
三
論
玄
義
』
に
「
六
百
年
間
九
十
六
種
邪
見
競
興
破
滅
仏
法
。
馬
鳴
比
丘
摧
此
外
道
。 

 
 

七
百
年
間
有
一
比
丘
。
名
曰
竜
樹
。
善
巧
説
法
。
燃
正
法
炬
滅
邪
見
幢
。
尋
大
小
乗
経
。
親
記
竜
樹 

 
 

破
邪
顕
正
。
（
中
略
）
又
馬
鳴
竜
樹
仏
有
誠
記
。
」
７
８ 

  
[

仏
滅
後
八
百
年
（『
常
徳
三
昧
契
経
』）] 

 

○
慧
遠
撰
『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
に
「
又
後
八
百
九
十
歲
後
出
呵
梨
跋
摩
。
前
雖
造
論
滅
邪
外
道
。
観 
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有
相
故
不
得
聖
道
。
依
毘
婆
沙
此
方
沙
門
義
与
曇
無
徳
義
。
造
成
実
論
二
十
巻
也
。（
中
略
）
雖
三
論 

 
 

主
造
論
宣
通
。
猶
謂
六
識
名
相
之
事
。（
中
略
）
是
故
復
出
馬
鳴
菩
薩
。
」
７
９

こ
の
他
に
仏
滅
後
八
百 

 
 

年
と
馬
鳴
を
結
び
つ
け
る
記
事
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
８
０

。 

  

『
釈
論
』
の
説
で
典
拠
が
明
ら
か
で
あ
る
『
摩
訶
摩
耶
経
』
は
、『
釈
論
』
の
引
用
文
と
お
お
よ
そ
一
致

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
他
の
典
籍
と
の
接
点
を
述
べ
る
と
、
馬
鳴
が
正
法
時
に
出

現
し
、
竜
樹
が
像
法
時
に
出
現
し
た
と
す
る
記
事
、
二
人
が
授
記
さ
れ
て
い
る
と
す
る
記
事
、
馬
鳴
と
竜

樹
の
二
人
が
セ
ッ
ト
で
仏
法
興
隆
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
と
示
す
記
事
を
確
認
で
き
る
。
加
え
て
、
馬
鳴

と
竜
樹
の
出
現
の
年
代
を
整
理
す
る
と
、
➀
三
百
年
馬
鳴
・
五
百
年
竜
樹
、
➁
五
百
年
馬
鳴
・
七
百
年
竜

樹
、
➂
六
百
年
馬
鳴
・
七
百
年
竜
樹
、
の
三
種
が
確
認
で
き
る
。 

 

一
方
で
、「
八
百
年
」
の
語
が
登
場
す
る
典
籍
の
中
で
竜
樹
の
出
現
を
示
唆
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
見

出
せ
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
類
す
る
も
の
に
、
竜
樹
の
弟
子
で
あ
る
提
婆
が
出
現
し
た
と
す
る
記
事
が
確

認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
八
百
九
十
歳
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
邪
宗
が
は
び
こ
る
時
代
と
す
る
記
事
と
、

法
滅
の
時
代
と
す
る
記
事
が
見
え
る
。 

 

こ
の
他
、
『
釈
論
』
が
馬
鳴
の
出
現
を
「
機
に
随
っ
て
現
応
す
る
」
と
い
う
説
に
類
す
る
も
の
に
、
『
起

信
論
』
の
序
に
馬
鳴
が
「
機
に
随
っ
て
応
現
す
る
」
と
い
う
記
事
が
見
出
せ
、
ま
た
法
蔵
の
『
大
乗
起
信

論
義
記
』
や
太
賢
の
『
大
乗
起
信
論
内
義
略
探
記
』
に
『
摩
訶
摩
耶
経
』
の
説
を
引
用
し
た
記
事
を
確
認

で
き
た
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
と
、『
釈
論
』
造
論
者
が
『
起
信
論
』
注
釈
書
の
馬
鳴
説
を
も
参
照
し
て
い

る
こ
と
は
十
分
に
指
摘
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
釈
論
』
の
六
馬
鳴
説
に
近
い
と
思
わ
れ
る
の
は
『
玄

文
』
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
六
度
も
馬
鳴
を
出
現
さ
せ
た
思
想
の
影
響
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
て
『
釈
論
』
の
授
記
思
想
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
授
記
思
想 

  

で
は
次
に
『
釈
論
』
に
見
え
る
授
記
思
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
授
記
思
想
と
は
、
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
ブ
ッ
ダ
が
次
代
の
菩
薩
に
将
来
に
お
い
て
成
仏
で
き
る
と
確
約
を
与
え
る
も
の
と
さ

れ
、
別
の
表
現
と
し
て
は
「
一
生
補
処
」
や
「
記
別
」
と
称
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
は
、『
釈
論
』

に
見
え
る
授
記
の
説
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
括
弧
の
語
と
傍
線
は
筆
者
付
加
）
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
凡
そ
一
代
の
種
種
の
諸
経
を
集
む
る
に
一
百
億
部
有
り
、
是
く
の
如
く
の
諸
経
は
総 

 
 

じ
て
十
二
部
の
摂
な
り
。
云
何
が
十
二
と
な
す
。
一
に
は
修
多
羅
（



）
、
二
に
は
祇
夜
（




）
、 

 
 

三
に
は
毘
伽
羅
那
（









）
、
四
に
は
迦
陀
（





）
、
五
に
は
憂
陀
那
（






）
、
六
に 

 
 

は
尼
陀
那
（






）、
七
に
は
阿
波
陀
那
（








）
、
八
に
は
伊
帝
目
多
伽
（





）、 

九 

 
 

に
は
闍
陀
伽
（




）
、
十
に
は
毘
仏
略
（







）
、
十
一
に
は
阿
浮
陀
達
（













）
、 

 
 

十
二
に
は
優
波
提
舍
（






）
な
り
。
是
れ
を
名
づ
け
て
十
二
と
な
す
。
摩
訶
衍
論
の
所
依
の 

 
 

本
経
は
、
或
は
通
、
或
は
別
な
り
。
通
は
謂
く
総
通
、
別
は
謂
く
簡
別
な
り
。
摩
訶
衍
論
は
文
狭
く 

 
 

句
少
な
く
甚
深
微
妙
な
り
。
何
の
故
に
無
量
無
辺
の
契
経
の
海
を
通
じ
て
依
と
な
る
や
。
婆
薩
伊
伽 

諾
の
如
く
の
故
に
、
標
多
羅
呾
提
の
如
く
の
故
に
、
是
の
故
に
失
無
し
。
８
１ 
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十
二
部
経
の
一
つ
と
し
て
「
授
記
」
す
な
わ
ち
毘
伽
羅
那
（









）
と
い
う
名
前
が
確
認
で
き

る
。
そ
の
内
容
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、『
釈
論
』
は
所
依
と
す
る
経
典
が
一
百
億
部
あ
り
、
そ
れ
は
も
と

も
と
十
二
部
経
を
摂
し
た
も
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
後
半
に
目
を
向
け
る
と
、『
釈
論
』
は
あ
ら
ゆ

る
す
べ
て
の
経
典
を
も
総
摂
し
て
い
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、『
釈
論
』
は
同
論
が
思
想
を

受
容
し
て
い
る
典
籍
と
し
て
、
百
種
の
典
籍
名
の
存
在
を
示
し
て
い
る
８
２

。
そ
れ
に
は
現
存
す
る
典
籍

（
『
華
（
花
）
厳
経
』・『
維
摩
経
』・『
楞
伽
経
』・『
金
剛
三
昧
経
』
等
）
か
ら
架
空
と
さ
れ
る
も
の
ま
で
あ

る
。 

 

そ
も
そ
も
十
二
部
経
と
は
、
初
期
仏
教
の
思
想
と
さ
れ
る
８
３

。
い
わ
ゆ
る
、
仏
の
所
説
の
教
法
を
内
容

や
形
式
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
が
、
ど
の
よ
う
な
典
籍
か
ら

そ
れ
を
受
容
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
『
大
智
度
論
』
８
４

や
『
摂
大
乗
論
』
８
５

や
『
摂
大
乗

論
釈
』
８
６

等
の
典
籍
か
ら
援
用
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
毘
伽
羅
那
」
で
該
当
す

る
典
籍
を
調
べ
る
と
、『
大
般
涅
槃
経
』
８
７

や
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
８
８

や
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
８
９

等
に

確
認
で
き
る
。
少
な
く
と
も
、『
釈
論
』
が
部
派
の
典
籍
を
積
極
的
に
引
用
し
た
り
、
経
名
を
あ
げ
た
り
し

て
い
な
い
点
か
ら
す
る
と
、
初
期
仏
教
の
思
想
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。 

 

で
は
、
『
釈
論
』
は
ど
の
よ
う
な
理
由
や
構
想
に
基
づ
き
、
毘
伽
羅
那
（









）
、
授
記
を
登
場

さ
せ
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。
筆
者
は
上
記
の
説
と
六
度
馬
鳴
が
出
現
し
た
因
果
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
『
釈
論
』
は
大
乗
仏
教
の
興
起
以
前
を
予
想
せ
し
め
る
よ
う
な
広
範
囲

な
年
代
を
設
定
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
当
初
述
べ
た
『
釈
論
』
の
造
論
因
縁

の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
筆
者
は
そ
の
点
で
、『
釈
論
』
が
単
な
る
『
大
乗
起
信
論
』

の
注
釈
書
と
し
て
の
典
籍
の
位
置
づ
け
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
に
は
、
馬

鳴
と
竜
樹
が
兄
弟
で
あ
る
点
と
、
馬
鳴
が
釈
迦
成
道
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
以
降
に
出
現
し
た
馬
鳴
す
べ

て
同
一
人
物
と
す
る
理
念
か
ら
も
、
他
の
注
釈
書
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
た
い
の
だ
と
見

え
る
。 

 

改
め
て
、
引
用
文
の
内
容
を
見
て
い
く
。
「
毘
伽
羅
那
（









）
」
、
す
な
わ
ち
「
授
記
」
と
は
、

も
と
も
と
「
問
答
体
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
仏
か
ら
修
行
者
に
対
し
記
別
・
授
記

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
９
０

、
そ
の
代
表
的
な
作
例
が
、『
長
阿
含
経
』
９
１

や
『
大
般
涅
槃
経
』
９
２

に

見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
点
を
先
に
紹
介
し
た
い
９
３

。
そ
れ
は
、
仏
弟
子
の
死
別
の
際
、
阿
難
の
質
問

を
ブ
ッ
ダ
が
応
答
す
る
も
の
で
あ
る
。
阿
難
が
ブ
ッ
タ
に
、
仏
弟
子
た
ち
が
死
後
往
く
世
界
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
そ
の
状
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
○
○
は
不
還
果
に
、
○
○
は
一
来
果
に
、
○
○
は

預
流
果
に
入
り
、
悟
り
を
完
成
で
き
る
で
し
ょ
う
か
、
と
質
問
を
す
る
。
対
し
ブ
ッ
ダ
は
人
の
死
と
は
不

思
議
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
質
問
に
対
し
一
一
答
え
る
の
は
如
来
に
は
煩
い
が
あ
る
の
で
、

「
法
鏡
」
と
い
う
法
門
を
説
く
こ
と
に
す
る
、
と
答
え
た
と
す
る
。 

 

問
答
の
中
で
授
記
が
「
法
鏡
」
と
い
う
新
た
な
法
門
の
説
示
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、
こ
の
法
鏡
と
は
具

体
的
に
「
聖
な
る
弟
子
が
揺
ら
ぐ
こ
と
な
き
信
仰
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
」
９
４

と
さ
れ
、
修
行
者
自
身

が
法
の
鏡
に
よ
っ
て
自
ら
の
運
命
を
直
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
点
と
関
連
す
る
説
が
六
馬
鳴
説
の

一
つ
「
成
道
十
七
日
」
の
内
容
に
見
え
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

六
に
は
勝
頂
王
契
経
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
な
す
。
如
来
成
道
第
十
七
日
に
一
の
外
道
有
り
、 

 
 

名
づ
け
て
迦
羅
諾
鳩
尸
摩
と
曰
う
。
そ
の
身
を
変
化
し
て
大
竜
王
と
な
り
、
八
万
六
千
の
頭
と
八
万 

 
 

六
千
の
舌
を
出
現
し
て
、
一
時
に
八
万
六
千
の
相
違
の
難
問
を
発
起
し
て
、
如
来
に
問
い
た
て
ま
つ 
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る
。
如
来
則
ち
三
重
の
答
説
を
な
し
て
、
彼
の
切
難
を
通
じ
た
も
う
。
是
に
於
て
竜
王
又
た
、
十
重 

 
 

の
問
を
な
し
て
如
来
に
問
い
た
て
ま
つ
る
。
如
来
則
ち
百
重
の
答
説
を
な
し
て
、
彼
の
切
難
を
通
じ 

 
 

た
も
う
。
是
く
の
如
く
の
問
答
已
り
て
、
仏
、
竜
王
に
告
げ
の
た
ま
わ
く
、
善
い
哉
善
い
哉
、
馬
鳴

沙
門
よ
、
法
城
を
護
ら
ん
が
為
の
故
に
、
破
壊
の
相
を
以
て
仏
法
を
建
立
す
。（
中
略
）
常
に
是
の
如

く
修
し
、
常
に
是
く
の
如
く
行
じ
て
、
小
遊
行
す
る
こ
と
勿
れ
普
遍
に
遊
行
せ
よ
と
。
是
に
於
て
竜

王
、
そ
の
本
形
を
以
て
畜
生
の
相
を
捨
て
て
、
無
上
尊
の
前
に
頂
礼
和
南
し
て
、
歓
喜
の
貌
を
仏
世

尊
に
向
け
た
て
ま
つ
り
て
、
頌
を
説
い
て
言
く
。
善
い
哉
善
い
哉
、
聴
を
我
が
耳
に
経
つ
、
仮
な
り

耶
実
な
り
や
、
自
ら
疑
い
を
我
が
心
に
極
め
つ
、
我
れ
は
畜
生
の
身
に
も
非
ず
、
我
れ
は
外
道
の
衆

に
も
非
ず
。
而
も
化
を
賛
け
て
生
の
為
に
、
是
く
の
如
く
の
形
に
変
化
す
と
。
世
尊
は
鏡
の
如
く
知

り
た
ま
え
り
。
我
れ
是
の
界
よ
り
没
し
て
、
余
の
世
界
に
出
で
て
、
教
え
の
如
く
普
く
遊
行
す
べ
し

と
言
う
。
爾
時
、
馬
鳴
、
此
の
偈
を
説
き
已
り
て
、
禅
定
に
入
る
が
如
く
し
て
寂
室
に
入
る
。
９
５ 

  

こ
の
内
容
は
初
期
仏
教
の
問
答
体
と
は
言
い
難
い
が
、
馬
鳴
が
成
道
し
た
釈
迦
に
対
し
、
竜
王
に
変
化

し
、
数
々
の
難
問
を
す
る
問
答
体
と
な
っ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
詳
し
く
は
、
釈
迦
と
馬
鳴
の
往
復
問

答
か
ら
最
後
に
は
馬
鳴
が
釈
迦
に
対
し
て
、
私
（
馬
鳴
）
の
こ
と
を
様
々
な
相
貌
に
変
化
し
衆
生
教
化
に

邁
進
し
て
い
く
姿
で
あ
っ
た
と
「
世
尊
は
鏡
の
如
く
知
り
た
ま
え
り
」
と
し
て
述
べ
、
釈
迦
が
未
来
を
周

知
し
て
い
る
と
称
賛
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
「
鏡
」
の
記
述
に
着
目
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
先
述
の
「
法
鏡
」
の
法
門
を
指
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
も
ま
た
、
馬
鳴
と
兄

弟
で
あ
り
、『
釈
論
』
の
注
釈
書
で
は
竜
樹
を
本
は
「
妙
雲
相
仏
」
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
馬
鳴
が
六
度
出
現
し
た
折
、
竜
樹
も
同
時
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
馬

鳴
同
様
に
授
記
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
先
に
述

べ
た
造
論
因
縁
に
説
か
れ
る
内
容
の
答
え
が
見
出
せ
る
と
思
う
。
そ
の
点
を
後
代
の
論
師
達
は
、「
妙
雲
相

仏
」
や
「
徧
覆
初
生
如
来
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
関
係
、
間
柄
に
お
い
て
、
竜
樹

は
馬
鳴
よ
り
『
釈
論
』
と
い
う
論
書
を
製
作
す
る
た
め
、
三
十
三
法
門
を
中
心
と
し
た
構
想
を
六
度
出
現

の
折
々
に
教
授
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

何
よ
り
も
『
釈
論
』
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
は
、
種
々
の
典
籍
に
示
さ
れ
る
馬
鳴
像
が
、
全
て
同
一
人
物

の
転
生
に
な
る
も
の
と
見
て
い
た
。
こ
れ
は
、『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
で
主
張
す
る
馬
鳴
出

現
の
説
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
起
信
論
』
注
釈
書
に
一
致
す
る
馬
鳴
説
が
確
認
で
き
な
い
の
は

そ
う
い
っ
た
配
慮
や
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
『
釈
論
』
独
自
の
特
色
を
確
認
で
き
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
が
成
り
立
つ
に
は
、『
釈
論
』
作
者
で
あ
る
竜
樹
が
、
授
記
と
法
の
継
承
と
い

う
も
の
を
転
生
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
に
何
世
代
に
も
わ
た
り
師
資
相
承
が
可
能
だ
と
信
奉
し
て
い
る
人
物

で
あ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

   
 

ま
と
め 

  

本
章
で
は
『
釈
論
』
に
お
け
る
六
馬
鳴
に
つ
い
て
法
滅
と
授
記
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
馬
鳴
と
竜

樹
の
関
係
は
、
兄
弟
と
し
て
出
現
し
、
馬
鳴
は
「
大
光
明
仏
」
、
竜
樹
は
「
妙
雲
相
仏
」
で
あ
り
授
記
を
得

て
お
り
、
来
世
に
お
い
て
も
誓
願
を
立
て
兄
弟
と
し
て
転
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
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る
。
こ
れ
は
『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
、
色
々
な
典
籍
に
登
場
す
る
馬
鳴
を
全
て
同
一
人
物

と
し
て
捉
え
て
お
り
、
か
つ
自
分
自
身
も
有
名
な
竜
樹
に
仮
託
さ
せ
て
、
歴
史
上
の
竜
樹
と
同
一
人
物
で

あ
る
と
暗
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
理
解
に
立
ち
当
初
述
べ
た
「
三
十
三
法
門
」
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
れ
は
同
法
門

が
中
心
思
想
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
『
釈
論
』
そ
の
も
の
の
成
立
と
密
接
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
釈
論
』
造

論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
兄
で
あ
る
馬
鳴
か
ら
『
起
信
論
』
の
内
実
と
「
三
十
三
法
門
」
に
ま
つ
ま
わ
る

構
想
を
教
授
さ
れ
て
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
い
う
論
書
を
製
作
し
、
随
文
解
釈
に
よ
っ
て
同
法
門
を
説
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
『
釈
論
』
の
主
張
の
趣
意
を
汲
み
取
る
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
実
際
の
『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
情
報
で
あ
る
。
だ

が
、
そ
う
い
っ
た
思
想
面
に
お
い
て
読
み
取
れ
る
内
容
を
『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
架
空
経

典
や
多
く
の
仏
教
思
想
の
理
念
を
随
所
に
引
用
す
る
こ
と
で
補
強
し
、
真
実
味
を
持
た
せ
説
明
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

本
考
察
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
『
釈
論
』
の
馬
鳴
像
に
影
響
を
与
え
た
も
の
は
『
玄
文
』
の
説
で
あ
る

と
す
る
結
論
を
導
き
出
し
た
。『
釈
論
』
は
『
玄
文
』
の
馬
鳴
説
を
依
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
前
の
馬

鳴
伝
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
、『
起
信
論
』注
釈
書
で
主
張
す
る
馬
鳴
出
現
に
関
す
る
説
を
完
全
に
否
定
し
、

新
た
な
馬
鳴
説
を
「
六
馬
鳴
」
と
設
定
す
る
こ
と
で
説
く
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

で
は
、
六
馬
鳴
と
法
滅
と
授
記
思
想
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
整
理
し
た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』

の
法
滅
思
想
は
六
馬
鳴
説
と
連
動
し
て
お
り
、
六
種
の
経
典
を
典
拠
と
し
て
独
特
な
法
滅
年
を
示
し
て
い

た
。
そ
の
な
か
で
『
摩
訶
摩
耶
経
』
の
説
は
確
認
で
き
た
が
そ
の
他
は
架
空
経
典
で
あ
り
、
多
種
多
様
の

大
乗
典
籍
を
参
照
し
な
が
ら
独
自
の
説
と
し
て
書
き
換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
『
釈
論
』
の
授

記
思
想
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
六
馬
鳴
と
連
動
し
て
い
る
が
、
初
期
仏
教
の
「
法
鏡
」
思
想
と
の
関
連
が

指
摘
で
き
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
も
初
期
仏
教
の
典
籍
か
ら
直
に
受
容
し
た
も
の
で
な
く
、
大
乗
典
籍
の
説

を
基
に
独
自
に
手
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
お
け
る
詳
し
い
検
討
は
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
、
六
馬
鳴
や
法
滅
や
授
記
思
想
の
関
連
を

念
頭
に
お
い
て
『
釈
論
』
の
成
立
思
想
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
特
に
目
を
引
く
の
は
、

『
釈
論
』
が
実
在
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
膨
大
な
典
籍
の
思
想
に
基
づ
い
て
造
論
し
た
と
主
張
す
る
姿

勢
で
あ
る
。
確
か
に
数
あ
る
典
籍
の
な
か
に
は
、
随
文
解
釈
や
新
た
な
教
判
を
打
ち
立
て
る
た
め
、
膨
大

な
典
籍
群
を
紐
解
い
て
そ
こ
か
ら
引
用
や
援
用
を
し
て
補
足
し
た
り
論
証
し
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、

『
釈
論
』
の
場
合
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
起
信
論
』
の
注
釈
書
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
縦
横

無
尽
に
架
空
典
籍
を
作
り
上
げ
て
典
拠
と
し
て
し
ま
う
の
は
特
異
に
映
る
だ
ろ
う
。
ま
る
で
何
か
大
義
名

分
が
あ
る
か
の
よ
う
な
自
信
す
ら
も
感
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
自
負
を
確
固
た
る
も
の
に
さ
せ
よ
う

と
し
た
の
が
、
本
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
仏
成
道
か
ら
仏
滅
後
の
長
き
に
わ
た
る
期
間
、
馬
鳴
と
共

に
兄
弟
と
し
て
転
生
し
て
い
る
と
す
る
法
滅
と
授
記
思
想
を
巧
み
に
組
み
込
ん
だ
六
馬
鳴
説
だ
と
言
え
る
。 

そ
の
操
作
に
よ
っ
て
、『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
歴
史
上
に
登
場
す
る
各
時
代
の
竜
樹
を

も
同
一
人
物
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
兄
弟
で
あ
る
馬

鳴
か
ら
も
多
く
の
教
理
や
教
説
が
教
授
さ
れ
た
と
主
張
で
き
る
口
実
を
得
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
が
了
承
さ
れ
る
な
ら
ば
、
筆
者
は
、『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
と
い
う
人
物
は
、『
釈

摩
訶
衍
論
』
の
作
者
を
、『
大
智
度
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
に
仮
託
し
よ
う
と
し
た
人
物
な
の
で
は

な
い
か
と
推
察
す
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
の
六
馬
鳴
説
を
虚
心
に
見
る
と
、
幅
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広
い
年
代
を
網
羅
し
て
お
り
、『
大
智
度
論
』
の
竜
樹
が
登
場
し
た
年
代
も
そ
の
範
疇
に
お
さ
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
踏
ん
で
の
操
作
の
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
眺
め
る
と
、『
釈
論
』

の
作
者
は
思
う
ま
ま
の
理
想
と
す
る
理
解
に
よ
っ
て
六
馬
鳴
説
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
詳
し
く
は
、
以
降
の
各
編
で
の
研
究
を
と
お
し
て
徐
々
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
い
。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
六
馬
鳴
」
に
つ
い
て
」（
『
東
洋
学
研
究
』
五
四
、
二
〇

一
七
年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
四
頁
中
） 

３ 

「
成
道
十
七
日
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
『
釈
論
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
来

は
「
成
道
一
七
日
」
と
し
て
成
道
の
七
日
と
い
う
意
味
で
表
記
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
釈

迦
成
道
後
に
馬
鳴
が
出
現
し
た
記
事
で
あ
る
た
め
、
敢
え
て
釈
迦
誕
生
か
ら
成
道
に
ま
つ
わ
る
縁
起
の
数

で
あ
る
七
日
を
避
け
て
十
七
日
と
表
記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
考
察
で
は
「
十
七
日
」
と
し
て
理
解

し
た
い
。 

４ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
四
頁
中
） 

５ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
四
頁
下
） 

６ 

先
行
研
究
で
は
『
釈
論
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
が
、
都
合
六
回
出
現
し
た
馬
鳴
に
よ
り
説

か
れ
た
十
種
の
論
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
馬
鳴
と
十
種
論
と
三
十
三
法
門
の
関

係
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
多
隆
仁
「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
立
義
分
解
釈
の
問
題
点
」
（
『
密
教

学
研
究
』
四
六
、
二
〇
一
四
年
）
、
拙
論
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
の
意
義
」
（
『
印

仏
研
』
六
一―

一
、
二
〇
一
五
年
） 

７ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
）
、
柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の

研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
一
頁
、
一
〇
九
頁
） 

８ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
於
け
る
馬
鳴
論
」
（『
大
正
大
学
大
学
院

研
究
論
集
』
二
一
、
一
九
九
六
年
） 

９ 

本
章
で
取
り
扱
う
「
法
滅
句
」
に
つ
い
て
は
、
平
川
彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
Ⅰ
』
（
春
秋
社
、
一

九
八
九
年
、
一
五
七
頁―

一
六
二
頁
）
、
渡
辺
章
悟
『
金
剛
般
若
経
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇

九
年
、
五
一
頁―

五
四
頁
、
二
一
一
頁―

二
三
二
頁
）、
同
著
「
イ
ン
ド
仏
教
の
法
滅
思
想
Ⅰ 

―
『
金
剛

般
若
』
の
法
滅
句
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
東
洋
学
研
究
』
三
七
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
九
頁―

一
〇
二
頁
）
、
同
著

「
イ
ン
ド
仏
教
の
法
滅
思
想
Ⅱ 

―

初
期
仏
教
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
東
洋
学
論
叢
』
二
六
、
二
〇
〇
一

年
、
一
一
五
頁―

一
三
〇
頁
）、
同
著
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割―

般
若
経
を
中
心
に
し

て
」
（
『
大
乗
仏
教
の
誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
七
三
頁―

一
〇
八
頁
）
に
詳
し
い
。 

１
０ 

お
お
よ
そ
一
致
す
る
典
籍
と
し
て
、
『
大
乗
入
本
生
心
地
観
経
』
巻
七
「
後
五
百
歲
」
（
大
正
蔵
三
、

三
二
六
頁
中
）、『
仏
説
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
八
、
七
七
二
頁
中
）
、『
大
宝
積
経
』

巻
二
三
（
大
正
蔵
十
一
、
二
一
六
頁
下
）、
『
仏
説
不
増
不
減
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
六
、
四
六
六
頁
中
）
、

『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
八
、
七
九
四
頁
上
）
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
六
（
大
正
蔵
九
、
五

四
頁
中
）
、
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
巻
六
（
大
正
蔵
九
、
一
八
九
頁
中
）
、
『
大
方
等
大
集
経
賢
護
分
』
巻
三

（
大
正
蔵
十
三
、
八
八
四
頁
中
）
、
等
に
見
え
る
。 

１
１ 

お
お
よ
そ
一
致
す
る
典
籍
と
し
て
、『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
』
巻
十
（
大
正
蔵
八
、
九
一
七
頁
上
）
、

『
大
方
等
大
集
経
』
巻
三
十
（
大
正
蔵
十
三
、
二
一
二
頁
下
）
、
『
持
世
経
』
巻
四
（
大
正
蔵
十
四
、
六
六

四
頁
下
）
、
等
に
見
え
る
。 

１
２ 

渡
辺
章
悟
は
「
大
乗
も
形
式
上
は
仏
説
で
あ
る
が
、
事
実
上
は
後
代
の
成
立
で
あ
る
た
め
「
仏
滅
後

五
〇
〇
年
」
は
必
ず
ブ
ッ
タ
の
予
言
の
形
式
を
と
る
。
逆
に
言
え
ば
仏
滅
後
五
〇
〇
年
と
い
う
年
限
は
、

そ
の
経
典
自
体
の
成
立
年
代
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
」（
『
金
剛
般
若
経
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二

〇
〇
九
年
、
二
一
二
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

１
３ 

平
川
彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
Ⅰ
』（
平
川
彰
著
作
集
三
、
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
、
一
五
七
頁―

一
六
二
頁
） 
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１
４ 
渡
辺
章
悟
「
金
剛
般
若
の
法
滅
句
」
（
『
印
仏
研
』
四
八―

一
、
一
九
九
九
年
） 

１
５ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割 

―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
（
『
大
乗
仏
教

の
誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
八
十
頁―

八
一
頁
） 

１
６ 

田
賀
竜
彦
「
燃
灯
仏
授
記
に
つ
い
て
」
（『
印
度
学
仏
教
学
論
集
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
、
八

九
頁
、
一
〇
四
頁
）
、
同
著
『
授
記
思
想
の
源
流
と
展
開
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
四
年
、
一
六
八
頁―

一
六
九
頁) 

１
７ 

干
潟
竜
祥
『
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
八
年
、
六
八
頁―

六
九
頁
）、

同
著
「
授
記
思
想
の
源
流
と
展
開
」
（
『
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年
報
』
十
一
、
一
九
七
五
年
） 

 

１
８ 

平
川
彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
一
六
五
頁―

一
六
七
頁
） 

１
９ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
渡
辺
は
授
記
に

つ
い
て
、「
前
生
の
釈
迦
菩
薩
を
成
仏
が
確
定
し
て
い
る
存
在
と
し
て
措
定
す
る
と
、
必
然
的
に
そ
の
菩
薩

に
法
を
説
き
、
悟
り
を
保
証
す
る
ブ
ッ
タ
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
燃
灯
仏
の
授
記
は
、
そ
の
よ
う

な
要
請
の
結
果
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
菩
薩
と
仏
も
求
め
ら
れ
る
し
、

現
在
世
に
お
け
る
他
方
国
土
の
仏
と
菩
薩
も
求
め
ら
れ
る
。（
中
略
）
授
記
こ
そ
が
大
乗
が
成
立
す
る
核
心

で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
」
（『
大
乗
仏
教
の
誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
九
三
頁―

九
四
頁
）

と
す
る
。 

２
０ 

小
峰
彌
彦
他
編
著
『
般
若
経
大
全
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
七
頁―

二
三
頁
） 

２
１ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割 

―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
（
『
大
乗
仏
教

の
誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
九
十
頁―

九
二
頁
） 

２
２ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
七
頁
）
氏
の
指
摘
に
は
『
シ
ャ

ー
リ
プ
ト
ラ
・
プ
ラ
カ
ラ
ナ
（















）
』
の
断
片
が
馬
鳴
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

２
３ 

金
倉
円
照
『
馬
鳴
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
） 

２
４ 

辻
直
四
郎
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
） 

２
５ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
） 

２
６ 

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
巻
一
（
大
正
蔵
五
十
、
一
八
三
頁
上―

一
八
四
頁
上
） 

２
７ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
於
け
る
馬
鳴
論
」（『
大
正
大
学
大
学
院

研
究
論
集
』
二
一
、
一
九
九
六
年
、
八
五
頁
） 

２
８ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
九
頁
）
柏
木
は
「
馬
鳴
の
名
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
諸
作
品
に
関
し
て
は
、
あ
き
ら
か
な
後
代
の
偽
作
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
除
く

と
し
て
も
、
な
お
か
つ
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
同
一
人
に
帰
せ
ら
れ
得
る
か
否
か
に
疑
問
が
あ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
複
数
の
馬
鳴
な
る
人
物
の
存
在
を
伝
え
る
資
料
が
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

２
９ 

宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
』
六
、
宇
井
は
、
『
起
信
論
』
が
イ
ン
ド
で
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ

（V
a

su
b
a
n

d
h

u
,

三
二
〇―

四
〇
〇
、
世
親
）
以
後
の
伝
記
不
明
の
馬
鳴
と
い
う
人
物
に
よ
る
論
書
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
六
三
頁
）
。
柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
、
柏

木
は
『
起
信
論
』
の
翻
訳
に
二
種
あ
る
内
で
真
諦
訳
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、「
真

諦
自
身
が
起
信
論
を
か
の
仏
伝
文
学
の
作
者
と
し
て
馬
鳴
と
同
一
人
の
作
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

た
ん
に
馬
鳴
菩
薩
造
の
伝
承
の
み
を
伝
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
、

ま
た
「
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
起
信
論
中
国
伝
播
以
前
の
史
料
の
中
に
は
、
『
ブ
ッ
ダ
・
チ
ャ
リ
タ
』
『
サ

ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
・
カ
ー
ヴ
ィ
ア
』
の
作
者
、
あ
る
い
は
『
大
乗
荘
厳
論
』
の
作
者
と
し
て
有
名
な
仏
教

詩
人
、
馬
鳴
と
、
起
信
論
作
者
と
し
て
の
馬
鳴
と
を
結
び
つ
け
る
伝
記
・
伝
承
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
見

て
よ
い
と
思
う
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
一
一
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
最
近
、

大
竹
晋
『
大
乗
起
信
論
成
立
問
題
の
研
究 

―

『
大
乗
起
信
論
』
は
漢
文
仏
教
文
献
か
ら
の
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク―

』
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七
年
）
に
よ
っ
て
、
『
起
信
論
』
の
成
立
に
関
す
る
新
た
な
知
見
が
呈
示

さ
れ
た
。 
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３
０ 
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
十
二
（
大
正
蔵
五
五
、
八
九
頁
上―

九
十
頁
上
） 

３
１ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
。
柏
木
は
「
起
信
論
翻
訳
の
年
次
を
最
初
に
伝
え
る
経
録
『
歴
代

三
宝
紀
』
も
、
薩
婆
多
記
を
引
用
し
て
、「
馬
鳴
菩
薩
、
仏
滅
後
三
百
余
年
に
東
天
竺
婆
羅
門
種
に
生
ま
れ
、

出
家
し
て
諸
々
の
外
道
を
破
り
、
大
荘
厳
論
数
百
偈
を
造
り
て
、
盛
ん
に
仏
教
を
弘
む
」
と
言
う
の
み
で
、

や
は
り
起
信
論
と
馬
鳴
の
関
係
に
つ
い
て
は
何
の
言
及
も
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
「
な
お
、
イ
ン
ド
仏

教
に
お
い
て
、
起
信
論
中
国
伝
播
の
年
代
以
後
の
史
料
を
逐
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
伝
記
・

伝
承
が
あ
る
と
い
う
報
告
を
い
ま
だ
か
つ
て
聞
か
な
い
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
九
頁
）
と
指

摘
し
て
い
る
。 

３
２ 

水
野
弘
元
監
修
『
新
・
仏
典
解
題
事
典
』（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
一
五
七
頁―

一
五
八
頁
） 

３
３ 

『
大
智
度
論
』
巻
一
「
是
以
馬
鳴
起
於
正
法
之
余
。
竜
樹
生
於
像
法
之
末
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、
五
七

頁
上
） 

ま
た
『
大
智
度
論
』
で
は
「
釈
摩
訶
衍
品
」
と
す
る
章
が
あ
る
。
こ
れ
が
『
釈
論
』
の
名
前
や

論
の
構
築
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る
指
摘
が
あ
り
、
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
推
察
し
て
い

る
。
石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
依
拠
し
た
教
学 

―

不
二
摩
訶
衍
の
成
立
を
中
心
と
し
て―

」（
『
駒

沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
一
、
一
頁―

十
七
頁
、
一
九
九
五
年
） 

３
４ 

『
百
論
疏
』
巻
一
「
馬
鳴
興
正
法
之
末
。
竜
樹
起
像
法
之
初
。
」
（
大
正
蔵
四
二
、
二
三
三
頁
上
） 

３
５ 

『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
巻
五
「
第
六
百
年
馬
鳴
菩
薩
。
第
七
百
年
竜
樹
。
皆
是
菩
薩
法
亦
不
滅
。

八
百
年
中
邪
宗
極
盛
。
」
（
大
正
蔵
三
三
、
二
八
五
頁
中
） 

３
６ 

『
仁
王
経
疏
』
巻
三
「
第
六
百
年
馬
鳴
菩
薩
。
第
七
百
年
竜
樹
菩
薩
。
二
人
持
故
。
仏
法
不
滅
。
八

百
年
中
持
法
人
小
。
故
言
法
滅
。
」
（
大
正
蔵
三
三
、
四
二
五
頁
中
） 

３
７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
論
曰
。
今
造
此
論
重
釈
摩
訶
衍
。
為
欲
顕
示
自
師
其
体
深
玄
其
窮
微
妙
。

未
得
正
証
未
出
邪
行
。（
中
略
）
域
超
思
惟
境
故
。
或
為
欲
令
利
鈍
衆
生
開
頓
入
門
。
顕
漸
進
位
趣
入
甚
深

所
詮
理
故
。
或
由
師
亭
毒
極
深
重
故
。
小
分
為
報
師
大
恩
故
。
或
秘
観
察
当
来
衆
生
。
起
百
千
諍
懐
論
宗

故
。
或
親
聴
受
阿
世
耶
故
。
有
如
是
等
因
縁
。
所
以
須
造
論
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
中
） 

３
８ 

『
釈
論
』
は
「
阿
世
耶
（





）
」
と
い
う
「
意
楽
」
・「
意
向
」
・「
考
え
方
」
と
訳
さ
れ
る
語
を
使

用
せ
ず
音
写
語
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
経
論
を
参
照
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
諸
経
論
を
見
る
と
、
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
訳
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
七

七
、
八
二
（
大
正
蔵
二
七
、
三
九
七
頁
上
、
四
二
一
頁
下
）
、
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
十
四
、
十
五
、
十

七
、
二
九
、
三
十
（
大
正
蔵
二
七
、
七
五
頁
上
、
七
八
頁
下
、
七
九
頁
上
、
八
十
頁
上
、
八
九
頁
中
、
一

五
〇
頁
下
、
一
五
五
頁
下
、
一
五
六
頁
上
、
一
五
六
頁
下
）
、
『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』
巻
三
五
、
三
七
、

三
九
、
四
三
、
四
四
、
五
九
、
六
二
、
六
三
、
七
九
（
大
正
蔵
二
九
、
五
三
九
頁
下
、
五
四
〇
頁
上
、
五

四
一
頁
中―

下
、
五
四
三
頁
下
、
五
五
一
頁
中
、
五
五
四
頁
中
、
五
六
三
頁
上―

下
、
五
六
四
頁
中
、
五

六
六
頁
下
、
六
六
七
頁
上―

下
、
五
八
一
頁
上―

中
、
五
八
八
頁
上
、
五
八
九
頁
下
、
五
九
五
頁
中
、
六

七
〇
頁
上
、
六
八
四
頁
上
、
六
九
一
頁
上
、
七
六
九
頁
上
、
七
七
一
頁
上
）
、
『
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
』
巻

十
九
、
二
十
、
二
一
、
二
二
、
二
三
、
二
四
、
二
九
、
四
十
（
大
正
蔵
二
九
、
八
六
七
頁
下
、
八
七
二
頁

下
、
八
七
三
頁
上
、
八
七
三
頁
下
、
八
七
四
頁
上―

中
、
八
八
二
頁
上
、
八
八
七
頁
上
、
八
九
二
頁
中
、

九
六
一
頁
上
、
九
七
三
頁
下
、
九
七
四
頁
下
）
、
『
顕
揚
聖
教
論
』
巻
三
、
四
、
十
七
（
大
正
蔵
三
一
、
四

九
三
頁
上―

下
、
四
九
七
頁
上―

中
・
四
九
九
頁
上
、
五
六
二
頁
中
）
、
『
顕
揚
聖
教
論
頌
』
巻
一
（
大
正

蔵
三
一
、
五
八
三
頁
下
）
が
あ
る
。
玄
奘
訳
以
外
に
は
、
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
の
訳
で
『
説
無
垢
称

経
疏
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
八
、
一
〇
二
〇
頁
上
）
や
一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）
の
訳
で
『
大
毘
盧
遮
那

経
疏
』
巻
十
三
（
大
正
蔵
三
九
、
七
一
八
頁
上
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
「
阿
世
耶
」

の
使
用
頻
度
は
玄
奘
訳
が
非
常
に
大
き
く
、『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
玄
奘
訳
を
参
照
し
て
い
た

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。 

３
９ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
（
『
大
乗
仏
教
の

誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
七
六
頁
） 

４
０ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
三
頁
）
氏
は
➀
の
内
容
に
つ
い
て
、
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「
玄
奘
訳
『
倶
舎
論
』
が
冒
頭
に
お
い
て
「
為
顕
自
師
其
体
尊
高
、
超
諸
聖
衆
」
と
述
べ
、
造
論
の
意
図

を
示
し
た
部
分
な
ど
に
基
づ
い
て
い
よ
う
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
造
論
因
縁
に
示
さ
れ
る

➀
➁
➂
に
つ
い
て
も
、「
以
上
の
⑴
⑵
⑶
は
い
ず
れ
も
一
般
的
な
理
由
で
あ
り
、
論
と
し
て
の
体
裁
を
整
え

る
と
い
う
役
割
も
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
、
➀
➁
➂
と
➃
の
果
た

す
役
割
が
何
に
依
る
も
の
な
の
か
を
重
視
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

４
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
蓋
聞
月
鏡
日
珠
。
居
爰
山
王
禅
宮
。
履
於
双
道
。
遊
于
百
国
乗
於
等
観
。（
中

略
）
朕
方
解
茂
花
因
於
七
覚
之
宝
林
。
植
蓮
種
於
八
徳
之
珠
池
。（
中
略
）
珠
鏡
山
虚
已
降
。
至
于
沙
界
之

面
。
摩
耶
之
文
会
記
。（
中
略
）
以
馬
鳴
聖
光
明
之
徳
。
于
時
具
顕
。
竜
樹
大
士
。
妙
雲
之
瑞
。
于
方
円
啓
。

洋
洋
肅
肅
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
） 

４
２ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
一
頁
下
） 

４
３ 

中
村
正
文
（
本
然
）『
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
』（『
印
仏
研
』
三
四―

二
、
一
九
八
六
年
） 

４
４ 

林
田
光
禅
『
国
訳
密
教
』
「
論
釈
部
二
」
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
、
二
頁
）
、
柏
木
弘
雄
『
『
釈

摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』
（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
） 

４
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
巻
一
「
如
是
因
縁
、
在
無
著
菩
薩
本
事
因
縁
論
第
三
巻
也
、
光
明
妙
雲
言
、
光

明
者
馬
鳴
往
古
如
来
名
字
言
、
妙
雲
者
竜
樹
往
古
如
来
名
字
、
如
是
二
字
名
脩
多
羅
中
各
各
異
説
、
謂
金

剛
正
智
経
中
作
如
是
説
、
馬
鳴
菩
薩
大
光
明
仏
、
竜
樹
菩
薩
妙
雲
相
仏
、
大
荘
厳
三
昧
経
中
作
如
是
説
、

馬
鳴
菩
薩
徧
照
通
達
無
辺
如
来
、
竜
樹
菩
薩
徧
覆
初
生
如
来
。
」
（
卍
続
蔵
七
二
、
七
三
一
頁
下
） 

４
６ 

『
釈
論
』
が
所
依
と
し
て
挙
げ
て
い
る
典
籍
は
現
存
を
確
認
で
き
な
い
。 

４
７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
） 

４
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
巻
一
（
卍
続
蔵
七
二
、
七
三
一
頁
下
） 

４
９ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
六
一
五
頁
、
八
六
一
頁
） 

５
０ 

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
三
「
即
生
二
子
。
兄
名
日
珠
。
弟
名
月
鏡
。
随
其
前
相
。
立
名
字
故
。
如

是
二
子
。
才
至
一
七
日
。
即
便
出
家
。
詣
迦
葉
仏
。
随
仏
世
尊
。
修
其
行
法
。
常
作
是
願
。
生
生
処
処
。

不
相
離
同
学
知
識
。
互
為
師
弟
子
。
建
立
正
法
。
具
足
妙
行
。
念
一
覚
海
。
昔
日
珠
者
。
今
馬
鳴
菩
薩
。

是
以
此
事
故
。
此
二
菩
薩
不
相
離
俱
行
転
。
出
現
本
跡
。
利
益
衆
生
也
。
金
剛
正
智
経
中
。
馬
鳴
過
去
成

仏
。
号
大
光
明
仏
。
竜
樹
名
妙
雲
相
仏
。
大
莊
厳
三
昧
経
中
。
馬
鳴
過
去
成
仏
。
号
日
月
星
明
仏
。
竜
樹

名
妙
雲
自
在
王
如
来
。
」
（
大
正
蔵
五
一
、
八
五
六
頁
上
） 

５
１ 

以
上
取
り
上
げ
た
他
に
、
宋
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
華
厳
経
海
印
道
場
懺
儀
』
巻
四
二
「
初
西

域
流
伝
華
厳
諸
師
」（
卍
続
蔵
一
二
八 

七
〇
九
頁
中
）
に
は
、
竜
樹
を
妙
雲
相
仏
と
説
い
て
い
る
。
し
か

し
馬
鳴
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
い
。
こ
れ
は
聖
法
の
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
当

該
文
献
に
つ
い
て
は
、
吉
田
剛
「
宋
代
に
お
け
る
華
厳
礼
懺
儀
軌
の
成
立
」
（
『
印
仏
研
』
五
二―

一
、
二

〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

５
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
如
是
諸
経
各
各
別
説
。
随
機
現
応
無
相
違
過
。
馬
鳴
菩
薩
当
何
位
人
。
何

域
誕
生
何
因
馬
鳴
。
（
中
略
）
論
曰
。
馬
鳴
菩
薩
若
剋
其
本
大
光
明
仏
。
若
論
其
因
第
八
地
内
住
位
菩
薩
。

西
天
竺
誕
生
。
盧
伽
為
父
瞿
那
為
母
。
同
生
利
益
。
過
去
世
中
有
一
大
王
。
名
曰
輪
陀
。
有
千
白
鳥
皆
悉

好
声
。
若
鳥
出
声
大
王
増
徳
。
若
不
出
声
大
王
損
徳
。
如
是
諸
鳥
若
見
白
馬
即
出
其
声
。
若
不
見
時
常
不

出
声
。
爾
時
大
王
遍
求
白
馬
終
日
不
得
。
作
如
是
言
。
若
外
道
衆
此
鳥
鳴
者
。
都
破
仏
教
独
尊
独
信
。
若

仏
弟
子
此
鳥
鳴
者
。
都
破
外
道
教
独
尊
独
信
。
爾
時
菩
薩
用
神
通
力
。
現
千
白
馬
鳴
千
白
鳥
。
紹
隆
正
法

令
不
断
絶
。
是
故
世
尊
名
曰
馬
鳴
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
四
頁
下―

五
九
五
頁
上
）
、
尚
、「
是
故
世
尊

名
曰
馬
鳴
」
に
つ
い
て
「
是
の
故
に
世
尊
名
づ
け
て
馬
鳴
と
曰
う
」
と
書
き
下
す
理
解
も
あ
る
が
、
筆
者

は
「
是
の
故
に
世
に
尊
ん
で
、
名
づ
け
て
馬
鳴
と
曰
う
」
と
し
た
。 

５
３ 

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
が
『
釈
論
』
よ
り
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
村
正
文
（
本
然
）「『
大

宗
地
玄
文
本
論
』
に
つ
い
て 

―

特
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
印
仏
研
』
三

七―

二
、
一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
。 

５
４ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
六
六
三
頁―

六
七
二
頁
） 
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５
５ 
遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
於
け
る
馬
鳴
論
」（『
大
正
大
学
大
学
院

研
究
論
集
』
二
一
、
一
九
九
六
年
、
八
五
頁
） 

５
６ 

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
巻
二
十
「
我
於
往
昔
無
量
劫 

随
世
尊
修
菩
薩
行 

一
時
世
尊
王
家
奴 

国

名
金
水
其
王
名 
宝
金
輪
蔵
此
大
王 

有
三
十
億
奴
婢
類 

有
六
十
億
大
白
馬 

金
銀
等
宝
亦
無
盡 

有

最
下
奴
名
常
信 
於
中
大
王
告
常
信 

汝
受
此
六
十
億
馬 

不
離
守
護
令
無
傷 

爾
時
彼
奴
受
諸
馬 

常

恒
不
離
無
傷
護 

如
是
六
十
億
白
馬 

 

経
一
日
食
百
両
金 

時
常
信
作
如
是
念 

我
身
唯
一
馬
衆
多 

難
哉
難
哉
無
傷
畜 

此
諸
馬
悪
馳
難
禁 

今
何
方
便
能
護
持 

常
信
作
是
念
已
訖 

則
便
依
師
学
術
方 

術
力
変
作
万
白
馬
（
中
略
）
其
国
中
有
殊
勝
鳥 

名
曰
雅
音
声
覚
悟 

此
鳥
声
不
可
思
議 

人
聞
其
音
大

悲
慨 

爾
時
彼
六
十
億
馬 

聞
常
信
所
語
已
訖 

一
時
発
大
声
悲
哭 

至
十
日
量
無
休
息 

如
是
諸
馬
其

声
響 

与
雅
音
声
覚
悟
鳥 

平
等
平
等
無
差
別 

爾
時
常
信
馬
皆
喜
（
中
略
）
次
生
中
亦
得
蛇
身 

以
蛇

身
詣
世
尊
所 

投
体
懺
悔
発
慚
愧 

以
偈
表
意
発
大
心
（
中
略
）
随
世
尊
発
願
繫
屬 

則
世
尊
作
如
是
願 

我
若
成
覚
道
円
満 

宣
説
百
億
修
多
羅 

普
利
益
広
略
衆
生 

我
則
作
如
是
誓
願 

造
作
一
百
釋
明
論 

分
利
益
広
略
衆
生
（
中
略
）
世
尊
満
足
行
因
海 
安
住
法
界
山
王
位 

我
亦
漸
漸
修
因
行 

証
入
第
八
不

動
地 

我
則
往
詣
世
尊
所 

稽
首
頂
礼
立
一
面 
爾
時
世
尊
告
我
言 

我
念
往
昔
無
量
劫 

汝
我
同
住
一

処
中 

発
願
作
繫
屬
因
縁
」（
大
正
蔵
三
二 

六
九
二
中―
六
九
三
下
） 

５
７ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
六
七
二
頁
） 

５
８ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
於
け
る
馬
鳴
論
」（『
大
正
大
学
大
学
院

研
究
論
集
』
二
一
、
一
九
九
六
年
、
八
五
頁
） 

５
９ 

「
同
右
」
（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
二
一
、
一
九
九
六
年
、
八
五
頁
） 

６
０ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
故
於
如
来
滅
後
六
百
余
年
」
と
あ
り
、
本
文
に
は
「
若
如
来
滅
後
、
或
有

衆
生
能
以
自
力
広
聞
而
取
解
者
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
六
頁
下
、
五
七
五
頁
下
）
と
あ
る
。
序
の
内
容
は

仏
滅
後
の
年
代
を
設
定
し
た
法
滅
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
真
諦
訳
に
対
し
新
訳
と
さ
れ
る
実
叉

難
陀
訳
『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
仏
滅
度
後
五
百
余
年
。
有
馬
鳴
菩
薩
」
（
大
正
蔵
三
二 

五
八
三
頁
中
）

と
あ
り
、
法
滅
年
が
相
違
し
て
い
る
。 

６
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
四
頁
中―

下
） 

６
２ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
（
『
大
乗
仏
教
の

誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
八
十
頁―

八
一
頁
） 

６
３ 

『
釈
論
』
は
八
世
紀
初
頭
の
成
立
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
論
成
立
以
降
に
成
立
し
た
典
籍

に
つ
い
て
は
取
り
扱
わ
な
い
。 

６
４ 

後
代
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
に
は
、『
釈
論
』
の
馬
鳴
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

宋
子
叡
『
起
信
論
筆
削
記
』
巻
四
（
大
正
蔵
四
四
、
三
一
四
頁
中
）、
清
続
法
『
起
信
論
疏
筆
削
記
会
閲
』

巻
一
（
卍
続
蔵
、
七
二
、
三
〇
九
頁
上
）
で
あ
り
、
他
に
も
宋
元
照
『
遺
教
経
論
住
法
記
』（
卍
続
蔵
八
六
、

四
九
七
頁
中
）、
宋
観
復
『
遺
教
経
論
記
』
巻
一
（
卍
続
蔵
八
六
、
五
五
七
頁
中
）
が
あ
る
。 

６
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
巻
一
（
卍
続
蔵
七
二
、
七
三
二
頁
下
） 

６
６ 

『
中
観
論
疏
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
二
、
一
八
頁
中
） 

６
７ 

『
百
論
疏
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
二
、
二
三
三
頁
上
） 

６
８ 

『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
九
、
二
八
頁
上
） 

６
９ 

『
三
論
遊
意
義
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
五
、
一
一
九
頁
上
） 

７
０ 

『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
十
二
、
一
〇
一
三
頁
下
）
、
本
経
の
説
を
受
容
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
が
、『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
十
一
（
大
正
蔵
三
八
、
一
〇
〇
頁
中
）
、『
注
維
摩
経
』
巻
八
（
大
正
蔵

三
八
、
三
九
九
頁
中
）
、
『
釈
迦
譜
』
巻
四
（
大
正
蔵
五
十
、
七
四
頁
上
）
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
（
大
正

蔵
五
一
、
二
〇
九
頁
中
）
、『
伝
法
正
宗
記
』
巻
二
（
大
正
蔵
五
一
、
七
二
四
頁
下
）
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
九

八
（
大
正
蔵
五
三
、
一
〇
〇
六
頁
中
）
、
等
で
あ
る
。 

７
１ 

『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
十
二
、
一
〇
一
三
頁
下
） 

７
２ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
五
頁
上
） 
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７
３ 
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
四
、
二
四
六
頁
上
） 

７
４ 

『
大
乗
起
信
論
内
義
略
探
記
』
巻
一
「
故
摩
耶
経
云
。
如
来
滅
後
六
百
歳
已
。
九
十
六
種
諸
外
道
等

競
興
。
欲
毀
仏
法
。
有
比
丘
名
曰
馬
鳴
菩
薩
。
説
法
要
。
降
伏
一
切
諸
外
道
輩
等
也
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、

四
〇
九
頁
下
） 

７
５ 

『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
巻
五
（
大
正
蔵
三
三
、
二
八
五
頁
中
） 

７
６ 

『
仁
王
般
若
経
疏
』
巻
三
（
大
正
蔵
三
三
、
三
五
七
頁
下
） 

７
７ 

『
仁
王
経
疏
』
巻
三
（
大
正
蔵
三
三
、
四
二
五
頁
中
） 

７
８ 

『
三
論
玄
義
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
五
、
六
頁
中
） 

７
９ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
五
頁
下―

一
七
六
頁
上
） 

８
０ 

後
代
で
あ
る
が
『
起
信
論
』
注
釈
書
で
あ
る
『
起
信
論
筆
削
記
』
巻
四
に
は
『
釈
論
』
の
説
を
載
せ

て
い
る
（
大
正
蔵
四
四
、
三
一
四
頁
下
）。 

８
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
論
曰
。
凡
集
一
代
種
種
諸
経
有
一
百
億
部
。
如
是
諸
経
総
十
二
部
摂
。
云

何
十
二
。
一
者
修
多
羅
。
二
者
祇
夜
。
三
者
毘
伽
羅
那
。
四
者
伽
陀
。
五
者
憂
陀
那
。
六
者
尼
陀
那
。
七

者
阿
波
陀
那
。
八
者
伊
帝
目
多
伽
。
九
者
闍
陀
伽
。
十
者
毘
仏
略
。
十
一
者
阿
浮
陀
達
摩
。
十
二
者
優
波

提
舎
。
是
名
為
十
二
。
摩
訶
衍
論
所
依
本
経
。
或
通
或
別
。
通
謂
総
通
。
別
謂
簡
別
。
摩
訶
衍
論
文
狹
句

少
甚
極
微
少
。
何
故
無
量
無
辺
契
経
之
海
通
為
依
耶
。
如
婆
薩
伊
伽
諾
故
。
如
標
多
羅
呾
提
故
。
是
故
無

失
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
三
頁
中―

下
） 

８
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
三
頁
下―

五
九
四
頁
中
） 

８
３ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
（
『
大
乗
仏
教
の

誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
九
十
頁―

一
〇
八
頁
）
、
前
田
恵
学
『
原
始
仏
教
聖
典
の
成
立
史
研
究
』

（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
四
年
、
二
八
一
頁―

三
〇
七
頁
）
、
石
川
海
浄
「
阿
含
経
に
お
け
る
授
記
思
想

に
つ
い
て
」
（『
印
仏
研
』
五―

一
、
一
九
五
七
年
、
五
一
頁―

五
八
頁
） 

８
４ 

『
大
智
度
論
』
巻
一
、
十
、
十
九
、
二
一
、
二
二
、
二
五
、
三
三
、
四
九
、
六
四
、
七
七
（
大
正
蔵

二
五
、
五
九
頁
中
、
一
二
七
頁
下
、
一
九
八
頁
上
、
二
二
〇
頁
下
、
二
二
八
頁
中
、
二
四
五
頁
下
、
三
〇

六
頁
下
、
四
一
二
頁
上
、
五
一
四
頁
中
、
六
〇
六
頁
下
） 

８
５ 

『
摂
大
乗
論
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
一
、
一
二
三
頁
下
） 

８
６ 

『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
三
、
五
、
七
、
八
、
十
（
大
正
蔵
三
一
、
一
七
三
頁
中
、
一
八
六
頁
上
、
二
〇

二
頁
上
、
二
〇
九
頁
上
、
二
一
〇
頁
上
、
二
二
二
頁
中
） 

８
７ 

曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
四
十
（
大
正
蔵
十
二
、
六
〇
〇
頁
下
） 

８
８ 

『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
二
四
、
一
〇
一
八
頁
上
） 

８
９ 

『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
三
三
（
大
正
蔵
三
八
、
二
二
七
頁
下
） 

９
０ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割 

―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
（
『
大
乗
仏
教

の
誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
九
十
頁
）
。
そ
も
そ
も
「
毘
伽
羅
那
」
は
、
「
区
分
す
る
、
分
け
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
が
次
第
に
区
分
、
分
別
、
解
釈
、
説
明
と
い
う
義
が
導
か
れ
、
文
法
学
や
予

言
と
い
う
意
味
に
派
生
し
、
大
乗
に
至
っ
て
は
、
予
言
か
ら
さ
ら
に
授
記
作
仏
思
想
が
発
達
し
て
い
っ
た

と
さ
れ
る
。 

９
１ 

『
長
阿
含
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
一
、
一
三
頁
中
） 

９
２ 

曇
無
懺
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
十
五
（
大
正
蔵
十
二
、
四
五
一
頁
下
） 

９
３ 

渡
辺
章
悟
「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割 

―

般
若
経
を
中
心
に
し
て
」
（
『
大
乗
仏
教

の
誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
九
十
頁―

九
一
頁
）
氏
が
訳
し
た
内
容
を
参
照
し
た
。 

９
４ 

中
村
元
『
ブ
ッ
タ
最
後
の
旅
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
四
六
頁―

五
一
頁
）、『
現
代
語
訳
「
阿

含
経
典
」 
―

長
阿
含
経
』
一
（
平
河
出
版
、
一
九
九
五
年
、
二
二
一
頁
） 

９
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
六
者
勝
頂
王
契
経
中
作
如
是
説
。
如
来
成
道
第
十
七
日
。
有
一
外
道
名
曰

迦
羅
諾
鳩
尸
摩
。
変
化
其
身
作
大
竜
王
。
出
現
八
万
六
千
頭
八
万
六
千
舌
。
一
時
発
起
八
万
六
千
相
違
難

問
問
於
如
来
。
如
来
則
作
三
重
答
説
通
彼
切
難
。
於
是
竜
王
又
作
十
重
問
問
於
如
来
。
如
来
則
作
百
重
答
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説
通
彼
切
難
。
如
是
問
答
已
。
仏
告
竜
王
言
。
善
哉
善
哉
馬
鳴
沙
門
。
為
護
法
城
故
。
以
破
壊
相
建
立
仏

法
。（
中
略
）
常
如
是
修
常
如
是
行
。
勿
小
遊
行
普
遍
遊
行
。
於
是
竜
王
以
其
本
形
捨
畜
生
相
。
無
上
尊
前

頂
礼
和
南
。
歓
喜
之
貌
向
仏
世
尊
。
而
説
頌
言
。
善
哉
善
哉
言 

経
聴
於
我
耳 

仮
耶
実
耶
自 

極
疑
於

我
心 

我
非
畜
生
身 

我
非
外
道
衆 

而
賛
化
為
生 

変
化
如
是
形 

世
尊
如
鏡
知 

我
没
於
是
界 

出

於
余
世
界 

如
教
普
遊
行 

爾
時
馬
鳴
説
此
偈
已
。
如
入
禅
定
入
於
寂
室
。
」
（
大
正
蔵
三
二 

五
九
四
下
）

な
お
、
「
善
哉
善
哉
言
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
書
き
下
す
か
迷
う
が
、
「
言
」
を
文
節
の
最
後
に
付

け
書
き
下
し
た
。 
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第
五
章 

般
若
経
典
と
の
接
点 

―

「
三
智
」
等
の
智
慧
に
対
す
る
理
解―

１ 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
で
は
、
『
釈
論
』
の
思
想
基
盤
を
見
出
し
、
同
論
が
成
立
し
た
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、『
釈
論
』
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
、
華
厳
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
他
の
思
想

と
の
接
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
２

。
た
し
か
に
、『
釈
論
』
を

読
む
と
、
華
厳
の
根
本
的
な
考
え
方
と
さ
れ
る
「
一
即
多
・
多
即
一
」
３

と
い
っ
た
捉
え
方
を
応
用
し
た

用
例
の
他
に
４

、『
華
厳
経
』
教
主
毘
盧
遮
那
仏
と
『
釈
論
』
の
不
二
摩
訶
衍
法
を
比
較
し
、
優
劣
を
区
別

す
る
と
い
っ
た
説
示
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
華
厳
思
想
と
密
接
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
５

。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
『
釈
論
』
の
主
張
を
見
て
い
く
と
、
同
論
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
と

い
う
人
物
は
、
数
多
く
の
典
籍
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
６

。
こ
の
点
は
こ
れ
ま
で
指

摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
主

張
を
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
筆
者
は
「
釈
摩
訶
衍
論
」
と
い
う
論
名
に
注
目
す
る
。 

こ
の
論
名
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
（
以
下
『
大
品
般
若
』
）
の
注
釈

書
で
竜
樹
造
と
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
「
釈
摩
訶
衍
品
」
で
あ
り
、
同
論
の
作
者
は
竜
樹
と
知
ら
れ
、
『
釈

論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
と
は
、
同
名
異
人
で
あ
っ
て
も
不
思
議
な
こ
と
に
一
致
し
て
い
る
。
加
え

て
、『
大
智
度
論
』
の
「
釈
摩
訶
衍
品
」
と
『
釈
論
』
の
具
名
で
あ
る
「
釈
摩
訶
衍
論
」
に
つ
い
て
も
不
思

議
と
類
似
性
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
加
え
て
内
容
の
点
か
ら
も
類
似
性
を
探
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
釈
論
』
に
は
「
一
切
種
智
」・「
三
智
」・「
如
実
般
若
」・「
般
若
波
羅
蜜
」
と

い
っ
た
般
若
典
籍
で
説
か
れ
る
よ
う
な
用
語
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
『
釈
論
』
が
般
若
典
籍
で
の
智

慧
に
対
す
る
理
解
を
取
り
入
れ
て
い
た
可
能
性
を
探
る
に
は
有
効
な
素
材
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

従
来
、
『
釈
論
』
に
お
け
る
智
慧
に
対
す
る
検
討
は
管
見
の
限
り
な
い
。
智
慧
は
行
位
論
に
密
接
な
ほ

か
修
行
者
の
階
位
に
応
じ
た
智
が
存
在
し
、
そ
れ
が
法
身
の
概
念
に
も
深
く
作
用
し
て
い
る
点
で
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
『
釈
論
』
の
説
く
三
十
三
法
門
に
お
け
る
不
二
摩
訶
衍
法
が
、
ど
の
よ
う
な
智
慧

と
対
応
し
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。
本
章
で
は
、
以
上
の
「
三
智
」
と
い
っ
た
智
慧

の
使
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
が
同
論
を
造
論
す
る
に
あ
た
り
、
般
若

典
籍
に
説
か
れ
る
般
若
思
想
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

   
 

第
二
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
影
響
を
受
け
た
思
想 

―

従
来
説―

 

  

こ
れ
ま
で
『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
思
想
の
中
心
が
華
厳
思
想
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
柏
木
弘
雄
、
石
井
公
成
、
那
須
政
隆
の
三
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
の
で
あ
げ
る
こ
と
に
し
た

い
。
ま
ず
柏
木
弘
雄
は
、『
釈
論
』
が
華
厳
思
想
を
拠
り
処
と
し
て
い
る
こ
と
ま
で
は
容
易
に
理
解
で
き
る

と
し
な
が
ら
も
、
同
論
の
成
立
事
情
が
不
透
明
な
ま
ま
な
の
で
部
分
的
な
指
摘
を
す
る
に
と
ど
ま
る
と
す

る
７

。
こ
れ
は
『
釈
論
』
が
華
厳
思
想
の
ど
の
よ
う
な
説
に
依
っ
て
い
る
と
す
る
具
体
的
な
指
摘
と
ま
で

は
判
断
で
き
な
い
が
、『
釈
論
』
上
に
散
見
さ
れ
る
用
語
が
華
厳
に
類
す
る
も
の
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
そ

の
よ
う
に
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
華
厳
以
外
に
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
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て
い
る
点
で
興
味
深
い
。 

 

次
に
石
井
公
成
は
、『
釈
論
』
の
基
本
的
な
立
場
に
つ
い
て
華
厳
宗
の
影
響
の
強
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
根
拠
が
新
羅
の
義
湘
や
、
元
暁
と
い
っ
た
新
羅
華
厳
に
関
わ
る
人
物
の
説
を
依
用
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
特
に
元
暁
の
姿
勢
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、『
釈
論
』
が
『
華
厳
経
』
を
指

針
と
し
て
い
る
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、「
大
本
」
の
名
を
冠
す
る
架
空
経
典
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と
分
析

し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
『
大
本
花
厳
経
』
の
存
在
に
注
目
し
て
い
る
も
の
の
、
華
厳
以
外
の
思
想
の
有

無
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
と
見
え
る
８

。
最
後
に
那
須
政
隆
の
見
解
を
見
て
い
く
。
そ
れ
は
、『
釈

論
』
に
見
え
る
「
具
足
三
智
」
と
「
三
智
」
の
解
説
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
那
須
は
以
下
の
よ

う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

  

⑴
具
足
三
智 

（
中
略
）
三
智
に
就
て
異
説
な
れ
ど
も
古
来
学
者
は
『
花
厳
経
』
所
説
の
一
切
智
、
自 

 
 

然
智
、
無
碍
智
を
指
す
と
す
る
説
を
依
用
し
て
い
る
。
９ 

 

⑵
三
智 

一
義
に
は
一
切
智
、
一
切
種
智
、
自
然
智
を
云
う
、
是
れ
即
ち
始
本
無
二
の
三
智
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
一
義
に
は
一
切
智
、
一
切
種
智
、
道
種
智
を
云
う
。
是
れ
即
ち
空
有
中
の
三
智
で
あ
る
。
両
義 

 
 

並
存
す
る
べ
き
で
あ
る
。
１
０ 

  

那
須
は
『
釈
論
』
の
三
智
に
つ
い
て
二
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
、『
華
厳
経
』
所
説
の
三

智
で
あ
る
と
し
、
二
つ
に
は
、
一
切
智
・
一
切
種
智
・
自
然
智
や
一
切
智
・
一
切
種
智
・
道
種
智
と
い
っ

た
三
智
と
す
る
。
前
者
は
、
恐
ら
く
仏
馱
跋
陀
羅
（
四
一
八
～
四
二
〇
）
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
（
『
六

十
華
厳
』
）
の
説
を
指
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
六
十
華
厳
』
に
は
、
「
自
然
智
」
１
１

が
二
箇
所
確

認
で
き
、
「
無
碍
智
」
１
２

は
多
数
確
認
で
き
る
。
こ
の
他
に
は
「
三
智
」
１
３

、
「
一
切
智
」
１
４

、
「
道
智
」

１
５

、
「
一
切
種
智
」
１
６

、
「
一
切
相
智
」
１
７

が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
智
慧
の
語
が
確
認

で
き
る
が
、『
六
十
華
厳
』
以
外
の
『
華
厳
経
』
に
は
「
三
智
」
は
説
か
れ
な
い
。
ま
た
、「
一
切
智
」
、「
道

智
」
、
「
一
切
種
智
」
、
「
一
切
相
智
」
と
い
う
智
慧
は
、
後
述
す
る
が
『
般
若
経
』
に
お
い
て
説
か
れ
る
三

智
の
中
の
智
慧
で
あ
る
た
め
、『
六
十
華
厳
』
が
『
般
若
経
』
の
説
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
『
六
十
華
厳
』
に
登
場
す
る
「
三
智
」
の
根
源
は
、
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
訳

以
前
の
『
般
若
経
』
（
『
二
万
五
千
頌
般
若
』
な
ど
）
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
典
籍
に
基
づ
く
の
か
詳
し
く
な
い
。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
那
須
が
指
摘
す
る
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
と
す
る
「
三
智
」
と
は
、
実
は
そ
の

発
端
が
『
般
若
経
』
所
説
の
三
智
を
起
点
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、『
釈
論
』
に
は
「
自
然

智
」
や
「
無
碍
智
」
と
い
っ
た
用
語
や
一
切
智
・
一
切
種
智
・
自
然
智
の
三
種
の
智
（
三
智
）
を
指
示
す

る
よ
う
な
説
は
確
認
で
き
な
い
た
め
１
８

、「
具
足
三
智
」
と
は
一
切
智
・
自
然
智
・
無
碍
智
と
す
る
説
、「
三

智
」
と
は
一
切
智
・
一
切
種
智
・
自
然
智
と
す
る
説
、
さ
ら
に
一
切
智
・
一
切
種
智
・
道
種
智
と
す
る
説

は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
お
り
、『
釈
論
』
が
説
く
「
三
智
」
が
ど
の
よ
う
な
智
慧
な
の
か
は
、『
般
若
経
』

か
ら
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
『
華
厳
経
』
と
の
接
点
は
検
討
し
て
い
る
の
だ
が
、
『
般
若
経
』
の
思
想

と
の
影
響
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
節
で
は
、『
般
若
経
』
に

説
か
れ
る
「
三
智
」
や
「
一
切
智
」
や
「
般
若
波
羅
蜜
」
や
「
法
身
」
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
後
『
釈

論
』
の
内
容
の
検
討
に
入
っ
て
い
く
。 
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第
三
節 

『
般
若
経
』
に
説
か
れ
る
智
慧
の
概
念 

  
 
 

第
一
項 

「
三
智
」
の
概
念
・
梵
本
と
漢
訳
と
の
相
異
点 

  

こ
こ
で
は
、
般
若
経
典
群
に
説
か
れ
る
智
慧
に
つ
い
て
簡
単
に
押
さ
え
て
お
き
た
い
。『
般
若
経
』
で
は
、

仏
に
至
る
ま
で
の
智
慧
と
し
て
三
種
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
れ
は
三
智
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ

が
羅
什
訳
で
は
「
一
切
智
」
・
「
道
種
智
」
・
「
一
切
種
智
」
の
三
種
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
玄
奘
訳

で
示
さ
れ
る
「
一
切
智
智
」
と
上
記
の
三
智
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
得
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
渡
辺
章
悟
の
指
摘
が
あ
る
１
９

。
渡
辺
は
こ
れ
ま
で
一
切
智
に
の
み
注
目
さ
れ
て
き
た
従
来
説

を
転
換
さ
せ
、
三
智
が
『
般
若
経
』
に
お
い
て
、
様
々
に
展
開
し
な
が
ら
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
『
二
万
五
千
頌
般
若
』
、
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
』
（
以
下
『
大
品
般
若
』
）
、
『
大
般
若
』
に
お
け

る
三
智
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
『
二
万
五
千
頌
般
若
』
２
０

の
三
智
の
説
で
は
、

如
来
が
相
・
道
・
智
の
三
種
の
智
を
明
か
し
、
こ
の
三
種
と
は
「
一
切
智
」
か
ら
展
開
し
、
如
来
（
阿
羅

漢
も
含
む
）
＝
一
切
相
智
、
菩
薩
＝
道
智
、
二
乗
＝
一
切
智
に
対
応
す
る
智
で
あ
る
と
す
る
２
１

。
『
大
品

般
若
』
２
２

で
は
、
一
切
種
智
と
は
何
か
と
い
う
問
い
か
ら
三
智
が
定
義
付
け
さ
れ
、
一
切
智
（
薩
般
若
）

は
声
聞
と
縁
覚
の
智
と
し
、
道
（
種
）
智
は
菩
薩
摩
訶
薩
の
智
と
し
、
一
切
種
智
は
諸
仏
の
智
で
あ
る
と

す
る
。
こ
れ
は
、
広
義
の
一
切
種
智
と
狭
義
の
一
切
種
智
と
い
う
二
種
の
智
が
登
場
し
て
お
り
、
広
義
の

一
切
種
智
は
梵
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
一
切
智
（







）
が
一
切
種
智
と
漢
訳
さ
れ
た
も
の
に
な
る

２
３

。 最
後
に
玄
奘
訳
の
『
大
般
若
』
２
４

の
三
智
を
見
る
と
、
一
切
智
は
声
聞
縁
覚
、
道
相
智
は
菩
薩
、
一
切

相
智
は
諸
如
来
、
と
そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
以
上
の
三
智
の
上
に
総

括
す
る
智
と
し
て
一
切
智
智
を
別
に
立
て
て
い
く
。
こ
の
一
切
智
智
は
、『
大
品
般
若
』
に
お
い
て
広
義
の

一
切
種
智
を
説
く
の
と
類
似
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
２
５

。
こ
れ
に
つ
い
て
渡
辺
の
指
摘
に
よ
る
と
、

一
切
智
智
が
三
智
の
成
立
後
に
発
達
し
た
語
で
あ
り
、
三
智
と
区
別
す
る
た
め
に
要
請
さ
れ
た
概
念
で
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
２
６

。
以
上
の
内
容
は
、
『
釈
論
』
の
智
の
見
方
を
分
析
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
理

解
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
度
は
「
一
切
智
」
と
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
「
法
身
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

考
え
て
み
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

「
一
切
智
」
と
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
「
法
身
」 

  

一
切
智
は
漢
訳
の
場
合
、
そ
の
当
該
語
が
訳
者
や
経
論
に
よ
り
異
な
る
が
、
そ
の
一
例
を
示
す
と
羅
什

訳
で
は
「
薩
婆
若
」
等
と
音
訳
し
、
意
訳
と
し
て
「
一
切
智
」
と
い
う
。
そ
う
な
る
と
、
「
般
若
波
羅
蜜
」

は
ど
の
よ
う
な
智
慧
な
の
か
。
こ
れ
は
、
『
般
若
経
』
に
よ
っ
て
波
羅
蜜
（






）
と
い
う
最
高
完

全
と
い
う
語
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
般
若
波
羅
蜜
＝
最
高
完
全
の
智
慧
や
、
智
慧
の
完
成
と
な

る
と
さ
れ
る
２
７

。 

 

で
は
、
一
切
智
・
一
切
智
者
・
一
切
智
者
性
・
般
若
波
羅
蜜
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
一
切
智
者
と
は
一
切
智
を
も
つ
人
を
指
す
。
そ
の
も
つ
智
慧
の
こ
と
を
初
期
の
『
般
若
経
』
に

お
い
て
「
一
切
智
者
の
本
質
（








）
」
、
「
一
切
智
者
性
（







）
を
も
た
ら
す
も
の
」
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等
と
言
っ
て
い
る
２
８

。
そ
こ
で
、『
般
若
経
』
の
経
典
群
に
お
け
る
般
若
波
羅
蜜
と
一
切
智
・
薩
般
若
（
薩

芸
若
）
の
説
を
交
え
た
色
身
（
法
身
）
の
説
が
あ
る
の
で
確
認
し
た
い
。 

 

『
道
行
般
若
経
』
に
は
、
ブ
ッ
タ
が
弟
子
で
あ
る
シ
ャ
ク
ラ
に
対
し
、
般
若
波
羅
蜜
と
如
来
の
遺
骨
の

い
ず
れ
か
を
与
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
お
前
は
ど
ち
ら
を
取
る
か
と
す
る
質
問
に
対
す
る
返
答
で
説
か
れ

て
い
る
。
シ
ャ
ク
ラ
は
般
若
波
羅
蜜
を
取
る
と
答
え
る
２
９

。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
前
者
（
般
若
波

羅
蜜
）
を
選
択
す
る
と
い
っ
た
姿
勢
で
あ
り
、
薩
芸
若
で
あ
る
一
切
智
か
ら
仏
の
生
身
を
出
生
す
る
た
め

と
説
明
し
て
い
る
と
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
内
容
は
、『
大
明
度
無
極
経
』
や
『
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
鈔
経
』
や
、
『
小
品
般
若
』
に
も
確
認
で
き
、
ほ
ぼ
同
様
な
も
の
で
あ
る
３
０

。 

し
か
し
、『
大
般
若
』
に
な
る
と
色
身
で
は
な
く
法
身
の
語
が
登
場
し
て
い
く
３
１

。『
大
般
若
』
で
は
般

若
波
羅
蜜
（
多
）
が
法
身
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
法
身
は
先
の
『
道

行
般
若
経
』
の
薩
芸
若
説
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
切
智
で
あ
る
智
と
法
身
は
同
義
と
見
做
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
。 

 

そ
こ
で
法
身
思
想
に
つ
い
て
言
及
す
る
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
こ
と
で
理
解
の
一
助
と
し
た
い
。
こ
の

問
題
は
、
梶
山
雄
一
、
小
峰
彌
彦
、
越
智
淳
仁
、
下
田
正
弘
、
渡
辺
章
悟
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
ず
梶
山
に

よ
れ
ば
、
『
般
若
経
』
の
法
身
思
想
（
般
若
波
羅
蜜
）
は
、
初
期
仏
教
に
見
ら
れ
る
「
教
義
・
律
の
総
体
」

つ
ま
り
「
教
え
の
集
合
体
」
と
同
質
で
あ
る
と
す
る
３
２

。
次
に
小
峰
は
、
『
小
品
般
若
』
を
中
心
に
検
討

し
、
般
若
波
羅
蜜
は
全
て
を
生
み
出
す
仏
母
に
譬
え
ら
れ
、
一
切
智
者
た
る
釈
尊
は
そ
の
一
つ
の
具
体
的

な
顕
現
と
し
て
認
め
ら
れ
、
法
身
た
る
般
若
波
羅
蜜
と
色
身
た
る
一
切
智
者
と
の
関
係
が
見
出
せ
る
と
す

る
３
３

。
梶
山
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。 

 

越
智
は
、『
大
品
般
若
』
に
説
く
、
全
身
か
ら
生
み
出
し
た
多
仏
が
さ
ら
に
多
仏
を
生
み
出
す
思
想
を
記

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
多
仏
思
想
は
羅
什
訳
以
外
の
小
品
系
に
も
大
品
系
に
も
ま
だ
認
め
ら
れ
な
い

と
結
論
づ
け
て
い
る
３
４

。
下
田
の
見
解
を
見
る
と
、
『
般
若
経
』
に
い
た
っ
て
ブ
ッ
ダ
と
い
う
一
切
智
者

性
の
比
重
が
般
若
波
羅
蜜
、
す
な
わ
ち
教
法
へ
と
移
行
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
３
５

。 

 

で
は
、
般
若
波
羅
蜜
と
一
切
智
者
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
渡
辺
の
指
摘
が
あ
る
。
渡
辺
は
、
一
切
智
者
性
と
は
般
若
波
羅
蜜
と
い
う
智
慧
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
、
般
若
波
羅
蜜
が
一
切
智
者
性
の
因
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
覚
り
得
た
智
が
一
切
智
で
あ
り
、
そ

し
て
一
切
智
を
も
つ
人
の
こ
と
を
一
切
智
者
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
３
６

。
先
行
研
究
で
は
、
い
ず
れ
も
般

若
波
羅
蜜
が
ブ
ッ
ダ
と
い
う
覚
者
・
如
来
の
背
景
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
ブ
ッ
ダ
が
ブ
ッ
ダ
た
り

え
る
と
理
解
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
こ
の
一
切
智
で
あ
る
般
若
波
羅
蜜
が
、
覚
者
・
如
来
の
核
心
で
あ
り

一
切
智
者
の
因
、
一
切
智
を
も
つ
人
を
一
切
智
者
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
点
で
、『
釈
論
』
が

「
三
智
」
と
い
っ
た
智
慧
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
比
較
す
る
上
で
有
効
な
情
報
で
あ
る
。
以

上
を
踏
ま
え
て
、
『
釈
論
』
の
智
慧
に
対
す
る
捉
え
方
を
見
て
い
く
。 

   
 

第
四
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
説
か
れ
る
「
三
智
」
・「
一
切
種
智
」・
「
如
実
般
若
」 

  
 
 

第
一
項 

「
三
智
」
に
つ
い
て 

  

『
釈
論
』
に
は
所
依
と
す
る
経
典
群
の
な
か
に
『
摩
訶
薩
雲
若
経
』
や
『
大
品
経
』
と
す
る
典
籍
名
が

確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、『
般
若
経
』
を
連
想
さ
せ
る
典
籍
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
『
般
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若
経
』
経
典
群
の
何
れ
を
指
示
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
名
前
の
み
か
ら
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。 

 

こ
の
他
に
も
、『
釈
論
』
に
は
「
三
智
」
や
「
般
若
波
羅
蜜
」・「
薩
般
若
」・「
如
実
般
若
」・「
一
切
種
智
」
・

「
一
切
智
」
と
い
っ
た
般
若
典
籍
の
影
響
だ
と
見
做
せ
る
語
が
確
認
で
き
３
７

、
な
か
で
も
般
若
の
登
場
傾

向
を
調
べ
る
と
、
始
覚
と
本
覚
に
関
す
る
説
が
多
い
３
８

。
本
節
で
は
、『
釈
論
』
所
説
の
「
三
智
」
と
「
一

切
種
智
」
と
「
如
実
般
若
」
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
「
三
智
」

で
あ
る
が
、
『
釈
論
』
上
で
は
三
箇
所
確
認
で
き
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  

・
八
に
は
能
摂
如
来
蔵
、
無
明
蔵
の
中
の
自
性
浄
心
は
、
能
く
一
切
の
諸
の
功
徳
を
摂
す
る
が
故
に
。 

 
 

不
増
不
減
契
経
の
中
に
是
く
の
如
く
説
を
な
す
。
如
来
蔵
の
本
際
相
応
の
体
と
及
び
清
浄
の
法
と
は
、 

 
 

此
の
法
は
如
実
に
し
て
不
虚
妄
な
る
不
離
不
脱
智
の
不
思
議
の
仏
法
な
り
。（
中
略
）
此
の
経
文
は
何 

 
 

の
義
を
明
か
す
や
。
い
わ
ゆ
る
一
切
の
諸
の
衆
生
の
自
性
清
浄
心
は
、
無
始
従
り
已
来
、
三
智
を
具 

 
 

足
し
四
徳
を
円
満
し
て
欠
失
す
る
所
無
き
を
顕
示
す
る
が
故
に
。
何
の
義
を
以
て
の
故
に
如
来
蔵
と 

 
 

名
づ
く
や
。
顛
倒
の
心
に
由
り
て
知
ら
ず
覚
ら
ず
の
故
に
。
３
９ 

  

・
論
じ
て
曰
く
。
根
本
無
明
は
、
能
く
一
切
の
総
持
の
慧
明
を
覆
い
碍
げ
て
生
ぜ
ざ
ら
し
む
。
譬
え
ば 

 
 

暗
中
の
中
の
荘
厳
の
具
、
勝
妙
の
相
有
り
と
雖
も
、
而
も
闇
の
為
に
障
る
が
故
に
、
彼
の
殊
勝
の
事
、 

 
 

出
現
す
る
事
を
得
ざ
る
が
如
し
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
暗
の
無
明
と
な
す
。
円
満
契
経
の
中
に
是
く 

 
 

の
如
く
の
説
を
な
す
。
一
切
衆
生
は
三
智
を
具
足
す
れ
ど
も
、
顛
倒
に
由
る
が
故
に
知
ら
ず
覚
ら
ず 

の
故
に
。
４
０ 

  

・
因
縁
具
足
円
成
門
と
は
、
譬
え
ば
木
の
中
に
火
性
有
り
、
亦
た
方
便
を
具
し
、
火
炎
を
出
現
し
て
木 

 
 

を
焼
く
に
余
り
無
き
が
如
し
。
因
縁
具
足
す
る
者
も
亦
復
是
の
如
し
。
内
の
中
に
本
覚
の
仏
性
有
り
、 

 
 

外
の
中
に
修
行
の
功
能
を
具
す
、
百
行
の
因
を
円
に
し
、
万
徳
の
果
を
満
ず
。
三
智
倶
に
行
じ
、
四 

 
 

徳
双
べ
開
く
。
４
１ 

  

ま
ず
、
第
一
番
目
の
引
用
で
は
、『
釈
論
』
が
如
来
蔵
に
十
種
あ
る
と
し
て
第
八
番
目
に
説
く
「
能
摂
如

来
蔵
」
の
な
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
如
来
蔵
の
教
証
と
し
て
『
不
増
不
減
経
』
を
引
き
、

そ
の
内
容
を
解
説
す
る
際
に
三
智
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
『
不
増
不
減
経
』
に
は
、

三
智
と
い
う
語
自
体
説
か
れ
な
い
の
で
４
２

、
『
釈
論
』
が
三
智
と
い
う
用
語
を
理
解
し
た
上
で
解
説
に
付

加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
「
三
智
」
の
内
容
は
、
如
来
蔵
に
は
も
と
も
と
三
智
と
四

徳
を
具
え
て
い
る
と
説
明
し
、
し
か
し
正
法
に
背
く
（
顛
倒
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
智
や
四
徳
が
現
れ
出

な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

第
二
番
目
の
引
用
で
は
、
「
根
本
無
明
」
の
説
示
の
な
か
で
登
場
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
『
釈
論
』
は

『
円
満
契
経
』
な
る
経
典
を
引
き
、
本
来
衆
生
は
三
智
を
備
え
て
い
る
も
の
の
、
無
明
の
雲
に
覆
わ
れ
て

い
る
と
す
る
。
こ
れ
は
無
明
を
暗
闇
＝
黒
、
三
智
を
荘
厳
具
＝
白
に
例
え
て
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
荘

厳
具
で
あ
る
三
智
を
衆
生
に
蔵
す
る
仏
性
と
同
一
視
し
て
い
る
。 

 

第
三
番
目
の
引
用
で
は
、
第
一
と
第
二
の
内
容
を
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

本
覚
と
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
備
わ
っ
て
い
る
功
徳
と
い
う
の
は
、
修
行
に
よ
っ
て
行
果

を
円
満
し
証
果
を
得
ら
れ
た
「
三
智
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
は
本
覚
の
な
か
に
、
行
果
に

よ
っ
て
体
得
で
き
る
「
三
智
」
が
本
来
備
わ
っ
て
お
り
、
本
覚
仏
性
を
一
切
智
者
性
で
あ
る
と
見
て
い
る
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こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
智
者
に
は
「
三
智
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
点
か
ら
も
興
味

深
い
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
「
三
智
」
が
『
般
若
経
』
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
は
、『
釈
論
』
の
説
か
ら
は

明
確
な
典
拠
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
先
行
研
究
の
説
を
検
証
し
た
結
果
か
ら
も
、

『
釈
論
』
の
三
智
は
『
般
若
経
』
に
基
づ
く
と
理
解
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
「
三
智
」
も
『
釈
論
』
が

『
般
若
経
』
の
教
説
を
独
自
に
解
釈
し
『
不
増
不
減
経
』
の
教
説
と
し
て
改
変
し
登
場
さ
せ
た
と
考
え
る
。

で
は
次
に
、
「
一
切
種
智
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

「
一
切
種
智
」 

  

「
一
切
種
智
」
が
『
釈
論
』
上
で
登
場
す
る
の
は
二
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、『
起
信
論
』
に
説
か

れ
る
「
解
釈
分
」
中
「
分
別
発
趣
道
相
」
に
お
い
て
登
場
す
る
も
の
で
、
詳
し
く
は
三
種
発
心
の
う
ち
の

「
証
発
心
」
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
４
３

。
そ
の
内
容
は
、
証
発
心
の
菩
薩
ま
で
は
妄
心
を
取
り
除
い

た
先
の
世
界
が
外
界
に
あ
る
と
錯
覚
し
、
真
如
即
自
心
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
と
す
る
。
そ
の
た

め
一
切
種
智
を
別
物
に
捉
え
て
領
解
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
一
方
を
見
る
と
、『
釈
論
』
独
自
の
根
本

無
明
に
は
十
種
の
異
名
が
あ
る
と
し
て
、
第
七
番
目
「
智
碍
住
地
」
の
解
説
の
な
か
に
一
切
種
智
が
登
場

し
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
４
４

。 

 

論
じ
て
曰
く
。
根
本
無
明
は
漠
冥
極
暗
な
り
。
一
切
種
智
は
顕
了
極
明
な
り
。
是
の
如
く
の
明
と
暗 

は
相
違
の
過
失
、
極
め
て
重
く
深
な
る
が
故
に
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
智
碍
住
地
と
為
す
。
４
５ 

  

こ
れ
は
先
の
「
三
智
」
と
根
本
無
明
と
の
関
係
を
説
い
て
い
た
箇
所
の
後
半
に
見
え
る
も
の
で
、
こ
こ

で
も
、
一
切
種
智
と
は
「
顕
了
極
明
」
、
根
本
無
明
と
は
「
漠
冥
極
暗
」
で
あ
る
と
明
と
闇
の
対
応
関
係
か

ら
説
明
し
て
い
る
。
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
興
味
深
い
説
が
さ
ら
に
後
半
の
第
九
番
目
の
異
名
で
あ
る
「
覚

了
住
地
」
の
説
に
見
え
る
の
で
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
根
本
無
明
は
十
地
の
菩
薩
も
未
だ
尽
く
知
る
こ
と
能
わ
ず
。
何
ぞ
況
や
凡
小
能
く
善 

 
 

く
知
ら
ん
や
。
唯
し
大
覚
者
の
み
窮
了
し
て
余
無
し
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
覚
了
住
地
と
為
す
。
４
６ 

  

こ
こ
で
は
、
根
本
無
明
と
は
十
地
の
菩
薩
も
い
ま
だ
取
り
除
け
な
い
と
し
、
大
覚
者
の
み
根
本
無
明
を

極
め
尽
く
し
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
に
お
け
る
一
切
種
智
に
対
す

る
見
方
は
諸
仏
の
智
慧
と
理
解
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
大
品
般
若
』
の
一
切
種
智
の

説
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
加
え
て
三
智
と
の
接
点
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、

こ
の
他
の
智
慧
に
つ
い
て
「
一
切
智
」
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、『
釈
論
』
に
は
菩
薩
の
智
で
あ
る
道
種
智

あ
る
い
は
道
智
に
つ
い
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
『
道
智
経
』
４
７

と
い
う
典
籍
名
（
架
空
経
典
）

が
確
認
で
き
、
そ
こ
で
の
教
説
を
確
認
す
る
と
菩
薩
の
修
行
階
梯
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
そ
も
そ
も
「
道
智
」
４
８

と
は
菩
薩
の
智
慧
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
無
関
係
と
は
い

え
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
一
切
種
智
」
は
『
大
品
般
若
』
の
説
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
前
述
の
「
三
智
」
に
つ
い
て
も
考
え
る
と
、
表
現
上
「
一
切
智
」
と
「
一
切
種
智
」
は
三

智
の
内
の
智
慧
と
一
致
し
て
お
り
、
特
に
羅
什
訳
の
も
の
と
密
接
で
あ
る
と
見
え
る
の
で
『
大
品
般
若
』
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と
の
関
連
を
指
摘
で
き
る
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
次
に
「
如
実
般
若
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。 

   
 
 

第
三
項 
「
如
実
般
若
」
に
つ
い
て 

  

『
釈
論
』
で
は
「
如
実
般
若
」
と
い
う
般
若
思
想
に
お
け
る
、
智
慧
の
語
を
予
測
さ
せ
る
語
も
登
場
さ

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
般
若
経
』
で
説
く
よ
う
な
「
如
実
智
（
如
説
智
）
」
と
の
関
連
を
予
想
さ
せ
る
。
つ

ま
り
『
釈
論
』
が
こ
れ
を
応
用
さ
せ
て
、
般
若
波
羅
蜜
の
修
行
の
証
果
と
し
て
得
ら
れ
る
智
と
関
連
づ
け

た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
華
厳
系
の
典
籍
を
調
べ
て
も
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
４
９

。

そ
の
よ
う
な
智
が
『
釈
論
』
の
ど
の
よ
う
な
場
所
に
お
い
て
説
か
れ
る
の
か
、
そ
し
て
『
般
若
経
』
所
説

の
も
の
と
合
致
す
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
『
釈

論
』
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。 

  
 

始
因
果
と
は
次
第
い
か
ん
。
謂
く
未
だ
十
信
の
位
を
得
ず
と
雖
も
、
而
も
本
熏
習
の
力
を
以
て
の
故 

 
 

に
、
則
ち
自
心
の
中
に
生
死
の
苦
を
厭
い
涅
槃
の
楽
を
求
む
。
此
の
力
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
真
如 

 
 

の
自
性
を
熏
習
し
、
自
ら
仏
性
を
信
じ
て
十
信
の
位
に
入
り
、
心
の
虚
妄
を
知
り
十
解
の
位
に
入
り
、 

 
 

境
界
の
空
を
知
り
十
行
の
位
に
入
り
、
出
向
の
法
を
修
し
十
向
の
位
に
入
り
、
如
実
般
若
を
以
て
境 

 
 

界
の
空
を
知
る
が
故
に
。
無
量
の
方
便
に
よ
り
法
界
性
に
随
順
す
る
行
を
発
起
し
て
、
涅
槃
を
取
ら 

ず
生
死
を
念
ぜ
ず
、
極
喜
地
に
入
り
乃
ち
金
剛
に
至
る
。
久
遠
よ
り
熏
習
す
る
が
故
に
、
解
脱
道
を 

発
し
て
無
明
頓
に
断
ず
、
根
本
尽
き
る
が
故
に
枝
末
皆
な
無
し
。
本
末
の
黒
品
所
有
無
き
が
故
に
、 

法
身
涅
槃
を
得
て
、
応
化
の
業
用
を
成
ず
る
が
故
に
。
之
れ
を
始
地
と
名
づ
く
。
５
０ 

  

こ
れ
は
、
凡
夫
か
ら
十
地
の
菩
薩
が
、
徐
々
に
修
行
を
完
成
さ
せ
て
覚
り
を
得
る
と
す
る
内
容
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、
空
の
境
界
に
到
達
し
た
十
地
の
菩
薩
が
獲
得
す
る
智
慧
を
「
如
実
般
若
」
で
あ
る
と
定
義

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
地
の
菩
薩
が
如
実
般
若
を
得
て
空
の
境
界
に
入
る
と
涅
槃
や
生
死
に
関
係
な
く

直
ぐ
に
解
脱
し
無
明
を
断
じ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
一
瞬
に
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、『
般
若

経
』
（
特
に
『
大
般
若
』
）
で
「
一
刹
那
相
応
の
般
若
」
と
す
る
説
と
近
い
よ
う
に
も
見
え
る
。 

 

そ
こ
で
、
「
如
実
智
」
に
つ
い
て
『
大
品
般
若
』
５
１

と
『
大
般
若
』
５
２

の
説
を
確
認
す
る
と
、
二
種
の

経
で
は
、
如
実
智
を
一
切
種
智
（
一
切
相
智
）
で
あ
り
、
如
来
の
智
慧
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
如
実
般
若
の
説
は
一
切
種
智
な
い
し
如
実
智
と
一
致
し
て
い
る
と
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
「
三
智
」
、
「
一
切
種
智
」
、
「
如
実
般
若
」
は
『
般
若
経
』
の
な

か
で
も
『
大
品
般
若
』
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。 

 

そ
う
な
る
と
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、『
釈
論
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
が
い
か
な

る
智
慧
と
対
応
し
て
い
る
の
か
を
考
え
た
い
。
そ
の
点
を
次
節
で
は
、『
釈
論
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
不
二

摩
訶
衍
法
と
智
の
関
係
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 
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第
五
節 

毘
盧
遮
那
仏
と
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
の
対
比
構
図 

―

「
一
切
智
者
性
」
の
観
点
か
ら―

 

  

『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
絶
対
的
な
法
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
が
最
も
強
調
さ
れ
る
代
表
例

が
「
諸
仏
」
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
、
一
般
的
な
仏
と
比
べ
高
位
で
あ
る
と
す
る
説
か
ら
読
み
取
れ
る
。

そ
れ
が
『
大
本
花
厳
経
』
と
『
分
流
花
厳
経
』
を
教
証
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
５
３

。
以
下
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。 

  
 

諸
仏
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
法
な
り
。
所
以
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
此
の
不
二
の
法
を
彼 

 
 

の
仏
に
形
ら
ぶ
る
に
、
そ
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
。
大
本
花
厳
契
経
の
中
に
是
の
如
く
説
を
な
す
。 

 
 

そ
の
円
円
海
徳
の
諸
仏
は
勝
た
り
。
故
に
其
の
一
切
の
仏
は
円
円
海
を
成
就
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。 

 
 

劣
な
る
が
故
に
。
若
し
尓
ら
ば
、
何
の
故
に
か
分
流
花
厳
契
経
の
中
に
是
の
如
く
の
説
を
な
す
。
盧 

 
 

舎
那
仏
は
三
種
世
間
を
そ
の
身
心
と
な
し
た
も
う
。
三
種
世
間
に
法
を
摂
す
る
こ
と
余
り
無
し
、
彼 

 
 

の
仏
の
身
心
も
亦
復
摂
せ
ざ
る
所
あ
る
こ
と
無
し
。
盧
舎
那
仏
は
三
世
間
を
摂
す
と
雖
も
、
而
も
摂 

 
 

と
不
摂
と
の
故
に
、
是
の
故
に
過
無
し
。
５
４ 

  

ま
ず
『
釈
論
』
は
、
「
此
の
不
二
の
法
を
彼
の
仏
に
形
ら
ぶ
る
に
、
そ
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
、
一
切
智
者
で
あ
り
覚
者
で
あ
る
は
ず
の
仏
よ
り
も
上
位
に
あ
る
と
す
る
。

続
け
て
、
大
本
の
説
と
し
て
、「
其
の
円
円
海
徳
の
諸
仏
は
勝
た
り
。
其
の
一
切
の
仏
は
円
円
海
を
成
就
す

る
こ
と
あ
た
は
ず
。
」
、
と
す
る
箇
所
を
見
る
と
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
絶
対
性
を
さ
ら
に
補
強
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
後
半
の
説
を
見
る
と
、
分
流
の
説
と
し
て
、
三
種
世
間
を
身
心
と
す
る
毘
盧
遮
那

仏
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
は
及
ば
な
い
と
明
か
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、『
釈
論
』
は
仏
（
毘
盧
遮
那
仏
）
の
徳
に
つ
い
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
は
及
ば
な
い
と
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
対
仏
の
対
応
関
係
と
し
て
智
者
性
の
優
劣
を
述
べ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
の
で
、

智
慧
の
観
点
か
ら
不
二
摩
訶
衍
法
を
捉
え
る
こ
と
も
可
能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
毘

盧
遮
那
仏
の
智
者
性
は
不
二
摩
訶
衍
法
の
智
者
性
の
領
域
に
は
到
達
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
暗
に
毘
盧
遮
那
仏
と
は
法
身
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

で
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
い
か
な
る
智
慧
と
関
連
し
て
い
る
の
か
は
、
先
述
の
よ
う
に
毘
盧
遮
那
仏
よ

り
不
二
摩
訶
衍
法
が
上
位
で
あ
る
点
か
ら
鑑
み
る
と
、
ま
ず
毘
盧
遮
那
仏
と
は
、
覚
者
で
あ
り
仏
で
あ
る

の
で
一
切
種
智
と
結
ば
れ
る
と
理
解
で
き
、
後
者
の
不
二
摩
訶
衍
法
は
一
切
種
智
よ
り
さ
ら
に
奥
に
あ
る

根
源
的
な
智
慧
と
見
る
の
が
適
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

つ
ま
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
、
毘
盧
遮
那
仏
も
含
む
あ
ら
ゆ
る
徳
を
統
括
す
る
存
在
で
あ
る
と
す
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、『
大
品
般
若
』
で
示
す
よ
う
な
三
智
を
統
括
す
る
智
慧
と
同
様
な
視
点
が

不
二
摩
訶
衍
法
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
義
の
一
切
種
智
と
さ
れ
る
よ

う
な
智
者
性
を
想
定
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
る
と
、
毘
盧
遮
那
仏
は
文
字
通

り
三
智
の
う
ち
の
一
切
種
智
で
あ
る
狭
義
の
智
慧
と
関
連
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
『
大
品
般
若
』
で
い
う

と
こ
ろ
の
三
智
を
統
括
す
る
広
義
的
な
説
に
登
場
す
る
、
一
切
種
智
を
想
定
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
の

で
あ
る
。 
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ま
と
め 

  

『
釈
論
』
で
説
か
れ
る
三
智
と
は
『
般
若
経
』
、
特
に
『
大
品
般
若
』
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
、
従
来
指

摘
さ
れ
て
い
る
華
厳
思
想
の
一
切
智
・
一
切
種
智
・
自
然
智
の
三
種
で
は
な
い
と
言
え
る
。
順
に
説
明
し

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、『
釈
論
』
で
は
一
切
種
智
・
一
切
智
・
如
実
般
若
が
示
さ
れ
る
が
、
道
種

智
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
『
大
般
若
』
に
示
す
一
切
智
智
も
明
か
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、

『
釈
論
』
の
智
慧
に
関
す
る
説
を
確
認
す
る
と
、
智
慧
の
配
当
の
仕
方
が
『
大
品
般
若
』
の
三
智
説
と
基

本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
『
釈
論
』
に
は
華
厳
で
は
な
く
般
若
典
籍
の
受
容
が
あ

っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
の
一
方
で
、『
釈
論
』
は
さ
ら
に
一
切
種
智
に
相
応
す
る
如
来
よ
り
高
位
と
す
る
法
に
つ
い
て
も
説
い

て
い
た
。
そ
れ
が
不
二
摩
訶
衍
法
と
『
華
厳
経
』
の
教
主
毘
盧
遮
那
仏
を
対
比
さ
せ
た
内
容
に
確
認
で
き

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
毘
盧
遮
那
仏
の
徳
よ
り
不
二
摩
訶
衍
法
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
毘
盧
遮
那
仏
の
智
者
性
が
不
二
摩
訶
衍
法
に
は
及
ば
な
い
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
は
『
大
品
般
若
』
で
広
義
的
な
意
味
で
の
一
切
種
智
の
立
場
を
独
自
に
解
釈
し
て
、

総
体
的
な
智
慧
を
不
二
摩
訶
衍
法
に
求
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
釈
論
』
の
三
智
と
は
菩
薩
の
修
行
階
梯
に
重
要
な
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
り
、『
華
厳
経
』
の
毘
盧
遮
那
仏
の
智
慧
を
凌
駕
す
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
立
て
て

い
る
以
上
、『
般
若
経
』
系
の
智
慧
を
独
自
の
理
解
に
よ
っ
て
取
り
込
ん
だ
の
だ
と
結
論
づ
け
た
い
。
し
か

し
、
本
章
で
の
検
討
で
は
般
若
思
想
の
有
無
に
つ
い
て
終
止
検
討
し
て
き
た
た
め
、『
大
智
度
論
』
と
の
関

係
ま
で
に
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
本
編
お
よ
び
第
三
編
に
い
た
る
結
果
を
総
合
さ

せ
、
第
三
編
の
第
四
章
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

最
後
に
、
当
初
述
べ
た
『
釈
論
』
が
所
依
と
す
る
『
大
品
経
』
と
『
摩
訶
薩
雲
若
経
』
に
つ
い
て
述
べ

た
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、『
大
品
般
若
』
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、

管
見
の
限
り
他
の
典
籍
と
の
関
係
を
立
証
す
る
だ
け
の
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
現
段
階
で
は
『
般
若

経
』
系
の
典
籍
で
あ
ろ
う
と
し
か
言
え
な
い
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
般
若
思
想
理
解 

―

「
三
智
」
と
「
如
実
智
」
の
使
用
例

を
中
心
に―

」
（
『
仏
教
文
化
学
会
研
究
紀
要
』
二
八
、
二
〇
一
八
年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。 

２ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」
（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春

秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
七
頁―

四
九
八
頁
）
、
石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九

六
年
、
三
六
一
頁―

四
十
四
頁
） 

３ 

鎌
田
茂
雄
『
華
厳
の
思
想
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
八
年
） 

４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
九
「
已
説
総
相
所
作
業
用
門
。
次
説
通
達
対
治
行
法
門
。
謂
有
衆
生
作
如
是
観
。

一
切
諸
法
唯
一
心
量
無
心
外
法
。
已
無
外
法
。
豈
一
心
法
与
一
心
法
作
障
碍
事
。
亦
一
心
法
与
一
心
法
作

解
脱
事
。
無
有
障
碍
無
有
解
脱
事
。
一
心
之
法
一
即
是
心
心
即
是
一
。
無
一
別
心
無
心
別
一
。
一
摂
法
界

心
摂
法
界
。
無
量
無
辺
妄
想
境
界
。
寂
静
無
起
中
中
離
相
。
一
切
諸
法
平
等
。
一
味
一
相
無
相
。
作
一
種

光
明
。
心
地
之
海
風
風
永
止
波
波
尽
住
。
是
名
通
達
対
治
之
相
。
所
以
者
何
。
一
切
行
者
若
不
帰
此
対
治

門
者
。
無
以
摧
邪
道
伏
謬
執
故
。
如
本
当
念
唯
心
境
界
即
滅
終
不
為
悩
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二 

六
五
八
頁

下
） 

５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上
）
、
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
衆
生
心

解
釈
」
（
『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
六
年
） 
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６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
根
本
三
蔵
或
摂
十
蔵
。
云
何
為
三
。
一
者
素
呾
㘕
蔵
。
二
者
毘
捺
耶
蔵
。
三

者
阿
毘
達
磨
蔵
。
是
名
為
三
。
摩
訶
衍
論
或
諸
蔵
摂
。
或
唯
阿
毘
達
磨
蔵
摂
。
是
故
頌
曰
或
通
或
別
。
通

謂
総
通
別
謂
簡
別
。
持
其
行
法
随
応
不
失
。
所
以
立
名
曰
蔵
焉
也
。（
中
略
）
論
曰
。
凡
集
一
代
種
種
諸
経

有
一
百
億
部
。
如
是
諸
経
総
十
二
部
摂
。
云
何
十
二
。
一
者
修
多
羅
。
二
者
祇
夜
。
三
者
毘
伽
羅
那
。
四

者
伽
陀
。
五
者
憂
陀
那
。
六
者
尼
陀
那
。
七
者
阿
波
陀
那
。
八
者
伊
帝
目
多
伽
。
九
者
闍
陀
伽
。
十
者
毘

仏
略
。
十
一
者
阿
浮
陀
達
摩
。
十
二
者
優
波
提
舍
。
是
名
為
十
二
。
摩
訶
衍
論
所
依
本
経
。
或
通
或
別
。

通
謂
総
通
。
別
謂
簡
別
。
摩
訶
衍
論
文
狹
句
少
甚
極
微
少
。
何
故
無
量
無
辺
契
経
之
海
通
為
依
耶
。
如
婆

薩
伊
伽
諾
故
。
如
標
多
羅
呾
提
故
。
是
故
無
失
。
別
所
依
経
其
数
幾
有
。
何
等
名
字
眷
属
各
幾
。
頌
曰
。

（
中
略
）
論
曰
。
摩
訶
衍
論
別
所
依
経
。
総
有
一
百
云
何
為
百
。
一
者
光
明
大
覚
経
。
二
者
甚
深
順
理
経
。

三
者
金
剛
三
昧
経
。
四
者
諸
法
無
行
経
。
五
者
樹
林
説
法
経
。
六
者
無
尽
一
地
経
。
」
、「
已
説
蔵
差
別
。
次

説
経
差
別
。
経
有
幾
数
幾
経
所
摂
。
今
摩
訶
衍
論
何
等
経
為
依
。
頌
曰
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
三
頁
中
、

五
九
三
頁
中―

五
九
四
頁
中
） 

７ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」「
『
釈
論
』
の
解
釈
は
、
全
十
巻
に
わ
た
っ
て
終
始
先
行
す
る
諸
註

の
枠
を
は
る
か
に
超
え
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
随
所
に
型
破
り
の
き
わ
立
っ
た
解

釈
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
読
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
『
釈
論
』
の
思
想
が
華
厳
経
典
類
な
い
し
は

中
国
に
お
け
る
華
厳
教
学
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
ま
で
は
容
易
に
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

『
釈
論
』
の
具
体
的
な
成
立
事
情
と
背
景
が
い
ま
一
つ
不
明
な
た
め
に
、
同
論
特
有
の
思
想
内
容
に
対
す

る
本
格
的
研
究
は
あ
ま
り
す
す
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
点
に
関
す
る
従
来
の
言
及
も
、
部
分
的
な
所
説
に
あ

ら
わ
れ
た
解
釈
の
特
異
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
」
（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン

ド
学
仏
教
学
論
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
七
頁―

四
九
八
頁
）
。 

８ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」
「
『
釈
論
』
の
基
本
的
な
立
場
に
つ
い
て
は
、
華
厳
宗
の

影
響
の
強
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
個
々
の
語
句
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
の
『
起
信
論
義
記
』
に
依

る
所
が
多
い
こ
と
は
、
既
に
森
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
華
厳
宗
以
外
で
は
、
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
義
湘
の
系
統
と
共
通
す
る
点
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、『
釈
論
』
は

義
湘
系
と
同
じ
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
義
湘
系
の
説
に
完
全
に
従
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。『
釈
論
』
は
、『
華
厳
経
』
を
絶
対
視
す
る
義
湘
系
と
違
い
、『
華

厳
経
』
を
指
針
と
す
る
こ
と
は
一
度
も
述
べ
て
い
な
い
。
『
釈
論
』
が
重
視
し
て
い
る
経
典
に
つ
い
て
は
、

『
大
本
華
厳
契
経
』
の
よ
う
に
、
「
大
本
」
の
語
を
加
え
た
架
空
の
経
典
を
作
っ
て
い
る
が
、
「
大
本
」
の

語
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
華
厳
経
』『
維
摩
経
』『
楞
伽
経
』
そ
し
て
『
金
剛
三
昧
経
』
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
経
は
等
し
く
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
に
最
も
近
い
の
は
、
や
は
り
元
暁
で
あ
ろ
う
。
」

（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
五

九
頁
）
。 

９ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
三
三
八
頁―

三
三
九
頁
） 

１
０ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
五
四
九
頁
） 

１
１ 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
二
三
、
三
五
（
大
正
蔵
九
、
五
四
四
頁
下
・
六
二
七
頁
上
） 

１
２ 

『
同
右
』
巻
五
、
六
、
八
、
九
、
十
三
（
大
正
蔵
九
、
四
二
四
頁
上
・
四
三
〇
頁
中
・
四
四
四
頁
下
・

四
四
五
頁
上
・
四
五
五
頁
下
・
四
五
八
頁
上
・
四
八
二
頁
上
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。 

１
３ 

『
同
右
』
巻
四
二
（
大
正
蔵
九
、
六
六
二
頁
上
） 

１
４ 

『
同
右
』
巻
一
、
二
、
三
、
五
（
大
正
蔵
九
、
三
九
七
頁
中
・
四
〇
〇
頁
下
・
四
〇
二
頁
中―

下
・

四
〇
四
頁
上
・
四
〇
八
頁
中
・
四
一
〇
頁
上
・
四
一
三
頁
下
・
四
二
四
頁
下
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。 

１
５ 

『
同
右
』
巻
八
、
十
一
、
二
一
、
二
七
（
大
正
蔵
九
、
四
四
五
頁
上
・
四
四
九
頁
下
・
四
七
一
頁
下
・

五
三
五
頁
中
・
五
七
二
頁
下
・
五
七
五
頁
下
・
五
七
六
頁
上
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
本
経
に
は
「
道

種
智
」
は
確
認
で
き
な
い
が
、
「
道
智
」
が
「
道
種
智
」
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

１
６ 

『
同
右
』
巻
六
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
六
（
大
正
蔵
九
、
四
三
〇
頁
中
・
四
四
六
頁
中
・
四
五

二
頁
上
・
四
六
二
頁
上
・
四
六
六
頁
中
・
四
六
七
頁
上―

中
・
四
六
八
頁
下
・
四
七
一
頁
中―

下
・
五
〇
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〇
頁
下
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、「
一
切
智
智
」
が
異
本
に
一
箇
所
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
誤
写
の

可
能
性
が
高
い
。 

１
７ 

『
同
右
』
巻
四
一
（
大
正
蔵
九
、
六
六
〇
頁
下
） 

１
８ 

た
だ
し
例
外
的
に
で
は
あ
る
が
、
「
自
然
本
智
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
九
頁
中
）
と
い
う
語
を
確
認

で
き
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
『
釈
論
』
が
所
依
と
す
る
架
空
経
典
、『
自
然
本
果
経
』
の
経
題
と
関
係
が
あ
る

と
考
え
る
。 

１
９ 

「
一
切
智
」
に
関
し
て
は
す
で
に
、
川
崎
信
定
『
一
切
智
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
二
年
）

よ
る
研
究
成
果
が
あ
る
。
し
か
し
当
該
の
問
題
に
つ
い
て
は
検
討
を
加
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

２
０ 

渡
辺
章
悟
「
般
若
経
に
お
け
る
智
慧
の
展
開
」
（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容 

―

智

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て―

』
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
十
三
頁
）
、Ta

k
a

y
a

s
u

 K
im

u
ra

 e
d

; 

P
a













 P

ra
j







（
二
万
五
千
頌
般
若
）V

,S
a

n
k

ib
o
 B

u
s
s
h

o
rin

 

P
u

b
lis

h
in

g
 C

o
;L

td
 .:T

o
k

y
o
,1

9
9

2
:1

2
4

,l.1
5

-p
.1

2
5

,l.1
6

「
〔
ス
ブ
ー
テ
ィ
〕
そ
れ
ら
を
如
来
が
お
説

き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
一
切
智
に
は
ど
の
よ
う
な
区
別
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
〔
世

尊
〕
一
切
相
智
（











）
は
如
来
・
阿
羅
漢
・
正
等
覚
者
の
も
の
で
あ
り
、
道
智
（









）

は
菩
薩
・
摩
訶
薩
た
ち
の
も
の
で
あ
り
、
一
切
智
（



-




）
は
す
べ
て
の
声
聞
・
独
覚
の
も
の
で

あ
る
。
」
を
参
照
し
た
。 

２
１ 

渡
辺
章
悟
「
般
若
経
に
お
け
る
智
慧
の
展
開
」
（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容 
―

智

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て―

』
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
一
頁
） 

２
２ 

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
二
一
「
爾
時
須
菩
提
白
仏
言
。
世
尊
世
尊
説
一
切
種
智
。
仏
告
須
菩
提
。

我
説
一
切
種
智
。
須
菩
提
言
。
仏
説
一
切
智
説
道
種
智
説
一
切
種
智
。
是
三
種
智
有
何
差
別
。
仏
告
須
菩

提
。
薩
婆
若
是
一
切
声
聞
辟
支
仏
智
。
道
種
智
是
菩
薩
摩
訶
薩
智
。
一
切
種
智
是
諸
仏
智
。
」（
大
正
蔵
八
、

三
七
五
頁
中
） 

２
３ 

渡
辺
章
悟
「
般
若
経
に
お
け
る
智
慧
の
展
開
」
（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容 

―

智

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て―

』
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
一
頁―

十
八
頁
） 

２
４ 

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
四
六
二
「
爾
時
具
寿
善
現
白
仏
言
。
世
尊
仏
説
一
切
智
智
為
一
切
智
智

耶
。
仏
言
善
現
。
我
説
一
切
智
智
為
一
切
智
智
。
具
寿
善
現
。
復
白
仏
言
。
如
来
曽
説
一
切
智
智
略
有
三

種
。
謂
一
切
智
道
相
智
一
切
相
智
。
如
是
三
智
其
相
云
何
。
有
何
差
別
。
仏
告
善
現
。
一
切
智
者
謂
共
声

聞
及
独
覚
智
。
道
相
智
者
謂
共
菩
薩
摩
訶
薩
智
。
一
切
相
智
者
謂
諸
如
来
応
正
等
覚
不
共
妙
智
。
」
（
大
正

蔵
七
、
三
三
七
頁
中―

下
） 

２
５ 

小
峰
彌
彦
・
勝
崎
裕
彦
・
渡
辺
章
悟
『
般
若
経
大
全
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
九
頁
） 

２
６ 

渡
辺
章
悟
「
般
若
経
の
成
立
過
程 

―

智
の
展
開
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七

七
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し
い
。 

２
７ 

水
野
弘
元
『
仏
教
要
語
の
基
礎
知
識
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
二
八
頁
） 

２
８ 

渡
辺
章
悟
「
般
若
経
に
お
け
る
智
慧
の
展
開
」
（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容 

―

智

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て―

』
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
一
頁
） 

２
９ 

『
道
行
般
若
経
』
巻
二
「
取
般
若
波
羅
蜜
。
何
以
故
。
我
不
敢
不
敬
舍
利
。
天
中
天
従
中
出
舍
利
。

供
養
般
若
波
羅
蜜
。
中
出
舍
利
従
中
得
供
養
。（
中
略
）
般
若
波
羅
蜜
出
怛
薩
阿
竭
阿
羅
呵
三
耶
三
仏
舍
利
。

薩
芸
若
之
智
慧
従
中
出
生
身
。
」
（
大
正
蔵
八 

四
三
五
頁
下
） 

３
０ 

『
大
明
度
無
極
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
八
、
四
八
五
頁
中
）
、
『
摩
訶
般
若
鈔
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
八
、

五
一
七
頁
中
）
、
『
小
品
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
八
、
五
四
五
頁
中―

下
）
、
『
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
』
巻
五
四
一
（
大
正
蔵
七
、
七
八
一
頁
中―

下
） 

３
１ 

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
五
四
一
「
我
意
寧
取
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
。
所
以
者
何
。
我
於
諸
仏
設

利
羅
所
。
非
不
信
楽
供
養
恭
敬
。
然
諸
仏
身
及
設
利
羅
、
皆
因
般
若
波
羅
蜜
多
甚
深
法
門
而
出
生
故
。
皆

由
般
若
波
羅
蜜
多
甚
深
法
門
、
功
徳
威
力
所
熏
修
故
。
乃
為
一
切
世
間
天
人
阿
素
洛
等
、
供
養
恭
敬
尊
重

讃
歎
。（
中
略
）
一
切
如
来
応
正
等
覚
、
皆
由
般
若
波
羅
蜜
多
通
達
、
真
如
法
界
法
性
及
実
際
等
成
就
法
身
。
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由
法
身
故
説
名
為
仏
。
仏
設
利
羅
依
法
身
故
。
乃
為
世
間
恭
敬
供
養
。
」（
大
正
蔵
七
、
七
八
一
頁
中―

下
） 

３
２ 

梶
山
雄
一
「
般
若
思
想
の
生
成
」
（
『
講
座
・
大
乗
仏
教
』
二
、
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
、
五
六
頁―

五
七
頁
）
、
同
著
「
塔
・
仏
母
・
法
身
」
梶
山
は
、
『
八
千
頌
般
若
』
を
虚
心
に
読
む
と
、
⑴
不
二
つ
ま
り

空
性
の
智
慧
お
よ
び
そ
れ
よ
り
な
る
如
来
、
⑵
そ
の
目
標
に
人
々
を
導
く
経
典
、
⑶
般
若
波
羅
蜜
の
修
道

と
い
う
、
三
義
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
密
教
学
』
十
三
・
十
四
、

一
九
七
七
年
、
五
一
頁
）
。 

３
３ 

小
峰
彌
彦
「
一
切
智
と
般
若
波
羅
蜜 

―

小
品
般
若
経
を
中
心
に―

」
（
『
密
教
学
研
究
』
十
三
、
一

九
八
一
年
、
八
五
頁
、
八
九
頁
） 

３
４ 

越
智
淳
仁
『
法
身
思
想
の
展
開
と
密
教
儀
礼
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年
、
三
九
五
頁―

三
九
六
頁
） 

３
５ 

下
田
正
弘
『
涅
槃
経
の
研
究 

―
大
乗
経
典
の
研
究
方
法
試
論―

』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
六

頁
）
「
む
し
ろ
ブ
ッ
ダ
の
そ
の
も
の
を
成
り
立
た
せ
る
基
礎
に
、
法







た
る
般
若
波
羅
蜜











が
先
行
す
る
。
ブ
ッ
ダ
は
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
ブ
ッ
ダ
た
り
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
は
け
っ
し
て
『
般
若
経
』
の
独
創
で
は
な
い
。
初
期
経
典
に
お
け
る
「
仏
を
見
る
も
の
は
法
を
見
る
。

法
を
見
る
も
の
は
仏
を
見
る
」
と
い
う
一
節
や
、
涅
槃
経
に
お
い
て
の
「
わ
れ
亡
き
あ
と
は
、
法
と
律
を

拠
り
所
と
せ
よ
」
と
い
う
一
節
を
踏
ま
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ブ
ッ
ダ
入
滅
後
、
比
重
が
ブ
ッ
ダ
か
ら

ダ
ル
マ
へ
移
っ
た
と
き
に
『
般
若
経
』
へ
と
通
じ
る
流
れ
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
論
じ
て
い
る
。 

３
６ 

渡
辺
章
悟
「
般
若
経
に
お
け
る
智
慧
の
展
開
」「
ま
ず
諸
仏
が
一
切
智
者
（












）
で

あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
諸
仏
は
一
切
智
者
性
（






）
を
得
て
い
る
た
め
に
ブ
ッ

ダ
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
切
智
者
性
と
は
一
切
智
者
の
本
質
で
あ
り
、
そ
れ
は

一
切
智
者
の
知
（











）
に
他
な
ら
な
い
。
一
切
智
者
性
は
般
若
波
羅
蜜
と
い
う
智
慧
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
切
智
者
の
知
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

般
若
波
羅
蜜
は
一
切
智
者
性
で
あ
る
と
も
言
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
逆
は
有
り
得
な
い
。
般
若
波
羅

蜜
は
菩
薩
を
一
切
智
者
性
へ
と
導
く
基
礎
で
あ
り
、
一
切
智
者
性
の
道
に
向
か
う
原
因
で
あ
る
。
逆
に
、

諸
仏
の
一
切
智
性
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
生
ず
る
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
般
若
波
羅
蜜
は
原
因
、

一
切
智
者
性
は
結
果
で
あ
り
、
目
的
な
の
で
あ
る
。
」（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容 

―

智

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て―

』
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
六
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。 

３
７ 

「
三
智
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
八
頁
下
、
六
二
三
頁
中
、
六
三
八
頁
下
）
、
「
般
若
波
羅
蜜
」
（
大
正

蔵
三
二
、
六
一
五
頁
中
、
六
二
四
頁
中
、
六
四
七
頁
上
）
、「
薩
般
若
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
一
四
頁
上―
中
、

六
一
四
頁
下
）
、
「
如
実
般
若
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
二
〇
頁
下
）
、
「
一
切
種
智
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
二
四

頁
下
、
六
四
七
頁
中
）
、
「
一
切
智
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
八
頁
下
、
六
二
〇
頁
下
、
六
五
二
頁
下
） 

３
８ 

大
正
蔵
三
二
、
六
一
三
頁
上
、
六
一
三
頁
下
、
六
一
四
頁
中
、
六
一
五
頁
中
、
六
一
五
頁
下
、
六
一

五
頁
下―

六
一
六
頁
上
、
六
一
七
頁
下
、
六
一
八
頁
上
、
六
一
九
頁
上
、
六
一
九
頁
下
、
六
二
〇
頁
上
、

六
二
四
頁
上
、
六
三
〇
頁
下
、
六
三
八
頁
中
、
六
四
〇
頁
下―

六
四
一
頁
上
、
六
四
五
頁
上
、
等
に
散
見

さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、「
般
若
剣
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
二
〇
頁
下
）
、「
法
身
般
若
」（
大
正
蔵
三
二
、
六

二
五
頁
下
）
、
「
光
明
般
若
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
五
頁
中
）
と
い
っ
た
用
語
も
確
認
で
き
る
。 

３
９ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
八
者
能
摂
如
来
蔵
。
無
明
蔵
中
自
性
浄
心
。
能
摂
一
切
諸
功
徳
故
。
不
増

不
減
契
経
中
作
如
是
説
。
如
来
蔵
本
際
相
応
体
及
清
浄
法
。
此
法
如
実
不
虚
妄
不
離
不
脱
智
不
思
議
法
。

（
中
略
）
此
経
文
明
何
義
。
所
謂
顕
示
一
切
諸
衆
生
自
性
清
浄
心
。
従
無
始
已
来
具
足
三
智
円
満
四
徳
無

所
欠
失
故
。
以
何
義
故
名
如
来
蔵
。
由
顛
倒
心
不
知
不
覚
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
八
頁
下
） 

４
０ 

『
同
右
』
巻
四
「
論
曰
。
根
本
無
明
。
能
覆
一
切
総
持
慧
明
碍
令
不
生
。
譬
如
暗
中
荘
厳
具
雖
有
勝

妙
相
。
而
為
闇
障
故
。
彼
殊
勝
事
不
得
出
現
。
是
故
名
為
暗
之
無
明
。
円
満
契
経
中
作
如
是
説
。
一
切
衆

生
具
足
三
智
。
由
顛
倒
故
不
知
不
覚
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二 

六
二
三
頁
中
） 

４
１ 

『
同
右
』
巻
五
「
因
縁
具
足
円
成
門
者
。
譬
如
木
中
有
火
性
亦
具
方
便
。
火
炎
出
現
焼
木
無
余
。
因

縁
具
足
者
亦
復
如
是
。
内
中
有
本
覚
之
仏
性
。
外
中
具
修
行
之
功
能
。
円
百
行
之
因
。
満
万
徳
之
果
。
三

智
俱
行
四
徳
双
開
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
八
頁
下
） 
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４
２ 
『
仏
説
不
増
不
減
経
』
（
大
正
蔵
十
六
）
に
は
「
三
智
」
と
い
う
用
語
は
確
認
で
き
な
い
。 

４
３ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
一
頁
中
） 

４
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
四
（
大
正
蔵
三
二 

六
二
四
頁
上
） 

４
５ 

『
同
右
』
巻
四
「
論
曰
。
根
本
無
明
漠
冥
極
暗
。
一
切
種
智
顕
了
極
明
。
如
是
明
暗
相
違
過
失
。
極

重
深
故
。
是
故
名
為
智
碍
住
地
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
二
四
頁
下
） 

４
６ 

『
同
右
』
巻
四
「
論
曰
。
根
本
無
明
十
地
菩
薩
未
能
尽
知
。
何
況
凡
小
能
善
知
之
。
唯
大
覚
者
窮
了

無
余
。
是
故
名
為
覚
了
住
地
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
二
五
頁
上
） 

４
７ 

『
同
右
』
巻
一
、
二
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
四
頁
上
・
六
〇
九
頁
下
・
六
一
一
頁
下
） 

４
８ 

『
大
智
度
論
』
巻
二
七
「
一
切
智
是
声
聞
、
辟
支
仏
事
、
道
智
是
諸
菩
薩
事
、
一
切
種
智
是
仏
事
。

声
聞
、
辟
支
仏
但
有
総
一
切
智
、
無
有
一
切
種
智
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、
二
五
九
頁
上
） 

４
９ 

こ
の
「
如
実
般
若
」
と
い
う
語
を
調
べ
る
と
、
菩
提
流
志
訳
『
弥
勒
菩
薩
所
問
経
論
』（
大
正
蔵
二
六
、

二
五
六
頁
上
・
二
六
六
頁
上
）
に
確
認
で
き
る
。 

５
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
「
始
因
果
者
次
第
云
何
。
謂
雖
未
得
十
信
之
位
。
而
以
本
熏
習
之
力
故
。
則

自
心
中
厭
生
死
苦
求
涅
盤
楽
。
以
此
力
故
。
即
熏
習
真
如
性
。
自
信
仏
性
入
十
信
位
。
知
心
虚
妄
入
十
解

位
知
境
界
空
入
十
行
位
。
修
出
向
法
入
十
向
位
。
以
如
実
般
若
知
境
界
空
故
。
無
量
方
便
発
起
随
順
法
界

性
行
。
不
取
涅
盤
不
念
生
死
。
入
極
喜
地
乃
至
金
剛
。
自
久
遠
熏
習
故
。
発
解
脱
道
無
明
頓
断
。
根
本
尽

故
枝
末
皆
無
。
本
末
黒
品
無
所
有
故
。
得
法
身
涅
盤
。
成
応
化
業
用
故
。
是
名
始
地
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、

六
三
五
頁
下
） 

５
１ 

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
』
巻
五
（
大
正
蔵
八
、
二
五
四
頁
中
） 

５
２ 

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
五
三
（
大
正
蔵
五
、
三
〇
〇
頁
下
） 

５
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上―

下
）
、
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る

「
迴
向
遍
布
門
」
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
〇
、
二
〇
一
一
年
） 

５
４ 

『
同
右
』
巻
十
「
言
諸
仏
者
。
則
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
所
以
者
何
。
此
不
二
法
形
於
彼
仏
其
徳
勝
故
。

大
本
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
其
円
円
海
徳
諸
仏
勝
。
故
其
一
切
仏
不
能
成
就
円
円
海
劣
故
。
若
爾
何
故

分
流
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
盧
舍
那
仏
三
種
世
間
為
其
身
心
。
三
種
世
間
摂
法
無
余
。
彼
仏
身
心
亦
復

無
有
所
不
摂
焉
。
盧
舍
那
仏
雖
摂
三
世
間
。
而
摂
不
摂
故
。
是
故
無
過
。
」（
大
正
蔵
三
二 

六
六
八
頁
上
） 
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第
六
章 

密
教
的
要
素
の
検
討 

―

「
隠
密
」
と
「
総
持
」
を
中
心
に―

１ 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

こ
れ
ま
で
『
釈
論
』
の
思
想
構
造
に
つ
い
て
様
々
に
検
討
を
加
え
、『
釈
論
』
に
は
、
法
滅
思
想
、
授
記

思
想
、
華
厳
、
般
若
、
密
教
に
至
る
行
法
や
教
理
と
の
接
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
本
章
で
は
、

先
行
研
究
の
説
を
補
強
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
材
料
を
呈
示
し
、
『
釈
論
』
と
密
教
、

特
に
初
期
、
中
期
密
教
と
の
関
連
の
有
無
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
い
２

。 

 

従
来
説
を
俯
瞰
す
る
と
、『
釈
論
』
は
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
と
さ
れ
３

、
密
教
典
籍
を

参
照
し
て
著
作
さ
れ
た
密
教
の
入
門
書
で
は
な
い
か
と
す
る
評
価
が
提
出
さ
れ
て
お
り
４

、
他
に
も
、
密

教
の
観
法
の
修
習
に
酷
似
す
る
説
示
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
大
日
経
』
、『
大
日
経
疏
』
と
の
関
わ
り

を
考
察
し
た
指
摘
が
あ
る
５

。 

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
説
は
関
連
性
が
あ
る
と
す
る
指
摘
の
み
で
あ
る
た
め
、
密
教
系
に
属
す
る
と

判
断
さ
れ
得
る
典
籍
名
が
『
釈
論
』
に
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
い
ま
だ
決
定
で
は
な
い
状
況

に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
加
え
て
、『
釈
論
』
に
は
密
教
典
籍
と
見
え
そ
う
な
典
籍
で
あ
っ
て
も
、
架
空
典
籍

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
密
教
と
の
接
点
を
論
証
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
筆
者
は
『
釈

論
』
に
説
か
れ
る
「
隠
密
」
と
「
総
持
」
の
語
に
注
目
し
た
。
加
え
て
、
以
上
の
語
は
、『
釈
論
』
が
造
論

す
る
に
あ
た
り
引
用
す
る
経
典
の
な
か
に
、『
総
持
経
』
と
『
隠
密
経
』
な
る
典
籍
名
と
し
て
も
確
認
で
き

る
。
し
か
し
、
こ
の
経
典
も
ま
た
架
空
経
典
と
さ
れ
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

そ
も
そ
も
「
総
持
」
６

は
あ
ら
ゆ
る
教
理
を
包
含
し
た
「
保
つ
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
陀
羅
尼
を
指
し
、

「
隠
密
」
は
後
代
に
お
い
て
顕
密
思
想
を
峻
別
す
る
用
語
で
あ
り
、
密
教
を
示
唆
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ

て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
と
さ
れ
る
７

。
そ
の
た
め
、
陀
羅
尼
や
秘
密
に
象
徴
さ
れ
る
密
教
典
籍
と
の
接
点

が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
、
そ
の
点
か
ら
検
討
す
る
余
地
は
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
章
で

は
、
顕
密
思
想
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、『
釈
論
』
と
密
教
経
典
と
の
接
点
を
以
上
の
二
種
の

語
か
ら
検
討
を
加
え
、
最
終
的
に
は
二
種
の
典
籍
名
の
由
来
ま
で
言
及
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

   
 

第
二
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
対
す
る
密
教
的
理
解 

―

先
行
研
究
の
見
解―

 

  

『
釈
論
』
に
対
す
る
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
、
同
論
の
中
心
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
、
と
り
わ
け

不
二
摩
訶
衍
法
を
密
教
的
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
真
言
密
教
の
開
祖
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
が

著
作
に
お
い
て
主
張
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
空
海
の
著
作
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
随
所

に
『
釈
論
』
の
説
を
取
り
込
ん
だ
説
が
確
認
で
き
る
ほ
か
、『
金
剛
頂
経
』
と
の
関
連
性
８

が
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
降
の
真
言
教
学
上
で
は
『
釈
論
』
を
密
教
の
入
門
書
と
し
て
位
置
付

け
る
よ
う
に
な
っ
た
９

。 

真
言
宗
の
伝
統
教
学
を
相
承
し
て
い
る
森
田
龍
僊
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
性
質
に
つ
い
て
同
法
を
密
教

的
な
視
点
に
よ
り
眺
め
て
い
る
１
０

。
こ
れ
は
『
釈
論
』
が
密
教
と
な
に
か
し
ら
接
点
を
持
つ
部
分
が
あ
る

と
す
る
推
考
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
森
田
と
近
い
も
の
に
柏
木
弘
雄
の
指
摘
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
空
海
が
『
釈
論
』
に
は
密
教
的
内
容
が
あ
る
と
見
抜
い
て
依
用
し
た
と
私
見
を
述
べ
て
い
る
１
１

。
ま
た
、
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森
田
と
同
様
に
伝
統
教
学
の
相
承
者
と
し
て
目
さ
れ
る
那
須
政
隆
の
指
摘
に
は
、『
釈
論
』
は
中
国
に
お
い

て
密
教
の
修
道
者
の
手
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
と
す
る
森
田
説
か
ら
一
歩
進
め
た
見
解
を
示
し
て
い
る
１
２

。 

 

小
林
信
彦
は
、
空
海
が
真
言
宗
で
両
部
の
大
経
と
位
置
付
け
る
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
を
「
両

部
不
二
」
と
位
置
付
け
た
の
は
『
釈
論
』
中
の
不
二
摩
訶
衍
法
の
不
二
、
密
教
的
な
装
い
を
も
つ
同
論
の

内
容
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
す
る
見
方
を
示
し
て
い
る
１
３

。
こ
の
他
、
鎌
田
茂
雄
も
、
『
釈
論
』
を
密
教

入
門
の
書
、
あ
る
い
は
『
起
信
論
』
と
密
教
の
融
合
を
は
か
っ
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
１
４

。 

 

遠
藤
純
一
郎
は
、
『
釈
論
』
に
は
仏
教
以
外
の
道
教
的
要
素
を
も
包
含
し
て
お
り
、
「
字
輪
」
の
説
に
お

い
て
は
『
大
日
経
』
、『
大
日
経
疏
』
と
接
点
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
１
５

。
こ
の
遠
藤
の
指
摘
と
は
若
干

異
な
る
が
、
真
言
密
教
（
空
海
）
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い
る
中
村
本
然
に
よ
る
と
、『
釈
論
』
中
の
印
の

所
作
や
言
語
や
観
法
、
そ
し
て
「
字
輪
」
等
が
、
真
言
密
教
の
思
想
や
実
践
法
と
酷
似
す
る
と
分
析
し
て

い
る
１
６

。 

 

以
上
、
森
田
・
柏
木
・
那
須
・
小
林
・
中
村
の
指
摘
は
、
空
海
の
理
解
を
拠
り
処
と
し
な
が
ら
密
教
と

の
接
点
が
あ
る
論
書
と
位
置
付
け
て
お
り
、
鎌
田
・
遠
藤
の
指
摘
は
、
密
教
と
の
接
点
を
検
討
す
る
上
で

重
要
な
指
摘
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
密
教
思
想
の
有
無
を
『
釈
論
』
の
論
説
や
用
語
よ

り
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
先
学
の
見
解
は
何
を
も
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
系
統
の
「
密
教
」
、
す
な
わ
ち
初
期
密
教
な
の
か
、
中
期
密
教
な
の
か
、
ど
ち
ら
に
位
置

付
け
る
の
か
一
定
の
定
義
を
設
け
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
説
や
思

想
を
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
筆
者
は
そ
も
そ
も
「
密
教
」
と
い
う
語
が
顕
密
思
想
の
指
示
語
と
し
て
確
立
し
た
造
語
で
あ

る
こ
と
を
先
行
研
究
の
説
を
基
に
確
認
し
、
そ
の
上
で
『
釈
論
』
中
で
示
す
『
隠
密
経
』
と
『
総
持
経
』

の
由
来
を
検
討
し
、
二
種
の
経
は
密
教
と
関
係
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
呈
示
し
た
い
。
加
え
て
、
こ
れ

ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
印
や
修
行
の
所
作
や
観
法
、
陀
羅
尼
読
誦
等
が
密
教
の
影
響
下
に
よ
り
示
さ
れ

た
こ
と
を
改
め
て
論
証
す
る
こ
と
で
、『
釈
論
』
に
は
初
期
あ
る
い
は
中
期
ど
ち
ら
か
の
密
教
思
想
が
受
容

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
次
節
で
は
、
ま
ず
顕
密
思
想
に
つ
い
て
言
及
す
る
従
来
説
を
確

認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。 

   
 

第
三
節 

顕
密
思
想
の
研
究
動
向 

―

「
顕
教
」
・「
密
教
」・「
総
持
」・
「
陀
羅
尼
」―

 

  

顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
を
研
究
す
る
分
野
で
、『
大
智
度
論
』
の
な
か
に
顕
密
思
想
が
見
出
さ
れ
る
と

す
る
指
摘
が
あ
る
１
７

。
そ
れ
は
、
栂
尾
祥
雲
が
最
初
に
主
張
し
た
も
の
で
、『
大
智
度
論
』
中
で
「
顕
示
」

と
は
声
聞
乗
（
小
乗
）
で
あ
り
、「
秘
密
」
と
は
菩
薩
（
大
乗
）
に
あ
た
る
と
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る

１
８

。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
越
智
淳
仁
は
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
検
討
を
す
る
際
、
「
隠
密
」
（






）

と
「
顕
了
」（




）
と
い
う
二
語
を
基
準
に
分
析
し
、
新
た
な
知
見
を
付
加
し
て
い
る
１
９

。
こ
れ
は
イ

ン
ド
に
端
を
発
す
る
も
の
で
、
前
者
は
声
聞
乗
に
適
用
さ
れ
、
後
者
は
大
乗
に
適
用
さ
れ
た
も
の
と
す
る

２
０

。
以
下
、
越
智
の
指
摘
を
要
約
す
る
と
、
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
に
よ
り
「
密
教
・
顕
教
（
顕
密

思
想
の
顕
と
密
）
」
の
語
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
を
継
い
で
い
く
の
が
慧
沼
（
六
四
八
～
七
一
四
）
と
さ
れ
る
。

そ
の
人
物
た
ち
が
顕
密
思
想
を
後
代
に
継
承
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
す
る
２
１

。 

こ
の
他
に
も
密
教
経
典
の
成
立
史
に
つ
い
て
言
及
す
る
松
長
有
慶
の
指
摘
も
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
松
長
は
、
隋
代
か
ら
唐
代
初
期
に
か
け
て
散
見
さ
れ
る
、
密
教
や
密
蔵
、
秘
密
と
い
っ
た
語
は
、
顕
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密
思
想
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
で
な
く
、
奥
深
さ
を
表
現
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
２
２

。
越
智
と

松
長
の
指
摘
を
整
理
す
れ
ば
、
密
教
経
典
に
お
い
て
顕
教
・
密
教
と
峻
別
す
る
思
想
の
は
じ
ま
り
が
お
お

よ
そ
唐
代
の
中
頃
よ
り
顕
著
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
他
方
で
、
平
川
彰
は
「
総
持
」
や
「
陀
羅
尼
」
は

顕
密
思
想
を
考
え
る
際
、
特
に
密
教
と
密
接
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
部
派
か
ら
密
教
に
い
た
る
変
遷

を
研
究
し
五
つ
の
点
か
ら
評
価
し
て
い
る
２
３

。
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。 

 

➀
「
陀
羅
尼
」
は
禅
定
・
三
昧
と
も
関
係
が
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は






と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
「
把
握
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
漢
訳
の
「
総
持
」
と
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。 

 

➁
大
乗
仏
教
で
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
説
く
、
㈠
法
陀
羅
尼
、
㈡
義
陀
羅
尼
、
㈢
呪
陀
羅
尼
、
㈣
能
得

菩
薩
陀
羅
尼
が
あ
り
、
㈢
が
マ
ン
ト
ラ
（
真
言
）
と
同
一
視
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
㈠
と
㈡
が
教
法
の

憶
持
と
理
解
に
関
す
る
陀
羅
尼
で
あ
り
、
本
来
の
意
味
で
な
い
と
す
る
。 

 

➂
古
い
『
般
若
経
』
で
は
「
陀
羅
尼
」
が
最
初
か
ら
呪
文
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。 

➃
『
大
智
度
論
』
で
は
⒈
聞
持
陀
羅
尼
、
⒉
分
別
知
陀
羅
尼
、
⒊
入
音
声
陀
羅
尼
の
三
種
が
あ
り
、『
瑜

伽
師
地
論
』
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
。 

 

➄
先
行
研
究
に
あ
る
、
陀
羅
尼
と
マ
ン
ト
ラ
と
の
関
連
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
陀
羅
尼
と
密
呪
と
三

昧
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
平
川
は
、
陀
羅
尼
と
総
持
は
音
訳
と
意
訳
で
あ
り
共
に
同
じ
意
味
で
、
大
乗
の
興
起
に
は

陀
羅
尼
は
呪
文
の
意
味
で
出
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
憶
持
す
る
も
の
」
と
し
て
理
解
さ
れ
、
興
起
後
次

第
に
幾
つ
か
の
機
能
が
ま
と
め
ら
れ
進
化
し
て
い
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
が
密
教
の
登
場
と
と
も
に
、
マ
ン

ト
ラ
と
三
昧
が
関
連
し
て
い
く
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
陀
羅
尼
思
想

と
は
そ
の
根
源
を
『
般
若
経
』
に
求
め
ら
れ
、
密
教
で
は
真
言
と
と
も
に
重
視
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
で

き
る
だ
ろ
う
２
４

。
こ
の
他
に
も
、
初
期
密
教
か
ら
中
期
密
教
に
か
け
て
の
陀
羅
尼
お
よ
び
神
呪
に
つ
い
て
、

松
長
の
指
摘
が
あ
り
２
５

、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
氏
家
覚
勝
が
初
期
大
乗
経
典
で
説
か
れ
る
陀
羅
尼
・
神
呪

の
傾
向
を
雑
密
経
典
に
も
適
用
さ
せ
、
以
下
の
二
点
を
推
定
し
て
い
る
。

 

一
つ
に
は
、
初
期
の
雑
密
経
典
で
は
、
作
仏
・
正
覚
（
解
脱
）
を
目
的
と
す
る
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
、
現
世

利
益
を
目
的
と
す
る
神
呪
と
は
別
々
に
説
か
れ
て
い
た
。 

 

二
つ
に
は
、
こ
の
別
々
に
説
か
れ
て
い
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
神
呪
と
は
、
の
ち
に
同
化
し
て
両
者
は
区
別

が
な
く
な
る
が
、
同
化
し
た
が
ゆ
え
に
神
呪
に
も
作
仏
の
目
的
が
加
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
２
６

、
と
い
う
も

の
で
あ
る
２
７

。
以
上
、
顕
密
思
想
の
変
遷
を
隠
密
と
総
持
、
そ
し
て
総
持
や
陀
羅
尼
か
ら
大
ま
か
に
確
認

し
て
み
た
が
、
何
時
頃
か
ら
密
教
と
定
義
付
け
さ
れ
た
の
か
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
出
て
き
た
２
８

。

次
節
で
は
、
そ
の
点
を
先
学
の
見
解
を
参
照
し
つ
つ
整
理
し
て
み
た
い
２
９

。 

   
 

第
四
節 

「
隠
密
」（





）
と
「
顕
了
」
（




）
に
つ
い
て 

  

先
に
取
り
上
げ
た
、『
大
智
度
論
』
に
は
仏
法
に
は
顕
示
と
秘
密
の
二
種
の
形
式
が
あ
り
、
顕
示
は
仏
・

辟
支
仏
・
阿
羅
漢
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
四
向
四
果
の
修
行
者
た
ち
の
立
場
、
秘
密
は
無
生
法
忍
を
得
た
菩

薩
が
神
通
力
に
よ
り
衆
生
を
済
度
す
る
立
場
と
し
て
い
る
３
０

。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、「
隠
密
」
と
「
顕
了
」

の
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
典
籍
か
ら
説
か
れ
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。
そ
れ
は
、
四
世
紀
の
唯
識
派
の
学
僧
、

無
著
（A






）
（
三
一
〇
～
三
九
〇
）
に
よ
り
著
さ
れ
た
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が

「
隠
密
」（






）
と
「
顕
了
」（




）
の
二
語
で
あ
り
顕
密
思
想
の
概
念
の
最
初
と
さ
れ
て
い
る
３
１

。



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第六章 

 

153 

 

つ
ま
り
、
隠
密
が
「
隠
さ
れ
る
べ
き
」
・
「
秘
密
に
さ
れ
る
べ
き
」
・
「
秘
密
の
」
・
「
隠
密
の
」
の
意
味
か
ら

派
生
し
た
未
来
受
動
分
詞
、
顕
了
が
「
顕
さ
れ
た
」
・
「
顕
示
さ
れ
た
」
・
「
顕
か
に
」
を
意
味
す
る
過
去
受

動
分
詞
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
漢
訳
『
瑜
伽
師
地
論
』
中
「
本
地
分
中
菩
薩
第
十
五
初
持
瑜
伽
処
成
熟
品
第
六
」
３
２

に
お
い

て
見
出
せ
る
説
を
確
認
し
た
い
。
そ
こ
で
は
、
梵
文
３
３

・
漢
訳
と
も
に
、
幼
児
の
よ
う
な
知
恵
を
有
す
る

有
情
の
説
法
を
隠
密
、
広
大
甚
深
な
智
慧
を
有
す
る
有
情
の
説
法
を
顕
了
と
す
る
。
同
じ
く
無
著
の
『
顕

揚
聖
教
論
』
に
は
、「
九
に
は
隠
密
教
、
謂
く
多
分
に
声
聞
蔵
教
な
り
。
十
に
は
顕
了
教
、
謂
く
多
分
に
大

乗
蔵
教
な
り
。
」
３
４

と
あ
り
、
隠
密
教
を
声
聞
蔵
教
、
顕
了
教
を
大
乗
蔵
教
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
を
整
理
す
る
と
、『
瑜
伽
師
地
論
』
と
『
顕
揚
聖
教
論
』
の
「
隠
密
」
と
言
う
の
が
、
小
乗
に
本
来

の
教
え
を
隠
す
意
味
、
そ
の
教
え
を
大
乗
に
開
示
す
る
の
を
「
顕
了
」
と
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て

前
述
の
よ
う
に
、『
大
智
度
論
』
の
「
秘
密
」
と
は
、
大
乗
の
甚
深
な
る
教
え
を
小
乗
に
対
し
隠
す
意
味
で

あ
り
、
そ
の
隠
し
た
教
え
を
小
乗
に
示
す
の
を
「
顕
示
」
と
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。
双
方
の
構
造
は
基
本

的
に
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
３
５

。 

 

こ
の
理
解
を
踏
ま
え
、
今
度
は
『
大
智
度
論
』
の
説
を
解
釈
し
、
解
説
を
加
え
て
い
る
吉
蔵
の
理
解
を

見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
『
法
華
玄
論
』
に
見
え
る
も
の
で
、
同
論
に
は
、
顕
示
と
は
阿
羅
漢
・

小
乗
と
し
、
秘
密
と
は
六
神
通
を
得
た
菩
薩
・
大
乗
と
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
３
６

。
『
法
華
義
疏
』

に
も
、
「
又
た
秘
密
と
顕
示
の
両
教
を
簡
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
顕
示
教
は
謂
く
小
乗
教
な
り
。
（
中
略
）
謂
く

秘
密
と
は
大
乗
教
な
り
。
」
３
７

と
い
う
説
が
確
認
で
き
、
『
法
華
遊
意
』
に
は
、
「
秘
密
と
不
秘
密
の
二
門

有
り
。
一
に
は
以
て
大
乗
を
秘
密
と
な
し
、
小
乗
は
秘
密
に
非
ず
。
」
３
８

と
い
う
説
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
吉
蔵
は
、
大
乗
と
小
乗
の
教
え
と
い
う
も
の
を
、
顕
示
と
秘
密
の
語
で
あ
る
浅
と
深
に
よ
り
優

劣
を
規
定
し
て
い
る
。
以
後
、
そ
の
解
釈
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
吉
蔵
の
『
法
華

遊
意
』
の
「
顕
密
門
」
以
下
に
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
の
で
確
認
し
た
い
３
９

。 

 

そ
れ
に
は
、
大
乗
の
中
に
も
秘
密
と
非
秘
密
の
二
種
が
あ
り
、
前
者
は
『
法
花
経
』
（
『
法
華
経
』
）
、
後

者
は
『
波
若
経
』（
『
般
若
経
』
）
と
す
る
理
解
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
「
顕
密
門
」
と
い
う

名
前
か
ら
も
予
想
で
き
る
よ
う
に
、
吉
蔵
の
基
本
的
立
場
は
『
法
花
経
』
を
密
教
と
し
『
波
若
経
』
は
顕

教
と
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
顕
教
」
や
「
密
教
」
と
い
う
語
自
体
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、

先
行
研
究
で
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
『
三
論
玄
義
』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た
４
０

。
吉

蔵
は
『
法
華
経
』
が
二
乗
の
作
仏
を
可
能
と
し
、『
般
若
経
』
は
で
き
な
い
と
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
二

種
の
経
典
と
も
に
菩
薩
の
作
仏
を
認
め
る
の
だ
が
、
二
乗
の
作
仏
で
は
差
別
が
あ
る
と
す
る
４
１

。
以
上
の

内
容
は
時
代
が
下
る
と
さ
ら
に
我
々
が
知
る
、
い
わ
ゆ
る
顕
密
思
想
の
理
解
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
で
あ

る
。 

 

そ
こ
で
、
唐
代
の
密
教
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
宋
代
の
賛
寧
が
著
し
た

『
宋
高
僧
伝
』
に
、
唐
代
の
顕
密
と
い
う
用
語
の
捉
え
方
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
の
で
確
認
す

る
と
４
２

、
顕
教
と
は
諸
乗
（
三
乗
）
で
あ
る
が
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
お
い
て
大
乗
蔵
教
を
顕
了
教
と
す

る
の
と
は
違
う
と
す
る
。
賛
寧
の
密
教
理
解
で
は
、
金
胎
両
部
の
曼
荼
羅
法
を
声
聞
た
ち
に
秘
密
に
す
る

教
え
で
あ
る
た
め
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
が
声
聞
蔵
教
を
隠
密
教
と
見
る
の
と
同
じ
と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

同
じ
く
、
賛
寧
の
『
大
宋
僧
史
略
』
巻
上
「
伝
密
蔵
」
４
３

に
は
、
唐
代
の
密
蔵
に
関
す
る
情
報
を
幾
つ

か
提
示
し
て
お
り
、「
密
蔵
」
と
い
う
語
を
陀
羅
尼
、
秘
密
の
法
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
続
け
て
、
不
空

（
七
〇
五
～
七
七
四
）
の
密
教
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
不
空
は
総
持
教
、
陀
羅
尼
経
典

を
翻
訳
宣
布
し
、
多
く
の
曼
荼
羅
を
建
立
し
た
と
す
る
記
述
が
確
認
で
き
る
４
４

。
し
た
が
っ
て
、
不
空
の
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翻
訳
事
業
に
は
密
教
典
籍
が
多
く
訳
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
総
持
教
を
密
教
と
見
て
い
た
と
理
解

し
て
も
何
ら
違
和
感
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
賛
寧
の
理
解
は
、
す
で
に
唐
代
に
お
い
て
、
総
持
と
密
蔵

が
と
も
に
密
教
を
指
示
す
る
語
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
証
拠
と
判
断
で
き
る
。 

 

や
は
り
賛
寧
は
、
顕
教
と
密
教
を
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
顕
了
と
隠
密
を
対
比
す
る
こ
と
で
隠
密
を
密
教

で
あ
る
と
見
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
唐
代
の
密
教
と
い
う
も
の
を
隠
密
＝
密
蔵
＝
総
持
教
＝
密

教
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
４
５

。『
宋
高
僧
伝
』
に
も
注
目
す
る
と
、
隠
密
＝
密
教
を
文
字
通
り
我
々

が
知
る
顕
密
思
想
の
密
教
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
の
他
、『
宋
高
僧
伝
』
以
外
の
典
籍
で
、
吉
蔵
以
降
の
顕
密
思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
越
智
の
重
要

な
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
密
教
と
顕
教
と
い
う
顕
密
思
想
を
意
味
す
る
語
は
、
吉
蔵
よ
り
端
を
発
し
、
吉
蔵

の
周
辺
の
人
物
に
継
承
さ
れ
て
き
た
と
す
る
。
そ
れ
が
後
代
で
は
密
教
系
の
典
籍
を
示
唆
す
る
も
の
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
４
６

。
し
か
し
、
吉
蔵
か
ら
慧
沼
ま
で
は
、
『
大
日
経
』
を
密
教

経
典
と
位
置
づ
け
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
唐
代
の
顕
密
思
想
に
対

す
る
捉
え
方
を
知
る
上
で
有
益
な
指
摘
と
言
え
よ
う
。
次
節
で
は
『
釈
論
』
の
隠
密
と
総
持
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。 

   
 

第
五
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
隠
密
」
と
「
総
持
」
に
つ
い
て 

  

本
節
で
検
討
す
る
「
隠
密
」
と
「
総
持
」
の
語
は
、『
釈
論
』
の
本
文
中
に
見
え
る
が
、
同
論
の
造
論
者

と
さ
れ
る
竜
樹
が
別
所
依
と
す
る
百
部
の
経
典
４
７

の
な
か
に
も
関
連
す
る
典
籍
名
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ

に
は
、
二
九
番
目
に
『
隠
密
経
』
、
七
五
番
目
に
『
総
持
経
』
な
る
も
の
（
架
空
経
典
４
８

）
が
登
場
し
、

上
記
の
二
種
に
つ
い
て
は
『
釈
論
』
に
詳
し
い
説
明
は
な
い
４
９

。
し
か
し
、
『
釈
論
』
は
自
説
の
論
証
の

際
に
理
想
と
す
る
典
籍
を
頻
繁
に
あ
げ
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
名
前
を
見
る
と
、
教
説
と
し
て
存
在

し
て
ほ
し
い
と
す
る
意
識
を
も
っ
て
経
名
に
反
映
さ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
釈
論
』
に

あ
っ
て
は
、
た
と
え
架
空
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
存
す
る
経
典
５
０

と
同
列
に
扱
お
う
と
し
て
説
い
て
い

る
。
以
上
二
種
の
語
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記
二
種
の
経

名
の
由
来
が
判
明
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

   
 
 

第
一
項 

「
隠
密
」
に
つ
い
て 

  

『
釈
論
』
中
に
「
隠
密
」
と
説
く
箇
所
を
調
べ
る
と
、
先
の
『
隠
密
経
』
と
い
う
経
名
と
、
本
文
中
の

説
と
し
て
一
箇
所
確
認
で
き
る
。
そ
の
説
と
は
、『
起
信
論
』
中
の
「
有
法
能
起
摩
訶
衍
信
根
」
と
い
う
文

の
「
根
」
に
対
す
る
解
釈
に
見
出
せ
る
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

  
 

根
に
十
種
の
義
有
り
、
云
何
が
十
と
な
す
。
一
に
は
下
転
の
義
、
能
く
憍
慢
を
除
く
が
故
に
。
二
に 

 
 

は
隠
密
の
義
、
能
く
甚
深
の
理
を
詮
す
る
が
故
に
。
三
に
は
出
生
の
義
、
種
種
の
諸
の
功
徳
を
生
長 

 
 

す
る
が
故
に
。
四
に
は
堅
固
の
義
、
皆
な
悉
く
摂
持
し
て
欠
失
せ
ざ
る
が
故
に
。（
中
略
）
十
に
は
高 

 
 

勝
の
義
、
妙
覚
の
果
に
於
て
、
最
勝
広
大
に
し
て
、
能
く
超
過
す
る
も
の
無
き
が
故
に
。
是
れ
を
名 

 
 

づ
け
て
十
と
な
す
。
能
入
所
入
の
種
種
の
差
別
は
、
立
義
分
の
中
に
自
ら
当
に
顕
説
す
べ
し
。
５
１ 
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『
釈
論
』
は
「
根
」
に
つ
い
て
十
種
の
義
が
あ
り
、
第
二
番
目
に
「
隠
密
」
を
説
い
て
い
る
。
そ
こ
で

は
「
隠
密
」
に
つ
い
て
、
本
来
秘
密
で
あ
る
甚
深
の
教
法
を
開
示
す
る
意
味
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
つ

ま
り
『
釈
論
』
は
隠
密
と
い
う
も
の
を
秘
密
に
し
て
い
る
部
分
を
明
か
す
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
や
『
大
智
度
論
』
の
内
容
と
も
一
致
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
後
半
部
分
を
見
る
と
、
「
立
義
分
の
中
に
自
ら
当
に
顕
説
す
べ
し
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
隠
密

を
含
む
十
種
の
義
の
内
実
が
、
立
義
分
を
解
釈
し
て
説
か
れ
る
「
三
十
三
法
門
」
に
そ
の
義
理
が
込
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
次
い
で
、
こ
れ
に
関
連
す
る
「
根
」
に
対
す
る
他
の
解

釈
も
見
て
い
き
た
い
。
そ
こ
に
は
対
象
と
す
る
修
行
者
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。 

  
 

摩
訶
衍
と
は
、
総
じ
て
十
六
所
入
の
法
体
と
並
び
に
、
及
び
不
二
摩
訶
衍
の
体
と
を
標
す
。
信
は
決 

 
 

定
し
て
進
む
心
、
根
は
行
法
を
生
長
す
。
若
し
理
に
入
ら
ん
が
為
に
は
、
此
の
二
つ
を
超
え
る
こ
と 

 
 

な
し
。
故
に
信
根
と
曰
う
。
復
た
次
に
信
は
謂
く
十
信
、
根
は
謂
く
初
発
心
住
よ
り
乃
し
法
雲
地
に 

 
 

至
る
ま
で
な
り
。
所
以
何
と
な
れ
ば
、
初
め
の
信
は
根
無
く
し
て
縁
に
随
い
て
進
退
す
る
こ
と
、
譬 

 
 

え
ば
班
多
伽
伊
摩
華
の
如
く
な
る
が
故
に
。
後
の
信
は
転
勝
し
て
堅
固
不
動
な
る
こ
と
、
譬
え
ば
鍵 

 
 

鳩
阿
弥
礼
樹
の
如
く
な
る
が
故
に
。
５
２ 

  

『
釈
論
』
は
「
信
根
」
の
語
に
つ
い
て
「
信
」
と
「
根
」
に
分
け
説
明
を
す
る
。「
信
」
と
は
十
信
、「
根
」

と
は
十
住
よ
り
十
地
の
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
根
」
の
修
行
者
は
、
十
住
か
ら
十
地
の
修

行
者
の
階
位
で
あ
る
か
ら
、
二
乗
の
位
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
、
二
種
の
説
を
整
理
す

る
と
、
『
釈
論
』
は
隠
密
に
つ
い
て
、
二
乗
以
外
の
修
行
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
瑜
伽
師
地
論
』
に
お
い
て
「
隠
密
」
と
は
小
乗
に
本
来
の
教
え
を
隠

す
と
す
る
内
容
、
そ
し
て
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
「
秘
密
」
と
は
大
乗
の
教
え
を
小
乗
に
隠
す
と
す
る

内
容
、
さ
ら
に
吉
蔵
の
大
乗
を
秘
密
と
し
、
小
乗
は
秘
密
で
な
い
と
峻
別
す
る
内
容
と
基
本
的
に
一
致
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
の
隠
密
の
語
に
は
、
大
乗
の
菩
薩
に
教
理
を
開
示
す
る
意
味
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
と
判
断
し
て
も
良
い
と
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
『
瑜
伽
師
地
論
』
や
『
大
智
度
論
』
の
顕
密
思

想
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
５
３

。
し
か
し
、
『
釈
論
』
が
い
わ
ゆ
る
密
教
系
と
さ
れ
る
経

典
を
参
照
し
て
い
た
か
と
い
う
判
断
ま
で
は
現
段
階
で
は
で
き
な
い
。
で
は
次
に
、「
総
持
」
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
で
そ
の
関
連
性
の
有
無
を
さ
ら
に
探
求
し
た
い
と
思
う
。 

   
 
 

第
二
項 

「
総
持
」
に
つ
い
て 

  

『
釈
論
』
に
お
い
て
「
総
持
」
に
つ
い
て
調
べ
る
と
多
く
見
出
せ
、『
総
持
経
』
に
つ
い
て
は
二
箇
所
確

認
で
き
る
５
４

。
さ
ら
に
本
経
と
親
近
性
を
認
め
ら
れ
る
経
典
を
調
べ
る
と
、『
大
総
持
経
』
５
５

・『
文
殊
師

利
円
満
海
大
総
持
経
』
５
６

・
『
如
来
総
持
法
蔵
因
縁
経
』
５
７

と
い
っ
た
三
種
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
は

そ
の
な
か
で
も
陀
羅
尼
と
総
持
に
関
し
て
興
味
深
い
説
を
示
し
て
い
る
『
如
来
総
持
法
蔵
因
縁
経
』
の
内

容
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 
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彼
の
第
二
の
門
は
、
前
に
説
く
所
を
観
じ
て
当
に
審
か
に
思
惟
す
べ
し
。
謂
く
外
道
有
り
て
、
一
切 

 
 

種
種
の
異
類
を
造
作
し
て
、
行
者
の
所
に
到
来
し
て
行
者
の
心
を
乱
さ
ば
、
爾
時
、
当
に
各
の
何
等 

の
呪
を
誦
ず
べ
き
や
。
謂
く
神
呪
有
り
、
是
れ
通
に
し
て
別
に
非
ず
。
い
わ
ゆ
る
、
如
来
総
持
法
蔵 

因
縁
契
経
の
中
に
説
く
所
の
神
呪
大
陀
羅
尼
な
り
。（
中
略
）
文
殊
師
利
よ
、
諦
か
に
聴
け
、
諦
か
に 

聴
け
、
善
く
思
い
之
れ
を
念
ぜ
よ
。
我
れ
当
に
汝
が
為
に
分
別
し
解
説
す
べ
し
。
文
殊
師
利
よ
、
言 

う
所
の
通
達
無
碍
自
在
総
持
大
陀
羅
尼
法
門
と
は
、
十
方
三
世
の
一
切
諸
仏
の
、
護
念
し
た
も
う
所 

の
宝
蔵
な
り
。
十
方
三
世
の
一
切
菩
薩
の
、
常
に
誦
持
し
た
も
う
所
の
大
軌
則
な
り
。
十
方
三
世
の 

一
切
の
神
王
及
び
一
切
天
人
の
皆
な
悉
く
礼
拝
し
供
養
す
る
所
の
広
大
の
福
田
な
り
。
是
に
於
て
世 

尊
、
即
ち
呪
を
誦
し
て
の
た
ま
わ
く
。
５
８ 

  

『
釈
論
』
は
行
者
が
瞑
想
・
三
昧
に
入
ろ
う
と
す
る
際
、
外
道
が
当
来
し
行
者
の
心
を
乱
そ
う
と
す
る

と
説
い
て
い
る
。
こ
の
点
の
み
に
注
目
す
る
と
、
陀
羅
尼
読
誦
と
三
昧
を
一
緒
に
行
じ
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
密
教
の
修
習
法
を
想
起
さ
せ
る
。
続
け
て
、
外
道
を
退
け
る
た
め
の
手
段
と
し
て
『
如
来
総
持
法
蔵

因
縁
経
』
を
教
証
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
釈
迦
が
文
殊
師
利
に
対
し
て
説
法
す
る
体
裁
で
あ
る
と

す
る
。
周
知
の
よ
う
に
初
期
密
教
典
籍
で
は
文
殊
師
利
を
相
手
に
、
パ
タ
や
タ
ン
カ
、
修
習
法
に
つ
い
て

説
く
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
５
９

。 

 

さ
ら
に
引
用
文
を
見
て
い
く
と
、
文
殊
の
問
い
に
対
し
釈
迦
が
大
陀
羅
尼
法
門
６
０

を
説
き
陀
羅
尼
を
示

し
て
い
く
。
こ
の
陀
羅
尼
と
い
う
の
が
十
方
三
世
の
諸
仏
・
神
王
・
天
人
が
宝
や
福
田
と
す
る
神
呪
と
す

る
も
の
で
、
こ
れ
を
読
誦
す
る
こ
と
に
よ
り
障
碍
を
退
け
る
と
す
る
。
こ
の
『
如
来
総
持
法
蔵
因
縁
経
』

の
経
名
に
見
え
る
「
総
持
」
と
は
、
文
字
通
り
広
大
無
辺
の
義
理
を
含
む
陀
羅
尼
を
意
味
し
て
い
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
修
行
者
の
瞑
想
に
必
須
と
さ
れ
、
憶
持
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

修
行
者
に
害
を
お
よ
ぼ
す
外
道
に
よ
る
障
碍
を
退
け
る
陀
羅
尼
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い

と
言
え
よ
う
６
１

。 

そ
こ
で
初
期
密
教
の
陀
羅
尼
の
性
質
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
松
長
の
指
摘
を
確
認
す
る
と
、
初
期
密

教
に
お
い
て
陀
羅
尼
が
鬼
神
や
悪
霊
を
退
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
七
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
次

第
に
陀
羅
尼
読
誦
と
成
仏
の
関
係
が
密
接
に
な
り
、
修
法
目
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
す
る
６
２

。 

で
は
、
外
道
と
密
教
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
塚
伸
夫
に
よ
る
初
期
密
教
典
籍
で
あ
る
『
幻

師
颰
陀
神
呪
経
』
の
内
容
か
ら
検
討
を
加
え
た
見
解
が
あ
る
。
大
塚
説
で
は
、
初
期
密
教
で
説
か
れ
る
呪

文
（
神
呪
）
や
呪
術
の
な
か
に
は
外
道
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
密
教
典
籍
で

顕
在
化
し
仏
教
の
呪
文
と
し
て
装
い
を
変
化
さ
せ
、
今
度
は
外
道
を
対
治
す
る
呪
文
と
し
て
説
か
れ
る
事

例
を
紹
介
し
て
い
る
６
３

。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
外
道
も
ま
た
、
ま
さ
に
外
道
を
撃
退
さ
せ
る
た
め
に
読
誦

す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
初
期
密
教
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
と
想
像
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
釈
論
』
の
他
の
説
に
も
、
外
道
の
陀
羅
尼
を
説
い
て
い
る
箇
所
も
確
認
で
き
る

６
４

。
こ
の
点
も
考
慮
す
る
と
『
釈
論
』
と
初
期
密
教
と
の
接
点
は
格
段
に
近
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
６
５

。 

   
 
 

第
三
項 

「
大
総
持
如
来
蔵
」
に
見
え
る
密
教
的
視
座 

  

で
は
以
上
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
、
今
度
は
『
釈
論
』
が
総
持
と
関
連
さ
せ
て
説
い
て
い
る
「
陀



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第六章 

 

157 

 

羅
尼
」
に
注
目
し
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
は
如
来
蔵
に
十
種
あ
る
と
す
る
以
下
の
説
に
確
認
で

き
る
６
６

。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
如
来
蔵
に
十
種
有
り
、
契
経
の
中
に
於
て
別
別
に
説
く
が
故
に
。
云
何
が
十
と
な
す
。 

 
 

一
に
は
大
総
持
如
来
蔵
、
尽
く
一
切
の
如
来
蔵
を
摂
す
る
が
故
に
。
諸
仏
無
尽
蔵
契
経
の
中
に
是
の 

 
 

如
く
の
説
を
な
す
。
仏
、
文
殊
に
告
て
の
た
ま
わ
く
、
如
来
蔵
有
り
名
づ
け
て
大
宝
無
尽
殊
勝
円
満 

 
 

陀
羅
尼
と
曰
う
。
尽
く
諸
蔵
を
摂
し
て
通
ぜ
ざ
る
所
無
く
、
当
ら
ざ
る
所
無
く
、
円
満
円
満
平
等
平 

 
 

等
な
り
。
一
切
所
有
の
諸
の
如
来
蔵
は
、
此
れ
を
以
て
根
本
と
為
る
に
非
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。 

何
を
以
て
の
故
に
、
此
の
如
来
蔵
は
如
来
蔵
の
王
な
り
、
如
来
蔵
の
主
な
り
、
如
来
蔵
の
天
な
り
、 

如
来
蔵
の
地
な
り
、
こ
の
義
を
以
て
の
故
に
、
名
づ
け
て
大
宝
無
尽
殊
勝
円
満
陀
羅
尼
如
来
蔵
と
曰 

う
が
故
に
。
６
７ 

  

『
釈
論
』
は
「
大
総
持
如
来
蔵
」
と
い
う
如
来
蔵
を
説
き
６
８

、
こ
の
如
来
蔵
は
「
大
宝
無
尽
殊
勝
円
満

陀
羅
尼
如
来
蔵
」
と
い
う
別
名
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
『
釈
論
』
は
『
諸
仏
無
尽
蔵
契
経
』
と
い
う
経

典
を
教
証
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
本
経
は
『
釈
論
』
が
別
所
依
と
す
る
百
部
の
経
典
の
五
五
番
目
に
そ
の

名
を
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

 

引
用
文
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
こ
こ
で
も
文
殊
師
利
が
釈
迦
に
質
問
す
る
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
先
の
『
如
来
総
持
法
蔵
因
縁
契
経
』
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
後
半
に
目
を
向
け
る
と
、

「
大
総
持
如
来
蔵
」
と
は
如
来
蔵
の
根
本
で
あ
り
、
王
・
主
・
天
・
地
で
あ
る
と
も
説
い
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
説
は
、
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
衆
生
に
は
如
来
が
蔵
す
る
と
主
張
す
る
如
来
蔵
説
と
は
異
な
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
恐
ら
く
、『
釈
論
』
は
「
大
総
持
如
来
蔵
」
を
あ
ら
ゆ
る
如
来
蔵
の
概
念
を
超
え

た
も
の
と
位
置
付
け
て
、
衆
生
に
蔵
す
る
仏
性
で
あ
る
法
身
そ
の
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

 

で
は
、
こ
の
如
来
蔵
が
『
釈
論
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
考
え
た
い
。
こ
の

理
解
の
た
め
『
釈
論
』
の
注
釈
書
で
遼
代
の
普
観
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
を
確
認
す
る
と
、
大
総
持
如
来

蔵
が
殊
勝
円
満
で
あ
ら
ゆ
る
蔵
を
総
摂
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
６
９

。
さ
ら
に
普
観
は
「
大
宝

無
尽
殊
勝
円
満
陀
羅
尼
如
来
蔵
」
の
語
を
分
割
し
解
釈
し
て
い
く
。「
宝
」
と
は
宝
珠
で
あ
り
、
衆
生
を
出

生
さ
せ
る
義
、
毒
を
除
き
、
病
を
癒
す
義
等
の
三
種
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
如
来
蔵
を

如
意
宝
珠
で
あ
り
衆
生
を
出
生
す
る
根
源
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
関
連
づ
け
て

い
る
の
が
、
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
り
、
普
観
は
同
法
を
如
意
宝
珠
と
一
体
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
点
に

独
自
性
が
あ
る
７
０

。 

 

一
方
で
、
同
じ
く
遼
代
の
法
悟
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
に
は
、
大
総
持
如
来
蔵
を
如
来
蔵
の
頂
点

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
不
二
摩
訶
衍
法
で
は
な
く
根
本
摩
訶
衍
で
あ
る
と
見
て
い
る
よ
う
で
見
解
が
異

な
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
７
１

。
二
種
の
注
釈
書
で
は
、
総
持
如
来
蔵
が
あ
ら
ゆ
る
如
来
蔵
の
根
源
で

あ
る
と
す
る
立
場
で
は
一
致
す
る
も
の
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
す
る
の
か
、
根
本
摩
訶
衍
法
と
す
る
の
か
で

相
違
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
普
観
の
説
を
支
持
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
『
釈
論
』

は
立
義
分
と
解
釈
分
の
内
容
を
如
意
宝
珠
と
摩
尼
宝
蔵
に
譬
え
て
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
７
２

。
簡
単
に
説
明

す
る
と
立
義
分
に
つ
い
て
三
十
三
法
門
を
明
か
す
章
、
解
釈
分
を
三
十
二
法
門
（
厳
密
に
は
真
如
門
と
生

滅
門
）
に
つ
い
て
明
か
す
章
と
し
て
い
る
７
３

。
つ
ま
り
『
釈
論
』
に
お
け
る
如
意
宝
珠
と
は
、
三
十
三
法

門
の
中
で
最
高
の
境
地
・
法
と
さ
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
示
唆
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
普
観
が
大
総
持
如
来
蔵
を
宝
珠
と
述
べ
た
の
は
、

『
釈
論
』
が
立
義
分
の
内
容
を
如
意
宝
珠
と
譬
え
た
説
に
基
づ
き
、
大
総
持
如
来
蔵
の
立
場
を
不
二
摩
訶

衍
法
に
求
め
た
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
結
果
を
整
理
す
る
と
、
隠
密
を
大
乗
の
菩
薩
に
秘
密
を
開
示
す
る
と
す
る
点
、「
総
持
」
が

陀
羅
尼
で
あ
り
密
教
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
点
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
最
上
の
如
来
蔵
で
あ
り
、
法
身
（
仏

性
）
と
す
る
点
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
「
総
持
」
と
名
の
付
く

架
空
経
典
は
密
教
思
想
と
無
縁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
視
座
で
命
名
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
尚
、
密
教
と
の
接
点
は
こ
れ
以
外
に
も
あ
り
、『
釈
論
』
が
「
神
呪
門
」
な
る

陀
羅
尼
を
唱
え
る
法
門
を
立
て
た
り
、「
造
像
門
」
と
い
う
仏
像
を
造
立
す
る
際
、
多
種
の
陀
羅
尼
を
唱
え

た
り
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
箇
所
も
確
認
で
き
る
７
４

。
で
は
、
『
釈
論
』
に
散
見
さ
れ
る
密
教
的
と

見
做
せ
る
教
説
か
ら
密
教
思
想
と
の
関
連
を
検
討
し
て
い
く
。 

   
 

第
六
節 

密
教
的
な
教
説
に
つ
い
て 

―

「
結
界
法
」・
「
止
輪
」
・「
字
輪
」
・「
陀
羅
尼
」
等―

 

  
 
 

第
一
項 

先
行
研
究
の
指
摘
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
「
止
輪
観
」
の
概
要 

  

く
り
返
し
に
な
る
が
、『
釈
論
』
に
は
密
教
典
籍
と
判
断
で
き
る
経
名
は
確
認
で
き
ず
、
密
教
典
籍
に
登

場
す
る
固
有
の
尊
格―

摩
訶
毘
盧
遮
那
仏
や
不
動
明
王
な
ど―

や
金
剛
界
曼
荼
羅
や
胎
蔵
生
曼
荼
羅
、
あ

る
い
は
密
教
特
有
の
図
像
や
タ
ン
カ
や
パ
タ
に
関
す
る
言
及
も
見
出
せ
な
い
。
本
項
で
は
先
行
研
究
が
密

教
思
想
に
関
連
す
る
と
指
摘
す
る
箇
所
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、
遠
藤
純
一
郎
と
中
村
本

然
、
両
氏
の
指
摘
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

遠
藤
は
、
「
『
釈
論
』
は
仏
教
だ
け
で
な
く
、
道
教
的
要
素
を
も
包
含
し
て
お
り
、
相
当
に
多
様
な
内
容

を
有
す
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。（
中
略
）
そ
の
修
行
信
心
分
解
釈
の
中
に
は
密
教
典
籍
に
顕

著
な
用
語
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
密
教
的
要
素
と
し
て
捉
え
う
る
か
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
を
直
ち
に
退
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
指
摘
し
、
顕
教
典
籍
の
「
字
輪
」
や

「
金
剛
印
」
と
密
教
典
籍
の
そ
れ
と
を
参
照
し
、『
釈
論
』
所
説
「
字
輪
服
膺
因
縁
」
が
『
大
日
経
』
、『
大

日
経
疏
』
の
「
布
字
観
」
と
関
連
す
る
と
し
て
密
教
と
道
教
の
影
響
下
に
あ
る
と
す
る
７
５

。 

 

次
に
中
村
は
、「
こ
こ
に
い
う
密
教
的
な
視
点
と
は
、
正
統
と
さ
れ
る
密
教
経
典
や
儀
軌
或
い
は
論
に
よ

る
理
論
や
儀
礼
の
構
築
と
い
う
枠
組
み
か
ら
は
、
若
干
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
真

言
教
学
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
空
海
に
、
教
学
的
な
影
響
や
示
唆
を
与
え
た
と
い
う
視
点
か
ら
議
論
を

深
め
た
い
と
思
う
。
」
７
６

と
し
て
、『
釈
論
』
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
「
結
界
護
浄
因
縁
」・「
言
語
不
出
因

縁
」
・
「
印
知
邪
正
因
縁
」
・
「
服
膺
因
縁
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。 

 

両
氏
の
指
摘
は
共
通
し
て
『
起
信
論
』
中
の
「
修
行
信
心
分
」
に
お
け
る
解
釈
の
説
示
よ
り
検
討
を
加

え
て
い
る
。
本
項
で
も
『
釈
論
』
の
当
該
箇
所
を
確
認
す
る
。
同
論
で
は
止
観
（
字
輪
の
成
就
）
の
修
習

に
つ
い
て
十
五
の
因
縁
を
説
い
て
い
る
７
７

。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
、
上
記
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
を

あ
げ
る
（
便
宜
上
番
号
を
付
す
）
７
８

。 

  

➀
住
処
寂
静
因
縁→

修
行
者
は
人
里
離
れ
た
閑
静
な
山
林
に
赴
き
止
輪
観
を
修
法
す
る
こ
と
を
説
く
。 

 

➁
独
一
不
共
因
縁→

一
つ
の
道
場
（
一
界
内
）
に
行
者
一
人
と
し
二
人
居
て
は
煩
い
が
あ
る
と
説
く
。 
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➂
所
居
方
善
因
縁→

修
行
者
が
修
法
す
る
際
の
方
角
を
説
き
東
西
を
可
と
し
南
北
を
不
可
と
す
る
。 

 

➃
衣
服
具
足
因
縁→

修
行
者
は
黄
色
・
赤
色
・
白
色
の
衣
服
を
一
緒
に
着
し
止
輪
観
を
修
せ
と
説
く
。 

 

➄
飲
食
具
足
因
縁→

修
行
者
が
止
輪
観
を
修
法
す
る
際
は
必
ず
薬
草
を
用
う
る
べ
き
と
説
く
。 

 

➅
結
界
護
浄
因
縁→

道
場
を
結
界
守
護
し
行
者
に
障
る
毒
類
や
諸
悪
を
排
す
る
作
法
を
説
く
。 

 

➆
舎
宅
造
立
因
縁→
修
行
道
場
の
方
角
（
東
）
、
壁
の
高
さ
の
寸
法
、
入
堂
時
に
不
可
欠
な
偈
頌
を
説
く
。 

 

➇
言
語
不
出
因
縁→
行
者
が
神
呪
を
唱
え
る
一
方
で
通
常
の
言
語
使
用
を
禁
ず
。 

 

➈
坐
像
造
立
因
縁→

修
行
者
が
修
法
す
る
際
の
坐
像
造
立
に
つ
い
て
五
種
の
作
法
を
説
く
。 

 

➉
坐
其
座
中
因
縁→

修
行
者
が
修
法
す
る
際
の
座
る
姿
勢
に
つ
い
て
十
種
の
事
を
説
く
。 

 

⑪
出
入
時
節
因
縁→

辰
（
八
時
）
と
午
（
十
二
時
）
に
止
輪
観
を
修
す
べ
き
と
し
そ
れ
以
外
を
禁
ず
。 

 

⑫
知
識
善
友
因
縁→

修
行
者
は
修
行
す
る
に
際
し
、
深
い
智
慧
を
備
え
た
人
と
親
近
す
る
こ
と
を
説
く
。 

 

⑬
印
知
邪
正
因
縁→

修
行
者
が
本
尊
を
前
に
金
剛
印
と
神
呪
に
よ
る
正
邪
を
峻
別
す
る
作
法
を
説
く
。 

 

⑭
植
善
林
樹
因
縁→

修
行
者
は
止
輪
観
を
成
就
す
る
た
め
に
自
室
に
二
種
の
草
を
植
え
る
こ
と
を
説
く
。 

 

⑮
字
輪
服
膺
因
縁→

修
行
者
が
過
現
未
の
諸
仏
菩
薩
等
に
準
え
る
溢
字
輪
を
観
想
す
る
こ
と
を
説
く
。 

  

い
ず
れ
の
因
縁
も
、
修
行
者
が
ど
の
よ
う
な
修
法
に
よ
っ
て
悉
地
を
得
ら
れ
る
の
か
を
説
い
た
も
の
と

見
え
る
。
上
記
の
な
か
で
陀
羅
尼
や
印
、
そ
し
て
密
教
の
修
行
方
法
と
の
関
連
を
予
想
さ
せ
る
、
➅
結
界

護
浄
因
縁
・
➇
言
語
不
出
因
縁
・
⑬
印
知
邪
正
因
縁
・
⑭
植
善
林
樹
因
縁
・
⑮
字
輪
服
膺
因
縁
、
の
五
項

目
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

「
結
界
法
」
と
「
止
輪
」
と
「
字
輪
」
に
つ
い
て 

  

ま
ず
➅
結
界
護
浄
因
縁
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

結
界
護
浄
の
因
縁
と
言
う
は
、
謂
く
若
し
彼
の
止
輪
門
を
修
せ
ん
が
為
に
、
自
居
の
室
を
離
れ
る
こ 

 
 

と
一
俱
盧
舎
量
の
中
に
、
一
百
十
遍
の
大
神
呪
を
誦
す
べ
し
。
そ
の
相
い
か
ん
。
謂
く
即
ち
呪
を
誦 

 
 

し
て
言
く
、
坦
咥
咃
那
羅
帝
婆
叉
尼
阿
摩
㖿
迦
陀
帝
婆
婆
阿
婆
婆
𡄣
陀
闍
佉
那
鄔
呵
伊
陀
帝
奄
奄
奄 

 
 

奄
帝
哆
跋
陀
陀
㖿 

摩
那
尸
只
帝
奢
陀
尼
筏
叉
羅
尼
鳩
訶
阿
訶
鳩
多
㕧
奄
阿
陀
陀
帝
摩
訶
伽
耶
帝
摩 

 
 

訶
阿
伽
耶
帝
鍵
多
尼
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
帝
娑
婆
呵
。
若
し
此
の
呪
を
誦
じ
已
訖
れ
ば
、 

即
便
ち
結
解
護
浄
す
。
所
以
何
と
な
れ
ば
、
種
種
の
毒
類
入
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
。
７
９ 

  

結
界
護
浄
因
縁
で
は
、
修
行
に
際
し
て
道
場
を
結
界
し
一
定
数
の
陀
羅
尼
を
誦
す
こ
と
を
説
く
。
こ
こ

で
示
さ
れ
る
「
結
界
護
浄
」
の
語
は
、
道
場
そ
し
て
行
者
自
ら
を
結
界
護
身
す
る
意
味
と
理
解
さ
れ
、「
毒

類
」
と
す
る
毒
虫
類
や
毒
気
の
あ
る
生
き
物
を
近
寄
ら
せ
な
い
障
碍
遠
離
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
上
記
の
語
に
つ
い
て
調
べ
る
と
他
の
典
籍
に
は
見
出
せ
ず
８
０

、「
結
界
護
身
」（
輸
波
迦
羅
訳
（
善

無
畏
）『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』
、
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
、
失
訳
（
善
無
畏
訳
）『
火
𤙖
供
養
儀
軌
」
、
失

訳
『
大
仏
頂
広
聚
陀
羅
尼
経
』
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
、
菩
提
流
志
訳
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅

尼
経
』
、
善
無
畏
訳
『
尊
勝
仏
頂
修
瑜
伽
法
軌
儀
』
等
）
８
１

、
あ
る
い
は
「
結
界
護
持
」（
不
空
訳
『
仏
説

熾
盛
光
大
威
徳
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
）
８
２

に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
半
が
密
教
部
の
典
籍
よ
り
確
認
で
き

る
。
そ
の
な
か
で
前
述
の
よ
う
に
多
く
の
密
教
典
籍
を
訳
出
し
た
、
不
空
訳
『
仏
説
熾
盛
光
大
威
徳
消
災
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吉
祥
陀
羅
尼
経
』
の
内
容
を
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、 

  
 

爾
時
、
如
来
、
諸
の
四
衆
に
告
ぐ
。
若
し
国
界
に
不
安
有
り
て
、
災
難
並
び
起
こ
ら
ば
、
清
浄
の
衆 

を
請
い
、
如
法
に
道
場
を
建
立
し
、
仏
像
を
安
置
し
結
界
護
持
し
、
香
華
灯
燭
を
分
に
随
い
て
供
養 

し
、
諸
の
有
情
を
し
て
福
無
量
に
獲
せ
し
め
よ
。
其
の
災
い
即
ち
除
く
。
爾
時
、
如
来
、
是
の
陀
羅 

尼
経
を
説
き
已
り
て
、
時
に
曼
殊
室
利
菩
薩
摩
訶
薩
、
及
び
諸
の
声
聞
の
四
衆
は
大
天
の
空
に
游
ぶ
。 

８
３ 

 

と
あ
り
、
本
経
で
は
国
の
災
難
を
除
き
守
護
す
る
た
め
修
法
す
る
道
場
を
荘
厳
し
、
仏
像
を
安
置
し
結
界

す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
も
『
釈
論
』
が
結
界
を
行
う
主
旨
と
基
本
的
に
一
致
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
仏
像
を
安
置
し
供
養
す
る
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、
⑬
印
知
邪
正
因
縁
で
本
尊

の
現
前
で
修
法
す
る
説
と
も
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
説
に
つ
い
て
言
え
ば
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字

仏
頂
輪
王
経
』
８
４

に
も
似
た
説
を
確
認
で
き
る
。 

   
 
 

第
三
項 

「
陀
羅
尼
」
・「
印
」・
「
吉
祥
草
」
に
つ
い
て 

  

で
は
次
に
➇
言
語
不
出
因
縁
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

言
語
不
出
の
因
縁
と
言
う
は
、
謂
く
若
し
彼
の
止
輪
門
を
修
せ
ん
が
為
に
、
一
切
時
に
於
い
て
、
一 

 
 

切
処
に
於
い
て
、
言
を
出
さ
ざ
る
が
故
に
。
所
以
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
言
説
に
随
い
て
心
識
出
ず
る 

 
 

が
故
に
。
８
５ 

  

言
語
不
出
因
縁
で
は
、
声
を
出
し
て
発
す
る
言
語
の
種
類
を
指
示
す
る
も
の
で
、
止
輪
観
を
修
す
る
際
、

行
者
は
あ
る
特
定
の
言
語
以
外
を
発
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
を
発
す
る
こ
と
で
心
識
（
識
心
）
、

す
な
わ
ち
虚
妄
な
言
語
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
虚
妄
な
言
語
に
よ
り
、
妄
心
に
囚
わ
れ
る
こ

と
を
危
惧
し
て
の
内
容
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
止
輪
」
と
は
特
殊
な
言
語
を
読
誦

し
て
い
く
修
法
と
言
う
こ
と
に
な
る
。 

 

で
は
、
こ
の
「
言
語
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
前
述
し
た
如
く
結
界
に
際
し
陀
羅
尼
を
誦

す
こ
と
が
説
か
れ
る
以
上
、
陀
羅
尼
以
外
の
言
語
活
動
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
予
想
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
釈
論
』
の
別
の
箇
所
で
は
、
言
説
に
つ
い
て
五
種
の
言
説
を
説
い
て
い
る
８
６

。
こ
の
な

か
で
真
実
・
真
理
を
表
す
の
が
如
義
言
説
、
虚
妄
な
言
語
と
は
四
種
言
説
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の

因
縁
で
説
く
虚
妄
な
言
語
と
は
ま
さ
に
四
種
言
説
の
こ
と
を
指
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

真
実
語
が
如
義
言
説
で
あ
る
の
で
、
こ
の
言
説
と
は
陀
羅
尼
の
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
こ
の
真
実
語
に
関
し
て
は
、
『
釈
論
』
で
は
こ
の
言
語
と
同
質
の
立
場
と
す
る
一
一
識
心
や
字

影
名
も
説
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
真
理
を
説
き
表
現
で
き
る
立
場
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
必
然
的
に
「
止

輪
」
に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
説
が
『
釈

論
』
中
の
陀
羅
尼
の
よ
う
な
特
殊
文
字
を
呪
文
と
し
て
読
誦
す
る
説
に
お
い
て
確
認
で
き
、
そ
こ
で
は
一

定
数
の
呪
文
を
読
誦
す
る
こ
と
で
心
量
８
７

や
心
識
８
８

が
「
了
せ
ざ
る
所
無
し
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
８
９

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
言
語
不
出
因
縁
と
は
、
「
止
輪
」
と
い
う
如
義
言
説
と
さ
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れ
る
陀
羅
尼
を
読
誦
す
る
修
法
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
続
け
て
⑬
印
知
邪
正
因
縁
の
説
示
を

見
て
い
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

印
知
邪
正
の
因
縁
と
言
う
は
、
謂
く
若
し
彼
の
止
輪
門
を
修
せ
ん
が
為
に
、
そ
の
像
の
量
に
随
い
て 

 
 

金
剛
印
を
須
い
て
、
則
便
ち
邪
及
び
正
を
了
知
す
る
が
故
に
。
そ
の
相
い
か
ん
。
謂
く
即
ち
呪
を
誦 

 
 

し
て
言
わ
く
、
坦
咥
咃
𠼦
那
鄔
陀
帝
婆
羅
枳
陀
尼
遮
㕧
𡄣
哆
耶
掩
阿
尸
帝
那
娑
婆
呵
。
若
し
此
の
神 

 
 

呪
、
四
千
六
百
五
十
遍
を
誦
じ
已
訖
れ
ば
、
即
ち
彼
の
像
の
中
に
二
字
輪
を
付
す
。
謂
く
若
し
邪
人 

 

 
 

な
れ
ば
邪
字
輪
を
付
し
、
若
し
正
直
の
人
な
れ
ば
正
字
輪
を
付
す
。
之
れ
を
以
て
別
と
な
す
。
９
０ 

  

こ
こ
で
は
「
止
輪
」
を
行
ず
る
際
に
像
（
本
尊
）
の
前
に
て
「
神
呪
」
・
「
金
剛
印
」
・
「
正
邪
の
字
輪
」

を
修
行
せ
よ
と
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
字
輪
と
は
、
金
剛
印
と
神
呪
に
よ
り
正
邪
の
峻
別
を
す

る
と
し
、
正
直
な
行
者
は
正
字
輪
、
邪
人
な
行
者
は
邪
字
輪
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
修
法
す
る
行
者

の
心
の
持
ち
よ
う
も
そ
う
で
あ
る
が
、
悉
地
を
得
る
に
も
善
悪
の
差
別
を
明
か
し
て
い
る
点
で
特
徴
的
と

言
え
る
。 

 

前
述
し
た
心
識
と
陀
羅
尼
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
如
義
言
説
と
同
様
に
真
理
の
立
場
を
表
現
す
る
、
計

十
種
の
内
の
一
一
識
心
が
正
字
輪
に
対
応
し
、
残
り
の
虚
妄
の
立
場
で
あ
る
九
種
の
識
心
が
邪
字
輪
と
対

応
す
る
と
見
て
も
可
能
と
考
え
る
。
で
は
「
字
輪
」
と
「
金
剛
印
」
が
併
挙
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
遠
藤
は
、
こ
の
用
例
が
『
大
日
経
』
以
外
に
存
在
し
な
い
と
指
摘
し
、

本
経
の
「
阿
闍
梨
真
実
智
品
」
と
の
関
連
性
が
あ
り
、『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
独
自
に
読
解
し

た
も
の
と
す
る
９
１

。
そ
こ
で
そ
の
箇
所
を
確
認
し
て
み
た
い
。 

  
 

一
切
智
見
者
と
、
法
自
在
と
財
富
な
り
。
若
し
は
菩
提
心
と
及
与
び
声
智
の
性
と
に
住
し
て
、
一
切 

 
 

法
を
著
せ
ざ
る
を
、
説
い
て
遍
一
切
と
名
づ
く
。
即
ち
是
れ
真
語
者
と
、
吉
祥
真
言
と
、
真
実
語
の 

 
 

王
と
、
持
執
金
剛
印
と
な
り
、
所
有
諸
の
字
輪
は
、
若
し
は
支
分
に
在
ら
ん
と
は
、
９
２ 

  

字
輪
の
説
に
「
真
実
語
」
を
確
認
で
き
、
そ
し
て
金
剛
印
が
真
実
語
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。『
釈
論
』
は
陀
羅
尼
を
真
実
語
で
あ
る
如
義
言
説
と
見
て
お
り
、
字
輪
修
習
で
必
須
と
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
金
剛
印
と
陀
羅
尼
に
よ
っ
て
正
邪
の
字
輪
を
説
く
の
は
観
想
の
修
習
を
想
定
し
て
い
た
こ
と

に
な
り
、『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
内
容
と
ま
っ
た
く
接
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
９
３

。

こ
の
理
解
に
即
し
て
新
た
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
金
剛
印
は
本
経
に
お
い
て
印
契
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
の
印
契
に
対
す
る
用
例
も
あ
る
点
で
、
密
教
典
籍
と
の
関
連
性
が
強
ま
る
記

述
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
⑭
植
善
林
樹
因
縁
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
以
下
の

よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

植
善
林
樹
の
因
縁
と
言
う
は
、
謂
く
若
し
彼
の
止
輪
門
を
修
せ
ん
が
為
に
、
人
、
自
室
の
中
に
二
種 

 
 

の
大
吉
祥
草
を
植
え
る
が
故
に
。
い
か
ん
が
二
と
為
す
。
一
に
は
松
木
、
二
に
は
石
榴
木
な
り
。
是 

 
 

れ
を
名
づ
け
て
二
と
為
す
。
９
４ 

  

行
者
が
止
輪
観
を
修
法
す
る
際
、
修
行
の
成
就
を
期
待
す
る
た
め
に
吉
祥
草
と
さ
れ
る
松
木
と
石
榴
木

を
自
室
に
植
え
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
自
室
と
は
ど
の
よ
う
な
空
間
や
場
所
を
指
す
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の
か
は
不
明
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
修
法
す
る
道
場
と
は
異
な
る
場
所
で
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
松
と
石
榴
が
縁
起
物
で
あ
る
と
す
る
説
に
注
目
す
る
と
、
や
は
り
そ
の
場
所
と
な
る
の
は
修

行
者
の
寝
食
を
す
る
空
間
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
松
木
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
の
木
は
密

教
の
成
就
法
に
お
い
て
、
適
材
や
焼
香
や
護
摩
作
法
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
説
く
典
籍
が
確
認
で
き
る
。

し
か
も
、
密
教
典
籍
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
説
か
れ
て
い
な
い
の
も
特
徴
と
言
え
る
。
そ
の
典
籍
の
な
か
で

も
松
を
適
材
と
し
て
説
い
て
い
る
の
は
、
失
訳
（
善
無
畏
作
と
さ
れ
る
）
『
火
𤙖
供
養
儀
軌
』
９
５

や
後
代

で
は
法
天
の
『
妙
臂
菩
薩
所
問
経
』
９
６

に
見
え
る
。 

 

焼
香
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
は
、
輸
波
迦
羅
訳
（
善
無
畏
）
の
『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』
９
７

、

護
摩
作
法
と
し
て
説
い
て
い
る
の
は
、
法
賢
の
『
仏
説
大
乗
観
想
曼
拏
羅
浄
諸
悪
趣
経
』
９
８

や
菩
提
流
志

訳
の
『
広
大
宝
楼
閣
善
住
秘
密
陀
羅
尼
経
』
９
９

等
に
確
認
で
き
る
。
『
釈
論
』
と
の
接
点
を
考
え
る
と
、

た
し
か
に
焼
香
や
護
摩
な
ど
の
説
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
松
木
が
吉
祥
草
で
、
且
つ
行

者
の
修
行
成
就
の
た
め
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
加
え
て
、
こ
れ

ま
で
の
検
討
か
ら
も
止
輪
観
が
陀
羅
尼
を
読
誦
し
、
印
契
を
駆
使
し
成
就
を
期
待
す
る
性
格
か
ら
も
、
密

教
の
成
就
法
と
類
似
性
が
あ
る
と
見
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。 

   
 
 

第
四
項 

「
溢
字
輪
」
と
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
つ
い
て 

 

最
後
に
⑮
字
輪
服
膺
因
縁
を
見
て
い
き
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
く
。 

  
 

字
輪
服
膺
の
因
縁
と
言
う
は
、
謂
く
若
し
彼
の
止
輪
門
を
修
せ
ん
が
為
に
、
人
、
必
ず
当
に
溢
字
輪 

 
 

を
服
す
べ
き
の
み
。
何
れ
の
処
に
か
服
す
る
や
。
謂
く
方
寸
の
処
な
る
が
故
に
。
何
れ
の
義
を
以
て 

の
故
に
か
必
ず
此
の
輪
を
付
す
る
。
謂
く
此
の
字
輪
は
三
世
の
諸
仏
と
、
無
量
無
辺
の
一
切
の
菩
薩 

と
の
大
恩
の
師
長
、
大
恩
の
父
母
、
大
恩
の
天
地
、
大
恩
の
海
な
る
が
故
に
。
此
の
因
縁
の
故
に
、 

止
を
修
せ
ん
が
為
に
、
人
、
当
に
此
の
輪
を
付
す
べ
し
。
１
０
０ 

  

こ
の
因
縁
は
字
輪
を
行
者
の
胸
に
つ
け
観
想
す
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
１
０
１

。
こ
こ
は
印
知
邪

正
因
縁
の
内
容
を
さ
ら
に
行
者
が
観
想
す
る
際
の
方
法
と
し
て
「
溢
字
輪
」
を
説
く
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
字
輪
に
つ
い
て
『
釈
論
』
は
、
三
世
の
諸
仏
と
一
切
諸
菩
薩
の
大
恩
の
師
・
父
母
・
天
地
・
海
と
し
、

究
極
・
最
高
の
観
想
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
、『
釈
論
』
が
引
用
す
る
『
如
来
総

持
法
蔵
因
縁
経
』
に
示
す
、
大
総
持
如
来
蔵
説
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
で
は
、
こ
の
「
溢
字

輪
」
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
那
須
政
隆
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

  
 

溢
字
輪
に
つ
い
て
（
中
略
）
此
の
文
を
熟
読
し
、
思
考
を
凝
ら
せ
ば
、
溢
字
輪
は
一
切
万
物
の
根
本 

 
 

理
体
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
字
輪
三
昧
に
入
住
す
れ
ば
一
切
の
総
体
な
る
根
本
と
一
体
に
な
り
、 

 
 

相
対
対
比
の
な
い
止
定
三
昧
に
入
住
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
１
０
２ 

  

那
須
は
、「
溢
字
輪
」
を
一
切
万
物
の
根
本
と
し
、
そ
れ
に
行
者
が
一
体
と
な
る
止
定
三
昧
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
那
須
の
主
張
す
る
一
切
万
物
の
根
本
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
は
明
確
で
は
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
こ
れ
は
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
と
見
た
方
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1734&B=T&V=32&S=1668&J=8&P=&46605.htm#0_2
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む
し
ろ
「
総
体
」
の
語
に
注
目
す
る
と
、『
釈
論
』
が
主
張
す
る
三
十
三
法
門
と
い
う
法
門
に
つ
い
て
不
二

摩
訶
衍
法
が
「
法
門
の
体
性
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、

那
須
説
は
、
溢
字
輪
に
よ
り
不
二
摩
訶
衍
法
と
一
体
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
を
集
約
さ
せ
る
と
、
字
輪
を
修
し
、
金
剛
印
を
用
い
て
、
陀
羅
尼
で

あ
る
如
義
言
説
を
読
誦
し
、
さ
ら
に
、
溢
字
輪
と
い
う
不
二
摩
訶
衍
法
と
一
体
と
な
る
三
昧
に
入
定
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
や
は
り
密
教
の
修
行
方
法
に
酷
似
し
て
い
る
と
判
断
し
て
も
差
し
支
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
第
三
章
に
お
い
て
論
じ
た
武
則
天
時
代
の
密
教
経
典
と
接
点
が
あ
る
点
、
陀
羅
尼
の

遍
数
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
修
行
法
や
遍
数
と
酷
似
す
る
点
も
加
味
す
れ
ば
、
状
況
証
拠
と
し
て

は
密
教
と
の
関
連
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
で
は
、
こ
の
溢
字
輪
が
根
源
と
な
る
な
ら
ば
、
先
行
研
究
で

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
大
日
経
』
所
説
の
字
輪
が
根
源
と
位
置
付
け
る
阿
字
と
比
肩
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
そ
の
点
を
確
認
し
た
い
と
思
う
１
０
３

『
大
日
経
』「
字
輪
品
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
。 

  
 

爾
時
、
薄
伽
梵
毘
盧
遮
那
、
持
金
剛
秘
密
主
に
告
げ
て
の
た
ま
わ
く
、
諦
か
に
聴
け
秘
密
主
よ
、
遍 

 
 

一
切
処
の
法
門
有
り
。
秘
密
主
、
若
し
菩
薩
、
此
の
字
門
に
住
す
れ
ば
、
一
切
の
事
業
皆
な
悉
く
成 

就
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
１
０
４ 

  

「
字
輪
品
」
で
は
阿
字
の
字
輪
に
よ
り
一
切
の
文
字
が
出
生
す
る
意
味
と
す
る
１
０
５

。
こ
れ
に
関
し
て

同
じ
く
『
大
日
経
』
の
「
阿
闍
梨
出
現
品
」
に
は
、「
い
わ
ゆ
る
阿
字
と
は
、
一
切
の
真
言
の
心
な
り
。
此

れ
よ
り
遍
ね
く
、
無
量
の
諸
の
真
言
を
流
出
し
、
一
切
の
戯
論
息
ん
で
、
能
く
巧
智
慧
を
生
ず
。
」
１
０
６

と

す
る
説
が
見
え
る
。
さ
ら
に
「
百
字
真
言
法
品
」
を
見
て
み
る
と
、 

  
 

秘
密
主
よ
当
に
知
る
べ
し
、
阿
字
は
第
一
句
な
り
。
明
法
普
く
周
遍
し
、
字
輪
を
以
て
囲
繞
せ
り
、 

 
 

彼
の
尊
、
相
有
る
こ
と
無
く
、
諸
見
の
相
を
遠
離
せ
り
。
１
０
７ 

 

と
あ
り
、
い
ず
れ
の
品
に
説
か
れ
る
阿
字
も
根
源
で
あ
り
、
総
体
、
真
言
で
あ
る
陀
羅
尼
の
核
心
で
あ
る

と
説
か
れ
る
１
０
８

。
以
上
の
内
容
と
『
釈
論
』
の
内
容
と
を
比
べ
て
み
て
も
遜
色
な
い
と
判
断
し
て
も
よ

さ
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
阿
字
そ
の
も
の
は
、
自
業
（
修
行
）
の
成
就
、
あ
ら
ゆ
る

文
字
や
真
言
の
出
生
と
核
心
、
そ
し
て
智
慧
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
言
語
の
第
一
句
と
す
る
概
念
で
あ

る
点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
説
が
『
大
日
経
』
以
外
に
確
認
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
以
上
、
溢
字
輪
が
阿

字
の
内
容
と
関
連
性
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

し
か
し
、
第
三
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
『
釈
論
』
の
成
立
を
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

初
め
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、『
大
日
経
』
は
漢
訳
が
七
二
四
年
頃
と
さ
れ
て
お
り
１
０
９

、

『
釈
論
』
が
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
低
く
な
る
。
現
段
階
で
は
、『
釈
論
』
に
確
認
さ
れ
る
修
習
法
が
『
大

日
経
』
に
見
え
る
説
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
点
の
み
に
留
め
た
い
。
そ
の
一
方
で
、『
大
日
経
』
が
、『
釈

論
』
と
何
か
し
ら
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
も
ま
た
無
視
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
に
見

た
場
合
、『
釈
論
』
の
成
立
年
代
に
も
多
少
の
変
動
が
生
ず
る
こ
と
も
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、『
釈
論
』
が
中
期
密
教
と
無
縁
で
は
な
い
と
す
る
点
を
傍
証
す
る
上
で
重
要
な
判
断
材
料
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
、『
大
日
経
』
よ
り
先
行
す
る
と
さ
れ
る
典
籍―

輸
波
迦
羅
訳
（
善
無
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畏
）
の
『
蘇
婆
呼
童
子
請
問
経
』・
同
訳
の
『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』
等
１
１
０―

を
も
視
野
に
入
れ
て
掘
り
下
げ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
『
釈
論
』
と
密
教
と
の
接
点
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
密
教
を
受
容
し
て
い
た
の
か
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
、
本
研
究
で
は
初
期

密
教
と
の
関
連
性
を
十
分
に
指
摘
出
来
た
こ
と
は
一
定
の
知
見
を
呈
示
で
き
た
の
で
は
と
考
え
る
１
１
１

。

次
節
で
は
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
三
十
三
法
門
と
密
教
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。 

   
 

第
七
節 

「
三
十
三
法
門
」
と
顕
密
思
想 

  

『
釈
論
』
は
隠
密
と
顕
了
、
秘
密
と
顕
示
か
ら
な
る
顕
密
構
造
を
吉
蔵
の
思
想
を
媒
介
と
さ
せ
な
が
ら
、

隠
密
・
総
持
・
陀
羅
尼
・
神
呪
な
る
用
語
を
使
用
し
て
い
た
。
顕
密
と
は
文
字
通
り
、
隠
密
と
顕
了
の
こ

と
を
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
後
代
で
は
、
密
教
や
秘
密
と
同
義
で
あ
る
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
に

立
っ
て
、『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
の
構
造
が
顕
密
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
も
検
討

を
加
え
た
い
。 

『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
と
三
十
二
法
門
の
立
場
を
十
種
の
論
書
に
よ
り
区
別
し
て
い
る
１
１
２

。
そ

の
十
種
と
は
、
『
起
信
論
』
を
含
む
、
『
一
心
遍
満
論
』
・
『
融
俗
帰
真
論
』
・
『
法
界
中
蔵
論
』
・
『
秘
密
微
妙

論
』・『
衆
命
合
一
論
』・『
真
如
三
昧
論
』・『
心
性
清
浄
論
』・『
不
動
本
原
論
』・『
甚
深
玄
理
論
』
で
あ
る
１
１
３

。

『
起
信
論
』
以
外
は
現
存
を
確
認
で
き
な
い
架
空
典
籍
で
あ
っ
た
。『
釈
論
』
は
そ
の
な
か
で
も
、
不
二
摩

訶
衍
法
と
い
う
教
説
を
要
し
な
い
境
界
を
説
く
論
書
を
『
不
動
本
原
論
』
と
『
甚
深
玄
理
論
』
で
あ
る
と

説
明
し
、
三
十
二
法
門
と
い
う
教
説
を
要
す
る
境
界
を
説
く
論
書
を
『
起
信
論
』
を
含
む
残
り
の
八
種
の

論
書
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
秘
密
の
教
法
を
説
く
論
書
と
、
修
行
者
の
機
根
に
応
じ
た
顕
教
の

教
法
を
説
く
論
書
の
二
種
を
峻
別
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
の
構
造
を
素
直
に
理
解
す
る
と
、
三
十
三
法
門
は
顕
密
の
理
解
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
秘
密
、
三
十
二
法
門
を
顕
示
と
し
た
構
造
だ
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
に
、『
釈
論
』
は
、
解
釈
分
の
解
釈
に
お
い
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
『
不
動
本
原

論
』
と
『
甚
深
玄
理
論
』
に
あ
る
と
し
て
同
法
の
内
実
に
つ
い
て
は
説
明
を
省
く
と
し
て
、
教
説
を
拒
否

し
て
い
る
１
１
４

。 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、『
釈
論
』
が
造
論
す
る
た
め
に
別
所
依
と
し
た
経
典
に
百
種
存
在
し
て
い
た
点
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
百
種
に
は
先
の
『
隠
密
経
』
１
１
５

を
は
じ
め
『
総

持
経
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
釈
論
』
は
百
種
の
経
典
を
所
依
と
し
な
が
ら
、
三
十
三
法
門
に
は
十
種
の
論

書
を
基
盤
と
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
十
種
の
論
書
の
所
依
が
百
種
の
経
典
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
不
動
本
原
論
』・『
甚
深
玄
理
論
』
を
含
む
十
種
の
論
書
の
思
想
基
盤
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
百
種
の
経
典
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
『
隠
密
経
』
と
『
総
持
経
』
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
二
種
の
典
籍
と
十
種
の
論
書
が
関
連
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、

点
と
点
で
あ
っ
た
も
の
が
実
は
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
『
釈
論
』
に
は
密
教
思
想
は
も
ち
ろ
ん
、

三
十
三
法
門
に
は
顕
密
思
想
が
内
在
し
て
い
る
と
見
做
せ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

で
は
、
三
十
三
法
門
の
う
ち
で
三
十
二
法
門
が
顕
教
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
密
教
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
、
『
釈
論
』
の
他
の
箇
所
の
説
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。
『
釈
論
』
の
序
に
お
い
て
以

下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
（
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 
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釈
摩
訶
衍
論
は
、
斯
れ
乃
ち
性
海
の
源
を
窮
む
る
密
蔵
、
行
因
の
本
を
𣫆
（
つ
く
）
す
淵
詞
な
り
。
１
１
６ 

  

序
の
成
立
に
つ
い
て
は
「
姚
興
皇
帝
製
」
１
１
７

と
記
さ
れ
る
が
、
現
在
で
は
仮
託
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
１
１
８

。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
密
蔵
」
と
い
う
語
は
、『
釈

論
』
本
論
に
は
見
ら
れ
ず
、
序
の
み
に
登
場
す
る
。
序
で
は
「
密
蔵
」
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
指
し
果
位
、

「
淵
詞
」
と
は
三
十
二
法
門
（
八
種
本
法
）
を
指
し
因
位
と
表
現
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
密
蔵
と
い

う
語
は
、
文
字
通
り
本
来
秘
密
に
し
て
開
示
し
な
い
教
え
を
説
く
と
す
る
意
味
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
す
で
に
第
三
章
に
て
、「
服
膺
の
秘
軌
」
１
１
９

で
あ
る
「
字
輪
観
」
が
秘
密
の
法
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
上
記
の
説
は
密
蔵
を
密
教
と
眺
め
て
い
た
と
し
て
も
誤
り
で
は
な
い
と
言
え

る
。
『
釈
論
』
の
序
の
作
者
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
密
教
と
同
一
視
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 

   
 

ま
と
め 

  

本
章
で
は
「
隠
密
」
と
「
総
持
」
の
語
を
も
と
に
『
釈
論
』
の
密
教
的
要
素
の
有
無
を
再
確
認
し
た
。

詳
し
く
は
、『
釈
論
』
に
は
初
期
密
教
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
問
題
と
し

て
い
た
、
『
総
持
経
』
と
は
、
『
釈
論
』
に
お
い
て
初
期
密
教
典
籍
と
目
さ
れ
る
『
〇
〇
総
持
経
』
と
命
名

し
た
架
空
経
典
が
登
場
し
て
い
る
の
で
、
密
教
典
籍
だ
と
考
え
さ
れ
る
。
一
方
の
『
隠
密
経
』
と
は
、
前

者
と
は
異
な
り
、
初
期
密
教
と
し
て
登
場
す
る
経
典
に
類
す
る
名
前
が
見
出
せ
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は

密
教
思
想
に
基
づ
き
命
名
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。 

『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
吉
蔵
の
理
解
を
よ
り
一
歩
進
め
た
顕
密
思
想
理
解
に
基
づ
き
な

が
ら
数
々
の
架
空
経
典
を
打
ち
出
し
、
三
十
三
法
門
を
構
築
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
三
十
三
法
門

が
顕
密
思
想
を
媒
介
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
た
な
知
見
で
あ
る
。
加
え
て
、
十
五
因
縁
の
内
容
と
密
教
経
典
と
の
接
点
を
検
証
し
た
結
果
、『
釈

論
』
中
の
陀
羅
尼
、
字
輪
、
印
契
、
観
法
が
初
期
密
教
経
典
の
説
と
類
似
す
る
点
を
確
認
で
き
た
。
中
期

密
教
典
籍
と
の
関
係
は
、
先
行
研
究
を
も
と
に
『
大
日
経
』
所
説
の
阿
字
を
基
調
と
し
た
字
輪
と
何
か
し

ら
の
接
点
が
あ
る
よ
う
に
見
る
こ
と
も
確
認
し
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
『
釈
論
』
の
成
立
を
七
百
年
代
初
頭
と
す
る
主
張

に
基
づ
く
と
、
同
論
が
『
大
日
経
』
よ
り
早
く
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
り
、
本
経
を
参
照
し
て
い
る
可
能

性
は
低
い
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、『
釈
論
』
に
は
『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
大
日
如
来
な
ど
の
密

教
特
有
の
尊
格
や
曼
荼
羅
な
ど
が
説
か
れ
ず
、
特
殊
文
字
は
登
場
す
る
も
の
の
梵
字
や
五
大
を
意
味
す
る

五
字
な
ど
も
説
か
れ
な
い
の
も
理
由
と
し
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
釈
論
』
が
本
経
を
参
照
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
、『
釈
論
』
の
成
立
問
題
の
研
究
と
並
行
し
、
周
辺
資
料
を
精
査
し
な
が

ら
、『
大
日
経
』
に
近
い
密
教
典
籍
と
の
接
点
も
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
成
立

年
代
の
可
能
性
が
導
き
出
さ
れ
た
り
、
新
出
の
典
籍
と
の
接
点
が
見
出
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
点
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

架
空
経
典
や
十
五
因
縁
を
検
討
す
る
こ
と
で
、『
釈
論
』
に
は
密
教
思
想
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
呈
示
し
た
。
今
後
の
『
釈
論
』
研
究
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
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１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
密
教
的
な
も
の 

―

架
空
経
典
を
中
心
に―

」
（
『
仏
教
文

化
学
会
紀
要
』
二
七
、
二
〇
一
七
年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
『
釈
論
』
に
は
部
派
仏
教
か
ら
大
乗
に
わ
た
る
大
部
な
経
論
を
包

摂
し
た
性
格
を
有
す
る
論
書
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。 

３ 

鎌
田
茂
雄
監
修
『
一
切
経
解
題
辞
典
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
六
八
頁
）
、
水
野
弘
元
監
修
『
新

仏
典
解
題
事
典
』（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
一
五
八
頁
）
。
ま
た
、
石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春

秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
二
頁
）
、
遠
藤
純
一
郎
「
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
四
四
、
一

九
九
五
年
、
八
一
頁
）
に
は
、
八
世
紀
初
頭
か
ら
後
半
頃
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。 

４ 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』（
岩
波
全
書
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
四
頁
）
、
鎌
田
茂
雄
監
修
『
一
切
経
解

題
辞
典
』
（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
六
八
頁
） 

５ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(
そ
の
一) 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」

（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
） 

６ 

「
総
持
」
と
い
う
語
は
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
の
意
訳
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

『
釈
論
』
が
こ
の
語
を
使
用
す
る
の
は
玄
奘
訳
の
経
典
で
あ
る
『
大
般
若
経
』
等
の
典
籍
を
参
照
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
「
総
持
」
以
外
に
も
釈
論
は
「
阿
世
耶
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
。
こ

れ
も
同
じ
く
玄
奘
訳
の
経
典
に
頻
出
す
る
「
阿
世
耶
」
語
で
あ
る
。 

７ 

越
智
淳
仁
「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
） 

８ 

『
弁
顕
密
二
教
論
』
巻
上
「
喩
曰
。
不
二
摩
訶
衍
及
円
円
海
徳
諸
仏
者
即
是
自
性
法
身
。
是
名
秘
密
蔵
。

亦
名
金
剛
頂
大
教
王
。
等
覚
十
地
等
不
能
見
聞
故
得
秘
密
号
。
具
如
金
剛
頂
経
説
。
」
（
弘
大
全
一
、
四
八

〇
頁
） 

９ 

空
海
の
著
作
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
受
用
に
つ
い
て
は
、
小
田
慈
舟
「
弘
法
大
師
の
教
学
と
釈
摩
訶
衍

論
」
（
『
密
教
学
研
究
』
一
、
一
九
六
九
年
）
、
同
著
「
弘
法
大
師
の
諸
開
題
等
に
散
見
す
る
釈
論
の
思
想
」

（
『
密
教
文
化
』
八
六
、
一
九
六
九
年
）
、
米
田
弘
仁
「
空
海
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
伝
承 

―

『
釈
摩
訶
衍

論
』
重
視
の
理
由
」（
『
密
教
学
研
究
』
三
五
、
二
〇
〇
三
年
）
、
中
村
本
然
「
弘
法
大
師
空
海
の
『
入
楞
伽

経
』
理
解 

―

特
に
『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
を
中
心
と
し
て
」
（
『
密
教
学
研
究
』
四
三
、
二
〇
一
一

年
）
、
同
著
「
弘
法
大
師
空
海
の
『
大
智
度
論
』
理
解 

―

『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
起
因
と
し
て
」（
『
智
山

学
報
』
六
五
、
二
〇
一
六
年
）
、
本
多
隆
仁
「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
三
大
の
意
味
す
る
も
の 

―
弘
法
大

師
の
思
想
へ
の
接
点
を
求
め
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
五
、
二
〇
一
六
年
）
、
拙
稿
「
『
開
題
』
類
に
お
け
る

本
覚
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
二
、
二
〇
一
三
年
）
等
が
あ
る
。 

１
０ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
二
五
六
頁
） 

１
１ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
一
頁
） 

１
２ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
十
頁
）
、
那
須
は
森
田
龍
僊
の

と
こ
ろ
へ
赴
き
、
『
釈
論
』
の
講
義
・
講
伝
を
受
け
て
い
る
。 

１
３ 

小
林
信
彦
「
世
界
仏
教
史
の
立
場
か
ら
見
た
正
統
空
海
伝
の
成
立
過
程
」
（
井
上
克
人
編
『
「
大
乗
起

信
論
」
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
十
頁
） 

１
４ 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
〇
四
頁
）
、
同
著
『
新
中
国
仏
教
史
』（
大

東
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
五
二
頁
）
、
同
監
修
『
一
切
経
解
題
辞
典
』
（
大
東
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、

六
八
頁
） 

１
５ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

 
―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」

（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
七
六
頁
） 

１
６ 

中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
智
山
学
報
』

六
六
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
四
頁―

二
〇
六
頁
） 

１
７ 

栂
尾
祥
雲
『
秘
密
仏
教
史
（
栂
尾
祥
雲
全
集
一
）
』（
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
、
二
二
七
頁
） 

１
８ 

栂
尾
祥
雲
『
秘
密
思
想
と
生
活
（
栂
尾
祥
雲
全
集
三
）
』
（
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
三
九
年
、
一
七

九
頁
） 



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第六章 

 

167 

 

 

１
９ 
越
智
淳
仁
「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
四

頁―

一
一
三
頁
） 

２
０ 

こ
の
こ
と
は
す
で
に
松
長
有
慶
も
指
摘
し
て
い
る
。
松
長
有
慶
『
密
教
経
典
成
立
史
論
』
（
法
蔵
館
、

一
九
八
一
年
、
一
三
頁―

三
八
頁
） 

２
１ 

越
智
淳
仁
「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
三

頁
） 

２
２ 

松
長
有
慶
『
密
教
経
典
成
立
史
論
』「
唐
代
ま
で
の
漢
訳
経
典
の
中
に
密
教
あ
る
い
は
密
蔵
と
い
う
言

葉
は
、
そ
の
他
に
も
数
度
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
隋
代
の
闍
那
崛
多
の
訳
に
な
る
『
一
向
出
生
菩
薩
経
』
、

唐
代
の
初
頭
に
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
巻
一
、
唐
代
の
不
空
訳
と
い
わ
れ

る
『
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
現
身
成
仏
金
輪
呪
王
経
』
、
同
じ
く
不
空
訳
の
『
五
字
陀
羅
尼
頌
』
、
こ
れ
ら
の

経
典
の
中
に
密
教
の
語
が
み
え
る
が
、
い
ず
れ
も
前
述
の
よ
う
な
単
な
る
奥
深
い
教
え
の
意
味
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
唐
代
初
期
の
阿
地
瞿
多
訳
に
な
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
十
二
に
出
て
い
る
密
蔵
あ
る
い
は
秘
密

法
蔵
は
、
陀
羅
尼
、
印
、
壇
法
な
ど
を
含
み
、
現
在
の
密
教
の
用
例
に
か
な
り
近
づ
い
て
い
る
。
と
は
い

え
、
こ
れ
ら
の
諸
経
典
に
み
る
密
教
も
し
く
は
密
蔵
す
ら
も
、
顕
教
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
優
位
性
を
も

っ
た
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
」（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
十
五
頁
）

と
論
じ
て
い
る
。 

２
３ 

平
川
彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
二
二
七
頁―

二
四
二
頁
） 

２
４ 

小
峰
彌
彦
他
編
『
般
若
経
大
全
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
四
九
頁
） 

２
５ 

松
長
有
慶
『
密
教
経
典
成
立
史
論
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
一
一
〇
頁―

一
一
一
頁
）
平
川
の
指

摘
に
先
行
し
松
長
が
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。 

２
６ 

氏
家
覚
勝
『
陀
羅
尼
思
想
の
研
究
』
（
東
方
出
版
、
一
九
八
七
年
、
一
五
八
頁
） 

２
７ 

『
同
右
』（
東
方
出
版
、
一
九
八
七
年
、
一
七
二
頁
）
。
ま
た
、
空
海
と
中
期
密
教
の
関
係
に
つ
い
て
、

野
口
圭
也
が
こ
れ
ま
で
の
諸
氏
の
雑
密
と
純
密
に
対
す
る
区
分
方
法
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

非
常
に
有
用
な
も
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
『
空
海
と
イ
ン
ド
中
期
密
教
』
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
、
五
頁―

二
四
頁
）
。 

２
８ 

大
塚
伸
夫
『
イ
ン
ド
初
期
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』「
初
期
密
教
の
形
成
と
展
開
を
探
る
方
法
論
」
の

な
か
で
、
渡
辺
照
宏
と
松
長
有
慶
と
頼
富
本
宏
、
以
上
三
氏
の
密
教
に
対
す
る
定
義
の
見
解
を
要
約
し
解

説
し
て
い
る
。
今
、
有
効
な
内
容
で
あ
る
の
で
以
下
に
紹
介
す
る
。「
か
つ
て
、
渡
辺
で
は
「
曼
荼
羅
を
建

立
し
、
真
言
を
誦
し
、
修
法
を
行
う
の
が
金
剛
乗
で
あ
る
」
と
密
教
の
基
準
を
示
し
た
。
松
長
で
は
、「
正

覚
を
最
終
の
目
標
と
す
る
仏
教
の
中
で
、
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
に
基
盤
を
も
つ
秘
教
的
、
儀
礼
的
、
呪
術
的
、

象
徴
的
な
性
格
を
鮮
明
に
も
つ
も
の
を
、
以
下
に
密
教
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
」
と
密
教
へ
の
定

義
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
頼
富
の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
初
期
密
教
の
要
点
を
①
対
象
に
対
し
て
働
き
か

け
る
呪
術
的
要
素
が
顕
著
で
あ
る
呪
文
を
説
く
点
、
②
観
想
法
・
図
像
・
供
養
法
が
具
備
さ
れ
て
い
る
点
、

③
身
口
意
の
三
密
行
、
つ
ま
り
印
相
と
真
言
と
三
昧
（
も
し
く
は
マ
ン
ダ
ラ
）
を
完
備
し
て
い
な
い
点
、

④
師
資
相
承
を
目
的
と
す
る
伝
法
潅
頂
を
欠
い
て
い
る
点
を
あ
げ
て
、
未
体
系
で
断
片
的
要
素
の
集
成
に

す
ぎ
な
い
点
を
初
期
密
教
の
範
疇
と
み
な
し
て
い
る
。
」
（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
三―

一
四
頁
）
と

指
摘
し
て
い
る
。 

２
９ 

以
降
の
考
察
に
お
い
て
顕
密
思
想
の
道
程
を
概
観
す
る
に
あ
た
り
、
越
智
淳
仁
の
研
究
成
果
に
負
う

と
こ
ろ
多
く
謹
ん
で
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。 

３
０ 

『
大
智
度
論
』
巻
四
「
仏
法
有
二
種
。
一
秘
密
。
二
現
示
。
現
示
中
。
仏
、
辟
支
仏
、
阿
羅
漢
、
皆

是
福
田
。
以
其
煩
悩
尽
無
余
故
。
秘
密
中
。
説
諸
菩
薩
得
無
生
法
忍
。
煩
悩
已
断
。
具
六
神
通
。
利
益
衆

生
。
以
現
示
法
故
。
前
説
阿
羅
漢
。
後
説
菩
薩
。
復
次
。
菩
薩
以
方
便
力
。
現
入
五
道
。
受
五
欲
。
引
導

衆
生
。
若
在
阿
羅
漢
上
。
諸
天
。
世
人
当
生
疑
怪
。
是
故
後
説
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、
八
四
頁
下―

八
五
頁

上
） 

３
１ 

越
智
淳
仁
「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
） 
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３
２ 
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
三
七
「
隠
密
説
法
者
。
謂
於
嬰
兒
智
慧
有
情
。
隠
覆
広
大
甚
深
義
法
。
為
説
麁

浅
易
可
悟
入
。
易
為
方
便
趣
入
処
法
。
顕
了
説
法
者
。
謂
於
広
大
智
慧
有
情
已
善
悟
入
聖
教
理
者
。
為
其

開
示
広
大
甚
深
道
理
処
法
。
」
（
大
正
蔵
三
十
、
四
九
七
頁
下
） 

３
３ 

越
智
淳
仁
「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」「
そ
の
中
に
、
秘
密
に
し
て
説
法
す
る
こ
と
と
は
何

か
と
い
え
ば
、
幼
児
の
よ
う
な
知
恵
の
衆
生
た
ち
に
は
、
広
大
甚
深
な
意
味
の
法
を
隠
覆
し
（
幼
児
の
よ

う
な
知
恵
の
衆
生
た
ち
に
）
理
解
し
や
す
く
悟
入
し
や
す
い
容
易
な
方
便
で
趣
入
で
き
る
法
（
声
聞
蔵
教
）

を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
顕
ら
か
に
し
て
説
法
す
る
こ
と
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
広
い
知
恵
を
も
つ
衆
生
で
、

よ
く
仏
教
の
教
理
に
悟
入
す
る
も
の
た
ち
は
、
広
大
で
甚
深
な
（
学
）
処
（
大
乗
蔵
教
）
を
開
示
す
る
こ

と
で
あ
る
。
」（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
〇
頁
）
越
智
の
和
訳
を
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
。 

３
４ 

『
顕
揚
聖
教
論
』
巻
六
「
九
隠
密
教
。
謂
多
分
声
聞
蔵
教
。
十
顕
了
教
。
謂
多
分
大
乗
蔵
教
。
」
（
大

正
蔵
三
一
、
五
一
〇
頁
中
） 

３
５ 

越
智
淳
仁
「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
六

頁
） 

３
６ 

『
法
華
玄
論
』
巻
三
「
仏
法
有
二
種
一
顕
示
二
秘
密
。
顕
示
教
中
明
阿
羅
漢
断
煩
悩
清
浄
。
諸
菩
薩

未
断
煩
悩
未
清
浄
。
即
菩
薩
不
及
阿
羅
漢
。
故
烈
羅
漢
在
前
而
菩
薩
居
後
。
秘
密
法
中
明
諸
菩
薩
得
六
神

通
断
一
切
煩
悩
。
智
慧
清
浄
超
出
二
乗
之
上
。
此
文
正
約
小
乗
浅
易
為
顕
示
。
大
乗
甚
深
為
秘
密
。
」
（
大

正
蔵
三
四
、
三
八
五
頁
中
） 

３
７ 

『
法
華
義
疏
』
巻
一
「
又
欲
簡
秘
密
、
顕
示
両
教
。
顕
示
教
謂
小
乗
教
、（
中
略
）
謂
秘
密
大
乗
教
也
。
」

（
大
正
蔵
三
四
、
四
六
二
頁
上
） 

３
８ 

『
法
華
遊
意
』
巻
一
「
秘
密
不
秘
密
有
二
門
。
一
以
大
乗
為
秘
密
。
小
乗
非
秘
密
。
」（
大
正
蔵
三
四
、

六
四
五
頁
下
） 

３
９ 

『
同
右
』
巻
一
「
此
則
以
小
乗
浅
近
故
非
秘
密
。
大
乗
甚
深
故
名
秘
密
。
二
者
就
大
乗
中
復
有
秘
密

非
秘
密
。
如
大
論
第
百
巻
説
。
波
若
不
明
羅
漢
作
仏
故
非
秘
密
。
法
花
明
羅
漢
作
仏
故
是
秘
密
。
問
。
法

花
明
羅
漢
作
仏
。
何
故
是
秘
密
。
波
若
不
明
羅
漢
作
仏
。
何
故
非
秘
密
耶
。
答
。
法
華
明
羅
漢
作
仏
甚
深

難
解
故
是
秘
密
。
波
若
明
菩
薩
作
仏
其
義
易
解
故
非
秘
密
。
故
智
度
論
云
」（
大
正
蔵
三
四
、
六
四
五
頁
下
） 

４
０ 

『
三
論
玄
義
』
巻
三
「
答
。
今
当
為
子
述
之
。
従
波
若
至
涅
槃
皆
是
教
菩
薩
法
。
但
教
菩
薩
法
凡
有

二
種
。
一
顕
教
二
亦
顕
亦
密
。
如
法
華
涅
槃
顕
教
菩
薩
。
故
明
三
乗
人
皆
是
菩
薩
波
若
亦
顕
亦
密
顕
教
菩

薩
密
教
二
乗
。
顕
教
菩
薩
者
令
菩
薩
修
学
波
若
成
仏
道
也
。
密
教
二
乗
者
勧
二
乗
学
波
若
。
亦
令
二
乗
成

仏
道
也
。
如
付
財
中
説
密
示
大
法
以
為
己
任
。
故
付
窮
子
財
。
窮
子
根
鈍
不
知
不
覚
。
謂
学
波
若
得
証
三

乗
。
若
言
学
波
若
成
三
乗
者
。
猶
窮
子
之
気
類
耳
。
」（
大
正
蔵
三
四
、
三
八
三
頁
中
）
、
越
智
淳
仁
「
顕
密

思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
九
頁
）
、
吉
蔵
と
同
時
代
に

活
躍
し
た
学
匠
で
「
顕
教
」
と
「
密
教
」
と
経
典
の
理
解
を
示
す
も
の
は
管
見
の
限
り
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

近
い
も
の
で
智
顗
の
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
巻
六
「
一
者
、
就
隠
、
顕
共
論
四
教
、
隠
即
秘
密
教
、
顕
即

頓
、
漸
、
不
定
教
。
秘
密
既
隠
、
非
世
流
布
」
（
大
正
蔵
三
三
、
七
五
四
頁
中
）
や
巻
十
「
如
智
度
論
云
、

教
有
二
種
。
一
顕
露
教
。
二
秘
密
教
。
顕
露
者
、
初
転
法
輪
、
五
比
丘
及
八
万
諸
天
得
法
眼
浄
。
若
秘
密

教
、
無
量
菩
薩
得
無
生
法
忍
。
」
（
大
正
蔵
三
三
、
八
〇
六
頁
中
）
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
類
似
す
る
点
は
認

め
ら
れ
る
が
「
密
教
と
顕
教
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
経
典
を
区
別
す
る
点
で
は
一
致
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
越
智
が
指
摘
す
る
吉
蔵
説
を
実
証
的
な
検
討
結
果
と
考
え
準
拠
す
る
。 

４
１ 

『
法
華
遊
意
』
巻
三
「
波
若
但
明
菩
薩
是
仏
因
故
作
仏
。
二
乗
非
仏
因
故
不
作
仏
。
此
義
於
昔
易
解

故
名
顕
示
。
法
華
経
明
二
乗
作
仏
与
昔
教
相
違
。
於
昔
難
解
故
名
秘
密
。
論
主
云
如
用
薬
為
薬
其
事
即
易
。

用
毒
為
薬
其
事
即
難
。
波
若
明
菩
薩
作
仏
如
用
薬
為
薬
。
不
明
二
乗
作
仏
如
不
用
毒
為
薬
。
法
華
経
明
二

乗
作
仏
如
用
毒
為
薬
。
其
義
即
難
解
所
以
為
秘
也
。
」（
大
正
蔵
三
四
、
三
八
五
頁
中
）
。
こ
の
他
に
も
『
法

華
玄
論
』
巻
三
に
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
隠
密
・
顕
了
の
用
例
も
確
認
で
き
、『
大
智
度
論
』
と
『
瑜
伽
師

地
論
』
の
二
種
の
顕
密
思
想
を
参
照
し
て
い
る
姿
勢
を
確
認
で
き
る
。
（
大
正
蔵
三
四
、
三
八
七
頁
下
）
。

ま
た
、
『
法
華
遊
意
』
に
も
確
認
で
き
る
（
大
正
蔵
三
四
、
六
四
五
頁
中―

下
、
六
四
六
頁
中―

下
）
。 
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４
２ 
『
宋
高
僧
伝
』
巻
三
「
一
顕
教
者
。
諸
乗
経
律
論
也
（
不
同
瑜
伽
論
中
顕
了
教
是
多
分
大
乗
蔵
教
）

二
密
教
者
。
瑜
伽
潅
頂
五
部
護
摩
三
密
曼
拏
羅
法
也
（
瑜
伽
隠
密
教
是
多
分
声
聞
蔵
教
）
。
」（
大
正
蔵
五
十
、

七
二
四
頁
中
） 

４
３ 

『
大
宋
僧
史
略
』
巻
一
「
密
蔵
者
陀
羅
尼
法
也
。
是
法
秘
密
非
二
乗
境
界
。（
中
略
）
次
有
不
空
三
蔵
。

於
京
大
興
善
寺
。
広
訳
総
持
教
。
多
設
曼
荼
羅
。（
中
略
）
日
本
大
師
常
為
王
公
大
人
演
密
蔵
。
至
今
弟
子

繁
衍
。
」
（
大
正
蔵
五
四
、
二
四
〇
頁
下
） 

４
４ 

不
空
の
事
績
を
集
成
し
た
『
代
宗
朝
贈
司
空
大
弁
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
』（
大
正
蔵
五
二
）
を
確

認
し
た
が
、
「
総
持
教
」
と
い
う
語
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
諸
仏
儀
形
。
優
曇

希
現
。
如
来
密
蔵
。
神
呪
難
思
。
師
大
啓
空
宗
。
能
持
秘
印
。
以
茲
正
法
弘
護
朕
躬
。
信
受
奉
行
。
深
為

利
益
也
。
」
（
大
正
蔵
五
二
、
八
二
九
頁
中
）
と
あ
り
、
「
密
蔵
」
の
語
を
確
認
で
き
る
。 

４
５ 

越
智
淳
仁
「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
八

頁
） 

４
６ 

「
同
右
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
三
頁
） 

４
７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
下―

五
九
四
頁
中
） 

４
８ 

架
空
と
見
做
せ
る
経
典
と
し
て
は
、『
阿
梨
耶
識
経
』・『
本
覚
経
』・『
十
種
如
来
蔵
経
』・『
十
種
妄
想

経
』
・
『
大
智
本
有
経
』
・
『
最
上
極
経
』
・
『
本
来
清
浄
経
』
等
と
い
っ
た
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

現
行
に
流
布
し
て
な
い
別
次
元
（
高
次
）
と
位
置
付
け
ら
れ
る―
『
大
本
華
厳
経
』・『
大
本
楞
伽
経
』・『
大

本
維
摩
経
』
等
と
い
っ
た
「
大
本
」
と
名
の
付
く―

も
の
ま
で
登
場
さ
せ
て
い
く
。
い
ず
れ
も
重
要
な
説

の
論
拠
と
し
て
い
る
。
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
、
四
、
五
、
七
、
十
、
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
四
頁
下
、
六

〇
六
頁
下
、
六
二
五
頁
上
、
六
二
六
頁
中
、
六
二
七
頁
中
、
六
二
七
頁
下
、
六
三
二
頁
上
、
六
三
二
頁
下
、

六
三
三
頁
上
、
六
四
八
頁
下
、
六
五
二
頁
上
、
六
六
八
頁
上
）
。
ま
た
、
「
大
本
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

柏
木
弘
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
構
想
」
（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春

秋
社
、
一
九
八
七
年
、
五
〇
七
頁
）
柏
木
は
法
蔵
が
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
中
で
説
く
、『
華
厳
経
』
の
成

立
に
関
し
て
「
恒
本
」
・
「
大
本
」
・
「
上
本
」
・
「
中
本
」
・
「
下
本
」
・
「
略
本
」
の
六
種
類
の
華
厳
経
が
竜
樹

に
因
ん
だ
伝
説
を
も
と
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、『
釈
論
』
が
そ
れ
ら
を
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
指

摘
し
て
い
る
。 

４
９ 

『
釈
論
』
の
注
釈
書
を
調
べ
た
が
、
『
隠
密
経
』
・
『
総
持
経
』
に
つ
い
て
の
注
釈
は
詳
し
く
な
い
。 

５
０ 

『
華
厳
経
』
、
『
楞
伽
経
』
、
『
金
剛
三
昧
経
』
、
『
維
摩
経
』
等
の
経
名
を
確
認
で
き
る
。 

５
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
根
有
十
種
義
。
云
何
為
十
。
一
者
下
転
義
。
能
除
憍
慢
故
。
二
者
隠
密
義
。

能
詮
甚
深
理
故
。
三
者
出
生
義
。
生
長
種
種
諸
功
徳
故
。
四
者
堅
固
義
。
皆
悉
摂
持
不
欠
失
故
。
（
中
略
）

十
者
高
勝
義
。
於
妙
覚
果
最
勝
広
大
無
能
超
過
故
。
是
名
為
十
。
能
入
所
入
種
種
差
別
。
立
義
分
中
自
当

顕
説
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
六
頁
下―

五
九
七
頁
上
） 

５
２ 

『
同
右
』
巻
一
「
摩
訶
衍
者
。
総
標
十
六
所
入
法
体
并
及
不
二
摩
訶
衍
体
。
信
決
定
進
心
。
根
生
長

行
法
。
若
為
入
理
無
超
此
二
。
故
曰
信
根
。
復
次
信
謂
十
信
。
根
謂
従
初
発
心
住
乃
至
法
雲
地
。
所
以
者

何
。
初
信
無
根
随
縁
進
退
。
譬
如
班
多
伽
伊
摩
華
故
。
後
信
転
勝
堅
固
不
動
。
譬
如
鍵
鳩
阿
弥
礼
樹
故
。
」

（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
六
頁
下―

五
九
七
頁
上
） 

５
３ 

補
記
と
し
て
、
吉
蔵
と
『
釈
論
』
の
関
係
を
考
え
る
際
、
石
井
公
成
の
指
摘
が
あ
る
（
「
『
釈
摩
訶
衍

論
』
が
依
拠
し
た
教
学 
―

不
二
摩
訶
衍
の
成
立
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
駒
沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
十

一
、
九
九
五
年
、
一
頁―

十
七
頁
）
）
、
石
井
は
『
釈
論
』
の
作
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
吉
蔵
の
不
二
思
想
を

拠
り
処
と
し
て
不
二
摩
訶
衍
法
を
説
い
た
と
分
析
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
関
係
は
と

も
か
く
、
『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
『
瑜
伽
師
地
論
』
や
『
大
智
度
論
』
の
み
か
ら
『
隠
密
経
』

を
創
作
し
た
の
で
は
な
く
、
吉
蔵
の
経
典
理
解
を
参
考
と
し
た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。 

５
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
、
三
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
三
頁
上
、
六
一
九
頁
上
）
、
ち
な
み
に
『
釈
論
』

が
別
所
依
と
す
る
百
部
の
経
典
の
中
に
は
「
陀
羅
尼
」
と
名
の
付
く
経
典
は
確
認
で
き
な
い
。 

５
５ 

『
同
右
』
巻
三
（
大
正
蔵
三
二
、
六
一
九
頁
上
） 

file:///C:/Users/yurin/AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2198&B=T&V=52&S=2120&J=1&P=&80720.htm%230_2
file:///C:/Users/yurin/AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2198&B=T&V=52&S=2120&J=1&P=&80720.htm%230_2
file:///C:/Users/yurin/AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2198&B=T&V=52&S=2120&J=1&P=&80720.htm%230_2
file:///C:/Users/yurin/AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2198&B=T&V=52&S=2120&J=1&P=&16601.htm%230_0
file:///C:/Users/yurin/AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=2198&B=T&V=52&S=2120&J=1&P=&16601.htm%230_0
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５
６ 
『
同
右
』
巻
七
（
大
正
蔵
三
二
、
六
四
八
頁
中
） 

５
７ 

『
同
右
』
巻
九
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
二
頁
中
） 

５
８ 

『
同
右
』
巻
九
「
彼
第
二
門
観
所
前
説
応
審
思
惟
。
謂
有
外
道
。
造
作
一
切
種
種
異
類
。
来
到
行
者

所
。
乱
行
者
心
。
爾
時
当
各
誦
何
等
呪
。
謂
有
神
呪
是
通
非
別
。
所
謂
如
来
総
持
法
蔵
因
縁
契
経
中
所
説

神
呪
大
陀
羅
尼
。（
中
略
）
文
殊
師
利
。
諦
聴
諦
聴
善
思
念
之
。
我
当
為
汝
分
別
解
説
。
文
殊
師
利
。
所
言

通
達
無
碍
自
在
総
持
大
陀
羅
尼
法
門
者
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
所
護
念
之
宝
蔵
。
十
方
三
世
一
切
菩
薩
。

常
所
誦
持
之
大
軌
則
。
十
方
三
世
一
切
神
王
及
一
切
天
人
。
皆
悉
所
礼
拝
供
養
之
広
大
福
田
焉
。
於
是
世

尊
。
即
誦
呪
言
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
二
頁
中―

下
） 

５
９ 

田
中
公
明
「
ト
ン
ワ
ト
ゥ
ン
デ
ン
と
は
何
か
？ 

―

タ
ン
カ
の
起
源
と
『
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
』
」

（
『
密
教
図
像
』
二
九
、
二
〇
一
〇
年
）
同
著
「
胎
蔵
五
仏
の
成
立
に
つ
い
て―

『
大
日
経
』
の
先
行
経
典

と
し
て
の
『
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
』
」（
『
密
教
図
像
』
三
一
、
二
〇
一
二
年
）
、
大
塚
恵
俊
『
『
文
殊
師
利

根
本
儀
軌
経
』
所
説
の
パ
タ
の
密
教
儀
礼
に
つ
い
て
』
（
大
正
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
五
年
） 

６
０ 

陀
羅
尼
と
い
う
語
は
密
教
に
限
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。「
陀
羅
尼
」
と
い

う
語
を
調
べ
る
と
多
く
の
典
籍
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
「
大
陀
羅
尼
」
に
注
目
す
れ
ば
「
本
縁
部
」・「
般

若
部
」
・
「
法
華
部
」
・
「
華
厳
部
」
・
「
大
集
部
」
・
「
経
集
部
」
に
お
い
て
確
認
で
き
、
そ
の
中
で
も
「
密
教

部
」
の
経
典
名
に
も
っ
と
も
頻
出
し
て
い
る
。 

６
１ 

平
川
彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
二
二
七
頁―

二
四
二
頁
） 

６
２ 

松
長
有
慶
『
密
教
経
典
成
立
史
論
』「
す
な
わ
ち
六
世
紀
以
前
に
漢
訳
さ
れ
た
初
期
密
教
経
典
の
な
か

で
も
、
現
世
利
益
の
祈
願
に
ま
じ
っ
て
成
仏
に
関
説
し
た
例
が
み
い
だ
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
数
は
現
在
の
密
教
経
典
全
体
か
ら
み
る
と
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
の
時
代
の
密
教
経
典
の
大

部
分
は
、
鬼
神
や
悪
霊
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
難
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
陀
羅

尼
と
か
経
典
を
受
持
し
、
読
誦
し
、
書
写
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
七
世
紀
の
中

葉
に
漢
訳
さ
れ
た
経
典
、
な
か
で
も
玄
奘
訳
の
そ
れ
に
は
、
陀
羅
尼
読
誦
と
成
仏
が
不
可
分
に
結
び
つ
い

て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、『
大
日
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
期
の
密
教
経
典
を
形
成
す

る
素
地
の
一
つ
と
も
い
う
べ
き
、
現
世
利
益
的
な
除
災
招
福
か
ら
、
成
仏
へ
と
い
う
修
法
目
的
が
、
お
そ

く
と
も
七
世
紀
の
初
め
こ
ろ
に
か
な
り
の
程
度
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
」
（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
一
一

〇
頁―

一
一
一
頁
） 

６
３ 

大
塚
伸
夫
『
イ
ン
ド
初
期
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』「
外
道
出
身
者
の
対
処
で
僧
団
が
苦
慮
す
る
現
状

が
垣
間
見
え
る
こ
と
を
、
四
世
紀
前
半
こ
ろ
成
立
の
『
幻
師
颰
陀
神
呪
経
』
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
本

経
に
説
く
幻
師
バ
ド
ラ
の
よ
う
な
外
道
の
呪
術
・
呪
文
を
使
う
者
が
仏
教
教
団
に
流
入
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
外
道
呪
文
を
使
用
す
る
比
丘
が
僧
団
に
現
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
も
っ
て
本
経
を
な
が
め
る
と
、
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
あ
る
種
の
密
教
呪

文
と
し
て
説
か
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
仮
に
も
本
経
が
示
す
よ
う
に
外
道
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
の
が
不
自
然
で
は
な
く
な
る
。
そ
の
痕
跡
が
本
経
の
よ
う
な
密
教
経
典
と
し

て
顕
在
化
し
た
と
み
る
こ
と
が
真
実
味
を
お
び
て
く
る
の
で
あ
る
。
」
（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
、
五
六
一

頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

６
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
九
「
如
其
次
第
説
相
応
観
。
就
第
一
門
中
有
三
種
人
。
云
何
為
三
。
一
者
天
人
。

二
者
菩
薩
人
。
三
者
如
来
人
。
是
名
為
三
。
若
外
道
人
為
作
三
像
。
各
用
幾
門
。
各
六
門
故
。
云
何
為
六
。

一
者
造
像
門
。
二
者
祷
祀
門
。
三
者
神
呪
門
。
四
者
誦
経
門
。
五
者
阿
呼
門
。
六
者
勧
請
門
。
是
名
為
六
。

言
造
像
門
者
。
随
用
何
人
像
処
。
作
其
人
像
故
。
言
祷
祀
門
者
。
以
種
種
飲
食
種
種
衆
生
身
命
而
作
祀
事

故
。
言
神
呪
門
者
。
随
応
當
処
誦
陀
羅
尼
故
。
言
誦
経
門
者
。
読
誦
八
陀
多
等
諸
経
故
。
言
阿
呼
門
者
。

随
所
作
事
不
須
余
語
。
唯
作
是
言
阿
呼
阿
故
。
言
勧
請
門
者
。
向
自
世
尊
勧
請
神
力
故
。
言
造
像
者
其
相

云
何
。
且
作
天
像
時
中
當
如
何
耶
。
謂
頭
面
眼
耳
鼻
舌
身
手
足
。
此
九
種
処
中
各
各
誦
一
万
八
千
遍
陀
羅

尼
呪
成
立
此
処
。
謂
若
為
作
眼
像
時
中
。
則
誦
呪
曰
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
九
項
中
） 

６
５ 

一
方
で
、
こ
の
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
外
道
に
対
し
て
陀
羅
尼
と
、
外
道
の
陀
羅
尼
を
説
く
内
容
を
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検
討
し
、『
釈
論
』
が
密
教
の
論
書
と
規
定
す
る
に
は
難
し
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
김
지
연
（
金

知
姸
）
の
見
解
で
あ
る
（
「
동
아
시
아 

불
교
문
헌
에 

보
이
는 

특
이
한 

다
라
니(D

h
ā
ra
ṇ
ī)

의 

형
태―

『
석
마
하
연
론
』(

釈
摩
訶
衍
論) 

제
八
권
・
제
九
권
을 

중
심
으
로―

」（
『
한
국
불
교
학
』
제
一
〇
〇
집
、

二
〇
二
一
年
、
三
九―

六
八
쪽
）
こ
の
な
か
で
金
は
、「
本
稿
で
は
、
果
し
て
『
釈
論
』
に
現
れ
る
陀
羅
尼

だ
け
で
『
釈
論
』
の
文
献
的
範
囲
を
密
教
と
規
定
で
き
る
の
か
問
題
提
起
し
、『
釈
論
』
で
言
及
さ
れ
た
す

べ
て
の
陀
羅
尼
を
検
討
し
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
四
種
は
外
道
が
像
を
作
る

時
に
暗
誦
す
る
陀
羅
尼
で
あ
り
、
八
種
だ
け
が
仏
教
で
修
行
や
外
道
の
邪
な
こ
と
を
対
治
す
る
た
め
に
使

わ
れ
る
陀
羅
尼
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
に
含
ま
れ
て
い
る
陀
羅
尼
だ
け
で
こ
の
文
献
を
密
教
の

論
書
と
規
定
す
る
の
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ
る
。
検
討
の
結
果
に
続
く
も
う
一
つ
の
疑
問
で
あ
る
、『
釈
論
』

の
陀
羅
尼
の
四
分
の
三
が
外
道
の
陀
羅
尼
で
あ
る
理
由
を
検
討
し
た
。『
釈
論
』
が
外
道
の
陀
羅
尼
を
具
体

的
に
叙
述
し
た
意
図
は
、
外
道
の
像
を
明
確
に
示
し
、
こ
れ
を
警
戒
し
、
対
治
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
『
起
信
論
』
が
著
さ
れ
た
時
よ
り
外
道
の
勢
力
が
大
き
く
な
っ
た
、
そ
し
て
外
道
が
仏

教
の
修
行
者
が
滞
在
す
る
場
所
に
来
て
、
邪
な
像
で
修
行
者
を
妨
害
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
と
い

う
、
『
釈
論
』
成
立
当
時
の
状
況
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
以
上
の
見
解
に
対
し
筆
者
は
、

氏
の
見
解
と
は
異
な
る
立
場
を
採
る
。
そ
れ
は
本
文
で
述
べ
た
通
り
初
期
密
教
に
は
外
道
の
陀
羅
尼
や
神

呪
な
ど
が
受
容
さ
れ
て
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
仏
教
の
教
説
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
す
る
指
摘
を
踏

ま
え
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
外
道
に
関
す
る
陀
羅
尼
等
の
教
説
が
『
釈
論
』
に
見
え
る
の
は

初
期
密
教
の
影
響
と
判
断
さ
れ
る
（
韓
国
語
文
献
の
取
り
扱
い
や
翻
訳
等
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
厚
氏
の
助

言
を
賜
っ
た
）
。 

６
６ 

拙
稿
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
如
来
蔵
思
想
の
一
考
察
」
（
『
智
山
学
報
』
六
三
、
二
〇
一
四
年
） 

６
７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
論
曰
。
如
来
蔵
有
十
種
。
於
契
経
中
別
別
説
故
。
云
何
為
十
。
一
者
大
総

持
如
来
蔵
。
尽
摂
一
切
如
来
蔵
故
。
諸
仏
無
尽
蔵
契
経
中
作
如
是
説
。
仏
告
文
殊
。
有
如
来
蔵
。
名
曰
大

宝
無
尽
殊
勝
円
満
陀
羅
尼
。
尽
摂
諸
蔵
無
所
不
通
無
所
不
当
。
円
満
円
満
平
等
平
等
。
一
切
所
有
諸
如
来

蔵
。
無
有
以
此
非
為
根
本
。
何
以
故
此
如
来
蔵
。
如
来
蔵
王
如
来
蔵
主
。
如
来
蔵
天
如
来
蔵
地
。
以
此
義

故
。
名
曰
大
宝
無
尽
殊
勝
円
満
陀
羅
尼
如
来
蔵
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
八
頁
上
） 

６
８ 

藤
村
隆
淳
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
説
か
れ
る
十
種
如
来
蔵
」
（
『
密
教
文
化
』
一
三
一
、
一
九
八
〇
年
） 

６
９ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
巻
二
「
大
総
持
蔵
殊
勝
円
満
能
総
摂
持
一
切
蔵
故
（
中
略
）
大
陀
羅
尼
即
是
其

法
宝
、
及
無
尽
殊
勝
円
満
、
即
通
法
喻
、
此
中
宝
言
、
謂
即
如
意
由
、
此
宝
珠
具
三
種
徳
、
一
者
出
生
衆

宝
無
窮
尽
故
、
二
者
除
毒
済
病
最
殊
勝
故
、
三
者
体
状
方
正
極
円
漏
故
、
大
総
持
蔵
亦
復
如
是
具
諸
功
徳

尽
摂
諸
蔵
」
（
卍
続
蔵
七
三
、
四
九
頁
中
） 

７
０ 

『
同
右
』
巻
一
「
如
意
珠
者
、
如
意
出
生
一
切
珍
宝
故
。
唯
大
海
中
有
、
此
宝
珠
悉
能
出
生
海
中
衆

宝
。
而
其
宝
体
、
端
厳
方
正
竜
王
、
寘
之
最
深
密
、
処
一
切
凡
夫
諸
竜
神
等
、
悉
不
得
見
。
次
摩
訶
下
、

法
説
摩
訶
衍
法
雖
唯
等
者
、
謂
不
二
法
。
而
為
三
十
二
種
、
恒
沙
法
門
、
体
性
以
是
衆
乗
通
所
依
故
」（
卍

続
蔵
七
三
、
十
五
頁
上
） 

７
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
巻
一
「
問
後
重
所
入
八
法
、
与
彼
前
重
能
入
八
門
、
復
何
異
耶
、
答
前
重

八
門
、
但
是
大
総
持
如
来
蔵
、
根
本
総
体
之
上
、
能
依
真
俗
二
諦
別
義
、
今
此
後
重
所
入
本
法
、
全
開
総

体
成
法
与
義
、
唯
是
中
道
第
一
義
諦
分
」
（
卍
続
蔵
七
二
、
八
三
四
頁
中
） 

７
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
如
意
宝
珠
雖
唯
是
一
。
而
為
一
切
諸
宝
根
本
。
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
。
而

為
恒
沙
法
門
体
性
。
重
威
大
竜
乃
所
受
用
。
利
根
智
者
乃
所
領
解
故
。
第
二
立
立
義
分
。
為
欲
顕
示
摩
尼

宝
蔵
、
雖
備
無
量
万
宝
、
而
開
千
重
門
、
群
竜
所
了
知
。
大
乗
本
法
、
雖
円
無
辺
千
義
、
而
別
釈
散
説
、

鈍
根
所
分
明
故
。
第
三
立
解
釈
分
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
七
頁
中
） 

７
３ 

『
同
右
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
二
頁
上
）
、
『
釈
論
』
は
解
釈
分
以
降
の
内
容
が
『
起
信
論
』

の
真
如
門
と
生
滅
門
の
内
容
を
中
心
に
解
釈
を
展
開
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
三
十
三
法
門
の
内
で
『
起

信
論
』
の
法
門
に
該
当
す
る
内
容
の
み
に
焦
点
を
当
て
る
と
す
る
も
の
で
、
他
の
残
り
の
法
門
は
解
説
し

な
い
と
す
る
。 
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７
４ 
『
同
右
』
巻
九
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
八
頁
上―

六
六
三
頁
下
） 

７
５ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」

（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
五
四
頁
、
八
一
頁
、
八
五
頁
） 

７
６ 

中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
智
山
学
報
』

六
六
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
〇
頁
） 

７
７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
五
頁
中―

下
） 

７
８ 

こ
の
十
五
の
因
縁
に
つ
い
て
は
す
で
に
中
村
本
然
（
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に

止
観
を
中
心
と
し
て―

」（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
）
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
氏

は
十
五
の
因
縁
す
べ
て
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
し
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
そ
の
点
を
鑑
み
、
考
察
に

も
必
要
な
た
め
十
五
因
縁
の
内
容
を
整
理
し
挙
げ
る
こ
と
で
、
同
因
縁
が
密
教
思
想
を
受
容
し
た
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
視
覚
的
に
理
解
を
得
や
す
く
す
る
た
め
整
理
し
た
。 

７
９ 

『
同
右
』
巻
八
「
言
結
界
護
浄
因
縁
者
。
謂
若
為
修
彼
止
輪
門
。
離
自
居
室
一
俱
盧
舎
量
中
。
誦
一

百
十
遍
大
神
呪
。
其
相
云
何
。
謂
即
誦
呪
言
。
坦
咥
咃
那
羅
帝
婆
叉
尼
阿
摩
㖿
迦
陀
帝
婆
婆
阿
婆
婆
𡄣
陀

闍
佉
那
鄔
呵
伊
陀
帝
奄
奄
奄
奄
帝
哆
跋
陀
陀
㖿 
摩
那
尸
只
帝
奢
陀
尼
筏
叉
羅
尼
鳩
訶
阿
訶
鳩
多
㕧
奄
阿

陀
陀
帝
摩
訶
伽
耶
帝
摩
訶
阿
伽
耶
帝
鍵
多
尼
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
羅
阿
帝
娑
婆
呵
。
若
誦
此
呪
已

訖
。
即
便
結
界
護
浄
。
所
以
者
何
。
種
種
毒
類
不
能
入
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
五
頁
下
） 

８
０ 

後
代
の
典
籍
や
『
釈
論
』
の
注
釈
書
に
は
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
普
観
の
『
釈
摩
訶
衍
論
科
』
巻

一
（
卍
続
蔵
九
五
、
六
八
三
頁
上
）
、
志
磐
の
『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
修
斉
儀
軌
』
巻
三
（
卍
続
蔵
一
二
九
、

五
三
三
頁
中
） 

８
１ 

輸
波
迦
羅
訳
『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
八
、
六
〇
五
頁
中
、
六
六
五
頁
中
）
、
阿
地
瞿
多

訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
十
二
（
大
正
蔵
十
八
、
八
八
七
頁
下
）
、
失
訳
『
火
𤙖
供
養
儀
軌
』
巻
一
（
大
正
蔵

十
八
、
九
三
五
頁
上
、
九
三
六
頁
上
）
、
失
訳
『
大
仏
頂
広
聚
陀
羅
尼
経
』
巻
五
（
大
正
蔵
十
九
、
一
七
七

頁
上
）
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
巻
二
、
四
、
五
（
大
正
蔵
十
九
、
二
三
七
頁
下
、
二
五
五
頁

上
、
二
五
七
頁
中
）
、
菩
提
流
志
訳
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
巻
二
、
四
（
大
正
蔵
十
九
、
二
七
三
頁
中
、

二
八
五
頁
上
）
、
善
無
畏
訳
『
尊
勝
仏
頂
修
瑜
伽
法
軌
儀
』
巻
一
、
二
（
大
正
蔵
十
九
、
三
六
九
頁
中
、
三

七
二
頁
上
、
三
七
八
頁
上
）
、
不
空
訳
『
阿
唎
多
羅
陀
羅
尼
阿
嚕
力
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
十
、
二
八
頁
上
）
、

菩
提
流
志
訳
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
巻
九
、
十
二
、
二
二
、
三
十
（
大
正
蔵
二
十
、
二
七
四
頁
中
、

二
八
八
頁
下
、
三
五
一
頁
上
、
三
九
五
頁
上
）
、
不
空
訳
『
仏
説
一
髻
尊
陀
羅
尼
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
十
、

四
八
五
頁
中
、
四
八
七
頁
下
）
、
不
空
訳
『
普
遍
光
明
清
浄
熾
盛
如
意
宝
印
心
無
能
勝
大
明
王
大
随
求
陀
羅

尼
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
十
、
六
二
〇
頁
下
）
、
金
剛
智
訳
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
巻
一
（
大
正
蔵

二
一
、
二
五
頁
上
、
二
七
頁
上
）
、
不
空
訳
遍
智
集
『
勝
軍
不
動
明
王
四
十
八
使
者
秘
密
儀
軌
』
巻
一
（
大

正
蔵
二
一
、
三
七
頁
中
）
、
失
訳
（
一
説
に
は
義
操
（
～
八
二
一
～
）
訳
）
『
西
方
陀
羅
尼
蔵
中
金
剛
族
阿

蜜
哩
多
軍
吒
利
法
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
一
、
五
五
頁
下
、
六
三
頁
上
）
、
失
訳
『
文
殊
師
利
耶
曼
徳
迦
呪
法
』

巻
一
（
大
正
蔵
二
一
、
九
五
頁
下
）
、
般
若
力
訳
『
迦
樓
羅
及
諸
天
密
言
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
一
、
三
三

三
頁
中
）
、
等
に
見
え
る
。 

８
２ 

不
空
訳
『
仏
説
熾
盛
光
大
威
徳
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
九
、
三
八
八
頁
上
） 

８
３ 

『
仏
説
熾
盛
光
大
威
徳
消
災
吉
祥
陀
羅
尼
経
』
巻
一
「
爾
時
如
来
告
諸
四
衆
。
若
有
国
界
不
安
災
難

並
起
。
請
清
浄
衆
如
法
建
立
道
場
。
安
置
仏
像
結
界
護
持
。
香
華
灯
燭
随
分
供
養
。
令
諸
有
情
獲
福
無
量
。

其
災
即
除
。
爾
時
如
来
説
是
陀
羅
尼
経
已
。
時
曼
殊
室
利
菩
薩
摩
訶
薩
。
及
諸
声
聞
四
衆
遊
空
大
天
。
」（
大

正
蔵
十
九
、
三
八
八
頁
上
） 

８
４ 

『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
に
は
「
密
跡
主
成
世
法
者
。
応
常
每
日
依
時
。
請
召
日
神
月
神
星
神
随
所
住

神
。
一
心
念
誦
摂
喚
来
住
。
結
界
護
身
誦
呪
作
法
。
則
得
世
間
諸
法
成
就
若
不
護
身
結
界
結
印
。
則
為
奪

人
精
気
鬼
。
奪
所
呪
力
。
六
分
偷
五
。
」
（
大
正
蔵
十
九
、
二
三
七
頁
下
）
と
あ
る
。 

８
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
八
「
言
言
語
不
出
因
縁
者
。
謂
若
為
修
彼
止
輪
門
。
於
一
切
時
於
一
切
処
不
出

言
故
。
所
以
者
何
。
随
其
言
説
心
識
出
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
六
頁
上
） 
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８
６ 
『
同
右
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
五
頁
下―

六
〇
六
頁
中
） 

８
７ 

『
同
右
』
巻
九
「
即
誦
呪
言
。
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
撮
〔
於
呼
反
〕
捌
捌
捌

捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
捌
〔
那
闇
反
〕（
中
略
）
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆
錆

錆
〔
毘
入
反
〕
娑
婆
阿
訶
阿
阿
。
若
此
神
呪
誦
一
万
八
千
四
百
五
十
遍
已
訖
。
即
心
量
具
無
所
不
了
。
」（
大

正
蔵
三
二
、
六
六
〇
頁
上
） 

８
８ 

『
同
右
』
巻
九
「
呪
言
。
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
柴
〔
伊
入
反
〕
式
式
式
式
式
式
式
式

式
式
式
式
式
式
式
〔
阿
含
反
〕
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
写
〔
只
允
反
〕
車
車
車
車
車
車
車
車

車
車
車
車
車
車
車
〔
伊
允
反
〕
。
若
此
神
呪
誦
一
万
八
千
遍
已
訖
。
即
心
識
具
無
所
不
了
。
」（
大
正
蔵
三
二
、

六
六
一
頁
下
） 

８
９ 

如
義
言
説
が
陀
羅
尼
と
結
ば
れ
る
に
し
て
も
、『
釈
論
』
が
如
義
言
説
と
命
名
し
た
由
来
を
思
想
史
上

か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
如
義
語
は
真
実
語
で
あ
る
か
ら
、
阿
含
経
類
で
「
真
実
語
（







）
」

や
「
護
呪
」
（p

a
ritta

）
な
ど
を
重
視
す
る
説
と
の
関
係
を
分
析
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
平
川
彰
の
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
平
川
は
原
始
仏
教
か
ら
部
派
仏
教
へ
の
「
呪
」
の
変
遷
を
検

討
し
て
い
る
（
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
二
三
五
頁―

二
三
七
頁
）
。
少
な
く

と
も
筆
者
は
如
義
言
説
と
陀
羅
尼
と
総
持
は
同
義
と
し
て
捉
え
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

こ
の
問
題
つ
い
て
は
す
で
に
中
村
本
然
の
考
察
が
あ
る
。
し
か
し
氏
の
考
察
を
見
る
と
、
如
義
言
説
や
一

一
識
心
や
字
影
名
と
陀
羅
尼
と
の
関
係
に
は
注
目
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
結
論
を
見
て
も
初
期

や
中
期
密
教
と
の
接
点
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お

け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―

」
（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
頁
、
二

〇
六
頁
）
。 

９
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
八
「
言
印
知
邪
正
因
縁
者
。
謂
若
為
修
彼
止
輪
門
。
随
其
像
量
須
金
剛
印
。
即

便
了
知
邪
及
正
故
相
。
其
云
何
。
謂
即
誦
呪
言
。
坦
咥
咃
𠼦
那
鄔
陀
帝 

婆
羅
枳
陀
尼 

遮
㕧
𡄣
哆
耶 

掩

阿
尸
帝
那
娑
婆
呵 

若
此
神
呪
誦
四
千
六
百
五
十
遍
已
訖
。
即
彼
像
中
付
二
字
輪
。
謂
若
邪
人
付
邪
字
輪
。

若
正
直
人
付
正
字
輪
。
以
之
為
別
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
六
頁
中
） 

９
１ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」

（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
七
二
頁
）
。
ま
た
、
遠
藤
は
「
金
剛
印
」
に
つ
い
て
『
釈
論
』
を

例
外
と
し
て
顕
教
の
典
籍
に
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
そ
の
用
例
が
密
教
典
籍
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
と
、『
実
相
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
八 

七
八
二
下
）
に
も
見
出
さ
せ

る
。 

９
２ 

『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
五
「
一
切
智
見
者 

法
自
在
財
富 

若
住
菩
提
心 

及
与
声

智
性 

不
著
一
切
法 

説
名
遍
一
切 

即
是
真
語
者 

持
吉
祥
真
言 

真
実
語
之
王 

持
執
金
剛
印 

所

有
諸
字
輪 

若
在
於
支
分
」
（
大
正
蔵
十
八
、
三
八
頁
中
） 

９
３ 

『
大
日
経
』
以
外
に
も
、『
摂
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
大
悲
胎
蔵
転
字
輪
成
三
藐
三
仏
陀
入
八

秘
密
六
月
成
就
儀
軌
』
巻
三
「
加
持
堅
固
已 

云
何
阿
闍
梨 

具
大
真
実
行 

若
於
此
教
法 

解
斯
広
大

義 

正
覚
大
功
徳 

説
名
阿
闍
梨 

諸
仏
不
出
世 

此
人
即
名
仏 

持
執
金
剛
印 

所
有
諸
字
輪 

若
在

於
支
分 

当
知
住
眉
間 

吽
字
金
剛
句
」
（
大
正
蔵
十
八
、
八
六
頁
中
）
と
あ
る
。 

９
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
八
「
言
植
善
林
樹
因
縁
者
。
謂
若
為
修
彼
止
輪
門
人
。
自
室
前
中
植
二
種
大
吉

祥
草
故
。
云
何
為
二
。
一
者
松
木
。
二
者
石
榴
木
。
是
名
為
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
六
頁
中
） 

９
５ 

失
訳
『
火
𤙖
供
養
儀
軌
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
八
、
九
三
五
頁
下
） 

９
６ 

法
天
『
妙
臂
菩
薩
所
問
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
八
、
七
四
九
頁
中
）
、
法
天
は
宋
代
の
人
物
で
あ
る
と

さ
れ
る
が
、
本
儀
軌
は
空
海
が
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
の
律
部
に
配
し
て
い
る
。 

９
７ 

輸
波
迦
羅
訳
『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
八
、
六
四
一
頁
上
） 

９
８ 

法
賢
訳
『
仏
説
大
乗
観
想
曼
拏
羅
浄
諸
悪
趣
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
十
九
、
九
三
頁
中
）
、
な
お
、
法
賢

に
つ
い
て
一
説
に
は
、
法
天
が
後
に
法
賢
に
改
名
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
ま
た
は
別
人
と
す
る
説
も
あ

る
。 
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９
９ 
菩
提
流
志
訳
『
広
大
宝
楼
閣
善
住
秘
密
陀
羅
尼
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
十
九
、
六
四
四
頁
下
） 

１
０
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
八
「
言
字
輪
服
膺
因
縁
者
。
謂
若
為
修
彼
止
輪
門
人
。
必
当
服
溢
字
輪
而
已
。

服
何
処
耶
。
謂
方
寸
処
故
。
以
何
義
故
必
付
此
輪
。
謂
此
字
輪
三
世
諸
仏
無
量
無
辺
一
切
菩
薩
。
大
恩
師

長
大
恩
父
母
大
恩
天
地
大
恩
海
故
。
此
因
縁
故
。
為
修
止
人
当
付
此
輪
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
五
六
頁
中

―

下
） 

１
０
１ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

 
―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い

て
」
（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
七
三
頁
）
、
中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―
」（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
二
頁―

二
〇
三
頁
）
、
高
野

山
の
学
匠
、
宥
快
（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）
は
著
書
『
釈
摩
訶
衍
論
鈔
』
中
で
「
修
定
の
行
者
、
胸
臆

に
溢
字
輪
を
観
ず
る
義
を
明
か
す
。
服
膺
と
は
膺
（
む
ね
）
に
服
（
つ
く
）
と
訓
む
べ
し
。
方
寸
処
と
は

胸
に
当
て
る
な
り
」
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
十
、
一
二
二
七
頁
下―

一
二
二
八
頁
上
）
と
説
い
て
い
る
。 

１
０
２ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
七
三
二
頁
）
、
中
村
本
然
は
「
こ

の
字
輪
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
り
根
源
と
不
二
一
体
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
」
と
し
、
那
須

説
に
つ
い
て
自
説
を
述
べ
て
い
る
。
中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中

心
と
し
て―

」
（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
四
頁
） 

１
０
３ 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

 
―

『
釈
摩
訶
衍
論
』

に
於
け
る
字
輪
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
五
一 

二
〇
〇
二
）
に
お
い
て
『
大
日
経
疏
』
と
の
関
係
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
氏
は
『
大
日
経
疏
』
の
本
経
で
あ
る
『
大
日
経
』
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
詳

し
く
な
い
。
ま
た
、
中
村
本
然
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―

」

（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
）
も
同
様
で
あ
る
。 

１
０
４ 

『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
五
「
爾
時
薄
伽
梵
毘
盧
遮
那
。
告
持
金
剛
秘
密
主
言
。
諦
聴

秘
密
主
。
有
遍
一
切
処
法
門
。
秘
密
主
若
菩
薩
住
此
字
門
。
一
切
事
業
皆
悉
成
就
。
」
（
大
正
蔵
十
八
、
三

十
頁
中
） 

１
０
５ 

平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
下
（
春
秋
社
、
一
九
七
四
年
、
三
二
九
頁―

三
三
三
頁
） 

 

１
０
６ 

『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
五
「
所
謂
阿
字
者 

一
切
真
言
心 

従
此
遍
流
出 

無
量
諸

真
言 

一
切
戲
論
息 

能
生
巧
智
慧
」
（
大
正
蔵
十
八
、
三
八
頁
上
） 

１
０
７ 

『
同
右
』
巻
六
「
秘
密
主
当
知 

阿
字
第
一
句 

明
法
普
周
遍 

字
輪
以
圍
繞 

彼
尊
無
有
相 

遠

離
諸
見
相
」
（
大
正
蔵
十
八
、
四
二
頁
上
） 

１
０
８ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 
 
―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
字
輪
に
つ
い

て
」（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
、
七
五
頁―

七
七
頁
）
、『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
巻
十
二
（
大

正
蔵
三
九
、
七
〇
八
頁
下―

七
〇
九
頁
中
、
七
二
三
頁
上
）
に
「
阿
字
輪
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
ま
た
本

疏
巻
十
四
「
字
輪
品
」（
大
正
蔵
三
九
、
七
二
四
頁
下
）
に
は
字
輪
を
胸
に
布
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
し

か
し
、
遠
藤
は
止
輪
観
が
観
想
と
し
て
行
う
べ
き
と
は
明
示
し
て
い
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
私
見

を
述
べ
る
と
、
十
五
か
ら
な
る
因
縁
の
説
示
か
ら
も
、
瞑
想
の
調
理
、
道
場
の
選
定
、
本
尊
の
有
無
、
字

輪
観
の
内
容
解
説
か
ら
す
れ
ば
観
想
を
目
的
と
し
て
い
る
と
見
え
る
。 

１
０
９ 

『
大
日
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
七
世
紀
中
葉
説
が
一
般
に
承
認
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
し
か
し
近
年
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
お
け

る
イ
ン
ド
密
教
未
報
告
に
対
す
る
疑
義
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
成
立
年
代
を
少
し
遡
ら
せ
よ
う
と

す
る
学
説
が
提
唱
さ
れ
七
世
紀
前
半
と
の
学
説
が
支
持
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
大
塚
伸
夫
『
イ
ン
ド
初
期
密
教

成
立
過
程
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
、
九
頁
） 

１
１
０ 

『
大
日
経
』
の
先
駆
経
典
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、
輸
波
迦
羅
訳
（
善
無
畏
）
『
蘇
婆
呼
童

子
請
問
経
』
、
同
訳
『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』
、『
金
剛
手
潅
頂
タ
ン
ト
ラ
』
で
あ
る
。
酒
井
真
典
『
大
日
経
の
成

立
に
関
す
る
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）
、
大
塚
伸
夫
「
『
金
剛
手
灌
頂
タ
ン
ト
ラ
』
に
お
け
る

曼
荼
羅
行
に
つ
い
て
」（
『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
五
年
）
、
同
著
『
イ
ン
ド
初
期
密
教
成
立

過
程
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
） 



第一編『釈摩訶衍論』の成立に関する諸問題   第六章 

 

175 

 

 

１
１
１ 
こ
こ
で
検
討
し
た
以
外
に
も
➆
舎
宅
造
立
因
縁
に
は
十
種
の
出
入
作
法
を
説
き
（
大
正
蔵
三
二
、
六

五
六
頁
上
）
、
➈
坐
像
造
立
因
縁
に
は
仏
像
造
立
に
つ
い
て
五
種
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
（
大
正
蔵
三
二
、

六
五
六
頁
上
）
。
そ
こ
で
は
『
釈
論
』
特
有
の
作
法
や
所
作
が
神
呪
と
一
体
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
以

上
の
点
の
み
で
も
、
初
期
や
中
期
密
教
で
説
く
本
尊
で
の
独
特
な
修
法
と
の
関
連
を
予
想
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

１
１
２ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
の
意
義
」
（
『
印
仏
研
』
六
四―

一
、
二
〇
一

五
年
）
と
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
八
種
本
法
」
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
五
九
、
二
〇
一
〇
年
） 

１
１
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
下
） 

１
１
４ 

『
同
右
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
二
頁
上―

中
） 

１
１
５ 

先
の
検
討
の
結
果
か
ら
も
、『
釈
論
』
の
造
論
者
と
吉
蔵
の
理
解
は
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
『
釈

論
』
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
は
、
如
来
・
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
・
卵
・
胎
・
湿
・
化
の
計
八
種
の
修
行
者
の

作
仏
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、
吉
蔵
は
『
法
華
経
』
の
み
を
密
教
と
し
て
二
乗
の
作
仏
（
菩
薩
の
作
仏

も
含
む
）
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
る 

。
以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、
『
隠

密
経
』
が
ど
の
よ
う
な
典
籍
を
理
想
と
し
て
命
名
さ
れ
た
の
か
は
、『
法
華
経
』
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

１
１
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
釈
摩
訶
衍
論
者
。
斯
乃
窮
性
海
之
源
密
蔵
。
罄
行
因
之
本
淵
詞
。
」（
大
正

蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
） 

１
１
７ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
一
頁
下
） 

１
１
８ 

中
村
正
文
（
本
然
）
『
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
』
（
『
印
仏
研
』
三
四―

二
、
一
九
八
六

年
） 

１
１
９ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
自
非
結
僧
那
于
山
林
中
。
植
双
因
于
香
池
中
。
誰
懸
演
水
之
珠
蓋
於
弥
勒

已
前
。
敷
服
膺
之
秘
軌
於
釈
迦
已
後
哉
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
） 
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第
七
章 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
遼
代
に
お
け
る
流
通 

 
 
 
 
 
 
 
―

道
宗
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
受
容
の
傾
向
を
中
心
に―

１ 

   
 

第
一
節 

問
題
の
所
在 

  

筆
者
は
第
三
章
に
お
い
て
、『
釈
論
』
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
に
中
国
で
製
作
さ
れ
た
と
推
定

し
、
作
者
に
つ
い
て
は
朝
鮮
出
身
者
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
２

。
加
え
て
、『
釈
論
』
の
な
か
に
は
新

羅
華
厳
と
の
関
係
性
が
あ
る
他
、
多
様
な
思
想
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
思
想

と
は
、
授
記
思
想
、
法
滅
思
想
、
般
若
思
想
、
初
期
密
教
、
道
教
や
弥
勒
信
仰
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
い
ず
れ
も
が
中
国
成
立
の
典
籍
と
見
做
せ
る
も
の
や
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、『
釈
論
』
の

成
立
の
問
題
解
明
に
向
け
新
た
な
知
見
と
し
て
資
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
３

。 

 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
章
で
は
、
唐
代
以
降
の
中
国
の
王
朝
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
受
容
を
探
求

す
る
。
つ
ま
り
、
遼
代
に
石
経
事
業
を
指
揮
し
た
道
宗
皇
帝
、
当
事
業
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
る
通
理
大

師
、
そ
れ
以
後
の
『
釈
論
』
を
取
り
扱
う
論
師
達
の
動
向
か
ら
確
認
し
た
い
。
だ
が
、
遼
代
と
い
う
唐
代

以
降
の
王
朝
で
あ
る
た
め
、『
釈
論
』
の
成
立
問
題
を
検
討
す
る
に
は
不
適
当
と
見
え
る
だ
ろ
う
。
後
述
す

る
が
、
遼
代
は
朝
鮮
王
朝
と
の
典
籍
交
流
に
積
極
的
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
『
釈
論
』
の
流
通
を
は
じ
め
同

論
の
注
釈
書
も
活
発
に
交
流
が
図
ら
れ
た
歴
史
を
有
す
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
王
朝
に
何
時
頃
、『
釈
論
』
が
請
来
さ
れ
た
の
か
把
握
が
可
能
と
な
り
、
同
時

に
第
三
章
で
検
討
し
た
、
『
釈
論
』
の
書
写
規
格
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
た
の
か
も
明
ら
か
と
な
る
た
め
、

同
論
の
成
立
に
関
す
る
新
た
知
見
を
呈
示
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
章
に
お
け
る
検
討
は
、
唐

代
以
降
の
中
国
に
お
け
る
王
朝
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
『
釈
論
』
を
受
容
し
て
い
た
か
明
ら
か
と
な
り
、

同
時
に
『
釈
論
』
が
中
国
に
お
い
て
い
か
に
し
て
流
通
し
、
朝
鮮
王
朝
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
そ

の
痕
跡
を
解
明
す
る
糸
口
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

   
 

第
二
節 

遼
代
の
流
通
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
解
と
方
法
論 

  

こ
こ
で
は
遼
代
の
『
釈
論
』
の
流
通
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
先
行
研
究
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。
ま

ず
、
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
『
釈
論
』
の
注
釈
書
と
遼
代
の
石
経
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
た
塚
本
善
隆
の
指

摘
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
通
理
大
師
の
刻
経
目
録
に
於
い
て
、
特
に
注
意
を
要
す
る
も
の
は
、
第
五

百
六
十
八
帙
「
寧
」
に
属
し
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
刻
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ

れ
は
仏
教
学
界
の
重
大
事
件
た
る
契
丹
大
蔵
経
の
内
容
に
つ
い
て
、
頗
る
重
要
な
暗
示
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
４

と
、『
釈
論
』
が
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
雕
造
さ
れ
て
い
る
点
を
重
要
視
し
て
い
る
。 

 

次
に
遼
代
の
密
教
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
鎌
田
茂
雄
の
論
考
が
あ
る
。
鎌
田
説
で
は
、
遼
代
密
教
が

華
厳
と
密
教
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
『
釈
論
』
の
思
想
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
す
る
。
そ
れ

が
さ
ら
に
後
代
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
『
釈
論
』
の
注
釈
書
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
５

。

つ
ま
り
鎌
田
は
、『
釈
論
』
と
同
論
注
釈
書
を
密
教
に
関
係
す
る
典
籍
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
塚
本
、
鎌
田
、
両
氏
の
指
摘
は
、
遼
代
の
石
経
事
業
や
当
代
の
密
教
理
解
に
『
釈
論
』
が
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重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
す
る
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
お
り
参
考
に
な
る
。
し
か
し
『
釈
論
』
の
流

通
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
従
来
の
方
法
に
鑑
み
ら

れ
て
い
な
い
視
点―

再
度
資
料
を
精
査
す
る
こ
と
で
『
釈
論
』
が
流
布
し
た
痕
跡
を
明
ら
か
に
す
る―

を

念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
遼
代
の
流
通
を
概
観
す
る
こ
と
で
『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
扱
わ
れ

て
き
た
の
か
を
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。 

   
 

第
三
節 

房
山
石
経
に
つ
い
て 

―

石
経
の
記
録
に
見
え
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
実
像―

 

  
 
 

第
一
項 

房
山
雲
居
寺
に
つ
い
て 

―

開
創
か
ら
通
理
大
師
ま
で
の
史
的
概
観―

 

  

ま
ず
は
房
山
石
経
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
そ
も
そ
も
房
山
石
経
の
事
業
を
推
進

し
た
人
物
は
、
雲
居
寺
６

を
開
創
し
た
隋
代
の
僧
静
琬
で
あ
る
。
そ
の
創
建
の
目
的
と
い
う
の
が
、
法
滅

に
よ
り
正
法
が
廃
れ
る
こ
と
を
恐
れ
そ
れ
に
備
え
る
た
め
だ
と
さ
れ
て
い
る
７

。
つ
ま
り
雲
居
寺
の
創
建

の
目
的
は
当
初
よ
り
正
法
護
持
の
た
め
石
経
を
開
版
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

本
節
の
目
的
で
あ
る
『
釈
論
』
と
の
接
点
は
、
遼
の
八
代
皇
帝
で
あ
る
、
道
宗
（
生
没
一
〇
三
二
～
一

一
〇
一
・
在
位
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
の
時
代
に
見
え
て
く
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
と
し
て
、
考
察

に
先
立
ち
、「
大
遼
涿
州
鹿
山
雲
居
寺
続
秘
蔵
石
経
塔
記
」（
以
下
「
石
経
塔
記
」
）
に
見
え
る
雲
居
寺
の
石

経
事
業
の
進
捗
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
こ
の
「
石
経
塔
記
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
天
慶

八
年
（
一
一
一
八
）
に
雲
居
寺
南
塔
の
下
に
建
立
さ
れ
た
仏
堂
に
関
し
て
の
事
績
を
記
録
し
た
も
の
で
、

選
者
は
𢘿
題
沙
門
志
才
と
い
う
人
物
で
あ
る
（
雲
居
寺
も
し
く
は
付
近
の
僧
で
、
文
筆
に
秀
で
た
人
物
と

さ
れ
て
い
る
８

）
。
そ
れ
で
は
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

大
遼
の
留
公
法
師
が
奏
す
。
聖
宗
皇
帝
が
聞
く
、
壇
を
普
度
し
、
利
銭
を
賜
り
、
続
け
て
又
造
す
。 

 
 

次
の
興
宗
皇
帝
は
、
銭
を
賜
り
又
造
す
。
相
国
場
公
遵
勗
と
梁
公
頴
が
奏
す
。
道
宗
皇
帝
が
聞
く
、 

 
 

銭
を
賜
り
、
四
十
七
帙
を
造
経
す
。
通
じ
て
前
の
石
と
共
に
計
一
百
八
十
七
帙
、
已
に
東
峰
七
石
室 

 
 

に
厝
き
内
見
す
。
今
大
蔵
に
仍
な
る
は
未
だ
半
有
に
及
ば
ず
。
故
に
上
人
通
理
大
師
は
、
緇
林
を
秀 

出
し
、
名
実
倶
に
高
く
、
教
風
を
一
扇
し
、
草
偃
を
八
宏
す
。
其
の
余
の
徳
業
は
、
具
に
宝
峰
本
寺 

の
遺
行
碑
中
に
載
す
。
師
は
茲
の
山
に
游
ぶ
に
因
り
其
の
寺
を
寓
宿
と
す
。
石
経
が
未
だ
円
有
な
ら 

ず
を
嘅
き
、
続
け
て
造
す
る
の
念
を
興
し
、
縁
無
く
慈
の
為
に
友
を
請
わ
ず
、
大
安
九
年
の
正
月
一 

日
の
季
、
遂
に
茲
の
寺
に
於
て
、
戒
壇
を
開
放
し
、
庶
道
俗
は
仕
え
、
入
山
し
受
戒
す
。
以
て
数
は 

知
り
叵
し
。
海
会
の
衆
は
、
孰
れ
も
敢
え
て
之
を
評
し
、
師
の
化
縁
な
り
と
。
寔
に
亦
次
の
方
に
尽 

き
春
も
暮
れ
、
始
め
て
終
に
罷
む
を
得
る
。
獲
る
所
の
施
銭
、
乃
ち
万
余
鏹
な
り
。
付
門
人
の
右
街 

僧
録
の
通
慧
と
円
照
大
師
善
定
が
見
て
、
校
勘
の
刻
石
、
石
は
印
版
に
類
し
て
、
背
と
面
倶
に
用
い 

て
、
経
両
紙
を
鐫
る
。
大
安
十
年
に
至
り
、
銭
は
已
に
費
尽
す
。
功
は
且
く
権
止
す
。
碑
は
四
千
八 

十
庁
、
経
は
四
十
四
帙
、
題
名
と
目
録
は
、
具
に
列
し
左
の
如
し
。
未
だ
に
後
代
で
は
知
ら
ず
、
更 

更
に
之
れ
を
継
ぐ
。
又
門
人
有
り
講
経
す
。
沙
門
善
鋭
念
ず
。
９ 

  

そ
れ
で
は
内
容
を
見
て
い
く
。
一
行
目
か
ら
三
行
目
の
傍
線
箇
所
に
は
、
三
名
の
皇
帝
の
名
が
確
認
で

き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
初
に
聖
宗
（
生
没
九
七
二
～
一
〇
三
一
・
在
位
九
八
二
～
一
〇
三
一
）
が
資
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金
援
助
し
、
そ
の
事
業
を
興
宗
（
生
没
一
〇
一
六
～
一
〇
五
五
・
在
位
一
〇
三
一
～
一
〇
五
五
）
が
引
き

継
い
で
い
く
様
子
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
道
宗
（
生
没
一
〇
三
二
～
一
一
〇
一
・
在
位
一
〇
五
五
～
一

一
〇
一
）
の
御
代
に
な
る
と
出
資
を
促
し
た
人
物
と
し
て
「
国
場
公
遵
勗
」
と
「
梁
公
頴
奏
」
の
名
前
が

見
え
る
。 

 

続
き
を
見
て
い
く
と
、
王
族
の
事
業
で
あ
っ
て
も
経
蔵
の
半
分
ほ
ど
し
か
刻
経
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
知
っ

た
通
理
大
師
が
一
念
発
起
し
て
、
大
安
八
年
（
一
〇
九
二
）
に
広
く
浄
財
を
募
る
た
め
、
雲
居
寺
を
道
俗

関
わ
ら
ず
開
放
し
、
受
戒
法
会
を
執
行
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
大
安
九
年
（
一
〇
九
三
）
の
記
事
で
あ

り
、
同
年
正
月
一
日
か
ら
春
ま
で
約
三
箇
月
に
わ
た
り
受
戒
を
執
行
し
、
法
要
で
得
た
浄
財
を
事
業
に
充

当
し
た
と
す
る
。 

 

で
は
、
通
理
大
師
は
ど
の
よ
う
な
典
籍
に
基
づ
き
石
経
を
開
版
し
た
の
か
、
従
来
で
は
刻
経
の
際
に
『
契

丹
大
蔵
経
』
を
底
本
と
し
て
参
照
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
１
０

、
当
文
献
は
こ
れ
ま
で
現
存
（
最
近
、
韓
国

で
一
部
が
発
見
さ
れ
た
と
す
る
１
１

）
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
小
野
玄
妙
は
、

周
辺
資
料
に
基
づ
き
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
中
身
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
詳
し
く
は
『
仏
書
解
説

大
辞
典
』
の
別
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
１
２

。
話
を
戻
し
て
、「
石
経
塔
記
」
に
は
、『
大

蔵
経
』
を
底
本
と
し
て
い
る
形
跡
が
確
認
で
き
る
記
述
が
あ
る
の
で
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
。 

  
 

校
勘
の
刻
石
、
石
は
印
版
に
類
し
て
、
背
と
面
倶
に
用
い
て
、
経
両
紙
を
鐫
る
。 

  

こ
の
こ
と
か
ら
も
道
宗
の
治
世
に
お
い
て
は
、
房
山
石
経
に
刻
経
す
る
際
、『
大
蔵
経
』
を
底
本
と
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
記
事
の
信
憑
性
を
裏
付
け
る
指
摘
と
し
て
、
竺
沙
雅
章
の
見
解
が
あ
る
の
で

確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 

と
く
に
道
宗
時
に
は
三
十
余
行
・
行
数
十
字
に
及
ぶ
大
碑
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
つ
づ
く
通
利
（
理
） 

 
 

大
師
が
刻
し
た
石
経
は
横
長
の
小
碑
で
あ
っ
た
。
林
元
白
「
房
山
遼
刻
石
経
概
観
（
下
）
」（
『
現
代
仏 

 
 

学
』
一
九
六
一―

三
）
に
掲
げ
る
挿
図
を
み
る
と
、『
大
方
等
陀
羅
尼
経
』
巻
一
は
一
行
十
七
字
、
印 

 
 

刷
本
な
ら
ば
紙
縫
に
あ
た
る
部
分
、
石
経
で
は
首
行
に
「
大
方
等
陀
羅
尼
一 

十 

覆
」
の
文
字
が 

 
 

見
え
る
。
経
題
に
つ
づ
く
「
一
」
は
巻
数
、
「
十
」
は
張
数
、
「
覆
」
は
千
字
文
帙
号
で
あ
っ
て
、
印 

 
 

刷
本
の
形
を
そ
の
ま
ま
刻
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
拓
片
三
）
。
ま
た
天
祚
帝
保
大
元
年
（
一
一
二
一
） 

 
 

刻
『
清
浄
観
世
音
菩
薩
普
賢
陀
羅
尼
経
』
も
ま
た
一
行
十
七
字
で
あ
り
、
経
の
尾
題
下
に
「
羊
」
の 

 
 

帙
号
が
刻
さ
れ
て
い
る
（
拓
片
四
）
。
以
上
、
『
校
正
別
録
』
の
記
録
と
房
山
石
経
の
形
状
か
ら
み
れ 

 
 

ば
、
契
丹
蔵
が
毎
行
十
七
字
詰
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
１
３ 

  

竺
沙
は
、
房
山
石
経
の
形
状
（
行
間
と
文
字
数
）
と
『
契
丹
大
蔵
経
』
と
が
一
致
し
て
い
る
点
を
指
摘

し
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
、「
契
丹
蔵
の
刊
行
を
始
め
た
興
宗
時
代
の
重
煕
十
一
年
（
一
〇
四
二
）
か
ら
二

十
四
年
間
に
刻
し
た
『
大
宝
積
経
』
に
、
す
で
に
『
随
函
録
』
と
同
じ
帙
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
石
経
に
帙
号
を
附
け
る
こ
と
が
契
丹
蔵
の
刊
行
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

印
経
と
石
経
と
を
関
係
づ
け
た
妻
木
説
の
正
し
さ
が
立
証
さ
れ
る
。
」
１
４

と
結
論
づ
け
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
言
う
妻
木
説
は
『
契
丹
大
蔵
経
』
が
房
山
石
経
と
内
容
が
一
致
し
て
い
る
点
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
五
代
石
普
の
河
洪
撰
『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』
（
以
下
『
随
函
録
』
）
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で
あ
る
１
５

。
す
な
わ
ち
妻
木
は
、『
契
丹
大
蔵
経
』
が
五
百
七
十
九
帙
か
ら
な
り
、
高
麗
本
と
宋
本
と
『
開

元
釈
経
録
略
出
』
の
千
字
文
帙
号
と
は
合
わ
ず
、『
随
函
録
』
の
み
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
る
。 

 

『
契
丹
大
蔵
経
』
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
説
を
総
合
す
る
と
、
同
大
蔵
経
の
雕
造
開
始
は
重
煕
十
一
年

（
一
〇
四
二
）
で
あ
り
、
咸
雍
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
は
五
七
九
帙
１
６

が
雕
印
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

後
も
敇
旨
に
よ
っ
て
加
増
分
が
雕
造
さ
れ
、
遼
の
末
ま
で
継
続
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
雕
造
し
て
い
る
最

中
、
道
宗
の
治
世
で
あ
る
清
寧
九
年
（
一
〇
六
三
）
、
す
な
わ
ち
高
麗
文
宗
十
七
年
に
、
高
麗
へ
『
契
丹
大

蔵
経
』
が
輸
出
さ
れ
た
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
事
業
が
完
遂
し
た
の
は
咸
雍
八
年
（
一

〇
七
二
）
、
高
麗
で
は
文
宗
二
六
年
の
時
代
と
な
る
だ
ろ
う
１
７

。
次
項
で
は
通
理
大
師
と
『
釈
論
』
と
の

関
係
を
見
て
い
く
。 

   
 
 

第
二
項 

通
理
大
師
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

「
石
経
塔
記
」
と
「
□
□
上
人
墳
塔
記
」
の
記
述―

 

  

先
に
通
理
大
師
の
刻
経
事
業
に
つ
い
て
「
石
経
塔
記
」
の
記
事
を
中
心
に
確
認
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は

『
釈
論
』
の
名
が
確
認
で
き
る
部
分
を
抜
き
出
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
は
傍
注
、
表
記
は
筆
者

加
筆
）
。 

  

●
大
丈
夫
論
二
巻
・
入
大
乗
論
二
巻
・
大
乗
掌
珍
論
二
巻
・
大
乗
五
蘊
論
一
巻
・
大
乗
広
五
蘊
論
一
巻
・ 

 
 

大
乗
起
信
論
一
巻
・
宝
行
王
正
論
一
巻 

命
（
一
帙
） 

 

●
摩
訶
衍
論
十
巻 

寧
（
一
帙
） 

 

●
大
乗
本
生
心
地
観
経
八
巻 

壁
（
一
帙
） 

 

●
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
十
巻 

杜
（
一
帙
） 

  

こ
こ
で
い
く
つ
か
疑
問
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、
➀
千
字
文
で
あ
る
帙
名
の
「
命
」・「
寧
」・「
壁
」・「
杜
」

と
い
う
順
序
が
『
契
丹
大
蔵
経
』
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
。
➁
『
起
信
論
』
に
は
旧
訳
と
新
訳
の

二
種
が
あ
る
な
か
で
、
一
巻
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
旧
訳
な
の
か
。
➂
な
ぜ
『
釈
論
』
が
刻
経
さ
れ

た
の
か
。
と
い
う
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
『
随
函
録
』
を
比
較
資
料
と
し
て
用
い
る
こ

と
に
し
た
い
１
８

。 

 

➀
に
つ
い
て
は
、『
随
函
録
』
の
帙
に
対
す
る
典
籍
の
所
属
を
確
認
す
る
と
、「
大
乗
経
」・「
大
乗
論
」
・

「
小
乗
経
」
・
「
小
乗
律
」
・
「
小
乗
論
」
・
「
賢
聖
集
」
・
「
追
加
分
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。「
石
経
塔
記
」
と
比
較
し
て
見
る
と
、『
釈
論
』
の
「
寧
」
、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
「
壁
」
、『
大

乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
』
の
「
杜
」
の
三
種
は
「
追
加
分
」
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
１
９

。
つ
ま
り
意

図
的
に
典
籍
を
取
捨
選
択
し
て
刻
経
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
➁
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
随
函
録
』
と
「
石
経
塔
記
」
の
「
命
」
の
内
容
を
比
較
す

る
と
大
よ
そ
一
致
し
て
い
る
２
０

。
だ
が
『
随
函
録
』
に
は
続
き
の
千
字
文
に
「
臨
」
と
「
深
」
と
「
履
」

等
の
帙
が
続
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
点
も
刻
経
の
際
、
割
愛
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
に

挙
げ
た
前
の
二
帙
は
大
乗
論
書
、
後
の
一
帙
は
小
乗
経
を
入
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、『
大
乗
起

信
論
』
が
旧
訳
と
新
訳
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
、
以
下
に
『
随
函
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
臨
」
と
「
深
」
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と
「
履
」
の
内
容
を
参
考
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
２
１

。 

  
 

臨 
大
乗
起
信
論
等
十
一
巻
同
帙 

 

 
 

 
 

大
乗
起
信
論
二
巻
、
三
無
性
品
二
巻
、
発
菩
提
心
経
論
二
巻
、
無
相
論
二
巻
、
観
所
縁
論
釈
一 

 
 

 
 

巻
、
方
便
心
論
一
巻
、
如
実
論
一
巻 

 
 

深 

廻
諍
論
等
十
六
論
十
六
巻
一
帙 

 
 

 
 

廻
諍
論
一
巻
、
大
乗
法
界
無
差
別
論
一
巻
、
提
婆
菩
薩
破
楞
伽
経
中
外
道
小
乗
四
宗
論
一
巻
、 

 
 

 
 

提
婆
菩
薩
檡
楞
伽
経
中
外
者
道
小
乗
涅
槃
論
一
巻
、
縁
生
論
一
巻
、
百
字
論
一
巻
、
十
二
因
縁 

 
 

 
 

論
一
巻
、
一
輸
盧
迦
論
一
巻
、
大
乗
百
法
明
門
論
本
事
分
中
略
録
名
数
一
巻
、
観
総
相
論
頌
一 

 
 

 
 

巻
、
止
観
門
論
頌
一
巻
、
手
杖
論
一
巻
、
設
論
一
巻
、
六
門
教
授
習
定
論
一
巻
、
解
裷
論
一
巻
、 

 
 

 
 

掌
中
論
一
巻 

 
 

小
乗
経
二
百
四
十
部
六
百
十
八
巻
四
十
八
帙 

 
 

小
乗
経
音
義
第
四
之
一 

 
 

履 

長
阿
含
経
一
部
二
十
一
巻
、
第
一
帙
十
一
巻
、
第
一
巻
、
第
二
巻
、
第
三
巻
、
第
四
巻
、 

  

以
上
を
見
る
限
り
、
二
巻
本
の
『
大
乗
起
信
論
』
の
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、「
石
経
塔
記
」
で

は
新
訳
で
あ
る
実
叉
難
陀
訳
『
大
乗
起
信
論
』
を
除
い
て
、
真
諦
訳
『
大
乗
起
信
論
』
の
み
刻
経
し
、
直

ぐ
に
「
寧
」
の
帙
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
釈
論
』
に
手
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く

旧
訳
『
大
乗
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
と
が
本
論
と
末
論
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
基

づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
、「
石
経
塔
記
」
で
は
「
命
」
か
ら
「
寧
」
の
間
に
あ
る
、「
小
乗
経
」・「
小
乗
律
」・「
小
乗
論
」
・

「
賢
聖
集
」
ま
で
の
約
計
四
部
二
二
二
帙
を
割
愛
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
➂
の
問
題
の
答

え
は
、
現
時
点
で
は
『
釈
論
』
を
刻
経
し
た
事
実
が
あ
る
の
み
で
、
今
一
歩
明
確
さ
に
乏
し
い
。
今
一
度

そ
の
点
を
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
『
釈
論
』
と
皇
帝
と
通
理
大
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て
興
味
深
い

記
事
が
見
え
る
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
遼
代
の
公
文
書
簡
を
記
録
し
た
「
遼
文
存
」
に
収
載
さ
れ
て
い

る
「
□
□
上
人
墳
塔
記
」
（
以
下
「
上
人
墳
塔
記
」
）
に
見
出
せ
る
（
括
弧
は
傍
注
、
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
。

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

□
□
上
人
墳
塔
記
（
➊

天
慶
十
年
） 

 
 

師
諱
崇
昱
、
俗
姓
李
氏
、
安
次
縣
崇
福
里
人
也
、
歳
近
齠
齓
有
異
常
童
□
進
止
施
為
皆
出
家
、
相
始 

 
 

秊
廿
一
礼
当
縣
□
□
□
義
隆
法
師
、
為
師
勤
奉
左
右
□
□
□
□
□
□
□
□
□
遇
恩
具
□
大
尸
羅
尓
後 

 
 

□
親
妙
理
僧
□
□
□
□
□
□
□
登
渉
海
岳
授
□
説
金
輪
、
於
燕
台
永
泰
寺
疏
全
臻
師
年
二
十
四
於
本 

 
 

寺
、
啓
唯
識
瑜
伽
論
窮
、
於
□
□
□
□
始
未
次
歳
迴
相
帰
性
、
充
楊
令
公
大
王
講
主
閣
開
華
厳
□
経
、 

 
 

月
満
三
遍
○玄
談
七
十
席
、
❷

摩
訶
衍
論
・
菩
薩
戒
・
金
剛
般
若
等
経
、
聨
綿
不
絶
厯
方
度
化
、
踵
普 

 
 

賢
之
先
、
蹤
遍
境
澇
籠
躡
聖
人
之
後
、
跡
萬
類
含
霊
一
心
垂
済
師
之
願
也
、
大
安
初
豁
然
大
悟
曰
、 

 
 

市
朝
名
利
水
月
空
花
究
、
之
非
真
在
人
成
累
遂
罄
捨
衣
𥁊
賑
貧
施
乏
無
、
復
遺
余
遐
訪
孤
征
首
抵
、 

 
 

王
家
島
先
有
通
理
策
大
師
住
止
、
於
此
□
授
以
達
摩
伝
心
之
要
、
一
見
情
通
事
重
告
、
❸

至
八
年
結 

 
 

心
相
与
返
詣
西
峰
駐
錫
、
於
石
経
山
雲
居
寺
与
師
同
弁
石
経
、
復
更
数
禩
□
、
又
遷
住
仏
岩
山
丈
室 

 
 

寂
居
門
絶
賓
友
曁
、
天
慶
四
年
秋
八
月
因
還
本
刹
拝
先
師
塔
、
至
十
二
月
十
一
日
夜
、
誨
門
人
曰
、 

 
 

日
中
有
昃
月
満
有
虧
物
盛
有
衰
人
生
有
蔵
□
□
□
省
□
易
吾
言
時
在
寅
初
□
常
睡
眠
○恬
、
然
而
逝
数 
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齢
七
十
、
有
六
僧
夏
六
十
至
十
三
日
、
荼
毗
於
寺
西
北
隅
、
是
時
日
慘
天
昏
道
俗
号
慟
、
焚
無
異
気 

 
 

舌
不
変
灰
、
至
九
年
二
月
建
石
塔
、
於
先
師
塋
穴
之
乾
位
祥
訁
等
念
師
解
行
之
絶
倫
性
相
之
該
博
誘 

 
 

物
之
夤
縁
講
伝
之
独
歩
恐
陵
移
海
変
□
□
嘉
声
謹
募
殊
工
刻
石
成
記
（
拓
本 

碑
在
東
安
）
２
２ 

  

こ
の
記
事
に
は
「
通
理
大
師
」
で
は
な
く
「
通
理
策
大
師
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
塚
本
善
隆
は
、

「
通
理
策
師
が
所
謂
「
通
理
大
師
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
通
理
大
師
は
石
経
山
に
来
る
前
は
、
王

家
島
（
宛
平
？
中
国
古
今
地
名
大
辞
典
参
照
）
に
住
し
た
禅
の
達
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」
２
３

と

指
摘
し
て
い
る
が
、
今
一
度
確
認
の
意
味
も
含
め
補
足
を
試
み
た
い
。
そ
こ
で
➊
～
❸
の
番
号
を
付
し
た

説
に
記
さ
れ
る
年
代
を
中
心
に
根
拠
を
呈
示
し
た
い
。 

 

ま
ず
➊
の
天
慶
十
年
と
は
、
西
暦
一
一
二
〇
年
で
あ
る
か
ら
、
道
宗
の
次
代
、
天
祚
帝
（
一
一
〇
一
～

一
一
二
五
）
の
治
世
で
あ
る
と
見
え
る
た
め
、
後
代
に
編
纂
さ
れ
た
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
❷
は
、

重
煕
二
四
年
（
一
〇
五
五
）
か
ら
翌
年
の
清
寧
二
年
（
一
〇
五
六
）
の
間
に
、
通
理
策
大
師
が
『
摩
訶
衍

論
』
、
『
菩
薩
戒
』
、
『
金
剛
般
若
』
等
の
典
籍
を
講
讃
し
た
と
す
る
記
録
で
あ
る
。
こ
の
年
代
の
算
出
に
つ

い
て
は
、「
年
二
十
四
」
や
「
始
未
次
歳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
重
煕
二
十
四
年
が
乙
未
（
こ
の
年
に
清
寧
に

改
元
）
に
あ
た
り
、
「
次
歳
」
は
次
年
と
判
断
で
き
る
た
め
清
寧
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。 

こ
の
こ
と
は
道
宗
の
治
世
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
通
利
策
大
師
は
道
宗
時
代
に
存
在
し
た
人
物
と

言
う
こ
と
に
な
り
、
大
師
が
道
宗
に
『
釈
論
』
を
講
讃
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
「
石

経
塔
記
」
に
も
通
利
大
師
の
事
業
の
記
録
に
『
釈
論
』
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
今
の
引
用
文
の
後
半
に
目
を
向
け
る
と
、『
瑜
伽
』
、『
唯
識
』
、『
華
厳
経
』
も
研
究
し
王
侯
貴
族
の

た
め
に
講
義
を
し
て
い
た
と
あ
る
の
で
、
か
な
り
の
地
位
に
い
た
人
物
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

最
後
に
❸
で
は
、
通
理
策
大
師
が
大
安
八
年
（
一
〇
九
二
）
に
房
山
雲
居
寺
に
入
寺
し
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
こ
れ
も
「
石
経
塔
記
」
で
は
大
安
九
年
に
寺
を
開
放
し
受
戒
会
を
執
行
し
て
い
る
の
で
、
時
期

的
に
も
違
和
感
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
、
大
師
は
七
十
歳
で
入
寂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

彼
が
入
寺
し
た
の
は
、
五
十
二
歳
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
れ
に
加
え
て
「
石
経
塔
記
」
に
は
「
故
上
人
通
理
大
師
」
と
上
人
と
大
師
号
が
併
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
念
頭
に
再
度
「
上
人
墳
塔
記
」
で
は
題
字
に
「
上
人
」
の
聖
号
が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
本

文
中
で
は
上
人
の
こ
と
を
終
始
大
師
号
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
同
一
人
物
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
「
上
人
墳
塔
記
」
と
「
石
経
塔
記
」
は
同
一
人
物
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
と
判
断
で
き
、
何
よ
り
も
「
石
経
塔
記
」
に
無
い
経
歴
を
詳
細
に
伝
え
る
一
級
の
資
料
で
あ
る
こ

と
は
論
を
待
た
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
上
人
墳
塔
記
」
は
通
理
大
師
の
事
績
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
通
理
大
師
の

事
績
か
ら
『
釈
論
』
が
道
宗
治
世
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、『
釈
論
』
が
当
時
か

な
り
知
名
度
の
あ
る
典
籍
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
結
果

は
前
述
の
➂
の
『
釈
論
』
が
な
ぜ
刻
経
さ
れ
た
の
か
と
す
る
問
題
の
答
え
と
な
る
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
結

果
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は
、
さ
ら
に
道
宗
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
を
紐
解
き
な
が
ら
、『
釈
論
』
の
流
通

の
足
跡
を
追
っ
て
い
き
た
い
。 
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第
四
節 

道
宗
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係 

  
 
 

第
一
項 

『
遼
史
』
と
「
暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」
の
記
述 

  

く
り
返
し
に
な
る
が
、
道
宗
は
遼
代
の
第
八
代
皇
帝
で
あ
り
、
咸
雍
二
年
（
一
〇
六
六
）
に
国
号
の
「
大

契
丹
」
か
ら
「
大
遼
」
と
改
名
し
た
人
物
で
も
あ
る
（
契
丹
か
ら
遼
へ
の
改
名
は
二
度
目
）
。
そ
の
生
い
立

ち
は
『
遼
史
』
巻
二
一
に
見
え
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

道
宗
孝
文
皇
帝
、
諱
洪
基
字
涅
鄰
小
字
査
刺
興
宗
皇
帝
長
子
。
母
曰
仁
懿
皇
后
蕭
氏
。
六
歳
封
梁
王
。 

 
 

重
煕
十
一
年
、
進
封
燕
国
総
領
中
丞
司
事
。
明
年
、
総
北
南
院
樞
密
使
事
。（
中
略
）
二
十
四
年
八
月 

 
 

己
丑
興
宗
崩
、
即
皇
帝
位
於
柩
前
哀
慟
不
聴
政
。
２
４ 

  

道
宗
は
七
代
興
宗
の
嫡
子
と
し
て
誕
生
し
、
母
は
仁
懿
皇
后
と
い
う
。
重
煕
二
四
年
（
一
〇
五
五
）
に

興
宗
が
崩
御
す
る
に
伴
い
即
位
す
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
父
で
あ
る
興
宗
の
手
掛
け
た
『
契
丹
大
蔵
経
』
事

業
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
で
は
そ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
「
暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」（
以

下
「
造
蔵
経
記
」
）
に
確
認
で
き
る
の
で
見
て
い
く
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
２
５

。 

  
 

暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記 

 
 

 

燕
京
天
王
寺
文
英
大
徳
賜
紫
沙
門
志
延
撰 

 
 

 

郷
貢
進
士
李
克
忠
書 

 
 

暘
台
山
者
、
薊
壊
之
名
峰
、
清
水
院
者
、
幽
都
之
勝
槩
、
山
之
名
伝
諸
前
古
、
院
之
興
止
於
近
代
、 

 
 

将
構
勝
縁
、
施
逢
信
士
、
今
優
婆
塞
南
陽
鄧
公
従
貴
、
善
根
生
得
、
浄
行
日
厳
、
咸
雍
四
年
三
月
捨 

 
 

銭
三
十
万
、
葺
諸
僧
舍
、
又
五
十
万
募
同
志
、
印
大
蔵
経
凡
五
百
七
十
九
帙
、
創
内
外
蔵
而
龕
措
之
、 

 
 

蔵
事
既
周
、
求
為
記
、
聊
叙
勝
因
、
俾
信
来
裔 

 
 

 

咸
雍
四
年
歳
次
戌
申
三
月
癸
酉
朔
四
日
丙
子
記 

 
 

 

燕
京
右
街
検
校
太
保
大
卿
沙
門
覚
苑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
天
門
外
共
御
石
匠
曹
辯
鐫
２
６ 

  

選
者
は
沙
門
志
延
と
い
い
、
文
末
に
は
覚
苑
の
名
が
確
認
で
き
、
こ
の
二
人
は
大
蔵
経
雕
造
事
業
に
直

接
か
か
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
２
７

。
特
に
覚
苑
は
『
大
日
経
』
の
末
釈
を
撰
述
し
た

人
物
で
も
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
当
の
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
つ
い
て
は
、
咸
雍
四
年
（
一
〇
六
八
）

三
月
現
在
で
「
五
百
七
十
九
帙
」
が
雕
造
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
数

が
五
七
九
帙
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
〇
六
八
年
時
点
で
、
五
六
八
帙
番
目
に
あ
る
「
寧
」
に
属
す

る
『
釈
論
』
が
刻
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』

の
受
容
の
傾
向
を
、
同
論
注
釈
書
や
引
用
文
献
か
ら
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

遼
代
に
お
け
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
受
容 

―

注
釈
書
と
関
連
典
籍
の
成
立
年
代―

 

  

本
項
で
は
、
道
宗
に
関
連
す
る
『
釈
論
』
の
注
釈
書
、
な
ら
び
に
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
、
『
顕
密
円

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%B8%E9%9B%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%B8%E9%9B%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%B8%E9%9B%8D
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通
成
仏
心
要
集
』
の
記
事
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
『
釈
論
』
の
注
釈
書
に
は
六
種
類
あ
ま
り
そ
れ
が
左

記
の
も
の
で
あ
る
。 

  

㈠
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
一
巻 

 
 

唐
聖
法
撰
２
８ 

 

㈡
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
三
巻 

 
 

唐
法
敏
撰
２
９ 

 

㈢
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
五
巻 

遼
法
悟
（
通
法
大
師
）
撰
３
０ 

 
 

『
賛
玄
科
』
三
巻 

 
 

『
大
科
』
一
巻 

 

㈣
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
四
巻 
遼
志
福
（
慈
行
大
師
）
撰
３
１ 

 
 

『
通
玄
科
』
三
巻 

 
 

『
大
科
』
一
巻 

 

㈤
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
六
巻 

 
 

宋
普
観
（
無
際
大
師
）
撰
３
２ 

 
 

『
釈
摩
訶
衍
論
科
』
巻
下
３
３ 

 

㈥
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
十
巻 

遼
守
瑧
撰
３
４ 

 
 

『
通
賛
科
』
三
巻 

 
 

『
大
科
』
一
巻 

  

中
国
の
註
釈
書
の
成
立
や
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
第
二
章
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
道
宗
と
関

係
す
る
㈢
・
㈣
・
㈥
の
記
事
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。
こ
の
三
種
は
す
で

に
道
宗
時
代
の
学
僧
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
３
５

。 

   
 
 
 

➀ 

法
悟
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
に
つ
い
て 

  

ま
ず
、
㈢
の
法
悟
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
の
本
文
に
は
以
下
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。 

  
 

摩
訶
衍
論
是
則
本
論
通
前
総
有
三
訳
、
然
斯
釈
論
、
肇
従
秦
代
、
迄
至
皇
朝
僅
七
百
年
間
、
未
曽
流 

 
 

布
遘
一
千
運
内
、
方
遂
伝
通
、
我
聖
文
神
武
全
功
大
略
聦
仁
睿
孝
天
佑
皇
帝
、
位
纂
四
輪
、
道
逾
三 

 
 

古
、（
中
略
）
至
於
禅
戒
両
行
・
性
相
二
宗
、
恒
切
熏
修
、
無
輟
披
翫
、
三
宝
荷
住
持
之
力
、
万
邦
飲 

 
 

清
浄
之
風
、
功
徳
無
辺
、
称
揚
不
尽
、
粵
若
清
寧
紀
号
之
八
載
、（
中
略
）
皇
上
万
樞
多
暇
、
五
教
皆 

 
 

弘
、
乃
下
温
綸
、
普
搜
墜
典
、
獲
斯
宝
冊
、
編
入
華
龕
、
自
茲
以
来
、
流
通
寖
廣
、
此
論
也
、
総
十 

 
 

軸
之
妙
釈
、
窮
五
分
之
微
詮
、
百
億
契
経
説
示
、
尽
皆
符
会
、
一
代
時
教
包
羅
、
無
所
欠
遺
、
３
６ 

  

検
討
に
入
る
前
に
、
引
用
文
に
あ
る
「
天
佑
皇
帝
」
が
誰
か
を
補
足
し
た
い
。
こ
れ
は
『
釈
摩
訶
衍
論

賛
玄
疏
』
が
い
つ
頃
の
成
立
な
の
か
考
え
る
上
で
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
同
疏
の
序
文
に
は
、「
佰
伍
拾

戶
臣
耶
律
孝
傑
奉
勑
撰 

臣
聞
覚
皇
之
立
教
也…

…

」
３
７

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
耶
律
孝
傑
」
と

い
う
人
物
が
君
主
（
皇
帝
）
の
徳
を
讃
歎
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
『
遼
史
』
巻
二
四
の
道

宗
の
事
績
に
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、「
五
年
春
正
月
壬
申
、
如
混
同
江
、
癸
酉
賜
宰
相
耶
律
孝
傑
名
仁

傑…

」
３
８

と
あ
り
、
加
え
て
、
『
続
資
治
通
鑑
』
巻
七
四
に
は
「
元
豊
二
年
（
遼
太
平
五
年
）
春
正
月
壬

申
。
遼
主
如
混
同
江
、
耶
律
伊
遜
、（
旧
作
乙
辛
今
改
）
、
薦
耶
律
孝
傑…

」
３
９

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
前
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者
は
太
康
五
年
（
一
〇
七
九
）
、
後
者
は
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
と
い
う
年
号
は
違
え
ど
も
同
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
と
も
に
道
宗
在
位
の
年
代
で
あ
り
、
天
佑
皇
帝
は
道
宗
を
指
し
、
同
国
の
宰
相
を
務
め
る

耶
律
孝
傑
が
序
に
お
い
て
君
主
の
偉
業
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
４
０

。 

 

そ
れ
で
は
『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
に
道
宗
に
見
出
さ
れ
た
の
か
を
引
用
文
か
ら
見
て
い
く
。
そ
れ
に
は

『
釈
論
』
が
秦
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
約
七
百
年
間
の
長
き
に
わ
た
る
期
間
、
だ
れ
の
目
に
も
と
ま
る
こ
と

な
く
、
道
宗
皇
帝
の
時
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
す
る
、『
釈
論
』
を
発
見
し
た
経
緯
を
述
べ
て
い
く
。
説

の
後
半
に
は
、
清
寧
八
年
（
一
〇
六
二
）
に
道
宗
が
普
く
散
逸
し
て
い
る
典
籍
を
捜
索
し
た
時
、
得
ら
れ

た
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
獲
斯
宝
冊
、
編
入
華
龕
」
と
あ
る
よ
う
に
『
釈
論
』
を
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵

し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
が
指
事
し
て
い
る
の
は
、
道
宗
が
『
釈
論
』
を
イ
ン
ド
成
立

の
典
籍
と
し
て
見
て
お
り
、
大
乗
の
精
髄
を
究
め
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
事
と
、『
釈
論
』
に
対
し
て
強

い
思
い
入
れ
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
道
宗
が
自
ら
『
釈
論
』
を
研
究
し
て
い
た

と
見
做
し
得
る
記
述
が
あ
る
の
で
見
て
い
き
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。 

  
 

賜
号
曰
、
賛
玄
疏
皇
上
聴
政
之
餘
省
方
之
際
、
歴
刊
詳
而
在
手
咸
印
証
、
以
経
心
于
此
論
中
先
立
御 

 
 

解
。
４
１ 

  

こ
の
内
容
は
、
法
悟
が
道
宗
に
つ
い
て
、
『
釈
論
』
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
「
御
解
」
と
い
う
語
に

よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
も
の
は
、「
上
人
墳
塔
記
」
に
も
あ
る
よ
う
に
道
宗
が
『
釈

論
』
研
究
を
盛
ん
に
さ
せ
た
様
子
を
表
す
一
文
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
釈
摩
訶

衍
論
賛
玄
疏
』
の
成
立
は
、
道
宗
在
位
の
時
代
で
あ
り
、
耶
律
孝
傑
に
関
す
る
記
事
が
一
〇
七
九
年
に
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
の
成
立
は
一
〇
七
九
年
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。 

   
 
 
 

➁ 

志
福
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
に
つ
い
て 

  

次
に
、
㈣
の
志
福
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
に
は
道
宗
が
自
ら
著
し
た
と
思
わ
れ
る
記
事
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
『
起
信
論
』
作
者
で
あ
る
馬
鳴
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

  
 

朕
聞
、
如
来
啓
運
具
四
智
、
以
流
徽
聖
教
、
談
微
応
三
乗
、
而
導
物
自
結
集
、
以
後
逮
伝
布
以
還
不 

 
 

有
聖
賢
疇
能
啓
迪
、
故
馬
鳴
大
士
即
其
人
也
、（
中
略
）
著
一
百
部
論
釈
、
百
億
契
経
或
華
文
以
立
名
、 

 
 

（
中
略
）
次
有
菩
薩
号
曰
竜
樹
、
思
報
師
恩
広
宣
論
意
造
釈
論
十
巻
。
４
２ 

  

そ
れ
に
よ
る
と
、
道
宗
は
、『
釈
論
』
の
作
者
で
あ
る
竜
樹
が
馬
鳴
に
よ
っ
て
膨
大
な
数
の
論
釈
を
著
し

た
と
す
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
道
宗
自
身
が
『
釈
論
』
に
つ
い
て
膨
大
な
典

籍
の
教
説
を
集
約
し
て
著
さ
れ
た
論
書
で
あ
る
と
見
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 

志
福
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
彼
の
地
位
に
つ
い
て
「
大
遼
医
巫
閭
山
崇
禄
大
夫
守
司
徒
通
円
慈
行
大
師

賜
紫
沙
門
志
福
撰
」
４
３

と
あ
り
、
大
遼
の
名
を
確
認
で
き
、
紫
衣
を
受
領
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
高
徳

な
人
物
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
『
遼
史
』
巻
二
二
に
は
、
咸
雍
五
年
（
一
〇
六
九
）

に
「
僧
志
福
加
守
司
徒
」
４
４

と
あ
り
同
鈔
の
記
事
と
一
致
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
『
釈

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%B8%E9%9B%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%B8%E9%9B%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%B8%E9%9B%8D
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摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
の
成
立
は
、
志
福
が
「
守
司
徒
」
と
い
う
階
位
に
封
じ
ら
れ
た
一
〇
六
九
年
以
降
の

成
立
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

   
 
 
 

➂ 

守
瑧
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
に
つ
い
て 

  

最
後
に
、
㈥
の
守
瑧
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
の
典
籍
は
こ
れ
ま
で
義
天

の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
の
み
名
前
が
確
認
で
き
る
と
さ
れ
、
実
物
は
確
認
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ

た
（
日
本
に
は
請
来
さ
れ
て
い
な
い
）
。
し
か
し
竺
沙
雅
章
が
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
雕
造
年
代
を
考
察
し
た

際
、
新
出
資
料
と
し
て
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
科
』
の
名
前
を
見
出
し
紹
介

し
て
い
る
。
今
、
竺
沙
の
解
説
と
当
文
献
の
巻
下
と
刊
記
を
転
載
す
る
（
写
真
は
『
文
物
』
か
ら
の
も
の

を
使
用
）
。 

  
 

要
す
る
に
聖
宗
時
雕
印
の
確
か
な
証
拠
は
ま
だ
見
出
せ
な
い
。
む
し
ろ
新
発
見
の
経
巻
の
な
か
で
、 

 
 

雕
印
に
つ
い
て
も
っ
と
も
確
実
な
史
料
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
巻
第
十
と
『
同
科
』
巻
下
と
の 

 
 

刊
記
で
あ
る
。 

 
 

 

咸
雍
七
年
十
月 

日
燕
京
弘
法
寺
奉 

 
 

 

宣
校
勘
雕
印
流
通 

 
 

 
 

 
 

 
 

殿
主
講
経
覚
慧
大
徳
臣

沙
門
行
安

勾
当 

 
 

 
 

 

都
勾
当
講
経
詮
法
大
徳
臣

沙
門
方

矩
校
勘 

 
 

 
 

右
街
天
王
寺
講
経
論
文
英
大
徳
賜
紫
臣

沙
門
志
延
校
勘 

 
 

 

印
経
院
判
官
朝
散
郎
守
太
子
中
舍
驍
騎
慰
緋
魚
袋
臣
諱
資
睦
提
點 

（
『
館
刊
』
五
封
面
、
『
文
物
』
一
九
八
二―

六
図
五
） 

 
 

こ
の
刊
記
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
物
語
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
先
ず
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
は 

 
 

道
宗
朝
の
学
僧
守
臻
の
撰
述
で
十
巻
、
加
え
て
『
通
賛
科
』
三
巻
『
大
科
』
一
巻
あ
っ
た
こ
と
が
高 

 
 

麗
義
天
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
み
え
る
が
、
と
も
に
佚
し
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

今
回
発
見
さ
れ
た
の
は
そ
の
巻
十
と
『
科
』
巻
下
で
あ
り
、
前
者
は
毎
紙
二
十
八
行
行
十
二
か
ら
二 

 
 

十
三
字
、
第
十
四
紙
背
に
「
宣
賜
燕
京
」
朱
印
が
捺
さ
れ
、
と
も
に
大
宗
か
ら
興
宗
の
諱
字
が
欠
筆 

 
 

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
４
５ 
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竺
沙
説
で
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
科
』
の
刊
記
を
確
認
す
る
と
、
咸
雍

七
年
（
一
〇
七
一
）
十
月
に
志
延
と
い
う
僧
が
校
勘
し
た
と
す
る
記
述
、
そ
し
て
大
宗
か
ら
興
宗
の
諱
字

の
欠
筆
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。 

 

志
延
と
い
う
人
物
は
、
先
に
述
べ
た
「
造
蔵
経
記
」
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、
覚
苑
と
も
同
年
代
の

僧
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
守
瑧
が
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
を
著
し
た
の
は
、
志
延
の
校
勘

以
前
、
す
な
わ
ち
咸
雍
七
年
（
一
〇
七
一
）
十
月
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
悟
、
志
福
、

守
瑧
は
か
な
り
近
い
時
期
に
『
釈
論
』
の
注
釈
書
を
撰
述
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
且
つ
道
宗
の
同
論
に

対
す
る
特
有
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
度
は
、『
釈
論
』
を
引
用
す
る
関
連
典
籍
か

ら
同
論
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 
 

➃ 

覚
苑
撰
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
に
つ
い
て 

  

そ
れ
は
覚
苑
撰
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
で
あ
る
。
こ
の
典
籍
は
そ
も
そ
も
一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）

禅
師
の
『
大
日
経
義
釈
』
４
６

の
注
釈
書
と
い
う
性
格
を
持
つ
密
教
典
籍
で
あ
る
。
こ
の
成
立
は
序
文
に
お

い
て
確
認
で
き
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
太
康
三
年
（
一
〇
七
七
）
４
７

に
完
成
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
、
成

立
ま
で
の
経
緯
が
確
認
で
き
る
本
文
の
文
章
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 

勒
成
十
四
巻
、
目
之
曰
義
釈
、
未
及
宣
演
玄
宗
幸
蜀
、
禅
師
没
化
、
斯
文
尋
墜
、
洎
我
大
遼
興
宗
御 

 
 

 
 

宇
、
志
弘
蔵
教
、
欲
及
邇
遐
、
勑
尽
雕
鎪
、
須
人
詳
勘
、
覚
苑
持
承
綸
旨
、
忝
預
校
場
、
因
採
群
詮
、 

 
 

訪
獲
斯
本
、
今
上
継
統
、
清
寧
五
年
、
勅
鏤
板
流
行
、
上
来
六
段
不
同
、
総
是
第
一
文
、
前
聊
揀
已 

 
 

竟
。
４
８ 

  

そ
れ
に
よ
る
と
、
興
宗
が
『
契
丹
大
蔵
経
』
を
雕
造
す
る
意
思
を
固
め
、
広
く
典
籍
蒐
集
を
行
っ
た
際
、

一
行
禅
師
の
『
大
日
経
義
釈
』
十
四
巻
を
見
出
し
、
大
蔵
経
に
入
蔵
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
す
る
。
そ
れ

を
知
っ
た
覚
苑
は
、『
大
日
経
義
釈
』
の
注
釈
書
、
す
な
わ
ち
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
を
著
す
必
要
性
を

感
じ
た
と
す
る
。
そ
も
そ
も
『
大
日
経
義
釈
』
が
雕
造
さ
れ
た
時
期
は
、
道
宗
の
治
世
、
清
寧
五
年
（
一

〇
五
九
）
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
遼
代
が
、
密
教
典
籍
理
解
に
対
し
て
も
蒐
集
活
動
や
注
釈
事

業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
『
釈
論
』
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、
覚
苑
は
『
大
日
経
義
釈
』
を
注
釈
す
る
際
、
『
釈
論
』
の

思
想
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
に
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
「
別
初
総
者
釈
論
解
云
謂
一
切
」
４
９

と
い
う
記
事

か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
『
釈
論
』
が
説
く
「
三
十
三
法
門
」
と
い
う
中
心
思
想
に
関
わ
る
文
章
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
内
容
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
釈
論
』
の
説
文
を
直
接
引
い
た
も
の
で
は

な
く
、「
釈
論
解
云
」
と
あ
る
よ
う
に
別
の
解
説
書
あ
る
い
は
解
説
し
た
媒
体
を
基
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
、
覚
苑
は
密
教
典
籍
の
理
解
に
『
釈
論
』
の
理
解
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
実
は
、
こ

の
「
別
初
総
者
釈
論
解
云
謂
一
切
」
と
い
う
説
は
、
志
福
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
と
ほ
ぼ
全
同
で
あ

る
。
つ
ま
り
覚
苑
が
志
福
（
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
）
の
著
作
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う
証
拠
に
な
る
と

判
断
で
き
、
同
時
に
両
者
と
も
「
釈
論
解
云
」
な
る
も
の
を
重
要
視
す
る
程
の
参
考
資
料
と
理
解
し
て
い

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

で
は
、「
釈
論
解
云
」
と
は
何
か
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、「
『
釈
論
』
に
つ
い
て
何
か
し
ら
の
理
解
を
示
し
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た
も
の
」
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
紫
衣
を
受
領
す
る
程
の
高
徳
な
注
釈

家
が
序
に
引
用
す
る
こ
と
か
ら
も
、
通
常
の
人
物
で
は
な
い
特
別
な
立
場
に
あ
る
者
の
理
解
を
踏
襲
し
た

と
推
察
す
る
５
０

。
以
下
に
そ
の
点
を
論
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
に
関
連
す
る
説
が
、
覚
苑
が

道
宗
の
徳
を
讃
え
る
説
に
見
出
せ
る
の
で
確
認
し
た
い
。 

  
 

我
天
佑
皇
帝
睿
文
冠
古
、
英
武
超
今
、
十
善
治
民
、
五
常
訓
物
、
博
綜
儒
経
、
有
詩
賦
碑
記
之
製
、 

 
 

 
 

（
中
略
）
尤
精
釈
典
、
有
讃
序
疏
章
之
作
。
５
１ 

  

覚
苑
は
、
道
宗
が
博
識
で
あ
り
多
く
の
典
籍
を
研
究
し
、
そ
れ
ら
の
注
釈
し
た
著
作
、
す
な
わ
ち
賛
や

序
、
疏
を
製
作
し
た
と
す
る
業
績
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
『
釈
論
』

の
注
釈
者
が
製
作
さ
れ
た
背
景
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
道
宗
と
の
関
係
が
確
認
で
き
た
。
特
に

法
悟
が
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
に
お
い
て
「
御
解
」
と
説
い
た
こ
と
や
、
道
宗
か
ら
通
利
大
師
に
『
釈

論
』
を
含
む
幾
つ
か
の
典
籍
の
講
義
を
所
望
し
て
い
る
記
事
、
そ
し
て
今
の
覚
苑
が
『
大
日
経
』
と
い
う

密
教
典
籍
理
解
に
、『
釈
論
』
の
説
示
を
用
い
て
い
る
の
は
、
道
宗
の
影
響
が
あ
っ
た
と
見
做
し
て
も
無
理

で
は
な
い
と
考
え
る
。 

 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
当
初
述
べ
た
よ
う
に
道
宗
自
身
が
『
釈
論
』
に
対
す
る
理
解
を
何
ら
か
の
書
物

に
書
き
留
め
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
「
釈
論
解
」
と
は
道
宗

の
解
釈
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

   
 
 
 

➄ 

道
蝗
撰
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
に
つ
い
て 

  

で
は
最
後
に
、
道
蝗
の
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
を
見
て
い
く
。『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
成
立

に
つ
い
て
は
、
覚
苑
の
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
を
取
り
上
げ
る
箇
所
が
幾
つ
か
確
認
で
き
る
た
め
、
覚

苑
の
著
作
以
降
の
成
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
に
基
づ
く
の
で
確
認
し
た

い
。 

  
 

密
教
心
要
者
。
謂
神
変
疏
鈔
。
曼
荼
羅
疏
鈔
。
皆
判
陀
羅
尼
教
。
是
密
円
也
。
５
２ 

  

こ
の
よ
う
に
道
蝗
は
、
密
教
の
心
要
と
は
何
か
を
述
べ
る
際
、
そ
の
教
証
と
し
て
「
謂
神
変
疏
鈔
」
と

い
う
典
籍
名
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
「
神
変
疏
鈔
」
の
名
は
、
文
字
通
り
『
大
日
経
』
の
具
名
で
あ
る

『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
の
「
神
変
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
疏
」
は
『
大
日
経
義
釈
』

を
示
唆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
神
変
疏
鈔
」
と
は
、
『
大
日
経
』
注
釈
書
の
末
釈
の

名
前
、
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
を
意
図
し
た
典
籍
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
「
神
変
疏

鈔
」
の
説
と
し
て
引
用
さ
れ
る
箇
所
を
調
べ
る
と
、『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
の
説
と
一
致
す
る
こ
と
も
５
３

、

覚
苑
と
道
蝗
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
顕
密
円
通
成
仏
心
要

集
』
の
成
立
は
覚
苑
の
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
が
出
来
た
太
康
三
年
（
一
〇
七
七
）
以
降
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
う
な
る
と
道
蝗
と
い
う
人
物
は
一
体
何
者
な
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
多
田
孝
正
の
見
解
を
紹
介
す
る

こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
多
田
説
で
は
、
道
蝗
が
覚
苑
や
『
釈
論
』
の
末
釈
家
と
同
等
の
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待
遇
を
王
室
か
ら
受
け
た
と
は
考
え
が
た
い
と
し
な
が
ら
も
、
歴
代
皇
帝
の
行
在
所
の
寺
院
に
常
在
し
、

且
つ
漢
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
の
知
名
度
の
あ
る
僧
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
５
４

。 

で
は
、
実
際
に
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
に
み
え
る
『
釈
論
』
の
影
響
を
確
認
し
た
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
す
で
に
遠
藤
純
一
郎
５
５

の
先
行
す
る
論
考
が
あ
る
。
し
か
し
氏
の
指
摘
を
確
認
す
る
と
『
釈
論
』

の
中
心
思
想
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
関
連
に
お
い
て
筆
者
と
多
少
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
氏
は
「
道
蝗
は
日
本
の
真
言
宗
の
よ
う
に
、「
不
二
摩
訶
衍
」
を
密
教
優
位
の
論
拠
に
用
い
る
こ
と

な
く
、
寧
ろ
逆
に
華
厳
教
学
に
よ
り
「
不
二
摩
訶
衍
」
や
密
教
を
規
定
し
て
お
り
」
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、『
釈
論
』
の
三
十
二
法
門
と
不
二
摩
訶
衍
法
を
顕
教
と
密
教
と
に
峻
別
し
て
い
る

姿
勢
を
確
認
で
き
、
こ
れ
は
顕
密
双
修
に
基
づ
く
が
密
教
の
方
を
優
位
に
見
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
根

拠
は
、
准
提
陀
羅
尼
を
密
教
と
規
定
す
る
説
に
お
い
て
見
出
せ
５
６

、
こ
れ
は
『
釈
論
』
の
特
有
の
思
想
で

あ
り
、
絶
対
的
な
果
法
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
教
証
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
釈
論
』
の
不

二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
独
特
な
説
を
示
し
て
い
く
。 

  
 

又
問
曰
、
夫
真
言
者
、
但
是
能
詮
言
教
、
即
以
声
名
句
文
為
体
。
何
得
判
為
円
円
果
海
。
答
云
若
作 

 
 

此
問
。
蓋
是
未
知
密
教
宗
旨
。
（
中
略
）
況
密
宗
神
呪
。
当
顕
円
中
一
真
法
界
耶
。
又
釈
摩
訶
衍
論
、 

 
 

（
中
略
）
又
甚
深
玄
理
論
、
不
動
本
源
論
、
此
二
論
中
広
略
解
説
不
二
果
海
。
当
彼
二
論
中
、
能
詮 

 
 

之
言
以
何
為
体
。
以
理
推
徵
。
即
知
以
不
二
果
海
為
体
。
彼
能
詮
言
当
尓
。
即
是
不
二
果
海
。
況
今 

 
 

六
字
大
明
准
提
神
呪
。
５
７ 

  

『
釈
論
』
の
不
二
摩
訶
衍
法
を
陀
羅
尼
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
点
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
『
釈
論
』
上
で
不
二
摩
訶
衍
法
を
詳
述
す
る
典
籍
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
『
不
動
本
源
論
』
と
『
甚

深
玄
理
論
』
の
二
論
を
能
詮
の
立
場
と
し
５
８

、
六
字
大
明
（
准
提
陀
羅
尼
）
＝
不
二
摩
訶
衍
法
を
所
詮
の

立
場
と
し
て
理
解
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
理
解
は
真
言
密
教
に
お
い
て
主
張
す
る

不
二
摩
訶
衍
法
を
密
教
と
す
る
立
場
、
そ
し
て
自
性
法
身
と
す
る
理
解
と
相
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
５
９

。 

 

換
言
す
れ
ば
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
釈
論
』
観
と
近
接
す
る
捉
え
か
た
と
も
言
え
る
と
思
う
。

も
う
一
点
目
を
引
く
説
が
あ
る
の
で
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

  
 

三
者
密
宗
神
呪
即
体
、
便
是
円
円
果
海
。
故
仏
不
得
。
如
釈
大
乗
論
説
。
円
円
海
仏
亦
不
得
。
今
六 

 
 

字
大
明
准
提
神
呪
即
体
、
便
是
円
円
果
海
也
。
６
０ 

  

こ
の
内
容
も
不
二
摩
訶
衍
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
密
宗
」
＝
密
教
を
「
円
円
海
」

で
あ
る
と
規
定
す
る
。
続
け
て
「
釈
大
乗
論
」
＝
『
釈
論
』
を
教
証
と
し
て
取
り
上
げ
、
同
論
が
主
張
す

る
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
円
円
海
は
諸
仏
を
総
摂
で
き
る
が
、
一
般
的
な
諸
仏
は
上
位
で
あ
る
不
二
摩
訶

衍
法
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
説
を
示
す
こ
と
で
、
最
終
的
に
密
教
＝
不
二
摩
訶
衍
法
（
円

円
海
）
＝
准
提
陀
羅
尼
で
あ
り
、
暗
に
顕
教
の
立
場
に
つ
い
て
不
二
摩
訶
衍
法
を
獲
得
で
き
な
い
諸
仏
で

あ
る
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
密
教
が
顕
教
の
立
場
よ
り
高
位
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
、
引
用
し
た
箇
所
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
は
『
釈
論
』
が
説
く
不
二
摩
訶
衍
法

と
三
十
二
法
門
と
い
う
因
果
二
種
の
世
界
を
象
徴
す
る
、「
三
十
三
法
門
」
が
背
景
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
道
蝗
が
、『
釈
論
』
と
い
う
典
籍
に
つ
い
て
顕
密
二
教
論
を
展
開
す
る
論
書
と
理
解
し
て
い
る
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の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
振
り
返
る
と
、
遼
代
に
お
い
て
は
『
釈
論
』
の
注
釈
書
が
製
作
さ
れ
、
そ
し
て
当

代
の
密
教
典
籍
に
も
『
釈
論
』
の
思
想
が
大
い
に
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
繰
り
返
し
に

な
る
が
道
宗
と
い
う
為
政
者
の
庇
護
を
受
け
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
国
に
お
い
て
『
釈
論
』
が
流
行

し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
一
番
の
根
拠
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
典
籍
以

外
に
も
、
第
三
章
で
触
れ
た
よ
う
に
唐
代
に
お
い
て
早
い
時
期
に
『
釈
論
』
が
依
用
さ
れ
た
事
例
は
存
在

す
る
。
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
６
１

や
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
６
２

や
『
華

厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
６
３

に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
点
も
付
言
し
て
お
き
た
い
６
４ 

   
 
 
 

➅ 

『
釈
論
』
に
関
連
す
る
典
籍
と
事
績
の
整
理 

  

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
得
ら
れ
た
知
見
と
関
連
事
項
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

○
『
釈
論
』
に
関
わ
る
典
籍
の
成
立
年
代 

 

・
『
釈
論
』
の
成
立
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

・
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
や
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
や
『
華
厳
経
行
願 

 
 

品
疏
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
聖
法
の
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
は
八
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
前
半
の
唐
代
で
成
立
し
て
い
る
。 

 

・
法
敏
の
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
は
少
な
く
と
も
九
世
紀
前
半
に
唐
代
で
成
立
し
て
い
る
。 

 

・
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
６
５

（
弘
仁
六
（
八
一
二
）
）
に
『
釈
論
』
が
引 

 
 

用
さ
れ
て
い
る
６
６

。 

 

・
永
明
延
寿
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
の
九
六
一
年
に
撰
述
さ
れ
た
『
宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
通
利
大
師
は
一
〇
五
五
年
以
降
に
『
釈
論
』
の
講
義
を
し
て
い
る
。 

 

・
道
宗
（
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
は
『
釈
論
』
に
造
詣
が
深
い
。 

 

・
道
宗
は
一
〇
六
二
年
に
『
釈
論
』
を
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
し
て
い
る
６
７

。 

 

・
志
福
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
は
一
〇
六
九
年
以
降
に
成
立
し
て
い
る
。 

 

・
守
瑧
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
は
一
〇
七
一
年
以
前
に
成
立
し
て
い
る
。 

 

・
覚
苑
の
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
は
一
〇
七
七
年
に
成
立
し
て
い
る
。 

 

・
道
蝗
の
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
は
一
〇
七
七
年
以
降
に
成
立
し
て
い
る
。 

 

・
法
悟
の
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
は
一
〇
七
九
年
前
後
に
成
立
し
て
い
る
。 

 

○
そ
の
他
の
『
釈
論
』
を
記
録
す
る
文
献 

 

・
『
契
丹
大
蔵
経
』
は
一
〇
四
二
年
～
一
〇
六
八
年
の
間
に
五
七
九
帙
を
雕
印
し
て
い
る
。 

 

・
「
石
経
塔
記
」
は
一
一
一
八
年
に
完
成
し
、
『
釈
論
』
の
名
を
確
認
で
き
る
。 

 

・
「
□
□
上
人
墳
塔
記
」
は
一
一
二
〇
年
に
完
成
し
、
『
釈
論
』
の
名
を
確
認
で
き
る
。 

 

・
「
造
蔵
塔
記
」
は
一
〇
六
八
年
に
完
成
し
、
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。 

 

・
非
濁
（
？
～
一
〇
六
三
）
６
８

の
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
に
確
認
で
き
る
。 
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○
他
国
と
の
関
係 

―

大
蔵
経
関
連―

６
９ 

 

・
高
麗
に
『
契
丹
大
蔵
経
』
が
一
〇
六
三
年
に
輸
入
さ
れ
る
。 

 

・
高
麗
は
初
雕
本
（
第
一
次
大
蔵
経
）
を
一
〇
八
七
年
に
完
成
（
十
三
世
紀
前
半
に
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の 

 
 

 
 

侵
略
に
よ
っ
て
す
べ
て
焼
失
し
て
い
る
）
７
０

。 

 

・
義
天
は
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
を
一
〇
九
〇
年
に
著
し
て
い
る
。 

 

・
義
天
は
「
高
麗
教
蔵
都
監
」
を
一
〇
九
一
年
に
設
置
し
て
い
る
。 

 

・
高
麗
は
再
雕
本
（
第
二
次
大
蔵
経
）
を
一
二
五
一
年
に
完
成
し
て
い
る
７
１

。 

  

こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
に
関
連
す
る
典
籍
の
大
半
が
、
中
国
に
お
い
て
集
中
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き

る
だ
ろ
う
。
時
期
と
し
て
は
お
よ
そ
八
世
紀
～
十
一
世
紀
に
か
け
て
で
あ
り
、
長
期
的
に
中
国
で
『
釈
論
』

が
受
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
再
度
、『
釈
論
』
の
遼
代
の
流
通
を
考
え
る
と
、
明
ら
か
に

『
釈
論
』
は
王
室
の
意
向
に
よ
っ
て
石
経
事
業
や
末
釈
製
作
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
遼
の
歴
代
の
皇
帝
の

な
か
で
も
道
宗
を
中
心
と
し
た
王
室
の
受
用
姿
勢
が
そ
う
で
あ
る
。 

 

そ
う
す
る
と
『
釈
論
』
を
重
用
し
た
当
時
の
統
治
者
で
あ
る
道
宗
が
、
い
か
な
る
理
解
に
基
づ
い
て
『
釈

論
』
を
重
用
し
た
の
か
、
彼
の
人
物
像
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
道
宗
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
鎌
田
茂

雄
の
論
考
が
あ
る
の
で
紹
介
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 

遼
代
密
教
の
起
る
社
会
的
背
景
を
考
え
る
に
、
ま
ず
遼
代
の
契
丹
人
民
族
の
生
活
意
識
を
問
題
と
し 

 
 

よ
う
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
世
界
観
を
も
つ
民
衆
が
、
密
教
受
容
の
社
会
的
基
盤 

 
 

と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。
遼
代
密
教
が
純
正
な
密
教
で
な
く
、
陀
羅
尼
を
重
視
し
、 

 
 

現
世
利
益
を
目
的
と
し
た
通
俗
密
教
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
か
ら
生
ま
れ
た 

 
 

の
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
釈
摩
訶
衍
論
は
道
宗
の
清
寧
八
年
（
一
〇
六
二
）
、
道
宗
の
命
に
よ
り
、
広 

 
 

く
墜
典
を
捜
索
し
た
時
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
道
宗
は
本
論
を
発
見
し
、
自
ら
研
究
し
、 

 
 

遼
代
高
僧
は
こ
れ
に
従
っ
た
。（
中
略
）
唐
の
法
蔵
の
華
厳
は
、
貴
族
主
義
的
な
絶
対
肯
定
主
義
の
哲 

 
 

学
思
想
で
、
庶
民
の
生
活
の
性
格
意
識
と
は
無
関
係
な
思
想
で
あ
っ
た
が
、
遼
の
支
配
者
が
、
中
国 

 
 

的
中
央
集
権
国
家
を
樹
立
す
る
に
さ
い
し
て
、
範
を
唐
朝
に
と
っ
た
た
め
に
、
唐
代
仏
教
を
代
表
す 

 
 

る
華
厳
を
採
用
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
遼
代
密
教
で
は
華
厳
を
単
に
道 

 
 

具
と
し
て
用
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
華
厳
と
融
合
し
た
密
教
と
い
え
ば
、
高
度
な
哲
学
的
仏
教
を 

 
 

考
え
る
が
、
遼
代
密
教
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た
。
７
２ 

  

鎌
田
は
遼
代
の
仏
教
が
華
厳
と
密
教
が
融
合
し
た
、
独
特
な
密
教
文
化
を
形
成
し
た
も
の
と
論
じ
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
も
特
に
『
釈
論
』
が
道
宗
に
重
用
さ
れ
、
密
教
理
解
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
す

る
。
以
上
の
指
摘
は
合
理
性
が
あ
り
、
今
後
の
同
論
の
思
想
構
造
を
検
討
す
る
上
で
非
常
に
有
用
な
も
の

と
い
え
よ
う
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
た
論
考
に
、
木
村
清
孝
も
遼
代
仏
教
に
お
け
る
密
教
融
合
に
つ
い
て
、

前
述
し
た
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
を
取
り
上
げ
、
当
代
が
顕
密
双
修
の
重
要
性
と
総
合
仏
教
の
一
典

型
を
示
し
て
い
る
と
す
る
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
７
３

。
筆
者
は
両
氏
の
見
解
に
準
拠
し
た
い
。
今
度

は
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
先
行
研
究
の
成
果
を
基
に
、
遼
代
に
お
け
る
中
国
と
朝
鮮
半
島
の
『
釈
論
』
の

流
通
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。 
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➆ 

鮮
演
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』
に
つ
い
て 

  

次
に
『
釈
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
藤
原
崇
人
に
よ
る
『
契
丹
仏
教
史

の
研
究
』
に
お
い
て
、
新
出
の
資
料
と
し
て
新
た
に
呈
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
７
４

。
こ
こ
で
は
簡
単
に
氏

の
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
遼
代
や
高
麗
に
お
け
る
『
釈
論
』
が
受
容
さ
れ
た
足
跡
を
確
認
し
た
い
。
鮮
演

撰
『
釈
摩
訶
衍
論
顕
正
疏
』
は
、「
鮮
演
墓
碑
」
に
お
い
て
名
前
の
み
確
認
で
き
当
著
作
そ
の
も
の
の
内
容

に
つ
い
て
は
現
存
が
確
認
で
き
な
い
た
め
窺
え
な
い
。
し
か
し
鮮
演
の
著
作
が
義
天
の
手
に
渡
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
資
料
が
『
大
覚
国
師
外
集
』「
大
遼
御
史
中
丞
耶
律
思
斉
書 

第
三
通
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き

る
。
そ
こ
で
藤
原
の
見
解
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

従
来
、
我
々
が
認
識
す
る
と
こ
ろ
の
契
丹
・
高
麗
間
の
仏
教
典
籍
の
流
通
は
、
自
国
の
典
籍
あ
る
い 

 
 

は
第
三
国
で
あ
る
北
宋
や
唐
・
新
羅
な
ど
前
王
朝
の
典
籍
の
単
方
向
的
な
や
り
と
り
で
あ
る
。
と
こ 

 
 

ろ
が
こ
れ
以
外
に
も
、
契
丹
の
典
籍
が
高
麗
を
経
由
し
て
再
び
契
丹
に
流
入
す
る
と
い
う
、
逆
輸
入 

 
 

の
よ
う
な
か
た
ち
の
流
通
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
両
国
間
に
か
の
よ
う
な
流 

 
 

通
形
態
が
存
在
し
て
い
た
事
実
を
知
ら
し
め
る
点
で
、「
第
三
通
」
の
も
つ
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高 

 
 

い
も
の
で
あ
る
。
７
５ 

 

契
丹
と
高
麗
に
お
け
る
典
籍
の
流
通
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
上

記
の
「
第
三
通
」
に
示
さ
れ
る
、
鮮
演
の
『
釈
論
』
に
関
す
る
著
作
や
道
宗
の
『
釈
論
』
研
究
に
つ
い
て

も
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
括
弧
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

そ
の
個
人
名
の
特
定
に
は
至
ら
な
い
が
、
守
臻
・
志
福
・
法
悟
・
鮮
演
の
手
に
成
る
既
知
の
『
釈
摩 

 
 

訶
衍
論
』
研
究
書
の
ほ
か
に
も
同
様
の
書
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
も
っ
て
当
時
に
お
け
る
『
釈
摩 

 
 

訶
衍
論
』
研
究
の
広
が
り
が
う
か
が
え
る
。
つ
ぎ
に
『
御
義
』
五
巻
に
関
し
て
、
第
三
通
で
は
「
御
」 

 
 

字
の
上
に
空
格
を
設
け
て
お
り
、
査
刺
（
道
宗
）
の
御
製
典
籍
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
先
述
の
智
佶 

 
 

が
義
天
に
贈
っ
た
詩
の
序
文
に
「
御
解
大
義
」
と
い
う
典
籍
の
名
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
と
同
一
の 

 
 

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
７
６ 

  

義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
鮮
演
の
『
釈
論
』
に
関
す
る
著
作
が
確
認
で
き
な
い
点
に
つ
い
て

詳
し
い
言
及
は
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
義
天
に
は
鮮
演
以
外
に
も
、『
釈
論
』
注
釈
家
で
あ
る
守
臻
・
志

福
・
法
悟
の
著
作
、
さ
ら
に
は
道
宗
の
『
釈
論
』
研
究
理
解
ま
で
も
積
極
的
に
蒐
集
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

を
確
認
で
き
る
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
や
は
り
「
釈
論
解
」
な
る

表
示
は
文
字
通
り
道
宗
の
著
作
を
指
示
し
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
り
、
道
宗
が
い
か
に
『
釈
論
』
に
対
し

て
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
筆
者
は
藤
原
の
見
解
を
準
拠
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
朝
鮮
半
島
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
『
釈
論
』
が
輸
入
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

朝
鮮
半
島
へ
『
契
丹
大
蔵
経
』
が
輸
出
さ
れ
、
義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
『
釈
論
』
の
名
が
記

載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
釈
論
』
は
朝
鮮
半
島
で
も
重
要
視
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
中
国
に

限
ら
ず
同
地
周
辺
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
以
降
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
た

い
。 
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第
五
節 

再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係 

  

筆
者
は
第
三
章
に
お
い
て
、
『
釈
論
』
が
中
国
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、

則
天
文
字
使
用
の
形
跡
と
武
則
天
（
六
二
四
～
七
〇
五
（
在
位
六
九
〇
～
七
〇
五
）
）
が
執
筆
し
た
「
昇
仙

太
子
碑
」
と
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
花
厳
経
』
の
序
、
加
え
て
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
の
説
を
依
用
し
て

い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
最
古
の
石
山
寺
本
に
は
則
天
文
字
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
遼
代
の
房

山
石
経
の
『
釈
論
』
の
拓
本
に
は
、
則
天
文
字
の
「
脾
」
で
は
な
く
「
天
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
７
７

。
こ

れ
は
石
経
が
刻
経
さ
れ
る
際
、
底
本
と
な
っ
た
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
さ
れ
て
い
た
『
釈
論
』
が
則
天

文
字
か
ら
常
体
字
に
置
換
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

周
知
の
よ
う
に
、
契
丹
は
唐
代
以
降
の
王
朝
で
あ
る
か
ら
、
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
文
献
（
『
釈

論
』
の
底
本
）
を
参
照
し
て
、『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
し
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を

関
連
す
る
資
料
か
ら
論
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
守
其
等
撰
『
高
麗
国
新
雕
大
蔵
校
正
別

録
』
と
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
を
開
版
す
る
に
あ
た
り
、
初
雕
版
と
幾
つ
か

の
版
を
も
と
に
対
照
し
校
合
し
た
校
勘
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
金
英
美
の
先
行
す
る
指

摘
が
あ
る
７
８

。
実
際
に
該
当
す
る
記
事
を
確
認
し
た
い
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

回
漢
函 

 
 

右
の
二
函
の
中
、
国
本
に
仏
名
経
十
八
巻
と
い
う
も
の
有
り
。
今
検
す
る
に
下
、
寧
・
晋
・
楚
の
函 

 
 

の
中
の
三
十
巻
本
と
同
じ
く
是
れ
一
経
な
り
。
後
の
人
、
其
の
巻
数
に
異
な
り
有
る
を
見
て
、
認
め 

 
 

て
異
経
と
為
す
。
故
に
重
ね
て
編
入
す
。
今
、
三
十
巻
は
世
に
盛
行
す
る
所
な
る
を
以
て
の
故
に
、 

 
 

此
の
中
の
十
八
巻
な
る
者
を
除
く
。
乃
ち
以
て
摩
訶
衍
論
十
巻
を
回
函
と
為
し
、
玄
文
論
二
十
巻
を 

 
 

漢
函
と
為
す
と
云
う
。
７
９ 

  

守
其
は
『
高
麗
大
蔵
経
』
の
再
雕
に
あ
た
り
、『
釈
論
』
と
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
を
新
た
に
入
蔵
し
た

経
緯
を
記
し
て
い
る
。
も
と
も
と
初
雕
版
の
「
回
」
と
「
漢
」
の
函
に
は
、『
仏
名
経
』
十
八
巻
が
収
蔵
さ

れ
て
い
た
の
が
、
こ
れ
は
「
寧
」
、
「
晋
」
、
「
楚
」
の
函
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
三
十
巻
本
と
同
じ
典
籍
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
再
雕
版
で
は
「
回
」
と
「
漢
」
の
十
八
巻
本
は
除
い
て
、
代
わ
り
に
「
回
」
に
は
『
釈
摩

訶
衍
論
』
、
「
漢
」
に
は
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
を
入
蔵
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
内
容
が
物
語

っ
て
い
る
の
は
、
初
雕
版
が
刊
行
さ
れ
た
段
階
で
は
、『
釈
論
』
は
入
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
に

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
に
雕
造
さ
れ
た
巻
数
ご
と
の
記
録
（
年
代
）

を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
８
０

。 

  
 

巻
一 

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
二 

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
三 

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
四 

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
五 

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
六 

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
七 

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
八 

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
九 

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

 
 

巻
十 

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造 

  

そ
も
そ
も
再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
の
編
纂
に
は
、
高
麗
・
契
丹
・
宋
・
日
本
の
諸
本
を
校
合
し
た
も

の
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
８
１

。
そ
し
て
高
麗
（
朝
鮮
半
島
）
の
文
献
に
『
釈
論
』
の
そ
の
名
が
確
認
で
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き
る
最
初
の
文
献
が
、
義
天
（
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
に
よ
っ
て
一
〇
九
〇
年
に
著
さ
れ
た
『
新
編
諸

宗
教
蔵
総
録
』
、
広
く
『
義
天
録
』
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

改
め
て
、
取
り
上
げ
た
年
代
に
あ
た
る
「
丙
午
」
や
「
丁
未
」
と
表
記
さ
れ
る
干
支
に
注
目
す
る
と
、

「
丙
午
」
や
「
丁
未
」
は
西
暦
に
換
算
す
る
と
一
二
四
六
年
と
一
二
四
七
年
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

義
天
の
入
寂
（
一
一
〇
一
）
し
た
後
に
雕
造
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』

の
一
行
の
文
字
数
が
、
十
七
文
字
と
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
目
す
る
と
、
こ
れ
も
第
三
章
で
論
じ
た
よ
う

に
、
遼
代
の
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
書
写
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
義
天
の
請
来
あ
る
い
は

底
本
と
し
た
『
釈
論
』
と
い
う
の
が
、
十
七
文
字
の
書
写
規
格
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付

け
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
義
天
が
中
国
か
ら
膨
大
な
典
籍
を
蒐
集
す
る
以
前
、
い
ま
だ
高
麗
（
朝
鮮
半
島
）
に
は

『
釈
論
』
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
伝
聞
の
み
で
実
物
を
手
に
す
る
環
境
に
な
か
っ
た

こ
と
を
推
定
で
き
る
情
報
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
金
英
美
の
指
摘
が
あ
る
の
で
紹
介
し

た
い
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
。 

  
 

本
書
は
現
在
、
八
世
紀
中
葉
、
新
羅
あ
る
い
は
唐
で
撰
述
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
竜 

 
 

樹
の
著
述
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
唐
や
宋
で
編
纂
さ
れ
た
仏
典
目
録
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
唐
で 

 
 

聖
法
と
法
敏
の
注
釈
書
が
撰
述
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
注
釈
書
も
日
本
に
伝
わ
っ
た
記
録
の
外 

 
 

に
は
新
羅
と
高
麗
で
研
究
さ
れ
て
い
た
資
料
も
な
い
。
（
中
略
）
と
こ
ろ
で
遼
で
一
〇
六
二
年
、
『
釈 

 
 

摩
訶
衍
論
』
を
大
蔵
経
に
入
蔵
し
た
後
、
事
情
が
変
わ
っ
た
。
道
宗
皇
帝
が
本
書
に
対
し
て
関
心
を 

 
 

傾
け
、
僧
侶
た
ち
と
討
論
し
た
だ
け
で
な
く
、
注
釈
書
を
作
る
よ
う
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
遼
大
蔵 

 
 

経
に
含
ま
れ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
、
一
〇
七
〇
年
代
に
守
瑧
、
法
悟
、
志
福
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た 

 
 

注
釈
書
は
高
麗
に
伝
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
み
な
義
天
が
編
纂
し
た
『
教
蔵
総
録
』
に
、『
大
乗
起
信
論
』 

 
 

の
注
釈
書
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
義
天
は
『
重
校
釈
摩
訶
衍
論
』
を
刊
行
し
て
一
〇
八
七
年
こ
ろ
宋 

 
 

の
善
聡
に
送
り
、
志
福
の
『
通
玄
抄
』
と
法
悟
の
『
賛
玄
疏
』
を
一
〇
九
九
年
に
刊
行
し
、
一
一
〇 

 
 

五
年
に
日
本
に
送
っ
た
。
義
天
が
刊
行
し
た
遼
の
僧
侶
た
ち
の
注
釈
書
は
宋
に
も
伝
わ
り
、
普
観
が 

 
 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
を
著
述
す
る
な
か
で
引
用
し
て
い
る
。
８
２ 

  

金
は
『
釈
論
』
が
八
世
紀
の
中
葉
に
新
羅
あ
る
い
は
唐
で
成
立
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。
聖
法
と
法
敏

の
注
釈
書
が
撰
述
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
に
請
来
さ
れ
た
記
録
の
み
で
、
新
羅
と
高
麗
で
請
来
さ
れ
研

究
さ
れ
た
資
料
は
確
認
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。『
釈
論
』
が
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
さ
れ
た
時
期
や
、

『
釈
論
』
の
注
釈
書
を
撰
述
し
た
守
瑧
、
法
悟
、
志
福
の
撰
述
時
期
は
筆
者
の
見
解
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
。
し
か
し
、
義
天
が
『
重
校
釈
摩
訶
衍
論
』
な
る
典
籍
を
刊
行
し
て
、
そ
れ
を
一
〇
八
七
年
に
宋
に

送
っ
た
と
す
る
指
摘
は
初
見
で
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い
と
言
え
る
。 

 

金
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
『
重
校
釈
摩
訶
衍
論
』
の
名
前
か
ら
推
察
す
る
と
、
文
字
通
り
幾
つ
か

の
『
釈
論
』
の
版
を
校
合
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
義
天
の
時
代
で
は
す

で
に
幾
つ
か
の
版
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
重
校
釈
摩
訶
衍
論
』
な
る
典
籍
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
義
天
が
宋
の
善

聡
に
送
っ
た
と
す
る
情
報
の
み
で
あ
り
、
原
文
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
何
と
も
言
え
な
い
。
今
後
新
た

な
資
料
の
発
見
か
ら
大
き
く
展
開
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
自
己
の
研
究
を
深
め
つ
つ
、
先

学
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 
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ま
と
め 

  

本
章
は
遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
流
通
を
と
お
し
て
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
取
り
扱

わ
れ
て
き
た
の
か
、
従
来
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
。
第
三
章
に
お
い
て
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
に
は
則
天
文
字
の
使
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
論
は
当
時
の
中
国
の
国
家

の
施
策
と
密
接
に
関
連
し
た
典
籍
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
遼
代
に
な
る
と
皇
帝
の
重
用
が
後
押
し
と
な
っ
て
、

注
釈
や
密
教
典
籍
に
依
用
さ
れ
る
程
に
な
っ
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
は
、『
契
丹
大
蔵
経
』
と
し
て
高
麗
へ
輸

出
さ
れ
、
後
に
再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
に
も
入
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
本
で
は
、
出
自
が
不
明
な
典
籍
で
あ
り
、
後
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
検

討
さ
れ
な
い
ま
ま
、
独
特
な
思
想
を
説
く
竜
樹
に
仮
託
さ
れ
た
論
書
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
が
実
際
の

と
こ
ろ
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
本
章
で
は
、
客
観
的
に
『
釈
論
』
が
受
容
さ
れ
た
形
跡
が

中
国
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
論
じ
て
き
た
。
一
方
、
高
麗
の
義
天
が
刊
行
し
た
『
新
編
諸
宗
教

蔵
総
録
』
や
、
十
三
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
を
編
纂
す
る
際
に
、『
釈
論
』
を
取
り

入
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、『
釈
論
』
の
流
通
が
遼
代
を
媒
介
と
し
て
高
麗
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き

た
。 し

か
し
、
流
通
以
外
の
面
に
も
目
を
向
け
な
く
て
は
成
立
問
題
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り

新
羅
華
厳
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
『
釈
論
』
の
文
体
の
表
記
法
（
語
法
）
や
思
想
の
受
容
が
認
め
ら
れ
る
点

に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
鍵
に
な
る
。
こ
れ

も
第
三
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
義
湘
や
義
天
の
よ
う
な
朝
鮮
半
島
出
身
の
僧
が
、
中
国
に
留
学
し
同
国
の

色
々
な
論
師
か
ら
教
学
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
を
基
に
『
釈
論
』
を
造
論
し
た
可
能
性
を
想
定
す
る
。
そ

の
造
論
す
る
際
に
、
出
身
地
で
あ
る
朝
鮮
で
の
漢
文
の
語
法
や
思
想
を
、
無
意
識
か
意
識
的
か
は
分
か
ら

な
い
が
文
章
に
反
映
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
現
段
階
の
立
場
は
、
中
国
で
成
立
し
た
説

を
補
強
で
き
て
も
、
作
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
ま
で
は
言
及
で
き
る
立
場
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

従
来
説
を
踏
襲
す
る
と
、
や
は
り
朝
鮮
半
島
出
身
者
が
中
国
に
お
い
て
『
釈
論
』
を
造
論
し
、
そ
れ
が
後

代
で
は
遼
代
の
時
代
で
重
用
さ
れ
、
遼
と
高
麗
の
国
家
間
で
流
行
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
遼
代
に
お
け
る
流
通 

―

房
山
石
経
の
記
述
と
周
辺
記
述―

」（
『
東

洋
学
研
究
』
五
六
、
二
〇
一
九
年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情 

―

序
の
記
述
と
武
則
天
と
則
天
文
字―

」
（
『
密
教
学
研
究
』

五
十
、
二
〇
一
八
年
） 

３ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
六
馬
鳴
」
に
つ
い
て
」（
『
東
洋
学
研
究
』
五
四
、
二
〇
一
七
年
）
、

同
著
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
密
教
的
な
も
の 

―

架
空
経
典
を
中
心
に―

」（
『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』

二
六
、
二
〇
一
七
年
） 

４ 

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
五
一

五
頁―

五
一
二
頁
） 

５ 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
六
〇
四
頁―

六
一
八

頁
） 

６ 

ま
ず
、
房
山
石
経
に
お
け
る
先
行
研
究
に
塚
本
善
隆
の
成
果
が
あ
る
。
こ
れ
は
石
経
寺
院
の
歴
史
や
設

立
の
内
情
等
を
精
査
し
た
（
塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版 

一
九
七
五
年
）
。
次
に
塚
本
の
成
果
を
も
と
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
、
気
賀
沢
保
規
を
編
者
と
し
刊
行
さ

れ
た
『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
が
あ
る
（
気
賀
沢
保
規
「
緒
論 

―

「
房
山
石
経
」
新
研
究
の
意
味
」

『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
東
京
大
学
学
術
出
版
、
一
九
九
六
年
）
。 
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７ 

塚
本
善
隆
編
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
八
八
年
、
二
九
〇
八
頁―

二
九
一

一
頁
）
を
参
照
し
た
。 

８ 

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
五
〇

三
頁
） 

９ 

「
大
遼
涿
州
鹿
山
雲
居
寺
続
秘
蔵
石
経
塔
記
」「
大
遼
留
公
法
師
奏
、
聞
聖
宗
皇
帝
、
賜
普
度
壇
利
銭
、

続
而
又
造
、
次
興
宗
皇
帝
、
賜
銭
又
造
、
相
国
場
公
遵
勗
、
梁
公
頴
奏
、
聞
道
宗
皇
帝
、
賜
銭
造
経
、
四

十
七
帙
、
通
前
上
石
共
計
一
百
八
十
七
帙
、
已
厝
東
峰
七
石
室
内
見
、
今
大
蔵
仍
未
及
半
有
、
故
上
人
通

理
大
師
、
緇
林
秀
出
、
名
実
倶
高
、
教
風
一
扇
、
草
偃
八
宏
、
其
余
徳
業
、
具
載
宝
峰
本
寺
遺
行
碑
中
、

師
因
游
茲
山
寓
宿
其
寺
、
嘅
石
経
未
円
有
、
続
造
之
念
、
興
無
縁
慈
、
為
不
請
友
、
至
大
安
九
季
正
月
一

日
、
遂
於
茲
寺
、
開
放
戒
壇
、
仕
庶
道
俗
、
入
山
受
戒
、
叵
以
数
知
、
海
会
之
衆
、
孰
敢
評
之
、
師
之
化

縁
、
寔
亦
次
之
、
方
尽
暮
春
、
始
得
終
罷
、
所
獲
施
銭
、
乃
万
余
鏹
、
付
門
人
見
右
街
僧
録
通
慧
円
照
大

師
善
定
、
校
勘
刻
石
、
石
類
印
板
、
背
面
倶
用
、
鐫
経
両
紙
、
至
大
安
十
年
、
銭
已
費
尽
、
功
且
権
止
、

碑
四
千
八
十
庁
、
経
四
十
四
帙
、
題
名
目
録
、
具
列
如
左
、
未
知
後
代
、
更
更
継
之
、
又
有
門
人
講
経
、

沙
門
善
鋭
念
。
」（
『
金
石
萃
編
』
国
風
出
版
社
、
中
華
民
国
五
三
年
、
一
九
六
四
年
、
二
九
四
四
頁―

二
九

四
五
頁
） 

１
０ 

『
契
丹
大
蔵
経
』
が
い
つ
頃
か
ら
雕
造
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
竺
沙
雅
章
「
『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹

蔵
』
」
（
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。 

１
１ 

藤
本
幸
夫
「
高
麗
大
蔵
経
と
契
丹
大
蔵
経
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術

出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
五
六
頁―

二
六
五
頁
）
藤
本
は
現
在
九
十
一
種
一
四
七
巻
を
若
干
の
誤
植
を
修

正
し
列
挙
し
て
い
る
。 

１
２ 

小
野
玄
妙
「
契
丹
大
蔵
経
（
私
案
）
」
（
小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
別
巻
仏
典
総
論
、
一
九

九
一
年
、
六
九
一
頁―

七
〇
三
頁
） 

１
３ 

竺
沙
雅
章
「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」
（
『
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
同
朋
舎
、
一
九
七
八 

年
、
三
一
四
頁―

三
一
五
頁
） 

１
４ 

「
同
右
」
（
『
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
、
三
一
八
頁
）
尚
、

竺
沙
は
以
降
の
説
に
お
い
て
、
妻
木
説
の
妥
当
性
を
再
検
証
し
、「
わ
ず
か
一
か
所
だ
け
の
相
違
で
あ
っ
て

も
、
異
な
る
と
こ
ろ
が
存
在
す
る
以
上
、
房
山
石
経
＝
契
丹
蔵
の
帙
号
が
『
随
函
録
』
に
よ
っ
た
も
の
と

は
い
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
次
に
、
両
者
の
う
ち
ど
ち
ら
が
よ
り
『
開
元
録
』
に
合
す
る
か
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
同
著 

三
一
八
頁―

三
二
一
頁
）
と
し
て
訂
正
す
べ
き
点
を
提
案
し
て
い
る
。 

１
５ 

妻
木
直
良
「
契
丹
に
於
け
る
大
蔵
経
雕
造
の
事
実
を
論
ず
」
（
『
東
洋
学
報
』
二
、
一
九
一
二
年
）
を

参
さ
れ
た
い
。
小
川
貫
弌
『
大
蔵
経 

―

成
立
と
変
遷
』
（
百
華
苑
、
一
九
六
四
年
）
、
そ
し
て
小
川
の
指

摘
を
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
、
竺
沙
雅
章
「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」
（
『
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論

集
』
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
）
の
論
考
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。 

１
６ 

「
暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」
（
『
金
石
萃
篇
』
掃
葉
山
房
、
一
九
二
六
年
、
一
五
三
頁
）
こ
れ
に

は
道
宗
の
咸
雍
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
『
契
丹
大
蔵
経
』
は
「
五
百
七
十
九
帙
」
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

１
７ 

竺
沙
雅
章
「
『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』
」
（
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
） 

１
８ 

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」
（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
五

一
一
頁―

五
一
三
頁
） 

１
９ 

「
同
右
」
（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
五
〇
四
頁
）
に
詳
し
い
。 

２
０ 

『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』
巻
一
～
巻
十
二
（
高
麗
大
蔵
経
三
四
、
一
〇
五
三
頁
下―

一
〇
五
五
頁

中
） 

２
１ 

『
同
右
』
巻
一
～
巻
十
二
（
高
麗
大
蔵
経
三
四
、
一
〇
五
五
頁
中―

一
〇
五
八
頁
下
） 

２
２ 

『
遼
文
存
』
六
（
出
版
地
不
明
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本
、
№
二
九
三
三
、
九
丁
右―

左
）
尚
、
作
者
に
つ
い
て
は
本
書
の
末
尾
、『
遼
文
存
』
六
巻
「
金
石
」
三
五
丁
左
に
は
以
下
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
て
い
る
（
東
大
本
が
管
見
の
限
り
最
も
古
い
も
の
と
判
断
し
参
照
し
た
）
。 
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□
□
上
人
墳
塔
記
（
八
面
刻 

沙
門
惟
和
正
書 

天
慶
十
年
歳
次
庚
子
九
月
二
十
三
日
乙
寺 

在
房 

 
 

山
小
竜
村
） 

２
３ 

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」
（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
五

一
〇
頁―

五
一
二
頁
） 

２
４ 

『
遼
史
』
二
一
（
『
四
部
備
要
』
三
三
、
中
華
書
局
輯
刊
、
一
九
三
六
年
、
八
五
頁
） 

２
５ 

こ
れ
ま
で
当
文
献
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、『
契
丹
大
蔵
経
』
の
有
無
と
時
期
を
検
証
す
る
資
料
と

さ
れ
て
き
た
。
『
釈
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
検
討
で
は
管
見
の
限
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

２
６ 

「
暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」
（
『
金
石
萃
篇
』
掃
葉
山
房
、
一
九
二
六
年
、
一
五
三
頁
） 

２
７ 

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」
（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
五

三
六
頁
） 

２
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
（
卍
続
蔵
経
七
二
、
七
三
一
頁
上―

七
三
四
頁
上
） 

２
９ 

『
同
右
』
（
卍
続
蔵
経
七
二
、
七
三
五
頁
上―

八
二
七
頁
下
）
、
ま
た
こ
の
論
書
は
日
本
の
石
山
寺
本

を
対
校
本
と
し
て
い
る
。 

３
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
（
卍
続
蔵
経
七
二
）
、
『
賛
玄
疏
』
と
『
大
科
』
は
『
義
天
録
』
に
基
づ
く
。

以
降
の
志
福
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
の
『
通
玄
科
』
と
『
大
科
』
、
そ
し
て
守
瑧
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』

と
『
通
賛
科
』
と
『
大
科
』
も
同
様
（
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
巻
三
、
大
正
蔵
五
五
、
一
一
七
五
頁
中
）
。 

３
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
（
卍
続
蔵
経
七
三
、
一
三
五
頁
上―
二
六
九
頁
上
） 

３
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
（
卍
続
蔵
経
七
三
、
一
頁
上―

一
六
〇
頁
上
） 

３
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
科
巻
下
』
（
卍
続
蔵
経
九
五
、
六
六
三
頁
上―

六
八
八
頁
上
） 

３
４ 

竺
沙
雅
章
「
『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』
」
（
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
に
詳
し

い
。 

３
５ 

妻
木
直
良
「
契
丹
に
於
け
る
大
蔵
経
彫
造
の
事
実
を
論
ず
」
（
『
東
洋
学
報
』
二
、
一
九
六
七
年
、
三

二
四
頁―

三
二
八
頁
）
、
塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」
（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五 

大
東
出
版
、

一
九
七
五
年
、
五
一
五
頁―

五
一
九
頁
）
、
鎌
田
茂
雄
「
遼
代
密
教
の
澄
観
の
華
厳
」（
『
中
国
華
厳
思
想
史

の
研
究
』
一
九
六
五
年
、
六
〇
五―

六
一
八
頁
）
、
横
内
裕
人
「
高
麗
続
蔵
経
と
中
世
日
本 

―
院
政
期
の

東
ア
ジ
ア
世
界
観―

」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』
四
五
、
二
〇
〇
二
年
、
六
頁―

七
頁
）
等
で
あ
る
。 

３
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
七
二
、
八
四
八
頁
中
） 

３
７ 

『
同
右
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
七
二
、
八
二
九
頁
上
） 

３
８ 

『
遼
史
』
二
四
（
『
四
部
備
要
』
三
三
、
中
華
局
輯
刊
、
一
九
三
六
年
、
九
三
頁
） 

３
９ 

『
続
資
治
通
鑑
』
七
四
（
『
四
部
備
要
』
四
一
、
中
華
局
輯
刊
、
一
九
三
六
年
、
七
六
三
頁
） 

４
０ 

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
五
。
こ
の
内
容
は
森
田
龍
僊
の
解
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
森
田
の
、『
釈
摩
訶

衍
論
賛
玄
疏
』
の
項
に
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。「
大
遼
の
末
に
属
す
る
延
禧
帝
の
大
臣
耶
律

大
石
が
西
域
地
方
を
征
服
し
、
土
耳
斯
坦
の
起
兒
漫
に
い
た
り
、
即
位
し
て
自
か
ら
天
佑
皇
帝
と
称
し
、

国
を
西
遼
と
号
し
た
」（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
二
七―

二
八
頁
）
と
あ
る
。
先
行
研
究
で
も
、
森

田
説
を
踏
ま
え
て
道
宗
を
別
人
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
天
佑
皇
帝
を
西
遼
の
天
祐
皇
帝
（
遼

が
滅
亡
し
た
際
、
契
丹
人
を
連
れ
て
西
に
お
い
て
建
国
し
た
王
朝
で
あ
る
）
と
す
る
耶
律
大
石
と
理
解
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
年
代
・
記
述
も
相
違
し
て
お
り
別
人
で
あ
る
。 

４
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
七
二
、
八
二
九
頁
中
） 

４
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
七
三
、
一
六
一
頁
上
） 

４
３ 

『
同
右
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
七
三
、
一
六
二
頁
上
） 

４
４ 

『
遼
史
』
二
二
（
『
四
部
備
要
』
三
三
、
中
華
局
輯
刊
、
一
九
三
六
年
、
八
八
頁
） 

４
５ 

竺
沙
雅
章
「
『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』
」
（
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
、
六
一
九

頁―

六
二
一
頁
）
、
同
著
「
遼
代
華
厳
宗
の
一
考
察 

―

主
に,

新
出
華
厳
宗
典
籍
の
文
献
学
的
研
究―

」

（
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
四
九
、
一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
『
文
物
』
に
転
写
さ
れ
て
い
る
当
該

文
献
で
あ
る
が
あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
竺
沙
の
資
料
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
本
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文
に
あ
る
写
真
は
『
文
物
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
文
物
出
版
社
、
一
九

八
二
年
、
六
頁
）
。 

４
６ 

『
大
日
経
義
釈
』
（
卍
続
蔵
経
三
六
、
五
七
〇
頁
上―

九
八
六
頁
下
） 

４
７ 

『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
巻
一
「
今
我
天
佑
皇
帝
、
睿
文
冠
古
英
武
超
、
今
十
善
治
、
民
五
常
訓
物

博
綜
儒
経
、
有
詩
賦
碑
記
之
製
、
錦
爛
華
明
、
允
彰
乎
教
化
、
尤
精
釈
典
、
有
讃
序
疏
章
之
作
、
山
輝
川

媚
聿
在
乎
、
修
行
于
茲
䆳
旨
、
夙
促
宸
壊
、
爰
命
𤨏
才
俾
、
宣
秘
呪
因
、
咸
雍
初
提
総
中
京
、
大
夫
慶
寺

属
、
以
時
縁
再
興
、
未
肆
迺
有
副
留
、
守
守
衛
尉
卿
、
隴
西
牛
鉉
守
司
、
空
悟
玄
通
円
大
師
、
弼
公
洎
僧

首
紫
褐
師
徳
、
百
有
餘
人
同
致
書
曰
、
伏
聞
毗
盧
、
大
教
旨
趣
宏
深
疏
（
中
略
）
大
康
三
年
忽
降
綸
、
旨

令
進
神
変
経
疏
鈔
科
、
則
密
教
司
南
時
至
矣
、
於
是
敬
酬
聖
沢
兼
副
輿
、
情
強
摭
群
詮
謬
成
、
斯
解
目
之

曰
、
演
密
鈔
会
、
於
前
冬
詔
赴
行
在
、
面
奉
進
呈
勅
令
、
雕
印
墜
典
、
斯
興
仁
王
之
力
也
、
覚
苑
智
虧
宿

種
、
見
匪
生
知
徒
然
、
爝
火
之
明
、
曷
益
曦
輪
之
照
、
庶
俾
来
者
、
共
踐
玄
涯
爾
。
」
（
卍
続
蔵
経
三
七
、

二
頁
下―

三
頁
上
） 

４
８ 

『
同
右
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
三
七
、
九
頁
上
） 

４
９ 

『
同
右
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
三
七
、
十
四
頁
上
）
、
尚
、
こ
れ
に
関
連
し
て
大
安
国
寺
沙
門
清
素
述
と

さ
れ
る
人
物
が
著
し
た
『
瑜
伽
師
地
論
義
演
』
巻
一
に
も
「
初
揔
境
者
釈
論
解
云
謂
一
切
」（
金
版
大
蔵
経

一
二
〇
、
一
七
九
頁
中
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
吉
田
道
興
「
『
瑜
伽
師
地
論
義
演
』
に
つ
い
て
」（
『
印

仏
研
』
二
九―

二
、
一
九
八
一
年
）
、
同
著
「
『
瑜
伽
師
地
論
義
演
』
に
つ
い
て
（
二
）
」（
『
印
仏
研
』
三
〇

―

二
、
一
九
八
二
年
）
は
唐
代
の
人
物
の
作
と
推
定
し
て
い
る
。
今
後
、
精
査
し
て
『
釈
論
』
と
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
検
討
を
加
え
た
い
。 

５
０ 

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」
（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
五

〇
八
頁
） 

５
１ 

『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
巻
一
（
卍
続
蔵
経
三
七
、
二
頁
下
） 

５
２ 

『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
六
、
九
九
三
頁
下
） 

５
３ 

一
例
を
示
す
と
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
巻
二
の
「
神
変
鈔
云
。
千
流
萬
派
起
自
崑
崙
積
石
之
山
。

十
二
分
経
出
乎
総
持
秘
密
之
蔵…

」（
大
正
蔵
四
六
、
一
〇
〇
一
頁
下
）
と
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
巻
一

の
「
千
流
萬
派
起
自
崑
崙
積
石
之
山
、
十
二
分
経
出
乎
総
持
秘
密
之
蔵…

」（
卍
続
蔵
三
七
、
一
八
頁
上―

下
）
内
容
が
合
致
し
て
い
る
。
多
田
孝
正
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
の
六
字
大
明
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
印
仏

研
』
三
六―

二
、
一
九
八
八
年
）
、
遠
藤
純
一
郎
「
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
に
於
け
る
顕
密
観
」
（
『
蓮

華
寺
仏
教
研
究
所
紀
要
』
一
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。 

５
４ 

多
田
孝
正
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
の
六
字
大
明
を
め
ぐ
っ
て
」「
賜
紫
加
官
の
優
遇
を
受
け
た
人
物

と
は
見
え
な
い
が
、
仏
教
を
尊
愛
す
る
皇
帝
の
巡
幸
を
受
け
る
程
の
大
寺
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

当
時
全
く
の
無
名
の
学
僧
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
大
同
出
身
の
漢
人
で
あ
る
か
ら
、
遼
代
に
お
け
る
仏

教
の
社
会
的
状
況
も
よ
く
把
握
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
」（
『
印
仏
研
』
三
六―

二
、
一
九
八
八
年
、
一

七
二
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。 

５
５ 

遠
藤
純
一
郎
「
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
に
於
け
る
顕
密
観
」
（
『
蓮
華
寺
仏
教
研
究
所
紀
要
』
一
、

二
〇
〇
八
年
） 

５
６ 

『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
巻
二
「
一
切
陀
羅
尼
皆
被
不
思
議
円
根
。
故
仏
頂
頌
云
。
神
通
勝
化
不

思
議
。
陀
羅
尼
門
最
第
一
。
今
有
未
会
鑽
仰
密
教
者
。
多
云
陀
羅
尼
蔵
唯
被
下
根
。
斯
言
甚
謬
。
且
諸
経

中
説
陀
羅
尼
。
或
名
最
上
乗
或
名
無
上
乗
。
或
名
金
剛
乗
或
名
不
思
議
乗
。
豈
可
唯
被
下
根
耶
。
故
清
涼

云
。
以
淺
為
深
有
符
理
之
得
。
以
深
為
淺
有
謗
法
之
愆
。
冀
諸
学
者
。
切
宜
留
心
。
不
得
固
執
先
聞
而
生

輕
忽
。
五
天
中
夏
。
顕
密
双
明
方
是
通
人
。
」
（
大
正
蔵
四
六
、
一
〇
〇
四
頁
上―

中
） 

５
７ 

『
同
右
』
巻
二
（
大
正
蔵
四
六
、
一
〇
〇
三
頁
中―

下
） 

５
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
不
動
本
原
甚
深
玄
理
二
種
論
中
唯
釈
一
法
。
所
餘
法
門
略
不
別
釈
。
云
何

為
一
法
所
謂
不
二
摩
訶
衍
法
。
広
説
略
説
各
差
別
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
二
頁
下
） 

５
９ 

『
弁
顕
密
二
教
論
』
巻
上
「
喩
曰
。
不
二
摩
訶
衍
及
円
円
海
徳
諸
仏
者
即
是
自
性
法
身
。
是
名
秘
密
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蔵
。
亦
名
金
剛
頂
大
教
王
。
等
覚
十
地
等
不
能
見
聞
故
得
秘
密
号
。
具
如
金
剛
頂
経
説
。
」
（
弘
大
全
一
、

四
八
〇
頁
） 

６
０ 

『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
巻
二
（
大
正
蔵
四
六
、
一
〇
〇
三
頁
中
） 

６
１ 

『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
巻
十
一
「
名
為
釈
論
。
准
竜
樹
菩
薩
摩
訶
衍
論
中
説
。
馬
鳴
菩
薩
。
約
一

百
本
了
義
大
乗
経
。
造
此
起
信
論
。
即
知
此
論
通
釈
百
本
経
中
義
也
。
此
経
亦
是
其
数
。
但
彼
論
立
名
小

殊
。
若
不
憑
菩
薩
開
示
之
文
。
如
何
疑
情
決
了
。
故
須
以
論
為
釈
義
之
定
量
也
。
前
後
有
広
用
諸
論
処
。

其
意
皆
然
。
疏
但
論
約
等
者
。
論
意
已
知
。
経
約
悟
浄
勝
劣
者
。
初
浄
解
超
過
労
慮
。
」（
卍
続
蔵
経
十
四
、

八
九
六
頁
上
） 

６
２ 

『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
巻
十
「
名
為
釈
論
。
準
竜
樹
菩
薩
摩
訶
衍
論
中
説
。
馬
鳴
菩
薩
。
約
一
百
本
了

義
大
乗
経
。
造
此
起
信
論
。
即
知
此
論
通
釈
百
本
経
中
義
也
。
此
経
亦
是
其
数
。
但
彼
論
立
名
小
殊
。
若

不
憑
菩
薩
開
示
之
文
。
如
何
疑
情
決
了
。
故
須
以
論
為
釈
義
之
定
量
也
。
前
後
有
広
用
諸
論
処
。
其
意
皆

然
。
又
論
但
約
覚
染
麤
細
経
約
悟
静
勝
劣
。
今
用
論
者
。
分
斉
一
也
。
又
因
互
顕
両
義
俱
通
。
」
（
卍
続
蔵

経
五
一
、
三
八
七
頁
中
） 

６
３ 

『
華
厳
経
行
願
品
疏
』
巻
二
「
馬
鳴
菩
薩
。
是
仏
滅
度
六
百
年
後
出
世
故
。
摩
訶
摩
耶
経
云
。
如
來

滅
度
六
百
歳
已
。
諸
外
道
等
邪
見
競
興
毀
滅
仏
法
。
有
一
比
丘
。
名
曰
馬
鳴
。
善
説
法
要
。
降
伏
一
切
諸

外
道
輩
。
即
宗
百
本
大
乗
経
。
乃
造
起
信
論
等
也
。
」
（
卍
続
蔵
経
七
、
八
五
三
頁
上
） 

６
４ 

本
章
で
は
『
釈
論
』
の
成
立
問
題
を
主
題
と
し
て
い
る
の
で
、
真
言
密
教
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
受

容
傾
向
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
空
海
と
恵
果
、
そ
し
て
般
若
三
蔵
と
通
理
大
師
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
米
田
弘
仁
の
指
摘
が
あ
る
。「
晩
年
の
空
海
が
重
視
し
た
と
も
言
わ
れ
る
『
心
地
観
経
』
は
、
父
母
・

衆
生
・
国
王
・
三
宝
の
四
恩
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
恩
と
い
う
思
想
を
強
調
し

た
論
述
の
みマ

マ

ら
れ
る
の
が
ほ
か
で
も
な
い
『
釈
論
』
で
あ
る
。
し
か
も
『
釈
論
』
で
は
た
だ
単
に
恩
の
思

想
を
説
く
だ
け
で
は
な
く
、
根
本
無
明
に
対
す
る
報
恩
を
説
く
（
巻
四
・
上
半
三
日
下
〔
大
正
三
二
・
六

二
四
頁
中
〕
）
と
い
っ
た
、
常
途
の
も
の
よ
り
も
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。（
中

略
）
こ
こ
で
般
若
の
訳
経
と
『
釈
論
』
と
の
類
縁
性
を
暗
示
す
る
興
味
深
い
資
料
の
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
遼
の
道
宗
皇
帝
お
よ
び
通
理
大
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
房
山
雲
居
寺
の
石
経
事
業

に
つ
い
て
、
記
し
た
志
才
の
「
雲
居
寺
続
秘
蔵
石
経
塔
記
」（
『
金
石
萃
編
』
巻
百
五
十
三
所
収
）
で
あ
る
。

（
中
略
）
通
理
大
師
が
他
の
経
論
に
見
向
き
も
せ
ず
に
『
釈
論
』
と
般
若
の
訳
経
と
のマ

マ

み
を
特
別
に
選
ん

で
鐫
刻
し
た
と
い
う
事
実
は
、
彼
が
、
こ
の
両
者
に
何
ら
か
の
類
縁
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
案
じ
す
る

も
の
で
あ
り
、
資
料
的
に
も
大
い
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
少
な
く
と
も
『
釈
論
』
と

般
若
の
訳
経
と
の
両
者
に
関
係
性
あ
り
と
す
る
の
が
筆
者
の
独
善
で
は
な
い
こ
と
を
こ
の
資
料
よ
り
知
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。（
米
田
弘
仁
「
空
海
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
伝
承 

―

『
釈
摩

訶
衍
論
』
重
視
の
理
由―

」
（
『
密
教
学
研
究
』
三
五
、
二
〇
〇
三
年
、
六
五
頁―

六
六
頁
）
） 

６
５ 

『
弁
顕
密
二
教
論
』
巻
上
（
弘
大
全
一
、
四
八
〇
頁
） 

６
６ 

小
峰
彌
彦
編
著
『
空
海
読
み
解
き
事
典
』（
本
郷
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
三
六
八
頁―

三
七
一
頁
）
余

談
で
あ
る
が
、
空
海
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
、
唐
代
に
活
躍
し
た
海
雲
（
～
八
三
四
～
）
が
、
金
胎
両

部
の
付
法
次
第
記
と
し
て
太
和
八
年
（
八
三
四
）
に
著
し
た
『
両
部
大
法
相
承
師
資
付
法
記
』
巻
二
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
修
瑜
伽
者
発
菩
提
心
。
住
阿
字
観
観
法
不
生
即
是
住
毘
盧
遮
那
胎
蔵
。
如

顕
教
大
乗
仁
王
般
若
云
。
伏
忍
聖
胎
三
十
人
十
住
十
行
十
迴
向
此
名
地
前
三
十
心
。
名
住
聖
胎
也
。
此
約

顕
教
漸
悟
菩
薩
地
前
修
行
。
経
一
大
阿
僧
祇
劫
。
始
名
住
聖
胎
菩
薩
。
由
名
外
凡
夫
修
真
言
行
菩
薩
則
不

如
是
。
於
一
念
頃
具
足
五
智
身
。
住
大
毘
盧
遮
那
仏
位
。
廊
周
法
界
為
曼
荼
羅
体
纔
住
心
名
入
聖
胎
。
観

至
究
竟
名
成
仏
位
。
是
名
超
越
三
僧
祇
劫
而
証
菩
提
。
上
来
具
明
眙
蔵
教
意
。
謹
依
顕
密
二
教
界
略
敘
其

由
。
」
（
大
正
蔵
五
一
、
七
八
七
頁
上
）
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
海
雲
が
空
海
の
『
釈

論
』
を
取
り
扱
う
姿
勢
を
把
握
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 

６
７ 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
六
〇
四
頁―

六
一
八
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頁
） 

６
８ 

鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
六
一
五
頁
、
八
六
一
頁
） 

６
９ 

横
内
裕
人
「
高
麗
大
蔵
経
と
中
世
日
本 

―

院
政
期
の
東
ア
ジ
ア
世
界
観―

」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』

四
五
、
二
〇
〇
二
年
）
の
『
高
麗
大
蔵
経
』
と
続
蔵
経
に
関
す
る
図
示
を
参
照
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
野

沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア 

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史 

―

中
国
・
高
麗
篇―

』
三
（
立
正

大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
）
も
参
考
と
し
た
。 

７
０ 

野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア 

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史 

―

中
国
・
高
麗
篇―

』
三

（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
、
八
六
頁
）
、
宮
崎
展
昌
『
大
蔵
経
の
歴
史 

―

成

り
立
ち
と
伝
承―

』
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
一
二
八
頁―

一
四
一
頁
、
二
七
〇
頁―

二
八
三
頁
） 

７
１ 

『
同
右
』
三
（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
、
八
九
頁
） 

７
２ 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
六
〇
四
頁―

六
一
八

頁
） 

７
３ 

木
村
清
孝
『
中
国
仏
教
思
想
史
〈
パ
ー
プ
ル
叢
書
〉
』
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
九
一
年
、
二
〇

四
頁―

二
〇
六
頁
） 

７
４ 

藤
原
崇
人
『
契
丹
仏
教
史
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
六
七
頁―

八
八
頁
） 

７
５ 

『
同
右
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
七
二
頁
） 

７
６ 

『
同
右
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
七
三
頁
） 

７
７ 

房
山
石
経
の
釈
論
の
拓
本
は
中
村
本
然
氏
所
蔵
の
も
の
を
借
覧
し
転
写
し
た
。
刊
本
に
つ
い
て
は
国

立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
し
た
。
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７
８ 

金
英
美
「
守
其
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
回
函
に
入
れ
た
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
国
本
大
蔵
経
す
な

わ
ち
初
雕
大
蔵
経
に
は
回
函
と
漢
函
に
『
仏
名
経
』
十
八
巻
が
あ
っ
た
が
、
十
八
巻
本
と
三
十
巻
本
が
同

一
の
版
本
で
あ
る
た
め
、
十
八
巻
本
を
な
く
し
、
代
わ
り
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
入
蔵
し
た
と
い
う
こ
と

だ
。
遼
の
大
蔵
経
で
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
寧
函
に
入
蔵
さ
れ
て
い
た
の
に
、
守
其
は
『
仏
名
経
』
三
十

巻
を
寧
晋
楚
函
に
入
蔵
し
て
分
量
が
少
な
い
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
回
函
に
入
蔵
し
た
の
だ
。
そ
し
て
『
釈

摩
訶
衍
論
』
が
元
々
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
高
麗
の
初
雕
大
蔵

経
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。（
「
一
一 

세
기 

후
반 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
의 
동
아
시
아 

유
통
과 

영
향
」
（
『
이
화
사
학
연
구
』
제
五
九
집
、
二
〇
一
四
年
、
二
八
頁
） 

７
９ 

『
高
麗
国
新
雕
大
蔵
校
正
別
錄
』
巻
三
十
「
回
漢
函 

右
二
函
中
、
国
本
有
仏
名
経
十
八
巻
者
。
今

検
与
下
、
寧
晋
楚
函
中
、
三
十
巻
本
、
同
是
一
経
、
後
人
見
其
巻
数
有
異
、
認
為
異
経
、
故
重
編
入
。
今

以
三
十
巻
、
世
所
盛
行
故
、
除
此
中
十
八
巻
者
。
乃
以
摩
訶
衍
論
十
巻
、
為
回
函
、
玄
文
論
二
十
巻
、
為

漢
函
云
。
」
（
高
麗
大
蔵
経
三
八
、
七
二
三
頁
下―

七
二
四
頁
上
） 

８
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
高
麗
大
蔵
経
三
七
、
巻
一
は
一
〇
〇
一
頁
上
・
巻
二
は
一
〇
一
四
頁
上
・
巻
三
は

一
〇
二
四
頁
下
・
巻
四
は
一
〇
三
五
頁
上
・
巻
五
は
一
〇
四
三
頁
下
・
巻
六
は
一
〇
五
一
頁
中
・
巻
七
は

一
〇
五
八
頁
下
・
巻
八
は
一
〇
六
四
頁
下
・
巻
九
は
一
〇
七
二
頁
下
・
巻
十
は
一
〇
七
八
頁
上
） 

８
１ 

野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア 

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史 

―

中
国
・
高
麗
篇―

』
三 

（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
、
八
六
頁―

八
七
頁
） 

８
２ 

「
一
一 

세
기 

후
반 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
의 

동
아
시
아 

유
통
과 

영
향
」（
『
이
화
사
학
연
구
』
제
五

九
집
、
二
〇
一
四
年
、
三
一
頁―

三
三
頁
） 
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結
論 

  

本
編
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
と
題
し
、
七
章
に
わ
た
っ
て
検
討
を
加
え
た
。
こ

こ
で
は
ま
ず
、『
釈
論
』
の
注
釈
文
献
等
の
『
釈
論
』
を
取
り
扱
っ
て
い
る
典
籍
な
ど
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

同
論
が
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
歴
史
的
に
も
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
検
討
の
後
、
成
立

に
関
連
す
る
原
典
資
料
を
整
理
し
、
従
来
の
学
説
を
批
判
的
に
取
り
扱
い
な
が
ら
、
客
観
的
に
情
報
を
蒐

集
し
分
析
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
『
釈
論
』
の
成
立
地
や
年
代
の
特
定
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
な
思
想
を
有
し
て
い
る
の
か
若
干
の
知
見
を
呈
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。 

本
編
を
通
し
て
の
総
括
を
述
べ
る
と
、『
釈
論
』
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
、
中
国
に
お
い
て

製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
結
論
づ
け
る
。
し
か
し
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
朝
鮮
出
身
者

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
明
確
に
断
定
す
る
に
は
情
報
が
揃
わ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
従
来
の
朝
鮮
半
島
成
立
説
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
周
辺
資
料
を
再
検

証
し
た
結
果
、
幾
つ
か
の
点
で
賛
同
、
準
拠
す
べ
き
点
が
あ
る
も
の
の
、
同
成
立
説
に
も
少
な
か
ら
ず
さ

ら
に
検
討
を
要
す
る
点
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
大
き
な
点
と
し
て
は
、
朝
鮮
半
島
成

立
説
を
決
定
付
け
る
程
の
資
料
の
不
足
が
原
因
に
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
方
で
、
中
国
に
は
唐
代
以
降
に
製
作
さ
れ
た
注
釈
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
同
国
で
著
さ
れ
た
典
籍
に
『
釈

論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、『
釈
論
』
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
石
碑
や
典
籍
の
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
武
則
天
時
代
の
「
昇
仙
太
子
碑
」
や
則
天
文
字

や
『
宝
雨
経
』
や
初
期
密
教
の
典
籍
の
受
容
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
こ
れ
ま
で
『
釈
論
』
が
華
厳

系
に
属
す
る
典
籍
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、『
大
品
般
若
』
と
い
っ
た
般
若
典
籍
を
も
受
容
し
て

い
る
点
は
『
釈
論
』
の
成
立
問
題
を
考
え
る
上
で
、
今
後
の
『
釈
論
』
研
究
に
資
す
る
部
分
が
あ
る
よ
う

に
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
以
下
、
各
章
の
結
論
を
述
べ
て
い
く
。 

 

第
一
章 

本
章
で
は
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
に
中
国
・
高
麗
・
日
本
に
お
け
る
目
録
等
に
記
述
さ
れ
て

い
る
の
か
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
で
は
、『
釈
論
』
を
引
用
す
る
最
古
の
典
籍
で
あ
る
、
唐
宗
密
撰

『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
・
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
・
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』
に
加
え
て
、
文
献
自
体
の
成
立

時
期
が
あ
る
程
度
把
握
で
き
、
成
立
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
延
寿
集
『
宗
鏡
録
』
の
説
を
確
認
し
た
。 

 

ま
ず
、
宗
密
は
、『
釈
論
』
が
説
く
『
起
信
論
』
作
者
で
あ
る
馬
鳴
に
つ
い
て
六
度
出
現
し
た
「
六
馬
鳴
」

説
を
引
用
し
て
い
る
一
方
で
、「
竜
樹
菩
薩
の
摩
訶
衍
論
の
中
の
説
に
準
（
准
）
ず
れ
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、

『
釈
論
』
を
竜
樹
作
と
理
解
し
な
が
ら
、
同
論
の
説
に
準
拠
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
宗
密
が
『
釈
論
』

造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
に
疑
義
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
彼
が
い
た
時
代

で
は
『
釈
論
』
の
作
者
が
竜
樹
で
あ
る
と
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。 

 

延
寿
は
約
二
十
三
箇
所
と
多
岐
に
わ
た
り
引
用
し
て
お
り
、『
釈
論
』
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
を
イ
ン
ド
出

身
者
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
延
寿
は
終
始
『
起
信
論
』
の
「
一
心
」
理
解
の
た
め
の
資
料
と
し
て
引
用

す
る
姿
勢
な
た
め
、『
釈
論
』
独
自
の
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
は
割
愛
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。 

 

高
麗
で
は
、
義
天
撰
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
を
用
い
た
。
義
天
は
『
釈
論
』
の
成
立
に
関
し
て
言
及

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
起
信
論
』
注
釈
書
の
列
記
順
に
注
目
す
る
と
、
『
釈
論
』
が
他
の
注
釈
書
の
な

か
で
も
上
位
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
義
天
は
、
『
中
論
』

や
『
十
二
門
論
』
等
の
作
者
と
し
て
有
名
な
竜
樹
と
同
一
視
し
、
他
の
注
釈
書
よ
り
古
い
も
の
と
判
断
し

前
述
の
よ
う
に
位
置
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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次
に
日
本
の
経
録
等
に
見
え
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
空
海
撰
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
・
『
太
政
官

符
』・
常
暁
撰
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』・
安
然
撰
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』・
永
超
集
『
東
域
伝

灯
目
録
』
、
以
上
五
種
か
ら
検
討
を
加
え
た
。 

 

日
本
で
は
、
空
海
が
本
論
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、『
釈
論
』
作
者
に
つ
い
て
真
言
と
天
台
諸
宗
と
い
う

対
立
構
造
が
出
来
上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
が
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
真
言
（
空
海
・
常
暁
）
は

竜
樹
真
撰
説
の
立
場
で
、
論
内
部
の
問
題
を
審
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
が
、
そ
れ
以
外
の
宗
で
あ
る
天

台
等
（
安
然
・
永
超
）
で
は
偽
撰
の
立
場
で
、
そ
の
作
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
を
追
求
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
特
に
天
台
側
に
限
っ
て
は
、『
釈
論
』
作
者
に
つ
い
て
新
羅
僧
の
月
忠
の
妄
造
と
提

示
し
て
い
る
が
、
月
忠
な
る
人
物
の
素
性
の
解
説
が
な
い
た
め
、
本
説
は
審
ら
か
で
は
な
く
、
否
定
も
肯

定
も
で
き
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
中
国
・
高
麗
・
日
本
に
お
け
る
典
籍
に
確
認
で
き
る
『
釈
論
』
に
成
立
に
関
す
る
記
事
を

見
て
き
た
が
、
以
上
の
内
容
か
ら
で
は
、
宗
密
は
別
と
し
て
も
、
い
ず
れ
も
文
献
自
体
の
成
立
し
た
時
期

が
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、『
釈
論
』
の
名
等
（
作
者
や
成
立
地
等
）
が
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
記
述
を
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
る
。
何
よ
り
も
、『
釈
論
』
の
場
合
、

義
天
の
目
録
を
除
き
古
い
時
代
に
成
立
し
た
経
録
等
に
そ
の
名
前
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、
現
段

階
で
は
、
目
録
と
引
用
に
よ
っ
て
の
み
成
立
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

 

第
二
章 

本
章
で
は
、『
釈
論
』
請
来
時
に
お
こ
っ
た
真
偽
論
争
を
考
察
し
た
。
淡
海
三
船
と
最
澄
の
論

難
を
中
心
に
、
当
時
の
論
争
内
容
の
信
憑
性
と
妥
当
性
を
以
下
の
三
点
よ
り
論
じ
た
。 

 

➀
『
釈
論
』
を
請
来
し
た
時
期
は
、
現
段
階
で
は
、
戒
明
が
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
よ
り
天
応
元
年
（
七

八
一
）
ま
で
入
唐
し
、
帰
朝
後
、
尾
張
大
僧
都
賢
璟
に
よ
っ
て
、
最
初
に
偽
撰
の
判
定
が
な
さ
れ
た
と
見

た
い
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
従
来
説
で
あ
る
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
戒
明
が
『
釈
論
』
を
請
来
し
た

と
す
る
見
解
を
採
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
従
来
の
三
船
が
最
初
に
偽
撰
説
を
出
し
た
と
す
る
見
解

に
対
し
て
は
、
最
澄
や
円
珍
や
安
然
等
の
説
に
三
船
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
点
、
そ
し
て
三
船
の
論

難
に
登
場
す
る
「
戒
明
闍
梨
座
下
」
と
い
う
文
言
の
表
記
が
空
海
以
後
の
真
言
密
教
の
影
響
を
受
け
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
点
、
加
え
て
論
難
の
書
式
そ
の
も
の
体
裁
が
空
海
の
『
風
信
帖
』
や
最
澄
の
『
久
隔
帖
』

に
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
三
船
説
は
後
世
の
創
作
の
疑
い
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

こ
の
他
に
も
、「
戒
明
」
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
大
安
寺
と
薬
師
寺
に
同
名
異
人
が
存
在
し
て
お
り
、
薬

師
寺
の
戒
明
が
円
仁
と
と
も
に
入
唐
し
阿
闍
梨
位
を
得
て
い
る
事
を
突
き
止
め
、
そ
の
こ
と
が
後
代
で
は

大
安
寺
の
戒
明
の
経
歴
に
も
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、
円
仁
の
時
代
に
初
め
て
薬
師

寺
の
「
戒
明
阿
闍
梨
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
三
船
の
時
代
に
は
い
ま
だ
「
戒
明
阿
闍
梨
」

と
い
う
人
物
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
筆
者
は
三

船
の
論
難
に
は
不
審
な
点
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
資
料
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。 

 

➁
天
台
側
が
『
釈
論
』
作
者
に
つ
い
て
新
羅
珍
聡
と
い
う
人
物
か
ら
伝
聞
と
し
て
、
月
忠
あ
る
い
は
月

知
、
ま
た
は
月
智
で
あ
る
と
す
る
説
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
珍
聡
や
月
忠
（
知
や
智
）
と
い

う
人
物
の
記
録
は
、
経
録
や
僧
録
か
ら
確
認
で
き
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
真
偽
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。 

こ
の
『
釈
論
』
の
作
者
に
関
す
る
記
事
は
、
日
本
以
外
に
は
確
認
で
き
ず
、
安
然
が
示
す
大
安
寺
（
南

大
寺
）
を
発
信
源
と
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
現
段
階
で
は
、
日
本
国
内
の
何
者
か
が
「
新
羅
珍
聡

口
説
月
忠
（
知
・
智
）
」
説
を
発
信
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
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月
忠
（
知
や
智
）
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
も
、『
釈
論
』
の
序
や
同
論
の
注
釈
書
か
ら
着
想
を
得
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
以
前
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
課
題
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
天
台
側
が
、
真
言
側
の
『
釈
論
』
を

重
要
視
す
る
立
場
を
批
判
す
る
意
図
で
提
示
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
章 

本
章
で
は
、
同
論
の
序
と
武
則
天
と
則
天
文
字
の
関
係
性
に
注
目
し
、
さ
ら
に
従
来
、
指
摘

さ
れ
て
き
た
新
羅
華
厳
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
。
こ
れ
ま
で
『
釈
論
』
が
新
羅
朝
鮮
に
お

い
て
成
立
し
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
後
半
に
か
け
て
出
来
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
筆
者
は
、

少
な
く
と
も
『
釈
論
』
序
の
作
者
は
、
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
花
厳
』
訳
出
の
状
況
を
把
握
し
た
人
物
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
暁
や
法
蔵
の
典
籍
も
参
照
で
き
る
環
境
下
に
あ
り
、
さ
ら
に
菩
提
流
志

訳
『
宝
雨
経
』
の
存
在
を
も
熟
知
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
何
よ
り
も
上
記
の
訳
出

に
は
武
則
天
と
い
う
人
物
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
点
は
興
味
深
い
。 

 

し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
序
や
本
文
に
見
出
せ
る
記
述
に
大
い
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
釈

論
』
序
な
ら
び
に
本
文
の
作
者
は
、
武
則
天
に
よ
る
政
治
情
勢
を
よ
く
理
解
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
序
の
作
者
と
本
文
の
作
者
は
、『
釈
論
』
の
造
論
に
関
す
る
馬
鳴
と
竜
樹
の
関
係
や
、
同

論
が
主
張
し
た
い
事
柄
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
同
一
人
物
か
、
か
な
り
近
し
い
者
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

加
え
て
、
石
山
寺
本
が
唐
の
武
則
天
の
時
代
の
『
釈
論
』
を
書
写
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
な

ど
か
ら
、
筆
者
は
『
釈
論
』
の
成
立
を
六
九
九
年
か
ら
則
天
文
字
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
七
〇
五
頃
年
の

間
、
す
な
わ
ち
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
本
研
究
は
限
ら
れ

た
情
報
を
た
よ
り
と
し
て
、
関
連
事
項
を
聚
集
し
て
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
結
論
が
完
全
性

を
担
保
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
山
寺
本
で
は
則
天
文
字
が
一
文
字
し
か
確
認

で
き
な
い
点
が
弱
い
部
分
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
は
自
説
の
変
更
も
躊
躇
せ
ず
柔
軟
に
対
応
す

る
必
要
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
常
に
最
新
の
諸
賢
の
見
解
を
積
極
的
に
参

照
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、『
釈
論
』
研
究
に
寄
与
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
。 

 

従
来
、
成
立
年
代
や
成
立
地
に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
釈
論
』
成
立
に
関
す
る

資
料
が
、
中
国
に
多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と
、
一
方
で
、
従
来
の
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
る
と
、『
釈
論
』

作
者
は
新
羅
華
厳
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
新
羅
人
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
思
想

な
い
し
教
学
を
受
容
し
た
朝
鮮
半
島
出
身
者
が
、
中
国
に
赴
き
法
蔵
や
慧
苑
や
実
叉
難
陀
と
い
っ
た
論
師

の
典
籍
、
そ
し
て
初
期
密
教
典
籍
を
踏
え
な
が
ら
造
論
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

第
四
章 

本
章
で
は
『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
「
六
馬
鳴
」
説
に
注
目
し
、
そ
れ
が
説
か
れ
た
背
景
に
つ

い
て
、
法
滅
と
授
記
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
『
釈
論
』
は
、
『
起
信
論
』
の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
と
『
釈

論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
の
関
係
を
、
兄
弟
と
し
て
出
現
し
、
馬
鳴
は
「
大
光
明
仏
」
、
竜
樹
は
「
妙

雲
相
仏
」
で
あ
り
授
記
を
得
て
お
り
、
来
世
に
お
い
て
も
誓
願
を
立
て
兄
弟
と
し
て
転
生
し
て
い
る
と
主

張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
、
色
々
な
典
籍
に
登
場
す
る
馬
鳴
を
全
て

同
一
人
物
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
か
つ
自
分
自
身
も
有
名
な
竜
樹
に
仮
託
さ
せ
て
、
歴
史
上
の
竜
樹
と
同

一
人
物
で
あ
る
と
暗
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
『
釈
論
』
の
主
張
の
趣
意
か
ら
汲
み
取
れ
る
意
味
で
あ
る
が
、
そ

う
い
っ
た
思
想
面
に
お
い
て
読
み
取
れ
る
別
次
元
の
内
容
を
『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
架
空

経
典
や
初
期
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
の
理
念
を
随
所
に
引
用
す
る
こ
と
で
補
強
し
、
真
実
味
を
持
た
せ
説
明

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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本
考
察
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
『
釈
論
』
の
馬
鳴
像
に
影
響
を
与
え
た
も
の
は
『
玄
文
』
の
説
で
あ
る

と
す
る
結
論
を
導
き
出
し
た
。『
釈
論
』
は
『
玄
文
』
の
馬
鳴
説
を
依
用
す
る
こ
と
で
、
従
前
の
馬
鳴
伝
を

取
捨
選
択
し
な
が
ら
、『
起
信
論
』
注
釈
書
で
主
張
す
る
馬
鳴
出
現
に
関
す
る
説
を
否
定
す
る
こ
と
で
新
た

な
馬
鳴
説
を
「
六
馬
鳴
」
と
設
定
す
る
こ
と
で
説
く
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

で
は
、
六
馬
鳴
と
法
滅
と
授
記
思
想
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
整
理
し
た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』
の

法
滅
思
想
は
六
馬
鳴
説
と
連
動
し
て
お
り
、
六
種
の
経
典
を
典
拠
と
し
て
独
特
な
法
滅
年
を
示
し
て
い
た
。

そ
の
な
か
で
『
摩
訶
摩
耶
経
』
の
説
は
確
認
で
き
た
が
そ
の
他
は
架
空
経
典
で
あ
り
、
多
種
多
様
の
大
乗

典
籍
を
参
酌
し
な
が
ら
独
自
の
説
と
し
て
書
き
換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
釈
論
』
の
授
記
思
想
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
も
六
馬
鳴
と
連
動
し
て
い
る
が
、
初
期
仏
教
の
「
法
鏡
」
思
想
を
直
に
取
り
込
ん
で
い
る

よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
恐
ら
く
大
乗
典
籍
の
説
を
基
に
独
自
に
手
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
類
推

す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
、
六
馬
鳴
や
法
滅
や
授
記
思
想
の
関
連
を
念
頭
に
お

い
て
『
釈
論
』
の
成
立
思
想
を
考
え
て
み
た
い
。
筆
者
は
、
『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
に
つ
い
て
、

多
様
な
仏
教
思
想
を
網
羅
的
に
取
り
込
み
こ
と
う
と
し
な
が
ら
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
い
う
論
書
を
、
か
の

有
名
な
八
宗
の
祖
と
仰
が
れ
、
か
つ
『
大
智
度
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
に
仮
託
し
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。 

 

第
五
章 

本
章
で
は
、
『
釈
論
』
の
般
若
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
、
「
三
智
」
な
ど
使
用
例
を
中
心
に
考

察
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
釈
論
』
で
説
か
れ
る
三
智
と
は
『
般
若
経
』
、
特
に
『
大
品
般
若
』
に
基
づ
く

も
の
で
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
華
厳
思
想
の
一
切
智
・
一
切
種
智
・
自
然
智
の
三
種
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

ま
ず
、『
釈
論
』
で
は
一
切
種
智
・
一
切
智
・
如
実
般
若
が
示
さ
れ
る
が
、
道
種
智
に
つ
い
て
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
し
て
一
切
智
智
も
明
か
さ
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、『
釈
論
』
は
さ
ら
に
一
切
種
智
（
狭
義
）

に
相
応
す
る
如
来
よ
り
高
次
と
す
る
法
に
つ
い
て
も
説
い
て
い
た
。
そ
れ
は
不
二
摩
訶
衍
法
と
『
華
厳
経
』

の
教
主
毘
盧
遮
那
仏
を
対
比
さ
せ
た
内
容
に
確
認
で
き
、
そ
こ
で
は
、
毘
盧
遮
那
仏
の
徳
よ
り
不
二
摩
訶

衍
法
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
毘
盧
遮
那
仏
の
智
者
性
が
不
二
摩
訶
衍
法
に
は
及
ば
な

い
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
は
『
大
品
般
若
』
で
の
広
義
的
な
意

味
で
の
一
切
種
智
の
立
場
を
独
自
に
解
釈
し
て
、
総
体
的
な
智
慧
を
不
二
摩
訶
衍
法
に
求
め
た
の
で
あ
ろ

う
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
釈
論
』
で
は
三
智
が
菩
薩
の
修
行
階
梯
に
重
要
な
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
『
華
厳
経
』
の
毘
盧
遮
那
仏
の
智
慧
を
凌
駕
す
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
立
て
て
い
る
以
上
、
『
般
若
経
』

系
の
智
慧
を
独
自
の
理
解
に
よ
っ
て
取
り
込
ん
だ
の
だ
と
結
論
づ
け
た
い
。 

 

最
後
に
、
当
初
述
べ
た
『
釈
論
』
が
所
依
と
し
て
あ
げ
る
『
大
品
経
』
と
『
摩
訶
薩
雲
若
経
』
に
つ
い

て
述
べ
て
お
き
た
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、『
大
品
般
若
』
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
他
の
典
籍
と
の
関
係
を
立
証
す
る
だ
け
の
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
現

段
階
で
は
般
若
経
系
の
典
籍
で
あ
ろ
う
と
し
か
言
え
な
い
。 

 

第
六
章 

本
章
で
は
「
隠
密
」
と
「
総
持
」
の
語
を
も
と
に
『
釈
論
』
の
密
教
的
要
素
の
有
無
を
再
確

認
し
た
。
詳
し
く
は
、『
釈
論
』
に
は
初
期
密
教
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
釈
論
』
上
に
登
場
す
る
『
総
持
経
』
と
は
、『
釈
論
』
に
お
い
て
初
期
密
教
典
籍
と
目
さ
れ
る
『
〇
〇
総

持
経
』
と
命
名
し
た
架
空
経
典
が
登
場
し
て
い
る
の
で
、
密
教
典
籍
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
『
隠
密

経
』
と
は
、
前
者
と
は
異
な
り
、
初
期
密
教
と
し
て
登
場
す
る
経
典
に
類
す
る
名
前
が
見
出
せ
な
い
た
め
、
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密
教
思
想
に
基
づ
き
命
名
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。 

『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
吉
蔵
の
理
解
を
よ
り
一
歩
進
め
た
顕
密
思
想
理
解
に
基
づ
き
な

が
ら
数
々
の
架
空
経
典
を
打
ち
出
し
、
三
十
三
法
門
を
構
築
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
三
十
三
法
門

が
顕
密
思
想
を
媒
介
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
た
な
知
見
で
あ
る
。
加
え
て
、
十
五
因
縁
の
内
容
と
密
教
経
典
と
の
接
点
を
検
証
し
た
結
果
、『
釈

論
』
中
の
陀
羅
尼
、
字
輪
、
印
契
、
観
法
が
初
期
密
教
経
典
の
説
と
類
似
す
る
点
を
確
認
で
き
た
。
中
期

密
教
典
籍
と
の
関
係
は
、
先
行
研
究
を
も
と
に
『
大
日
経
』
所
説
の
阿
字
を
基
調
と
し
た
字
輪
と
何
か
し

ら
の
接
点
が
あ
る
よ
う
に
見
る
こ
と
も
確
認
し
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
の
成
立
を
七
百
年
代
初
頭
と
す
る
主
張
に

基
づ
く
と
、
同
論
が
『
大
日
経
』
よ
り
早
く
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
り
、
本
経
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性

は
低
い
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、『
釈
論
』
に
は
『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
大
日
如
来
な
ど
の
密
教

特
有
の
尊
格
や
曼
荼
羅
な
ど
が
説
か
れ
ず
、
特
殊
文
字
は
登
場
す
る
も
の
の
梵
字
や
五
大
を
意
味
す
る
五

字
な
ど
も
説
か
れ
な
い
の
も
理
由
と
し
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
釈
論
』
が
本
経
を
参
照
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。 

 

今
後
、
『
釈
論
』
の
成
立
問
題
の
研
究
と
並
行
し
、
周
辺
資
料
を
精
査
し
な
が
ら
、
『
大
日
経
』
に
近
い

密
教
典
籍
と
の
接
点
も
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
成
立
年
代
の
可
能
性
が
導
き

出
さ
れ
た
り
、
進
出
の
典
籍
と
の
接
点
が
見
出
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
架
空
経
典
や
十

五
因
縁
を
検
討
す
る
こ
と
で
、『
釈
論
』
に
は
密
教
思
想
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
呈
示
し

た
。
今
後
の
『
釈
論
』
研
究
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

第
七
章 

本
章
で
は
、
遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
流
通
を
と
お
し
て
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
経
緯

を
経
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
。

第
三
章
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
に
は
則
天
文
字
の
使
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
論
は

当
時
の
中
国
の
国
家
の
施
策
と
密
接
に
関
連
し
た
典
籍
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
遼
代
に
な
る
と
皇
帝
の
重
用

が
後
押
し
と
な
っ
て
、
注
釈
や
密
教
典
籍
に
依
用
さ
れ
る
程
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
治
世
に
は
、『
契

丹
大
蔵
経
』
と
し
て
高
麗
へ
輸
出
さ
れ
、
後
に
再
雕
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
に
も
入
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

日
本
で
は
、
出
自
が
不
明
な
典
籍
で
あ
り
、
後
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
見

当
が
加
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
独
特
な
思
想
を
説
く
竜
樹
に
仮
託
さ
れ
た
論
書
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
異
な
る
結
果
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
撰
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た

も
の
で
、
日
本
請
来
以
後
の
『
釈
論
』
を
偽
撰
論
書
と
す
る
取
り
扱
わ
れ
方
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
流
通
以
外
の
面
に
も
目
を
向
け
な
く
て
は
成
立
問
題
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り

新
羅
華
厳
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
『
釈
論
』
の
文
体
の
表
記
法
（
語
法
）
や
思
想
の
受
容
が
認
め
ら
れ
る
点

に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
鍵
に
な
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
第
三
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
義
湘
や
義
天
の
よ
う
な
朝
鮮
半
島
出
身
の
僧
が
、
中
国
に
留
学

し
同
国
の
色
々
な
論
師
か
ら
教
学
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
を
基
に
『
釈
論
』
を
造
論
し
た
可
能
性
を
想
定

す
る
。 

そ
の
造
論
す
る
際
に
、
出
身
地
で
あ
る
朝
鮮
で
の
漢
文
の
語
法
や
思
想
を
、
無
意
識
か
意
識
的
か
は
分

か
ら
な
い
が
文
章
に
反
映
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
現
段
階
の
立
場
は
、
中
国
で
成
立
し

た
説
を
補
強
で
き
て
も
、
作
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
ま
で
は
言
及
で
き
る
立
場
に
な
い
。
し
た
が
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っ
て
、
従
来
説
を
踏
襲
す
る
と
、
や
は
り
朝
鮮
半
島
出
身
者
が
中
国
に
お
い
て
『
釈
論
』
を
造
論
し
、
そ

れ
が
後
代
で
は
遼
代
の
時
代
で
重
用
さ
れ
、
遼
と
高
麗
の
国
家
間
で
流
行
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。 
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本
編
の
目
的 

  

本
編
は
「
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

目
的
を
簡
単
に
述
べ
た
い
。
そ
れ
は
、「
三
十
三
法
門
」
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
、「
摩
訶

衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
を
一
貫
し
た
主
題
と
し
て
掲
げ
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、『
釈

論
』
本
文
そ
の
も
の
か
ら
ど
の
よ
う
に
「
三
十
三
法
門
」
が
登
場
し
、
こ
の
法
門
が
い
か
な
る
修
行
観
や

解
脱
観
と
い
っ
た
世
界
観
を
も
っ
て
説
か
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
換
言
す
る
と
本
編

の
検
討
は
、
『
起
信
論
』
で
説
く
骨
子
と
も
言
う
べ
き
「
立
義
分
」
を
、
『
釈
論
』
が
ど
う
い
っ
た
理
解
や

見
方
に
も
と
づ
い
て
「
三
十
三
法
門
」
を
導
入
し
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
、『
釈
論
』
の
『
起

信
論
』
観
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
起
信
論
』
の
体
系
は
欠
か
せ
な

い
重
要
な
要
素
と
言
え
る
。 

 

し
か
し
、『
釈
論
』
の
み
の
「
立
義
分
」
の
理
解
を
調
べ
論
じ
る
だ
け
で
は
、
何
が
特
徴
的
で
あ
っ
て
独

自
性
な
の
か
を
呈
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
編
で
は
、
第
一
章
に
お
い
て
、『
釈
論
』
に
先
行

す
る
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
三
種
と
し
て
知
ら
れ
る
、
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
の
『
大
乗
起
信
論
義

疏
』
、
元
暁
（
六
一
七
～
六
八
六
）
の
『
起
信
論
疏
』
、
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
の
『
大
乗
起
信
論
義

記
』
の
解
釈
を
確
認
し
、
適
宜
比
較
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
二
章
以
降
で
は
、「
三
十
三
法
門
」
が
「
立
義
分
」
を
随
文
解
釈
の
み
で
説
い
た

も
の
な
の
か
、
先
行
す
る
注
釈
家
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
、
似
通
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
の
か
、
あ

る
い
は
全
く
異
な
る
論
師
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
様
々
な
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。

最
終
的
に
は
、
各
章
で
の
結
果
を
集
約
さ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
『
釈
論
』
の
「
三

十
三
法
門
」
に
対
す
る
筆
者
の
視
点
を
呈
示
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。 

 

本
編
の
各
章
で
得
ら
れ
た
知
見
は
、
第
三
編
で
検
討
を
加
え
る
予
定
で
あ
る
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
解

釈
分
」
等
の
複
雑
な
解
釈
の
理
解
に
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
編
は
、
い
わ
ば
『
釈
論
』
内
部
の

思
想
面
に
焦
点
を
当
て
た
基
礎
的
な
研
究
で
あ
り
、
こ
の
理
解
な
く
し
て
第
三
編
に
お
け
る
新
た
な
知
見

は
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
重
要
な
研
究
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。 

   

第
一
章 

『
大
乗
起
信
論
』「
立
義
分
」
に
対
す
る
三
種
注
釈
書
の
解
釈 

  
 

第
一
節 

問
題
の
所
在 

 

本
章
の
考
察
す
る
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
編
は
、『
釈
論
』
に
説
か
れ
る

「
三
十
三
法
門
」
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
の
体
系
を
一
貫
し
た
主
題
と
し
て
掲
げ
検
討
を
加
え
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
章
で
は
、
以
上
の
体
系
を
説
く
、『
起
信
論
』
の
「
立
義
分
」
の
概
要
を
先
行
研
究

の
説
を
参
照
し
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
以
外
の
三
種
注
釈
書
の
内
容
を
比

較
し
て
い
く
。
な
お
、
本
研
究
で
参
照
す
る
『
起
信
論
』
に
つ
い
て
は
、『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
龍
樹

が
真
諦
訳
を
用
い
て
い
る
た
め
、
同
訳
を
主
に
用
い
る
こ
と
と
す
る
。『
起
信
論
』
本
文
は
す
べ
て
旧
訳
で

あ
る
真
諦
訳
を
指
し
、
新
訳
・
実
叉
難
陀
訳
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
明
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
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第
二
節 

「
立
義
分
」
の
概
要 

―

「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」―

 

  
 
 

第
一
項 

「
立
義
分
」
の
概
要 

  

『
起
信
論
』
立
義
分
の
概
要
に
つ
い
て
「
摩
訶
衍
」
・
「
衆
生
心
」・
「
二
門
」
・
「
三
大
」
を
中
心
に
考
察

す
る
。
ま
ず
『
起
信
論
』
各
章
の
名
前
を
述
べ
る
と
、
一
番
目
は
因
縁
分
、
二
番
目
は
立
義
分
、
三
番
目

は
解
釈
分
、
四
番
目
は
修
行
信
心
分
、
五
番
目
は
勧
修
利
益
分
で
あ
る
。
こ
の
な
か
の
立
義
分
と
は
、『
起

信
論
』
の
根
本
理
論
を
説
く
骨
子
に
相
当
す
る
章
で
あ
り
、
同
論
に
お
け
る
摩
訶
衍
、
い
わ
ゆ
る
大
乗
と

は
何
か
を
説
く
重
要
な
章
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
あ
げ
る
。
尚
、
高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
注
『
新
国

訳
大
蔵
経 

仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
し
そ
れ
に
準
拠
し
て
い
る
こ

と
を
予
め
述
べ
て
お
く
。 

  
 

次
に
立
義
分
を
説
く
。
摩
訶
衍
と
は
、
総
説
す
る
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
法
、 

 
 

二
に
は
義
な
り
。
言
う
所
の
法
と
は
、
謂
く
衆
生
心
な
り
。
是
の
心
は
則
ち
一
切
の
世
間
法
と
出
世 

 
 

間
法
と
を
摂
す
。
此
の
心
に
依
り
て
摩
訶
衍
の
義
を
顕
示
す
る
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
心 

 
 

の
真
如
の
相
は
、
即
ち
摩
訶
衍
の
体
を
示
す
が
故
に
。
是
の
心
の
生
滅
因
縁
の
相
は
、
能
く
摩
訶
衍 

 
 

の
自
体
と
相
と
用
を
示
す
が
故
に
。
言
う
所
の
義
と
は
、
即
ち
三
種
有
り
。
云
何
が
三
と
な
す
。
一 

 
 

に
は
体
大
、
謂
く
一
切
法
の
真
如
は
平
等
に
し
て
増
減
せ
ざ
る
が
故
に
。
二
に
は
相
大
、
謂
く
如
来 

 
 

蔵
は
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が
故
に
。
三
に
は
用
大
、
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
の
善
の
因 

 
 

果
を
生
ず
る
が
故
に
。
一
切
の
諸
仏
の
本
と
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
に
。
一
切
の
菩
薩
も
皆
な
此
の
法 

 
 

に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
に
。
１ 

  

立
義
分
は
、
解
釈
分
や
勧
修
利
益
分
等
の
後
の
章
に
比
べ
少
量
で
あ
る
。
立
義
分
で
は
「
摩
訶
衍
」
に

つ
い
て
二
つ
の
観
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
一
つ
は
「
法
」
、
二
つ
に
「
義
」
で
あ
る
。
法
は
摩
訶
衍
の
主

体
・
主
役
と
は
一
体
何
か
、
義
は
摩
訶
衍
の
主
体
・
主
役
が
目
的
地
と
す
る
の
は
何
か
を
表
現
し
て
い
る
。

つ
ま
り
『
起
信
論
』
で
は
「
摩
訶
衍
」
と
い
う
到
達
地
と
位
置
付
け
る
修
行
道
論
に
つ
い
て
、
法
と
義
の

二
種
の
方
法
論
に
よ
っ
て
表
現
し
て
み
せ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

立
義
分
で
は
、「
摩
訶
衍
」
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
「
法
」
と
「
義
」
を
提
示
し
、
ま
ず
「
法
」
と
は
衆

生
心
に
し
て
、
そ
の
主
役
で
あ
る
衆
生
の
心
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
心
に
は
一
切
の
出
世
間
法
と
世
間
法

を
摂
し
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
衆
生
心
に
は
、
悟
り
を
表
す
真
如
門
の
体
と
、
衆
生
が
迷
走
し
て
い
る

状
態
を
表
す
生
滅
門
の
自
体
相
用
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

一
方
、「
義
」
の
方
は
、
体
大
・
相
大
・
用
大
の
三
大
で
あ
る
と
示
し
、
修
行
者
が
迷
い
か
ら
覚
り
の
世

界
に
赴
く
た
め
の
、
方
法
論
（
乗
り
物
）
を
説
い
て
い
る
。
体
大
は
一
切
法
の
真
如
が
平
等
で
あ
る
と
し
、

相
大
は
如
来
蔵
を
具
足
し
て
い
る
と
し
、
用
大
は
世
間
と
出
世
間
の
善
の
因
果
を
生
ず
る
、
と
す
る
。
そ

の
内
容
を
図
示
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。 

     

摩
訶
衍 

生
滅
門―

自
体
相
用 

真
如
門―

体 

義―
―
―
―
―
―

体
大
・
相
大
・
用
大 

 

法―

衆
生
心 
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こ
の
よ
う
に
、
立
義
分
で
は
摩
訶
衍
そ
の
も
の
の
な
か
み
を
法
と
義
、
そ
し
て
衆
生
心
・
二
門
・
三
大

か
ら
展
開
さ
せ
て
説
明
し
て
い
く
。
立
義
分
そ
の
も
の
が
簡
潔
な
た
め
、
こ
こ
の
説
の
み
で
は
、『
起
信
論
』

の
修
行
観
や
修
行
者
像
や
功
徳
や
仏
身
と
い
っ
た
内
実
を
見
通
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の

よ
う
に
摩
訶
衍
が
立
義
分
の
骨
子
で
あ
り
中
枢
な
の
だ
と
素
直
に
理
解
す
れ
ば
、
法
と
義
が
一
体
に
な
っ

た
も
の
が
摩
訶
衍
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
起
信
論
』
の
摩
訶
衍
観
と
は
衆
生
の
覚
り
や
迷
い
の
世
界
を
全
て
包
摂
・
包
含

し
て
い
る
も
の
と
い
う
見
方
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
『
起
信
論
』
か
ら
見
た
摩
訶
衍
観
で
あ
り
、

覚
り
へ
の
階
梯
を
衆
生
心
・
二
門
・
三
大
に
よ
っ
て
簡
単
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

   
 
 

第
二
項 

「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
に
つ
い
て 

  

次
に
、
摩
訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門
・
三
大
の
構
造
を
先
行
研
究
の
見
解
を
参
照
し
な
が
ら
確
認
し
て
い

く
。
ま
ず
摩
訶
衍
に
つ
い
て
柏
木
弘
雄
の
指
摘
が
あ
る
の
で
見
て
い
く
２

。
柏
木
に
よ
れ
ば
、
『
起
信
論
』

が
摩
訶
衍
の
説
を
使
用
す
る
の
は
、
法
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
そ
の
法
が
衆
生
心
で
あ
る
と
『
起
信
論
』

は
説
く
こ
と
か
ら
、
摩
訶
衍
と
法
そ
し
て
衆
生
心
が
教
理
概
念
の
線
上
で
結
ば
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
摩

訶
衍
の
語
に
含
む
多
様
性
は
、
仏
教
に
お
け
る
ダ
ル
マ
の
語
義
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
幅
広
い
用
例
と
近

く
、
『
起
信
論
』
独
自
の
形
式
と
し
て
展
開
し
て
い
る
と
す
る
。 

 

確
か
に
、
摩
訶
衍
と
は
ダ
ル
マ
で
あ
る
法
の
よ
う
に
幅
広
い
用
例
と
し
て
説
示
さ
れ
て
お
り
、
法
＝
摩

訶
衍
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
え
る
。
で
は
摩
訶
衍
を
「
総
説
」
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
柏
木
の
指
摘
が
あ
る
３

。
柏
木
は
「
総
説
」
と
い
う
語
が
『
起
信
論
』
に
お
い
て

説
か
れ
る
「
此
論
為
欲
総
摂
如
来
広
大
深
法
無
辺
義
」
や
、
勧
修
利
益
分
の
「
如
是
摩
訶
衍
諸
仏
秘
蔵
、

我
已
総
説
」
、
そ
し
て
流
通
分
の
偈
頌
に
あ
る
「
諸
仏
甚
深
広
大
義
、
我
今
随
分
総
持
説
」
等
の
用
例
か
ら

検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
総
説
」
と
い
う
語
に
は
「
大
乗
の
教
説
の
全
貌
を
表
現
し
つ
く
す
こ

と
は
至
難
で
あ
る
た
め
、
そ
の
要
旨
を
簡
潔
に
示
す
の
だ
と
い
う
立
場
」
を
示
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
柏
木
説
を
踏
ま
え
た
竹
村
牧
男
の
説
が
あ
る
の
で
見
て
い
く
。
竹
村
説
で
は
、「
総
説
は
、
総
持

説
、
総
摂
説
で
あ
り
、（
中
略
）
こ
の
総
説
は
、
し
た
が
っ
て
、
単
に
そ
の
す
べ
て
を
説
け
ば
と
い
う
よ
り
、

そ
の
す
べ
て
を
要
約
し
て
説
け
ば
の
意
な
の
で
あ
る
。」
４

と
解
説
し
て
い
る
。
筆
者
は
両
氏
の
見
解
が
合

理
的
と
判
断
し
準
拠
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
摩
訶
衍
が
法
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
摩
訶
衍
な
の
だ
と
『
起
信
論
』
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

次
に
法
（







）
と
義
（




）
の
二
種
と
は
何
か
が
重
要
な
鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
一
見
す

る
と
教
法
と
義
理
を
示
唆
し
て
い
る
と
見
え
る
だ
ろ
う
５

。
筆
者
は
こ
の
法
と
は
、「
法
と
は
衆
生
心
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
摩
訶
衍
が
衆
生
心
で
あ
り
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
種
は
同
列
で
示
さ
れ

る
以
上
、
教
法
で
は
な
い
と
見
て
い
る
。
し
か
し
法
と
教
法
が
ま
っ
た
く
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
摩
訶
衍
か
ら
表
裏
一
体
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
と
見
て
い
る
。
今
、
少
し
く
補
足
も
含
め
検

討
を
試
み
た
い
。
そ
れ
に
関
連
す
る
立
義
分
の
法
に
対
す
る
別
の
説
示
が
あ
る
の
で
見
て
い
く
。 

  
 

一
切
の
諸
仏
の
本
と
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
に
。
一
切
の
菩
薩
も
皆
な
此
の
法
に
乗
じ
て
如
来
地
に
到 

 
 

る
が
故
に
。
６ 



第二編『釈摩訶衍論』における「三十三法門」   第一章 

 

209 

 

 
こ
こ
で
説
か
れ
る
法
と
は
、
一
切
諸
仏
が
本
よ
り
乗
っ
て
い
た
乗
り
物
に
譬
え
ら
れ
、
一
切
菩
薩
も
こ

の
法
に
乗
じ
、
如
来
地
で
あ
る
彼
岸
の
世
界
を
目
指
し
至
る
も
の
と
分
か
る
。
つ
ま
り
、
菩
薩
（
衆
生
）

が
、
教
え
で
あ
る
仏
の
説
い
た
教
法
に
よ
っ
て
修
行
を
し
、
彼
岸
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場

合
の
法
は
教
法
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、『
起
信
論
』
の
法

に
は
、
摩
訶
衍
で
あ
る
法
と
、
乗
り
物
と
し
て
示
さ
れ
る
教
法
の
二
面
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

『
起
信
論
』
が
こ
の
よ
う
な
説
を
な
し
た
理
由
と
し
て
、
こ
の
法
と
教
法
の
二
様
の
立
場
が
前
述
し
た

法
と
義
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
筆
者
は
見
て
い
る
。
そ
の
理
解
の
助
け
と
な
る
の
が
新
訳
で
あ
る
実
叉
難

陀
訳
に
見
出
せ
る
。
そ
こ
に
は
法
と
義
に
対
し
て
違
う
用
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
実
叉

難
陀
訳
で
は
、「
謂
く
摩
訶
衍
と
は
、
略
し
て
二
種
有
り
、
有
法
と
及
び
法
と
な
り
。
」
７

と
あ
り
、「
有
法
」

（






）
と
「
法
」
（







）
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
有
法
と
い
う
語
は
、
意
味
に
は
「
も
つ
」
と

い
う
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
真
諦
訳
と
比
較
す
る
と
、
実
叉
難
陀
訳
の
法
が
三
大

の
義
で
あ
る
か
ら
、
三
大
を
も
つ
も
の
（
有
法
）
が
真
諦
訳
の
法
な
の
だ
と
理
解
で
き
る
。 

 

以
上
の
理
解
を
踏
ま
え
る
と
、
三
大
の
義
が
（
真
諦
訳
の
）
法
（
実
叉
難
陀
訳
で
の
有
法
）
に
集
約
さ

れ
た
も
の
と
分
か
る
８

。
す
な
わ
ち
、
真
諦
訳
の
法
と
義
に
お
け
る
法
と
は
、
義
と
一
体
で
あ
っ
て
義
そ

の
も
の
を
有
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
た
め
、
筆
者
が
先
に
述
べ
た
、
法
と
教
法
が
乖
離
し
な
い
と
述
べ

た
の
は
、
ま
さ
に
法
の
二
面
性
を
真
諦
訳
は
法
と
義
と
い
う
名
称
に
よ
っ
て
表
現
し
、
実
叉
難
陀
訳
で
は

有
法
と
法
に
よ
っ
て
表
記
し
て
い
る
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
衆
生
心
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
の

語
は
『
起
信
論
』
の
別
な
箇
所
で
は
「
一
心
」
９

と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

言
う
所
の
法
と
は
、
謂
く
衆
生
心
な
り
。
是
の
心
は
則
ち
一
切
の
世
間
法
と
出
世
間
法
と
を
摂
す
。 

 
 

此
の
心
に
依
り
て
摩
訶
衍
の
義
を
顕
示
す
る
な
り
。
１
０ 

  

『
起
信
論
』
に
よ
れ
ば
、
衆
生
心
と
は
世
間
法
と
出
世
間
法
を
包
含
し
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
摩
訶

衍
に
お
け
る
法
の
在
り
方
を
、
衆
生
心
を
媒
介
と
し
て
二
種
の
観
点
よ
り
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
衆
生
心
の
語
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
竹
村
の
指
摘
が
あ
る
の

で
確
認
し
た
い
。
竹
村
は
、
「
『
起
信
論
』
の
衆
生
心
も
、
こ
の
よ
う
に
菩
提
流
支
訳
等
に
現
れ
る
衆
生
心

と
大
い
に
連
関
し
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
一
方
に
大
乗=

法

身=

衆
生
の
理
解
が
あ
り
、
こ
れ
に
衆
生
心
の
概
念
が
結
合
す
る
と
き
、
摩
訶
衍
の
法=

衆
生
心
の
句
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
１
１

と
分
析
し
て
い
る
。 

竹
村
説
で
は
、
衆
生
心
は
菩
提
流
支
訳
の
典
籍
と
関
連
が
あ
る
と
し
、
最
終
的
に
は
摩
訶
衍
の
法
体
が

衆
生
心
な
の
だ
と
す
る
。
で
は
『
起
信
論
』
以
外
の
諸
経
論
で
は
衆
生
心
を
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
は
、
平
川
彰
の
指
摘
を
参
考
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
平
川
に
よ
れ
ば
、『
阿
含
経
』
に
は
自

性
清
浄
心
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
１
２

。
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
「
是
心
是
仏
」
の
説
示
に
「
衆

生
心
」
が
説
か
れ
１
３

、
『
華
厳
経
』
に
は
「
心
仏
及
び
衆
生
是
れ
三
無
差
別
」
と
あ
る
１
４

。
そ
し
て
『
大

集
経
』
に
は
「
一
切
衆
生
心
常
浄
」
と
す
る
の
で
あ
る
１
５

。
い
ず
れ
も
『
起
信
論
』
と
の
関
係
を
検
討
す

る
に
は
有
効
と
思
わ
れ
る
１
６

。 

 

一
方
、
衆
生
心
の
理
解
に
つ
い
て
も
、
柏
木
の
考
察
が
あ
る
。
柏
木
説
に
よ
れ
ば
、「
心
の
本
性
を
論
じ

る
と
い
う
立
場
か
ら
「
衆
生
心
」
を
か
く
取
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
と
く
に
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。（
中
略
）
衆
生
の
「
心
」
を
、
凡
夫
・
二
乗
・
菩
薩
・
仏
の
境
位
に
一
貫
す
る
平
等
、
無
差
別
性
の
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線
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
」
１
７

と
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
柏
木
は

衆
生
と
心
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
衆
生
」
と
「
心
」
の
関
係
を
示
す
一
例

と
し
て
「
菩
薩
」
の
語
義
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
「




 ―


―





の
関
連
に
お

い
て
、「
菩
薩
」
の
語
義
解
釈
が
仏
性
の
思
想
や
如
来
蔵
の
思
想
と
結
合
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
」
と
す
る
１
８

。
以
上
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、『
起
信
論
』
は
摩
訶
衍
と
い
う
も
の
を
、
如
来
地

を
目
指
す
修
行
者
の
心
を
か
く
取
り
上
げ
て
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
の
心
を
視
野
に
入
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
達
の
心
＝
衆
生
心
と
命
名
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
修
行
者
の
心
を
指
示
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、『
起
信
論
』
は
解
釈
分
の
以
降

に
お
い
て
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
凡
夫
の
心
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
１
９

。
こ
れ
ら
修
行

者
と
諸
仏
の
真
如
と
は
何
ら
隔
た
り
が
な
い
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
衆
生
心
と
は
、
先
の
四
種
の

修
行
者
の
心
の
在
り
様
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
衆
生
心
の
語
は
、

真
如
の
普
遍
性
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
衆
生
に
内
在
す
る
原
理
で
あ
る
、
仏
性
と
密
接
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
諸
経
論
に
お
い
て
衆
生
心
に
類
す
る
説
や
語
が
あ
っ
て
も
、『
起
信
論
』
の
よ
う

に
摩
訶
衍
の
法
体
・
法
身
と
見
做
す
理
解
と
合
致
す
る
説
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
起

信
論
』
特
有
の
主
張
で
あ
る
と
一
応
は
結
論
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
立
義
分
の
内
容
に
戻
り
、
次

に
二
門
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 

是
の
心
の
真
如
の
相
は
、
即
ち
摩
訶
衍
の
体
を
示
す
が
故
に
。
是
の
心
の
生
滅
因
縁
の
相
は
、
能
く 

 
 

摩
訶
衍
の
自
体
と
相
と
用
を
示
す
が
故
に
。
２
０ 

  

立
義
分
で
は
真
如
門
と
生
滅
門
と
い
う
名
の
門
で
は
な
く
「
心
真
如
相
」
と
「
心
生
滅
因
縁
相
」
の
二

種
の
相
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
解
釈
分
の
説
示
で
は
二
門
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
２
１

、
本
考

察
で
は
真
如
門
と
生
滅
門
に
統
一
し
て
表
記
す
る
。
ま
ず
真
如
門
と
は
、
摩
訶
衍
＝
大
乗
の
体
と
し
、
次

に
生
滅
門
と
は
摩
訶
衍
＝
大
乗
の
自
体
・
相
・
用
を
示
す
と
説
い
て
い
る
。
真
如
門
に
は
「
自
」
の
語
や

相
や
用
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
生
滅
門
に
の
み
自
体
相
用
の
三
大
が
示
さ
れ
て
い
る
。
生
滅
門
の
自
体
・

相
・
用
の
自
体
が
、
真
如
門
の
体
と
同
様
な
の
か
、
そ
れ
と
も
生
滅
門
の
体
で
あ
る
か
ら
自
体
と
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
に
つ
い
て
は
、『
起
信
論
』
に
は
詳
し
く
な
い
。 

 

そ
こ
で
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
を
校
注
し
て
い
る
柏
木
の
書
き
下
し
を
参
照
し
て
み
る
と
、「
自
体
と
相
と

用
」
と
読
ん
で
い
る
２
２

。
高
崎
直
道
も
当
該
箇
所
の
口
語
訳
に
お
い
て
同
様
に
読
ん
で
い
る
２
３

。
一
方
で

最
近
新
た
な
読
み
を
提
供
し
て
い
る
吉
津
宜
英
の
成
果
が
あ
る
。
吉
津
説
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
学
の
読

み
を
比
較
し
、
「
自
体
の
相
と
用
」
と
い
う
読
み
方
を
し
て
い
る
２
４

。
吉
津
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
。 

  
 

も
し
私
以
外
の
方
々
の
よ
う
に
立
義
分
を
読
む
と
、
心
生
滅
門
に
三
大
が
具
わ
り
、
結
果
と
し
て
法
・ 

 
 

報
・
応
の
三
身
仏
が
す
べ
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
『
起
信
論
』
の
本
文
と
齟
齬
す
る 

 
 

こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
起
信
論
』
で
は
、
心
真
如
門
は
法
身
と
な
り
、
阿
梨
耶
識
を
中
心
と 

 
 

す
る
心
生
滅
門
の
部
分
は
報
身
と
応
身
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
拙
訓
読
（
四
七
）
段
に 

 
 

報
身
は
業
識
（
阿
梨
耶
識
）
に
依
り
、
応
身
は
分
別
事
識
（
六
識
）
に
依
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と 
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か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
２
５ 

  

吉
津
説
で
は
、
生
滅
門
の
内
実
に
つ
い
て
三
身
説
を
も
と
に
読
み
解
い
て
い
く
と
、
真
如
門
は
法
身
、

生
滅
門
は
報
身
と
応
身
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、「
自
体
」
を
体
大
と
は
見
て
は
い
け
な
い
し
、
生
滅
門
は

相
大
と
用
大
の
み
を
説
い
た
も
の
と
す
る
。
吉
津
の
指
摘
は
斬
新
な
発
想
よ
り
生
ま
れ
た
捉
え
方
だ
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
読
み
方
の
問
題
は
、
立
義
分
の
内
容
が
簡
略
な
う
え
に
、
そ
の
他
で
の
用
い
ら
れ
方

の
多
様
性
に
よ
り
、
い
ま
だ
決
定
的
で
は
な
い
と
思
え
る
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
解
釈
分
に
お
い
て

登
場
す
る
三
大
説
示
に
お
け
る
「
自
体
相
用
」
の
説
明
で
あ
る
２
６

。 

 

解
釈
分
で
は
「
自
体
」
と
「
相
」
の
二
種
を
も
っ
て
法
身
と
し
、「
用
」
に
報
身
と
応
身
の
二
身
を
立
て

て
い
る
。
明
ら
か
に
「
自
体
」
と
「
相
」
を
別
物
と
前
置
き
し
た
上
で
、
双
方
を
一
体
に
し
て
法
身
と
見

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
立
義
分
の
内
容
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
、
解
釈
分
の
内
容
は
個
別
に
検

討
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
立
義
分
の
内
容
を
解
釈
す
る
の
が
文
字
通
り
解
釈
分
の
役

割
と
見
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

 

と
も
か
く
諸
氏
で
は
「
自
体
相
用
」
を
「
自
の
体
・
相
・
用
」
と
読
ん
で
い
な
い
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

以
上
の
点
は
、『
起
信
論
』
注
釈
書
と
『
釈
論
』
の
理
解
を
比
較
す
る
際
に
も
重
要
な
問
題
だ
と
考
え
て
い

る
た
め
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
話
を
戻
し
て
、
再
度
こ
の
二
門
の
性
質
が
衆
生
心
の
一
切
の
世
間

と
出
世
間
の
法
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
を
少
し
く
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
立

義
分
で
は
世
間
法
と
出
世
間
法
が
二
門
に
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
二
諦

説
に
基
づ
く
も
の
と
見
れ
ば
、
無
理
な
理
解
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
真
如
門
は
真
如
の
体
大
が
説
か
れ
る
以
上
、
真
諦
で
あ
り
、
仏
・
真
如
と
近
接
す
る
真
理
真

実
の
世
界
で
、
言
説
を
隔
絶
し
た
立
場
と
理
解
で
き
る
。
一
方
、
生
滅
門
は
文
字
通
り
生
滅
す
る
世
界
を

象
徴
す
る
語
で
あ
る
か
ら
俗
諦
で
あ
り
、
迷
え
る
衆
生
が
無
明
煩
悩
に
左
右
さ
れ
生
死
流
転
す
る
立
場
だ

と
見
え
る
。
こ
の
理
解
の
手
掛
か
り
を
求
め
、
解
釈
分
の
内
容
を
図
示
し
た
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
た

い
２
７

。 

  

「
真
如
門
（
心
真
如
相
）」 

 
 

心
真
如―

心
真
如
と
は
即
ち
是
れ
一
法
界―

―
 

 
 

相―
―
―

大
総
相
、
法
門
の
体―

―
―
―
―
―

 

 

「
生
滅
門
（
心
生
滅
因
縁
相
）」 

 
 

心
生
滅―

心
生
滅
と
は
如
来
蔵
に
依
る
故
に
生
滅
心
有
り―

（
覚
・
不
覚
） 

 
 

因
縁―

―

所
謂
る
不
生
不
滅
と
生
滅
和
合
す
一
に
非
ず
異
に
非
ず―

（
五
意
・
六
染
） 

 
 

相―
―
―

名
づ
け
て
阿
梨
耶
識
と
為
す―

（
熏
習
義
） 

  

以
上
を
見
る
限
り
、
真
如
門
は
真
如
の
み
の
世
界
、
生
滅
門
は
生
滅
（
無
明
煩
悩
）
と
不
生
不
滅
（
真

如
）
が
和
合
し
た
世
界
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
門
で
は
不
生
不
滅
が
真
如
で
あ
り
如
来
蔵
で

あ
る
と
見
て
い
る
。
如
来
蔵
思
想
を
基
盤
と
し
て
真
如
、
無
明
、
妄
心
、
妄
境
界
が
い
か
に
熏
習
し
、
相

互
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
２
８

。
し
た
が
っ
て
生
滅
門
と
は
真
如
と

無
明
が
絡
ま
っ
た
混
沌
と
し
た
世
界
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
最
後
に
、
義
の
三
大
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
。 

 

（
空
・
不
空
） 
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言
う
所
の
義
と
は
、
即
ち
三
種
有
り
。
云
何
が
三
と
な
す
。
一
に
は
体
大
、
謂
く
一
切
法
の
真
如
は 

 
 

平
等
に
し
て
増
減
せ
ざ
る
が
故
に
。
二
に
は
相
大
、
謂
く
如
来
蔵
は
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が 

 
 

故
に
。
三
に
は
用
大
、
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
の
善
の
因
果
を
生
ず
る
が
故
に
。
一
切
の
諸
仏 

 
 

の
本
と
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
に
。
２
９ 

  

ま
ず
体
大
と
は
、
衆
生
心
の
本
質
で
あ
る
真
如
、
次
ぎ
に
相
大
と
は
、
真
如
の
属
性
で
あ
る
如
来
蔵
、

最
後
に
用
大
と
は
、
世
間
と
出
世
間
の
善
の
み
の
働
き
で
あ
り
作
用
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
を
も
と
に
真
如
門
の
体
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
体
＝
真
如
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
解
か
ら
す
る

と
、
生
滅
門
の
自
体
相
用
の
体
も
真
如
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
相
の
如
来
蔵
と
用
の
善
因
果
が
一

体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
自
の
意
味
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

 

繰
り
返
す
が
『
起
信
論
』
で
は
「
自
」
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
が
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
従
来
で
は
「
自
」
に
対
す
る
読
み
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
出
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
凡
聖
不
二
の
意
味
に
お
け
る
自
、
つ
ま
り
各
自
、
衆
生
の
個
々
の
心
と
捉

え
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

換
言
す
れ
ば
、
覚
り
に
近
い
者
の
心
も
あ
れ
ば
、
迷
い
の
な
か
に
あ
る
者
の
心
も
あ
る
こ
と
を
、
自
に

よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、「
自
」
と
は
衆
生
の
「
心
」
で

あ
り
な
が
ら
修
行
者
の
各
各
の
三
大
を
「
自
」
に
よ
っ
て
表
現
し
て
強
調
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

 

『
起
信
論
』
の
よ
う
な
義
の
三
大
の
有
り
様
に
つ
い
て
関
連
す
る
も
の
を
調
べ
た
が
、
中
国
に
お
い
て

は
な
い
よ
う
で
あ
る
３
０

。
し
か
し
仏
教
典
籍
の
中
に
は
、
相
の
な
い
体
用
論
の
思
想
を
用
い
て
説
い
て
い

る
の
も
あ
る
。
一
例
を
示
す
と
、『
起
信
論
』
の
注
釈
も
著
し
て
い
る
、
浄
影
寺
慧
遠
の
体
用
論
が
あ
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
３
１

。
筆
者
の
考
え
を
述
べ
る
と
、
『
起
信
論
』
は
体
用
論
で
は
不
足
が
あ
る
と
見
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
如
来
蔵
思
想
を
「
相
」
の
語
に
置
き
換
え
て
三
大
と
し
て
、
解
釈
分
に
お
い
て
「
体
」

の
真
如
と
「
相
」
の
如
来
蔵
思
想
を
合
体
さ
せ
る
こ
と
で
法
身
と
い
う
仏
身
の
確
立
を
目
論
ん
だ
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
関
連
し
た
指
摘
が
赤
沼
智
善
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
た
い
。
赤
沼
は
「
三
大
説
と
は

小
乗
に
対
し
て
、
大
乗
の
大
乗
た
る
所
以
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
菩
薩
地
持
経
、
瑜
伽
師
地
論
、

顕
揚
聖
教
論
等
の
大
乗
七
大
説
、
摂
大
乗
論
の
十
殊
勝
説
に
通
じ
、
又
、
十
地
経
論
、
大
乗
荘
厳
経
論
、

仏
地
経
論
等
の
種
々
の
三
大
説
に
通
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
３
２

と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方

で
赤
沼
説
を
検
証
し
た
平
川
の
指
摘
も
あ
る
の
で
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
３
３

。 

 

平
川
説
で
は
、『
十
地
経
論
』
に
つ
い
て
三
大
に
該
当
す
る
説
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
同
経
の
箇
所
を
確

認
す
る
と
、「
大
勝
と
は
、
三
種
の
大
あ
り
。
一
に
は
智
大
、
二
に
は
業
大
、
三
に
は
彼
の
二
の
往
す
る
功

徳
大
な
り
。
」
３
４

と
あ
り
、
平
川
は
、
こ
れ
が
『
起
信
論
』
体
相
用
の
三
大
と
共
通
す
る
点
が
多
少
あ
る

と
分
析
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
川
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
や
『
仏
地
経
論
』
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

て
お
り
、
三
大
思
想
が
『
起
信
論
』
前
後
に
イ
ン
ド
仏
教
に
お
い
て
教
理
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
仕
方
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
３
５

。 

 

他
に
目
を
転
じ
る
と
、
柏
木
と
竹
村
の
指
摘
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
柏
木
は
『
起
信
論
』
所
説
の

三
大
の
思
想
に
近
い
も
の
と
し
て
摂
論
学
派
の
六
句
義
中
の
、
実
（d

ra
v
y
a

）・
徳
（g

u


a

）・
業
（k

a
rm

a
n

）

等
と
の
類
似
性
を
検
討
し
て
い
る
。
柏
木
は
こ
の
思
想
が
三
大
思
想
の
先
駆
的
な
も
の
と
主
張
し
て
い
る

３
６

。
そ
し
て
竹
村
は
、
『
楞
伽
経
』
の
「
三
万
六
千
一
切
法
集
品
」
の
第
一
七
九
偈
を
引
き
、
体
相
用
が

一
組
と
な
っ
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
３
７

。
こ
の
よ
う
に
平
川
、
柏
木
、
竹
村
の
三
氏
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の
見
解
か
ら
は
三
大
思
想
の
素
地
が
イ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
氏
の
研
究
は

い
ず
れ
の
典
籍
も
接
点
が
あ
る
と
す
る
の
み
で
、『
起
信
論
』
の
教
理
（
三
大
と
三
身
の
関
係
）
と
密
接
で

あ
る
か
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
３
８

。
そ
の
精
査
に
つ
い
て
は
本
研
究
の
主
眼
と
す
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
詳
し
く
は
触
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
立
義
分
で
説
か
れ
る
三
大
が
大
乗
の

義
を
説
明
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
も
つ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
、

ひ
と
ま
ず
『
起
信
論
』
立
義
分
の
概
要
と
し
て
区
切
り
と
し
た
い
。 

   
 

第
三
節 

『
大
乗
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
の
「
立
義
分
」
解
釈 

  

本
節
で
は
、
『
釈
論
』
の
『
起
信
論
』
理
解
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
『
起
信
論
』
理
解
の
た
め

に
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
３
９

、
三
種
注
釈
書
の
立
義
分
の
解
釈
の
う
ち
、
摩
訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門
・

三
大
の
理
解
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
上
記
三
種
の
比
較
検
討
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
研
究
成
果
が
提
出
さ
れ
て
い
る
４
０

。
本
節
で
も
先
学
の
理
解
を
参
考
に
し
な
が
ら
要
点
の
み
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
本
節
以
降
よ
り
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
を
略
号
で
述
べ
る
。
慧
遠
の
『
大

乗
起
信
論
義
疏
』
は
『
義
疏
』
、
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
は
『
論
疏
』
、
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
は

『
義
記
』
、
と
す
る
。 

   
 
 

第
一
項 

「
立
義
分
」
の
位
置 

  

ま
ず
考
察
に
先
立
ち
お
さ
え
て
お
き
た
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
種
注
釈
書
が
「
立
義
分
」
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
た
の
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
ま
ず
慧
遠
の
『
義
疏
』
で
は
、
因
縁
分
を
「
序
分
」
と
し
、
立

義
分
・
解
釈
分
・
修
行
信
心
分
を
「
正
宗
分
」
、
そ
し
て
勧
修
利
益
分
以
下
を
「
伝
持
末
分
」
、
す
な
わ
ち

流
通
分
と
位
置
付
け
て
い
る
４
１

。
元
暁
『
論
疏
』
は
、
因
縁
分
は
「
造
論
」
、
立
義
分
は
根
本
義
で
あ
る

「
正
義
」
、
解
釈
分
は
根
本
義
の
「
解
釈
」、
修
行
信
心
分
は
「
修
行
修
習
」
、
勧
修
利
益
分
は
善
根
の
薄
い

衆
生
の
た
め
に
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
「
利
益
」
と
位
置
付
け
て
い
る
４
２

。 

 

最
後
に
法
蔵
の
『
義
記
』
は
、
因
縁
分
を
造
論
の
「
因
縁
」
、
立
義
分
を
大
乗
起
信
の
「
綱
要
」
、
解
釈

分
を
綱
要
に
対
し
広
く
解
釈
し
た
「
解
説
説
示
」
、
修
行
信
心
分
を
教
理
の
説
明
だ
け
で
は
な
く
実
践
的
な

「
修
行
内
容
」
、
勧
修
利
益
分
を
鈍
根
の
衆
生
に
対
し
修
行
で
得
る
「
利
益
」
と
し
て
い
る
４
３

。
こ
の
よ

う
に
三
種
と
も
立
義
分
を
大
乗
に
対
す
る
出
だ
し
の
章
、
す
な
わ
ち
『
起
信
論
』
に
お
け
る
摩
訶
衍
理
解

の
大
綱
を
説
い
た
章
で
あ
る
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

次
に
、
修
行
者
（
衆
生
）
の
機
根
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
慧
遠
の
『
義
疏
』
で
は
、

上
・
中
・
下
三
種
の
機
根
を
示
し
て
お
り
、
立
義
分
を
上
根
、
解
釈
分
を
中
根
、
修
行
信
心
分
を
下
根
で

あ
る
と
説
明
し
て
い
る
４
４

。
元
暁
の
『
論
疏
』
は
機
根
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

法
蔵
の
『
義
記
』
で
は
、
因
縁
分
に
説
か
れ
る
八
種
の
因
縁
に
つ
い
て
機
根
の
配
当
を
行
っ
て
い
る
。
第

二
の
因
縁
を
見
て
い
く
と
、
当
因
縁
が
立
義
分
と
解
釈
分
中
顕
示
正
義
・
対
治
邪
執
の
段
が
該
当
す
る
と

し
て
、
対
象
と
す
る
修
行
者
の
機
根
を
三
賢
位
（
十
住
・
十
行
・
十
回
向
）
で
あ
る
と
解
説
を
し
て
い
る
４
５

。

こ
の
よ
う
に
三
種
の
内
で
、
立
義
分
に
つ
い
て
階
位
と
比
較
し
た
詳
し
い
機
根
観
を
説
い
て
い
る
の
は
、

法
蔵
の
『
義
記
』
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
因
み
に
、『
起
信
論
』
の
住
位
に
つ
い
て
は
、
解
釈
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分
の
分
別
発
趣
道
相
に
お
い
て
三
種
発
心
の
内
「
信
成
就
発
心
」
を
明
か
す
所
に
見
え
る
の
で
確
認
し
た

い
。 

  
 

信
成
就
発
心
と
は
、
何
等
の
人
に
依
り
、
何
等
の
行
を
修
し
、
信
成
就
す
る
を
得
て
能
く
発
心
す
る 

 
 

に
堪
う
る
や
。
い
わ
ゆ
る
、
不
定
聚
の
衆
生
に
依
る
な
り
。
熏
習
と
善
根
と
の
力
有
る
が
故
に
。
業 

 
 

の
果
報
を
信
じ
て
能
く
十
善
を
起
こ
し
、
生
死
の
苦
を
厭
う
て
無
上
の
菩
提
を
欲
求
し
、
諸
仏
に
値 

 
 

う
こ
と
を
得
て
、
親
承
し
供
養
し
て
、
信
心
を
修
行
す
。
一
万
劫
を
経
て
信
心
成
就
す
る
が
故
に
。 

 
 

諸
仏
と
菩
薩
と
が
教
え
て
発
心
せ
し
め
、
或
い
は
大
悲
を
以
て
の
故
に
能
く
自
ら
発
心
し
、
或
い
は 

 
 

正
法
の
滅
せ
ん
と
欲
す
る
に
因
り
て
護
法
の
因
縁
を
以
て
、
能
く
自
ら
発
心
す
。
是
の
如
く
信
心
成 

 
 

就
し
て
発
心
す
る
こ
と
を
得
た
る
者
は
、
正
定
聚
に
入
り
て
、
畢
竟
じ
て
退
せ
ず
、
如
来
種
の
中
に 

 
 

住
し
て
正
因
と
相
応
す
と
名
づ
く
。
４
６ 

  

そ
も
そ
も
信
成
就
発
心
と
は
、
大
乗
に
対
す
る
信
仰
を
得
て
は
じ
め
て
発
心
す
る
信
心
と
し
て
登
場
す

る
。
そ
の
心
を
発
し
た
衆
生
（
修
行
者
）
は
、
不
定
聚
の
修
行
者
で
あ
る
と
し
、
そ
の
後
も
長
い
時
間
を

経
て
よ
う
や
く
諸
仏
菩
薩
の
教
化
に
よ
っ
て
正
定
聚
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
『
起

信
論
』
は
、
不
定
聚
で
あ
る
十
信
位
の
修
行
者
が
、
修
行
の
果
て
に
正
定
聚
で
あ
る
十
住
位
に
到
達
す
る

こ
と
を
信
成
就
発
心
の
住
位
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
邪
定
聚
と
い
う
語
は
無
い
が
、
三
聚
位
を
基
に
修

行
者
の
住
位
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
法
蔵
の
『
義
記
』
の
三
賢

位
説
は
、
『
起
信
論
』
の
内
容
を
独
自
解
釈
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

   
 
 

第
二
項 

「
摩
訶
衍
」
解
釈 

  

次
に
「
摩
訶
衍
」
に
対
す
る
三
種
の
注
釈
書
解
釈
を
整
理
し
た
い
。「
立
義
分
」
の
中
で
の
摩
訶
衍
の
説

示
を
見
る
と
、
「
摩
訶
衍
と
は
総
説
す
る
に
二
種
あ
り…

」
４
７

と
説
い
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
慧
遠
の

『
義
疏
』
で
は
、
「
摩
訶
を
大
と
言
い
、
衍
を
是
れ
乗
と
言
う
」
４
８

と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
摩
訶
衍

の
漢
訳
の
説
明
が
な
さ
れ
た
も
の
で
注
釈
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
元
暁
の
『
論

疏
』
と
法
蔵
の
『
義
記
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
摩
訶
衍
の
解
釈
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で

三
種
の
「
摩
訶
衍
」
解
釈
が
共
通
す
る
箇
所
を
確
認
し
た
い
。
そ
れ
は
『
起
信
論
』
の
「
大
乗
起
信
論
」

と
い
う
論
題
に
あ
る
「
大
乗
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
、「
大
」

に
至
極
や
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
し
、「
乗
」
に
つ
い
て
は
「
言
う
所
の
乗
と
は
、
運
載
を
義

と
な
す
」
４
９

と
し
、
物
を
載
せ
て
運
ぶ
意
味
が
あ
る
と
い
う
解
説
を
し
て
い
る
。 

 

次
に
元
暁
の
『
論
疏
』
は
、「
大
は
是
れ
法
に
当
る
の
名
に
し
て
、
広
苞
を
義
と
な
す
。
乗
は
是
れ
喩
え

に
寄
す
る
の
称
に
し
て
、
運
載
を
功
と
な
す
」
５
０

と
述
べ
て
い
る
。
大
と
は
法
で
あ
る
と
し
、
乗
と
は
乗

り
物
と
い
う
意
味
と
理
解
し
て
い
る
。『
義
疏
』
と
相
違
な
い
よ
う
で
あ
る
。
最
後
に
法
蔵
の
『
義
記
』
は
、

「
大
と
は
、
体
に
当
る
を
目
と
な
し
、
包
含
を
義
と
な
す
。
乗
と
は
、
喩
え
に
就
い
て
称
と
な
す
。
運
載

を
功
と
な
す
」
５
１

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
論
疏
』
の
内
容
と
酷
似
す
る
と
見
做
せ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
大
と
は
体
で
あ
り
、
乗
と
は
乗
り
物
の
意
味
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
三
種
の
大
乗
に
対
す
る
捉
え
方
に
は
、
大
に
含
ま
れ
る
意
味
が
広
い
範
囲
を
網
羅
す
る
大

き
な
器
と
い
う
捉
え
方
に
お
い
て
、
法
で
あ
る
と
か
体
で
あ
る
と
か
各
々
の
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
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分
か
る
。
乗
に
つ
い
て
は
三
種
と
も
同
じ
理
解
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
三
種
と
も
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
説
で
あ
っ
た
。 

   
 
 

第
三
項 
「
衆
生
心
」
解
釈 

  

次
に
「
衆
生
心
」
に
つ
い
て
三
種
の
見
解
を
み
て
い
く
（
『
起
信
論
』
の
文
に
該
当
す
る
箇
所
に
は
「
」

を
付
す
。
以
下
同
様
）
。「
立
義
分
」
に
は
、「
言
う
所
の
法
と
は
、
謂
く
、
衆
生
心
な
り
」
と
説
い
て
い
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

「
謂
く
衆
生
心
」
と
は
、
法
を
以
て
生
を
受
く
る
を
名
づ
け
て
衆
生
と
な
す
。
此
れ
は
是
れ
凡
に
就 

く
。
若
し
通
じ
て
之
れ
を
言
え
ば
、
衆
法
合
生
す
る
を
名
づ
け
て
衆
生
と
な
す
。
此
れ
は
是
れ
聖
に 

通
ず
。
心
と
は
是
れ
そ
の
三
聚
法
の
中
の
、
色
の
無
作
な
る
を
簡
ぶ
、
是
れ
心
法
な
り
。
此
の
心
は 

即
ち
是
れ
命
中
の
実
有
る
が
故
に
真
心
と
名
づ
く
。
５
２ 

  

次
に
元
暁
の
『
論
疏
』
を
見
て
い
く
と
、 

  
 

初
め
の
中
、
「
言
う
所
の
法
と
は
謂
く
衆
生
心
と
は
」
、
自
体
を
法
と
名
づ
く
。
今
、
大
乗
の
中
の
一 

 
 

切
諸
法
、
皆
な
別
体
無
し
。
唯
だ
一
心
を
用
う
る
を
其
の
自
体
と
な
す
。
故
に
法
と
言
う
は
謂
く
衆 

 
 

生
心
な
り
。
５
３ 

 

と
あ
り
、
最
後
に
法
蔵
の
『
義
記
』
に
は
、 

  
 

初
め
に
「
衆
生
心
」
と
は
、
其
の
法
体
を
出
だ
す
。
謂
く
如
来
蔵
心
に
し
て
和
合
と
不
和
合
の
二
門 

を
含
む
。
其
れ
衆
生
位
に
在
る
を
以
て
の
故
に
。
若
し
仏
地
に
在
ら
ば
、
則
ち
和
合
の
義
無
し
。
始 

覚
、
本
に
同
ず
る
を
以
て
、
唯
だ
是
れ
真
如
な
れ
ば
、
即
ち
所
顕
の
義
に
当
る
な
り
。
今
、
随
染
の 

衆
生
位
の
中
に
就
く
が
故
に
、
其
の
二
種
門
を
具
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
５
４ 

 

と
解
説
し
て
い
る
。
順
に
詳
し
く
分
析
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
慧
遠
の
『
義
疏
』
で
は
、
衆
生
心
を
凡
聖

に
分
け
て
解
説
し
て
い
く
が
、
最
終
的
に
は
別
名
と
し
て
「
真
心
」
と
命
名
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
。
そ
し
て
、
衆
生
心
で
あ
る
衆
生
に
つ
い
て
「
凡
」
と
は
法
が
生
を
受
け
る
の
を
い
い
、「
聖
」
と
は

「
衆
法
合
生
」
を
言
っ
て
い
る
。
正
直
理
解
が
難
し
い
が
、
つ
ま
り
衆
生
心
に
は
凡
聖
の
二
面
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
、
衆
生
と
心
に
別
け
て
説
明
し
て
い
る
だ
け
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
属
性
に
つ
い
て
は
、
衆

生
の
心
に
は
諸
法
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
「
心
法
」
で
あ
る
と
説
き
、
そ
の
よ
う
な
法
を
別
名
で
い
う
と

「
真
心
」
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

次
に
元
暁
の
『
論
疏
』
で
は
、
衆
生
心
を
「
自
体
を
法
と
名
づ
く
」
と
し
て
「
一
心
」
と
解
説
し
て
い

る
。
こ
れ
は
立
義
分
で
衆
生
心
を
「
一
心
」
５
５

と
説
く
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
続
け
て

大
乗
（
摩
訶
衍
）
と
は
一
切
諸
法
を
包
含
し
て
い
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て
お
り
、「
皆
な
別
体
無
し
」
と

す
る
。
こ
れ
は
、
衆
生
心
で
あ
る
体
の
他
に
依
る
も
の
を
用
い
な
い
と
い
う
唯
一
無
二
の
表
現
を
し
て
い

る
。
つ
ま
り
衆
生
心
は
大
乗
そ
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。 
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最
後
に
法
蔵
の
『
義
記
』
で
は
、
衆
生
心
を
「
如
来
蔵
心
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
衆
生
心

を
聖
な
る
立
場
で
は
な
く
、
俗
な
る
迷
い
に
あ
る
衆
生
の
立
場
か
ら
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
降

の
「
其
れ
衆
生
位
に
在
る
を
以
て
の
故
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
衆
生
に
本

来
清
浄
な
面
が
あ
る
と
し
て
如
来
蔵
思
想
に
基
づ
き
「
如
来
蔵
心
」
な
の
だ
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
５
６

。

し
た
が
っ
て
最
初
に
衆
生
心
に
つ
い
て
「
法
体
を
出
だ
す
」
と
あ
る
の
は
、
衆
生
に
蔵
す
る
如
来
で
あ
る

真
如
を
法
体
と
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
如
来
蔵
心
の
中
に
和
合
と
不
和
合
の
二
義
を
説

き
、
そ
れ
が
随
染
の
衆
生
位
つ
ま
り
生
滅
門
に
約
し
た
場
合
を
そ
こ
に
含
む
と
す
る
５
７

。
こ
の
よ
う
な
解

説
は
法
蔵
『
義
記
』
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

三
種
と
も
衆
生
心
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
し
て
、
法
体
や
真
心
、
如
来
蔵
心
と
説
い
て
い
る
。
だ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
主
張
や
視
点
が
、
如
来
蔵
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
り
、
大
乗
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
り
と

異
な
っ
て
い
る
た
め
、
様
々
な
別
称
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
筆
者
の
見
解
で
は
、
慧
遠

の
『
義
疏
』
や
法
蔵
の
『
義
記
』
は
解
釈
分
以
降
の
内
容
を
取
り
込
み
す
ぎ
て
お
り
、
立
義
分
の
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
内
容
を
薄
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
元
暁
の
『
論
疏
』
の
理

解
の
方
が
『
起
信
論
』
理
解
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

   
 
 

第
四
項 

「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」
の
解
釈 

  

次
に
「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」
の
二
門
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。「
立
義
分
」
に
は
「
是
の
心
の
真

如
の
相
は
、
即
ち
摩
訶
衍
の
体
を
示
す
が
故
に
。
是
の
心
の
生
滅
因
縁
の
相
は
、
能
く
摩
訶
衍
の
自
体
と

相
と
用
を
示
す
が
故
に
。
」
と
説
い
て
い
た
。
以
下
、
注
釈
書
の
解
釈
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

ま
ず
慧
遠
の
『
義
疏
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

「
是
の
心
真
如
相
」
と
は
即
ち
第
九
識
な
り
。
第
九
識
は
是
れ
其
の
諸
法
の
体
の
故
に
。
故
に
「
即 

 
 

ち
摩
訶
衍
の
体
を
示
す
が
故
に
」
と
言
う
な
り
。「
是
の
心
生
滅
因
縁
相
」
と
は
是
れ
第
八
識
な
り
。 

第
八
識
は
是
れ
其
の
随
縁
転
変
し
て
染
縁
に
随
う
故
に
「
生
滅
因
縁
相
」
な
り
。「
何
を
以
て
知
る
」 

５
８

と
は
、
文
の
中
に
即
ち
「
摩
訶
衍
の
体
相
用
を
示
す
が
故
に
」
と
言
う
な
り
。
用
は
是
れ
正
義
な 

り
。
体
相
随
っ
て
来
る
。
一
心
の
中
に
於
て
絶
言
離
縁
な
る
を
第
九
識
と
な
し
、
随
縁
変
転
な
る
を 

是
れ
第
八
識
と
す
。
５
９ 

 

 

次
に
元
暁
の
『
論
疏
』
を
見
て
い
く
と
、 

  
 

「
是
の
心
真
如
」
と
言
う
は
、
総
じ
て
真
如
門
を
挙
ぐ
。
下
に
即
ち
一
法
界
以
下
の
文
を
起
こ
す
な 

り
。
次
に
「
相
」
と
言
う
は
、
是
れ
「
真
如
相
」
な
り
。
下
に
「
復
た
次
に
真
如
と
は
言
説
に
依
り 

て
分
別
す
る
に
二
種
有
り
」
以
下
の
文
を
起
こ
す
な
り
。「
是
の
心
生
滅
」
と
言
う
は
、
総
じ
て
生
滅 

門
を
挙
ぐ
。
下
に
「
如
来
蔵
に
依
る
が
故
に
生
滅
心
有
り
」
以
下
の
文
を
起
こ
す
。「
因
縁
」
と
言
う 

は
、
是
れ
「
生
滅
因
縁
」
な
り
。
下
に
「
復
た
次
に
生
滅
因
縁
」
以
下
の
文
を
起
す
な
り
。
次
に
「
相
」 

と
言
う
は
、
是
れ
「
生
滅
相
」
な
り
。
下
に
「
復
た
次
に
生
滅
と
は
」
以
下
の
文
を
起
す
な
り
。「
能 

く
摩
訶
衍
の
自
体
を
示
す
」
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
生
滅
門
内
の
本
覚
心
、
生
滅
の
体
、
生
滅
の
因 

な
り
。
是
の
故
に
生
滅
門
内
に
在
り
。
６
０ 
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と
あ
り
、
最
後
に
法
蔵
の
『
義
記
』
を
見
て
い
く
。 

  
 

心
は
染
浄
に
通
ず
。
大
乗
は
唯
だ
浄
な
り
。
如
何
が
此
の
心
能
く
大
乗
の
義
を
顕
す
や
。
又
た
云
く
。 

 
 

心
法
是
れ
一
な
り
。
大
乗
の
義
広
し
。
如
何
が
此
の
心
能
く
義
を
示
す
や
。
釈
意
に
云
く
。
大
乗
は 

 
 

浄
と
雖
も
、
相
用
は
必
ず
染
に
対
し
て
成
ず
る
故
に
。
今
「
生
滅
門
」
の
中
に
既
に
染
浄
を
具
含
す 

る
が
故
に
能
く
顕
す
な
り
。
染
を
廃
す
の
時
則
ち
浄
用
無
き
を
以
て
の
故
に
。
此
れ
初
意
を
釈
す
な 

り
。
又
た
心
法
は
一
と
雖
も
而
も
二
門
有
り
。「
真
如
門
」
の
中
に
大
乗
の
「
体
」
を
示
し
、
生
滅
門 

の
中
に
具
に
「
三
大
」
を
宗
と
す
。
（
中
略
）
何
が
故
に
「
真
如
門
」
の
中
に
は
「
即
示
」
と
云
い
、 

「
生
滅
門
」
の
中
に
は
「
能
示
」
と
云
う
と
は
、
真
如
は
是
れ
不
起
門
に
し
て
、
彼
の
所
顕
の
体
大 

と
異
相
有
る
こ
と
無
く
、
詮
旨
別
な
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
「
即
示
」
と
云
う
な
り
。（
中
略
）
生
滅 

は
是
れ
起
動
門
に
し
て
、
染
浄
既
に
異
な
り
、
詮
旨
又
た
分
ち
、
能
所
不
同
な
る
が
故
に
即
と
云
わ 

ざ
る
な
り
。
６
１ 

  

ま
ず
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
、
真
如
門
を
第
九
識
、
生
滅
門
を
第
八
識
と
す
る
。
真
如
門
を
諸
法
の
体
で

あ
る
か
ら
と
し
、
生
滅
門
を
染
縁
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
と
す
る
。
一
般
的
に
第
九
識
と
は
、
阿
摩
羅
識

と
い
わ
れ
、
第
八
識
と
は
阿
頼
耶
識
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
識
と
は
「
分
か
ち
知
る
こ
と
」
や
「
分

か
ち
知
る
も
の
」
と
い
う
。
前
者
は
分
別
・
判
断
・
認
識
の
作
用
を
指
す
。
後
者
は
分
別
・
判
断
・
認
識

す
る
主
体
と
し
て
の
心
を
指
す
。
瑜
伽
行
派
の
唯
識
法
相
教
学
で
は
、
六
識
に
末
那
識
（
第
七
識
）
、
阿
頼

耶
識
（
蔵
識
、
第
八
識
）
、
を
加
え
て
八
識
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
中
国
で
は
、
こ
れ
ら
に
阿
摩
羅
識
（
無

垢
識
、
第
九
識
）
を
加
え
て
九
識
説
を
唱
え
て
い
く
よ
う
で
あ
る
６
２

。
し
か
し
諸
経
論
で
も
一
貫
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
阿
頼
耶
識
の
他
に
立
て
る
識
と
し
て
第
九
識
と
す
る
も
の
、
第
八
識
そ
の
も
の
を
清

浄
で
あ
る
と
み
な
し
、
第
九
識
を
立
て
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
八
識
と
九
識
の
取
り
扱
い
に
注
意
が
必
要

で
あ
ろ
う
６
３

。 

 

で
は
阿
摩
羅
識
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
識
は
無
垢
識
や
清
浄
識
の
漢
訳
以
外
に
、
阿
摩
羅
識

や
阿
末
羅
や
菴
摩
羅
と
音
写
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
阿
摩
羅
識
の
意
味
は
、
無
垢
識
と
い
う
別

名
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
垢
で
あ
る
無
明
か
ら
離
れ
た
境
地
に
帰
し
た
識
を
い
う
。
典
籍
に
よ
っ

て
は
自
性
清
浄
心
と
い
っ
た
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
意
味
に
基
づ
く
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
理
解
を
前
述
の
慧
遠
の
『
義
疏
』
に
説
か
れ
る
九
識
説
に
応
用
す
れ
ば
、
無
垢
識
で
あ
り
自

性
清
浄
心
と
し
て
み
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
慧
遠
の
他
の
著
作
に
は
、『
義
疏
』
と
異
な
る
見
解
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
大
乗

義
章
』「
八
識
義
」
に
は
お
い
て
確
認
で
き
、「
二
諦
義
」
６
４

を
中
心
と
し
た
「
真
妄
依
持
説
」
が
説
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
『
大
乗
義
章
』
で
は
第
八
識
を
真
識
と
し
て
、
第
七
識
ま
で
妄
識
と
し
、
真
識
と
妄
識

が
相
互
に
依
っ
て
い
る
と
す
る
よ
う
で
あ
る
６
５

。
『
義
疏
』
の
二
門
理
解
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。 

 

次
に
、
元
暁
の
『
論
疏
』
は
、
解
釈
分
の
二
門
の
内
容
か
ら
立
義
分
と
対
応
す
る
も
の
を
あ
げ
て
解
説

し
て
い
る
。
真
如
門
を
大
乗
の
体
、
生
滅
門
を
自
体
あ
る
い
は
生
滅
の
体
と
す
る
理
解
を
示
す
。
こ
れ
は

真
如
門
の
体
を
真
如
と
す
る
の
に
対
し
て
、
生
滅
門
の
自
体
を
異
質
な
体
と
見
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。 最

後
に
、
法
蔵
の
『
義
記
』
は
、
二
門
の
関
係
を
「
起
」
と
「
不
起
」
の
二
種
の
観
点
よ
り
説
明
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
真
如
門
を
「
不
起
門
」
、
生
滅
門
を
「
起
動
門
」
と
し
、
文
字
通
り
、
真
如
門
は
何
者
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に
も
影
響
さ
れ
な
い
、
動
じ
な
い
真
如
の
み
、
体
の
み
の
世
界
と
す
る
。
生
滅
門
と
は
、
不
起
は
起
を
含

む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
如
で
あ
る
体
に
相
と
用
を
加
え
た
三
大
が
必
要
な
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
と
分

か
る
。
三
種
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
二
門
を
識
の
観
点
か
ら
解
説
し
て
お
り
、
真

如
門
を
阿
摩
羅
識
＝
清
浄
、
生
滅
門
を
阿
梨
耶
識
＝
染
浄
と
し
て
い
た
。
し
か
し
二
門
の
性
質
に
対
す
る

理
解
は
「
立
義
分
」
の
内
容
か
ら
逸
れ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。 

 

元
暁
の
『
論
疏
』
は
真
如
門
と
生
滅
門
の
内
容
を
解
釈
分
か
ら
確
認
し
て
い
る
の
み
で
特
徴
的
な
点
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
法
蔵
の
『
義
記
』
は
真
如
門
を
不
起
門
、
生
滅
門
を
起
動
門
と
す
る
。
起
動
門
の
中

に
和
合
と
不
和
合
の
二
通
り
の
あ
り
方
、
染
と
浄
が
あ
る
と
す
る
。
い
ず
れ
も
名
前
に
異
な
り
が
あ
る
だ

け
で
理
解
の
面
で
は
大
差
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
慧
遠
の
『
義
疏
』
の
み
心
識
説
を
も
と
に
解
説
し

て
い
る
の
は
他
の
二
種
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。
で
は
次
に
、
体
と
自
体
相
用
に
対
す
る
解

釈
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
確

認
し
た
い
（
先
に
挙
げ
た
説
と
別
の
箇
所
が
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
も
の
を
①
と
し
こ
れ
か
ら
あ
げ
る
も
の

を
②
と
す
る
）。 

  

①
染
縁
に
随
う
が
故
に
「
生
滅
因
縁
相
」
な
り
。「
何
を
以
て
知
る
」
と
は
、
文
の
中
に
「
即
ち
摩
訶
衍 

の
体
相
用
を
示
す
が
故
に
」
と
言
う
な
り
。
「
用
」
は
是
れ
正
義
な
り
。
「
体
相
」
随
っ
て
来
る
。
一 

心
の
中
に
於
て
絶
言
離
縁
な
る
を
第
九
識
と
な
し
、
随
縁
変
転
な
る
を
是
れ
第
八
識
と
す
。
６
６ 

  

②
心
真
如
門
、
猶
前
の
立
義
の
如
く
「
是
の
心
真
如
相
」
の
ご
と
く
な
り
。
心
生
滅
門
と
は
、
猶
前
の 

 
 

「
是
の
心
生
滅
因
縁
相
」
の
ご
と
く
な
り
。
是
の
心
体
の
義
、
衆
生
は
現
有
す
。
６
７ 

  

次
に
、
元
暁
の
『
論
疏
』
を
見
て
い
く
。 

  
 

「
能
く
摩
訶
衍
の
自
体
を
示
す
」
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
生
滅
門
内
の
本
覚
心
に
し
て
、
生
滅
の
体
、 

生
滅
の
因
な
り
。
是
の
故
に
生
滅
門
内
に
在
り
。
然
る
に
、
真
如
門
の
中
に
直
ち
に
大
乗
の
「
体
」 

と
言
い
、
生
滅
門
の
中
に
乃
ち
「
自
体
」
と
云
う
は
、
深
き
所
以
有
り
。
下
の
釈
の
中
に
至
り
て
、 

其
の
義
自
ら
顕
か
な
り
。「
相
用
」
と
言
う
は
、
二
義
を
含
有
す
。
一
に
は
能
く
如
来
蔵
の
中
の
無
量 

性
功
徳
相
を
示
す
は
、
即
ち
是
れ
相
大
の
義
な
り
。
又
た
如
来
蔵
の
不
思
議
業
用
を
示
す
は
、
即
ち 

是
れ
用
大
の
義
な
り
。
６
８ 

 

 

最
後
に
、
法
蔵
の
『
義
記
』
を
見
て
い
く
。 

  
 

何
の
故
に
真
如
門
の
中
に
直
ち
に
「
体
」
と
云
い
、
生
滅
門
の
中
に
乃
ち
「
自
の
体
」
等
と
云
う
と 

 
 

は
、
「
所
示
」
の
三
大
義
は
還
て
、
「
能
示
」
の
生
滅
門
の
中
に
在
る
を
以
て
、
別
外
に
非
ざ
る
を
顕 

 
 

す
故
に
自
と
云
う
な
り
。
問
う
、
真
如
は
是
れ
不
起
門
、
但
し
「
体
」
を
示
す
と
は
、
生
滅
は
是
れ 

起
動
門
、
応
に
唯
だ
「
相
用
」
を
示
す
べ
し
。
答
う
、
真
如
は
是
れ
不
起
門
、
不
起
は
必
ず
起
に
由 

り
て
立
た
ず
。
起
有
る
こ
と
無
き
に
由
る
が
故
に
、
所
以
に
唯
だ
「
体
」
を
示
す
。
生
滅
は
是
れ
起 

動
門
、
起
は
必
ず
不
起
に
頼
り
、
起
は
不
起
を
含
む
。
故
に
起
の
中
に
「
三
大
」
を
具
す
。
６
９ 

  

ま
ず
慧
遠
の
『
義
疏
』
で
は
、
生
滅
門
の
自
体
・
相
・
用
に
つ
い
て
、「
摩
訶
衍
の
体
相
用
」
と
「
心
体
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の
義
、
衆
生
に
現
有
す
。
」
と
説
き
、
「
自
」
の
語
を
登
場
さ
せ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
恐
ら
く
『
義

疏
』
は
、
自
が
生
滅
門
そ
の
も
の
（
立
場
を
あ
ら
わ
す
意
味
）
だ
と
理
解
し
て
お
り
「
自
」
に
つ
い
て
特

別
に
意
識
さ
せ
た
読
み
込
み
は
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
考
え
る
。 

 

次
に
元
暁
の
『
論
疏
』
で
は
、
「
摩
訶
衍
の
自
体
を
示
す
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
生
滅
門
内
の
本
覚
心
」

と
あ
る
よ
う
に
、
生
滅
門
の
自
体
が
本
覚
心
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
も
以
降
に
注
目
す
れ
ば
「
生

滅
の
体
、
生
滅
の
因
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
自
」
に
つ
い
て
は
明
確
な
説
明
が
な
く
、
終
始
「
自
体
」

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
元
暁
の
『
論
疏
』
は
、
二
門
の
立
場
を
区

別
す
る
意
味
で
「
自
」
を
見
て
お
り
『
義
疏
』
同
様
に
格
別
な
読
み
込
み
は
無
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

最
後
に
、
法
蔵
の
『
義
記
』
で
は
、「
自
」
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
注
釈
書
と
明
ら
か
に
相
違
す
る
見
解

を
示
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
自
の
体
相
用
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
判
断
で
き

る
。
他
の
注
釈
書
に
は
確
認
で
き
な
い
も
の
で
、「
自
」
を
解
説
し
な
が
ら
「
生
滅
門
の
中
に
在
る
を
以
て
」

と
、
生
滅
門
で
あ
る
と
は
っ
き
り
と
解
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

三
種
と
も
『
起
信
論
』
所
説
の
自
体
・
相
・
用
の
自
を
生
滅
門
の
領
域
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
共
通
し

て
い
た
。
だ
が
自
が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
で
は
、
摩
訶
衍
の
体
相
用
や
衆
生
現
有

と
説
き
、
生
滅
門
そ
の
も
の
と
す
る
。
元
暁
の
『
論
疏
』
も
「
自
体
」
の
説
明
と
し
て
生
滅
門
で
あ
り
本

覚
心
と
説
い
て
い
た
。
し
か
し
法
蔵
の
『
義
記
』
の
み
「
自
」
と
は
生
滅
門
に
他
な
ら
な
い
と
説
い
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
自
」
に
つ
い
て
は
『
義
記
』
の
み
「
自
の
体
相
用
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。
で
は
何
故
、
法
蔵
の
『
義
記
』
は
そ
の
よ
う
な
理
解
を
し
た
の
か
。
以
上
に
つ
い
て
吉
津
宜

英
の
指
摘
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。 

  
 

法
蔵
疏
で
は
生
滅
門
に
体
・
相
・
用
の
三
大
す
べ
て
を
含
む
こ
と
が
縷
々
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

 
 

生
滅
門
の
中
で
阿
梨
耶
識
の
本
覚
こ
そ
は
真
如
体
大
で
あ
る
か
ら
、
相
・
用
に
加
え
て
体
大
も
存
在 

 
 

す
る
と
い
う
。（
中
略
）
法
蔵
は
起
と
不
起
で
説
明
す
る
。
真
如
門
は
不
起
門
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
体 

 
 

大
真
如
だ
け
を
説
け
ば
よ
い
が
、
生
滅
門
は
起
動
門
で
あ
り
、
起
は
不
起
に
頼
る
。
す
な
わ
ち
起
は 

 
 

不
起
を
含
む
か
ら
、
生
滅
門
に
は
体
大
も
加
え
た
三
大
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。（
中
略
）
そ
の
解
明 

 
 

の
鍵
は
法
蔵
の
『
華
厳
五
教
章
』
が
与
え
て
く
れ
る
。（
中
略
）
法
蔵
は
『
起
信
論
』
の
心
生
滅
門
に 

 
 

三
大
あ
り
、
三
身
あ
り
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
身
に
真
如
の
常
住
性
と
生
滅
の
無
常
性
が
付 

 
 

随
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
強
調
し
、
し
か
も
『
華
厳
経
』
に
比
べ
る
と
無
碍
円
融
観
を
欠
い
て
い
る
こ 

 
 

と
を
述
べ
た
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
中
国
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
を
重
ん
じ
る
が
、
そ
の
影
響 

 
 

を
受
け
す
ぎ
て
い
る
日
本
の
訳
注
者
た
ち
の
解
釈
に
は
異
議
を
唱
え
、『
起
信
論
』
本
来
の
教
義
の
解 

 
 

明
を
目
指
し
た
い
と
思
う
。
７
０ 

  

吉
津
説
は
、
法
蔵
が
『
華
厳
五
教
章
』
の
内
容
に
基
づ
い
て
、『
起
信
論
』
を
読
み
解
い
て
い
る
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
蔵
が
、
真
如
・
法
身
の
常
住
性
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
、
そ

の
理
解
に
基
づ
い
て
『
起
信
論
』
を
観
察
し
、
本
来
、
真
如
門
が
体
大
で
あ
り
、
生
滅
門
は
相
大
と
用
大

の
み
で
あ
る
の
に
、
同
門
に
体
大
を
加
え
て
三
大
を
認
め
た
と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

た
し
か
に
吉
津
の
指
摘
は
説
得
力
の
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
も
『
起
信
論
』
の
修
行
道
論
は
生
滅

門
か
ら
真
如
門
を
目
指
す
内
容
で
あ
る
か
ら
、
真
如
門
を
最
終
到
達
地
で
あ
る
法
身
・
彼
岸
と
す
れ
ば
そ

の
よ
う
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
筆
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
に
内
在
す
る
如
来
蔵
の
基
盤
を
法

身
・
真
如
で
あ
る
と
見
れ
ば
、
生
滅
門
の
な
か
に
も
法
身
・
真
如
の
存
在
、
す
な
わ
ち
体
大
を
求
め
な
く
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て
は
成
り
立
た
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
解
釈
分
以
降
に
お
い
て
、
体
大
と
相
大
を

合
わ
せ
て
法
身
と
す
る
説
の
存
在
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
の
他
に
も
、『
起
信
論
』
の
三
身
説
に

つ
い
て
、
別
の
箇
所
に
は
、
色
心
不
二
の
法
身
が
報
身
と
し
て
顕
現
し
、
衆
生
（
修
行
者
）
の
心
識
に
応

じ
て
教
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
も
三
大
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
７
１

。 

 

つ
ま
り
上
記
の
説
は
真
如
門
を
果
位
、
生
滅
門
を
因
位
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
仏
身
の
役
割
に
つ
い
て
も
生
滅
門
に
三
大
を
説
く
の
は
、
本
来
、
法
身
が
直
接
説
法
し
な
い
の

が
、
報
身
と
応
身
の
二
身
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
（
修
行
者
）
の
教
化
を
目
的
と
し
て
い
る
と
理

解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
体
大
で
あ
る
法
身
＝
真
如
を
切
り
離
し
、
相
大
と
用
大
の
二
大
の
み
だ
け
を
登

場
さ
せ
る
と
、
色
心
不
二
の
法
身
が
不
在
と
な
る
た
め
、
報
身
と
応
身
は
活
動
で
き
ず
、
そ
の
存
在
も
成

し
得
な
い
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
筆
者
は
、
相
大
と
用
大
だ
け
生
滅
門
に

お
い
て
説
か
れ
る
の
は
、
相
大
が
三
身
と
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
説
明
で
き
な
い
点
の
み
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
今
後
議
論
さ
れ
る
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

   
 
 

第
五
項 

「
三
大
」
解
釈 

  

次
に
義
の
体
大
・
相
大
・
用
大
の
三
大
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
再
度
、「
立
義
分
」
の
内
容
を
確
認
し
た

い
。 

  
 

言
う
所
の
義
と
は
、
即
ち
三
種
有
り
。
云
何
が
三
と
な
す
。
一
に
は
体
大
、
謂
く
一
切
法
の
真
如
は 

 
 

平
等
に
し
て
増
減
せ
ざ
る
が
故
に
。
二
に
は
相
大
、
謂
く
如
来
蔵
は
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が 

 
 

故
に
。
三
に
は
用
大
、
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
の
善
の
因
果
を
生
ず
る
が
故
に
。
一
切
の
諸
仏 

 
 

の
本
と
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
に
。
一
切
の
菩
薩
も
皆
な
此
の
法
に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
に
。 

  

こ
れ
に
対
応
す
る
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
の
解
釈
を
見
る
と
該
当
す
る
箇
所
が
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
問
題

に
は
触
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
７
２

。
次
に
、
元
暁
の
『
論
疏
』
の
解
釈
を
見
て
い
く
。
そ
れ
に
は
、 

  
 

体
大
と
は
真
如
門
に
在
り
、
相
用
の
二
大
は
生
滅
門
に
在
る
。
生
滅
門
の
内
に
亦
た
自
体
有
り
。
但 

 
 

し
体
は
相
に
従
う
を
以
て
、
故
に
別
に
説
か
ざ
る
な
り
。
７
３ 

 

と
あ
り
、
最
後
に
、
法
蔵
の
『
義
記
』
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
二
門
の
解
釈
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
順

に
分
析
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
元
暁
の
『
論
疏
』
は
、
体
大
を
真
如
門
、
相
大
・
用
大
を
生
滅
門
に
対
応

す
る
と
説
い
て
い
る
。
た
だ
し
生
滅
門
に
も
自
体
が
あ
る
が
こ
れ
は
「
相
」
に
随
う
と
す
る
。
お
そ
ら
く

『
論
疏
』
は
、『
起
信
論
』
が
体
大
と
相
大
を
合
わ
せ
て
法
身
と
す
る
説
を
意
識
し
た
解
釈
を
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
本
質
的
に
体
大
と
相
大
を
不
離
と
捉
え
て
い
る
が
、
義
の
三
大
義
を
二
門
に
配
当
す
る
こ
と

を
考
え
た
結
果
、
上
記
の
よ
う
な
説
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
吉
津
説
と
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
二
門
の
体
と
自
体
相
用
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

次
に
法
蔵
の
『
義
記
』
は
、
三
大
を
生
滅
門
で
あ
る
と
し
、
真
如
門
に
は
「
直
体
」
と
あ
る
よ
う
に
、

た
だ
体
の
み
が
あ
り
真
如
門
に
は
相
大
と
用
大
を
含
ま
な
い
と
、
明
確
に
体
大
と
相
大
、
用
大
を
切
り
離

し
た
見
解
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
義
の
三
大
と
い
う
の
は
生
滅
門
の
自
体
相
用
を
指
示
し
た
説
だ



第二編『釈摩訶衍論』における「三十三法門」   第一章 

 

221 

 

と
理
解
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

   
 

ま
と
め 

  

以
上
、「
立
義
分
の
位
置
」・「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
に
対
す
る
三
種
注
釈
書
の
理

解
を
取
り
上
げ
比
較
を
試
み
た
。
結
果
、
三
種
と
も
『
起
信
論
』
立
義
分
の
構
造
を
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
を
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
は
立
義
分
の
説
か
ら
で
あ

っ
た
り
、
解
釈
分
の
内
容
か
ら
で
あ
っ
た
り
と
、
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

三
種
の
中
で
特
に
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
が
立
義
分
の
立
場
を
心
識
説

や
機
根
論
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
三
大
説
に
つ
い
て
、
法
蔵
の
『
義
記
』
の
み
が
「
自
の
体
相
用
」

と
読
ん
で
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
三
大
そ
の
も
の
を
二
門
に
い
か
に
配

当
す
る
の
か
で
見
方
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
言

及
を
さ
け
て
お
り
、
元
暁
の
『
論
疏
』
で
は
体
大
を
真
如
門
、
相
大
と
用
大
を
生
滅
門
と
し
、
法
蔵
の
『
義

記
』
で
は
三
大
と
は
生
滅
門
で
あ
り
、
真
如
門
は
体
大
の
み
で
相
大
と
用
大
を
含
ま
れ
な
い
と
し
て
い
た
。 

 

第
二
章
な
ら
び
第
三
章
で
は
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
『
釈
論
』
の
立
義
分
解
釈
の
際
、
適
宜
比
較

の
た
め
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
『
釈
論
』
が
三
種
の
見
解
を
受
容
し
て
い
る
可
能

性
や
異
な
る
主
張
し
て
い
る
か
が
明
確
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

１ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
次
説
立
義
分
。
摩
訶
衍
者
総
説
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
法
。
二
者
義
。

所
言
法
者
謂
衆
生
心
。
是
心
則
摂
一
切
世
間
法
出
世
間
法
。
依
於
此
心
顕
示
摩
訶
衍
義
。
何
以
故
。
是
心

真
如
相
即
示
摩
訶
衍
体
故
。
是
心
生
滅
因
縁
相
能
示
摩
訶
衍
自
体
相
用
故
。
所
言
義
者
則
有
三
種
。
云
何

為
三
。
一
者
体
大
謂
一
切
法
真
如
平
等
不
増
減
故
。
二
者
相
大
謂
如
来
蔵
具
足
無
量
性
功
徳
故
。
三
者
用

大
能
生
一
切
世
間
出
世
間
善
因
果
故
。
一
切
諸
仏
本
所
乗
故
。
一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地
故
。」
な
お
、

「
自
体
相
用
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
五
頁
下
）
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
「
自
の
体
相
用
」
と
い
っ
た
読
み

方
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
『
起
信
論
』
の
書
き
下
し
方
で
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
の
『
起
信
論
』

を
参
考
と
し
た
。
そ
こ
で
は
「
自
体
と
相
と
用
」
と
あ
る
。
筆
者
の
読
み
と
相
違
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。 

２ 

柏
木
弘
雄
「
『
大
乗
起
信
論
』
に
お
け
る
法
と
義
」「
『
起
信
論
』
に
お
け
る
「
大
乗
」「
摩
訶
衍
」
の
用

語
例
は
、
仏
教
に
お
け
る
ダ
ル
マ
の
語
義
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
幅
広
い
用
例
に
近
い
と
考
え
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
「
法
」
の
語
義
は
「
大
乗
」
よ
り
も
遥
か
に
広
い
が
、
と
く
に
『
起
信
論
』
に
お
い
て
「
法
」

と
「
大
乗
・
摩
訶
衍
」
の
語
義
は
、
教
理
概
念
と
し
て
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら

も
、『
起
信
論
』
に
見
ら
れ
る
「
大
乗
・
摩
訶
衍
」
の
語
義
を
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
区
分
し
て
し
ま

う
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
適
切
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
大
乗
・
摩
訶
衍
」
の
語
の
含
む
多
様
性
を
保
存

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
起
信
論
説
が
独
自
の
形
式
を
通
じ
て
展
開
す
る
種
々
の
立
場
と
関
連
し
て
「
大

乗
・
摩
訶
衍
」
の
用
例
が
理
解
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
と
関
連
し
て
『
起
信
論
』
に
お
け
る
「
法
」
の
意
味

が
理
解
せ
ら
れ
る
。
」
（『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
七
年
、
三
〇
五
頁―

三
〇
六
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
。 

３ 

「
同
右
」
（『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
七
年
）
に
は
、
「
総
説
」
を
総
摂
さ
せ
る

意
味
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
、
四

四
八
頁
）
に
は
、『
起
信
論
』
の
「
法
」
と
「
義
」
は
、
法
体
と
名
義
も
し
く
は
義
理
と
い
う
よ
う
に
解
釈

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

４ 

竹
村
牧
男
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
八
年
、
九
三
頁―

九
四
頁
） 
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５ 

『
同
右
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
八
年
、
九
四
頁
）
竹
村
は
「
『
起
信
論
』
の
法
・
義
は
、
法
体
と

名
義
も
し
く
は
義
理
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
法
が
教
法
の
意
で
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

後
に
法
を
衆
生
心
で
示
す
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
起
信
論
』
の
新
機
軸
と
見
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

６ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
一
切
諸
仏
本
所
乗
故
。
一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地
故
」（
大
正
蔵
三
二
、

五
七
五
頁
下―

五
七
六
頁
上
） 

７ 

『
同
右
』
巻
一
「
謂
摩
訶
衍
略
有
二
種
。
有
法
及
法
。」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
四
頁
中
） 

８ 

柏
木
弘
雄
『
新
国
訳
大
蔵
経 
大
乗
起
信
論
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
五
七
一
頁
）
柏
木
は
Ｐ

本
（
真
諦
訳
）
に
お
け
る
「
法
・
義
」
の
言
語
は
む
し
ろ







と






で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う

指
摘
を
紹
介
し
て
い
る
。 

９ 

『
起
信
論
』
以
外
の
論
書
で
「
衆
生
」
に
つ
い
て
「
自
性
清
浄
心
」
と
説
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。『
究

竟
一
乗
宝
性
論
』
巻
四
（
大
正
蔵
三
一
、
八
三
七
頁
上
）
や
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
十
四
（
大
正
蔵
三
一
、

二
五
九
頁
下
）
等
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
衆
生
と
い
う
迷
え
る
凡
夫
の
心
と
は
本
来
清
浄
な
心
で
あ
る

と
す
る
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
起
信
論
』
巻
一
に
は
、
「
衆
生
」
と
は
「
自
性
清
浄
心
」
で
あ

る
と
表
現
し
て
い
る
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
六
頁
下
）。
同
論
巻
一
の
別
の
箇
所
に
は
、
「
一
心
」
に
つ
い

て
も
「
法
身
如
来
之
蔵
」
と
説
い
て
い
る
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
九
頁
上
）
。 

１
０ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
所
言
法
者
謂
衆
生
心
。
是
心
則
摂
一
切
世
間
法
出
世
間
法
。
依
於
此
心
顕

示
摩
訶
衍
義
。」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
五
頁
下
） 

１
１ 

竹
村
牧
男
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
三
年
、
九
八
頁―

一
〇
一
頁
） 

１
２ 

平
川
彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
Ⅰ
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
） 

１
３ 

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
二
、
三
四
三
頁
上
） 

１
４ 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
十
（
大
正
蔵
九
、
四
六
五
頁
下
） 

１
５ 

『
大
方
等
大
集
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
三
、
四
頁
上
） 

１
６ 

こ
の
他
に
、
衆
生
心
で
は
な
く
類
似
す
る
も
の
に
「
衆
生
界
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
そ
の
点
に
注
目

し
て
衆
生
界
と
の
関
係
を
『
不
増
不
減
経
』
の
説
を
参
照
し
つ
つ
探
っ
て
み
る
。『
起
信
論
』
で
は
衆
生
心

の
別
名
と
し
て
一
法
界
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
真
如
門
の
説
示
に
お
い
て
「
一
法
界
大
総
相
法
門
の
体
」

と
説
く
箇
所
に
登
場
す
る
。
生
滅
門
の
説
示
に
も
一
法
界
を
指
す
「
法
界
一
相
」
の
語
が
説
か
れ
て
い
る
。

『
不
増
不
減
経
』
に
つ
い
て
は
す
で
に
高
崎
直
道
の
指
摘
が
あ
る
（
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
春
秋
社
、
一

九
七
八
年
、
七
五
頁―

七
八
頁
）
。
こ
れ
は
衆
生
と
法
身
が
同
じ
だ
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
『
不
増
不
減

経
』
で
は
衆
生
界
を
「
第
一
義
諦
」
、「
如
来
蔵
」
、「
法
身
」
、「
不
生
不
滅
法
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
（
『
仏

説
不
増
不
減
経
』
巻
一
、
大
正
蔵
十
六
、
四
六
七
頁
上―

中
）
。
そ
こ
で
は
衆
生
界
を
第
一
義
諦
と
真
諦
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
経
の
衆
生
界
と
は
衆
生
の
界
、
衆
生
の
本
質
を
意
味
し
て
い
る
。
衆

生
に
あ
る
本
質
が
法
身
で
も
あ
り
不
生
不
滅
法
で
あ
り
如
来
蔵
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
如
来
蔵
の

語
が
あ
る
と
お
り
、
如
来
蔵
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
同
経
の
説
と
『
起
信
論
』
の
説
示
を
比
較
す

れ
ば
、『
起
信
論
』
で
説
く
真
如
門
の
真
如
が
法
身
で
あ
り
、
生
滅
門
の
登
場
す
る
如
来
蔵
も
ま
た
一
法
界

そ
し
て
法
身
と
結
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
真
如
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

１
７ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
三
七
頁―

四
三
八
頁
）
筆
者
も
そ

の
よ
う
に
理
解
し
た
い
。 

１
８ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
三
四
頁―

四
四
二
頁
）
、
柏
木
は

「
心
の
本
性
を
論
じ
る
と
い
う
立
場
か
ら
「
衆
生
心
」
を
か
く
取
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
と
く
に
明
言

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。（
中
略
）
衆
生
の
「
心
」
を
、
凡
夫
・
二
乗
・
菩
薩
・
仏
の
境
位
に
一
貫
す
る

平
等
、
無
差
別
性
の
線
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
衆
生
」
と
「
心
」
の
関
係
を
示
す
一
例
と
し
て
「
菩
薩
」
の
語
義
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
「b

o
d

h
i ―

citta
―

sa
ttv

a

の
関
連
に
お
い
て
、「
菩
薩
」
の
語
義
解
釈
が
仏
性
の
思
想
や
如
来

蔵
の
思
想
と
結
合
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
」
と
論
じ
て
い
る
。 
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１
９ 
『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二 

五
七
九
頁
上
） 

２
０ 

『
同
右
』
巻
一
「
是
心
真
如
相
、
即
示
摩
訶
衍
体
故
。
是
心
生
滅
因
縁
相
、
能
示
摩
訶
衍
自
体
相
用

故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
五
頁
下
） 

２
１ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
六
頁
上
） 

２
２ 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
注
『
新
国
訳
大
蔵
経 

仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五

年
、
四
二
八
頁
） 

２
３ 

宇
井
伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
一
七
七
頁
）
、
一
方
で

平
川
彰
は
『
大
乗
起
信
論
』
に
お
い
て
「
自
の
体
と
相
と
用
」
と
読
ん
で
い
る
。（
『
大
乗
起
信
論
』
大
蔵

出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
五
八
頁
） 

２
４ 

吉
津
宜
英
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
九
四
頁―

九
五
頁
） 

２
５ 

『
同
右
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
九
七
頁
） 

２
６ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
復
次
、
真
如
自
体
相
者
、
一
切
凡
夫
、
声
聞
、
緣
覚
、
菩
薩
、
諸
仏
、
無

有
増
減
、
非
前
際
生
、
非
後
際
滅
、
畢
竟
常
恒
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
九
頁
上
）
、『
起
信
論
』
で
は
「
真

如
自
体
相
用
」
と
説
示
さ
れ
て
い
る
。 

２
７ 

吉
津
宜
英
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
一
頁
）
図
示
さ
れ
た
も
の
を
参

照
し
た
。 

２
８ 

『
同
右
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
十
八
頁
） 

２
９ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
所
言
義
者
則
有
三
種
。
云
何
為
三
。
一
者
体
大
謂
一
切
法
真
如
平
等
不
増

減
故
。
二
者
相
大
謂
如
来
蔵
具
足
無
量
性
功
徳
故
。
三
者
用
大
能
生
一
切
世
間
出
世
間
善
因
果
故
。
」
（
大

正
蔵
三
二 

五
七
五
下
） 

３
０ 

平
川
彰
『
大
乗
仏
教
の
教
理
と
教
団
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
、
二
五
六
頁―

二
五
七
頁
）
、
柏
木

弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
七
九
頁―

四
九
〇
頁
） 

３
１ 

吉
津
宜
英
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』
「
こ
の
体
用
論
は
中
国
仏
教
の
中
枢
的
な
考
え
方
と
言
っ
て
よ
い
。

『
起
信
論
』
の
三
大
も
慧
遠
の
手
に
か
か
れ
ば
、
直
ぐ
に
体
用
論
と
な
る
。
体
用
論
は
身
体
に
手
足
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
（
用
）
を
す
る
と
い
う
分
か
り
や
す
い
譬
喩
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
説
明
と

し
て
は
理
解
し
や
す
い
。
あ
ま
り
に
も
体
と
用
の
関
係
が
濃
密
で
、
因
果
論
の
よ
う
に
実
践
論
が
入
り
込

む
隙
間
が
な
い
。
」（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
五
頁―

一
二
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、

た
だ
単
に
相
が
な
い
だ
け
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
柏
木
説
に
よ
れ
ば
「
第
一
に
、
思

弁
の
範
疇
と
し
て
の
体
用
の
概
念
が
、
唐
以
前
の
儒
教
的
な
、
あ
る
い
は
儒
教
以
外
で
も
中
国
固
有
の
文

献
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
純
粋
に
中
国
起
源
の
も
の
で
あ
る
と
す

る
こ
と
に
は
根
拠
が
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
し
か
る
に
、
体
用
の
概
念
は
中
国
ふ
う
な
思
弁

に
は
非
常
に
な
じ
み
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
中
国
思
想
は
い
わ
ば
本
来
的
に
、
あ
る
い
は
潜
在
的
に
、
体

用
思
想
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
こ
こ
で
は
ま
ず
注

目
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
と
り
上
げ
よ
う
と
す
る
「
体
・
相
・
用
」
の
三
大
説
も
、
そ
れ
が
起
信
論
の

独
創
的
な
教
理
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
起
信
論
疏
に

お
け
る
も
っ
と
も
根
本
的
な
立
場
の
詮
表
に
媒
介
の
役
割
を
果
た
す
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
も
、
本
研

究
が
し
ば
し
ば
強
調
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
右
の
ご
と
き
体
用
概
念
の
一
つ
の
発
展
形
態

と
し
て
、
仏
教
を
含
む
中
国
思
想
一
般
の
思
弁
の
範
疇
と
し
て
も
、
ま
こ
と
に
な
じ
み
や
す
い
適
応
性
を

も
つ
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
仏
教
側
の
問
題
と
し
て
、
体
用
の
論
理
が
思
弁
の
範

疇
と
し
て
中
国
仏
教
思
想
に
よ
う
や
く
一
般
化
し
つ
つ
あ
っ
た
六
世
紀
後
半
に
、
と
く
に
「
相
大
」
の
語

に
よ
っ
て
、
実
体
に
た
い
す
る
属
性
の
概
念―

と
く
に
如
来
蔵
の
観
念
を
め
ぐ
っ
て
種
々
に
論
じ
つ
く
さ

れ
て
き
た
緒
属
性―

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
体
用
思
想
が
包
括
し
得
る
思
弁
、
思
考
の
領

域
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
充
実
す
る
契
機
を
与
え
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
」
（
柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論

の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
七
九
頁―

四
八
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
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３
２ 
赤
沼
智
善
『
仏
教
教
理
之
研
究
』
（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
五
四
〇
頁
） 

３
３ 

平
川
彰
『
大
乗
仏
教
の
教
理
と
教
団
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
、
二
六
五
頁
） 

３
４ 

『
十
地
経
論
』「
大
勝
者
。
有
三
種
大
。
一
智
大
二
業
大
三
彼
二
住
功
徳
大
。
」（
大
正
蔵
二
六
、
一
八

四
頁
上―

中
） 

３
５ 

赤
沼
が
指
摘
し
て
い
た
『
菩
薩
地
持
経
』、
『
瑜
伽
師
地
論
』
、
『
顕
揚
聖
教
論
』
の
三
種
に
つ
い
て
簡

単
に
述
べ
る
と
、
『
菩
薩
地
持
経
』
に
は
、
大
乗
に
七
種
の
義
を
説
く
（
『
菩
薩
地
持
経
』
巻
八
、
大
正
蔵

三
十
、
九
三
七
頁
中
）
。
そ
の
七
種
と
は
、
法
大
・
心
大
・
解
大
・
浄
心
大
・
衆
具
大
・
時
大
・
得
大
で
あ

る
。
七
種
の
中
、
得
大
以
外
の
前
六
種
に
つ
い
て
因
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
。
得
大
に
つ
い
て
は
、
果
の

側
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
、『
瑜
伽
師
地
論
』
に
は
、
法
大
性
・
発
心
大
性
・
勝
解
大
性
・
増
上
意
楽
大
性
・

資
糧
大
性
・
時
大
性
・
円
証
大
性
と
七
種
を
説
く
（
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
六
、
大
正
蔵
三
十
、
五
四
八
頁

下
）
。
円
証
大
性
以
外
の
六
種
を
因
の
立
場
、
円
証
大
性
を
六
種
の
果
で
あ
る
と
説
く
。
こ
れ
も
『
菩
薩
地

持
経
』
と
変
わ
ら
な
い
。
法
大
性
、
発
心
大
性
、
勝
解
大
性
、
時
大
性
は
『
菩
薩
地
持
経
』
の
法
大
、
心

大
、
解
大
、
時
大
と
名
前
と
意
味
合
い
が
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
語
も
、
表
現
は
異
な
る
が
意
味
は

同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
顕
揚
聖
教
論
』
も
大
乗
に
七
種
の
義
を
説
い
て
い
る
（
『
顕
揚
聖
教
論
』

巻
八
、
大
正
蔵
三
十
、
五
二
〇
頁
下
）
。
大
性
・
発
心
大
性
・
勝
解
大
性
・
意
楽
大
性
・
資
糧
大
性
・
時
大

性
・
成
満
大
性
で
あ
る
。『
菩
薩
地
持
経
』
や
『
瑜
伽
師
地
論
』
と
比
べ
て
多
少
の
名
前
の
差
異
は
あ
る
も

の
の
、
内
容
も
大
差
な
い
よ
う
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
三
種
と
も
七
種
の
義
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
を

三
大
の
内
、
用
大
と
比
較
す
る
と
、
用
大
で
は
善
の
因
果
を
出
生
す
る
と
あ
る
。
類
似
性
を
感
じ
る
が
、

用
大
と
は
も
と
も
と
体
大
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
七
大
説
の
よ
う
に
七
種
の
中
に
因
と
果
に
区

別
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
三
大
を
別
個
に
分
類
す
る
と
い
っ
た
説
も
な
か
っ
た
点
も
指
摘
で
き
る
。

三
大
と
は
何
か
し
ら
接
点
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
合
致
す
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。 

３
６ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
、
四
八
五
頁―
四
八
七
頁
） 

３
７ 

竹
村
牧
男
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
三
年
、
一
一
二
頁
） 

３
８ 

『
起
信
論
』
は
依
用
し
て
い
る
典
籍
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
な
い
た
め
判
断
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。 

３
９ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
、
二
三
頁―

四
八
頁
）
、
竹
村
牧
男
『
大

乗
起
信
論
読
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
三
年
、
一
頁―

三
頁
） 

４
０ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
）
、
竹
村
牧
男
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』（
山

喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
三
年
）、
玉
城
康
四
郎
「
大
乗
起
信
論
の
根
本
問
題
」（
『
止
観
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
）、
吉
津
宜
英
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
、
諸
氏
の
論
考
を
参
照
し

た
。 

４
１ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
「
一
者
序
分
。
二
者
従
立
義
分
以
去
立
正
宗
分
。
三
者
従
勧
修
利
益
分

以
去
伝
持
末
代
分
論
」
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
七
頁
中
） 

４
２ 

『
起
信
論
疏
』
巻
一
「
因
縁
分
。
非
無
所
以
。
而
造
論
端
。
智
者
所
為
。
先
応
須
知
故
。
立
義
分
者
。

因
縁
既
陳
。
宜
立
正
義
。
若
不
略
立
。
不
知
宗
要
故
。
解
釈
分
者
。
立
宗
既
略
。
次
応
広
弁
。
若
不
開
釈
。

義
理
難
解
故
。
修
行
信
心
分
者
。
依
釈
起
信
。
必
応
進
修
。
有
解
無
行
。
不
合
論
意
故
。
勧
修
利
益
分
者
。

雖
示
修
行
信
心
法
門
。
薄
善
根
者
不
肯
造
修
。
故
挙
利
益
。
勧
必
応
修
。
故
言
勧
修
利
益
分
也
」（
大
正
蔵

四
四
、
二
〇
四
頁
下
） 

４
３ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
一
「
説
有
五
分
。
云
何
為
五
。
一
者
因
縁
分
。
列
名
中
。
一
言
不
自
起
製

必
有
由
。
名
為
因
縁
。
章
別
余
段
故
称
為
分
。
二
者
立
義
分
。
二
由
致
既
興
。
次
略
標
綱
要
。
令
物
生
信
。

故
名
立
義
分
。
三
者
解
釈
分
。
三
宗
要
既
略
。
次
宜
広
釈
令
其
生
解
。
故
云
解
釈
分
。
四
者
修
行
信
心
分
。

四
釈
既
生
解
。
次
宜
依
解
起
行
。
有
解
無
行
。
是
所
不
応
。
故
有
修
行
信
心
分
。
五
者
勧
修
利
益
分
。
五

雖
示
行
儀
。
鈍
根
懈
慢
。
次
宜
挙
益
勧
修
。
故
有
勧
修
利
益
分
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
四
八
頁
下
） 

４
４ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
「
謂
上
中
下
。
以
上
根
故
説
立
義
分
。
為
中
根
故
説
解
釈
分
。
為
下
根

故
説
修
行
信
心
分
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
八
頁
下
） 

４
５ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
三
「
謂
依
菩
薩
従
初
正
信
発
心
。
観
察
若
証
法
身
。
得
少
分
知
乃
至
菩
薩
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究
竟
地
不
能
。
尽
知
唯
仏
窮
了
。
菩
薩
従
初
正
信
等
者
。
十
信
之
初
創
発
心
時
。
即
観
本
識
自
性
縁
起
因

果
之
体
。
得
成
正
信
。
故
摂
論
中
約
彼
本
識
説
云
。
菩
薩
初
起
応
先
観
諸
法
如
実
因
縁
。
此
之
謂
也
。
三

賢
位
中
意
言
比
観
。
故
云
観
察
。
地
上
証
之
未
窮
。
故
云
少
分
。
以
其
但
覚
住
相
不
覚
生
相
故
。
如
来
四

相
俱
了
故
。
得
窮
源
也
。
何
以
故
下
釈
深
所
以
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
六
六
頁
下
） 

４
６ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
信
成
就
発
心
者
依
何
等
人
。
修
何
等
行
。
得
信
成
就
堪
能
発
心
。
所
謂
依

不
定
聚
衆
生
。
有
熏
習
善
根
力
故
。
信
業
果
報
。
能
起
十
善
。
厭
生
死
苦
。
欲
求
無
上
菩
提
。
得
値
諸
仏
。

親
承
供
養
修
行
信
心
。
経
一
万
劫
信
心
成
就
故
。
諸
仏
菩
薩
教
令
発
心
。
或
以
大
悲
故
。
能
自
発
心
。
或

因
正
法
欲
滅
。
以
護
法
因
縁
。
能
自
発
心
。
如
是
信
心
成
就
得
発
心
者
入
正
定
聚
。
畢
竟
不
退
。
名
住
如

来
種
中
正
因
相
応
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
〇
頁
中
） 

４
７ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
五
頁
下―

五
七
六
頁
上
）
。
こ
こ
で
は
「
立
義
分
」
全
体

の
箇
所
を
示
し
、
以
降
の
注
は
省
略
す
る
。 

４
８ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
「
摩
訶
言
大
。
衍
是
言
乗
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
八
頁
下
） 

４
９ 

『
同
右
』
巻
一
「
所
言
乗
者
運
載
為
義
。」
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
五
頁
中
） 

５
０ 

『
起
信
論
疏
』
巻
一
「
大
是
当
法
之
名
。
広
苞
為
義
。
乗
是
寄
喻
之
稱
。
運
載
為
功
。
」
（
大
正
蔵
四

四
、
二
〇
二
頁
中―

下
） 

５
１ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
一
「
大
者
。
当
体
為
目
。
包
含
為
義
。
乗
者
就
喻
為
稱
。
運
載
為
功
。」（
大

正
蔵
四
四
、
二
四
五
頁
中
）、
一
方
で
前
述
に
あ
げ
た
『
起
信
論
疏
』
と
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
説
示
の

書
き
下
し
に
つ
い
て
竹
村
牧
男
の
指
摘
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。『
大
乗
起
信
論
義
記
』
に
お
け
る
従
来

の
読
み
で
あ
る
、
「
当
体
を
目
と
為
し
、
包
含
を
義
と
為
す
」
に
つ
い
て
、
『
起
信
論
疏
』
の
説
に
由
来
す

る
も
の
と
分
析
し
、
「
体
に
当
っ
て
」
と
読
む
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
竹
村
説
で
は
、『
起
信
論

疏
』
の
読
み
が
本
来
、「
大
は
是
れ
法
に
当
る
の
名
な
り
」
と
読
む
も
の
で
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
『
大
乗

起
信
論
義
記
』
は
「
当
体
」
と
は
読
ま
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
以
後
の
注
釈

家
が
「
当
体
」
と
い
う
熟
語
と
し
て
い
る
点
が
問
題
に
な
る
と
結
論
付
け
て
い
る
（
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
八
年
、
二
三
頁―

二
四
頁
）。 

５
２ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
「
謂
衆
生
心
者
。
以
法
受
生
。
名
為
衆
生
。
此
是
就
凡
。
若
通
言
之
衆

法
合
生
名
為
衆
生
。
此
是
通
聖
。
心
者
是
其
三
聚
法
中
。
簡
色
無
作
是
心
法
也
。
此
心
即
是
有
命
中
実
故

名
真
心
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
九
頁
上
） 

５
３ 

『
起
信
論
疏
』
巻
一
「
初
中
所
言
法
者
謂
衆
生
心
者
。
自
体
名
法
。
今
大
乗
中
一
切
諸
法
皆
無
別
体
。

唯
用
一
心
為
其
自
体
。
故
言
法
者
謂
衆
生
心
也
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
〇
六
頁
上
） 

５
４ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
一
「
初
衆
生
心
者
。
出
其
法
体
。
謂
如
来
蔵
心
含
和
合
不
和
合
二
門
。
以

其
在
於
衆
生
位
故
。
若
在
仏
地
。
則
無
和
合
義
。
以
始
覚
同
本
。
唯
是
真
如
。
即
当
所
顕
義
也
。
今
就
随

染
衆
生
位
中
故
。
得
具
其
二
種
門
也
。
」（
大
正
蔵
四
四
、
二
五
〇
頁
下
） 

５
５ 

元
暁
の
他
の
注
釈
書
に
は
、「
今
、
大
乗
中
の
一
切
諸
法
皆
な
自
体
無
し
、
並
び
に
一
心
を
用
う
る
を

其
の
自
体
と
な
す
。
故
に
法
と
言
う
は
謂
く
衆
生
心
な
り
。
」
と
あ
り
、
『
起
信
論
疏
』
と
相
違
し
て
い
る

（
『
大
乗
起
信
論
別
記
』
巻
一
、
大
正
蔵
四
四
、
二
二
六
頁
下
）
。 

５
６ 

玉
城
康
四
郎
「
大
乗
起
信
論
の
根
本
問
題
」
（
『
止
観
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
一
五
六

頁
）
、
玉
城
は
「
こ
こ
に
い
う
一
心
と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
や
や
先
の
箇
所
で
、
『
起
信
論
』

な
か
の
「
一
心
法
に
依
っ
て
二
種
の
門
あ
り
。
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
一
心
と
は
如
来
蔵
と
名
づ
く
。
」

と
い
っ
て
い
る
所
か
ら
見
る
と
、
右
の
一
心
も
如
来
蔵
と
解
し
て
い
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
衆
生
心
を
直
ち
に
如
来
蔵
と
見
る
こ
と
は
け
っ
し
て
『
起
信
論
』
の
趣
旨
で
は
あ
る
ま
い
。
」
と
分
析

し
て
い
る
。 

５
７ 

本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
）「
釈
論
の
立
義
分
解
釈
」（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
年
、
五
五
頁―

五

六
頁
）
、
本
多
は
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
に
お
け
る
「
二
門
」
に
つ
い
て
、「
『
義
記
』
は
「
衆
生
心
」
を
「
如

来
蔵
心
」
と
し
、
「
如
来
蔵
心
」
に
和
合
・
不
和
合
の
二
義
を
示
し
、「
生
滅
門
」
に
約
し
た
場
合
の
み
に

「
和
合
・
不
和
合
」
の
二
義
を
生
じ
、「
和
合
」
が
「
世
間
」
、「
不
和
合
」
が
「
出
世
間
法
」
を
摂
し
て
い
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る
と
い
う
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
山
下
善
永
「
釈
摩
訶
衍
論
の
立
義
分
解
釈
」（
『
智

山
学
報
』
四
三
、
一
九
九
四
年
、
一
五
七
頁―

一
六
五
頁
）
、
「
こ
こ
で
は
法
体
で
あ
る
衆
生
心
が
仏
地
に

対
し
て
因
位
に
あ
る
こ
と
を
二
門
（
和
合
門→

生
滅
門
、
不
和
合
門→

真
如
門
）
の
う
ち
、
特
に
生
滅
門

に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
染
浄
の
）
和
合
の
義
の
有
無
に
よ
り
解
釈
し
て
お
り
、
」
と
述
べ
て
い
る
。 

５
８ 

こ
の
部
分
に
関
し
て
『
大
乗
起
信
論
』
で
は
「
何
以
故
」
と
あ
る
が
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
で
は
「
何

以
知
」
と
あ
り
異
な
っ
て
い
る
。
表
記
が
異
な
っ
た
経
緯
は
分
か
ら
な
い
。 

５
９ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
「
是
心
真
如
相
者
即
是
第
九
識
。
第
九
識
是
其
諸
法
体
故
。
故
言
即
示

摩
訶
衍
体
故
也
。
是
心
生
滅
因
縁
相
者
是
第
八
識
。
第
八
識
是
其
随
縁
転
変
随
染
縁
故
生
滅
因
縁
相
也
。

何
以
知
者
。
文
中
言
即
示
摩
訶
衍
体
相
用
故
也
。
用
是
正
義
。
体
相
随
来
。
於
一
心
中
絶
言
離
縁
為
第
九

識
。
随
縁
変
転
是
第
八
識
。」
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
九
頁
上
） 

６
０ 

『
起
信
論
疏
』
巻
一
「
言
是
心
真
如
者
。
総
挙
真
如
門
。
起
下
即
是
一
法
界
以
下
文
也
。
次
言
相
者
。

是
真
如
相
。
起
下
復
次
真
如
者
依
言
説
分
別
有
二
種
以
下
文
也
。
言
是
心
生
滅
者
。
総
挙
生
滅
門
。
起
下

依
如
来
蔵
故
有
生
滅
心
以
下
文
。
言
因
縁
者
。
是
生
滅
因
縁
。
起
下
復
次
生
滅
因
縁
以
下
文
也
。
次
言
相

者
。
是
生
滅
相
。
起
下
復
次
生
滅
者
以
下
文
也
。
言
能
示
摩
訶
衍
自
体
者
。
即
是
生
滅
門
内
之
本
覚
心
。

生
滅
之
体
。
生
滅
之
因
。
是
故
在
於
生
滅
門
内
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
〇
六
頁
上―

中
） 

６
１ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
一
「
心
通
染
浄
。
大
乗
唯
浄
。
如
何
此
心
能
顕
大
乗
之
義
。
又
云
。
心
法

是
一
。
大
乗
義
広
。
如
何
此
心
能
示
於
義
。
釈
意
云
。
大
乗
雖
浄
。
相
用
必
対
染
成
故
。
今
生
滅
門
中
。

既
具
含
染
浄
。
故
能
顕
也
。
以
廃
染
之
時
則
無
浄
用
故
。
此
釈
初
意
也
又
心
法
雖
一
。
而
有
二
門
。
真
如

門
中
示
大
乗
体
。
生
滅
門
中
具
宗
三
大
。（
中
略
）
何
故
真
如
門
中
云
即
示
。
生
滅
門
中
云
能
示
者
。
以
真

如
是
不
起
門
。
与
彼
所
顕
体
大
無
有
異
相
。
詮
旨
不
別
故
。
云
即
示
也
。（
中
略
）
生
滅
是
起
動
門
。
染
浄

既
異
。
詮
旨
又
分
。
能
所
不
同
故
不
云
即
也
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
五
〇
頁
下
） 

６
２ 

水
野
弘
元
『
仏
教
要
語
の
基
礎
知
識
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
、
一
三
二
頁―
一
三
八
頁
）
、
ま
た
、

勝
又
俊
教
『
仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
〇
年
）
に
は
心
識
説
に
つ
い
て

網
羅
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。 

６
３ 

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典 

縮
刷
版
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
、
十
八
頁
、
二
三
頁
、
二
七
頁
） 

６
４ 

『
大
乗
義
章
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
四
、
四
八
二
頁
下―

四
八
五
頁
中
） 

６
５ 

『
同
右
』
巻
三
（
大
正
蔵
四
四
、
五
三
三
頁
上
、
五
四
〇
頁
中
） 

６
６ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
九
頁
上
） 

６
７ 

『
同
右
』
巻
一
「
心
真
如
門
。
猶
前
立
義
是
心
真
如
相
也
。
心
生
滅
門
者
。
猶
前
是
心
生
滅
因
縁
相

也
。
是
心
体
義
衆
生
現
有
。」
（
大
正
蔵
四
四
、
一
八
〇
頁
上
） 

６
８ 

『
起
信
論
疏
』
巻
一
「
言
能
示
摩
訶
衍
自
体
者
。
即
是
生
滅
門
内
之
本
覚
心
。
生
滅
之
体
。
生
滅
之

因
。
是
故
在
於
生
滅
門
内
。
然
真
如
門
中
直
言
大
乗
体
。
生
滅
門
中
乃
云
自
体
者
。
有
深
所
以
。
至
下
釈

中
。
其
義
自
顕
也
。
言
相
用
者
含
有
二
義
。
一
者
能
示
如
来
蔵
中
無
量
性
功
徳
相
。
即
是
相
大
義
。
又
示

如
来
蔵
不
思
議
業
用
。
即
是
用
大
義
也
。」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
〇
六
頁
中
） 

６
９ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
一
「
何
故
真
如
門
中
直
云
体
。
生
滅
門
中
乃
云
自
体
等
者
。
以
所
示
三
大

義
還
在
能
示
生
滅
門
中
。
顕
非
別
外
。
故
云
自
也
。
問
真
如
是
不
起
門
。
但
示
於
体
者
。
生
滅
是
起
動
門
。

応
唯
示
於
相
用
。
答
真
如
是
不
起
門
。
不
起
不
必
由
起
立
。
由
無
有
起
故
。
所
以
唯
示
体
。
生
滅
是
起
動

門
。
起
必
頼
不
起
。
起
含
不
起
。
故
起
中
具
三
大
。
」（
大
正
蔵
四
四
、
二
五
〇
頁
下―

二
五
一
頁
上
） 

７
０ 

吉
津
宜
英
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
九
六
頁―

九
七
頁
）
ま
た
、
法
蔵
の

理
解
を
図
示
し
た
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
同
著
、
一
三
八―

一
三
九
）
。 

７
１ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
問
曰
。
若
諸
仏
法
身
離
於
色
相
者
。
云
何
能
現
色
相
。
答
曰
。
即
此
法
身

是
色
体
故
。
能
現
於
色
。
所
謂
従
本
已
来
色
心
不
二
。
以
色
性
即
智
故
色
体
無
形
。
説
名
智
身
。
以
智
性

即
色
故
。
説
名
法
身
遍
一
切
処
。
所
現
之
色
無
有
分
斉
。
随
心
能
示
十
方
世
界
。
無
量
菩
薩
無
量
報
身
。

無
量
荘
厳
各
各
差
別
。
皆
無
分
斉
而
不
相
妨
。
此
非
心
識
分
別
能
知
。
以
真
如
自
在
用
義
故
。」
（
大
正
蔵

三
二
、
五
七
九
頁
下
） 
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７
２ 
玉
城
康
四
郎
「
大
乗
起
信
論
の
根
本
問
題
」
（
『
止
観
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
一
五
八

頁
） 

７
３ 

『
起
信
論
疏
』
巻
一
「
体
大
者
在
真
如
門
。
相
用
二
大
在
生
滅
門
。
生
滅
門
内
亦
有
自
体
。
但
以
体

従
相
。
故
不
別
説
也
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
〇
六
頁
中
） 
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第
二
章 

「
三
十
三
法
門
」
の
検
討 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
で
は
、『
釈
論
』
の
「
三
十
三
法
門
」
に
つ
い
て
六
つ
の
観
点
よ
り
検
討
を
加
え
る
。
従
来
の
研
究

で
は
、『
釈
論
』
の
「
立
義
分
」
に
対
す
る
特
異
な
解
釈
に
つ
い
て
主
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

本
研
究
で
は
そ
の
点
を
鑑
み
、「
立
義
分
」
解
釈
の
全
体
像
を
把
握
す
る
目
的
か
ら
、
基
本
的
な
情
報
を
整

理
し
、
適
宜
、
従
来
説
を
批
判
的
に
検
証
し
な
が
ら
、
新
た
な
知
見
を
呈
示
し
た
い
。
以
下
ま
ず
そ
の
検

討
内
容
を
列
挙
し
、
順
次
解
説
を
加
え
る
。 

  

①
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
視
点 

 

②
「
三
十
三
法
門
」
の
概
要 

 

③
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
訓
読
の
特
徴
と
解
釈 

 

④
「
三
十
三
法
門
」
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
論
師 

―

吉
蔵
と
智
儼
と
の
接
点―

 

 

⑤
「
立
義
分
」
解
釈
で
説
か
れ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」 

 

⑥
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
「
根
本
摩
訶
衍
」 

 

一
つ
目
は
、
立
義
分
と
三
十
三
法
門
の
双
方
の
立
場
や
性
質
に
つ
い
て
、
如
意
宝
珠
を
譬
喩
と
し
て
用

い
た
説
に
注
目
し
そ
こ
か
ら
考
察
を
試
み
た
い
。
二
つ
目
は
、『
釈
論
』
が
立
義
分
を
ど
の
よ
う
な
視
点
に

基
づ
き
、
三
十
三
法
門
を
導
入
し
て
い
る
か
、
三
十
三
法
門
の
概
要
を
説
く
内
容
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。 

三
つ
目
は
、
『
釈
論
』
の
立
義
分
の
読
み
に
つ
い
て
、
『
起
信
論
』
の
も
の
と
ど
の
よ
う
に
相
違
し
類
似

し
て
い
る
の
か
を
比
較
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
一
般
的
な
『
起
信
論
』
立
義
分
の
読
み
を
挙
げ
た
上
で
『
釈

論
』
の
も
の
と
比
較
し
相
違
点
を
確
認
す
る
方
法
を
採
用
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
検
討
を
行
う
た
め
に
は
、

『
釈
論
』
が
立
義
分
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
、
三
十
三
法
門
の
説
示
か
ら
拾
い
上
げ
復
元
す
る

必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
に
対

す
る
、
『
釈
論
』
の
解
釈
に
つ
い
て
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
と
比
較
し
整
理
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
る
。 

四
つ
目
は
、
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
の
他
に
、
「
三
十
三
法
門
」
の
構
想
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う

論
師
に
つ
い
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
と
智
儼
（
六
〇
二
～
六
六
八
）

の
説
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。
五
つ
目
は
、『
釈
論
』
が
立
義
分
を
解
釈
し
て
説
く
内
容
に
「
不
二
摩
訶
衍

法
」
と
い
う
法
が
登
場
す
る
。
こ
の
法
は
三
十
三
法
門
の
中
で
も
独
特
な
世
界
観
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
一
体
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
り
属
性
で
境
界
を
意
図
し
て
説
か
れ
た
の
か
、
先
行
研
究
を
適
宜
参
照
し

つ
つ
述
べ
た
い
。
六
つ
目
は
、「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
「
根
本
摩
訶
衍
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
、
同

一
や
不
同
と
見
て
お
り
結
論
が
出
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
「
三
十
三
法
門
」
の
問
答
説
示
か
ら
検
討
を
加

え
、
双
方
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

   
 

第
二
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
視
点 

  

そ
れ
で
は
ま
ず
一
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。『
釈
論
』
は
立
義
分
に
対
す
る
視
点
に
つ
い
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て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

如
意
宝
珠
は
唯
し
是
れ
一
な
り
と
雖
も
、
而
も
一
切
の
諸
宝
の
根
本
た
り
。
摩
訶
衍
の
法
は
唯
し
是 

 
 

れ
一
な
り
と
雖
も
、
而
も
恒
沙
の
法
門
の
体
性
た
り
。
重
威
の
大
竜
の
乃
し
受
用
す
る
所
、
利
根
の 

 
 

智
者
の
乃
し
領
解
す
る
所
な
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
第
二
に
立
義
分
を
立
つ
。 

摩
尼
宝
蔵
は
無
量
の
万
宝
を
備
う
と
雖
も
、
而
も
千
重
の
門
を
開
き
て
群
竜
の
了
知
す
る
所
な
り
。 

大
乗
の
本
法
は
無
辺
の
千
の
義
を
円
に
す
る
と
雖
も
、
而
も
別
釈
し
散
説
し
て
鈍
根
の
分
明
す
る
所 

な
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
第
三
に
解
釈
分
を
立
つ
。
１ 

  

以
上
の
内
容
か
ら
、『
釈
論
』
は
、
利
根
の
智
者
に
ふ
さ
わ
し
い
「
立
義
分
」
の
教
え
を
諸
宝
の
根
本
の

章
と
し
、
一
方
で
「
解
釈
分
」
は
鈍
根
の
者
に
対
し
て
、
別
に
解
説
を
加
え
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
章

で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
立
義
分
」
と
い
う
章
は
、
大
乗
に
お
け
る
悟
り
の
世
界
そ
の
も
の

を
総
体
的
に
象
徴
し
、
か
た
や
「
解
釈
分
」
と
い
う
章
は
、
悟
り
の
世
界
の
一
部
を
解
釈
し
開
示
し
た
に

す
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
内
容
で
興
味
深
い
の
は
、
立
義
分
の
解
説
に
は
如
意
宝
珠
、
解
釈
分
の
解
説
に
は
摩
尼
宝
蔵
が

登
場
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
以
上
の
「
如
意
宝
珠
」
と
「
摩
尼
宝
蔵
」
と
い
う
用
語
に
注
目
し

た
い
。
ま
ず
、
前
者
の
内
容
で
は
如
意
宝
珠
が
唯
一
の
摩
訶
衍
法
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
大
乗

の
本
法
と
同
一
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
筆
者
は
、『
釈
論
』
の
立
義
分
に
対
す
る
視
点

を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
『
釈
論
』
は
、
如
意
宝
珠

と
摩
訶
衍
法
の
二
種
に
対
し
て
「
諸
宝
の
根
本
」
や
「
法
門
の
体
性
」
と
表
現
し
て
い
た
よ
う
に
絶
対
性

を
意
味
す
る
、
唯
一
無
二
の
価
値
が
あ
る
と
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
絶
対
的
価
値
の
宝
で
あ
る

法
か
ら
利
根
や
鈍
根
の
衆
生
の
た
め
に
、
宝
に
譬
え
ら
れ
る
教
法
を
ま
る
で
妙
薬
を
雨
ふ
ら
す
が
ご
と
く

出
生
す
る
と
『
釈
論
』
は
主
張
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
。 

で
は
、
利
根
や
鈍
根
の
教
法
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
が
前
述
の
「
而
も
恒
沙
の
法

門
の
体
性
た
り
」
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
は
「
法
」
や
「
門
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宝
＝

法
が
法
門
の
根
源
（
体
性
）
で
あ
る
と
明
か
し
て
お
り
、
ま
さ
に
法
門
思
想
を
予
想
さ
せ
る
。
で
は
こ
の

法
門
と
い
う
の
は
何
か
。
筆
者
は
、
立
義
分
の
解
釈
で
説
か
れ
る
三
十
三
法
門
、
厳
密
に
は
、
こ
こ
で
登

場
す
る
「
法
門
」
と
「
体
性
」
の
立
場
は
異
な
る
の
で
、
三
十
二
法
門
を
指
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

「
体
性
」
と
い
う
の
が
宝
で
あ
る
摩
訶
衍
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
法
門
の
体
性
」
と
は
、
摩
訶
衍
の
宝
で
あ
る
法
と
教
法
が
一
括
り
と
し
て
表
記
さ

れ
た
「
三
十
三
法
門
」
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
不
二
摩
訶
衍

法
と
三
十
二
法
門
の
立
場
を
上
記
の
如
意
宝
珠
説
と
摩
訶
衍
説
に
置
き
換
え
て
い
る
の
で
は
と
予
想
し
て

い
る
。『
釈
論
』
で
は
、
そ
の
「
体
性
」
と
す
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
頂
点
と
す
る
三
十
三
法
門
の
構
造
が
あ

り
、
そ
の
な
か
に
『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
「
摩
訶
衍
」
・
「
衆
生
心
」
・
「
二
門
」
・
「
三
大
」
を
何
か
し

ら
組
み
込
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
想
定
で
き
る
。
そ
の
点
は
次
節
で
徐
々
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

序
論
に
お
い
て
、
那
須
政
隆
が
不
二
摩
訶
衍
法
を
如
意
宝
珠
と
す
る
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
２

、
筆
者
も
那
須
説
は
合
理
的
な
見
解
で
あ
る
と
考
え
る
。
で
は
な
ぜ
『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍

法
を
法
身
や
仏
と
言
わ
ず
、
如
意
宝
珠
と
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
先
行
研
究
で
は
不

二
摩
訶
衍
法
の
性
質
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
た
。
以
下
に
要
約
す
る
と
、 
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吉
田
宏
晢
説 

 

不
二
摩
訶
衍
法
を
悟
り
の
主
体
性
、
唯
仏
与
仏
の
世
界
の
開
示
と
す
る
説
３ 

 

柏
木
弘
雄
説 

 

三
十
二
法
門
を
仏
が
衆
生
の
た
め
に
説
い
た
法
門
で
あ
る
説
４ 

 

本
多
隆
仁
説 

 

不
二
摩
訶
衍
法
が
真
実
そ
の
も
の
の
あ
り
方
と
す
る
説
５ 

 

遠
藤
純
一
郎
説 

不
二
摩
訶
衍
法
を
法
体
そ
の
も
の
と
す
る
説
６ 

 

石
井
公
成
説 

 
不
二
摩
訶
衍
法
を
諸
仏
の
根
源
と
す
る
説
７ 

 

と
あ
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
本
質
に
つ
い
て
積
極
的
に
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら

の
見
解
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、『
釈
論
』
上
に
詳
し
い
記
述
が
見
出
し
に
く
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
ゆ
え

に
見
解
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
筆
者
の
立
場
を
あ
ら
か
じ
め
述
べ
る
と
、

本
多
説
に
近
い
が
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
は
法
身
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
踏
み
込
ん
で
言
う
と
、「
法
身
説

法
説
」
を
根
底
に
お
い
て
い
る
仏
身
観
で
あ
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
研
究
を

通
し
て
徐
々
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
ま
で
を
三
種
注
釈
書
の
見
解
と
比
較
す
る
と
、
『
釈
論
』

で
は
利
根
や
鈍
根
の
説
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
暁
の
『
論
疏
』
が
上
中
下
の
機
根
で
説
明
す
る
論

法
を
応
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

し
か
し
、
三
種
注
釈
書
と
決
定
的
に
相
違
す
る
の
は
、『
釈
論
』
は
明
確
に
摩
訶
衍
の
法
を
如
意
宝
珠
に

譬
え
ら
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
て
、
三
十
三
法
門
を
主
張
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
本
論
で
あ
る
『
起
信

論
』
自
体
に
説
か
な
い
独
自
の
世
界
観
を
打
ち
出
し
て
い
る
点
は
、
注
釈
書
の
域
を
超
え
よ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
て
し
ま
い
、
比
較
し
づ
ら
い
と
言
え
る
。『
釈
論
』
の
「
立
義
分
」
の
位
置
を
確
認
で
き

た
と
こ
ろ
で
、
次
節
で
は
「
三
十
三
法
門
」
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。 

   
 

第
三
節 

「
三
十
三
法
門
」
の
概
要 

  

『
釈
論
』
は
立
義
分
の
解
釈
の
冒
頭
に
お
い
て
、
三
十
三
法
門
の
概
要
を
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
立
義
分
が
中
の
法
門
の
名
数
に
、
総
じ
て
三
十
三
種
の
差
別
有
り
。
云
何
が
三
十
三 

 
 

の
差
別
と
な
す
。
い
わ
ゆ
る
十
六
の
所
入
の
本
法
と
、
十
六
の
能
入
の
門
と
、
及
び
不
二
摩
訶
衍
、 

 
 

各
差
別
す
る
が
故
に
。
何
が
故
に
摩
訶
衍
、
十
六
種
と
な
る
や
。
根
本
摩
訶
衍
の
中
に
八
種
を
開
く 

 
 

が
故
に
。
一
心
法
界
と
三
大
義
の
中
に
、
各
二
種
を
開
く
が
故
に
。
何
が
故
に
能
入
門
、
十
六
種
と 

 
 

な
る
や
。
一
心
法
界
と
及
び
三
大
義
と
に
各
二
種
な
る
が
故
に
。
或
は
各
二
種
の
門
を
開
く
が
故
に
。 

 
 

是
れ
を
名
づ
け
て
本
数
と
な
す
。
已
に
法
数
を
説
け
り
、
次
に
当
に
別
釈
す
べ
し
。
８ 

  

『
釈
論
』
は
、
立
義
分
の
な
か
に
三
十
三
の
差
別
が
あ
る
の
だ
と
説
明
し
て
い
く
。
こ
の
三
十
三
の
差

別
と
い
う
の
が
、
当
初
よ
り
述
べ
て
き
た
三
十
三
法
門
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
わ
け
は
十
六
能
入
門
と

十
六
所
入
法
と
不
二
摩
訶
衍
法
を
合
わ
せ
た
三
十
三
種
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
詳
し
く
三
十
二
法
門
の
内
部
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
十
六
能
入
門
の
門
と
十
六
所

入
法
の
法
と
は
何
か
述
べ
る
と
、
引
用
文
に
は
、「
能
入
門
」
と
「
所
入
法
」
と
い
う
名
前
が
あ
る
よ
う
に
、

文
字
通
り
「
能
所
」
の
関
係
に
あ
る
法
門
な
の
だ
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
門
で
あ
る
入
口
の
意
味
と
理
解

さ
れ
、
法
は
入
口
の
先
に
あ
る
到
達
点
・
教
え
に
よ
っ
て
得
た
法
・
境
界
と
考
え
ら
れ
る
。
各
十
六
門
よ

り
各
十
六
法
へ
と
修
行
し
法
を
獲
得
す
る
構
造
な
の
で
あ
る
。 
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次
に
、
三
十
二
法
門
が
「
一
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
見
て
い
く
。

そ
こ
に
関
連
す
る
説
と
い
う
の
が
、
先
の
「
一
心
法
界
と
及
び
三
大
義
と
に
各
二
種
な
る
が
故
に
。」
の
部

分
に
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
衆
生
心
・
三
大
か
ら
二
種
ず
つ
開
く
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
衆
生
心
と
体

相
用
の
三
大
の
各
四
種
を
二
種
ず
つ
開
い
て
、
計
八
種
が
あ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
釈
論
』

は
衆
生
心
と
体
相
用
を
八
種
の
法
に
組
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、「
二
門
」
に
つ
い
て
は
「
或
は
二
種
の
門
を
開
く
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」

を
指
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
真
如
門
と
生
滅
門
か
ら
衆
生
心
・
三
大
の
各
四
種
の
門
が
そ

れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
前
重
と
後
重
を
合
わ
せ
て
計
十
六
種
の
能
入
門
が
建
立
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、『
釈
論
』
は
真
如
門
の
一
心
・
体
大
・
相
大
・
用
大
の
八
法
と
八
門
、
生
滅
門
の
一
心
・
体
大
・
相

大
・
用
大
の
八
法
と
八
門
が
存
在
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
は
、
三
十
二
種
の
法
と
門
に
つ
い
て
、「
一
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
と
い
う
素

材
を
独
自
の
視
点
で
組
み
込
む
こ
と
で
、
三
十
二
法
門
の
内
の
、
十
六
法
と
十
六
門
の
数
に
振
り
分
け
て

い
く
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
以
上
の
内
容
だ
け
で
は
法
門
上
で
ど
の
よ
う
な
優
劣
や
差
別
、
属

性
が
あ
る
か
に
つ
い
て
ま
で
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い
。
加
え
て
、『
起
信
論
』
で
は
生
滅
門
に
三
大
を
認
め

て
は
い
る
も
の
の
、
真
如
門
に
は
体
大
の
み
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
『
釈
論
』
は
言
及
し
て
い
な
い
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
今
度
は
、
三
十
二
法
門
が
「
一
心
」
・
「
二
門
」
・
「
三
大
」
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し

て
い
る
の
か
視
点
を
変
え
、
法
の
名
前
か
ら
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
先
の
引
用
文
に
は
、「
根

本
摩
訶
衍
」
よ
り
八
種
の
差
別
、
い
わ
ゆ
る
八
種
法
（
前
重
）
を
開
く
と
説
か
れ
て
い
た
。
残
り
の
八
種

法
（
後
重
）
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
く
、『
起
信
論
』
の
「
衆
生
心
」・「
体
大
」・「
相
大
」・「
用
大
」
の
四

種
か
ら
各
二
法
を
展
開
さ
せ
八
法
と
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
示
す
通
り
前
重
の
摩

訶
衍
（
⑴
～
⑻
）
と
後
重
の
摩
訶
衍
（
➀
～
➇
）
の
各
八
種
法
は
す
べ
て
「
一
心
」
や
「
三
大
」
の
名
前

を
冠
し
た
も
の
や
、
そ
れ
ら
を
応
用
さ
せ
た
も
の
、
さ
ら
に
は
、「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」
の
属
性
を
意

識
さ
せ
て
説
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
で
は
ま
ず
「
根
本
摩
訶
衍
」
の
八
法
（
前
重
）
か
ら
列
挙
し
確

認
す
る
こ
と
に
し
た
い
９

。 

 

 

⑴
一
体
一
心
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

真
如
門
（
衆
生
心
） 

 
 

⑵
三
自
一
心
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
滅
門
（
衆
生
心
） 

 
 

⑶
無
量
無
辺
諸
法
差
別
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍…

…
…

生
滅
門
（
体 

大
） 

 
 

⑷
寂
静
無
雑
一
味
平
等
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍…

…
…

真
如
門
（
体 

大
） 

 
 

⑸
如
来
蔵
功
徳
相
大
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
滅
門
（
相 

大
） 

 
 

⑹
具
足
性
功
徳
相
大
摩
訶
衍…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

真
如
門
（
相 

大
） 

 
 

⑺
能
生
一
切
世
間
因
果
用
大
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…

生
滅
門
（
用 

大
） 

 
 

⑻
能
生
一
切
出
世
間
善
因
果
用
大
摩
訶
衍…

…
…
…
…

真
如
門
（
用 

大
） 

  

⑴
と
⑵
に
は
「
一
心
」
、
⑶
と
⑷
に
は
「
体
大
」
、
⑸
と
⑹
に
は
「
相
大
」
、
⑺
と
⑻
に
は
「
用
大
」
の
名

前
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
各
二
種
の
法
の
名
前
を
よ
く
見
る
と
、
真
如
門
と
生
滅
門
に
示
さ
れ
る
立
場
、

い
わ
ゆ
る
真
諦
と
俗
諦
の
よ
う
な
表
現
も
確
認
で
き
る
。
一
例
を
示
す
と
、
⑴
と
⑵
で
は
、「
一
体
」
と
「
三

自
」
が
あ
り
、
前
者
は
真
如
門
で
示
さ
れ
る
「
体
大
」
、
後
者
は
生
滅
門
で
示
さ
れ
る
「
自
体
相
用
」
を
「
三

自
」
と
表
記
し
て
い
る
。『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
で
説
く
真
如
門
に
体
大
、
生
滅
門
に
三
大
と
す
る
内
容

を
反
映
さ
せ
た
よ
う
に
も
判
断
で
き
る
。
加
え
て
、
⑴
と
⑵
の
み
真
如
門
と
生
滅
門
の
順
番
が
異
な
っ
て
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い
る
。 

 

こ
の
他
に
も
、
⑶
と
⑷
に
つ
い
て
言
う
と
、
前
者
で
は
俗
諦
の
世
界
を
想
起
さ
せ
る
「
差
別
」
の
語
が

あ
り
、
さ
ら
に
体
大
ま
で
登
場
し
て
い
る
。
後
者
の
方
で
は
、
真
諦
の
世
界
を
表
現
さ
せ
る
意
味
の
「
平

等
」
の
語
が
確
認
で
き
、
こ
こ
で
も
体
大
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
⑺
と
⑻
の
「
世
間
」

と
「
出
世
間
」
に
も
確
認
で
き
る
。
で
は
、
も
う
一
方
の
後
重
の
八
法
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
１
０

。 

  
 

➀
一
体
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

真
如
門
（
衆
生
心
） 

 
 

➁
自
体
自
相
自
用
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
滅
門
（
衆
生
心
） 

 
 

➂
無
量
無
辺
諸
法
差
別
不
増
不
減
摩
訶
衍…

…
…
…
…

生
滅
門
（
体 

大
） 

 
 

➃
寂
静
無
雑
一
味
平
等
不
増
不
減
摩
訶
衍…

…
…
…
…

真
如
門
（
体 

大
） 

 
 

➄
如
来
蔵
功
徳
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
滅
門
（
相 

大
） 

 
 

➅
具
足
性
功
徳
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

真
如
門
（
相 

大
） 

 
 

➆
能
生
一
切
世
間
因
果
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…
…
…

生
滅
門
（
用 

大
） 

 
 

➇
能
生
一
切
出
世
間
善
因
果
摩
訶
衍…

…
…
…
…
…
…

真
如
門
（
用 

大
） 

  

前
重
の
八
法
と
後
重
の
八
法
の
名
前
を
比
較
す
る
と
、
や
は
り
名
前
に
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
や
や

前
重
の
摩
訶
衍
法
を
簡
略
に
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。「
衆
生
心
」
や
「
相
大
」
や
「
用
大
」
が
登
場
し
な

い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
先
の
⑴
と
⑵
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
➀
と
➁
の
順
番
が
異
な
っ

て
お
り
、
特
別
な
法
則
が
あ
る
よ
う
見
え
る
が
、
恐
ら
く
、『
起
信
論
』
の
随
文
解
釈
を
す
る
過
程
で
真
如

門
と
生
滅
門
の
順
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
と
も
か
く
、『
起
信
論
』
で
説
く
と
こ
ろ
の
、「
体
大
」・「
相
大
」
・

「
用
大
」
の
三
大
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」
の
二
門
の
属
性
に
対
応
さ
せ
た
法

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

「
三
十
三
法
門
」
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
同
法
門
は
三
十
二
法
門
と
い
う
前
重
と
後
重
の
各
十
六
法

を
合
わ
せ
た
三
十
二
種
か
ら
な
る
法
門
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
法
を
総
合
さ
せ
る
と

三
十
三
種
と
な
る
。
つ
ま
り
、
三
十
二
法
門
に
は
真
如
門
と
生
滅
門
に
象
徴
さ
れ
る
真
諦
と
俗
諦
の
二
面

が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
説
か
れ
る
三
十
二
種
の
法
と
門
の
名
前
に
は
『
起
信
論
』
の
「
衆
生
心
」・「
体
大
」
・

「
相
大
」
・
「
用
大
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
く
、
三

十
二
法
門
と
は
ま
っ
た
く
異
質
な
存
在
で
あ
る
点
の
み
が
指
摘
で
き
る
。 

   
 

第
四
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
訓
読
の
特
徴
と
解
釈 

  

で
は
次
に
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
立
義
分
を
ど
の
よ
う
に
読
み
込
ん
で
十
六
種
の
法
を
導
き
出
し

た
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
方
法
を
採
り
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、『
起
信
論
』
立
義
分

の
原
文
、
次
に
『
起
信
論
』
の
訓
読
、
そ
し
て
『
釈
論
』
の
『
起
信
論
』
立
義
分
の
訓
読
の
順
に
提
示
し
、

そ
れ
ら
を
比
較
す
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
と
□
に
括
る
）
。
そ
の
後
、
『
釈
論
』
の
解
釈
か
ら
同
論
が
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
読
み
に
い
た
っ
た
の
か
解
説
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
で
は
『
起
信
論
』
の
原
文
を
あ
げ
る
。

以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 
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摩
訶
衍
者
。
総
説
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
法
二
者
義
。
所
言
法
者
。
謂
衆
生
心
。
是
心
則
摂
一 

 
 

切
世
間
法
出
世
間
法
。
依
於
此
心
顕
示
摩
訶
衍
義
。
何
以
故
。
是
心
真
如
相
。
即
示
摩
訶
衍
体
故
。 

 
 

是
心
生
滅
因
縁
相
。
能
示
摩
訶
衍
自
体
相
用
故
。
所
言
義
者
。
則
有
三
種
。
云
何
為
三
。
一
者
大
。 

 
 

謂
一
切
法
真
如
平
等
不
増
減
故
。
二
者
相
大
。
謂
如
来
蔵
具
足
無
量
性
功
徳
故
。
三
者
用
大
。
能
生 

 
 

 
 

一
切
世
間
出
世
間
善
因
果
故
。
一
切
諸
仏
本
所
乗
故
。
一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地
故
。
１
１ 

  

次
に
、
先
行
研
究
の
説
を
頼
り
と
し
な
が
ら
、
『
起
信
論
』
の
訓
読
を
あ
げ
る
１
２

。 

  
 

次
に
立
義
分
を
説
く
。
摩
訶
衍
と
は
、
総
説
す
る
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
法
、 

 
 

二
に
は
義
な
り
。
言
う
所
の
法
と
は
、
謂
く
衆
生
心
な
り
。
是
の
心
は
則
ち
一
切
の
世
間
法
と
出
世 

 
 

間
法
と
を
摂
す
。
此
の
心
に
依
り
て
摩
訶
衍
の
義
を
顕
示
す
る
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
心 

 
 

の
真
如
の
相
は
、
即
ち
摩
訶
衍
の
体
を
示
す
が
故
に
。
是
の
心
の
生
滅
因
縁
の
相
は
、
能
く
摩
訶
衍 

 
 

の
自
体
と
相
と
用
を
示
す
が
故
に
。
言
う
所
の
義
と
は
、
即
ち
三
種
有
り
。
云
何
が
三
と
な
す
。
一 

 
 

に
は
体
大
、
謂
く
一
切
法
の
真
如
は
平
等
に
し
て
増
減
せ
ざ
る
が
故
に
。
二
に
は
相
大
、
謂
く
如
来 

 
 

蔵
は
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が
故
に
。
三
に
は
用
大
、
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
の
善
の
因 

 
 

果
を
生
ず
る
が
故
に
。
一
切
の
諸
仏
の
本
と
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
に
。
一
切
の
菩
薩
も
皆
な
此
の
法 

 
 

に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
に
。
１
３ 

  

最
後
に
、
『
釈
論
』
の
解
釈
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
『
起
信
論
』
本
文
に
訓
読
を
施
し
た
も
の
を
あ
げ
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
１
４

。 

  
 

摩
訶
衍
と
は
総
な
り
。
説
く
に
二
種
有
り
、
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
法
、
二
に
は
義
な
り
。
言 

 
 

う
所
の
法
と
は
謂
く
衆
生
心
な
り
。
是
の
心
は
、
則
ち
一
切
の
世
間
法
と
出
世
間
法
と
を
摂
す
。
此 

 
 

の
心
に
依
り
て
摩
訶
衍
の
義
を
顕
示
す
る
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
心
真
如
の
相
に
、
則
ち 

 
 

摩
訶
衍
の
体
を
示
す
が
故
に
。
是
の
心
生
滅
因
縁
の
相
に
、
能
く
摩
訶
衍
の
自
体
相
用
を
示
す
が
故 

 
 

に
。
言
う
所
の
義
と
は
、
即
ち
三
種
有
り
。
云
何
が
三
と
な
す
。
一
に
は
体
大
。
謂
く
一
切
法
と
真 

 
 

如
平
等
と
の
不
増
不
減
の
故
に
。
二
に
は
相
大
。
謂
く
如
来
蔵
と
具
足
無
量
性
と
の
功
徳
の
故
に
。 

 
 

三
に
は
用
大
。
謂
く
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
善
と
の
因
果
を
生
ず
る
が
故
に
。
一
切
諸
仏
の
本 

 
 

と
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
に
。
一
切
菩
薩
皆
な
此
の
法
に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
に
。
１
５ 

  

比
較
し
て
見
る
と
、
一
際
目
を
引
く
の
は
、「
摩
訶
衍
と
は
総
な
り
」
と
区
切
っ
て
読
ん
で
い
る
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
読
む
『
起
信
論
』
注
釈
書
は
『
釈
論
』
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
起
信
論
』

の
読
み
以
外
に
は
、
細
か
い
点
で
あ
る
が
「
即
」
と
「
則
」
と
い
う
字
句
が
異
な
っ
て
い
る
。
続
け
て
、

体
大
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
謂
く
一
切
法
と
真
如
平
等
と
の
不
増
不
減
の
故
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
起
信

論
』
の
「
増
減
せ
ざ
る
が
（
不
増
減
）
」
の
原
文
を
「
不
増
不
減
」
と
「
不
」
を
加
え
て
改
変
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
相
大
の
訓
読
で
は
、「
謂
く
如
来
蔵
と
具
足
無
量
性
と
の
功
徳
の
故
に
」
と
、

『
起
信
論
』
で
「
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
し
て
い
る
」
と
如
来
蔵
を
説
く
内
容
を
、「
如
来
蔵
」
と
「
具
足

無
量
性
」
と
個
別
の
用
語
と
し
て
切
り
離
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。 

 

一
方
で
用
大
の
方
を
見
る
と
、「
謂
く
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
善
と
の
因
果
を
生
ず
る
が
故
に
」
と
、

『
起
信
論
』
に
は
な
い
「
謂
く
」
を
加
筆
し
な
が
ら
「
世
間
法
」
と
「
出
世
間
法
」
を
染
と
浄
の
性
質
に
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区
別
す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
訓
読
は
三
十
三
法
門
の
法
や
門
の
名
前

を
命
名
す
る
際
に
、
そ
の
法
門
の
属
性
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
意
図
的
に
区
切
っ
た
り
、
改
変
し
た
り
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
、『
起
信
論
』
の
文
か
ら
は
到
底
読
め
な
い
区
切
り
方
を
施
し
て
お

り
、『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
も
こ
の
よ
う
な
用
例
は
認
め
ら
れ
ず
『
釈
論
』
の
独
自
性
を
示
す
も
の
と

判
断
で
き
よ
う
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
法
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
名
前
（
前
重
と

後
重
の
八
法
）
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
起
信
論
』「
立
義
分
」
の
原
文
に
由
来
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前

に
「
一
心
（
衆
生
心
）
」
や
「
体
大
」
、「
相
大
」
、「
用
大
」
と
い
っ
た
用
語
が
確
認
で
き
る
の
は
先
に
確
認

し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
重
と
後
重
の
い
く
つ
か
の
法
か
ら
解
説
を
試
み
た
い
。
ま
ず
前
重
の

⑶
と
⑷
の
法
の
名
前
を
例
と
し
て
説
明
す
る
。
⑶
は
「
無
量
無
辺
諸
法
差
別
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍
」
と

あ
り
、
差
別
が
あ
る
法
と
理
解
で
き
る
。
⑷
は
「
寂
静
無
雑
一
味
平
等
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍
」
と
あ
る

よ
う
に
、
差
別
が
な
い
平
等
な
る
法
な
の
だ
と
理
解
で
き
る
。『
釈
論
』
は
法
の
属
性
に
二
種
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ
の
二
種
の
属
性
と
は
何
か
と
い
う
と
、
真
如
門
と
生
滅
門
の
立
場
や

属
性
を
意
識
し
た
分
類
方
法
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

次
に
後
重
の
法
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
後
重
の
八
法
の
名
前
を
見
る
と
、
前
重
の
法
の
名
前
よ
り
も
『
起

信
論
』
の
原
文
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、
➂
「
無
量
無
辺
諸
法
差
別

不
増
不
減
摩
訶
衍
」
と
➃
「
寂
静
無
雑
一
味
平
等
不
増
不
減
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て
は
、『
釈
論
』
の
訓
読
で

は
「
謂
く
一
切
法
と
真
如
平
等
と
の
不
増
不
減
の
故
に
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
基
準
に
見
る
と
、
➂
の
「
諸

法
」
と
は
一
切
法
で
あ
り
差
別
が
あ
る
法
、
➃
の
「
無
雑
」
と
は
平
等
・
寂
静
で
あ
り
一
味
の
無
差
別
の

法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
双
方
の
末
尾
に
は
「
不
増
不
減
」
と
い
う
語
を
付
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
二
種
に
法
の
属
性
（
染
と
浄
）
は
増
減
し
な
い
と
い
う
意
味
で
名
前
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

以
降
の
法
に
つ
い
て
も
同
様
な
理
解
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
す
な
わ
ち
➄
「
如
来
蔵

功
徳
摩
訶
衍
」
は
『
起
信
論
』
の
「
如
来
蔵
」
＝
如
来
蔵
、
➅
「
具
足
性
功
徳
摩
訶
衍
」
は
『
起
信
論
』

の
「
具
足
性
」
＝
具
足
無
量
性
と
対
応
し
、
双
方
の
末
尾
に
「
功
徳
」
の
語
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
➆
「
能
生
一
切
世
間
因
果
摩
訶
衍
」
も
『
起
信
論
』
の
「
一
切
世
間
」
＝
一
切
世
間
、
➇
「
能

生
一
切
世
間
善
因
果
摩
訶
衍
」
も
『
起
信
論
』
の
「
出
世
間
善
」
＝
一
切
出
世
間
善
と
対
応
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
双
方
の
末
に
「
（
善
）
因
果
」
の
語
を
付
加
し
て
二
種
の
法
の
属
性
が
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
当
初
述
べ
た
よ
う
に
、
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
訓
読
は
、

三
十
三
法
門
を
導
入
す
る
た
め
に
施
し
た
特
殊
な
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
上
記
の
原
文
の
解
釈
上
で
は
三
十
二
法
門
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
る
が
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
は
「
三
十
三
種
の
差
別
有
り
」
と
差
別
が
あ
る
と
す
る

の
み
で
詳
し
く
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
点
の
み
で
は
ど
の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

少
な
く
と
も
三
十
二
法
門
と
不
二
摩
訶
衍
法
は
差
別
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
。 

   
 
 

第
一
項 

「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
に
対
す
る
解
釈 

  

次
に
『
釈
論
』
の
「
立
義
分
」
の
な
か
で
も
「
摩
訶
衍
」
・
「
衆
生
心
」
・
「
二
門
」
・
「
三
大
」
に
対
す
る

解
釈
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
「
摩
訶
衍
と
は
総
」
の
解
釈
を
み
る
と
以
下
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
（
『
起
信
論
』
の
文
に
該
当
す
る
箇
所
に
「
」
を
付
す
。
以
下
同
様
。）
。 
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「
摩
訶
衍
と
は
総
」
と
は
、
即
ち
是
れ
所
入
根
本
総
体
門
な
り
。
即
ち
是
れ
根
本
摩
訶
衍
の
中
に
八 

 
 

の
差
別
有
り
。
１
６ 

  

『
釈
論
』
は
「
摩
訶
衍
と
は
総
」
を
「
所
入
根
本
総
体
門
」
と
し
、
そ
こ
か
ら
「
根
本
摩
訶
衍
」
を
開

き
、
八
種
の
差
別
を
説
く
。
前
述
し
た
三
十
二
法
門
の
代
表
的
な
法
で
あ
り
、
前
重
の
八
法
を
指
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
「
八
種
本
法
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
１
７

。
一
方
、
『
釈
論
』
は
こ
の
門
以

外
に
、
「
能
依
趣
入
別
相
門
」
と
「
通
達
軌
則
不
動
門
」
の
二
門
を
説
き
１
８

、
三
十
三
法
門
の
構
造
を
説

明
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
能
依
趣
入
別
相
門
に
は
、
八
種
本
法
を
除
く
、
三
十
二
法
門
の
中
の
二
十

四
種
を
そ
の
所
属
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
門
の
名
前
に
あ
る
「
別
相
」
の
語
か
ら
理
解
で
き
る
よ

う
に
「
総
体
」
に
対
す
る
「
別
体
」
の
よ
う
な
意
味
で
立
て
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
八
種
法
と
い
う
総

合
的
な
法
と
そ
う
で
は
な
い
法
と
門
が
あ
る
と
区
別
す
る
意
図
が
見
て
と
れ
る
。 

 

で
は
、
通
達
軌
則
不
動
門
は
と
言
う
と
、『
釈
論
』
は
「
一
切
諸
仏
の
本
と
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
に
。
一

切
菩
薩
皆
な
此
の
法
に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
に
。
」
と
い
う
箇
所
に
該
当
す
る
と
説
明
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
門
は
正
し
い
教
法
に
よ
っ
て
覚
り
の
世
界
へ
と
「
通
達
」
さ
せ
る
と
い
っ
た
意
味
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
境
界
へ
と
通
達
さ
せ
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
門
で
あ
る
と
分
か
る
。 

 

以
上
の
内
容
か
ら
『
釈
論
』
の
「
摩
訶
衍
」
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
『
釈
論
』
は
摩
訶
衍
を
「
総
」

で
あ
る
と
置
き
換
え
た
上
で
、「
根
本
摩
訶
衍
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

よ
う
な
理
解
は
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
で
の
「
摩
訶
衍
」
を
「
大
乗
」
の
訳
語
に
置
き
換
え
て
解
説
す

る
姿
勢
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
「
衆
生
心
」
に
関
す
る
「
言
う
所
の

法
と
は
謂
く
衆
生
心
な
り
」
の
解
釈
を
み
て
い
く
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。「
衆
」
に
四
種
有
り
。
云
何
が
四
と
な
す
。
一
に
は
一
切
如
来
衆
、
二
に
は
一
切
菩
薩 

 
 

衆
、
三
に
は
一
切
声
聞
衆
、
四
に
は
一
切
縁
覚
衆
な
り
。
是
れ
を
名
づ
け
て
四
衆
と
な
す
。「
生
」
に 

 
 

四
種
有
り
、
云
何
が
四
と
な
す
。
一
に
は
卵
生
、
二
に
は
胎
生
、
三
に
は
湿
生
、
四
に
は
化
生
な
り
。 

 
 

是
れ
を
名
づ
け
て
四
生
と
な
す
。
過
数
の
故
に
衆
な
り
。
受
生
の
故
に
生
な
り
。
是
の
一
法
界
心
は
、 

 
 

彼
の
八
処
の
中
に
周
遍
し
て
分
析
す
べ
か
ら
ず
、
離
散
す
べ
か
ら
ず
、
唯
だ
是
れ
一
体
な
り
、
唯
だ 

 
 

是
れ
一
相
な
り
、
四
種
の
衆
を
以
て
諸
聖
を
摂
し
尽
く
し
、
四
種
の
生
を
以
て
諸
凡
を
摂
し
尽
く
す
。 

 
 

馬
鳴
論
師
、
一
心
の
広
大
円
満
な
る
こ
と
を
顕
さ
ん
が
為
に
名
づ
け
て
「
衆
生
」
と
な
す
。
１
９ 

  

『
釈
論
』
は
「
衆
生
心
」
の
衆
生
と
い
う
語
に
計
八
種
の
意
味
が
含
ま
れ
る
と
説
い
て
い
る
。「
衆
」
に

は
如
来
・
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
の
四
種
と
し
て
「
諸
聖
」
、
「
生
」
に
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
の
四
種
と
し
て

「
諸
凡
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
も
ま
た
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
は
確
認
で
き
な
い
解
釈
で
あ

る
。
一
方
で
こ
の
他
の
「
衆
生
心
」
に
対
す
る
解
釈
を
見
る
と
、「
是
の
心
に
、
即
ち
一
切
世
間
法
と
出
世

間
法
と
を
摂
す
」
の
解
釈
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

「
是
の
心
に
、
即
ち
一
切
の
世
間
法
と
出
世
間
法
と
を
摂
す
」
と
は
、
即
ち
是
れ
根
本
摂
末
分
際
門 

 
 

な
り
。（
中
略
）
論
じ
て
曰
く
。
一
法
界
心
総
じ
て
一
切
生
滅
門
法
を
摂
す
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
世 

 
 

間
法
を
摂
す
と
な
す
。
総
じ
て
一
切
真
如
門
法
を
摂
す
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
出
世
間
法
を
摂
す
と 

 
 

な
す
。
皆
な
法
界
と
な
す
が
故
に
名
づ
け
て
法
と
な
す
。
２
０ 
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『
釈
論
』
は
衆
生
心
を
一
法
界
心
と
説
明
す
る
。
続
け
て
衆
生
心
に
は
「
世
間
法
」
と
「
出
世
間
法
」

を
摂
し
て
い
る
と
明
か
す
。
さ
ら
に
真
如
門
を
出
世
間
法
、
生
滅
門
を
世
間
法
と
す
る
。『
釈
論
』
は
法
の

属
性
を
染
浄
の
観
点
か
ら
分
類
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
も
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書

に
は
な
く
、
『
釈
論
』
独
自
の
理
解
と
い
え
る
。
で
は
、
「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
確
認
で
き
る
「
此
の
心
に
従
り
て
摩
訶
衍
の
義
を
顕
示
す
」
等
の
解
釈
を
み
て
い
く
。 

  
 

即
ち
是
れ
建
立
二
種
摩
訶
衍
門
な
り
。（
中
略
）
論
じ
て
曰
く
。
総
じ
て
能
入
二
種
門
を
標
す
る
が
故 

に
、
「
此
の
心
に
依
り
て
」
と
言
う
。
総
じ
て
所
入
二
種
法
を
標
す
る
が
故
に
、
「
摩
訶
衍
の
義
を
顕 

示
す
と
」
言
う
。
云
何
が
二
門
と
な
す
。
一
に
は
心
真
如
門
、
二
に
は
心
生
滅
門
な
り
。
如
何
が
二 

本
法
と
な
す
。
一
に
は
一
体
摩
訶
衍
、
二
に
は
自
体
自
相
自
用
摩
訶
衍
な
り
。
是
の
如
く
の
所
入
の 

二
種
本
法
は
、
或
は
能
入
に
従
り
其
の
名
を
建
立
す
。
い
わ
ゆ
る
真
如
の
体
を
以
て
、
而
も
其
の
門 

と
な
し
て
趣
入
す
る
所
の
故
に
、
名
づ
け
て
体
と
な
す
と
言
う
。
自
相
本
覚
心
を
以
て
、
而
も
其
の 

門
と
な
し
て
趣
入
す
る
所
の
故
に
、
名
づ
け
て
自
と
な
す
と
言
う
。
能
入
の
門
の
二
種
の
別
に
由
る 

が
故
に
。
所
入
本
法
に
二
有
る
こ
と
を
応
に
知
る
べ
し
。
２
１ 

  

『
釈
論
』
は
真
如
門
と
生
滅
門
を
能
入
門
と
し
、
所
入
法
を
「
一
体
摩
訶
衍
法
」
、
「
自
体
自
相
自
用
摩

訶
衍
法
」
と
す
る
。
こ
れ
は
『
起
信
論
』
の
二
門
に
つ
い
て
解
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
法
に
つ

い
て
は
『
起
信
論
』
に
は
示
さ
れ
な
い
。
上
記
の
二
法
と
い
う
の
が
十
六
種
の
法
の
二
種
の
こ
と
を
指
す
。

加
え
て
、
こ
こ
で
登
場
す
る
「
一
体
摩
訶
衍
」
の
「
体
」
と
は
「
体
大
」
の
こ
と
を
示
し
て
お
り
、「
自
体

自
相
自
用
摩
訶
衍
」
の
「
自
体
自
相
自
用
」
と
は
「
三
大
」
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
の
み
の
解

釈
で
は
「
三
大
」
に
つ
い
て
「
自
体
相
用
」
を
「
自
体
自
相
自
用
」
と
す
る
も
の
の
そ
れ
ほ
ど
特
徴
的
な

見
解
と
は
言
え
な
い
。 

た
だ
し
、「
自
体
自
相
自
用
」
の
よ
う
な
説
が
な
ぜ
登
場
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
「
自
」
を

三
大
そ
れ
ぞ
れ
に
修
飾
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
想
像
で
き
る
。
前
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、「
自
の
」
と

読
む
の
は
法
蔵
の
『
義
記
』
の
み
で
あ
り
、
『
釈
論
』
が
三
大
解
釈
に
お
い
て
、
『
義
記
』
の
解
説
を
参
照

し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
と
考
え
る
。
以
上
に
関
連
す
る
説
と
し
て
『
釈
論
』
が
「
自
」

に
対
す
る
解
説
を
し
て
い
る
の
で
確
認
し
た
い
。 

  
 

真
如
門
の
中
に
他
相
無
き
が
故
に
。
生
滅
門
の
中
に
他
相
有
る
が
故
に
。
他
は
謂
く
一
切
不
善
品
法 

 
 

な
り
。
自
は
謂
く
一
切
清
浄
品
法
な
り
。
若
し
対
治
す
る
所
の
他
無
け
れ
ば
、
能
く
対
治
す
る
自
無 

 
 

き
が
故
に
。
唯
だ
の
体
と
言
い
自
と
説
か
ず
。
若
し
対
治
す
る
所
の
他
有
ら
ば
、
能
く
対
治
す
る
自 

 
 

も
有
り
。
故
に
名
づ
け
て
自
と
言
い
て
唯
だ
の
体
と
せ
ず
。
２
２ 

  

『
釈
論
』
は
自
体
自
相
自
用
の
「
自
」
の
有
無
に
つ
い
て
、
「
自
他
」
の
関
係
で
説
明
を
試
み
て
い
る
。

自
と
は
「
一
切
清
浄
法
」
、
他
と
は
「
一
切
不
善
法
」
で
あ
る
と
し
、
真
如
門
に
不
善
法
で
あ
る
他
相
が
無

い
と
し
、
生
滅
門
に
は
不
善
法
で
あ
る
他
相
が
有
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
真
如
門
に
「
自
」
が
な
い
の
は
、

対
治
す
る
不
善
法
が
も
と
よ
り
存
在
せ
ず
、
清
浄
法
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
生
滅
門
に
「
自
」
が

表
記
さ
れ
る
の
は
、「
自
」
で
あ
る
清
浄
法
と
「
他
」
で
あ
る
不
善
法
が
常
に
対
立
し
て
い
る
状
態
を
表
現

す
る
た
め
に
、「
自
体
自
相
自
用
」
と
表
記
し
た
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書

に
は
な
く
、
こ
の
説
を
素
直
に
見
る
と
、『
釈
論
』
の
方
が
ほ
か
の
注
釈
家
よ
り
丁
寧
な
解
説
を
試
み
て
い
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る
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。 

こ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
、
先
に
触
れ
た
、『
釈
論
』
が
十
六
種
の
法
の
中
で
も
真
如
門
に
対
応
す

る
法
に
生
滅
門
と
同
様
に
三
大
を
認
め
た
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
に
は
説
か
れ

な
い
清
浄
な
三
大
が
三
十
二
法
門
の
構
築
に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
と
理
解
し
、
真
如
門
に
も
三
大

を
認
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
そ
の
際
、
今
取
り
上
げ
た
、「
自
体
自
相
自
用
」
の
三
大
に

つ
い
て
「
自
」
と
「
他
」
の
概
念
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
真
如
門
と
生
滅
門
の
三
大
の
性
質
の
違
い
を

明
確
に
区
別
す
る
意
図
で
説
い
た
の
だ
と
推
察
す
る
。 

し
か
し
、
「
自
体
自
相
自
用
」
と
い
う
表
現
を
素
直
に
見
る
と
、
『
釈
論
』
の
「
自
」
に
対
す
る
理
解
は

法
蔵
の
影
響
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
他
」
を
導
入
し
た
理
由
や
背
景
ま
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。「
自
」
と

「
他
」
を
染
と
浄
の
概
念
に
置
き
換
え
た
の
は
何
に
基
づ
き
登
場
さ
せ
た
の
か
ま
で
は
検
討
の
余
地
を
残

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
他
に
も
、
三
十
三
法
門
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
思
想
に
つ
い
て
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
節
に
お
い
て
従
来
で
は
指
摘
さ
れ
て
い

な
い
観
点
か
ら
少
し
く
考
察
を
試
み
た
い
。
話
を
戻
し
て
こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
図
示
す
る
こ
と
で
ま

と
め
た
い
。 

  

・
「
摩
訶
衍
」 

 
 

摩
訶
衍
＝
総→

根
本
摩
訶
衍→

八
種
法
（
八
種
本
法
） 

 

・
「
衆
生
心
」 

 
 

一
法
界
心→

真
如
門
で
あ
る
出
世
間
法
＋
生
滅
門
で
あ
る
世
間
法
を
摂
す
。 

（
「
衆
」
に
は
如
来
・
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
、
「
生
」
に
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
の
修
行
者
を
含
む
） 

  

・
「
真
如
門
」
・
「
生
滅
門
」・
「
三
大
」 

 

〇
真
如
門
を
出
世
間
法
、
体
大
（
た
だ
し
、
十
六
種
法
の
中
で
は
三
大
を
認
め
て
い
る
。
） 

 
 
 

真
如
門=

出
世
間
門
法→

一
体
摩
訶
衍
法=

他
相
無
し
＝
一
切
清
浄
法 

 
  

〇
生
滅
門
を
世
間
法
、
自
体
相
用
を
自
体
自
相
自
用
（
染
浄
の
三
大
）
と
理
解
し
て
い
る
。 

 
 
 

生
滅
門=

世
間
門
法→

自
体
自
相
自
用
摩
訶
衍
法=

他
相
有
り
＝
一
切
染
浄
法 

  

『
釈
論
』
に
お
け
る
「
摩
訶
衍
」
・
「
衆
生
心
」
・
「
二
門
」
・
「
三
大
」
の
解
釈
を
見
て
き
た
が
、
あ
る
程

度
『
起
信
論
』
の
説
を
随
文
解
釈
し
て
解
説
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
、『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
の
概
要
や

訓
読
、
さ
ら
に
文
章
の
改
変
や
真
如
門
に
三
大
を
認
め
る
等
の
説
を
見
る
限
り
、『
起
信
論
』
の
内
容
を
忠

実
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
姿
勢
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
『
釈
論
』
の
立
義
分
を
理
解
す
る
姿
勢

に
は
、
随
文
解
釈
と
特
殊
解
釈
の
二
様
が
あ
る
こ
と
に
な
り
複
雑
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
加
え
て
、『
釈
論
』
の
解
釈
と
『
起
信
論
』
の
三
種
注
釈
書
の
解
釈
を
比
較
し
た
結
果
、
わ
ず

か
に
元
暁
の
『
論
疏
』
と
法
蔵
の
『
義
記
』
の
理
解
を
受
容
し
て
い
る
点
が
確
認
で
き
た
。
次
節
で
は
、

『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
の
他
に
『
釈
論
』
が
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
論
師
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。 
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第
五
節
「
三
十
三
法
門
」
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
論
師 

―

吉
蔵
と
智
儼
と
の
接
点―

 

  

こ
こ
で
は
吉
蔵
と
智
儼
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
少
し
く
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、
吉
蔵
と
の
関
係

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
の
「
自
体
相
用
」
が
「
自
体
自
相
自
用
」
と
表

記
さ
れ
た
の
は
法
蔵
の
『
義
記
』
に
説
か
れ
る
「
自
」
に
対
す
る
「
三
大
」
の
理
解
を
踏
ま
え
た
も
の
と

結
論
づ
け
た
。
し
か
し
、
『
釈
論
』
の
「
自
」
に
関
す
る
解
説
を
見
る
と
、
「
自
」
の
他
に
「
他
」
が
登
場

し
前
者
を
清
浄
法
、
後
者
を
不
善
法
と
規
定
し
て
お
り
、
法
蔵
に
は
見
え
な
い
解
説
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

「
自
」
と
「
他
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
論
法
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
調
べ
る
と
、
吉
蔵
の
『
三
論
玄

義
』
（
五
九
七
年
頃
）
２
３

に
近
い
説
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

夫
れ
自
を
論
ず
れ
ば
、
他
に
非
ざ
る
を
義
と
為
す
と
謂
う
も
、
必
ず
是
れ
他
に
因
れ
ば
、
則
ち
自
に 

 
 

非
ず
。
故
に
自
な
ら
ば
則
ち
因
ら
ず
、
因
ら
ば
則
ち
自
な
ら
ず
。
遂
に
因
り
て
而
も
復
た
自
な
り
と 

 
 

言
わ
ば
、
則
ち
義
は
桙
盾
を
成
さ
ん
。
２
４ 

  

吉
蔵
は
「
自
」
が
「
他
」
に
因
れ
ば
、
そ
れ
は
「
自
」
と
は
言
え
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
「
自
」
を
論

ず
る
際
、
「
他
」
と
は
異
な
る
、
あ
る
い
は
依
存
関
係
に
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
自
」

の
存
在
感
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
吉
蔵
は
「
自
」
を
「
他
」
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
り
、
「
自
」
と
「
他
」

は
併
存
で
き
な
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
２
５

。 

 

あ
ら
た
め
て
、『
釈
論
』
の
内
容
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
同
論
で
は
「
自
体
相
用
」
の
「
自
」
を
中
心

に
「
自
」
と
「
他
」
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
自
」
以
外
の
否
定
概
念
に
「
他
」
を
登
場
さ

せ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
自
」
を
清
浄
法
、「
他
」
を
不
善
法
と
属
性
を
規
定
し
つ
つ
、「
自
体
相
用
」
の

「
自
」
と
は
清
浄
法
と
不
善
法
が
対
治
し
た
状
態
で
あ
る
か
ら
、「
自
」
が
付
い
て
い
る
と
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
確
か
に
、
吉
蔵
に
は
「
自
」
と
「
他
」
に
つ
い
て
不
善
法
や
清
浄
法
と
い
っ
た
表
現
は
無
い
が
、

こ
の
「
自
」
と
「
他
」
の
用
例
は
『
釈
論
』
の
論
法
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も

な
い
だ
ろ
う
。 

 

次
に
、
智
儼
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
釈
論
』
の
「
三
十
三
法
門
」
に

登
場
す
る
法
門
の
名
前
は
、
『
起
信
論
』
の
「
立
義
分
」
の
内
容
の
語
句
を
一
部
改
変
し
命
名
し
て
い
た
。

こ
の
命
名
さ
れ
た
法
門
の
名
前
の
由
来
は
、『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
は
類
す
る
説
が
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
も
管
見
の
限
り
類
す
る
説
を
調
べ
た
結
果
、
智
儼
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
捜
玄
分
斉

通
智
方
軌
』（
六
二
八
年
）
２
６

（
以
下
『
捜
玄
記
』
）
に
近
い
説
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
以

下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 

 

大
方
広
仏
華
厳
経
世
間
浄
眼
品
と
は
、
大
と
は
謂
く
、
体
相
用
、
過
ぐ
る
こ
と
莫
き
が
故
な
り
。
謂 

く
平
等
に
し
て
不
増
減
の
体
、
性
功
徳
を
具
足
す
る
相
、
世
出
世
善
の
因
果
を
生
ず
る
用
の
故
。
２
７ 

  

以
上
の
内
容
は
、『
六
十
華
厳
経
』
を
注
釈
し
、
そ
の
な
か
の
「
大
方
広
仏
華
厳
経
世
間
浄
眼
品
」
に
お

け
る
「
大
」
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
智
儼
は
経
題
の
「
大
」
に
つ
い
て
、『
起
信
論
』
所
説
の
体
相
用
の

三
大
の
説
を
援
用
し
、
「
大
」
に
は
「
平
等
不
増
減
体
」、
「
具
足
性
功
徳
具
足
相
」
、「
世
出
世
善
因
果
用
」

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
説
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
説
に
対
し
て
『
釈
論
』
の
内
容
を
挙
げ

比
較
を
試
み
た
い
（
関
連
過
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 
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一
に
は
一
体
一
心
摩
訶
衍
。
二
に
は
三
自
一
心
摩
訶
衍
。
三
に
は
無
量
無
辺
諸
法
差
別
不
増
不
減
体 

大
摩
訶
衍
。
四
に
は
寂
静
無
雑
一
味
平
等
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍
。
五
に
は
如
来
蔵
功
徳
相
大
摩
訶 

衍
。
六
に
は
具
足
性
功
徳
相
大
摩
訶
衍
。
七
に
は
能
生
一
切
世
間
因
果
用
大
摩
訶
衍
。
八
に
は
能
生 

一
切
出
世
間
善
因
果
用
大
摩
訶
衍
。
２
８ 

  

ま
ず
、
考
察
に
入
る
前
に
『
起
信
論
』
の
「
不
増
減
」
や
「
無
量
の
性
功
徳
」
の
部
分
に
つ
い
て
あ
ら

か
じ
め
補
足
す
る
と
、『
釈
論
』
が
「
不
増
不
減
」
そ
し
て
「
如
来
蔵
と
具
足
無
量
性
」
と
改
変
し
て
い
る

の
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
上
で
『
捜
玄
記
』
に
あ
る
「
平
等
不
増
減
体
」
、「
具
足
性
功
徳
相
」
、

「
世
出
世
善
因
果
用
」
と
今
引
用
し
傍
線
を
付
し
た
「
平
等
不
増
不
減
体
」
、
「
具
足
性
功
徳
相
」
、
「
出
世

間
善
因
果
用
」
部
分
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

こ
の
解
釈
は
、
智
儼
以
外
の
論
師
に
も
、
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
も
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

特
に
智
儼
の
弟
子
で
あ
っ
た
法
蔵
が
著
し
た
『
華
厳
経
探
玄
記
』
や
『
義
記
』
に
も
近
い
用
例
は
確
認
で

き
ず
、
わ
ず
か
に
元
暁
の
『
大
乗
起
信
論
別
記
』
に
「
具
足
性
功
徳
」
２
９

の
語
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
の
い
く
つ
か
の
法
門
の
名
前
は
、
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
を
参
照
し

た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
見
え
て
く
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
吉
蔵
『
三
論
玄
義
』
と
智
儼
『
捜
玄
記
』
に
説
か
れ
る
表
現
や
表
記
を

『
釈
論
』
が
受
容
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
広
く
関
連
資
料
を
調
べ
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
少
な
く
と
も
現
段
階
で
は
、
従
来
、
三
十
三
法
門
の
説
示
の
な
か
に
吉
蔵

や
智
儼
の
影
響
の
有
無
が
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
、
新
た
な
知
見
を
呈
示
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
次
節
で
は
、「
立
義
分
」
解
釈
で
説
か
れ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。 

   
 

第
六
節 

「
立
義
分
」
解
釈
で
説
か
れ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」 

  

こ
こ
で
は
、
立
義
分
の
解
釈
の
後
半
に
見
え
る
不
二
摩
訶
衍
法
の
説
示
か
ら
同
法
の
性
質
、
属
性
、
境

界
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。『
釈
論
』
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
関
連
箇
所
に
番
号
と
傍
線
を

付
す
）
。 

  
 

何
故
不
二
摩
訶
衍
法
無
因
緣
耶
。
是
法
極
妙
甚
深
独
尊
。
離
機
根
故
。
何
故
離
機
根
。
無
機
根
故
。 

 
 

何
須
建
立
。
非
建
立
故
。
➀

是
摩
訶
衍
法
➁

諸
仏
所
得
耶
。
➂

能
得
於
諸
仏
。
➃

諸
仏
得
不
故
。
菩
薩
二 

 
 

乗
一
切
異
生
亦
復
如
是
。
性
徳
円
満
海
是
焉
。
所
以
者
何
。
離
機
根
故
。
離
教
説
故
。
３
０ 

  

『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
「
因
縁
」・「
機
根
」・「
建
立
」
を
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
独
尊
」

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
以
外
の
立
場
に
対
し
、
隔
絶
し
た
絶
対
性
を
象
徴
し

て
い
る
内
容
な
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
三
十
三
法
門
の
な
か
で
も
頂
点
に
あ
る
法
で
あ
り
、
三

十
二
法
門
と
は
異
な
る
境
界
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
理
解
に
苦
し
む
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
是

摩
訶
衍
法
諸
仏
所
得
耶
。
能
得
於
諸
仏
。
諸
仏
得
不
故
。
」
と
い
う
文
節
の
存
在
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
箇

所
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
、
➀
「
是
摩
訶
衍
法
」
と
➁
「
諸
仏
所
得
耶
」
と
➂
「
能
得
於
諸
仏
」
と
➃
「
諸

仏
得
不
故
」
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
で
先
行
研
究
の
間
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
従
来
説

を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
順
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
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従
来
の
説
で
は
「
➀
是
の
（
不
二
）
摩
訶
衍
法
は
、
➁
（
三
十
二
法
門
の
）
諸
仏
を
得
せ
ら
る
や
。
➂

能
く
（
三
十
二
法
門
の
）
諸
仏
を
得
す
。
➃
（
三
十
二
法
門
の
）
諸
仏
は
（
不
二
摩
訶
衍
法
）
得
す
る
や
、

不
な
る
が
故
に
。
」
と
読
む
。
つ
ま
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
法
は
、
三
十
二
法
門
の
諸
仏
を
証
得
で
き

る
の
か
と
問
い
と
な
っ
て
お
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
諸
仏
を
証
得
す
る
と
理
解
で
き
る
が
、
三
十
二
法
門

の
諸
仏
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
証
得
で
き
な
い
意
味
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
那
須
政
隆
の
重
要
な

解
説
が
あ
る
。
さ
き
に
➀
の
「
是
摩
訶
衍
法
」
と
➁
の
「
諸
仏
所
得
耶
」
の
解
説
を
確
認
す
る
（
括
弧
は

筆
者
補
注
）
。 

  
 

宗
祖
（
空
海
）
は
、
人
人
相
望
の
二
重
の
問
答
と
せ
ら
れ
る
が
、
末
師
（
中
国
の
注
釈
家
）
は
、
人 

 
 

法
相
望
の
一
重
の
問
答
と
す
る
。
い
ま
宗
祖
の
所
説
に
随
っ
て
略
弁
す
れ
ば
、
初
め
に
此
の
摩
訶
衍 

 
 

の
法
は
、
諸
仏
即
ち
真
如
門
を
体
得
し
た
も
の
に
依
っ
て
、
証
得
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
と
問
い 

 
 

を
起
し
、
そ
れ
に
対
し
て
摩
訶
衍
が
却
っ
て
真
如
門
の
諸
仏
を
摂
得
し
て
い
る
と
答
え
る
。
こ
の
意 

 
 

は
、
不
二
は
絶
対
の
境
地
で
あ
る
か
ら
、
真
生
の
区
別
の
上
に
立
つ
真
如
門
の
諸
仏
に
依
っ
て
証
得 

 
 

せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
不
二
は
塵
々
法
々
一
切
を
摂
す
る
が
故
に
。
却
っ
て
真
如
門
の
諸
仏
が
不 

 
 

二
摩
訶
衍
に
摂
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
３
１ 

  

那
須
は
空
海
（
人
人
相
望
）
と
中
国
の
注
釈
家
（
人
法
相
望
）
の
二
様
の
理
解
が
あ
る
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
諸
仏
を
と
も
に
仏
身
と
見
た
見
解
と
、
そ
う
で
は
な
い
見
解
の
二
様
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
那
須
は
、
空
海
の
理
解
に
従
っ
た
解
説
を
試
み
て
い
る
。
➀
の
「
是
摩
訶

衍
法
」
と
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
で
法
身
、
➁
の
「
諸
仏
所
得
耶
」
は
真
如
門
の
教
法
を
体
得
し
た
諸
仏
と

見
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
最
上
で
あ
る
の
で
真
如
門
の
諸
仏
は
同
法
を
証
得
で
き
な
い

と
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
次
に
➂
の
「
能
得
於
諸
仏
」
と
➃
「
諸
仏
得
不
故
」
に
対
す
る
那
須
の
解
説

を
見
て
い
く
。
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
く
。 

  
 

諸
仏
は
得
す
る
や
の
諸
仏
は
、
生
滅
門
の
法
を
証
得
し
た
る
諸
仏
を
指
す
。
こ
の
生
滅
門
の
諸
仏
は
、 

 
 

不
二
を
摂
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
問
い
を
起
し
、
こ
れ
に
対
し
て
不
な
る
が
故
に
と
答
え
て
い 

 
 

る
。
生
滅
門
の
諸
仏
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
勿
論
の
こ
と
、
真
如
門
の
諸
仏
も
摂
得
し
得
な
い
も
の 

 
 

で
あ
る
。
３
２ 

  

那
須
は
➂
の
「
能
得
於
諸
仏
」
の
諸
仏
と
は
、
生
滅
門
の
教
法
を
証
得
し
た
諸
仏
で
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て
➃
の
「
諸
仏
得
不
故
」
の
諸
仏
と
は
、
生
滅
門
の
諸
仏
で
あ
っ
て
、
そ
の
仏
は
真
如
門
の
諸
仏
と
不

二
摩
訶
衍
法
を
証
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
那
須
説
は
、
➁
の
「
諸
仏
所
得
耶
」
と
➂
の
「
能

得
於
諸
仏
」
の
「
諸
仏
」
を
真
如
門
と
生
滅
門
の
諸
仏
の
立
場
に
あ
て
は
め
た
理
解
な
の
だ
と
分
か
る
。

筆
者
は
那
須
説
の
真
如
門
と
生
滅
門
の
立
場
に
あ
て
は
め
た
見
解
と
は
若
干
異
な
る
が
、
妥
当
な
理
解
と

し
て
準
拠
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
、
三
十
二
法
門
は
二
門
と
密
接
で
あ
り
、
三
十
二

法
門
の
各
法
門
の
全
て
は
染
浄
＝
生
滅
門
と
浄
＝
真
如
門
の
い
ず
れ
か
の
立
場
に
配
当
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
法
門
に
相
応
し
た
教
法
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
３
３

。
し
た
が
っ
て
以
上
の
問
答
を
理
解
す
る
の

に
齟
齬
は
な
い
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、『
釈
論
』
に
は
も
う
一
つ
理
解
し
づ
ら
い
説
が
あ
る
。
そ
れ
が
不
二
摩
訶
衍
法
に
対
応
す
る
形

で
説
か
れ
る
八
種
本
法
の
問
答
説
示
で
あ
る
。
そ
こ
に
も
、
い
く
つ
も
の
「
諸
仏
」
が
示
さ
れ
て
い
る
の
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で
あ
る
。
こ
こ
で
も
従
来
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
以
下
の
よ
う
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
確
認
し
た
い
（
関
連
箇
所
に
番
号
と
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

何
故
八
種
本
法
從
因
緣
起
。
応
於
機
故
。
順
於
説
故
。
何
故
応
機
。
有
機
根
故
。
➄

如
是
八
種
本
法
、 

 
 

➅

諸
仏
所
得
耶
。
➆

諸
仏
所
得
。
➇

於
諸
仏
得
不
故
。
菩
薩
二
乗
一
切
異
生
亦
復
如
是
。
修
行
種
因
海 

是
焉
。
所
以
者
何
。
有
機
根
故
。
有
教
説
故
。
３
４ 

  

『
釈
論
』
は
八
種
本
法
に
つ
い
て
、
そ
の
属
性
を
「
修
行
種
因
海
」
と
説
き
、
同
法
は
因
縁
・
機
根
・

教
説
が
あ
る
と
す
る
。
修
行
が
必
要
な
因
位
の
立
場
で
あ
る
と
分
か
る
。
問
題
は
そ
の
続
き
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
如
是
八
種
本
法
、
諸
仏
所
得
耶
。
諸
仏
所
得
。
於
諸
仏
得
不
故
。
」
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。 

➄
「
如
是
八
種
本
法
」
と
➅
「
諸
仏
所
得
耶
」
と
➆
「
諸
仏
所
得
」
と
➇
「
於
諸
仏
得
不
故
」
に
つ
い

て
は
、
前
に
習
っ
て
素
直
に
読
め
ば
、「
➄
是
く
の
如
く
の
（
三
十
二
法
門
の
総
体
で
あ
る
前
重
の
）
八
種

本
法
は
、
➅
（
後
重
の
）
諸
仏
を
得
せ
ら
る
る
や
。
➆
（
前
重
の
八
種
本
法
に
）
諸
仏
は
得
せ
ら
る
。
➇

（
前
重
の
八
種
本
法
の
）
諸
仏
は
（
不
二
摩
訶
衍
法
）
得
す
る
や
、
不
な
る
が
故
に
。
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、

前
重
の
八
種
本
法
は
、
後
重
の
八
種
法
を
得
た
諸
仏
を
証
得
で
き
る
の
か
と
し
、
八
種
本
法
は
後
重
の
八

法
の
諸
仏
を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
く
。
続
け
て
、
で
は
後
重
の
八
種
法
の
諸
仏
は
、
前

重
の
八
種
本
法
の
諸
仏
は
も
ち
ろ
ん
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
し
、
結
果
、

不
二
摩
訶
衍
法
を
証
得
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
す
る
意
味
な
の
だ
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
那
須
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。 

  
 

そ
の
中
、
初
の
諸
仏
は
本
法
の
諸
仏
に
し
て
、
そ
の
意
は
、
八
種
の
本
法
を
証
得
し
た
る
諸
仏
は
、 

 
 

末
法
の
諸
仏
に
摂
得
せ
ら
る
る
や
と
い
う
の
で
あ
る
。
次
の
諸
仏
は
、
末
法
の
諸
仏
に
し
て
、
そ
の 

 
 

意
は
、
末
法
の
諸
仏
が
却
っ
て
本
法
の
諸
仏
に
摂
得
せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
終
り
に
諸
仏 

 
 

は
不
二
の
諸
仏
に
し
て
、
そ
の
意
味
は
、
末
法
の
諸
仏
は
、
不
二
の
諸
仏
を
摂
得
す
る
や
と
い
う
の 

 
 

で
あ
る
。
そ
の
答
の
意
は
、
末
法
の
諸
仏
は
、
不
二
は
勿
論
の
こ
と
、
本
法
の
諸
仏
を
も
摂
す
る
こ 

 
 

と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
３
５ 

  

那
須
は
、「
本
法
」
と
「
末
法
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
説
明
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
前
者
は
前
重
の
八

種
本
法
で
あ
り
➄
の
「
如
是
八
種
本
法
」、
後
者
は
後
重
の
八
種
法
で
あ
り
➅
の
「
諸
仏
所
得
耶
」
の
「
諸

仏
」
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

次
の
➆
の
「
諸
仏
所
得
」
と
➇
の
「
於
諸
仏
得
不
故
」
に
登
場
す
る
「
諸
仏
」
は
、
後
重
の
八
種
法
を

指
し
、
そ
の
諸
仏
は
前
重
の
八
種
本
法
の
諸
仏
に
証
得
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
前
重
の
八
種
本
法
の
諸
仏

と
不
二
摩
訶
衍
法
を
証
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
那
須
説

と
同
じ
見
解
で
あ
り
異
論
は
な
い
３
６

。
た
だ
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
、
以
上
二
種
の
問
答
の
検

討
し
そ
の
内
容
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
那
須
説
で
主
張
す
る
よ
う
な
不
二
摩
訶
衍
法
の
議
論
に
登
場
す
る

「
諸
仏
」
に
つ
い
て
、
真
如
門
と
生
滅
門
に
置
き
換
え
る
よ
り
も
、
三
十
二
法
門
に
置
き
換
え
る
方
が
、

三
十
二
法
門
対
不
二
摩
訶
衍
法
の
構
図
が
は
っ
き
り
し
て
捉
え
や
す
い
の
で
は
と
考
え
る
。 

そ
の
理
由
は
、
八
種
本
法
の
議
論
の
内
容
に
答
え
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
議
論
の
中
心
は
三
十
二
法
門
に

お
け
る
本
法
（
前
重
）
と
末
法
（
後
重
）
の
浅
深
、
優
劣
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り

こ
の
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
、
以
上
二
種
の
問
答
の
構
図
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
で
は
深
、
八
種
本
法
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で
は
浅
、
ま
さ
に
二
種
の
内
容
は
、
優
か
ら
劣
へ
と
議
論
す
る
体
裁
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
双
方
の

後
半
に
は
、
結
局
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
絶
対
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
最
終
的
な
三
十

二
法
門
対
不
二
摩
訶
衍
法
の
立
場
を
際
立
た
せ
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
境
界
と
い
う
も
の
が
諸
仏
の
根
源
で

あ
り
、
諸
仏
た
ち
が
遍
満
す
る
世
界
で
あ
っ
て
、
そ
の
世
界
の
中
心
に
位
置
す
る
独
尊
な
の
だ
と
提
唱
す

る
手
法
な
の
だ
と
理
解
す
る
と
問
題
な
い
と
考
え
る
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
あ
く
ま
で
不
二
摩
訶
衍
法
で
の
議
論
は

三
十
三
法
門
の
広
義
的
な
問
答
を
想
定
し
、
か
た
や
、
八
種
本
法
で
の
議
論
は
三
十
二
法
門
の
狭
義
的
な

問
答
を
想
定
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、『
釈
論
』
は
、
衆
生
が
修
行
し
三
十

二
法
門
の
機
根
に
相
応
す
る
法
門
に
よ
っ
て
覚
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
絶
対
的
な
境
界
を
目
指
し
て

い
く
行
位
論
を
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
の
問
答
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
い
。
以

上
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は
不
二
摩
訶
衍
法
と
根
本
摩
訶
衍
と
の
関
係
を
論
じ
た
い
。 

   
 

第
七
節 

「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
「
根
本
摩
訶
衍
」 

  

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
が
、
優
劣
の
関
係
で
、
差
別
の
あ
る
立
場
で
あ
る

と
理
解
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
疑
問
が
起
こ
る
。
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
八
種
本
法
は
「
根
本
摩
訶
衍
」

か
ら
八
種
の
法
が
展
開
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
根
本
摩
訶
衍
」
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
明
確
で
は
な
く
、

不
二
摩
訶
衍
法
と
根
本
摩
訶
衍
を
同
一
視
し
た
り
、
し
な
か
っ
た
り
と
見
解
が
一
致
せ
ず
曖
昧
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
従
来
説
を
批
判
的
に
検
証
し
一
定
の
結
論
を
導
き
出
し
た
い
。 

   
 
 

第
一
項 

「
根
本
摩
訶
衍
」
に
対
す
る
先
行
研
究
の
見
解 

  

根
本
摩
訶
衍
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
見
解
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
山
下
善
永
、
遠

藤
純
一
郎
、
柏
木
弘
雄
、
那
須
政
隆
、
以
上
の
四
氏
の
見
解
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
山

下
は
根
本
摩
訶
衍
を
三
十
三
法
門
の
唯
一
の
体
性
で
あ
る
と
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
同
一
視
し
て
三
十
三

法
門
の
根
本
的
な
体
性
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
３
７

。
次
に
、
遠
藤
は
根
本
摩
訶
衍
と
不
二
摩
訶
衍
法
を

相
反
す
る
性
質
の
代
表
と
し
て
捉
え
、
同
一
の
法
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
３
８

。
一
方
、
柏
木
の
見
解

を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

  
 

立
義
分
の
字
句
の
中
に
読
み
込
も
う
と
し
た
能
入
・
所
入
の
十
六
種
の
法
相―

こ
れ
を
前
重
・
後
重 

 
 

に
開
い
て
三
十
二
種
と
す
る―

の
基
数
と
な
る
根
本
摩
訶
衍
の
中
の
八
種
の
差
別
と
は
、『
起
信
論
』 

 
 

の
一
心
・
体
大
・
相
大
・
用
大
の
四
法
の
各
々
の
二
面
を
捉
え
て
八
法
と
し
て
表
し
た
も
の
で
、
そ 

 
 

れ
は
大
覚
契
経
の
経
説
を
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
さ
ら
に
、
そ
れ
は
右
の
馬
鳴
の
大 

 
 

総
地
論
が
根
本
摩
訶
衍
を
八
十
門
に
よ
っ
て
広
釈
し
た
説
を
十
種
ず
つ
ま
と
め
て
八
法
と
し
た
の
で 

 
 

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ど
う
も
『
起
信
論
』
を
馬
鳴
の
大
総
地
論
の
略
論
と
看
做
そ
う
と
す
る
考
え 

 
 

か
た
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
３
９ 
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柏
木
は
、
根
本
摩
訶
衍
と
は
因
縁
・
機
根
・
教
説
の
有
す
る
立
場
の
法
と
理
解
し
て
お
り
、
同
法
を
不

二
摩
訶
衍
法
と
同
一
視
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
い
う
の
が
、『
釈
論
』
が
根
本
摩
訶
衍
に

つ
い
て
、
も
と
も
と
八
十
門
あ
っ
た
も
の
を
略
出
し
八
法
と
し
た
と
す
る
説
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
柏
木
説
に
よ
れ
ば
、
根
本
摩
訶
衍
は
八
種
本
法
を
指
す
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で

は
、
那
須
は
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。 

  
 

根
本
摩
訶
衍
中
云
云
を
解
す
る
に
、
論
宗
に
随
っ
て
解
す
る
学
者
の
見
解
と
、
三
師
の
見
解
と
の
間 

 
 

に
若
干
の
相
異
が
あ
る
。
前
者
に
依
れ
ば
、
根
本
摩
訶
衍
は
総
体
不
二
で
あ
り
、
開
八
種
は
機
根
に 

 
 

随
っ
て
説
か
れ
る
前
重
の
八
法
で
あ
る
。
後
者
に
よ
れ
ば
、
根
本
摩
訶
衍
は
前
重
の
所
入
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
境
地
は
不
可
説
で
あ
る
が
、
能
入
の
機
に
寄
せ
て
、
一
心
三
大
と
説
く
の
で
あ
る
と
し
て
、
総 

 
 

体
不
二
を
見
な
い
で
、
唯
し
前
重
の
所
入
に
限
っ
て
い
る
。
一
般
に
は
学
者
の
説
が
用
い
ら
れ
て
い 

 
 

る
。
４
０ 

  

那
須
は
『
釈
論
』
の
説
を
支
持
す
る
側
（
根
本
摩
訶
衍
と
不
二
摩
訶
衍
法
を
同
一
と
す
る
）
と
、
同
論

の
注
釈
書
で
あ
る
説
を
採
用
す
る
側
（
双
方
を
不
同
と
す
る
）
の
二
様
の
説
が
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
那
須
は
一
般
論
と
し
て
、
根
本
摩
訶
衍
と
不
二
摩
訶
衍
法
を
同
一
す
る
立
場
を
支
持
し
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
早
川
道
雄
は
、
『
釈
論
』
の
現
代
語
訳
の
な
か
で
、
「
根
本
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。 

 

摩
訶
衍
と
は
総
で
あ
る
と
は
、
所
入
根
本
総
体
門
で
あ
る
。
こ
の
根
本
摩
訶
衍(
不
二
摩
訶
衍)

が(

機 

根
に
応
じ
て
）
以
下
の
よ
う
に
八
種
類
に
分
化
す
る
の
で
あ
る
。
４
１ 

 

早
川
の
見
解
で
は
、
根
本
摩
訶
衍
法
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
同
一
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
遠
藤
と
柏
木
の
両
氏
は
、
根
本
摩
訶
衍
法
を
三
十
二
法
門
の
総
体
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
不

二
摩
訶
衍
法
と
不
同
と
見
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
山
下
と
那
須
と
早
川
の
三
氏
は
根
本
摩
訶
衍
法
を
不

二
摩
訶
衍
法
と
同
一
と
見
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
学
説
を
見
て
も
い
ま
だ

明
確
な
論
拠
を
提
示
し
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
諸
氏
の
見
解
に
つ
い
て
、
筆
者

は
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
不
同
の
立
場
を
採
り
た
い
。
以
下
に
、
関
連
す
る
説
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら

論
証
し
て
い
き
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
見
え
る
「
根
本
摩
訶
衍
」
に
関
す
る
説 

  

ま
ず
、『
釈
論
』
が
「
摩
訶
衍
者
総
」
に
対
す
る
「
総
」
の
解
説
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、「
是

の
故
に
説
に
言
う
摩
訶
衍
と
は
総
と
は
、
此
の
中
の
総
の
言
、
両
処
の
中
に
於
て
総
体
の
故
に
。
」
４
２

と

あ
る
。『
釈
論
』
は
「
総
」
と
は
「
両
処
」
の
「
総
体
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
三
十
二
法
門
の
前
重
と

後
重
の
両
方
の
総
体
が
「
総
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
「
総
体
」
と

は
根
本
摩
訶
衍
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
後
半
の
説
を
見
る
と
、『
釈
論
』
は
『
大

総
地
論
』
な
る
論
（
架
空
典
籍
）
を
あ
げ
「
根
本
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て
論
証
し
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
な

説
で
あ
る
。 
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大
総
地
論
の
中
に
八
十
門
を
開
き
、
広
く
根
本
摩
訶
衍
法
を
釈
す
。
今
各
十
を
摂
し
て
一
種
と
な
る 

 
 

故
に
、
唯
だ
八
法
を
立
つ
。
４
３ 

 

『
釈
論
』
に
よ
れ
ば
、
八
十
法
を
説
く
根
本
摩
訶
衍
法
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
八
法
に
要
略
し
た
の
だ

と
す
る
。
こ
の
八
法
と
い
う
の
が
八
種
本
法
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
根
本
摩
訶

衍
と
は
根
本
摩
訶
衍
法
と
い
う
名
前
で
八
十
法
を
説
い
た
法
門
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
今
度
は
、

『
起
信
論
』
所
説
の
「
如
是
摩
訶
衍
諸
仏
秘
蔵
」
に
対
す
る
『
釈
論
』
の
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の

よ
う
な
説
が
見
え
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

挙
前
所
説
総
結
門
と
言
う
は
、
謂
く
一
の
総
の
字
を
以
て
八
種
の
摩
訶
衍
を
総
結
す
る
が
故
に
。
何 

の
故
に
余
の
法
を
略
し
結
せ
ざ
る
や
。
い
わ
ゆ
る
本
を
挙
げ
て
其
の
末
を
摂
す
る
が
故
に
。
本
の
如 

し
、
是
く
の
如
く
摩
訶
衍
は
、
諸
仏
の
秘
蔵
な
り
、
我
已
に
総
説
す
る
が
故
に
。
４
４ 

  

『
釈
論
』
は
「
総
」
の
字
か
ら
八
種
の
摩
訶
衍
を
説
い
た
と
す
る
。
こ
の
八
種
と
は
繰
り
返
す
が
八
種

本
法
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
引
用
文
の
内
容
を
集
約
す
る
と
、「
総
」
は
根
本
摩
訶
衍
で
あ
り
、
そ
の

根
本
摩
訶
衍
か
ら
八
種
本
法
が
説
か
れ
た
と
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
は
、
根
本
摩
訶
衍
が

「
総
」
の
字
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
と
明
確
に
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
今
の
引
用
文
に
再
度
、

目
を
転
じ
れ
ば
、
そ
の
後
半
に
は
『
起
信
論
』
の
説
と
し
て
「
是
く
の
如
く
摩
訶
衍
は
、
諸
仏
の
秘
蔵
な

り
、
我
已
に
総
説
す
る
故
に
。
」
を
教
証
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
『
釈
論
』
は
、
こ
の
引
用
文
を

挙
げ
た
の
か
。
恐
ら
く
そ
れ
は
、
『
釈
論
』
が
立
義
分
の
解
釈
に
お
い
て
、
『
起
信
論
』
の
「
摩
訶
衍
者
。

総
説
有
二
種
」
を
「
摩
訶
衍
者
総
」
と
区
切
り
読
ん
だ
こ
と
と
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
「
因
縁
」・「
機
根
」
・

「
建
立
」
が
存
在
し
な
い
と
す
る
説
と
密
接
だ
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
順
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。 

 

『
釈
論
』
は
こ
こ
に
挙
げ
た
「
摩
訶
衍
」
と
は
「
諸
仏
の
秘
蔵
」
で
あ
っ
て
、
通
常
の
摩
訶
衍
法
と
は

異
な
り
、
秘
密
で
あ
る
特
別
な
摩
訶
衍
と
見
て
い
る
。
さ
ら
に
「
我
已
に
総
説
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
総
説
」
を
文
字
通
り
「
総
」
の
根
本
摩
訶
衍
で
あ
る
八
種
本
法
で
あ
る
と
見
做
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
『
釈
論
』
の
「
回
向
頌
」
の
解
釈
で
も
散
見
さ
れ
る
論
法
で
あ
る
４
５

。
こ
の
前
提
に

立
っ
て
、
「
是
く
の
如
く
摩
訶
衍
は
、
諸
仏
の
秘
蔵
な
り
、
我
已
に
総
説
す
る
故
に
。
」
の
内
容
を
考
え
る

と
、『
釈
論
』
に
は
「
摩
訶
衍
」
と
「
総
」
を
別
物
、
切
り
離
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
諸
仏
の
秘
蔵
で
あ
る
「
摩
訶
衍
」
と
は
、
文
字
通
り
本
来
的
に
秘
密
の
も
の
で
あ
る
以
上
、

「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・
「
建
立
」
の
存
在
す
る
根
本
摩
訶
衍
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、

こ
の
「
摩
訶
衍
」
か
ら
展
開
し
た
八
種
本
法
を
説
く
大
元
の
摩
訶
衍
と
み
る
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
議
論
し
て
き
た
根
本
摩
訶
衍
と
不
二
摩
訶
衍
法
は
同
一
視
さ
せ
る
も
の
で
は
な

い
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

で
は
こ
の
「
摩
訶
衍
」
と
は
何
か
と
な
る
が
、
八
種
本
法
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
問
答
と
し
て
登
場
す
る

不
二
摩
訶
衍
法
を
想
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
論
証
す
る
に
は
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
本

編
を
通
し
て
徐
々
に
明
ら
か
に
し
た
い
。 
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ま
と
め 

  

本
考
察
に
お
い
て
得
ら
れ
た
結
果
を
、
問
題
の
所
在
に
お
い
て
述
べ
た
六
点
の
順
に
述
べ
る
こ
と
で
ま

と
め
と
し
た
い
。 

 

①
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
視
点 

 

『
釈
論
』
で
は
利
根
や
鈍
根
の
説
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
暁
の
『
論
疏
』
が
上
中
下
の
機
根
で

説
明
す
る
論
法
を
応
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
三
種
注
釈
書
と
決
定
的
に
相
違
す
る
の
は
、

『
釈
論
』
は
明
確
に
摩
訶
衍
の
法
を
如
意
宝
珠
に
譬
え
ら
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
て
、
三
十
三
法
門
の

法
門
思
想
を
主
張
し
て
い
る
点
に
あ
る
。 

  

②
「
三
十
三
法
門
」
の
概
要 

「
三
十
三
法
門
」
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
同
法
門
は
三
十
二
法
門
と
い
う
前
重
と
後
重
の
各
十
六
法

を
合
わ
せ
た
三
十
二
種
か
ら
な
る
法
門
で
あ
る
。
そ
れ
に
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
法
を
総
合
さ
せ
る
と
三

十
三
種
と
な
る
。 

三
十
二
法
門
に
は
真
如
門
と
生
滅
門
に
象
徴
さ
れ
る
真
諦
と
俗
諦
の
二
面
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
説
か

れ
る
三
十
二
種
の
法
と
門
の
名
前
に
は
『
起
信
論
』
の
「
衆
生
心
」
・
「
体
大
」
・
「
相
大
」
・
「
用
大
」
が
組

み
込
ま
れ
て
い
た
。
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
く
、
三
十
二
法
門
と
は
ま
っ
た
く

異
質
な
存
在
で
あ
る
点
の
み
が
指
摘
で
き
る
。 

 

 

③
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
訓
読
の
特
徴
と
解
釈 

『
釈
論
』
は
「
摩
訶
衍
と
は
総
な
り
」
と
区
切
っ
て
読
む
ほ
か
に
、
細
か
い
点
で
あ
る
が
「
即
」
と
「
則
」

と
い
う
字
句
が
異
な
る
。
続
け
て
、
『
起
信
論
』
の
「
増
減
せ
ざ
る
が
（
不
増
減
）
」
の
原
文
を
「
不
増
不

減
」
と
「
不
」
を
加
え
て
改
変
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
起
信
論
』
で
「
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
し
て
い
る
」

と
如
来
蔵
を
説
く
内
容
を
、「
如
来
蔵
」
と
「
具
足
無
量
性
」
と
個
別
の
用
語
と
し
て
切
り
離
し
て
取
り
扱

っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。 

 

ま
た
、『
起
信
論
』
に
は
な
い
「
謂
く
」
を
加
筆
し
な
が
ら
「
謂
く
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
善
と
の

因
果
を
生
ず
る
が
故
に
」
と
し
て
、「
世
間
法
」
と
「
出
世
間
法
」
を
染
と
浄
の
性
質
に
区
別
す
る
姿
勢
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
訓
読
は
三
十
三
法
門
の
法
や
門
の
名
前
を
命
名
す
る
際
に
、
そ
の
法

門
の
属
性
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
意
図
的
区
切
っ
た
り
、
改
変
し
た
り
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果

と
し
て
、
『
起
信
論
』
の
文
か
ら
は
到
底
読
め
な
い
区
切
り
方
を
施
し
て
い
る
。
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書

に
認
め
ら
れ
な
い
、
『
釈
論
』
独
自
の
特
徴
と
判
断
で
き
る
。 

 

こ
の
他
に
、『
釈
論
』
に
お
け
る
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
の
解
釈
を
見
て
き
た
が
、

あ
る
程
度
『
起
信
論
』
の
説
を
随
文
解
釈
し
て
解
説
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
『
釈
論
』

の
三
十
三
法
門
の
概
要
や
訓
読
、
さ
ら
に
文
章
の
改
変
や
真
如
門
に
三
大
を
認
め
る
等
の
説
を
見
る
限
り
、

『
起
信
論
』
の
内
容
を
忠
実
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
姿
勢
も
確
認
で
き
た
。
そ
の
上
で
『
釈
論
』

の
解
釈
と
『
起
信
論
』
の
三
種
注
釈
書
の
解
釈
を
比
較
し
た
結
果
、
わ
ず
か
に
元
暁
の
『
論
疏
』
と
法
蔵

の
『
義
記
』
の
理
解
を
受
容
し
て
い
る
点
が
確
認
で
き
た
。 

  

④
「
三
十
三
法
門
」
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
論
師 

―

吉
蔵
と
智
儼
と
の
接
点―
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吉
蔵
の
『
三
論
玄
義
』
と
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
の
説
を
も
と
に
検
討
を
加
え
た
。
吉
蔵
に
は
「
自
」
と

「
他
」
に
つ
い
て
不
善
法
や
清
浄
法
と
い
っ
た
表
現
は
無
い
が
、
こ
の
「
自
」
と
「
他
」
の
用
例
は
『
釈

論
』
の
論
法
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
の
い
く
つ
か
の
法
門
の
名
前
は
、
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
吉
蔵
『
三
論
玄
義
』
と
智
儼
『
捜
玄
記
』
に
説
か
れ
る

表
現
や
表
記
を
『
釈
論
』
が
受
容
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
広
く
関
連
資
料
を
調
べ
る
こ
と
で

新
た
な
発
見
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。 

  

⑤
「
立
義
分
」
解
釈
で
説
か
れ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」 

 

『
釈
論
』
の
立
義
分
の
解
釈
で
説
か
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
の
問
答
か
ら
検
討
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
、
双
方
に
は
不
二
摩
訶
衍
法
の
絶
対
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
最
終
的
な
三

十
二
法
門
対
不
二
摩
訶
衍
法
の
立
場
を
際
立
た
せ
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
境
界
と
い
う
も
の
が
諸
仏
の
根
源

で
あ
り
、
諸
仏
た
ち
が
遍
満
す
る
世
界
で
あ
っ
て
、
そ
の
世
界
の
中
心
位
置
す
る
独
尊
な
の
だ
と
提
唱
す

る
手
法
な
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。 

あ
く
ま
で
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
の
問
答
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
議
論
に
お
い
て
は
、
三
十
三
法

門
の
広
義
的
な
問
答
を
想
定
し
お
り
、
か
た
や
、
八
種
本
法
の
議
論
に
お
い
て
は
、
三
十
二
法
門
の
狭
義

的
な
問
答
を
想
定
し
て
い
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、『
釈
論
』
は
、
衆
生
が
修
行
し
三

十
二
法
門
の
機
根
に
相
応
す
る
法
門
に
よ
っ
て
覚
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
絶
対
的
な
境
界
を
目
指
し

て
い
く
行
位
論
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
の
問
答
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

  

⑥
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
「
根
本
摩
訶
衍
」 

 

従
来
の
見
解
を
整
理
し
、
こ
れ
ま
で
呈
示
さ
れ
て
い
な
い
説
を
取
り
上
げ
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、『
釈

論
』
は
「
総
」
の
字
か
ら
八
種
の
摩
訶
衍
を
説
い
た
と
す
る
結
論
を
導
き
出
し
た
。
こ
の
八
種
と
は
繰
り

返
す
が
根
本
摩
訶
衍
か
ら
説
か
れ
る
八
種
本
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
は
、
根
本
摩
訶
衍

が
「
総
」
の
字
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
と
明
確
に
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
に
は

「
摩
訶
衍
」
と
「
総
」
を
別
物
、
切
り
離
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
根
本
摩
訶
衍

と
不
二
摩
訶
衍
法
は
同
一
視
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

 

１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
為
欲
顕
示
如
意
宝
珠
雖
唯
是
一
、
而
為
一
切
諸
宝
根
本
、
摩
訶
衍
法
雖
唯
是

一
、
而
為
恒
沙
法
門
体
性
、
重
威
大
竜
乃
所
受
用
、
利
根
智
者
乃
所
領
解
故
、
第
二
立
立
義
分
、
為
欲
顕

示
摩
尼
宝
蔵
雖
備
無
量
万
宝
、
而
開
千
重
門
群
竜
所
了
知
、
大
乗
本
法
雖
円
無
辺
千
義
、
而
別
釈
散
説
鈍

根
所
分
明
故
、
第
三
立
解
釈
分
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
七
頁
中
） 

２ 

那
須
政
隆
「
釈
論
所
説
の
三
十
二
法
門
に
就
い
て
」（『
智
山
学
報
』
新
七
・
八
、
一
九
八
三
年
、
四
四

頁―

四
五
頁
） 

３ 

吉
田
宏
晢
「
弘
法
大
師
教
学
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
・
そ
の
２
」
（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
年
、

七
頁
） 

４ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」
（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春

秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
八
頁
） 

５ 

本
多
隆
仁
「
如
義
言
説
と
法
身
」
（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
五
年
、
六
九
頁―

七
十
頁
）、
同
著

「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
、
三
五
〇
頁―

三
五
二
頁
） 

６ 

遠
藤
純
一
郎
「
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
四
四
、
一
九
九
五
年
、
八
五
頁―

八
九
頁
） 

７ 

石
井
公
成
著
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
一
頁
） 
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８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
論
曰
。
立
義
分
中
法
門
名
数
。
総
有
三
十
三
種
差
別
。
云
何
為
三
十
三
差
別
。

所
謂
十
六
所
入
本
法
。
十
六
能
入
門
。
及
不
二
摩
訶
衍
各
差
別
故
。
何
故
摩
訶
衍
成
十
六
種
。
根
本
摩
訶

衍
中
開
八
種
故
。
一
心
法
界
三
大
義
中
各
開
二
種
故
。
何
故
能
入
門
成
十
六
種
。
一
心
法
界
及
三
大
義
各

二
種
故
。
或
各
開
二
種
門
故
。
是
名
為
本
数
。
已
説
法
数
。
次
当
別
釈
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
上
） 

９ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
中―

下
） 

１
０ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
上―

下
） 

１
１ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
五
頁
下
） 

１
２ 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
註
『
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
四
二
八
頁―

四
二
九
頁
）
と
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
一
五
〇
頁―

一
五
一
頁
）
を
参
照
し

た
。 

１
３ 

『
大
乗
起
信
論
』「
次
説
立
義
分
。
摩
訶
衍
者
総
説
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
法
。
二
者
義
。
所
言

法
者
謂
衆
生
心
。
是
心
則
摂
一
切
世
間
法
出
世
間
法
。
依
於
此
心
顕
示
摩
訶
衍
義
。
何
以
故
。
是
心
真
如

相
即
示
摩
訶
衍
体
故
。
是
心
生
滅
因
縁
相
能
示
摩
訶
衍
自
体
相
用
故
。
所
言
義
者
則
有
三
種
。
云
何
為
三
。

一
者
体
大
謂
一
切
法
真
如
平
等
不
増
減
故
。
二
者
相
大
謂
如
来
蔵
具
足
無
量
性
功
徳
故
。
三
者
用
大
能
生

一
切
世
間
出
世
間
善
因
果
故
。
一
切
諸
仏
本
所
乗
故
。
一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地
故
。
」（
大
正
蔵
三

二
、
五
七
五
頁
下
）
。
な
お
、
「
自
体
相
用
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
「
自
の
体
相
用
」
と
い
っ
た
読
み
方

も
あ
る
。
筆
者
は
起
信
論
の
書
き
下
し
方
で
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
の
『
起
信
論
』
を
参
照
し
た
（
高
崎
直

道
・
柏
木
弘
雄
校
註
『
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
四
二
八
頁―

四
二
九
頁
）
）
。

そ
こ
で
は
「
自
体
と
相
と
用
」
と
あ
る
。
筆
者
の
読
み
と
相
異
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

１
４ 

『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
四
四
頁
）
を
参
照
し
た
。 

１
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
摩
訶
衍
者
総
。
説
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
法
。
二
者
義
。
所
言
法
者

謂
衆
生
心
。
是
心
則
摂
一
切
世
間
法
出
世
間
法
。
依
於
此
心
顕
示
摩
訶
衍
義
。
何
以
故
。
是
心
真
如
相
。

則
示
摩
訶
衍
体
故
。
是
心
生
滅
因
縁
相
。
能
示
摩
訶
衍
自
体
相
用
故
。
所
言
義
者
即
有
三
種
。
云
何
為
三
。

一
者
体
大
。
謂
一
切
法
真
如
平
等
不
増
不
減
故
。
二
者
相
大
。
謂
如
来
蔵
具
足
無
量
性
功
徳
故
。
三
者
用

大
。
謂
能
生
一
切
世
間
出
世
間
善
因
果
故
。
一
切
諸
仏
本
所
乗
故
。
一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地
故
。
」

（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
上
） 

１
６ 

『
同
右
』
巻
一
「
摩
訶
衍
者
総
者
。
即
是
所
入
根
本
総
体
門
。
即
是
根
本
摩
訶
衍
中
有
八
差
別
。
」（
大

正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
上
） 

１
７ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
） 

１
８ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
上
） 

１
９ 

『
同
右
』
巻
一
「
論
曰
。
衆
有
四
種
。
云
何
為
四
。
一
者
一
切
如
来
衆
。
二
者
一
切
菩
薩
衆
。
三
者

一
切
声
聞
衆
。
四
者
一
切
縁
覚
衆
。
是
名
為
四
衆
。
生
有
四
種
。
云
何
為
四
。
一
者
卵
生
。
二
者
胎
生
。

三
者
湿
生
。
四
者
化
生
。
是
名
為
四
生
。
過
数
故
衆
。
受
生
故
生
。
是
一
法
界
心
。
彼
八
処
中
周
遍
円
満
。

不
可
分
析
不
可
離
散
。
唯
是
一
体
唯
是
一
相
。
以
四
種
衆
摂
諸
聖
尽
。
以
四
種
生
摂
諸
凡
尽
。
馬
鳴
論
師

為
顕
一
心
広
大
円
満
。
名
為
衆
生
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
下
） 

２
０ 

『
同
右
』
巻
一
「
是
心
即
摂
一
切
世
間
法
出
世
間
法
者
。
即
是
根
本
摂
末
分
際
門
。
（
中
略
）
論
曰
。

一
法
界
心
総
摂
一
切
生
滅
門
法
。
是
故
名
為
摂
世
間
法
。
総
摂
一
切
真
如
門
法
。
是
故
名
摂
出
世
間
法
。

皆
作
法
界
故
名
為
法
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
下―

六
〇
一
頁
上
） 

２
１ 

『
同
右
』
巻
一
「
即
是
建
立
二
種
摩
訶
衍
門
。（
中
略
）
論
曰
。
総
標
能
入
二
種
門
故
。
言
依
於
此
心
。

総
標
所
入
二
種
法
故
。
言
顕
示
摩
訶
衍
義
。
云
何
為
二
門
。
一
者
心
真
如
門
。
二
者
心
生
滅
門
。
云
何
為

二
本
法
。
一
者
一
体
摩
訶
衍
。
二
者
自
体
自
相
自
用
摩
訶
衍
。
如
是
所
入
二
種
本
法
。
或
従
能
入
建
立
其

名
。
所
謂
以
真
如
体
。
而
為
其
門
所
趣
入
故
。
名
言
為
体
。
以
自
相
本
覚
心
。
而
為
其
門
所
趣
入
故
。
名

言
為
自
。
由
能
入
門
二
種
別
故
。
所
入
本
法
有
二
應
知
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
上―

中
） 

２
２ 

『
同
右
』
巻
一
「
真
如
門
中
無
他
相
故
。
生
滅
門
中
有
他
相
故
。
他
謂
一
切
不
善
品
法
。
自
謂
一
切

清
浄
品
法
。
若
所
対
治
他
無
。
能
対
治
自
無
故
。
唯
言
体
不
説
自
焉
。
若
所
対
治
他
有
。
能
対
治
自
有
。
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故
名
言
自
不
唯
体
焉
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
） 

２
３ 

鎌
田
茂
雄
編
著
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
五
四
〇
頁
） 

２
４ 

『
三
論
玄
義
』
巻
一
「
夫
論
自
者
。
謂
非
他
為
義
。
必
是
因
。
他
則
非
自
矣
。
故
自
則
不
因
。
因
則

不
自
。
遂
言
因
而
復
自
。
則
義
成
桙
楯
。」
（
大
正
蔵
四
五
、
一
頁
下
） 

２
５ 

吉
蔵
の
漢
語
用
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
吾
妻
重
二
「
『
大
乗
起
信
論
』
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者 

―

中
国
学
の
立
場
か
ら―
」
（
井
上
克
人
編
著
『
「
大
乗
起
信
論
」
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇

年
）
に
よ
り
、
そ
の
特
色
や
用
例
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
と
の
関
連
性
に
は
注

目
し
て
い
な
い
。 

２
６ 

鎌
田
茂
雄
編
著
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
四
九
〇
頁
） 

２
７ 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
捜
玄
分
斉
通
智
方
軌
』
巻
一
「
大
方
広
仏
華
厳
経
世
間
浄
眼
品
者
。
大
謂
体
相

用
莫
過
故
也
。
謂
平
等
不
増
減
体
。
具
足
性
功
徳
相
。
生
世
出
世
善
因
果
用
故
。
」
（
大
正
蔵
三
五
、
十
四

頁
下
） 

２
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
一
者
一
体
一
心
摩
訶
衍
。
二
者
三
自
一
心
摩
訶
衍
。
三
者
無
量
無
辺
諸
法

差
別
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍
。
四
者
寂
静
無
雑
一
味
平
等
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍
。
五
者
如
来
蔵
功
徳
相

大
摩
訶
衍
。
六
者
具
足
性
功
徳
相
大
摩
訶
衍
。
七
者
能
生
一
切
世
間
因
果
用
大
摩
訶
衍
。
八
者
能
生
一
切

出
世
間
善
因
果
用
大
摩
訶
衍
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
上
） 

２
９ 

『
大
乗
起
信
論
別
記
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
四
、
二
三
〇
頁
中
）
。
ま
た
、
法
蔵
『
大
乗
法
界
無
差
別
論

疏
』
巻
一
に
も
確
認
で
き
る
（
大
正
蔵
四
四
、
七
二
頁
上
）
。 

３
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
）
。
な
お
、
真
言
宗
の
伝
統
的
な
理
解
で
は
、

「
何
が
故
に
か
、
不
二
摩
訶
衍
の
法
に
は
因
縁
無
き
や
。
こ
の
法
は
極
妙
甚
深
に
し
て
独
尊
な
り
。
機
根

を
離
れ
た
る
が
故
に
。
何
が
故
に
機
を
離
れ
た
る
や
。
機
無
き
が
故
に
。
何
ぞ
建
立
を
須
う
る
や
。
建
立

に
非
ざ
る
が
故
に
。
こ
の
摩
訶
衍
の
法
は
諸
仏
に
得
せ
ら
る
や
、
能
く
諸
仏
を
得
す
。
諸
仏
は
得
す
る
や
、

不
な
る
が
故
に
。
菩
薩
・
二
乗
・
一
切
異
生
も
ま
た
是
の
如
し
。
性
徳
円
満
海
こ
れ
な
り
。
所
以
い
か
ん
、

機
根
を
離
れ
た
る
が
故
に
。
教
説
を
離
れ
た
る
が
故
に
。
」
と
読
む
習
い
が
あ
る
（
那
須
政
隆
『
弁
顕
密
二

教
論
の
解
説
』
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
八
六
頁―

八
八
頁
）
。 

３
１ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
三
〇
頁―

一
三
一
頁
） 

３
２ 

『
同
右
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
三
一
頁
） 

３
３ 

『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
五
二
頁
）
。
諸
仏
を
真
如
門
と
生
滅
門
の

関
係
で
は
な
く
、
前
重
（
八
種
本
法
）
と
後
重
（
後
重
八
種
法
）
の
諸
仏
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
関
係
で
も

検
討
で
き
る
問
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
不
二
摩
訶
衍
法
に
得
さ
れ
る
と
い
う
も
の
に
変
わ
り
は

な
い
。 

３
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
）
。
真
言
宗
の
伝
統
で
は
、「
何
が
故
に
か
、

八
種
の
本
法
は
因
縁
よ
り
起
こ
る
。
機
に
応
ず
る
が
故
に
。
説
に
順
ず
る
が
故
に
。
何
が
故
に
か
機
に
応

ず
る
、
機
根
あ
る
が
故
に
。
是
の
如
く
の
八
種
の
法
は
、
諸
仏
を
得
せ
ら
れ
る
や
、
諸
仏
は
得
せ
ら
る
。

諸
仏
を
得
す
る
や
、
不
な
る
が
故
に
。
菩
薩
・
二
乗
・
一
切
異
生
も
ま
た
是
の
如
し
。
修
行
種
因
海
こ
れ

な
り
。
所
以
い
か
ん
、
機
根
あ
る
が
故
に
。
教
説
あ
る
が
故
に
。
」
と
訓
読
す
る
（
那
須
政
隆
『
弁
顕
密
二

教
論
の
解
説
』
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
八
八
頁―

九
二
頁
）
。 

３
５ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
三
二
頁―

一
三
三
頁
） 

３
６ 

こ
の
点
に
関
し
て
、
後
重
の
八
種
法
で
は
な
く
、
真
如
門
と
生
滅
門
に
置
き
換
え
考
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
後
重
の
八
種
法
は
八
種
本
法
を
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
八
種
本
法
に
後

重
の
八
種
法
が
得
さ
れ
る
と
す
る
内
容
に
は
変
わ
り
は
な
い
。 

３
７ 

山
下
善
永
「
釈
摩
訶
衍
論
の
立
義
分
解
釈
」
（
『
智
山
学
報
』
四
三
、
一
九
九
〇
年
、
一
六
二
頁―

一

六
五
頁
） 

３
８ 

遠
藤
純
一
郎
「
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
四
四
、
一
九
九
五
年
、
八
五
頁―

八
九
頁
） 

３
９ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春
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秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
八
頁
） 

４
０ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
一
四
頁
） 

４
１ 

早
川
道
雄
「『
釈
摩
訶
衍
論
」
序
文
及
び
巻
第
一
現
代
一
語
試
訳
」（『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十

二
、
二
〇
〇
六
年
、
七
五
頁
） 

４
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
是
故
説
言
摩
訶
衍
者
総
。
此
中
総
言
。
於
両
処
中
是
総
体
故
。
」
（
大
正
蔵

三
二
、
六
〇
〇
頁
中
） 

４
３ 

『
同
右
』
巻
一
「
大
総
地
論
中
開
八
十
門
。
広
釈
根
本
摩
訶
衍
法
。
今
各
摂
十
成
一
種
故
。
唯
立
八

法
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
中
） 

４
４ 

『
同
右
』
巻
一
「
言
挙
前
所
説
総
結
門
者
。
謂
以
一
総
字
総
結
八
種
摩
訶
衍
故
。
何
故
。
余
法
略
不

結
焉
。
所
謂
挙
本
摂
其
末
故
。
如
本
如
是
摩
訶
衍
諸
仏
秘
蔵
我
已
総
説
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
六
頁

下
） 

４
５ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
迴
向
遍
布
門
」
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
六
十
、
二
〇
一
一

年
） 
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第
三
章 

「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」
解
釈 

―

「
解
釈
分
」
解
釈
を
中
心
に―

 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
で
は
、『
釈
論
』
の
真
如
門
と
生
滅
門
に
対
す
る
「
解
釈
分
」
の
解
釈
を
見
て
い
く
。
前
章
で
の
検

討
で
は
、
真
如
門
と
生
滅
門
の
二
門
は
、
三
十
三
法
門
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
真
如
門
を
出
世
間
法
、

生
滅
門
を
世
間
法
と
規
定
し
、
加
え
て
各
門
の
属
性
に
対
応
す
る
染
浄
法
と
清
浄
法
の
三
大
を
認
め
る
と

い
っ
た
特
殊
な
理
解
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
本
章
で
は
、「
解
釈
分
」
以
降
の
解
釈
を
検

討
し
、
『
釈
論
』
の
二
門
理
解
を
深
め
た
い
。
こ
こ
で
は
、
「
五
種
言
説
」
・
「
十
種
心
量
」
・
「
二
種
名
字
」
、

「
不
生
不
滅
」
と
「
生
滅
」
、
「
十
種
異
名
」
、
「
真
俗
二
諦
説
」
、
以
上
の
六
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、

立
義
分
の
解
釈
で
は
知
り
得
な
か
っ
た
『
釈
論
』
の
特
性
を
確
認
し
、
最
終
的
に
は
三
十
三
法
門
に
組
み

込
ま
れ
た
二
門
の
内
実
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
い
。 

   
 

第
一
節 

「
五
種
言
説
」・「
十
種
心
量
」・「
二
種
名
字
」
に
つ
い
て 

  

本
節
で
は
「
五
種
言
説
」
、
「
十
種
心
量
」
、
「
二
種
名
字
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
が
、
考
察
に
入
る

前
に
、
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
に
示
さ
れ
る
「
言
説
」
「
名
字
」「
心
量
」
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

心
真
如
と
は
、（
中
略
）
是
の
故
に
一
切
法
は
本
よ
り
已
来
、
言
説
の
相
を
離
れ
、
名
字
の
相
を
離
れ
、 

 
 

心
縁
の
相
を
離
れ
、
畢
竟
平
等
に
し
て
変
異
有
る
こ
と
無
く
、
破
壊
す
べ
か
ら
ず
。
唯
だ
是
れ
一
心 

 
 

の
故
に
真
如
と
名
づ
く
。
１ 

  

こ
れ
は
「
解
釈
分
」
に
お
け
る
真
如
門
の
立
場
を
説
明
す
る
箇
所
で
あ
り
、『
起
信
論
』
は
真
如
に
つ
い

て
、「
言
説
」・「
名
字
」・「
心
縁
」
の
相
を
離
れ
て
い
る
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
真
如
と
い
う
も
の
は
真

理
真
実
の
悟
り
の
境
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
凡
人
に
は
認
識
で
き
る
領
域
を
超
え
て
お
り
、
説
明
や
名

前
な
ど
に
よ
っ
て
表
現
し
た
り
、
感
覚
と
し
て
捉
え
た
り
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う

な
説
明
は
、
大
乗
一
般
で
し
ば
し
ば
言
語
道
断
・
心
行
処
滅
等
２

と
す
る
熟
語
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
よ

う
に
珍
し
い
教
説
で
は
な
く
、『
起
信
論
』
に
お
け
る
真
如
観
と
い
う
も
の
は
、
大
乗
の
枠
か
ら
越
え
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
も
同
様
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
く
３

。 

 

で
は
、『
釈
論
』
の
言
説
に
対
す
る
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
そ
れ
は
真
如
門
の
解
釈
で
は
な
く
生
滅
門
に

対
す
る
理
解
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
（
『
起
信
論
』
の
文
に
該
当
す
る

箇
所
に
「
」
を
付
す
。
以
下
同
様
。
）
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
言
説
に
五
有
り
、
云
何
が
五
と
な
す
。
一
に
は
相
言
説
、
二
に
は
夢
言
説
、
三
に
は 

 
 

妄
執
言
説
、
四
に
は
無
始
言
説
、
五
に
は
如
義
言
説
な
り
。（
中
略
）
是
く
の
如
く
五
の
中
の
前
の
四 

 
 

言
説
、
虚
妄
の
説
の
故
に
能
く
真
を
談
ぜ
ず
。
後
の
一
言
説
、
如
実
の
説
の
故
に
真
理
を
談
ず
を
得 
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る
。
馬
鳴
菩
薩
、
前
の
四
に
よ
る
が
故
に
、
是
く
の
如
く
の
説
を
な
し
、「
言
説
の
相
を
離
れ
」
る
と 

す
。
４ 

  

『
釈
論
』
は
「
言
説
」
に
つ
い
て
、「
相
」・「
夢
」・「
妄
執
」・「
無
始
」・「
如
義
」
の
五
種
が
あ
る
と
す

る
。
そ
の
な
か
の
前
四
種
で
あ
る
、「
相
」・「
夢
」・「
妄
執
」・「
無
始
」
は
真
理
を
説
く
こ
と
の
で
き
な
い

言
説
と
し
、
残
り
の
「
如
義
」
の
み
が
真
理
を
説
く
こ
と
の
で
き
る
言
説
と
す
る
。
こ
こ
に
『
釈
論
』
特

有
の
言
説
観
が
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
続
き
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な
言
説
を
主
張
し
た
背
景
を
『
起

信
論
』
の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
説
明
す
る
。
そ
れ
は
、「
馬
鳴
菩
薩
、
前
の
四
に
よ
る

が
故
に
是
の
如
く
の
説
を
作
し
、
言
説
の
相
を
離
れ
る
と
す
。
」
と
い
う
も
の
で
、
『
釈
論
』
の
作
者
と
さ

れ
る
竜
樹
は
、『
起
信
論
』
作
者
で
あ
る
馬
鳴
よ
り
、
四
種
言
説
（
相
・
夢
・
妄
執
・
無
始
）
に
対
し
て
の

み
言
説
を
離
れ
て
い
る
と
説
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

『
釈
論
』
の
主
張
を
整
理
す
る
と
、
馬
鳴
が
『
起
信
論
』
の
な
か
で
「
言
説
の
相
を
離
れ
る
と
す
」
と

い
う
真
如
を
言
説
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
と
す
る
説
は
、
生
滅
門
の
言
説
に
つ
い
て
の
立
場
を
説
明
し

た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
５

。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
独
特
な
解
釈
は
『
釈

論
』
の
み
で
あ
り
、
他
の
注
釈
書
で
は
確
認
で
き
な
い
。
も
う
一
点
重
要
な
の
は
、『
釈
論
』
は
真
如
門
で

は
な
く
生
滅
門
の
解
釈
で
、
五
種
の
言
説
を
説
い
た
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
な
ぜ
真
如
門
の
解
釈
で
な
か

っ
た
の
か
は
、
お
そ
ら
く
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
が
真
如
門
で
真
理
を
説
き
え
な
い
と
す
る
立
場
で
あ

る
以
上
、
そ
れ
を
超
え
た
言
説
を
真
如
門
の
解
釈
で
述
べ
よ
う
と
す
る
と
、『
起
信
論
』
の
立
場
を
否
定
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
真
如
に
対
す
る
言
説
観
に
対
し
、
当
初
か
ら
あ
る
種

の
批
判
的
な
構
想
を
も
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
真
理
を
説
く
こ
と
が
可
能
な
論
師
の
思
想
や
典
籍
を
読

ん
で
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
言
説
と
は
何
か
。
筆
者
は
そ
れ
こ
そ
陀
羅
尼
や

神
呪
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
第
一
編
の
第
六
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
如
義
言
説
と

は
真
実
語
で
あ
り
陀
羅
尼
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
そ
の
根
拠
は
、
密
教
で
は
真
実
語
が
陀
羅
尼
で
あ
る

と
し
て
お
り
、『
釈
論
』
で
は
自
ら
が
説
く
行
法
に
お
い
て
通
常
の
言
語
を
否
定
し
、
陀
羅
尼
こ
そ
が
観
想

に
必
須
で
あ
り
成
就
を
得
ら
れ
る
要
素
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま

え
て
、
今
度
は
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
名
字
」
の
解
釈
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
に
は
以
下
の

よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

名
に
二
種
有
り
、
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
字
字
名
、
二
に
は
字
影
名
な
り
。
楞
伽
契
経
の
中
に 

 
 

是
の
如
く
の
説
を
な
す
。（
中
略
）
是
の
如
く
の
二
の
中
の
各
初
め
の
一
種
は
、
甚
深
の
真
理
を
詮
表 

 
 

す
る
こ
と
能
わ
ず
、
各
後
の
一
種
は
真
理
を
詮
す
る
こ
と
を
得
る
。
故
に
今
、
前
の
門
に
よ
り
て
是 

の
如
く
の
説
を
作
し
て
、
「
名
字
の
相
を
離
れ
」
る
と
す
。
６ 

  

『
釈
論
』
は
名
字
に
つ
い
て
、「
字
字
名
」
と
「
字
影
名
」
の
二
種
が
あ
る
と
説
く
。
ま
ず
、「
字
字
名
」

と
は
真
理
を
表
現
で
き
な
い
立
場
と
し
、「
字
影
名
」
と
は
真
理
を
表
現
で
き
る
立
場
と
す
る
。
こ
の
名
前

が
ど
の
よ
う
に
し
て
登
場
し
た
の
か
、
そ
の
由
来
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
も
後
半
部
分
に
目
を
向

け
る
と
、
「
故
に
今
、
前
の
門
に
よ
り
て
是
の
如
く
の
説
を
作
し
て
、
名
字
の
相
を
離
れ
と
す
。
」
と
あ
る

よ
う
に
、
「
如
義
言
説
」
と
同
じ
内
容
が
確
認
で
き
、
『
釈
論
』
は
生
滅
門
に
は
字
字
名
、
真
如
門
に
は
字

影
名
が
対
応
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
『
釈
論
』
に
お
け
る
心
量
の
解
釈
を
確
認
し
て
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い
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

心
量
に
十
有
り
、
云
何
が
十
と
な
す
。
一
に
は
眼
識
心
、
二
に
は
耳
識
心
、
三
に
は
鼻
識
心
、
四
に 

 
 

は
舌
識
心
、
五
に
は
身
識
心
、
六
に
は
意
識
心
、
七
に
は
末
那
識
心
、
八
に
は
阿
梨
耶
識
心
、
九
に 

 
 

は
多
一
識
心
、
十
に
は
一
一
識
心
な
り
。
是
の
如
く
の
十
の
中
の
初
め
の
九
種
の
心
は
真
理
を
縁
ぜ 

 
 

ず
。
後
の
一
種
の
心
は
真
理
を
縁
じ
て
而
も
境
界
と
な
す
こ
と
得
る
。
今
、
前
の
九
に
よ
り
て
是
の 

如
く
の
説
を
作
し
て
、
「
心
縁
の
相
を
離
れ
」
る
と
す
。
７ 

  

『
釈
論
』
は
心
量
に
は
、「
眼
」・「
耳
」・「
鼻
」・「
舌
」・「
身
」・「
意
」・「
末
那
」・「
阿
梨
耶
」・「
多
一
」
・

「
一
一
」
と
い
う
十
種
が
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
「
眼
」・「
耳
」・「
鼻
」・「
舌
」・「
身
」・「
意
」・「
末
那
」
・

「
阿
梨
耶
」
・
「
多
一
」
ま
で
の
九
種
は
真
理
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
最
後
の
「
一
一
」
の

み
真
理
の
認
識
が
可
能
と
主
張
し
て
い
く
。 

 

こ
こ
で
登
場
す
る
「
多
一
」
や
「
一
一
」
が
ど
の
よ
う
な
発
想
や
理
解
に
基
づ
い
て
命
名
さ
れ
た
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
眼
」
・
「
耳
」
・
「
鼻
」・
「
舌
」
・
「
身
」
・
「
意
」
・「
末
那
」
・
「
阿
梨
耶
」
ま

で
は
広
く
知
ら
れ
る
八
識
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
「
多
一
」
を
加
え
る
と
九
識
と
な
る
だ
ろ

う
が
果
た
し
て
他
の
九
識
説
と
合
致
す
る
か
判
断
は
難
し
い
。
し
か
し
数
の
点
か
ら
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る

唯
識
説
の
な
か
の
地
論
宗
の
九
識
説
で
は
な
く
十
識
説
を
打
ち
立
て
て
い
る
た
め
、『
釈
論
』
独
自
の
心
識

説
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
十
識
説
を
説
く
典
籍
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
第

十
番
目
の
「
一
一
識
心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
識
な
の
か
が
問
題
と
な
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
広
く
知
ら
れ
る
心
識
説
を
基
に
『
釈
論
』
の
識
心
説
を
分
析
し
て
み
た
い
。
識
は
広
く
「
認

識
作
用
」
や
「
識
別
作
用
」
、
「
は
た
ら
く
心
」
、
「
認
識
す
る
心
」
、
「
認
識
機
能
」
と
し
て
知
ら
れ
る
概
念

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
識
心
と
は
、
修
行
者
の
心
の
在
り
方
に
対
し
六
識
ま
た
は
八
識
と
な
っ
て
は
た
ら
く

心
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
の
だ
が
、
識
の
理
解
も
次
第
に
教
義
上
の
再
解
釈
が
進
め
ら
れ
、
第
九

番
目
の
識
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
唯
識
説
の
八
識
よ
り
上
に
据
え
る
理
解
が
出
は
じ
め
、
こ
の
識
を
菴

摩
羅
識
、
無
垢
識
と
別
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
第
九
識
で
あ
る
菴
摩
羅
識
の
登
場
後
、
次
第
に
こ
の
識
を
最
上
の
識
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
定
着

し
て
い
き
、
概
ね
こ
れ
以
上
の
識
を
立
て
な
い
の
が
仏
教
の
一
般
的
な
心
識
理
解
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し

た
が
っ
て
『
釈
論
』
の
十
識
説
は
、
従
来
の
大
乗
仏
教
で
定
着
し
て
い
た
心
識
説
を
下
位
に
置
き
直
し
、

新
た
な
心
識
を
付
加
す
る
こ
と
で
九
識
説
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
従
来
の
第
九

識
と
、
第
九
番
目
の
多
一
識
心
と
同
質
で
は
あ
る
か
否
か
を
考
え
る
と
、
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
あ
る

の
で
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）。 

 

云
何
が
八
と
為
す
。
謂
く
前
の
七
の
中
に
阿
梨
耶
識
を
加
う
る
が
故
に
。
道
智
契
経
の
中
に
是
く
の 

如
く
説
き
な
す
。
心
王
に
八
有
、
云
何
八
と
為
す
。
一
に
は
眼
識
心
王
に
し
て
、
乃
至
、
八
に
は
異 

熟
報
識
心
王
な
り
。
（
中
略
）
云
何
九
と
為
す
。
謂
く
前
の
八
の
中
に
唵
摩
羅
識
を
加
う
る
が
故
に
。 

金
剛
三
昧
契
経
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
な
す
。
爾
時
、
無
住
菩
薩
而
も
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、 

尊
者
よ
何
の
利
転
を
以
て
、
衆
生
の
一
切
の
情
識
を
転
じ
て
唵
摩
羅
識
に
入
れ
る
や
。
仏
の
た
ま
わ 

く
、
諸
仏
如
来
は
常
に
一
覚
を
以
て
而
も
諸
識
を
転
じ
て
唵
摩
羅
識
に
入
れ
る
が
故
に
。
十
に
は
十 

種
の
識
を
立
て
て
、
総
じ
て
諸
識
を
摂
す
。
云
何
十
と
為
す
。
謂
く
前
の
九
の
中
に
一
切
一
心
識
を 

加
う
る
が
故
に
。
法
門
契
経
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
な
す
。
心
量
は
無
量
な
り
と
雖
も
而
も
十 
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識
を
出
ず
。
８ 

 

『
釈
論
』
は
『
道
智
経
』
、『
金
剛
三
昧
経
』、『
法
門
経
』
と
い
っ
た
教
証
を
あ
げ
、
阿
梨
耶
識
と
は
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
・
末
那
に
次
ぐ
第
八
番
目
の
識
で
異
熟
識
、
こ
れ
に
第
九
番
目
の
識
と
し
て
「
唵

摩
羅
識
」
を
加
え
、
最
後
に
は
第
十
番
目
の
識
と
し
て
「
一
切
一
心
識
」
を
立
て
て
い
く
。
そ
し
て
説
の

終
り
に
は
、
心
量
（
心
識
）
は
十
識
の
枠
を
出
な
い
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
内
容
は
十
種

心
量
の
内
容
を
再
説
し
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
多
一
識
と
は
唵
摩
羅
識
だ
と
理
解
さ

れ
る
の
で
、
表
記
こ
そ
異
な
る
が
一
般
的
な
第
九
識
（
＝
菴
摩
羅
識
）
と
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
『
釈
論
』
が
菴
摩
羅
識
を
未
だ
完
全
な
覚
り
に
は
達
し
て
な
い
と
見
て
い
た
証
拠

に
も
な
る
。 

 

一
方
、『
釈
論
』
の
十
識
説
と
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
と
比
較
す
る
と
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
が
真
如
門

を
第
九
識
と
す
る
立
場
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
９

。
そ
の
他
の
注
釈
書
に
つ
い
て

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。『
釈
論
』
は
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
が
主
張
す
る
心
識
説
を
暗
に
批
判
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
『
釈
論
』
は
、「
今
、
前
の
九
に
據
り
是
の
如
く
の
説
を
作
し
て
、
心
縁
の
相
を
離

れ
と
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
師
で
あ
る
馬
鳴
の
本
意
は
第
九
番
目
の
「
多
一
」
の
識

心
ま
で
は
真
理
を
認
識
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
真
如
門
は
「
一
一
」
で
あ
り
、
真
理
は
認
識

で
き
る
立
場
を
主
張
し
て
い
る
。 

こ
の
一
連
の
内
容
に
つ
い
て
視
点
を
変
え
て
見
る
と
、『
釈
論
』
の
作
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
『
起
信
論
』

の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
よ
り
、
直
々
に
「
五
種
言
説
」
と
「
二
種
名
字
」
と
「
十
種
心
量
」
に
つ
い
て
教
授

を
さ
れ
た
と
宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
は
立
義
分
の
解
釈
に
は
な
い
新

た
な
理
解
を
示
し
て
お
り
、『
釈
論
』
独
自
の
真
如
門
と
生
滅
門
の
二
門
理
解
を
「
解
釈
分
」
の
解
釈
を
通

し
て
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
、
言
説
、
名
字
、
心
量
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、
『
起
信

論
』
や
同
論
の
三
種
注
釈
書
、
従
前
の
大
乗
仏
教
の
真
理
観
に
間
接
的
で
あ
る
が
批
判
的
な
主
張
し
て
い

る
と
見
做
せ
る
。
加
え
て
、
以
上
の
『
釈
論
』
の
主
張
を
虚
心
に
見
る
と
、
従
来
の
説
と
説
と
を
整
合
性

を
持
た
せ
て
会
通
を
試
み
る
論
法
と
は
言
え
な
い
点
も
指
摘
で
き
る
。『
釈
論
』
は
こ
れ
ま
で
常
識
や
前
提

と
さ
れ
て
き
た
概
念
に
対
し
、
新
た
な
視
点
で
第
三
の
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
支
持
さ
れ
て

き
た
機
構
を
超
克
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
０

。
以
上
を
踏
ま
え
て
今
度
は
、
「
不
生
不

滅
」
と
「
生
滅
」
に
つ
い
て
『
釈
論
』
の
解
釈
を
見
て
い
き
た
い
。 

   
 

第
三
節 

「
不
生
不
滅
」
と
「
生
滅
」
解
釈
に
つ
い
て 

  

ま
ず
、
「
不
生
不
滅
」
と
「
生
滅
」
の
う
ち
、
「
不
生
不
滅
」
に
つ
い
て
『
起
信
論
』
に
お
け
る
真
如
門

の
説
か
ら
確
認
し
て
い
く
。 

  
 

心
真
如
と
は
、
即
ち
是
れ
一
法
界
に
し
て
、
大
総
相
、
法
門
の
体
な
り
。
い
わ
ゆ
る
心
性
の
不
生
不 

 
 

滅
な
り
。
一
切
諸
法
は
唯
だ
妄
念
に
依
り
而
も
差
別
有
り
。
若
し
妄
念
を
離
る
れ
ば
則
ち
一
切
の
境 

 
 

界
の
相
無
し
。
１
１ 
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『
起
信
論
』
は
真
如
門
の
心
性
を
「
不
生
不
滅
」
で
あ
る
と
す
る
１
２

。
で
は
「
生
滅
」
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
か
。
生
滅
門
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

心
生
滅
と
は
、
如
来
蔵
に
依
る
が
故
に
生
滅
心
有
り
。
い
わ
ゆ
る
不
生
不
滅
と
生
滅
と
和
合
す
。
非 

 
 

一
非
異
に
し
、
名
づ
け
て
阿
梨
耶
識
と
な
す
。
１
３ 

  

『
起
信
論
』
は
生
滅
門
に
つ
い
て
、
心
性
は
「
不
生
不
滅
」
と
「
生
滅
」
が
和
合
し
た
も
の
で
と
す
る
。

つ
ま
り
、
生
滅
門
と
は
真
如
門
の
心
性
（
不
生
不
滅
）
が
生
滅
門
の
生
滅
と
和
合
し
た
世
界
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
染
と
浄
の
世
界
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
点
は
立
義
分
に
お
け
る
「
一
切
世
間
法
」

と
す
る
説
と
大
差
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、『
釈
論
』
の
解
釈
を
見
て
い
く
。
以
下
の
よ
う

に
説
い
て
い
る
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
総
じ
て
一
切
無
為
法
を
摂
す
る
故
に
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
不
生
不
滅
と
な
す
。
不 

 
 

生
不
滅
は
諸
の
無
為
法
の
総
相
の
故
に
。
総
じ
て
一
切
有
為
法
を
摂
す
る
故
に
。
故
に
生
滅
と
名
づ 

 
 

く
。
生
滅
の
言
は
諸
の
有
為
法
の
総
相
な
る
が
故
に
。
是
の
如
く
有
為
と
無
為
の
二
法
お
の
お
の
幾 

ば
く
の
数
が
有
る
。
何
等
の
名
字
ぞ
。（
中
略
）
論
じ
て
曰
く
。
無
為
法
に
四
種
有
り
。
云
何
が
四
と 

な
す
。
一
に
は
真
如
無
為
、
二
に
は
本
覚
無
為
、
三
に
は
始
覚
無
為
、
四
に
は
虚
空
無
為
な
り
。
是 

れ
を
名
づ
け
て
四
と
な
す
。
有
為
法
に
五
種
有
り
。
云
何
が
五
と
な
す
。
一
に
は
根
本
無
明
有
為
、 

二
に
は
生
相
有
為
、
三
に
は
住
相
有
為
、
四
に
は
異
相
有
為
、
五
に
は
滅
相
有
為
な
り
。
是
れ
を
名 

づ
け
て
五
と
な
す
。
１
４ 

  

『
釈
論
』
は
不
生
不
滅
を
「
無
為
法
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
法
の
な
か
に
は
「
真
如
」・「
本

覚
」
・
「
始
覚
」・
「
虚
空
」
の
四
種
が
あ
る
と
説
く
。
一
方
、
生
滅
と
は
「
有
為
法
」
と
解
釈
し
、
さ
ら
に

そ
の
法
の
な
か
に
も
「
無
明
」・「
生
」・「
住
」・「
異
」・「
滅
」
の
五
種
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
『
釈

論
』
は
、
不
生
不
滅
と
生
滅
を
無
為
法
と
有
為
法
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
『
釈

論
』
以
外
に
は
確
認
で
き
ず
、『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
も
同
様
の
説
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
無
為

法
の
な
か
に
始
覚
を
認
め
る
と
い
っ
た
考
え
も
理
解
し
づ
ら
い
だ
ろ
う
１
５

。 

 

『
釈
論
』
の
立
義
分
の
解
釈
で
は
、
真
如
門
は
出
世
間
法
＝
清
浄
法
、
生
滅
門
は
世
間
法
＝
染
浄
法
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
こ
で
は
、
無
為
法
と
有
為
法
が
登
場
し
、
新
た
な
二
門
の
機
能
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
不
生
不
滅
＝
無
為
法
と
生
滅
＝
有
為
法
が
和
合
す
る
こ
と
か
ら
も
、
無
為
法
と
し
て
登

場
す
る
「
真
如
」
、
「
本
覚
」、
「
始
覚
」
、
「
虚
空
」
の
四
種
は
、
染
浄
と
清
浄
の
二
面
が
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
す
な
わ
ち
和
合
の
観
点
か
ら
す
る
と
、「
清
浄
本
覚
」・「
清
浄
始
覚
」・「
清
浄
真
如
」・「
清
浄
虚
空
」

は
真
如
門
、「
染
浄
本
覚
」・「
染
浄
始
覚
」・「
染
浄
真
如
」・「
染
浄
虚
空
」
は
生
滅
門
と
し
て
二
門
そ
れ
ぞ

れ
に
振
り
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
１
６

。 

 

本
来
、
無
為
と
は
「
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
か
「
種
々
の
原
因
や
条
件
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
存
在
」
や
、
「
因
果
関
係
を
離
れ
た
存
在
」
に
対
し
説
く
も
の
で
あ
る
１
７

。
無
為
法
そ

の
も
の
が
有
為
法
と
和
合
す
る
こ
と
自
体
、『
釈
論
』
の
不
生
不
滅
に
対
す
る
理
解
が
い
か
に
独
特
な
理
解

で
あ
る
か
が
分
か
る
。
で
は
な
ぜ
『
釈
論
』
は
不
生
不
滅
を
無
為
法
と
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
対
し
本
多
隆
仁
の
指
摘
が
あ
る
。
本
多
は
、
『
釈
論
』
の
不
生
不
滅=

無
為
法
の
理
解
に
、
『
不
増
不
減

経
』
に
説
く
不
生
不
滅
を
「
法
身
」
と
す
る
説
を
参
照
し
分
析
を
試
み
て
い
る
１
８

。
『
釈
論
』
が
不
生
不
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滅
を
法
身
で
あ
る
と
見
て
、
そ
れ
と
生
滅
が
和
合
し
た
も
の
が
、
在
纏
の
法
身
、
す
な
わ
ち
煩
悩
に
纏
わ

ら
れ
る
法
身
と
な
り
、
衆
生
に
蔵
す
る
仏
性
を
表
現
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
多
説
を
踏
ま
え
る
と
、

『
釈
論
』
が
不
生
不
滅
を
無
為
法
と
す
る
の
は
、
因
果
関
係
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
本
来

的
に
法
身
で
あ
る
と
見
て
、
そ
れ
が
有
為
法
と
和
合
し
た
時
、
煩
悩
に
纏
わ
ら
れ
本
来
の
姿
が
隠
れ
た
法

身
が
存
在
し
て
い
る
と
理
解
し
た
の
だ
と
い
え
る
。 

こ
れ
に
関
連
す
る
、
『
釈
論
』
の
別
の
箇
所
に
は
、
『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
如
来
蔵
説
を
解
釈
し
て

「
十
種
如
来
蔵
」
を
説
き
、
そ
の
な
か
で
『
不
増
不
減
経
』
が
教
証
と
し
て
在
纏
位
の
法
身
を
明
か
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
同
経
と
の
影
響
関
係
を
指
摘
で
き
る
１
９

。
加
え
て
、
無
為
法
で
説
く
四
種
（
真
如
・
本

覚
・
始
覚
・
虚
空
）
に
つ
い
て
『
釈
論
』
の
解
説
を
確
認
す
る
と
、
「
本
有
法
身
」
、
す
な
わ
ち
衆
生
の
仏

性
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お
り
、
こ
の
法
身
は
理
智
不
二
の
立
場
で
あ
る
と
さ
れ
る
２
０

。
以
上
の
こ
と
か

ら
も
不
生
不
滅
と
は
法
身
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
筆
者
も
本
多
説
に
準
拠
す
る
こ
と

に
し
た
い
。 

 

で
は
、
不
生
不
滅
と
本
有
法
身
の
関
係
に
つ
い
て
、『
不
増
不
減
経
』
に
あ
る
法
身
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
高
崎
直
道
の
指
摘
が
あ
る
。
高
崎
は
、「
『
不
増
不
減
経
』

は
、
こ
の
衆
生
界
を
〈
法
身
〉
の
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
、「
無
辺
煩
悩
所
纏
の
法
身
」
と
規
定
し
た
。
」
２
１

と
分
析
し
て
お
り
、
衆
生
界
と
法
身
を
一
つ
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
高
崎
説
で
は
、
衆
生
の
な
か
に
本
来

あ
る
法
身
は
仏
界
と
も
隔
た
り
が
な
い
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、『
釈
論
』
が
立
義
分
の
解
釈
で
衆
生
心
を

一
法
界
心
と
し
、
真
如
門
と
生
滅
門
を
無
為
と
有
為
に
置
き
換
え
、
無
為
法
（
真
如
門
の
立
場
）
に
「
本

有
法
身
」
、
無
為
と
有
為
の
和
合
（
生
滅
門
の
立
場
）
に
染
浄
（
在
纏
）
の
法
身
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

共
通
す
る
概
念
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
と
か
ら
も
、
本
有
法
身
と
は
衆
生
に
蔵
す
る
真
如
を
い
っ
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
真
如
門
が
な
ぜ
法
身
で
は
な
く
本
有
法
身
と
な
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
次
節
に
て
、
二
門
の
異
名
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
成
果
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

  
 

○
真
如
門 

出
世
間
法
＝
清
浄
法
＝
不
生
不
滅
＝
無
為
法 

無
為
法
と
は
（
清
浄
本
覚
・
清
浄
始
覚
・
清
浄
真
如
・
清
浄
虚
空
）
＝
本
有
の
法
身 

  
 

○
生
滅
門 

世
間
法
＝
染
浄
法
＝
不
生
不
滅
と
生
滅
の
和
合
＝
有
為
法
＋
無
為
法 

無
為
有
為
法
と
は
（
染
浄
本
覚
・
染
浄
始
覚
・
染
浄
真
如
・
染
浄
虚
空
）
＝
在
纏
の
法
身 

   
 

第
四
節 

「
真
如
門
」
と
「
生
滅
門
」
の
異
名
と
し
て
説
か
れ
る
「
如
来
蔵
門
」 

―

「
十
種
異
名
」
を
中
心
に―

 

 

こ
こ
で
は
『
釈
論
』
が
真
如
門
と
生
滅
門
の
相
違
点
に
つ
い
て
十
種
の
異
名
を
説
く
内
容
か
ら
考
察
を

試
み
た
い
。
そ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
二
門
の
十
種
異
名
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
本
節
の

最
後
に
図
１
と
２
と
し
て
載
せ
た
２
２

）
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
心
真
如
門
に
十
種
の
名
有
り
、
云
何
が
十
と
な
す
。
一
に
は
名
づ
け
て
如
来
蔵
門
と 
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な
す
。
雑
乱
無
き
が
故
に
。
二
に
は
名
づ
け
て
不
二
平
等
門
と
な
す
。
差
別
無
き
が
故
に
。
（
中
略
） 

 
 

論
じ
て
曰
く
。
心
生
滅
門
に
十
種
の
名
有
り
。
云
何
が
十
と
な
す
。
一
に
は
名
づ
け
て
蔵
識
門
と
な 

 
 

す
。
一
切
の
染
浄
法
を
摂
持
す
る
が
故
に
。
二
に
は
名
づ
け
て
如
来
蔵
門
と
な
す
。
如
来
法
身
の
体 

 
 

を
覆
蔵
す
る
が
故
に
。
２
３

。 

  

『
釈
論
』
は
真
如
門
と
生
滅
門
の
異
名
の
一
つ
に
「
如
来
蔵
門
」
を
説
き
、
真
如
門
は
「
雑
乱
無
き
」

と
し
、
生
滅
門
は
「
如
来
法
身
の
体
を
覆
蔵
す
る
が
故
に
」
と
解
説
す
る
。
こ
れ
は
二
門
の
立
場
に
つ
い

て
煩
悩
の
有
無
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
が
、
な
ぜ
真
如
門
の
異
名
が
如
来
蔵
門
で
あ
る
の

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
『
起
信
論
』
で
は
、「
如
来
蔵
」
の
語
は
生
滅
門
で
示
さ
れ
る
も

の
で
、
真
如
門
で
は
説
か
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
起
信
論
』
が
生
滅
門
か
ら
真
如
門
へ
向
か
う
、
因
か
ら
果

の
構
造
だ
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
２
４

、
真
如
門
が
仏
性
を
有
す
る
衆
生
（
修
行
者
）

を
対
象
と
す
る
説
は
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。 

な
ぜ
『
釈
論
』
は
そ
の
よ
う
な
『
起
信
論
』
と
は
異
な
る
説
を
述
べ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
関
連
す
る
、

『
釈
論
』
が
二
門
の
「
人
衆
異
」
、
す
な
わ
ち
修
行
者
や
教
法
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
箇
所
を
確
認
し
た

い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
是
の
二
種
の
門
に
七
異
と
一
同
有
り
。
云
何
が
七
異
と
な
す
。
一
に
は
人
衆
異
な
り
。 

 
 

真
如
門
の
中
に
唯
だ
清
浄
解
脱
者
有
る
が
故
に
。
生
滅
門
の
中
に
備
に
三
聚
の
諸
衆
生
有
る
が
故
に
。 

二
に
は
法
門
異
な
り
。
真
如
門
の
中
に
唯
だ
一
向
清
白
品
有
る
が
故
に
。
生
滅
門
の
中
に
備
に
一
切 

染
浄
法
有
る
が
故
に
。
２
５ 

  

『
釈
論
』
は
真
如
門
の
対
象
と
す
る
行
者
を
清
浄
解
脱
者
と
し
、
門
の
属
性
を
清
浄
法
と
す
る
。
そ
し

て
生
滅
門
の
対
象
と
す
る
行
者
に
つ
い
て
は
三
聚
諸
衆
生
と
し
、
門
の
属
性
を
染
浄
法
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
は
真
如
門
と
生
滅
門
に
は
そ
れ
ぞ
れ
機
根
に
応
じ
た
修
行
者
が
存
在
す
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
の
検
討
で
は
、
二
門
の
異
名
に
如
来
蔵
門
や
本
有
法
身
が
説
か
れ
る
の

は
、
上
記
の
修
行
者
を
想
定
し
て
の
内
容
だ
と
理
解
で
き
、
こ
の
よ
う
な
説
も
ま
た
『
起
信
論
』
三
種
注

釈
書
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
『
釈
論
』
に
お
け
る
機
根
論
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、「
因
縁
分
」
の
解

釈
に
確
認
で
き
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

「
因
縁
総
相
」
と
は
、
総
じ
て
能
化
教
法
出
興
門
を
挙
ぐ
。
謂
く
八
種
根
本
総
体
の
為
に
正
因
縁
と 

な
す
。
故
に
因
縁
総
と
言
う
。
二
十
四
種
分
離
別
相
の
為
に
正
因
縁
と
な
す
。
故
に
因
縁
相
と
言
う
。 

三
十
二
種
の
総
別
の
法
相
は
、
立
義
分
の
中
に
自
ら
当
に
顕
説
す
べ
し
。「
為
令
衆
生
」
と
は
、
総
じ 

て
所
化
衆
生
分
際
門
を
挙
ぐ
。
謂
く
邪
定
聚
の
十
億
八
万
六
千
種
の
衆
生
と
、
不
定
聚
の
三
十
種
の 

衆
生
と
、
正
定
聚
の
一
百
二
十
種
の
衆
生
と
を
摂
す
る
が
故
に
。
２
６ 

  

「
因
縁
分
」
の
解
釈
で
は
、
三
十
二
法
門
で
対
象
と
す
る
修
行
者
に
つ
い
て
三
聚
と
い
う
「
邪
定
聚
」
、

「
不
定
聚
」
、「
正
定
聚
」
の
三
種
が
あ
る
と
す
る
。
三
十
二
法
門
は
真
如
門
と
生
滅
門
と
密
接
で
あ
る
こ

と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
登
場
す
る
三
聚
説
は
生
滅
門
の
修
行
者
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
聚
の
構
造
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
２
７

。 
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『
釈
論
』
は
、
こ
の
三
聚
に
つ
い
て
細
か
な
衆
生
の
数
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。「
邪
定
聚
」
は
「
十

億
八
万
六
千
種
」
、
「
不
定
聚
」
は
「
三
十
種
」
、
「
正
定
聚
」
は
「
一
百
二
十
種
」
と
す
る
。
以
上
の
三
種

を
合
計
す
る
と
、「
十
億
八
万
六
千
一
百
五
十
種
」
と
い
う
膨
大
な
衆
生
が
立
義
分
、
す
な
わ
ち
三
十
二
法

門
の
な
か
の
生
滅
門
の
対
象
と
な
る
修
行
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
数
が
一
体
ど
の
よ
う
に

算
出
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
那
須
政
隆
の
指
摘
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。 

  
 

十
億
八
万
六
千
種 

こ
の
数
が
如
何
に
し
て
算
出
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
三
十
種
は
、
十
信
の
各 

 
 

位
に
入
住
出
の
三
位
が
あ
る
か
ら
、
三
十
種
と
な
る
（
記
師
は
、
十
信
の
各
位
に
上
中
下
が
あ
る
か 

 
 

ら
、
三
十
種
と
な
る
と
す
る
）
。
一
百
二
十
種 

三
賢
十
聖
の
四
十
位
の
各
位
に
入
住
出
の
三
位
を
分 

 
 

け
る
か
ら
、
一
百
二
十
種
と
な
る
。
２
８ 

  

那
須
は
「
十
億
八
万
六
千
種
」
の
典
拠
は
不
明
す
る
が
、「
三
十
種
」
は
十
信
位
に
入
住
出
の
三
位
、
あ

る
い
は
上
品
・
中
品
・
下
品
の
三
種
と
し
、「
一
百
二
十
種
」
は
十
住
と
十
行
と
十
回
向
と
十
地
の
四
位
に

入
住
出
に
よ
る
も
の
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
那
須
説
で
は
、「
十
億
八
万
六
千
種
」
と
い
う
数
以
外
の
「
三

十
種
」
と
「
一
百
二
十
種
」
は
起
源
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
十
億
八
万
六
千
種
」
と
い
う
数
の
起
源
は

今
後
の
課
題
と
し
、
三
聚
の
機
根
の
中
で
、
利
根
と
言
え
ば
、
正
定
聚
の
「
一
百
二
十
種
」
と
な
る
。
そ

し
て
、
中
間
の
立
場
が
不
定
聚
の
「
三
十
種
」
と
な
り
、
下
位
の
立
場
が
邪
定
聚
の
「
十
億
八
万
六
千
種
」

と
な
る
。 

と
な
れ
ば
、『
釈
論
』
が
衆
生
心
を
解
釈
し
て
あ
げ
た
、
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如

来
の
八
種
の
修
行
者
と
の
対
応
を
考
え
る
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
邪
定
聚
は
二
乗
凡
夫
と

な
る
か
ら
、
声
聞
・
縁
覚
・
卵
・
胎
・
湿
・
化
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
不
定
聚
と
正
定
聚
は
十
信
か

邪定聚 

三 聚 

二乗凡夫 

不定聚 

上 品 

中 品 

下 品 

十 信 

一 

十 

九 

 八 

七 

六 

五 

四 

三 

二 

正定聚 
三 賢 

十 地 

十回向 

十 行 

十 住 
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ら
十
地
の
菩
薩
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
如
来
と
は
文
字
通
り
覚
者
と
見
る
の
が
妥
当
と
い
う

こ
と
に
な
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
真
如
門
に
は
清
浄
解
脱
者
で
あ
る
如
来
、
生
滅
門
に
は
三
聚
の
修
行
者
で
あ
る
卵
・

胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
門
の
異
名
と
し
て
登
場
す
る
「
如
来

蔵
門
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
者
を
指
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
が
真
如
門
に

本
有
法
身
や
清
浄
解
脱
者
を
登
場
さ
せ
た
理
由
も
こ
の
如
来
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。 こ

れ
と
も
う
一
点
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
起
信
論
』
で
は
真
如
門
を
悟
り
の
境
地
と
位
置

付
け
る
の
に
対
し
、『
釈
論
』
で
は
真
如
門
も
未
だ
修
行
の
段
階
に
あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
『
釈

論
』
に
お
け
る
悟
り
の
境
地
と
は
何
か
と
な
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
『
起
信
論
』
で
は
生
滅
門
か
ら
真
如
門
で
あ
っ
た
構
図
が
、『
釈
論
』
で
は
三
十
二
法
門
か
ら

不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
図
式
に
移
行
し
た
の
だ
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
如
来
が
ど
の
よ
う

な
仏
身
を
想
定
し
て
い
る
の
か
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
２
９

。
そ
の
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
は
第
三
編

第
一
章
に
お
い
て
論
じ
た
い
。
こ
こ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
次
節
は
、
真
如
門
と
生
滅
門
の
二
門
が
二

諦
説
と
合
致
す
る
も
の
か
否
か
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
本
考
察
の
お
わ
り
と
し
た
い
。 

 

図
１ 

                       

真
如
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
種
名 

 

婆
伽
婆
倶
舍 

（
一
）
如

来

蔵

門 
→
 

雑
乱
無
き
が
故
に 

健
遮
阿
多
那 

（
二
）
不

二

平

等

門 
→
 

差
別
無
き
が
故
に 

必
菩
提
婆
梨 

（
三
）
一

道

清

浄

門 
→
 

異
岐
無
き
が
故
に 

健
訶
健
婆
那 

（
四
）
不

起

不

動

門 
→
 

作
業
を
離
れ
る
が
故
に 

阿
陀
阿
只
尼 

（
五
）
無

断

無

縛

門 
→
 

治
障
無
き
が
故
に 

阿
伽
阿
始
耶 

（
六
）
無

去

無

来

門 
→
 

上
下
無
き
が
故
に 

度
羅
諾
補
帝 

（
七
）
出

世

間

門 
→
 

住
向
無
き
が
故
に 

漠
呼
健
那
地 

（
八
）
寂

滅

寂

静

門 
→
 

別
相
無
き
が
故
に 

摩
訶
標
陀
一 

（
九
）
大

総

相

門 
→
 

虚
偽
無
き
が
故
に 

婆
阿
叉
尼
羅 

（
十
）
真

如

門 
→
 

総
じ
て
諸
佛
一
切
法
蔵
平
等
義
理
法
門
を
摂
す 

 

生
滅
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
種
名 

 

阿
梨
耶
鍵
摩 

（
一
）
蔵

識

門 
→
 

一
切
染
浄
法
を
摂
持
す
る
が
故
に 

婆
伽
婆
倶
舍 

（
二
）
如

来

蔵

門 
→
 

如
来
法
身
の
体
を
覆
蔵
す
る
が
故
に 

阿
伊
婆
那
羅 

（
三
）
起

動

門 
→
 

相
続
の
業
を
作
す
が
故
に 

健
訶
健
只
尼 

（
四
）
有

断

有

縛

門 
→
 

治
障
有
る
が
故
に 

健
伽
健
始
耶 

（
五
）
有

去

有

来

門 
→
 

上
下
有
る
が
故
に 

叉
叉
筏
那
羅 

（
六
）
タ

相

分

異

門 
→
 

染
浄
の
法
恒
沙
に
過
ぎ
た
る
が
故
に 

羅
諾
補
帝
尼 

（
七
）
世

間

門 
→
 

四
相
倶
に
転
ず
る
が
故
に 

闍
縛
多
涅
盤 

（
八
）
流

転

還

滅

門 
→
 

生
死
及
び
涅
槃
を
具
足
す
る
が
故
に 

呵
只
伽
那
尸 

（
九
）
相

待

倶

成

門 
→
 

自
成
の
法
無
き
が
故
に 

 
 
 
 

多
跋
多
健
舍 

（
十
）
生

滅

門 
→

 

総
じ
て
諸
佛
一
切
法
蔵
種
種
差
別
法
門
を
摂
す 
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一
、
金

剛

神

王 

【
真
如
】
一
体
本
法
は
一
向
に
真
如
浄
法
を
出
生
す 

□一
、
主

海

神

王 

〈
生
滅
〉
三
自
本
法
は
遍
満
し
て
一
切
種
種
の
浄
白
品
法
と
染
汚
品
法
を
出
生
す
る 

二
、
空

自

在

王 

【
真
如
】
一
体
空
王
は
無
住
処
を
以
て
自
在
と
し 

□二
、
色

自

在

王 

〈
生
滅
〉
三
自
空
王
は
有
住
処
を
以
て
自
在
と
す
る
が
故
に 

三
、
光

明

龍

王 

【
真
如
】
一
体
本
法
は
純
浄
の
法
を
以
て
而
も
そ
の
体
と
し 

□三
、
風

水

龍

王 

〈
生
滅
〉
三
自
本
法
は
染
浄
の
法
を
以
て
而
も
そ
の
徳
な
る
が
故
に 

四
、
金

主

龍

王 

【
真
如
】
一
体
如
意
は
唯
浄
法
を
生
ず 

□四
、
満

主

龍

王 

〈
生
滅
〉
三
自
如
意
は
通
じ
て
洗
浄
を
生
ず 

五
、
白

色

方

等 
【
真
如
】
清
浄
法
界
は
白
必
薩
伊
尼
羅
の
如
く 

□五
、
乱

色

方

等 
〈
生
滅
〉
無
尽
法
界
は
乱
必
薩
伊
尼
羅
の
如
く 

六
、
遠

転

遠

縛 

【
真
如
】
唯
覚
者
有
り
唯
如
如
有
り
流
転
の
因
を
離
れ
慮
知
の
縛
を
離
れ
て
一
一
白
白
な
り 

□六
、
與

行

与

相 

〈
生
滅
〉
善
不
善
の
因
と
為
し
て
苦
楽
を
受
く
因
と
倶
に
若
し
く
は
生
じ
若
し
く
は
滅
す 

七
、
純

白

一

法

界 

【
真
如
】
空
種
の
無
礙
は
空
の
長
時
の
如
く 

□七
、
無

尽

一

法

界 

〈
生
滅
〉
遍
種
の
無
礙
は
有
の
長
時
の
如
く 

八
、
一

体

摩

訶

衍 

【
真
如
】
一
切
清
浄
の
法
と
一
切
無
礙
の
法
と
一
切
解
脱
の
法
と
（
中
略
）
一
切
寂
静
の
法
を
摂
す 

□八
、
三

自

摩

訶

衍 

〈
生
滅
〉
一
切
種
種
の
無
明
と
一
切
種
種
の
染
法
と
、
一
切
種
種
の
浄
白
品
の
法
を
摂

す 

九
、
等

住

中

実 

【
真
如
】
若
し
真
如
に
依
れ
ば
異
同
珠
の
如
く 

□九
、
別

住

中

実 

〈
生
滅
〉
若
し
生
滅
に
依
れ
ば
同
異
珠
の
如
く 

十
、
是

一

是

一

一

心 

【
真
如
】
真
如
の
一
心
は
一
に
因
る
が
故
に
一
な
り 

□十
、
是

一

切

是

一

心 

〈
生
滅
〉
生
滅
の
一
心
は
多
に
因
る
が
故
に
一
な
り 

一
法
界
心 

 

二 
 

法 

 

二 
 

門 

 

①
広
大
神
王 

 

⑦

一

法

界 

 

⑥

如

来

蔵 

 

⑤

方

等 

 

④

如

意

珠 

 

③
出
生
龍
王 

 

②
大
虚
空
王 

 

⑩

一

心 

 

⑨

中

実 

 

⑧

摩

訶

衍 

 

図
２ 

                      
 

第
五
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
「
真
生
二
門
」
理
解
と
二
諦
説
比
較 

  

二
諦
説
と
は
俗
諦
と
真
諦
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
間
に
対
し
出
世
間
、
有
漏
に
対
し
無
漏
、
有
為
に

対
し
無
為
、
と
い
っ
た
対
概
念
に
表
現
で
き
る
真
理
観
を
指
し
、
整
理
す
る
と
世
間
的
・
有
漏
的
な
も
の

を
俗
諦
、
出
世
間
的
・
無
漏
的
な
も
の
を
真
諦
と
し
て
見
る
考
え
方
で
あ
る
３
０

。
し
か
し
、
中
観
派
や
宗

派
に
お
け
る
教
義
に
よ
っ
て
と
ら
え
方
に
多
少
違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
二
諦
説
に
つ
い
て
は
玉
城
康

四
郎
の
先
行
す
る
成
果
が
あ
る
。
玉
城
は
、『
大
般
若
経
』
や
『
中
論
』
や
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
二
諦

説
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
『
大
般
若
経
』
に
つ
い
て
の
見
解
を
確
認
す
る
と
以
下
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。 

  
 

す
べ
て
言
説
に
よ
っ
て
表
し
た
も
の
は
、
世
俗
で
あ
っ
て
勝
義
で
は
な
い
。
し
か
し
、
世
俗
が
な
け 

 
 

れ
ば
勝
義
も
な
い
。
つ
ま
り
、
世
俗
に
通
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
勝
義
に
も
通
達
し
て 

 
 

い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
世
俗
に
通
達
し
て
み
れ
ば
、
一
切
は
無
生
、
無
滅
云
々
で
あ
る
こ
と
を
知 

 
 

り
、
そ
の
ま
ま
言
語
・
戯
論
を
離
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
勝
義
諦
で
あ
る
。
勝
義
は
、
言
語
・
戯
論 

 
 

を
離
れ
て
寂
静
で
あ
っ
て
、
仏
が
世
に
出
よ
う
と
出
ま
い
と
、
常
住
不
変
で
あ
る
、
こ
れ
が
、
勝
義 

 
 

に
通
達
す
、
と
い
わ
れ
る
。
３
１ 

  

次
に
『
中
論
』
に
つ
い
て
は
二
様
の
見
解
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
聖
者
に
お
い
て
第
一
義
諦
を
実
と
な
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す
と
い
う
見
解
、
戯
論
の
消
滅
し
た
自
内
証
そ
の
も
の
と
い
う
見
解
、
と
い
う
二
種
が
あ
り
、
結
局
の
と

こ
ろ
同
じ
と
す
る
３
２

。
『
大
智
度
論
』
に
つ
い
て
は
、
第
一
義
諦
は
、
無
分
別
そ
の
も
の
、
仏
そ
の
も
の

で
あ
り
、
世
俗
諦
は
、
菩
薩
の
働
く
智
慧
、
菩
薩
か
ら
仏
へ
、
仏
か
ら
菩
薩
へ
の
三
方
面
が
あ
る
と
す
る
３
３

。 

 

玉
城
説
を
整
理
す
る
と
、
第
一
義
諦
で
あ
る
真
諦
と
は
言
語
・
戯
論
を
離
れ
て
お
り
、
実
に
し
て
寂
静
、

常
住
不
変
で
あ
っ
て
、
法
身
あ
る
い
は
真
如
で
あ
る
と
す
る
。
か
た
や
俗
諦
と
は
言
語
・
戯
論
に
よ
っ
て

表
さ
れ
る
世
界
で
あ
り
勝
義
で
は
な
く
、
菩
薩
の
働
く
智
慧
、
菩
薩
（
修
行
者
）
か
ら
仏
へ
、
仏
か
ら
菩

薩
へ
と
い
う
三
方
面
が
あ
る
と
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（
以
下
、『
大
品
般
若
』
）

の
説
を
確
認
の
意
味
も
含
め
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

仏
、
須
菩
提
に
告
げ
て
、
是
の
諸
法
の
平
等
の
相
を
、
我
は
是
れ
浄
な
り
と
説
く
。
須
菩
提
よ
。
何 

 
 

等
是
れ
諸
法
平
等
な
り
や
。
い
わ
ゆ
る
、
如
、
不
異
、
不
誑
（
中
略
）
法
性
は
常
住
な
り
。
是
を
浄 

 
 

と
名
づ
く
。
世
諦
の
故
に
説
き
、
最
第
一
義
に
あ
ら
ず
。
最
第
一
義
は
、
一
切
の
言
語
・
論
義
・
音 

 
 

声
に
過
ぎ
た
る
も
の
な
り
。
３
４ 

  

『
大
品
般
若
』
で
は
、
た
と
え
仏
の
説
法
に
基
づ
く
教
え
、
第
一
義
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
言
説
・
論

義
・
音
声
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
世
俗
諦
、
俗
諦
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
本
経
の
注
釈
書

で
あ
る
『
大
智
度
論
』
に
も
関
連
す
る
記
事
が
確
認
で
き
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

是
の
諸
法
平
等
は
、
人
の
如
く
指
を
以
て
月
を
指
す
。
不
知
の
者
は
但
し
其
の
指
を
観
じ
て
而
し
て 

 
 

月
を
視
ず
。
是
の
故
に
仏
、
諸
法
平
等
の
相
も
亦
た
是
の
如
し
、
皆
な
是
れ
世
諦
な
り
。
世
諦
は
実 

 
 

に
あ
ら
ず
と
説
く
。
３
５ 

  

『
大
智
度
論
』
で
は
、
月
指
の
譬
喩
を
用
い
て
、
諸
法
平
等
の
相
と
い
う
も
の
を
結
局
の
と
こ
ろ
真
諦

で
は
な
く
俗
諦
だ
と
す
る
。
や
は
り
真
諦
は
言
語
道
断
・
心
行
処
滅
で
あ
り
、
真
理
は
衆
生
に
説
き
得
な

い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、『
釈
論
』
に
お
け
る
真
如
門
と
生
滅
門
の
理
解
に
つ
い
て
確
認
し
て

い
く
。
『
釈
論
』
は
二
門
の
性
質
を
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

真
妄
二
門
は
是
れ
其
の
末
法
な
り
。
亦
た
は
狭
く
亦
た
は
小
な
り
。
此
の
執
著
を
対
治
せ
ん
と
欲
う 

 
 

が
為
の
故
に
、
是
く
の
如
く
の
説
を
な
す
。
門
も
亦
た
所
入
な
り
。
本
と
量
等
し
。
復
た
次
に
真
如 

 
 

門
の
中
に
、
有
為
の
法
の
差
別
の
相
無
き
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
。
復
た
次
に
五
陰
を
空 

 
 

ず
る
智
も
、
所
空
の
陰
の
如
く
自
体
の
空
無
き
、
此
の
能
空
と
所
空
と
皆
な
空
な
る
を
以
て
、
真
如 

平
等
門
に
入
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
。
復
た
次
に
生
滅
門
は
仮
な
り
、
真
如
門
は 

実
な
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
。
３
６ 

  

『
釈
論
』
で
は
、
真
如
門
と
生
滅
門
の
立
場
を
末
法
と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
三
十
三
法
門
に
お
け
る
三

十
二
法
門
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
対
立
構
造
を
意
図
し
た
表
現
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
対

す
る
末
法
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
本
法
と
し
て
見
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
明
ら
か
に
真
如
門
が
第
一
義
諦
と
は
見
做
せ
な
く
な
る
。
し
か
し
後
半
の
説
に

は
真
如
門
は
「
実
」
、
生
滅
門
は
「
仮
」
で
あ
る
と
も
明
か
す
。
こ
の
実
と
仮
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
が
、

こ
れ
は
先
の
検
討
で
確
認
し
た
五
種
言
説
、
二
種
名
字
、
十
種
心
量
の
こ
と
を
意
識
し
た
表
記
と
考
え
ら
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れ
る
。『
釈
論
』
は
、
真
如
門
に
つ
い
て
真
理
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
一
方
、
生
滅
門
に
つ
い

て
は
真
理
を
説
き
え
な
い
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
前
者
を
実
、
後
者
を
仮
と
表
現
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。 

そ
の
上
で
『
大
品
若
経
』
や
『
大
智
度
論
』
で
説
く
内
容
と
比
較
す
る
と
、
一
見
、『
釈
論
』
の
二
諦
説

は
相
違
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
従
来
で
は
真
諦
は
果
分
不
可
説
と
す
る
姿
勢
を

一
歩
踏
み
込
み
、
果
分
可
説
の
立
場
に
立
ち
新
た
な
主
張
を
し
た
の
だ
と
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
釈

論
』
の
二
門
理
解
は
二
諦
説
と
大
き
く
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

引
用
文
に
あ
る
「
末
法
」
、
「
実
」
、
「
仮
」
と
は
、
真
如
門
が
実
、
生
滅
門
が
仮
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

性
質
の
二
門
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
大
乗
の
本
法
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
末
法
に
位
置
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
言
わ
ん
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
三
十
三
法
門
の
構
造
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
た
。 

   
 

ま
と
め 

  

本
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
を
述
べ
る
こ
と
で
ま
と
め
と
し
た
い
。
ま
ず
「
五
種
言
説
」
、
「
二
種

名
字
」
、「
十
種
心
量
」
、「
不
生
不
滅
」
と
「
生
滅
」
の
な
か
の
如
義
、
字
影
名
、
一
一
識
心
、
無
為
法
（
不

生
不
滅
）
、
本
有
法
身
が
真
如
門
の
立
場
、
そ
し
て
四
種
言
説
（
相
・
夢
・
妄
執
・
無
始
）
、
字
影
名
、
九

種
心
量
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
・
末
那
・
阿
梨
耶
・
多
一
）
、
無
為
有
為
法
（
不
生
不
滅
と
生
滅
の

和
合
）
、
在
纏
の
法
身
の
立
場
が
生
滅
門
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
た
。 

 

「
十
種
異
名
」
に
つ
い
て
は
、
二
門
に
共
通
す
る
如
来
蔵
門
と
い
う
異
名
か
ら
検
討
を
加
え
、
真
如
門

に
は
清
浄
解
脱
者
、
生
滅
門
に
は
三
聚
の
衆
生
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
こ
と
は
立
義

分
の
解
釈
で
登
場
す
る
衆
生
に
八
種
の
修
行
者
と
も
連
動
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
真
如
門
は
如
来
、
生
滅
門
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
真
如
門
の
如
来
が
ど
の
よ
う
な
覚
者
、
尊
格
を
想
定
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 

「
真
俗
二
諦
説
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
説
を
参
照
し
な
が
ら
、『
釈
論
』
の
真
如
門
と
生
滅
門
が

二
諦
説
と
比
較
し
相
違
す
る
の
か
検
証
し
た
結
果
、
た
し
か
に
『
釈
論
』
は
大
乗
仏
教
の
真
理
観
と
異
な

っ
た
主
張
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
門
は
末
法
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
真
如
門
を
実
、
生
滅
門
を
仮

と
説
明
し
て
お
り
二
諦
説
を
踏
襲
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
の
場
合
、
従
来
の

真
諦
に
対
し
て
言
語
や
心
識
等
に
お
い
て
積
極
的
で
あ
る
面
が
認
め
ら
れ
る
も
、
二
諦
説
と
基
本
的
に
は

一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
、
上
記
の
関
係
を
三
十
三
法
門
の
構
造
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
か

ら
も
二
門
は
三
十
二
法
門
の
能
入
門
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
修
行
者
の
機
根
に
則
し
た
教
法
を

開
示
す
る
門
の
属
性
と
対
応
関
係
に
あ
る
。
『
釈
論
』
は
、
仮
説
や
方
便
に
よ
っ
て
済
度
す
る
生
滅
門
と
、

真
理
を
説
き
得
る
言
説
に
よ
っ
て
解
脱
す
る
真
如
門
と
い
う
二
面
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
そ
の
よ
う
な
二
種
の
在
り
方
が
三
十
三
法
門
に
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
聖
者
か

ら
凡
夫
の
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
が
彼
岸
を
目
指
し
て
修
行
し
て
い
く
こ
と
を
二
門
の
解
釈
に
よ
っ
て
指
示
し

て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
説
は
、
『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
は
存
在
し
な
い
概
念
で
あ
り
、
『
起

信
論
』
本
論
に
も
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
釈
論
』
は
真
理
を
談
ず
る
と
意
図
し
た
先
に
ど
の
よ
う
な
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教
法
の
地
平
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
真
理
を
説
き
聖
者
を
解
脱
さ
せ
る
と
す
る
主
張
か
ら
わ
ず
か

に
掴
め
る
の
は
、『
起
信
論
』
で
真
如
門
を
到
達
地
と
す
る
視
点
と
は
異
な
り
、
同
門
の
世
界
を
不
二
摩
訶

衍
法
に
移
行
さ
せ
た
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
構
図
が
、
二
諦
説
で
の
検
討
に
よ
っ
て
分
か
っ
た
二
門

を
末
法
と
す
る
操
作
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
の
が
三
十
二
法
門
と
い
う
末
法
と
不
二
摩

訶
衍
法
と
い
う
本
法
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
一
体
ど
の
よ
う
な
内
実

で
あ
る
か
は
、
現
段
階
で
は
、
検
討
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
言
及
で
き
な
い
。
そ
の
点
を
次
章
に
お

い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

１ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
心
真
如
者
（
中
略
）
是
故
一
切
法
従
本
已
来
。
離
言
説
相
。
離
名
字
相
。
離

心
縁
相
。
畢
竟
平
等
。
無
有
変
異
。
不
可
破
壊
。
唯
是
一
心
故
名
真
如
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
六
頁
上
） 

２ 

『
中
論
』「
諸
法
実
相
者 

心
行
言
語
断 
無
生
亦
無
滅 

寂
滅
如
涅
槃
」（
大
正
蔵
三
十
、
二
四
頁
上
）

と
あ
る
。
他
に
も
『
大
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
は
「
勝
義
諦
中
既
無
分
別
亦
無
戯
論
、
一
切
名
字
言
語
道
断
。
」

（
大
正
蔵
七
、
四
二
二
頁
上
）
、
『
金
剛
仙
論
』
に
は
「
云
何
上
言
真
如
証
法
体
無
名
相
。
言
語
道
断
。
心

行
処
滅
。
不
可
取
説
也
。
」
巻
三
（
大
正
蔵
二
五
、
八
一
八
頁
下
）
と
あ
る
。 

３ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
二
「
離
言
説
相
」
を
解
釈
し
て
「
言
語
路
絶
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
五
二
頁

中
）
と
述
べ
て
お
り
、
『
釈
論
』
の
よ
う
な
飛
躍
的
解
釈
は
し
て
い
な
い
。 

４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
論
曰
。
言
説
有
五
。
云
何
為
五
。
一
者
相
言
説
。
二
者
夢
言
説
。
三
者
妄
執

言
説
。
四
者
無
始
言
説
。
五
者
如
義
言
説
。（
中
略
）
如
是
五
中
前
四
言
説
。
虛
妄
説
故
不
能
談
真
。
後
一

言
説
。
如
実
説
故
得
談
真
理
。
馬
鳴
菩
薩
據
前
四
故
。
作
如
是
説
。
離
言
説
相
。」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇

六
頁
上
） 

５ 

本
多
隆
仁
「
如
義
言
説
と
法
身 

―

弘
法
大
師
教
学
に
お
け
る
法
身
の
意
味
を
求
め
て―

」
「
釈
論
に

拠
れ
ば
、
起
信
論
の
「
離
言
説
」
と
い
う
説
明
は
、
真
如
門
に
あ
り
方
そ
の
も
の
を
示
し
た
も
の
で
は
な

く
て
、
真
如
門
の
言
説
は
生
滅
門
の
言
説
と
全
く
相
違
す
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
真

理
を
談
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、「
離
言
説
」
と
は
生
滅

門
の
言
説
を
は
な
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
真
如
門
の
あ
り
方
す
な
わ
ち
真
如
（
真
理
）
を
あ
ら

わ
す
言
説
は
如
義
言
説
で
あ
る
こ
と
を
、『
釈
論
』
は
強
調
す
る
。
」（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
五
年
、

六
一
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
六
頁
上―

中
）
「
名
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
字
字

名
。
二
者
字
影
名
。
楞
伽
契
経
中
作
如
是
説
。（
中
略
）
如
是
二
中
各
初
一
種
。
不
能
詮
表
甚
深
真
理
。
各

後
一
種
得
詮
真
理
故
。
今
據
前
門
作
如
是
説
。
離
名
字
相
。
」 

７ 

『
同
右
』
巻
二
「
心
量
有
十
。
云
何
為
十
。
一
者
眼
識
心
。
二
者
耳
識
心
。
三
者
鼻
識
心
。
四
者
舌
識

心
。
五
者
身
識
心
。
六
者
意
識
心
。
七
者
末
那
識
心
。
八
者
阿
梨
耶
識
心
。
九
者
多
一
識
心
。
十
者
一
一

識
心
。
如
是
十
中
。
初
九
種
心
不
縁
真
理
。
後
一
種
心
得
縁
真
理
而
為
境
界
。
今
據
前
九
作
如
是
説
。
離

心
縁
相
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
六
頁
中
） 

８ 

『
同
右
』
巻
二
「
云
何
為
八
。
謂
前
七
中
加
阿
梨
耶
識
故
。
道
智
契
経
中
作
如
是
説
。
心
王
有
八
。
云

何
為
八
。
一
者
眼
識
心
王
。
乃
至
八
者
異
熟
報
識
心
王
。（
中
略
）
云
何
為
九
。
謂
前
八
中
加
唵
摩
羅
識
故
。

金
剛
三
昧
契
経
中
作
如
是
説
。
爾
時
無
住
菩
薩
而
白
仏
言
。
尊
者
以
何
利
転
。
而
転
衆
生
一
切
情
識
入
唵

摩
羅
。
仏
言
諸
仏
如
来
常
以
一
覚
。
而
転
諸
識
入
唵
摩
羅
故
。
十
者
立
十
種
識
総
摂
諸
識
。
云
何
為
十
。

謂
前
九
中
加
一
切
一
心
識
故
。
法
門
契
経
中
作
如
是
説
。
心
量
雖
無
量
而
不
出
十
識
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、

六
一
一
頁
下―

六
一
二
頁
上
） 

９ 

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
一
「
所
以
是
心
世
出
世
法
体
者
。
彼
前
第
二
句
釈
之
。
以
二
義
釈
。
一
義
云

是
心
真
如
相
者
即
是
第
九
識
。
第
九
識
是
其
諸
法
体
故
。
故
言
即
示
摩
訶
衍
体
故
也
。
是
心
生
滅
因
縁
相

者
是
第
八
識
。
第
八
識
是
其
随
縁
転
変
随
染
縁
故
生
滅
因
縁
相
也
。
何
以
知
者
。
文
中
言
即
示
摩
訶
衍
体

相
用
故
也
。
用
是
正
義
。
体
相
随
来
。
於
一
心
中
絶
言
離
縁
為
第
九
識
。
随
縁
変
転
是
第
八
識
。
」
（
大
正

蔵
四
四
、
一
七
九
頁
上
） 
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１
０ 
石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
一
頁―

三
八
三
頁
） 

１
１ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
心
真
如
者
即
是
一
法
界
大
総
相
法
門
体
。
所
謂
心
性
不
生
不
滅
。
一
切
諸

法
唯
依
妄
念
而
有
差
別
。
若
離
妄
念
則
無
一
切
境
界
之
相
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
六
頁
上
） 

１
２ 

竹
村
牧
男
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
三
年
、
一
四
〇
頁―

一
四
一
頁
） 

１
３ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
心
生
滅
者
依
如
来
蔵
故
有
生
滅
心
。
所
謂
不
生
不
滅
与
生
滅
和
合
。
非
一

非
異
。
名
為
阿
梨
耶
識
。
此
識
有
二
種
義
。
能
摂
一
切
法
生
一
切
法
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
六
頁
中
） 

１
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
論
曰
。
総
摂
一
切
無
為
法
故
。
是
故
名
為
不
生
不
滅
。
不
生
不
滅
諸
無
為

法
之
総
相
故
。
総
摂
一
切
有
為
法
故
。
故
名
生
滅
。
生
滅
之
言
諸
有
為
法
之
総
相
故
。
如
是
有
為
無
為
二

法
各
有
幾
数
。
何
等
名
字
。（
中
略
）
論
曰
。
無
為
法
有
四
種
。
云
何
為
四
。
一
者
真
如
無
為
。
二
者
本
覚

無
為
。
三
者
始
覚
無
為
。
四
者
虛
空
無
為
。
是
名
為
四
。
有
為
法
有
五
種
。
云
何
為
五
。
一
者
根
本
無
明

有
為
。
二
者
生
相
有
為
。
三
者
住
相
有
為
。
四
者
異
相
有
為
。
五
者
滅
相
有
為
。
是
名
為
五
。
」
（
大
正
蔵

三
二
、
六
〇
九
頁
上―

中
） 

１
５ 

本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
）
「
釈
摩
訶
衍
論
の
お
け
る
二
種
の
本
覚
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
学
研
究
』
十
五
、

一
九
八
三
年
） 

１
６ 

本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
）「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
根
本
無
明
の
一
考
察
」（
『
智
山
学
報
』
二
九
、
一
九

八
〇
年
）
、
同
著
「
釈
摩
訶
衍
論
の
お
け
る
二
種
の
本
覚
に
つ
い
て
」（
『
密
教
学
研
究
』
十
五
、
一
九
八
三

年
） 

１
７ 

一
方
で
『
起
信
論
』
で
は
生
滅
門
の
説
示
で
如
来
蔵
に
依
る
の
を
生
滅
心
と
説
い
て
い
た
。
こ
の
如

来
蔵
に
つ
い
て
も
『
釈
論
』
は
「
十
種
如
来
蔵
」
と
い
う
特
徴
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
二

門
の
如
来
蔵
や
そ
れ
ら
を
越
え
た
如
来
蔵
も
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
不
生
不
滅
と
生
滅
の
解

釈
の
あ
り
方
が
関
係
し
て
い
る
。
如
来
蔵
に
も
清
浄
と
染
浄
の
二
様
の
立
場
あ
り
、
そ
れ
が
清
浄
本
覚
と

染
浄
本
覚
と
延
長
線
上
で
結
ば
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

１
８ 

本
多
隆
仁
「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
真
如
門
と
生
滅
門
」
（
『
智
山
学
報
』
四
八
、
一
九
九
九
年
） 

１
９ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
八
頁
下―

六
〇
九
頁
上
） 

２
０ 

『
同
右
』
巻
三
（
大
正
蔵
三
二
、
六
一
四
頁
上
）
本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
）「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
二

種
の
本
覚
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
学
研
究
』
十
五
、
一
九
八
三
年
）
、
拙
稿
「
『
開
題
』
類
に
お
け
る
本
覚
に

つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
二
、
二
〇
一
三
年
） 

２
１ 

高
崎
直
道
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
（
春
秋
社
、
一
九
七
八
年
、
七
五
頁―

七
八
頁
） 

２
２ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
真
生
二
門
」
の
一
考
察 

―

「
十
種
名
」
を
中
心
に―

」（
『
大

正
大
学
研
究
論
集
』
三
七
、
二
〇
一
三
年
） 

２
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
論
曰
。
心
真
如
門
有
十
種
名
。
云
何
為
十
。
一
者
名
為
如
来
蔵
門
。
無
雑

乱
故
。
二
者
名
為
不
二
平
等
門
。
無
差
別
故
。（
中
略
）
論
曰
。
心
生
滅
門
有
十
種
名
。
云
何
為
十
。
一
者

名
為
蔵
識
門
。
摂
持
一
切
染
浄
法
故
。
二
者
名
為
如
来
蔵
門
。
覆
蔵
如
来
法
身
体
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、

六
〇
四
頁
上―

下
） 

２
４ 

『
大
乗
起
信
論
』
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
九
頁
下
） 

２
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
論
曰
。
是
二
種
門
有
七
異
一
同
。
云
何
為
七
異
。
一
者
人
衆
異
。
真
如
門

中
唯
有
清
浄
解
脱
者
故
。
生
滅
門
中
備
有
三
聚
諸
衆
生
故
。
二
者
法
門
異
。
真
如
門
中
唯
有
一
向
清
白
品

故
。
生
滅
門
中
備
有
一
切
染
浄
法
故
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
四
頁
下
） 

２
６ 

『
同
右
』
巻
一
「
因
縁
総
相
者
。
総
挙
能
化
教
法
出
興
門
。
謂
為
八
種
根
本
総
体
作
正
因
縁
。
故
言

因
縁
総
。
為
二
十
四
種
分
離
別
相
作
正
因
縁
。
故
言
因
縁
相
。
三
十
二
種
総
別
法
相
。
立
義
分
中
自
当
顕

説
。
為
令
衆
生
者
。
総
挙
所
化
衆
生
分
際
門
。
謂
摂
邪
定
聚
十
億
八
万
六
千
種
衆
生
。
不
定
聚
三
十
種
衆

生
。
正
定
聚
一
百
二
十
種
衆
生
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
八
頁
上―

中
） 

２
７ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
六
頁
下
）
。
那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝

寺
、
一
九
九
二
年
、
八
八
頁―

九
十
頁
）
に
は
詳
細
な
図
が
あ
る
。 

２
８ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
九
二
頁
） 
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２
９ 
早
川
道
雄
『
釈
摩
訶
衍
論
の
新
研
究
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
九
年
、
四
八
頁―

五
六
頁
）
は
、
真

如
門
に
は
如
来
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
と
し
、
生
滅
門
に
は
卵
、
胎
、
湿
、
化
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

本
考
察
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、『
釈
論
』
は
真
如
門
に
は
清
浄
解
脱
者
、
生
滅
門
に
は
三
聚
諸
衆
生
と
規
定

し
て
い
る
以
上
、
早
川
の
説
は
成
り
立
た
な
い
。 

３
０ 

武
邑
尚
邦
『
イ
ン
ド
仏
教
教
学
』
（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
、
三
七
五
頁―

三
七
八
頁
） 

３
１ 

玉
城
康
四
郎
『
中
国
仏
教
思
想
の
形
成
』
一
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
四
六
六
頁
） 

３
２ 

『
同
右
』
一
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
四
六
九
頁―

四
七
〇
頁
） 

３
３ 

『
同
右
』
一
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
四
七
四
頁
） 

３
４ 

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
二
六
「
仏
告
須
菩
提
。
是
諸
法
平
等
相
。
我
説
是
浄
。
須
菩
提
。
何
等

是
諸
法
平
等
。
所
謂
如
、
不
異
、
不
誑
、（
中
略
）
法
性
常
住
。
是
名
浄
。
世
諦
故
説
。
非
最
第
一
義
。
最

第
一
義
。
過
一
切
語
言
、
論
議
、
音
声
。」
（
大
正
蔵
二
六
、
四
一
三
頁
下
） 

３
５ 

『
大
智
度
論
』
巻
九
五
「
是
諸
法
平
等
。
如
人
以
指
指
月
。
不
知
者
但
観
其
指
而
不
視
月
。
是
故
仏

説
。
諸
法
平
等
相
亦
如
是
。
皆
是
世
諦
。
世
諦
非
実
。」
（
大
正
蔵
二
五
、
七
二
六
頁
上
） 

３
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
六
「
真
妄
二
門
是
其
末
法
。
亦
狭
亦
小
。
為
欲
對
治
此
執
著
故
作
如
是
説
。
門

亦
所
入
。
与
本
量
等
。
復
次
為
欲
顕
示
真
如
門
中
。
無
有
為
法
差
別
相
故
。
復
次
為
欲
顕
示
空
五
陰
智
。

如
所
空
陰
自
体
空
無
。
以
此
能
空
所
空
皆
空
。
為
入
真
如
平
等
門
故
。
復
次
為
欲
顕
示
生
滅
門
仮
真
如
門

実
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
四
五
頁
上
） 
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第
四
章 

「
不
二
摩
訶
衍
法
」
の
基
礎
的
検
討 

―

『
大
乗
起
信
論
』
の
体
系
・「
三
十
三
法
門
」
の
構
造
と
の
比
較―

 

   
 

第
一
節 

問
題
の
所
在 

  

第
二
章
で
「
立
義
分
」
の
解
釈
に
お
け
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
の
で
、
本
章

で
は
、
「
解
釈
分
」
の
解
釈
以
降
の
説
か
ら
同
法
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
『
釈
論
』
上
で
不
二
摩
訶

衍
法
が
登
場
す
る
の
は
六
箇
所
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
容
に
触
れ
る
の
は
わ
ず
か

三
つ
に
絞
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
第
二
章
で
考
察
し
た
➀
立
義
分
の
解
釈
、
本
章
で
検
討
す
る
➁
「
五
重
問

答
」
と
➂
「
迴
向
頌
」
の
解
釈
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
上
記
の
➁
と
➂
の
二
点
に
説
か
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法

に
つ
い
て
、
従
来
説
を
批
判
的
に
取
り
扱
い
な
が
ら
考
察
す
る
。 

 

➁
と
➂
に
対
す
る
従
来
説
を
俯
瞰
す
る
と
お
お
む
ね
二
つ
の
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。
一
つ
に

は
『
釈
論
』
の
論
説
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
方
法
、
二
つ
に
は
『
釈
論
』
が
依
拠
し
た
で
あ
ろ
う

典
籍
と
比
較
し
、
類
似
点
を
抽
出
し
影
響
の
度
合
い
を
分
析
す
る
方
法
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
法
は
『
釈

論
』
が
い
か
な
る
理
由
で
不
二
摩
訶
衍
法
を
説
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
系
統
や
学
派
の
典
籍
の
影
響
を

受
け
た
の
か
を
把
握
す
る
場
合
で
有
効
で
あ
る
。
だ
が
、
筆
者
は
以
上
の
方
法
と
は
異
な
る
方
面
か
ら
考

察
を
試
み
た
い
。 

そ
れ
は
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
と
し
て
、
随
文
解
釈
を
し
て
い
る
と
い
う
基
本
的
理
解
に

立
ち
、『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
を
素
材
に
検
討
を
加
え

た
い
。
こ
れ
は
、『
起
信
論
』
を
通
し
て
『
釈
論
』
の
構
造
を
捉
え
な
お
す
試
み
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な

観
点
か
ら
検
討
は
加
え
た
成
果
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
筆
者
は
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
体

系
を
➁
「
五
重
問
答
」
と
➂
「
迴
向
頌
」
の
解
釈
の
際
に
投
影
さ
せ
な
が
ら
不
二
摩
訶
衍
法
を
説
い
た
こ

と
を
指
摘
し
、
同
時
に
三
十
三
法
門
の
構
造
と
も
密
接
で
あ
る
こ
と
を
呈
示
し
た
い
。 

   
 

第
二
節 

「
五
重
問
答
」
に
お
け
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」 

  
 
 

第
一
項 

「
五
重
問
答
」
に
お
け
る
先
行
解
釈 

  

「
五
重
問
答
」
と
い
う
名
称
は
『
釈
論
』
自
体
に
説
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
五
つ
か
ら
な
る
往
復
の

問
答
形
式
に
基
づ
い
て
後
世
で
名
づ
け
ら
れ
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
名
称
で
あ
る
。
本
研
究
で
も

「
五
重
問
答
」
と
称
し
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
問
答
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、『
釈
論
』
は
、
衆
生

の
仏
性
と
無
明
の
厚
薄
の
関
係
に
つ
い
て
五
段
階
よ
り
な
る
問
答
型
式
を
設
定
し
、
最
終
的
に
は
不
二
摩

訶
衍
法
を
最
上
と
位
置
づ
け
て
い
く
。
で
は
五
重
問
答
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
の
よ

う
に
説
か
れ
て
い
る
（
番
号
は
筆
者
が
付
し
た
、
説
示
を
便
宜
上
問
答
ご
と
に
区
切
り
載
せ
る
）
。 

  

①
若
し
是
く
の
如
く
な
ら
ば
、
一
切
行
者
は
、
一
切
の
悪
を
断
じ
一
切
の
善
を
修
し
て
、
十
地
を
超
え 

 
 

無
上
地
に
到
り
、
三
身
を
円
満
し
四
徳
を
具
足
す
。
是
の
如
く
の
行
者
は
、
明
と
や
せ
ん
無
明
か
。 

 
 

是
の
如
く
の
行
者
は
無
明
の
分
位
に
し
て
明
の
分
位
に
非
ず
。 
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②
若
し
尓
ら
ば
、
清
浄
本
覚
は
、
無
始
従
り
来
、
修
行
を
観
ず
、
他
力
を
得
る
に
非
ず
、
性
徳
円
満
し 

 
 

本
智
具
足
せ
り
。
亦
た
四
句
を
出
で
、
亦
た
五
辺
を
離
れ
た
り
。
自
然
の
言
も
自
然
な
る
こ
と
能
は 

 
 

ず
。
清
浄
の
心
も
清
浄
な
る
こ
と
能
は
ず
。
絶
絶
離
離
せ
り
。
是
の
如
く
の
本
処
は
、
明
と
や
せ
ん 

 
 

無
明
か
。
是
の
如
く
の
本
処
は
無
明
の
辺
域
に
し
て
明
の
分
位
に
非
ず
。 

 

③
若
し
尓
ら
ば
、
一
法
界
心
は
、
百
非
に
非
ず
、
千
是
に
背
け
り
、
中
に
非
ず
、
中
に
非
ざ
れ
ば
天
に 

 
 

背
け
り
、
天
に
非
ざ
れ
ば
、
演
水
の
談
、
足
断
っ
て
而
も
已
に
止
ま
り
、
審
慮
の
量
、
手
亡
じ
て
而 

 
 

も
已
に
住
す
。
是
の
如
く
の
一
心
は
明
と
や
せ
ん
無
明
か
。
是
の
如
く
の
一
心
は
無
明
の
辺
域
に
し 

 
 

て
明
の
分
位
に
非
ず
。 

 

④
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
は
、
一
も
一
な
る
こ
と
能
わ
ず
、
能
入
の
一
を
仮
る
。
心
も
心
な
る
こ
と
能
は 

 
 

ず
。
能
入
の
心
を
仮
る
。（
中
略
）
玄
玄
と
し
て
又
玄
な
り
。
遠
遠
と
し
て
又
遠
な
り
。
是
の
如
く
の 

 
 

勝
処
は
明
と
や
せ
ん
無
明
か
。
是
の
如
く
の
勝
処
は
無
明
の
辺
域
に
し
て
明
の
分
位
に
非
ず
。 

 

⑤
不
二
摩
訶
衍
法
は
、
唯
だ
是
れ
不
二
摩
訶
衍
法
な
り
。
是
の
如
く
の
不
二
摩
訶
衍
法
は
明
と
や
せ
ん 

 
 

無
明
か
。
１ 

 

以
上
の
内
容
に
つ
い
て
、
問
答
に
登
場
す
る
行
者
や
教
法
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

⒈
十
地
を
超
え
無
上
地
に
到
達
し
、
三
身
を
円
満
し
、
四
徳
を
具
足
し
た
一
切
の
行
者
は
？→

無
明 

 

⒉
性
徳
円
満
し
本
智
具
足
し
絶
離
絶
離
の
清
浄
本
覚
は
？→

無
明 

 

⒊
一
法
界
心
は
？→

無
明 

 

⒋
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
（
自
体
自
相
自
用
一
心
摩
訶
衍
法
）
は
？→

無
明 

 

⒌
不
二
摩
訶
衍
法
は
？→

明
か
無
明
の
？
答
無
し 

  

以
上
の
内
容
で
問
題
と
な
る
の
が
、
五
番
目
の
不
二
摩
訶
衍
法
に
対
す
る
問
答
に
結
論
が
示
さ
れ
な
い

事
と
、
問
答
そ
れ
ぞ
れ
に
行
者
や
本
覚
、
教
法
等
が
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
対
象
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で

順
番
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
事
が
指
摘
で
き
る
。 

 

そ
も
そ
も
こ
の
問
答
を
日
本
に
お
い
て
い
ち
早
く
受
容
し
応
用
し
た
の
が
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）

で
あ
り
、
当
問
答
を
「
五
重
問
答
」
と
命
名
し
た
の
も
空
海
の
発
想
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
空
海
は
主

著
『
弁
顕
密
二
教
論
』
や
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て
「
五
重
問
答
」
を
引
用
し
、
前
者
で
は
顕
密
差
別
の

教
証
と
し
２

、
さ
ら
に
不
二
摩
訶
衍
法
を
自
性
法
身
と
位
置
づ
け
密
教
の
仏
身
観
の
論
拠
と
も
す
る
３

。
後

者
で
は
先
の
問
答
の
➀
～
➃
に
つ
い
て
当
時
の
仏
教
界
を
代
表
す
る
宗
（
顕
教
）
を
配
当
さ
せ
て
➀
法
相
、

➁
三
論
、
➂
天
台
、
➃
華
厳
と
し
、
最
後
の
➄
の
不
二
摩
訶
衍
法
を
真
言
密
教
の
立
場
と
位
置
づ
け
４

、

当
問
答
を
四
家
大
乗
と
真
言
密
教
の
優
劣
（
教
相
判
釈
）
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
空

海
が
真
言
密
教
の
立
場
を
五
重
問
答
に
よ
っ
て
価
値
的
意
義
付
け
を
し
た
の
は
斬
新
な
視
点
と
評
価
で
き

る
が
、
五
重
問
答
の
内
容
は
顕
密
差
別
を
説
い
た
も
の
で
も
、
四
家
大
乗
を
想
定
し
た
内
容
で
も
な
い
の

は
明
ら
か
で
あ
り
、
空
海
の
独
創
性
に
基
づ
く
と
し
か
い
え
な
い
。 

話
を
戻
す
が
、
従
来
の
学
説
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
問
答
体
の
順
に
な
っ
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
空
海
の
理
解
を
離
れ
て
、
先
行
研
究
の
見
解
に
つ
い
て
も
客
観
性
を
担
保
し

な
が
ら
五
重
問
答
の
構
造
を
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
五
重
問
答
の
構
造
に
つ
い
て
言
及
す
る
先

行
研
究
を
調
べ
る
と
、
中
村
本
然
、
石
井
公
成
、
早
川
道
雄
、
以
上
三
氏
の
指
摘
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず

中
村
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。
氏
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 
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五
重
問
答
で
は
有
問
無
答
の
不
二
摩
訶
衍
法
を
除
く
他
の
四
重
問
答
は
明
で
は
な
く
無
明
と
解
釈
す 

 
 

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
重
問
答
の
一
一
を
検
証
す
る
と
、
問
答
で
論
じ
ら
れ
る
境
地
は
い
ず
れ
も 

 
 

覚
の
境
涯
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
明
と
無
明
と
い
う
判
断
を
迫
れ
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も
明
の
領 

 
 

 
 

域
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
５ 

  

中
村
説
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
以
外
の
四
問
答
が
、
い
ず
れ
も
本
来
的
に
覚
り
の
境
涯
で
明
の
分
位
に
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
比
較
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
相
対
か
ら
離

れ
た
も
の
を
同
法
で
あ
る
と
強
調
す
る
た
め
無
明
な
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
恐
ら
く

立
義
分
の
解
釈
に
説
か
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
と
の
関
係
を
想
定
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。
し

か
し
、『
釈
論
』
の
内
容
か
ら
は
四
問
答
が
明
で
あ
る
と
示
し
て
い
な
い
の
で
直
ち
に
首
肯
す
る
こ
と
は
困

難
の
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
で
、
石
井
の
見
解
を
確
認
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

  
 

前
の
四
つ
の
問
答
は
、
否
定
を
重
ね
た
き
わ
め
て
高
い
境
地
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
す 

 
 

べ
て
無
明
の
領
域
で
あ
っ
て
、「
明
の
分
位
」
で
は
な
い
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由 

 
 

は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
究
極
の
立
場
で
あ
る
は
ず
の
第
五
の
問
答
で
は
、「
是
の
如
き
不
二
摩
訶 

 
 

衍
法
は
明
か
無
明
か
」
と
い
う
問
い
か
け
が
な
さ
れ
る
の
み
で
答
え
は
な
い
。
こ
の
箇
所
を
理
解
す 

る
に
は
、
『
釈
論
』
が
『
維
摩
経
』
入
不
二
品
に
基
づ
い
て
議
論
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
維 

摩
経
』
入
不
二
品
に
対
す
る
諸
注
釈
と
比
較
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
吉
蔵
の
『
維
摩
経
義
疏
』
入
不
二 

法
門
品
の
釈
に
は
、
次
の
よ
う
に
興
味
深
い
記
述
が
見
え
て
い
る
。
６ 

  

石
井
説
は
、『
釈
論
』
が
こ
の
よ
う
な
問
答
を
す
る
の
は
、
吉
蔵
の
『
維
摩
経
義
疏
』
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
た
し
か
に
吉
蔵
の
『
維
摩
経
義
疏
』
の
明
や
無
明
を
対
比
さ
せ
、
最
終
的
に
明

を
認
め
な
い
と
す
る
体
裁
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
が
吉
蔵
の
用
例
を
応
用
し
て
い
る
と
す

る
指
摘
は
理
解
で
き
る
が
、
な
ぜ
不
二
摩
訶
衍
法
が
設
立
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
性
質
ま
で
を
導
き
出
す
こ

と
ま
で
は
一
考
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
そ
も
そ
も
吉
蔵
の
著
作
で
は
往
復
問
答
に
よ
っ
て
不
二
を

説
く
内
容
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
単
純
に
似
通
っ
て
い
る
と
す
る
点
に
留
ま
る
と
い
え
る
。 

 

早
川
説
は
、
石
井
説
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
多
少
異
な
る
の
は
、
石
井
説
で
は
五
重
問
答
が
『
維
摩
経
』

な
い
し
吉
蔵
の
同
経
理
解
に
基
づ
い
て
議
論
し
て
い
る
と
見
る
に
対
し
、
早
川
説
で
は
入
不
二
法
門
の
概

念
と
「
五
重
問
答
」
の
各
問
答
の
構
造
と
を
比
較
し
て
い
る
点
で
異
な
る
。
つ
ま
り
、
第
四
番
目
ま
で
の

問
答
の
内
容
は
、『
維
摩
経
』
で
説
く
三
十
一
菩
薩
が
入
不
二
法
門
に
対
し
て
議
論
を
述
べ
た
内
容
を
応
用

し
た
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
五
番
目
の
不
二
摩
訶
衍
法
で
は
、
文
殊
菩
薩
が
言
語
、
説
示
、
加
え
て

諸
問
答
の
存
在
し
な
い
こ
と
こ
そ
入
不
二
法
門
で
あ
る
と
主
張
す
る
説
を
、「
不
二
摩
訶
衍
法
の
法
は
、
唯

だ
是
れ
不
二
摩
訶
衍
の
法
な
り
」
と
す
る
表
現
と
似
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
７

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
早

川
説
は
石
井
説
を
補
強
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
氏
の
指
摘
を
素
直
に
見
る
と
、「
五
重
問
答
」
の
説
で
は
な
く
立
義
分
の
解
釈
で
示
さ
れ
る
説

と
類
似
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
疑
問
点
を
あ
げ
る
と
、

『
釈
論
』
上
で
『
維
摩
経
』
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
は
、
真
理
を
説
き
え
な
い
言
説
の
教
証
と
し
て
引
用
さ

れ
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
８

。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、『
維
摩
経
』
を
、
絶
対
的
真
理
で
独

尊
と
体
現
さ
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
の
典
拠
と
判
断
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
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『
維
摩
経
』
と
類
似
す
る
と
判
断
す
る
に
は
躊
躇
す
る
。 

で
は
五
重
問
答
の
各
問
答
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
課
題
に
つ
い
て
は
す
で
に

那
須
政
隆
９

と
本
多
隆
仁
１
０

の
重
要
な
研
究
が
あ
る
。
両
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
以
降
の
考
察
に
お
い

て
適
宜
参
照
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
項
で
は
筆
者
が
考
え
る
「
五
重
問
答
」

理
解
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 

第
二
項 

「
五
重
問
答
」
の
再
検
討 

  

こ
こ
で
は
、『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
と
、
立
義
分
の

解
釈
に
お
い
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・
「
建
立
」
が
な
い
と
す
る
説
、
以
上
二
点
か
ら

当
問
答
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
五
重
問
答
に
説
か
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
は
明
・
無
明

ど
ち
ら
で
も
な
い
と
す
る
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
素
直
に
読
む
と
、
明
と
無
明
と
い
っ
た
捉
え
方
の
両
方

そ
の
も
の
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
と

い
う
法
を
通
常
の
認
識
に
よ
っ
て
、
明
や
無
明
の
概
念
で
推
し
測
れ
る
も
の
で
な
く
、
相
対
を
超
え
た
法

だ
と
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
は
と
推
考
す
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
検
討
し
説
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。 

 

五
重
問
答
の
箇
所
に
は
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
生
滅
門
（
解
釈
分
）
の
部
分
を
解
釈
す
る
際
に
示

さ
れ
る
往
復
問
答
で
あ
り
、
生
滅
門
の
な
か
の
問
題
（
本
覚
）
を
議
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る
事
に
注
目

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
続
け
て
、
五
重
問
答
の
文
脈
に
注
目
す
る
と
、
問
答
の
冒
頭
で
『
釈
論
』
は
自

ら
問
を
発
し
、
生
滅
門
と
い
う
迷
い
の
中
に
あ
る
修
行
者
の
仏
性
（
本
覚
）
の
優
劣
を
、
煩
悩
と
の
関
係

で
述
べ
て
い
く
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
先
に
列
挙
し
た
、
➀
「
一
切
行
者
」
と
➁
「
清
浄
本
覚
」
と
➂
「
一
法
界
心
」

の
説
の
出
だ
し
を
確
認
す
る
と
、
い
ず
れ
も
➀
の
問
答
に
連
動
し
た
内
容
だ
と
分
か
る
。
す
な
わ
ち
➀
の

「
一
切
行
者
」
で
は
、
「
若
し
是
の
如
く
な
ら
ば
」
と
あ
り
、
➁
の
「
清
浄
本
覚
」
と
➂
の
「
一
法
界
心
」

で
は
、「
若
し
尓
ら
ば
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
文
体
に
一
貫
し
た
脈
絡
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
問
答
が
煩
悩
の
厚
薄
を
問
題
と
し
て
議
論
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
問
答
が
連
動
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
逆
に
➃
の
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
は
」
と
➄
の
「
不
二
摩
訶
衍
法
は
」
を

確
認
す
る
と
、
そ
れ
以
前
の
問
答
と
は
明
ら
か
に
主
旨
に
異
な
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
、
➀
～
➂
、
➃
と
➄
と
い
っ
た
二
様
の
文
脈
に
な
っ
た
の
か
。
筆
者
は
➃
の
内
容
に
注
目
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
順
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
。
➀
「
一
切
行
者
」
か
ら
➂
「
一
法
界
心
」
と
は
何
か
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
「
一
切
行
者
」
に

つ
い
て
関
連
す
る
説
が
問
答
の
冒
頭
に
確
認
で
き
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

此
の
決
疑
門
は
義
理
解
し
が
た
く
文
教
更
に
閉
じ
た
り
。
釈
を
な
し
散
説
す
る
こ
と
非
ず
ん
ば
定
め 

 
 

て
通
ず
る
人
無
く
、
明
了
な
る
こ
と
能
ず
。
是
の
故
に
今
更
に
種
種
の
釈
を
な
し
て
、
具
足
し
開
示 

 
 

し
て
行
者
の
心
を
曉
さ
ん
。
１
１ 

  

『
釈
論
』
は
、
こ
れ
か
ら
説
く
内
容
（
五
重
問
答
）
は
、
理
解
が
難
し
く
容
易
に
伝
わ
ら
な
い
た
め
、

詳
し
く
解
説
し
て
い
く
こ
と
で
行
者
の
心
を
「
曉
（
さ
と
す
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
行
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者
」
と
い
う
の
が
➀
の
「
一
切
行
者
」
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

で
は
、
こ
の
➀
の
一
切
行
者
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
こ
そ
『
釈
論
』
が
衆
生
心
の
「
衆
生
」

の
語
を
解
釈
し
、
三
十
三
法
門
の
修
行
者
と
規
定
し
た
、
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如

来
の
八
種
の
行
者
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
➀
は
三
十
三
法
門
の
全
行

者
を
対
象
と
し
た
本
覚
論
の
出
だ
し
を
説
い
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。 

 

次
に
➁
の
「
清
浄
本
覚
」
は
、
文
字
通
り
五
重
問
答
が
衆
生
の
本
覚
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
か
ら
設
定
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
本
覚
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
清
浄
と
染
浄
の
二
種

あ
る
内
の
真
如
門
の
立
場
の
本
覚
を
指
し
、
無
明
の
影
響
を
受
け
な
い
本
有
法
身
で
あ
る
。『
釈
論
』
は
そ

の
よ
う
な
本
覚
で
あ
っ
て
も
無
明
の
分
位
だ
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
１
２

。
で
は
、
➂
の
「
一
法
界

心
」
に
つ
い
て
は
、
那
須
政
隆
と
本
多
隆
仁
の
指
摘
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
那
須
は
以
下
の
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。 

  
 

第
三
重
の
問
答
は
、
一
体
一
心
摩
訶
の
境
地
が
明
か
無
明
か
を
問
答
し
た
の
で
あ
る
。
論
文
の
一
法 

 
 

界
心
は
一
体
一
心
摩
訶
衍
の
こ
と
で
あ
る
。『
起
信
論
』
や
『
釈
論
』
に
お
い
て
一
法
界
心
と
い
う
と 

 
 

き
、
多
く
の
衆
生
心
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
が
、
今
は
前
後
の
文
勢
か
ら
見
て
、
一
体
一
心
と
し 

 
 

た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
一
体
一
心
摩
訶
衍
は
前
に
も
述
べ
た
る
如
く
、
真
如
門
（
前
の
清
浄
本 

 
 

覚
）
に
依
っ
て
覚
ら
れ
る
法
で
あ
る
。
従
っ
て
一
体
一
心
は
真
如
の
理
体
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ 

 
 

る
。
１
３ 

  

那
須
は
、
一
法
界
心
を
「
三
十
三
法
門
」
に
登
場
す
る
「
一
体
一
心
摩
訶
衍
法
」
と
い
う
教
法
で
あ
る

と
分
析
し
、
本
多
の
指
摘
も
那
須
説
を
支
持
し
て
い
る
１
４

。
両
氏
の
見
解
で
は
、
『
釈
論
』
が
衆
生
心
を

解
釈
し
て
「
一
法
界
心
」
と
説
く
の
は
、
➁
の
「
清
浄
本
覚
」
と
の
対
応
を
考
慮
し
た
結
果
、
同
じ
く
真

如
門
の
「
一
体
一
心
摩
訶
衍
法
」
と
い
う
教
法
に
な
る
と
理
解
し
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
➁
と
➂
を

三
十
三
法
門
に
お
け
る
能
入
門
と
所
入
法
の
関
係
に
あ
る
と
想
定
し
、
➁
の
「
清
浄
本
覚
」
を
真
如
門
の

別
称
と
し
能
入
門
と
理
解
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
➂
の
「
一
法
界
心
」
を
真
如
門
に
対
応
す
る

所
入
法
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
体
一
心
摩
訶
衍
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
往
復
問
答
の
形
式
か
ら
す
る
と
、
同
じ
属
性
の
真
如
門
の
問
答
が
連
続
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
不
自
然
に
映
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
理
解
に
至
っ
た
の
か
。
➀
の
「
一
切
行
者
」
に
つ
い
て
も
那
須
の
見
解
が
あ
る
の
で

確
認
し
た
い
。
那
須
は
、「
染
浄
始
覚
が
明
か
無
明
か
を
問
答
し
た
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
論
文
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
染
浄
始
覚
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
１
５

と
し
、
こ
の
一
切
行
者
と
は
生

滅
門
の
「
染
浄
始
覚
」
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
な
ぜ
➀
の
「
一
切
行
者
」
が
染
浄
始
覚
で
あ
る
の
か

は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
➂
の
「
一
法
界
心
」
の
理
解
が
要
因
と
し
て
あ
る
よ
う
で
、
一
法

界
心
を
真
如
門
の
所
属
と
見
た
結
果
、
生
滅
門
に
も
対
応
す
る
所
属
を
と
想
定
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、
や
や
理
論
の
飛
躍
が
あ
り
、『
釈
論
』
の
内
容
か
ら
両
氏
の
見
解

を
見
出
す
に
は
困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。 

筆
者
の
考
え
を
述
べ
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
理
解
の
鍵
は
➃
の
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
」
と

見
て
い
る
。
こ
の
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
」
と
は
、
文
字
通
り
法
（
所
入
法
）
で
あ
っ
て
門
（
能
入
門
）

で
は
な
く
、
➀
や
➁
や
➂
と
対
応
す
る
法
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
氏
が
主
張
す
る
見
解
が
妥
当
と

す
る
な
ら
ば
、
➃
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
だ
け
門
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
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問
答
形
式
か
ら
見
て
も
整
合
性
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
加
え
て
➃
の
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
」

は
、
立
義
分
の
解
釈
で
説
か
れ
る
八
種
本
法
（
三
十
二
法
門
の
代
表
）
の
な
か
で
も
生
滅
門
の
所
入
の
法

で
あ
り
な
が
ら
、
三
十
二
法
門
上
で
も
上
位
の
教
法
に
位
置
す
る
。
こ
れ
を
素
直
に
理
解
す
る
と
、
五
重

問
答
そ
れ
自
体
が
、
生
滅
門
の
本
覚
に
対
す
る
解
釈
上
で
示
さ
れ
て
い
る
性
格
上
、
必
然
的
に
第
四
番
目

に
登
場
し
た
と
見
る
方
が
違
和
感
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
筆
者
は
、
な
ぜ
➀
～
➂
と
➃
以

降
で
は
文
脈
が
異
な
る
の
か
は
、『
釈
論
』
が
生
滅
門
の
本
覚
を
議
論
す
る
前
段
階
と
し
て
従
前
の
説
を
➀

～
➂
に
担
わ
せ
て
、
生
滅
門
の
所
入
の
法
で
あ
る
➃
の
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
」
を
中
心
議
題
と
し
て
全

面
に
打
ち
出
す
た
め
に
敢
え
て
文
脈
を
区
切
っ
た
と
推
察
す
る
。 

こ
の
理
解
に
立
ち
再
度
、
➀
と
➁
と
➂
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
真
如
門
と
生
滅
門
の
能
所
の
関
係
で
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
素
直
に
『
釈
論
』
が
示
す
よ
う
に
、
➀
は
「
一
切
行
者
」
で
あ
る
か
ら
染
浄
始
覚
で

は
な
く
「
三
十
二
法
門
」
全
体
の
行
者
、
➁
は
清
浄
本
覚
で
あ
り
真
如
門
の
立
場
、
➂
は
「
一
法
界
心
」

で
あ
り
衆
生
心
、
➃
は
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
」
で
あ
り
生
滅
門
の
立
場
、
な
の
だ
と
理
解
し
た
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
五
重
問
答
の
内
容
は
、
『
釈
論
』
が
三
十
三
法
門
の
概
観
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
『
起
信

論
』
の
体
系
で
あ
る
「
衆
生
心
」
・
「
二
門
」
の
構
造
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
➁
清
浄
本
覚
は
真
如
門
の
本
覚
を
指
し
、
➂
一
法
界
心
は
衆
生
心
、
➃
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
は
生

滅
門
の
本
覚
を
指
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
➂
の
一
法
界
心
を
能
入
門
と
所
入
法
の
法
門

の
関
係
で
捉
え
る
の
は
妥
当
な
見
解
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

で
は
「
三
大
」
と
「
摩
訶
衍
」
は
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
私
見
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
「
三
大
」
と

の
関
係
は
、
➃
の
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
」
の
「
三
自
」
を
見
る
と
「
自
体
自
相
自
用
」
の
略
称
で
、『
起

信
論
』
の
「
自
体
相
用
」
を
『
釈
論
』
が
先
の
よ
う
に
命
名
し
た
も
の
で
、「
三
大
」
を
冠
し
て
い
る
と
理

解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
『
起
信
論
』
の
生
滅
門
の
説
を
踏
襲
し
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
三

大
」
を
含
ん
だ
内
容
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

最
後
に
➄
の
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
は
、
五
重
問
答
の
目
的
が
本
覚
を
中
心
に
議
論
し
て
い
る
点
、
そ
し

て
当
問
答
に
三
十
二
法
門
や
『
起
信
論
』
の
体
系
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
を
総
合
さ
せ
る
と
、
不
二
摩
訶

衍
法
は
『
起
信
論
』
の
無
上
地
で
あ
る
「
摩
訶
衍
」
に
対
応
し
て
お
り
、「
明
」
や
「
無
明
」
に
つ
い
て
言

及
し
な
い
の
は
、
ま
さ
に
三
十
三
法
門
に
お
け
る
八
種
本
法
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
対
立
構
造
を
再
説
し
て

い
る
と
考
え
る
。
以
上
の
構
図
が
、
➃
の
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
」
と
➄
の
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
の
順
番

に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。 

一
方
で
、
三
十
三
法
門
と
は
三
十
二
法
門
と
い
う
此
岸
か
ら
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
彼
岸
を
目
指
す
構

図
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
「
摩
訶
衍
」
、
彼
岸
で
あ
る
と
捉
え
五
重
問
答
に

お
い
て
登
場
さ
せ
た
と
理
解
す
る
。
こ
の
問
答
が
衆
生
に
本
来
内
在
す
る
仏
性
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い

る
点
を
踏
ま
え
る
と
、『
釈
論
』
は
衆
生
本
有
の
法
身
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
明
や
無
明
と
判
断
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
不
二
摩
訶
衍
法
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
、
立
義
分
の
解
釈
で
説
か
れ
る
「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・
「
建
立
」
を
超
え
た
と
す
る
説
と
に
見
え

る
因
果
関
係
を
拒
否
し
て
い
る
説
と
、
今
の
「
明
」
や
「
無
明
」
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
因
縁
や
因
果
を
超

え
た
存
在
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

で
は
、
こ
の
不
二
摩
訶
衍
法
が
い
か
な
る
仏
身
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
法
身
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
現
段
階
で
は
言
及
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
五
重
問
答
」
が
『
起

信
論
』
の
体
系
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
三
十
三
法
門
の
構
造
の
再
説
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
こ
れ
ま
で
な
く
新
た
な
知
見
を
呈
示
で
き
た
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
結
果



第二編『釈摩訶衍論』における「三十三法門」   第四章 

271 

 

を
➀
～
➄
の
問
答
の
順
番
に
当
て
は
め
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。 

 

 

➀
一
切
行
者→

三
十
二
法
門
の
す
べ
て
の
行
者
に
対
す
る
総
括
的
な
問
い
＝
「
三
十
二
法
門
」 

 

➁
清
浄
本
覚→
真
如
門
の
別
称
＝
「
真
如
門
」 

 

➂
一
法
界
心→
衆
生
心
を
解
釈
し
た
一
法
界
心
＝
「
衆
生
心
」 

 

➃
三
自
一
心
摩
訶
衍
法→

生
滅
門
所
入
の
法
＝
「
生
滅
門
」
と
三
自
で
あ
る
「
三
大
」 

 

➄
不
二
摩
訶
衍
法→

三
十
三
法
門
な
か
で
彼
岸
で
あ
り
如
来
地
で
あ
る
法
＝
「
摩
訶
衍
」 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
次
節
で
は
「
迴
向
頌
」
の
解
釈
を
考
察
し
て
い
く
。 

   
 

第
三
節 

「
迴
向
頌
」
解
釈
に
お
け
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」 

  

「
迴
向
頌
」
と
は
「
帰
敬
頌
」
に
対
し
記
さ
れ
る
頌
を
い
い
、
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
教

説
が
功
徳
と
し
て
普
く
流
布
し
、
利
益
を
施
さ
ん
こ
と
を
祈
念
し
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
釈
論
』
は
そ

の
「
迴
向
頌
」
を
解
釈
す
る
な
か
で
不
二
摩
訶
衍
法
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
論
に
と
っ
て
不
二

摩
訶
衍
法
は
重
要
な
思
想
だ
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
は
、
『
釈
論
』
に
お
け
る
『
起
信
論
』

の
迴
向
頌
の
解
釈
を
検
討
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
不
二
摩
訶
衍
法
を
説
い
て
い
る
の
か
、

そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
こ
こ
で
も
『
起
信
論
』
の
体
系
と
三
十
三
法
門
と
の
関
連
も
視
野
に

入
れ
検
討
を
加
え
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
『
起
信
論
』
の
「
迴
向
頌
」
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。 

  
 

諸
仏
の
甚
深
に
し
て
広
大
な
る
義
を
、
我
れ
今
、
分
に
随
い
て
総
持
し
て
説
き
え
り
。
此
の
功
徳
の 

 
 

法
性
の
如
く
な
る
を
迴
ら
し
て
、
普
く
一
切
の
衆
生
界
を
利
せ
ん
。
１
６ 

 

こ
の
頌
の
性
質
や
成
立
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
し
く
は

触
れ
な
い
１
７

。
で
は
、
『
釈
論
』
の
解
釈
を
確
認
す
る
。
そ
こ
で
は
「
諸
仏
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

解
釈
を
し
て
い
る
（
『
起
信
論
』
の
文
に
該
当
す
る
箇
所
に
「
」
を
付
す
。
以
下
同
様
。
）
。 

  
 

「
諸
仏
」
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
法
な
り
。
所
以
い
か
ん
、
此
の
不
二
の
法
を
彼
の
仏 

に
形
ら
ぶ
る
に
、
其
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
。
大
本
花
厳
契
経
の
中
に
是
の
如
く
説
を
な
す
。
其
の 

円
円
海
徳
の
諸
仏
は
勝
た
り
。
故
に
其
の
一
切
の
仏
は
円
円
海
を
成
就
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
劣
な 

る
が
故
に
。
若
し
尓
ら
ば
、
何
の
故
に
分
流
花
厳
契
経
の
中
に
是
の
如
く
の
説
を
な
す
。
盧
舎
那
仏 

は
三
種
世
間
を
其
の
身
心
と
な
す
。
三
種
世
間
に
法
を
摂
す
る
こ
と
余
り
な
し
と
。
彼
の
仏
の
身
心 

も
亦
復
摂
せ
ざ
る
所
あ
る
こ
と
な
し
。
盧
舎
那
仏
は
三
世
間
を
摂
す
と
雖
も
、
而
も
摂
と
不
摂
と
の 

故
に
、
是
の
故
に
過
無
し
。
１
８ 

  

こ
の
諸
仏
に
つ
い
て
『
釈
論
』
は
、『
大
本
花
厳
契
経
』
と
『
分
流
花
厳
契
経
』
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
別
次

元
の
典
籍
を
引
く
こ
と
で
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
特
性
を
説
明
す
る
。
こ
の
二
種
の
典
籍
に
つ
い
て
は
、
柏

木
弘
雄
の
見
解
が
あ
る
。
柏
木
は
、
法
蔵
が
『
華
厳
経
探
玄
記
』
１
９

に
示
す
「
恒
本
」・「
大
本
」・「
上
本
」
・
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「
中
本
」
・
「
下
本
」
・
「
略
本
」
の
六
種
類
の
『
華
厳
経
』
が
竜
樹
に
因
ん
で
成
立
し
た
伝
説
に
依
拠
し
た

で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
２
０

。
『
釈
論
』
で
は
法
蔵
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
よ
う
に
六
種
の
本
は
明

か
さ
れ
ず
「
大
本
」
と
「
分
流
」
と
い
っ
た
典
籍
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
種
の
内
容
に
は
異
な
り
が

あ
る
た
め
、
文
字
通
り
「
大
本
」
と
は
現
行
本
よ
り
も
優
れ
た
内
容
が
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
分
流
本

（
流
布
本
）
と
さ
れ
る
『
分
流
花
厳
契
経
』
よ
り
高
度
な
教
理
が
説
か
れ
た
経
典
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
二
種
の
『
花
厳
経
』
は
「
花
厳
」
と
い
う
同
系
統
の
典
籍
で
あ
っ
て
も
、
教
説
に

は
差
別
が
あ
り
、
同
じ
境
界
の
内
容
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
引
用
文
を
確
認
す
る
と
、
『
釈
論
』
は
、
「
諸
仏
」
と
は
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
、

『
大
本
花
厳
経
』
を
重
要
な
教
証
と
し
な
が
ら
、
別
系
統
（
流
布
本
）
の
『
分
流
花
厳
経
』
を
登
場
さ
せ

る
こ
と
で
、
最
終
的
に
三
種
世
間
を
身
心
と
す
る
毘
盧
遮
那
仏
よ
り
も
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
上
位
で
あ
る

と
『
大
本
花
厳
経
』
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
強
化
し
て
い
る
。
で
は
、
以
降
の
「
甚
深
」
と
「
広
大
義
」

に
対
す
る
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

「
甚
深
」
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
両
重
の
八
種
の
摩
訶
衍
の
本
法
な
り
。
何
の
義
を
以
て
の
故
に
名 

づ
け
て
甚
深
と
な
す
。
是
の
如
く
の
両
重
の
摩
訶
衍
の
法
は
、
能
入
門
に
望
む
る
に
、
極
め
て
甚
深 

な
る
が
故
に
。
此
の
義
を
以
て
の
故
に
甚
深
の
称
を
立
つ
。
当
に
審
か
に
思
択
す
べ
し
。
「
広
大
義
」 

と
言
う
と
は
、
則
ち
是
れ
両
重
の
能
入
門
の
法
な
り
。
何
の
義
を
以
て
の
故
に
か
広
大
義
と
名
づ
く 

る
。
是
の
如
く
の
両
重
の
能
入
門
の
法
は
、
皆
な
悉
く
各
各
に
よ
く
自
法
を
広
め
、
能
く
自
法
を
大 

き
く
し
、
能
く
自
法
の
為
に
名
義
と
作
る
が
故
に
。
こ
の
義
を
以
て
の
故
に
広
大
義
の
名
字
を
建
立 

す
。
２
１ 

  

「
甚
深
」
と
「
広
大
義
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
解
釈
を
展
開
す
る
。
ま
ず
「
甚
深
」
と
は
両
重

の
八
種
法
、
す
な
わ
ち
両
重
の
十
六
所
入
法
と
し
、「
広
大
義
」
と
は
両
重
の
能
入
門
と
し
て
、
両
重
の
十

六
能
入
門
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
甚
深
」
と
「
広
大
義
」
の
解
釈
を
総
合
す
る
と
、
三
十
二

法
門
を
再
説
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
に
前
述
の
「
諸
仏
」
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
合
わ

せ
る
と
三
十
三
種
と
な
り
、「
迴
向
頌
」
解
釈
に
お
い
て
も
三
十
三
法
門
と
密
接
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
以
上
の
内
容
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

        

続
け
て
「
我
今
随
分
総
持
説
」
の
解
釈
を
確
認
し
て
い
く
。 

  
 

「
我
れ
今
分
に
随
い
て
総
持
し
て
説
く
」
と
言
う
は
、
即
ち
顕
示
能
説
字
相
門
な
り
。
謂
く
総
の
字 

を
以
て
通
じ
て
一
切
種
種
の
説
を
持
す
る
が
故
に
。
立
義
分
の
中
に
「
摩
訶
衍
と
は
総
な
り
」
と
い 

う
は
、
即
ち
是
れ
此
れ
な
る
か
。
何
の
故
に
一
字
に
通
じ
て
諸
説
を
持
す
る
や
。
摩
訶
衍
論
は
如
意 

論
な
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
。
２
２ 

諸
仏
甚
深
広
大
義 

（ 

三
十
三
法
門 

） 

諸 

仏 

（ 

不

二

摩

訶

衍

法 

） 

甚 

深 

（ 

両
重
八
種
摩
訶
衍
之
本
法 

） 

広
大
義 

（ 

両

重

能

入

門

法 

） 
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『
釈
論
』
は
「
総
持
」
に
つ
い
て
独
特
な
読
み
込
み
を
施
し
て
い
く
。
「
総
持
」
の
「
総
」
に
つ
い
て
、

立
義
分
の
解
釈
で
特
殊
な
読
み
方
を
し
た
「
摩
訶
衍
者
総
」
の
「
総
」
と
同
一
視
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
釈
論
』
が
「
総
持
」
の
意
味
を
理
解
し
た
上
で
総
と
区
切
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う

に
見
る
と
、「
摩
訶
衍
者
総
」
の
総
に
も
同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
、
立
義
分

の
解
釈
の
新
た
な
視
点
が
確
認
さ
れ
る
。
加
え
て
、
第
一
編
の
第
六
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
は
「
総

持
」
を
陀
羅
尼
や
神
呪
と
理
解
し
て
い
た
点
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
で
の
「
総
持
」
も
同
様
な
意
味
を
持
た

せ
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

「
分
」
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
起
信
論
』
で
「
分
」
と
は
「
立
義
分
」
を

含
む
「
因
縁
分
」・「
解
釈
分
」・「
修
行
信
心
分
」・「
勧
修
利
益
分
」
を
指
示
し
て
い
た
。『
釈
論
』
は
、
三

十
三
法
門
に
こ
の
五
分
す
べ
て
の
教
説
や
義
理
が
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
内
容
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

       

で
は
不
二
摩
訶
衍
法
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
説
か
れ
て
い
る
の
か
整
理
し
た
い
。
前
述
で
は
『
花
厳

経
』
の
教
主
毘
廬
遮
那
仏
よ
り
上
位
と
し
、
同
仏
の
仏
身
よ
り
高
い
位
の
尊
格
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き

る
。
詳
細
ま
で
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、『
釈
論
』
が
自
ら
の
論
に
つ
い
て
如
意
論
と
主
張
す
る

点
に
注
目
す
る
。 

こ
の
「
如
意
」
と
い
う
語
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
釈
論
』
が
立
義
分
と
い
う
章
に
つ
い
て
解
説
し
た

説
に
見
出
せ
る
も
の
で
、
そ
の
な
か
で
『
釈
論
』
は
如
意
宝
珠
に
譬
え
ら
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
登
場
さ

せ
、
宝
に
譬
え
ら
れ
る
教
法
を
雨
降
ら
す
と
解
説
し
て
い
る
２
３

。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
如
意
論
と
は
ま

さ
に
如
意
宝
珠
を
想
定
し
た
も
の
と
見
做
せ
る
の
で
、
如
意
宝
珠
＝
不
二
摩
訶
衍
法
を
説
く
論
書
が
『
釈

論
』
な
の
だ
と
暗
に
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
三
十
三
法
門
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
次
に
、「
迴
此
功
徳
如
法
性
」
の
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

「
此
の
功
徳
を
如
と
法
と
性
と
に
迴
ら
し
て
」
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
展
舒
功
徳
令
広
門
な
り
。
謂 

く
自
ら
の
所
作
の
功
徳
を
三
処
に
迴
向
す
る
が
故
に
。
云
何
が
三
と
な
す
。
一
に
は
真
如
、
二
に
は 

一
心
法
、
三
に
は
本
覚
の
仏
性
な
り
。
是
れ
を
名
づ
け
て
三
と
な
す
。
何
の
義
を
以
て
の
故
に
三
処 

に
迴
向
す
る
や
。
謂
く
、
自
ら
の
所
作
の
功
徳
を
平
等
な
ら
し
め
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
真
如
に 

迴
向
す
。
或
は
自
ら
の
所
作
の
功
徳
を
広
大
な
ら
し
め
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
一
心
に
迴
向
す
。 

或
は
自
ら
の
所
作
の
功
徳
を
明
了
な
ら
し
め
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
本
覚
に
迴
向
す
。
応
に
是
の 

如
く
知
る
べ
し
、
応
に
是
の
如
く
観
ず
べ
し
。
２
４ 

  

こ
こ
で
も
「
諸
仏
甚
深
広
大
義
」
と
同
様
に
、「
迴
此
功
徳
如
法
性
」
に
対
し
独
特
な
読
み
込
み
で
解
釈

し
て
い
る
。「
如
」
は
真
如
、「
法
」
は
一
心
法
、「
性
」
は
本
覚
仏
性
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
『
釈
論
』
が
、

「
真
如
」・「
一
心
法
」・「
本
覚
仏
性
」
、
以
上
の
三
種
に
功
徳
が
迴
向
さ
れ
る
と
説
い
た
の
だ
と
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
捉
え
づ
ら
い
た
め
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
関
連
す
る
説
か
ら

我
今
随
分
総
持
説 

総 

摩

訶

衍

者

総 

総 

摩
訶
衍
論
如
意
論 
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検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

ま
ず
「
真
如
」
に
つ
い
て
『
釈
論
』
は
、
平
等
の
義
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
『
釈
論
』
の
他
の
理

解
を
応
用
す
る
と
、
真
如
と
は
無
為
法
や
清
浄
法
や
出
世
間
法
と
説
い
て
い
た
の
で
、
上
記
の
法
が
平
等

に
迴
向
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
何
に
対
し
迴
向
す
る
の
か
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
を
確

認
す
る
と
、「
謂
く
真
如
の
自
体
は
五
人
に
通
じ
平
等
平
等
に
し
て
差
別
無
き
が
故
に
。
」
２
５

と
あ
る
よ
う

に
、
五
人
に
対
し
迴
向
す
る
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
五
人
と
は
、
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如

来
の
五
種
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
衆
生
心
の
解
釈
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁

覚
・
菩
薩
・
如
来
の
八
種
を
要
略
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
八
種
に
真
如
が
迴
向
さ
れ
る
と
判
断

で
き
る
。 

 

次
に
「
一
心
法
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。『
起
信
論
』
で
は
「
一
心
」
と
も
表
記
さ
れ
衆
生
心
の
異
名
で

あ
る
。
こ
れ
を
『
釈
論
』
は
解
釈
し
て
一
法
界
心
と
し
、
こ
の
特
性
に
つ
い
て
「
広
大
」
だ
と
表
現
し
た

上
で
、
計
八
種
の
修
行
者
を
登
場
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
内
容
は
『
釈
論
』
が
立
義
分
の
解
釈
で
の
「
馬
鳴

論
師
一
心
の
広
大
円
満
な
る
こ
と
を
顕
さ
ん
が
た
め
に
名
づ
け
て
衆
生
と
な
す
。
」
２
６

と
い
う
説
を
想
起

さ
せ
る
。
全
修
行
者
に
対
し
功
徳
が
広
大
無
辺
に
行
き
渡
る
と
す
る
主
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
一
心
法
」

と
は
こ
の
計
八
種
の
修
行
者
を
指
示
し
て
い
る
。 

 

で
は
「
本
覚
仏
性
」
に
つ
い
て
は
、
文
字
通
り
衆
生
に
蔵
す
る
仏
性
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
衆
生
と
は
八
種
の
修
行
者
の
仏
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
先
の
「
五
重
問
答
」
で
の
検
討

で
判
明
し
た
一
切
行
者
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
真
如
」
・
「
一
心
法
」
・
「
本
覚
仏
性
」

を
見
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
三
十
三
法
門
の
対
象
と
す
る
修
行
者
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
不
二
摩
訶
衍

法
を
含
め
た
三
十
三
法
門
の
構
造
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
以
上
の
内
容
を
図
示
す

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

        

以
上
の
三
種
の
図
を
素
直
に
眺
め
る
と
、『
起
信
論
』
の
体
系
に
相
応
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
順

に
説
明
す
る
と
、「
真
如
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
対
し
て
功
徳
と
し
て
迴
向
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
三

十
二
法
門
の
全
修
行
者
が
、
同
法
門
の
能
入
門
で
あ
る
出
世
間
法
＝
無
為
法
の
真
如
門
と
、
世
間
法
＝
無

為
有
為
法
の
生
滅
門
の
な
か
で
修
行
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
は
無
為
と
は
真
如

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
能
入
門
で
あ
る
真
如
門
と
生
滅
門
の
二
門
全
て
に
遍
満
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
の
真
如
は
二
門
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。 

 

次
に
「
一
心
法
（
一
心
）」
は
、
文
字
通
り
一
心
の
別
名
で
あ
る
衆
生
心
の
こ
と
を
指
し
、
繰
り
返
し
に

な
る
が
『
釈
論
』
で
は
八
種
の
修
行
者
で
三
十
二
法
門
の
対
象
者
を
含
ん
で
い
る
。「
本
覚
仏
性
」
に
つ
い

て
は
、
そ
も
そ
も
本
覚
と
は
内
在
す
る
仏
性
で
あ
る
か
ら
、
法
身
を
意
味
す
る
体
大
、
本
覚
と
結
ば
れ
る

如
来
蔵
を
意
味
す
る
相
大
、
仏
性
を
開
顕
し
成
仏
す
る
た
め
に
必
要
な
善
因
果
を
出
生
す
る
用
大
と
関
連

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
前
節
で
の
「
本
覚
仏
性
」
が
三
大
と
関
連
し
て
い
る
点
を
加
味
す
る
と

そ
の
関
係
は
よ
り
密
接
に
な
る
。
で
は
最
後
に
「
普
利
一
切
衆
生
界
」
の
解
釈
を
見
て
い
く
。
以
下
の
よ

迴
此
功
徳
如
法
性 

法 如 性 

二

者
一
心
法 

三
者
本
覚
仏
性 

一

者

真

如 

迴
向
三
処 
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う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

「
普
く
一
切
の
衆
生
界
を
利
せ
ん
」
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
施
於
衆
生
普
利
門
な
り
。
謂
く
広
大
円 

満
の
功
徳
を
挙
げ
て
、
周
遍
し
て
衆
生
界
を
利
益
す
る
が
故
に
。
２
７ 

  

「
普
利
一
切
衆
生
界
」
の
「
一
切
衆
生
界
」
と
は
、
こ
れ
も
「
一
切
衆
生
界
」
と
あ
る
よ
う
に
衆
生
心

で
あ
り
一
法
界
心
を
指
示
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
八
種
の
修
行
者
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
詳
し
く

は
本
編
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
邪
定
聚
」
の
「
十
億
八
万
六
千
種
」
、
「
不
定
聚
」
の
「
三
十
種
」
、

「
正
定
聚
」
の
「
一
百
二
十
種
」
と
い
っ
た
三
聚
の
機
根
の
修
行
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
、

迴
向
頌
の
解
釈
を
見
て
き
た
が
、『
釈
論
』
の
特
徴
的
な
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
を
意
図
的
に
導
入
す
る

た
め
行
っ
た
独
特
な
解
釈
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
同
時
に
、
五
重
問
答
と
等
し
く
『
起
信
論
』
の

体
系
で
あ
る
「
一
心
」
・
「
二
門
」
・
「
三
大
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。 

で
は
、
「
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
『
花
厳
経
』
の
教
主
毘
廬
遮
那
仏
よ
り
上
位
（
法
対
仏
と
の

関
係
）
で
あ
る
こ
と
、「
五
重
問
答
」
で
の
「
摩
訶
衍
」
理
解
、
そ
し
て
「
摩
訶
衍
論
如
意
論
」
に
あ
る
如

意
と
は
不
二
摩
訶
衍
法
だ
と
同
一
視
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
や
は
り
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
と
結
論
づ

け
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
迴
向
頌
」
の
解
釈
は
、
立
義
分
の
解
釈
や
五
重
問
答
で
は
確
認
で
き
な
い
新

た
な
同
法
の
性
質
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

   
 

ま
と
め 

  

五
重
問
答
と
迴
向
頌
の
解
釈
を
検
討
し
得
ら
れ
た
結
果
を
述
べ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。
五
重
問
答
と
は
、

三
十
三
法
門
の
構
造
と
、『
起
信
論
』
の
体
系
を
組
み
込
み
な
が
ら
衆
生
の
本
覚
を
テ
ー
マ
と
し
た
問
答
で

あ
り
、
第
五
番
目
の
問
答
に
登
場
す
る
不
二
摩
訶
衍
法
は
衆
生
に
内
在
す
る
仏
性
で
あ
る
法
身
と
の
関
連

を
意
図
し
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
問
答
の
検
討
を
通
し
て
、
従
来
、
四
家
大

乗
の
順
位
を
峻
別
す
る
た
め
の
説
、『
維
摩
経
』
や
吉
蔵
の
『
維
摩
経
義
疏
』
に
基
づ
く
明
・
無
明
を
議
論

す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
と
す
る
説
と
は
異
な
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
法
身

と
の
関
係
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
点
は
次
章
の
検
討
を
踏
ま
え
、
第
三
編
で
論
じ
る
こ

と
に
し
た
い
。 

 

迴
向
頌
の
解
釈
は
、
頌
に
説
か
れ
る
一
文
字
一
文
字
が
『
釈
論
』
の
独
特
な
視
点
で
理
解
が
施
さ
れ
て

お
り
、
一
見
す
る
と
何
を
意
図
し
て
解
釈
し
た
の
か
捉
え
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
三
十
三
法
門

の
構
造
と
『
起
信
論
』
の
体
系
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
三
十
二
法
門
の
修
行
者
に
対
し
、
如
意
宝
珠
に
譬

え
ら
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
が
宝
で
あ
る
教
法
を
衆
生
に
利
益
す
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
、『
花
厳
経
』
教
主
毘
盧
遮
那
仏
よ
り
上
位
で
あ

る
と
示
さ
れ
て
お
り
、
法
と
仏
を
比
較
し
浅
深
を
説
い
て
い
る
の
は
分
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
毘

盧
遮
那
仏
は
三
十
二
法
門
の
修
行
者
と
何
か
関
係
す
る
の
か
、
依
然
、
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
そ

の
点
も
本
編
の
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
第
三
編
に
お
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
「
迴
向
頌
」
解
釈
も
五
重
問
答
と
同
じ
く
『
起
信
論
』
の
体
系
を
導
入
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
『
釈
論
』
の
不
二
摩
訶
衍
法
が
登
場
す
る
重
要
な
箇
所
で
あ
り
、
『
起
信
論
』
の
体
系
が

組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
す
る
新
た
な
知
見
を
呈
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
「
若
如
是
者
一
切
行
者
。
断
一
切
悪
修
一
切
善
。
超
於
十
地
到
無
上
地
。
円
満

三
身
具
足
四
徳
。
如
是
行
者
為
明
無
明
。
如
是
行
者
無
明
分
位
非
明
分
位
。
若
尓
清
浄
本
覚
従
無
始
来
。

不
観
修
行
非
得
他
力
。
性
徳
円
満
本
智
具
足
。
亦
出
四
句
亦
離
五
辺
。
自
然
之
言
不
能
自
然
。
清
浄
之
心

不
能
清
浄
。
絶
絶
離
離
。
如
是
本
処
為
明
無
明
。
如
是
本
処
無
明
辺
域
非
明
分
位
。
若
尓
一
法
界
心
。
非

百
非
背
千
是
。
非
中
非
中
背
天
。
非
天
演
水
之
談
足
断
而
已
止
。
審
慮
之
量
手
亡
而
已
住
。
如
是
一
心
為

明
無
明
。
如
是
一
心
無
明
辺
域
非
明
分
位
。
三
自
一
心
。
摩
訶
衍
法
一
不
能
一
假
能
入
一
心
。
不
能
心
假

能
入
心
。（
中
略
）
玄
玄
又
玄
。
遠
遠
又
遠
。
如
是
勝
処
為
明
無
明
。
如
是
勝
処
無
明
辺
域
非
明
分
位
。
不

二
摩
訶
衍
法
。
唯
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
如
是
不
二
摩
訶
衍
法
為
明
無
明
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
七
頁
下
） 

２ 

『
弁
顕
密
二
教
論
』
巻
上
（
弘
大
全
一
、
四
七
七
頁―

四
七
八
頁
） 

３ 

『
同
右
』
巻
上
（
弘
大
全
一
、
四
八
〇
頁
） 

４ 

『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
（
弘
大
全
一
、
四
五
二
頁―

四
七
三
頁
） 

５ 

中
村
本
然
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
五
重
問
答
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三

二
頁
） 

６ 

石
井
公
成
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
依
拠
し
た
教
学 

―

不
二
摩
訶
衍
の
成
立
を
中
心
と
し
て―

」（
『
駒

沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
一
、
一
九
九
五
年
、
十
頁
） 

７ 

早
川
道
雄
『
釈
摩
訶
衍
論
の
新
研
究
』
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
九
年
、
四
三
三
頁―

四
四
〇
頁
） 

８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
於
是
能
遣
如
如
如
説
。
所
遣
四
種
虚
妄
言
説
。
大
本
維
摩
詰
契
經
中
作
如
是

説
。
爾
時
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
。（
中
略
）
維
摩
詰
為
我
等
大
衆
。
離
言
説
言
説
説
非
不
二
不
二
。
除
遣

假
説
之
垢
。
於
是
維
摩
詰
默
然
無
所
説
。
爾
時
文
殊
讃
維
摩
言
。
善
哉
善
哉
居
士
。
如
言
説
如
如
耳
聴
如
。

善
哉
善
哉
斯
乃
真
実
不
二
法
門
。
斯
乃
真
実
不
二
法
体
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二 

六
〇
六
頁
下
） 

９ 

那
須
政
隆
「
弘
法
大
師
の
自
証
三
昧
」
（『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
年
） 

１
０ 

本
多
隆
仁
「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
立
義
分
解
釈
と
五
重
問
答
」（
『
仏
教
思
想
論
集
』
、
一
九
八
四
年
） 

１
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
「
此
決
疑
門
義
理
難
解
文
教
更
閉
。
作
釈
非
散
説
無
定
通
人
不
能
明
了
。
是

故
今
更
作
種
種
釈
。
具
足
開
示
曉
行
者
心
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
六
頁
下
） 

１
２ 

「
清
浄
本
覚
」
も
、
衆
生
に
皆
等
し
く
「
本
覚
」
が
あ
る
と
説
い
て
お
り
、
そ
れ
は
「
法
身
自
然
熏

習
門
」
中
に
確
認
で
き
る
。 

１
３ 

那
須
政
隆
「
弘
法
大
師
の
自
性
三
昧
」
（『
智
山
学
報
』
二
二
、
一
九
七
三
年
、
三
三
頁
） 

１
４ 

本
多
隆
仁
「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
立
義
分
解
釈
と
五
重
問
答
」（
『
仏
教
思
想
論
集
』
、
一
九
八
四
年
） 

１
５ 

那
須
政
隆
「
弘
法
大
師
の
自
性
三
昧
」
（『
智
山
学
報
』
二
二
、
一
九
七
三
年
、
三
二
頁
） 

１
６ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
十
（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
三
頁
中
）「
諸
仏
甚
深
広
大
義 

我
今
随
分
総
持
説 

迴

此
功
徳
如
法
性 

普
利
一
切
衆
生
界
」 

１
７ 

丹
治
昭
義
「『
起
信
論
』
と
『
義
記
』
の
一
考
察
」（
井
上
克
人
編
著
『
「
大
乗
起
信
論
」
の
研
究
』
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
、
二
〇
〇
一
年
） 

１
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
「
言
諸
仏
者
。
則
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
所
以
者
何
。
此
不
二
法
形
於
彼
仏
其

徳
勝
故
。
大
本
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
其
円
円
海
徳
諸
仏
勝
。
故
其
一
切
仏
不
能
成
就
円
円
海
劣
故
。

若
尓
何
故
分
流
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
盧
舍
那
仏
三
種
世
間
為
其
身
心
。
三
種
世
間
摂
法
無
余
。
彼
仏

身
心
亦
復
無
有
所
不
摂
焉
。
盧
舍
那
仏
雖
摂
三
世
間
。
而
摂
不
摂
故
。
是
故
無
過
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六

六
八
頁
上
）
、
な
お
、
引
用
し
た
「
円
円
海
徳
」
の
「
徳
」
の
語
に
つ
い
て
は
「
得
」
と
す
る
本
も
存
在
す

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
石
井
公
成
は
著
書
（
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
三
頁
）
の

な
か
で
、「
円
円
海
徳
の
諸
仏
は
勝
れ
た
り
。
其
の
一
切
仏
は
円
円
海
を
成
就
す
る
能
は
ず
。
劣
な
る
が
故

に
（
円
円
海
徳
諸
仏
勝
。
其
一
切
仏
不
能
成
就
円
円
海
。
劣
故
）
と
あ
る
高
野
版
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き

一
般
に
諸
仏
よ
り
優
れ
た
円
円
海
徳
の
諸
仏
と
は
密
教
の
諸
仏
を
指
す
と
解
釈
し
た
人
物
、
な
い
し
そ
う

し
た
解
釈
に
基
づ
い
て
原
テ
キ
ス
ト
を
高
野
版
の
形
に
改
変
し
た
人
物
が
い
た
た
め
で
あ
る
。」
と
指
摘
し

て
い
る
。 

１
９ 

『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
五
、
一
二
二
頁
上
） 
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２
０ 
柏
木
弘
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
構
想
」（
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
、
五
〇

七
頁
）
。
筆
者
は
有
効
な
指
摘
で
あ
る
と
思
え
る
の
で
準
拠
し
た
い
。 

２
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
「
言
甚
深
者
。
即
是
両
重
八
種
摩
訶
衍
之
本
法
。
以
何
義
故
名
為
甚
深
。
如

是
両
重
摩
訶
衍
法
。
能
入
門
望
極
甚
深
故
。
以
此
義
故
立
甚
深
称
。
応
審
思
擇
。
言
広
大
義
者
。
即
是
両

重
能
入
門
法
。
以
何
義
故
名
広
大
義
。
如
是
両
重
能
入
門
法
。
皆
悉
各
各
能
広
自
法
。
能
大
自
法
。
能
為

自
法
。
作
名
義
故
。
以
此
義
故
建
立
広
大
義
名
字
焉
。」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上
） 

２
２ 

『
同
右
』
巻
十
「
言
我
今
随
分
総
持
説
者
。
即
是
顕
示
能
説
字
相
門
。
謂
以
総
字
通
持
一
切
種
種
説

故
。
立
義
分
中
摩
訶
衍
者
総
。
即
是
此
焉
乎
。
何
故
一
字
通
持
諸
説
。
為
欲
顕
示
摩
訶
衍
論
如
意
論
故
。
」

（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上
） 

２
３ 

『
同
右
』
巻
一
「
為
欲
顕
示
如
意
宝
珠
雖
唯
是
一
、
而
為
一
切
諸
宝
根
本
、
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
、

而
為
恒
沙
法
門
体
性
、
重
威
大
竜
乃
所
受
用
、
利
根
智
者
乃
所
領
解
故
、
第
二
立
立
義
分
、
為
欲
顕
示
摩

尼
宝
蔵
雖
備
無
量
万
宝
、
而
開
千
重
門
群
竜
所
了
知
、
大
乗
本
法
雖
円
無
辺
千
義
、
而
別
釈
散
説
鈍
根
所

分
明
故
、
第
三
立
解
釈
分
。」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
七
頁
中
） 

２
４ 

『
同
右
』
巻
十
「
言
迴
此
功
徳
如
法
性
者
。
即
是
展
舒
功
徳
令
広
門
。
謂
自
所
作
之
功
徳
迴
向
三
処

故
。
云
何
為
三
。
一
者
真
如
。
二
者
一
心
法
。
三
者
本
覚
仏
性
。
是
名
為
三
。
以
何
義
故
迴
向
三
処
。
謂

為
欲
自
所
作
功
徳
令
平
等
故
迴
向
真
如
。
或
為
欲
自
所
作
功
徳
令
広
大
故
迴
向
一
心
。
或
為
欲
自
所
作
功

徳
令
明
了
故
。
迴
向
本
覚
応
如
是
知
応
如
是
観
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
中
） 

２
５ 

『
同
右
』
巻
六
「
謂
真
如
自
体
通
於
五
人
。
平
等
平
等
無
差
別
故
。」（
大
正
蔵
三
二
、
六
四
〇
頁
下
） 

２
６ 

『
同
右
』
巻
一
「
馬
鳴
論
師
為
顕
一
心
広
大
円
満
。
名
為
衆
生
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
下
） 

２
７ 

『
同
右
』
巻
十
「
言
普
利
一
切
衆
生
界
者
。
則
是
施
於
衆
生
普
利
門
。
謂
挙
広
大
円
満
功
徳
。
周
遍

利
益
衆
生
界
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
中
） 
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第
五
章 

「
三
十
三
法
門
」
の
問
題
点
の
検
討 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

 

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
四
章
に
わ
た
っ
て
考
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
成
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
序
論
の
「
課
題
の
整
理
」
で
整
理
し
た
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
視

点
か
ら
検
討
を
加
え
新
た
な
知
見
を
呈
示
し
た
い
。
そ
の
問
題
点
と
は
以
下
の
三
点
で
あ
り
、
以
降
に
順

次
解
説
し
て
い
く
。 

  

⑴
「
三
十
二
法
門
」
に
お
け
る
「
因
」
と
「
果
」
に
つ
い
て 

 

⑵
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
は
何
か 

―

「
如
義
言
説
」
と
「
三
大
」
と
『
大
乗
起
信
論
』
の
体
系―

 

 

⑶
『
維
摩
経
』
と
の
関
係
再
考 

  

一
つ
目
は
、
従
来
、「
三
十
二
法
門
」
を
因
位
と
見
る
か
因
中
果
説
と
見
る
か
で
見
解
が
相
違
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
対
す
る
考
察
の
結
果
を
手
掛
か
り
と
し
つ
つ
、
新
た
に

関
連
す
る
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
で
三
十
二
法
門
は
因
、
果
は
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
り
、
双
方
を
合
わ
せ

た
三
十
三
法
門
に
よ
っ
て
因
果
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
点
を
指
摘
し
、
同
法
門
が
単
な
る
法
門
思
想
を
目
的

と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
く
修
行
道
論
で
あ
る
点
を
呈
示
し
た
い
。 

 

二
つ
目
は
、『
釈
論
』
は
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
つ
い
て
概
念
的
な
説
明
を
し
、
同
法
を
特
定
さ
せ
る
名

称
や
指
示
す
る
用
語
が
明
瞭
で
な
い
た
め
、
内
実
が
掴
み
づ
ら
い
と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、

従
来
説
を
批
判
的
に
取
り
扱
い
な
が
ら
「
如
議
言
説
」
と
「
三
大
」
、
そ
し
て
第
四
章
で
採
用
し
た
『
起
信

論
』
の
体
系
か
ら
『
釈
論
』
の
構
造
を
捉
え
な
お
す
方
法
を
駆
使
し
図
示
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、
不
二
摩

訶
衍
法
は
法
身
説
で
あ
る
可
能
性
を
呈
示
し
た
い
。 

 

三
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
「
三
十
三
法
門
」
の
創
設
に
は
、
『
維
摩
経
』
「
入
不
二
法
門
」
が
関
わ
っ
て
い

る
と
さ
れ
、
前
章
で
検
討
し
た
「
五
重
問
答
」
に
対
す
る
従
来
説
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節

で
は
、『
釈
論
』
が
『
維
摩
経
』
を
引
用
す
る
傾
向
や
場
所
を
分
析
し
、
同
経
を
ど
の
よ
う
に
眺
め
て
い
た

の
か
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
『
維
摩
経
』
の
影
響
を
検
討
し
た
い
。 

 
 

  
 

第
二
節 

「
三
十
二
法
門
」
に
お
け
る
「
因
」
と
「
果
」
に
つ
い
て 

  

前
章
の
検
討
に
よ
っ
て
三
十
二
法
門
と
は
、
悟
り
へ
お
も
む
く
因
位
の
立
場
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
。

三
十
二
法
門
の
各
法
門
に
如
来
や
三
聚
の
衆
生
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
者
が
入
り
修
行
し
、
不
二
摩

訶
衍
法
と
い
う
悟
り
の
境
地
を
目
指
す
構
造
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
そ
の
先
に
あ
り
、
那
須
政
隆
１

と

早
川
道
雄
２

の
見
解
に
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
除
く
三
十
二
法
門
に
も
因
と
果
が
存
在
す
る
と
の
指
摘
を

し
て
お
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
の
か
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
べ
き
な
の
か
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。 

本
節
で
は
、『
起
信
論
』
の
摩
訶
衍
を
解
釈
し
、
三
十
二
法
門
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
立
場
を
指
示
し
て
い

る
説
か
ら
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
『
起
信
論
』
で
は
、「
法
有
り
能
く
摩
訶
衍
に
信
根
を
起
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す
。
是
の
故
に
当
に
説
く
べ
し
。
」
３

と
あ
る
よ
う
に
、
法
に
よ
っ
て
摩
訶
衍
に
対
す
る
信
仰
を
起
こ
さ
せ

る
と
説
い
て
い
る
。
以
上
の
説
に
対
す
る
『
釈
論
』
の
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い

る
。 

 
 

 

 
 

論
じ
て
曰
く
。
此
の
文
の
中
に
二
門
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
能
入
門
。
二
に
は
所
入
門
。 

 
 

能
入
門
と
は
、
所
詮
の
理
に
於
て
善
く
趣
入
の
故
に
。
所
入
門
と
は
、
善
く
彼
の
法
の
為
に
依
止
と 

 
 

な
す
が
故
に
。
法
有
り
と
は
、
総
じ
て
十
六
能
入
の
門
法
を
標
す
。
能
起
信
根
と
は
、
総
じ
て
門
法 

作
業
の
相
を
標
す
。
摩
訶
衍
と
は
、
総
じ
て
十
六
所
入
の
法
の
体
並
び
に
、
及
び
不
二
摩
訶
衍
の
体 

を
標
す
。
４ 

  

『
釈
論
』
は
今
あ
げ
た
説
全
体
に
は
「
能
入
門
」
と
「
所
入
門
」
の
二
門
が
あ
る
と
す
る
。
一
見
す
る

と
三
十
二
法
門
の
関
係
を
指
示
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
以
降
の
「
法
有
り
と
は
」
と
「
摩
訶
衍
と
は
」
に

対
す
る
注
釈
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
前
者
（
能
入
門
）
は
十
六
能
入
門
、
後
者
（
所
入
門
）
は
十
六
所

入
法
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
体
と
説
い
る
の
で
三
十
三
法
門
全
体
を
指
示
し
て
い
る
。
以
上
の
説
明
は
三
十

三
法
門
を
能
所
の
二
門
の
関
係
で
説
明
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

加
え
て
、『
釈
論
』
は
摩
訶
衍
を
「
体
」
と
見
て
、
そ
れ
が
十
六
法
と
不
二
摩
訶
衍
法
に
具
有
し
て
い
る

と
す
る
。
で
は
こ
の
「
体
」
と
は
何
か
と
な
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
体
大
、
つ
ま
り
体
相
用
の
体
で
あ
っ

て
『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
体
大
を
真
如
と
見
る
理
解
を
応
用
し
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
以
上
の
理
解

に
有
効
な
説
が
あ
る
の
で
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
関
係
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

挙
益
勧
人
令
修
門
と
言
う
は
、
い
わ
ゆ
る
行
因
の
海
を
集
成
し
、
而
も
法
身
の
果
を
荘
厳
す
る
為
に
、 

此
の
論
を
受
持
し
義
理
を
思
惟
し
、
常
恒
に
相
続
し
て
断
絶
せ
ざ
る
が
故
に
。
本
の
如
し
、
若
し
衆 

生
あ
り
て
、
如
来
甚
深
の
境
界
に
於
て
、
正
信
を
生
ず
る
こ
と
を
得
て
、
誹
謗
を
遠
離
し
大
乗
道
に 

入
ら
ん
と
欲
は
ば
、
当
に
此
の
論
を
持
し
て
思
量
し
修
習
す
べ
し
、
究
竟
し
て
能
く
無
上
の
道
に
至 

る
が
故
に
。
５ 

  

こ
こ
で
登
場
す
る
「
行
因
の
海
」
と
「
法
身
の
果
」
は
、
三
十
三
法
門
の
構
図
を
指
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
前
者
の
「
行
因
の
海
」
と
は
、
立
義
分
の
解
釈
で
八
種
本
法
（
三
十
二
法
門
）
を
「
修
行
種
因
海
」

と
説
く
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
、
後
者
の
「
法
身
の
果
」
と
は
、「
究
竟
し
て
能
く
無
上
の
道
に
至
る
故
に
」

の
説
か
ら
も
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
「
清
浄
無
上
地
」
や
「
性
徳
円
満
海
」
と
解
説
し
て
い
る
立
義
分
の
解

釈
を
踏
ま
え
た
も
の
と
見
做
せ
る
だ
ろ
う
６

。 

こ
こ
で
は
、
三
十
二
法
門
や
不
二
摩
訶
衍
法
の
名
前
を
登
場
さ
せ
ず
、
双
方
の
立
場
を
示
唆
す
る
用
語

に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
文
字
通
り
三
十
二
法
門
は
因
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
果
で
法
身
な
の

だ
と
分
か
り
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
先
の
「
体
」
が
何
か
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、「
体
」
と
は

体
大
で
あ
っ
て
真
如
を
意
味
し
、
法
身
そ
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。『
釈
論
』
は
十
六
所
入
法
に
は

不
二
摩
訶
衍
法
と
同
じ
果
で
あ
る
真
如
、
法
身
が
具
有
し
て
い
る
こ
と
を
「
体
」
に
よ
っ
て
表
現
し
て
み

せ
て
い
る
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
六
所
入
法
に
真
如
が
内
在
し
て
い
る
の
で
同
所
入
法
を

果
と
す
る
見
方
も
可
能
と
な
り
、
先
行
研
究
で
は
こ
の
理
解
に
基
づ
き
三
十
二
法
門
に
果
が
存
在
す
る
と

論
じ
た
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
一
部
賛
同
で
き
る
も
の
の
、
三
十
三
法
門
が
何
を
意
図
し
て
創
設
さ
れ

た
の
か
を
考
慮
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
以
下
そ
の
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。 
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引
用
文
の
中
間
か
ら
後
半
の
説
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
そ
こ
に
は
、
大
乗
の
道
に
入
ろ
う
と
願
う
者
は
、

こ
の
論
す
な
わ
ち
『
釈
論
』
を
受
持
し
、
誹
謗
せ
ず
修
行
（
三
十
二
法
門
の
因
）
す
る
こ
と
で
無
上
の
悟

り
の
境
地
（
不
二
摩
訶
衍
法
の
果
）
に
至
る
こ
と
が
可
能
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
三
十
三
法
門

が
単
な
る
法
門
の
説
示
だ
け
で
は
な
い
面
を
垣
間
見
せ
る
重
要
な
記
述
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
を
素
直

に
見
る
と
、
三
十
二
法
門
と
は
果
に
な
り
得
る
仏
性
（
真
如
＝
体
大
）
の
み
で
修
行
が
未
完
の
立
場
を
前

提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
将
来
、
修
行
を
完
成
さ
せ
悟
っ
た
時
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
地
に
到
達
す
る
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、
十
六
能
入
門
か
ら
十
六
所
入
法
に
至
っ
た
瞬
間
、
即
座
に
不
二
摩
訶
衍
法
の
境
地
で

あ
る
無
上
地
に
到
達
す
る
構
造
な
の
だ
と
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

こ
れ
は
説
法
を
説
く
側
と
そ
れ
を
聴
く
側
の
構
造
が
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え

る
と
、
法
身
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
か
ら
三
十
二
法
門
の
修
行
者
に
対
し
対
機
説
法
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
を
補
強
す
る
説
が
先
に
述
べ
た
立
義
分
の
解
釈
の
後
半
に
見
え
る
の
で
確
認
し
た
い
。
以
下

の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

 

 
 

皆
な
悉
く
此
の
三
十
二
種
の
甚
深
の
安
車
に
乗
じ
、
清
浄
無
上
地
に
於
て
達
す
る
が
故
に
。
十
方
三 

世
の
一
切
菩
薩
も
亦
復
是
の
如
し
。
此
の
中
の
菩
薩
の
言
は
、
通
じ
て
三
聚
の
一
切
衆
生
を
取
る
。 

所
以
い
か
ん
。
衆
生
と
し
て
而
し
て
如
来
地
に
通
達
せ
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
。
７ 

 

『
釈
論
』
は
三
十
二
法
門
を
乗
り
物
に
譬
え
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
「
清
浄
無
上
地
」
や
「
如
来

地
」
に
向
か
う
と
明
確
に
説
い
て
い
る
。
三
十
二
法
門
に
乗
り
込
む
衆
生
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、「
三
聚

の
一
切
衆
生
」
と
あ
る
が
、
三
十
二
法
門
に
は
真
如
門
も
含
ま
れ
る
の
で
、
前
述
の
計
八
種
（
卵
・
胎
・

湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
）
の
修
行
者
を
総
称
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
如
来
も
当
然
含
ま

れ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
那
須
政
隆
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

  
 

不
二
果
海
を
指
す
。
ま
た
終
り
の
如
来
地
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
三
聚 

正
定
聚
・
不
定
聚
・
邪 

 
 

定
聚
の
三
聚
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
邪
定
聚
の
凡
夫
を
菩
薩
と
称
す
る
に
就
き
三
義 

 
 

が
あ
る
が
、
本
有
の
薩
埵
に
約
し
て
菩
薩
と
称
す
る
と
す
る
説
が
、
古
来
の
正
義
と
さ
れ
て
い
る
。
８ 

  

那
須
は
、
清
浄
無
上
地
と
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
指
示
し
た
も
の
で
、
三
聚
の
諸
衆
生
と
は
菩
薩
と
し
て

理
解
す
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
が
如
来
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
た
柏
木
弘
雄
の
指
摘

を
見
る
と
、
や
は
り
氏
も
那
須
と
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
９

。
第
四
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、『
釈
論
』

は
二
門
の
異
名
に
如
来
蔵
門
を
あ
げ
、
真
如
門
は
清
浄
解
脱
者
を
対
象
と
し
、
生
滅
門
は
三
聚
諸
衆
生
を

対
象
と
す
る
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
三
十
二
法
門
に
は
八
種
の
修
行
者
全
て
が
含
ま
れ

る
べ
き
と
考
え
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
釈
論
』
が
三
十
二
法
門
を
車
に
譬
え
て
果
位
で
あ
る
法
身
が
存
在
す
る
不
二
摩
訶

衍
法
に
赴
く
と
説
く
こ
と
か
ら
、
三
十
二
法
門
の
な
か
の
み
で
因
果
を
議
論
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、「
三
十
三
法
門
」
は
そ
の
名
の
通
り
法
門
の
中
身
を
列
挙
し
た
だ
け
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
『
釈
論
』
が
説
く
内
容
を
誹
謗
せ
ず
真
摯
に
修
行
す
る
こ
と
で
、
不
二

摩
訶
衍
法
と
い
う
悟
り
の
境
地
に
到
達
で
き
る
と
説
く
こ
と
か
ら
も
、
修
行
の
あ
り
方
を
凝
縮
さ
せ
体
系

的
に
し
た
も
の
が
「
三
十
三
法
門
」
と
い
う
理
解
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
解
に
立
つ
と
修
行
道
論
と

み
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 
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三
十
三
法
門
が
因
果
関
係
に
あ
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
果
で
法
身
あ
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
た
。
だ
が
、

『
釈
論
』
は
同
法
に
つ
い
て
「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・
「
建
立
」
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
性
質
で
あ

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
釈
論
』
は
三
十
二
法
門
に
密
接
な
真
如
門
に
は
真
理
が
説
け
る
と
「
如
義
言
説
」
を

主
張
し
て
い
る
た
め
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
関
係
が
今
一
歩
掴
み
切
れ
ず
、
前
述
の
対
機
説
法
の
構
図
を

ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
か
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
点
を
次
節
に
お
い
て
、「
如
義
言
説
」
、「
三
大
」

そ
し
て
『
起
信
論
』
の
体
系
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
立
義
分
の
解
釈
の

内
容
に
即
し
て
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

  

（
法
身
の
果
） 

 

不
二
摩
訶
衍
法―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
根
本
八
法
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
十
三
法
門 

 

摩
訶
衍→

総
（
摩
訶
衍
の
変
化
）―

→

本
の
八
所
入
法
・
本
の
八
能
入
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
→

三
十
二
法
門 

 
 
 
 

八
種
本
法 

 
 
 
 
 
 
 

末
の
八
所
入
法
・
末
の
八
能
入
門 

 
 
 
 

（
行
因
の
海
） 

    
 

第
三
節 

「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
は
何
か 

―

「
如
義
言
説
」
と
「
三
大
」
と
『
大
乗
起
信
論
』
の
体
系―

 

 

本
節
で
は
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
「
如
義
言
説
」
と
「
三
大
」
、
そ
し
て
『
大
乗
起
信
論
』
の
体
系
を

素
材
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
実
に
迫
り
た
い
。 

   
 
 

第
一
項 

「
如
義
言
説
」
と
「
三
大
」
の
性
質 

  

「
如
義
言
説
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
真
理
を
説
法
で
き
る
言
説
と
す
る
こ
と
か
ら
、

法
身
な
い
し
そ
れ
に
相
応
す
る
絶
対
者
が
、
真
如
門
の
修
行
者
に
果
分
果
説
の
言
語
活
動
を
し
て
い
る
構

図
と
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
『
釈
論
』
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
絶
対
的
真
理
の

立
場
、
如
義
言
説
も
真
理
説
法
で
あ
る
と
共
通
す
る
概
念
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
双
方
の
関
係
ま
で
は

明
確
な
言
及
は
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
如
義
言
説
と
三
大
と
の
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し

た
い
。
如
義
言
説
は
真
理
を
説
く
以
上
、
言
語
活
動
を
前
提
と
し
、
そ
の
活
動
を
可
能
と
さ
せ
る
何
か
が

働
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
解
の
鍵
と
な
る
の
が
、『
起
信
論
』に
お
い
て
生
滅
門
に
登
場
さ
せ
る
、

法
身
の
働
き
を
意
味
す
る
「
三
大
」
に
あ
る
と
見
る
。 

周
知
の
よ
う
に
『
起
信
論
』
で
は
真
如
門
に
三
大
は
説
か
れ
な
い
。
だ
が
、『
釈
論
』
で
は
三
大
を
認
め

る
独
自
説
が
付
加
さ
れ
、
法
身
が
出
世
間
法
で
あ
る
真
如
法
を
修
行
者
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
る
と
想

定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
身
の
活
動
を
可
能
と
す
る
た
め
に
同
門
に
三
大
を
認
め
た
と
見
え
な
く
も

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
い
た
検
討
は
す
で
に
本
多
隆
仁
に
よ
っ
て
呈
示
さ
れ
、
法
身
と

如
義
言
説
と
の
関
係
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
０

。
本
多
は
、
「
心
真
如
に
体
大
の
み
が
顕
示
さ
れ
る
こ
と



第二編『釈摩訶衍論』における「三十三法門」   第五章 

   282 

 

に
、
釈
論
の
不
満
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
心
真
如
に
体
相
用
の
三
大
が
顕
示
さ
れ
る
べ
く
、
不
二

摩
訶
衍
法
を
釈
論
は
説
く
こ
と
に
な
っ
た
と
想
定
し
た
。
」
１
１

と
し
、
続
け
て
、 

  
 

不
二
摩
訶
衍
法
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
如
義
言
説
を
主
張
し
た
か
っ
た
の 

 
 

で
あ
ろ
う
か
。
不
二
摩
訶
衍
法
、
如
義
言
説
が
同
質
の
も
の
で
あ
る
の
で
な
ん
と
も
言
え
な
い
が
、 

 
 

如
義
言
説
を
主
張
す
る
面
か
ら
言
え
ば
、
如
来
の
言
葉
と
も
言
え
る
真
言
、
あ
る
い
は
陀
羅
尼
を
、 

 
 

釈
論
の
作
者
は
思
想
の
根
本
に
据
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
１
２ 

 

と
あ
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
無
明
、
不
善
法
に
関
わ
ら
な
い
性
質
で
あ
る
点
と
、
清
浄
法
で
あ
る
真
如
門

に
三
大
が
説
か
れ
て
い
る
点
は
、
と
も
に
真
如
の
世
界
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
で
相
通
ず
る
と
す
る
。
加

え
て
真
如
門
の
三
大
が
一
体
と
な
っ
た
状
態
を
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
法

に
対
す
る
従
来
で
は
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
斬
新
な
視
点
で
あ
る
１
３

。
そ
の
上
で
、
如
義
言
説
に
つ
い
て

も
通
常
の
言
語
で
は
な
い
可
能
性
（
陀
羅
尼
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
本
多
は
空
海
教
学
の
理

解
を
起
点
と
し
て
不
二
摩
訶
衍
法
を
分
析
し
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

  
 

釈
論
は
、
真
如
門
の
内
容
で
あ
る
起
信
論
の
不
生
不
滅
を
如
来
蔵
思
想
系
の
経
典
不
増
不
減
経
か
あ 

 
 

る
い
は
そ
れ
に
近
い
思
想
に
基
づ
き
法
身
と
解
釈
し
た
。
そ
こ
に
釈
論
の
特
徴
的
な
解
釈
を
す
る
一 

 
 

つ
の
根
拠
が
あ
る
。
ま
た
真
如
門
と
は
法
身
で
あ
る
と
同
時
に
、
真
如
門
の
法
身
に
は
働
き
が
あ
る 

 
 

こ
と
を
、
釈
論
は
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
釈
論
の
三
十
二
法
門
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、 

 
 

釈
論
は
真
如
門
に
体
相
用
の
三
大
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
如
義
言
説 

 
 

が
法
身
説
法
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
以
上
に
よ
っ
て
、（
中
略
）
弘
法
大
師
が
二
教
論
で
如 

 
 

義
言
説
を
法
身
説
法
の
証
拠
と
し
た
の
は
、
弘
法
大
師
は
如
義
言
説
が
法
身
説
法
か
ど
う
か
し
ら
な 

 
 

い
で
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
弘
法
大
師
が
如
義
言
説
を
法
身
説
法
と
理
解
し
て
の
引
用
で 

 

 
 

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
１
４ 

  

『
釈
論
』
が
真
如
門
の
不
生
不
滅
（
『
起
信
論
』
の
用
語
）
を
、
『
不
増
不
減
経
』
の
教
説
（
不
生
不
滅

=

法
身
）
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
真
如
門
に
は
法
身
が
如
義
言
説
と
い
う
法
身
説
法
を
し
て
い
る
門
な
の

だ
と
理
解
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
言
説
観
を
空
海
が
法
身
説
法
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
著

作
に
依
用
し
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
以
上
の
本
多
説
に
対
し
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
と
、
賛
同
で
き
る

部
分
も
あ
る
が
三
点
の
疑
問
が
生
じ
る
。
以
下
、
順
に
説
明
し
て
い
く
。 

  

⑴
不
二
摩
訶
衍
法
、
真
如
門
そ
し
て
生
滅
門
の
仏
身
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
な
の
か
検
討
の
余
地
を
残
し 

て
い
る
。
つ
ま
り
『
釈
論
』
は
ど
の
よ
う
な
仏
身
観
を
想
定
し
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

⑵
如
義
言
説
と
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
結
び
つ
け
が
真
理
説
法
の
み
で
あ
る
点
で
は
た
し
て
十
分
で
あ
る 

の
か
。
「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・「
建
立
」
を
否
定
す
る
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

⑶
『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
二
門
（
厳
密
に
は
真
如
門
）・
三
大
に
注
目
し
て
い
る
が
、
こ
の
他
の
中 

心
的
な
概
念
で
あ
る
は
ず
の
摩
訶
衍
に
は
殆
ど
言
及
し
て
い
な
い
。 

 今
、
仏
身
観
に
つ
い
て
は
論
点
が
違
う
た
め
第
三
編
で
の
考
察
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
二
つ
目
と

三
つ
目
に
つ
い
て
、
本
研
究
の
成
果
も
踏
ま
え
つ
つ
異
な
手
順
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
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な
わ
ち
二
門
や
三
大
の
み
で
は
な
く
、
摩
訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門
・
三
大
と
い
う
『
起
信
論
』
の
体
系
を

通
し
て
検
討
を
加
え
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
の
で
あ
る
。 

   
 
 

第
二
項 
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
理
解
の
一
視
点 

―
『
大
乗
起
信
論
』
の
体
系
を
基
調
と
し
て―

 

  

『
起
信
論
』
の
体
系
か
ら
順
に
図
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
確
認
の
意
味
を
含
め
再
度
、

図
①
を
あ
げ
る
。 

          

こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、『
起
信
論
』
の
体
系
と
『
釈
論
』
の
解
釈
と
を
比
較
す
る
上
で
、『
起
信
論
』

に
お
い
て
は
、
一
切
世
間
出
世
間
の
法
を
包
含
す
る
衆
生
心
か
ら
真
如
門
と
生
滅
門
を
開
い
た
際
、
真
如

門
は
体
、
生
滅
門
は
自
体
相
用
と
説
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
性
質
を
説
明
す
る
も
の
が
義
の
三
大
だ
と
す

る
点
で
あ
る
１
５

。
こ
れ
を
素
直
に
『
釈
論
』
の
構
造
に
応
用
し
当
て
は
め
た
と
き
、
同
論
で
は
真
如
門
に

も
三
大
を
認
め
て
い
る
た
め
、
法
と
義
に
置
き
換
え
て
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
論
述
の
み
で
は
説
明
や
把
握
が
困
難
な
た
め
、『
釈
論
』
の
解
釈
を
再
度
、
立
義
分
の
体
系
に
当
て
は

め
説
明
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
図
②
で
あ
る
（
『
起
信
論
』
の
体
系
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
す
る
）
１
６

。 

          

『
釈
論
』
は
衆
生
心
か
ら
展
開
す
る
真
如
門
と
生
滅
門
に
、
前
者
は
出
世
間
法
、
後
者
は
世
間
法
と
す

る
。
さ
ら
に
真
如
門
は
清
浄
法
・
本
有
法
身
、
そ
し
て
真
理
を
談
ず
る
こ
と
が
で
き
る
如
義
言
説
を
説
き
、

体
だ
け
で
は
な
く
、
相
用
を
説
き
三
大
を
認
め
る
。
一
方
、
生
滅
門
は
染
浄
法
・
在
纏
の
法
身
、
そ
し
て

い
ま
だ
真
理
を
談
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
立
場
の
言
説
、
四
種
言
説
を
開
き
、
染
浄
の
三
大
と
し

て
い
る
。
こ
の
二
門
に
共
通
す
る
三
大
と
は
義
の
三
大
で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
清
浄
な
三
大
と
染
浄

な
三
大
の
二
面
に
別
れ
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

摩
訶
衍 

生
滅
門―

自
体
相
用 

真
如
門―
体 

義―
―
―
―
―
―

体
大
・
相
大
・
用
大 

 

法―

衆
生
心 

図
① 

『
起
信
論
』
の
体
系 

摩
訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門･

三
大 

図
② 

『
釈
論
』
の
立
義
分
解
釈
（
三
十
二
法
門
） 

其
の
⑴ 

三
大 

摩
訶
衍―

法―

衆
生
心 

真
如
門―

出
世
間
法
・
清
浄
法
・
本
有
法
身
・
如
義
言
説―

体 

・
相 

・
用 

義 

生
滅
門―

世

間

法
・
染
浄
法
・
在
纏
法
身
・
四
種
言
説―

自
体
・
自
相
・
自
用 
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す
な
わ
ち
、
体
大
の
真
如
は
別
と
し
て
、
相
大
の
如
来
蔵
も
無
明
を
離
れ
た
状
態
を
意
味
し
、
用
大
も

出
世
間
の
善
因
果
の
み
を
出
生
す
る
性
質
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
滅
門
中
の
染
法
を
排

除
し
た
清
浄
法
の
真
如
門
の
存
在
（
法
と
義
）
が
『
釈
論
』
の
構
想
に
は
あ
り
、
そ
れ
を
一
体
と
さ
せ
た

状
態
が
、
摩
訶
衍
の
中
の
根
源
的
な
摩
訶
衍
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
出
現
す
る
と
い
う
理
論
が
可
能
と
な
っ

て
く
る
。 

 

で
は
、
上
記
の
図
で
は
真
如
門
と
不
二
摩
訶
衍
法
は
同
一
と
な
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
新
た
な
図
示

を
呈
示
す
る
こ
と
で
本
多
説
と
は
異
な
る
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
図
示
し
た
②
を
『
釈

論
』
が
説
く
真
如
門
側
の
衆
生
心
と
三
大
を
中
心
に
分
解
し
、
再
度
、『
起
信
論
』
の
体
系
の
内
容
に
当
て

は
め
る
と
、
真
如
の
衆
生
心
＝
法
と
真
如
門
の
三
大
＝
義
と
い
う
構
図
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
内
容
を
図

式
化
し
た
も
の
が
図
③
で
あ
る
（
『
起
信
論
』
の
体
系
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
す
る
）
。 

         

こ
の
よ
う
に
『
起
信
論
』
で
主
張
す
る
真
如
門
の
立
場
を
、
突
き
詰
め
て
い
く
と
不
二
摩
訶
衍
法
に
帰

結
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
『
釈
論
』
は
、『
起
信
論
』
の
摩
訶
衍
の
立
場
、
属
性
な
ど
を
不

二
摩
訶
衍
法
に
そ
の
ま
ま
移
行
さ
せ
、『
釈
論
』
に
と
っ
て
摩
訶
衍
こ
そ
が
不
二
摩
訶
衍
法
そ
の
も
の
な
の

だ
と
理
解
し
て
い
る
と
汲
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
方
法
は
あ
く
ま
で
も
不
二
摩
訶
衍
法
と
真
如
門
が
と

も
に
真
理
の
立
場
と
い
う
共
通
概
念
か
ら
試
み
た
も
の
で
、
逆
に
生
滅
門
の
内
容
か
ら
不
二
摩
訶
衍
法
は

相
反
す
る
性
質
で
あ
る
た
め
不
可
能
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
各
章
に
亘
っ
て
述
べ
て
き
た
、
摩
訶
衍
を
不

二
摩
訶
衍
法
と
し
て
捉
え
て
い
る
事
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
無
上
地
で
あ
り
法
身
と
見
え
る
事
、『
釈
論
』
が

不
二
摩
訶
衍
法
は
本
法
、
真
如
門
は
末
法
と
説
い
て
い
た
事
な
ど
の
補
強
材
料
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。 

 

で
は
、
如
義
言
説
が
三
十
二
法
門
の
真
如
門
に
お
い
て
説
か
れ
た
理
由
を
考
え
れ
ば
、
真
理
の
法
を
説

こ
う
と
す
る
者
が
確
実
に
あ
り
、
そ
れ
は
摩
訶
衍
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
『
釈
論
』
は
捉
え
た
上
で
、

不
二
摩
訶
衍
法
を
導
き
出
し
、
『
起
信
論
』
の
摩
訶
衍
を
単
な
る
一
般
的
な
大
乗
と
い
う
概
念
で
は
な
く
、

「
不
二
」
と
い
う
比
較
対
象
を
超
越
し
た
大
乗
観
と
し
て
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す

る
。
こ
れ
に
、
『
釈
論
』
が
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
、
「
い
わ
ゆ
る
行
因
の
海
を
集
成
し
、
而
も
法
身
の
果

を
荘
厳
す
る
為
に
」
と
説
い
て
い
た
の
を
見
直
す
と
、『
釈
論
』
は
「
三
十
三
法
門
」
と
い
う
修
行
道
論
を
、

摩
訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門
・
三
大
と
い
う
『
起
信
論
』
の
体
系
を
基
軸
に
集
成
し
よ
う
と
し
、
そ
し
て
最

高
の
摩
訶
衍
で
あ
り
不
二
摩
訶
衍
法
と
描
写
さ
れ
る
「
法
身
の
果
」
を
荘
厳
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
釈
論
』
は
法
身
の
果
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
、
説
法
者
と
し
て
見
て
、
そ
の

説
法
者
が
説
く
内
容
は
当
然
真
理
で
あ
る
か
ら
、
如
義
言
説
と
い
う
真
理
説
法
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
実
を
投
影
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
内
容
は
『
釈
論
』
に
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
如
義
言
説
と
不
二
摩
訶
衍
法
は
共
通
の
理
念
を
持
っ
て
い
る
の
で
、『
釈
論
』
が
暗
に

図
③ 

釈
論
の
立
義
分
解
釈
（
不
二
摩
訶
衍
法
） 
其
の
⑵ 

摩
訶
衍 

法―

衆
生
心→

真
如
門
（
清
浄
法
・
本
有
法
身
） 

義―

三 

大→

真
如
門
（
用 

大
・
如
義
言
説
） 

不
二
摩
訶
衍
法 

『起信論』 

『釈論』 
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法
身
説
法
と
し
て
如
義
言
説
を
主
張
し
て
い
る
と
見
通
す
こ
と
も
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
１
７

。 
も
う
一
点
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・
「
建
立
」
を
否
定

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
意
味
が
変
わ
っ
て

く
る
。
そ
こ
で
『
釈
論
』
の
立
義
分
の
解
釈
に
説
か
れ
る
箇
所
か
ら
論
証
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い

て
い
る 

 

何
が
故
に
か
、
不
二
摩
訶
衍
の
法
に
は
因
縁
無
き
や
。
こ
の
法
は
極
妙
甚
深
に
し
て
独
尊
な
り
。
機 

根
を
離
れ
た
る
が
故
に
。
何
が
故
に
機
を
離
れ
た
る
や
。
機
無
き
が
故
に
。
何
ぞ
建
立
を
須
う
る
や
。 

建
立
に
非
ざ
る
が
故
に
。
１
８ 

  

不
二
摩
訶
衍
法
が
独
尊
で
あ
る
た
め
、
因
縁
・
機
根
・
建
立
を
否
定
し
て
い
る
と
理
解
で
き
、
唯
一
絶

対
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
際
立
た
せ
る
論
法
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
は
不
二
摩
訶
衍
法
が
何
か
を
説
く
と
か

説
か
な
い
な
ど
の
議
論
を
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
で
は
こ
の
点
で
理
解
に
混
乱
を
生

じ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
説
は
、
法
身
と
い
う
の
は
報
身
や
応
身
や
化
身
と
い
っ
た
仏
身
と
は
異
な

り
、
そ
の
存
在
自
体
が
絶
対
者
で
あ
る
か
ら
因
縁
な
ど
が
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
法
身
で
あ
る
か
ら
そ
の
出
現
や
そ
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
情
報
は
も
と
か
ら
存
在
し
な
い

と
主
張
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
法
身
が
言
説
を
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
言
語
活
動
を
否
定
し
て
い
る
の

で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

先
行
研
究
で
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
を
同
じ
で
あ
る
と
見
る
見
解
が
あ
っ
た
。
本
研
究
の
結

果
も
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
考
察
に
お
け
る
手
順
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
不
二
摩
訶
衍
法
の

内
実
を
、『
起
信
論
』
の
「
摩
訶
衍
」
か
ら
展
開
し
て
い
く
「
一
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
の
体
系
全
体
か

ら
捉
え
な
お
し
、
関
連
す
る
特
性
の
性
質
を
確
実
に
捉
え
つ
つ
、
丁
寧
に
紐
解
く
作
業
に
よ
り
明
ら
か
に

し
た
。
今
後
の
『
釈
論
』
研
究
に
お
い
て
も
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
次
節
で

は
、
『
維
摩
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
学
説
を
基
に
検
証
し
て
い
く
。 

   
 

第
四
節 

『
維
摩
経
』
と
の
関
係
再
考 

  

『
維
摩
経
』
の
影
響
と
見
る
学
説
は
、
管
見
の
限
り
、
柏
木
弘
雄
、
吉
田
宏
晢
、
石
井
公
成
の
三
氏
が

主
張
し
て
い
る
。
柏
木
弘
雄
は
『
釈
論
』
が
『
維
摩
経
』「
入
不
二
法
門
」
に
対
す
る
特
別
な
読
み
込
み
に

よ
る
と
し
１
９

、
吉
田
宏
晢
は
不
二
摩
訶
衍
法
の
立
場
が
「
維
摩
の
一
黙
」
に
よ
る
と
し
２
０

、
石
井
公
成
も

同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
２
１

。
概
要
を
説
明
す
る
と
、
「
三
十
三
法
門
」
が
『
維
摩
経
』
の
「
入
不
二

法
門
」
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
見
て
、
同
法
門
自
体
が
「
不
二
」
を
主
題
に
問
答
し
て
い
る
と
理
解
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
上
の
問
答
型
式
を
『
釈
論
』
が
入
不
二
に
至
る
説
を
素
材
と
し
て
、
不
二

摩
訶
衍
法
を
三
十
三
法
門
に
お
い
て
問
答
し
て
い
る
の
か
、『
維
摩
経
』
を
ど
の
よ
う
な
意
図
で
教
証
と
し

て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。 

た
し
か
に
、
三
十
二
名
の
菩
薩
の
教
説
か
ら
最
後
の
三
十
三
番
目
の
「
維
摩
の
一
黙
」
を
『
維
摩
経
』

の
主
意
と
し
て
特
別
視
し
、
文
字
通
り
言
語
活
動
を
離
れ
た
こ
の
「
不
二
」
こ
そ
が
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ

り
真
諦
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
構
造
は
密
接
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
三
十
三
法
門
の
説
に
は
、
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三
十
二
法
門
に
関
す
る
根
本
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
『
大
総
地
論
』
は
引
用
さ
れ
る
が
『
維
摩
経
』
は
引
用

さ
れ
ず
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
教
証
に
つ
い
て
も
同
経
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。『
維
摩
経
』
が
引
用
さ
れ
る

の
は
、
『
釈
論
』
が
言
説
観
に
お
い
て
真
理
は
説
き
得
な
い
と
す
る
立
場
に
関
す
る
教
証
の
箇
所
で
あ
る
。

で
は
実
際
に
『
釈
論
』
が
如
義
言
説
を
除
く
四
種
言
説
（
生
滅
門
の
立
場
）
に
つ
い
て
説
明
す
る
箇
所
を

確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

是
れ
に
於
て
能
遣
は
如
如
如
説
に
し
て
、
所
遣
は
四
種
虚
妄
言
説
な
り
。
大
本
維
摩
詰
契
経
の
中
に 

 
 

是
く
の
如
く
の
説
を
な
す
。
爾
時
、
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
、（
中
略
）
維
摩
詰
我
等
大
衆
の
為
に
、 

 
 

言
説
を
離
れ
る
言
説
、
不
二
に
非
ざ
る
不
二
を
説
い
て
、
仮
説
の
垢
を
除
遣
し
た
ま
え
。
是
れ
に
於 

 
 

て
維
摩
詰
黙
然
と
し
て
所
説
な
し
。
爾
時
、
文
殊
、
維
摩
詰
を
讃
し
て
言
く
、
善
い
か
な
善
い
か
な 

 
 

居
士
よ
、
如
の
言
で
如
を
説
き
如
の
耳
に
如
を
聴
く
、
善
い
か
な
善
い
か
な
斯
れ
乃
ち
真
実
の
不
二 

 
 

法
門
に
し
て
、
斯
れ
乃
ち
真
実
の
不
二
法
体
な
る
が
故
に
。
２
２ 

  

こ
こ
に
登
場
す
る
「
如
如
如
説
」
と
は
如
義
言
説
の
こ
と
で
、
引
用
文
に
は
『
大
本
維
摩
詰
契
経
』（
架

空
経
典
）
の
所
説
と
し
て
文
殊
師
利
菩
薩
と
維
摩
居
士
が
登
場
し
、
文
殊
が
維
摩
に
仮
説
（
四
種
言
説
）

の
垢
を
取
り
除
く
真
理
の
言
説
（
如
義
言
説
）
を
求
め
て
い
く
。
維
摩
は
、「
黙
然
と
し
て
所
説
無
し
」
と

仮
説
を
超
え
る
説
を
沈
黙
し
答
え
ず
、
四
種
言
説
を
超
え
る
立
場
は
結
局
、
沈
黙
に
よ
っ
て
の
み
し
か
表

現
で
き
な
い
こ
と
を
体
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
沈
黙
し
た
維
摩
居
士
に
対
し
、
文
殊
菩
薩
が
「
如
の
言
で

如
を
説
き
如
の
耳
に
如
を
聴
く
」
と
述
べ
称
賛
し
て
い
く
。 

こ
の
よ
う
に
生
滅
門
の
仮
説
の
立
場
で
は
真
理
は
説
け
ず
、
方
便
の
み
可
能
と
す
る
立
場
を
表
現
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
逆
に
如
義
言
説
こ
そ
真
理
を
説
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
可
能
な
の
が
真
如
門

の
境
界
な
の
だ
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
真
理
を
説
法
で
き
る
と
す
る
「
如
義
言
説
」
の
箇
所
も

確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

 

金
剛
三
昧
契
経
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
な
す
。
舎
利
弗
言
く
、
一
切
万
法
は
皆
な
悉
く
言
文
な 

り
。
言
文
の
相
は
則
ち
義
と
為
す
に
非
ず
。
如
実
の
義
は
言
説
す
べ
か
ら
ず
。
今
、
如
来
云
何
が
説 

法
す
る
や
。
仏
言
く
、
我
が
説
法
は
、
汝
衆
生
、
生
に
在
り
て
説
く
を
以
て
の
故
に
不
可
説
と
説
く
。 

是
の
故
に
之
を
説
く
。
我
が
所
説
は
、
義
語
に
し
て
文
に
非
ず
。
衆
生
の
説
と
は
文
語
に
し
て
義
に 

非
ず
。
義
語
に
非
ず
と
は
皆
な
悉
く
空
無
な
り
。
空
無
の
言
は
義
を
言
う
こ
と
無
し
。
義
を
言
わ
ざ 

る
は
皆
な
是
れ
妄
語
な
り
。
如
義
語
と
は
実
空
に
し
て
不
空
な
り
。
空
実
に
し
て
不
実
な
り
。
二
相 

を
離
れ
て
中
間
に
中
ら
ず
。
不
中
の
法
は
三
相
を
離
れ
る
。
処
所
を
見
ず
如
如
如
説
な
る
が
故
に
。 

是
く
の
如
く
五
の
中
の
前
の
四
言
説
、
虚
妄
の
説
の
故
に
能
く
真
を
談
ぜ
ず
。
後
の
一
言
説
、
如
実 

の
説
の
故
に
真
理
を
談
ず
を
得
る
。
２
３ 

  

こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
は
「
如
義
言
説
（
如
如
如
説
）
」
に
つ
い
て
『
金
剛
三
昧
経
』
を
教
証
と
し
て
い

る
。
こ
の
『
金
剛
三
昧
経
』
の
説
は
現
存
す
る
『
金
剛
三
昧
経
』
に
も
確
認
で
き
る
２
４

。
『
釈
論
』
は
真

如
門
の
言
説
＝
如
義
言
説
に
は
『
金
剛
三
昧
経
』
、
生
滅
門
＝
四
種
言
説
に
は
『
大
本
維
摩
経
』
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、『
維
摩
経
』
は
如
義
言
説
の
境
界
を
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
典
籍
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
あ
あ
ろ
う
。 

『
釈
論
』
は
真
理
を
説
け
る
と
す
る
立
場
に
積
極
的
で
あ
り
、
こ
れ
も
先
の
検
討
で
述
べ
た
よ
う
に
、
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如
義
言
説
と
は
法
身
説
で
あ
り
不
二
摩
訶
衍
法
と
は
法
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
維
摩
経
』
の
主
張
の
よ

う
に
不
二
に
対
し
沈
黙
す
る
姿
勢
と
は
相
違
し
て
い
る
。
加
え
て
、『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
の
典
拠
に

つ
い
て
『
不
動
本
源
論
』
と
『
甚
深
玄
理
論
』
２
５

の
二
種
の
名
前
を
あ
げ
る
が
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
関
連

す
る
教
証
に
『
維
摩
経
』
を
あ
げ
る
こ
と
は
一
箇
所
も
な
い
。 

『
釈
論
』
は
『
大
本
維
摩
経
』
以
外
に
も
自
説
の
主
張
を
補
強
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
架
空
経
典
を

教
証
と
し
て
い
く
姿
勢
が
あ
る
。
そ
れ
が
、『
大
本
花
厳
経
』
と
『
分
流
花
厳
経
論
』
と
い
う
同
系
統
の
典

籍
で
あ
り
、
双
方
の
教
説
に
は
差
別
が
あ
り
相
違
す
る
こ
と
を
論
証
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
不
二
摩
訶

衍
法
が
優
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
く
。
仮
定
と
し
て
、
『
釈
論
』
が
三
十
三
法
門
の
創
設
に
、
『
維
摩
経
』

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
た
と
す
る
と
、『
大
本
〇
〇
経
』
の
他
に
『
分
流
〇
〇
経
』
と
命
名

し
た
『
維
摩
経
』
を
教
証
と
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
説
も
確
認
で
き
な
い
の

は
『
釈
論
』
の
『
維
摩
経
』
に
対
す
る
見
方
が
何
か
し
ら
作
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。 

素
直
に
『
大
本
維
摩
経
』
が
引
用
さ
れ
た
背
景
を
見
る
と
、
四
種
言
説
と
い
う
「
仮
説
の
垢
」
を
取
り

除
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
存
す
る
『
維
摩
経
』
に
は
そ
の
よ
う
な
説
が
望
み
難
い

の
で
架
空
経
典
と
し
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。
従
来
の
見
解
で
は
、「
三
十
三
法
門
」
の
三
十

三
と
い
う
数
が
三
十
二
人
の
菩
薩
と
維
摩
居
士
の
沈
黙
に
よ
っ
て
、
入
不
二
を
体
現
し
た
体
裁
と
同
法
門

と
を
重
ね
合
わ
せ
る
が
、
三
十
三
法
門
が
問
答
形
式
で
は
な
い
点
、
そ
し
て
三
十
二
法
門
は
十
六
能
入
門

と
十
六
所
入
法
を
総
称
し
た
三
十
二
の
法
と
門
で
あ
る
点
、
ま
た
、『
維
摩
経
』
に
は
十
六
と
い
う
数
に
ま

つ
わ
る
説
が
確
認
で
き
な
い
点
な
ど
か
ら
、
一
見
す
る
と
似
て
い
る
が
内
容
的
に
判
断
し
て
関
連
性
が
低

い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
も
仮
に
『
維
摩
経
』
の
よ
う
な
体
裁
と
し
て
、
十
六
門
で
は
な
く
三
十
二
の
門

か
ら
不
二
摩
訶
衍
法
を
目
指
す
構
図
で
あ
る
な
ら
ば
同
経
と
の
接
点
は
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
、
『
釈
論
』
に
は
そ
の
よ
う
な
内
容
は
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
想
像
す
る
他
な
い
。 

で
は
、
『
維
摩
経
』
以
外
の
影
響
は
想
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
三
十
三
」
と
い
う
数
は
「
三
十
三

身
」
や
「
三
十
三
天
」
を
想
像
で
き
、「
三
十
二
」
と
い
う
数
で
は
「
三
十
二
相
」
と
い
っ
た
も
の
が
想
起

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
と
三
十
三
法
門
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
三
十
三
法
門
の
創
設
に
つ
い
て
『
維
摩
経
』
の
影
響
で
あ
る

と
す
る
の
は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
。
以
上
の
詳
し
い
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

   
 

ま
と
め 

  

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
整
理
す
る
こ
と
で
ま
と
め
と
し
た
い
。
前
章
ま
で
の
検
討
で
は
、
不
二
摩
訶

衍
法
に
は
因
縁
・
機
根
・
建
立
を
離
れ
て
い
る
と
す
る
説
、
そ
し
て
三
十
二
法
門
を
乗
り
物
に
譬
え
、
不

二
摩
訶
衍
法
を
清
浄
無
上
地
（
彼
岸
）
と
す
る
説
な
ど
か
ら
、
三
十
二
法
門
を
因
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
果

と
し
て
論
じ
て
き
た
。
本
章
で
は
上
記
を
補
足
す
る
、
三
十
二
法
門
を
「
行
因
の
海
」
、
不
二
摩
訶
衍
法
を

「
法
身
の
果
」
と
説
く
箇
所
や
先
行
研
究
の
説
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
不
二
摩
訶
衍
法
が
果

で
あ
り
、
三
十
二
法
門
が
因
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。 

 

ま
た
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
如
義
言
説
と
三
大
を
材
料
と
し
、
こ
れ
に
『
起

信
論
』
の
体
系
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
を
加
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
『
起
信
論
』

の
体
系
で
あ
る
、
衆
生
心
で
あ
る
法
、
三
大
で
あ
る
義
の
特
性
を
集
約
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論

に
達
し
た
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
立
義
分
の
解
釈
で
不
二
摩
訶
衍
法
が
因
縁
・
機
根
・
建
立
を
超
え
た
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と
す
る
説
示
は
、
三
十
二
法
門
の
何
れ
の
摩
訶
衍
と
も
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
換
言
す
れ
ば
、『
起
信
論
』
や
『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
の
摩
訶
衍
観
の
い
ず
れ
で
も
な

い
特
有
の
理
解
を
展
開
す
る
た
め
に
不
二
摩
訶
衍
法
が
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
理
解
に
基
づ

け
ば
、
第
三
章
お
よ
び
四
章
で
検
討
し
た
『
釈
論
』
の
二
門
理
解
と
同
様
に
、
不
二
摩
訶
衍
法
も
諸
説
の

会
通
２
６

を
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
修
行
者
が
修
行
を
完
成
し

内
在
す
る
法
身
を
開
顕
さ
せ
成
仏
す
る
こ
と
は
、
そ
の
瞬
間
に
彼
岸
と
い
わ
れ
る
次
元
に
到
達
し
た
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
三
十
三
法
門
の
彼
岸
は
不
二
摩
訶
衍
法
に
他
な
ら
ず
、
同
法
に
は
仏
性
の
根
源
的

な
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る
法
身
な
の
だ
と
指
摘
で
き
る
。
そ
の
法
身
の
説
法
の
内
容
が
如
義
言
説
と
い
う

法
身
説
で
あ
る
点
も
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

従
来
、
三
十
三
法
門
の
意
味
に
対
し
、
明
確
な
定
義
や
表
記
例
が
な
か
っ
た
。
本
編
の
研
究
を
通
し
て
、

三
十
三
法
門
と
は
因
位
の
行
者
が
修
行
を
し
て
、
果
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
法

門
に
は
必
ず
修
行
者
と
説
法
者
が
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
三
十
三
法
門
と
は
不
二
摩
訶

衍
法
と
三
十
二
法
門
を
総
称
さ
せ
た
単
な
る
法
門
の
表
現
で
は
な
く
、
修
行
の
階
梯
を
想
定
し
た
修
行
道

論
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
だ
が
、『
釈
論
』
内
部
に
は
、
い
ま
だ
検
討
す
る
余
地
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
三
十
三
法
門
に
は
ど
の
よ
う
な
仏
身
観
が
説
か
れ
て
い
る
の
か
ま
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
真
如
門
の
如
来
も
い
か
な
る
尊
格
な
の
か
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
第
三

編
に
お
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

最
後
に
、
三
十
三
法
門
の
創
設
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
『
維
摩
経
』
に
つ
い
て
検
証
し
た
結
果
、

『
釈
論
』
が
『
維
摩
経
』
を
登
場
さ
せ
る
の
は
、
真
理
を
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
生
滅
門
の
四
種
言
説
の

教
証
と
し
て
い
る
。
真
理
の
説
く
こ
と
で
き
る
如
義
言
説
＝
果
分
果
説
に
は
現
存
す
る
『
金
剛
三
昧
経
』

を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
の
『
維
摩
経
』
に
対
す
る
見
方
が
果
分
不
可
説
の
典
籍
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
に
、
三
十
三
法
門
の
説
を
確
認
し
て
も
『
維
摩
経
』
は
説

か
れ
ず
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
典
拠
も
同
経
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
何
よ
り
も
不
二
摩
訶
衍
法
が
法

身
、
如
義
言
説
が
法
身
説
で
あ
る
の
で
、
三
十
三
法
門
が
三
十
二
人
の
菩
薩
の
問
答
か
ら
維
摩
居
士
の
沈

黙
を
象
徴
す
る
よ
う
な
構
図
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

一
見
す
る
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
一
一
を
見
て
い
く
と
似
て
い
る
よ
う
で
異
な
る
内

容
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
に
関
連
す
る
教
説
を
精
査
す
る
こ
と
で
新
た
な
知
見

が
見
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
三
十
三
」
と
い
う
数
は
「
三
十
三
身
」
や
「
三
十
三
天
」
、「
三
十
二
」

と
い
う
数
は
「
三
十
二
相
」
と
い
っ
た
も
の
が
仏
教
思
想
で
は
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
と
三
十
三
法
門
と
の

関
係
を
視
野
に
入
れ
る
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
三
十
三
法
門
の
創
設
に
つ
い
て
『
維
摩
経
』
の
影
響
で
あ

る
と
す
る
の
か
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。 

 

１ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
一
三
頁
） 

２ 

早
川
道
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
法
」
と
「
門
」
」
（
『
密
教
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
一
〇
年
、

五
五
・
五
二
頁
の
図
・
六
四
の
注
を
参
照
） 

３ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
有
法
能
起
摩
訶
衍
信
根
。
是
故
応
説
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
五
頁
中
） 

４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
論
曰
。
此
文
中
有
二
門
。
云
何
為
二
。
一
者
能
入
門
。
二
者
所
入
門
。
能
入

門
者
。
於
所
詮
理
善
趣
入
故
。
所
入
門
者
。
善
為
彼
法
作
依
止
故
。
有
法
者
。
総
標
十
六
能
入
門
法
。
能

起
信
根
者
。
総
標
門
法
作
業
之
相
。
摩
訶
衍
者
。
総
標
十
六
所
入
法
体
并
及
不
二
摩
訶
衍
体
。」
（
大
正
蔵

三
二
、
五
九
六
頁
下
） 
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５ 

『
同
右
』
巻
十
「
言
挙
益
勧
人
令
修
門
者
。
所
謂
集
成
行
因
之
海
。
而
為
荘
厳
法
身
之
果
。
受
持
此
論

思
惟
義
理
。
常
恒
相
続
不
断
絶
故
。
如
本
若
有
衆
生
欲
於
如
来
甚
深
境
界
得
生
正
信
遠
離
誹
謗
入
大
乗
道

当
持
此
論
思
量
修
習
究
竟
能
至
無
上
之
道
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
七
頁
上
） 

６ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
） 

７ 

『
同
右
』
巻
一
「
皆
悉
乗
此
三
十
二
種
。
甚
深
安
車
。
達
於
清
浄
無
上
地
故
。
十
方
三
世
一
切
菩
薩
亦

復
如
是
。
此
中
菩
薩
言
通
取
三
聚
一
切
衆
生
。
所
以
者
何
。
無
有
衆
生
而
不
通
達
如
来
地
故
。」
（
大
正
蔵

三
二
、
六
〇
二
頁
上
） 

８ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
三
六
頁
） 

９ 

柏
木
弘
雄
「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」（『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
八
頁
） 

１
０ 

本
多
隆
仁
、「
如
義
言
説
と
法
身 

―

弘
法
大
師
空
海
教
学
に
お
け
る
法
身
の
意
味
を
込
め
て―

」

（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
）
。
本
考
察
は
本
多
説
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
本
多

は
空
海
の
『
釈
論
』
に
対
す
る
理
解
（
不
二
摩
訶
衍
法
を
法
身
と
し
、
如
義
言
説
を
法
身
説
法
と
す
る
理

解
）
を
起
点
と
し
て
検
討
し
た
も
の
で
、
本
研
究
が
一
貫
し
て
、『
釈
論
』
内
部
か
ら
諸
問
題
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
試
み
る
点
と
異
な
る
。
こ
こ
で
は
、
本
多
説
を
確
認
す
る
意
味
を
含
め
、
関
連
す
る
説
示
を
紐

解
き
な
が
ら
論
証
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
本
多
以
外
に
指
摘
し
て
い
る
先
行
研
究
は
確
認

で
き
な
い
。 

１
１ 

本
多
隆
仁
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
、
三
五
〇
頁
） 

１
２ 

「
同
右
」（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
、
三
五
二
頁
）
。
こ
の
他
に
も
同
著
「
不
二
摩
訶
衍
法

と
立
義
分
」
（『
智
山
学
報
』
五
四
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。 

１
３ 

「
同
右
」
（『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
、
三
四
一
頁―

三
四
五
頁
） 

１
４ 

本
多
隆
仁
「
如
義
言
説
と
法
身 

―

弘
法
大
師
空
海
教
学
に
お
け
る
法
身
の
意
味
を
込
め
て―

」（
『
智

山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
、
六
九
頁
）
、
同
著
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」（
『
智
山
学
報
』
五
六
、

二
〇
〇
七
年
） 

１
５ 

本
多
隆
仁
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
） 

１
６ 

本
多
隆
仁
「
如
義
言
説
と
法
身 

―

弘
法
大
師
空
海
教
学
に
お
け
る
法
身
の
意
味
を
込
め
て―

」（
『
智

山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
）
本
多
は
『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
と
の
構
造
を
図
示
し
比
較
し
て
い
る
。

参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。 

１
７ 

こ
の
『
釈
論
』
の
主
張
が
同
論
か
ら
初
め
て
出
さ
れ
た
と
見
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
現
段
階
で
は

ど
の
よ
う
な
論
師
や
典
籍
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、『
釈
論
』
以
前
に
中
国
で
そ
の
よ
う

な
説
を
標
榜
す
る
流
れ
が
あ
る
の
か
も
視
野
に
入
れ
精
査
し
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
尚
、「
法
身
説
法
」
と
言
っ
て
も
典
籍
に
よ
っ
て
、
上
記
の
よ
う
な

意
味
を
示
唆
し
た
表
記
や
表
現
方
法
が
様
々
あ
る
。「
法
身
説
法
」
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
調
べ
る
と
、
法

蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
別
記
』
巻
一
「
経
云
法
身
説
法
授
与
義
故
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
九
四
頁
上
）

と
あ
り
、
湛
然
の
『
法
華
文
句
記
』
巻
九
「
恐
仍
謂
法
身
説
法
故
也
。
」
（
大
正
蔵
三
四
、
三
三
四
頁
上
）

と
あ
り
、
窺
基
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
六
「
雖
楞
伽
経
説
仏
法
身
説
法
差
別
。
」
（
大
正
蔵
四
五
、
三

五
八
頁
中
）
と
あ
り
、
智
顗
説
湛
然
略
述
の
『
維
摩
経
略
疏
』
巻
一
「
無
説
而
説
即
是
法
身
説
法
。
」
（
大

正
蔵
三
八
、
五
六
六
頁
下
）
等
に
見
え
る
。 

１
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
何
故
不
二
摩
訶
衍
法
無
因
緣
耶
。
是
法
極
妙
甚
深
独
尊
。
離
機
根
故
。
何

故
離
機
根
。
無
機
根
故
。
何
須
建
立
。
非
建
立
故
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
） 

１
９ 

柏
木
弘
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
本
覚
思
想
」
（
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』
平
楽
寺
書
店
、

一
九
九
八
年
、
二
一
頁
）
、
同
著
『
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
一

頁
） 

２
０ 

吉
田
宏
晢
「
弘
法
大
師
教
学
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
・
そ
の
二
」
（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
年
、

七
頁
） 

２
１ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
依
拠
し
た
教
学 

―

不
二
摩
訶
衍
の
成
立
を
中
心
と
し
て―

」（
『
駒
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沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
一
、
一
九
九
五
年
、
十
四
頁―

十
五
頁
） 

２
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
於
是
能
遣
如
如
如
説
。
所
遣
四
種
虚
妄
言
説
。
大
本
維
摩
詰
契
経
中
作
如

是
説
。
爾
時
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
。（
中
略
）
維
摩
詰
為
我
等
大
衆
。
離
言
説
言
説
説
非
不
二
不
二
。
除

遣
仮
説
之
垢
。
於
是
維
摩
詰
黙
然
無
所
説
。
爾
時
文
殊
讃
維
摩
言
。
善
哉
善
哉
居
士
。
如
言
説
如
如
耳
聴

如
。
善
哉
善
哉
斯
乃
真
実
不
二
法
門
。
斯
乃
真
実
不
二
法
体
故
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
六
頁
下
） 

２
３ 

『
同
右
』
巻
二
「
金
剛
三
昧
契
経
中
作
如
是
説
。
舍
利
弗
言
。
一
切
万
法
皆
悉
言
文
。
言
文
之
相
即

非
為
義
。
如
実
之
義
不
可
言
説
。
今
者
如
来
云
何
説
法
。
佛
言
我
説
法
者
。
以
汝
衆
生
在
生
説
故
。
説
不

可
説
。
是
故
説
之
。
我
所
説
者
義
語
非
文
。
衆
生
説
者
文
語
非
義
。
非
義
語
者
皆
悉
空
無
。
空
無
之
言
無

言
於
義
。
不
言
義
者
皆
是
妄
語
。
如
義
語
者
実
空
不
空
。
空
実
不
実
。
離
於
二
相
中
間
不
中
。
不
中
之
法

離
於
三
相
。
不
見
処
所
如
如
如
説
故
。
如
是
五
中
前
四
言
説
。
虚
妄
説
故
不
能
談
真
。
後
一
言
説
。
如
実

説
故
得
談
真
理
。
」
（
大
正
三
二
、
六
〇
六
頁
上
） 

２
４ 

『
金
剛
三
昧
経
』
巻
一
「
仏
言
。
我
説
法
者
。
以
汝
衆
生
在
生
説
故
。
説
不
可
説
。
是
故
説
之
。
我

所
説
者
。
義
語
非
文
。
衆
生
説
者
。
文
語
非
義
。
非
義
語
者
。
皆
悉
空
無
。
空
無
之
言
。
無
言
於
義
。
不

言
義
者
。
皆
是
妄
語
。
如
義
語
者
。
実
空
不
空
。
空
実
不
実
。
離
於
二
相
。
中
間
不
中
。
不
中
之
法
離
於

三
相
。
不
見
処
所
。
如
如
如
說
。
」
（
大
正
蔵
九
、
三
七
一
頁
上
） 

２
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
二
頁
下
） 

２
６ 

石
井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」
（
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、

三
四
五
頁―

三
六
四
頁
）
、
同
著
『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
一
頁―

三
八
三

頁
）
。
加
え
て
、
早
川
道
雄
「
不
二
摩
訶
衍
の
思
想
的
起
源
に
関
す
る
一
考
察
」
が
三
十
三
法
門
の
創
設
に

つ
い
て
、
三
車
家
や
四
車
家
の
論
争
仲
裁
を
目
的
と
し
て
い
た
と
す
る
説
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
（
『
豊
山
学
報
』
四
四
、
二
〇
〇
一
年
、
一
二
四
頁
、
一
四
三
頁
）
。 
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結
論 

  

本
編
で
は
、『
釈
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
と
題
し
て
、
五
章
に
わ
た
っ
て
三
十
三
法
門
を
中
心

に
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
「
摩
訶
衍
」
・
「
衆
生
心
」
・
「
二
門
」・
「
三
大
」
を
本
編
に
お
け
る
一
貫
し

た
主
題
と
し
て
設
定
し
た
。
こ
れ
ら
は
、『
釈
論
』
の
『
起
信
論
』
観
、
そ
し
て
『
起
信
論
』
か
ら
『
釈
論
』

の
構
想
を
捉
え
よ
う
と
す
る
方
法
論
に
欠
か
せ
な
い
論
点
で
あ
り
、
そ
の
点
こ
そ
が
本
研
究
の
重
要
な
柱

の
一
つ
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
従
来
の
研
究
で
問
題
視
さ
れ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
曖
昧
で
あ
っ
た
点
を
批
判
的
に
検
討

す
る
よ
う
努
め
た
。
具
体
的
に
は
、『
釈
論
』
の
『
起
信
論
』
立
義
分
の
位
置
付
け
、
訓
読
、
解
釈
を
精
査

し
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
問
答
、
五
重
問
答
、
迴
向
頌
の
解
釈
が
、
三
十
三
法
門
の
構
造
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、『
起
信
論
』
全
体
の
体
系
が
三
十
三
法
門
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
五
重
問
答
や
迴
向
頌
の
解
釈
に
は
、
法
身
思
想
、
本
覚
思
想
、
真
理
説
法
と
い
っ
た
思
想
が

密
接
に
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
三
十
三
法
門
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
従
来
の
真
言
宗
の
伝
統
的
な
分
析
の
視
点
を
変
換
し
、
因
中
果
説
、
不
二
摩
訶
衍

法
の
議
論
か
ら
、『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
は
修
行
道
論
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
加
え
て
、
三
十
三
法
門

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
『
維
摩
経
』
影
響
説
に
つ
い
て
も
検
証
し
、
検
討
の
余
地
を
残
し

て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
で
は
各
章
ご
と
に
述
べ
て
い
く
。 

 

第
一
章 

本
章
で
は
、
『
起
信
論
』
立
義
分
の
内
容
を
考
察
し
つ
つ
、
『
釈
論
』
以
外
の
三
種
注
釈
書
、

す
な
わ
ち
慧
遠
撰
『
義
疏
』
・
元
暁
撰
『
論
疏
』
・
法
蔵
撰
『
義
記
』
を
用
い
て
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
、
摩

訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門
・
三
大
の
解
釈
を
整
理
し
た
。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
列
挙
し
て
い
く
。 

 

ま
ず
、
摩
訶
衍
に
つ
い
て
は
、
三
種
注
釈
書
と
も
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
含
す
る
と
い
う
見
方
で
あ
っ
た
。

衆
生
心
に
つ
い
て
は
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
「
真
心
」
、
元
暁
の
『
論
疏
』
は
「
一
心
」
、
法
蔵
の
『
義
記
』

は
「
如
来
蔵
心
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
衆
生
心
に
含
ま
れ
て
い
る
性
質
を
反
映
さ
せ
命
名
し

た
と
考
え
る
。 

次
に
二
門
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
真
如
門
を
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
「
第
九
識
」
、
元
暁
の
『
論
疏
』

は
「
解
釈
分
」
で
説
か
れ
る
「
心
真
如
門
」
、
法
蔵
の
『
義
記
』
は
「
不
起
門
」
と
す
る
見
解
を
確
認
し
た
。

生
滅
門
を
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
は
「
第
八
識
」
、
元
暁
の
『
論
疏
』
は
「
解
釈
分
」
所
説
の
「
心
生
滅
門
」
、

法
蔵
の
『
義
記
』
は
「
起
動
門
」
と
解
釈
す
る
。
一
方
で
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
で
は
真
如
門
は
清
浄
、
生

滅
門
は
染
浄
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
法
蔵
の
『
義
記
』
で
は
如
来
蔵
心
に
和
合
と
不
和
合
の
二
義
を

認
め
、
そ
れ
は
生
滅
門
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
自
体
相
用
」
に
つ
い
て
は
、
『
義
記
』
の
み

「
自
の
体
相
用
」
と
訓
読
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 

さ
ら
に
、
自
体
相
用
に
お
け
る
性
質
や
「
自
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
結
果
、
三
種
注
釈
書

で
は
生
滅
門
の
立
場
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
同
時
に
「
自
」
が
な
ぜ
生

滅
門
で
説
か
れ
る
の
か
、
詳
し
く
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

三
大
に
つ
い
て
は
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
で
は
該
当
す
る
説
が
な
く
、
元
暁
の
『
論
疏
』
で
は
体
大
を
真

如
門
に
配
当
し
、
相
大
と
用
大
を
生
滅
門
に
配
当
す
る
。
ま
た
、
法
蔵
の
『
義
記
』
で
は
体
大
・
相
大
・

用
大
が
生
滅
門
の
自
体
・
相
・
用
と
相
応
す
る
と
し
て
い
る
。
以
上
、
三
種
の
注
釈
書
に
お
け
る
➀
「
摩

訶
衍
」
・
➁
「
衆
生
心
」
・
➂
「
二
門
」
・
➃
「
三
大
」
に
対
す
る
解
釈
を
見
る
と
、
立
義
分
や
解
釈
分
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
解
説
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
、
い
ず
れ
も
生
滅
門
が
因
位
、
真
如
門
を
果

位
と
理
解
し
て
い
る
。
加
え
て
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
が
立
義
分
の
立
場
（
位
置
）
を
心
識
説
や
機
根
論
で
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説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
は
、『
義
疏
』
特
有
の
理
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
は
、

『
釈
論
』
の
特
徴
を
捉
え
る
際
に
有
効
な
見
解
と
い
え
、
次
章
で
は
先
に
分
析
し
た
➀
～
➃
に
つ
い
て
も

順
に
沿
っ
て
『
釈
論
』
の
解
釈
を
ま
と
め
て
い
く
。 

第
二
章 

本
章
で
は
、『
釈
論
』
の
「
立
義
分
」
解
釈
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
三
十
三
法
門
を
導
入
し

て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。
詳
し
く
は
⒈
「
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
視
点
」
、
⒉
「
三
十
三
法

門
」
の
概
要
」
、
⒊
「
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
訓
読
の
特
徴
と
解
釈
」
、
⒋
「
「
三
十
三
法
門
」

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
論
師 

―

吉
蔵
と
智
儼
と
の
接
点―

」
、
⒌
「
「「
立
義
分
」
解
釈
で
説
か

れ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
」、
⒍
「
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
「
根
本
摩
訶
衍
」
」
、
以
上
の
六
点
よ
り
論
じ
た
。

以
下
順
に
述
べ
て
い
く
。 

⒈
「
立
義
分
」
の
視
点
」
、『
釈
論
』
で
は
利
根
や
鈍
根
の
説
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
暁
の
『
論

疏
』
が
上
中
下
の
機
根
で
説
明
す
る
論
法
を
応
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
三
種
注
釈
書
と

決
定
的
に
相
違
す
る
の
は
、『
釈
論
』
は
明
確
に
摩
訶
衍
の
法
を
如
意
宝
珠
に
譬
え
ら
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法

を
頂
点
と
し
た
三
十
三
種
か
ら
な
る
法
門
を
主
張
し
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。 

 

⒉
「
「
三
十
三
法
門
」
の
概
要
」
、「
三
十
三
法
門
」
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
同
法
門
は
三
十
二
法
門
と

い
う
前
重
と
後
重
の
各
十
六
法
を
合
わ
せ
た
三
十
二
種
か
ら
な
る
法
門
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
不
二
摩
訶
衍

法
と
い
う
法
を
総
合
さ
せ
る
と
三
十
三
種
と
な
る
。
三
十
二
法
門
に
は
真
如
門
と
生
滅
門
に
象
徴
さ
れ
る

真
諦
と
俗
諦
の
二
面
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
説
か
れ
る
三
十
二
種
の
法
と
門
の
名
前
に
は
『
起
信
論
』
の

「
衆
生
心
」
・
「
体
大
」
・
「
相
大
」
・
「
用
大
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
言
及
が
な
く
、
三
十
二
法
門
と
は
ま
っ
た
く
異
質
な
存
在
で
あ
る
点
の
み
が
指
摘
で
き
る
。 

 

⒊
「
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
立
義
分
」
の
訓
読
の
特
徴
と
解
釈
」
、『
釈
論
』
は
「
摩
訶
衍
と
は
総
な
り
」

と
区
切
っ
て
読
む
ほ
か
に
、
細
か
い
点
で
あ
る
が
「
即
」
と
「
則
」
と
い
う
字
句
が
異
な
る
。
続
け
て
、

『
起
信
論
』
の
「
増
減
せ
ざ
る
が
（
不
増
減
）
」
の
原
文
を
「
不
増
不
減
」
と
「
不
」
を
加
え
て
改
変
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
『
起
信
論
』
で
「
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
し
て
い
る
」
と
如
来
蔵
を
説
く
内
容
を
、
「
如

来
蔵
」
と
「
具
足
無
量
性
」
と
個
別
の
用
語
と
し
て
切
り
離
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。 

 

ま
た
、『
起
信
論
』
に
は
な
い
「
謂
く
」
を
加
筆
し
な
が
ら
「
謂
く
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
善
と
の

因
果
を
生
ず
る
が
故
に
」
と
し
て
、「
世
間
法
」
と
「
出
世
間
法
」
を
染
と
浄
の
性
質
に
区
別
す
る
姿
勢
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
訓
読
は
三
十
三
法
門
の
法
や
門
の
名
前
を
命
名
す
る
際
に
、
そ
の
法

門
の
属
性
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
意
図
的
に
区
に
切
っ
た
り
、
改
変
し
た
り
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
『
起
信
論
』
の
文
か
ら
は
到
底
読
め
な
い
区
切
り
方
を
施
し
て
お
り
、
『
起
信
論
』
三
種
注

釈
書
に
認
め
ら
れ
な
い
『
釈
論
』
独
自
の
特
徴
と
判
断
で
き
る
。
加
え
て
、
先
に
述
べ
た
➀
「
摩
訶
衍
」
・

➁
「
衆
生
心
」・
➂
「
二
門
」・
➃
「
三
大
」
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
➀
「
摩
訶
衍
」
解
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
三
種
注
釈
書
の
見
解
で
は
、
摩
訶
＝
大
に
含
ま
れ

る
意
味
は
、
広
い
範
囲
を
網
羅
す
る
大
き
な
器
と
い
う
捉
え
方
で
、
法
と
か
体
と
か
に
言
い
換
え
て
説
明

し
て
い
た
。
衍
＝
乗
に
つ
い
て
は
、
三
種
と
も
乗
り
物
と
す
る
。『
釈
論
』
も
こ
れ
と
同
じ
く
、
摩
訶
衍
（
＝

大
乗
）
を
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
含
す
る
大
き
な
器
と
喩
え
て
不
二
摩
訶
衍
法
と
言
い
換
え
る
。 

こ
の
表
現
は
、
三
種
注
釈
書
に
は
な
い
理
解
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
「
摩

訶
衍
と
は
総
」
を
、
「
摩
訶
衍
」
と
は
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
り
、
「
総
」
と
は
根
本
摩
訶
衍
法
と
解
釈
し
、

前
者
を
果
、
後
者
を
因
の
立
場
と
し
て
峻
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
は
『
釈
論
』
以
外
に

な
い
。 

 

➁
「
衆
生
心
」
に
つ
い
て
は
、「
一
法
界
心
」
や
「
一
法
界
蔵
」
と
解
釈
し
、
衆
生
の
な
か
に
卵
・
胎
・
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湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
の
計
八
種
の
修
行
者
が
含
ま
れ
る
と
説
く
。
こ
れ
も
、『
釈
論
』
以

外
の
注
釈
書
に
は
な
い
説
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
釈
論
』
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る

の
が
、
慧
遠
の
『
義
疏
』
の
衆
生
を
凡
聖
の
二
種
に
分
類
す
る
理
解
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、『
釈
論
』
は

慧
遠
の
『
義
疏
』
か
ら
着
想
を
得
て
、
衆
生
の
「
衆
」
を
諸
聖
、「
生
」
を
諸
凡
と
説
き
、
さ
ら
に
衆
に
は

声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
、
生
に
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
と
八
種
の
修
行
者
を
説
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

➂
「
二
門
」
に
対
す
る
解
釈
で
あ
る
が
、『
釈
論
』
で
は
世
間
法
と
出
世
間
法
の
二
門
に
つ
い
て
、
世
間

法
が
一
切
生
滅
門
法
、
出
世
間
法
が
一
切
真
如
法
と
し
て
、
法
の
属
性
を
染
浄
の
観
点
か
ら
分
類
し
て
い

る
。
こ
れ
も
『
釈
論
』
の
独
自
の
構
想
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
見
解
で
あ
ろ
う
。
生
滅
門
で
示
さ
れ
る
自
体

相
用
に
つ
い
て
は
、
自
体
・
自
相
・
自
用
と
三
分
類
し
、
さ
ら
に
「
自
」
を
清
浄
法
と
し
、「
他
」
で
あ
る

不
善
法
に
対
治
す
る
も
の
と
し
て
い
た
。
ま
た
、「
自
」
を
体
相
用
に
そ
れ
ぞ
れ
修
飾
す
る
手
法
に
つ
い
て

は
、
法
蔵
の
『
義
記
』
の
「
自
の
体
相
用
」
を
応
用
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

➃
「
三
大
」
に
つ
い
て
は
、『
釈
論
』
は
真
如
門
が
清
浄
な
三
大
、
生
滅
門
が
染
浄
の
三
大
と
い
う
よ
う

に
、
二
門
両
方
に
三
大
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
は
な
い
特
有
の
理
解
を

施
し
て
い
る
。
結
果
的
に
『
釈
論
』
は
➀
～
➃
す
べ
て
に
特
徴
的
な
理
解
を
示
す
が
、
特
に
三
大
の
解
釈

が
突
出
し
て
お
り
、
独
創
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
背
景
に

は
、
真
如
門
を
修
行
階
梯
と
見
て
、
三
十
二
法
門
の
中
で
の
利
根
の
修
行
者
が
修
行
し
て
彼
岸
を
目
指
す

も
の
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、『
釈
論
』
に
お
け
る
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生
心
」・「
二
門
」・「
三
大
」
の
解
釈
を
見
て
き
た
わ
け
だ

が
、
あ
る
程
度
『
起
信
論
』
の
説
を
随
文
解
釈
し
て
解
説
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方

で
『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
の
概
要
や
訓
読
、
さ
ら
に
文
章
の
改
変
や
真
如
門
に
三
大
を
認
め
る
等
の
説

を
見
る
限
り
、『
起
信
論
』
の
内
容
を
忠
実
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
姿
勢
も
確
認
で
き
た
。『
釈
論
』

の
解
釈
と
『
起
信
論
』
の
三
種
注
釈
書
の
解
釈
を
比
較
し
た
結
果
、
わ
ず
か
に
元
暁
の
『
論
疏
』
と
法
蔵

の
『
義
記
』
の
理
解
を
受
容
し
て
い
る
点
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

⒋
「
「
三
十
三
法
門
」
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
論
師 
―

吉
蔵
と
智
儼
と
の
接
点―
」
、
吉
蔵

の
『
三
論
玄
義
』
と
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
の
説
を
も
と
に
検
討
を
加
え
た
。
吉
蔵
に
は
「
自
」
と
「
他
」

に
つ
い
て
不
善
法
や
清
浄
法
と
い
っ
た
表
現
は
無
い
が
、
こ
の
「
自
」
と
「
他
」
の
用
例
は
『
釈
論
』
の

論
法
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
の
い
く
つ
か
の
法
門
の
名

前
は
、
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
吉
蔵

『
三
論
玄
義
』
と
智
儼
『
捜
玄
記
』
に
説
か
れ
る
表
現
や
表
記
を
『
釈
論
』
が
受
容
し
た
可
能
性
が
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
広
く
関
連
資
料
を
調
べ
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

⒌
「
「
立
義
分
」
解
釈
で
説
か
れ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
」
、
『
釈
論
』
の
立
義
分
の
解
釈
で
説
か
れ
る
不

二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
の
問
答
か
ら
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
双
方
に
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
絶

対
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
最
終
的
な
三
十
二
法
門
対
不
二
摩
訶
衍
法
の
立
場
を
際
立

た
せ
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
境
界
と
い
う
も
の
が
諸
仏
の
根
源
で
あ
り
、
諸
仏
た
ち
が
遍
満
す
る
世
界
で
あ

っ
て
、
そ
の
世
界
の
中
心
に
位
置
す
る
独
尊
な
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。 

あ
く
ま
で
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
の
問
答
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
議
論
に
お
い
て
は
、
三
十
三
法

門
の
広
義
的
な
問
答
を
想
定
し
、
か
た
や
、
八
種
本
法
の
議
論
に
お
い
て
は
、
三
十
二
法
門
の
狭
義
的
な

問
答
を
想
定
し
て
い
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、『
釈
論
』
は
、
衆
生
が
修
行
し
三
十
二

法
門
の
機
根
に
相
応
す
る
法
門
に
よ
っ
て
覚
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
絶
対
的
な
境
界
を
目
指
し
て
い

く
行
位
論
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
八
種
本
法
の
問
答
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。 
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⒍
「
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
「
根
本
摩
訶
衍
」
」
、
従
来
の
見
解
を
整
理
し
、
こ
れ
ま
で
呈
示
さ
れ
て
い
な

い
説
を
取
り
上
げ
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、『
釈
論
』
は
「
総
」
の
字
か
ら
八
種
の
摩
訶
衍
を
説
い
た
と
す

る
。
こ
の
八
種
と
は
繰
り
返
す
が
根
本
摩
訶
衍
か
ら
説
か
れ
る
八
種
本
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

『
釈
論
』
は
、
根
本
摩
訶
衍
が
「
総
」
の
字
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
と
明
確
に
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
に
は
「
摩
訶
衍
」
と
「
総
」
を
別
物
、
切
り
離
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣

間
見
ら
れ
る
。
当
初
、
議
論
し
て
き
た
根
本
摩
訶
衍
と
不
二
摩
訶
衍
法
は
同
一
視
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い

と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

 

第
三
章 

本
章
で
は
、
真
如
門
と
生
滅
門
に
お
け
る
解
釈
に
つ
い
て
、
解
釈
分
の
解
釈
よ
り
検
討
を
加

え
た
。
立
義
分
の
解
釈
で
は
真
如
門
を
一
切
出
世
間
法
、
生
滅
門
を
一
切
世
間
法
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が

こ
こ
で
は
、
本
覚
や
始
覚
、
言
説
、
心
量
、
名
字
に
つ
い
て
、
二
門
の
属
性
に
対
応
さ
せ
て
配
当
し
て
い

る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
図
に
な
る
。 

  

真
如
門
、
清
浄
本
覚
、
清
浄
始
覚
、
清
浄
真
如
、
清
浄
虚
空
、
如
義
言
説
、
字
影
名
、
一
一
識
心 

 

生
滅
門
、
染
浄
本
覚
、
染
浄
始
覚
、
染
浄
真
如
、
染
浄
虚
空
、
四
種
言
説
、
字
字
名
、
九
種
心
量 

  

『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
三
種
注
釈
書
に
は
、
二
門
を
世
間
法
と
出
世
間
法
、
あ
る
い
は
本
覚
や

始
覚
や
虚
空
な
ど
を
同
列
に
二
門
に
分
類
す
る
姿
勢
は
な
く
、
さ
ら
に
言
説
等
に
対
す
る
積
極
的
な
言
及

も
な
い
。
こ
れ
は
『
釈
論
』
独
自
の
見
解
と
言
え
る
。『
釈
論
』
は
、
仮
説
や
方
便
に
よ
っ
て
迷
い
の
な
か

に
い
る
衆
生
を
済
度
す
る
生
滅
門
と
、
真
理
を
説
き
得
る
言
説
に
よ
っ
て
聖
者
を
解
脱
さ
せ
る
真
如
門
と

い
う
二
門
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
二
種
の
在
り
方
が
三
十
三
法
門
に
基
づ
く
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
聖
者
か
ら
凡
夫
の
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
が
彼
岸
を
目
指
し
て
修
行
し
て
い
く
こ
と
を

二
門
の
解
釈
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
四
章 

本
章
で
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
立
義
分
以
外
の
五
重
問
答
と
迴
向
頌
の
解
釈
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
ま
ず
五
重
問
答
で
は
、
明
・
無
明
を
三
十
三
法
門
の
構
造
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
て
お

り
、
最
後
の
不
二
摩
訶
衍
法
は
明
・
無
明
ど
ち
ら
で
も
な
い
あ
り
方
と
し
て
説
示
さ
れ
る
。
そ
の
問
答
を

検
討
し
た
結
果
、『
起
信
論
』
の
摩
訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門
・
三
大
の
体
系
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
問
答
の
目
的
が
、
衆
生
の
本
覚
を
中
心
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

不
二
摩
訶
衍
法
は
本
覚
で
あ
る
仏
性
と
何
ら
か
の
接
点
を
有
す
る
法
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

こ
こ
で
の
結
果
は
、
従
来
、
五
重
問
答
が
『
維
摩
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る
点
、
当
問
答
に

登
場
す
る
行
者
や
法
や
本
覚
、
不
二
摩
訶
衍
法
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
の
か
未
解

決
で
あ
っ
た
点
に
対
し
て
一
定
の
結
論
を
導
き
出
せ
た
。 

 

迴
向
頌
の
解
釈
で
は
、
『
起
信
論
』
の
頌
に
説
か
れ
る
一
文
字
一
文
字
が
、
『
釈
論
』
の
独
特
な
視
点
で

解
釈
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
立
義
分
の
解
釈
の
内
容
を
組
み
込
ん
で
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
三
十
三
法
門

の
構
造
を
再
説
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
加
え
て
、
こ
こ
で
も
三
十
三
法
門
と
の
接
点
が

確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
『
釈
論
』
の
「
迴
此
功
徳
如
法
性
」
を
分
析
す
る
と
、
「
如
」
は
真
如
で
あ
り
二

門
、
「
法
」
は
一
心
法
で
あ
り
衆
生
心
、
「
性
」
は
本
覚
で
あ
る
仏
性
と
三
大
、
と
結
ば
れ
る
要
素
を
見
出

せ
た
。
断
片
的
で
は
あ
る
が
、『
起
信
論
』
の
体
系
で
あ
る
、
摩
訶
衍
・
衆
生
心
・
二
門
・
三
大
が
迴
向
頌

の
解
釈
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
に
得
ら
れ
た
結
果
は
従
来

指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
知
見
で
あ
る
。 

 

第
五
章 

本
章
で
は
、
以
下
の
⑴
～
⑶
の
三
つ
の
問
題
を
設
定
し
、
第
二
章
・
第
三
章
・
第
四
章
の
検
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討
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
先
行
研
究
を
検
証
し
た
。 

 

⑴
「
三
十
二
法
門
に
お
け
る
因
と
果
に
つ
い
て
」
、
三
十
二
法
門
が
因
位
で
、
最
後
の
第
三
十
三
番
目
の

不
二
摩
訶
衍
法
が
果
位
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
三
十
二
法
門
の
内
、
修
行
者
が
各
々
対
応
す
る
十

六
能
入
門
に
入
り
、
十
六
所
入
法
の
い
ず
れ
か
を
獲
得
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
彼
岸
に
到
達
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
の
八
種
が
不
二
摩
訶
衍

法
＝
清
浄
無
上
地
に
到
達
す
る
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
先
行
研
究
で
主
張
す
る
、
三
十
二
法
門
に

果
が
存
在
す
る
と
見
る
説
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
果
位
と
し
て
見
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
理
論
で
あ
る
以

上
、
三
十
二
法
門
の
み
で
果
を
論
じ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
。 

 

⑵
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
は
何
か
」
、
如
義
言
説
と
三
大
の
関
係
、
そ
し
て
『
起
信
論
』
の
体
系
を
中
心
に

検
討
を
加
え
た
。
如
義
言
説
と
不
二
摩
訶
衍
法
は
と
も
に
真
理
の
境
界
に
あ
り
、
三
大
は
真
如
門
に
も
説

か
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
『
釈
論
』
が
真
理
を
説
法
で
き
る
と
主
張
す
る
た
め
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
如
義
言
説
と
い
う
真
理
を
修
行
者
に
説
法
を
可
能
と
さ
せ
て
い
る
の
が
三
大
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
以
上
の
構
図
を
『
起
信
論
』
の
体
系
に
適
応
さ
せ
て
み
る
と
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
は
摩
訶
衍

で
あ
り
、
そ
の
内
実
に
は
真
如
門
の
衆
生
心
（
法
）
と
三
大
（
義
）
が
一
体
と
な
っ
た
あ
り
方
が
、
不
二

摩
訶
衍
法
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
結
論
に
至
っ
た
。 

 

そ
し
て
不
二
摩
訶
衍
法
は
、
三
十
二
法
門
の
対
象
と
す
る
修
行
者
が
修
行
を
し
て
、
解
脱
し
た
先
の
最

高
の
境
地
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
法
身
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
一
方
、

如
義
言
説
と
は
、
教
主
で
あ
る
仏
の
説
法
を
想
定
し
た
言
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
世
界

を
言
説
に
よ
っ
て
表
現
で
き
る
の
は
如
義
言
説
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
如

義
言
説
と
は
法
身
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
三
十
三
法
門
と
は
、
修
行
者
と
説
法
者
が

存
在
し
て
い
る
法
門
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
十
三
法
門
と
は
単
な
る
法
門
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、

修
行
の
階
梯
を
想
定
し
て
い
る
修
行
道
論
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。 

 

⑶
「
『
維
摩
経
』
と
の
関
係
再
考
」
、「
三
十
三
法
門
」
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
維
摩
経
』
影
響
説

を
検
証
し
た
。『
維
摩
経
』
に
説
く
三
十
二
人
の
菩
薩
と
維
摩
居
士
の
沈
黙
に
よ
る
往
復
問
答
の
構
図
が
『
釈

論
』
に
も
認
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
『
釈
論
』
が
『
維
摩
経
』
を
ど
の
よ
う
な
場
面
で
教
証
と
し
て
お

り
、
眺
め
て
い
る
の
か
、
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
三
十
三
法
門
は
往
復
問

答
の
形
式
と
は
い
え
ず
、『
維
摩
経
』
が
登
場
す
る
の
は
、
真
理
を
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
生
滅
門
の
四
種

言
説
の
教
証
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
逆
に
、
真
理
の
説
く
こ
と
で
き
る
如
義
言
説
の
場
合
で
は

『
金
剛
三
昧
経
』
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
釈
論
』
は
『
維
摩
経
』
を
果
分
不
可
説
の
典
籍

と
見
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
他
、
三
十
三
法
門
の
説
を
確
認
し
て
も
『
維
摩
経
』
は
説
か
れ
ず
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
典
拠
も
同

経
で
は
な
い
こ
と
も
確
認
し
た
。
不
二
摩
訶
衍
法
が
法
身
、
如
義
言
説
が
法
身
説
で
あ
っ
て
、
三
十
三
法

門
そ
れ
自
体
が
三
十
二
人
の
菩
薩
の
問
答
か
ら
維
摩
居
士
の
沈
黙
を
象
徴
す
る
よ
う
な
構
図
で
は
な
い
の

で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
一
見
す
る
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
一
一
を
見
て
い
く
と
似
て
い
る
よ
う
で

異
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
に
関
連
す
る
教
説
を
精
査
す
る
こ
と
で
新

た
な
知
見
が
見
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
三
十
三
」
と
い
う
数
は
「
三
十
三
身
」
や
「
三
十
三
天
」
、

「
三
十
二
」
と
い
う
数
は
「
三
十
二
相
」
と
い
っ
た
も
の
が
仏
教
思
想
で
は
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
と
三
十

三
法
門
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。 
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第
一
章 

「
衆
生
心
」
解
釈
に
登
場
す
る
「
如
来
」
と
は
何
者
か
１ 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
で
検
討
す
る
「
如
来
」
と
は
、『
釈
論
』
が
「
三
十
三
法
門
」
で
対
象
と
す
る
修
行
者
の
一
種
と
さ

れ
、
「
衆
生
心
」
の
解
釈
か
ら
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
第
二
編
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、

本
章
で
は
こ
の
「
如
来
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
内
実
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
も
そ
も
、

衆
生
心
と
は
、『
起
信
論
』
の
な
か
で
は
、
文
字
通
り
「
衆
生
の
心
」―

心
の
本
性
２―

を
意
味
し
、
迷
え

る
凡
夫
の
心
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
表
し
３

、
そ
の
「
心
」
と
は
如
来
蔵
思
想
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
４

。

こ
の
理
解
は
、『
釈
論
』
に
お
け
る
衆
生
心
の
解
釈
に
も
同
様
な
理
念
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、『
釈
論
』
に
は
覚
者
で
あ
り
、
解
脱
し
た
者
で
あ
る
は
ず
の
如
来
を
も
修
行
者
の
一
種

と
定
め
て
い
る
た
め
、
通
仏
教
の
教
説
や
概
念
か
ら
し
て
も
理
解
し
難
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
加
え
て
、

『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
に
も
、
そ
れ
に
類
す
る
思
想
や
論
説
は
認
め
ら
れ
ず
５

、
先
行
研

究
を
確
認
し
て
も
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
き
如
来
を
登
場
さ
せ
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い

る
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、『
釈
論
』
の
『
華
厳
経
』
教
主
毘
盧
遮
那
仏
に
対
す
る
特
有
の
視
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
で
は
毘
盧
遮
那
仏
を
不
二
摩
訶
衍
法
よ
り
下
位
に
位
置
付
け
て

お
り
、
そ
の
仏
を
文
字
通
り
修
行
者
の
「
如
来
」
と
し
て
適
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
推
考
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
想
定
さ
れ
る
点
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
衆
生
心
の
解
釈
の
中
で
も
三
十
三

法
門
と
如
来
と
の
関
係
、
特
に
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
関
係
性
を
明
確
化
し
、
従
来
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な

い
「
如
来
」
が
何
を
指
示
し
て
い
る
の
か
新
知
見
を
呈
示
し
た
い
。 

   
 

第
二
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
「
衆
生
心
」
解
釈
の
再
検
討 

  

『
釈
論
』
に
お
け
る
衆
生
心
の
解
釈
を
検
討
す
る
の
に
先
立
ち
、
本
多
隆
仁
と
早
川
道
雄
の
見
解
を
取

り
上
げ
批
判
的
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
６

。
ま
ず
本
多
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

  
 

釈
論
は
如
来
を
、
声
聞
縁
覚
菩
薩
と
同
様
に
、
や
は
り
い
ま
だ
悟
り
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る 

 
 

と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
お
そ
ら
く
は
、
釈
論
は
真
如
門
に
お
け
る
不
生
不
滅
を
法 

 
 

身
と
み
て
、
そ
の
法
身
を
完
全
な
悟
り
の
あ
り
方
と
み
な
し
た
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
釈
論
の
真
如 

 
 

門
に
対
す
る
立
場
が
、
如
来
を
衆
生
の
中
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
要
因
で
あ
ろ
う
。
７ 

  

こ
の
他
に
も
本
多
は
、
衆
生
に
含
ま
れ
る
如
来
が
『
起
信
論
』
解
釈
分
の
「
真
如
自
体
相
」
説
示
に
あ

る
「
一
切
の
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
諸
仏
に
増
減
有
る
こ
と
無
く
」
８

と
い
う
箇
所
を
『
釈
論
』

が
依
用
し
如
来
を
認
め
た
根
拠
で
は
な
い
か
と
も
分
析
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
本
多
説
に
賛
同
で
き
る
面

も
あ
る
が
、『
釈
論
』
が
如
来
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
者
（
仏
身
）
を
想
定
し
説
い
た
の
か
、
特
に
不
二
摩

訶
衍
法
と
如
来
、
そ
し
て
毘
盧
遮
那
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
点
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
早
川
道
雄
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
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論
じ
て
い
る
。 

  
 

衆
と
は
「
四
衆
」
な
い
し
「
諸
聖
」
で
あ
り
、
生
と
は
「
四
生
」
な
い
し
「
諸
凡
」
で
あ
る
と
さ
れ 

 
 

 
 

る
。
そ
し
て
こ
れ
は
後
に
判
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
衆
と
は
真
如
門
を
、
生
と
は
生
滅
門
を
、
そ 

 
 

れ
ぞ
れ
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
９ 

  

早
川
は
、『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
「
四
衆
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
）
諸
聖
」
と
「
四
生
（
卵
・
胎
・

湿
・
化
）
諸
凡
」
１
０

と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
上
記
の
計
八
種
の
修
行
者
を
真
如
門
と
生
滅
門

の
二
門
に
振
り
分
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
如
来
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
を
「
諸
聖
」
で
あ
る
か
ら
真
如
門
、

卵
・
胎
・
湿
・
化
を
「
諸
凡
」
で
あ
る
か
ら
生
滅
門
に
対
応
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。 

た
し
か
に
、
こ
の
表
記
で
は
理
解
で
き
な
く
も
な
い
が
、
す
で
に
第
二
編
の
第
二
章
お
よ
び
第
五
章
に

お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
二
門
の
属
性
に
つ
い
て
『
釈
論
』
は
、
真
如
門
に
は
覚
者
や
清
浄
解
脱
者
、
生

滅
門
に
は
三
聚
衆
生
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
真
如
門
に
は
如
来
、
生
滅
門
に
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
・

声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
が
対
応
す
る
の
が
妥
当
と
い
え
る
。
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
見
解
が
出
さ
れ
た
の
か
、

再
度
、
確
認
の
意
味
も
含
め
『
釈
論
』
の
主
張
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
ず
、
『
釈
論
』
の
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
に
は
、
「
衆
生
心
」
は
立
義
分
と
解
釈
分
の
二
箇
所
に
確

認
で
き
る
。
立
義
分
に
お
け
る
衆
生
心
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、『
起
信
論
』
は
「
摩
訶
衍
」・「
衆
生

心
」
・
「
二
門
」・
「
三
大
」
の
体
系
を
説
き
、
衆
生
心
は
摩
訶
衍
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
そ
こ
に
は
世
間
法
と

出
世
間
法
と
い
う
聖
な
る
も
の
と
俗
な
る
も
の
の
二
種
を
有
し
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
真
如
門
と
生
滅
門

を
展
開
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
衆
生
心
に
は
聖
俗
二
種
の
法
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
法
と
は
衆
生
心

で
あ
り
、
こ
れ
に
衆
生
心
と
摩
訶
衍
の
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、
摩
訶
衍
の
当
体
を
衆
生
心
と
示
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
１
１

。
で
は
次
に
解
釈
分
の
説
を
見
て
い
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

衆
生
心
は
猶
お
鏡
の
如
し
。
鏡
に
若
し
垢
有
れ
ば
、
色
像
は
現
ぜ
ず
。
是
く
の
如
く
衆
生
心
に
若
し 

 
 

垢
有
れ
ば
、
法
身
は
現
ぜ
ざ
る
故
な
り
。
１
２ 

 
 

 

鏡
の
譬
喩
を
用
い
て
衆
生
の
心
（
鏡
）
に
は
法
身
が
蔵
し
、
垢
の
有
無
に
よ
り
出
現
す
る
か
否
か
と
す

る
。
つ
ま
り
、
衆
生
の
心
に
蔵
す
る
法
身
と
は
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
出
現
し
な
い
面
と
、
覆
い
が
取
り
払
わ

れ
出
現
す
る
面
が
内
在
し
て
い
る
と
指
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
生
滅
門
と
真
如
門
の
世
界
を
投
影
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
以
上
の
説
は
如
来
蔵
思
想
の
も
と
に
説
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

少
し
く
如
来
蔵
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
如
来
蔵
１
３

と
い
う
語
を
最
初
に
唱
え
た
『
如
来
蔵
経
』
の
内
、

仏
陀
跋
陀
羅
訳
に
は
「
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
」
１
４

不
空
訳
に
は
「
法
性
法
界
一
切
有
情
如
来
蔵
常
恒
不
変
」

１
５

と
あ
り
、
そ
の
他
を
見
る
と
、
『
勝
鬘
経
』
に
は
「
如
来
蔵
と
は
、
是
れ
法
界
蔵
、
法
身
蔵
、
（
中
略
）

此
れ
自
性
清
浄
蔵
」
１
６

、
あ
る
い
は
衆
生
に
蔵
す
る
法
身
が
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
し
て
「
在
纏
の
法

身
」
と
い
う
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
１
７

。
一
方
、
『
不
増
不
減
経
』
に
は
「
衆
生
界
と

は
即
ち
如
来
蔵
な
り
、
如
来
蔵
と
は
即
ち
是
れ
法
身
な
り
」
１
８

と
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
諸
経
で
は
、
衆
生
の
本
性
と
は
本
来
清
浄
で
あ
り
、
如
来
・
法
身
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す

る
理
解
を
用
語
を
駆
使
し
説
明
し
て
お
り
、『
起
信
論
』
で
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
衆
生
の
心
に
は
法
身
を
蔵

し
て
い
る
が
、
煩
悩
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
状
態
と
そ
う
で
は
な
い
状
態
が
あ
る
と
示
し
て
い
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
上
記
の
説
は
立
義
分
の
二
門
の
世
界
を
暗
に
表
現
し
て
い
る
と
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い
え
、
法
身
の
出
現
し
た
状
態
が
真
如
門
、
在
纏
の
法
身
の
状
態
が
生
滅
門
の
立
場
と
な
る
と
理
解
さ
れ

る
。 

 

で
は
、
『
釈
論
』
に
お
け
る
「
衆
生
心
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
通
り
衆
生
心
の
衆
生
を
「
衆
」

と
「
生
」
に
分
け
、
衆
は
一
切
如
来
衆
・
一
切
菩
薩
衆
・
一
切
声
聞
衆
・
一
切
縁
覚
衆
の
四
衆
で
あ
り
諸

聖
、
生
は
卵
生
・
胎
生
・
湿
生
・
化
生
の
四
生
で
あ
り
諸
凡
と
し
、
衆
生
の
語
を
聖
人
と
凡
人
の
二
種
に

分
割
し
、
衆
生
の
種
類
を
八
種
類
に
区
分
し
て
い
く
１
９

。
つ
ま
り
、
四
衆
を
諸
聖
と
す
る
の
は
、
声
聞
・

縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
を
聖
人
と
位
置
付
け
る
理
解
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
衆
と
は
謂
く
四
衍
の
衆
な
り
」
と

あ
る
よ
う
に
四
乗
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
２
０

。
四
生
を
諸
凡
と
す
る
の
は
、
人
以
外
も
含
む

卵
・
胎
・
湿
・
化
を
凡
夫
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
理
解
を
基
に
早
川
説
は
分
類
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

し
か
し
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
、
通
常
の
仏
教
教
説
の
理
解
で
は
、
諸
凡
と
は
六
道
の
人
・
天
の
み
な

ら
ず
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
に
輪
廻
す
る
者
を
い
い
、
か
た
や
聖
者
と
は
四
向
四
果
で
い
う
預
流
向

以
上
の
修
行
者
を
意
味
す
る
。
以
上
を
念
頭
に
四
衆
と
四
生
の
関
係
を
見
る
と
、
凡
夫
は
輪
廻
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
四
生
に
六
道
が
含
ま
れ
る
と
理
解
さ
れ
、
こ
れ
に
、
四
衆
を
合
わ
せ
る
と
十

界
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
如
門
に
は
如
来
の
他
に
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
を
登

場
さ
せ
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
、
那
須
政
隆
の
見
解
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
法
蔵
等
の
一
般
の
注
釈
家
は
衆
生
と
い
う

語
を
生
仏
相
対
の
意
味
に
理
解
す
る
が
、『
釈
論
』
の
場
合
で
は
六
凡
四
聖
の
十
界
の
衆
生
と
し
て
い
る
。
」

と
指
摘
し
て
い
る
２
１

。
那
須
は
如
来
に
つ
い
て
の
明
確
な
見
解
を
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
『
釈
論
』
の

理
解
が
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
と
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
重
要
で

あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
今
度
は
如
来
が
登
場
し
た
背
景
を
検
討
し
て
い
く
。 

   
 

第
三
節 

「
衆
生
心
」
解
釈
に
お
け
る
「
如
来
」
と
は
何
か 

  

ま
ず
『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
ど
の
よ
う
な
説
か
ら
如
来
を
導
き
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
点

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
こ
で
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
た
、『
起
信
論
』
の
「
真
如
自
体
相
用
」
説
を
確

認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
ま
ず
「
自
体
相
」
の
説
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

真
如
の
自
体
と
相
と
は
、
一
切
の
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
諸
仏
に
増
減
有
る
こ
と
無
く
、
前 

 
 

際
に
生
ず
る
に
非
ず
、
後
際
に
滅
す
る
に
非
ず
、
畢
竟
じ
て
常
恒
な
り
。
本
よ
り
已
来
、
性
と
し
て 

 
 

自
ら
一
切
の
功
徳
を
満
足
す
。（
中
略
）
乃
至
、
満
足
し
少
く
る
所
有
る
こ
と
無
き
義
の
故
に
、
名
づ 

 
 

け
て
如
来
蔵
と
な
し
、
亦
た
如
来
の
法
身
と
名
づ
く
。
２
２ 

  

次
に
「
用
」
の
説
示
で
は
、 

  
 

此
の
用
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
分
別
事
識
に
依
る
な
り
。
凡
夫
と
二
乗
と
の
心 

 
 

の
所
見
は
、
名
づ
け
て
応
身
と
な
す
。
（
中
略
）
二
に
は
業
識
に
依
る
な
り
。
謂
く
、
諸
の
菩
薩
の
、 

 
 

初
発
意
よ
り
乃
至
菩
薩
究
竟
地
ま
で
の
心
の
所
見
は
、
名
づ
け
て
報
身
と
な
す
。
２
３ 
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と
あ
り
、
ま
ず
、
真
如
自
体
で
は
、
体
と
相
を
一
体
の
も
の
と
し
て
法
身
と
解
釈
し
て
お
り
２
４

、
そ
こ
に

は
「
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
諸
仏
」
が
登
場
し
て
い
る
。
後
半
に
は
「
名
づ
け
て
如
来
蔵
と
な
し
、

ま
た
如
来
の
法
身
と
名
づ
く
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
真
如
の
働
き
が
、
凡
夫
や
聖
者
に
関
係
無
く
普
遍
し
て

い
る
と
す
る
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
、
通
常
の
如
来
蔵
思
想
と
は
異
な
ら
な
い
。
用
の
方
を
見
る
と
、
凡

夫
と
二
乗
の
心
が
見
る
身
が
応
身
、
菩
薩
究
竟
地
の
心
が
見
る
身
が
報
身
で
あ
る
と
説
い
て
お
り
、
用
大

は
応
身
と
報
身
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
２
５

。
こ
の
こ
と
か
ら
『
起
信
論
』
は
法
報
応
の
三
身
説

だ
と
わ
か
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
『
釈
論
』
の
解
釈
を
見
て
い
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
『
起
信

論
』
の
文
に
該
当
す
る
箇
所
に
「
」
を
付
す
）
。 

  
 

復
た
次
に
真
如
の
自
の
体
と
相
と
は
、
即
ち
是
れ
総
じ
て
体
と
相
の
二
義
を
標
す
。
是
れ
よ
り
已
下 

 
 

は
別
釈
し
散
説
す
。
初
め
に
体
大
を
説
く
、
云
何
が
名
づ
け
て
人
平
等
門
と
な
す
。
謂
く
真
如
の
自 

 
 

体
は
五
人
に
於
て
通
じ
て
、
平
等
平
等
に
し
て
差
別
無
き
が
故
に
。
云
何
が
名
づ
け
て
五
種
の
仮
人 

 
 

と
な
す
。
一
に
は
凡
夫
、
二
に
は
声
聞
、
三
に
は
縁
覚
、
四
に
は
菩
薩
、
五
に
は
如
来
な
り
。
是
れ 

 
 

を
名
づ
け
て
五
と
な
す
。
是
の
如
く
五
名
、
人
は
自
ら
是
れ
五
つ
な
れ
ど
も
真
は
自
ら
唯
一
な
り
。 

 
 

（
中
略
）
五
人
の
平
等
も
亦
復
是
の
如
し
、
諸
人
の
中
に
於
て
増
減
あ
る
こ
と
無
き
が
故
に
。
本
の 

 
 

如
し
、「
一
切
の
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
諸
仏
に
増
減
有
る
こ
と
無
し
」
と
い
う
が
故
に
。
２
６ 

  

『
釈
論
』
は
「
一
切
凡
夫
声
聞
縁
覚
菩
薩
諸
仏
」
を
「
人
平
等
門
」
と
い
う
門
を
立
て
、
凡
夫
・
声
聞
・

縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
の
五
人
（
仮
人
）
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
真
如
が
平
等
に
普
遍
し
て
い
る
と
解
説
し
て

い
る
。
前
述
の
聖
凡
の
八
種
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
は
四
衆
で
あ
る
諸
聖

と
一
致
し
て
お
り
、
凡
夫
に
つ
い
て
は
、
四
生
を
諸
凡
と
し
て
含
ん
で
い
る
た
め
、
凡
夫
の
語
に
含
ま
れ

て
い
る
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
五
人
と
は
三
十
三
法
門
の
修
行
者
に
つ
い
て
再
説
し
た
も
の
な

の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
疑
問
に
な
る
の
が
、『
釈
論
』
が
諸
仏
を
如
来
と
表
記
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
多
隆

仁
は
、
「
仏
は
如
来
と
同
意
語
で
あ
る
。
諸
仏
＝
如
来
も
生
滅
門
の
内
容
と
『
釈
論
』
は
見
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
釈
論
』
は
如
来
と
法
身
（
＝
「
不
生
不
滅
」
）
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
衆
生
に
如
来
が
入
れ

ら
れ
て
い
る
理
由
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
」
２
７

と
指
摘
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
前
述
し
た
『
起
信
論
』
所
説
の
鏡
の
譬
喩
に
説
か
れ
る
法
身
を
如
来
と
理
解
し

て
、
文
字
通
り
、
真
如
門
を
法
身
（
＝
如
来
）
、
生
滅
門
を
在
纏
の
法
身
（
＝
七
種
の
行
者
）
で
あ
る
と
捉

え
直
し
て
、
そ
れ
ら
を
三
十
二
法
門
に
組
み
込
み
振
り
分
け
た
と
考
え
る
。
加
え
て
、『
釈
論
』
は
今
の
『
起

信
論
』
の
自
体
相
用
説
に
登
場
す
る
諸
仏
に
も
注
目
し
、
真
如
門
の
修
行
者
と
し
て
配
置
し
直
す
こ
と
で
、

二
門
の
修
行
者
の
す
み
分
け
を
試
み
た
と
考
え
る
。
こ
の
如
来
を
真
如
門
に
振
り
分
け
る
に
あ
た
っ
て
、

生
滅
門
に
三
大
が
説
か
れ
る
よ
う
に
真
如
門
に
も
三
大
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。『
釈
論
』
に
と
っ
て
は
真

如
門
の
如
来
も
他
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
異
生
と
同
様
に
未
だ
修
行
の
階
梯
に
あ
る
と
理
解
し
、
最
高

の
境
地
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
目
指
す
立
場
と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
諸
仏
を
如
来
と
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
。
で
は
一
体
ど
の
よ
う
な
位
（
次

元
）
の
者
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
如
来
を
修
行
者
と
し
て
位
置
付
け
る
意
味
や
理

由
も
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
以
上
の
内
容
を
理
解
す
る
に
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
こ
そ
が
如
来
を
は
じ
め
諸

の
修
行
者
を
覚
ら
し
め
る
者
で
あ
る
仏
身
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
象
徴
さ
れ
る
根
源
と
し
て
三
十
三
法
門
の

中
枢
に
あ
る
と
す
る
構
想
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
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『
釈
論
』
は
如
来
を
一
般
的
な
如
来
で
は
な
く
仏
身
観
の
一
つ
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
る
。

以
下
、『
釈
論
』
の
論
説
の
な
か
で
諸
仏
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
解
釈
す
る
箇
所
を
も
と
に
順
次
考
察
し
て
い

く
。 

   
 

第
四
節 

「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
「
諸
仏
」
と
「
如
来
」 

  

『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
末
尾
に
登
場
す
る
「
迴
向
頌
」
を
解
釈
し
、
三
十
三
法
門
の
構
造
を
再
説

し
て
い
く
２
８

。
そ
こ
に
は
興
味
深
い
説
が
確
認
で
き
る
。 

  
 

諸
仏
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
法
な
り
。
所
以
い
か
ん
、
此
の
不
二
の
法
を
彼
の
仏
に
形 

 
 

ら
ぶ
る
に
、
其
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
。
大
本
花
厳
契
経
の
中
に
是
の
如
く
説
を
な
す
。
其
の
円
円 

海
徳
の
諸
仏
は
勝
た
り
。
故
に
其
の
一
切
の
仏
は
円
円
海
を
成
就
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
劣
な
る
が 

故
に
。
若
し
尓
ら
ば
、
何
の
故
に
分
流
花
厳
契
経
の
中
に
是
の
如
く
の
説
を
な
す
。
盧
舎
那
仏
は
三 

種
世
間
を
其
の
身
心
と
な
す
。
三
種
世
間
に
法
を
摂
す
る
こ
と
余
り
な
し
と
。
彼
の
仏
の
身
心
も
亦 

復
摂
せ
ざ
る
所
あ
る
こ
と
な
し
。
盧
舎
那
仏
は
三
世
間
を
摂
す
と
雖
も
、
而
も
摂
と
不
摂
と
の
故
に
、 

是
の
故
に
過
無
し
。
２
９ 

 

「
諸
仏
」
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
、「
彼
の
仏
」
よ
り
も
同
法
が
上
位
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し

て
ほ
し
い
の
が
、「
諸
仏
」
を
仏
や
如
来
と
は
見
ず
に
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
加

え
て
「
彼
の
仏
」
と
い
う
の
が
一
体
誰
な
の
か
問
題
と
な
る
が
、
以
上
の
「
諸
仏
」
と
「
彼
の
仏
」
と
い

う
二
者
の
関
係
に
つ
い
て
、『
釈
論
』
は
二
種
の
経
典
を
引
用
し
論
証
し
て
い
く
。
そ
れ
が
『
大
本
華
厳
契

経
』
と
『
分
流
華
厳
契
経
』
の
二
種
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
名
に
あ
る
「
大
本
」
と
「
分
流
」
の
語
に
つ

い
て
は
、
柏
木
弘
雄
の
指
摘
が
あ
る
の
は
前
編
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
３
０

。
こ
こ
で
は
那
須
政
隆
の
大
本

に
つ
い
て
の
分
析
を
取
り
上
げ
た
い
。 

  
 

『
華
厳
経
』
に
つ
い
て
種
種
異
説
あ
る
中
の
一
義
に
依
れ
ば
、
こ
の
経
に
上
中
下
の
三
本
が
あ
る
。 

 
 

上
本
は
十
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
偈
よ
り
成
り
、
一
四
天
下
微
塵
品
が
あ
る
。
中
本
は
四
十
九
万
八 

 
 

千
百
偈
よ
り
成
り
、
一
千
二
百
品
が
あ
る
。
下
本
は
十
万
偈
よ
り
成
り
、
三
十
八
品
に
分
か
れ
て
い 

 
 

る
。
こ
の
三
本
の
中
の
上
本
が
今
の
『
大
本
華
厳
経
』
で
あ
る
。（
中
略
）
謂
う
な
れ
ば
理
想
的
な
経 

 
 

本
で
あ
る
」
と
し
、
分
流
に
つ
い
て
は
「
こ
の
世
に
分
布
流
行
し
た
華
厳
と
い
う
意
味
に
し
て
、
東 

 
 

晋
の
仏
駄
跋
陀
羅
訳
の
『
六
十
巻
華
厳
経
』
や
、
唐
の
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
巻
華
厳
経
』
を
指
す
３
１

。 

  

那
須
の
説
を
踏
ま
え
る
と
、
大
本
と
は
『
釈
論
』
の
説
に
近
い
立
場
の
も
の
、
そ
れ
に
対
し
分
流
と
は

そ
れ
よ
り
劣
っ
た
内
容
を
説
く
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
柏
木
説
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
以
上
の

理
解
に
は
色
々
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
順
を
追
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
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第
一
項 

「
円
円
海
徳
」・「
円
円
海
得
」
と
「
毘
盧
遮
那
仏
」
と
の
関
係 

  

今
、
引
用
し
て
い
る
説
は
底
本
に
よ
っ
て
「
円
円
海
徳
」
と
す
る
も
の
と
「
円
円
海
得
」
と
す
る
も
の

の
二
種
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
森
田
竜
僊
３
２

・
那
須
政
隆
３
３

・
中
村
本
然
３
４

・
石
井
公
成
３
５

の

指
摘
が
あ
る
。
今
、
二
種
の
版
に
沿
う
読
み
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
円
円
海
徳
」
が
➀
、
「
円
円
海

得
」
が
➁
で
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
）
。 

  

➀
此
の
不
二
の
法
を
彼
の
仏
に
形
ら
ぶ
る
に
、
其
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
。
大
本
花
厳
契
経
の
中
に
是 

の
如
く
説
を
な
す
。
其
の
円
円
海
徳
の
諸
仏
は
勝
た
り
。
故
に
其
の
一
切
の
仏
は
円
円
海
を
成
就
す 

る
こ
と
あ
た
は
ず
。
劣
な
る
が
故
に
。 

  

➁
此
の
不
二
の
法
を
彼
の
仏
に
形
ら
ぶ
る
に
、
其
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
。
大
本
花
厳
契
経
の
中
に
是 

の
如
く
説
を
な
す
。
其
の
円
円
海
は
諸
仏
を
得
す
、
勝
れ
た
る
故
に
。
其
の
一
切
の
仏
は
円
円
海
を 

成
就
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
劣
な
る
が
故
に
。 

 

と
な
り
、
➀
と
➁
に
登
場
す
る
「
円
円
海
」
は
共
に
不
二
摩
訶
衍
法
を
指
示
し
て
い
る
の
が
分
か
る
（
➀
・

➁
後
半
の
円
円
海
を
一
切
の
仏
が
成
就
で
き
な
い
と
す
る
説
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
）
。
「
一
切

の
仏
」
に
つ
い
て
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
成
就
で
き
な
い
立
場
と
す
る
下
位
の
仏
だ
と
理
解
で
き
る
の
で
、

➀
と
➁
の
内
容
に
は
大
き
な
相
違
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
問
題
は
そ
の
次
に
あ
り
、
大
本
の

「
円
円
海(

徳)

」
と
分
流
の
「
毘
盧
遮
那
仏
」
を
ど
う
見
る
か
で
、
従
来
説
で
も
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

ま
ず
、
森
田
説
で
は
、「
こ
れ
即
ち
不
二
の
仏
果
と
因
分
の
最
上
に
位
す
る
十
身
具
足
の
盧
舎
那
仏
と
の
浅

深
を
决
す
る
も
の
で
あ
り
、（
中
略
）
盧
舎
那
仏
は
因
分
の
そ
れ
を
摂
し
て
己
が
身
心
と
な
す
も
、
果
分
の

そ
れ
は
円
円
海
徳
仏
の
天
地
な
る
が
故
に
そ
の
分
で
は
な
く
、
分
流
経
は
そ
の
因
分
圍
中
に
お
け
る
所
説

の
み
と
会
通
す
る
の
で
あ
る
。
」
３
６

と
分
析
し
て
い
る
。 

 

次
に
、
那
須
説
で
は
、「
仏
に
も
因
果
の
二
位
が
あ
る
、
因
分
の
仏
と
果
分
の
仏
と
は
次
位
が
異
る
。
そ

れ
で
分
流
経
に
盧
舎
那
仏
は
三
世
間
に
普
遍
し
て
摂
せ
ざ
る
所
な
し
と
説
く
の
は
果
分
の
仏
に
就
て
言
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
大
本
経
に
「
一
切
の
仏
は
円
円
海
を
成
就
せ
ず
と
云
う
」
に
は
、
因
分
の
仏
位
に
就

て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
両
契
経
の
所
説
の
間
に
相
異
点
は
な
い
。
」
と
分
析
し
て
い
る
が
、
他
の
見

解
を
見
る
と
、
毘
盧
遮
那
仏
を
報
身
と
し
て
見
て
お
り
、
同
仏
を
不
二
摩
訶
衍
法
の
下
位
に
位
置
す
る
と

述
べ
て
い
る
。
３
７

こ
の
よ
う
な
理
解
が
ど
の
よ
う
に
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
森
田
説
は
円
円
海
を
果
分
で
あ
り
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
て
見
て
お
り
、
毘
盧
遮
那

仏
に
つ
い
て
は
因
分
と
し
て
見
て
い
る
た
め
、
双
方
に
差
別
が
あ
る
と
す
る
。
那
須
説
は
森
田
説
と
共
通

す
る
見
解
も
あ
る
一
方
で
、
円
円
海
を
果
分
で
あ
り
不
二
摩
訶
衍
法
と
見
つ
つ
、
毘
盧
遮
那
仏
も
同
じ
立

場
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
双
方
を
同
位
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
両
氏
で
は
毘
盧
遮
那
仏
の
見
方
に
異
な

り
が
あ
る
。 

視
点
を
変
え
る
と
、
那
須
説
は
『
釈
論
』
が
理
想
と
す
る
『
華
厳
経
』
を
教
証
と
し
て
不
二
摩
訶
衍
法

を
説
い
て
い
る
の
を
根
拠
と
し
て
、『
華
厳
経
』
を
基
盤
と
し
て
い
る
と
述
べ
た
も
の
と
見
え
る
。
つ
ま
り
、

不
二
摩
訶
衍
法
の
根
幹
が
華
厳
思
想
に
基
づ
く
と
理
解
し
た
こ
と
に
よ
る
。
以
上
の
諸
氏
の
見
解
に
つ
い

て
筆
者
の
疑
問
点
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
三
つ
あ
る
。 

 



第三編『釈摩訶衍論』研究の新視点の呈示   第一章 

 

302 

 

 
➀
『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
因
縁
・
機
根
・
建
立
が
な
い
と
規
定
す
る
。 

 

➁
『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
馬
鳴
作
と
す
る
『
甚
深
玄
理
論
』
と
『
不
動
本
原
論
』
の
二
種
の
論 

を
所
依
と
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
３
８

。 

 

➂
『
釈
論
』
は
百
部
の
経
典
を
別
所
依
と
し
『
華
厳
経
』
の
名
を
挙
げ
る
が
同
法
の
所
依
と
は
し
て
い 

 
 

な
い
と
す
る
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
３
９

。 

   
 
 

第
二
項 

「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
二
種
の
『
華
厳
経
』
を
登
場
さ
せ
た
背
景 

 

私
見
を
述
べ
る
と
、『
釈
論
』
が
大
本
と
分
流
の
二
種
の
『
華
厳
経
』
を
用
い
た
背
景
は
、
不
二
摩
訶
衍

法
の
立
場
を
論
証
す
る
目
的
が
あ
っ
て
、
同
法
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
引
用
し
て
い

る
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
い
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
が
同
法
の
所
依
と
す
る
二
種
の
論
を
事
前
に
挙
げ
て

い
る
点
が
重
要
な
鍵
に
な
り
、
こ
れ
は
、
三
十
三
法
門
の
建
立
に
も
直
接
関
わ
っ
て
い
る
。
第
一
編
に
て

述
べ
た
よ
う
に
、
三
十
三
法
門
は
馬
鳴
の
構
想
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
竜
樹
が
馬
鳴
よ
り
教
授
を
受
け
て

説
い
た
と
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
４
０

。
以
上
の
内
容
は
、
架
空
典
籍
を
も
と
に
『
釈
論
』
の
造
論
者

で
あ
る
竜
樹
が
奔
放
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
信
憑
性
が
低
い
と
見
做
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
筆
者
は
上
記
の
主
張
が
『
釈
論
』
の
な
か
で
一
貫
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
考
察
を
進
め

る
こ
と
に
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
ま
つ
わ
る
内
実
を
説
い
た
の
は
、
馬
鳴
作
と
す
る

『
甚
深
玄
理
論
』
と
『
不
動
本
原
論
』
の
二
種
の
論
以
外
に
は
存
在
し
な
い
の
が
『
釈
論
』
の
根
本
的
な

立
場
で
あ
る
と
理
解
す
る
。 

ま
た
、
そ
も
そ
も
大
本
と
分
流
が
引
用
さ
れ
た
背
景
を
素
直
に
見
る
と
、
同
じ
経
で
あ
っ
て
も
教
理
内

容
に
次
元
の
差
別
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
『
釈
論
』
が
引
用
し
て
い
る
姿
勢

を
従
来
で
は
見
落
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、『
釈
論
』
は
引
用
の
後
半
に
お
い
て
「
摂

と
不
摂
」
、
さ
ら
に
「
是
の
故
に
過
無
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
摂
」
と
は
因
位
を
摂
す
る
意
味
、「
不

摂
」
と
は
果
位
を
摂
せ
な
い
意
味
で
あ
っ
て
、「
是
の
故
に
過
無
し
」
に
い
た
っ
て
は
同
系
の
経
で
も
相
違

す
る
立
場
が
二
種
あ
る
と
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

な
ぜ
、『
釈
論
』
は
、
二
種
の
大
本
と
分
流
の
『
華
厳
経
』
を
引
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
は
、
分
流

の
内
容
と
い
う
の
が
現
行
に
流
布
す
る
『
華
厳
経
』
の
教
説
の
立
場
で
あ
っ
て
、『
釈
論
』
の
理
想
と
す
る

経
典
で
は
な
く
、
分
流
よ
り
上
位
の
内
容
を
説
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
結
果
、
異
系
で
は
な
く
同
系
の
大
本

と
称
す
る
経
を
登
場
さ
せ
、
そ
れ
と
比
較
さ
せ
る
こ
と
で
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
特
性
を
際
立
て
よ
う
と
考

え
引
用
し
た
と
理
解
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
彼
の
仏
」
と
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
で
は
な
く
因
分
の
立

場
で
あ
る
分
流
の
毘
盧
遮
那
仏
を
指
す
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
４
１

。 

加
え
て
、『
華
厳
経
』
を
『
釈
論
』
が
採
用
し
た
理
由
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
第
一
編
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
『
釈
論
』
が
『
華
厳
経
（
八
十
華
厳
）
』
や
新
羅
義
湘
系
の
思
想
を

踏
襲
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
同
論
と
華
厳
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
。
そ
の
観
点

か
ら
す
る
と
『
釈
論
』
が
『
華
厳
経
』
を
引
く
の
は
、
同
論
の
作
者
が
華
厳
を
学
ん
だ
経
歴
の
あ
る
人
物

で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
は
登
場
す
る

が
『
華
厳
経
』
の
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
は
登
場
せ
ず
、
毘
盧
遮
那
仏
は
『
釈
論
』
で
初
め
て
登
場
す

る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。 

あ
る
い
は
、『
釈
論
』
は
華
厳
に
よ
っ
て
華
厳
の
教
理
を
否
定
し
て
い
る
体
裁
で
あ
る
こ
と
や
、
言
語
観
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４
２

や
心
識
説
４
３

等
に
つ
い
て
果
分
果
説
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
華
厳
の
教
義
で

毘
盧
遮
那
仏
を
法
身
仏
４
４

と
す
る
理
解
を
、
暗
に
批
判
す
る
意
図
で
不
二
摩
訶
衍
対
毘
盧
遮
那
仏
の
構
図

を
取
り
上
げ
た
可
能
性
も
念
頭
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
阿
弥
陀
は
周
知
の

よ
う
に
『
起
信
論
』
で
は
報
身
と
す
る
の
で
、
当
初
よ
り
取
り
上
げ
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
４
５

。 

 

『
釈
論
』
が
毘
盧
遮
那
仏
を
ど
の
よ
う
な
仏
身
と
し
て
見
て
い
た
か
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
絶
対
的
な

果
の
法
で
法
身
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
毘
盧
遮
那
仏
を
法
身
と
し
て
見
て
い
な
い
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
那
須
説
に
あ
る
よ
う
に
報
身
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
『
釈
論
』

が
こ
れ
ま
で
解
説
し
て
き
た
「
諸
仏
」
と
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。 

   
 

第
五
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
諸
仏
」
理
解 

  

『
釈
論
』
は
「
諸
仏
」
に
つ
い
て
同
じ
語
で
も
持
た
せ
る
意
味
を
そ
の
都
度
変
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
立
義
分
の
解
釈
で
の
「
諸
仏
」
、「
自
体
相
用
」
の
解
釈
で
の
「
諸
仏
」
、
そ
し
て
迴
向
頌
の
解
釈
に
お

い
て
の
「
諸
仏
」
が
そ
う
で
あ
る
。
順
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
立
義
分
の
解
釈
に
登
場
す
る
不

二
摩
訶
衍
法
と
、
三
十
二
法
門
の
対
比
で
登
場
す
る
「
諸
仏
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
そ
こ
で
の
「
諸
仏
」

と
は
、
三
十
二
法
門
、
つ
ま
り
真
如
門
と
生
滅
門
す
べ
て
を
範
疇
と
し
た
上
で
諸
仏
と
し
て
い
た
。
こ
れ

は
各
法
門
に
よ
り
将
来
彼
岸
に
達
し
た
者
達
（
修
行
者
）
を
未
来
仏
と
し
て
見
て
、
そ
れ
ら
が
不
二
摩
訶

衍
法
を
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
「
自
体
相
用
」
の
解
釈
で
は
、「
諸
仏
」
を
如
来
と
解
釈
し
て
い
た
。
こ
の
理
解
に
は
立
義
分
の
解

釈
に
あ
る
衆
生
の
理
解
が
根
底
に
あ
り
、
真
如
門
の
修
行
者
を
指
示
し
て
い
た
。
最
後
に
、
迴
向
頌
の
解

釈
で
は
、「
諸
仏
」
を
如
来
で
は
な
く
不
二
摩
訶
衍
法
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
諸
仏
の
理
解
と
は
異
な
っ
て
い

た
。
実
は
諸
仏
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
す
る
の
は
こ
こ
の
み
で
、
明
ら
か
に
こ
の
箇
所
の
み
「
諸
仏
」
の
見

方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
と
言
う
の
が
、
真
如
の
普
遍
性
に
つ

い
て
、
そ
の
対
象
を
三
十
三
法
門
の
修
行
者
（
八
種
の
修
行
者
）
と
し
な
が
ら
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
功
徳

を
廻
ら
そ
う
と
説
い
て
い
る
箇
所
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
想
定
で
き
る
の
は
、
立
義
分
と
「
自
体

相
」
の
解
釈
の
「
諸
仏
」
、
つ
ま
り
将
来
成
仏
す
る
修
行
者
（
未
来
仏
）
を
、
こ
こ
で
は
成
仏
を
見
越
し
た

表
現
と
し
て
文
字
通
り
諸
仏
と
し
、
且
つ
不
二
摩
訶
衍
法
を
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
ま
で
の
不
二
摩
訶
衍
法
に
対
す
る
理
解
を
整
理
す
れ
ば
、「
如
来
」
と
は
『
分
流
華
厳
経
』
の
説
に

登
場
す
る
、
三
種
世
間
を
身
心
と
な
す
毘
盧
遮
那
仏
を
如
来
の
心
と
し
て
見
て
、
真
如
門
の
修
行
者
と
想

定
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
生
滅
門
で
は
修
行
者
を
邪
定
聚
・
十
億
八
万
六
千
種
、
不

定
聚
・
三
十
種
、
正
定
聚
・
一
百
二
十
種
と
、
異
生
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
っ
た
修
行
者
が
存
在
す

る
と
説
く
が
４
６

、
真
如
門
の
場
合
は
、
覚
者
や
清
浄
解
脱
者
と
す
る
の
み
で
数
や
ど
の
よ
う
な
仏
身
観
を

想
定
し
て
い
る
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。『
釈
論
』
は
「
如
来
」
を
毘
盧
遮
那
仏
と
い
う
単
体
の
仏
を
対
象

と
し
て
い
た
と
理
解
す
る
に
は
違
和
感
が
あ
る
。 

 

そ
の
点
に
関
し
て
補
足
す
る
と
、
三
十
三
法
門
上
で
示
さ
れ
る
「
諸
仏
」
の
語
に
再
度
注
視
し
て
ほ
し

い
。
こ
れ
は
複
数
の
覚
者
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
生
滅
門
と
同
様
に
真
如
門
の
修
行
者
に
も
複

数
の
仏
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
筆
者
は
、『
釈
論
』
が
「
自
体
相
」
で

の
諸
仏
を
如
来
と
し
て
改
変
し
た
の
は
、
文
字
通
り
諸
仏
の
代
表
格
と
し
て
毘
盧
遮
那
仏
を
取
り
上
げ
た
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の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
如
来
を
修
行
者
と
す
る
意
味
を
考
え
る
と
、『
起
信
論
』
の
三
身
説
を
踏
襲
し
た
と

す
る
な
ら
、
肉
身
の
者
が
修
行
の
果
て
に
菩
提
を
得
た
者
、
つ
ま
り
報
身
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

那
須
説
は
こ
の
こ
と
を
意
図
し
て
述
べ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
詳
し
く
は
第
三
章
で
論
じ
た
い
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
『
釈
論
』
は
、
特
有
な
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
の
修
行
者
の
心
と
は
一
体
何
で
あ

る
の
か
を
問
題
視
し
て
、『
起
信
論
』
の
説
を
独
自
な
視
点
で
読
み
解
き
な
が
ら
、
上
は
如
来
か
ら
下
は
化

生
に
い
た
る
計
八
種
の
修
行
者
の
心
と
定
め
二
門
に
配
当
し
た
の
で
あ
る
。 

   
 

ま
と
め 

  

本
章
に
お
い
て
知
り
得
た
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
で
結
論
と
し
た
い
。「
衆
生
心
」
の
解
釈
に
お
い
て
登

場
す
る
「
如
来
」
と
は
、
『
釈
論
』
の
真
如
門
に
位
置
す
る
清
浄
解
脱
者
で
あ
り
、
『
華
厳
経
』
教
主
毘
盧

遮
那
仏
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
に
は
毘
盧
遮
那
仏
に
対
す
る
独
特

な
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
真
如
門
の
覚
者
が
毘
盧
遮
那
仏
の
み
を
指

示
し
て
い
る
の
か
は
、
生
滅
門
の
三
聚
諸
衆
生
と
同
様
に
、
諸
仏
の
代
表
格
と
し
て
毘
盧
遮
那
仏
を
当
て

は
め
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
真
如
門
と
生
滅
門
に
対
応
す
る
修
行
者
が
三
十
二
法
門
中
、
全

て
の
法
門
に
上
記
の
理
解
が
適
応
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。 

『
釈
論
』
は
毘
盧
遮
那
仏
を
報
身
と
し
て
見
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
よ
り
下
位
に
位
置
付
け
て
如
来
と
し

て
当
て
は
め
よ
う
と
し
た
と
推
察
す
る
。
そ
の
仏
は
一
体
ど
の
よ
う
な
仏
身
で
あ
る
か
は
、
現
段
階
で
は

『
起
信
論
』
の
法
報
応
の
三
身
説
を
踏
ま
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
が
、
詳
し
い
検
討
は
第
三
章

で
論
じ
た
い
。
加
え
て
、
従
来
さ
ま
ざ
ま
議
論
さ
れ
て
き
た
見
解
に
つ
い
て
も
批
判
的
に
検
証
し
、
如
来

に
つ
い
て
修
行
者
と
す
る
理
解
、
さ
ら
に
毘
盧
遮
那
仏
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
同
一
視
す
る
か
し
な
い
か
と

す
る
理
解
、
に
対
し
て
新
た
な
知
見
を
提
供
で
き
た
と
考
え
る
。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
衆
生
心
解
釈
」
（
『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一

六
年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
「
心
の
本
性
を
論
じ
る
と
い
う
立
場
か
ら
「
衆
生
心
」
を
か
く
取

り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
と
く
に
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。（
中
略
）
衆
生
の
「
心
」
を
、
凡
夫
・

二
乗
・
菩
薩
・
仏
の
境
位
に
一
貫
す
る
平
等
、
無
差
別
性
の
線
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、「
衆
生
」
と
「
心
」
の
関
係
を
示
す
一
例
と
し
て
「
菩
薩
」

の
語
義
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「b

o
d

h
i ―

citta
―

sa
ttv

a

の
関
連
に
お
い
て
、
「
菩
薩
」

の
語
義
解
釈
が
仏
性
の
思
想
や
如
来
蔵
の
思
想
と
結
合
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
」
（
春

秋
社
、
一
九
九
一
年
、
四
三
四
頁―

四
四
二
頁
）
と
す
る
。 

３ 

『
起
信
論
』
以
外
の
論
書
で
は
「
衆
生
」
に
つ
い
て
「
自
性
清
浄
心
」
と
説
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

そ
れ
は
『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』
巻
四
（
大
正
蔵
三
一
、
八
三
七
頁
上
）
、
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
十
四
（
大
正

蔵
三
一
、
二
五
九
頁
下
）
等
に
見
ら
れ
、
こ
れ
は
衆
生
と
い
う
迷
え
る
凡
夫
の
心
と
は
本
来
清
浄
な
心
で

あ
る
と
す
る
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
内
容
が
『
起
信
論
』
の
場
合
に
お
い
て
も
、「
衆
生
」

と
は
「
自
性
清
浄
心
」
と
す
る
表
現
と
し
て
登
場
し
て
い
る
（
『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
、
大
正
蔵
三
二
、
五

七
六
頁
下
）
。
ま
た
「
一
心
」
に
つ
い
て
も
「
法
身
如
来
之
蔵
」
と
説
い
て
い
る
（
巻
一
、
大
正
蔵
三
二
、

五
七
九
頁
上
）。
本
研
究
で
は
『
釈
論
』
の
衆
生
心
の
解
釈
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
釈
論
』
も
同

様
に
本
論
の
立
場
を
意
識
し
て
お
り
、
衆
生
や
衆
生
心
と
い
っ
た
表
記
に
お
け
る
考
え
方
に
は
差
は
な
い

と
思
わ
れ
る
（
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
三
、
大
正
蔵
三
二
、
六
一
五
頁
上
、
六
一
九
頁
中
）
。 
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４ 

『
起
信
論
』
の
思
想
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
第

一
人
者
と
言
わ
れ
る
高
崎
直
道
の
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
）
お
よ
び
『
大

乗
起
信
論
・
楞
伽
経
』
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
詳
し
い
。 

５ 

『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
代
表
的
な
「
起
信
論
の
三
疏
」
と
称
さ
れ
る
、
慧
遠
『
起
信
論
義
疏
』
巻
一

（
大
正
蔵
四
四
、
一
七
九
頁
中
）
、
元
暁
『
起
信
論
疏
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
四
、
二
〇
六
頁
上
）
、
法
蔵
『
大

乗
起
信
論
義
記
』
巻
一
（
大
正
蔵
四
四
、
二
五
〇
頁
中
）
に
は
、「
衆
生
心
」
を
『
釈
論
』
の
よ
う
に
解
釈

す
る
点
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

６ 

『
釈
論
』
に
お
け
る
研
究
で
は
森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
）

や
那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
碩
学
の
成
果
が
あ
る
。
し
か

し
本
章
で
問
題
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
加
え
ら
れ
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
末
釈
に
つ
い

て
も
、
本
稿
で
取
り
扱
う
問
題
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

７ 

本
多
隆
仁
「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
真
如
門
と
生
滅
門
」（
『
智
山
学
報
』
四
八
、
一
九
九
九
年
、
五
五

頁―

五
七
頁
） 

８ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
一
切
凡
夫
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
諸
仏
、
無
有
増
減
。」（
大
正
蔵
三
二
、
五

七
九
頁
上
） 

９ 

早
川
道
雄
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
法
」
と
「
門
」
」
（
『
密
教
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
一
〇
年
、

五
八
頁―

五
九
頁
）
、
同
著
『
釈
摩
訶
衍
論
の
新
研
究
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
九
年
、
四
八
頁―

五
六

頁
） 

１
０ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
論
曰
。
衆
有
四
種
。
云
何
為
四
。
一
者
一
切
如
來
衆
。
二
者
一
切
菩
薩
衆
。

三
者
一
切
声
聞
衆
。
四
者
一
切
縁
覚
衆
。
是
名
為
四
衆
。
生
有
四
種
。
云
何
為
四
。
一
者
卵
生
。
二
者
胎

生
。
三
者
湿
生
。
四
者
化
生
。
是
名
為
四
生
。
過
數
故
衆
。
受
生
故
生
。
是
一
法
界
心
。
彼
八
処
中
周
遍

圓
滿
。
不
可
分
析
不
可
離
散
。
唯
是
一
体
唯
是
一
相
。
以
四
種
衆
摂
諸
聖
尽
。
以
四
種
生
摂
諸
凡
尽
。
」（
大

正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
下
） 

１
１ 

柏
木
弘
雄
「『
大
乗
起
信
論
』
に
お
け
る
法
と
義
」（
『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七

七
年
、
二
九
五
頁
） 

１
２ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
衆
生
心
者
猶
如
於
鏡
。
鏡
若
有
垢
。
色
像
不
現
。
如
是
衆
生
心
若
有
垢
。

法
身
不
現
故
。」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
一
頁
下
） 

１
３ 

高
崎
直
道
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
Ⅰ
』
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
）
「
如
来
蔵
思
想
の
定
義
」
に
詳
し

い
。 

１
４ 

仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
大
方
等
如
来
蔵
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
六
、
四
五
七
頁
下
）
本
経
は
四
二
〇
年
に

訳
出
さ
れ
て
い
る
。 

１
５ 

不
空
訳
『
大
方
等
如
来
蔵
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
六
、
四
六
一
頁
下
） 

１
６ 

『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』
巻
一
「
如
来
蔵
者
。
是
法
界
蔵
。
法
身
蔵
。（
中
略
）
此
自
性

清
浄
如
来
蔵
。」
（
大
正
蔵
十
二
、
二
二
二
頁
中
） 

１
７ 

『
同
右
』
巻
一
「
若
於
無
量
煩
悩
蔵
所
纏
如
来
蔵
不
疑
惑
者
。
於
出
無
量
煩
悩
蔵
法
身
亦
無
疑
惑
。

於
説
如
来
蔵
。」
（
大
正
蔵
十
二
、
二
二
一
頁
中
） 

１
８ 

『
仏
説
不
増
不
減
経
』
巻
一
「
衆
生
界
者
即
是
如
来
蔵
。
如
来
蔵
者
即
是
法
身
。」
（
大
正
蔵
十
六
、

四
六
七
頁
上
） 

１
９ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
論
曰
。
衆
有
四
種
。
云
何
為
四
。
一
者
一
切
如
来
衆
。
二
者
一
切
菩
薩
衆
。

三
者
一
切
声
聞
衆
。
四
者
一
切
縁
覚
衆
。
是
名
為
四
衆
。
生
有
四
種
。
云
何
為
四
。
一
者
卵
生
。
二
者
胎

生
。
三
者
湿
生
。
四
者
化
生
。
是
名
為
四
生
。
過
数
故
衆
。
受
生
故
生
。
是
一
法
界
心
。
彼
八
処
中
周
遍

円
満
。
不
可
分
析
不
可
離
散
。
唯
是
一
体
唯
是
一
相
。
以
四
種
衆
摂
諸
聖
尽
。
以
四
種
生
摂
諸
凡
尽
。
馬

鳴
論
師
為
顕
一
心
広
大
円
満
。
名
為
衆
生
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
下
） 

２
０ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
二
二
頁
） 

２
１ 

『
同
右
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
二
二
頁
） 
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２
２ 
『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
真
如
自
体
相
者
。
一
切
凡
夫
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
諸
仏
、
無
有
増
減
。

非
前
際
生
。
非
後
際
滅
。
畢
竟
常
恒
。
従
本
已
来
。
性
自
満
足
一
切
功
徳
。（
中
略
）
乃
至
満
足
無
有
所
少

義
故
。
名
為
如
来
蔵
。
亦
名
如
来
法
身
。」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
九
頁
上
） 

２
３ 

『
同
右
』
巻
一
「
此
用
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
依
分
別
事
識
。
凡
夫
、
二
乘
心
所
見
者
。
名
為

応
身
。（
中
略
）
二
者
依
於
業
識
。
謂
諸
菩
薩
従
初
発
意
。
乃
至
菩
薩
究
竟
地
。
心
所
見
者
。
名
為
報
身
。」

（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
九
頁
中―

下
） 

２
４ 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
註
『
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
四
八
七
頁
） 

２
５ 

『
釈
論
』
で
は
『
起
信
論
』
の
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
説
を
そ
れ
は
そ
れ
と
し
つ
つ
、
法
身
・

応
身
・
化
身
と
し
て
説
い
て
い
く
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
解
に
よ
る
も
の
な
の
か
も
一
考
す
べ
き
問
題

で
あ
り
、
第
三
章
に
て
検
討
を
加
え
た
い
。 

２
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
六
「
復
次
真
如
自
体
相
者
者
。
即
是
総
標
体
相
二
義
。
自
此
已
下
別
釈
散
説
。

初
説
体
大
。
云
何
名
為
五
人
平
等
門
。
謂
真
如
自
体
通
於
五
人
。
平
等
平
等
無
差
別
故
。
云
何
名
為
五
種

仮
人
。
一
者
凡
夫
。
二
者
声
聞
。
三
者
縁
覚
。
四
者
菩
薩
。
五
者
如
来
。
是
名
為
五
。
如
是
五
名
。
人
自

是
五
真
自
唯
一
。（
中
略
）
五
人
平
等
亦
復
如
是
。
於
諸
人
中
無
有
増
減
故
。
如
本
一
切
凡
夫
声
聞
縁
覚
菩

薩
諸
仏
無
有
増
減
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
四
〇
頁
下
） 

２
７ 

本
多
隆
仁
「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
真
如
門
と
生
滅
門
」
（
『
智
山
学
報
』
四
八
、
一
九
九
九
年
、
五

七
頁
） 

２
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上―

下
）
、
拙
論
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る

「
迴
向
遍
布
門
」
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
〇
、
二
〇
一
一
年
） 

２
９ 

『
同
右
』
巻
十
「
言
諸
仏
者
。
則
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
所
以
者
何
。
此
不
二
法
形
於
彼
仏
其
徳
勝
故
。

大
本
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
其
円
円
海
徳
諸
仏
勝
。
故
其
一
切
仏
不
能
成
就
円
円
海
劣
故
。
若
尓
何
故

分
流
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
盧
舎
那
仏
三
種
世
間
為
其
身
心
。
三
種
世
間
摂
法
無
余
。
彼
仏
身
心
亦
復

無
有
所
不
摂
焉
。
盧
舎
那
仏
雖
摂
三
世
間
。
而
摂
不
摂
故
。
是
故
無
過
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上
）

な
お
、
引
用
し
た
「
円
円
海
徳
」
の
「
徳
」
の
語
に
つ
い
て
は
「
得
」
と
す
る
本
も
存
在
す
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
石
井
公
成
は
著
書
（
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
三
頁
）
の
な
か
で
、「
円

円
海
徳
の
諸
仏
は
勝
れ
た
り
。
其
の
一
切
仏
は
円
円
海
を
成
就
す
る
能
は
ず
。
劣
な
る
が
故
に
（
円
円
海

徳
諸
仏
勝
。
其
一
切
仏
不
能
成
就
円
円
海
。
劣
故
）
と
あ
る
高
野
版
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
一
般
に
諸
仏

よ
り
優
れ
た
円
円
海
徳
の
諸
仏
と
は
密
教
の
諸
仏
を
指
す
と
解
釈
し
た
人
物
、
な
い
し
そ
う
し
た
解
釈
に

基
づ
い
て
原
テ
キ
ス
ト
を
高
野
版
の
形
に
改
変
し
た
人
物
が
い
た
た
め
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

３
０ 

『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
五
、
一
二
二
頁
上
） 

３
１ 

那
須
政
隆
『
弁
顕
密
二
教
論
の
解
説
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
九
四
頁―

九
五
頁
） 

３
２ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
六
頁
） 

３
３ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
八
三
二
頁
） 

３
４ 

中
村
本
然
（
正
文
）「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
」「
確
か
に
『
釈
論
』
中

に
説
か
れ
る
不
二
性
徳
円
満
海
に
仏
は
華
厳
経
の
教
主
た
る
盧
舎
那
仏
を
超
え
た
存
在
と
明
か
さ
れ
て
は

い
る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
沈
黙
せ
る
仏
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
た
だ

現
段
階
に
お
い
て
少
な
く
と
も
云
え
る
事
は
、
密
家
に
よ
る
『
釈
論
』
の
註
釈
は
真
言
教
学
の
上
に
成
立

す
る
と
こ
ろ
の
釈
摩
訶
衍
論
観
（
不
二
摩
訶
衍
観
）
で
あ
り
、『
釈
論
』
自
体
の
思
想
内
容
か
ら
見
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（
『
密
教
学
研
究
』
十
五
、
一
九
八
三
年
、
一
四
〇
頁―

一
四
一

頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

３
５ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』「
廻
向
偈
に
言
う
「
諸
仏
」
と
は
い
わ
ゆ
る
諸
仏
で
は
な
く
、
不
二

摩
訶
衍
法
だ
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
大
本
の
「
華
厳
契
経
」
な
る
経
典
に
は
「
円
円
海
は
優
れ
て
い

る
た
め
諸
仏
を
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
の
一
切
仏
は
劣
っ
て
い
る
た
め
円
円
海
を
成
就
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
説
か
れ
て
い
る
た
め
だ
と
す
る
の
だ
が
、
こ
の
引
用
部
分
に
し
て
も
、
廻
向
偈
に
言
う
「
諸

仏
」
と
は
実
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
指
す
と
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
ほ
か
な
ら
な
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い
優
れ
た
「
諸
仏
」
が
存
在
す
る
と
説
い
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
優
れ
た
諸
仏
の
存
在
を
強
調
す
る
解
釈

が
生
ま
れ
た
の
は
、「
円
円
海
徳
の
諸
仏
は
勝
れ
た
り
。
其
の
一
切
仏
は
円
円
海
を
成
就
す
る
能
は
ず
。
劣

な
る
が
故
に
（
中
略
）
」
と
あ
る
高
野
版
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
一
般
に
諸
仏
よ
り
優
れ
た
円
円
海
徳
の
諸

仏
と
は
密
教
の
諸
仏
を
指
す
と
解
釈
し
た
人
物
な
い
し
そ
う
し
た
解
釈
に
基
づ
い
て
原
テ
キ
ス
ト
を
高
野

版
の
形
に
改
変
し
た
人
物
が
い
た
た
め
で
あ
る
。
」
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
一
頁―

三
九
二
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
。 

３
６ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
六
頁
） 

３
７ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
八
三
二
頁
）
那
須
の
別
の
著
書

で
あ
る
『
弁
顕
密
二
教
論
の
解
説
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
九
六
頁
）
に
は
、
「
報
身
仏
た
る

教
主
盧
舎
那
仏
が
、
無
限
世
界
な
る
三
種
世
間
を
包
摂
し
尽
す
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
果
分
の
不
二
法
界

を
摂
し
尽
す
意
味
で
は
な
く
、
因
分
の
世
界
を
摂
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
因
分
の
世
界
は
摂
し

得
る
が
、
果
分
の
世
界
は
摂
し
得
な
い
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、『
大
本
契
経
』
に
、
因
分
報
身
の

盧
舎
那
仏
は
、
果
分
不
二
の
法
を
証
得
し
得
な
い
と
言
い
、
今
ま
た
教
主
盧
舎
那
仏
は
三
種
世
間
を
尽
し

て
余
す
所
な
し
と
言
っ
て
も
、
そ
の
両
説
は
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
、
異
な
る
見
解

を
示
し
て
い
る
。 

３
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
二
頁
下
） 

３
９ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
三
頁
下―

五
九
四
頁
中
） 

４
０ 

拙
論
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
の
意
義
」（
『
印
仏
研
』
六
四―

一
、
二
二
四
頁

―

二
二
七
頁
） 

４
１ 

塚
本
賢
暁
編
著
『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
三
九
〇
頁
） 

４
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
「
論
曰
。
言
説
有
五
。
云
何
為
五
。
一
者
相
言
説
。
二
者
夢
言
説
。
三
者
妄

執
言
説
。
四
者
無
始
言
説
。
五
者
如
義
言
説
。（
中
略
）
如
是
五
中
前
四
言
説
。
虛
妄
説
故
不
能
談
真
。
後

一
言
説
。
如
実
説
故
得
談
真
理
。
馬
鳴
菩
薩
據
前
四
故
。
作
如
是
説
。
離
言
説
相
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六

〇
六
頁
上
） 

４
３ 

『
同
右
』
巻
二
「
心
量
有
十
。
云
何
為
十
。
一
者
眼
識
心
。
二
者
耳
識
心
。
三
者
鼻
識
心
。
四
者
舌

識
心
。
五
者
身
識
心
。
六
者
意
識
心
。
七
者
末
那
識
心
。
八
者
阿
梨
耶
識
心
。
九
者
多
一
識
心
。
十
者
一

一
識
心
。
如
是
十
中
。
初
九
種
心
不
縁
真
理
。
後
一
種
心
得
縁
真
理
而
為
境
界
。
今
據
前
九
作
如
是
説
。

離
心
縁
相
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
六
頁
中
） 

４
４ 

那
須
政
隆
『
弁
顕
密
二
教
論
の
解
説
』「
盧
舎
那
仏
」
に
つ
い
て
「
華
厳
宗
で
は
毘
盧
舎
那
仏
を
法
身

と
し
、
盧
舎
那
仏
を
報
身
と
し
、
釈
迦
を
応
身
と
す
る
か
ら
、『
華
厳
経
』
の
教
主
た
る
盧
舎
那
仏
は
報
身

で
あ
る
。
」
（
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
九
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
吉
田
宏
晢
「
弘
法
大
師
教

学
と
華
厳
思
想
」
（
『
密
教
体
系
』
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
、
三
七
九
頁
）
吉
田
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
八
十

華
厳
「
華
厳
世
界
品
五
之
一
」
に
説
か
れ
る
毘
盧
遮
那
は
娑
婆
世
界
の
仏
で
あ
り
、
そ
の
仏
が
修
行
に
よ

り
成
道
し
た
の
は
、
無
量
劫
に
亘
り
菩
薩
行
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
説
は
蔵
漢
い
ず
れ
の
『
華

厳
経
』
に
繰
り
返
し
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
仏
は
報
身
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
、

吉
田
叡
禮
「
華
厳
宗
形
成
の
基
盤
」
（
『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
七
中
国
Ⅱ
隋
唐 

興
隆
・
発
展
す
る
仏
教
』
佼

成
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
六
六
頁
）
に
は
『
華
厳
経
』
の
教
主
で
あ
る
仏
は
、
肉
身
を
も
つ
釈
迦
と

し
て
で
は
な
く
、
時
空
を
超
え
た
宇
宙
の
真
理
を
具
現
化
し
た
法
身
仏
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。 

４
５ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
「
若
人
、
専
念
西
方
極
楽
世
界
、
阿
弥
陀
仏
。
所
修
善
根
、
迴
向
願
求
生
彼

世
界
。
即
得
往
生
、
常
見
仏
故
、
終
無
有
退
。
若
観
彼
仏
真
如
法
身
、
常
勤
修
習
。
畢
竟
得
生
、
住
正
定

故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
六
頁
上
）
。『
大
乗
起
信
論
』
（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
三
頁
上
）
。 

４
６ 

『
同
右
』
巻
一
「
因
縁
総
相
者
。
総
挙
能
化
教
法
出
興
門
。
謂
為
八
種
根
本
総
体
作
正
因
縁
。
故
言

因
縁
総
。
為
二
十
四
種
分
離
別
相
作
正
因
縁
。
故
言
因
縁
相
。
三
十
二
種
総
別
法
相
。
立
義
分
中
自
当
顕

説
。
為
令
衆
生
者
。
総
挙
所
化
衆
生
分
際
門
。
謂
摂
邪
定
聚
十
億
八
万
六
千
種
衆
生
。
不
定
聚
三
十
種
衆
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生
。
正
定
聚
一
百
二
十
種
衆
生
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
八
頁
上―

中
） 
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第
二
章 

「
方
便
」・「
正
体
」
と
い
う
二
種
の
「
金
剛
喩
定
」
に
つ
い
て
１ 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

 

『
釈
論
』
は
三
十
三
法
門
と
い
う
特
有
の
思
想
を
説
く
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
本
章
で
は
そ
の
特
有
の
思

想
が
示
す
修
行
の
階
梯
と
密
接
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
金
剛
喩
定
」
に
つ
い
て
検
討
し
、『
釈
論
』
の

修
行
道
論
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
も
と
よ
り
、『
起
信
論
』
に
は
金
剛
喩
定
と
い
う
語
は
説
か
れ
て
い
な
い

２

。
し
か
し
、『
釈
論
』
に
は
『
起
信
論
』
所
説
の
「
始
覚
」
と
「
無
明
」
の
関
係
を
説
く
箇
所
で
述
べ
ら

れ
、
そ
こ
で
は
「
方
便
」
と
「
正
体
」
の
二
種
の
金
剛
喩
定
３

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
釈
論
』
が
『
起

信
論
』
以
外
の
典
籍
か
ら
金
剛
喩
定
説
を
受
容
し
て
解
釈
に
応
用
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
も
そ
も
金
剛
喩
定
と
は
、
















の
訳
語
で
あ
り
、
そ
の
概
念
は
阿
羅
漢
向
か
ら
阿

羅
漢
果
へ
と
修
行
し
た
行
者
が
成
道
へ
と
行
き
着
く
直
前
の
三
摩
地
、
す
な
わ
ち
煩
悩
を
滅
し
て
解
脱
の

最
終
段
階
に
入
る
三
昧
で
あ
る
。
そ
の
概
念
の
嚆
矢
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
に
お
い
て
見
ら
れ
、
仏
教
思
想

上
に
お
い
て
不
可
欠
な
概
念
と
し
て
定
着
し
て
い
く
４

。
つ
ま
り
金
剛
喩
定
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
か
ら
大
乗
に

留
ま
ら
ず
密
教
の
行
法
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
き
、
悟
り
を
求
め
る
す
べ
て
の
者
に
修
行
階
梯
を
説
明
す

る
た
め
の
重
要
な
理
念
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
『
釈
論
』
の
修
行
道
論
の
検
討
で
は
、
有
名
な
「
五
重
問
答
」
の
説
を
中
心
に
「
不
二
摩
訶

衍
法
」
と
の
関
係
を
論
じ
る
の
が
一
般
化
し
、
金
剛
喩
定
が
な
ぜ
説
か
れ
、
そ
れ
が
三
十
三
法
門
と
ど
の

よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
５

。
本
章
で
は
、『
釈
論
』
が―

預
流
・

一
来
・
不
還
・
阿
羅
漢
の
四
向
四
果―

部
派
の
思
想
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
三
十
三
法
門
で
対
象
と
す
る
卵
・

胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
と
関
連
付
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
修
行
道
論
を
二
種
の
金

剛
喩
定
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。 

   
 

第
二
節 

ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
か
ら
大
乗
仏
教
の
「
金
剛
喩
定
」
説
概
観 

  
 
 

第
一
項 

「
金
剛
喩
定
」
の
は
じ
ま
り 

  

金
剛
喩
定
と
は
、
修
行
者
が
解
脱
へ
い
た
る
最
終
段
階
に
入
る
三
昧
・
定
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
解
脱
と
同
一
視
さ
れ
が
ち
だ
が
直
前
の
段
階
を
い
う
も
の
で
、
そ
の
語
の
表
記
に
つ
い
て
も
経
論
に
よ

っ
て
「
金
剛
三
昧
」
６

、
「
金
剛
三
摩
提
」
７

、
「
金
剛
喩
三
昧
」
８

等
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
表

記
が
一
定
で
は
な
い
。
こ
の
金
剛
喩
定
の
研
究
で
は
、
す
で
に
室
寺
義
仁
と
渡
辺
章
悟
の
論
考
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
両
氏
の
成
果
を
参
考
と
し
な
が
ら
、『
釈
論
』
の
金
剛
喩
定
理
解
ま
で
に
至
る
道
程
を
概
観
す
る

こ
と
に
し
た
い
。 

そ
こ
で
ま
ず
、
室
寺
と
渡
辺
で
共
通
す
る
点
を
あ
げ
る
と
、















を
指
す
金
剛
喩
定

の
単
語
の
仏
教
術
語
は
パ
ー
リ
仏
典
に
は
無
く
９

、
『
増
支
部
』
に
お
い
て
「
金
剛
に
喩
え
ら
れ
る
心
」











に
関
わ
る
説
示
が
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
１
０

。
そ
の
内
容
を
略
説
す
る
と
、
①
漏
瘡
喩

心
（
燗
傷
に
喩
え
ら
れ
る
心
を
も
っ
た
人
）

















、
②
電
光
喩
心
（
稲
光
に
喩
え

ら
れ
る
心
を
持
っ
た
人
）















、
③
金
剛
喩
心
（
金
剛
に
喩
え
ら
れ
る
心
を
持
っ
た
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人
）















で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
①
は
怒
り
や
す
い
人
、
②
仏
道
に
入
っ
た
人
、

③
修
行
の
最
終
段
階
で
あ
る
漏
尽
が
な
い
人
、
と
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
③
の
金
剛
喩
心
を
持
っ
た
人
と

は
無
漏
の
心
解
脱
と
慧
解
脱
を
獲
得
し
た
者
を
指
す
。
そ
の
よ
う
な
者
の
心
を
、
金
剛
が
珠
・
石
と
い
っ

た
固
い
宝
石
を
裁
断
す
る
よ
う
な
も
の
と
い
う
譬
喩
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
こ
で
説
か
れ

る
金
剛
と
は
宝
石
に
描
写
さ
れ
た
煩
悩
を
断
滅
す
る
象
徴
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
精
神
集
中
を
目
的
と
し

て
説
く
金
剛
喩
定
を
指
示
し
た
も
の
で
な
い
た
め
、
原
初
的
な
点
の
み
で
関
連
が
あ
る
に
留
ま
る
と
い
え

る
。 こ

の
金
剛
喩
定
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
漢
訳
論
書
に
お
い
て
登
場
し
、
ど
の
よ
う
な
人
物
に
よ
り
明
確
な

位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
室
寺
は
、
現
存
す
る
北
伝
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
の
な
か
で
、

修
行
者
が
解
脱
の
最
終
段
階
に
入
る
三
昧
が
金
剛
喩
定
で
あ
る
と
明
記
し
た
の
は
、
旧
訳
六
十
巻
本
『
毘

婆
沙
論
』
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
法
勝
が
『
阿
毘
曇
心
論
』
（
以
下
『
心
論
』
）
に
お
い
て
、
ア
ビ
ダ
ル
マ

の
教
義
の
中
で
「
見
道
」
と
そ
れ
に
続
く
「
修
道
」
と
の
明
確
な
区
分
を
意
識
し
て
、「
修
道
」
の
最
終
段

階
に
の
み
こ
の
定
を
位
置
付
け
る
と
い
う
、
新
た
な
術
語
的
価
値
付
け
を
行
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
１
１

。

 

こ
の
他
に
も
室
寺
は
「
金
剛
」
に
喩
え
ら
れ
る
精
神
集
中
と
い
う
も
の
が
、
ブ
ッ
ダ
自
身
の
瞑
想
の
第

四
段
階
（
第
四
禅
）
に
お
け
る
「
漏
尽
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
明
確
化
し
た
の
も
法
勝
で
あ
る
と
も

指
摘
し
て
い
る
１
２

。
こ
の
よ
う
に
『
毘
婆
沙
論
』
で
は
、
阿
羅
漢
果
に
到
達
す
る
直
前
の
「
見
道
」
と
「
修

道
」
の
「
道
」
を
断
じ
る
終
局
面
が
、
金
剛
喩
定
だ
と
す
る
１
３

。 

 
 
 

第
二
項 

小
乗
か
ら
大
乗
に
お
け
る
「
金
剛
喩
定
」
説 

  

で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
基
に
小
乗
か
ら
大
乗
に
お
け
る
「
金
剛
喩
定
」
説
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
毘
婆
沙
論
』
で
は
、
阿
羅
漢
果
に
到
達
す
る
直
前

の
「
見
道
」
と
「
修
道
」
の
「
道
」
を
断
じ
る
終
局
面
が
、
金
剛
喩
定
だ
と
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

阿
羅
漢
果
を
得
る
の
は
金
剛
喩
定
の
み
に
よ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
法
勝
の
『
心
論
』
で
は
「
見

道
」
と
「
修
道
」
の
内
で
後
者
の
終
局
面
で
あ
る
「
第
九
無
碍
道
た
る
最
後
の
学
心
」
の
み
を
金
剛
喩
定

と
し
、
そ
こ
で
最
初
に
獲
得
す
る
智
慧
を
尽
智
で
あ
り
無
学
智
と
規
定
し
て
い
く
１
４

。
つ
ま
り
、
法
勝
は

ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
四
向
四
果
の
八
輩
の
内
、
「
見
道
」
と
は
預
流
向
、
「
修
道
」
と
は
預
流
果
か
ら
阿

羅
漢
向
、
阿
羅
漢
果
を
「
無
学
位
」
と
す
る
理
解
を
、
阿
羅
漢
向
か
ら
阿
羅
漢
果
へ
と
い
た
る
最
終
地
点

の
み
を
無
碍
道
（
無
間
道
）
と
し
て
、
金
剛
喩
定
（
無
学
智
・
無
学
果
）
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
１
５

。
さ

ら
に
法
勝
は
以
下
の
よ
う
に
も
説
い
て
い
く
（
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
）
。 

  
 

金
剛
喩
は
、
最
後
の
学
心
と
共
に
相
応
し
共
に
有
る
を
名
づ
く
。
第
四
禅
の
所
摂
な
り
。
是
れ
を
修 

 
 

定
の
漏
尽
と
説
く
。
何
の
義
な
り
や
。
此
れ
如
来
の
自
ら
已
に
説
き
た
ま
え
り
。
１
６ 

  

「
最
後
の
学
心
」
で
あ
る
金
剛
喩
定
と
は
第
四
禅
で
あ
る
と
し
、
そ
の
根
拠
を
如
来
、
す
な
わ
ち
ブ
ッ

ダ
の
所
説
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
金
剛
喩
定
が
「
修
定
の
漏
尽
」、
修
道
に
よ
っ
て
煩
悩
を
断
尽
し
た

定
で
あ
り
、
そ
れ
が
如
来
と
し
て
説
か
れ
る
ブ
ッ
ダ
の
成
道
し
た
際
の
最
後
の
瞑
想
・
禅
定
の
四
番
目
で

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、『
心
論
』
に
登
場
し
て
い
た
「
尽
智
」
と
今
引
用
し
た
説
に
示
さ

れ
る
「
漏
尽
」
の
関
係
を
考
え
る
と
、
尽
智
と
は
無
学
果
で
あ
る
無
学
の
位
に
入
っ
た
行
者
が
段
階
（
次
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第
）
を
経
て
獲
得
す
る
最
初
の
智
慧
で
あ
り
、
漏
尽
と
は
無
学
の
位
に
入
る
た
め
に
断
尽
さ
れ
る
べ
き
煩

悩
を
意
味
す
る
と
理
解
で
き
る
。
二
種
の
関
係
は
金
剛
喩
定
を
媒
介
と
し
て
漏
尽
即
断
（
＝
金
剛
喩
定
）

尽
智
と
い
う
概
念
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
「
最
初
の
無
学
智
」
と
あ
る
よ
う
に

尽
智
に
続
く
智
慧
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
の
も
見
逃
せ
な
い
。 

こ
の
無
学
智
に
つ
い
て
も
法
勝
は
、
尽
智
と
無
生
智
の
二
種
が
無
学
智
で
あ
り
、
そ
の
境
界
を
「
第
四

門
」
と
説
い
て
い
る
１
７

。
こ
の
よ
う
に
法
勝
は
金
剛
喩
定
に
入
り
最
初
に
無
学
智
と
し
て
尽
智
を
得
て
、

次
第
に
無
生
智
を
得
る
と
い
う
構
造
な
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
心
論
』
で
は
ア
ビ
ダ
ル
マ

に
お
い
て
、
四
向
四
果
の
修
行
者
が
歩
ん
で
獲
得
す
る
、
有
漏
智
と
無
漏
智
を
含
め
た
十
智
（
世
俗
・
法
・

類
・
苦
・
集
・
滅
・
道
・
他
心
・
尽
・
無
生
）
あ
る
内
の
最
後
の
尽
智
と
無
生
智
を
意
識
し
、
十
智
の
構

造
を
金
剛
喩
定
理
解
に
組
み
込
ん
で
い
る
１
８

。 

で
は
、
小
乗
の
金
剛
喩
定
が
大
乗
で
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
渡
辺
は
室
寺

の
大
乗
経
典
で
金
剛
喩
定
と
い
う
用
語
が
初
め
て
現
れ
た
の
が
、『
二
万
五
千
頌
般
若
』
で
あ
る
と
す
る
指

摘
を
踏
ま
え
て
１
９

、
『
八
千
頌
般
若
』
に
お
い
て
も
金
剛
喩
定
に
関
連
す
る
表
現
が
見
出
さ
れ
る
と
す
る

新
た
な
知
見
を
呈
示
し
た
。
そ
れ
は
『
八
千
頌
般
若
』
に
対
応
す
る
漢
訳
諸
本
の
内
、
最
古
の
訳
『
道
行

般
若
』
や
『
大
明
度
無
極
』
等
で
は
、
三
昧
や
金
剛
喩
定
と
対
応
す
る
名
称
が
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
後

代
の
訳
で
あ
る
『
小
品
般
若
波
羅
蜜
』
２
０

（
四
〇
八
年
）
と
『
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
多
』
２
１

（
九

八
五
年
）
に
は
、
対
応
す
る
訳
語
が
確
認
で
き
る
と
し
『
八
千
頌
般
若
』
に
も
金
剛
喩
定
を
想
定
し
た
説

が
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
２
２

。 

 

続
け
て
渡
辺
は
、
小
品
系
般
若
か
ら
発
達
し
た
大
品
系
般
若
に
お
い
て
、
金
剛
喩
定
の
用
例
が
急
増
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
以
下
『
大
般
若
』）
を
中
心
に
分
析
し
て
い
る
。
特
に

金
剛
喩
定
に
つ
い
て
、
煩
悩
を
断
尽
し
た
こ
と
を
知
る
智
慧
で
あ
る
「
尽
智
」
と
の
関
連
か
ら
精
査
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、『
大
般
若
』
で
は
尽
智
と
い
う
も
の
を
十
一
智
（
苦
・
集
・
滅
・
道
・
尽
・
無
生
・
法
・

類
・
世
俗
・
他
心
・
如
説
〔
如
実
〕
）
２
３

の
一
つ
と
す
る
。
尽
智
と
無
生
智
の
関
係
を
見
る
と
、
無
所
得

を
方
便
と
し
て
貪
瞋
痴
の
三
毒
を
尽
き
る
の
を
知
る
智
を
尽
智
で
あ
る
と
し
、
無
所
得
を
方
便
と
し
有
趣

が
再
び
生
じ
な
い
こ
と
を
知
る
智
を
無
生
智
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
２
４

。 

双
方
と
も
無
所
得
を
方
便
と
す
る
点
で
共
通
し
て
お
り
、
本
経
で
は
そ
れ
ら
の
上
に
菩
薩
大
乗
の
智
慧

と
し
て
「
如
説
智
」
を
説
い
て
い
く
こ
と
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
心
論
』
が
二
種
の
智
を
「
第

四
禅
（
門
）
」
と
し
て
説
い
て
い
る
点
を
本
経
が
踏
襲
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
第
十
一
番
目
と
し
て
如
説
智
を

加
え
る
こ
と
で
、
大
乗
独
自
の
解
釈
を
付
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
二
種
の
智
以
外
に
説

く
「
如
説
智
」
が
ど
の
よ
う
な
智
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、『
般
若
経
』
で
は
如
説
智
を
、
如
来
が
所

有
す
る
智
で
三
智
の
一
つ
で
あ
る
「
一
切
相
智
」
と
す
る
の
で
あ
る
２
５

。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は

『
釈
論
』
の
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。 

   
 

第
三
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
五
つ
の
階
位
と
「
金
剛
喩
定
」
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
―

「
因
満
位
」
と
「
果
満
位
」―

 

 

『
釈
論
』
は
二
種
の
金
剛
喩
定
を
示
す
前
に
２
６

、
『
起
信
論
』
の
始
覚
と
無
明
の
関
係
を
説
く
箇
所
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
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論
じ
て
曰
く
。
前
後
の
次
第
と
は
、
一
つ
に
は
滅
相
、
二
つ
に
は
異
相
、
三
つ
に
は
住
相
、
四
つ
に

 
 

は
生
相
な
り
。
是
く
の
如
く
の
四
相
は
、
智
慧
の
量
に
随
い
て
増
減
不
同
な
り
、
此
の
義
い
か
ん
。

 
 

信
位
の
人
は
一
を
欠
し
て
三
を
具
し
、
三
賢
の
人
は
二
を
欠
し
て
二
を
具
し
、（
中
略
）
第
十
地
の
中

 
 

に
は
麁
の
一
分
を
欠
し
て
細
の
一
分
を
具
す
、
如
来
地
の
中
に
は
、
四
相
都
て
無
く
し
て
究
竟
清
浄

 
 

な
る
を
以
て
な
り
。
是
の
故
に
説
い
て
増
減
不
同
と
言
う
。
２
７

 

衆
生
が
始
覚
か
ら
本
覚
に
い
た
る
ま
で
に
対
治
す
る
四
相
（
無
明
）
の
関
係
を
、
十
信
位
以
前
か
ら
如

来
地
ま
で
の
修
行
者
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
説
明
し
て
い
く
。
そ
の
四
相
と
対
治
す
る
衆
生
（
修
行
者
）
の

種
類
に
つ
い
て
も
智
慧
の
増
減
不
同
で
あ
る
と
す
る
２
８

。
続
け
て
、
『
釈
論
』
は
以
上
の
内
容
を
五
段
階

に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

 
 

次
に
随
釈
門
を
説
く
。
彼
の
四
相
に
依
り
て
覚
の
差
別
を
明
か
す
に
即
ち
五
位
有
り
、
云
何
が
五
と

 
 

な
す
。
一
に
は
十
信
位
、
二
に
は
三
賢
位
、
三
に
は
九
地
位
、
四
に
は
因
満
位
、
五
に
は
果
満
位
な

 
 

り
。
前
の
四
位
の
中
に
各
四
事
有
り
、
云
何
が
四
と
な
す
。
一
に
は
趣
向
行
者
、
二
に
は
修
行
因
相
、

 
 

三
に
は
行
因
果
相
、
四
に
は
熏
離
倶
相
な
り
。
第
五
位
の
中
に
唯
だ
三
事
有
り
、
云
何
が
三
と
な
す
。

 
 

一
つ
に
は
能
円
満
者
、
二
つ
に
は
対
治
行
相
、
三
つ
に
は
満
究
竟
相
な
り
、
其
の
次
第
の
如
く
説
相

 
 

観
ず
べ
し
。
２
９

 

『
釈
論
』
は
第
一
位
か
ら
四
位
の
各
段
階
で
対
象
と
す
る
行
者
・
修
因
・
行
果
等
を
示
し
て
い
る
。
順

に
述
べ
る
と
一
位
は
十
信
位
・
二
位
は
三
賢
位
・
三
位
は
九
地
位
・
四
位
は
因
満
位
と
果
満
位
の
者
を
対

象
と
す
る
。
最
後
の
五
位
に
つ
い
て
は
悟
り
の
究
極
形
態
と
し
て
「
能
円
満
者
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
各
五
段
階
の
説
示
を
考
察
し
て
い
く
が
分
量
が
あ
る
た
め
整
理
し
た
の
を
列
挙
す
る
３
０
（
段
階
ご

と
に
番
号
を
付
す
）
。

 
 

①
第
一
位 

対
象
者
は
十
信
位
（
凡
夫
の
中
に
卵
・
胎
・
湿
・
化
の
四
生
を
含
む
）
の
行
者
。
四
相 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

の
内
の
「
生
住
異
」
と
関
係
す
る
。 

 
 

②
第
二
位 

対
象
者
は
三
賢
位
（
二
乗
を
含
む
）
の
行
者
。
四
相
の
内
の
「
生
住
」
と
関
係
す
る
。 

 
 

③
第
三
位 

対
象
者
は
九
地
位
の
行
者
。
四
相
の
内
の
「
生
」
と
関
係
す
る
。 

 
 

④
第
四
位 

対
象
者
は
因
満
位
（
無
垢
の
行
者
）
と
果
満
位
。 

 
 
 
 
 
 
 

因
満
位
は
「
学
地
尽
」
の
行
者
に
し
て
「
方
便
金
剛
」
と
「
正
体
金
剛
」
を
自
体
と
な 

 
 
 
 
 
 
 

す
。
四
相
の
内
の
「
生
」
の
一
分
と
関
係
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

果
満
位
は
「
無
学
」
の
行
者
に
し
て
「
大
円
鏡
智
」
を
得
て
「
無
生
覚
」
に
到
る
。
四 

 
 
 
 
 
 
 

相
す
べ
て
が
な
い
状
態
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

「
即
是
顕
示
因
円
満
者
。
謂
此
位
中
即
有
二
種
金
剛
喻
定
。
云
何
為
二
。
一
者
方
便
金
剛
。 

 
 
 
 
 
 
 

二
者
正
体
金
剛
無
垢
行
者
二
種
金
剛
喻
三
摩
提
以
為
自
体
。
」 

 
 

⑤
第
五
位 

対
象
者
は
説
か
れ
ず
「
能
円
満
者
」・
「
対
治
行
相
」
・
「
満
究
竟
相
」
と
す
る
。 

  

以
上
を
一
般
的
な
仏
教
の
教
説
に
即
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
第
五
位
が
如
来
地
で
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
第
四
位
の
中
に
は
二
種
の
位
が
あ
り
、
一
つ
は
「
因
満
位
」、
二
つ
に
は
「
果
満
位
」

と
し
、「
因
満
位
」
の
行
者
と
は
、「
方
便
」
と
「
正
体
」
二
種
の
金
剛
喩
定
に
入
り
、「
果
満
位
」
の
行
者
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と
は
、
金
剛
喩
定
に
入
っ
た
先
の
者
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
見
す
る
と
如
来
地
と

い
う
も
の
は
こ
の
果
円
満
者
で
あ
る
金
剛
喩
定
の
先
に
位
置
す
る
者
を
指
す
と
見
え
な
く
も
な
い
。
こ
の

点
は
本
研
究
で
徐
々
に
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
他
に
も
『
釈
論
』
は
興
味
深
い
説
を
展
開
し
て
い
く
。

そ
れ
は
、
因
満
位
と
は
「
学
地
尽
」
、
果
満
位
は
「
無
学
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
や
大
乗
で

は
、
学
地
尽
（
無
学
）
の
段
階
に
あ
る
修
行
者
を
「
因
」
と
「
果
」
の
二
者
に
分
け
て
峻
別
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
た
め
独
自
性
で
あ
る
と
い
え
、
こ
の
よ
う
な
金
剛
喩
定
を
説
く
典
籍
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き

な
い
３
１

。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
『
釈
論
』
が
説
く
「
方
便
」
と
「
正
体
」
の
二
種
の
金
剛
喩
定
説
を
見
て

い
く
。

   
 

第
四
節 

「
方
便
金
剛
」
と
「
正
体
金
剛
」
と
い
う
「
金
剛
喩
定
」 

  

本
節
で
は
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
思
想
に
基
づ
い
て
二
種
の
金
剛
喩
定
を
説
い
た
の
か
考
え
て
み
た

い
。
ま
ず
、
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
『
釈
論
』
も
大
い
に
負
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
３
２

、
法

蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
く
。 

 
 

菩
薩
地
尽
と
は
、
謂
く
十
地
は
覚
の
窮
ま
る
故
に
尽
と
云
う
な
り
。
此
れ
是
の
総
じ
て
挙
ぐ
る
に
、 

 
 

下
の
二
句
は
別
明
な
り
。
方
便
満
足
と
は
是
れ
方
便
道
。
一
念
相
応
と
は
、
是
れ
無
間
道
な
り
。
対 

 
 

法
論
に
云
う
が
如
く
、
究
竟
道
と
は
、
謂
く
金
剛
喩
定
な
り
。
此
れ
に
二
種
有
り
、
謂
く
方
便
道
を 

 
 

摂
し
、
無
間
道
を
摂
す
。
即
ち
是
れ
此
の
中
に
能
観
の
人
な
り
。
３
３ 

  

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
で
は
、
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
十
地
の
菩
薩
を
対
象
と
し
、
方
便
道
と
無
間
道
の

二
種
が
あ
る
と
説
く
。
恐
ら
く
法
蔵
は
『
起
信
論
』
の
説
で
あ
る
「
方
便
満
足
」
を
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
や
大

乗
で
説
く
見
道
と
修
道
と
を
比
定
し
な
が
ら
、
方
便
に
よ
っ
て
解
脱
す
る
道
を
方
便
道
と
し
、「
一
念
相
応
」

の
一
念
を
瞬
時
と
解
釈
し
、
刹
那
に
起
こ
る
智
慧
の
働
き
に
相
応
す
る
も
の
が
解
脱
す
る
智
だ
と
見
て
無

間
道
と
命
名
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

以
上
を
『
釈
論
』
が
依
用
し
た
と
す
れ
ば
、
方
便
と
い
う
語
は
関
連
性
を
予
想
で
き
る
も
の
の
、
無
間

と
正
体
と
の
関
連
が
見
出
し
に
く
く
、
何
を
も
っ
て
正
体
と
登
場
さ
せ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
た
め
比
較

の
し
よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
理
解
に
関
連
す
る
『
釈
論
』
の
「
果
円
満
者
」
の
説
を
見
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

心
の
初
起
を
覚
り
て
心
に
初
相
無
し
と
は
、
即
ち
是
れ
果
円
満
者
を
顕
示
す
、
大
円
鏡
智
分
明
に
現 

 
 

前
し
て
、
通
ぜ
ざ
る
所
無
く
窮
め
ざ
る
所
無
し
、
法
界
と
一
体
に
し
て
、（
中
略
）
即
ち
是
れ
始
覚
の 

 
 

般
若
円
満
の
相
の
、
而
も
無
生
覚
に
於
て
到
る
こ
と
を
得
る
を
顕
示
す
る
が
故
に
。
３
４ 

  

「
果
円
満
者
」
と
は
大
円
鏡
智
を
得
て
、
法
界
と
一
体
で
あ
り
、
無
生
覚
つ
ま
り
無
生
智
を
得
る
と
す

る
者
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
説
を
解
説
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
五
重
問
答
」
の
後
半
に
目
を
転
じ

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

発
心
已
去
の
一
切
の
菩
薩
等
は
、
三
昧
力
を
以
て
、
諸
仏
法
性
の
身
は
、
平
等
平
等
に
し
て
差
別
有 
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る
こ
と
無
く
、
同
一
真
如
、
同
一
法
身
な
り
と
観
見
す
。
異
を
も
唯
だ
自
と
見
て
、
我
れ
自
に
し
て 

 
 

別
な
る
こ
と
無
し
、（
中
略
）
已
に
総
説
門
を
説
く
。
次
に
別
説
門
を
説
く
。
此
の
門
の
中
に
就
い
て
、 

 
 

即
ち
二
門
有
り
、
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
未
入
正
位
、
二
に
は
已
入
正
位
な
り
。
云
何
が
名
づ 

 
 

け
て
未
入
正
位
と
な
す
。
謂
く
十
信
の
凡
夫
と
一
切
の
二
乗
と
三
賢
の
菩
薩
等
と
は
、
未
だ
正
体
智 

 
 

を
得
ず
、
未
だ
後
得
智
を
証
せ
ず
、
未
だ
如
理
を
証
せ
ざ
る
が
故
に
、（
中
略
）
云
何
が
名
づ
け
て
已 

 
 

入
正
位
と
な
す
。
謂
く
十
地
の
菩
薩
は
内
に
正
智
を
得
る
、
外
に
後
智
を
得
て
、
一
分
の
智
用
は
如 

 
 

来
と
等
し
、
唯
だ
本
熏
力
に
自
然
に
修
行
し
、
真
如
を
増
長
し
能
く
無
明
を
滅
す
る
が
故
に
。
３
５ 

  

こ
こ
で
は
、
発
心
し
た
後
の
菩
薩
は
、
三
昧
力
、
す
な
わ
ち
金
剛
喩
定
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ

る
者
に
蔵
す
る
内
在
原
理
で
あ
る
法
身
が
平
等
で
差
別
が
な
い
と
見
る
と
説
く
。
た
と
え
異
類
の
物
で
あ

っ
た
と
し
て
も
そ
の
中
に
あ
る
法
身
は
平
等
で
差
別
が
な
い
と
観
察
す
る
と
説
明
し
て
い
る
３
６

。
続
け
て
、

金
剛
喩
定
に
入
る
階
梯
に
お
い
て
も
独
自
の
説
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
未
入
正
位
」
と
「
已
入
正

位
」
の
二
様
を
示
す
も
の
で
、
「
未
入
正
位
」
と
は
十
信
の
凡
夫
・
二
乗
・
三
賢
の
菩
薩
と
し
、
「
已
入
正

位
」
と
は
十
地
の
菩
薩
を
対
象
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
後
者
の
「
已
入
正
位
」
の
位
は
因
満
位
を
指
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
、

こ
れ
は
如
来
地
の
直
前
の
段
階
、
す
な
わ
ち
覚
り
に
入
っ
た
瞬
間
の
立
場
と
判
断
で
き
る
。
以
上
を
五
段

階
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
第
一
位
か
ら
三
位
ま
で
が
未
入
正
位
と
な
り
、
第
四
が
已
入
正
位
に

該
当
す
る
の
で
、
因
円
満
者
と
は
十
地
の
菩
薩
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
果
円
満
者

と
は
ど
の
よ
う
な
者
を
想
定
し
た
者
な
の
か
も
問
題
と
な
る
。『
釈
論
』
で
は
因
円
満
で
あ
る
十
地
の
菩
薩

に
つ
い
て
「
一
分
の
智
用
は
如
来
と
等
し
」
と
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
一
分
の
智
用
以
上
の
智
慧
を
獲
得

し
た
者
を
如
来
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
果
円
満
者
と
は
如
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
と
考
え
る
。 

で
は
次
に
、「
方
便
」
と
「
正
体
」
の
二
種
の
金
剛
喩
定
と
智
慧
の
関
係
は
何
か
そ
の
点
を
整
理
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
『
釈
論
』
は
果
円
満
者
が
大
円
鏡
智
を
得
て
「
無
生
覚
（
智
）
」
に
至

る
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
尽
智
と
無
生
智
の
関
係
を
再
度
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

そ
も
そ
も
、
果
円
満
者
と
は
無
生
智
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
体
金
剛
と
は
無
生
智
の
前
の
智

で
あ
る
「
尽
智
」
、
方
便
金
剛
と
は
尽
智
以
前
の
智
（
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
言
う
世
俗
・
法
・
類
・
苦
・
集
・
滅
・

道
・
他
心
）
に
相
応
す
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、『
釈
論
』
が
ア
ビ
ダ
ル
マ
・
大
乗
に
基
づ
く
「
見
道
」
に
相
当
す
る
も
の
を
方
便
金
剛
と
理
解

し
て
い
る
と
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
釈
論
』
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
や
『
般
若
経
』
（
大
乗
）
で
位
置
付
け
た
智

慧
と
金
剛
喩
定
の
関
係
を
独
特
な
考
え
方
で
喩
定
説
を
二
種
に
分
割
し
、
さ
ら
に
智
慧
も
配
当
し
直
す
こ

と
で
、
智
慧
と
修
行
の
在
り
方
を
再
編
成
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
３
７

。
以
上
を
踏
ま

え
、
第
五
位
の
「
能
円
満
者
」
と
果
円
満
者
と
の
関
係
を
三
十
三
法
門
の
説
示
か
ら
検
討
し
明
ら
か
に
し

た
い
。 

   
 

第
五
節 

二
種
の
金
剛
喩
定
と
「
能
円
満
者
」 

―

「
三
十
三
法
門
」
と
の
関
係―

 

  

『
釈
論
』
は
「
衆
生
心
」
と
い
う
衆
生
の
語
を
解
釈
し
て
、
「
衆
」
に
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
、

「
生
」
に
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
、
と
い
う
聖
凡
の
八
種
が
三
十
三
法
門
の
修
行
者
と
規
定
し
て
い
る
３
８

。
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こ
の
説
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
五
段
階
の
階
位
に
登
場
す
る
修
行
者
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

第
一
位
の
四
生
を
含
む
十
信
位
の
凡
夫
、
第
二
位
の
二
乗
・
三
賢
位
、
第
三
位
の
九
地
の
菩
薩
、
第
四
位

の
十
地
の
菩
薩
・
如
来
と
関
連
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
の
金
剛
喩

定
と
は
三
十
三
法
門
の
内
容
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
加
え
て
『
釈
論
』
の
喩
定
説
は
十
地
の
菩
薩
の

解
脱
の
内
容
を
説
い
て
い
る
た
め
大
乗
の
喩
定
説
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
第
五
位
の
「
能
円

満
者
」
と
は
何
者
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
説
が
、『
釈
論
』
の
到
彼
岸
の
説

明
に
見
え
る
の
で
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
能
入
所
入
の
十
六
法
門
は
、
円
満
円
満
平
等
平
等
に
し
て
、
法
界
に
周
遍
し
差
別
有 

 
 

る
こ
と
無
し
。
所
以
い
か
ん
。
各
諸
法
を
摂
す
畢
竟
に
尽
く
す
が
故
に
、
然
れ
ど
も
終
に
本
末
能
所 

雑
せ
ず
。
已
に
総
別
二
門
を
説
く
。
一
切
諸
仏
本
よ
り
乗
ず
る
所
の
故
に
、
一
切
菩
薩
皆
な
此
の
法 

に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
に
と
は
、
即
ち
是
れ
通
達
軌
則
不
動
門
な
り
。
謂
く
微
塵
数
の
過
去 

諸
仏
、
微
塵
数
の
現
在
諸
仏
、
微
塵
数
の
未
来
諸
仏
、
皆
な
悉
く
此
の
三
十
二
種
の
甚
深
の
安
車
に 

乗
じ
、
清
浄
無
上
地
に
於
て
達
す
る
が
故
に
。
十
方
三
世
の
一
切
菩
薩
も
亦
復
是
の
如
し
。
此
の
中 

の
菩
薩
の
言
は
、
通
じ
て
三
聚
の
一
切
衆
生
を
取
る
。
所
以
い
か
ん
。
衆
生
と
し
て
而
し
て
如
来
地 

に
通
達
せ
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
。
３
９ 

  

こ
の
説
は
、
三
十
二
法
門
を
乗
り
物
に
譬
え
、
聖
凡
の
八
種
の
修
行
者
が
乗
り
込
ん
で
行
き
着
く
先
を

「
清
浄
無
上
地
」
と
い
う
彼
岸
で
あ
る
と
説
い
た
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
清
浄
無
上
地
」
と
は
、

絶
対
的
な
果
と
す
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
描
写
し
て
い
る
内
容
な
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
が
不
二
摩

訶
衍
法
を
目
指
す
構
図
が
三
十
三
法
門
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
再
度
、
果
円
満
者
に
注
目
し
た

い
。
果
円
満
者
と
は
如
来
を
指
示
し
て
い
た
の
で
不
二
摩
訶
衍
法
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

最
終
段
階
で
あ
る
第
五
位
の
「
能
円
満
者
」
と
は
如
来
よ
り
高
次
の
者
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
釈
論
』
は
文
字
通
り
「
能
円
満
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
因
果
の
行
を
円
満
し
た
境

界
で
は
な
く
、
因
果
そ
の
も
の
を
超
越
し
て
い
る
存
在
と
判
断
で
き
る
の
で
、
法
界
で
あ
り
法
身
で
あ
っ

て
如
来
地
と
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。 

そ
の
よ
う
な
境
界
の
者
が
説
く
法
（
教
説
）
、
あ
る
い
は
内
証
智
（
悟
り
の
境
界
）
は
、
三
十
三
法
門
で

彼
岸
と
し
て
表
現
さ
れ
、
こ
の
説
以
外
で
は
「
性
徳
円
満
海
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
不
二
摩
訶
衍
法

で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
４
０

。
す
な
わ
ち
『
釈
論
』
が
「
方
便
」
と
「
正
体
」
の
二
種
の
金
剛
喩
定
を

設
定
し
た
要
因
に
は
、
第
五
位
に
不
二
摩
訶
衍
法
を
解
脱
の
最
高
の
境
地
と
し
て
仰
ぐ
法
身
を
想
定
し
、

第
四
位
以
下
の
内
容
は
三
十
二
法
門
と
対
応
す
る
如
来
・
菩
薩
・
縁
覚
・
声
聞
・
卵
・
胎
・
湿
・
化
の
修

行
者
の
行
位
論
を
説
い
て
い
る
の
で
、
や
は
り
三
十
三
法
門
の
構
図
を
背
景
に
お
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。 

で
は
、
方
便
と
正
体
の
二
種
の
金
剛
喩
定
が
智
慧
と
密
接
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
智

慧
と
の
関
係
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
を
少
し
く
述
べ
る
こ
と
で
終
わ
り
に
し
た
い
。
結
論
を
先

取
り
す
る
と
、
『
釈
論
』
は
『
般
若
経
』
（
大
乗
）
で
示
す
一
切
智
智
の
よ
う
な
智
慧
を
同
法
に
対
し
付
加

さ
せ
て
い
る
と
見
え
る
。
も
っ
と
も
本
章
で
検
討
し
て
き
た
『
釈
論
』
の
金
剛
喩
定
は
、
智
と
煩
悩
（
四

相
）
と
の
関
係
を
述
べ
た
も
の
で
、
最
終
的
に
不
二
摩
訶
衍
法
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
同
法
と
智

と
は
密
接
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
４
１

。 

そ
も
そ
も
一
切
智
智
と
は
、
す
で
に
第
一
編
の
第
四
章
で
論
じ
た
よ
う
に
三
智
を
説
く
総
体
的
な
智
慧
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で
あ
り
、
文
字
通
り
一
切
智
を
知
る
者
の
智
で
あ
っ
て
法
身
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
品
般
若
』
で
い
う
と

こ
ろ
の
広
義
の
一
切
種
智
と
対
応
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
切
智
と
い
う
の
は
仏
陀
の
異
名
と

し
て
表
現
さ
れ
る
重
要
な
用
語
で
あ
り
仏
智
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
『
般
若
経
』
で
は
仏
陀
の
本
性
と
し
て

法
身
と
位
置
付
け
、
そ
の
智
を
獲
得
す
る
こ
と
こ
そ
が
成
仏
に
い
た
る
目
標
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
の

で
あ
る
４
２

。
こ
の
『
般
若
経
』
の
概
念
を
『
釈
論
』
に
当
て
は
め
る
と
、
同
論
で
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
清

浄
無
上
地
で
あ
る
彼
岸
と
置
き
換
え
説
明
し
、
智
の
根
源
を
意
味
し
、
さ
ら
に
法
身
で
あ
る
と
理
解
で
き

る
の
で
、
そ
の
智
に
向
か
っ
て
修
行
者
が
三
十
二
法
門
と
い
う
乗
り
物
に
乗
り
、
仏
智
の
獲
得
を
目
標
と

す
る
構
図
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
一
致
し
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
絶
対
的
な
法
の
み
と
い
っ
た
因
縁
・
機
根
・
建
立

が
無
い
と
す
る
性
質
や
、
諸
仏
の
根
源
と
さ
れ
る
性
質
以
外
の
違
っ
た
面
を
指
摘
で
き
る
４
３

。
こ
こ
で
の

検
討
に
よ
っ
て
不
二
摩
訶
衍
法
は
一
切
智
智
や
広
義
の
一
切
種
智
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
三
十
三
法
門
と
は
、
実
は
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
仏
智
を
獲
得
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
構
築
さ
れ
た
修
行
道
論
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
４
４

。
以
上
の
内
容
を
図
示
す
る
と
左

の
図
の
よ
う
に
な
る
。 

                
 

ま
と
め 

  

『
釈
論
』
に
お
け
る
金
剛
喩
定
と
は
、「
方
便
」
と
「
正
体
」
の
二
種
が
示
さ
れ
、
前
者
は
法
蔵
と
の
関

係
を
予
想
で
き
、「
見
道
」
と
の
接
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
後
者
は
「
修
道
」
と
の
関
連
性
が
あ
る
と
い

え
る
。
し
か
し
『
釈
論
』
は
、
大
乗
仏
教
の
教
説
に
説
か
れ
る
尽
智
と
無
生
智
を
区
別
し
、
尽
智
以
前
を

方
便
金
剛
、
尽
智
を
正
体
金
剛
と
し
て
独
自
の
智
慧
と
修
行
観
を
示
し
、
以
上
の
二
種
に
対
応
す
る
修
行

者
を
十
地
の
菩
薩
（
因
円
満
者
）
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
無
生
智
に
対
応
す
る
修
行
者
を
如
来
（
果
円
満

者
）
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

以
上
を
「
三
十
三
法
門
」
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、『
釈
論
』
は
三
十
三
法
門
の
修
行
道
論
と
い
う
も
の

を
金
剛
喩
定
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
詳
し
く
は
三
十
三
法
門
で
説
く
、
聖
凡
の
八

種
の
修
行
者
の
在
り
方
が
金
剛
喩
定
の
説
示
に
お
い
て
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
十
地
の
菩
薩
の
修
行

清
浄
無
上
地 

三
十
二
法
門
（
三
十
二
種
の
車
） 

第
五
位 

能
円
満
者 

不
二
摩
訶
衍
法 

（
法
身
） 

（
一
切
智
智
） 

未
入
正
位 

第
一
～
三
位 

凡
夫
・
二
乗
・
三
賢 

已
入
正
位 

第
四
位 

十
地
菩
薩
・
如
来 

因
円
満
者 

果
円
満
者 

方
便
金
剛 

尽
智 

尽
智
以
前
の
智 

正
体
金
剛 

無
生
智 

聖
凡
の
八
種 
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階
梯
を
説
明
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
能
円
満
者
と
し
て

示
さ
れ
て
お
り
、
一
切
智
智
・
広
義
の
一
切
種
智
・
法
身
を
想
定
し
た
も
の
で
、
同
法
の
性
質
に
は
智
（
仏

智
）
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
導
き
出
せ
た
点
は
重
要
で
あ
り
、
第
一
遍
の
第
五
章
の
補
強
が
で

き
た
。 

 

最
後
に
、
本
章
の
検
討
結
果
に
よ
り
、
三
十
三
法
門
と
仏
身
観
の
関
係
、
特
に
不
二
摩
訶
衍
法
と
真
如

門
と
生
滅
門
に
ど
の
よ
う
に
仏
身
が
対
応
し
て
い
る
の
か
考
え
る
必
要
が
出
て
き
た
。
そ
の
問
題
に
つ
い

て
は
本
編
の
第
三
章
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
金
剛
喩
定
」
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇

一
七
年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

『
釈
論
』
に
お
け
る
「
始
覚
」
や
「
本
覚
」
に
つ
い
て
は
、
本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
）
「
釈
摩
訶
衍
論
に

お
け
る
二
種
の
本
覚
に
つ
い
て
」（
『
密
教
学
研
究
』
十
五
、
一
九
八
三
年
）
、
山
下
善
永
「
釈
摩
訶
衍
論
に

お
け
る
覚
の
特
異
性
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
四
四―

二
、
一
九
九
六
年
）
等
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
拙
稿
「『
開
題
』
類
に
お
け
る
本
覚
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
六
二 

二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て

も
論
じ
て
い
る
。 

３ 

『
釈
論
』
で
は
「
金
剛
三
昧
」
の
語
は
一
箇
所
（
巻
八
、
大
正
蔵
三
二
、
六
五
七
頁
上
）
、「
金
剛
喩
定
」

の
語
は
一
箇
所
（
大
正
蔵
三
二
、
六
一
八
頁
上
）
、
「
金
剛
喩
三
摩
提
」
の
語
は
一
箇
所
（
巻
三
、
大
正
蔵

三
二
、
六
一
八
頁
上
）
、
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
「
金
剛
三
昧
」
と
い
う
語
は
『
金
剛
三
昧

経
』
を
指
す
も
の
で
、
「
金
剛
喩
定
」
を
指
す
表
現
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

４ 

室
寺
義
仁
「
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
」（
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
三
頁

―

一
〇
七
頁
）
室
寺
は
『
阿
毘
曇
心
論
』
を
著
し
た
法
勝
が
「
見
道
」
と
「
修
道
」
を
明
確
に
区
分
し
て

理
解
し
て
い
た
と
し
、「
修
道
」
の
最
終
段
階
が
金
剛
喩
定
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
伝
ア
ビ

ダ
ル
マ
論
書
に
て
、
行
者
が
修
行
の
末
解
脱
に
い
た
る
直
前
に
入
る
三
昧
が
金
剛
喩
定
で
あ
り
、
そ
れ
を

初
め
て
説
い
た
論
書
が
旧
訳
『
毘
婆
沙
論
』
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
の
論
書
で
あ
る
『
発
智

論
』
や
『
大
毘
婆
沙
論
』
等
は
、
『
毘
婆
沙
論
』
の
理
解
を
基
に
論
じ
て
い
る
と
推
定
し
て
い
る
。 

５ 

管
見
の
限
り
本
章
で
取
り
扱
う
問
題
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。 

６ 

『
増
一
阿
含
経
』
巻
三
、
三
七
（
大
正
蔵
一
、
五
五
八
頁
中
、
七
五
三
頁
中
）
、『
放
光
般
若
経
』
巻
二
、

三
、
四
、
七
、
十
七
、
十
九
、
二
十
（
大
正
蔵
八
、
九
頁
中
、
十
三
頁
上
、
十
六
頁
中
、
十
九
頁
中
、
二

三
頁
中
、
二
四
頁
上
、
五
三
頁
下
、
一
一
八
頁
上
、
一
二
三
頁
上
、
一
二
四
頁
下
、
一
三
六
頁
上
、
一
三

八
頁
中
、
一
四
六
頁
中
）
、『
大
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
二
、
三
、
四
、
五
、
十
、
二
二
、
二
三
、
二
六
、
二

七
（
大
正
蔵
八
、
二
二
八
頁
上
、
二
三
三
頁
上
、
二
三
七
頁
下
、
二
三
八
頁
上
、
二
四
四
頁
上
、
二
五
一

頁
上
中
、
二
五
二
頁
上
中
、
二
九
三
頁
中
、
三
八
一
頁
上
、
三
八
九
頁
上
、
三
九
一
頁
中
、
四
〇
八
頁
中
、

四
一
一
頁
下
、
四
一
八
頁
上
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。 

７ 

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
五
（
大
正
蔵
二
八
、
九
一
三
頁
下
）
、
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
釈
論
』
巻
八
、
十
三
、

十
七
（
大
正
蔵
二
九
、
二
一
五
頁
上
、
二
四
八
頁
下
、
二
四
九
頁
下
、
二
七
八
頁
上
）
、『
摂
大
乗
論
釈
論
』

巻
六
（
大
正
蔵
三
一
、
二
九
五
頁
下
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。 

８ 

『
光
讃
経
』
巻
三
、
六
（
大
正
蔵
八
、
一
六
五
頁
中
、
一
九
一
頁
下
）
、『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻

八
（
大
正
蔵
八
、
七
一
〇
頁
中
）
、『
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
一
〇
、
九
一
六
頁
下
）
、『
大

乗
入
楞
伽
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
六
、
五
九
四
頁
上
）、
『
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
誦
儀
軌
』
巻
一
（
大
正
蔵

十
八
、
三
〇
二
頁
上
）
、
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
十
八
、
三
一

三
頁
下
）
、
『
金
剛
頂
瑜
伽
青
頸
大
悲
王
観
自
在
念
誦
儀
軌
』
巻
一
（
大
正
蔵
二
〇
、
四
九
三
頁
中
）
、
『
阿

毘
曇
心
論
経
』
巻
三
（
大
正
蔵
二
八
、
八
五
〇
頁
下
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。 

９ 

室
寺
義
仁
「
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
」（
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
八
頁―

九
九
頁
）
、
渡
辺
章
悟
『
『
金
剛
般
若
経
』
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
九
頁―

一
九

一
頁
） 
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１
０ 

『
同
右
』「
金
剛
に
喩
え
ら
れ
る
心
を
持
つ
人
（

















）
と
は
い
か
な
る
者
か
、

比
丘
た
ち
よ
、
あ
る
人
が
漏
を
尽
く
し
て
、
無
漏
な
る
心
解
脱
を
、
慧
解
脱
を
、
ま
さ
に
こ
の
世
に
お
い

て
自
ら
実
現
し
、
体
得
し
、
完
成
し
て
い
る
と
し
よ
う
、
ち
ょ
う
ど
、
比
丘
た
ち
よ
、
金
剛
は
（






）
、

摩
尼
で
あ
れ
、
石
で
あ
れ
、
砕
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
得
な
い
よ
う
に
、
比
丘
た
ち
よ
、
こ
の

人
は
漏
を
尽
く
し
て
心
解
脱
を
、
慧
解
脱
を
、
ま
さ
に
こ
の
世
に
お
い
て
自
ら
実
現
し
、
体
得
し
、
完
成

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
〇
頁―

一
九
一
頁
）
と
あ
り
、
氏
の
訳

を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
『
南
伝
大
蔵
経
』（
十
七
、
二
〇
〇
頁―

二
〇
一
頁
）
も
参
考
に
し
た
。 

１
１ 

『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
』
巻
十
五
（
大
正
蔵
二
八
、
一
一
一
頁
上
）
、
室
寺
義
仁
「
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
」

（
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
三
頁―

一
〇
七
頁
） 

１
２ 

室
寺
義
仁
「
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
」（
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
九
頁
、

一
〇
二
頁
） 

１
３ 

『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
』
巻
十
三
「
云
何
是
断
智
耶
。
尊
者
僧
伽
婆
修
説
曰
。
此
是
慧
果
説
断
智
。
断

有
二
種
。
一
是
慧
果
。
彼
不
応
作
是
説
。
所
以
者
何
。
仏
経
説
二
智
。
一
知
智
。
二
断
智
。
不
説
断
慧
。

評
曰
。
応
作
是
説
。
実
義
智
者
。
是
金
剛
喩
定
。
断
是
彼
果
。
所
以
者
何
。
得
阿
羅
漢
果
時
。
以
金
剛
喩

定
。
断
三
界
見
道
修
道
所
断
結
。
頓
証
解
脱
得
故
。
」（
大
正
蔵
二
八
、
二
四
二
頁
上
） 

１
４ 

『
阿
毘
曇
心
論
』
巻
二
「
金
剛
喩
定
次
必
逮
得
尽
智
者
。
金
剛
喩
定
名
非
想
非
非
想
処
。
離
欲
時
第

九
無
碍
道
最
後
学
心
。
於
中
一
切
諸
煩
悩
永
尽
無
余
。
一
切
聖
行
畢
竟
故
。
説
金
剛
喩
三
摩
提
。
此
次
第

生
尽
智
最
初
無
学
智
。
生
意
我
生
尽
離
於
一
切
漏
者
。
彼
生
定
意
我
一
切
生
尽
。
彼
於
爾
時
無
著
。
解
脱

於
一
切
漏
。
」（
大
正
蔵
二
八
、
八
一
九
頁
下
） 

１
５ 

水
野
弘
元
『
仏
教
要
語
の
基
礎
知
識
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
頁―

二
六
頁
、
二
三
一
頁―

二
三
四
頁
） 

１
６ 

『
阿
毘
曇
心
論
』
巻
四
「
金
剛
喩
名
最
後
学
心
共
相
応
。
共
有
第
四
禅
所
摂
。
是
説
修
定
漏
尽
。
何

義
此
如
来
自
已
説
。
」
（
大
正
蔵
二
八
、
八
二
八
頁
上
） 

１
７ 

『
同
右
』
巻
二
「
無
生
智
二
者
。
無
学
二
智
尽
智
無
生
智
。
於
中
所
作
已
竟
受
無
学
智
是
尽
智
。
不

復
更
作
受
無
学
智
。
是
無
生
智
是
亦
法
智
未
知
智
。
問
尽
智
無
生
智
何
諦
境
界
。
答
境
界
在
四
門
。
此
二

智
四
諦
境
界
苦
習
滅
道
。
已
説
十
智
。
行
今
当
説
。
」（
大
正
蔵
二
八
、
八
二
〇
頁
下
） 

１
８ 

こ
の
他
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
系
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
で
あ
る
『
阿
毘
達
磨
発
智
論
』
で
は
、「
一
切
障
を

解
脱
す
る
と
は
、
其
の
事
如
何
ん
。
答
う
無
間
道
に
し
て
金
剛
喩
定
な
り
。
将
に
解
脱
道
を
滅
し
、
尽
智

を
将
に
生
ず
べ
し
。
若
し
無
間
道
に
し
て
金
剛
喩
定
と
は
、
正
に
解
脱
道
を
滅
し
、
尽
智
を
正
に
生
ず
。

爾
時
、
名
づ
け
て
未
来
の
無
学
心
を
生
ず
、
一
切
障
を
解
脱
す
る
時
、
未
解
脱
心
な
り
。
当
に
解
脱
と
言

う
は
、
已
に
解
脱
心
な
り
。
当
に
解
脱
と
言
う
べ
し
や
。
」
と
あ
り
、
金
剛
喩
定
を
無
間
道
と
同
一
視
し
て

い
る
（
『
阿
毘
達
磨
発
智
論
』
大
正
蔵
二
六
、
九
二
二
頁
中
）
。
法
勝
が
「
修
道
」
を
無
間
道
と
す
る
理
解

を
踏
襲
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

１
９ 

室
寺
義
仁
「
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
」（
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
九
頁
、

一
〇
一
頁
）
室
寺
はR

u
e
g
g

（
一
九
八
九
年
、
一
六
七
頁
）
の
研
究
に
し
た
が
っ
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。 

２
０ 

『
小
品
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
十
（
大
正
蔵
八
、
五
八
一
頁
下
、
五
八
六
頁
上
） 

２
１ 

『
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
多
経
』
巻
二
四
、
二
五
（
大
正
蔵
八
、
六
七
〇
頁
上
、
六
七
六
頁
上

―

下
） 

２
２ 

渡
辺
章
悟
『『
金
剛
般
若
経
』
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
九
年
、
一
九
一
頁
）
渡
辺
は
『
八

千
頌
般
若
経
』
の
な
か
で
三
つ
の
関
連
表
現
を
指
摘
し
て
い
る
。
①






















（
金
剛
喩
定
）
②























（
金
剛
喩
法
平
等
）
③





















 

（
金
剛
喩
定
）
と
す
る
。
①
は
ダ
ル
モ
ー
ド
ガ
タ
（
法
上
菩
薩
）
の
説

法
を
聞
い
て
、
サ
ダ
ー
プ
ラ
ル
デ
ィ
タ
（
常
啼
菩
薩
）
に
現
前
し
た
六
二
種
類
の
三
昧
（







）
の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
も
、
②
と
③
は
、
ダ
ル
モ
ー
ド
ガ
タ
菩
薩
が
般
若
波
羅
蜜
の
教
説
の
一
つ
と
し
て
、
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「
金
剛
に
喩
え
ら
れ
る
も
の
が
平
等
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
般
若
波
羅
蜜
も
平
等
な
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
説
法
を
し
た
の
を
聞
い
て
、
サ
ダ
ー
プ
ラ
ル
デ
ィ
タ
菩
薩
が
金
剛
喩
定
（
金
剛
三
昧
）
を
得
た
と
す

る
教
説
で
あ
る
と
す
る
。

２
３ 

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
、
四
〇
二
、
四
一
五
、
四
七
九
、
四
八
九
（
大
正
蔵
五
、
十
二
頁
上

／
大
正
蔵
七
、
七
頁
中
、
八
十
頁
中
、
四
二
九
頁
下
、
四
八
七
頁
下
） 

２
４ 

『
同
右
』
巻
五
三
、
四
一
五
「
云
何
尽
智
。
善
現
。
若
智
以
無
所
得
而
為
方
便
。
知
貪
、
瞋
、
痴
尽
、

是
為
尽
智
。
云
何
無
生
智
。
善
現
。
若
智
以
無
所
得
而
為
方
便
。
知
諸
有
趣
永
不
復
生
。
是
為
無
生
智
。

云
何
如
説
智
。
善
現
。
如
来
所
有
一
切
相
智
。
是
為
如
説
智
。
善
現
当
知
。
是
為
菩
薩
摩
訶
薩
大
乗
相
。
」

（
大
正
蔵
五
、
三
〇
〇
頁
下
）
（
大
正
蔵
七
、
八
十
頁
中
）
等
に
散
見
さ
れ
る
。 

２
５ 

『
同
右
』
巻
四
〇
四
「
世
尊
。
云
何
菩
薩
摩
訶
薩
清
浄
仏
眼
。
仏
言
。
舎
利
子
。
菩
薩
摩
訶
薩
菩
提

心
無
間
。
入
金
剛
喩
定
。
得
一
切
相
智
、
成
就
仏
十
力
、
四
無
所
畏
、
四
無
碍
解
、
大
慈
、
大
悲
、
大
喜
、

大
捨
、
十
八
仏
不
共
法
、
無
障
無
碍
解
脱
仏
眼
。
菩
薩
摩
訶
薩
由
此
仏
眼
。
超
過
一
切
声
聞
、
独
覚
智
慧

境
界
。
無
所
不
見
、
無
所
不
聞
、
無
所
不
覚
、
無
所
不
識
。
於
一
切
法
見
一
切
相
。
」
（
大
正
蔵
七
、
二
二

頁
中
） 

２
６ 

本
章
で
は
『
釈
論
』
の
金
剛
喩
定
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。『
起
信
論
』
で
は
前
述
の

と
お
り
、「
金
剛
喩
定
」
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
所
説
の
「
始

覚
」
と
「
四
相
（
無
明
）
」
の
関
係
に
お
い
て
説
く
も
の
を
解
釈
し
示
す
。
そ
の
た
め
『
起
信
論
』
の
「
始

覚
」
や
「
四
相
（
無
明
）
」
に
つ
い
て
は
検
討
を
加
え
な
い
。 

２
７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
三
「
論
曰
。
前
後
次
第
者
。
一
者
滅
相
。
二
者
異
相
。
三
者
住
相
。
四
者
生
相
。

如
是
四
相
随
智
慧
量
増
減
不
同
。
此
義
云
何
。
以
信
位
人
欠
一
具
三
。
三
賢
位
人
欠
二
具
二
。（
中
略
）
第

十
地
中
欠
麁
一
分
具
細
一
分
。
如
来
地
中
四
相
都
無
究
竟
清
浄
。
是
故
説
言
増
減
不
同
。
」（
大
正
蔵
三
二
、

六
一
七
頁
上
） 

２
８ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
）
、
本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
）「
釈

摩
訶
衍
論
に
お
け
る
根
本
無
明
の
一
考
察
」
（
『
智
山
学
報
』
二
九
、
一
九
八
〇
年
） 

２
９ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
三
「
次
説
随
釈
門
。
依
彼
四
相
明
覚
差
別
即
有
五
位
。
云
何
為
五
。
一
者
十
信

位
。
二
者
三
賢
位
。
三
者
九
地
位
。
四
者
因
満
位
。
五
者
果
満
位
。
前
四
位
中
各
有
四
事
。
云
何
為
四
。

一
者
趣
向
行
者
。
二
者
修
行
因
相
。
三
者
行
因
果
相
。
四
者
熏
離
俱
相
。
第
五
位
中
唯
有
三
事
。
云
何
為

三
。
一
者
能
円
満
者
。
二
者
対
治
行
相
。
三
者
満
究
竟
相
。
如
其
次
第
説
相
応
観
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六

一
七
頁
中
） 

３
０ 

『
同
右
』
巻
三
（
大
正
蔵
三
二
、
六
一
七
頁
中―

六
一
八
頁
中
） 

３
１ 

『
起
信
論
』
の
代
表
的
な
注
釈
で
あ
る
「
起
信
論
の
三
疏
」
と
知
ら
れ
る
慧
遠
と
元
暁
と
法
蔵
に
お

け
る
「
金
剛
喩
定
」
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
慧
遠
『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
に
は
「
金
剛
喩
定
」
の
語
は
見

当
た
ら
な
い
（
大
正
蔵
四
四
）
。
そ
し
て
元
暁
『
起
信
論
疏
』
巻
一
で
は
「
方
便
」
と
「
無
間
」
の
二
種
が

見
え
る
（
大
正
蔵
四
四
、
二
一
〇
頁
中
）。
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
二
で
は
元
暁
と
同
じ
「
方
便
」

と
「
無
間
」
に
二
種
が
確
認
で
き
る
（
大
正
蔵
四
四
、
二
五
八
頁
中
）
。 

３
２ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
）
、
石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の

研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
） 

３
３ 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
二
「
菩
薩
地
尽
者
。
謂
十
地
覚
窮
故
云
尽
也
。
此
是
総
挙
。
下
二
句
別
明

也
。
方
便
満
足
是
方
便
道
。
一
念
相
応
者
。
是
無
間
道
。
如
対
法
論
云
。
究
竟
道
者
。
謂
金
剛
喩
定
。
此

有
二
種
。
謂
方
便
道
摂
。
及
無
間
道
摂
。
即
是
此
中
能
観
人
也
。
」（
大
正
蔵
四
四 

二
五
八
中
）
尚
、
法

蔵
以
外
の
起
信
論
注
釈
を
参
照
す
る
と
元
暁
（
六
一
七
～
六
八
六
）『
起
信
論
疏
』「
第
四
位
中
如
菩
薩
地

者
。
謂
無
垢
地
。
此
是
総
挙
。
下
之
二
句
。
別
明
二
道
。
満
足
方
便
者
。
是
方
便
道
。
一
念
相
応
者
。
是

無
間
道
。
如
対
法
論
云
。
究
竟
道
者
。
謂
金
剛
喩
定
。
此
有
二
種
。
謂
方
便
道
摂
。
無
間
道
摂
。
是
明
能

覚
人
也
。
」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
一
〇
頁
中
）
、
『
大
乗
起
信
論
別
記
』
巻
一
「
菩
薩
尽
地
者 

謂
無
垢
地
。

是
総
挙
一
位
。
如
本
業
経
説
。
無
垢
地
菩
薩
。
逕
百
千
劫
住
。
下
之
二
句
。
別
明
二
道
。
満
足
方
便
者 

是
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方
便
道
。
一
念
相
応
者 

是
無
間
道
。
如
対
法
論
云
。
究
竟
道
者
。
謂
金
剛
喩
定
。
此
有
二
種
。
謂
方
便

道
摂
。
無
間
道
摂
。
此
之
三
句
。
明
能
覚
也
。
言
覚
心
初
起
者
。
是
明
所
覚
也
。」
（
大
正
蔵
四
四
、
二
三

二
頁
上
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
以
上
を
見
る
限
り
法
蔵
の
説
は
元
暁
の
説
を
依
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

３
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
三
「
覚
心
初
起
心
無
初
相
者
。
即
是
顕
示
果
円
満
者
。
大
円
鏡
智
分
明
現
前
。

無
所
不
通
無
所
不
窮
。
法
界
一
体
（
中
略
）
即
是
顕
示
始
覚
般
若
円
満
之
相
。
而
得
到
於
無
生
覚
故
。」（
大

正
蔵
三
二
、
六
一
八
頁
上
） 

３
５ 

『
同
右
』
巻
五
「
発
心
已
去
一
切
諸
菩
薩
等
。
以
三
昧
力
観
見
諸
仏
法
性
之
身
。
平
等
平
等
無
有
差

別
。
同
一
真
如
同
一
法
身
。
異
唯
見
自
。
我
自
無
別
。（
中
略
）
已
説
総
説
門
。
次
説
別
説
門
。
就
此
門
中

即
有
二
門
。
云
何
為
二
。
一
者
未
入
正
位
。
二
者
已
入
正
位
。
云
何
名
為
未
入
正
位
。
謂
十
信
凡
夫
一
切

二
乗
三
賢
菩
薩
等
。
未
得
正
体
智
。
未
証
後
得
知
。
未
証
如
理
故
。（
中
略
）
云
何
名
為
已
入
正
位
。
謂
十

地
菩
薩
内
得
正
智
外
得
後
智
。
一
分
智
用
与
如
来
等
。
唯
本
熏
力
自
然
修
行
。
増
長
真
如
能
滅
無
明
故
。
」

（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
九
頁
中
） 

３
６ 

こ
れ
は
『
大
般
若
経
』
で
金
剛
喩
定
に
は
入
る
菩
薩
が
獲
得
す
る
行
果
を
、
仏
眼
に
よ
っ
て
一
切
法

（
真
如
）
を
見
る
と
す
る
「
菩
薩
摩
訶
薩
清
浄
仏
眼
」
を
想
起
さ
せ
る
。 

３
７ 

『
釈
論
』
の
造
論
者
は
同
論
が
経
律
論
の
三
蔵
の
内
で
い
ず
れ
に
属
す
る
も
の
か
を
説
い
て
お
り
、

そ
こ
で
は
、「
摩
訶
衍
論
は
或
は
諸
蔵
の
摂
、
或
は
唯
し
阿
毘
達
磨
蔵
の
摂
な
り
。
」（
巻
一
、
大
正
蔵
三
二
、

五
九
三
頁
中
）
と
説
い
て
い
る
。 

３
８ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
下
） 

３
９ 

『
同
右
』
巻
一
「
論
曰
。
能
入
所
入
十
六
法
門
。
円
満
円
満
平
等
平
等
。
周
遍
法
界
無
有
差
別
。
所

以
者
何
。
各
摂
諸
法
畢
竟
尽
故
。
然
終
不
雑
本
末
能
所
。
已
説
総
別
二
門
。
一
切
諸
仏
本
所
乗
故
一
切
菩

薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地
故
者
。
即
是
通
達
軌
則
不
動
門
。
謂
微
塵
数
過
去
諸
仏
。
微
塵
数
現
在
諸
仏
。
微

塵
数
未
来
諸
仏
。
皆
悉
乗
此
三
十
二
種
。
甚
深
安
車
。
達
於
清
浄
無
上
地
故
。
十
方
三
世
一
切
菩
薩
亦
復

如
是
。
此
中
菩
薩
言
通
取
三
聚
一
切
衆
生
。
所
以
者
何
。
無
有
衆
生
而
不
通
達
如
来
地
故
。
」（
大
正
蔵
三

二
、
六
〇
二
頁
上
） 

４
０ 

本
多
隆
仁
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
）
、
同
著
「
如
義
言

説
と
法
身
」（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
）
。
本
多
は
不
二
摩
訶
衍
法
が
法
身
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。 

４
１ 

『
釈
論
』
で
は
こ
の
説
示
に
関
連
し
た
説
と
し
て
有
名
な
「
五
重
問
答
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
三
十

三
法
門
の
内
容
を
簡
略
化
さ
せ
な
が
ら
、
第
五
番
目
の
問
答
に
不
二
摩
訶
衍
法
を
登
場
さ
せ
、
同
法
を
明
・

無
明
の
世
界
を
隔
絶
し
た
法
で
あ
る
と
説
く
。
本
研
究
で
述
べ
た
よ
う
に
金
剛
喩
定
と
不
二
摩
訶
衍
法
は

無
関
係
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
喩
定
に
突
入
し
た
先
に
獲
得
し
た
智
の
世
界
・
境
界
が
不
二
摩
訶
衍

法
と
い
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。 

４
２ 

小
峰
彌
彦
・
勝
崎
裕
彦
・
渡
辺
章
悟
編
著
『
般
若
経
大
全
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
三
六
頁―

一
三
八
頁
） 

４
３ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』「
真
言
宗
の
伝
統
的
な
解
釈
で
は
、
真
如
門
の
諸
仏
は
円
円
海
徳
の

諸
仏
、
す
な
わ
ち
不
二
の
法
仏
を
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
逆
に
不
二
の
法
仏
に
得
せ
ら
れ
る
と
す
る
が
、

こ
れ
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
密
教
の
諸
仏
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
解
釈
で
あ
り
、『
釈
論
』
自
体

は
そ
う
し
た
主
張
は
し
て
い
な
い
。『
釈
論
』
に
お
い
て
、
性
徳
円
満
海
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
は
あ
く
ま
で

も
諸
仏
の
根
源
で
あ
り
、
仏
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
一
頁―

三
九
三
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
た
し
か
に
真
言
宗
で
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
密
教
の
仏
（
自
性
法
身
）
と
見
る
。
し
か

し
密
教
的
視
座
か
ら
離
れ
て
、
改
め
て
『
釈
論
』
の
不
二
摩
訶
衍
法
を
眺
め
れ
ば
、
石
井
が
指
摘
す
る
以

外
に
も
同
法
の
性
質
は
垣
間
見
ら
れ
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
研
究
に
よ
り
、

不
二
摩
訶
衍
法
を
諸
仏
の
根
源
と
い
う
他
に
も
「
能
円
満
者
」
で
あ
り
「
一
切
智
智
」
と
密
接
な
関
連
が

認
め
ら
れ
、
ひ
い
て
は
法
身
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
視
点

で
再
度
、『
釈
論
』
の
内
部
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
い
同
法
の
内
実
が
明
ら
か
に
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な
る
と
考
え
る
。 

４
４ 

補
記
と
し
て
、
『
釈
論
』
の
注
釈
家
と
し
て
有
名
な
高
野
山
の
学
匠
宥
快
（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）

が
『
釈
摩
訶
衍
論
鈔
』
で
、「
深
義
の
義
に
付
い
て
心
得
ば
、
大
日
経
・
金
剛
頂
経
に
説
く
所
の
三
摩
地
の

法
門
と
そ
の
義
、
一
致
す
べ
き
な
り
。
彼
の
三
摩
地
の
法
門
に
於
て
一
門
・
普
門
の
三
昧
に
於
て
不
同
な

り
。
彼
の
普
門
の
三
昧
を
能
生
の
真
如
三
昧
と
し
、
一
門
の
内
証
を
眷
属
無
量
の
三
昧
と
心
得
す
べ
き
な

り
」
（
『
続
真
言
宗
全
集
』
一
〇
、
一
二
四
六
頁
下
）
と
述
べ
て
い
る
。
宥
快
が
『
釈
論
』
の
金
剛
三
昧
を

密
教
的
視
座
で
見
れ
ば
『
大
日
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
所
説
の
三
摩
地
と
一
致
す
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
空
海
（
七
七
四―

八
三
五
）
以
降
の
『
釈
論
』
に
対
す
る
視
座
で
あ
る
か
ら
、『
釈
論
』

と
密
教
と
の
接
点
が
あ
る
と
直
に
指
摘
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
が
、
本
研
究
を
通
し
て
『
釈

論
』
の
金
剛
三
昧
を
検
討
し
た
結
果
、
従
来
の
典
籍
に
は
見
出
せ
な
い
三
昧
観
が
存
在
し
て
い
た
。
略
説

す
れ
ば
、
そ
の
構
造
は
十
地
の
菩
薩
以
上
の
如
来
を
も
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
五
段
階
よ
り

な
り
、
あ
き
ら
か
に
修
行
者
が
階
梯
的
に
覚
り
求
め
る
行
法
・
三
摩
地
法
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
傾
向

が
強
い
。
そ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
従
来
の
金
剛
三
昧
と
は
異
な
る
視
点
を
『
釈
論
』
作
者
で
あ
る
龍
樹

が
受
け
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
で
は
こ
れ
が
何
に
依
る
も
の
か
は
、
今
後
、
密
教
、
特
に
金
剛
三
昧

と
密
接
に
関
連
す
る
五
相
成
身
観
と
の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 
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第
三
章 

仏
身
観
の
一
考
察 

―

四
種
身
説
の
可
能
性―

１ 

   
 

第
一
節 
問
題
の
所
在 

  

本
章
で
は
、『
釈
論
』
の
特
有
の
思
想
で
あ
る
「
三
十
三
法
門
」
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
仏
身
観
に
つ

い
て
、
従
来
説
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
異
な
る
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
知
見
を
呈
示

し
た
い
。
そ
も
そ
も
『
起
信
論
』
は
「
法
・
報
・
応
」
の
三
身
説
を
示
し
て
お
り
２

、
こ
れ
は
真
如
門
と

生
滅
門
の
二
門
に
対
す
る
配
当
の
な
か
で
登
場
し
、
真
如
門
に
は
法
身
、
生
滅
門
に
は
報
身
と
応
身
と
す

る
も
の
で
、
こ
れ
は
一
般
的
な
理
解
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
ら
れ
な
い
。
で
は
、『
釈
論
』
は
と

言
う
と
、「
法
・
応
・
化
」
の
三
種
と
し
て
表
記
に
多
少
異
な
る
三
身
説
を
示
し
て
い
る
も
の
の
３

、
わ
ず

か
な
違
い
と
理
解
さ
れ
問
題
視
す
る
必
要
性
が
な
い
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
の
仏
身
観
に
は

三
身
説
に
は
留
ま
ら
な
い
独
特
な
報
身
観
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
『
起
信
論
』

の
注
釈
書
を
含
む
、
こ
の
他
の
典
籍
に
も
確
認
で
き
な
い
。 

 

先
行
研
究
で
は
、『
釈
論
』
の
法
・
応
・
化
の
み
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
そ
れ
が
『
金
光
明
経
』
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
４

。
し
か
し
、『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
異
な
る

三
身
説
を
説
い
た
の
か
、
そ
こ
に
は
報
身
の
捉
え
方
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
点
は
こ
れ

ま
で
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
問
題
の
根
源
に
は
、『
釈
論
』
の
三
身
説
が
同
論
の
中
心
思

想
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
と
三
十
二
法
門
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
明
確
に
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、

そ
し
て
報
身
が
な
ぜ
取
り
払
わ
れ
た
の
か
解
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
『
釈
論
』
が
特
有
の
三
身
説
を
説
い
た
背
景
に
は
、
『
起
信
論
』
の
説
を
取
り
込
み
な
が
ら
新

た
な
仏
身
観
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
見
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
は
報
身
の
役
割
を
応
身
と
化
身
に
持

た
せ
つ
つ
、
報
身
を
別
個
に
取
り
扱
い
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
も
法
身
と
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
と

推
考
し
て
い
る
。
以
上
の
点
を
論
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
・
応
・
化
の
三
身
説
が
『
釈
論
』
の
特
性

と
の
み
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
本
章
で
は
『
釈
論
』
の
独
特
な
心
識
理
解
に

基
づ
い
て
説
く
、
三
大
説
と
熏
習
論
解
釈
か
ら
、
同
論
の
仏
身
観
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。 

   
 

第
二
節 

先
行
研
究
の
成
果
と
課
題 

  

で
は
、『
釈
論
』
の
仏
身
観
（
三
身
説
）
に
つ
い
て
言
及
す
る
先
行
研
究
を
管
見
の
限
り
調
べ
る
と
、
那

須
政
隆
と
加
藤
精
一
の
指
摘
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
那
須
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。 

  
 

こ
こ
に
謂
う
所
の
真
如
熏
習
は
三
大
の
熏
習
で
あ
る
。
そ
の
中
に
て
、
体
相
一
体
に
し
て
熏
習
す
る 

 
 

を
自
体
相
熏
習
と
称
す
。
体
相
二
大
は
不
離
で
あ
る
か
ら
自
体
相
と
言
い
、
そ
れ
は
真
如
本
覚
自
体 

 
 

で
あ
り
事
相
で
あ
る
意
味
に
し
て
未
だ
自
他
の
相
対
が
な
い
位
で
あ
る
。
真
如
其
物
が
自
で
あ
り
、 

 
 

そ
の
真
如
の
体
の
性
徳
が
自
相
で
あ
る
。
次
に
用
熏
習
は
真
如
の
作
用
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
真
如
が 

 
 

他
に
対
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
し
て
、
所
謂
菩
薩
の
化
他
の
作
用
と
云
う
こ
と
に
成
る
。（
中
略
）
本 

 
 

論
で
は
自
体
相
熏
習
と
言
っ
て
い
る
。
自
体
相
は
法
身
自
体
で
あ
る
か
ら
法
身
自
然
熏
習
と
云
う
。 

 
 

之
に
対
し
て
用
熏
習
は
法
身
が
他
に
対
し
て
作
用
す
る
面
で
あ
る
か
ら
報
応
二
身
の
境
地
に
な
る
、 



第三編『釈摩訶衍論』研究の新視点の呈示   第三章 

 

323 

 

 
 

『
論
』
に
応
化
常
恒
熏
習
門
と
あ
る
の
は
こ
の
意
に
依
る
の
で
あ
る
。
５ 

  

那
須
は
『
釈
論
』
の
三
身
説
が
『
起
信
論
』
の
内
容
と
相
違
し
て
い
な
い
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
。

氏
の
こ
の
他
の
見
解
を
見
て
も
『
釈
論
』
所
説
の
「
三
身
」
６

の
語
が
『
起
信
論
』
の
「
法
・
報
・
応
」

を
示
唆
し
て
い
る
と
解
説
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
が
な
ぜ
『
起
信
論
』
と
異
な
る
三
身
説
を
説
い

た
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
加
え
て
い
な
い
の
で
、
那
須
説
を
直
ち
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

う
。
で
は
次
に
加
藤
説
を
確
認
し
た
い
（
〔 

〕
内
は
筆
者
補
注
）
。 

  
 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
は
、
こ
う
し
た
『
起
信
論
』
所
説
の
三
身
は
そ
れ
な
り
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、 

 
 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
・
応
・
化
の
三
身
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
三
身
の
用
い 

 
 

方
か
ら
見
る
と
、
そ
の
三
身
を
、
法
身
と
応
化
身
と
に
明
確
に
区
別
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 

 
 

の
で
あ
る
。
（
中
略
）
『
仏
性
論
』
の
法
身
も
所
説
に
よ
れ
ば
、
真
如
と
か
道
理
を
意
味
し
て
お
り
、 

 
 

法
身
は
真
理
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
。
い
わ
ゆ
る
理
仏
で
あ
り
、『
成
唯
識
論
』
所
説
の
法
身
と
同
様 

 
 

の
内
容
な
の
で
あ
る
。
次
に
『
合
部
金
光
明
経
』
及
び
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
で
は
、（
中
略
）
法
・ 

 
 

応
・
化
の
三
身
の
う
ち
、
法
身
の
み
が
真
実
有
の
仏
身
で
あ
っ
て
、
応
・
化
の
身
は
仮
名
有
な
り
と 

 
 

断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
意
図
す
る
法
身
〔
不
二
摩
訶
衍
法
〕
は
、 

 
 

『
華
厳
経
』
の
教
主
、
盧
舍
那
仏
を
も
摂
し
尽
く
し
、『
大
乗
起
信
論
』
の
説
く
法
身
を
も
摂
し
尽
く 

 
 

し
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
応
・
化
身
に
含
め
尽
く
し
た
「
法
身
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
法
身
こ
そ 

 
 

如
来
の
真
実
身
な
の
で
あ
り
、
『
金
光
明
経
』
に
説
か
れ
る
法
身
と
も
大
い
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 

７ 

  

加
藤
は
『
釈
論
』
の
三
身
説
の
内
、
法
身
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
『
起
信
論
』
所
説

の
法
身
と
、『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
と
対
比
さ
せ
る
『
華
厳
経
』
教
主
（
毘
盧
遮
那
仏
）
と
を
同
一
視

し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
応
化
の
二
身
の
範
疇
に
収
ま
る
と
理
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、『
釈
論
』
の

三
身
説
と
は
『
金
光
明
経
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
典
拠
が
本
経
で
あ
る
か
は
別
と

し
て
も
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。 

両
氏
以
外
に
も
石
井
公
成
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
性
徳
円
満
海
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
は

あ
く
ま
で
も
諸
仏
の
根
源
で
あ
り
、
仏
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
８

と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
不
二
摩
訶
衍

法
を
仏
身
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
点
で
注
目
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。
石
井
と
は
逆
に
本
多
隆
仁
は
、
不
二

摩
訶
衍
法
を
『
釈
論
』
所
説
の
言
説
観
か
ら
検
討
し
法
身
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
多
説

も
三
身
説
と
三
十
三
法
門
と
の
関
係
に
は
注
目
し
て
い
な
い
９

。 

 

以
上
の
指
摘
に
つ
い
て
筆
者
の
立
場
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』
で
は
「
法
・
応
・
化
」
の
三
身
説

を
説
い
て
お
り
、
こ
の
他
に
も
「
三
身
四
徳
」
や
「
自
性
身
」
と
い
う
用
語
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
新
た
に
別
の
仏
身
の
名
前
を
付
加
す
る
と
い
っ
た
、
四
種
身
説
や
そ
れ
に
類
す
る
用
語
は
確
認
で
き

な
い
。
明
ら
か
に
同
論
の
仏
身
観
が
三
身
説
を
基
軸
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
１
０

。
そ
の
よ
う
な
仏
身
観

が
ど
の
よ
う
な
構
想
に
よ
り
登
場
し
た
の
か
従
来
説
で
は
未
検
討
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、『
釈
論
』
の
仏
身
観
は
独
特
で
あ
る
た
め
、
先
学
で
も
色
々
苦
慮
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
れ
は
三
十
三
法
門
に
お
い
て
で
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
い
か
な
る
仏
身
が
対
応
す
る
の
か
、『
釈
論
』
に

明
確
に
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
い
ず
れ
の
指
摘
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
が
な
い
の
は

当
然
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
三
つ
の
問
題
点
を
提
起
し
た
い
。 
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⑴
な
ぜ
『
釈
論
』
が
法
・
応
・
化
の
三
身
と
し
た
の
か
。 

 

⑵
『
釈
論
』
の
三
身
説
と
『
起
信
論
』
の
三
身
を
ど
う
見
る
か
。
一
致
す
る
の
か
相
違
す
る
の
か
。 

 

⑶
「
三
十
三
法
門
」
に
は
い
か
な
る
仏
身
観
が
対
応
し
て
い
る
の
か
。 

  

本
章
で
は
こ
の
三
点
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
次
節
で
は
大
乗
の
仏
身
観
を
踏
ま
え

つ
つ
、『
釈
論
』
の
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
の
仏
身
観
を
概
観
し
、
そ
の
後
『
釈
論
』
の
内
容
に
入
っ
て

い
く
こ
と
と
す
る
。 

   
 

第
三
節 

大
乗
の
仏
身
観
概
観 

  

中
期
大
乗
に
お
い
て
は
、
仏
身
観
は
、
当
初
、
法
身
（











）
と
色
身
（








）
の

二
身
説
だ
け
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
１
１

。
そ
れ
が
次
第
に
法
身
の
永
遠
不
滅
の
性
質
を
い
か
に
現
実
世
界
で

覚
り
解
脱
し
た
仏
身
と
関
連
付
け
る
か
で
議
論
さ
れ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
般
に
知
ら
れ
る
法
身
と
色

身
を
合
せ
た
報
身
（












）
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
よ
う
な
過
程
の
な

か
で
段
階
的
に
応
身
（










）
が
加
え
ら
れ
三
身
説
が
構
築
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

派
生
が
さ
ら
に
四
種
身
や
十
身
ま
で
展
開
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
１
２

。
こ

こ
で
は
補
足
の
意
味
も
含
め
て
水
野
弘
元
の
解
説
を
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 

二
身
説
と
は
、
法
身
と
生
身
の
二
種
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
法
身
と
は
仏
陀
の
本
質
と
し
て
の
法
そ 

 
 

の
も
の
、
ま
た
は
法
が
具
現
化
し
た
理
想
的
な
仏
身
を
い
う
。
生
身
と
は
父
母
所
生
身
で
あ
っ
て
、 

 
 

釈
迦
国
迦
毘
羅
城
に
生
ま
れ
た
釈
迦
仏
を
指
す
。
三
身
説
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
る
が
、
一
般
的
に 

 
 

は
、
⑴
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
説
。
ま
た
は
⑵
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
の
三
身
説
が
知
ら 

 
 

れ
て
い
る
。
四
身
説
に
は
、
前
の
三
身
説
⑴
の
中
の
報
身
を
応
身
と
化
身
に
分
け
て
四
身
と
す
る
も 

 
 

の
、
ま
た
は
前
の
三
身
説
⑵
の
中
の
受
用
身
を
自
受
用
身
と
他
受
用
身
と
に
分
け
て
四
身
と
す
る
も 

 
 

の
が
あ
る
。
１
３ 

  

水
野
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
法
身
と
は
真
理
を
人
格
化
し
た
真
理
仏
、
報
身
と
は
菩
薩
が
波
羅
蜜
に

よ
り
修
行
し
誓
願
を
満
足
し
た
理
想
の
仏
身
（
阿
弥
陀
・
薬
師
）
、
応
身
と
は
特
定
の
時
代
や
地
域
や
相
手

に
応
じ
て
出
現
し
た
肉
身
の
仏
身
（
釈
迦
・
過
去
六
仏
）
、
化
身
と
は
仏
身
の
様
相
で
あ
る
相
好
を
備
え
な

い
姿
形
で
現
れ
る
仏
身
（
凡
夫
・
梵
天
・
帝
釈
・
魔
王
・
畜
生
等
）
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
１
４

。 

 

し
か
し
、
法
身
・
報
身
・
応
身
や
法
身
・
応
身
・
化
身
と
い
う
説
を
主
張
す
る
も
の
や
、
自
性
身
・
自

受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
の
四
種
身
あ
る
い
は
四
種
法
身
へ
と
い
っ
た
密
教
の
仏
身
思
想
へ
と
拡
充
を

提
供
す
る
も
の
が
あ
る
た
め
一
様
に
ま
と
め
き
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
諸
説
に
紆
余
曲
折
が
あ
る
に
せ
よ
、

こ
の
よ
う
な
多
身
観
は
衆
生
を
修
行
に
導
き
解
脱
さ
せ
る
た
め
の
要
請
に
相
応
し
展
開
し
た
も
の
で
あ
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
応
現
し
た
身
に
内
在
す
る
功
徳
や
智
慧
等
は
法
身
の
そ
れ
と
等
し
く
具
わ
っ

て
い
る
と
す
る
見
方
は
当
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
帰
結
さ
せ
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
仏
教
典
籍
で
も
解
脱
の

方
向
性
を
見
失
う
こ
と
に
な
り
、『
釈
論
』
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
理
解
を
参
考
と
し
な
が

ら
『
釈
論
』
の
仏
身
観
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。 
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第
四
節 

『
大
乗
起
信
論
』
の
三
身
説 

  

本
節
で
は
『
釈
論
』
の
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
の
三
身
説
を
見
て
い
く
１
５

。
『
起
信
論
』
で
は
解
釈

分
の
「
真
如
自
体
相
用
」
に
確
認
で
き
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

真
如
の
自
体
と
相
と
は
、
一
切
の
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
諸
仏
に
増
減
有
る
こ
と
無
く
、
前 

 
 

際
に
生
ず
る
に
非
ず
、
後
際
に
滅
す
る
に
非
ず
、
畢
竟
じ
て
常
恒
な
り
。
本
よ
り
已
来
、
性
と
し
て 

 
 

自
ら
一
切
の
功
徳
を
満
足
す
。（
中
略
）
乃
至
、
満
足
し
少
く
る
所
有
る
こ
と
無
き
義
の
故
に
、
名
づ 

 
 

け
て
如
来
蔵
と
な
し
、
亦
た
如
来
の
法
身
と
名
づ
く
。（
中
略
）
此
の
用
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と 

 
 

な
す
。
一
に
は
分
別
事
識
に
依
る
な
り
。
凡
夫
と
二
乗
と
の
心
の
所
見
は
、
名
づ
け
て
応
身
と
な
す
。 

 
 

（
中
略
）
二
に
は
業
識
に
依
る
な
り
。
謂
く
、
諸
の
菩
薩
の
、
初
発
意
よ
り
乃
至
菩
薩
究
竟
地
ま
で 

 
 

の
心
の
所
見
は
、
名
づ
け
て
報
身
と
な
す
。
１
６ 

  

こ
の
説
は
生
滅
門
の
立
場
を
説
く
箇
所
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
『
起
信
論
』
は
法
身
・
報
身
・
応
身
の

三
身
を
説
い
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
体
と
相
を
一
体
と
し
て
理
解
し
１
７

、
体
大
と
相
大
が
三
身
の
内
で
「
法

身
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
法
身
と
は
、
真
如
と
し
て
聖
者
か
ら
凡
夫
に
い
た
る
ま
で
の
修
行
者
に
平
等

に
遍
満
し
て
い
る
と
説
く
も
の
で
あ
り
、
修
行
者
が
法
身
を
直
接
見
る
と
い
っ
た
説
や
、
法
身
が
説
法
を

し
た
り
、
そ
れ
を
修
行
者
が
聴
い
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
次
に
、
用
の
方
を
見
る
と
、
凡
夫
と
二
乗

の
分
別
事
識
に
よ
り
見
え
る
身
を
「
応
身
」
、
菩
薩
究
竟
地
の
業
識
に
よ
り
見
え
る
身
を
「
報
身
」
と
す
る
。

つ
ま
り
、『
起
信
論
』
で
は
応
身
と
報
身
の
二
身
の
み
衆
生
が
見
る
こ
と
が
可
能
な
仏
身
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
修
行
者
の
心
識
＝
煩
悩
の
厚
薄
に
よ
り
認
識
す
る
仏
身
に
差
が
あ
る
と
示
し
て
い
る
。 

加
え
て
、
『
起
信
論
』
に
は
西
方
極
楽
浄
土
の
教
主
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
を
説
い
て
い
る
１
８

。
こ
の
阿
弥

陀
仏
と
仏
身
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
業
識
の
菩
薩
が
見
る
仏
を
報
身
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
で
あ
っ

て
、
分
別
事
識
の
凡
夫
や
二
乗
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
９

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

『
起
信
論
』
の
仏
身
観
と
は
、
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
説
で
あ
っ
て
、
三
大
や
心
識
説
と
も
密
接
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
他
に
も
法
身
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
の
で
確
認
し
た
い
。

以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

問
い
て
曰
く
。
若
し
諸
仏
の
法
身
に
し
て
色
相
を
離
る
れ
ば
、
云
何
が
能
く
色
相
を
現
ず
る
や
。
答 

 

 
 

え
て
曰
く
。
即
ち
此
の
法
身
は
、
是
れ
色
の
体
な
る
が
故
に
、
能
く
色
を
現
ず
。
い
わ
ゆ
る
本
従
り 

 
 

已
来
、
色
と
心
と
は
不
二
な
れ
ば
な
り
。
色
性
は
即
ち
智
な
る
を
以
て
の
故
に
、
色
の
体
の
無
形
な 

 
 

る
を
、
説
い
て
智
身
と
名
づ
く
。
智
性
は
即
ち
色
な
る
を
以
て
の
故
に
、
説
い
て
法
身
一
切
処
に
遍 

 
 

ず
と
名
づ
く
。
現
ず
る
所
の
色
に
は
分
斉
有
る
こ
と
無
き
も
、
心
に
随
い
て
能
く
十
方
世
界
の
無
量 

 
 

の
菩
薩
、
無
量
の
報
身
、
無
量
の
荘
厳
と
を
示
し
て
、
各
各
差
別
あ
り
。
皆
な
分
斉
無
く
し
て
、
而 

し
て
相
妨
げ
ざ
る
な
り
。
此
れ
心
識
分
別
の
能
く
知
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。
真
如
の
自
在
の
用
の
義
な 

る
を
以
て
の
故
な
り
。
２
０ 

 

こ
こ
で
は
、
色
心
不
二
の
法
身
が
報
身
と
し
て
衆
生
の
立
場
に
即
し
て
現
ず
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ

に
は
応
身
の
説
は
無
い
も
の
の
、
前
述
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
や
は
り
法
身
が
衆
生
に
対
し
直
接
説
法

す
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
点
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
『
起
信
論
』
の
仏
身
観
は
色
心
不
二
の
法
身
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が
報
身
や
応
身
と
し
て
衆
生
の
た
め
に
出
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
、
先
述
の
大
乗
説
と
相
違
な

い
と
判
断
で
き
る
。
加
え
て
、
『
起
信
論
』
の
修
行
道
論
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、
『
起
信
論
』
は
生

滅
門
よ
り
真
如
門
を
目
指
す
構
造
で
あ
り
２
１

、
こ
れ
は
『
起
信
論
』
の
修
行
階
梯
と
い
う
の
が
、
生
滅
門

を
因
位
、
真
如
門
を
果
位
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。 

 

そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、『
釈
論
』
は
ま
っ
た
く
異
な
る
理
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
章
に
て
論

じ
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
で
は
「
諸
聖
」（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
）
と
「
諸
凡
」（
卵
・
胎
・
湿
・
化
）

と
規
定
す
る
修
行
者
（
以
下
、
聖
凡
の
八
種
）
２
２

が
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
果
位
で
あ
る
法
身
を
目
指
す

構
造
と
な
っ
て
お
り
、
詳
し
く
は
真
如
門
に
は
如
来
、
生
滅
門
に
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
卵
・
胎
・
湿
・

化
と
す
る
二
門
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
修
行
者
が
三
十
二
法
門
に
連
動
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
釈
論
』

に
と
っ
て
生
滅
門
と
真
如
門
の
両
門
は
因
位
の
立
場
と
捉
え
て
い
る
た
め
、『
起
信
論
』
の
も
の
と
は
真
理

観
や
解
脱
観
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
釈
論
』
の
三
身
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
次
節
で
は
述
べ
た
い
。 

   
 

第
五
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
三
身
説
の
確
認 

  

ま
ず
、『
釈
論
』
所
説
の
法
・
応
・
化
の
三
身
説
を
確
認
す
る
。
そ
れ
が
説
か
れ
る
箇
所
を
調
べ
る
と
い

く
つ
か
確
認
で
き
、
こ
こ
で
は
本
課
題
と
関
連
す
る
説
、
三
箇
所
を
取
り
上
げ
る
（
便
宜
上
番
号
を
付
し
、

当
該
用
語
に
傍
線
を
付
す
）
。
そ
れ
は
➀
～
➂
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  

➀
無
量
無
辺
の
諸
の
衆
生
縁
の
中
に
、
無
量
無
辺
の
殊
勝
の
応
化
身
を
出
だ
し
、
衆
生
の
心
を
熏
習
し 

て
、
諸
の
善
根
を
出
生
し
、
両
輪
の
花
を
増
長
し
、
法
身
の
果
を
荘
厳
す
。
故
に
縁
熏
習
と
名
づ
く
。 

２
３ 

  

➁
次
に
浄
法
熏
習
門
を
説
く
。
此
の
門
の
中
に
自
ら
二
門
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
総
標
門
、 

 
 

二
に
は
開
釈
門
な
り
。
総
標
門
と
は
、
総
じ
て
其
の
名
を
標
す
。
本
の
如
し
、
真
如
熏
習
の
義
に
二 

 
 

種
有
り
、
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
自
体
相
熏
習
、
二
に
は
用
熏
習
な
り
と
い
う
が
故
に
。
開
釈 

門
の
中
に
自
ら
二
門
有
り
、
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
法
身
自
然
熏
習
門
、
二
に
は
応
化
常
恒
熏 

習
門
な
り
。
２
４ 

  

➂
本
釈
の
明
鏡
に
於
て
捧
げ
て
、
七
識
散
慮
の
面
に
臨
め
、
六
塵
境
界
の
垢
を
見
て
、
法
執
人
我
の
咎 

 
 

を
洗
う
べ
し
、
汝
等
仏
子
若
し
是
く
の
如
く
せ
ば
、
法
身
と
応
と
化
の
三
身
、
伊
字
を
舒
る
が
如
く 

 
 

円
か
に
現
前
し
、
常
楽
我
浄
の
四
徳
、
達
池
に
入
る
が
如
く
具
に
出
生
し
、
我
れ
四
王
自
在
処
よ
り
、 

 
 

下
大
海
の
竜
宮
に
入
り
て
、
随
分
に
諸
の
契
経
海
を
窺
う
に
、
総
じ
て
一
百
落
叉
数
有
り
、
是
く
の 

 
 

如
く
の
諸
経
の
真
実
の
法
、
無
量
無
辺
の
差
別
の
義
、
摩
訶
衍
の
立
義
の
中
に
、
該
摂
し
安
立
し
具 

 
 

足
し
て
説
け
り
。
２
５ 

  

➀
は
、
法
身
が
修
行
者
の
た
め
に
応
身
や
化
身
と
し
て
応
現
し
、
善
行
を
修
す
る
こ
と
を
促
し
解
脱
へ

導
く
と
す
る
。
こ
れ
は
『
起
信
論
』
の
説
と
異
な
る
が
通
常
の
三
身
理
解
と
大
差
な
い
。
次
に
➁
は
、
浄

法
（
真
如
）
熏
習
に
三
身
説
を
交
え
た
も
の
で
、
法
身
熏
習
と
応
化
熏
習
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
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よ
う
な
説
は
『
起
信
論
』
に
は
見
ら
れ
な
い
２
６

。
最
後
に
➂
で
は
、
『
釈
論
』
が
説
く
三
身
説
や
、
同
論

が
典
拠
と
し
て
い
る
諸
の
経
典
の
義
理
が
す
べ
て
「
立
義
分
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
箇
所
は
、『
釈
論
』
が
迴
向
し
た
い
対
象
を
三
十
二
法
門
の
全
て
の
修
行
者
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
２
７

、
三
身
が
三
十
三
法
門
に
密
接
で
あ
る
と
暗
に
示
し
て
い
る
重
要
な
記
事
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
三
種
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
『
釈
論
』
が
主
張
す
る
三
身
説
が
法
・
応
・

化
で
あ
る
こ
と
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
説
に
対
し
て
自
ら
の
説
を
主
張
し
会
通
し
よ
う
と
せ
ず
、
淡
々

と
自
ら
の
仏
身
観
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
『
起
信
論
』
の
説
と
同
一

視
す
る
か
否
か
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
は
、
相
違
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
そ
の

よ
う
な
理
解
を
主
張
し
た
の
か
。
次
説
で
は
そ
の
点
を
三
大
説
の
解
釈
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

   
 

第
六
節 

三
大
説
の
解
釈 

  

三
大
説
と
は
、
『
起
信
論
』
に
お
い
て
生
滅
門
の
な
か
で
説
か
れ
る
も
の
で
、
『
釈
論
』
は
そ
の
内
容
を

解
釈
し
て
い
く
な
か
で
独
特
な
三
身
説
と
修
行
者
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
分
量
が
多
い
た

め
内
容
を
整
理
し
た
も
の
を
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

 

○
体
大 

 

真
如
の
自
体
（
体
大
）
と
は
「
凡
夫
」
・
「
声
聞
」
・
「
縁
覚
」
・
「
菩
薩
」
・
「
如
来
」
の
五
種
の
仮
人
に
お 

い
て
平
等
に
遍
満
し
て
い
る
と
す
る
。
『
釈
論
』
は
五
種
の
人
を
修
行
者
と
位
置
付
け
て
い
る
２
８

。 

 

○
相
大 

 

『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
所
説
の
「
不
離
」
・
「
不
断
」
・
「
不
異
」
・
「
不
思
議
」
・
「
仏
法
」
に
つ
い
て
、 

「
凡
夫
」・「
声
聞
」・「
縁
覚
」・「
菩
薩
」
の
四
人
に
は
理
解
で
き
な
い
と
し
２
９

、
そ
れ
が
可
能
な
の
は 

「
大
覚
者
（
法
身
）
」
が
手
本
と
す
る
世
界
で
あ
り
如
来
の
法
身
と
す
る
３
０

。
そ
し
て
今
解
釈
す
る
内 

容
（
真
如
自
体
相
用
の
説
）
は
、
真
如
門
の
立
場
で
は
な
く
生
滅
門
の
立
場
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、 

先
の
五
種
の
人
の
境
界
を
真
如
門
と
生
滅
門
の
立
場
に
振
り
分
け
て
い
く
３
１

。 

 

●
生
滅
門→

凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
が
思
惟
し
理
解
し
修
行
す
る
差
別
の
有
る
世
界
。 

 

●
真
如
門→

大
覚
者
が
説
法
し
如
来
の
み
が
理
解
で
き
る
平
等
平
等
一
相
一
味
の
世
界
。 

 

○
用
大 

真
如
の
働
き
と
は
、
法
身
・
応
身
・
化
身
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
と
す
る
３
２

。
そ
の
上
で
『
釈
論
』
は 

『
起
信
論
』
所
説
の
応
身
と
報
身
に
つ
い
て
、
「
応
身
」
と
は
「
凡
夫
」
・
「
声
聞
」
・
「
縁
覚
」
の
「
分 

別
事
識
」
に
お
い
て
見
る
身
、
「
報
身
」
と
は
「
菩
薩
」
の
「
業
識
」
に
よ
っ
て
見
る
身
と
す
る
３
３

。 

そ
し
て
「
自
性
身
」
の
境
界
と
は
、
業
識
を
離
れ
た
者
の
世
界
で
あ
り
、
報
身
を
見
る
菩
薩
は
ま
だ
真 

如
の
位
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
す
る
３
４

。 

 

●
応
身
は
分
別
事
識
、
報
身
は
業
識
に
関
連
し
て
解
説
し
て
い
る
。 

 

●
自
性
身
は
業
識
を
離
れ
た
者
と
す
る
。 

 

順
に
説
明
し
て
い
く
と
、
体
大
の
解
釈
で
は
、
修
行
者
を
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
の
五
種
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と
す
る
。
そ
し
て
相
大
の
解
釈
で
は
、
生
滅
門
に
は
凡
夫
か
ら
菩
薩
ま
で
を
対
象
と
し
、
真
如
門
に
は
如

来
を
修
行
者
で
あ
る
と
し
、『
起
信
論
』
の
二
門
理
解
と
相
違
す
る
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
三
十
三

法
門
の
修
行
者
で
あ
る
凡
聖
の
八
種
の
修
行
者
と
比
較
す
る
と
、
卵
・
胎
・
湿
・
化
を
凡
夫
の
中
に
集
約

さ
せ
て
計
五
種
と
し
た
こ
と
に
な
る
。 

で
は
、
『
釈
論
』
に
お
け
る
二
門
の
位
置
付
け
を
確
認
す
る
と
、
同
論
で
は
二
門
を
「
末
法
」
、
す
な
わ

ち
因
位
と
し
て
い
る
３
５

。
し
か
し
因
位
で
あ
っ
て
も
真
如
門
は
真
理
真
実
を
説
き
得
る
立
場
で
あ
り
、
生

生
滅
門
は
説
き
得
な
い
立
場
と
す
る
の
で
あ
る
３
６

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
十
三
法
門
で
果
位
と
は
不
二
摩

訶
衍
法
で
あ
り
、
二
門
が
因
位
で
あ
る
以
上
、
必
然
的
に
真
如
門
の
如
来
は
三
身
説
の
法
身
で
は
な
い
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。 

 

最
後
に
用
大
の
解
釈
で
は
、
冒
頭
に
お
い
て
法
・
応
・
化
の
三
身
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
以
降
で
は
「
分

別
事
識
」
を
「
応
身
」
、「
業
識
」
を
「
報
身
」
と
し
、『
起
信
論
』
の
説
に
沿
っ
た
解
説
を
し
て
お
り
、
こ

れ
は
独
自
解
釈
と
随
文
解
釈
の
二
面
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
説
に
な
っ
た
の

か
。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、『
釈
論
』
の
分
別
事
識
と
業
識
に
対
応
す
る
三
身
説
の
独
特
な
理
解
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
に
熏
習
論
の
解
釈
を
見
て
い
く
。 

   
 

第
七
節 

熏
習
論
の
解
釈 

―

妄
心
と
真
如
熏
習
の
解
釈
を
中
心
に―

 

  
 
 

第
一
項 

『
大
乗
起
信
論
』
の
妄
心
と
真
如
熏
習
説 

 

先
に
『
起
信
論
』
の
熏
習
説
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
同
論
で
は
衆
生
の
心
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
染
と
浄
の
は
た
ら
き
が
果
て
し
な
く
生
起
し
て
い
る
と
す
る
３
７

。
菩
提
を
求
め
る
衆
生
は
常
に
染
か

ら
浄
へ
と
向
か
お
う
と
日
々
生
活
し
て
お
り
、
そ
れ
が
有
漏
善
の
面
よ
り
、
修
行
の
心
を
発
し
て
仏
道
を

歩
む
と
す
る
行
為
な
の
だ
と
す
る
３
８

。
こ
の
よ
う
な
心
を
『
起
信
論
』
は
四
つ
の
観
点
か
ら
観
察
し
、
浄

法
・
一
切
染
因
・
妄
心
・
妄
境
界
と
し
３
９

、
そ
れ
ぞ
れ
が
真
如
・
無
明
・
業
識
・
六
塵
と
対
応
関
係
に
あ

る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
熏
習
論
の
解
釈
の
な
か
で
も
、
妄
心
熏
習
と
真
如
熏
習
の
説
を
中
心
に
見
て
い
く
。

以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  

〇
妄
心
熏
習 

 
 

妄
心
熏
習
の
義
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
分
別
事
識
熏
習
。
諸
の
凡
夫
と
二
乗
の 

 
 

人
等
と
生
死
の
苦
を
厭
う
に
依
り
て
、
力
の
所
能
に
随
い
て
漸
く
無
上
道
に
趣
向
す
る
を
以
て
の
故 

 
 

に
。
二
に
は
意
熏
習
。
謂
く
諸
の
菩
薩
は
、
発
心
し
勇
猛
に
し
て
速
や
か
に
涅
槃
に
趣
く
が
故
に
。
４
０ 

  

○
真
如
熏
習 

 
 

真
如
熏
習
の
義
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
自
体
相
熏
習
、
二
に
は
用
熏
習
な
り
。 

 
 

自
体
相
熏
習
と
は
、
無
始
世
従
り
来
、
無
漏
法
を
具
し
、
備
に
不
思
議
有
り
て
境
界
の
性
と
作
る
。 

 
 

此
の
二
義
に
依
り
て
恒
常
に
熏
習
す
。
力
有
る
を
以
て
の
故
に
、
能
く
衆
生
を
し
て
生
死
の
苦
を
厭 

 
 

い
、
涅
槃
を
楽
求
し
、
自
ら
己
身
に
真
如
法
有
り
と
信
じ
て
発
心
し
修
行
せ
し
む
。
４
１ 

  

妄
心
熏
習
で
は
、
妄
心
の
中
に
も
善
行
を
修
す
る
二
種
の
力
が
あ
り
、
一
つ
に
は
分
別
事
識
熏
習
、
二
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つ
に
は
意
熏
習
（
転
識
・
現
識
・
智
識
・
相
続
識
の
四
種
を
総
称
し
た
も
の
）
と
す
る
４
２

。
前
者
は
凡
夫

と
二
乗
が
悟
り
を
得
る
た
め
修
行
し
て
い
く
立
場
、
後
者
は
菩
薩
が
発
心
し
速
や
か
に
涅
槃
に
趣
か
せ
る

立
場
と
す
る
。
こ
こ
に
は
三
身
説
は
登
場
し
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
分
別
事
識
に
は
「
応
身
」
、
業
識
に

は
「
報
身
」
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
対
応
関
係
に
あ
る
と
分
か
る
。 

真
如
熏
習
の
方
は
、
真
如
が
衆
生
に
熏
習
す
る
こ
と
を
三
大
熏
習
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、

衆
生
の
内
面
よ
り
本
人
の
自
覚
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
真
如
の
力
が
作
用
し
て
涅
槃
を
求
め
る
よ
う
修
行
を

促
す
と
す
る
。
こ
こ
で
も
三
身
の
名
は
説
か
れ
な
い
が
前
述
の
よ
う
に
体
大
と
相
大
で
法
身
、
用
大
で
報

身
と
応
身
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
連
動
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

   
 
 

第
二
項 

妄
心
と
真
如
熏
習
の
解
釈 

―

分
別
事
識
と
業
識
の
理
解―

 

 

で
は
、
『
釈
論
』
の
解
釈
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
妄
心
熏
習
の
解
釈
の
冒
頭
に
興
味
深

い
説
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
妄
心
熏
習
に
つ
い
て
「
麁
」
と
「
細
」
の
二
種
が
あ
る
と
し
て
、「
麁
」

と
は
「
意
識
熏
習
」
、「
細
」
と
は
「
十
一
末
那
熏
習
」
と
す
る
４
３

。
そ
の
続
き
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
意

識
熏
習
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

意
識
熏
と
は
其
の
相
い
か
ん
。
四
十
心
の
凡
夫
と
及
び
諸
の
二
乗
は
、
意
識
の
中
の
本
覚
智
分
を
以 

 
 

て
、
意
識
の
中
の
無
明
の
癡
分
を
熏
じ
、
生
死
の
苦
を
厭
い
涅
槃
の
楽
を
欣
い
、
漸
漸
に
転
勝
し
て 

 
 

仏
道
に
向
か
う
が
故
に
。
４
４ 

 

こ
の
意
識
熏
に
関
連
す
る
修
行
者
を
「
四
十
心
の
凡
夫
と
及
び
諸
の
二
乗
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
不

定
聚
の
十
信
と
正
定
聚
の
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
を
合
わ
せ
た
四
十
と
、
邪
定
聚
の
凡
夫
二
乗
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。
次
に
十
一
末
那
熏
習
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

 

 
 

十
一
末
那
熏
習
の
義
と
は
其
の
相
い
か
ん
。
初
の
聖
地
よ
り
乃
ち
金
剛
に
至
る
ま
で
、
其
の
次
第
の 

 
 

如
く
、
清
浄
分
を
以
て
染
汚
分
を
熏
じ
、
無
上
菩
提
道
に
証
入
す
る
が
故
に
。
菩
薩
の
無
明
を
断
ず 

 
 

る
に
等
し
き
を
以
て
の
故
に
。
本
の
如
し
、
二
に
は
意
熏
習
、
謂
く
諸
の
菩
薩
は
、
発
心
し
勇
猛
に 

 
 

し
て
速
や
か
に
涅
槃
に
趣
く
が
故
に
、
と
い
う
が
故
に
。
４
５ 

  

十
一
末
那
に
つ
い
て
初
地
よ
り
十
地
の
菩
薩
の
修
行
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
十
一
末
那
の
由
来

は
、「
業
相
・
転
相
・
現
相
・
智
相
・
相
続
相
」
の
五
相
と
「
業
識
・
転
識
・
現
識
・
智
識
・
相
続
識
」
の

五
識
と
「
根
本
無
明
」
を
統
合
さ
せ
た
計
十
一
種
が
含
ま
れ
る
の
で
十
一
末
那
と
命
名
し
た
も
の
で
あ
る

４
６

。
こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
は
、
『
起
信
論
』
の
分
別
事
識
熏
習
と
意
熏
習
に
つ
い
て
、
煩
悩
の
厚
薄
の

状
態
を
大
小
に
置
き
換
え
な
が
ら
、「
麁
」
の
意
識
熏
習
と
は
「
分
別
事
識
」
で
あ
り
凡
夫
か
ら
二
乗
の
修

行
者
と
対
応
し
、「
細
」
の
十
一
未
那
熏
習
と
は
「
業
識
」
の
別
名
で
あ
り
初
地
か
ら
十
地
の
菩
薩
を
対
応

す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
次
に
真
如
熏
習
の
解
釈
を
見
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。
そ
こ
に
は
仏
身
と
心
識
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
関
連
箇
所
に
傍

線
を
付
す
）
。 
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次
に
浄
法
熏
習
門
を
説
く
。
此
の
門
の
中
に
就
い
て
自
ら
二
門
有
り
。
云
何
が
二
と
為
す
。
一
に
は 

 
 

総
標
門
、
二
に
は
開
釈
門
な
り
。
総
標
門
と
は
、
総
じ
て
其
の
名
を
標
す
。
本
の
如
し
、
真
如
熏
習 

 
 

の
義
に
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
自
体
相
熏
習
、
二
に
は
用
熏
習
な
り
、
と
い
う
が 

 
 

故
に
。
開
釈
門
の
中
に
自
ら
二
門
有
り
。
云
何
が
二
と
な
す
。
一
に
は
法
身
自
然
熏
習
門
、
二
に
は 

 
 

応
化
常
恒
熏
習
門
な
り
。
４
７ 

  

『
釈
論
』
は
自
体
相
熏
習
と
用
熏
習
に
つ
い
て
、
前
者
を
法
身
自
然
熏
習
門
、
後
者
を
応
化
熏
習
門
と

命
名
し
、
さ
ら
に
法
・
応
・
化
の
三
身
説
と
交
え
な
が
ら
、『
起
信
論
』
と
は
異
な
る
理
解
を
主
張
し
て
い

く
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
『
起
信
論
』
に
お
い
て
報
身
に
業
識
と
菩
薩
、
応
身
に
分
別
事
識
と
凡
夫
二
乗

が
対
応
す
る
の
を
、『
釈
論
』
は
心
識
と
仏
身
の
配
当
を
意
図
的
に
改
変
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
関

連
す
る
記
事
が
あ
る
の
で
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）
。 

  
 

次
に
白
品
相
熏
習
有
力
門
を
説
く
。（
中
略
）
因
果
の
二
位
有
る
故
に
。
本
因
果
と
は
其
の
相
い
か
ん
。 

謂
く
無
始
従
り
来
、
三
賢
十
聖
の
位
有
る
が
故
に
、
三
身
四
徳
の
果
有
る
が
故
に
。
始
因
果
と
は
其 

の
相
い
か
ん
。
今
修
行
す
る
時
、
方
に
乃
ち
無
始
の
十
地
有
る
が
故
に
、
本
有
の
因
果
有
る
を
顕
す 

が
故
に
。
４
８ 

  

『
釈
論
』
は
真
如
の
熏
習
に
二
様
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
本
因
果
（
本
地
）
」
と
「
始
因
果
（
始
地
）
」
と

す
る
。
ま
ず
「
本
因
果
」
と
は
、
本
来
的
に
三
賢
十
聖
の
位
と
三
身
四
徳
を
有
し
、
真
如
の
熏
習
を
必
要

と
し
な
い
立
場
で
あ
る
。
次
に
「
始
因
果
」
と
は
、
修
行
に
よ
り
段
階
的
に
十
地
ま
で
の
行
果
を
獲
得
す

る
真
如
の
熏
習
を
必
要
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
種
の
修
行
者
観
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
ま
ず
「
本
因
果
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

本
因
果
と
は
次
第
い
か
ん
。
無
始
従
り
来
、
十
種
の
本
覚
の
真
智
及
び
十
種
の
如
実
法
界
と
有
る
を 

 
 

以
て
の
故
に
。
能
く
十
種
の
枝
末
の
無
明
を
熏
じ
、
一
種
の
法
界
心
有
る
を
以
て
の
故
に
。
能
く
根 

 
 

本
無
明
を
熏
習
す
る
が
故
に
、
是
れ
を
本
地
と
名
く
。
本
の
如
し
。
４
９ 

  

こ
こ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
智
慧
を
備
え
根
本
無
明
を
熏
習
す
る
者
が
説
か
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
聖
者

な
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、「
如
実
法
界
」
と
「
一
種
の
法
界
心
」
に
注
目
す
る
。

前
者
は
如
実
智
と
い
う
如
来
智
を
想
起
さ
せ
５
０

、
後
者
は
法
身
の
一
部
を
具
有
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
の
「
三
身
四
徳
」
を
持
ち
合
わ
せ
る
者
で
も
あ
る
点
を
総
合
す
る
と
、
覚
者
で

あ
り
如
来
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
補
強
す
る
説
と
し
て
、『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
と
毘

盧
遮
那
仏
と
を
対
比
さ
せ
る
な
か
で
、
同
仏
は
三
種
世
間
を
満
足
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
は
不

二
摩
訶
衍
法
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
説
が
確
認
で
き
る
５
１

。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
因
果
の
修
行
者
と
は
聖
凡
の
八
種
の
内
の
如
来
で
あ
り
毘
盧
遮
那
仏
を
想
定
し

て
い
る
と
判
断
で
き
、
真
如
門
の
如
来
の
立
場
を
指
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
次
に
、「
始

因
果
」
の
説
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
そ
こ
に
は
応
身
と
化
身
が
登
場
し
修
行
者
と
心
識
説
と
の
関
係
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

  
 

始
因
果
と
は
次
第
い
か
ん
。
謂
く
未
だ
十
信
の
位
を
得
ず
と
雖
も
、
而
も
本
熏
習
の
力
を
以
て
の
故 
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に
、
則
ち
自
心
の
中
に
生
死
の
苦
を
厭
い
涅
槃
の
楽
を
求
む
。
此
の
力
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
真
如 

 
 

の
性
を
熏
習
し
、
自
ら
仏
性
を
信
じ
て
十
信
の
位
に
入
り
、
心
の
虚
妄
を
知
り
十
解
の
位
に
入
り
、 

 
 

境
界
の
空
を
知
り
十
行
の
位
に
入
り
、
出
向
の
法
を
修
し
十
向
の
位
に
入
り
、
如
実
般
若
を
以
て
境 

 
 

界
の
空
を
知
る
が
故
に
。（
中
略
）
法
身
涅
槃
を
得
て
、
応
化
の
業
用
を
成
ず
る
が
故
に
。
之
れ
を
始 

地
と
名
づ
く
。
本
の
如
し
。
５
２ 

  

『
釈
論
』
は
、
凡
夫
二
乗
の
位
か
ら
十
地
の
菩
薩
（
聖
凡
の
八
種
の
内
、
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・

縁
覚
・
菩
薩
の
七
種
の
修
行
者
）
ま
で
が
応
身
・
化
身
を
見
て
修
行
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。『
釈
論
』
は

意
識
熏
習
＝
分
別
事
識
、
十
一
末
那
熏
習
＝
業
識
と
主
張
し
な
が
ら
、
前
者
に
対
応
す
る
修
行
者
は
凡
夫

か
ら
二
乗
、
後
者
は
初
地
か
ら
十
地
の
菩
薩
と
す
る
の
で
、
凡
夫
か
ら
十
地
の
菩
薩
ま
で
の
行
者
が
応
身

と
化
身
に
よ
っ
て
修
行
す
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
は
分
別
事
識
と
業

識
に
対
応
す
る
仏
身
を
応
身
と
化
身
の
二
身
だ
と
理
解
し
て
お
り
、『
起
信
論
』
の
主
張
す
る
報
身
を
意
図

的
に
除
外
す
る
操
作
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
『
釈
論
』
の
随
文
解
釈
で
は
な
い

独
自
の
構
想
に
基
づ
い
た
三
身
と
識
心
の
解
釈
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。 

そ
う
な
る
と
、
如
来
は
ど
の
よ
う
な
仏
身
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
三
十
三
法
門
に
お
け
る

生
滅
門
に
は
応
身
と
化
身
が
対
応
す
る
と
し
て
も
、
真
如
門
の
如
来
の
仏
身
観
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
法

門
の
構
造
上
、
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
を
次
節
で
は
、『
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏

の
説
を
手
掛
か
り
と
し
検
討
を
加
え
明
ら
か
に
し
た
い
。 

   
 

第
八
節 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
阿
弥
陀
仏
」
理
解 

  

先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
起
信
論
』
で
は
阿
弥
陀
信
仰
を
説
い
て
お
り
、
そ
こ
で
は
専
意
方
便
を
勧
め
て

い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

 

謂
く
専
意
念
仏
の
因
縁
を
以
て
、
願
に
随
い
て
他
方
の
仏
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
て
、
常
に
仏
を
見 

て
永
く
悪
道
を
離
る
。
修
多
羅
に
説
く
が
如
し
。
若
し
人
、
専
ら
西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
を
念 

じ
、
修
す
所
の
善
根
を
迴
向
し
て
、
彼
の
世
界
に
生
せ
ん
と
願
求
す
れ
ば
、
即
ち
往
生
す
る
こ
と
を 

得
。
５
３ 

  

こ
の
内
容
は
、
衆
生
に
対
し
阿
弥
陀
仏
へ
の
専
意
方
便
を
修
習
さ
せ
、
善
行
を
勤
め
る
こ
と
を
促
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
将
来
、
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
阿
弥
陀
仏
と

い
う
の
が
前
述
で
述
べ
た
報
身
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
起
信
論
』
で
は
生
滅
門
に
お
い
て
登
場
し
、
衆
生

を
教
化
し
て
い
く
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』
の
場
合
、
そ
の
報
身
が
生
滅
門
か
ら
除

か
れ
て
い
る
た
め
、
今
引
用
し
た
説
を
『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
が
重
要
と
な
る
。

以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

 

如
来
方
便
殊
勝
門
と
言
う
は
、
謂
く
、
諸
仏
如
来
に
不
可
思
議
の
甚
深
極
妙
の
大
方
便
有
る
が
故
に
。 

（
中
略
）
所
謂
る
、
如
来
を
専
念
す
る
方
便
な
り
。（
中
略
）
承
力
得
勝
妙
処
門
と
言
う
は
、
諸
如
来 

の
不
思
議
の
方
便
力
を
以
て
の
故
に
。
自
ら
の
所
願
に
随
い
て
即
ち
往
生
妙
楽
土
を
得
る
が
故
に
。 
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５
４ 

  

『
釈
論
』
は
「
阿
弥
陀
仏
」
や
「
西
方
極
楽
世
界
」
と
い
っ
た
用
語
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、「
諸
仏
」
や

「
如
来
」
や
「
諸
如
来
」
や
「
往
生
妙
楽
土
」
と
い
っ
た
表
現
を
し
て
お
り
、
西
方
浄
土
に
限
定
せ
ず
に

多
方
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
信
仰
に
留
ま
ら
な
い
浄
土
観
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
同
仏
以
外
の
尊
格
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
証
拠
に
、
先
の

「
諸
仏
」
や
「
諸
如
来
」
と
固
有
の
名
称
を
挙
げ
ず
に
表
記
す
る
点
や
、
後
半
の
説
に
は
『
華
厳
経
』
の

教
主
毘
盧
遮
那
仏
を
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
釈
論
』
は
毘
盧
遮
那
仏
と
阿
弥
陀
仏
の
他
に
も
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
薬
師
如

来
と
い
っ
た
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
如
来
と
称
す
る
仏
を
『
釈

論
』
で
は
真
如
門
の
修
行
者
で
あ
る
「
如
来
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
真
如
門
の
「
如
来
」

と
は
報
身
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
不
二
摩
訶
衍
法
と

生
滅
門
に
関
連
す
る
仏
身
が
、
前
者
を
法
身
、
後
者
を
応
身
と
化
身
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
、
応
身
が

阿
弥
陀
仏
や
毘
盧
遮
那
仏
を
想
定
し
て
い
た
と
理
解
す
る
に
は
通
常
の
仏
身
観
か
ら
見
て
考
え
に
く
く
、

適
当
と
は
言
え
な
い
。 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
釈
論
』
の
三
十
三
法
門
は
『
起
信
論
』
の
二
門
理
解
と
成
仏
観
が
異
な
っ
て

い
る
の
で
、
二
門
が
連
動
す
る
三
十
二
法
門
が
因
位
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
果
位

で
あ
る
法
身
を
目
指
す
構
図
で
あ
る
以
上
、
真
如
門
の
仏
身
は
応
身
や
化
身
で
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
生
滅
門
に
登
場
す
る
報
身
を
、
生
滅
門
か
ら
真
如
門
に

移
行
さ
せ
別
個
に
取
り
扱
い
、
真
如
門
の
仏
身
と
し
て
位
置
付
け
た
と
理
解
す
る
。
こ
の
報
身
で
あ
る
如

来
は
行
果
が
円
満
し
た
仏
身
で
あ
り
、
理
想
の
仏
身
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
釈
迦
な
ど
の
尊
格
で
は
な
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

   
 

ま
と
め 

  

本
検
討
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
を
集
約
す
る
こ
と
で
ま
と
め
と
し
た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』
は
『
起
信

論
』
の
三
身
説
と
そ
う
で
は
な
い
説
の
二
様
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
随
文
解
釈
と
独
自
解
釈
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
、『
起
信
論
』
が
法
・
報
・
応
と
す
る
の
に
対
し
法
・
応
・
化
と
改
変
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
『
起
信
論
』
の
説
を
会
通
し
た
も
の
で
は
く
、『
釈
論
』
か
ら
見
た
『
起

信
論
』
の
仏
身
観
と
い
う
も
の
が
、
独
特
の
構
想
に
基
づ
い
て
法
・
応
・
化
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

 

詳
し
く
は
、
『
起
信
論
』
が
報
身
と
応
身
に
業
識
と
分
別
事
識
を
対
応
さ
せ
て
い
る
の
を
、
『
釈
論
』
は

報
身
の
立
場
を
抜
き
出
し
て
応
身
と
化
身
の
二
身
に
そ
の
役
割
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
て
説
か
れ
た
の
か
を
考
え
る
と
、
三
十
三
法
門
の
構
造
が

要
因
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
こ
で
は
真
如
門
と
生
滅
門
を
含
む
三
十
二
法
門
が
因
位
、
不
二
摩
訶
衍
法
と

い
う
果
位
で
あ
る
法
身
を
目
指
す
構
図
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
起
信
論
』
に
お
い
て
生
滅
門
か
ら
真
如

門
と
い
う
果
位
で
あ
り
法
身
を
目
指
す
構
造
と
完
全
に
相
違
し
て
お
り
、『
釈
論
』
に
お
い
て
は
た
と
え
真

如
門
で
あ
っ
て
も
修
行
者
が
存
在
す
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
法
身
、
生
滅
門
が
応
身
と
化
身
と
対
応
に
す
る
と
分
か
る
。
だ
が
、
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真
如
門
の
如
来
が
い
か
な
る
仏
身
を
想
定
し
て
い
る
の
か
は
不
明
な
た
め
、
そ
こ
で
『
釈
論
』
が
『
起
信

論
』
の
専
意
方
便
を
解
釈
す
る
説
に
注
目
し
検
討
を
加
え
た
。
そ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
に
限
定
せ
ず
「
諸

如
来
」
と
い
っ
た
表
現
を
し
な
が
ら
同
仏
以
外
の
多
方
面
の
浄
土
観
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
以
上
の

理
解
を
手
掛
か
り
と
し
て
考
え
る
と
、
こ
の
如
来
と
は
応
身
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
や
毘
廬
遮
那
仏
と
い

っ
た
、
永
い
波
羅
蜜
行
を
完
成
し
成
仏
し
た
仏
身
、
す
な
わ
ち
報
身
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
い
た
っ
た
の

で
あ
る
。 

 

こ
の
理
解
が
了
承
さ
れ
る
な
ら
ば
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
に
お
け
る
生
滅
門
の
報
身
を
独
自
の
仏
身

観
で
真
如
門
に
移
行
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
の
仏
身
観
と
は
三
身
と
し
て
説
か

れ
て
い
る
が
、
法
身
・
応
身
・
化
身
に
、
次
ぐ
第
四
の
仏
身
観
が
予
想
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
る

と
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
法
身
で
あ
り
、
真
如
門
は
報
身
、
生
滅
門
に
は
応
身
と
化
身
の
計
四
身
説
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
説
で
主
張
す
る
、
『
金
光
明
経
』
の
説
と
す
る
見
解
や
、
『
起
信
論
』
と
大

差
な
い
と
す
る
説
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
仏
身
と
し
て
見
な
い
説
に
対
し
、
三
十
三
法
門
と
の
関
係
か
ら
異

な
る
知
見
を
呈
示
で
き
た
と
思
う
。
最
後
に
、
当
初
、
設
定
し
た
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
で

終
わ
り
と
す
る
。 

⑴
な
ぜ
『
釈
論
』
が
法
・
応
・
化
の
三
身
と
し
た
の
か
。 

↳

『
起
信
論
』
の
報
身
に
対
す
る
特
有
の
理
解
が
あ
り
、
真
如
門
の
仏
身
に
当
て
は
め
る
た
め
。 

 

⑵
『
釈
論
』
の
三
身
説
と
『
起
信
論
』
の
三
身
を
ど
う
見
る
か
。
一
致
す
る
の
か
相
違
す
る
の
か
。 

 
 
↳

『
釈
論
』
に
は
特
有
の
報
身
観
が
認
め
ら
れ
る
た
め
相
違
し
て
い
る
。 

 

⑶
「
三
十
三
法
門
」
に
は
い
か
な
る
仏
身
観
が
対
応
し
て
い
る
の
か
。 

 
 
↳

『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
報
身
を
真
如
門
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
法

身
・
報
身
・
応
身
・
化
身
の
四
身
説
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 

１ 

本
章
は
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
仏
身
観
の
一
考
察 

―

四
種
身
説
の
可
能
性―
」
（
『
東
ア

ジ
ア
仏
教
研
究
』
十
五
、
二
〇
一
八
年
）
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
復
次
。
真
如
用
者
所
謂
諸
仏
如
来
。
本
在
因
地
発
大
慈
悲
。
修
諸
波
羅
蜜
。

摂
化
衆
生
。
立
大
誓
願
。
尽
欲
度
脱
等
衆
生
界
。
亦
不
限
劫
数
尽
於
未
来
。
以
取
一
切
衆
生
如
己
身
故
。

而
亦
不
取
衆
生
相
。
此
以
何
義
。
謂
如
実
知
一
切
衆
生
及
与
己
身
真
如
平
等
無
別
異
故
。
以
有
如
是
大
方

便
智
除
滅
無
明
見
本
法
身
。
自
然
而
有
不
思
議
業
種
種
之
用
。
即
与
真
如
等
遍
一
切
処
。
又
亦
無
有
用
相

可
得
。
何
以
故
。
謂
諸
仏
如
来
唯
是
法
身
智
相
之
身
。
第
一
義
諦
無
有
世
諦
境
界
。
離
於
施
作
但
随
衆
生

見
聞
得
益
故
説
為
用
。
此
用
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
依
分
別
事
識
。
凡
夫
二
乗
心
所
見
者
名
為
応
身
。

以
不
知
転
識
現
故
見
従
外
来
取
色
分
斉
不
能
尽
知
故
。
二
者
依
於
業
識
。
謂
諸
菩
薩
従
初
発
意
。
乃
至
菩

薩
究
竟
地
。
心
所
見
者
名
為
報
身
。
身
有
無
量
色
。
色
有
無
量
相
。
相
有
無
量
好
。
所
住
依
果
亦
有
無
量

種
種
荘
厳
随
所
示
現
。
即
無
有
辺
不
可
窮
尽
離
分
斉
相
。
随
其
所
応
。
常
能
住
持
不
毀
不
失
。
如
是
功
徳

皆
因
諸
波
羅
蜜
等
無
漏
行
熏
。
及
不
思
議
熏
之
所
成
就
。
具
足
無
量
楽
相
故
。
説
為
報
身
。
又
為
凡
夫
所

見
者
是
其
麁
色
。
随
於
六
道
各
見
不
同
。
種
種
異
類
非
受
楽
相
故
。
説
為
応
身
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七

九
頁
中―

下
） 

３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
六
「
次
説
能
所
平
等
門
。
言
能
所
平
等
門
者
。
人
法
体
用
理
智
平
等
無
差
別
故
。

謂
法
身
応
化
之
三
身
。
及
実
実
仮
仮
之
二
理
。
平
等
一
体
無
差
別
故
。
自
性
本
身
及
枝
末
身
。
一
等
一
体

無
差
別
故
。
能
証
正
智
所
証
如
理
。
平
等
一
体
無
差
別
故
。
以
一
体
故
無
有
二
体
。
無
二
体
故
亦
無
一
体
。

無
二
無
一
亦
無
無
耳
。
以
此
義
故
自
然
本
性
。
具
足
功
徳
不
仮
他
力
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
四
三
頁
中
）

等
に
散
見
さ
れ
る
。 

４ 

加
藤
精
一
『
密
教
の
仏
身
観
』（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
）
、
こ
の
他
に
も
森
田
龍
僊
が
三
大
と
仏
身
の

関
係
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
（
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
二
〇
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一
頁―
二
二
三
頁
）
。 

５ 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
四
九
八
頁
、
五
一
五
頁
） 

６ 

『
同
右
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
五
三
九
頁
） 

７ 

加
藤
精
一
『
密
教
の
仏
身
観
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
、
一
六
四
頁―

一
七
六
頁
、
一
八
三
頁―

一

八
六
頁
） 

８ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
一
頁―

三
九
三
頁
） 

９ 

本
多
隆
仁
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
） 

１
０ 

『
釈
論
』
に
は
『
起
信
論
』
の
三
身
で
あ
る
法
・
報
・
応
の
三
身
を
解
釈
し
随
文
解
釈
を
す
る
箇
所

が
存
在
す
る
。
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
他
に
、『
釈
論
』
独
自
の
法
・
応
・
化
の
三
身
を
主
張
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
ど
ち
ら
が
『
釈
論
』
の
主
張
な
の
か
読
み
取
れ
な
い
点
が
あ
る
。
し
か
し
『
釈
論
』
の

文
脈
を
素
直
に
読
む
と
法
・
応
・
化
の
三
身
を
主
張
し
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
る
。 

１
１ 

渡
辺
章
悟
『
金
剛
般
若
経
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
九
年
、
六
九
頁―

八
九
頁
） 

１
２ 

中
村
元
他
編
著
『
岩
波
仏
教
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
三
九
〇
頁
、
八
七
五
頁―

八
七
六

頁
） 

１
３ 

水
野
弘
元
『
仏
教
要
語
の
基
礎
知
識
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
七
二
頁
）
。
ま
た
、
三
身
と
四
智

の
関
係
性
に
つ
い
て
大
竹
晋
が
整
理
し
た
も
の
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
『
新
国
訳
大
蔵
経 

十
地
経
論
』
Ⅰ
、

大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
三
五
七
頁―

三
五
九
頁
）
。
四
種
法
身
に
つ
い
て
は
、
向
井
隆
健
「
四
種
法
身

に
つ
い
て
」
（
『
豊
山
学
報
』
十
六
、
一
九
七
一
年
）
や
干
潟
竜
祥
「
四
種
法
身
と
三
輪
身
の
創
始
者
に
つ

い
て
」
（
『
密
教
大
系
』
一
、
一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。 

１
４ 

高
崎
直
道
「
法
身
の
一
元
論
」（
『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
五
年
）
。
法
身
の
見

方
（
特
に
『
起
信
論
』
の
仏
身
）
を
考
え
る
上
で
有
用
な
論
考
で
あ
る
。 

１
５ 

『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
法
・
応
・
化
の
三
身
説
を
説
く
も
の
は
、
元
暁
の
『
起

信
論
疏
』
巻
二
（
大
正
蔵
四
四
、
二
一
八
頁
下―

二
一
九
頁
上
）
や
『
大
乗
起
信
論
別
記
』
巻
一
（
大
正

蔵
四
四
、
二
三
九
頁
下―

二
四
〇
頁
上
）
、
ま
た
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
三
（
大
正
蔵
四
四
、
二

七
四
頁
中―

二
七
五
頁
中
）
等
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
『
釈
論
』
の
よ
う
な
三
身
説
で
は
な
い
。 

１
６ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
真
如
自
体
相
者
。
一
切
凡
夫
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
諸
仏
、
無
有
増
減
。

非
前
際
生
。
非
後
際
滅
。
畢
竟
常
恒
。
従
本
已
来
。
性
自
満
足
一
切
功
徳
。（
中
略
）
乃
至
満
足
無
有
所
少

義
故
。
名
為
如
来
蔵
。
亦
名
如
来
法
身
。（
中
略
）
此
用
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
依
分
別
事
識
。
凡
夫
、

二
乗
心
所
見
者
。
名
為
応
身
。（
中
略
）
二
者
依
於
業
識
。
謂
諸
菩
薩
従
初
発
意
。
乃
至
菩
薩
究
竟
地
。
心

所
見
者
。
名
為
報
身
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
九
頁
上―

下
） 

１
７ 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
註
『
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
四
八
七
頁
） 

１
８ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
如
修
多
羅
説
。
若
人
専
念
西
方
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
。
所
修
善
根
。
迴
向

願
求
生
彼
世
界
。
即
得
往
生
。
常
見
仏
故
。
終
無
有
退
。
若
観
彼
仏
真
如
法
身
。
常
勤
修
習
畢
竟
得
生
。

住
正
定
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
八
三
頁
上
） 

１
９ 

高
崎
直
道
『
高
崎
直
道
著
作
集
（
大
乗
起
信
論
・
楞
伽
経
）
』
八
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
八

頁―

一
一
九
頁
） 

２
０ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
問
曰
。
若
諸
仏
法
身
離
於
色
相
者
。
云
何
能
現
色
相
。
答
曰
。
即
此
法
身

是
色
体
故
。
能
現
於
色
。
所
謂
従
本
已
来
色
心
不
二
。
以
色
性
即
智
故
色
体
無
形
。
説
名
智
身
。
以
智
性

即
色
故
。
説
名
法
身
遍
一
切
処
。
所
現
之
色
無
有
分
斉
。
随
心
能
示
十
方
世
界
。
無
量
菩
薩
無
量
報
身
。

無
量
荘
厳
各
各
差
別
。
皆
無
分
斉
而
不
相
妨
。
此
非
心
識
分
別
能
知
。
以
真
如
自
在
用
義
故
。
」
（
大
正
蔵

三
二
、
五
七
九
頁
下
） 

２
１ 

『
同
右
』
巻
一
「
復
次
、
顕
示
従
生
滅
門
即
入
真
如
門
。
所
謂
推
求
五
陰
色
之
与
心
、
六
塵
境
界
畢

竟
無
念
、
以
心
無
形
相
、
十
方
求
之
終
不
可
得
。
如
人
迷
故
謂
東
為
西
、
方
実
不
転
。
衆
生
亦
爾
、
無
明

迷
故
謂
心
為
念
、
心
実
不
動
。
若
能
観
察
知
心
無
念
、
即
得
随
順
入
真
如
門
故
」（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
九

頁
下
） 
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２
２ 
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
〇
頁
下
） 

２
３ 

『
同
右
』
巻
三
「
於
無
量
無
辺 

諸
衆
生
縁
中 

出
無
量
無
辺 

殊
勝
応
化
身 

熏
習
衆
生
心 

出

生
諸
善
根 
増
長
両
輪
花 

荘
厳
法
身
果 

故
名
縁
熏
習
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
二
二
頁
下
） 

２
４ 

『
同
右
』
巻
五
「
次
説
浄
法
熏
習
門
。
就
此
門
中
自
有
二
門
。
云
何
為
二
。
一
者
総
標
門
。
二
者
開

釈
門
。
総
標
門
者
。
総
標
其
名
。
如
本
真
如
熏
習
義
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
自
体
相
熏
習
二
者
用
熏

習
故
。
開
釈
門
中
有
二
門
。
云
何
為
二
。
一
者
法
身
自
然
熏
習
門
。
二
者
応
化
常
恒
熏
習
門
。
」
（
大
正
蔵

三
二
、
六
三
六
頁
中
） 

２
５ 

『
同
右
』
巻
十
「
捧
於
本
釈
之
明
鏡 

臨
七
識
散
慮
之
面 

見
六
塵
境
界
之
垢 

洗
法
執
人
我
之
咎 

汝
等
仏
子
若
如
是 

法
身
応
化
之
三
身 

如
舒
伊
字
円
現
前 

常
楽
我
浄
之
四
徳 

如
入
達
池
具
出
生 

我
従
四
王
自
在
処 

下
入
大
海
竜
宮
殿 

随
分
窺
諸
契
経
海 

総
有
一
百
洛
叉
数 

如
是
諸
経
真
実
法 

無
量
無
辺
差
別
義 

摩
訶
衍
論
立
義
中 
該
摂
安
立
具
足
説
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
中―

下
） 

２
６ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
八
頁
中―

五
七
九
頁
上
）
。
『
起
信
論
』
で
は
真
如
熏

習
に
つ
い
て
、「
自
体
相
熏
習
」
と
「
用
熏
習
」
の
二
種
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。「
真
如
熏
習
義
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
自
体
相
熏
習
。
二
者
用
熏
習
。
自
体
相
熏
習
者
。
従
無

始
世
来
具
無
漏
法
備
。
有
不
思
議
業
。
作
境
界
之
性
。
依
此
二
義
恒
常
熏
習
以
有
力
故
。
能
令
衆
生
厭
生

死
苦
楽
求
涅
槃
。
自
信
己
身
有
真
如
法
。
発
心
修
行
。
」
、
以
上
の
内
容
を
『
釈
論
』
は
、
熏
習
論
の
な
か

で
さ
ら
に
法
身
・
応
身
・
化
身
の
三
身
を
絡
め
な
が
ら
独
自
の
真
如
熏
習
（
浄
法
熏
習
）
を
展
開
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
『
起
信
論
』
に
は
そ
の
よ
う
な
三
身
説
説
示
は
確
認
で
き
な
い
。 

２
７ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
迴
向
遍
布
門
」
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
六
〇
、
二
〇
一
一

年
） 

２
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
六
「
復
次
真
如
自
体
相
者
者
。
即
是
総
標
体
相
二
義
。
自
此
已
下
別
釈
散
説
。

初
説
体
大
。
云
何
名
為
五
人
平
等
門
。
謂
真
如
自
体
通
於
五
人
。
平
等
平
等
無
差
別
故
。
云
何
名
為
五
種

仮
人
。
一
者
凡
夫
。
二
者
声
聞
。
三
者
縁
覚
。
四
者
菩
薩
。
五
者
如
来
。
是
名
為
五
。
如
是
五
名
。
人
自

是
五
真
自
唯
一
。（
中
略
）
五
人
平
等
亦
復
如
是
。
於
諸
人
中
無
有
増
減
故
。
如
本
一
切
凡
夫
声
聞
縁
覚
菩

薩
諸
仏
無
有
増
減
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二 

六
四
〇
頁
下
） 

２
９ 

『
同
右
』
巻
六
「
已
説
有
名
数
量
功
徳
分
。
次
説
無
名
過
量
功
徳
分
。
本
覚
体
中
自
性
功
徳
無
量
無

辺
。
離
於
言
量
過
於
心
行
。
以
何
義
故
。
止
於
数
量
作
如
是
部
。
本
有
功
徳
雖
無
有
量
不
出
三
数
。
故
挙

本
耳
。
如
本
具
足
如
是
過
於
恒
沙
故
。
如
是
無
量
無
辺
功
徳
各
各
別
別
有
体
相
耶
。
唯
一
心
量
無
別
法
体
。

唯
一
心
量
終
不
離
心
。
所
以
者
何
。
心
法
雖
一
而
有
二
種
陀
羅
尼
自
在
用
故
。
云
何
為
二
。
一
者
自
不
離

彼
陀
羅
尼
自
在
。
二
者
彼
不
離
自
陀
羅
尼
自
在
。
是
名
為
二
。
如
本
不
離
故
。
如
是
性
徳
従
無
始
来
。
一

向
妙
有
非
遣
除
法
。
所
以
者
何
。
自
性
自
性
非
他
俱
故
。
如
本
不
断
故
。
如
是
一
切
功
徳
唯
一
自
作
一
。

終
異
自
不
能
作
一
。
所
以
者
何
。
一
法
界
故
。
如
本
不
異
故
。
如
是
深
理
一
切
菩
薩
一
切
二
乗
一
切
凡
夫
。

心
不
思
惟
。
言
不
論
量
。
絶
之
又
絶
。
遠
之
又
遠
。
如
本
不
思
議
故
。
三
人
非
境
当
何
人
之
言
思
境
界
。
」

（
大
正
蔵
三
二
、
六
四
一
頁
中
） 

３
０ 

『
同
右
』
巻
六
「
唯
大
覚
者
乃
自
軌
則
。
如
本
仏
法
故
。
如
是
無
量
性
之
功
徳
。
従
具
縛
地
乃
至
無

上
大
覚
智
地
。
具
足
円
満
無
所
少
欠
。
所
以
者
何
。
如
是
諸
徳
従
無
始
来
自
然
本
有
。
非
仮
縁
力
而
建
立

故
。
如
本
乃
至
満
足
無
有
所
少
義
故
。
名
為
如
来
蔵
亦
名
如
来
法
身
故
。
」（
大
正
蔵
三
二 

六
四
一
頁
中
） 

３
１ 

『
同
右
』
巻
二
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
三
頁
下
、
六
〇
四
頁
下
）
。
『
釈
論
』
は
二
門
の
別
名
に
十
種

あ
る
と
し
「
如
来
蔵
門
」
を
あ
げ
そ
の
中
に
真
如
門
を
「
覚
者
」
、
生
滅
門
を
「
伎
兒
」
と
す
る
。
別
の
箇

所
で
は
真
如
門
の
修
行
者
を
「
清
浄
解
脱
者
」
と
し
生
滅
門
を
「
三
聚
諸
衆
生
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
真
如
門
に
は
如
来
、
生
滅
門
に
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
を
含
む
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩

が
関
連
す
る
と
考
え
る
。 

３
２ 

『
同
右
』
巻
六
「
已
説
離
相
不
著
門
。
次
説
能
所
平
等
門
。
言
能
所
平
等
門
者
。
人
法
体
用
理
智
平

等
無
差
別
故
。
謂
法
身
応
化
之
三
身
。
及
実
実
仮
仮
之
二
理
。
平
等
一
体
無
差
別
故
。
自
性
本
身
及
枝
末

身
。
一
等
一
体
無
差
別
故
。
能
証
正
智
所
証
如
理
。
平
等
一
体
無
差
別
故
。
以
一
体
故
無
有
二
体
。
無
二
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体
故
亦
無
一
体
。
無
二
無
一
亦
無
無
耳
。
」
（
大
正
蔵
三
二 

六
四
三
頁
中
） 

３
３ 

『
同
右
』
巻
六
「
已
説
無
相
現
応
門
。
次
説
随
見
麁
細
門
。
就
此
門
中
即
有
二
門
。
云
何
為
二
。
一

者
応
身
用
相
差
別
門
。
二
者
報
身
用
相
差
別
門
。
初
門
云
何
。
所
謂
一
切
凡
夫
二
乗
。
不
能
了
達
一
切
諸

法
唯
一
心
之
量
甚
深
宗
故
。
依
遍
分
別
妄
想
事
識
。
見
応
化
身
作
外
量
解
。
不
能
通
達
無
有
分
界
。
分
分

転
故
。
如
本
此
用
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
依
分
別
事
識
凡
夫
二
乗
心
所
見
者
名
為
応
身
。
以
不
知
転

識
現
故
見
従
外
来
取
色
分
斉
不
能
尽
知
故
故
。
次
門
云
何
。
所
謂
従
初
信
解
乃
至
金
剛
一
切
菩
薩
。
明
了

通
達
一
切
諸
法
唯
一
心
量
甚
深
宗
故
。
依
彼
業
識
見
報
身
仏
。
作
唯
識
解
。
通
達
依
正
無
分
斉
故
。
如
本

二
者
依
於
業
識
。
謂
諸
菩
薩
従
初
発
意
。
乃
至
菩
薩
究
竟
地
心
所
見
者
名
為
報
身
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六

四
三
頁
下
） 

３
４ 

『
同
右
』
巻
六
（
大
正
蔵
三
二 
六
四
四
頁
中
） 

３
５ 

『
同
右
』
巻
六
「
真
妄
二
門
是
其
末
法
。
亦
狹
亦
小
。
為
欲
対
治
此
執
著
故
作
如
是
説
。
門
亦
所
入
。

与
本
量
等
。
復
次
為
欲
顕
示
真
如
門
中
。
無
有
為
法
差
別
相
故
。
復
次
為
欲
顕
示
空
五
陰
智
。
如
所
空
陰

自
体
空
無
。
以
此
能
空
所
空
皆
空
。
為
入
真
如
平
等
門
故
。
復
次
為
欲
顕
示
生
滅
門
仮
真
如
門
実
故
。
」（
大

正
蔵
三
二
、
六
四
五
頁
上
） 

３
６ 

『
同
右
』
巻
二
「
論
曰
。
言
説
有
五
。
云
何
為
五
。
一
者
相
言
説
。
二
者
夢
言
説
。
三
者
妄
執
言
説
。

四
者
無
始
言
説
。
五
者
如
義
言
説
。
楞
伽
契
経
中
作
如
是
説
。
大
慧
。
相
言
説
者
。
所
謂
執
著
色
等
諸
相

而
生
。
大
慧
。
夢
言
説
者
。
念
本
受
用
虚
妄
境
界
。
依
境
界
夢
。
覚
已
知
依
虚
妄
境
界
不
実
而
生
。
大
慧
。

執
著
言
説
者
。
念
本
所
聞
所
作
業
而
生
。
大
慧
。
無
始
言
説
者
。
従
無
始
来
執
著
戯
論
。
煩
惱
種
子
熏
習

而
生
。（
中
略
）
如
是
五
中
前
四
言
説
。
虚
妄
説
故
不
能
談
真
。
後
一
言
説
。
如
実
説
故
得
談
真
理
。
馬
鳴

菩
薩
據
前
四
故
。
作
如
是
説
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
五
頁
下―

六
〇
六
頁
上
）
。
『
釈
論
』
は
言
説
に
五

種
の
様
相
が
あ
り
、
そ
の
な
か
の
「
如
義
言
説
」
が
真
理
を
説
き
得
る
説
法
で
あ
り
、
真
如
門
の
立
場
と

す
る
。
つ
ま
り
、
法
身
が
真
理
を
修
行
者
（
真
如
門
の
如
来
）
に
対
し
説
法
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
（
本
多
隆
仁
「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

３
７ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
復
次
。
有
四
種
法
熏
習
義
故
。
染
法
、
浄
法
起
不
断
絶
。
云
何
為
四
。
一

者
浄
法
。
名
為
真
如
。
二
者
一
切
染
因
。
名
為
無
明
。
三
者
妄
心
。
名
為
業
識
。
四
者
妄
境
界
。
所
謂
六

塵
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
八
頁
上
） 

３
８ 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
註
『
新
国
訳
大
蔵
経
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版 

二
〇
〇
五
年
、

三
八
一
頁
） 

３
９ 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
註
『
新
国
訳
大
蔵
経
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、

三
八
一
頁
） 

４
０ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
妄
心
熏
習
義
有
二
種
。
云
何
為
二
一
者
。
分
別
事
識
熏
習
。
依
諸
凡
夫
二

乗
人
等
。
厭
生
死
苦
。
随
力
所
能
。
以
漸
趣
向
無
上
道
故
。
二
者
意
熏
習
。
謂
諸
菩
薩
発
心
勇
猛
速
趣
涅

槃
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
八
頁
中
） 

４
１ 

『
同
右
』
巻
一
「
真
如
熏
習
義
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
自
体
相
熏
習
。
二
者
用
熏
習
。
自
体
相

熏
習
者
。
従
無
始
世
来
。
具
無
漏
法
備
。
有
不
思
議
業
。
作
境
界
之
性
。
依
此
二
義
恒
常
熏
習
。
以
有
力

故
。
能
令
衆
生
厭
生
死
苦
。
楽
求
涅
槃
。
自
信
己
身
有
真
如
法
。
発
心
修
行
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
七
八

頁
中
） 

４
２ 

こ
の
内
容
は
同
じ
く
『
起
信
論
』
の
無
明
に
お
け
る
妄
心
熏
習
説
示
に
「
妄
心
熏
習
義
則
有
二
種
。

云
何
為
二
。
一
者
業
識
根
本
熏
習
。
能
受
阿
羅
漢
辟
支
仏
一
切
菩
薩
生
滅
苦
故
。
二
者
増
長
分
別
事
識
熏

習
。
能
受
凡
夫
業
繫
苦
故
。
」
（
巻
一
、
大
正
蔵
三
二
、
五
七
八
頁
上―

中
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
無
明
の
側

か
ら
み
た
熏
習
論
で
そ
こ
に
は
業
識
と
分
別
事
識
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
竹
村
牧

男
『
大
乗
起
信
論
独
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
三
年
、
三
二
八
頁
）
に
詳
し
い
。 

４
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
「
染
法
門
中
即
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
是
麁
。
二
者
是
細
。
所
言
麁
者
。

即
是
意
識
。
所
言
細
者
。
十
一
末
那
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
六
頁
上
） 

４
４ 

『
同
右
』
巻
五
「
意
識
熏
者
其
相
云
何
。
四
十
心
凡
夫
及
諸
二
乗
。
以
意
識
中
本
覚
智
分
。
熏
意
識
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中
無
明
痴
分
。
厭
生
死
苦
欣
涅
盤
楽
。
漸
漸
転
勝
向
仏
道
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
六
頁
上―

中
） 

４
５ 

『
同
右
』
巻
五
「
十
一
末
那
熏
習
義
者
。
其
相
云
何
。
従
初
聖
地
乃
至
金
剛
。
如
其
次
第
。
以
清
浄

分
熏
染
汚
分
。
証
入
無
上
菩
提
道
故
。
以
菩
薩
等
断
無
明
故
。
如
本
二
者
意
熏
習
謂
諸
菩
薩
発
心
勇
猛
速

趣
涅
盤
故
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
六
頁
中
） 

４
６ 

『
同
右
』
巻
四
「
是
末
那
識
具
足
十
一
義
無
所
不
作
故
。
彼
契
経
中
十
一
義
名
略
不
別
説
。
是
故
論

者
。
具
挙
十
一
種
之
別
名
分
明
顕
示
。
云
何
名
為
十
一
種
名
。
一
者
根
本
無
明
。
二
者
業
相
。
三
者
転
相
。

四
者
現
相
。
五
者
智
相
。
六
者
相
続
相
。
七
者
業
識
。
八
者
転
識
。
九
者
現
識
。
十
者
智
識
。
十
一
者
相

続
識
。
是
名
十
一
。
如
本
以
依
阿
梨
耶
識
説
。
有
無
明
不
覚
。
而
起
能
見
能
現
。
能
取
境
界
起
念
相
続
故
。

説
為
意
。
此
意
復
有
五
種
。
名
広
説
乃
至
。
五
者
名
為
相
続
識
。
以
念
相
応
不
断
故
故
。
」（
大
正
蔵
三
二
、

六
二
九
頁
下
）
。
那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
「
意
識
熏
は
小
の
意
識
を
挙
げ
、
末
那
識
熏
は
大
末
那

を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
互
い
に
大
小
あ
る
こ
と
を
影
示
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二

年
、
五
〇
七
頁―

五
〇
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

４
７ 

『
同
右
』
巻
五
「
次
説
浄
法
熏
習
門
。
就
此
門
中
自
有
二
門
。
云
何
為
二
。
一
者
総
標
門
。
二
者
開

釈
門
。
総
標
門
者
。
総
標
其
名
。
如
本
真
如
熏
習
義
有
二
種
。
云
何
為
二
。
一
者
自
体
相
熏
習
二
者
用
熏

習
故
。
開
釈
門
中
有
二
門
。
云
何
為
二
。
一
者
法
身
自
然
熏
習
門
。
二
者
応
化
常
恒
熏
習
門
」（
大
正
蔵
三

二
、
六
三
六
頁
中
） 

４
８ 

『
同
右
』
巻
五
「
次
説
白
品
相
熏
有
力
門
。（
中
略
）
有
因
果
之
二
位
故
。
本
因
果
者
其
相
云
何
。
謂

無
始
来
有
三
賢
十
聖
之
位
故
。
有
三
身
四
徳
之
果
故
。
始
因
果
者
其
相
云
何
。
今
修
行
時
方
乃
有
無
始
之

十
地
故
。
顕
本
有
之
因
果
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
五
頁
下
） 

４
９ 

『
同
右
』
巻
五
「
本
因
果
者
次
第
云
何
。
従
無
始
来
以
有
十
種
本
覚
真
智
。
及
十
種
如
実
法
界
故
。

能
熏
十
種
枝
末
無
明
。
以
有
一
種
法
界
心
故
。
能
熏
習
根
本
無
明
故
。
是
名
本
地
。
如
本
」（
大
正
蔵
三
二
、

六
三
五
頁
下
） 

５
０ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
般
若
思
想
理
解 

―

「
三
智
」
と
「
如
実
智
」
の
使
用
例
を
中
心

に―

」
（
『
仏
教
文
化
学
会
研
究
紀
要
』
二
八
、
二
〇
一
八
年
） 

５
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
「
言
諸
仏
者
。
則
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
所
以
者
何
。
此
不
二
法
形
於
彼
仏
其

徳
勝
故
。
大
本
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
其
円
円
海
徳
諸
仏
勝
。
故
其
一
切
仏
不
能
成
就
円
円
海
劣
故
。

若
尓
何
故
分
流
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
盧
舍
那
仏
三
種
世
間
為
其
身
心
。
三
種
世
間
摂
法
無
余
。
彼
仏

身
心
亦
復
無
有
所
不
摂
焉
。
盧
舍
那
仏
雖
摂
三
世
間
。
而
摂
不
摂
故
。
是
故
無
過
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六

六
八
頁
上
）
な
お
、
引
用
し
た
「
円
円
海
徳
」
の
「
徳
」
の
他
に
「
得
」
と
す
る
本
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
徳
」
は
高
野
本
、
「
得
」
は
高
麗
本
で
あ
る
。 

５
２ 

『
同
右
』
巻
五
「
始
因
果
者
次
第
云
何
。
謂
雖
未
得
十
信
之
位
。
而
以
本
熏
習
之
力
故
。
則
自
心
中

厭
生
死
苦
求
涅
盤
楽
。
以
此
力
故
。
即
熏
習
真
如
性
。
自
信
仏
性
入
十
信
位
。
知
心
虚
妄
入
十
解
位
知
境

界
空
入
十
行
位
。
修
出
向
法
入
十
向
位
。
以
如
実
般
若
知
境
界
空
故
。（
中
略
）
得
法
身
涅
盤
。
成
応
化
業

用
故
。
是
名
始
地
。
如
本
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
五
頁
下
） 

５
３ 

『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
謂
以
専
意
念
仏
因
縁
、
随
願
得
生
他
方
仏
土
、
常
見
於
仏
永
離
悪
道
。
如

修
多
羅
説
。
若
人
専
念
西
方
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
。
所
修
善
根
迴
向
、
願
求
生
彼
世
界
、
即
得
往
生
。
」（
大

正
蔵
三
二
、
五
八
三
頁
上
） 

５
４ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
「
言
如
来
方
便
殊
勝
門
者
。
謂
諸
仏
如
来
有
不
可
思
議
之
甚
深
極
妙
大
方
便

故
。（
中
略
）
所
謂
専
念
如
来
方
便
。（
中
略
）
言
承
力
得
勝
妙
処
門
者
。
以
諸
如
来
不
可
思
議
方
便
力
故
。

随
自
所
願
即
得
往
生
妙
楽
土
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
六
頁
下
） 
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第
四
章 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
造
論
さ
れ
た
意
図 

―

『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
を
中
心
に―

 

   
 

第
一
節 

問
題
の
所
在 

 

本
章
で
は
、
『
釈
論
』
が
造
論
さ
れ
た
意
図
と
題
し
、
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
を
中
心
に
検
討
を
加
え

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第
一
編
の
第
四
章
・
第
五
章
・
第
六
章
で
若
干
触
れ
て
い
る
が
、『
大
智
度
論
』

と
の
関
係
ま
で
は
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

本
章
が
『
大
智
度
論
』
を
取
り
上
げ
た
発
端
は
、
『
釈
論
』
の
具
名
で
あ
る
「
釈
摩
訶
衍
論
」
と
い
う

論
名
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（
以
下
『
大
品
般
若
』
）
の
注
釈
書
で
あ
る
『
大

智
度
論
』
の
「
釈
摩
訶
衍
品
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、『
大
智
度
論
』
の
作
者
は
竜
樹
と
さ
れ
１

、『
釈

論
』
の
造
論
者
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
も
竜
樹
と
い
う
名
前
で
あ
り
、
同
名
異
人
で
あ
っ
て
も
一
致
す
る
。

加
え
て
『
釈
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
と
さ
れ
る
時
期
は
、『
大
智
度
論
』
が
訳
出
さ
れ
た
時
期
と
重
な
り
、
さ

ら
に
『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
内
容
も
『
大
智
度
論
』
の
教
説
か
ら
影
響
を
受
け
て
模
倣
し
た
と
判
断
し
得

る
も
の
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
、
三
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

こ
れ
ま
で
、『
釈
論
』
の
造
論
者
に
つ
い
て
は
、
新
羅
義
湘
系
の
流
れ
を
汲
む
人
物
（
新
羅
人
）
が
製
作

し
た
と
推
定
さ
れ
て
き
た
２

。
こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
朝
鮮
半
島
に
『
釈
論
』
に
関
連
す
る
や
痕
跡
が
ほ

と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
等
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、
中
国
に
お
い
て
『
釈
論
』
が
大
い
に
重
用
さ
れ

て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、
結
果
的
に
は
従
来
説
を
踏
ま
え
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
が
中
国
で
製
作
し
た
可
能

性
が
あ
る
と
す
る
知
見
を
呈
示
し
た
。『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
思
想
や
典
籍
を
基
に
造
論
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
な
ぜ
『
釈
論
』
の
造
論
者
が
竜
樹
と
名
乗
り
『
釈
摩
訶
衍
論
』

と
い
う
論
名
を
掲
げ
た
の
か
に
注
目
し
、『
大
智
度
論
』
と
の
接
点
を
考
慮
し
た
検
討
は
こ
れ
ま
で
な
い
よ

う
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る
「
翻
訳
年
代
」
、「
不
二
」
、「
摩
訶
衍
」
、「
法
性
身
」
の
素
材
を
手

掛
か
り
と
し
て
『
釈
論
』
と
の
接
点
を
分
析
し
、
同
論
に
は
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ

と
を
論
じ
た
い
。
最
終
的
に
は
、
『
釈
論
』
は
、
『
大
智
度
論
』
の
別
称
で
あ
る
「
仏
教
の
百
科
事
典
」
の

よ
う
な
典
籍
を
目
指
し
、
竜
樹
と
い
う
八
宗
の
祖
と
仰
が
れ
る
偉
人
を
隠
れ
蓑
に
自
ら
の
摩
訶
衍
観
を
奔

放
に
論
じ
、『
釈
論
』
以
前
に
説
か
れ
て
き
た
大
乗
仏
教
の
再
編
成
を
目
論
ん
だ
人
物
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
本
編
の
帰
結
と
し
た
い
。 

   
 

第
二
節 

「
翻
訳
年
代
」
に
つ
い
て 

―

馬
鳴
と
竜
樹
と
の
関
係―

 

  
 
 

第
一
項 

「
弘
始
三
年
」
説 

  

本
節
で
は
、
『
釈
論
』
の
序
に
示
さ
れ
る
翻
訳
年
代
の
記
述
に
つ
い
て
、
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
を
考

え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
「
弘
始
三
年
」
説
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
に
『
釈
論
』
の
序

に
見
え
る
内
容
を
確
認
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
同
論
が
翻
訳
さ
れ
た
時
期
が
記
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ

う
に
説
い
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）
。 
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朕
聞
く
、
其
の
梵
本
は
先
よ
り
中
天
竺
に
在
り
と
。
鮧
を
遣
わ
し
て
奉
迎
し
て
近
く
東
界
に
至
す
。 

弘
始
三
年
歳
次
星
紀
九
月
上
日
を
以
て
、
大
荘
厳
寺
に
於
い
て
親
ら
筆
削
を
受
け
、
敬
て
斯
の
論
を 

訳
す
。
（
中
略
）
首
尾
二
年
に
し
て
方
に
繕
写
の
功
畢
わ
ん
ぬ
。
３ 

 

こ
の
内
容
は
、
架
空
の
皇
帝
に
仮
託
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
第
一
編
の
第
三
章
で
論

じ
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
の
序
の
作
者
が
、
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
華
厳
』
に
付
さ
れ
る
武
則
天
作
の
序
を

模
倣
や
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
記
事
を
素
直
に
読
む
と
、『
釈
論
』
を
イ
ン
ド
か
ら
請
来
し
、
弘
始

三
年
（
四
〇
一
）
九
月
上
旬
に
大
荘
厳
寺
に
お
い
て
翻
訳
事
業
を
開
始
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

『
釈
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
年
代
は
、
五
世
紀
初
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
は
、
実
際
に

は
史
実
と
認
め
難
い
が
、
な
ぜ
弘
始
三
年
と
い
う
説
を
取
り
上
げ
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
で
は
、

『
大
智
度
論
』
の
序
を
見
る
と
、「
秦
の
弘
始
三
年
、
歲
次
星
紀
、
十
二
月
二
十
日
を
以
て
、
」
４

と
あ
り
、

さ
ら
に
同
論
の
末
尾
に
は
、 

 

鳩
摩
羅
耆
婆
法
師
は
、
秦
の
弘
始
三
年
、
歳
在
辛
丑
十
二
月
二
十
日
を
以
て
、
長
安
に
至
り
、
四
年 

の
夏
、
此
の
釈
論
を
出
し
、
七
年
十
二
月
二
十
七
日
に
乃
ち
訖
る
。
５ 

 

と
し
て
、
鳩
摩
羅
什
（
三
五
〇
～
四
〇
九
）
が
弘
始
三
年
（
四
〇
一
）
十
二
月
二
十
日
に
長
安
に
『
大
智

度
論
』
を
請
来
し
、
同
四
年
の
夏
か
ら
同
七
年
十
二
月
二
七
日
の
約
三
年
の
歳
月
を
経
て
翻
訳
し
た
と
あ

る
。
以
上
を
『
釈
論
』
の
序
と
比
較
す
る
と
、
請
来
さ
れ
て
か
ら
翻
訳
ま
で
の
時
期
と
お
お
よ
そ
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
『
大
智
度
論
』
の
序
に
は
、
「
是
れ
を
以
て
馬
鳴
は
正
法
の
余
に
起
こ

り
、
竜
樹
は
像
法
の
末
に
生
ま
る
。
」
６

と
、
馬
鳴
と
竜
樹
と
の
関
係
に
も
触
れ
る
記
述
が
確
認
で
き
る
。

『
釈
論
』
の
序
に
、『
起
信
論
』
の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
と
『
釈
論
』
の
作
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
兄
弟
と
し
て

現
象
世
界
に
化
生
し
、
互
い
に
仏
法
を
教
授
し
あ
う
間
柄
だ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
と

考
え
る
７

。 

さ
ら
に
、
こ
れ
を
詳
述
し
て
い
る
の
が
、
六
度
馬
鳴
が
出
現
す
る
と
い
う
「
六
馬
鳴
説
」
８

で
あ
り
、

六
度
馬
鳴
（
仏
成
道
十
七
日
、
入
涅
槃
、
仏
滅
後
百
年
、
仏
滅
五
百
三
十
年
、
仏
滅
後
六
百
年
、
仏
滅
後

八
百
年
）
が
転
生
す
る
毎
に
、
竜
樹
も
兄
弟
と
し
て
転
生
し
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』
の
主
張

で
は
、
い
ず
れ
の
時
代
に
出
現
し
て
も
馬
鳴
と
竜
樹
は
同
一
人
物
と
す
る
た
め
、『
大
智
度
論
』
の
作
者
で

あ
る
竜
樹
も
ま
た
、
同
一
人
物
だ
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
馬
鳴
が
正
法
時
、
竜

樹
が
像
法
時
に
出
現
し
た
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
造
論
因

縁
の
説
に
見
え
る
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

  
 

論
じ
て
曰
く
。
今
此
の
論
を
造
り
重
ね
て
摩
訶
衍
を
釈
す
は
、
自
師
の
其
の
体
深
玄
に
其
の
窮
微
妙 

に
し
て
未
だ
正
証
を
得
ず
、
未
だ
邪
行
を
出
ず
、（
中
略
）
思
惟
の
境
に
超
え
た
る
こ
と
を
顕
さ
ん
が 

為
の
故
に
。（
中
略
）
或
は
師
の
亭
毒
極
め
て
深
重
な
る
に
由
る
が
故
に
。
小
分
、
師
の
大
恩
を
報
ぜ 

ん
が
為
の
故
に
。
或
は
秘
か
に
当
来
の
衆
生
、
百
千
の
諍
い
を
起
こ
し
て
、
論
宗
を
壊
さ
ん
こ
と
を 

観
察
す
る
が
故
に
。
（
中
略
）
こ
の
所
以
に
須
く
論
を
造
る
べ
し
。
９ 

  

こ
こ
に
登
場
す
る
「
自
師
」
や
「
師
」
と
は
馬
鳴
を
指
し
て
お
り
、
竜
樹
が
彼
の
恩
に
報
い
る
こ
と
を

篤
く
述
べ
て
い
る
。
そ
の
続
き
に
は
、
未
来
の
衆
生
が
論
争
を
起
こ
し
て
仏
法
を
誹
謗
す
る
よ
う
に
な
る
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こ
と
を
恐
れ
、
そ
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
『
釈
論
』
を
造
論
し
た
と
述
べ
て
い
く
。
つ
ま
り
、『
釈
論
』

が
造
論
さ
れ
た
時
代
と
い
う
の
は
、
正
法
が
廃
れ
て
く
る
像
法
時
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
想

定
で
き
る
の
で
、『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る
像
法
時
の
説
が
『
釈
論
』
の
造
論
因
縁
に
作
用
し
て
い
る
と

い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
『
釈
論
』
の
序
に
、
『
大
智
度
論
』
が
唐
に
請
来
さ
れ
た
弘
初
三
年
と
同
時

期
を
説
い
た
の
は
、
『
大
智
度
論
』
所
説
の
竜
樹
が
像
法
時
に
同
論
を
造
論
し
た
と
、
『
釈
論
』
作
者
が
踏

ん
で
年
代
設
定
に
転
用
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、『
大
智
度
論
』
と
同
時
期
に
唐
に
請
来
さ

れ
た
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
竜
樹
の
真
作
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
項

で
は
、
『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る
「
略
本
」
の
説
明
と
、
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
引
用
典
籍
の
表
現
法
と

を
比
較
し
て
い
く
。 

   
 
 

第
二
項 

『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る
「
略
本
」
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
要
略
本
の
説 

  

『
大
智
度
論
』
の
序
に
は
、
同
論
に
は
す
で
に
原
本
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
と
し
、
百
巻
あ
る
現

行
本
は
「
略
本
」
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
釈
論
』
で
は
、
本
論
で
あ
る
『
起
信
論
』
の
作
者
で
あ
る

馬
鳴
が
同
論
を
含
め
百
部
の
論
書
を
製
作
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
双
方
に
は
広
略
の

本
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
お
り
、『
釈
論
』
が
『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る
内
容
か
ら
影

響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
で
は
、
実
際
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、『
大
智
度
論
』
を

見
る
と
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

 

論
の
略
本
十
万
偈
有
り
、
偈
に
三
十
二
字
有
り
。
并
せ
て
三
百
二
十
万
語
な
り
。
梵
夏
既
に
乖
き
、 

又
た
煩
簡
の
異
有
り
。
三
分
し
て
二
を
除
き
此
の
百
巻
を
得
る
。
大
智
三
十
万
言
に
於
て
玄
章
に
し 

て
婉
旨
な
り
、
朗
然
と
し
て
見
る
べ
し
。
１
０ 

  

こ
の
よ
う
に
現
行
の
『
大
智
度
論
』
は
、
原
本
の
三
分
の
一
の
分
量
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
要
略
し
た
も

の
が
百
巻
な
の
だ
と
分
か
る
。
で
は
、『
釈
論
』
の
内
容
を
見
て
い
く
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
傍

線
は
筆
者
加
筆
）
。 

 

論
じ
て
曰
く
。
馬
鳴
菩
薩
の
所
作
の
諸
論
に
、
総
じ
て
一
百
部
あ
り
。
百
部
の
中
に
於
て
、
九
十
は 

九
種
の
花
文
論
の
摂
な
り
。
余
の
十
種
の
論
は
摂
義
論
な
り
。
斯
の
論
は
宝
冊
な
り
。
十
種
の
摂
義 

論
の
其
の
名
字
い
か
ん
。
論
じ
て
曰
く
。
云
何
が
十
と
為
す
。
一
に
は
一
心
遍
満
論
、
二
に
に
は
融 

俗
帰
真
論
、
三
に
は
法
界
中
蔵
論
、
四
に
は
秘
密
微
妙
論
、
五
に
は
衆
命
合
一
論
、
六
に
は
真
如
三 

昧
論
、
七
に
は
心
性
清
浄
論
、
八
に
は
不
動
本
原
論
、
九
に
は
甚
深
玄
理
論
、
十
に
は
大
乗
起
信
論 

な
り
。
是
れ
を
名
づ
け
て
十
と
為
す
。
１
１ 

  

『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
が
、
百
部
の
論
書
を
製
作
し
て
い
た
と
主
張
し
、
そ
の

内
の
九
十
種
は
九
種
の
花
文
論
と
な
り
、
残
り
の
十
種
は
摂
義
論
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
く
。
こ
の
摂
議

論
の
な
か
に
『
起
信
論
』
の
名
前
が
あ
る
。『
釈
論
』
は
以
上
の
十
種
論
に
基
づ
い
て
「
三
十
三
法
門
」
の

創
設
の
教
証
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
１
２

。
こ
の
他
に
も
、
『
釈
論
』
は
「
十
万
九
千
部
」
と
い
う
典
籍
を
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要
略
さ
せ
た
略
本
と
さ
れ
る
十
種
論
が
あ
り
、
そ
の
な
か
の
一
つ
「
如
意
論
」
が
『
釈
論
』
の
所
属
で
あ

る
と
説
い
て
い
く
１
３

。
さ
ら
に
上
記
の
説
以
外
に
も
、
『
釈
論
』
と
い
う
論
書
に
は
、
正
所
依
と
す
る
一

億
部
の
経
典
と
別
所
依
と
す
る
百
部
の
経
典
の
教
義
や
思
想
を
総
摂
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

く
。
こ
の
よ
う
に
、『
起
信
論
』
の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
の
製
作
し
た
論
書
以
外
に
も
膨
大
な
数
の
典
籍
の
思

想
を
受
容
し
て
い
る
と
し
、
略
本
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
『
釈
論
』
の
末
尾

の
頌
に
も
見
え
る
の
で
確
認
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

 

我
、
四
天
自
在
処
従
り
、
下
、
大
海
竜
宮
殿
に
入
り
、
分
に
随
い
て
諸
契
経
を
窺
う
に
、
総
じ
て
一 

百
洛
叉
数
有
り
、
（
中
略
）
摩
訶
衍
論
の
立
義
の
中
に
、
該
摂
し
安
立
し
具
足
し
説
け
り
。
１
４ 

 

『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
が
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
い
う
論
書
を
製
作
す
る
た
め
に
、
竜
宮
に
入

っ
て
多
種
多
様
な
典
籍
を
通
覧
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
竜
宮
」
に
つ
い
て
も
、『
大

智
度
論
』
の
序
に
「
又
、
仮
に
竜
宮
を
照
ら
し
、
以
て
捜
玄
の
慧
を
朗
に
す
。
」
１
５

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

『
大
智
度
論
』
と
『
釈
論
』
に
は
共
通
す
る
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
に
確
認
で
き

る
説
は
、
い
ず
れ
も
『
大
智
度
論
』
の
説
を
活
用
さ
せ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら

も
、『
釈
論
』
が
『
大
智
度
論
』
の
説
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
を

踏
ま
え
次
節
で
は
、
「
不
二
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

   
 

第
三
節 

『
大
智
度
論
』
の
「
不
二
」
と
「
不
二
摩
訶
衍
法
」 

―

「
一
切
種
智
」
と
「
否
定
の
論
法
」―

 

  
 
 

第
一
項 

先
行
研
究
の
学
説 

―

吉
蔵
の
「
入
不
二
」
の
影
響―

 

  

本
節
で
は
、『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る
「
不
二
」
と
『
釈
論
』
の
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
の
関
係
を
検

討
し
て
い
く
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
一
編
の
第
四
章
で
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
『
大
品
般
若
』
の
「
一

切
種
智
」
と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
『
大
智
度
論
』
に
説
か

れ
る
「
不
二
」
の
説
を
検
討
す
る
こ
と
で
、『
釈
論
』
の
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
し
か
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
説
か
れ
る
に
い
た
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
井
公
成
の
指
摘

が
あ
る
の
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
石
井
説
で
は
吉
蔵
（
三
論
）
の
影
響
に
基
づ
く
と
分
析
し
て
お
り
、

そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

  
 

現
存
す
る
も
の
の
中
で
は
吉
蔵
『
浄
名
玄
論
』
と
『
維
摩
経
義
疏
』
が
も
っ
と
も
『
釈
論
』
の
説
相 

 
 

に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
吉
蔵
の
影
響
を
受
け
た
『
維
摩
経
』
の
注
釈
な
ど
が
あ
れ
ば
、
『
釈
論
』 

 
 

の
著
者
が
そ
ち
ら
を
見
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
の
述
べ
て
き
た
よ
う 

 
 

に
、
『
釈
論
』
の
独
自
の
法
門
と
い
わ
れ
る
三
十
三
法
門
の
頂
点
を
な
す
不
二
摩
訶
衍
法
の
思
想
が
、 

 
 

『
維
摩
経
』
入
不
二
品
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
吉
蔵
な
い
し
そ
の
系
統
の
注
釈
に
よ 

 
 

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
１
６ 

  

石
井
説
で
は
吉
蔵
の
『
維
摩
経
』
理
解
、
特
に
「
入
不
二
」
の
捉
え
方
が
、『
釈
論
』
特
有
の
思
想
で
あ
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る
三
十
三
法
門
な
い
し
不
二
摩
訶
衍
法
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
三
十
三

法
門
が
『
維
摩
経
』
の
よ
う
な
不
二
を
最
上
と
す
る
往
復
問
答
を
想
定
し
て
説
か
れ
た
法
門
と
は
言
い
切

れ
な
い
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
第
二
編
の
第
五
章
で
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。『
釈
論
』

の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
、
吉
蔵
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
首
肯
す
る
。
け
れ
ど
も
、

石
井
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
が
、『
維
摩
経
』
の
「
維
摩
」
に
対
し
て

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
興
味
関
心
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
做
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
１
７

、

不
二
摩
訶
衍
法
な
い
し
三
十
三
法
門
が
、
吉
蔵
の
『
維
摩
経
』
理
解
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る
見
解

に
は
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
１
８

。 

 

実
際
に
、
『
釈
論
』
の
引
用
文
と
論
法
形
式
が
類
似
す
る
と
す
る
、
『
浄
名
玄
論
』
と
『
維
摩
経
義
疏
』

の
説
を
確
認
す
る
と
、『
浄
名
玄
論
』
で
は
、「
一
道
清
浄
、
故
云
不
二
」
や
「
不
二
之
門
、
則
中
実
之
理
、

以
一
道
清
浄
故
不
二
」
１
９

と
あ
り
、
『
維
摩
経
義
疏
』
で
は
、
「
一
道
清
浄
故
名
不
二
」
や
「
一
道
清
浄
、

故
名
不
二
」
２
０

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
不
二
と
い
う
語
に
対
す
る
新
た
な
補
足
説
明
を
し
て
い
る
の
を
確

認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
吉
蔵
は
不
二
を
一
道
清
浄
と
説
明
す
る
こ
と
か
ら
も
、
不
二
そ
の
も
の
の
説
明
よ

り
も
新
た
な
概
念
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
価
値
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。
こ
れ
に
対
し
、『
釈
論
』
の
方
は
、
そ
の
よ
う
な
不
二
摩
訶
衍
法
に
関
す
る
用
例
や
論
法
は
確
認
で

き
な
い
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
が
難
点
で
あ
る
。 

筆
者
は
、
『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
説
明
を
し
な
い
理
由
を
、
あ
ら
ゆ
る
概
念
を
否
定
す

る
こ
と
で
不
二
摩
訶
衍
法
の
存
在
を
際
立
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
と
考
え
る
。
そ
れ
が
確
認
で
き
る
の

が
、
立
義
分
の
解
釈
の
後
半
に
お
い
て
不
二
摩
訶
衍
法
の
説
明
に
登
場
す
る
「
因
縁
」・「
機
根
」・「
建
立
」

２
１

を
拒
否
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
説
に
つ
い
て
筆
者
は
、
否
定
の
論
法
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
加
え
て
こ
れ
に
関
連
す
る
の
が
、
本
論
文
で
も
繰
り
返
し
参
照
し
て
き
た
、『
大
本
華
厳
経
』
と
『
分

流
華
厳
経
』
と
い
う
同
類
で
あ
っ
て
も
レ
ベ
ル
が
異
な
る
典
籍
を
引
用
し
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
境
界
が

同
経
の
教
主
毘
廬
遮
那
仏
よ
り
上
位
で
あ
る
と
論
証
す
る
論
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
摂
と
不
摂
」
と
い

う
表
現
で
『
分
流
華
厳
経
』
の
説
を
『
大
本
華
厳
経
』
の
説
に
よ
っ
て
否
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

認
め
ら
れ
る
２
２

。
次
項
で
は
実
際
に
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い
く
。 

   
 
 

第
二
項 

『
大
智
度
論
』
の
「
不
二
」
観
と
「
不
二
摩
訶
衍
法
」 

 

ま
ず
、
「
不
二
」
に
つ
い
て
『
大
智
度
論
』
の
説
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
内
容
は
『
大
品
般
若
』
に
説

か
れ
る
「
実
際
」
と
「
衆
生
」
の
関
係
を
解
釈
し
た
中
に
見
え
る
。
詳
し
く
は
「
実
際
は
実
際
に
お
い
て

建
立
す
べ
か
ら
ず
、
自
性
は
自
性
に
お
い
て
建
立
す
べ
か
ら
ず
。
」
２
３

と
い
う
建
立
の
是
非
を
論
じ
な
が

ら
「
実
際
」
そ
の
も
の
を
論
証
し
て
い
く
否
定
の
論
法
の
箇
所
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
く
。 

  
 

是
の
時
、
須
菩
提
は
さ
ら
に
問
う
。
若
し
衆
生
際
と
実
際
と
異
ら
ざ
れ
ば
、
い
か
ん
が
実
際
を
以
て 

 
 

実
際
に
著
す
や
。
自
性
は
応
に
自
性
の
中
に
住
す
べ
か
ら
ず
。
指
端
は
自
ら
指
端
に
触
る
こ
と
能
は 

 
 

ず
が
如
し
と
。
仏
其
の
意
を
可
と
す
。
菩
薩
は
方
便
を
以
て
の
故
に
、
衆
生
を
実
際
に
於
て
建
立
す
。 

 
 

（
中
略
）
若
し
是
れ
一
な
れ
ば
則
ち
実
際
の
相
を
壊
す
。
所
以
い
か
ん
、
是
れ
は
一
性
を
得
る
が
故 

 
 

に
。
菩
薩
は
是
の
二
法
、
一
に
あ
ら
ず
二
に
あ
ら
ず
、
亦
た
不
二
に
も
あ
ら
ず
、
畢
竟
寂
滅
に
し
て 

 
 

戯
論
の
相
な
し
と
知
る
。
菩
薩
は
大
悲
心
を
生
じ
、
但
し
衆
生
を
抜
出
し
、
顛
倒
を
離
れ
し
め
ん
と 

../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1848&B=T&V=38&S=1781&J=1&P=&238921.htm#0_0
../../AppData/Local/Temp/cbrtmp_sutra_&T=1848&B=T&V=38&S=1781&J=1&P=&238921.htm#0_0
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欲
う
が
故
に
衆
生
教
化
す
。
２
４ 

  

『
大
智
度
論
』
で
は
、
実
際
と
衆
生
と
の
関
係
を
「
不
異
」
、
す
な
わ
ち
差
別
が
な
い
と
し
な
が
ら
も
結

局
は
「
一
」
で
も
な
い
と
し
、
さ
ら
に
「
不
二
」
で
も
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
否
定
の
論
法
に
よ
っ
て
説

明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
不
二
と
い
う
語
が
登
場
す
る
が
、
そ
こ
で
は
不
二
そ
の
も
の
に
つ
い
て
一
体
何

で
あ
る
の
か
直
接
的
な
言
及
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
不
二
」
と
い
う
概
念
が
戯
論
に
お
い
て
説
明
で
き

な
い
と
終
始
す
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
不
二
の
説
明
と
、『
釈
論
』

が
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
教
説
等
が
な
い
と
同
法
の
属
性
す
べ
て
を
否
定
し
て
い
く
論
法
２
５

に
共
通

点
が
あ
る
と
考
え
る
。
加
え
て
『
釈
論
』
は
上
記
の
説
の
他
に
も
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
属
性
に
つ
い
て
明

や
無
明
を
越
え
た
も
の
だ
と
主
張
し
つ
つ
、
そ
れ
以
上
そ
れ
以
下
で
も
な
い
と
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
概
念
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
な
い
２
６

。
こ
の
点
も
関
連
性
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。 

こ
の
他
に
も
、
先
の
不
二
摩
訶
衍
法
「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・
「
建
立
」
の
説
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ

る
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
が
、『
大
品
般
若
』
の
「
不
二
」
の
説
を
問
答
し
て
い
く
注
釈
の
内
容
に
確
認
で
き

る
。
以
下
に
『
大
智
度
論
』
と
『
釈
論
』
の
説
を
併
記
し
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
関
連
箇
所
に
傍
線

を
付
す
）
。 

 

『
大
智
度
論
』 

世
尊
よ
。
不
二
の
法
は
能
く
不
二
の
法
を
得
す
る
や
。
仏
言
く
、
不
な
り
。
須
菩
提
言
く
、
二
法
は 

能
く
不
二
の
法
を
得
す
る
や
。
仏
言
く
、
不
な
り
。
須
菩
提
言
く
、
世
尊
よ
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
若
し 

二
法
を
以
い
ず
、
ま
た
不
二
の
法
を
以
い
ず
、
云
何
が
当
に
一
切
種
智
を
得
す
べ
き
や
。
須
菩
提
よ
、 

無
所
得
を
即
ち
得
。
以
て
是
れ
無
所
得
を
得
。（
中
略
）
今
、
須
菩
提
仏
に
問
う
。
世
尊
、
菩
薩
は
無 

為
般
若
を
学
び
、
一
切
智
を
得
。
云
何
が
義
無
き
を
言
う
や
。
仏
答
う
、
薩
般
若
を
得
る
と
雖
も
、 

二
法
を
以
い
ざ
る
が
故
に
得
。（
中
略
）
復
問
う
、
不
二
の
法
は
能
く
不
二
の
法
を
得
す
る
や
。
仏
答 

う
、
不
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
不
二
の
法
は
即
ち
是
れ
無
為
に
し
て
、
無
為
は
得
と
不
得
の
相 

有
る
こ
と
無
し
。
是
れ
無
為
法
は
行
ず
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
。（
中
略
）
復
問
う
、
世
尊
、
若
し
二
を 

以
い
ず
、
不
二
を
以
い
ざ
れ
ば
、
云
何
が
当
に
一
切
種
智
を
得
べ
し
や
。
仏
答
う
、
無
所
得
を
即
ち 

是
れ
得
な
り
。
此
の
中
の
二
、
不
二
は
、
即
ち
是
れ
無
分
別
に
し
て
、
皆
な
無
所
得
な
り
。
２
７ 

 

『
釈
摩
訶
衍
論
』 

何
が
故
に
か
、
不
二
摩
訶
衍
の
法
に
は
因
縁
無
き
や
。（
中
略
）
こ
の
摩
訶
衍
の
法
は
諸
仏
に
得
せ
ら 

る
や
、
能
く
諸
仏
を
得
す
。
諸
仏
は
得
す
る
や
、
不
な
る
が
故
に
。
菩
薩
・
二
乗
・
一
切
異
生
も
ま 

た
是
の
如
し
。
性
徳
円
満
海
こ
れ
な
り
。
所
以
い
か
ん
、
機
根
を
離
れ
た
る
が
故
に
。
教
説
を
離
れ 

た
る
が
故
に
。
２
８ 

 

双
方
、
不
二
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
り
、
不
二
が
所
得
で
き
る
の
か
否
か
を
主
体
に
議
論
し
、
「
能
く

不
二
の
法
を
得
す
る
や
。
」
と
「
諸
仏
は
得
す
る
や
、
」
、
そ
し
て
「
仏
言
く
、
不
な
り
。
」
と
「
不
な
る
が

故
に
。
」
と
い
っ
た
説
が
確
認
で
き
、
『
釈
論
』
が
『
大
智
度
論
』
の
問
答
の
用
法
を
模
倣
し
て
い
る
と
判

断
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、『
釈
論
』
で
は
『
大
智
度
論
』
の
「
不
二
の
法
は
能
く
不
二

の
法
を
得
す
る
や
。
」
と
い
っ
た
不
二
摩
訶
衍
法
そ
の
も
の
の
得
と
不
得
を
議
論
す
る
問
答
で
は
な
い
部
分

も
認
め
ら
れ
る
た
め
完
全
に
一
致
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
一
方
で
、『
大
智
度
論
』
の
中
間
か
ら
後
半
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の
説
に
目
を
向
け
る
と
、「
一
切
種
智
」
を
得
す
る
の
か
否
か
を
往
復
の
問
答
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
否
定

の
対
論
形
式
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
大
智
度
論
』
で
は
菩
薩
が
獲
得
す
る
智

慧
（
一
切
智
）
と
仏
の
智
慧
で
あ
る
一
切
種
智
と
の
関
係
を
「
不
二
」
を
中
心
に
議
論
し
て
お
り
、
結
局

の
と
こ
ろ
不
二
で
あ
る
一
切
種
智
は
無
所
得
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
不
二
と
一
切

種
智
と
結
び
つ
け
る
説
が
『
釈
論
』
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
一
編
の
第
五
章

と
第
三
編
の
第
二
章
で
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
一
切
種
智
と
い
う
三
智
を
統
括
す
る
智

慧
を
想
定
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
直
接
で
は
な
い
が
『
大
智
度
論
』
と
の
接
点
は

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、『
釈
論
』
が
『
大
智
度
論
』
の
不
二
観
を
模

倣
し
独
自
に
改
変
し
説
い
て
い
る
と
見
え
る
点
、
そ
し
て
、『
大
智
度
論
』
で
示
す
「
一
切
種
智
」
と
不
二

摩
訶
衍
法
が
同
じ
概
念
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
初
問
題
と
し
て
い
た
、
不
二
摩
訶

衍
法
の
登
場
に
は
『
大
智
度
論
』
の
説
に
基
づ
く
不
二
に
ま
つ
わ
る
否
定
の
論
法
と
智
慧
に
対
す
る
思
想

の
受
容
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
『
釈
論
』
に
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
「
因
縁
」
・
「
機
根
」
・
「
建
立
」
を
離
れ
て
い
る
と
、
否
定

的
な
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
か
ら
な
の
か
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
２
９

。
そ
の
点
は

「
否
定
の
対
論
形
式
」
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
三
十
二
法
門
と
の
対
比
構
造
を
説
明
す

る
た
め
に
組
み
立
て
ら
れ
た
構
図
と
考
え
れ
ば
難
し
く
な
い
と
思
う
。
順
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

一
体
何
に
対
し
て
不
二
摩
訶
衍
法
が
因
縁
・
機
根
・
建
立
を
離
れ
て
い
る
と
否
定
し
た
の
か
が
問
題
に
な

る
。
筆
者
は
、『
釈
論
』
が
衆
生
（
修
行
者
）
に
対
し
、
覚
り
と
は
何
か
を
示
唆
す
る
上
で
、
不
二
摩
訶
衍

法
対
三
十
二
法
門
の
対
立
概
念
、
す
な
わ
ち
因
果
・
高
下
・
浅
深
と
い
っ
た
境
界
の
違
い
を
三
十
二
法
門

の
立
場
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
を
鮮
明
に
し
よ
う
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
る
。

毘
盧
遮
那
仏
と
の
対
比
も
こ
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

 

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
釈
論
』
は
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
因
縁
・
機
根
・
建
立
か
ら
離
れ
て
い
る
と

説
く
の
は
、
同
法
の
境
界
を
説
法
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
絶
対
的
真
理
の
立
場
か
ら
眺
め
て
、

不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
法
を
登
場
さ
せ
た
以
上
、
こ
れ
以
外
に
何
を
説
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
不
二
摩

訶
衍
法
は
三
十
二
法
門
と
完
全
に
異
な
る
世
界
で
あ
り
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
、
と
い
う
意

図
を
三
十
二
法
門
の
立
場
と
は
異
な
る
こ
と
を
、
因
縁
・
機
根
・
建
立
を
否
定
す
る
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
の
み
を
見
る
と
、
三
十
二
法
門
と
不
二
摩
訶
衍
法
と
の
関

連
が
隔
絶
さ
れ
た
無
関
係
の
よ
う
に
映
る
が
そ
う
で
は
な
く
、
双
方
が
密
接
で
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
不
二

摩
訶
衍
法
の
絶
対
性
を
中
心
に
説
明
す
る
た
め
に
説
か
れ
た
と
理
解
す
る
。 

つ
ま
り
、
超
越
と
内
在
の
関
係
で
言
う
と
、
前
者
に
つ
い
て
の
説
明
な
の
だ
と
理
解
し
た
い
。
で
は
、

後
者
の
内
在
は
と
言
う
と
、『
釈
論
』
は
問
答
の
後
半
の
説
に
お
い
て
、
三
十
二
法
門
を
乗
り
物
に
譬
え
て

不
二
摩
訶
衍
法
に
向
か
う
と
明
か
し
て
い
る
３
０

。
こ
の
説
の
な
か
に
内
在
と
し
て
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
理
解
す
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
釈
論
』
に
は
不
二
摩
訶
衍
法
の
立
場
を
説
明
す
る
場
面
と
し

て
二
様
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
説
は
次
節
で
検
討
す
る
「
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て
も
見
出
せ
る
の

で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
『
釈
論
』
で
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
教
説
等
が
な
い
と
同
法
の
属
性
す
べ
て

を
否
定
す
る
説
に
応
用
し
て
い
る
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
否
定
の
先
に
新
た
な
概
念

を
立
て
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
、
吉
蔵
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
３
１

。
で
は
、
「
摩
訶
衍
」
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い
く
。 
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第
四
節 

『
大
智
度
論
』
の
「
摩
訶
衍
」
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
「
摩
訶
衍
」
観 

 

『
大
智
度
論
』
「
釈
摩
訶
衍
品
」
に
は
「
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

答
え
て
曰
く
。
般
若
波
羅
蜜
と
摩
訶
衍
と
は
一
義
な
り
、
但
し
名
字
が
異
な
る
の
み
。
若
し
般
若
波 

 
 

羅
蜜
を
説
く
に
、
摩
訶
衍
を
説
く
も
咎
無
し
。
摩
訶
衍
と
は
仏
道
に
名
づ
く
。
是
の
法
を
行
ず
れ
ば 

 
 

仏
に
至
る
こ
と
を
得
。
い
わ
ゆ
る
六
波
羅
蜜
な
り
。
３
２ 

  

『
大
智
度
論
』
で
は
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
「
摩
訶
衍
」
を
同
義
と
し
、
後
者
を
仏
道
（
果
位
）
そ
し
て

教
法
と
し
て
見
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、「
是
の
法
を
行
ず
れ
ば
仏
に
至
る
」
と
す

る
説
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
内
容
は
、『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
「
性
徳
円
満
海
」
や
彼
岸
と

描
写
す
る
「
清
浄
無
上
地
」
３
３

と
の
接
点
が
見
出
せ
る
。
こ
の
他
に
も
『
大
智
度
論
』
に
は
、
摩
訶
衍
を

乗
り
物
に
例
え
た
説
を
説
い
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

 

摩
訶
衍
と
は
広
大
な
り
。
諸
乗
・
諸
道
は
皆
な
摩
訶
衍
に
入
る
。
声
聞
乗
は
陿
小
に
し
て
摩
訶
衍
を 

受
け
ず
。
譬
え
ば
、
恒
河
の
大
海
を
受
け
ざ
る
が
如
し
。
其
の
陿
小
な
る
を
以
て
の
故
に
。
（
中
略
） 

是
れ
仏
の
真
法
に
し
て
、
仏
の
口
よ
り
説
く
所
な
り
。
汝
、
反
復
す
る
こ
と
無
か
れ
。
汝
、
摩
訶
衍 

の
中
よ
り
出
生
す
。
３
４ 

 

摩
訶
衍
を
広
大
で
あ
り
、
声
聞
に
対
し
厳
し
い
表
現
を
す
る
も
の
の
、
結
果
と
し
て
諸
乗
と
諸
道
の
修

行
者
は
す
べ
て
大
海
に
例
え
ら
れ
る
摩
訶
衍
に
入
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
摩
訶
衍
と
は
大
乗
と
訳
さ
れ
る

よ
う
に
文
字
通
り
大
き
な
乗
り
物
に
、
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
を
乗
せ
る
と
す
る
理
念
を
垣
間
見
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
摩
訶
衍
と
は
真
法
で
あ
り
、
仏
が
直
接
説
法
す
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
身

と
摩
訶
衍
は
同
義
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
以
上
を
『
釈
論
』
と
比
較
す
る
と
、
同
論
で
は
三
十
三

法
門
を
説
き
、
そ
の
う
ち
の
三
十
二
法
門
に
如
来
・
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
・
卵
・
胎
・
湿
・
化
の
八
種
の

修
行
者
が
法
門
に
入
り
、
最
終
的
に
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
境
地
に
赴
く
と
す
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
、

三
十
二
法
門
を
「
皆
悉
乗
此
三
十
二
種
。
甚
深
安
車
。
」
と
表
記
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
目
指
す
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
『
釈
論
』
に
は
「
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。 

 

謂
く
十
方
三
世
の
諸
の
如
来
は
、
一
切
皆
な
悉
く
摩
訶
衍
を
以
て
、
其
の
根
本
と
為
し
正
覚
を
成
ず 

る
が
故
に
。
十
方
三
世
の
無
量
の
菩
薩
は
、
一
切
皆
な
悉
く
摩
訶
衍
を
以
て
、
其
の
根
本
と
為
し
因 

海
を
具
す
る
が
故
に
。
３
５ 

  

こ
こ
に
説
か
れ
る
「
摩
訶
衍
」
と
は
不
二
摩
訶
衍
法
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
釈
論
』
の
こ
の
よ
う
な
論
法

は
先
の
『
大
智
度
論
』
の
「
摩
訶
衍
」
説
と
酷
似
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
に
見
る
と
、
『
大
智
度
論
』
で
は
「
摩
訶
衍
」
を
法
身
と
見
て
い
る
の
で
、
『
釈
論
』
に
そ
の
理
解

を
応
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
不
二
摩
訶
衍
法
は
法
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
点
が
前
述
の
超
越
と
内
在
に
お
け
る
後
者
の
内
在
に
対
す
る
視
点
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

加
え
て
、
摩
訶
衍
を
真
法
や
仏
の
説
法
と
す
る
点
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、『
釈
論
』
と
の
関
係
を
さ
ら
に
補
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強
で
き
る
。
そ
れ
は
、
『
釈
論
』
で
は
如
義
言
説
３
６

と
い
う
真
理
を
説
法
で
き
る
と
し
て
、
そ
れ
が
不
二

摩
訶
衍
法
で
あ
る
法
身
の
説
法
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
は
第
二
編
の
第
五
章
で
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』
に
は
真
理
説
法
と
は
な
い
が
、
摩
訶
衍
が
真
法
で
あ
り
こ
の
法
を
説
く
の
は
法
身
と
し
て

見
て
い
る
の
で
、『
釈
論
』
は
『
大
智
度
論
』
の
説
か
ら
影
響
を
受
け
て
如
議
言
説
を
主
張
し
た
可
能
性
が

指
摘
で
き
る
。
一
方
で
、『
大
智
度
論
』
の
別
な
箇
所
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
で
も
「
摩
訶
衍
」
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

  
 

摩
訶
衍
も
亦
是
の
如
く
、
菩
薩
の
初
発
意
の
所
行
は
、
仏
道
を
求
む
る
が
為
の
故
に
。
修
集
す
る
所 

 
 

の
善
法
は
、
随
い
て
衆
生
を
度
す
べ
し
。
説
く
所
の
種
種
の
法
と
は
、
所
謂
る
本
起
経
・
断
一
切
衆 

 
 

生
疑
経
・
華
手
経
・
法
華
経
・
雲
経
・
大
雲
経
・
法
雲
経
・
弥
勒
問
経
・
六
波
羅
蜜
経
・
摩
訶
般
若 

 
 

波
羅
蜜
経
な
り
。
是
の
如
く
等
の
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
経
は
、
或
は
仏
の
説
、
或
は
化
仏
の
説
、
或 

 
 

は
大
菩
薩
の
説
、
或
は
声
聞
の
説
、
或
は
諸
の
得
道
の
天
の
説
な
り
。
是
の
事
の
和
合
を
皆
な
摩
訶 

衍
と
名
づ
く
。
３
７ 

 

こ
こ
で
は
、
摩
訶
衍
を
説
く
典
籍
に
つ
い
て
無
量
無
数
あ
る
と
説
き
、
続
け
て
、
般
若
波
羅
蜜
と
同
義

と
さ
れ
る
摩
訶
衍
を
説
く
も
の
の
定
義
と
し
て
、
典
籍
の
属
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

仏
説
・
菩
薩
説
・
声
聞
説
・
天
説
が
あ
り
、
そ
の
数
が
「
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
経
」
と
い
う
膨
大
な
数
存

在
す
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
も
、
先
に
述
べ
た
、『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
の
造
論

者
で
あ
る
馬
鳴
菩
薩
（
本
来
は
大
光
明
仏
と
い
う
仏
）
の
製
作
し
た
十
種
論
の
存
在
を
説
く
こ
と
（
菩
薩

説
）
、
百
億
部
の
典
籍
（
大
小
乗
の
経
律
論
の
三
蔵
）
の
本
質
を
凝
縮
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
（
声
聞
説
と

天
説
に
該
当
す
る
か
）
、
所
依
と
す
る
典
籍
に
百
種
類
（
仏
説
）
あ
る
と
明
か
す
こ
と
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
３
８

。
以
上
を
踏
ま
え
て
最
後
に
「
法
性
身
」
と
の
関
係
を
考
え
て

み
た
い
。 

   
 

第
五
節 

「
不
二
摩
訶
衍
法
」
を
「
諸
仏
」
と
捉
え
る
根
拠 

―

『
大
智
度
論
』
の
「
法
性
身
」
説
を
中
心
に―

 

  

本
節
で
は
、『
釈
論
』
が
不
二
摩
訶
衍
法
を
「
諸
仏
」
と
解
釈
す
る
説
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理

解
に
よ
り
「
諸
仏
」
と
し
た
の
か
を
『
大
智
度
論
』
の
「
法
性
身
」
の
説
か
ら
検
討
を
加
え
明
ら
か
に
し

た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』
の
内
容
と
言
う
の
が
、
前
述
し
た
二
種
の
『
華
厳
経
』
を
登
場
さ
せ
、
そ
の
な
か

で
同
経
の
教
主
毘
盧
遮
那
仏
と
不
二
摩
訶
衍
法
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
同
法
を
上
位
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
説
明
の
な
か
で
「
諸
仏
」
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
す
る
。
こ
の
「
諸
仏
」
は
素
直
に
見
る
と
文
字
通
り

仏
の
集
合
体
と
判
断
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
諸
仏
」
と
は
無
量
無
数
の
法
身
、
仏
の
複
数
化
を
意
味

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
見
方
に
よ
る
と
、
全
て
の
仏
が
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。
従
来
で
は
こ
の
「
諸
仏
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
様
々
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
見
解

を
ま
と
め
た
考
察
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
理
解
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
典
籍

を
管
見
の
限
り
調
べ
る
と
、
仏
の
複
数
説
を
明
か
す
『
大
智
度
論
』
の
「
法
性
身
」
の
説
が
確
認
で
き
る
。

そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（
括
弧
は
割
注
）
。 
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是
の
法
性
身
は
十
方
虚
空
に
満
ち
て
無
量
無
辺
な
り
。
色
像
端
正
に
し
て
相
好
荘
厳
し
、
無
量
の
光 

 
 

明
、
無
量
の
音
声
あ
り
。
法
を
聴
く
衆
も
亦
た
虚
空
に
満
て
り
。（
此
の
衆
も
亦
た
是
れ
法
性
身
な
り
。 

 
 

生
死
の
人
の
所
見
に
非
ざ
る
な
り
。
）
常
に
種
種
の
身
、
種
種
の
名
号
、
種
種
の
生
処
、
種
種
の
方
便 

 
 

を
出
し
て
、
衆
生
を
度
す
。
常
に
一
切
を
度
し
、
須
臾
も
息
む
時
な
し
。
是
の
如
く
の
法
性
身
は
仏 

 
 

な
り
。
能
く
十
方
世
界
の
衆
生
を
度
す
。
３
９ 

  

『
大
智
度
論
』
で
は
法
性
身
が
十
方
無
辺
に
無
量
に
存
在
し
、
そ
の
姿
は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
を
円

満
し
た
姿
で
一
切
の
衆
生
を
教
化
解
脱
さ
せ
る
も
の
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
説
は
、
ま
さ
に
衆
生
の
理
解

（
機
根
）
に
応
じ
て
、
法
身
が
名
前
や
姿
や
出
現
す
る
所
を
変
化
さ
せ
、
さ
ら
に
は
説
法
の
種
類
を
さ
ま

ざ
ま
展
開
さ
せ
な
が
ら
衆
生
を
覚
ら
し
め
る
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
覚
っ
た
衆
生
も
ま
た
法
性
身

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
釈
論
』
が
「
諸
仏
」
を
不
二
摩
訶
衍
法
と
す
る
理
解
に
相
通
じ
る

よ
う
に
見
え
る
。『
釈
論
』
で
は
三
十
三
法
門
と
い
う
修
行
道
論
に
よ
っ
て
各
法
門
に
お
い
て
機
根
に
相
応

し
た
仏
身
が
説
法
し
、
そ
こ
で
修
行
す
る
衆
生
は
、
最
終
的
に
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
彼
岸
に
至
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
結
果
的
に
皆
（
修
行
者
）
は
諸
仏
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
の
説

く
三
十
三
法
門
に
は
、
『
大
智
度
論
』
の
法
性
身
説
が
応
用
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
に
関
連
し
た
も
の
に
同
じ
く
『
般
若
経
』
系
の
典
籍
で
あ
る
、『
八
千
頌
般
若
』
が
あ
る
。
そ
こ
に

は
、「
諸
仏
如
来
は
色
身
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
い
、
諸
仏
如
来
は
諸
の
法
身
な
の
だ
か
ら
、
法
性
は
来

る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
去
る
も
の
で
も
な
い
。
」
４
０

と
あ
る
。
こ
れ
も
仏
の
複
数
化
を
表
現
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
修
行
に
よ
り
如
来
と
な
っ
た
菩
薩
（
衆
生
）
は
法
身
と
等
し
い
と
す
る
理
解
を
示
し
て
い
る
４
１

。

何
よ
り
も
『
八
千
頌
般
若
』
の
「
法
性
は
来
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
去
る
も
の
で
も
な
い
。
」
と
す
る
説

は
、
否
定
の
対
論
に
よ
り
法
身
の
価
値
を
際
立
た
せ
て
お
り
、『
釈
論
』
の
因
縁
等
を
否
定
す
る
説
に
先
行

す
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
記
述
と
い
え
る
と
考
え
る
。 

 

加
え
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
大
智
度
論
』
で
は
、
般
若
波
羅
蜜
や
摩
訶
衍
と
は
法
身
で
あ
る
と
説

い
て
い
た
。
し
か
し
双
方
を
有
相
的
な
表
現
と
し
て
説
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
般
若
波
羅

蜜
や
摩
訶
衍
を
建
て
前
に
法
身
の
働
き
を
説
明
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
法
身
と
は
〇
〇
仏
や
〇
〇
如
来
で

あ
る
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
法
性
身
」
の
説
も
同
様
で
あ
り
、

法
性
身
そ
の
も
の
に
固
有
の
名
称
が
な
く
、
こ
の
法
身
も
ま
さ
に
般
若
波
羅
蜜
で
あ
り
摩
訶
衍
な
の
で
あ

る
。
こ
の
理
解
に
立
ち
、『
釈
論
』
の
不
二
摩
訶
衍
法
を
見
る
と
、
同
法
を
毘
廬
遮
那
仏
と
対
比
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
有
相
化
さ
せ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
大
智
度
論
』
と
同
様
な
立
場
だ
と
判
断
さ
れ
、

同
論
の
論
法
を
受
容
し
て
い
る
重
要
な
説
だ
と
指
摘
で
き
る
と
思
う
。 

   
 

ま
と
め 

  

本
章
で
は
『
大
智
度
論
』
の
「
翻
訳
年
代
」
、「
不
二
」
、「
摩
訶
衍
」
、「
法
性
身
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

『
釈
論
』
と
の
関
係
を
探
求
し
て
き
た
。
上
記
の
い
ず
れ
も
が
、『
釈
論
』
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
判

断
で
き
る
と
結
論
づ
け
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、『
起
信
論
』
を
は
じ
め
同
論
の
注
釈
書
に
は
類
す
る
記
事

は
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
他
の
典
籍
を
参
照
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、『
大
智
度
論
』
と
の
接
点
を
探
求
す
る
こ
と
は
検
討
価
値
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
従
来
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
要
因
に
あ
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る
の
は
、
第
一
編
の
第
二
章
や
第
三
章
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
の
成
立
に
関
す
る
諸
事
情
が
朝

鮮
半
島
と
関
連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
特
に
『
釈
論
』
に
散
見
さ
れ
る
漢
文
の
文
体
（
変
格
漢
文
）
が
朝

鮮
半
島
で
見
ら
れ
る
語
法
と
相
似
し
て
い
る
と
す
る
点
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
こ
こ
で
の
結
果
が
、『
釈
論
』
が
『
大
智
度
論
』
を
中
心
に
据
え
て
造
論
し
た
と
結
論
づ
け
る
も
の
で
は

な
く
、
同
時
に
『
釈
論
』
の
種
々
の
問
題
点
を
す
べ
て
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
本
研
究
は

『
釈
論
』
と
い
う
大
分
の
論
書
の
な
か
で
わ
ず
か
な
問
題
点
に
対
し
て
新
視
点
を
呈
示
し
た
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
大
智
度
論
』
の
注
釈
書
、
あ
る
い
は
多
種
多
少
な
論
師
た
ち
の
典
籍
か
ら
教

説
や
思
想
を
参
酌
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
は
今
後
の
『
釈

論
』
研
究
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。 

そ
の
点
に
関
し
て
言
う
と
、
『
釈
論
』
が
数
多
の
典
籍
を
所
依
と
し
て
い
る
と
自
認
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、『
釈
論
』
の
造
論
者
は
『
大
智
度
論
』
の
作
者
で
あ
る
竜
樹
か
ら
影

響
を
受
け
て
お
り
、
限
ら
れ
た
情
報
の
な
か
で
あ
る
が
、『
釈
論
』
が
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
い
う
概
念
を

構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
大
智
度
論
』
の
説
は
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
見

る
と
、『
釈
論
』
が
『
大
智
度
論
』
の
「
摩
訶
衍
」
と
「
不
二
」
の
理
解
を
統
合
さ
せ
て
「
不
二
摩
訶
衍
法
」

と
命
名
し
た
と
す
る
理
解
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
証
拠
に
、『
大
智
度
論
』
で
は
「
般
若
波
羅

蜜
」
を
「
摩
訶
衍
」
と
同
一
視
し
な
が
ら
、「
法
身
」
で
あ
る
と
し
、「
不
二
」
に
つ
い
て
は
「
一
切
種
智
」

と
い
う
仏
智
で
あ
る
と
も
説
い
て
い
る
。
以
上
の
内
容
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
の

各
編
に
わ
た
り
述
べ
て
き
た
結
果
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

で
は
な
ぜ
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
命
名
し
た
の
か
は
、
恐
ら
く
一
般
に
見
慣
れ
た
「
摩
訶
衍
」
で
は
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
概
念
を
超
越
し
た
、
摩
訶
衍
の
中
の
究
極
な
摩
訶
衍
と
す
る
、
よ
り
崇
高
な
存
在
に
昇
華

さ
せ
る
た
め
、
一
で
も
な
く
二
で
も
な
い
、
相
対
を
飛
び
越
え
た
と
表
現
さ
れ
る
「
不
二
」
を
「
摩
訶
衍
」

に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
し
た
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
眺
め
る
と
、『
釈
摩
訶
衍

論
』
と
い
う
論
名
も
ま
さ
し
く
、
従
来
の
「
摩
訶
衍
」
に
対
す
る
理
解
の
再
構
築
・
再
解
釈
を
目
的
と
し

命
名
し
た
と
理
解
で
き
る
た
め
、『
大
智
度
論
』
の
作
者
で
あ
る
竜
樹
と
同
論
の
「
釈
摩
訶
衍
品
」
と
の
繋

が
り
に
現
実
味
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
理
解
が
了
承
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
は
、
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
い

う
「
摩
訶
衍
」
の
再
定
義
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
、『
大
智
度
論
』
の
「
釈
摩
訶
衍
品
」
に

着
目
し
、
併
せ
て
同
論
の
作
者
で
あ
る
竜
樹
に
仮
託
す
る
こ
と
で
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
い
う
名
前
を
使
用

す
る
大
義
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、『
釈
論
』
が
主
張
す
る
「
六
馬
鳴
」
説
の
よ
う
に
、

同
論
の
作
者
は
本
気
で
自
ら
は
竜
樹
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
信
じ
て
い
た
竜
樹
信
奉
者
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
か
た
や
、
従
来
の
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
の
よ
う
な
『
大
乗
起
信
論
〇
〇
』
や
『
起
信
論
〇
〇
』

と
い
っ
た
表
記
に
一
抹
の
不
満
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

で
は
、
な
ぜ
『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
と
い
う
選
択
肢
を
採
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
え

た
い
。
そ
こ
で
想
定
さ
れ
る
の
が
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、『
釈
論
』
の
造
論
者
が
存
在
し
た
当

時
、『
起
信
論
』
が
流
行
し
て
い
た
点
。
二
つ
に
は
、
当
時
の
『
起
信
論
』
を
注
釈
し
て
き
た
論
師
の
傾
向

が
、
学
派
の
理
解
が
中
心
で
「
摩
訶
衍
」
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
義
理
や
教
理
に
対
す
る
理
解
が
希
薄

に
な
っ
て
き
た
と
見
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
点
で
あ
る
。 

ま
ず
一
つ
目
は
、
『
釈
論
』
以
前
の
注
釈
書
の
多
さ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
法
蔵
の
影
響
が
予
想
で

き
る
。
二
つ
目
は
、『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
、
摩
訶
衍
を
説
く
典
籍
に
つ
い
て
仏
説
・
菩
薩
説
・
声
聞
説
・

天
説
が
あ
り
、
そ
の
数
が
「
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
経
」
と
い
う
膨
大
な
数
存
在
す
る
と
説
く
事
、
あ
ら
ゆ
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る
す
べ
て
の
衆
生
（
修
行
者
）
が
摩
訶
衍
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
す
る
内
容
を
説
い
て
い
る
事
を
、『
釈
論
』

が
受
容
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
膨
大
な
典
籍
を
受
容
し
て
い
る
と
し
、
三
十
三
法
門
で
対

象
と
す
る
修
行
者
に
つ
い
て
も
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
で
あ
る
と
展
開
さ
せ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
な
理
解
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
学
派
や
論
師
の
教
判
に
偏
る
こ
と
な
く
、
等
し
く
仏
法
が
開

示
さ
れ
て
い
な
く
て
は
意
味
が
な
い
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、『
釈
論
』
は
自
称
で
あ
る

が
小
乗
の
思
想
を
受
け
継
い
で
い
る
と
し
な
が
ら
、
大
乗
そ
し
て
後
期
大
乗
と
称
さ
れ
る
密
教
の
教
理
を

詰
め
込
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
要
請
に
応
じ
る
た
め
多
機
能
な
「
摩
訶
衍
」
の
論
書
を
造
論
し
た
い
と

希
望
し
、
『
起
信
論
』
を
注
釈
す
る
際
、
『
大
智
度
論
』
の
教
説
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
造
論
し
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
推
論
の
域
を
出
な
い
が
、『
釈
論
』
の
作
者
は
、
竜
樹
と
い
う
人
物
を
隠
れ
蓑
に
「
摩
訶

衍
」
に
つ
い
て
独
自
の
世
界
観
を
主
張
し
た
い
と
考
え
た
大
乗
仏
教
の
修
行
者
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。 

 

１ 

『
大
智
度
論
』
の
作
者
の
竜
樹
に
つ
い
て
近
年
、
様
々
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
干
潟
龍
詳
（
「
大

智
度
論
の
作
者
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
七―

一
、
一
九
五
八
年
）
）
の
竜
樹
著
羅
什
加
筆
説
、
ラ
モ
ッ
ト

（L
e
 T

ra
ite

 d
e
 la

 G
ra

n
d

e
 v

e
rtu

 d
e
 S

a
g
e
sse

 d
e
 N


g

rju

n
a

 T
o
m

e
 I-V

, In
s
titu

t o
rie

n
ta

lis
te

, 

L
o
u

v
a

in
, 1

9
4

9
-1

9
8

0

、
平
川
彰
「É

.

ラ
モ
ッ
ト
教
授
の
「
大
智
度
論
フ
ラ
ン
ス
語
訳
註
」
第
三
巻
に
つ

い
て
」
（
『
印
仏
研
』
十
九―

二
、
一
九
七
一
年
）
、
ラ
モ
ッ
ト
著
・
加
藤
純
章
訳
「
『
大
智
度
論
』
の
引
用

文
献
と
そ
の
価
値
」
（
『
仏
教
学
』
五
、
一
九
七
八
年
）
）
の
後
代
竜
樹
著
説
、
加
藤
純
章
（
「
羅
什
と
『
大

智
度
論
』
」
（
『
印
土
哲
学
仏
教
学
』
十
一
、
一
九
九
六
年
）
、
「
大
智
度
論
の
世
界
」
（
平
川
彰
他
編
集
『
講

座
・
大
乗
仏
教
』
二
、
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
）
）
の
羅
什
著
説
、
武
田
浩
学
（
「
『
大
智
度
論
』
を
一
貫
す

る
主
題
は
「
不
住
涅
槃
の
思
想
」
で
は
な
い
の
か 

―
E

・
ラ
モ
ッ
ト
氏
へ
の
反
論―
」
（
『
印
仏
研
』
四

九―

二
、
二
〇
〇
一
年
）
、
『
大
智
度
論
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
五
年
）
）
の
竜
樹
著
説
等
が

あ
る
。
本
章
で
は
『
釈
論
』
の
作
者
に
つ
い
て
『
大
智
度
論
』
と
の
接
点
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

同
論
の
作
者
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
竜
樹
作
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。 

２ 

森
田
龍
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
山
城
屋
文
政
堂
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇
頁―

七
九
一
頁
）
、
石

井
公
成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」
（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
の
仏
教
と

文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
六
二
頁
）
、
佐
藤
厚
「
新
羅
華
厳
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を

め
ぐ
る
一
つ
の
手
が
か
り
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
四
四
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
七
頁
） 

３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
朕
聞
其
梵
本
先
在
于
中
天
竺
。
遣
䮊
奉
迎
。
近
至
東
界
。
以
弘
始
三
年
歲
次

星
紀
九
月
上
旬
。
於
大
荘
厳
寺
。
親
受
筆
削
。
敬
訳
斯
論
。（
中
略
）
直
翻
訳
人
筏
提
摩
多
三
蔵
。
伝
俗
語

人
劉
連
陀
等
。
執
筆
之
人
謝
賢
金
等
。
首
尾
二
年
方
繕
写
畢
功
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上―

中
） 

４ 

『
大
智
度
論
』
巻
一
「
以
秦
弘
始
三
年
、
歳
次
星
紀
、
十
二
月
二
十
日
、
」（
大
正
蔵
二
五
、
五
七
頁
上
） 

５ 

『
同
右
』
巻
百
「
鳩
摩
羅
耆
婆
法
師
、
以
秦
弘
始
三
年
、
歳
在
辛
丑
、
十
二
月
二
十
日
、
至
長
安
、
四

年
夏
（
中
略
）
此
釈
論
、
七
年
十
二
月
二
十
七
日
乃
訖
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、
五
七
六
頁
下
） 

６ 

『
同
右
』
「
是
以
馬
鳴
起
於
正
法
之
余
。
竜
樹
生
於
像
法
之
末
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、
五
七
頁
上
） 

ま

た
『
大
智
度
論
』
で
は
「
釈
摩
訶
衍
品
」
と
す
る
章
が
あ
る
。
こ
れ
が
『
釈
論
』
の
名
前
や
論
の
構
築
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る
指
摘
が
あ
り
、
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
推
察
し
て
い
る
。
石
井
公

成
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
依
拠
し
た
教
学 

―

不
二
摩
訶
衍
の
成
立
を
中
心
と
し
て―

」（
『
駒
沢
短
期
大
学

仏
教
論
集
』
十
一―

一
七
、
一
九
九
五
年
） 

７ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
蓋
聞
月
鏡
日
珠
。
居
爰
山
王
禅
宮
。
履
於
双
道
。
遊
于
百
国
乗
於
等
観
。（
中

略
）
朕
方
解
茂
花
因
於
七
覚
之
宝
林
。
植
蓮
種
於
八
徳
之
珠
池
。（
中
略
）
珠
鏡
山
虚
已
降
。
至
于
沙
界
之

面
。
摩
耶
之
文
会
記
。（
中
略
）
以
馬
鳴
聖
光
明
之
徳
。
于
時
具
顕
。
竜
樹
大
士
。
妙
雲
之
瑞
。
于
方
円
啓
。

洋
洋
肅
肅
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
上
） 
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８ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
四
頁
中
）
、
第
一
編
第
四
章
を
参
照 

９ 

『
同
右
』
巻
一
「
論
曰
。
今
造
此
論
重
釈
摩
訶
衍
。
為
欲
顕
示
自
師
其
体
深
玄
其
窮
微
妙
。
未
得
正
証

未
出
邪
行
。
（
中
略
）
域
超
思
惟
境
故
。
（
中
略
）
或
由
師
亭
毒
極
深
重
故
。
小
分
為
報
師
大
恩
故
。
或
秘

観
察
当
来
衆
生
。
起
百
千
諍
懐
論
宗
故
。
（
中
略
）
所
以
須
造
論
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
中
） 

１
０ 

『
大
智
度
論
』
巻
一
「
論
之
略
本
有
十
万
偈
、
偈
有
三
十
二
字
。
并
三
百
二
十
万
言
。
梵
夏
既
乖
、

又
有
煩
簡
之
異
、
三
分
除
二
得
此
百
巻
。
於
大
智
三
十
万
言
、
玄
章
婉
旨
、
朗
然
可
見
。
」（
大
正
蔵
二
五
、

五
七
頁
中
） 

１
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
論
曰
。
馬
鳴
菩
薩
所
作
諸
論
総
一
百
部
。
於
百
部
中
九
十
九
種
花
文
論
摂
。

余
十
種
論
摂
義
論
摂
。
斯
論
宝
冊
。
十
種
摂
義
論
其
名
字
云
何
。（
中
略
）
論
曰
。
云
何
為
十
。
一
者
一
心

遍
満
論
。
二
者
融
俗
帰
真
論
。
三
者
法
界
中
蔵
論
。
四
者
秘
密
微
妙
論
。
五
者
衆
命
合
一
論
。
六
者
真
如

三
昧
論
。
七
者
心
性
清
浄
論
。
八
者
不
動
本
原
論
。
九
者
甚
深
玄
理
論
。
十
者
大
乗
起
信
論
。
是
名
為
十
。
」

（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
下
） 

１
２ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
二
（
六
〇
二
頁
中―
下
）
、
拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」

の
意
義
」
（
『
印
仏
研
』
六
一―

一
、
二
〇
一
五
年
） 

１
３ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
下
） 

１
４ 

『
同
右
』
巻
十
「
我
従
四
王
自
在
処 

下
入
大
海
竜
宮
殿 

随
分
窺
諸
契
経
海 

総
有
一
百
洛
叉
数 

如
是
諸
経
真
実
法
（
中
略
）
摩
訶
衍
論
立
義
中 

該
摂
安
立
具
足
説
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
中―

下
） 

１
５ 

『
大
智
度
論
』
巻
一
「
又
仮
照
竜
宮
以
朗
捜
玄
之
慧
」
（
大
正
蔵
二
五
、
五
七
頁
上
） 

１
６ 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
四
〇
〇
頁
） 

１
７ 

『
同
右
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
四
〇
〇
頁
） 

１
８ 

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
た
指
摘
と
し
て
平
井
俊
栄
（
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究 

―

吉
蔵
と
三
論
学
派
』

（
春
秋
社
、
一
九
七
六
年
、
四
七
九
頁―

五
五
〇
頁
）
）
と
吉
津
宜
英
（
「
吉
蔵
に
お
け
る
『
大
智
度
論
』

依
用
と
大
智
度
論
師
批
判
」
（
『
三
論
教
学
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
六
頁―

一
五
七
頁
）
）

の
論
考
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
平
井
は
、
吉
蔵
の
著
作
に
お
け
る
経
論
の
引
用
傾
向
を
精
査
し
て
い

る
。
経
典
で
は
『
涅
槃
経
』
、
論
書
で
は
『
大
智
度
論
』
と
す
る
。
前
者
は
空
観
と
仏
性
と
の
関
連
を
示
唆

す
る
「
獅
子
吼
品
」
の
引
用
す
る
姿
勢
の
重
要
性
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
吉
蔵
が
単
な
る
象
徴
的
な
タ
ー
ム

を
権
威
性
の
主
張
を
目
的
と
し
て
の
み
使
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
彼
の
思
想
の
本
質
に
根
差
し
た
も

の
を
含
ん
で
い
る
か
ら
と
す
る
。
後
者
は
吉
蔵
に
と
っ
て
百
科
事
典
と
い
う
理
解
の
も
と
主
要
な
大
乗
仏

教
教
義
の
術
語
と
資
料
の
典
拠
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
指
摘
し
て
い
る 

。
こ
の
平
井
説
を
踏

ま
え
て
吉
津
宜
英
が
吉
蔵
と
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
を
新
た
な
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。
吉
津

は
、
吉
蔵
の
『
大
智
度
論
』
観
と
い
う
も
の
を
精
査
し
、
そ
れ
が
『
三
論
玄
義
』「
別
釈
衆
品
」
中
「
衆
論

の
旨
帰
を
明
か
す
門
」
の
と
こ
ろ
に
そ
の
特
性
が
際
立
っ
て
い
る
と
し
、
般
若
と
方
便
の
二
道
が
中
心
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
般
若
と
方
便
の
両
者
が
「
体
用
」
の
関
係
で

相
即
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
特
に
方
便
の
用
は
聖
を
も
超
え
る
行
と
し
て
高
次
に
位
置
づ
け
て

い
る
と
す
る
。
両
氏
の
見
解
を
整
理
す
る
と
、
吉
蔵
に
は
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
般
若
思
想
が
大
き
く

作
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
重
要
な
指
摘
と
言
え
よ
う
。
同
時
に
、
吉
蔵
の
不
二
観
に
も
、
般
若

思
想
は
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
た
と
見
通
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
両
氏
の

見
解
が
実
証
的
な
検
討
に
基
づ
く
見
解
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
準
拠
し
た
い
。
再
度
、
吉
蔵
と
『
釈

論
』
の
関
係
を
考
え
る
と
、
吉
蔵
の
思
想
的
影
響
は
確
実
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

般
若
や
不
二
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
『
釈
論
』
の
般
若
理
解
は

吉
蔵
と
は
相
違
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

１
９ 

『
浄
名
玄
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
八
、
八
五
三
頁
中―

下
、
八
五
五
頁
上
） 

２
０ 

『
維
摩
経
義
疏
』
巻
一
、
四
（
大
正
蔵
三
八
、
九
一
〇
頁
上
、
九
七
五
頁
上
） 

２
１ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
） 

２
２ 

『
同
右
』
巻
十
「
言
諸
仏
者
。
則
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
所
以
者
何
。
此
不
二
法
形
於
彼
仏
其
徳
勝
故
。
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大
本
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
其
円
円
海
徳
諸
仏
勝
。
故
其
一
切
仏
不
能
成
就
円
円
海
劣
故
。
若
爾
何
故

分
流
花
厳
契
経
中
作
如
是
説
。
盧
舍
那
仏
三
種
世
間
為
其
身
心
。
三
種
世
間
摂
法
無
余
。
彼
仏
身
心
亦
復

無
有
所
不
摂
焉
。
盧
舍
那
仏
雖
摂
三
世
間
。
而
摂
不
摂
故
。
是
故
無
過
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
八
頁
上
） 

２
３ 

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
二
五
「
実
際
不
可
建
立
於
実
際
、
自
性
不
可
建
立
於
自
性
」（
大
正
蔵
七
、

四
〇
一
頁
上
） 

２
４ 

『
大
智
度
論
』
巻
九
十
「
是
時
須
菩
提
更
問
。
若
衆
生
際
実
際
不
異
。
云
何
以
実
際
著
実
際
。
自
性

不
応
自
性
中
住
。
如
指
端
不
能
自
触
指
端
。
仏
可
其
意
。
菩
薩
以
方
便
故
。
建
立
衆
生
於
実
際
。
（
中
略
）

若
是
一
則
壊
実
際
相
。
所
以
者
何
。
得
是
一
性
故
。 

菩
薩
知
是
二
法
。
不
一
不
二
。
亦
不
不
一
。
亦
不
不

二
。
畢
竟
寂
滅
無
戯
論
相
。
菩
薩
生
大
悲
心
。
但
欲
抜
出
衆
生
。
離
於
顛
倒
故
教
化
衆
生
。
」
（
大
正
蔵
二

五 

六
九
七
頁
中
） 

２
５ 

拙
稿
「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
八
種
本
法
」
に
つ
い
て
」（
『
智
山
学
報
』
五
九
、
二
〇
一
〇
年
） 

２
６ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
（
大
正
蔵
三
二
、
六
三
七
頁
下
） 

２
７ 

『
大
智
度
論
』
巻
八
四
「
世
尊
。
不
二
法
能
得
不
二
法
耶
。
仏
言
不
也
。
須
菩
提
言
。
二
法
能
得
不

二
法
耶
。
仏
言
不
也
。
須
菩
提
言
。
世
尊
。
菩
薩
摩
訶
薩
若
不
以
二
法
、
亦
不
以
不
二
法
、
云
何
当
得
一

切
種
智
。
須
菩
提
。
無
所
得
即
是
得
。
以
是
得
無
所
得
。（
中
略
）
今
須
菩
提
問
仏
。
世
尊
、
菩
薩
学
無
為

般
若
、
得
一
切
智
、
云
何
言
無
義
。
仏
答
。
雖
得
薩
婆
若
、
不
以
二
法
故
得
。（
中
略
）
復
問
。
不
二
法
能

得
不
二
法
耶
。
仏
答
。
不
也
。
何
以
故
。
不
二
法
即
是
無
為
、
無
為
無
有
得
不
得
相
、
是
無
為
法
不
可
行

故
。
（
中
略
）
復
問
。
世
尊
、
若
不
以
二
、
不
以
不
二
、
云
何
当
得
一
切
種
智
。
仏
答
、
無
所
得
即
是
得
。

此
中
二
、
不
二
、
即
是
無
分
別
、
皆
無
所
得
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、
六
四
七
頁
下―

六
五
一
頁
中
） 

２
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
「
何
故
不
二
摩
訶
衍
法
無
因
緣
耶
。（
中
略
）
是
摩
訶
衍
法
諸
仏
所
得
耶
。
能

得
於
諸
仏
。
諸
仏
得
不
故
。
菩
薩
二
乗
一
切
異
生
亦
復
如
是
。
性
徳
円
満
海
是
焉
。
所
以
者
何
。
離
機
根

故
。
離
教
説
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
）
書
き
下
し
に
つ
い
て
は
、
那
須
政
隆
『
弁
顕
密
二
教

論
の
解
説
』
（
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
八
六
頁―

八
八
頁
）
を
参
照
し
た
。 

２
９ 

『
同
右
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
一
頁
下
） 

３
０ 

『
同
右
』
巻
一
「
論
曰
。
能
入
所
入
十
六
法
門
。
円
満
円
満
平
等
平
等
。
周
遍
法
界
無
有
差
別
。
所

以
者
何
。
各
摂
諸
法
畢
竟
尽
故
。
然
終
不
雑
本
末
能
所
。
已
説
総
別
二
門
。
一
切
諸
仏
本
所
乗
故
一
切
菩

薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地
故
者
。
即
是
通
達
軌
則
不
動
門
。
謂
微
塵
数
過
去
諸
仏
。
微
塵
数
現
在
諸
仏
。
微

塵
数
未
来
諸
仏
。
皆
悉
乗
此
三
十
二
種
。
甚
深
安
車
。
達
於
清
浄
無
上
地
故
。
十
方
三
世
一
切
菩
薩
亦
復

如
是
。
此
中
菩
薩
言
通
取
三
聚
一
切
衆
生
。
所
以
者
何
。
無
有
衆
生
而
不
通
達
如
来
地
故
。
」
（
大
正
蔵
三

二
、
六
〇
二
頁
上
） 

３
１ 

こ
の
他
に
、
早
川
道
雄
「
「
不
二
摩
訶
衍
」
と
は
何
か
？
」
「
不
二
摩
訶
衍
の
意
味
を
何
と
か
読
者
に

伝
え
よ
う
と
し
た
彼
（
作
者
か
）
は
、（
中
略
）
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
「
八
種
本
法
と
諸
仏
と
の
相
互
関

係
」
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、「
不
二
摩
訶
衍
と
諸
仏
の
相
互
関
係
」
を
さ
ら
に
一
層
明
確
か
つ
効
果
的
に
伝

達
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
お
そ
ら
く
非
漢
人
の
漢
文
著
作
家
で
あ
っ
た
彼
の
力
量
を
越

え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
執
筆
過
程
の
ど
こ
か
で
、（
中
略
）
本
来
こ
の
語
順
で
は
採
用
す

べ
か
ら
ざ
る
受
動
態
で
表
現
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」（
『
豊
山
学
報
』
四
三
、
二

〇
〇
〇
年
、
六
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
早
川
の
『
釈
論
』
の
作
者
が
非
漢
人
で
あ
り
漢
文
の
修
習
法

が
通
常
と
異
な
る
と
す
る
指
摘
は
賛
同
で
き
る
。
し
か
し
、
今
の
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
『
大

智
度
論
』
の
「
否
定
の
論
法
」
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
筆
者
の
立
場
と
異
な
る
。 

３
２ 

『
大
智
度
論
』
巻
四
六
「
答
曰
。
般
若
波
羅
蜜
摩
訶
衍
一
義
。
但
名
字
異
。
若
説
般
若
波
羅
蜜
。
説

摩
訶
衍
無
咎
。
摩
訶
衍
名
仏
道
。
行
是
法
得
至
仏
。
所
謂
六
波
羅
蜜
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、
三
九
四
頁
中
） 

３
３ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
二
頁
上
） 

３
４ 

『
大
智
度
論
』
巻
四
「
摩
訶
衍
広
大
。
諸
乗
諸
道
皆
入
摩
訶
衍
。
声
聞
乗
陿
小
不
受
摩
訶
衍
。
譬
如

恒
河
不
受
大
海
。
以
其
陿
小
故
。（
中
略
）
是
仏
真
法
、
仏
口
所
説
。
汝
無
反
復
。
汝
従
摩
訶
衍
中
出
生
。
」

（
大
正
蔵
二
五
、
八
六
頁
上―

九
二
頁
中
） 
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３
５ 
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
「
謂
十
方
三
世
諸
如
来
。
一
切
皆
悉
以
摩
訶
衍
。
為
其
根
本
成
正
覚
故
。
十

方
三
世
無
量
菩
薩
。
一
切
皆
悉
以
摩
訶
衍
。
為
其
根
本
具
因
海
故
。
」
（
大
正
蔵
三
二
、
六
六
七
頁
下
） 

３
６ 

『
同
右
』
巻
二
「
論
曰
。
言
説
有
五
。
云
何
為
五
。
一
者
相
言
説
。
二
者
夢
言
説
。
三
者
妄
執
言
説
。

四
者
無
始
言
説
。
五
者
如
義
言
説
。
（
中
略
）
如
是
五
中
前
四
言
説
。
虚
妄
説
故
不
能
談
真
。
後
一
言
説
。

如
実
説
故
得
談
真
理
。
馬
鳴
菩
薩
據
前
四
故
。
作
如
是
説
。
離
言
説
相
。
」（
大
正
蔵
三
二
、
六
〇
六
頁
上
） 

３
７ 

『
大
智
度
論
』
巻
四
六
「
摩
訶
衍
亦
如
是
、
菩
薩
初
発
意
所
行
、
為
求
仏
道
故
、
所
修
集
善
法
、
随

可
度
衆
生
所
説
種
種
法
、
所
謂
本
起
経
、
断
一
切
衆
生
疑
経
、
華
手
経
、
法
華
経
、
雲
経
、
大
雲
経
、
法

雲
経
、
弥
勒
問
経
、
六
波
羅
蜜
経
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
。
如
是
等
無
量
無
辺
阿
僧
祇
経
、
或
仏
説
、
或

化
仏
説
、
或
大
菩
薩
説
、
或
声
聞
説
、
或
諸
得
道
天
説
。
是
事
和
合
、
皆
名
摩
訶
衍
。
」
（
大
正
蔵
二
五
、

三
九
四
頁
中
） 

３
８ 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
二
、
五
九
二
頁
下―

五
九
四
頁
中
） 

３
９ 

『
大
智
度
論
』
巻
九
「
是
法
性
身
満
十
方
虚
空
無
量
無
辺
。
色
像
端
正
相
好
荘
厳
。
無
量
光
明
。
無

量
音
声
。
聴
法
衆
亦
満
虚
空
（
此
衆
亦
是
法
性
身
。
非
生
死
人
所
得
見
也
）
。
常
出
種
種
身
。
種
種
名
号
。

種
種
生
処
。
種
種
方
便
度
衆
生
。
常
度
一
切
。
無
須
臾
息
時
。
如
是
法
性
身
仏
。
能
度
十
方
世
界
衆
生
。
」

（
大
正
蔵
二
五
、
一
二
一
頁
下
） 

４
０ 

『
小
品
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
十
（
大
正
蔵
八
、
五
四
八
頁
中
） 

４
１ 

越
智
淳
仁
『
密
教
概
論 

―

空
海
の
教
え
と
そ
の
ル
ー
ツ―
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
、
四
五
頁―

六
一
頁
） 
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結
論 

  

本
編
は
、
前
二
編
の
検
討
を
踏
ま
え
、
筆
者
の
新
た
な
見
解
を
四
章
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
解
脱
観
や
修
行
観
や
浄
土
観
と
い
っ
た
も
の
と
は
異
な
る
構
想
を
も
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
西
方
極
楽
の
教
主
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
や
『
華
厳
経
』
の
教
主
で
あ
る
毘
廬
遮
那
仏
と
は

異
な
る
視
点
を
加
味
さ
せ
た
仏
身
論
ま
で
も
展
開
し
て
い
る
。
加
え
て
、
三
身
説
に
留
ま
ら
な
い
四
身
説

の
可
能
性
を
予
測
さ
せ
る
説
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
釈
論
』
は
独
特
な
衆
生
観
、

金
剛
喩
定
、
仏
身
観
と
い
っ
た
、
独
自
の
思
想
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
多
様
な
典
籍
の
思
想
を
取
り
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
独
創
性
に
溢
れ
る
教
理
体
系
を
構
築
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
釈
論
』
に
説

か
れ
る
造
論
の
意
図
や
不
二
摩
訶
衍
法
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
『
大
智
度
論
』
と
比
較
し
て
み
る

と
、
『
釈
論
』
は
『
大
智
度
論
』
の
説
を
基
盤
に
置
い
て
い
る
可
能
性
を
呈
示
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
の
、
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
流
れ
を
汲
み
な
が
ら
構
想
さ
れ
た
論
書
、

く
り
か
え
す
が
華
厳
思
想
の
み
を
基
盤
に
製
作
さ
れ
た
論
書
、
さ
ら
に
は
、
真
言
教
学
の
上
か
ら
検
討
す

る
限
定
的
な
見
方
等
々
は
、
必
ず
し
も
妥
当
な
評
価
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。『
釈
論
』
が
随
所
に
示
す

奔
放
な
説
示
や
突
拍
子
も
な
い
世
界
観
は
、
実
は
同
論
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
特
定
の
問
題
意
識
や

構
想
に
基
づ
き
な
が
ら
独
自
の
論
理
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
確
実
に
自
ら
の

仏
教
観
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
意
図
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
多
種
多
様
な
典
籍
に
結
び
つ

け
て
『
釈
論
』
独
自
の
大
乗
仏
教
観
を
提
示
し
、
仏
教
を
総
合
的
に
捉
え
な
お
そ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
三
十
三
法
門
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
内
容
の
一
つ
一
つ
が
難
解
で
意
味
を
把
握
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

た
め
、
同
論
の
主
張
が
汲
み
取
り
づ
ら
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
目
見
た
だ
け
で
は
『
釈
論
』

の
意
図
や
構
想
が
脈
絡
の
な
い
内
容
に
思
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
こ
の
典
籍
の
最
大
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、『
大
乗
起
信
論
』
を
解
釈
す
る
体
裁
で
「
三
十
三
法
門
」
と
い
う
独
自
の

思
想
を
組
み
込
も
う
と
し
た
こ
と
が
結
果
的
に
難
解
な
論
書
に
仕
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
そ
れ
を
可
能
な
限
り
丁
寧
に
問
題
点
を
整
理
す
る
よ
う
努
め
な
が
ら
、
核
と
な
る
部
分
を
掬
い

上
げ
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
釈
論
』
の
主
張
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
の
が
、
本
編
の
主

眼
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
説
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
知
見
を
呈
示
で
き
た
と
考

え
る
。
以
下
、
各
章
ご
と
に
そ
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
で
結
論
と
し
た
い
。 

 

第
一
章 

本
章
は
、「
衆
生
心
」
の
解
釈
に
示
さ
れ
る
、
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如

来
の
八
種
の
修
行
者
の
う
ち
で
、
「
如
来
」
と
は
何
か
を
中
心
に
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
「
如
来
」

は
修
行
者
で
あ
り
厳
密
に
は
真
如
門
に
対
応
す
る
修
行
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
仏
身
と
は
『
華
厳
経
』

教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
修
行
者
に
と
っ
て
理
想
と
す
る
仏
、
す
な
わ
ち
報

身
で
あ
る
可
能
性
を
呈
示
し
た
。 

『
釈
論
』
は
毘
盧
遮
那
仏
を
報
身
と
し
て
見
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
よ
り
下
位
に
位
置
付
け
如
来
と
し
て

当
て
は
め
よ
う
と
し
た
と
推
察
す
る
。
で
は
、
こ
の
真
如
門
の
覚
者
が
毘
盧
遮
那
仏
の
み
を
指
示
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
生
滅
門
の
三
聚
諸
衆
生
と
同
様
に
、
諸
仏
の
代
表
格
と
し
て
毘
盧
遮
那
仏
を
当
て

は
め
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
真
如
門
と
生
滅
門
に
対
応
す
る
修
行
者
が
三
十
二
法
門
中
、
全

て
の
法
門
に
上
記
の
理
解
が
適
応
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。 

 

な
お
『
釈
論
』
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
を
如
来
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
よ
り
も
上
位
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。
こ
の
独
自
の
見
解
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
従
来
、
通
説
と
さ
れ
て
き
た
、
上
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記
の
八
種
の
う
ち
、
「
真
如
門
」
に
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
如
来
を
、
「
生
滅
門
」
に
卵
・
胎
・
湿
・
化
を

配
当
す
る
見
解
に
対
し
て
も
、
妥
当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
「
真
如
門
」

は
如
来
、「
生
滅
門
」
は
卵
・
胎
・
湿
・
化
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

り
、
如
来
は
報
身
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
章 

本
章
は
、『
釈
論
』
に
お
け
る
金
剛
喩
定
と
は
、
と
く
に
「
方
便
」
と
「
正
体
」
の
二
種
が
示

さ
れ
た
背
景
と
内
実
を
検
討
し
た
。
前
者
は
法
蔵
と
の
関
係
を
予
想
で
き
る
が
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
か
ら
大
乗

よ
り
の
「
見
道
」
と
の
接
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
後
者
は
「
修
道
」
と
の
関
連
性
が
あ
る
と
い
え
る
。 

し
か
し
、『
釈
論
』
は
大
乗
仏
教
の
教
説
に
説
か
れ
る
尽
智
と
無
生
智
を
区
別
し
、
尽
智
以
前
を
方
便
金

剛
、
尽
智
を
正
体
金
剛
と
し
て
独
自
の
智
慧
と
修
行
観
を
示
し
、
以
上
の
二
種
に
対
応
す
る
修
行
者
を
十

地
の
菩
薩
（
因
円
満
者
）
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
無
生
智
に
対
応
す
る
修
行
者
を
如
来
（
果
円
満
者
）
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
も
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

以
上
を
「
三
十
三
法
門
」
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、『
釈
論
』
は
三
十
三
法
門
の
修
行
道
論
と
い
う
も
の

を
金
剛
喩
定
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
三
十
三
法
門
で
説
く
、

聖
凡
の
八
種
の
修
行
者
の
在
り
方
が
金
剛
喩
定
の
説
示
に
お
い
て
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
十
地
の
菩

薩
の
修
行
階
梯
を
説
明
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。 

加
え
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
能
円
満
者
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
一
切
智
智
・
広
義
の
一
切
種
智
・
法

身
を
想
定
し
た
も
の
で
、
同
法
の
性
質
に
は
智
（
仏
智
）
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
導
き
出
せ
た

点
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
後
の
不
二
摩
訶
衍
法
の
内
実
を
検
討
す
る
上
で
、
有
効
な
情
報

に
な
る
の
で
は
と
思
う
。 

 

第
三
章 

本
章
は
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
仏
身
観
を
想
定
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
説
を
踏
襲
せ
ず
、
法
身
・
応
身
・
化

身
の
三
身
と
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、『
起
信
論
』
が
報
身
と
応
身
に
業
識
と
分
別
事
識
を
対
応
さ
せ
て
い

る
の
を
、『
釈
論
』
は
報
身
の
立
場
を
抜
き
出
し
て
応
身
と
化
身
の
二
身
に
そ
の
役
割
を
持
た
せ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、『
釈
論
』
の
『
起
信
論
』
に
対
す
る
随
文
解
釈
と
独
自
解
釈
と
い
っ
た
二
様
の
理
解
を
示
し
つ

つ
も
、
最
終
的
に
独
自
の
理
解
に
基
づ
き
な
が
ら
、『
起
信
論
』
が
法
・
報
・
応
と
す
る
の
に
対
し
法
・
応
・

化
と
改
変
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
『
起
信
論
』
の
説
を
会
通
し
た
も
の
で
は
く
、

『
釈
論
』
か
ら
見
た
『
起
信
論
』
の
仏
身
観
と
い
う
も
の
が
、
独
特
の
構
想
に
基
づ
い
て
法
・
応
・
化
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。 

 

で
は
そ
の
理
解
に
い
た
っ
た
背
景
を
述
べ
る
と
、
三
十
三
法
門
の
構
造
が
要
因
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
こ
で
は
真
如
門
と
生
滅
門
を
含
む
三
十
二
法
門
が
因
位
、
不
二
摩
訶
衍
法
と
い
う
果
位
で
あ
る
法
身
を

目
指
す
構
図
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
起
信
論
』
に
お
い
て
生
滅
門
か
ら
真
如
門
と
い
う
果
位
で
あ
り
法

身
を
目
指
す
構
造
と
完
全
に
相
違
し
て
お
り
、『
釈
論
』
に
お
い
て
は
た
と
え
真
如
門
で
あ
っ
て
も
修
行
者

が
存
在
す
る
と
見
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
二
摩
訶
衍
法
が
法
身
、
生
滅
門
が
応
身
と
化
身
が
対
応
す

る
と
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
真
如
門
の
如
来
が
い
か
な
る
仏
身
を
想
定
し
て
い
る
の
か
不
明
な
た
め
、『
釈
論
』
が
『
起
信

論
』
の
専
意
方
便
を
解
釈
す
る
説
か
ら
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
、『
釈
論
』
は
阿
弥
陀
仏
に
限
定
せ
ず
「
諸

如
来
」
と
い
っ
た
表
現
を
し
な
が
ら
阿
弥
陀
仏
以
外
の
多
方
面
の
浄
土
観
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
如
来
と
は
応
身
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
や
毘
廬
遮
那
仏
と
い

っ
た
報
身
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。 
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こ
の
理
解
が
了
承
さ
れ
る
な
ら
ば
、『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
に
お
け
る
生
滅
門
の
報
身
を
独
自
の
仏
身

観
で
真
如
門
に
移
行
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、『
釈
論
』
の
仏
身
観
と
は
三
身
と
し
て
説
か
れ
て
い
る

が
、
法
身
・
応
身
・
化
身
に
、
次
ぐ
第
四
の
仏
身
観
が
予
想
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
不
二
摩
訶
衍
法
は

法
身
で
あ
り
、
真
如
門
は
報
身
、
生
滅
門
に
は
応
身
と
化
身
の
計
四
身
説
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

従
来
説
で
主
張
す
る
、
『
金
光
明
経
』
の
説
と
す
る
見
解
や
、
『
起
信
論
』
と
大
差
な
い
と
す
る
説
、
不
二

摩
訶
衍
法
を
仏
身
と
し
て
見
な
い
説
に
対
し
、
三
十
三
法
門
と
の
関
係
か
ら
異
な
る
知
見
を
呈
示
で
き
た

と
思
う
。 

 

第
四
章 

本
章
は
、
各
編
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
を
検
討
し
論
じ
た
。

つ
ま
り
、『
大
智
度
論
』
の
「
翻
訳
年
代
」、「
不
二
」、「
摩
訶
衍
」
、「
法
性
身
」
に
関
す
る
説
を
手
掛
か
り

と
し
て
、
『
釈
論
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
不
二
摩
訶
衍
法
の
創
設
に
つ

い
て
新
た
な
知
見
を
呈
示
し
、
造
論
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
を
想
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か

に
し
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
上
記
の
い
ず
れ
も
が
、『
釈
論
』
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
判
断
で
き

る
と
結
論
づ
け
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、『
起
信
論
』
を
は
じ
め
同
論
の
注
釈
書
に
は
類
す
る
記
事
は
確
認

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
が
他
の
典
籍
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
た
め
、
『
大
智
度
論
』
と
の
接
点
を
探
求
す
る
こ
と
は
検
討
価
値
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
従
来
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
要
因
に

あ
る
の
は
、
第
一
編
の
第
二
章
や
第
三
章
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
の
成
立
に
関
す
る
諸
事
情
が

朝
鮮
半
島
と
関
連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
特
に
『
釈
論
』
に
散
見
さ
れ
る
漢
文
の
文
体
（
変
格
漢
文
）
が

朝
鮮
半
島
で
見
ら
れ
る
語
法
と
相
似
し
て
い
る
と
す
る
点
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
少

な
く
と
も
、『
釈
論
』
の
造
論
者
は
『
大
智
度
論
』
の
作
者
で
あ
る
竜
樹
か
ら
影
響
を
受
け
て
お
り
、
限
ら

れ
た
情
報
の
な
か
で
あ
る
が
、
『
釈
論
』
が
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
い
う
概
念
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

『
大
智
度
論
』
の
説
は
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
釈
論
』
が
『
大

智
度
論
』
の
「
摩
訶
衍
」
と
「
不
二
」
の
理
解
を
統
合
さ
せ
て
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
命
名
し
た
と
す
る

理
解
も
可
能
で
あ
る
。 

こ
の
理
解
が
了
承
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
『
釈
論
』
の
造
論
者
で
あ
る
竜
樹
は
、
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
い

う
「
摩
訶
衍
」
の
再
定
義
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
、『
大
智
度
論
』
の
「
釈
摩
訶
衍
品
」
に

着
目
し
、
併
せ
て
同
論
の
作
者
で
あ
る
竜
樹
に
仮
託
す
る
こ
と
で
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
い
う
名
前
を
使
用

す
る
大
義
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、『
釈
論
』
が
主
張
す
る
「
六
馬
鳴
」
説
の
よ
う
に
、

同
論
の
作
者
は
本
気
で
自
ら
は
竜
樹
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
信
じ
て
い
た
竜
樹
信
奉
者
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

か
た
や
、
従
来
の
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
の
よ
う
な
『
大
乗
起
信
論
〇
〇
』
や
『
起
信
論
〇
〇
』
と
い

っ
た
表
記
に
一
抹
の
不
満
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、『
釈
論
』
は
自
称
で
あ
る
が
小
乗
の

思
想
を
受
け
継
い
で
い
る
と
し
な
が
ら
、
大
乗
そ
し
て
後
期
大
乗
と
称
さ
れ
る
密
教
の
教
理
を
詰
め
込
ん

で
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
要
請
に
応
じ
る
た
め
多
機
能
な
「
摩
訶
衍
」
の
論
書
を
造
論
し
た
い
と
希
望
し
、

『
起
信
論
』
を
注
釈
す
る
際
、『
大
智
度
論
』
の
教
説
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
造
論
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
推
論
の
域
を
出
な
い
が
、『
釈
論
』
の
作
者
は
、
竜
樹
と
い
う
人
物
を
隠
れ
蓑
に
「
摩
訶
衍
」
に
つ

い
て
独
自
の
世
界
観
を
主
張
し
た
い
と
考
え
た
大
乗
仏
教
の
修
行
者
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 
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最
後
に
、
本
論
文
に
お
け
る
総
合
的
な
ま
と
め
と
し
て
総
結
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
編
か
ら

第
三
編
ま
で
の
結
果
を
俯
瞰
す
る
と
、
各
編
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
視
点
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は
、『
釈
論
』

と
は
、
華
厳
論
書
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
密
教
系
に
属
す
る
思
想
を
も
合
わ
せ
待
っ
た
論
書
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
厳
密
に
は
純
粋
な
密
教
論
書
で
は
な
く
、
顕
密
両
論
書
と
い
っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
こ

れ
は
道
蝗
の
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
や
覚
苑
の
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
に
『
釈
論
』
が
依
用
さ
れ

て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
密
教
思
想
の
み
を
受
容
し
て
造
論
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
般
若
・
華
厳
・
密
教
に
い
た
る
思
想
を
網
羅
し
た
論
書
を
目
指
し
て
造
論
さ

れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
も
そ
も
『
釈
論
』
は
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
あ
り
な
が
ら
、『
起
信
論
』
で
説
か
な
い
内
容
を
縦
横

無
尽
に
主
張
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、『
釈
論
』
そ
の
も
の
を
信
憑
性
に
欠
け
る
異
質
な
注
釈
書
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
お
か
し
く
な
い
。
そ
れ
は
、
第
一
編
の
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
台
の
最

澄
や
法
相
の
賢
璟
の
反
駁
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
第
一
編
の
第
七
章
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
中
国
で
は
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
看
取
で
き
な
か
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
加

え
て
『
釈
論
』
作
者
は
、
自
著
に
つ
い
て
膨
大
な
大
小
乗
の
経
律
論
典
籍
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
と
も
主

張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
釈
論
』
の
作
者
が
自
ら
の
論
書
の
有
効
性
や
意
義
を
権
威
づ
け
る
た
め
に
と
っ

た
装
飾
的
方
法
論
と
映
る
だ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
『
釈
論
』
は
そ
の
よ
う
な
内
容
を
説
い
た
の
か
が
問
題
と

な
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
分
析
を
試
み
た
い
。 

 

ま
ず
『
釈
論
』
に
は
、
法
滅
や
授
記
を
説
い
て
い
る
と
主
張
し
て
い
た
（
実
際
に
は
他
の
大
乗
典
籍
か

ら
受
容
し
て
い
る
と
考
え
る
）
。
加
え
て
、
『
起
信
論
』
に
は
説
か
れ
な
い
修
行
者
観
を
規
定
し
、
独
特
な

言
説
観
を
も
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
般
若
経
』
に
依
拠
す
る
金
剛
喩
定
を
取
り
込
み
、
大
乗
以
前
と

以
後
の
智
慧
と
関
連
づ
け
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
は
如
来
を
『
華
厳
経
』
の
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
と

見
て
報
身
で
あ
る
と
捉
え
よ
う
と
す
る
。
こ
の
他
に
も
、
華
厳
思
想
に
留
ま
ら
ず
般
若
思
想
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
密
教
典
籍
と
想
定
で
き
る
典
籍
名
ま
で
登
場
さ
せ
、
陀
羅
尼
の
修
習
や
観
想
の
修
行
法
を
説
い

て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
起
信
論
』
に
は
説
か
れ
な
い
思
想
で
あ
り
、『
釈
論
』
が
何
か
特
別
な
問

題
意
識
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
造
論
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
以
上
の
特
性
は
、『
釈
論
』
の
中

心
思
想
で
あ
る
三
十
三
法
門
に
集
約
・
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
一
体
何
の
た
め
に
説
か
れ

た
の
か
は
、
そ
れ
こ
そ
一
切
衆
生
を
成
仏
・
解
脱
さ
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、「
摩
訶
衍
」
つ
ま
り
大
乗
に

対
す
る
従
来
ま
で
の
理
解
を
再
構
築
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
と
筆
者
は
見
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
『
釈
論
』
の
注
釈
家
が
み
な
華
厳
に
属
す
る
論
師
で
あ
っ
た
点
や
、
『
釈
論
』

に
現
存
が
確
認
で
き
る
典
籍
が
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
ず
、
重
要
な
箇
所
に
架
空
の
『
華
厳
経
』
を
登
場
さ
せ

て
論
説
す
る
点
に
注
目
し
、
華
厳
思
想
を
中
心
に
造
論
さ
れ
た
典
籍
と
見
做
さ
れ
て
き
た
の
は
当
然
の
理

解
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
日
本
に
『
釈
論
』
が
請
来
さ
れ
た
直
後
の
論
難
に
つ
い
て
は
再
考
す

べ
き
点
が
あ
っ
た
。
三
船
の
論
難
、
月
忠
撰
述
説
の
こ
れ
ま
で
の
理
解
が
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
日
本
に
お

い
て
は
、
天
台
、
法
相
と
い
っ
た
宗
団
が
中
心
と
な
り
『
釈
論
』
を
偽
撰
と
判
定
し
、
そ
の
批
判
に
応
え

る
形
で
真
言
で
は
真
撰
説
を
展
開
し
双
方
の
意
見
の
応
酬
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
史
実
も
確
か
に
存
在
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
現
代
で
も
、
い
わ
く
付
き
論
書
と
し
て
『
釈
論
』
を
取
り
巻
く
見
方
を
固
定
化
さ

せ
て
し
ま
っ
た
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

一
方
で
、
中
国
で
は
批
判
的
な
見
解
は
皆
無
で
あ
り
、
む
し
ろ
歓
迎
し
様
々
な
典
籍
に
受
容
さ
れ
た
形
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跡
が
確
認
で
き
た
。
道
宗
の
依
用
や
研
究
の
奨
励
、『
釈
論
』
の
注
釈
書
の
作
製
施
策
、
密
教
典
籍
へ
の
受

容
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
朝
鮮
に
も
影
響
を
与
え
て
い
き
、『
高
麗
大
蔵
経
』
の
雕
造
に
ま
で
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
釈
論
』
は
、
日
本
で
は
偽
撰
と
判
定
さ
れ
、
中
国

と
朝
鮮
で
は
真
撰
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
双
方
の
主
張
の
根
幹
に
は
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
に
対
す
る

見
方
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
見
え
る
。
な
ぜ
、『
釈
論
』
の
造
論
者
は
竜
樹
と
名
乗
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
集
約
さ
せ
な
が
ら
第
三
編
の
第
四
章
に
お
い
て
、「
成
立

年
代
」
、
「
不
二
」
、
「
摩
訶
衍
」
、
「
法
性
身
」
と
い
っ
た
素
材
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結

果
、
『
釈
論
』
は
『
大
智
度
論
』
と
密
接
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

あ
ら
た
め
て
『
釈
論
』
と
い
う
論
書
を
評
価
す
る
と
、『
釈
論
』
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
、『
起
信
論
』

の
注
釈
書
と
知
ら
れ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
は
な
く
、
恐
ら
く
『
起
信
論
』
を
基
点
と
し
つ
つ
も
、『
大
智

度
論
』
の
作
者
で
あ
る
竜
樹
に
仮
託
し
、
さ
ら
に
同
論
の
思
想
や
「
釈
摩
訶
衍
品
」
か
ら
着
想
を
得
て
『
釈

摩
訶
衍
論
』
と
命
名
し
た
と
結
論
を
導
き
出
し
た
。
そ
の
な
か
で
『
起
信
論
』
と
『
大
智
度
論
』
、
そ
し
て

『
釈
論
』
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
活
用
し
た
の
が
、『
大
智
度
論
』
の
序
に
説
か
れ
る
馬
鳴
と
竜
樹
の

関
係
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
『
釈
論
』
は
序
や
本
文
で
二
人
を
兄
弟
で
あ
る
と
独
自
の
理
解
を

架
空
の
典
籍
を
活
用
す
る
こ
と
で
論
証
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
。 

以
上
の
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
竜
樹
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
独
自
の
「
摩

訶
衍
」
の
理
解
を
躊
躇
な
く
大
い
に
述
べ
な
が
ら
、『
大
智
度
論
』
が
「
仏
教
の
百
科
事
典
」
と
知
ら
れ
る

よ
う
に
、『
釈
論
』
も
そ
れ
に
準
ず
る
典
籍
を
と
思
い
目
指
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
実
際
に
は
、
難

解
な
教
説
、
脈
絡
を
汲
み
づ
ら
い
内
容
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
一
目
見
た
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
部
分

が
多
く
、
客
観
的
に
『
大
智
度
論
』
の
よ
う
な
典
籍
と
は
言
え
な
い
）
。
こ
の
点
で
関
連
す
る
の
が
、
膨
大

な
典
籍
を
引
用
し
受
容
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
仏
教
思
想
を
網
羅
し
て
い
る
と

補
強
す
る
意
図
が
あ
っ
た
た
め
と
見
え
な
く
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
釈
論
』
の
作
者
は
、
『
大
智
度
論
』

の
竜
樹
を
後
ろ
盾
に
自
説
を
展
開
し
、
最
終
的
に
は
初
期
大
乗
か
ら
密
教
的
視
座
ま
で
も
包
含
し
て
、
独

自
の
修
行
道
論
に
基
づ
く
成
仏
理
論
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
、

『
釈
論
』
の
造
論
者
と
さ
れ
る
竜
樹
は
「
摩
訶
衍
」
に
対
し
て
独
特
な
構
想
や
発
想
か
ら
、
『
大
智
度
論
』

に
説
か
れ
る
よ
う
な
相
対
を
否
定
す
る
「
不
二
」
と
、
法
身
と
知
ら
れ
る
般
若
波
羅
蜜
と
同
義
と
す
る
「
摩

訶
衍
」
を
統
合
さ
せ
る
こ
と
で
、「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
い
う
絶
対
的
な
立
場
を
象
徴
さ
せ
る
大
乗
観
の
命

名
に
成
功
さ
せ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
『
釈
論
』
研
究
史
は
、
空
海
の
視
点
よ
り
見
た
『
釈
論
』
観
が
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
て
き

た
。
換
言
す
れ
ば
、
真
言
密
教
の
教
学
の
上
か
ら
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
独
立
し
た
論
書
と
し
て
そ

の
内
容
が
研
究
さ
れ
た
歴
史
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
往
々
に
し
て
真

言
密
教
の
領
域
で
し
か
研
究
で
き
な
い
論
書
と
評
価
さ
れ
、
無
視
さ
れ
て
き
た
問
題
点
が
数
多
く
あ
っ
た

の
は
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
本
研
究
で
は
、
原
典
の
理
解
に
立
ち
戻
っ
て
『
釈
論
』
を
独
立
し
た
論
書

と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
で
、
そ
の
種
種
の
点
に
つ
い
て
周
辺
資
料
を
精
査
し
、
先
行
研
究
の
成
果
を
検
証

し
、
真
言
密
教
か
ら
捉
え
た
『
釈
論
』
観
、
華
厳
思
想
を
中
心
に
捉
え
た
『
釈
論
』
観
、
あ
る
い
は
双
方

を
織
り
交
ぜ
た
視
点
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
考
察
さ
れ
て
き
た
研
究
を
踏
ま
え
、
適
宜
採
用
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
視
点
か
ら
、
可
能
な
限
り
『
釈
論
』
そ
の
も
の
の
主
張
を
捉
え

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
と
め
よ
う
と
試
み
た
研
究
で
あ
る
１

。 

 

１ 

補
記
と
し
て
、
柏
木
弘
雄
の
『
釈
論
』
に
対
す
る
理
解
を
述
べ
た
記
事
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
柏
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木
は
、「
仏
教
の
古
説
、
伝
統
に
ど
の
よ
う
に
連
な
る
の
か
と
い
う
道
筋
だ
け
で
辿
ろ
う
す
る
文
献
学
的
な

頭
で
こ
れ
を
読
み
ま
す
と
、
馬
鹿
に
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
投
げ
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
自
ら
の
抱
く
仏
教
世
界
の
理
想
像
を
主
張
し
、
納
得
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
伝

統
的
な
『
起
信
論
』
の
教
説
の
中
に
強
引
な
手
法
で
も
っ
て
読
み
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
理
論
の
運
び
を
逐

っ
て
い
き
ま
す
と
、
か
え
っ
て
、「
こ
の
作
者
は
な
か
な
か
や
る
な
あ
」
と
い
う
一
種
の
爽
快
な
気
分
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、『
釈
論
』
に
み
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中

に
、
お
大
師
さ
ん
の
仏
教
に
一
脈
あ
い
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
、
と
考
え
て
い
ま
す
。『
釈
論
』
を
読

み
す
す
め
て
い
き
ま
す
と
、
部
分
的
に
は
意
味
が
分
か
ら
な
く
て
手
こ
ず
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
出
て
き

ま
す
。
第
九
巻
の
修
行
信
心
分
の
止
観
修
習
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
魔
事
（
修
行
を
妨
げ
る
要
因
）
に
関
す

る
本
文
の
一
節
に
絡
め
た
多
数
の
神
咒
、
ま
た
そ
の
中
に
出
る
不
可
解
な
奇
形
文
字
の
出
所
も
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
さ
き
に
お
話
し
ま
し
た
『
釈
論
』
の
特
異
な
性
格
を
も
含
め
て
、
あ
ま
り
細
部

の
不
明
な
部
分
は
気
に
し
な
い
で
、
お
お
よ
う
に
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
」（
柏
木
弘
雄
『
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
、
一
四
九
頁―

一
五
〇
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
柏
木
説
に
導
か
れ
、
そ
し
て
時
に
は
刺
激
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
『
釈
論
』

研
究
を
進
め
て
き
た
。
柏
木
の
指
摘
の
通
り
、『
釈
論
』
の
説
に
は
ま
っ
た
く
見
当
も
つ
か
な
い
説
示
が
様
々

展
開
し
て
い
る
。 
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』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
） 

小
田
慈
舟 

 

「
弘
法
大
師
の
教
学
と
釈
摩
訶
衍
論
」
（
『
密
教
学
研
究
』
一
、
一
九
六
九
年
） 
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「
弘
法
大
師
の
諸
開
題
等
に
散
見
す
る
釈
論
の
思
想
」
（
『
密
教
文
化
』
八
六
、
一
九
六
九
年
） 

越
智
淳
仁 

 

『
法
身
思
想
の
展
開
と
密
教
儀
礼
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年
） 

 

「
顕
密
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
研
究
」
（
『
密
教
文
化
』
二
三
一
、
二
〇
一
三
年
） 

 

『
密
経
概
論 

―
空
海
の
教
え
と
そ
の
ル
ー
ツ―

』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
） 

小
野
玄
妙 

 

「
契
丹
大
蔵
経
（
私
案
）
」
（
小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
別
巻
仏
典
総
論
、
一
九
九
一
年
） 

香
川
英
隆 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
の
史
的
研
究
」
（
『
密
教
研
究
』
八
、
一
九
二
二
年
） 

梶
山
雄
一 

 

「
塔
・
仏
母
・
法
身
」
（
『
密
教
学
』
十
三
・
十
四
、
一
九
七
七
年
） 

 

「
般
若
思
想
の
生
成
」
（
『
講
座
・
大
乗
仏
教
』
二
、
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
） 

柏
木
弘
雄 

 

「
『
大
乗
起
信
論
』
に
お
け
る
法
と
義
」
（
『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
七
年
） 

 

『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
） 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
の
構
想
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春
秋
社
、
一
九 

 
 

八
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
本
覚
思
想
」（
浅
井
圓
道
編
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』
、
一
九
九
三
年
） 

 

『
釈
摩
訶
衍
論
を
読
む
』
（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
） 

勝
又
俊
教 

 

「
瑜
伽
論
記
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（
『
仏
教
研
究
』
二―

四
、
仏
教
研
究
会
、
一
九
三
八
年
） 

 

『
仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
〇
年
） 

 

『
密
教
の
日
本
的
展
開
』
（
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
） 

 

『
弘
法
大
師
著
作
全
集
』
（
一
・
二
・
三
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
八
年
） 

加
藤
純
章 

 

「
羅
什
と
『
大
智
度
論
』
」
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
十
一
、
一
九
九
六
年
） 

加
藤
精
一 

 

『
密
教
の
仏
身
観
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
） 

金
倉
圓
照 

 

『
馬
鳴
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
） 

鎌
田
茂
雄
（
編
著
監
修
含
） 

 

「
法
蔵
撰
華
厳
経
問
答
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
七―

二
、
一
九
五
九
年
） 

 

『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
） 

 

『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
） 

 

『
中
国
仏
教
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
） 

 

『
一
切
経
開
題
辞
典
』
（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

川
口
義
照 

 

『
中
国
仏
教
に
お
け
る
経
録
研
究
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
） 

川
崎
信
定 

 

『
一
切
智
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
二
年
） 
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河
田
貞 

 

「
仏
舎
利
と
経
の
荘
厳
」
（
『
日
本
の
美
術
』
九
、
一
九
八
九
年
） 

木
村
清
孝 

 

『
中
国
仏
教
思
想
史
〈
パ
ー
プ
ル
叢
書
〉
』
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
九
一
年
） 

 

「
李
通
玄
思
想
の
流
布
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
二
九―

一
、
一
九
八
〇
年
） 

木
村
宣
彰 

 

「
金
剛
三
昧
経
論
の
真
偽
問
題
」
（
『
仏
教
学
研
究
』
十
八―

二
、
一
九
八
六
年
） 

「
法
蔵
に
け
る
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
撰
述
の
意
趣
」
（
『
『
大
乗
起
信
論
』
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版 

部
、
二
〇
〇
〇
年
） 

金
知
姸
（J

iy
u

n
 K

im

） 

 

「D
is

trib
u

tio
n

 a
n

d
 P

re
s
e
rv

a
tio

n
 o

f th
e
 

S
h

im
o
h

e
y
a

n
lu

n
 

釈
摩
訶
衍
論 

T
e
x
ts

 in
 E

a
s
t 

 

 
 

A
s
ia
 

:D
id

 T
h

e
y
 R

e
a

d
 th

e
 S

a
m

e
 T

e
x
t?

」(H
u

a
lin

 In
te

rn
a

tio
n

a
l J

o
u

rn
a

l o
f B

u
d

d
h

is
t 

 

 
 

S
tu

d
ie

s
 3

.1
 (2

0
2

0
) b

y
 C

a
m

b
ria

 P
re

s
s
.) 

 

「
『
大
乗
起
信
論 

에 

대
한
『
釈
摩
訶
衍
論
』
의 

독
창
적 

해
석
」（
『
文
学
・
史
学
・
哲
学
』
三
六
、
二 

 
 

〇
一
四
年
） 

 

「
인
용
경
전
에 

근
거
한 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
의
」
（
『
불
교
학
연
구
』
제
四
五
호
、
二
〇
一
五
年
） 

 

「
『
석
마
하
연
론(

釋
摩
訶
衍
論)

』 
―

의
주
요 

내
용
과 

특
징―
」（
『
불
교
철
학
』
제
六
집
、
二
〇
二 

 
 

〇
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
摩
訶
衍
と
大
乗 

―

何
故
「
釈
摩
訶
衍
論
」
な
の
か―

」
（
『
智
山
学
報
』 

 
 

六
九
、
二
〇
二
〇
年
） 

『

석
마
하
연
론
의 

사
상
적 

지
평

』
（
『

釈

摩

訶

衍

論

の

思

想

的

地

平

』
）

（
학
교
법
인
동
국
대
학
교
출
판
문
화
원
、
二
〇
二
一
年
）
（
（
学
校
法
人
東
国
大
学
校
出
版
文
化
院
）
二 

〇

二

一

年

）
「

동
아
시
아 

불
교
문
헌
에 

보
이
는 

특
이
한 

다
라
니(

D
h
ā
ra
ṇ
ī )

의 
형
태―

『
석
마
하
연
론
』(

釈
摩
訶
衍
論)

 

제
八
권
・
제
九
권
을 

중
심
으
로―

（
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
献
に
見 

 

え
る
特
異
な
陀
羅
尼
の
形
態 

―

『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
八
巻
、
第
九
巻
を
中
心
と
し
て―
」
）
」

（
『
한
국
불
교
학
』
제
一
〇
〇
집
、
二
〇
二
一
年
） 

金
英
美 

 

「
一
一 

세
기 

후
반 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
의 

동
아
시
아 

유
통
과 

영
향
（
「
十
一
世
紀
後
半
の
『
釈
摩 

訶
衍
論
』
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
流
通
と
影
響
」
）」（
『
이
화
사
학
연
구
』
제
五
九
집
、
二
〇
一
四
年
） 

 

「
高
麗
大
蔵
経
本
『
釈
摩
訶
衍
論
』
의
底
本
연
구
」
（
『
이
화
사
학
연
구
』
제
五
九
집
、
二
〇
一
九
年
） 

蔵
中
進 

 

『
唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
』
（
桜
風
社
、
一
九
七
六
年
） 

 

『
則
天
文
字
の
研
究
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
） 

気
賀
沢
保
規
（
編
著
含
） 

 

『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
、
一
九
九
六
年
） 

古
賀
英
彦 

 

『
訳
注
大
乗
起
信
論
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年
） 

小
島
岱
山 

 

「
『
新
華
厳
経
論
』
の
研
究
序
説
」
（
『
印
仏
研
』
三
三―

二
、
一
九
八
五
年
） 
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「
『
八
十
華
厳
経
』
漢
訳
原
典
研
究
序
説
」
（
塩
入
良
道
先
生
追
悼
論
文
集
刊
行
会
『
天
台
思
想
と
東
ア 

 
 

ジ
ア
文
化
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
一
年
） 

後
藤
昭
雄 

 

「
『
延
暦
僧
録
』
考
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
六
五―

二
、
一
九
八
八
年
） 

 

「
『
延
暦
僧
録
』
「
淡
海
居
士
伝
」
佚
文
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
一
〇
、
一
九
九
〇
年
） 

 

「
中
国
へ
伝
え
ら
れ
た
日
本
人
の
著
作
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
一
〇
、
一
九
九
九
年
） 

小
林
信
彦 

 

「
世
界
仏
教
史
の
立
場
か
ら
見
た
正
統
空
海
伝
の
成
立
過
程
」
（
井
上
克
人
編
『
「
大
乗
起
信
論
」
の
研 

 
 

究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
） 

小
峰
彌
彦
（
編
著
含
） 

 

「
一
切
智
と
般
若
波
羅
蜜 

―

小
品
般
若
経
を
中
心
に―

」
（
『
密
教
学
研
究
』
十
三
、
一
九
八
一
年
） 

 

『
空
海
読
み
解
き
事
典
』
（
本
郷
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
三
六
八
頁―

三
七
一
頁
） 

 

『
般
若
経
大
全
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
） 

崔
琮
錫 

 

「
弥
勒
信
仰
の
新
羅
的
受
容
と
変
容 

―

龍
神
、
花
郞
、
瞻
星
台
と
弥
勒
信
仰―

」
（
『
東
ア
ジ
ア
仏
教 

 
 

学
術
論
集
』
五
、
二
〇
一
七
年
） 

酒
井
真
典 

 

『
大
日
経
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
） 

坂
本
幸
男 

 

『
華
厳
教
学
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
） 

佐
々
木
大
樹 

 

「
『
陀
羅
尼
集
経
』―

初
期
密
教
の
諸
尊
・
陀
羅
尼
を
統
合
す
る
経
典
」
（
高
橋
尚
夫
・
木
村
秀
明
・
野 

 
 

口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
編
『
初
期
密
教―

思
想
・
信
仰
・
文
化
』
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
） 

佐
藤
厚 

 

「
義
湘
系
華
厳
思
想
に
お
け
る
無
住
」
（
『
印
仏
研
』
四
七―

二
、
一
九
九
九
年
） 

「
義
湘
系
華
厳
学
派
の
基
本
思
想
と
『
大
乗
起
信
論
』
批
判 

―

義
湘
と
元
暁
の
体
論
記
事
の
背
後
に 

あ
る
も
の―

」
（
『
東
洋
学
研
究
』
三
七
、
二
〇
〇
〇
年
） 

 

「
『
健
拏
標
訶
一
乗
修
行
者
秘
密
義
記
』
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
三
九
、
二
〇
〇
二
年
） 

「
朝
鮮
華
厳
に
お
け
る
実
践
の
一
考
察--

高
麗
均
如
の
尽
不
尽
観
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
〇 

五
年
） 

 

「
新
羅
華
厳
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
一
つ
の
手
が
か
り
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
四
四
、

二
〇
〇
七
年
） 

 

「
儀
礼
文
献
と
し
て
の
『
一
乗
法
界
図
』
」
（
『
専
修
人
文
論
集
』
一
〇
三
巻
、
二
〇
一
八
年
） 

「
新
羅
華
厳
の
智
儼
伝
承
を
め
ぐ
る
一
つ
の
謎 

―

湖
北
省
博
物
館
蔵
『
華
厳
経
略
疏
』
に
記
さ
れ
る

「
十
句
」―

」
（
『
印
仏
研
』
六
七―

二
、
二
〇
一
九
年
） 

下
田
正
弘 

 

『
涅
槃
経
の
研
究 

―

大
乗
経
典
の
研
究
方
法
試
論―

』
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

石
吉
岩 

 

「
『
大
乗
起
信
論
』
の
地
論
宗
撰
述
説
に
対
す
る
意
見
」
（
『
地
論
思
想
の
形
成
と
変
容
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
一
〇
年
） 
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塩
入
亮
忠 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
解
題
」
（
『
国
訳
一
切
経
』
論
集
部
四
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
二
年
） 

竺
沙
雅
章 

 

「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」
（
『
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
） 

 

「
『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』
」
（
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
） 

「
遼
代
華
厳
宗
の
一
考
察 

―

主
に,

新
出
華
厳
宗
典
籍
の
文
献
学
的
研
究―

」
（
『
大
谷
大
学
研
究
年 

報
』
四
九
、
一
九
九
七
年
） 

末
木
文
美
士 

 

「
道
宣
『
郡
家
諍
論
』
に
つ
い
て
」
（
『
三
論
教
学
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
） 

 

「
東
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
周
縁
仏
教 

―
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
流
伝
を
中
心
に―

」（
『
한
국
불
교
문
헌
의 

 

 
 

정
본
화
와 

확
장
성
』
동
국
대
학
교 
二
〇
一
七
년 

추
계 

국
제
학
술
대
회
） 

 

『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
五
年
） 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
イ
ソ
ン 

 

『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
』
（
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
） 

関
悠
倫 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
八
種
本
法
」
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
五
九
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
迴
向
遍
布
門
」
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
十
、
二
〇
一
一
年
） 

 

「
『
開
題
』
類
に
お
け
る
本
覚
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
二
、
二
〇
一
三
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
真
生
二
門
」
の
一
考
察 

―

「
十
種
名
」
を
中
心
に―

」（
『
大
正
大
学 

 
 

大
学
院
研
究
論
集
』
三
七
、
二
〇
一
三
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
如
来
蔵
思
想
の
一
考
察
」
（
『
智
山
学
報
』
六
三
、
二
〇
一
四
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
三
十
三
法
門
」
の
意
義
」
（
『
印
仏
研
』
六
一―

一
、
二
〇
一
五
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
衆
生
心
解
釈
」
（
『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
六
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
金
剛
喩
定
」
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇
一
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
六
馬
鳴
」
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
五
四
、
二
〇
一
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
密
教
的
な
も
の 

―

架
空
経
典
を
中
心
に―

」
（
『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』 

 
 

二
七
、
二
〇
一
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情 

―

序
の
記
述
と
武
則
天
と
則
天
文
字―

」
（
『
密
教
学
研
究
』
五
十
、 

 
 

二
〇
一
八
年
） 

 

「
真
言
密
教
に
お
け
る
如
意
宝
珠
観 
―

『
二
十
五
箇
条
御
遺
告
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係―

」 

 

（
『
東
洋
学
研
究
』
五
五
、
二
〇
一
八
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
仏
身
観
の
一
考
察 

―

四
種
身
説
の
可
能
性―

」（
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』 

 
 

十
五
、
二
〇
一
八
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
般
若
思
想
理
解 

―

「
三
智
」
と
「
如
実
智
」
の
使
用
例
を
中
心
に―

」 

 

（
『
仏
教
文
化
学
会
研
究
紀
要
』
二
八
、
二
〇
一
八
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
摩
訶
衍
」
理
解 

―

『
維
摩
経
』
影
響
説
批
判―

」（
『
印
仏
研
』
六
七 

 
 
―

二
、
二
〇
一
九
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
遼
代
に
お
け
る
流
通 

―

房
山
石
経
の
記
述
と
周
辺
記
述―

」
（
『
東
洋
学
研
究
』 

 
 

五
六
、
二
〇
一
九
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
請
来
時
に
け
る
二
、
三
の
問
題
」
（
『
智
山
学
報
』
六
八
、
二
〇
一
九
年
） 
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「
近
代
の
真
言
密
教
に
お
け
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
観
の
問
題 

―

事
相
に
対
す
る
理
解
の
欠
如―

」（
『
智 

 
 

山
学
報
』
六
九
、
二
〇
二
〇
年
） 

 

「
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』 

―

武
則
天
に
関
す
る
記
述
を
中
心
に―

」
（
『
印
仏 

 
 

研
』
六
九―
二
、
二
〇
二
一
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
と
新
羅
華
厳
と
の
関
係
再
考 

―

武
則
天
と
則
天
文
字―

」（
『
東
洋
学
研
究
』 

 
 

五
八
、
二
〇
二
一
年
） 

薗
田
香
融 

『
平
安
仏
教
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
五
八
頁
） 

大
安
寺
史
編
集
委
員
会 

 

『
大
安
寺
史
・
史
料
』
（
名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
） 

高
木
訷
元 

 

「
弘
法
大
師
空
海
の
入
唐
求
法
へ
の
軌
跡
」
（
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
三
、
二
〇
〇 

 
 

〇
年
） 

 

『
空
海
の
座
標 

―

存
在
と
コ
ト
バ
の
深
秘
学―

』
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
） 

田
賀
竜
彦 

 

『
授
記
思
想
の
源
流
と
展
開
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
四
年) 

 

「
燃
灯
仏
授
記
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
論
集
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
） 

高
崎
直
道
（
編
著
校
注
含
） 

 

「
法
身
の
一
元
論
」
（
『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
五
年
） 

 

『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
（
春
秋
社
、
一
九
七
八
年
） 

 

「
『
大
乗
起
信
論
』
の
素
材
」
（
「
如
来
蔵
思
想
と
は
何
か
」
（
平
川
彰
編
『
如
来
蔵
と
大
乗
起
信
論
』
春 

 
 

秋
社
、
一
九
九
〇
年
） 

 

『
新
国
訳
大
蔵
経 

仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
） 

『
高
崎
直
道
著
作
集
（
大
乗
起
信
論
・
楞
伽
経
）
』
八
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

高
橋
尚
夫
他
編
（
編
著
含
） 

 

『
空
海
と
イ
ン
ド
中
期
密
教
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
） 

武
田
浩
学 

 

「
『
大
智
度
論
』
の
著
者
は
や
は
り
龍
樹
で
は
な
か
っ
た
の
か 

そ
の
独
自
の
般
舟
三
昧
理
解
か
ら
羅
什 

 
 

著
者
説
の
不
成
立
を
論
ず
る
」
『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
三
、
二
〇
〇
〇
年
） 

「
『
大
智
度
論
』
を
一
貫
す
る
主
題
は
「
不
住
涅
槃
の
思
想
」
で
は
な
い
の
か 

―
E

・
ラ
モ
ッ
ト
氏
へ 

の
反
論―

」
（
『
印
仏
研
』
四
九―

二
、
二
〇
〇
一
年
） 

『
大
智
度
論
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
五
年
）
） 

武
邑
尚
邦 

 

『
イ
ン
ド
仏
教
教
学
』
（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
） 

武
内
孝
善 

 

「
最
澄
と
空
海 

―

そ
の
出
逢
い
と
訣
別―

」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
四
、
二
〇
一
七
年
） 

竹
村
牧
男 

 

『
大
乗
起
信
論
読
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
八
年
） 

 

『
『
大
乗
起
信
論
』
を
読
む
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
年
） 

多
田
孝
正 
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「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
の
六
字
大
明
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
印
仏
研
』
三
六―

二
、
一
九
八
八
年
） 

田
中
公
明 

 

「
ト
ン
ワ
ト
ゥ
ン
デ
ン
と
は
何
か
？ 

―

タ
ン
カ
の
起
源
と
『
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
』
」（
『
密
教
図
像
』 

 
 

二
九
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

「
胎
蔵
五
仏
の
成
立
に
つ
い
て―

『
大
日
経
』
の
先
行
経
典
と
し
て
の
『
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
』
」（
『
密 

 
 

教
図
像
』
三
一
、
二
〇
一
二
年
） 

谷
川
泰
教 

 

「
入
楞
伽
経
研
究
ノ
ー
ト
」
（
『
仏
教
学
会
報
』
六
、
一
九
七
四
年
） 

玉
城
康
四
郎 

 

『
中
国
仏
教
思
想
の
形
成
』
（
一
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
） 

 

「
大
乗
起
信
論
の
根
本
問
題
」
（
『
止
観
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
） 

丹
治
昭
義 

 

「
『
起
信
論
』
と
『
義
記
』
の
一
考
察
」
（
『
「
大
乗
起
信
論
」
の
研
究
』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、 

 
 

二
〇
〇
一
年
） 

智
山
伝
法
院 

 

『
智
山
伝
法
院
選
書
七 

頼
瑜 

―

そ
の
生
涯
と
思
想―

』
（
智
山
伝
法
院
、
二
〇
〇
〇
年
） 

千
葉
正 

 

「
『
宗
鏡
録
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』 

―
 

教
禅
一
致
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察―

」（
『
駒
沢
大
学
大
学 

 
 

院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
二
七
、
一
九
九
四
年
） 

 

「
杲
宝
の
禅
宗
批
判
再
考
」
（
『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
十
、
一
九
九
七
年
） 

 

「
頼
宝
に
よ
る
『
宗
鏡
録
』
の
受
容 

―

頼
宝
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
勘
注
』
考―

」（
『
宗
学
研
究
』
四
九
、 

 
 

二
〇
〇
七
年
） 

 

「
頼
瑜
の
禅
宗
理
解 

―

頼
瑜
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
抄
』
考―

」
（
『
印
仏
研
』
五
六―
二
、
二
〇
〇 

 
 

八
年
） 

塚
本
賢
暁
（
編
者
含
む
） 

 

『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
訳
密
教
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
） 

塚
本
善
隆 

 

「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」
（
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五
、
大
東
出
版
、
一
九
七
五
年
） 

辻
直
四
郎 

 

『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
史
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
） 

土
屋
昌
明 

 

「
唐
の
道
教
を
め
ぐ
る
高
句
麗
・
新
羅
と
入
唐
留
学
生
の
諸
問
題
」
（
『
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
研
究 

 
 

セ
ン
タ
ー
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
四
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

「
玄
宗
に
よ
る
創
業
神
話
の
反
復
と
道
教
の
新
羅
へ
の
伝
播
」
（
『
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン 

 
 

タ
ー
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
、
二
〇
一
五
年
） 

妻
木
直
良 

 

「
契
丹
に
於
け
る
大
蔵
経
雕
造
の
事
実
を
論
ず
」
（
『
東
洋
学
報
』
二
、
一
九
一
二
年
） 

寺
崎
修
一 

 

「
弘
法
大
師
の
師
主
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
常
盤
博
士
還
暦
記
念
仏
教
論
叢
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三 

 
 

三
年
） 
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東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
共
編 

 

『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
） 

栂
尾
祥
雲 

 

『
秘
密
仏
教
史
（
栂
尾
祥
雲
全
集
一
）
』
（
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
） 

 

『
密
教
思
想
と
生
活
（
栂
尾
祥
雲
全
集
三
）
』
（
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
） 

常
盤
大
定 

 

『
支
那
仏
教
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
四
一
年
） 

 

『
続
支
那
仏
教
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
四
一
年
） 

豊
嶋
悠
吾 

 

「
註
釈
書
に
見
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
立
義
分
解
」
（
『S

e
ctio

n
4

.C
h

in
e
s
e
B

u
d

d
h

iis
m

』 

 
 

h
p

h
ttp

://s
k

b
.o

r.k
r/2

0
0

6
/d

o
w

n
/p

a
p

e
rs

/0
4

8
.p

d
f 

掲
載
、
二
〇
〇
六
年
） 

「
済
暹
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
解
釈 

―

不
二
門
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
印
仏
研
』
五
四―

二
、
二
〇
〇 

六
年
） 

「
『
弁
顕
密
二
教
論
懸
鏡
抄
』
を
中
心
に
み
た
済
暹
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
解
釈
」
（
『
印
仏
研
』
五
六―

 

三
、
二
〇
〇
八
年
） 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』
に
お
け
る
頼
瑜
の
根
本
摩
訶
衍
解
釈
」
（
『
印
仏
研
』
五
八―

一
、
二
〇
〇 

九
年
） 

 

「
『
釈
論
愚
草
』
に
お
け
る
頼
瑜
の
真
言
教
学
の
特
徴 

：「
二
門
峙
立
」
と
理
理
無
辺
に
つ
い
て
」（
『
イ 

 
 

ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』
二
〇
、
二
〇
一
三
年
） 

「
『
釈
論
愚
草
』
に
お
け
る
頼
瑜
の
一
体
一
心
摩
訶
衍
解
釈
」
（
『
智
山
学
報
』
六
二
、
二
〇
一
三
年
） 

内
藤
乾
吉 

 

「
大
方
広
仏
花
厳
経
巻
第
八
（
解
説
）
」（
『
書
道
全
集
』
第
二
十
六
、
中
国
十
五
、
平
凡
社
、
一
九
六
七 

 
 

年
） 

内
藤
栄 

 

『
舍
利
荘
厳
美
術
の
研
究
』
（
青
史
出
版
、
二
〇
一
〇
年
） 

中
川
善
教
（
編
著
含
） 

 

『
大
乗
起
信
論 

―

併
科
・
校
異―

』
（
高
野
山
大
学
出
版
部
、
一
九
五
六
年
） 

中
島
宥
忍 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
立
義
分
の
一
考
察
」
（
『
智
山
学
報
』
三
四
、
一
九
八
五
年
） 

中
西
俊
英 

 

「
静
法
寺
慧
苑
の
教
学
と
そ
の
背
景 

―

二
種
十
玄
説
を
中
心
に―

」
（
『
印
仏
研
』
五
八―

三
、
二
〇 

 
 

一
〇
年
） 

中
村
元
（
編
著
監
修
含
） 

 

『
ブ
ッ
タ
最
後
の
旅
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
） 

 

『
仏
教
語
大
辞
典 

縮
刷
版
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

『
現
代
語
訳
「
阿
含
経
典
」―

長
阿
含
経
』
（
一
、
平
河
出
版
、
一
九
九
五
年
） 

 

『
岩
波
仏
教
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
） 

中
村
本
然
（
中
村
正
文
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
不
二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
学
研
究
』
十
五
、
一
九
八
三
年
） 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
三
四―

二
、
一
九
八
六
年
） 
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「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」
（
平
川
彰
編
『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』
山
喜
房
仏
書
林
、

一 
九
八
七
年
） 

 

「
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
つ
い
て 

―

特
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て―

」（
『
印
仏 

 
 

研
』
三
七―
二
、
一
九
八
九
年
） 

 

「
真
言
密
教
に
お
け
る
如
意
宝
珠
〈
信
仰
〉
」
（
『
中
世
の
仏
教
』
青
史
出
版
、
二
〇
〇
五
年
） 

 

「
真
言
密
教
の
修
法
と
如
意
宝
珠
」
（
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
八
、
二
〇
〇
五
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
五
重
問
答
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
） 

 

「
弘
法
大
師
空
海
の
『
入
楞
伽
経
』
理
解 

―

特
に
『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
を
中
心
と
し
て
」（
『
密 

 
 

教
学
研
究
』
四
三
、
二
〇
一
一
年
） 

 

「
弘
法
大
師
空
海
の
『
大
智
度
論
』
理
解 

―

『
辯
顕
密
二
教
論
』
を
起
因
と
し
て
」
（
『
智
山
学
報
』 

 
 

六
五
、
二
〇
一
六
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論 

―

特
に
止
観
を
中
心
と
し
て―

」（
『
智
山
学
報
』
六
六
、
二
〇 

 
 

一
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
所
説
の
魔
・
外
道
・
鬼
・
神
に
つ
い
て 

 
―

「
広
釈
魔
事
対
治
門
」
を
中
心
と
し 

 
 

て―

」
（
『
智
山
学
報
』
六
七
、
二
〇
一
八
年
） 

那
須
政
隆 

 

『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
） 

 

「
釈
論
所
説
の
三
十
二
法
門
に
就
て
」
（
『
智
山
学
報
』
新
七
・
八
、
一
九
七
三
年
） 

 

「
弘
法
大
師
の
自
性
三
昧
」
（
『
智
山
学
報
』
二
二
、
一
九
七
三
年
） 

 

『
弁
顕
密
二
教
論
の
解
説
』
（
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
） 

二
玄
社 

 

『
書
跡
名
品
叢
刊
・
第
八
回
配
本
＝
唐
・
則
天
武
后 

昇
仙
太
子
碑
』
（
二
玄
社
、
一
九
五
九
年
） 

 

『
日
本
銘
筆
選
三
六 

光
明
皇
后 

空
海 

最
澄
集
』
（
二
玄
社
、
二
〇
一
六
年
） 

西
林
昭
一
・
鶴
田
一
雄 

 

 

「
隋
・
唐
」
（
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
六
、
雄
山
閣
、
一
九
九
三
年
） 

野
沢
佳
美 

 

『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア 

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史 

―

中
国
・
高
麗
篇―

』
三
（
立
正
大
学 

 
 

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
） 

早
川
道
雄 

 

「
「
不
二
摩
訶
衍
」
と
は
何
か
？
」
（
『
豊
山
学
報
』
四
三
、
二
〇
〇
〇
年
） 

 

「
不
二
摩
訶
衍
の
思
想
的
起
源
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
豊
山
学
報
』
四
四
、
二
〇
〇
一
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
」
序
文
及
び
巻
第
一
現
代
語
試
訳
」（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
二
、
二
〇
〇
六 

 
 

年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
三 

訓
読
文
お
よ
び
現
代
語
試
訳
」
（
『
密
教
学
』
四
二
、
二
〇
〇
六
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
四 

現
代
語
試
訳
」
（
『
仙
石
山
論
集
』
三
、
二
〇
〇
六
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
二 

現
代
語
試
訳
」
（
『
密
教
学
』
四
三
、
二
〇
〇
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
五 

現
代
語
試
訳
」
（
『
平
安
仏
教
学
会
年
報
』
四
、
二
〇
〇
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
六 

現
代
語
試
訳
」
（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
三
、
二
〇
〇
七
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
七 

現
代
語
試
訳
」
（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
四
、
二
〇
〇
九
年
） 
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「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
法
」
と
「
門
」
」
（
『
密
教
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
八 

現
代
語
試
訳
」
（
『
密
教
学
』
四
六
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
十 

現
代
語
試
訳
」
（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
六
、
二
〇
一
一
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
第
九 

現
代
語
試
訳
」
（
『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
』
十
八
、
二
〇
一
三
年
） 

 

『
釈
摩
訶
衍
論
の
新
研
究
』
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
九
年
） 

干
潟
龍
祥 

「
授
記
思
想
の
源
流
と
展
開
」
（
『
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年
報
』 

十
一
、
一
九
七
五
年
） 

「
大
智
度
論
の
作
者
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
七―

一
、
一
九
五
八
年
） 

 

『
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
八
年
） 

 

「
四
種
法
身
と
三
輪
身
の
創
始
者
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
大
系
』
一
、
一
九
九
四
年
） 

平
井
俊
栄 

 

『
中
国
般
若
思
想
史
研
究 

―

吉
蔵
と
三
論
学
派
』
（
春
秋
社
、
一
九
七
六
年
） 

平
岡
聡 

 

『
大
乗
経
典
の
誕
生
』
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
五
年
） 

平
川
彰 

 

『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
） 

「É
.

ラ
モ
ッ
ト
教
授
の
「
大
智
度
論
フ
ラ
ン
ス
語
訳
註
」
第
三
巻
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
十
九―

二
、 

一
九
七
一
年
） 

 

『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
下
（
春
秋
社
、
一
九
七
四
年
） 

 

『
大
乗
仏
教
の
教
理
と
教
団
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
） 

 

『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
Ⅰ
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
） 

 

「
如
来
蔵
思
想
と
は
何
か
」
（
平
川
彰
編
『
如
来
蔵
と
大
乗
起
信
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
） 

 

『
大
乗
起
信
論
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
四
年
） 

福
士
慈
稔 

 

『
新
羅
元
暁
研
究
』
（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
） 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
」
（
三
友
健
容
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
智
慧
の 

 
 

と
も
し
び
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
問
題
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
六
年
） 

藤
田
隆
乗 

「
頼
瑜
の
教
学
」
（
『
智
山
伝
法
院
選
書
七 

頼
瑜 

―

そ
の
生
涯
と
思
想―

』
智
山
伝
法
院
、
二
〇
〇 

〇
年
） 

藤
村
隆
淳 

 

「
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
説
か
れ
る
十
種
如
来
蔵
」
（
『
密
教
文
化
』
一
三
一
、
一
九
八
〇
年
） 

藤
原
崇
人 

 

『
契
丹
仏
教
史
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
） 

船
山
徹 

 

『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
） 

堀
池
春
峰 

 

「
弘
法
大
師
と
南
都
仏
教
」
（
『
弘
法
大
師
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
） 

堀
内
規
之 

 

『
済
暹
教
学
の
研
究 

―

院
政
期
真
言
密
教
の
諸
問
題―

』
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
〇
九
） 
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本
多
隆
仁
（
楠
正
仁
） 

 

「
釈
論
の
立
義
分
解
釈
」
（
『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
年
） 

「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
根
本
無
明
の
一
考
察
」
（
『
智
山
学
報
』
二
九
、
一
九
八
〇
年
） 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
の
お
け
る
二
種
の
本
覚
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
学
研
究
』
十
五
、
一
九
八
三
年
） 

「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
立
義
分
解
釈
と
五
重
問
答
」（
那
須
政
隆
博
士
米
寿
記
念
『
仏
教
思
想
論
集
』
、 

成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
八
四
年
） 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
真
如
門
に
つ
い
て
」
（
『
智
山
学
報
』
四
二
、
一
九
九
三
年
） 

 

「
如
義
言
説
と
法
身 

―

弘
法
大
師
教
学
に
お
け
る
法
身
の
意
味
を
求
め
て―

」 

（
『
智
山
学
報
』
四
五
、
一
九
九
六
年
） 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
真
如
門
と
生
滅
門
」
（
『
智
山
学
報
』
四
八
、
一
九
九
九
年
） 

 

「
体
相
用
と
自
体
相
用
」
（
『
智
山
学
報
』
五
一
、
二
〇
〇
二
年
） 

 

「
不
二
摩
訶
衍
法
と
立
義
分
」
（
『
智
山
学
報
』
五
四
、
二
〇
〇
五
年
） 

 

「
不
二
摩
訶
衍
法
と
如
義
言
説
」
（
『
智
山
学
報
』
五
六
、
二
〇
〇
七
年
） 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
立
義
分
解
釈
の
問
題
点
」
（
『
密
教
学
研
究
』
四
六
、
二
〇
一
四
年
） 

 

「
釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
三
大
の
意
味
す
る
も
の 

―
弘
法
大
師
の
思
想
へ
の
接
点
を
求
め
て
」
（
『
智 

 
 

山
学
報
』
六
五
、
二
〇
一
六
年
） 

牧
田
諦
亮 

 

『
牧
田
諦
亮
著
作
集
（
疑
経
研
究
）
』
（
一
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
） 

松
長
俊
恭 

 

『
真
言
宗
聖
典
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
二
〇
年
） 

松
長
有
慶 

 

『
密
経
経
典
成
立
史
論
』
（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
） 

松
本
信
道 

 

「
『
延
暦
僧
録
』
戒
明
伝
の
史
料
的
特
質
」
（
『
駒
沢
史
学
』
（
三
七
、
一
九
八
七
年
） 

 

「
淡
海
三
船
「
送
戒
明
和
尚
状
」
の
再
検
討
」
（
『
駒
沢
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
十
三
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

「
徳
清
の
入
唐
に
つ
い
て
」
『
駒
沢
大
学
文
学
研
究
紀
要
』
六
八
、
二
〇
一
三
年
） 

水
野
弘
元
（
編
著
監
修
含
） 

「
菩
提
達
摩
の
二
入
四
行
説
と
金
剛
三
昧
経
」
（
『
駒
沢
大
学
研
究
紀
要
』
十
三
、
一
九
五
五
年
） 

 

『
新
・
仏
典
解
題
事
典
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
六
年
） 

 

『
仏
教
要
語
の
基
礎
知
識
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
） 

宮
坂
宥
勝
（
校
閲
） 

 

『
和
訳
密
教
経
典
集
』
下
（
う
し
お
書
店
、
二
〇
〇
四
年
） 

宮
崎
展
昌 

 

『
大
蔵
経
の
歴
史 

―

成
り
立
ち
と
伝
承―

』
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
九
年
） 

向
井
隆
健 

 

「
四
種
法
身
に
つ
い
て
」
（
『
豊
山
学
報
』
一
六
、
一
九
七
一
年
） 

村
上
専
精 

 

「
大
乗
起
信
論
に
関
す
る
史
的
研
究
」
（
『
哲
学
雑
誌
』
三
四―

三
九
二
、
一
九
一
九
年
） 

 

「
大
乗
起
信
論
に
関
す
る
史
的
研
究
（
続
編
）
」
（
『
哲
学
雑
誌
』
三
四―

三
九
四
、
一
九
一
九
年
） 

 

「
大
乗
起
信
論
に
対
す
る
史
的
研
究
（
又
続
）
」
（
『
哲
学
雑
誌
』
三
五―

三
九
七
、
一
九
二
〇
年
） 
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室
寺
義
仁 

 

「
金
剛
喩
定
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
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